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■AA011 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／入門演習 Ａ１ａ 

(Introductory Seminars A1a) 

担当者名 

（Instructor） 
阿部 善彦(ABE YOSHIHIKO) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CHS1813 

言語 

（Language） 

その他 

(Others) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

キリスト教学科において基礎となる専門知識と学問研究方法を獲得する。 

基礎文献を通じて、専門知識および読解、分析、論理的思考の能力などを養う。 

それとともに、PCやオンラインシステムを活用した共同作業を伴う、ディスカッション、文献収集方法、プレゼンテーション作法、レ

ポート作成に関する技能も身につける。  

 

You will acquire the basic knowledge and research methods required for studying at the university’s Department of Christian 

Studies. 

While reading introductory texts,  you will gain basic knowledge of Christian studies, and develop reading, analyzing and logical 

thinking ability. 

Add to this, you will learn academic skills concerning  collecting materials, presentation and writing.  

 

授業の内容（Course Contents） 

授業回ごとの課題を行ったうえで授業に参加する。 

諸テーマについて文献の要約また論述および発表を行う。 

ディスカッションで相互検討を行う。 

 

All participants do assignments for each class.  

Regaｒding presented issues, student must write an outline summary or report, and make a presentation. 

Aｌｌ student must engage in discussion and exchange opinions. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. オリエンテーション 

2. 専門知識と学問研究方法の習得１ 

イントロダクション 予習課題の提示 

3. 予習課題にもとづく討議。 

予習課題の提示 

4. 予習課題にもとづく討議。 

まとめ課題の提示 

5. 同２ 

イントロダクション 予習課題の提示 

6. 予習課題にもとづく討議。 

予習課題の提示 

7. 予習課題にもとづく討議。 

まとめ課題の提示 

8. 同３ 

イントロダクション 予習課題の提示 

9. 予習課題にもとづく討議。 

予習課題の提示 

10. 予習課題にもとづく討議。 

まとめ課題の提示 

11. 同４ 

イントロダクション 予習課題の提示 

12. 予習課題にもとづく討議。 

予習課題の提示 

13. 予習課題にもとづく討議。 

まとめ課題の提示 

14. 総括 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 
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各担当者の示す予習課題及びまとめ課題。 

 

課題提出にあたっては Master of Writing およびテキストの『本を読む本』『論文の書き方』を参照。 

 

また発表に際しては Master of Presentation を参照のこと。 

https://www.rikkyo.ac.jp/about/activities/fd/cdshe/master.html 

 

Blackboard を使用する。使用法でわからないことはメディアセンターに各自で問い合わせること。 

 

また、Blackboardの「セルフラーニング」

（https://bb.rikkyo.ac.jp/webapps/portal/execute/tabs/tabAction?tab_tab_group_id=_12_1）からはいって、「Study Skill コース」に

ある各コンテンツを各自実施しておくことがのぞましい。 

 

当然のことであるがコピペや剽窃には厳しく対応する。 

剽窃については次の動画を視聴しておくこと。 

https://www.youtube.com/watch?v=IxM1e4W1S8I 

 

そのほか、論文の書き方、学びの方法や考え方、資料収集について、以下の動画を視聴しておくこと。 

https://www.youtube.com/watch?v=4PfymsKSA18 

https://www.youtube.com/watch?v=FfIk29rA5Xs 

https://www.youtube.com/watch?v=vy8Ca-5Xcig 

https://www.youtube.com/watch?v=pjyJvtFjxJs 

https://www.youtube.com/watch?v=UuDaiE0MtiE 

https://www.youtube.com/watch?v=pjyJvtFjxJs 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

授業内活動（予習復習提出物および授業内での討議への参加・発言の精度）(100%) 

各担当者の指示をよく確認すること。Blackboardを使用する。使用法でわからないことはメディアセンターに各自で問い合わせる

こと。当然のことであるがコピペや剽窃には厳しく対応する。 

 

テキスト（Textbooks） 

授業で取り上げる文献については担当教員の指示による。 

 

参考文献（Readings） 

1. アドラー、1997、『本を読む本』、講談社 (ISBN:978-4061592995) 

2. 澤田和夫、1977、『論文の書き方』、講談社 (ISBN:978-4061581531) 

3. 西原廉太、2016、『聖公会が大切にしてきたもの』、教文館 (ISBN:978-4764261259) 

4. エーコ、1991、『論文作法─調査・研究・執筆の技術と手順─』、而立書房 (ISBN:978-4880591452) 

授業時に適宜紹介する。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

授業全体の進め方（テーマ、課題、文献などの選定を含む）はそれぞれの担当教員が受講者に指定する。 

（授業内容は受講者の状況などによって変更される場合がある。また合同クラスで行うこともある） 

 

図書館ガイダンスまた情報検索講習を行うことがある。その場合には合同クラスで行うこと、または、 

Blackboardの以下の公開コースの各自の履修をもって行うこともある。 

【図書館ガイダンス】Blackboardの「公開コース」

（https://bb.rikkyo.ac.jp/webapps/portal/execute/tabs/tabAction?tab_tab_group_id=_15_1）から入って「立教大学図書館」にある

履修年度のフォルダにある全コンテンツを確認。 

 

注意事項（Notice） 
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■AA012 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／入門演習 Ａ１ｂ 

(Introductory Seminars A1b) 

担当者名 

（Instructor） 
ゾンターク，Ｍ(SONNTAG,MIRA) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CHS1813 

言語 

（Language） 

その他 

(Others) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

キリスト教学科において基礎となる専門知識と学問研究方法を獲得する。 

基礎文献を通じて、専門知識および読解、分析、論理的思考の能力などを養う。 

それとともに、PCやオンラインシステムを活用した共同作業を伴う、ディスカッション、文献収集方法、プレゼンテーション作法、レ

ポート作成に関する技能も身につける。  

 

You will acquire the basic knowledge and research methods required for studying at the university’s Department of Christian 

Studies. 

While reading introductory texts,  you will gain basic knowledge of Christian studies, and develop reading, analyzing and logical 

thinking ability. 

Add to this, you will learn academic skills concerning  collecting materials, presentation and writing.  

 

授業の内容（Course Contents） 

授業回ごとの課題を行ったうえで授業に参加する。 

諸テーマについて文献の要約また論述および発表を行う。 

ディスカッションで相互検討を行う。 

 

All participants do assignments for each class.  

Regaｒding presented issues, student must write an outline summary or report, and make a presentation. 

Aｌｌ student must engage in discussion and exchange opinions. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. オリエンテーション 

2. 専門知識と学問研究方法の習得１ 

イントロダクション 予習課題の提示 

3. 予習課題にもとづく討議。 

予習課題の提示 

4. 予習課題にもとづく討議。 

まとめ課題の提示 

5. 同２ 

イントロダクション 予習課題の提示 

6. 予習課題にもとづく討議。 

予習課題の提示 

7. 予習課題にもとづく討議。 

まとめ課題の提示 

8. 同３ 

イントロダクション 予習課題の提示 

9. 予習課題にもとづく討議。 

予習課題の提示 

10. 予習課題にもとづく討議。 

まとめ課題の提示 

11. 同４ 

イントロダクション 予習課題の提示 

12. 予習課題にもとづく討議。 

予習課題の提示 

13. 予習課題にもとづく討議。 

まとめ課題の提示 

14. 総括 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 
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各担当者の示す予習課題及びまとめ課題。 

 

課題提出にあたっては Master of Writing およびテキストの『本を読む本』『論文の書き方』を参照。 

 

また発表に際しては Master of Presentation を参照のこと。 

https://www.rikkyo.ac.jp/about/activities/fd/cdshe/master.html 

 

Blackboard を使用する。使用法でわからないことはメディアセンターに各自で問い合わせること。 

 

また、Blackboardの「セルフラーニング」

（https://bb.rikkyo.ac.jp/webapps/portal/execute/tabs/tabAction?tab_tab_group_id=_12_1）からはいって、「Study Skill コース」に

ある各コンテンツを各自実施しておくことがのぞましい。 

 

当然のことであるがコピペや剽窃には厳しく対応する。 

剽窃については次の動画を視聴しておくこと。 

https://www.youtube.com/watch?v=IxM1e4W1S8I 

 

そのほか、論文の書き方、学びの方法や考え方、資料収集について、以下の動画を視聴しておくこと。 

https://www.youtube.com/watch?v=4PfymsKSA18 

https://www.youtube.com/watch?v=FfIk29rA5Xs 

https://www.youtube.com/watch?v=vy8Ca-5Xcig 

https://www.youtube.com/watch?v=pjyJvtFjxJs 

https://www.youtube.com/watch?v=UuDaiE0MtiE 

https://www.youtube.com/watch?v=pjyJvtFjxJs 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

授業内活動（予習復習提出物および授業内での討議への参加・発言の精度）(100%) 

各担当者の指示をよく確認すること。Blackboardを使用する。使用法でわからないことはメディアセンターに各自で問い合わせる

こと。当然のことであるがコピペや剽窃には厳しく対応する。 

 

テキスト（Textbooks） 

授業で取り上げる文献については担当教員の指示による。 

 

参考文献（Readings） 

1. アドラー、1997、『本を読む本』、講談社 (ISBN:978-4061592995) 

2. 澤田和夫、1977、『論文の書き方』、講談社 (ISBN:978-4061581531) 

3. 西原廉太、2016、『聖公会が大切にしてきたもの』、教文館 (ISBN:978-4764261259) 

4. エーコ、1991、『論文作法─調査・研究・執筆の技術と手順─』、而立書房 (ISBN:978-4880591452) 

授業時に適宜紹介する。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

授業全体の進め方（テーマ、課題、文献などの選定を含む）はそれぞれの担当教員が受講者に指定する。 

（授業内容は受講者の状況などによって変更される場合がある。また合同クラスで行うこともある） 

 

図書館ガイダンスまた情報検索講習を行うことがある。その場合には合同クラスで行うこと、または、 

Blackboardの以下の公開コースの各自の履修をもって行うこともある。 

【図書館ガイダンス】Blackboardの「公開コース」

（https://bb.rikkyo.ac.jp/webapps/portal/execute/tabs/tabAction?tab_tab_group_id=_15_1）から入って「立教大学図書館」にある

履修年度のフォルダにある全コンテンツを確認。 

 

注意事項（Notice） 

 

 

  



 - 5 - 

■AA021 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／入門演習 Ａ２ａ 

(Introductory Seminars A2a) 

担当者名 

（Instructor） 
梅澤 弓子(UMEZAWA YUMIKO) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CHS1813 

言語 

（Language） 

その他 

(Others) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

キリスト教学科において基礎となる専門知識と学問研究方法を獲得する。 

基礎文献を通じて、専門知識および読解、分析、論理的思考の能力などを養う。 

それとともに、PCやオンラインシステムを活用した共同作業を伴う、ディスカッション、文献収集方法、プレゼンテーション作法、レ

ポート作成に関する技能も身につける。  

 

You will acquire the basic knowledge and research methods required for studying at the university’s Department of Christian 

Studies. 

While reading introductory texts, you will gain basic knowledge of Christian studies, and develop reading, analyzing and logical 

thinking ability. 

Add to this, you will learn academic skills concerning collecting materials, presentation and writing.  

 

授業の内容（Course Contents） 

授業回ごとの課題を行ったうえで授業に参加する。 

諸テーマについて文献の要約また論述および発表を行う。 

ディスカッションで相互検討を行う。 

 

All participants do assignments for each class.  

Regaｒding presented issues, student must write an outline summary or report, and make a presentation. 

Aｌｌ student must engage in discussion and exchange opinions. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. オリエンテーション 

2. 専門知識と学問研究方法の習得１ 

イントロダクション 予習課題の提示 

3. 予習課題にもとづく討議。 

予習課題の提示 

4. 予習課題にもとづく討議。 

まとめ課題の提示 

5. 同２ 

イントロダクション 予習課題の提示 

6. 予習課題にもとづく討議。 

予習課題の提示 

7. 予習課題にもとづく討議。 

まとめ課題の提示 

8. 同３ 

イントロダクション 予習課題の提示 

9. 予習課題にもとづく討議。 

予習課題の提示 

10. 予習課題にもとづく討議。 

まとめ課題の提示 

11. 同４ 

イントロダクション 予習課題の提示 

12. 予習課題にもとづく討議。 

予習課題の提示 

13. 予習課題にもとづく討議。 

まとめ課題の提示 

14. 総括 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 
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各担当者の示す予習課題及びまとめ課題。 

 

課題提出にあたっては Master of Writing およびテキストの『本を読む本』『論文の書き方』を参照。 

 

また発表に際しては Master of Presentation を参照のこと。 

https://www.rikkyo.ac.jp/about/activities/fd/cdshe/master.html 

 

Blackboard を使用する。使用法でわからないことはメディアセンターに各自で問い合わせること。 

 

また、Blackboardの「セルフラーニング」

（https://bb.rikkyo.ac.jp/webapps/portal/execute/tabs/tabAction?tab_tab_group_id=_12_1）からはいって、「Study Skill コース」に

ある各コンテンツを各自実施しておくことがのぞましい。 

 

当然のことであるがコピペや剽窃には厳しく対応する。 

剽窃については次の動画を視聴しておくこと。 

https://www.youtube.com/watch?v=IxM1e4W1S8I 

 

そのほか、論文の書き方、学びの方法や考え方、資料収集について、以下の動画を視聴しておくこと。 

https://www.youtube.com/watch?v=4PfymsKSA18 

https://www.youtube.com/watch?v=FfIk29rA5Xs 

https://www.youtube.com/watch?v=vy8Ca-5Xcig 

https://www.youtube.com/watch?v=pjyJvtFjxJs 

https://www.youtube.com/watch?v=UuDaiE0MtiE 

https://www.youtube.com/watch?v=pjyJvtFjxJs 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

授業内活動（予習復習提出物および授業内での討議への参加・発言の精度）(100%) 

各担当者の指示をよく確認すること。Blackboardを使用する。使用法でわからないことはメディアセンターに各自で問い合わせる

こと。当然のことであるがコピペや剽窃には厳しく対応する。 

 

テキスト（Textbooks） 

授業で取り上げる文献については担当教員の指示による。 

 

参考文献（Readings） 

1. アドラー、1997、『本を読む本』、講談社 (ISBN:978-4061592995) 

2. 澤田和夫、1977、『論文の書き方』、講談社 (ISBN:978-4061581531) 

3. 西原廉太、2016、『聖公会が大切にしてきたもの』、教文館 (ISBN:978-4764261259) 

4. エーコ、1991、『論文作法─調査・研究・執筆の技術と手順─』、而立書房 (ISBN:978-4880591452) 

授業内で担当教員が指示する。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

授業全体の進め方（テーマ、課題、文献などの選定を含む）はそれぞれの担当教員が受講者に指定する。 

（授業内容は受講者の状況などによって変更される場合がある。また合同クラスで行うこともある） 

 

図書館ガイダンスまた情報検索講習を行うことがある。その場合には合同クラスで行うこと、または、 

Blackboardの以下の公開コースの各自の履修をもって行うこともある。 

【図書館ガイダンス】Blackboardの「公開コース」

（https://bb.rikkyo.ac.jp/webapps/portal/execute/tabs/tabAction?tab_tab_group_id=_15_1）から入って「立教大学図書館」にある

履修年度のフォルダにある全コンテンツを確認。 

 

全授業回のうち半数以上を対面授業回とする。スケジュールについては入学者の状況と授業の進捗状況を踏まえて調整し、指

示する。 

 

注意事項（Notice） 
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■AA022 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／入門演習 Ａ２ｂ 

(Introductory Seminars A2b) 

担当者名 

（Instructor） 
阿部 善彦(ABE YOSHIHIKO) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CHS1813 

言語 

（Language） 

その他 

(Others) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

キリスト教学科において基礎となる専門知識と学問研究方法を獲得する。 

基礎文献を通じて、専門知識および読解、分析、論理的思考の能力などを養う。 

それとともに、PCやオンラインシステムを活用した共同作業を伴う、ディスカッション、文献収集方法、プレゼンテーション作法、レ

ポート作成に関する技能も身につける。  

 

You will acquire the basic knowledge and research methods required for studying at the university’s Department of Christian 

Studies. 

While reading introductory texts, you will gain basic knowledge of Christian studies, and develop reading, analyzing and logical 

thinking ability. 

Add to this, you will learn academic skills concerning collecting materials, presentation and writing.  

 

授業の内容（Course Contents） 

授業回ごとの課題を行ったうえで授業に参加する。 

諸テーマについて文献の要約また論述および発表を行う。 

ディスカッションで相互検討を行う。 

 

All participants do assignments for each class.  

Regaｒding presented issues, student must write an outline summary or report, and make a presentation. 

Aｌｌ student must engage in discussion and exchange opinions. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. オリエンテーション 

2. 専門知識と学問研究方法の習得１ 

イントロダクション 予習課題の提示 

3. 予習課題にもとづく討議。 

予習課題の提示 

4. 予習課題にもとづく討議。 

まとめ課題の提示 

5. 同２ 

イントロダクション 予習課題の提示 

6. 予習課題にもとづく討議。 

予習課題の提示 

7. 予習課題にもとづく討議。 

まとめ課題の提示 

8. 同３ 

イントロダクション 予習課題の提示 

9. 予習課題にもとづく討議。 

予習課題の提示 

10. 予習課題にもとづく討議。 

まとめ課題の提示 

11. 同４ 

イントロダクション 予習課題の提示 

12. 予習課題にもとづく討議。 

予習課題の提示 

13. 予習課題にもとづく討議。 

まとめ課題の提示 

14. 総括 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 
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各担当者の示す予習課題及びまとめ課題。 

 

課題提出にあたっては Master of Writing およびテキストの『本を読む本』『論文の書き方』を参照。 

 

また発表に際しては Master of Presentation を参照のこと。 

https://www.rikkyo.ac.jp/about/activities/fd/cdshe/master.html 

 

Blackboard を使用する。使用法でわからないことはメディアセンターに各自で問い合わせること。 

 

また、Blackboardの「セルフラーニング」

（https://bb.rikkyo.ac.jp/webapps/portal/execute/tabs/tabAction?tab_tab_group_id=_12_1）からはいって、「Study Skill コース」に

ある各コンテンツを各自実施しておくことがのぞましい。 

 

当然のことであるがコピペや剽窃には厳しく対応する。 

剽窃については次の動画を視聴しておくこと。 

https://www.youtube.com/watch?v=IxM1e4W1S8I 

 

そのほか、論文の書き方、学びの方法や考え方、資料収集について、以下の動画を視聴しておくこと。 

https://www.youtube.com/watch?v=4PfymsKSA18 

https://www.youtube.com/watch?v=FfIk29rA5Xs 

https://www.youtube.com/watch?v=vy8Ca-5Xcig 

https://www.youtube.com/watch?v=pjyJvtFjxJs 

https://www.youtube.com/watch?v=UuDaiE0MtiE 

https://www.youtube.com/watch?v=pjyJvtFjxJs 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

授業内活動（予習復習提出物および授業内での討議への参加・発言の精度）(100%) 

各担当者の指示をよく確認すること。Blackboardを使用する。使用法でわからないことはメディアセンターに各自で問い合わせる

こと。当然のことであるがコピペや剽窃には厳しく対応する。 

 

テキスト（Textbooks） 

授業で取り上げる文献については担当教員の指示による。 

 

参考文献（Readings） 

1. アドラー、1997、『本を読む本』、講談社 (ISBN:978-4061592995) 

2. 澤田和夫、1977、『論文の書き方』、講談社 (ISBN:978-4061581531) 

3. 西原廉太、2016、『聖公会が大切にしてきたもの』、教文館 (ISBN:978-4764261259) 

4. エーコ、1991、『論文作法─調査・研究・執筆の技術と手順─』、而立書房 (ISBN:978-4880591452) 

授業内で担当教員が指示する。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

授業全体の進め方（テーマ、課題、文献などの選定を含む）はそれぞれの担当教員が受講者に指定する。 

（授業内容は受講者の状況などによって変更される場合がある。また合同クラスで行うこともある） 

 

図書館ガイダンスまた情報検索講習を行うことがある。その場合には合同クラスで行うこと、または、 

Blackboardの以下の公開コースの各自の履修をもって行うこともある。 

【図書館ガイダンス】Blackboardの「公開コース」

（https://bb.rikkyo.ac.jp/webapps/portal/execute/tabs/tabAction?tab_tab_group_id=_15_1）から入って「立教大学図書館」にある

履修年度のフォルダにある全コンテンツを確認。 

 

全授業回のうち半数以上を対面授業回とする。スケジュールについては入学者の状況と授業の進捗状況を踏まえて調整し、指

示する。 

 

注意事項（Notice） 
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■AA041 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／キリスト教学基礎演習 Ａ１ａ 

(Seminar in Basic Christian Studies A1a) 

担当者名 

（Instructor） 

長谷川 修一(HASEGAWA SHUICHI) 

ゾンターク，Ｍ(SONNTAG,MIRA) 

梅澤 弓子(UMEZAWA YUMIKO) 

廣石 望(HIROISHI NOZOMU) 

阿部 善彦(ABE YOSHIHIKO) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CHS2813 

言語 

（Language） 

その他 

(Others) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

キリスト教学科の学びについて明確な指針をたてるため，各研究領域の内容，意義をしっかりと理解し今後の研究への具体的な

アプローチ方法を学ぶ。 

 

In order to establish a clear guideline regarding learning at the Department of Christian Studies, you will develop a sound 

understanding of the contents and significance of each area of research and learn specific ways to approach your future 

research. 

 

授業の内容（Course Contents） 

授業では，キリスト教学科で学ぶことができる各研究領域について，具体的イメージをつかみ，その基礎知識を身につける。そこ

から自分の興味を発展させて，より具体的な研究テーマの設定を試み、「演習」に備える。 

 

In this class, you will gain a concrete picture of the various areas of research available at the Department of Christian Studies 

and acquire the basic knowledge thereof. Building upon the above, you will develop your interests and make an attempt to set a 

more specific research topic, and prepare for the Seminar. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. オリエンテーション 

2. キリスト教学の問題領域１ 

イントロダクション 予習課題の提示 

3. 予習課題にもとづく討議。 

予習課題の提示 

4. 予習課題にもとづく討議。 

まとめ課題の提示 

5. キリスト教学の問題領域２ 

イントロダクション 予習課題の提示 

6. 予習課題にもとづく討議。 

予習課題の提示 

7. 予習課題にもとづく討議。 

まとめ課題の提示 

8. キリスト教学の問題領域３ 

イントロダクション 予習課題の提示 

9. 予習課題にもとづく討議。 

予習課題の提示 

10. 予習課題にもとづく討議。 

まとめ課題の提示 

11. キリスト教学の問題領域４ 

イントロダクション 予習課題の提示 

12. 予習課題にもとづく討議。 

予習課題の提示 

13. 予習課題にもとづく討議。 

まとめ課題の提示 

14. 総括 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

各担当者の示す予習課題及びまとめ課題。 
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課題提出にあたっては Master of Writing およびテキストの『本を読む本』『論文の書き方』を参照。 

また発表に際しては Master of Presentation を参照のこと。 

 

Master of Writing と Master of Presentation は以下の URLから入手可能。 

（https://www.rikkyo.ac.jp/about/activities/fd/cdshe/master.html） 

 

Blackboard を使用する。使用法でわからないことはメディアセンターに各自で問い合わせること。 

 

また、Blackboardの「セルフラーニング」

（https://bb.rikkyo.ac.jp/webapps/portal/execute/tabs/tabAction?tab_tab_group_id=_12_1）からはいって、「Study Skill コース」に

ある各コンテンツを各自実施しておくことがのぞましい。 

 

当然のことであるがコピペや剽窃には厳しく対応する。 

剽窃については次の動画を視聴しておくこと。 

https://www.youtube.com/watch?v=IxM1e4W1S8I 

 

そのほか、論文の書き方、学びの方法や考え方、資料収集について、以下の動画を視聴しておくこと。 

https://www.youtube.com/watch?v=4PfymsKSA18 

https://www.youtube.com/watch?v=FfIk29rA5Xs 

https://www.youtube.com/watch?v=vy8Ca-5Xcig 

https://www.youtube.com/watch?v=pjyJvtFjxJs 

https://www.youtube.com/watch?v=UuDaiE0MtiE 

https://www.youtube.com/watch?v=pjyJvtFjxJs 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

授業内活動（予習復習提出物および授業内での討議への参加・発言の精度）(100%) 

各担当者の指示をよく確認すること。Blackboardそのほか授業支援システムを使用する。使用法でわからないことはメディアセン

ターに各自で問い合わせること。当然のことであるがコピペや剽窃には厳しく対応する。 

 

テキスト（Textbooks） 

なし 

 

参考文献（Readings） 

1. アドラー、1997、『本を読む本』、講談社 (ISBN:978-4061592995) 

2. 澤田和夫、1977、『論文の書き方』、講談社 (ISBN:978-4061581531) 

3. 西原廉太、2016、『聖公会が大切にしてきたもの』、教文館 (ISBN:978-4764261259) 

4. エーコ、1991、『論文作法─調査・研究・執筆の技術と手順─』、而立書房 (ISBN:978-4880591452) 

授業時に適宜紹介する。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

なお授業内容は受講者の状況などによって変更される場合がある。 

 

注意事項（Notice） 
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■AA051 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／キリスト教学基礎演習 Ａ２ａ 

(Seminar in Basic Christian Studies A2a) 

担当者名 

（Instructor） 

ゾンターク，Ｍ(SONNTAG,MIRA) 

長谷川 修一(HASEGAWA SHUICHI) 

梅澤 弓子(UMEZAWA YUMIKO) 

廣石 望(HIROISHI NOZOMU) 

阿部 善彦(ABE YOSHIHIKO) 

藤原 佐和子(FUJIWARA SAWAKO) 

大野 松彦(OHNO MATSUHIKO) 

長下部 穣(OSAKABE YUTAKA) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CHS2813 

言語 

（Language） 

その他 

(Others) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

キリスト教学科の学びについて明確な指針をたてるため，各研究領域の内容，意義をしっかりと理解し今後の研究への具体的な

アプローチ方法を学ぶ。 

 

In order to establish a clear guideline regarding learning at the Department of Christian Studies, you will develop a sound 

understanding of the contents and significance of each area of research and learn specific ways to approach your future 

research. 

 

授業の内容（Course Contents） 

授業では，キリスト教学科で学ぶことができる各研究領域について，具体的イメージをつかみ，その基礎知識を身につける。そこ

から自分の興味を発展させて，より具体的な研究テーマの設定を試み、「演習」に備える。 

 

In this class, you will gain a concrete picture of the various areas of research available at the Department of Christian Studies 

and acquire the basic knowledge thereof. Building upon the above, you will develop your interests and make an attempt to set a 

more specific research topic, and prepare for the Seminar. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. オリエンテーション 

2. キリスト教学の問題領域１ 

イントロダクション 予習課題の提示 

3. 予習課題にもとづく討議。 

予習課題の提示 

4. 予習課題にもとづく討議。 

まとめ課題の提示 

5. キリスト教学の問題領域２ 

イントロダクション 予習課題の提示 

6. 予習課題にもとづく討議。 

予習課題の提示 

7. 予習課題にもとづく討議。 

まとめ課題の提示 

8. キリスト教学の問題領域３ 

イントロダクション 予習課題の提示 

9. 予習課題にもとづく討議。 

予習課題の提示 

10. 予習課題にもとづく討議。 

まとめ課題の提示 

11. キリスト教学の問題領域４ 

イントロダクション 予習課題の提示 

12. 予習課題にもとづく討議。 

予習課題の提示 

13. 予習課題にもとづく討議。 

まとめ課題の提示 

14. 総括 
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授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

各担当者の示す予習課題及びまとめ課題。 

 

課題提出にあたっては Master of Writing およびテキストの『本を読む本』『論文の書き方』を参照。 

Master of Writing は次の URLから入手可能（https://www.rikkyo.ac.jp/about/activities/fd/qo9edr0000005dbr-

att/MasterofWritingMini.pdf） 

また発表に際しては Master of Presentation を参照のこと。（https://www.rikkyo.ac.jp/about/activities/fd/qo9edr0000005dbr-

att/MasterofPresentation.pdf） 

Blackboard を使用する。使用法でわからないことはメディアセンターに各自で問い合わせること。 

 

また、Blackboardの「セルフラーニング」

（https://bb.rikkyo.ac.jp/webapps/portal/execute/tabs/tabAction?tab_tab_group_id=_12_1）からはいって、「Study Skill コース」に

ある各コンテンツを各自実施しておくことがのぞましい。 

 

当然のことであるがコピペや剽窃には厳しく対応する。 

剽窃については次の動画を視聴しておくこと。 

https://www.youtube.com/watch?v=IxM1e4W1S8I 

 

そのほか、論文の書き方、学びの方法や考え方、資料収集について、以下の動画を視聴しておくこと。 

https://www.youtube.com/watch?v=4PfymsKSA18 

https://www.youtube.com/watch?v=FfIk29rA5Xs 

https://www.youtube.com/watch?v=vy8Ca-5Xcig 

https://www.youtube.com/watch?v=pjyJvtFjxJs 

https://www.youtube.com/watch?v=UuDaiE0MtiE 

https://www.youtube.com/watch?v=pjyJvtFjxJs 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

授業内活動（予習復習提出物および授業内での討議への参加・発言の精度）(100%) 

各担当者の指示をよく確認すること。Blackboardそのほか授業支援システムを使用する。使用法でわからないことはメディアセン

ターに各自で問い合わせること。当然のことであるがコピペや剽窃には厳しく対応する。 

 

テキスト（Textbooks） 

なし 

 

参考文献（Readings） 

1. アドラー、1997、『本を読む本』、講談社 (ISBN:978-4061592995) 

2. 澤田和夫、1977、『論文の書き方』、講談社 (ISBN:978-4061581531) 

3. 西原廉太、2016、『聖公会が大切にしてきたもの』、教文館 (ISBN:978-4764261259) 

4. エーコ、1991、『論文作法─調査・研究・執筆の技術と手順─』、而立書房 (ISBN:978-4880591452) 

授業時に適宜紹介する。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

なお授業内容は受講者の状況などによって変更される場合がある。 

秋学期では３年次での演習科目登録について必要な内容も取り扱う。 

 

注意事項（Notice） 
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■AA101 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

その他／演習 Ａ１ 

(Seminars A1) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
西洋美術史の研究方法と実践 

担当者名 

（Instructor） 
大野 松彦(OHNO MATSUHIKO) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CHS3813 

言語 

（Language） 

その他 

(Others) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

芸術は歴史の真実にして、現在の直観である。ゆえに美術史は、歴史的事実だけで紡がれるのではない。美という語りえぬ価値

と芸術家や人類の心的形象が受肉した芸術作品の観照には、美術史の理解（知性による）と美の認識（感性による）の双方が必

要となる。この授業は、各学生が自身で作品、図像、様式の美術史的かつ美的な認識を記述できるようになることを目標とする。 

 

Art is historical truth, but also our present intuition. Therefore, art history is woven not only by the historical facts. To see and 

to contemplate artwork that incarnates the beauty – indescribable value itself – and the mind imagery of artists or mankind 

requires both the art-historical understanding (by the intellect) and the recognition of beauty (by the sensibility). The goal of 

this course is to enable each student to give their own description to the art-historical and aesthetic perception of work, 

iconography and style. 

 

授業の内容（Course Contents） 

この演習では、担当教員の指導のもとに、学生自身が関心のある美術、芸術家について、個々の作品を通じて研究を行い、その

成果を発表してもらいます。担当教員は、導入授業において以下の方法論を具体的な作品研究で例示します。 

 1. 様式学 Style （時代、国・地域、流派、芸術家個人の造形原理） 

 2. 図像学 Iconography （神話、宗教、文学、思想的主題の造形的意味論） 

 3. 図像解釈学 Iconology （図像の精神的、理念的、象徴的、表象的解釈学） 

 4. 芸術心理学 Psychology of art （造形の視知覚と心理表象） 

 5. 美学・芸術哲学 Aesthetics/Philosophy of art （美の認識と知覚、価値判断） 

様式と美の問題は、古代から現代まで時代を問わず重要で、図像学/図像解釈学は、主として前近代の宗教芸術の研究に重要

な役割を果たします。学生には、これらの方法論を自身の研究に適切に用い、芸術作品の歴史的な見方を形づくり、その観点か

ら議論に参加することが望まれます。 

 

In this seminar, under the direction by the instructor, the students conduct research on artwork or artists according to their 

interests and present its research findings. The instructor demonstrates the following art-historical/aesthetic methodology with 

his individual studies. 

 1. Style (formal principle of each epoch, nation or region, school and artist) 

 2. Iconography (visual semantics of mythological, religious, literal and ideational subject matter) 

 3. Iconology (symbolical, spiritual, conceptual and representational hermeneutics of visual images) 

 4. Psychology of art (visual perception and mind representation of visual art) 

 5. Aesthetics/Philosophy of art (recognition and perception of the beauty, judgement of value)  

The issues of style and beauty are critical aspects at any kind of artwork from the ancient to the modern age and the 

iconography/iconology plays an important role especially in the study field of premodern art. It is hoped that the students utilize 

these methodologies for their studies suitably, form a way of seeing artworks historically and from that point of view participate 

in a discussion. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 授業ガイダンス：方法と実践 

2. 導入授業 

3. 導入授業 

4. 演習発表 

5. 演習発表 

6. 演習発表 

7. 演習発表 

8. 演習発表 

9. 演習発表 

10. 演習発表 

11. 演習発表 
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12. 演習発表 

13. 演習発表 

14. 演習発表 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

発表は、学生が読み（知性）、見て（感性）、考えた（理性）ことの綜合として現れます。したがってこの授業では、発表準備としての

時間外学習が重視され、授業外で研究テーマに関する文献を読み、対象作品への言説について検討を加え、自身で考えること

が重要となります。発表後には、演習で得られた意見、知見を加え、研究テーマを再考し、最終レポートとしてまとめ上げます。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

最終レポート(Final Report)(40%)/演習発表(40%)/授業参加度(20%) 

担当教員は発表とレポートの出来だけではなく、発表準備のための努力の痕跡も勘案して評価する。 

 

テキスト（Textbooks） 

なし 

 

参考文献（Readings） 

1. H. ヴェルフリン、2000、『美術史の基礎概念：近世美術における様式発展の問題』、慶応義塾大学出版会 

2. O. ペヒト、1982、『美術への洞察：美術史研究の実践のために―』、岩波書店 

3. E. パノフスキー、1994、『芸術学の根本命題』、中央公論美術出版 

4. E. マール、1996-2000、『ロマネスクの図像学』『ゴシックの図像学』『中世末期の図像学』（中世の図像体系 1-6）、国書刊行会 

5. E. パノフスキー、1971、『イコノロジー研究：ルネサンス美術における人文主義の諸テーマ』、美術出版社 

6. H. リード、1990、『芸術の意味』、みすず書房 

7. R. アルンハイム、1963、『美術と視覚：美と創造の心理学』、美術出版社 

上記の図書は、どれも美術史/芸術学の方法論的著作として著名なものですが、参考文献の一部に過ぎず、また現在絶版で入

手しづらいものが多数あります。授業では、学生の研究テーマに関して個別に参考文献を指示することとします。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AA102 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

その他／演習 Ａ２ 

(Seminars A2) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
宗教と社会ー宗教はグローバル課題にどう立ち向かえるのかー 

担当者名 

（Instructor） 
長下部 穣(OSAKABE YUTAKA) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CHS3813 

言語 

（Language） 

その他 

(Others) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

本演習は、宗教と社会の間の摩擦を超克するための方法を探求する手がかりとして、「公共宗教」と「グローバル市民宗教」の概

念に光を当てる。ホセ・カサノヴァ著『近代世界の公共宗教』（ちくま学芸文庫、2021 年）、および、ロバート・ベラーら編『宗教とグ

ローバル社会―ロバート・ベラーとの対話―』（岩波書店、2014年）に含まれる論文の読解を通して、宗教や文化の異なる者同士

が、世界の課題に連帯して取り組むための倫理的基盤とは何かを明らかにしていきたい。 

 

This course will shed light on the concepts of "public religion" and "global civil religion" for exploring ways to address conflicts 

between religion and society. Through the reading of articles included in Jose Casanova's "Public Religions in the Modern 

World" (Chikuma Gakugei Bunko, 2021) and "Religion and Global Society: Conversations with Robert Bellah" (Iwanami Shoten, 

2014), edited by Robert Bellah et al. Through the reading of the articles, the course will discuss what is the ethical foundation 

for people of different religions and cultures to work together in solidarity to address global issues. 

 

授業の内容（Course Contents） 

本演習では、参加者が自身の関心に近い論文を選び、要旨を作成し、発表する。公共宗教、また、グローバル市民宗教について

の考察を深めると同時に、文献の正確な読解力ならびに参加 者自身のレポートや論文執筆に必要な調査能力を身につけること

も目標としたい。とりわけ、春学期は課題としてリフレクションペーパーを 2 回提出する。これは文献の理解を示すためであり、ま

たそこから自らの問題を設定していくためである。秋学期はそれぞれの関心のもと、経済格差や紛争、気候変動などのグローバ

ル課題に取り組む宗教の事例をひとつ選び、公共宗教、あるいは、グローバル社会の概念の妥当性について、分析と発表を行う

予定である。 

 

In this seminar, students will select papers close to their own research interests, prepare an abstract, and present it. The goal 

is to deepen the understanding of public religion and global civil religion. At the same time, they will acquire the ability to read 

literature accurately and to conduct research necessary to write their own papers. In particular, students, in the spring 

semester, will submit two reflection papers as assignments in order to demonstrate their understanding of the literature and to 

formulate their own problems. In the fall semester, we will choose a case study of religion in a consumerist society based on our 

respective interests, and analyse and present it. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 導入 

2. カサノヴァ『近代世界の公共宗教』、序論 

3. カサノヴァ、第１章前半 

4. カサノヴァ、第１章後半 

5. カサノヴァ、第２章前半 

6. カサノヴァ、第２章後半 

7. Reading break  

8. カサノヴァ、第３章 

9. カサノヴァ、第４章 

10. カサノヴァ、第５章 

11. カサノヴァ、第６章 

12. カサノヴァ、第７章 

13. カサノヴァ、第８章 

14. 総括 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

演習参加者は、指定された文献を事前に読み、授業にのぞむ必要がある。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

授業内報告(複数回)(60%)/随時レポート(40%) 
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課題の提出や本演習についての連絡は立教時間を通して行う 

 

テキスト（Textbooks） 

1. ホセ・カサノヴァ、2021、『近代世界の公共宗教』、ちくま学芸文庫 (ISBN:4480510664) 

他の購読テキストは最初の授業で指示する。 

 

参考文献（Readings） 

 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

参考文献 

高田宏史「公共宗教と世俗主義の限界―ホセ・カサノヴァとチャールズ・テイラーの議論を中心にー」、年報政治学 64 巻（2013

年）１号、38−59 頁。 

ハーバーマス、ユルゲン他『公共圏に挑戦する宗教―ポスト世俗化時代における共棲のためにー』、岩波書店、2014 年。 

ホセ・カサノヴァ「公共宗教を論じなおす」（藤本龍児訳）、磯前・山本編『宗教概念の彼方へ』、法藏舘、2011年 337ー372 頁。 

諸岡了介「R・N・ベラーにおける『市民宗教』概念について」、印度学宗教学会 27 巻（2000 年）、21-39 頁。 

ロバート・N・ ベラー『破られた契約―アメリカ宗教思想の伝統と試練―』（松本・中川訳）、未来社、1983 年。 

R. N. Bellah, ‘Civil religion in America’, Daedalus, 1967, 96(1), pp.1-21. 

 

注意事項（Notice） 

 

 

  



 - 17 - 

■AA103 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

その他／演習 Ａ３ 

(Seminars A3) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
現代神学・現代社会とキリスト教（テキスト分析と討議） 

担当者名 

（Instructor） 
藤原 佐和子(FUJIWARA SAWAKO) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CHS3813 

言語 

（Language） 

その他 

(Others) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

この演習は、（1）世界キリスト教における今日的な諸課題についての基礎的な知識・理解を得ること、（2）エキュメニカルな視座か

ら現代社会とキリスト教の関係性について探求すること、（3）キリスト者としての社会的責任を果たす具体的方法について議論を

深めることを目標とします。 

 

This course (1) develops the knowledge and understanding of current issues in global Christianity, (2) explores the relationship 

between contemporary society and Christianity from the ecumenical perspective, and (3) discusses concrete ways to fulfill 

Christian social responsibilities. 

 

授業の内容（Course Contents） 

この演習では、現代社会とキリスト教をエキュメニカルな視点から探求するために不可欠なテキストを講読し、検討していきます。

テキストに基づいて、関連する情報の共有、活発な議論の促進、世界のキリスト教に関する最新ニュースの考察・検討を行いま

す。また、受講者の人数に応じて、テキストの一部を要約したり、さらなる議論のためのポイントを提案したり、考察を発表したりす

る機会を設けます。 

 

In this course, we will read and review texts essential to exploring contemporary society and Christianity from an ecumenical 

perspective. Based on reading, we will share relevant information, promote lively discussion, and consider and examine the latest 

news in world Christianity as appropriate to our readings. On the basis of the number of students, the course will provide 

opportunity to summarize portions of the texts, suggest points for further discussion, and present reflections. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. オリエンテーション：関心のあるテーマの聞き取り、テキストの検討 

2. キリスト者のジェンダー正義①：TERFの問題性 

3. キリスト者とジェンダー正義②：『トランスジェンダー問題』 

4. キリスト者とジェンダー正義③：米国におけるアジア系の人びとの事例 

5. テキスト分析と討議① 

6. テキスト分析と討議② 

7. テキスト分析と討議③ 

8. テキスト分析と討議④ 

9. テキスト分析と討議⑤ 

10. テキスト分析と討議⑥ 

11. テキスト分析と討議⑦ 

12. テキスト分析と討議⑧ 

13. テキスト分析と討議⑨ 

14. 総括 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

授業時間外の学習については、必要に応じて別途指示します。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

最終レポート(Final Report)(40%)/授業内での発言、貢献(60%) 

 

テキスト（Textbooks） 

特に指定しません（必要な場合は PDF ファイルを配布・配信します） 

 

参考文献（Readings） 

1. 西原廉太、2007、『「エキュメニズムに進むキリスト教」『総説キリスト教史３・近現代篇』』、日本キリスト教団出版局 (ISBN:978-

4-8184-0633-9) 
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2. 関西学院大学キリスト教と文化研究センター編、2009、『キリスト教平和学事典』、教文館 (ISBN:978-4-7642-4034-6) 

3. ショーン・フェイ（高井ゆと里訳）、2022、『トランスジェンダー問題－議論は正義のために－』、明石書店 

(ISBN:9784750354637) 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

なお、授業内容は受講者の状況などによって変更される場合がある。  

Email：fujiwara.sawako@rikkyo.ac.jp 

 

注意事項（Notice） 
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■AA104 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

その他／演習 Ａ４ 

(Seminars A4) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
新約聖書解釈への入門 

担当者名 

（Instructor） 
廣石 望(HIROISHI NOZOMU) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CHS3813 

言語 

（Language） 

その他 

(Others) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

現代の聖書研究は、西欧近代における啓蒙主義と歴史主義を主たる思想史的背景として誕生し、発展してきた。さらに新約聖書

解釈の分野では、とりわけ 1970年代以降、方法論の多様化が進んだ。現在では、それら多様な批評学は、テクストの「生成」に

焦点を合わせるアプローチ、「コンテクスト」としての社会的・文化的背景との関係に焦点を合わせるアプローチ、物語テクストの

内部ないしテクストを介してなされる「コミュニケーション」の諸相に注目するアプローチ、さらには批評学それ自体の立ち位置につ

いて「解釈の自己検証」という視点から自己省察を行うアプローチに大別される。本講では、現代におけるいくつかの代表的な批

評学の方法論について理解し、その釈義的な適用例を学ぶことで新約聖書解釈への入門を行う。春学期では、本文批評、資料

批評、様式史研究、編集史研究、社会史的研究、社会科学批評、修辞学批評において基本的な知識を身につける。 

 

Contemporary Bible research was established and has subsequently developed mainly against the historical backdrop of the 

ideas, that is, the Enlightenment and historicism, of the modern West. Methodologies have become more diverse in the area of 

New Testament interpretation, especially since the 1970's. Currently, such diverse approaches of Biblical criticism can be 

broadly classified into the following: that which focuses on the generation of texts, that which focuses on the relationship of 

texts with social and cultural background as a context, that which focuses on the various aspects of communication within 

story texts or via texts, and that which carries out self-reflection with regard to the role of Biblical criticism from the viewpoint 

of self-verification of interpretation. In this course, students will develop an understanding of several typical methodologies for 

contemporary Biblical criticism and will be introduced to the basics of New Testament interpretation with examples of 

exegetical application. In the spring semester, students will gain a basic knowledge of textual criticism, source criticism, form 

criticism, redaction criticism, socio-historical criticism, social-scientific criticism, and rhetorical criticism. 

 

授業の内容（Course Contents） 

導入の後、履修者（個人ないしグループ）が独自の調査と読解に基づいて研究発表を行い、その上で履修者全員による討論を行

う。 

 

After the introduction, students will make research presentations (individually or in groups) based on their original research and 

interpretations. Discussion/debate involving all students in the class will follow.  

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 導入 

2. 本文批評（その 1） 

3. 本文批評（その 2） 

4. 資料・編集・様式（その 1） 

5. 資料・編集・様式（その 2） 

6. 資料・編集・様式（その 3） 

7. 社会史的研究（その 1） 

8. 社会史的研究（その 2） 

9. 社会科学批評（その 1） 

10. 社会科学批評（その 2） 

11. 修辞学批評（その 1） 

12. 修辞学批評（その 2） 

13. 修辞学批評（その 3） 

14. 総合討議 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

全員が事前に教科書の該当箇所を読んでくる。その理解を踏まえて、独自の調査に基づく発表準備を（個人ないしグループで）

行う。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 
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研究発表(40%)/出席および討論への参加度(60%) 

全体の２／３以上の出席が単位取得の最低条件 

 

テキスト（Textbooks） 

1. 浅野淳博／伊東寿泰／須藤伊知郎／辻学／中野実／廣石望／前川裕／村山由美、2016、『新約聖書解釈の手引き』、日本

キリスト教団出版局 (ISBN:9784818409385) 

2. 新約聖書翻訳委員会、2004、『新約聖書』、岩波書店 (ISBN:9784000233842) 

 

参考文献（Readings） 

1. 佐藤研（編訳）、2005、『福音書共観表』、岩波書店 (ISBN:4000246283) 

2. 日本基督教団出版局（編）、1979、『聖書学方法論』、日本基督教団出版局 (ISSN:BN01323984) 

3. 木幡藤子／青野太潮、1996、『聖書学の方法と諸問題』、日本基督教団出版局 (ISBN:4818402680) 

4. D.A. Black / D.S. Dockery. 1991. New Testament Criticism & Interpretation. Zondervan (ISBN:031051911X) 

5. D.E. Aune (ed.). 2010. The Blackwell Companion to the New Testament. Wiley-Blackwell (ISBN:9781405108256) 

その他、文献は非常に多いので、講義の中で適宜紹介する。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

授業の進行に伴って、オンライン利用での授業を数回予定している。詳細は事前に授業内で連絡する。 

 

注意事項（Notice） 
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■AA105 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

その他／演習 Ａ５ 

(Seminars A5) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
アジア・キリスト教史 

担当者名 

（Instructor） 
ゾンターク，Ｍ(SONNTAG,MIRA) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CHS3813 

言語 

（Language） 

その他 

(Others) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

日本をはじめ、アジアにおけるキリスト教の歴史を省みて，そこに認められる政治・社会・文化的諸課題についての論点を整理

し，理解を深める。さらにはアジア・キリスト教史研究におけるジェンダーの視点の重要性に気づく。 

 

Starting in Japan, we will examine the history of Christianity in Asia to identify political, social, and cultural issues in that history 

and deepen our understanding of them. Furthermore, we will discover the importance of  a gender perspective for the 

historical study oｆ Christianity in Asia.  

 

授業の内容（Course Contents） 

前半では，アジア，とりわけ日本キリスト教史に関する文献（日本語・英語）を講読し，キリスト教の土着化の過程における諸課題

を時期毎に明らかにする。2 回目以降，履修者は 4 つのグループ（1．幕末期までのカトリック宣教史，2．明治・大正期のプロテス

タント宣教史，3．戦時中のキリスト教， 4．戦後のキリスト教）に分かれ，グループ毎に担当する文献の紹介及びその文献に基づ

いた問題提起を行う。その後，各自の関心に応じて一つの研究テーマを見つけ出し，学期中に調査・分析を行って，コースの後半

でその成果を発表する。また全コースを通して発表後に討議の時間を設ける。授業で扱った内容と関連する映画の鑑賞やキリス

ト教系施設などの見学も行う。初回の授業で発表の日程を決めるので，必ず出席すること。 

履修者は，第 1 回の授業までに担当したい時期（上記参照）について決めておく。 

 

During the first half of the course, we will read through literature (in both Japanese and English) on the history of Christianity in 

Asia, especially in Japan, and identify problematic issues in each phase of the indigenization process of Christianity. For this 

purpose, you will form four groups (1. History of Catholic missionary work up to the late Tokugawa era; 2. History of Protestant 

missionary work in the Meiji and Taisho eras; 3. Christianity during the war; 4. Post-war Christianity) in the first class which 

introduce the literature chosen by the group and raise problems based on the literature. Then, each of you will find a individual 

research topic according to your interest, carry out research and analysis during the semester, and make a presentation on 

your findings in the second half of the course. Throughout the course, time for discussion will be arranged after each 

presentation. We will also watch movies and visit Christian organizations related to the content of the class. We will be deciding 

the presentation schedule in the first class, so make sure to attend. You should decide which era (see above) you would like to 

study by the first class. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. オリエンテーション、グループ分け、担当確認 

2. 各グループの担当文献の紹介 

3. Aグループ： 幕末までのカトリック宣教史 

4. Bグループ： 明治・大正期のキリスト教 

5. Cグループ： 戦時下のキリスト教 

6. D グループ： 戦後のキリスト教 

7. 映画鑑賞 

8. 一次資料の紹介・個人研究発表 

9. 一次資料の紹介・個人研究発表 

10. 一次資料の紹介・個人研究発表 

11. 一次資料の紹介・個人研究発表 

12. 一次資料の紹介・個人研究発表 

13. 関連施設の見学 

14. 総括 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

授業時に指示する。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 
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議論への参加状況(40%)/複数回の発表(60%) 

 

テキスト（Textbooks） 

1. 鈴木範久、2017、『日本キリスト教史――年表で読む』、教文館 (ISBN:978-4764274198) 

2. 五野井隆史、1990、『日本キリスト教史』、吉川弘文館 (ISBN:978-4642072878) 

その他の文献は授業時に提示する。また一部の文献は pdf として提供する。 

 

参考文献（Readings） 

必要に応じて提示する。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AA106 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

その他／演習 Ａ６ 

(Seminars A6) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
キリスト教思想史からみた愛と生命の問題１ 

担当者名 

（Instructor） 
阿部 善彦(ABE YOSHIHIKO) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CHS3813 

言語 

（Language） 

その他 

(Others) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

キリスト教思想史において、これまで中心的なテーマとなってきた問題に、アガペーとエロースをめぐる問題、愛、性、聖、身体、

苦しみ、そのほか神と人間をめぐる問題群がある。それは星雲のごとくにそこかしこにきらめく様々な問題系から成立しており、そ

の複雑多様なる思想展開のさまを一目のもとに把握することは、極めて困難な作業である。とはいえ、そこへとむけて思索を出発

しなければ、根本的な理解へと到達することは不可能である。この授業では、そうした無辺の問題系に向けてわずかなる一歩を

進めるための出発点となる問題探求を行い、また、それを共に学ぶ人々との間に共有され、ともにその道を歩みゆく同行のともが

らとなる機縁となることをめざす。 

 

Issues concerning agape and eros, that is, love, have been one of the central themes in the history of Christian ideas. Such 

issues consist of a vast range of systems of problems, and it is a Herculean task to gain a complete view of the complex and 

diverse development of the ideas involved. However, we cannot gain a fundamental understanding if we do not embark on this 

journey of contemplation. In this class, we will look for themes that will serve as a starting point for taking a step, albeit very 

small, toward such boundless systems of problems, with the aim of making it an opportunity for those learning together to share 

their ideas and become companions in the journey of contemplation. 

 

授業の内容（Course Contents） 

テキストを読解して他者の思想を正確に理解しようとする態度が求められる。 

また、他者の考え方を理解することによって、自己理解を振り返る態度を養うことが求められる。 

そのために、グループディスカッション及び授業関係提出課題の相互レヴューを行う。 

それによって自分自身の考えを他者に伝え、また、他者の考えをきき、協同的に理解を深め合う態度を養うことが求められる。 

そのために、教室内では、グループディスカッションで自分自身の考えを積極的に他者に伝えることが前提となるほか、 

授業課題で各自が提出する文章は、基本的にすべて大学学習支援 Webシステムの所定の範囲内で、記名式で相互閲覧可能と

することになる。 

こうしたことを事前に承知したうえで受講することが求められる。 

基本的に、受講者は、各自でそれらのテキストを読解し、自ら学んだ内容を、グループディスカッションで共有しつつ、相互に学び

合うことが求められる。 

受講者の状況によって講読テキスト箇所や進度が調整される。 

 

You are expected to be willing to read through texts and accurately understand others’ ideas. 

You are also expected to develop an attitude of reflecting on your self-understanding through understanding others’ ideas. 

To this end, we will hold group discussions and peer review sessions for class-related assignments. 

Based on such activities, you are expected to develop an attitude whereby you convey your own thoughts to others, listen to 

others’ ideas, and deepen mutual understanding of a cooperative manner. 

Therefore, in the class, it is essential that you actively convey your ideas to others in group discussions. Furthermore, all 

assignment papers that you submit will basically be made identifiable and viewable to others within the predetermined scope of 

the university’s learning assistance web system. 

You should be aware of these before registering for the course. 

Basically, you are expected to read texts independently and share what you have learned with others in group discussions so as 

to promote mutual learning. 

Sections of the texts to be read in the class and the pace of reading will be adjusted according to the situation of students. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. ガイダンス 

2. キリスト教思想史について 

3. 愛と生命に関する問題の基礎 

4. テキスト読解に向けて 

5. テキストにもとづく検討１ 
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6. 読解 

7. 討議 

8. テキストにもとづく検討２ 

9. 読解 

10. 討議 

11. テキストにもとづく検討３ 

12. 読解 

13. 討議 

14. まとめ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

授業内で指示する。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

授業に関する活動（予習復習そのほか課題の提出と内容の精度を含む）(100%) 

 

テキスト（Textbooks） 

1. 宮本久雄ほか、2022、『古代キリスト教の女性』、教友社 (ISBN:9784907991814) 

2. ミシェル・アンリ、2012、『キリストの言葉』、白水社 (ISBN:9784560082140) 

3. 村松・川瀬ほか、2022、『アンリ読本』、法政大学出版局 (ISBN:9784588151279) 

4. 阿部善彦ほか、2023、『西方キリスト教の女性』、教友社 

5. 宮本久雄、2022、『言語と証人』、東京大学出版会 (ISBN:9784130104180) 

テキストの購入は各自の判断に任せる。使用する文献資料は授業内で指示する。 

 

参考文献（Readings） 

1. Michel Henry. 2017. Können des Lebens : Schlüssel zur radikalen Phänomenologie. ALBER (ISBN:9783495489253) 

2. Michel Henry. 2022. Die Barbarei : Eine phänomenologische Kulturkritik. ALBER (ISBN:9783495488362) 

3. Michel Henry. 2010. POUR UNE PHENOMENOLOGIE DE LA VIE. CORLEVOUR (ISBN:9782915831344) 

4. Maine de Biran. 2010. Die innere Offenbarung des "geistigen Ich" : Drei Kommentare zum Johannes-Evangelium. ECHTER 

(ISBN:9783429033118) 

5. TRONC DOMINIQUE. 2012. EXPERIENCES MYSTIQUES EN OCCIDENT - TOME 1. DEUX OCEANS (ISBN:9782866811730) 

6. TRONC DOMINIQUE. 2012. EXPERIENCES MYSTIQUES EN OCCIDENT - TOME 2. DEUX OCEANS (ISBN:9782866811747) 

7. TRONC DOMINIQUE. 2014. EXPERIENCES MYSTIQUES EN OCCIDENT - TOME 3. DEUX OCEANS (ISBN:9782866811815) 

そのほか授業内で指示する。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AA107 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

その他／演習 Ａ７ 

(Seminars A7) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
ヘブライ語聖書学・聖書考古学 

担当者名 

（Instructor） 
長谷川 修一(HASEGAWA SHUICHI) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CHS3813 

言語 

（Language） 

その他 

(Others) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

ヘブライ語聖書学・聖書考古学分野で自らの研究テーマを見つける 

 

To find out own research subject either in the Hebrew Bible studies or biblical archaeology 

 

授業の内容（Course Contents） 

ヘブライ語聖書学・聖書考古学分野においてどのような研究がなされているかを、論文読解を通して知り、関心のある研究テーマ

を見つけて、研究するための基礎的な方法、資料について研究発表と討論を通して学ぶ。 

 

To know what kind of research is conducted in the Hebrew Bible studies and biblical archaeology through reading articles, and 

to learn basic methodology for and research materials of interested research subject through presentation and discussion. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. オリエンテーション（自己紹介、ヘブライ語聖書学・聖書考古学について） 

2. オリエンテーション（購読文献決定） 

3. 文献購読１ 

4. 文献購読２ 

5. 研究テーマ予備発表・討議 

6. 文献購読３ 

7. 文献購読４ 

8. 研究進捗状況報告・討議１ 

9. 研究進捗状況報告・討議２ 

10. 研究進捗状況報告・討議３ 

11. 研究テーマ発表・討議１ 

12. 研究テーマ発表・討議２ 

13. 研究テーマ発表・討議３ 

14. 総括（最終レポート提出） 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

初回の授業までに、ヘブライ語聖書もしくは聖書考古学についての本を一冊読んでおく。学期末に最終レポートの提出を課すの

で、研究テーマについて各自で研究を進めること。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

授業への参加(60%)/最終レポート(Final Report)(40%) 

 

テキスト（Textbooks） 

なし 

 

参考文献（Readings） 

必要に応じて授業時に指示する 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AA108 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

その他／演習 Ａ８ 

(Seminars A8) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
生命倫理を考える１ 

担当者名 

（Instructor） 
梅澤 弓子(UMEZAWA YUMIKO) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CHS3813 

言語 

（Language） 

その他 

(Others) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

今日わたしたちの生活の中で提起されている生命倫理をめぐる諸問題の中から、参加者の関心に応じていくつかをとりあげ、問

題の在処を検討するとともに、「人間の尊厳とは」を考究する。併せて「わたしが生きている」という事態とその意味を問う。 

 

We will pick some problems concerning bioethics that are currently being raised in our lives and that students are interested in, 

consider where those problems exist, and look into what human dignity is. Additionally, we will look into the state of being alive 

and its meaning. 

 

授業の内容（Course Contents） 

今日、医療現場への科学技術の導入に伴い生命倫理をめぐる諸問題が、私たちにとって避けて通ることのできない重大な課題と

なっている。本演習では「いのち」をめぐって提起されている問題の中から、参加者が自身の関心に応じてテーマを選定し、問題

の情況を把握すると共に、それらの問題の背景や根柢にある人間理解を検討する。この作業を通じて、人間の尊厳について考

え、また自らの生き方を考究する。 

 

Today, as various technologies are being introduced into the medical field, problems relating to bioethics are becoming a serious 

issue that we cannot avoid. In this seminar, we will choose topics that students are interested in from among problems raised 

with regard to life, grasp the status of the problems, and consider the understanding of people that underlies the problems. 

Through this work, we will think about human dignity and look into our way of life. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. イントロダクション 授業目的や方法の説明 

参加者が自身の問題意識を発表し、共有をはかる。 

2. グループ分け 演習でとりあげるテーマを選定する。 

参加者が自身が取り組みたいテーマを選び、グループを組む。 

3. グループ発表準備１  

グループごとに、発表テーマ・用いる資料・発表形式等の検討を行う。 

4. グループ発表準備２ 

グループごとに、発表内容の深化・全体ディスカッションに備えてのグループ討議を行う。 

5. グループ発表１ 

6. グループ発表２ 

7. グループ発表３ 

8. グループ発表４ 

9. 中間まとめ 

10. グループ発表５ 

11. グループ発表６ 

12. グループ発表７ 

13. これまでの考察のふりかえり 

14. 全体総括 まとめ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

参加者は、演習で取り組みたい問題について、事前に学びを進めておくこと。 

また、自身の問いを整理し、明確にしておくことが望ましい。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

最終レポート(Final Report)(30%)/発表内容(複数回)(50%)/討議への参加(20%) 

 

テキスト（Textbooks） 

なし 
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参考文献（Readings） 

 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AA109 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

その他／演習 Ａ９ 

(Seminars A9) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
ローマ・カトリック教会における典礼と音楽 

担当者名 

（Instructor） 
米沢 陽子(YONEZAWA YOKO) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CHS3813 

言語 

（Language） 

その他 

(Others) 

備考 

（Notes） 

大学院科目 NH212「キリスト教音楽研究１」と併置 

チャペル会館２Ｆ マグノリアルーム 

 

授業の目標（Course Objectives） 

ローマ・カトリック教会の典礼の二本柱であるミサと聖務日課の概要と、典礼に用いられる音楽について理解を深める。典礼音楽

がどのようにして生まれ、歌い継がれてきたのかを学び、典礼における音楽が果たす意味について自ら説明できる。また、その学

びを自分が関わる教会の典礼・礼拝に活かすことができるようにする。 

 

We will deepen our understanding of the two pillars for rituals of the Roman Catholic Church, Mass and Liturgy of the Hours as 

well as the music used in rituals. We will study how ritual music was born and pass along as well as explain independently the 

meaning of music in rituals. Moreover, we will use what we learned in the church rituals and worship that in which we are 

involved. 

 

授業の内容（Course Contents） 

基本的に講義形式で進めていく。文献講読も行う。西洋音楽の源であるグレゴリオ聖歌にも重点を置き、グレゴリオ聖歌がその

後の音楽史にどのような影響を与えたのかを考察していく。各回で扱う音楽作品については可能な限りオリジナル楽譜を紹介し、

実際に声に出して歌うことも試みたい。 

 

The course will mostly consist of lectures. We will also place emphasis on Gregorian chants, which are the origin of Western 

music. We will inquire into how Gregorian chants later influenced music history. We will introduce original scores for the musical 

pieces taken up each time as much as possible. I would also like to let us try singing the music out loud.  

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 旧約聖書の音楽（１） 歌と楽器と踊りによる賛美 

2. 旧約聖書の音楽（２） 詩編① 

3. 旧約聖書の音楽（３） 詩編② 

4. 旧約聖書の音楽（４） 詩編③ 

5. 初期キリスト教会における典礼と音楽 

6. ローマ・カトリック教会における典礼―ミサと聖務日課― 

7. グレゴリオ聖歌（１） 成立過程とネウマ譜の歴史 

8. グレゴリオ聖歌（２） ネウマ譜の読み方／教会旋法について 

9. ミサ通常文とミサ固有文 

10. 聖務日課（１）修道院の成立とその生活 

11. 聖務日課（２）朝課・賛課・晩課の音楽 

12. 聖母マリアへの祈り 

13. レクエイム 

14. グレゴリオ聖歌の伝統と現代 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

第１～４回は各自、聖書を持参すること。詩編は「旧約聖書の音楽」の回のみならず、講座全般の学びの礎となるものなので、日

頃から読む習慣をつけて授業に臨むことが望ましい。 

授業時間外の学習に関する指示は必要に応じて別途指示するが、中世、ルネサンス期の音楽について視聴覚資料等で予備知

識を得ておくこと。また予め配布する楽譜を譜読みしておくこと。 

「私のイチ押しキリスト教音楽」というプレゼンテーションを課すので準備すること。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

最終レポート(Final Report)(40%)/口頭発表とその準備(30%)/授業への参加度(30%) 

 

テキスト（Textbooks） 

特に指定しない 
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参考文献（Readings） 

1. 金澤正剛、2007 年、『キリスト教と音楽―ヨーロッパ音楽の源流をたずねて』、音楽之友社 (ISBN:978-4-11058-8) 

2. 金澤正剛、2015 年、『中世音楽の精神史―グレゴリオ聖歌からルネサンス音楽へ』、河出書房新社 (ISBN:978-4-309-41352-

5) 

3. 水野信男、1997 年、『ユダヤ音楽の歴史と現代』、アカデミアミュージック (ISBN:4-87017-066-3) 

4. 寺本まり子、2004 年、『詩篇の音楽―旧約聖書から生まれた音楽』、音楽之友社 (ISBN:978-4276110571) 

その他、授業中に適宜紹介する 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

講義の中では必要に応じて、パワーポイント、視聴覚資料を適宜活用する。また個々の授業内容については受講生の人数や関

心により多少の変更を加えることもある。 

実際に楽譜を用いて歌うことも多いので、基礎的な読譜力を身につけている学生の受講を歓迎する。 

大学院開設の「キリスト教音楽研究１」、「キリスト教音楽特殊研究１」との併設科目である。 

 

注意事項（Notice） 
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■AA110 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

その他／演習 Ａ１０ 

(Seminars A10) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 

ドイツ・ルター派のコラールと J. S. バッハの編曲技法－声楽作品（カンタータ、受難

曲）、オルガン編曲からの考察 

担当者名 

（Instructor） 
米沢 陽子(YONEZAWA YOKO) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CHS3813 

言語 

（Language） 

その他 

(Others) 

備考 

（Notes） 

大学院科目 NH213「キリスト教音楽研究２」と併置 

チャペル会館２Ｆ マグノリアルーム 

 

授業の目標（Course Objectives） 

ルター派のコラールの歌詞内容を理解し、バッハがカンタータや受難曲、オルガン作品のなかで歌詞の内容をどのように音として

描こうとしたかを、楽曲分析を通して説明することができる。 

 

We will understand the lyrics of Lutheran chorales. By analyzing these songs, we will be able to explain how Bach expressed 

these lyrics using sound with his cantata and Passion music and organ pieces. 

 

授業の内容（Course Contents） 

バッハのオルガン・コラール作品を弾く際、オルガニストは解釈の手掛かりをカンタータとコラールの歌詞に求める。バッハのカン

タータや受難曲がルター派のコラールを基にして作曲されていることは周知のとおりである。この授業では、同じコラールに基づく

カンタータとオルガン編曲を並べて取り上げ、バッハが共通の「素材」を用いてどのような手法で音楽を作り上げていったかを楽曲

分析を通して考察する。基本的に講義形式で進めていくが、いくつかのテーマについては受講生に口頭発表を課す予定である。

また必要に応じて演奏実践も取り入れる。 

 

An organist seeks hints on how to interpret the cantata and chorale from its lyrics when playing Bach’s organ chorales. As you 

know, Bach’s cantatas and Passion music were composed based on Lutheran chorales. In this course, we will take up cantatas 

and organ compositions based on the same chorale. We will examine with what method Bach used the same “material” to create 

music by musical analysis. The course will mostly consist of lectures, but I plan to have students give verbal presentations on 

several topics. In addition, we will also implement musical performances when necessary. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. J.S.バッハの教会生活とルター派のコラール 

2. Aus tiefer Not schrei' ich zu dir（１）コラール原曲 

3. Aus tiefer Not schrei' ich zu dir（２）カンタータ BWV 38 （三位一体後第 21 主日） 

4. Aus tiefer Not schrei' ich zu dir（３）オルガン編曲 BWV ６８７ 

5. Christ unser Herr zum Jordan kam（１）コラール原曲 

6. Christ unser Herr zum Jordan kam（２）カンタータ BWV７ （洗礼者ヨハネの祝日） 

7. Christ unser Herr zum Jordan kam（３）オルガン編曲 BWV ６８４ 

8. O Lamm Gottes, unschuldig（１）コラール原曲 

9. O Lamm Gottes, unschuldig（２） 『マタイ受難曲』 BWV244 より 

10. O Lamm Gottes, unschuldig（３）オルガン編曲 BWV ６５６ 

11. O Mensch, bewein dein Sünde groß (１）コラール原曲 

12. O Mensch, bewein dein Sünde groß （２） 『マタイ受難曲』 BWV244 より 

13. O Mensch, bewein dein Sünde groß （３）オルガン編曲 BWV622 

14. J.S.バッハの音楽語法 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

上記授業で取り上げるコラールの歌詞（ドイツ語）を読み込み、旋律を頭に入れておくこと。その他、必要に応じて別途指示する。

予め配布したコラールの楽譜を譜読みしてくること。また必要に応じて楽曲分析の課題・発表を課すこともある。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

最終レポート(Final Report)(40%)/口頭発表とその準備(30%)/授業への参加度(30%) 

 

テキスト（Textbooks） 

特に指定しない 
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参考文献（Readings） 

1. マルティン・ゲック、2001 年、『ヨハン・ゼバスティアン・バッハ』、東京書籍 (ISBN:4-487-79719-5) 

2. 鈴木雅明、2021 年、『バッハ 神と人とのはざまで』、音楽之友社 (ISBN:978-4276130197) 

3. 寺本まり子、2004 年、『詩篇の音楽～旧約聖書から生まれた音楽』、音楽之友社 (ISBN:978-4276110571) 

その他、授業中に適宜紹介する。また『バッハ全集』（小学館）の CD および解説書は重要な資料となるので、受講生は各自の関

心に沿って CD を聴き、解説を読み、バッハの音楽への理解を深めることが望ましい。（図書館所蔵） 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

授業で取り上げるコラール（ドイツ語）はクラス全員で歌唱するので、基礎的な読譜力を身につけている学生の受講を歓迎する。

またカンタータ、オルガン編曲の回では録音資料、楽譜資料を用いて行う。個々の授業内容については受講生の人数や関心に

より多少の変更を加えることもある。 

「キリスト教音楽に関する文献紹介」というプレゼンテーションを課すので、各自、早めに紹介する本を決定し、準備を進めること。 

大学院開設の「キリスト教音楽研究２」、「キリスト教音楽特殊研究２」との併置科目である。 

 

注意事項（Notice） 
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■AA111 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

その他／演習 Ａ１１ 

(Seminars A11) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
西洋美術史の研究方法と実践 

担当者名 

（Instructor） 
大野 松彦(OHNO MATSUHIKO) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CHS3813 

言語 

（Language） 

その他 

(Others) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

芸術は歴史の真実にして、現在の直観である。ゆえに美術史は、歴史的事実だけで紡がれるのではない。美という語りえぬ価値

と芸術家や人類の心的形象が受肉した芸術作品の観照には、美術史の理解（知性による）と美の認識（感性による）の双方が必

要となる。この授業は、各学生が自身で作品、図像、様式の美術史的かつ美的な認識を記述できるようになることを目標とする。 

 

Art is historical truth, but also our present intuition. Therefore, art history is woven not only by the historical facts. To see and 

to contemplate artwork that incarnates the beauty – indescribable value itself – and the mind imagery of artists or mankind 

requires both the art-historical understanding (by the intellect) and the recognition of beauty (by the sensibility). The goal of 

this course is to enable each student to give their own description to the art-historical and aesthetic perception of work, 

iconography and style. 

 

授業の内容（Course Contents） 

この演習では、担当教員の指導のもとに、学生自身が関心のある美術、芸術家について、個々の作品を通じて研究を行い、その

成果を発表してもらいます。担当教員は、導入授業において以下の方法論を具体的な作品研究で例示します。 

 1. 様式学 Style （時代、国・地域、流派、芸術家個人の造形原理） 

 2. 図像学 Iconography （神話、宗教、文学、思想的主題の造形的意味論） 

 3. 図像解釈学 Iconology （図像の精神的、理念的、象徴的、表象的解釈学） 

 4. 芸術心理学 Psychology of art （造形の視知覚と心理表象） 

 5. 美学・芸術哲学 Aesthetics/Philosophy of art （美の認識と知覚、価値判断） 

様式と美の問題は、古代から現代まで時代を問わず重要で、図像学/図像解釈学は、主として前近代の宗教芸術の研究に重要

な役割を果たします。学生には、これらの方法論を自身の研究に適切に用い、芸術作品の歴史的な見方を形づくり、その観点か

ら議論に参加することが望まれます。 

 

In this seminar, under the direction by the instructor, the students conduct research on artwork or artists according to their 

interests and present its research findings. The instructor demonstrates the following art-historical/aesthetic methodology with 

his individual studies. 

 1. Style (formal principle of each epoch, nation or region, school and artist) 

 2. Iconography (visual semantics of mythological, religious, literal and ideational subject matter) 

 3. Iconology (symbolical, spiritual, conceptual and representational hermeneutics of visual images) 

 4. Psychology of art (visual perception and mind representation of visual art) 

 5. Aesthetics/Philosophy of art (recognition and perception of the beauty, judgement of value)  

The issues of style and beauty are critical aspects at any kind of artwork from the ancient to the modern age and the 

iconography/iconology plays an important role especially in the study field of premodern art. It is hoped that the students utilize 

these methodologies for their studies suitably, form a way of seeing artworks historically and from that point of view participate 

in a discussion. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 授業ガイダンス：方法と実践 

2. 導入授業 

3. 導入授業 

4. 演習発表 

5. 演習発表 

6. 演習発表 

7. 演習発表 

8. 演習発表 

9. 演習発表 

10. 演習発表 

11. 演習発表 
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12. 演習発表 

13. 演習発表 

14. 演習発表 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

発表は、学生が読み（知性）、見て（感性）、考えた（理性）ことの綜合として現れます。したがってこの授業では、発表準備としての

時間外学習が重視され、授業外で研究テーマに関する文献を読み、対象作品への言説について検討を加え、自身で考えること

が重要となります。発表後には、演習で得られた意見、知見を加え、研究テーマを再考し、最終レポートとしてまとめ上げます。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

最終レポート(Final Report)(40%)/演習発表(40%)/授業参加度(20%) 

担当教員は発表とレポートの出来だけではなく、発表準備のための努力の痕跡も勘案して評価する。 

 

テキスト（Textbooks） 

なし 

 

参考文献（Readings） 

1. H. ヴェルフリン、2000、『美術史の基礎概念：近世美術における様式発展の問題』、慶応義塾大学出版会 

2. O. ペヒト、1982、『美術への洞察：美術史研究の実践のために―』、岩波書店 

3. E. パノフスキー、1994、『芸術学の根本命題』、中央公論美術出版 

4. E. マール、1996-2000、『ロマネスクの図像学』『ゴシックの図像学』『中世末期の図像学』（中世の図像体系 1-6）、国書刊行会 

5. E. パノフスキー、1971、『イコノロジー研究：ルネサンス美術における人文主義の諸テーマ』、美術出版社 

6. H. リード、1990、『芸術の意味』、みすず書房 

7. R. アルンハイム、1963、『美術と視覚：美と創造の心理学』、美術出版社 

上記の図書は、どれも美術史/芸術学の方法論的著作として著名なものですが、参考文献の一部に過ぎず、また現在絶版で入

手しづらいものが多数あります。授業では、学生の研究テーマに関して個別に参考文献を指示することとします。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AA112 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

その他／演習 Ａ１２ 

(Seminars A12) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
宗教と社会ー宗教はグローバル課題にどう立ち向かえるのかー 

担当者名 

（Instructor） 
長下部 穣(OSAKABE YUTAKA) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CHS3813 

言語 

（Language） 

その他 

(Others) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

本演習は、宗教と社会の間の問題を超克するための方法を探求する手がかりとして、「公共宗教」と「グローバル市民宗教」の概

念に光を当てる。ホセ・カサノヴァ著『近代世界の公共宗教』（ちくま学芸文庫、2021 年）、および、ロバート・ベラーら編『宗教とグ

ローバル社会―ロバート・ベラーとの対話―』（岩波書店、2014年）に含まれる論文の読解を通して、宗教や文化の異なる者同士

が、世界の課題に連帯して取り組むための倫理的基盤とは何かを明らかにしていきたい。 

 

This course will shed light on the concepts of "public religion" and "global civil religion" for exploring ways to address conflicts 

between religion and society. Through the reading of articles included in Jose Casanova's "Public Religions in the Modern 

World" (Chikuma Gakugei Bunko, 2021) and "Religion and Global Society: Conversations with Robert Bellah" (Iwanami Shoten, 

2014), edited by Robert Bellah et al. Through the reading of the articles, the course will discuss what is the ethical foundation 

for people of different religions and cultures to work together in solidarity to address global issues. 

 

授業の内容（Course Contents） 

本演習では、参加者が自身の関心に近い論文を選び、要旨を作成し、発表する。公共宗教、また、グローバル市民宗教について

の考察を深めると同時に、文献の正確な読解力ならびに参加 者自身のレポートや論文執筆に必要な調査能力を身につけること

も目標としたい。とりわけ、春学期は課題としてリフレクションペーパーを 2 回提出する。これは文献の理解を示すためであり、ま

たそこから自らの問題を設定していくためである。秋学期はそれぞれの関心のもと、経済格差や紛争、気候変動などのグローバ

ル課題に取り組む宗教の事例をひとつ選び、公共宗教、あるいは、グローバル社会の概念の妥当性について、分析と発表を行う

予定である。 

 

In this seminar, students will select papers close to their own research interests, prepare an abstract, and present it. The goal 

is to deepen the understanding of public religion and global civil religion. At the same time, they will acquire the ability to read 

literature accurately and to conduct research necessary to write their own papers. In particular, students, in the spring 

semester, will submit two reflection papers as assignments in order to demonstrate their understanding of the literature and to 

formulate their own problems. In the fall semester, we will choose a case study of religion in a consumerist society based on our 

respective interests, and analyse and present it. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 導入 

2. ベラー、‘Civil religion in America’ 

3. ベラー『宗教とグローバル市民社会』、I 

4. ベラー、Ⅱ 

5. ベラー、Ⅲ 

6. ベラー、Ⅳ 

7. ベラー、Ⅴ 

8. 総括：公共宗教とグローバル市民宗教 

9. 研究発表中間報告 

10. 研究発表作業 

11. 研究発表 

12. 研究発表 

13. 研究発表 

14. 研究発表 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

演習参加者は、指定された文献を事前に読み、授業にのぞむ必要がある。  

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 
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授業内報告（複数回）(60%)/研究発表・最終レポート(40%) 

 

テキスト（Textbooks） 

1. ロバート・N・ベラー他、2014、『宗教とグローバル市民社会―ロバート・ベラーとの対話―』、岩波書店 (ISBN:400025975X) 

 

参考文献（Readings） 

 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

参考文献 

高田宏史「公共宗教と世俗主義の限界―ホセ・カサノヴァとチャールズ・テイラーの議論を中心にー」、年報政治学 64 巻（2013

年）１号、38−59 頁。 

ハーバーマス、ユルゲン他『公共圏に挑戦する宗教―ポスト世俗化時代における共棲のためにー』、岩波書店、2014 年。 

ホセ・カサノヴァ「公共宗教を論じなおす」（藤本龍児訳）、磯前・山本編『宗教概念の彼方へ』、法藏舘、2011年 337ー372 頁。 

諸岡了介「R・N・ベラーにおける『市民宗教』概念について」、印度学宗教学会 27 巻（2000 年）、21-39 頁。 

ロバート・N・ ベラー『破られた契約―アメリカ宗教思想の伝統と試練―』（松本・中川訳）、未来社、1983 年。 

R. N. Bellah, ‘Civil religion in America’, Daedalus, 1967, 96(1), pp.1-21. 

 

注意事項（Notice） 
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■AA113 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

その他／演習 Ａ１３ 

(Seminars A13) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
現代神学・現代社会とキリスト教（研究発表と討議） 

担当者名 

（Instructor） 
藤原 佐和子(FUJIWARA SAWAKO) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CHS3813 

言語 

（Language） 

その他 

(Others) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

このクラスは、（1）世界キリスト教における今日的な諸課題についての基礎的な知識・理解を得ること、（2）エキュメニカルな視座

から現代社会とキリスト教の関係性について探求すること、（3）真にインクルーシブな教会や共同体の実現に向けた具体的方法

について議論を深めることを目標とします。 

 

This course (1) develops the knowledge and understanding of current issues in global Christianity, (2) explores the relationship 

between contemporary society and Christianity from the ecumenical perspective, and (3) discusses concrete ways to achieve 

the vision of truly inclusive church and community. 

 

授業の内容（Course Contents） 

このコースでは、受講者に研究発表の機会を提供するとともに、関連する情報の共有や活発な議論を促進します。また、研究論

文を書くための文章指導、現代神学やその関連分野の研究に欠かせない資料の提案、世界のキリスト教の最新情報の共有・検

討が行われます。 

 

The course will provide students with opportunities to present their research, as well as to share relevant information and 

facilitate lively discussion. The course is also designed to provide students with writing instruction for research papers, 

suggestions for resources essential to the study of contemporary theology and related fields, and the sharing and discussion of 

the latest information on world Christianity. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. オリエンテーション：研究テーマ（問いの立て方）の検討 

2. アカデミックライティングの基礎：資料収集、読書ノート 

3. アカデミックライティングの基礎：構成、文章表現 

4. アカデミックライティングの基礎：脚注、参考文献 

5. 個人研究発表 

6. 個人研究発表 

7. 個人研究発表 

8. 個人研究発表 

9. 個人研究発表 

10. 個人研究発表 

11. 個人研究発表 

12. 個人研究発表 

13. 個人研究発表 

14. 総括 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

授業時間外の学習については、必要に応じて別途指示します。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

最終レポート(Final Report)(40%)/授業内での発言、貢献(60%) 

 

テキスト（Textbooks） 

特に指定しません（必要な場合は PDF ファイルを配布・配信します） 

 

参考文献（Readings） 

1. 西原廉太、2007、『「エキュメニズムに進むキリスト教」『総説キリスト教史３・近現代篇』』、日本キリスト教団出版局 (ISBN:978-

4-8184-0633-9) 

2. 関西学院大学キリスト教と文化研究センター編、2009、『キリスト教平和学事典』、教文館 (ISBN:978-4-7642-4034-6) 
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3. 立教大学、N/A、『マスター・オブ・ライティング』、N/A 

4. 河野哲也、2002、『レポート・論文の書き方入門』、慶應義塾大学出版会 (ISBN:978-4766409697) 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

なお、授業内容は受講者の人数、関心などによって変更される場合がある。  

Email：fujiwara.sawako@rikkyo.ac.jp 

 

注意事項（Notice） 
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■AA114 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

その他／演習 Ａ１４ 

(Seminars A14) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
新約聖書解釈への入門 

担当者名 

（Instructor） 
廣石 望(HIROISHI NOZOMU) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CHS3813 

言語 

（Language） 

その他 

(Others) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

現代の聖書研究は、西欧近代における啓蒙主義と歴史主義を主たる思想史的背景として誕生し、発展してきた。さらに新約聖書

解釈の分野では、とりわけ 1970年代以降、方法論の多様化が進んだ。現在では、それら多様な批評学は、テクストの「生成」に

焦点を合わせるアプローチ、「コンテクスト」としての社会的・文化的背景との関係に焦点を合わせるアプローチ、物語テクストの

内部ないしテクストを介してなされる「コミュニケーション」の諸相に注目するアプローチ、さらには批評学それ自体の立ち位置につ

いて「解釈の自己検証」という視点から自己省察を行うアプローチに大別される。本講では、現代におけるいくつかの代表的な批

評学の方法論について理解し、その釈義的な適用例を学ぶことで新約聖書解釈への入門を行う。 

 

Contemporary Bible research was established and has subsequently developed mainly against the historical backdrop of the 

ideas, that is, the Enlightenment and historicism in the modern West. Methodologies have become more diverse in the area of 

New Testament interpretation, especially since the 1970's. Currently, such diverse approaches of Biblical criticism can be 

broadly classified into the following: that which focuses on the generation of texts, that which focuses on the relationship with 

the social and cultural background as a context, that which focuses on the various aspects of communication within story texts 

or via texts itself, and that which carries out self-reflection with regard to the role of Biblical criticism itself from the viewpoint 

of self-verification of interpretation. In this course, you will develop an understanding of several typical methodologies for 

contemporary Biblical criticism and are introduced to the basics of New Testament interpretation with exegetical application 

examples. 

 

授業の内容（Course Contents） 

導入の後、履修者（個人ないしグループ）が独自の調査と読解に基づいて研究発表を行い、その上で履修者全員による討論を行

う。 

 

After the introduction, you will make a research presentation (individually or in groups) based on your original research and 

interpretations. Then, we will hold a debate involving all students in the class. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 導入 

2. 物語批評（その 1：一般） 

3. 物語批評（その 2：福音書） 

4. 物語批評（その 3：その他） 

5. スピーチアクト分析（その 1：一般） 

6. スピーチアクト分析（その 2：福音書） 

7. 文化研究批評（その 1：一般） 

8. 文化研究批評（その 2：フェミニスト批評 1） 

9. 文化研究批評（その 3：フェミニスト批評 2） 

10. 文化研究批評（その 4：ポストコロニアル批評 1） 

11. 文化研究批評（その 5：ポストコロニアル批評 2） 

12. 正典批評（その 1） 

13. 正典批評（その 2） 

14. 総合討議 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

全員が事前に教科書の該当箇所を読んでくる。その理解を踏まえて、独自の調査に基づく発表準備を（個人ないしグループで）

行う。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

研究発表(40%)/出席および討論への参加度(60%) 

全体の２／３以上の出席が単位取得の最低条件 
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テキスト（Textbooks） 

1. 浅野淳博／伊東寿泰／須藤伊知郎／辻学／中野実／廣石望／前川裕／村山由美、2016、『新約聖書解釈の手引き』、日本

キリスト教団出版局 (ISBN:9784818409385) 

2. 新約聖書翻訳委員会訳、2004、『新約聖書』、岩波書店 (ISBN:400023384X) 

 

参考文献（Readings） 

1. 日本基督教団出版局（編）、1979、『聖書学方法論』、日本基督教団出版局 (ISSN:BN01323984) 

2. 木幡藤子／青野太潮、1996、『聖書学の方法と諸問題』、日本基督教団出版局 (ISBN:4818402680) 

3. D.A. Black / D.S. Dockery. 1991. New Testament Criticism & Interpretation. Zondervan (ISBN:031051911X) 

4. D.E. Aune (ed.). 2010. The Blackwell Companion to the New Testament. Wiley-Blackwell (ISBN:9781405108256) 

5. 佐藤研（編訳）、2005、『福音書共観表』、岩波書店 (ISBN:4000246283) 

その他、文献は非常に多いので、講義の中で適宜紹介する。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

授業の進行に伴って、オンライン利用での授業を数回予定している。詳細は事前に授業内で連絡する。 

 

注意事項（Notice） 
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■AA115 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

その他／演習 Ａ１５ 

(Seminars A15) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
アジア・キリスト教史/ジェンダー研究 

担当者名 

（Instructor） 
ゾンターク，Ｍ(SONNTAG,MIRA) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CHS3813 

言語 

（Language） 

その他 

(Others) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

日本をはじめ、アジアにおけるキリスト教の歴史を省みて、そこに認められる政治・社会・文化的諸課題についての論点を整理

し、理解を深める。さらにはアジア・キリスト教史の研究におけるジェンダーの視点の重要性に気づく。 

 

Starting in Japan, we will examine the history of Christianity in Asia to identify political, social, and cultural issues in that history 

and deepen our understanding of them. Furthermore, we will discover the importance of a gender perspective for the historical 

study of Christianity in Asia.  

 

授業の内容（Course Contents） 

演習 A5（春学期）で取り扱った内容を踏まえて、アジア・キリスト教史に関する各自の研究関心を深めるために関連の一次文献

の講読に取り組み、またフィールドワークや現地調査を行い、そこで得た情報を分析して演習内で発表する。全コースを通して発

表後に討議の時間を設ける。初回の授業で一学期の日程を決めるので必ず出席すること。履修者は、第 1 回の授業までに学期

中に取り組みたいテーマについて決めておく。 

 

Based on what you have learned in Seminar A5 (during summer term), you will further deepen your specific interest in certain 

field of the history of Christianity in Asia. For this purpose, you will engage in the reading of primary sources and in fieldwork 

and/or visits of relevant institutions. Then you will analyze the data you gathered in this process and present your findings in 

class. Throughout the course, time for discussion will be arranged after each presentation. We will be deciding the presentation 

schedule in the first class, so make sure to attend. You should decide which topic you would like to study during the term by 

the first class.   

 

授業計画（Course Schedule） 

1. オリエンテーション、グループ分け、担当確認  

2. 一次文献の講読、討議 

3. 一次文献の講読、討議 

4. 一次文献の講読、討議 

5. フィールドワークまたは現地調査 

6. 一次文献の講読、討議 

7. 一次文献の講読、討議 

8. 一次文献の講読、討議 

9. フィールドワークまたは現地調査 

10. 個人研究発表、討議 

11. 個人研究発表、討議 

12. 個人研究発表、討議 

13. 個人研究発表、討議 

14. 総括  

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

授業時に指示する 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

議論への参加状況(40%)/複数回の発表(60%) 

 

テキスト（Textbooks） 

授業時に提示する 

 

参考文献（Readings） 

必要に応じて提示する 
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その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AA116 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

その他／演習 Ａ１６ 

(Seminars A16) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
キリスト教思想史からみた愛と生命の問題 2 

担当者名 

（Instructor） 
阿部 善彦(ABE YOSHIHIKO) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CHS3813 

言語 

（Language） 

その他 

(Others) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

Issues concerning agape and eros, that is, love, have been one of the central themes in the history of Christian ideas. Such 

issues consist of a vast range of systems of problems, and it is a Herculean task to gain a complete view of the complex and 

diverse development of the ideas involved. However, we cannot gain a fundamental understanding if we do not embark on this 

journey of contemplation. In this class, we will look for themes that will serve as a starting point for taking a step, albeit very 

small, toward such boundless systems of problems, with the aim of making it an opportunity for those learning together to share 

their ideas and become companions in the journey of contemplation.  

 

授業の内容（Course Contents） 

You are expected to be willing to read through texts and accurately understand others’ ideas. 

You are also expected to develop an attitude of reflecting on your self-understanding through understanding others’ ideas. 

To this end, we will hold group discussions and peer review sessions for class-related assignments. 

Based on such activities, you are expected to develop an attitude whereby you convey your own thoughts to others, listen to 

others’ ideas, and deepen mutual understanding of a cooperative manner. 

Therefore, in the class, it is essential that you actively convey your ideas to others in group discussions. Furthermore, all 

assignment papers that you submit will basically be made identifiable and viewable to others within the predetermined scope of 

the university’s learning assistance web system. 

You should be aware of these before registering for the course. 

Basically, you are expected to read texts independently and share what you have learned with others in group discussions so as 

to promote mutual learning. 

Sections of the texts to be read in the class and the pace of reading will be adjusted according to the situation of students.  

 

授業計画（Course Schedule） 

1. ガイダンス（演習 A6 からの確認） 

2. イントロダクション 

3. テキスト 1 について検討 

4. 講読 

5. 討議 

6. テキスト 2 について検討 

7. 講読 

8. 討議 

9. テキスト 3 について検討 

10. 講読 

11. 討議 

12. テキスト 4 について検討 

13. 講読 

14. 討議 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

予習復習については授業内で指示する。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

事前事後学習(40%)/現場での実践(30%)/最終報告(30%) 

 

テキスト（Textbooks） 

1. デルボー、２０２２、『誰も戻らない』、月曜社 (ISBN:978-4-86503-129-4) 
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2. 金子晴勇、2023、『キリスト教思想史の諸時代ⅥI』、ヨベル社 (ISBN:978-4-909871-38-1) 

3. 金子晴勇、2022、『「自由」の思想史』、知泉書館 (ISBN:9784862853721) 

4. 金子晴勇、2022、『キリスト教思想史の諸時代Ⅵ』、ヨベル社 (ISBN:978-4-909871-37-4) 

5. 道躰章弘、2022、『聖エーディト・シュタインの永遠哲学』、水声社 (ISBN:978-4801006584) 

購入は各自の判断による。このほか授業内で指示する。 

 

参考文献（Readings） 

1. TRONC DOMINIQUE. 2014. LA VIE MYSTIQUE CHEZ LES FRANCISCAINS DU XVIIE SIECLE TOME 1. PAROISSE FAMILL 

(ISBN:9782909271880) 

2. TRONC DOMINIQUE. 2014. LA VIE MYSTIQUE CHEZ LES FRANCISCAINS DU XVIIE SIECLE TOME ２. PAROISSE FAMILL 

(ISBN:9782909271897) 

3. Meister Eckhart、2022、『eister Eckhart, The Latin Works: «Sermones et Lectiones super Ecclesiastici». Sermons and 

Lectures on Jesus Sirach』、Peeters (ISBN:9789042940512) 

4. Abram M., Bernhardt S., Fournier G., Nemes B.J.. 2022. Mystik unterwegs. Peeters (ISBN:9789042949485) 

5. G. de Baere. 2021. Die grote evangelische peerle. Peeters (ISBN:9789042945777) 

6. Di Segni D.. 2019. Moses Maimonides, Dux neutrorum vel dubiorum, pars I. Peeters (ISBN:9789042940901) 

7. Michel Henry. 2010. Christi Worte : Eine Phänomenologie der Sprache und Offenbarung. Alber (ISBN:9783495483961) 

そのほか授業内で指示する。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

授業内容は科目設定上、春学期の演習 A6 と連携する。 

 

注意事項（Notice） 
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■AA117 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

その他／演習 Ａ１７ 

(Seminars A17) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
ヘブライ語聖書学・聖書考古学 

担当者名 

（Instructor） 
長谷川 修一(HASEGAWA SHUICHI) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CHS3813 

言語 

（Language） 

その他 

(Others) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

演習 A7 で見つけたヘブライ語聖書学・聖書考古学分野における自らの研究テーマを掘り下げてレポートを完成させる。プレゼン

テーションと討議を通して洞察を深める。  

 

To complete the report of own research subject in the Hebrew Bible studies or biblical archaeology that was decided in the 

previous semester. To gain insights through presentation and discussion.  

 

授業の内容（Course Contents） 

演習 A7 で見つけたヘブライ語聖書学・聖書考古学分野における自らの研究テーマを掘り下げてレポートを完成させる。プレゼン

テーションと討議を通して洞察を深める。  

 

To complete the report of own research subject in the Hebrew Bible studies or biblical archaeology that was decided in the 

previous semester. To gain insights through presentation and discussion. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 夏季休業期間中の研究についての報告 

2. 最新研究の紹介・討議 

3. 研究進捗状況報告・討議１ 

4. 研究進捗状況報告・討議２ 

5. 研究進捗状況報告・討議３ 

6. 研究進捗状況報告・討議４ 

7. 研究進捗状況報告・討議５ 

8. 自由テーマについての討議 

9. 研究最終発表・討議１ 

10. 研究最終発表・討議２ 

11. 研究最終発表・討議３ 

12. 研究最終発表・討議４ 

13. 研究最終発表・討議５ 

14. 総括（最終レポート提出） 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

学期末に最終レポートの提出を課すので、研究テーマについて各自で主体的に研究を進めること。自らの研究を進めるために、

授業時間外において効果的に図書館やリポジトリ、オンラインデータベース等を活用すること。  

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

授業への参加(60%)/最終レポート(Final Report)(40%) 

 

テキスト（Textbooks） 

なし 

 

参考文献（Readings） 

必要に応じて授業時に指示する 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AA118 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

その他／演習 Ａ１８ 

(Seminars A18) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
生命倫理を考える２ 

担当者名 

（Instructor） 
梅澤 弓子(UMEZAWA YUMIKO) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CHS3813 

言語 

（Language） 

その他 

(Others) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

今日わたしたちの生活の中で提起されている生命倫理をめぐる諸問題の中から、参加者の関心に応じていくつかをとりあげ、問

題の在処を検討するとともに、「人間の尊厳とは」を考究する。併せて「わたしが生きている」という事態とその意味を問う。 

 

We will pick some problems concerning bioethics that are currently being raised in our lives and that students are interested in, 

consider where those problems exist, and look into what human dignity is. Additionally, we will look into the state of being alive 

and its meaning. 

 

授業の内容（Course Contents） 

今日、医療現場への科学技術の導入に伴い生命倫理をめぐる諸問題が、私たちにとって避けて通ることのできない重大な課題と

なっている。本演習では「いのち」をめぐって提起されている問題の中から、参加者が自身の関心に応じてテーマを選定し、問題

の情況を把握すると共に、それらの問題の背景や根柢にある人間理解を検討する。この作業を通じて、人間の尊厳について考

え、また自らの生き方を考究する。 

 

Today, as various technologies are being introduced into the medical field, problems relating to bioethics are becoming a serious 

issue that we cannot avoid. In this seminar, we will choose topics that students are interested in from among problems raised 

with regard to life, grasp the status of the problems, and consider the understanding of people that underlies the problems. 

Through this work, we will think about human dignity and look into our way of life. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. イントロダクション 授業目的や方法の説明 

参加者が自身の問題意識を発表し、共有をはかる。 

2. グループ分け 演習でとりあげるテーマを選定する。 

参加者が自身が取り組みたいテーマを選び、グループを組む。 

3. グループ発表準備１  

グループごとに、発表テーマ・用いる資料・発表形式等の検討を行う。 

4. グループ発表準備２ 

グループごとに、発表内容の深化・全体ディスカッションに備えてのグループ討議を行う。 

5. グループ発表１ 

6. グループ発表２ 

7. グループ発表３ 

8. グループ発表４ 

9. 中間まとめ 

10. グループ発表５ 

11. グループ発表６ 

12. グループ発表７ 

13. これまでの考察のふりかえり 

14. 全体総括 まとめ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

参加者は、演習で取り組みたい問題について、事前に学びを進めておくこと。 

また、自身の問いを整理し、明確にしておくことが望ましい。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

最終レポート(Final Report)(30%)/発表内容（複数回）(50%)/討議への参加(20%) 

 

テキスト（Textbooks） 

なし 
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参考文献（Readings） 

 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AA201 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

その他／フィールドワーク Ａ１ 

(Field Work A1) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 

ヘイト、災害などで「居場所」を喪った／奪われた人びとの生から学ぶ 

Learning from the life of “displaced” peoples who have lost their places because of 

hate crimes, disasters, and so on. 

担当者名 

（Instructor） 
金 迅野(KIM SHINYA) 

学期 

（Semester） 
通年(Full year) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CHS2833 

言語 

（Language） 

その他 

(Others) 

備考 

（Notes） 

・隔週開講 

・大学院科目 NH333「フィールドワーク演習２」と併置 

 

授業の目標（Course Objectives） 

川崎（訪問）、横浜・渋谷（訪問）、福島（オンライン講義）などのフィールドで行われているキリスト教会を軸とした実践から学ぶ。

ヘイトクライムや災害、貧困などを通じて「居場所」を奪われた人びとの声を聴き、「生きる」ことの前提がどのように疎外されうる

のかを学ぶばかりでなく、学生自身が自分の歩むべき道について考察する。  

 

Visiting Kawasaki, Yokohama, Tokyo(Shibuya) and Fukushima(through on-line), students will learn from the testimonies of 

Christian practitioners and listen to the “voices” of people who are displaced by hate crimes, natural disasters, and poverty, and 

learn how easily people will be isolated and alienated from their own lives. This will also allow students to seek their own life 

course.   

 

授業の内容（Course Contents） 

フィールドを訪問するに先立ち、地域の成り立ちの歴史に目を注ぎ、わたしたちの「いま」は何によって成り立ってきたのかを理解

する。また、「声」を聴くことの意味、「声」を聴くということのエピステモロジーについても事前に学ぶ。さまざまな「声」に耳を傾け、

事柄を外在的に学ぶのではなく、見聞きしたことの報告を通して、パンデミックを含め多層/多重の危機の時代を「いかに生きるの

か」という問いを抱きしめることにつとめる。フィールド訪問に関しては、学生と実施日を相談しながら決めていく。併せて covid19

の感染状況を鑑みながら訪問を適宜オンラインに変更する。  

 

Before visiting the fields, we will focus on the history of these communities and inquire about what made the present situation. 

We will also learn the meaning of hearing the voices of others and the epistemology of hearing. By visiting two sites (Kawasaki, 

Yokohama: a day-trip, Fukushima: on-line lecture) and listening to the voices of the fields, you will not simply learn facts, but 

also try to connect yourself to the reality of people’s life asking “How will we live in this reality of multiple crises including the 

pandemic?” Dates for the field trips will be discussed with the students. Field trips might be changed to online due to the 

COVID-19 situation.  

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 前期のオリエンテーション:『見知らぬわがまち』を読む 

2. 「喪失の経験」／「いまは目に見えないもの」 

3. 学生による発表（自分の「ふるさと」を表現する試み）  

4. 風景の地層を掘る 

5. 活動／運動と「声」あるいは「非−声」  

6. 「共生」という言葉と現実。「ヘイト」の乗り越えはいかに可能か  

7. 前期のふりかえりとまとめ 

8. 後期のオリエンテーション:「問い」をかみしめる 

9. 福島／フクシマについて考える①  

10. 福島／フクシマについて考える② 

11. 学生による発表  

12. 現代の「貧困」について考える① 

13. 現代の「貧困」について考える② 

14. まとめとふりかえり  

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

★授業は「隔週」で行われる。 

★講義日とは別に、複数の「現場」への旅を学生と相談のうえ実施する。 

★紹介する参考資料を盛り込んだレジュメは、前日までに blackboard等にアップするので、あらかじめ読み込んでおくことが望ま

しい。  
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成績評価方法・基準（Evaluation） 

出席および授業参加態度(70%)/発表(30%) 

 

テキスト（Textbooks） 

なし 

 

参考文献（Readings） 

1. 2019、『わたしもじだいのいちぶです』、日本評論社 (ISBN:978-4-535-58728-1) 

2. 山形孝夫ほか、2014、『3･11以後この絶望の国で』、ぷねうま舎 (ISBN:978-4-906791-25-5) 

3. 山田清機、2020、『寿町のひとびと』、朝日新聞出版 (ISBN:4023319139) 

以上のもの以外にも、適宜（映像資料等含む）、広く紹介する。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AA215 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

その他／キリスト教学特論 

(Advanced Course on Christian Studies) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
英国キリスト教会音楽 

担当者名 

（Instructor） 
ショウ，Ｓ．(SHAW SCOTT) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CHS2813 

言語 

（Language） 

その他 

(Others) 

備考 

（Notes） 

2020 年度まで「キリスト教原典講読５」 

・大学院科目 NH348「教会音楽史演習１」と併置 

チャペル会館２Ｆ マグノリアルーム 

 

授業の目標（Course Objectives） 

英国キリスト教会音楽を理解すること 

 

The object of this course is to gain an understanding of the history of English sacred music.  

 

授業の内容（Course Contents） 

この授業はイギリス（英国）のキリスト教音楽を説明する。イギリスの宗教音楽は聖歌隊の音楽（特に主教座聖堂とチャペル）と会

衆の音楽（教区教会の音楽）に分けられるため、別々に説明される。この授業は講義形式で行い、音源と楽譜を使用するため、

楽譜を読める必要がある。受講生は宗教改革以前のイギリス礼拝音楽から現在の教会音楽事情まで学ぶ。 

 

This class will focus on the sacred music of the English Christian Church.  This music can broadly divided into that written for, 

and sung by choirs (mainly in cathedrals and chapels), and that sung by congregations in local parish churches.  These two 

types of English sacred music will be explained separately.  As musical scores will be examined in class, a knowledge of music 

and how to read it is necessary for anyone wishing to register for the class.  The class will start with the music of pre-

Reformation England and continue up to the music of the 20th century.   

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 宗教改革以前の礼拝音楽、 その 1: ミサの構造 

2. 宗教改革以前の礼拝音楽、 その 2: サルムプレーンソング 

3. 宗教改革以前の礼拝音楽、 その 3: 15～16 世紀の多声ミサ曲 

4. 宗教改革時代の礼拝音楽、 その 1 

5. ウィリアム・バードの宗教曲 

6. 宗教改革時代の礼拝音楽、その 2：韻律の詩編歌 

7. 学生によるプレゼンテーション 

8. 王政復古と礼拝音楽の関係 

9. 18 世紀の礼拝音楽 

10. 19 世紀の礼拝音楽:主教座聖堂とチャペル 

11. 19 世紀の礼拝音楽:教区教会 

12. 20 世紀の礼拝音楽:主教座聖堂とチャペル 

13. 20 世紀の礼拝音楽:教区教会 

14. 学生によるプレゼンテーション 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

出される読書宿題と CD、 などのリスニング 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

レポート１(15%)/レポート２(15%)/プレゼンテーション１(25%)/プレゼンテーション２(25%)/リスニングテスト(20%) 

学部生の評価方法は大学院生よりやさしく行われる 

 

テキスト（Textbooks） 

1. Stanley Sadie、1993.1-1995.4、『ニューグローヴ世界音楽大事典』、東京 : 講談社 

 

参考文献（Readings） 

1. 相良憲昭、2006、『音楽史の中のミサ曲』、音楽之友社 (ISBN:4-276110521) 

2. 金澤正剛、2005、『キリスト教音楽の歴史』、日本キリスト教団出版局 (ISBN:4-8184-0550-7) 

Richard Crocker: An Introduction to Gregorian chant (2000) 

Andrew Gant: O Sing Unto the Lord (2015) 
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Nicholas Temperley: The Music of the English Parish Church (Cambridge University Press, 1983) 

Kenneth R. Long: The Music of the English Church (St Martin’s Press, 1972) 

Eric Routeley: Short History of English Church Music (Continuum, 1997)  

宮崎光:『聖公会の聖歌―いのちを奏でよ』 (聖公会出 版、 2009 年) 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AA216 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

その他／ヘブライ語講読２ 

(Reading in Hebrew 2) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 

申命記史研究 

Deuteronomistic History Studies 

担当者名 

（Instructor） 
長谷川 修一(HASEGAWA SHUICHI) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CHS2813 

言語 

（Language） 

その他 

(Others) 

備考 

（Notes） 

2020 年度まで「ヘブライ語原典購読」 

大学院科目 NH312「聖書学演習（旧約）２」と併置 

 

授業の目標（Course Objectives） 

列王記の記述を原語で批判的に読みながら、申命記史研究の実際について学ぶ。 

 

To learn the way in which studies on Deuteronomistic History are conducted through critical reading of the Book of Kings in 

Hebrew. 

 

授業の内容（Course Contents） 

列王記上 16 章以降のヘブライ語テキストを、特に編集史・伝承史的観点から批判的に読み進める。授業は受講者の予習に基づ

く発表とそれについての全員による議論とで構成される。ヘブライ語で聖書を読めること、英・独語の注解書や学術書・論文を読

めることが受講のための必要条件である。 

 

We critically read the First Book of Kings (from Chapter 16) in Hebrew from the viewpoints of redaction history and tradition 

history. Class consists of participants' well-prepared presentations on the text and discussions on the presentations. 

Participants are expected to read biblical Hebrew as well as bible commentaries and scholarly works in English and German. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 列王記上２２章（４）(First Book of Kings 22[4]) 

2. 列王記上２２章（５）(First Book of Kings 22[5]) 

3. 列王記上２２章（６）(First Book of Kings 22[6]) 

4. 列王記下１章（１）(Second Book of Kings 1[1]) 

5. 列王記下１章（２）(Second Book of Kings 1[2]) 

6. 列王記下２章（１）(Second Book of Kings 2[1]) 

7. 列王記下２章（２）(Second Book of Kings 2[3]) 

8. 列王記下２章（３）(Second Book of Kings 2[3]) 

9. 列王記下３章（１）(second Book of Kings 3[1]) 

10. 列王記下３章（２）(Second Book of Kings 3[2]) 

11. 列王記下３章（３）(Second Book of Kings 3[3]) 

12. 列王記下４章（１）(Second Book of Kings 4[1]) 

13. 列王記下４章（２）(Second Book of Kings 4[2]) 

14. 列王記下４章（３）(Second Book of Kings 4[3]) 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

履修者には辞書・文法書・コンコーダンス、注解書を用いて次回読むテキストの徹底的な予習をすることが義務づけられる。 

Before every class, participants are required to prepare the text thoroughly using dictionaries, grammar books, concordances 

and commentaries. 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

発表内容（複数回）(100%) 

 

テキスト（Textbooks） 

1. Bible Society. 1997. Biblia Hebraica Stuttgartensia. Amer Bible   Society (ISBN:9783438052223) 

Biblica Hebraica は毎回持参のこと。 

Participants are expected to bring Biblia Hebraica to  every class. 

 

参考文献（Readings） 

1. T. C. レーマー、2008、『申命記史書―旧約聖書の歴史書の成立』、日本基督教団出版局 (ISBN:4818406708) 

2. E. ヴュルトワイン、2013、『ＡＴＤ旧約聖書註解８ 列王記上』、ＡＴＤ・ＮＴＤ聖書註解刊行会 (ISBN:978-4-901434-07-2) 
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3. J. A. Montgomery. 1951. A Critical and Exegetical Commentary on the Books of Kings. T&T Clark (ISBN:0567050068) 

4. J. Gray. 1971. I and II Kings: A Commentary (2nd Revised ed.). Westminster John Knox (ISBN:0664208983) 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

授業では日本語と英語を公用語とする（履修者の言語的背景に鑑みて決定する）。 

The course will be given in Japanese and English. 

 

注意事項（Notice） 
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■AA218 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

その他／ラテン語講読２    

(Reading in Latin 2) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
真理と言葉の問題 

担当者名 

（Instructor） 
阿部 善彦(ABE YOSHIHIKO) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CHS2813 

言語 

（Language） 

その他 

(Others) 

備考 

（Notes） 

2020 年度まで「ラテン語原典講読」 

大学院科目 NH303「キリスト教思想史演習」と併置 

 

授業の目標（Course Objectives） 

キリスト教が生み出す思想とは何か。それを具体的なテキストを通じて、その語りかけるものを聞き、徹底的に思考停止せずに考

え抜くことがこの科目の主眼目である。 

われわれは歴史的存在であり、今この身において生きている現実と切り離して問うても空虚である。われわれの存在への問い、

人間本性への問い、人間の宗教性への問い、そうしたわれわれ自身への問いと密着しながら、探求を進めてゆくことが求められ

る。したがって借り物の知識ではなく自分でどこまで徹底的に学び考えたかが重要になる。そのために、自らの考えを言葉によっ

て示し、発表、対話、討議をつうじて深めることが求められる。なお内容は受講者の状況などに応じて変更される場合がある。  

 

We will learn about the tradition of Christian thought in Christian history. It originally had more significance from its academic 

applications with modern sense than simply researching the history of the church and its doctrine, because the role sought for 

Christianity in the current complex world situation is broad. However, in the current Christian world, there are internal rivalries 

and divisions. It is a big challenge to move forward way that works with peace. In a situation of a period like that, by 

reconfirming the origin of where they stand while based on the history and tradition of various religious groups and 

denominations as well as their respective characteristics, it is possible to reform and deepen self-understanding and mutual 

understanding and at the same time, by referring to both the past and present as well as searching and discovering the 

foundation of Christian interactive mutual understanding.   

 

授業の内容（Course Contents） 

上記の授業の目的を達すべく、キリスト教思想家のテキストの神学・哲学的思想内容について理解を深める。今年度は真理と言

葉を取り上げる。内容は受講者の様子によって変更される場合がある。テキストは日本語訳のあるものを取り上げる予定。ラテン

語既習者はラテン語テキストでの講読が可能である。   

 

We will deepen our understanding of the theological and philosophical thought from the texts of Christian thinkers to achieve 

the above purpose of the course. This year we will treat "de veritate et verbo". The content may change depending on the 

situation of the students. We plan to use texts that have Japanese translations.   

 

授業計画（Course Schedule） 

1. ガイダンス 

2. 真理と言葉の現代的問題性 

3. キリスト教によって拓かれる真理と言葉の問題理解の地平 

4. テキスト読解に向けて 

5. テキストにもとづく検討１ 

6. 読解 

7. 討議 

8. テキストにもとづく検討２ 

9. 読解 

10. 討議 

11. テキストにもとづく検討３ 

12. 読解 

13. 討議 

14. まとめ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

予習復習については授業内で指示する。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

授業に関する活動（予習復習そのほか課題の提出と内容の精度を含む）(100%) 
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テキスト（Textbooks） 

1. Michel Henry. 1996. C'est moi la Vérité. Seuil (ISBN:978-2020259866) 

2. Michel Henry. 2019. Paroles du Christ . Points (ISBN:9782757876541) 

3. ミシェル・アンリ、2012、『キリストの言葉』、白水社 (ISBN:9784560082140) 

4. 土井健司ほか、2022、『キリスト教神学命題集』、日本キリスト教団出版局 (ISBN:978-4-8184-1104-3) 

5. 宮本久雄、2022、『言語と証人』、東京大学出版会 (ISBN:9784130104180) 

テキストの購入は各自の判断に任せる。このほか使用する文献資料は授業内で指示する。西方ラテン教父、神学者のテキストも

とりあげる（トマス・アクィナス、エックハルトなどを考えている）。いずれにしても日本語訳を用いる。 

 

参考文献（Readings） 

1. Michel Henry. 2017. Können des Lebens : Schlüssel zur radikalen Phänomenologie. ALBER (ISBN:9783495489253) 

2. Michel Henry. 2022. Die Barbarei : Eine phänomenologische Kulturkritik. ALBER (ISBN:9783495488362) 

3. Michel Henry. 2010. POUR UNE PHENOMENOLOGIE DE LA VIE. CORLEVOUR (ISBN:9782915831344) 

4. Maine de Biran. 2010. Die innere Offenbarung des "geistigen Ich" : Drei Kommentare zum Johannes-Evangelium. ECHTER 

(ISBN:9783429033118) 

5. TRONC DOMINIQUE. 2012. EXPERIENCES MYSTIQUES EN OCCIDENT - TOME 1. DEUX OCEANS (ISBN:9782866811730) 

6. TRONC DOMINIQUE. 2012. EXPERIENCES MYSTIQUES EN OCCIDENT - TOME 2. DEUX OCEANS (ISBN:9782866811747) 

7. TRONC DOMINIQUE. 2014. EXPERIENCES MYSTIQUES EN OCCIDENT - TOME 3. DEUX OCEANS (ISBN:9782866811815) 

そのほか授業内で指示する。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

履修登録方法は新年度ガイダンスで確認すること。 

 

注意事項（Notice） 
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■AA224 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

その他／ヘブライ語講読１ 

(Reading in Hebrew 1) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 

申命記史研究 

Deuteronomistic History Studies 

担当者名 

（Instructor） 
長谷川 修一(HASEGAWA SHUICHI) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CHS2813 

言語 

（Language） 

その他 

(Others) 

備考 

（Notes） 

2016 年度以降入学者のみ履修可 

2020 年度まで「ヘブライ語中級講読」 

大学院科目 NH311「聖書学演習（旧約）１」と併置 

 

授業の目標（Course Objectives） 

列王記の記述を原語で批判的に読みながら、申命記史研究の実際について学ぶ。 

 

To learn the way in which studies on Deuteronomistic History are conducted through critical reading of the Book of Kings in 

Hebrew. 

 

授業の内容（Course Contents） 

列王記上 16 章以降のヘブライ語テキストを、特に編集史・伝承史的観点から批判的に読み進める。授業は受講者の予習に基づ

く発表とそれについての全員による議論とで構成される。ヘブライ語で聖書を読めること、英・独語の注解書や学術書・論文を読

めることが受講のための必要条件である。 

 

We critically read the First Book of Kings (from Chapter 16) in Hebrew from the viewpoints of redaction history and tradition 

history. Class consists of participants' well-prepared presentations on the text and discussions on the presentations. 

Participants are expected to read biblical Hebrew as well as bible commentaries and scholarly works in English and German. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 列王記上２０章（１）(First Book of Kings 20[1]) 

2. 列王記上２０章（２）(First Book of Kings 20[2]) 

3. 列王記上２０章（３）(First Book of Kings 20[3]) 

4. 列王記上２１章（１）(First Book of Kings 21[1]) 

5. 列王記上２１章（２）(First Book of Kings 21[2]) 

6. 列王記上２１章（３）(First Book of Kings 21[3]) 

7. 列王記上２１章（４）(First Book of Kings 21[4]) 

8. 列王記上２１章（５）(First Book of Kings 21[5]) 

9. 列王記上２２章（１）(First Book of Kings 22[1]) 

10. 列王記上２２章（２）(First Book of Kings 22[2]) 

11. 列王記上２２章（３）(First Book of Kings 22[3]) 

12. 列王記上２２章（４）(First Book of Kings 22[4]) 

13. 列王記上２２章（５）(First Book of Kings 22[5]) 

14. 列王記上２２章（６）(First Book of Kings 22[6]) 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

履修者には辞書・文法書・コンコーダンス、注解書を用いて次回読むテキストの徹底的な予習をすることが義務づけられる。 

Before every class, participants are required to prepare the text thoroughly using dictionaries, grammar books, concordances 

and commentaries. 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

発表内容（複数回）(100%) 

 

テキスト（Textbooks） 

1. Bible Society. 1997. Biblia Hebraica Stuttgartensia. Amer Bible   Society (ISBN:9783438052223) 

Biblica Hebraica は毎回持参のこと。 

Participants are expected to bring Biblia Hebraica to  every class. 

 

参考文献（Readings） 

1. T. C. レーマー、2008、『申命記史書―旧約聖書の歴史書の成立』、日本基督教団出版局 (ISBN:4818406708) 
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2. E. ヴュルトワイン、2013、『ＡＴＤ旧約聖書註解８ 列王記上』、ＡＴＤ・ＮＴＤ聖書註解刊行会 (ISBN:978-4-901434-07-2) 

3. J. A. Montgomery. 1951. A Critical and Exegetical Commentary on the Books of Kings. T&T Clark (ISBN:0567050068) 

4. J. Gray. 1971. I and II Kings: A Commentary (2nd Revised ed.). Westminster John Knox (ISBN:0664208983) 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

授業では日本語と英語を公用語とする（履修者の言語的背景に鑑みて決定する）。 

The course will be given in Japanese and English. 

 

注意事項（Notice） 
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■AA225 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AA225／ギリシア語講読１ 

(Reading in Greek 1) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
古典ギリシア語原典抜粋の講読 

担当者名 

（Instructor） 
田中 健三(TANAKA KENZO) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CHS2813 

言語 

（Language） 

その他 

(Others) 

備考 

（Notes） 
2016 年度以降入学者のみ履修可 

 

授業の目標（Course Objectives） 

古典ギリシア語の初級文法を一通り学び終えた人が、文法知識を定着させ、辞書・文法書などを使用して自ら原典を講読する力

を養うことを目標とする。 

 

The goal is for students who have gained passable knowledge of ancient Greek grammar to deepen their knowledge to the 

extent that they can read original texts using dictionaries and grammar books. 

 

授業の内容（Course Contents） 

古典ギリシア語の文章（弁論、歴史、哲学などの諸ジャンルの著作のうち、平易なものからの抜粋）を、辞書・文法書を用いて講

読する。進度については参加者の状況に応じる。 

 

We will read ancient Greek texts (elementary texts that will be chosen from among works from various genres including oratory, 

history, philosophy) using dictionaries and grammar books. Our class will be going on according to the abilities of the 

participants. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. オリエンテーション 

2. ヘロドトス１（神、運命についての文章） 

3. ヘロドトス２（神、運命についての文章） 

4. ヘロドトス３（神、運命についての文章） 

5. ヘロドトス４（神、運命についての文章） 

6. クセノフォン１（ギリシア史についての文章） 

7. クセノフォン２（ギリシア史についての文章） 

8. クセノフォン３（ギリシア史についての文章） 

9. クセノフォン４（ギリシア史についての文章） 

10. デモステネス１（正義についての文章） 

11. デモステネス２（正義についての文章） 

12. デモステネス３（正義についての文章） 

13. デモステネス４（正義についての文章） 

14. その他 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

毎回事前に指定されるギリシア語の課題を予習する。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

授業内の発表（複数回）(50%)/授業参加度(50%) 

 

テキスト（Textbooks） 

教材はこちらで用意する。 

 

参考文献（Readings） 

1. H. G. Liddell, R. Scott (eds.). 1889. An Intermediate Greek-English Lexicon. Oxford University Press (ISBN:9780199102068) 

2. H. W. Smyth, rev. by G. M. Messing. 1956. Greek Grammar. Harvard University Press (ISBN:9780674362505) 

その他必要に応じて授業内で紹介する。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 
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注意事項（Notice） 
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■AA226 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AA226／ラテン語講読１ 

(Reading in Latin 1) 

担当者名 

（Instructor） 
村上 寛(MURAKAMI HIROSHI) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CHS2813 

言語 

（Language） 

その他 

(Others) 

備考 

（Notes） 

2016 年度以降入学者のみ履修可 

2020 年度まで「ラテン語中級講読」 

 

授業の目標（Course Objectives） 

ラテン語のテキストについて、文法構造を理解した上で訳すことが出来るようになることを目指す。 

 

The aim is for you to become able to translate Latin texts, based on an understanding of grammatical structure. 

 

授業の内容（Course Contents） 

比較的平易なラテン語テキストを読んでいく。授業では、事前に決めた担当者に文法解析及び訳をしてもらい、担当教員が必要

に応じて文法事項の復習や補足を行う。 

テキストは初学者向けの神話や寓話、カエサル『ガリア戦記』、ネポス『英雄伝』、リウィウス『ローマ建国史』などの中から、受講

者の習熟度や希望に応じて選択する。 

受講にあたっては初級文法を一通り学んでいることが望ましいが、独学などである程度の文法知識があれば受講可能である。 

 

We will read relatively simple Latin texts. In the class, preassigned students will provide a grammatical analysis and translation 

of the designated section, and, as necessary, the course instructor will give review and supplementary explanation on 

grammatical matters. 

Texts will be chosen from among myths and fables for beginners, Caesar’s Commentarii de Bello Gallico, Nepos’ De Viris 

Illustribus, Livy’s Ab Urbe Condita, according to your proficiency level and requests. 

Although it is desirable that you have learned basic Latin grammar before taking the course, you can take the course if you 

have studied by yourself and acquired a certain level of grammatical knowledge. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. ガイダンス 

2. テキスト講読（1） 

3. テキスト講読（2） 

4. テキスト講読（3） 

5. テキスト講読（4） 

6. テキスト講読（5） 

7. テキスト講読（6） 

8. テキスト講読（7） 

9. テキスト講読（8） 

10. テキスト講読（9） 

11. テキスト講読（10） 

12. テキスト講読（11） 

13. テキスト講読（12） 

14. テキスト講読（13） 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

指定された担当者は事前に文法解析及び訳文を作成しておく必要があるが、担当者以外も事前に予習しておくことが望ましい。 

授業後には担当箇所かどうかにかかわらず、その授業で扱った範囲を後で見返したときに理解出来るようなかたちでまとめてお

くことが望ましい。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

発表（複数回）(50%)/授業参加状況、参加態度(50%) 

 

テキスト（Textbooks） 

随時配布する。 

 

参考文献（Readings） 

1. 水谷智洋、2009、『羅和辞典＜改訂版＞』、研究社 (ISBN:978-4767490250) 
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2. 松平千秋／国原吉之助、1990、『新ラテン文法』、東洋出版 (ISBN:978-4809643019) 

3. P.G.W. Glare. 2012. Oxford Latin Dictionary. Oxford University Press (ISBN:978-0199580316) 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AA351 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AA351／キリスト教学入門講義 １ 

(Introductory Lectures on Christian Studies 1) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
聖書１ 

担当者名 

（Instructor） 
岩嵜 大悟(IWASAKI DAIGO) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CHS1803 

言語 

（Language） 

その他 

(Others) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

『ヘブライ語聖書』についての基本的知識を学習し、そこにこめられた種々の中心的なメッセージを学習することによって、キリスト

教成立の背景について理解を深める。 

 

We will learn the basic knowledge about the Hebrew Bible and, through learning various core messages it contains, deepen our 

understanding of the situation behind Christianity's establishment. 

 

授業の内容（Course Contents） 

キリスト教で従来『旧約聖書』と呼ばれてきた『ヘブライ語聖書』の構成と概要について学び、基本的用語や特徴的思想などの基

本的知識について学ぶ。毎回の授業後に授業内容についての確認テストを行い、基本的用語や要点についての理解度を確認

する。 

 

We will learn the structure and outline of each book in the Hebrew Bible, conventionally known as the Old Testament in 

Christianity, and acquire the basic knowledge of its terms and characteristic ideas. You will have a quiz written after each class 

to check your level of understanding of basic terms and main points.  

 

授業計画（Course Schedule） 

1. オリエンテーション(Introduction) 

2. 律法 1（The Torah 1） 

3. 律法 2（The Torah 2） 

4. 律法 3（The Torah 3） 

5. 申命記諸書／前の預言者 1（The Deuteronomistic History / the Former Prophets 1） 

6. 申命記史書／前の預言者 2（The Deuteronomistic History / the Former Prophets 2） 

7. 申命記史書／前の預言者 3（The Deuteronomistic History / the Former Prophets 3） 

8. 後の預言者 1（The Later Prophets 1） 

9. 後の預言者 2（The Later Prophets 2） 

10. 後の預言者 3（The Later Prophets 3） 

11. 諸書 1（The Writings 1） 

12. 諸書 2（The Writings 2） 

13. 諸書 3（The Writings 3） 

14. まとめ(Review) 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

授業内容について復習すること。また配布された資料や。授業中に言及した聖書箇所や、紹介した参考文献を確認し、理解を深

めること。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

各回終了後に行う確認テスト(100%) 

 

テキスト（Textbooks） 

1. 共同訳聖書実行委員会、1988、『聖書 続編付き 新共同訳』、二本聖書協会 (ISBN:4820212435) 

2. 日本聖書協会、2018、『聖書 協会共同訳 旧約聖書続編付き』、日本聖書協会 (ISBN:4820213423) 

3. フランシスコ会聖書研究所、2011、『聖書 原文校訂による口語訳』、サンパウロ (ISBN:4805648292) 

4. 新日本聖書刊行会、2017、『聖書 新改訳 2017』、新日本聖書刊行会 (ISBN:4264037255) 

5. 新改訳聖書刊行会、2005、『聖書 新改訳第三版』、いのちのことば社 (ISBN:4264020026) 

聖書は毎回持参すること。聖書の訳は問わない。 

 

参考文献（Readings） 
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1. K. D. Sakenfeld (ed.). 2009. The New Interpreters Dictionary of the Bible. Abingdon Press (ISBN:0687333462) 

2. S. L. McKenzie. 1999. The Hebrew Bible Today: An Introduction to Critical Issues. Westminster John Knox Press 

(ISBN:066425652X) 

3. C. ヴェスターマン、2013、『改訂新版 聖書の基礎知識 旧約篇』、日本キリスト教団出版局 (ISBN:4818408530) 

4. 浅見定雄、2010、『改訂新版 旧約聖書に強くなる本』、日本キリスト教団出版局 (ISBN:481840764X) 

5. T. レーマー、2021、『100 語でわかる旧約聖書 』(文庫クセジュ)、白水社 (ISBN:4560510458) 

6. W.H.シュミット、2004、『旧約聖書入門 上 増補改訂版』、教文館 (ISBN:9784764271456) 

7. W.H.シュミット、2003、『旧約聖書入門 下』、教文館 (ISBN:9784764271463) 

必要に応じて授業中に指示する。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AA352 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AA352／キリスト教学入門講義 ２ 

(Introductory Lectures on Christian Studies 2) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
聖書２ 

担当者名 

（Instructor） 
廣石 望(HIROISHI NOZOMU) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CHS1803 

言語 

（Language） 

その他 

(Others) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

『聖書』の第二部『新約聖書』の冒頭には、合計４冊の「福音書」が収録されており、それらはキリストと信じられたナザレのイエス

についての宗教的な物語である。それぞれの福音書には特徴があり、その背後には口伝ないし書伝による伝承がある。それらの

伝承と福音書記者による編集を分析しつつ、イエスの史的な姿と、それを解釈することで生成しつつあるキリスト教信仰との関係

について学ぶ。 

 

 The four gospels stand at the beginning of the New Testament, the second part of the Bible. They are religious stories about 

Jesus of Nazareth who is believed to be Chriist. Each gospel has specific features, and behind it there were oral or written 

traditions. By analyzing the traditions and redactional works of the gospel writers according to some topics, the students will 

learn the historical figure of Jesus and its interpretative relation to the Christian faith in the making. 

 

授業の内容（Course Contents） 

導入に続いて、およそ以下のトピックをとりあげる。イエスの史的な実在、「福音」の概念、イエスの誕生、彼のカリスマ、「神の王

国」の概念、イエスの奇跡、譬え、倫理、共同の食事と最後の晩餐、イエスの死と復活、初期キリスト教におけるイエスの死の解

釈。 

 

After some introductory remarks we discuss about the topics like the historical existence of Jesus, the concept of "gospel," 

the birth of Jesus, his charisma, the concept of "Kingdom of God," his miracles, parables, ethics, the practice of his common 

meals and the last supper, his death and resurrection and the early Christian interpretations of his death. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 導入 「宗教」とは何か？ 

2. 『聖書』とは何か？ 

3. 「イエス」は実在の人物か？ 

4. 「福音」と「福音書」の間 

5. イエスの誕生 

6. イエスのカリスマ 

7. イエスの「神の王国」 

8. イエスの奇跡 

9. イエスの譬え 

10. 「神の王国」の倫理 

11. イエスの「交わりの食卓」と最後の晩餐 

12. イエスの「死」 

13. イエスの復活 

14. イエスの「救いをもたらす死」 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

『聖書』の該当箇所を予め読んでくる。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

レポート試験(Report Exam)(60%)/出席態度(40%) 

全体の２／３以上の出席が単位取得の最低条件 

 

テキスト（Textbooks） 

1. 『聖書 協会共同訳』、日本聖書協会 

『聖書』は旧約聖書と新約聖書がワンセットになっているものであれば、『聖書 新共同訳』や『新改訳 2017』など他の翻訳でもか

まわない。 
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参考文献（Readings） 

1. 廣石望、2019、『新約聖書のイエス 福音書を読む（上）』、NHK出版 (ISBN:978-4-14-911004-2) 

2. 廣石望、2019、『新約聖書のイエス 福音書を読む（下）』、NHK出版 (ISBN:978-4-14-911005-9) 

講義の中で、適宜指示する。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

授業用のレジュメを配信する 

 

注意事項（Notice） 
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■AA353 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AA353／キリスト教学入門講義 ３ 

(Introductory Lectures on Christian Studies 3) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
キリスト教史１ 

担当者名 

（Instructor） 
桑原 直巳(KUWABARA NAOKI) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CHS1803 

言語 

（Language） 

その他 

(Others) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

キリスト教の成立史およびその意味について概観した上で、キリスト教世界における修道霊性の意味およびその歴史的展開につ

いて理解を深める。特に、近代修道制の展開に関しては教育事業との関係について理解する。 

 

First, to understand the history of formation and the meaning of Christianity itself. 

Then, to understand the meaning and the historical development of the ascetic spirituality in Christendom.  

Concerning the modern asceticism, to understand the relations with its educational-activity. 

 

授業の内容（Course Contents） 

キリスト教そのものの成立史およびその意味について概観した上で、修道制の成立から中世盛期における托鉢修道会の成立、

中世後期から近代を経て現代にまでいたる修道霊性史の展開を、特に教育事業との関係を中心に考察する。 

 

First we shall survey about the history and the meaning of the formation of Christianity. Then, we learn the meaning and the 

historical development of the ascetic spirituality in Christendom. Particularly, we learn about the relations between the modern 

asceticism and education. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. オリエンテーション・キリスト教と修道制 

2. キリスト教の前史としてのユダヤ教 

3. イエスとキリスト教の成立 

4. 初期修道制における「独住」と「共住」の問題 

5. 東方キリスト教世界における修道霊性の展開 

6. 西方修道制における二つの伝統 

7. 「使徒的生活を求めて」―11・12世紀の隠修士運動 

8. 托鉢修道会の時代 

9. ベギンと「新しい敬虔」 

10. ライン・フランドル派神秘主義の霊性 

11. 『霊操』―イグナティウス・デ・ロヨラの霊性 

12. イエズス会と教育事業―『イエズス会学事規程』におけるイエズス会学校 

13. 女子修道会の展開とカトリック的女子教育 

14. 総括 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

各自、資料および参考文献を読んでおくこと。 

適宜、授業内容に関するコメントをリアクションペーパーとして提出してもらう。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

最終レポート(Final Report)(15%)/各授業回ごとに提出するミニ・レポート(85%) 

 

テキスト（Textbooks） 

なし 

 

参考文献（Readings） 

1. 桑原直己、2008 年、『東西修道霊性の歴史』、知泉書館 (ISBN:978-4-86285-5) 

必要な参考資料は適宜授業中配布する。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 
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注意事項（Notice） 
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■AA354 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AA354／キリスト教学入門講義 ４ 

(Introductory Lectures on Christian Studies 4) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
キリスト教史２ 

担当者名 

（Instructor） 
五十嵐 成見(IKARASHI NARUMI) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CHS1803 

言語 

（Language） 

その他 

(Others) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

本講義は、宗教改革以後のキリスト教史を概観することにより、世界史におけるキリスト教の位置づけを理解すること、さらには、

現代に至る世界の思想文化に対して、キリスト教がいかなる影響を与えているかを主体的に分析する思考力を培うことが目標と

なる。 

 

The goal of this course is to understand the position of Christianity in world history through an overview of the history of 

Christianity since the Reformation, and to cultivate the ability to think independently and analyze the impact of Christianity on 

the world's culture of thought up to the present day. 

 

授業の内容（Course Contents） 

前半は、諸地域の宗教改革について扱う。その後、主にプロテスタンティズムを背景としたキリスト教史の広がりを考察し、後半

は特に、20 世紀以降のキリスト教の思想動向にも言及していく。 

 

The first half will deal with the Reformation in various regions. It will then examine the spread of Christian history, and the 

second half will refer in particular to the trends in Christian thought since the 20th century. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. イントロダクション 

2. ドイツの宗教改革 

3. 北欧の宗教改革 

4. イングランドの宗教改革 

5. スイスの宗教改革 

6. ピューリタニズムの発展 

7. 啓蒙主義と敬虔主義 

8. 大覚醒運動、J・ウェスレーとメソディズム 

9. 多様な教派形成～坩堝としてのアメリカ～ 

10. 福音派の出現 

11. 世界大戦を取り巻くキリスト教 

12. 新正統主義の時代 

13. 現代におけるキリスト教 

14. まとめ・総括 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

教科書・資料の予習・復習。講義で得た知識をさらに文献を検索して深める。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

レポート試験(Report Exam)(70%)/最終レポート(Final Report)(10%)/コメントシート(20%) 

 

テキスト（Textbooks） 

1. 土井健司監修、2018、『1 冊でわかるキリスト教史』、日本キリスト教団出版局 

 

参考文献（Readings） 

1. フスト・ゴンザレス、2018、『キリスト教史 下巻』、新教出版 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 
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注意事項（Notice） 
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■AA356 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AA356／キリスト教学講義 ２ 

(Lectures on Christian Studies 2) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
旧約聖書学 2 

担当者名 

（Instructor） 
岩嵜 大悟(IWASAKI DAIGO) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CHS2803 

言語 

（Language） 

その他 

(Others) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

ヘブライ語（旧約）聖書は、ユダヤ教・キリスト教の聖典、つまり、聖なる書物として、これらの宗教思想の基盤となってきたが、同

時にヨーロッパを中心とする文化と思想に大きな影響を与えてきた。この授業では、その中でも、特に多くの解釈がなされてきた

創世記 1－11 章について学ぶ。この箇所には、聖書の世界観、人間観、神観などが見られる。これらの物語についての基礎的な

学問的知識と聖書解釈の多様性について学修することがこの授業の目標である。 

 

The Hebrew Scriptures/Old Testament is a holy scripture in both Jewish and Christian traditions. The Hebrew Bible  as the 

sacred book of Judaism and Christianity, or the holy book, has been the foundation of these religious thought, but it has also 

had a great influence on culture and thought, especially in Europe. In this class, we will study Genesis 1-11, which has been the 

subject of many interpretations. In these passages, we can see the biblical view of the world, of man, and of God. The goal of 

this course is to provide students with a basic academic knowledge of these stories and the diversity of biblical interpretations. 

 

授業の内容（Course Contents） 

この授業では、創世記 1－11 章に記される物語について学ぶ。その際に、絵画などの視覚資料も活用しながら、１）これまでのユ

ダヤ教・キリスト教での解釈、２）近代聖書学の学問的な成果と、３）現代の解釈の多様性について、説明していく。 

 

In this class, students will study the stories recorded in Genesis 1-11. In doing so, we will also utilize paintings and other visual 

materials to illustrate 1) previous Jewish and Christian interpretations, 2) the scholarly achievements of modern biblical studies, 

and 3) the diversity of modern interpretations. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. イントロダクション （Introduction) 

2. 創造物語① （Creation [1]) 

3. 創造物語② （Creation [2]) 

4. エデンの園物語① （"Eden Narrative" [1]） 

5. エデンの園物語② （"Eden narrative" [2]） 

6. カインとアベル物語 （"Cain and Abel") 

7. カインの子孫とセトの系譜 （"Cain's Descendants and the Line of Seth") 

8. ネフィリム物語 ("Nephilim") 

9. 洪水物語① （"the Flood" [1]) 

10. 洪水物語② （"the Flood" [2]) 

11. 原初史での系図（Genealogy in Primitive History） 

12. ノアの泥酔  ("Noah's Drunkenness") 

13. バベルの塔  ("Tower of Babel")  

14. まとめ(Review) 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

2 回目以降毎回、指定された聖書箇所を読み、要約およびコメントをまとめて提出する。詳細は初回授業で指示する。 

Each of class, students are required to read biblical passage ,to write a summary and comment, and to submit it. For more 

information, instructor directs it in the first class. 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

リアクションペーパー（複数回）(50%)/授業前課題（複数回）(50%) 

 

テキスト（Textbooks） 

1. 日本聖書協会、2018、『聖書 聖書協会共同訳 旧約聖書続編付き 引照・注付き』、日本聖書協会 (ISBN:4820213423) 

2. 共同訳聖書実行委員会、2012、『中型引照つき聖書 旧約続編つき - 新共同訳』、日本聖書協会 (ISBN:4820212435) 

3. フランシスコ会聖書研究所、2013、『聖書 -原文校訂による口語訳』、サンパウロ (ISBN:4505648295) 
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4. 新聖書刊行会、2018、『聖書 新改訳 第三版』、新聖書刊行会 (ISBN:4264037417) 

5. 新聖書刊行会、2017、『聖書 新改訳 2017』、新聖書刊行会 (ISBN:4264037212) 

 

参考文献（Readings） 

1. G. フォン・ラート、1993、『ATD 旧約聖書註解 創世記』、ATD・NTD 聖書刊行会 

2. C. ヴェスターマン、1993、『コンパクト聖書注解 創世記』、教文館 (ISBN:4764218321) 

3. 月本昭男、1996、『リーフ・バイブルコメンタリー 創世記』、日本基督教団出版局 (ISBN:4990019733) 

4. David W. Cotter. 2003. Genesis (Berit Olam). The Liturgical Press (ISBN:0814650406) 

5. Hermann Gunkel. 1997. Genesis (Mercer Library of Biblical Studies) . Mercer University Press (ISBN:0865545170) 

6. W. Sibley Towner. 2001. Genesis (Westminster Bible Companion). Westminster John Knox Press (ISBN:0664252567) 

7. Laurence Turner. 2009. Genesis (Readings: A New Commentary). Sheffiled Phoenix (ISBN:1906055661) 

詳細な参考文献については授業中に指示する。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

授業は原則として講義形式で行うが、適宜グループワークなどを取り入れる。 

 

注意事項（Notice） 
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■AA357 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AA357／キリスト教学講義 ３ 

(Lectures on Christian Studies 3) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
新約聖書学 1 

担当者名 

（Instructor） 
赤城 Ｍ．(AKAGI MATTHEW-KAI) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CHS2803 

言語 

（Language） 

その他 

(Others) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

この授業科目の目標は（1）新約聖書と同時代のユダヤ教におけるメシア概念について総合的に理解し、（2）新約聖書とほぼ同時

代に書かれたユダヤ教文書におけるメシアの概念とメシアに関するものと解釈される旧約聖書のテキストの多様性を理解し、（3）

新約聖書においてキリストについて解釈される旧約聖書のテキスト及びテーマを研究する。 

 

The objectives of this course are (1) to have a general comprehensive understanding of the messiah concept in Judaism 

contemporary with the New Testament, (2) to understand the diversity in the messiah concept and the Old Testament texts 

interpreted to be about the messiah in Jewish texts roughly contemporary with the New Testament, and (3) to conduct 

research on the christological interpretation of an Old Testament text or theme in a New Testament text. 

 

授業の内容（Course Contents） 

当初から、イエスがメシア／キリストであるということが伝統的なキリスト教信仰の基盤とされている。しかし、メシア／キリストとい

う概念は一世紀の初期キリスト教から起源した概念ではなく、むしろキリスト教の始まりに至るまで、ユダヤ教における旧約聖書

の釈義を通じて発展してきた概念である。この科目では（1）第二神殿ユダヤ教文書及び初期キリスト教のほぼ同時代に書かれた

ユダヤ教文書（外典偽典、死海文書）におけるメシア／キリストの概念を考察し、（2）新約聖書（主に福音書）においてどのように

旧約聖書がメシア／キリストとしてのイエスについて解釈されているかを研究する。 

 

From its beginning, that Jesus is the Messiah/Christ has been a fundamental element of traditional Christian faith. The concept 

of a Messiah/Christ, however, did not begin with the start of Christianity in the 1st century; rather, it developed through 

exegesis of the Old Testament in Judaism leading to the beginning of Christianity. This course will (1) consider concepts of 

Messiah/Christ contemporary with the beginning of Christianity through a study of the apocrypha, pseudepigrapha, and Dead 

Sea Scrolls, and (2) consider how New Testament texts interpret the Old Testament as being about Jesus as the 

Messiah/Christ. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. イントロ 

2. 旧約聖書における「メシア」 

3. 第四エズラ記における「メシア」、第二バルク書における「メシア」 

4. エノクのたとえにおける「メシア」 

5. 死海文書における「メシア」１ 

6. 死海文書における「メシア」２ 

7. 他の外典偽典における「メシア」、バル・コクバと他のメシア主張者 

8. 新約聖書におけるメシア 1：「聖書全体」が証しするキリスト 

9. 新約聖書におけるメシア 2：王であるメシア、ダビデの契約 

10. 新約聖書におけるメシア 3：神の子と人の子としてのメシア 

11. 新約聖書におけるメシア 4：「石」としてのメシア、裁き主としてのメシア 

12. 新約聖書におけるメシア 5：女の子孫、アブラハムの子孫、諸部族の祝福 

13. 新約聖書におけるメシア 6：新しい契約、罪の赦し、神のしもべ 

14. 新約聖書におけるメシア 7：祭司であるキリスト 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

『聖書』および参考書の該当箇所を予め読んでくる。  

講義内容と参考文献に対するリアクションペーパー及びレポート試験を作成する。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

レポート試験(Report Exam)(50%)/出席態度(20%)/複数のリアクションペーパー(30%) 

全体の２／３以上の出席が単位取得の最低条件である。 
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テキスト（Textbooks） 

1. 2018、『聖書 聖書協会共同訳』、日本聖書協会 (ISBN:978-4-8202-1341-3) 

『聖書』は旧約聖書と新約聖書がワンセットになっているものであれば、『聖書 新共同訳』、『新改訳』、『新改訳 2017』などの一

般的に使われている他の翻訳でもかまわない。 

 

参考文献（Readings） 

1. 松田伊作、月本昭男、上村静（訳）、2020、『死海文書 I 共同体の規則・終末規定』、ぷぬうま舎 (ISBN:978-4-910154-10-7) 

2. 月本昭男、山我哲雄、上村静、加藤哲平（訳）、2021、『死海文書 III 聖書釈義』、ぷぬうま舎 (ISBN:978-4-910154-20-6) 

3. 日本聖書学研究所、1975、『聖書外典偽典 第 4 巻 旧約聖書偽典 II』、教文館 (ISBN:978-4-7642-1904-5) 

4. 日本聖書学研究所、1976、『聖書外典偽典 第 5 巻 旧約聖書偽典 III』、教文館 (ISBN:978-4-7642-1905-2) 

5. 土岐健治、2010、『旧約聖書外典偽典概説』、教文館 (ISBN:978-4-7642-7310-8) 

6. Garrick V. Allen, Kai Akagi, Paul Sloan, Madhavi Nevader, eds.. 2019. Son of God: Divine Sonship in Jewish and Christian 
Antiquity. Eisenbrauns (ISBN:978-1575069920) 

その他、講義の中で適宜紹介する。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AA360 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AA360／キリスト教学講義 ６ 

(Lectures on Christian Studies 6) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
キリスト教思想史 2 

担当者名 

（Instructor） 
後藤 里菜(GOTO RINA) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CHS2803 

言語 

（Language） 

その他 

(Others) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

この授業では、「キリスト教世界」が成立・展開した中世ヨーロッパを中心に、キリスト教と歴史・文化の多面的な影響関係を考察

する。そこに見られる多様性のありようと変容を考察することで、多元的な社会を生きる糧を各自見出してもらう。 

 

In this course, we will examine the multifaceted influence of Christianity on history and culture while shedding light on medieval 

Europe. By examining the development of various groups, we wish to find hints for living in a pluralistic society.  

 

授業の内容（Course Contents） 

キリスト教がこの世界や人間にもたらしたものは数多くある。この授業では、キリスト教が構成原理となった中世ヨーロッパを中心

に、感情史の観点を含めて考察してみたい。なお、進捗状況により、授業計画には若干の変更を加える場合がある。 

 

Christianity has brought to this world and to humanity so many things. In this lesson, I'd like to focus on medieval Europe, where 

Christianity became a constitutive principle, including perspectives on history of emotions. Note that there may be small 

changes to the syllabus depending on the progress made. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. イントロダクション 

2. 歴史のなかのイエス・キリスト 

3. 歴史のなかのイエス・キリスト２ 

4. 中世ヨーロッパとはなにか 

5. 異教とキリスト教 

6. 光と色の中世 

7. 死者観念をめぐって 

8. 騎士と中世キリスト教 

9. 国王と皇帝、教皇からみる中世 

10. 農民と衣食住からみる中世 

11. 子どもからみる中世 

12. 女性からみる中世 

13. 中世キリスト教世界と感情史① 

14. 中世キリスト教世界と感情史② 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

予習の必要はないが、授業後には配布プリントを見直すこと。また、適宜参考文献を紹介するので関心に応じて自主的に理解を

深めること。詳細は授業の際に指示する。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

筆記試験(Written Exam)(50%)/授業後のリアクション・ペーパーの内容(50%) 

毎回の授業後に、内容に関わるリアクション・ペーパーを記入してもらう。 

 

テキスト（Textbooks） 

テキストはとくに使用しない。プリントを配布する。 

 

参考文献（Readings） 

1. バーバラ・H・ローゼンワイン、リッカルド・クリスティアーニ、2021、『感情史とは何か』、岩波書店 (ISBN:9784000614504) 

2. Damien Boquet and Piroska Nagy. 2015.  Sensible Moyen Âge. Une histoire des émotions dans l’Occident médiéval. Le Seuil 

(ISBN:9782020976459) 

3. B. H. Rosenwein. 2006.  Emotional Communities in the Early Middle Ages. Cornell Univ Pr (ISBN:9780801444784) 
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4. B. H. Rosenwein. 2015.  Generations of Feeling. Cambridge University Press (ISBN:9781107480841) 

5. 池上俊一、2022、『歴史学の作法』、東京大学出版会 (ISBN:9784130230803) 

6. ジョン・H・アーノルド、2022、『中世史とは何か』、岩波書店 (ISBN:9784000615778) 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

毎回きちんと出席してください。 

 

注意事項（Notice） 
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■AA362 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AA362／キリスト教学講義 ８ 

(Lectures on Christian Studies 8) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
比較宗教学 2 

担当者名 

（Instructor） 
佐藤 清子(SATO SEIKO) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CHS2803 

言語 

（Language） 

その他 

(Others) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

この授業では現代社会の国家と宗教の関係について講義を行う。かつては「世俗化」が論じられ、宗教は現代社会において重要

性を失うと見込まれた。だが近年の「宗教復興」現象はその予想を覆し、宗教は未だ「問題」として残り続けている。2022 年、公共

空間における宗教の役割をめぐり、日本でもにわかに議論が盛り上がったことが記憶に新しい。 

近代国家の制度は、異なる宗教を持つ人々がいかに共存することができるかという難問に対峙しつつ発展した。この授業ではそ

の中で育まれた「寛容」「宗教の自由」「政教分離」といった概念や法制度について、歴史的展開や現在直面する課題を論じる。 

受講生はこれらの知識を身につけ、現代社会に生きる一市民として、多様な他者との共存について考察することを目指す。 

 

This class will give lectures on the state and religion in modern society.  

In the post-war period, scholars developed secularization theory and expected to see the decline of religion. However, the 

recent phenomenon of religious revivals has overturned this expectation. Religion seems to remain a "problem" in the 

contemporary world. In Japan, a heated discussion occurred in 2022 concerning the proper relationship between religion and 

politics. 

The institutions of the modern state have developed while struggling with the coexistence of different religions. We will pay 

special attention to the historical development and current challenges of such concepts and legal systems as "tolerance," 

"freedom of religion," and "separation of church and state."  

The goal is for students to consider coexistence with diverse others as citizens of today's world based on the information 

provided in this class. 

 

授業の内容（Course Contents） 

講義ではまず、西欧キリスト教社会の宗教的分裂と近代国家成立のかかわりを論じ、事例として政教分離国家として特徴的なア

メリカとフランス、政教分離ではない形で共存を図る諸国家、そして日本をとりあげる。講義後半ではテーマ別講義として、カルト

問題、良心的兵役拒否、現代の宗教復興現象について論じる。 

 

First, we will discuss religious divides and the development of modern states in Western Christendom. As examples, we will look 

at the United States and France as typical countires with separation of church and state, as well as other states that are trying 

to hold religiously diverse populations without separation. We will also discuss the case of Japan. 

In the second half of the lecture, we will discuss cults, conscientious objection to military service, and the phenomenon of 

modern religious revival.  

 

授業計画（Course Schedule） 

1. イントロダクション――世界と日本の宗教状況 

2. 近代以前の国家と宗教――西欧カトリック世界の成立とその分裂 

3. アメリカ合衆国の宗教の自由①――植民地期から独立まで 

4. アメリカ合衆国の宗教の自由②――19 世紀における宗教的他者との出会い 

5. アメリカ合衆国の宗教の自由③――20 世紀の厳格分離 

6. アメリカ合衆国の宗教の自由④――21 世紀の展開  

7. フランス型政教分離（ライシテ） 

8. 国教体制、公認宗教体制 

9. 良心的兵役拒否をめぐる議論 

10. 戦前日本の政教関係 

11. 戦後日本の政教関係 

12. カルト問題を考える 

13. 2022 年日本の「政治と宗教」問題 

14. まとめ――近代国家と宗教復興 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

事前に配布する講義資料に目を通しておくこと。授業後は復習を行うこと。  
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成績評価方法・基準（Evaluation） 

最終レポート(Final Report)(40%)/授業への参加(60%) 

 

テキスト（Textbooks） 

なし 

 

参考文献（Readings） 

1. 大西直樹、千葉眞編、2006、『歴史のなかの政教分離：英米におけるその起源と展開』、彩流社 (ISBN:9784779111518) 

2. ルネ・レモン、2010、『政教分離を問いなおす：EU とムスリムのはざまで』、青土社 (ISBN:9784791765362) 

3. マーサ・ヌスバウム、2011、『良心の自由：アメリカの宗教的平等の伝統』、慶應大学出版会 (ISBN:9784766418149) 

4. 島薗進、磯前順一編、2014、『宗教と公共空間：見直される宗教の役割』、東京大学出版会 (ISBN:9784130104104) 

5. 堀江宗正編、2019、『宗教と社会の戦後史』、東京大学出版会 (ISBN:9784130104128) 

6. 伊達聖伸編、2020、『ヨーロッパの世俗と宗教―近世から現代まで』、勁草書房 (ISBN:9784326102860) 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AA364 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AA364／キリスト教学講義 １０ 

(Lectures on Christian Studies 10) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
神学思想 2 

担当者名 

（Instructor） 
鳥居 雅志(TORII MASASHI) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CHS2803 

言語 

（Language） 

その他 

(Others) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

キリスト教が語ろうとしているところを、仏教との対話などを通して現代日本において提唱された「場／無の神学」（代表的人物とし

て、八木誠一、小田垣雅也、小野寺功、井上洋治らが挙げられる）などの観点から捉えていき、そこから「われわれ」のあり様につ

いて考察していく。 

 

We will ascertain what theological Christian ideas attempt to convey from the perspective of the “theology of 

field(/place)/nothingness” that was advocated in contemporary Japan through dialogues with Buddhism. We will reference 

leading figures including Seiichi Yagi, Masaya Odagaki, Isao Onodera, and Youji Inoue. Then, based on them, we will consider how 

we are. 

 

授業の内容（Course Contents） 

キリスト教が語ろうとしているところを、現代日本において提唱された「場／無の神学」などの観点から捉えていく。その後、「場／

無の神学」を提唱した八木誠一、小田垣雅也、小野寺功、井上洋治、また遠藤周作などによって論じられていることを検討すると

ともに、そこで語られている我々／われ－われ／〈われわれ〉のあり様について考察していく。 

なお、毎授業後にコメントを提出してもらう。提出してもらったものの幾つかは、個人が特定されないようにした上で共有したいと思

っている。授業は提出してもらったコメントの紹介や、コメント同士の議論、疑問への応答、コメントへの応答などをしつつ進めてい

くため、積極的な参加を望む。 

また、進め方や扱う内容も、コメントから窺える受講者の興味などにより適宜調整する予定である。 

理解を深めるために、補助教材として映像資料を用いることも考えている。 

（「神学思想 1」は基本的に概要を見ていくものであったが、「神学思想 2」では、もう少し議論されている中身を掘り下げていくつも

りである。ただし、「神学思想 2」だけの受講でも理解できるよう、「神学思想 1」と重複する部分も扱うので、その点をご承知願いた

い。）  

 

We will ascertain what theological Christian ideas attempt to convey from the perspective of the “theology of 

field(/place)/nothingness” that was advocated in contemporary Japan. Then, based on them, we will consider the arguments of 

Seiichi Yagi, Masaya Odagaki, Isao Onodera, Youji Inoue, who advocated the “theology of field/nothingness,” and also consider 

how we are. 

After the class, you will submit your opinions and questions in a reaction paper. Some of them may be shared in the class in an 

anonymous form. It is desirable that you participate actively, as the class will involve sharing submitted comments. As well as 

holding discussions between students with different views and answering questions and comments. 

As necessary, the schedule and content of classes may be adjusted according to your interests from your comments 

suggested. 

In order to deepen your understanding, we may use visual materials as supplementary course material. 

Theological Ideas 1 offered a basic overview, while Theological Ideas 2 will involve looking into topics being discussed in more 

detail. Note, however, that in order for students who did not take Theological Ideas 1 to understand Theological Ideas 2, some 

areas covered in Theological Ideas 1 may be covered again in Theological Ideas 2. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 導入 

2. 「キリスト教」とわれわれ 1 

3. 「キリスト教」とわれわれ 2 

4. 「キリスト教」とわれわれ 3 

5. 「キリスト教」とわれわれ 4 

6. 「キリスト教」とわれわれ 5 

7. 「無／場の神学」1 

8. 「無／場の神学」2 

9. 「場／無の神学」3 
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10. 「場／無の神学」4 

11. 「場／無の神学」5 

12. 「場／無の神学」の展開の可能性 1 

13. 「場／無の神学」の展開の可能性 2 

14. まとめ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

共有化したコメントは必ず読んでおいて欲しい。また、授業時に紹介する参考文献のうち、興味のあるものを数冊読み、見解を深

めてもらいたい。  

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

最終レポート(Final Report)(40%)/毎回の課題コメント(40%)/授業への参加協力度(20%) 

2/3 以上の出席がない場合は成績評価の対象としません。なお、授業内に設ける出席確認時間に行っていただく「出席のご登

録」と授業後の「コメントの提出」の両方を以て「出席」と見做します。また、他の学生の学びを妨害するような行為や不正と見做さ

れるような行為はご遠慮ください（酷い場合には、大幅な減点をします）。 

 

テキスト（Textbooks） 

なし。 

 

参考文献（Readings） 

授業時に適宜紹介します。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AA365 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AA365／キリスト教学講義 １１ 

(Lectures on Christian Studies 11) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
キリスト教倫理学 1 

担当者名 

（Instructor） 
田島 靖則(TAJIMA YASUNORI) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CHS2803 

言語 

（Language） 

その他 

(Others) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

「愛」をその根本原理に据えるキリスト教倫理の視点を学ぶことにより、単なる「社会規範」としての倫理ではない、それぞれの人

間の生き方そのものとしての決断を、模索したいと考える。 

 

Learning through the principle of Christian ethics based on “love,” this course considers individual decisions more than “social 

morality.”  

 

授業の内容（Course Contents） 

キリスト教倫理の視点には、保守的立場とリベラルな立場の両面からの検証が必要である。いわゆる保守的な「聖書主義」「伝統

主義」の立場には固執せず、自由な議論を許容する姿勢が求められる。 

本科目においては、特に生命倫理（バイオエシックス）のケーススタディをとおして、「愛すること」における生命操作の是非につい

て考えてみたい。 

取り扱うトピックは、「安楽死・尊厳死」「人工妊娠中絶」「優生思想」「生殖補助医療」等。 

本科目は講義とディスカッション形式により進められる。 

 

For a viewpoint on Christian ethics, having dual sides of liberal and conservative thinking is necessary. We need liberal 

conversation not just to discuss “fundamentalism” or “traditionalism.” 

This course considers “bio-manipulation” because of a motive for “love” through cases of clinical medical ethics, topics of 

euthanasia, abortion, eugenics, and bio-medical technologies.  

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 生命倫理（バイオエシックス）の歴史 

2. 尊厳死・安楽死１. 「カレン・クィンランの事例」 

映画「海を渡る夢」（DVD） 

3. 尊厳死・安楽死２.  

「ナンシー・クルーザンの事例」「ヘルガ・ワングリーの事例」 

4. 尊厳死・安楽死３. 「エリザベス・ボービアの事例」 

5. 尊厳死・安楽死４. 「ラリー・マカフィーの事例」 

映画「ハッピーエンドの選び方」（DVD） 

6. 「障がい」を持って生きるということ 

「障害学」検証 

7. ジョーゼフ・フレッチャーの「状況倫理」 

8. 医師による死の幇助  

「ジャック・キボーキアン医師の事例」「ティモシー・クィル医師の事例」 

9. 優生思想・人工妊娠中絶１. 「ケネス・エデリン医師の事例」 

10. 優生思想・人工妊娠中絶２. 「ベビー・ジェーン・ドウ事例」 

11. 優生思想・人工妊娠中絶３. 「プロライフ vs. プロチョイス」 

映画「スリー・ウイメン」（DVD） 

12. 新型出生前診断と染色体異常胎児の中絶 

13. 着床前スクリーニング（PGS）と卵子核移植 

14. ヒトゲノム編集とデザイナーベイビー 

報道検証「生命倫理における、国内外の最新トピック」 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

講義はさまざまな事例を通して、生命倫理のトピックを各自が考えることに主眼が置かれる。したがって、講義の後に自分でその

内容を振り返り、問題点を整理すること。 
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成績評価方法・基準（Evaluation） 

「尊厳死・安楽死」の講義途中で提出する小レポート(20%)/毎授業後に提出するリアクションペーパー(80%) 

リアクションペーパーは、当日の講義の振り返り（要点の整理）と感想、意見をその内容とする。  なお、生命倫理に関する各自

の自由な研究成果（自由レポート）を提出することは加点の対象となる。 

 

テキスト（Textbooks） 

なし 

 

参考文献（Readings） 

1. グレゴリー・Ｅ・ペンス、2000、『医療倫理<1>』、みすず書房 (ISBN:4-622-04114-6) 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

リアクションペーパーは講義のあった週の土曜日 23時 59 分までに、以下のメールアドレスに送付すること。 

5500274@rikkyo.ac.jp（質問などもこのメールアドレスで受け付ける）。 

 

注意事項（Notice） 
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■AA367 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AA367／キリスト教学講義 １３ 

(Lectures on Christian Studies 13) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
宗教社会学 

担当者名 

（Instructor） 
長下部 穣(OSAKABE YUTAKA) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CHS2803 

言語 

（Language） 

その他 

(Others) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

宗教社会学の視点を通して、現代におけるキリスト教の社会的役割と課題について批判的に考察することができる。 

 

To be able to critically examine the social role and limitations of contemporary Christianity through perspectives of sociology of 

religion.  

 

授業の内容（Course Contents） 

本講義では、近年、欧米を中心に広がりを見せる「修復的正義（Restorative Justice)」運動を事例に、宗教社会学の理論や手

法、キリスト教学的な意義について学ぶ。「修復的正義」とは、被害者と加害者の当事者同士の対話を通して加害者の処遇を決

めるという、犯罪司法プログラムである。このプログラムの発展の背景には、和解や赦し、平和の概念を尊んだキリスト教グルー

プの貢献があった。彼らの主張とは何か、その主張の社会的背景は何か、キリスト教発の公的プログラムの可能性とは何か、そ

して、世俗化の進む現代において、キリスト教信仰者が直面する課題とは何か。宗教社会学の視点を通して、現代におけるキリ

スト教の社会的役割と課題について批判的に考察する。 

 

This course provides an opportunity for learning theories, methodology and the Christian significance of sociology of religion, 

through the case of Restorative Justice movement, which has become popular especially in the West. Restorative Justice is 

one of criminal justice programmes. Its programme aims to bring both the offender and victim to the same table to discuss how 

the offender can make amends to their victim. Christian groups, who respect the principles of reconciliation, forgiveness and 

peace, made a contribution for developing the programme. What are their claims? What is their sociological background? What 

are the potentials for Christian based public programme? What is the issue when Christians face in the contemporary, 

securalised society? From perspectives of sociology of religion, we will examine the social role and limitations of contemporary 

Christianity.  

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 序論 

2. 宗教社会学とは何か 

3. 宗教社会学者と神学者の間の闘争：真理を握るのは誰か 

4. 北米メノナイトと平和構築 

5. 公共圏におけるキリスト教：修復的正義の祖父ハワード・ゼア 

6. 神学の受肉？英国国教会における修復的正義の受容 

7. 修復的正義の理論と実践 

8. スピリチュアル・キャピタル：信仰の社会的意義 

9. 世俗化社会に生きるキリスト者のレジリエンス 

10. キリスト教的言語の翻訳の問題 

11. キリスト教の「秘境化」、他者性、そして再帰性 

12. グループ発表① 

13. グループ発表② 

14. まとめ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

授業時間外の学習に関する指示は、必要に応じて別途指示する。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

最終レポート(Final Report)(35%)/出席およびコメントカードの提出(15%)/授業参加(20%)/プレゼンテーション(30%) 

 

テキスト（Textbooks） 

特定のテキストはないが、課題文献については授業内に提示する。 
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参考文献（Readings） 

授業内に提示する。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AA369 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AA369／キリスト教学講義 １５ 

(Lectures on Christian Studies 15) 

担当者名 

（Instructor） 
市川 誠(ICHIKAWA MAKOTO) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CHS2803 

言語 

（Language） 

その他 

(Others) 

備考 

（Notes） 

AE323「キリスト教と教育１」と同一科目。重複履修不可。 

教育学科の学生は AE323「キリスト教と教育 1」を登録すること。 

 

授業の目標（Course Objectives） 

現代社会において，教育は，社会の仕組みやその変化のキーポイントとなってきた。教育の理解が深まれば深まるほど，社会の

仕組みやその変化の理解が深まる。こうした教育と関わるキリスト教ならびに宗教的な問題に光をあてることで，現代社会におけ

るキリスト教と宗教の位置や役割を考察したい。 

 

In contemporary society, education is a key point for social mechanisms and their changes. The more students deepen their 

understanding of education, the more they deepen their understanding of social mechanisms and their changes. By shining light 

on the Christianity as well as other religious issues related to education, students will consider the place and role of Christianity 

and other religions in modern society. 

 

授業の内容（Course Contents） 

教育をめぐる諸問題のなかで，キリスト教を中心に宗教と関わるテーマを選び解題してゆく。日本の属するアジアにおける宗教教

育の問題にも可能な限り言及したいと考えているが，とりわけ今年度は，日本におけるミッション・スクールとキリスト教学校のあ

り方についての議論に重点をおく予定である。 

 

Students will choose a religious topic mainly related to Christianity from the various issues surrounding education. Japan is a 

part of Asia, and religious education issues in Asia will be referred to as much as possible. Especially in this academic year, the 

class is expected to emphasize discussing mission schools and Christian schools in Japan. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 導入 

2. ミッションスクール論の概観と問題の所在 

3. 日本における位置・役割の考察１ 

4. 日本における位置・役割の考察２ 

5. 日本における位置・役割の考察３ 

6. 私学としてのキリスト教学校と政教分離 

7. 日本のキリスト教学校：現状分析１ 

8. 日本のキリスト教学校：現状分析２ 

9. 日本のキリスト教学校：現状分析３ 

10. 日本のキリスト教学校：事例 

11. 日本のキリスト教学校：仮説的分類 

12. 日本のキリスト教学校：提言 

13. アジアのキリスト教教育 

14. 総括 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

適宜、事前に概要を Blackboardで知らせる予定。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

筆記試験(Written Exam)(100%) 

 

テキスト（Textbooks） 

なし 

 

参考文献（Readings） 

 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

講義内容や計画の順番は最近の動向や研究成果などをふまえ必要に応じ変更されることがある。また出席者のなかでのキリス

ト教学校の経験の有無、経験された教育内容等について講義時間内にたずねることがある（ただしプライバシーを尊重し、応える
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か否かは各人に決めてもらう）  

 

注意事項（Notice） 
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■AA371 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AA371／キリスト教学講義 １７ 

(Lectures on Christian Studies 17) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
アジアのキリスト教 1 

担当者名 

（Instructor） 
朱 海燕(ZHU HAIYAN) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CHS2803 

言語 

（Language） 

その他 

(Others) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

中国におけるキリスト教の布教の歴史を学ぶことを通して、中国キリスト教を理解し、その認識を深めるとともに、文化交流と衝突

の角度から中国とキリスト教問題を考える視座を養う。 

 

 If students have learned a history of Christian missions in China, then they should be able to deepen understanding of 

relationship between Christianity and Chinese society and cultivate a perspective on cultural exchanges and conflicts. 

 

授業の内容（Course Contents） 

東西文化の交流と衝突の角度から、唐代から現代にいたるまでの中国におけるキリスト教の歴史的軌跡をたどり、現在中国が抱

えているキリスト教問題について考える。 

 

This course encourages students to learn history of Christianity in China from the Tang dynasty to the present day from the 

perspective of cultural intercourse as well as cultural conflict between China and West and helps them to consider 

contemporary issues in Christianity in China. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 中国人の宗教観 

2. 唐元時代のネストリオス・キリスト教 

3. 明代末期カトリック・キリスト教の到来 

4. 清代初期カトリック・キリスト教の発展 

5. 典礼問題 

6. 道光帝以後カトリック・キリスト教の復興 

7. プロテスタント・キリスト教の伝道と初期の布教活動 

8. 清朝末期の社会改革とキリスト教 

9. 義和団 

10. 中国教会の自立 

11. 日中戦争と内戦中のキリスト教会 

12. 戦時中の日本と中国の教会 

13. 中華人民共和国におけるキリスト教 

14. 授業のまとめ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

毎回の授業前に、指定された資料や参考書を読んでおくこと。 

必要に応じて高校の世界史教科書、下記参考書等に目を通し、中国史の基本的な事項について理解しておくこと。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

最終レポート(Final Report)(40%)/出席及び授業参加度(コメントペーパーの提出を含む)(60%) 

３分の１以上を欠席した場合は、成績評価の対象としない。 

 

テキスト（Textbooks） 

なし 

 

参考文献（Readings） 

1. 石川照子・倉田明子ほか、2016、『はじめての中国キリスト教史』、かんよう出版 (ISBN:9784906902750) 

2. 山本澄子、2006、『中国キリスト教史研究』（増補改訂版）、山川出版社 (ISBN:9784634673700) 

3. 並木頼壽・杉山文彦編著、2011、『中国の歴史を知るための 60 章』、明石書店 (ISBN:9784750333434) 

4. ハンス・キュング, ジュリア・チン共著、2005、『中国宗教とキリスト教の対話』、刀水書房 (ISBN:9784887083073) 
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その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AA373 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AA373／キリスト教学講義 １９ 

(Lectures on Christian Studies 19) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
アジアの宗教 1 

担当者名 

（Instructor） 
藤原 佐和子(FUJIWARA SAWAKO) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CHS2803 

言語 

（Language） 

その他 

(Others) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

本講義は、（1）アジアの宗教についての基礎的な知識・理解を得ること、（2）社会と宗教におけるジェンダー役割の関係性につい

て探求すること、（3）フェミニスト神学の展開に対する女性たちの貢献についての気づきを得ることを目標とします。  

 

This course aims: (1) to develop knowledge and understanding of Asian religions; (2) to explore the relationship between gender 

roles in societies and religions; and (3) to raise awareness about the the contribution of women to the ongoing development of 

feminist theology. 

 

授業の内容（Course Contents） 

アジアの女性たちは世界人口の 4 分の 1 を占めるにもかかわらず、彼女たちの声、神学的考察、貢献についての等閑視はグロ

ーバルレベルで広く行き渡り、維持されてきましたが、それは地域レベルにおいても同様です。本講義では、アジアにおけるフェミ

ニスト神学運動の歴史を紐解くことによって、キリスト教、そして仏教、イスラム教、ヒンドゥー教、儒教が、アジアの女性たちにど

のような影響を与えてきたかを検討します。 

 

Despite Asian women comprising more than a quarter of the world’s population, ignorance about Asian women, their voices, 

theological reflections, and contributions is widespread and persistent at a global level, but the same is true at regional level. By 

tracing the history of the feminist theological movement in Asia, this course will explore how Christianity, as well as Buddhism, 

Islam, Hinduism, and Confucianism, have influenced women in Asia. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. オリエンテーション：アジア宣教会議 2017で何が語られたのか 

2. アジアにおけるフェミニスト神学運動：キリスト教と諸宗教 

3. アジアにおけるフェミニスト神学運動：1970 年代からの動きとポストコロニアル視点 

4. アジアにおけるフェミニスト神学運動：1980 年代からのネットワーク形成 

5. アジアにおけるフェミニスト神学運動：沈黙させられてきた女性たち 

6. フェミニスト聖書解釈：抑圧の道具か、解放の源泉か、日本のフェミニスト聖書学者たち 

7. フェミニスト聖書解釈：「父なる神」の問題 

8. フェミニスト聖書解釈：「人間」はどのように造られたのか 

9. ポジティブ・マスキュリニティ：男性性とは何か（概説） 

10. ポジティブ・マスキュリニティ：男性たちを解放する聖書解釈（アジアの事例） 

11. ポジティブ・マスキュリニティ：贖罪的男性性に向けて（アジアの事例） 

12. イスラームと女性たち：女性たちをどのように捉えているのか（概説） 

13. イスラームと女性たち：女性たちは何を語っているのか（アジアの事例） 

14. 総括 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

授業時間外の学習については、必要に応じて別途指示する。  

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

最終レポート(Final Report)(40%)/出席およびリアクションペーパー(60%) 

 

テキスト（Textbooks） 

特に指定しない 

 

参考文献（Readings） 

1. 山口里子、2008、『虹は私たちの間に－性と生の正義に向けて－』、新教出版社 (ISBN:978-4400427063) 

2. 堀江有里、2006、『「レズビアン」という生き方－キリスト教の異性愛主義を問う－』、新教出版社 (ISBN:978-4400427049) 
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3. Asian Women's Resource Centre for Culture and Theology. 2005. Introduction to Asian Feminist Theologies. AWRC 

(ISBN:983-40384-2-9) 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

受講者の関心に合わせて、授業内容を適宜変更することがあります。 

連絡先：fujiwara.sawako@rikkyo.ac.jp 

 

注意事項（Notice） 
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■AA375 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AA375／キリスト教学講義 ２１ 

(Lectures on Christian Studies 21) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
キリスト教と美術 1 

担当者名 

（Instructor） 
瀧本 みわ(TAKIMOTO MIWA) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CHS2803 

言語 

（Language） 

その他 

(Others) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

キリスト教美術の誕生とその発展について、古代末期から初期中世にかけての美術史と考古学研究を通じて、造形や図像の視

点から理解する。 

 

The aim of the corse is to learn the methodology for description and analysis of Early Christian Art (style, iconography, 

iconographic interpretation) which forms the core of western art history and archeology research through the lectures. 

 

授業の内容（Course Contents） 

キリスト教美術は、異教美術の伝統が浸透した古代末期の地中海世界の諸地域に生まれる。本講義では、その誕生と展開につ

いて、具体的な作例（建築、壁画、彫刻、モザイク、写本、工芸）を対象としながら、古典古代の美術や諸宗教美術との関わり、図

像学的な視点や造形的な特質を考察する。 

 

This lecture traces the development of Christian art from the ancient Mediterranean world to Late Antiquity. By looking at 

representative works of art in the period (architecture, paintings, sculptures, mosaics, illuminated manuscripts and other visual 

arts), we will learn the basic methodologies of western art history and gain a multifaceted understanding of the role they played 

in society and their artistic characteristics.  

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 初期キリスト教美術とは：古代ローマ美術とキリスト教 

2. 葬礼美術：カタコンベ（地下墓所）の壁画 

3. 葬礼美術：石棺浮彫 

4. キリスト教美術における図像（1）：旧約聖書の物語表現、テキストとイメージ、予型論（タイポロジー） 

5. 初期キリスト教建築と美術：殉教者墓室と殉教者記念堂 

6. 初期キリスト教建築と美術：廟堂 

7. 初期キリスト教建築と美術：教会堂（1） 

8. 初期キリスト教建築と美術：教会堂（2） 

9. 初期キリスト教建築と美術：洗礼堂 

10. キリスト教美術における図像（２）：新約聖書の物語表現、図像プログラム、図像の伝搬 

11. 教会堂装飾：壁面モザイク 

12. 教会堂装飾：舗床モザイク 

13. キリスト教世界における異教美術 

14. まとめ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

図書館を積極的に利用して、授業で扱う作例や時代に関する情報を収集し、キリスト教図像に関する知識を深めること。そのた

めのサポートとして、毎回の授業で配布する資料には、文献表を付しています。そして、まずは、美術作品自体をしっかりと観察

すること。また、展覧会情報等も授業中に適宜紹介するので、美術館に足を運び、作品鑑賞を身近なものとして感じて下さい。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

授業への参加とコメントペーパー(30%)/小課題(30%)/最終レポート(Final Report)(40%) 

出席率が３分の２以下の場合は、単位取得不可とします。 

 

テキスト（Textbooks） 

毎回の授業で資料及び文献表を配布する。 

 

参考文献（Readings） 

1. A.グラバール、1967、『キリスト教美術の誕生（人類の美術）』、新潮社 

2. R.ビアンキ=バンディネルリ、1974、『古代末期の美術（人類の美術）』、新潮社 
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3. 辻佐保子責任編集、1997、『西欧初期中世の美術（世界美術大全集 西洋編 第 7 巻）』、小学館 

4. 名取四郎、2005、『地中海都市紀行 古代キリスト教美術を訪ねて』、岩波書店 

5. 越宏一、2016、『ラヴェンナのモザイク芸術』、中央公論美術出版 

6. 加藤磨珠枝、益田朋幸、2016、『西洋美術の歴史 中世 I キリスト教美術の誕生とビザンティン世界』、中央公論新社 

7. 瀧口美香、2022、『キリスト教美術史 東方正教会とカトリックの二大潮流』、中央公論新社 

その他、毎回の授業で資料及び文献表を配布する。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AA377 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AA377／キリスト教学講義 ２３ 

(Lectures on Christian Studies 23) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
キリスト教と音楽 1 

担当者名 

（Instructor） 
國友 淑弘(KUNITOMO YOSHIHIRO) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CHS2803 

言語 

（Language） 

その他 

(Others) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

アフリカ系アメリカ人によるキリスト教音楽（黒人霊歌、ゴスペル音楽）が、彼らの宗教文化の中でどのような展開と発展を遂げた

かについて理解すること。 

 

This course aims to understand how African American Christian music (Black Spirituals, Gospel Music) has evolved and 

developed in their religious culture.  

 

授業の内容（Course Contents） 

録音、ビデオ、文献を通して、奴隷制度、差別制度と共に発展したアフリカ系アメリカ人のキリスト教音楽を通時的に学ぶ。 

 

Through recordings, videos, and literature, learning chronologically African American Christian music that has evolved with 

slavery and discrimination.  

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 授業の説明とアフリカ系アメリカ人の社会的立場と音楽の紹介 

Explanation of class outline and Introduction to African American Social Position and Music 

2. アフリカにおける音楽ルーツと西インド諸島からアメリカに至る音楽の紹介 

Music Roots in Africa and Introduction to Music from the West Indies to the United States 

3. 19 世紀末まで：黒人霊歌 （1） 奴隷歌、労働歌 

Until the End of the 19th century: Black Spirituals （1）Slave Songs, Work Songs 

4. 19 世紀から 20 世紀にかけて：黒人霊歌 （2） フィスク・ジュビリー・シンガーズ 

From the 19th century to the 20th century: Black Spirituals (2) Fisk Jubilee Singers 

5. 20 世紀初期のゴスペル音楽ルーツと発展 

Gospel Music Roots and Development in the early 20th Century 

6. 公民権運動と音楽 

Civil Rights Movement and Music 

7. 1950-1960 年代：モダンゴスペルとソウルミュージックの台頭 

1950-1960's: The rise of Modern Gospel and Soul Music 

8. 1970-1980 年代：後期モダンゴスペルと女性ゴスペルアーティストの活動の変遷 

1970-1980's: Late Modern Gospel and Activities of Female Gospel Artists 

9. ゴスペルカルテットスタイルの歴史 

History of Gospel Quartet Style  

10. 1990-2000 年代：アーバンゴスペルとヒップホップの台頭 

1990-2000's: The Rise of Urban Gospel and Hip-Hop 

11. ゴスペル音楽の基本演奏法と慣習・歌詞の変化 

Basic Performances and Custom of Gospel Music, About the lyrics 

12. 2010 年以降：ゴスペル音楽の現在 

After 2010: Gospel Music Today 

13. 映画の中のゴスペル音楽 

Gospel Music in the Movies 

14. 日本のゴスペル音楽 

Gospel Music in Japan 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

授業時間外の復習は、主にオンラインリソース（YouTube 等）と録音を使ってゴスペル音楽の演奏を鑑賞すること。 必要に応じて

プリントを配布する。 

This will mainly cover watching Gospel Music performances using online resources (such as YouTube) and recordings. Distribute 

handouts as needed. 
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成績評価方法・基準（Evaluation） 

レポート試験(Report Exam)(70%)/出席および課題(Attendance and Paper)(30%) 

 

テキスト（Textbooks） 

なし 

 

参考文献（Readings） 

 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AA379 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AA379／キリスト教学講義 ２５ 

(Lectures on Christian Studies 25) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
キリスト教美術史 1 

担当者名 

（Instructor） 
天野 知香(AMANO CHIKA) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CHS2803 

言語 

（Language） 

その他 

(Others) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

美術史においてジェンダーの視点から近現代を中心とした美術の諸問題を検討する。美術史の基本的な見方とともに、今日のジ

ェンダー理論を踏まえて視覚表象をどのように捉えるかを検討する。 

 

This course examines various issues in art history, particularly in the modern and contemporary periods, from a gender 

perspective. Students will learn the basic methods of art history and examine how visual representations are considered in light 

of today's gender theories. 

 

授業の内容（Course Contents） 

近現代の美術を中心にパワーポイントで作品を提示しながら講義形式で授業を進める。ジェンダーの視点から視覚表象を捉える

にあたっての基本的論点を解説し、美術においてジェンダーの視点を持つことの重要性を理解できるようにする。またジェンダー

とインターセクショナリティ、ポストコロニアリズムなど関連する諸問題にも随時言及する。 

 

The class will be given in the form of a lecture, with works of modern and contemporary art presented in a PowerPoint 

presentation. The lecture will explain the issues involved in understanding visual representation from a gender perspective, and 

help students understand the importance of having a gender perspective in art. Gender and intersectionality, post-colonialism, 

and other related issues will also be discussed from time to time. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 序論 美術とジェンダー 

2. 美術史におけるジェンダー理論の導入 

3. 芸術家/モデル/ミューズ 

4. 美術におけるヌード １ 

5. 美術におけるヌード ２ 

6. 制度・美術館とジェンダー 

7. 20 世紀前半における女性芸術家 ケース・スタディ１ 

8. 20 世紀前半における女性芸術家 ケース・スタディ２ 

9. 20 世紀前半における女性芸術家 ケース・スタディ３ 

10. フェミニズム美術の展開 1970年代以降の美術 １ 

11. フェミニズム美術の展開 1970年代以降の美術 ２ 

12. フェミニズム美術の展開 1970年代以降の美術 ３ 

13. 現代の美術とジェンダーをめぐる諸問題 

14. まとめと考察 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

授業テーマに沿った関心を持って美術館等で作品に触れ、書籍等で理解を深める。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

レポート試験(Report Exam)(100%) 

３分の２以上出席をしていない場合は単位取得不可 

 

テキスト（Textbooks） 

なし 

 

参考文献（Readings） 

1. グリゼルダ・ポロック、1992、『女・アート・イデオロギー』、新水社 (ISBN:4915165442) 

2. グリゼルダ・ポロック、1998、『視線と差異』、新水社 (ISBN:4915165809) 

3. リンダ・ニード、1997、『ヌードの反美学』、青弓社 (ISBN:4787270672) 
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4. 竹村和子編著、2008、『欲望・暴力のレジーム』、作品社 (ISBN:9784861821790) 

授業においても必要な場合そのほかの参考文献に言及する。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AA381 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AA381／キリスト教学講義 ２７ 

(Lectures on Christian Studies 27) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
キリスト教音楽学 1 

担当者名 

（Instructor） 
大島 博(OSHIMA HIROSHI) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CHS2803 

言語 

（Language） 

その他 

(Others) 

備考 

（Notes） 
チャペル会館２Ｆ マグノリアルーム 

 

授業の目標（Course Objectives） 

J.S.バッハの教会カンタータ ～ 教会暦の流れに沿って～： 

J.S.バッハは活動の初期から晩年に至るまで、ほぼ途切れることなく教会音楽を生み出したが、その中心に位置するのが、礼拝

の際に演奏されるカンタータであった。その中から代表的な作品を選び、「音楽における説教」にも例えられるカンタータの、礼拝

との内容的関連について考察する。 

また、コラールの用いられ方を手掛かりに、ルター派教会音楽の伝統がどのように作品に生かされているかについても考察を深

める。 

 

From the early days of his activities to his later years, J.S. Bach produced church music almost uninterrupted, and at the 

center of it was the cantata played during worship. We will select a representative work from among them and consider the 

contextual connection between the church calendar and the service around the cantata, which is also called as a “musical 

sermon”. 

In addition, we will deepen our consideration of how the tradition of Lutheran church music is utilized in the works, using the 

usage of chorale as a clue. 

 

授業の内容（Course Contents） 

まず作品についての解説を行い、演奏例を聴きながら、教会暦との関連、楽曲の分析、コラールの用法などについて検討する。

それにより、バッハのカンタータへの歴史的、および今日的意味について理解を深めたい。そこで生じた疑問等については、リア

クションペーパーや Googleclassroom などを用いて、出来るだけ集積し、返答及び更なる議論を試みたい。 

 

.First, the work will be explained, and while listening to examples of performance, the relationship with the church calendar, 

analysis of the piece, and use of the chorale will be examined. By doing so, I would like to deepen my understanding of the 

historical and contemporary significance of Bach's cantatas. I would like to collect as many questions as possible using reaction 

papers and Googleclassroom, and try to reply and discuss further. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 導入：バッハの教会カンタータ創作を概観する 

2. 《いざ来ませ、異邦人の救い主》 BWV61 待降節 

3. 《歓呼せよ、喜び踊れ！》 BWV248,1 降誕節 

4. 《主よ、勝ち誇る敵が息巻く時》 BWV248,6 顕現節 

5. 《天の王よ、迎えまつらん》 BWV182 棕櫚の主日 

6. 《キリストは死の縄目につながれたり》 BWV4 復活節 

7. 《これほどまでに、神は世を愛された》 BWV68 聖霊降臨節 

8. 《心と口と行いと生活は》 BWV147  マリアのエリザベト訪問の祝日 

9. 《イエスよ、わが魂を》 BWV78  三位一体節後 第 14 主日 

10. 《われ喜びて十字架を担わん》 BWV56 三位一体節後 第 19主日 

11. 《われらが神は堅き砦》 BWV80 宗教改革記念日 

12. 《目覚めよと呼ぶ声が聞こえ》 BWV140 三位一体節後 第 27主日 

13. 《深き淵よりわれは呼ばわる》 BWV131 悔い改め？ 

14. 《神の時こそ最善の時》 BWV106 葬儀？ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

授業内容の理解を容易にするためには、バッハとその作品についてある程度の予備知識を得ておくことが望ましい。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

最終レポート(Final Report)(40%)/授業、討論への参加度(30%)/リアクションペーパ―による理解度評価(30%) 

 



 - 96 - 

テキスト（Textbooks） 

特に指定しない。授業内容に応じてプリント等を配布する。 

 

参考文献（Readings） 

1. 礒山雅、小林義武他 編、1996、『バッハ事典』、東京書籍 

2. 角倉一朗 編、1993、『バッハ事典』、音楽之友社 

3. ヴォルフ、コープマン、2001,2002、『バッハ＝カンタータの世界 1～3』、東京書籍 

4. 樋口隆一、1987、『バッハ カンタータ研究』、音楽之友社 

5. Ｗ.フェーリクス、1999、『バッハ』、講談社学術文庫 

6. 礒山雅、2010、『バッハ＝魂のエヴァンゲリスト』、講談社学術文庫 

7. 川端純四郎、2006、『時代を超えたカント―ル』、日本キリスト教出版局 

授業内でも適宜紹介する。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AA388 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AA388／キリスト教学講義 ３４ 

(Lectures on Christian Studies 34) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
キリスト教の礼拝 2 

担当者名 

（Instructor） 
市原 信太郎(ICHIHARA SHINTARO) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CHS2803 

言語 

（Language） 

その他 

(Others) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

キリスト教礼拝、ことに聖公会の礼拝についての基礎的な知識を習得し、現代における礼拝行為、ひいては宗教の意味を考え

る。 

 

Acquire a basic knowledge of Christian worship, especially Anglican worship, and consider the meaning of acts of worship, and 

thus religion, in the modern world. 

 

授業の内容（Course Contents） 

キリスト教礼拝の基礎の概論の後、聖公会における 2 つのサクラメントである入信の式と聖餐式について学び、礼拝の構成要素

のいくつかについても概観する。 

 

After an overview of the basics of Christian worship, we will learn about the two sacraments in the Anglican Communion, the 

rite of initiation and the Eucharist, as well as an overview of some of the elements of worship. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. イントロダクション 

Introduction 

2. キリスト教礼拝の基礎(1) 

Fundamentals of Worship (1) 

3. キリスト教礼拝の基礎(2) 

Fundamentals of Worship (2) 

4. 入信の式(1) 

Initiation Rites(1) 

5. 入信の式(2) 

Initiation Rites(2) 

6. 入信の式(3) 

Initiation Rites(3) 

7. 聖餐式(1) 

Eucharist(1) 

8. 聖餐式(2) 

Eucharist(2) 

9. 聖餐式(3) 

Eucharist(3) 

10. 聖餐式(4) 

Eucharist(4) 

11. 礼拝の空間 

Space for Worship 

12. 礼拝と音楽 

Worship and Music 

13. 礼拝と美術 

Worship and Art 

14. 礼拝用書・聖具 

Worship Books and Sacred Equipments 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

可能な範囲で、キリスト教礼拝を具体的に体験することを強く勧めたい。講義や動画等では触れられない「雰囲気」を知ることは、

この授業での学びに大変有意義である。 
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I highly recommend to experience Christian worship services in concrete ways as much as possible. Knowing the "atmosphere" 

that cannot be felt in lectures or videos is very meaningful for the learning in this class.  

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

レポート試験(Report Exam)(60%)/講義への出席とリアクションペーパーの提出(40%) 

 

テキスト（Textbooks） 

必要に応じて授業中に資料を配付する。 

Handout materials will be distributed in class as necessary 

 

参考文献（Readings） 

授業中に適宜紹介する。 

To be presented in class as needed.  

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

授業の中で、聖公会の定式に従った礼拝を実際に行うことがある。 

In class, we may actually perform worship according to the Anglican formulas. 

 

注意事項（Notice） 
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■AA390 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

抽選登録／キリスト教学講義 ３６ 

(Lectures on Christian Studies 36) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
キリスト教と現代社会 2 

担当者名 

（Instructor） 
工藤 万里江(KUDO MARIE) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CHS2803 

言語 

（Language） 

その他 

(Others) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

本クラスを通して受講生は、 

・ 宗教と社会の深い結びつきを理解し、 

・ ジェンダーやセクシュアリティの基礎知識を身につけ、 

・ キリスト教におけるジェンダーやセクシュアリティの歴史を理解し、 

・ 宗教や性をめぐる言説を批判的に分析できるようになる 

 

By the end of this course, students will be able to  

・ Recognize an interaction between religion and society,  

・ Show a basic knowledge of contemporary theory of sexuality and gender 

・ Understand the history of sexuality and gender in Christianity 

・ Critically analyze religious discourses surrounding religion, gender and sexuality. 

 

授業の内容（Course Contents） 

現代社会の宗教言説・実践を分析する際、ジェンダーやセクシュアリティは重要な鍵となる。一方で、特にキリスト教は欧米社会

における性倫理の基盤となってきただけに、その中でジェンダーやセクシュアリティがどのように語られ、どのように構築されてき

たのかを知ることは、現代の性をめぐる諸課題を批判的に分析するためにも欠かせない。 

本講義ではジェンダーやセクシュアリティの基礎知識を身につけた上で、キリスト教における差別と抵抗の歴史を学び、「性／生

／聖」をめぐる諸課題を考える。 

授業は講義を中心とし、適宜少人数に分かれてのディスカッションも取り入れる。毎回のリアクションペーパーは提出必須。 

 

Gender and sexuality are key perspectives to analyze religious discourses and practices in today’s society. Since Christianity 

has been a basis of sexual ethics of Western society, it is essential to understand how gender and sexuality have been 

described and constructed in Christianity in order to critically analyze today’s issues surrounding sexuality. 

In this course, students will be able to show a basic knowledge of contemporary theory of gender and sexuality. In addition, 

students will understand the history of discrimination and resistance in Christianity. The aim of this class is to reconsider the 

relationship between sexuality, life, and the sacred. 

This course will be lecture-based, but students will be required to engage actively in learning through reaction papers and 

small-group discussions.  

 

授業計画（Course Schedule） 

1. イントロダクション 

2. 多様な性を知る 

3. フェミニズムの歴史（1） 

4. フェミニズムの歴史（2） 

5. 現代社会と性差別 

6. キリスト教と性差別（1） 

7. キリスト教と性差別（2） 

8. 同性愛と異性愛（1） 

9. 同性愛と異性愛（2） 

10. キリスト教と異性愛主義（1） 

11. キリスト教と異性愛主義（2） 

12. 「アイデンティティ」を考える 

13. 性と生と聖 

14. まとめ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 
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必要に応じて別途指示する。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

出席および授業参加度(35%)/1~13 回のリアクションペーパー(35%)/最終のリアクションペーパー(30%) 

全授業回数の 3 分の 1 を超えて欠席した場合は不合格とし、最終のリアクションペーパーの提出も認めない。授業への出席とリ

アクションペーパーの提出は毎回必須（リアクションペーパーの提出がなければ出席と認めない）。毎回の授業でリアクションペー

パーに書くべき項目を指示するので、それをもとにまとめ、提出すること。最終のリアクションペーパーの内容については適宜授

業内で指示する。 

 

テキスト（Textbooks） 

なし 

 

参考文献（Readings） 

授業内で適宜指示する。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

2022 年度開講の「キリスト教学講義 35」と講義内容が一部重複する。また、進行状況に応じてシラバスに若干の変更が出ること

もある。 

 

注意事項（Notice） 
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■AA391 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AA391／キリスト教学講義 ３７ 

(Lectures on Christian Studies 37) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
日本キリスト教史 

担当者名 

（Instructor） 
川口 葉子(KAWAGUCHI YOKO) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CHS2803 

言語 

（Language） 

その他 

(Others) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

ザビエルの布教から始まる日本におけるキリスト教を、多様な広がりのうちに捉えつつ、現代につながる過程を理解する。 

 

This course aims to help students understand the various aspects of Christianity in Japan from Xavier’s missionary work to the 

present age. 

 

授業の内容（Course Contents） 

日本に伝来したキリスト教の、近世、近代を経て戦後に至るまでの過程をたどります。日本におけるキリスト教の広がりを、教会・

神学的側面とともに文化的・社会的側面から捉えるものとし、人物や地域にも注目して考えます。 

 

This course explains the history of Christianity in Japan from its acceptance to situation in the postwar era. Moreover, the 

students are expected to learn how Christianity spread in Japan, from the cultural and social aspects, and about the church and 

the theological aspects. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 日本キリスト教史概説 

2. キリシタン史① キリシタンの時代 

3. キリシタン史② 教育・事業・文化 

4. キリシタン史③ 殉教 

5. キリシタン史④ 潜伏・かくれキリシタン 

6. 近代日本とキリスト教① 受容と近代化 

7. 近代日本とキリスト教② 日本基督公会と教派 

8. 近代日本とキリスト教③ 国家主義との衝突 

9. 近代日本とキリスト教④ 文学・思想・社会運動 

10. 戦争の時代とキリスト教① 帝国日本との協調 

11. 戦争の時代とキリスト教② キリスト教弾圧 

12. 戦争の時代とキリスト教③ 戦争責任への取り組み 

13. カトリック史、正教会史 

14. 総括 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

予習・復習を行なうこと。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

レポート試験(Report Exam)(70%)/出席及び各講義の課題(30%) 

 

テキスト（Textbooks） 

特に指定しない。 

 

参考文献（Readings） 

授業内で適宜紹介する。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AA393 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AA393／キリスト教学入門講義 ５ 

(Introductory Lectures on Christian Studies 5) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
宗教と文化１ 

担当者名 

（Instructor） 

飯郷 友康(IGO TOMOYASU) 

高橋 英海(TAKAHASHI HIDEMI) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CHS1803 

言語 

（Language） 

その他 

(Others) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

この科目では、宗教と文化の諸領域に関する諸問題を取り上げる。 

また宗教と文化の多様的で歴史的な展開と、そこに見いだされる共生の知恵についても検討する。 

 

This course covers issues relating to religion and culture. 

It will also examine their diverse historical development and the wisdom of conviviality. 

 

授業の内容（Course Contents） 

宗教と文化の今日的問題性はさまざまである。授業担当者はその専門性にもとづいて特定のテーマを設定して授業を行う。受講

者は講義を通じて各自の問題理解を深めるとともに、宗教と文化について多様で歴史的な視野を広げることがもとめられる。さら

に宗教と文化においていかなる共生の知恵がはぐくまれてきたのかについても、授業担当者、受講者の間で総合的に討議する。 

２１年度については、東方キリスト教（中東およびそれ以東のキリスト教会の歴史と文化）またユダヤ説話文学（ヘブライ語聖書、

タルムード、中世文学も視野に含める）を取り上げる予定。 

 

The lectures will focus on specific themes of religion and culture. 

Participants will develop their own understanding of issues through the lectures. 

They will also broaden their perspectives on the historical developments of religion and culture. 

The wisdom of conviviality in religion and culture will be also discussed. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 問題提起１ 

2. 討議１ 

3. 討議２ 

4. 問題提起２ 

5. 討議１ 

6. 討議２ 

7. 総括１ 

8. 問題提起３ 

9. 討議１ 

10. 討議２ 

11. 問題提起４ 

12. 討議１ 

13. 討議２ 

14. 総括２ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

予習復習については授業内および Blackboard、そのほかオンラインシステムなどで指示する。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

授業に関する活動（予習復習そのほか課題の提出と内容の精度を含む）(100%) 

授業内活動、レポート、授業内で指示された予習課題と復習課題の精度が重要である。いずれも授業担当者の指示をふまえて

積極的に行うことが求められるので、受講希望者は留意すること。なお授業マナーについて注意された受講者は授業に関する活

動を 0 点とする。課題やそのほかの指示が e-mail、Blackboard、そのほかオンラインシステムを通じて指示されることがあるが、

それを必ず確認すること。確認しないことによる不利益は受講者の責任となる。課題の提出に際しては Master of Writing を参照

のこと。オンラインシステムを使用するが、使用法が分からない場合やトラブルは各自の責任でメディアセンターに確認すること。

当然のことであるがコピペ（授業ノートを含む）や剽窃には厳しく対応する。 

 

テキスト（Textbooks） 
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1. 東方キリスト教学会、1988、『エイコーン』、教友社、新世社 (ISSN:09154507) 

2. Wilfred Cantwell Smith. 1997. Modern Culture from a Comparative Perspective. State University of New York Press 

(ISBN:978-0791433942) 

3. W・C・ スミス、葛西実訳、1971、『宗教の真理』、理想社 (ISSN:BN13042687) 

4. Wilfred Cantwell Smith. 1993. What Is Scripture?: A Comparative Approach. Fortress (ISBN:978-0800627829) 

5. Wilfred Cantwell Smith. 1976. Religious Diversity. Harper (ISBN:978-0060674649) 

飯郷友康「ユダヤ教の《旧約聖書》《タルムード》」『大法輪』82号、2015年 6 月、112-119 頁 https://researchmap.jp/igo-

tomoyasu/misc/32323290 

飯郷友康「真理は“ヘブライ語”原典にあるか? -書評 加藤哲平著『ヒエロニュムスの聖書翻訳』(教文館、2018 年)」『一神教学際

研究 (JISMOR)』2020 年 3 月、96-103 頁 https://researchmap.jp/igo-tomoyasu/misc/32321789 

 

以上、テキストの購入は各自の判断による。授業内で用いる資料は担当者が適宜示すものを用いる。 

 

参考文献（Readings） 

1. 三代川寛子編、2017、『東方キリスト教諸教会――研究案内と基礎データ』、明石書店 (ISBN:978-4750345079) 

2. Oliver Nicholson. 2018. The Oxford Dictionary of Late Antiquity. Oxford (ISBN:978-0198662778) 

3. 2014. The Encyclopaedia of Islam, Third Edition. Brill (ISBN:9789004269613 ) 

4. Hidemi Takahashi. 2013. BARHEBRAEUS: A BIO-BIBLIOGRAPHY. Gorgias Press (ISBN:978-1593331481) 

5. J. Josephus Overbeck. 2007. S. Ephraemi Syri, Rabulae episcopi edesseni, Balaei, aliorumque opera selecta. Selected Works 
of St. Ephrem the Syrian, Rabbula, Bishop of Edessa, and Balai. Latin Material Translated by Hidemi Takahashi (translation of 
Latin material into English). Gorigias Press (ISBN:978-1593335175) 

6. ハルバータル、2015、『書物の民―ユダヤ教における正典・意味・権威』、教文館 (ISBN:978-4764267190) 

7. ロラン・バルト、1979、『物語の構造分析』、みすず (ISBN:462200481X) 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

授業内の活動また進め方については各担当者の指示に従うこと。 

授業内でディスカッションを行うことがあるので積極的に参加する必要がある。 

授業内容は受講者の状況やそのほか実施時の諸状況に応じて変更される可能性がある。 

 

注意事項（Notice） 
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■AA501 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AA501／世界史 

(World History) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
古代から近代までを俯瞰する 

担当者名 

（Instructor） 
松岡 昌和(MATSUOKA MASAKAZU) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CHS2800 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
教職課程登録者のみ履修可 

 

授業の目標（Course Objectives） 

・歴史を学ぶことで長期的で広い視野を身につける。 

・異なる世界を知ることで異文化に対する理解を深めていく。 

・歴史上の資料や記録を読み解いていくことで、情報に対するリテラシーを身につける。 

・さまざまな歴史観・世界観を知ることで批判的な思考をできるようにする。 

 

- Develop a long-term and broad perspective through learning history. 

- Deepen an understanding of different cultures by learning different worlds. 

- Develop information literacy through reading and interpreting historical sources and records. 

- Become able to think critically by learning diverse views on history and the world. 

 

授業の内容（Course Contents） 

現在は過去の積み重ねの上にあり、歴史を知ることは現代の世界のなりたちを知る上で極めて重要である。本科目では、古代か

ら近代に至る世界の歴史を扱うため、細かい知識の修得を目的とするものではない。むしろ、歴史の全体像を俯瞰することによっ

て、歴史的なものの見方を学び、現代の世界に対する多様な理解をできるようにしていきたい。学期中、数回ミニレポートを課す。 

 

The present is built upon the past, and learning history is extremely important in understanding the origins of the modern world. 

Since the subject covers world history from ancient times to the modern world, the aim is not to gain detailed knowledge. 

Rather, by gaining an overall picture of history, we will aim toward learning a historical way of looking at things and developing a 

diverse understanding of the modern world. You will submit several small reports during the semester. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. なぜ世界史を学ぶのか 

2. 古代文明・古代帝国と地域世界の形成 

3. 地域世界の再編 

4. 海陸の交流とモンゴル帝国 

5. フィードバック回(1)・「歴史する」ことについて考える 

6. 近世世界のはじまり 

7. 大航海時代 

8. アジア伝統社会の成熟 

9. ヨーロッパの奇跡 

10. フィードバック回(2)・近代と「伝統」について考える 

11. 近代化の広がり 

12. 「ウエスタン・インパクト」とアジアの苦悩 

13. 帝国主義とアジアのナショナリズム 

14. まとめ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

教科書の該当箇所を予め読んでくること。内容理解に関するクイズを課す。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

筆記試験(Written Exam)(60%)/ミニ・レポート（2 回程度実施）(40%) 

 

テキスト（Textbooks） 

1. 大阪大学歴史教育研究会編、2014、『市民のための世界史』、大阪大学出版会 (ISBN:9784872594690) 

 

参考文献（Readings） 

1. 長谷川修一・小澤実編、2018、『歴史学者と読む高校世界史』、勁草書房 (ISBN:9784326248483) 
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2. 佐藤昇編、2018、『歴史の見方・考え方: 大学で学ぶ「考える歴史」』、山川出版社 (ISBN:9784634640894) 

3. リン・ハント（長谷川貴彦訳）、2019、『なぜ歴史を学ぶのか』、岩波書店 (ISBN:9784000241793) 

4. 北村厚、2018、『教養のグローバル・ヒストリー:大人のための世界史入門』、ミネルヴァ書房 (ISBN:9784623082889) 

5. 金澤周作ほか、2020、『論点・西洋史学』、ミネルヴァ書房 (ISBN:9784623087792) 

6. 吉澤誠一郎ほか、2021、『論点・東洋史学:アジア・アフリカへの問い 158』、ミネルヴァ書房 (ISBN:9784623092178) 

7. 小田中直樹、2022、『歴史学のトリセツ――歴史の見方が変わるとき』、筑摩書房 (ISBN:9784480684363) 

その他参考書は各講義の時間に紹介する。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

スライドおよび配布資料を使用した講義形式で行う。 

 

注意事項（Notice） 
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■AA502 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AA502／日本史 

(Japanese History) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
日本前近代（原始古代～近世）における政治と社会 

担当者名 

（Instructor） 
戸川 点(TOGAWA TOMORU) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CHS2800 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
教職課程登録者のみ履修可 

 

授業の目標（Course Objectives） 

日本史（前近代史）の流れを学ぶ中で日本史に関する基本的な知識を身につけ、歴史的なものの見方などを深めていく。 

 

In the learning outline for the history of Japan (pre-modern history), we will gain  basic knowledge relating to Japanese history 

and further develop a historical way of looking at things. 

 

授業の内容（Course Contents） 

原始古代から近世まで歴史の流れを追いながら時代のとらえ方や重要事項、研究動向などを解説、紹介していく。史料の調べ

方、文献の探し方なども随時取り上げ日本史に関する専門性を高めていく。 

 

Outlining the history of Japan from the prehistoric and ancient eras to the early modern era. We will explain or introduce 

approaches to different eras, important matters and research trends. As necessary we will aiso look at ways to examine 

historical sources, or to search for literature. This will be taken up in order to enhance your expertise in Japanese history. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 日本前近代史入門～ガイダンス 

2. 原始の日本～旧石器、縄文、弥生時代 

3. ヤマト政権の発展～古墳、飛鳥時代 

4. 律令国家の成立と展開 

5. 平城京の時代～奈良時代政治史の流れ 

6. 平安王朝の成立と摂関政治 

7. 摂関政治の展開と武士の成長 

8. 院政の成立と中世国家～平安、鎌倉時代 

9. 鎌倉幕府の成立と展開～鎌倉時代 

10. 南北朝内乱と室町幕府の展開～南北朝、室町時代 

11. 戦国の動乱から織豊政権へ～戦国、安土桃山時代 

12. 幕藩体制の成立と展開～江戸時代 

13. 幕藩体制の動揺～江戸時代 

14. 日本前近代史のまとめ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

講義前に高校で学んだ「日本史」の内容を復習し、授業後には日本史に関する概説書や授業中紹介する参考文献などを読むこ

と。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

筆記試験(Written Exam)(70%)/リアクションペーパー(10%)/レポートまたは小テスト(20%) 

 

テキスト（Textbooks） 

毎回レジュメを配布する。 

 

参考文献（Readings） 

1. 宮原武夫・山田邦明・深谷克己、2012、『日本社会の歴史 上』、大月書店 

2. 木村茂光・小山俊樹・戸部良一・深谷幸治、2016、『大学でまなぶ日本の歴史』、吉川弘文館 

その他、授業中に適宜紹介する。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 



 - 107 - 

注意事項（Notice） 
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■AA504 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AA504／経済学 

(Economics) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
経済活動の歴史的な展開を学ぶ 

担当者名 

（Instructor） 
堀内 進之介(HORIUCHI SHINNOSUKE) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CHS2800 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 

教職課程登録者のみ履修可 

2016 年度以降入学者のみ履修可 

 

授業の目標（Course Objectives） 

経済学には大きく分けて、ミクロとマクロの二つのアプローチがある。前者は経済活動をする個人や会社・政府に注目し、後者は

経済全体の動きに注目する。本講義では、経済学の基礎を理解するにあたり、二つのアプローチに目配せしつつ最低限必要な

経済活動の歴史的な展開や概念・理論について体系的に教授する。 

 

In the field of economics, there are two primary methodologies: microeconomics and macroeconomics. The former concentrates 

on the economic actions and decisions of individuals, firms, and governments, while the latter examines the economy as a 

whole. Throughout this course, we shall comprehensively instruct the historical evolution of economic phenomena, principles, 

and theories, which are essential for comprehending the fundamentals of economics, while giving due consideration to both 

methodologies. 

 

授業の内容（Course Contents） 

経済学の基礎知識を身につけることを目的とする。そして、履修者がそれ元にさまざまな経済のミクロとマクロの現象を理解し、

経済的な諸課題の当事者としての自覚を持てるようになることを目指す。 

 

The objective of this curriculum is to impart students with foundational knowledge of economics. Additionally, the curriculum 

endeavors to empower students to grasp various micro and macroeconomic phenomena, and to cultivate a cognizance of the 

diverse economic dilemmas they confront. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. ガイダンス：経済学とは何か？ 

 

経済学は何を対象とし、何の目的を果たそうとするものか。二つのアプローチの違いに即して解説する。 

2. 原始・古代社会における経済活動 

 

原始・古代社会では経済活動はどのようなもので、また、どのようにその活動が理解されていたのかを解説する。 

3. 産業革命に至る経済活動 

 

自由放任主義的な農業社会から、分業を中心とする商業的な社会を経て産業革命に至る過程を追いながら、中世ヨーロッ

パの経済を解説する。 

4. 共産主義という妖怪 

 

非人間的な商業社会の現実を背景に調和のある社会像が模索され、やがてマルクス主義思想が生まれる。その過程を解

説する。 

5. 覇権としての保護貿易 

 

自由貿易が国際秩序にも貢献するとした考えが後退し、自国の産業を保護しようとする考えが台頭し帝国主義へと発展す

る。その過程を解説する。 

6. 不完全競争と独占的競争 

 

経済資源の最大活用が失敗するときがある。その一つは健全な競争が阻害されるときである。それはどのようにして生じる

かを解説する。 

7. 恐慌による創造的破壊 

 

景気後退はどのようにして起こるのか。そして、それはどのような変化を経済活動にもたらすのかを解説する。 

8. 大きな政府の経済政策 

 

市場の不確実性から国民の生活を守るために、政府には積極的な活動が求められる中で開発経済が台頭していく。政府と
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経済の関係を解説する。 

9. 成長と調和 

 

経済成長とはどのようなことか？部分的均衡と一般均衡の違いを中心に、経済が調和に至る要件について解説する。 

10. 富の再配分 

 

世界経済における経済格差を指摘した従属理論を解説するとともに、一国内における経済格差の問題と金融政策・財政政

策を解説する。 

11. 投機を牽引する未来予測 

 

経済活動で期待通りの結果を出すには、入手可能な情報すべてを用いた予測が必要である。その予測は為替市場や投機

を牽引することを解説する。 

12. 人間的発展と経済的発展 

 

真の社会的発展は財の生産で測る経済的発展にとどまらず、人間的発展も不可欠である。そこでケイパビリティという考え

方を解説する。 

13. 現実世界における経済活動 

 

現実生活での人びとの意思決定を観察することで「行動経済学」という分野が生まれた。この分野を手がかりに現実世界に

おける経済活動を解説する。 

14. 経済的な不平等の問題 

 

財政赤字を背景とした緊縮経済政策、社会的的不平等、地球温暖化など、経済活動に関連する諸問題について解説する。 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

授業時間外の学習に関する指示は、必要に応じて別途指示する。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

レポート試験(Report Exam)(70%)/（複数回）小テスト(30%) 

2/3 以上の出席をしていない場合は、単位習得不可。 

 

テキスト（Textbooks） 

なし 

 

参考文献（Readings） 

 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

（1）パワーポイントを使用した講義形式で行う。 

 

（2）学生への質問も活発に行う予定なので、積極的な授業態度が期待される。 

 

（3）参考文献や小テスト、課題レポートなどは「Canvas LMS」上で告知する。 

 

（4）資料の配布、課題の提出などに「Canvas LMS」を使用する。 

 

（5）小テストは、必要に応じて、次回授業開始にフィードバックを行う。 

 

（6）レポート試験については、「Canvas LMS」上で全体に関して講評する。 

 

（7）進行状況や習得状況に応じて、上記の授業計画内容を多少前後させることがある。  

 

注意事項（Notice） 
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■AA506 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AA506／政治学 

(Political Science) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
民主政治の基礎を学ぶ 

担当者名 

（Instructor） 
堀内 進之介(HORIUCHI SHINNOSUKE) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CHS2800 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 

教職課程登録者のみ履修可 

2016 年度以降入学者のみ履修可 

 

授業の目標（Course Objectives） 

本講義では、「現代民主政」を理解するにあたり、最低限必要な政治の仕組みや概念・理論について体系的に教授する。前半は

基礎的な知識の教授を主とするが、後半では具体的な政治現象も扱う予定である。 

 

This lecture will methodically instruct the minimal essential political mechanisms, concepts, and theories required for 

comprehending "modern democratic government". The initial segment of the course will center on rudimentary knowledge, while 

the latter half will address specific political phenomena. 

 

授業の内容（Course Contents） 

現代民主政の基礎知識を身につけることを目的とする。そして、履修者がそれ元にさまざまな政治現象を理解し、民主政の実践

者としての自覚を持てるようになることを目指す。 

 

The aim of this lecture is to equip students with foundational knowledge of contemporary democratic politics. The objective is 

for students to be able to grasp various political phenomena, and to cultivate a self-awareness as practitioners of democratic 

politics. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. ガイダンス 

 

講義の概要と方針について説明する。 

2. 自由主義と民主政治 

 

リベラルデモクラシー（自由民主主義）とは何かを、自由主義的な考え方の登場から民主政治との結びつきへと至る過程を

踏まえて解説する。 

3. 国民国家と民主政治 

 

民主政治とは何かを解説する。ネイション(国⺠、⺠族)、そして国民国家(ネイション・ステイト)の成立を解説する。 

4. 民主制の再定義  

 

議会制民主主義、全体主義、そして多元主義に基づく民主政治のモデルについて解説する。 

5. 民主政治と社会福祉 

 

福祉国家と社会保障の仕組み、ならびにリバタニズムについて解説する。 

6. 民主政治の多様な仕組み  

 

議会内閣制、大統領制を説明した後、多数決型民主政治と合意型民主政治という区別についても解説する。 

7. 選挙 

 

選挙制度の仕組み、選挙運動、投票行動など、選挙に関するトピックを解説する。 

8. 議会と政党 

 

議会内閣制や大統領制議会の役割を解説した後、政党の役割を概観し、55 年体制から近年の政界再編の動きを解説す

る。 

9. 政策過程と官僚・利益集団 

 

官僚制度、利益集団とは何かを解説する。そして、それらが政策にどのように関与するかも解説する。 

10. 世論とマスメディア 
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政治におけるメディアの影響力について、新聞からネットメディアまで幅広く解説する。 

11. 地方自治 

 

地方自治はなぜ必要なのか。地方分権、地方政治、地方財政などを中心に解説する。 

12. 政治とグローバル化 

 

主権国家の台頭から国際関係の成立、そしてグローバル化と国際政治について解説する。 

13. 政治参加の理論 

 

政治理論の基礎、とくに参加民主主義の理論、市民運動論、承認の政治理論を解説する。 

14. 承認をめぐる政治 

 

政治におけるフェミニズムの貢献、多文化主義、市民的公共性、熟議民主主義論の展開について解説する。 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

授業時間外の学習に関する指示は、必要に応じて別途指示する。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

レポート試験(Report Exam)(70%)/（複数回）小テスト(30%) 

2/3 以上の出席をしていない場合は、単位習得不可。 

 

テキスト（Textbooks） 

なし 

 

参考文献（Readings） 

 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

（1）パワーポイントを使用した講義形式で行う。 

 

（2）学生への質問も活発に行う予定なので、積極的な授業態度が期待される。 

 

（3）参考文献や小テスト、課題レポートなどは「Canvas LMS」上で告知する。 

 

（4）資料の配布、課題の提出などに「Canvas LMS」を使用する。 

 

（5）小テストは、必要に応じて、次回授業開始にフィードバックを行う。 

 

（6）レポート試験については、「Canvas LMS」上で全体に関して講評する。 

 

（7）進行状況や習得状況に応じて、上記の授業計画内容を多少前後させることがある。  

 

注意事項（Notice） 
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■AA781 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AA781／卒業論文(制作)･卒業論文(制作)指導演習 

(Thesis and Seminar in Thesis Writing) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
卒業論文を書く 

担当者名 

（Instructor） 
大野 松彦(OHNO MATSUHIKO) 

学期 

（Semester） 
通年(Full year) 

単位 

（Credit） 
１０単位(10 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CHS4843 

言語 

（Language） 

その他 

(Others) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

研究対象を絞って研究主題を深め，時に遭遇する内容上あるいは書き方の上での疑問を解決しながら，最終的に優れた卒業論

文を作成できるようになることをめざす．  

 

Students will refine their research targets to deepen their research subjects. Students will write quality graduation thesis in the 

end by solving questions they encounter when writing or reading contents.  

 

授業の内容（Course Contents） 

指導教員と学生が必要に応じて直接話し合い，研究課題への理解を深め各自の問題を解決する．演習時間は個別に相談のうえ

で設定する．授業内容は，論文執筆者がその時に抱えている問題意識によって変わる．  

 

When necessary, professor and students will have conversation directly to deepen students’ understanding about their research 

subjects and solve their issues. Seminar time slot will be set after discussion with individual student. Contents of the class will 

change according to issue awareness of thesis writers at that time.  

 

授業計画（Course Schedule） 

1. オリエンテーション：演習の進め方，スケジュールの確認 

2. 発表と討議１(論文概要・資料調査等) 

3. 発表と討論２(論文概要・資料調査等) 

4. 発表と討議３(論文概要・資料調査等) 

5. 発表と討議４(論文概要・資料調査等) 

6. 発表と討議５(論文概要・資料調査等) 

7. 発表と討議６(論文概要・資料調査等) 

8. 発表と討議７(論文概要・資料調査等) 

9. 発表と討議８(論文概要・資料調査等) 

10. 発表と討議９(論文概要・資料調査等) 

11. 発表と討議１０(論文構成) 

12. 発表と討議１１(論文構成) 

13. 発表と討議１２(論文構成) 

14. 発表と討議１３(論文構成) 

15. 発表と討議１４(論文構成) 

16. 発表と討議１５(論文構成) 

17. 発表と討議１６(論文構成) 

18. 発表と討議１７(論文構成) 

19. 発表と討議１８(論文原稿指導) 

20. 発表と討議１９(論文原稿指導) 

21. 発表と討議２０(論文原稿指導) 

22. 発表と討議２１(論文原稿指導) 

23. 発表と討議２２(論文原稿指導) 

24. 発表と討議２３(論文原稿指導) 

25. 発表と討議２４(論文原稿指導) 

26. 発表と討議２５(論文原稿指導) 

27. 発表と討議２６(論文原稿指導) 

28. まとめ：卒業論文，卒業制作の提出準備 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

各自のテーマに関する知識を増やし，思考を深めるために，授業で与えられた課題に応えて，文献読解および調査を，授業に合

わせて行ってくること． 
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成績評価方法・基準（Evaluation） 

発表報告内容(20%)/卒業論文・卒業制作(60%)/授業参加度（発言回数＋発言内容）(20%) 

決められた期限までに卒業論文または卒業制作を提出し、なおかつ所定の面接審査を経て判定する。 

 

テキスト（Textbooks） 

論文執筆者が研究対象とする作品 

 

参考文献（Readings） 

授業中折にふれて紹介する． 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AA782 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AA782／卒業論文(制作)･卒業論文(制作)指導演習 

(Thesis and Seminar in Thesis Writing) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
卒業論文を書く 

担当者名 

（Instructor） 
藤原 佐和子(FUJIWARA SAWAKO) 

学期 

（Semester） 
通年(Full year) 

単位 

（Credit） 
１０単位(10 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CHS4843 

言語 

（Language） 

その他 

(Others) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

研究対象を絞って研究主題を深め，時に遭遇する内容上あるいは書き方の上での疑問を解決しながら，最終的に優れた卒業論

文を作成できるようになることをめざす．  

 

Students will refine their research targets to deepen their research subjects. Students will write quality graduation thesis in the 

end by solving questions they encounter when writing or reading contents.  

 

授業の内容（Course Contents） 

指導教員と学生が必要に応じて直接話し合い，研究課題への理解を深め各自の問題を解決する．演習時間は個別に相談のうえ

で設定する．授業内容は，論文執筆者がその時に抱えている問題意識によって変わる．  

 

When necessary, professor and students will have conversation directly to deepen students’ understanding about their research 

subjects and solve their issues. Seminar time slot will be set after discussion with individual student. Contents of the class will 

change according to issue awareness of thesis writers at that time.  

 

授業計画（Course Schedule） 

1. オリエンテーション：演習の進め方，スケジュールの確認 

2. 発表と討議１(論文概要・資料調査等) 

3. 発表と討論２(論文概要・資料調査等) 

4. 発表と討議３(論文概要・資料調査等) 

5. 発表と討議４(論文概要・資料調査等) 

6. 発表と討議５(論文概要・資料調査等) 

7. 発表と討議６(論文概要・資料調査等) 

8. 発表と討議７(論文概要・資料調査等) 

9. 発表と討議８(論文概要・資料調査等) 

10. 発表と討議９(論文概要・資料調査等) 

11. 発表と討議１０(論文構成) 

12. 発表と討議１１(論文構成) 

13. 発表と討議１２(論文構成) 

14. 発表と討議１３(論文構成) 

15. 発表と討議１４(論文構成) 

16. 発表と討議１５(論文構成) 

17. 発表と討議１６(論文構成) 

18. 発表と討議１７(論文構成) 

19. 発表と討議１８(論文原稿指導) 

20. 発表と討議１９(論文原稿指導) 

21. 発表と討議２０(論文原稿指導) 

22. 発表と討議２１(論文原稿指導) 

23. 発表と討議２２(論文原稿指導) 

24. 発表と討議２３(論文原稿指導) 

25. 発表と討議２４(論文原稿指導) 

26. 発表と討議２５(論文原稿指導) 

27. 発表と討議２６(論文原稿指導) 

28. まとめ：卒業論文，卒業制作の提出準備 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

各自のテーマに関する知識を増やし，思考を深めるために，授業で与えられた課題に応えて，文献読解および調査を，授業に合

わせて行ってくること． 
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成績評価方法・基準（Evaluation） 

発表報告内容(20%)/卒業論文・卒業制作(60%)/授業参加度（発言回数＋発言内容）(20%) 

決められた期限までに卒業論文または卒業制作を提出し、なおかつ所定の面接審査を経て判定する。 

 

テキスト（Textbooks） 

論文執筆者が研究対象とする作品 

 

参考文献（Readings） 

授業中折にふれて紹介する． 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AA783 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AA783／卒業論文(制作)･卒業論文(制作)指導演習 

(Thesis and Seminar in Thesis Writing) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
卒業論文を書く 

担当者名 

（Instructor） 
廣石 望(HIROISHI NOZOMU) 

学期 

（Semester） 
通年(Full year) 

単位 

（Credit） 
１０単位(10 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CHS4843 

言語 

（Language） 

その他 

(Others) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

研究対象を絞って研究主題を深め，時に遭遇する内容上あるいは書き方の上での疑問を解決しながら，最終的に優れた卒業論

文を作成できるようになることをめざす．  

 

Students will refine their research targets to deepen their research subjects. Students will write quality graduation thesis in the 

end by solving questions they encounter when writing or reading contents.  

 

授業の内容（Course Contents） 

指導教員と学生が必要に応じて直接話し合い，研究課題への理解を深め各自の問題を解決する．演習時間は個別に相談のうえ

で設定する．授業内容は，論文執筆者がその時に抱えている問題意識によって変わる．  

 

When necessary, professor and students will have conversation directly to deepen students’ understanding about their research 

subjects and solve their issues. Seminar time slot will be set after discussion with individual student. Contents of the class will 

change according to issue awareness of thesis writers at that time.  

 

授業計画（Course Schedule） 

1. オリエンテーション：演習の進め方，スケジュールの確認 

2. 発表と討議１(論文概要・資料調査等) 

3. 発表と討論２(論文概要・資料調査等) 

4. 発表と討議３(論文概要・資料調査等) 

5. 発表と討議４(論文概要・資料調査等) 

6. 発表と討議５(論文概要・資料調査等) 

7. 発表と討議６(論文概要・資料調査等) 

8. 発表と討議７(論文概要・資料調査等) 

9. 発表と討議８(論文概要・資料調査等) 

10. 発表と討議９(論文概要・資料調査等) 

11. 発表と討議１０(論文構成) 

12. 発表と討議１１(論文構成) 

13. 発表と討議１２(論文構成) 

14. 発表と討議１３(論文構成) 

15. 発表と討議１４(論文構成) 

16. 発表と討議１５(論文構成) 

17. 発表と討議１６(論文構成) 

18. 発表と討議１７(論文構成) 

19. 発表と討議１８(論文原稿指導) 

20. 発表と討議１９(論文原稿指導) 

21. 発表と討議２０(論文原稿指導) 

22. 発表と討議２１(論文原稿指導) 

23. 発表と討議２２(論文原稿指導) 

24. 発表と討議２３(論文原稿指導) 

25. 発表と討議２４(論文原稿指導) 

26. 発表と討議２５(論文原稿指導) 

27. 発表と討議２６(論文原稿指導) 

28. まとめ：卒業論文，卒業制作の提出準備 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

各自のテーマに関する知識を増やし，思考を深めるために，授業で与えられた課題に応えて，文献読解および調査を，授業に合

わせて行ってくること． 
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成績評価方法・基準（Evaluation） 

発表報告内容(20%)/卒業論文・卒業制作(60%)/授業参加度（発言回数＋発言内容）(20%) 

決められた期限までに卒業論文または卒業制作を提出し、なおかつ所定の面接審査を経て判定する。 

 

テキスト（Textbooks） 

論文執筆者が研究対象とする作品 

 

参考文献（Readings） 

授業中折にふれて紹介する． 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AA784 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AA784／卒業論文(制作)･卒業論文(制作)指導演習 

(Thesis and Seminar in Thesis Writing) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
卒業論文を書く 

担当者名 

（Instructor） 
ゾンターク，Ｍ(SONNTAG,MIRA) 

学期 

（Semester） 
通年(Full year) 

単位 

（Credit） 
１０単位(10 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CHS4843 

言語 

（Language） 

その他 

(Others) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

研究対象を絞って研究主題を深め，時に遭遇する内容上あるいは書き方の上での疑問を解決しながら，最終的に優れた卒業論

文を作成できるようになることをめざす．  

 

Students will refine their research targets to deepen their research subjects. Students will write quality graduation thesis in the 

end by solving questions they encounter when writing or reading contents.  

 

授業の内容（Course Contents） 

指導教員と学生が必要に応じて直接話し合い，研究課題への理解を深め各自の問題を解決する．演習時間は個別に相談のうえ

で設定する．授業内容は，論文執筆者がその時に抱えている問題意識によって変わる．  

 

When necessary, professor and students will have conversation directly to deepen students’ understanding about their research 

subjects and solve their issues. Seminar time slot will be set after discussion with individual student. Contents of the class will 

change according to issue awareness of thesis writers at that time.  

 

授業計画（Course Schedule） 

1. オリエンテーション：演習の進め方，スケジュールの確認 

2. 発表と討議１(論文概要・資料調査等) 

3. 発表と討論２(論文概要・資料調査等) 

4. 発表と討議３(論文概要・資料調査等) 

5. 発表と討議４(論文概要・資料調査等) 

6. 発表と討議５(論文概要・資料調査等) 

7. 発表と討議６(論文概要・資料調査等) 

8. 発表と討議７(論文概要・資料調査等) 

9. 発表と討議８(論文概要・資料調査等) 

10. 発表と討議９(論文概要・資料調査等) 

11. 発表と討議１０(論文構成) 

12. 発表と討議１１(論文構成) 

13. 発表と討議１２(論文構成) 

14. 発表と討議１３(論文構成) 

15. 発表と討議１４(論文構成) 

16. 発表と討議１５(論文構成) 

17. 発表と討議１６(論文構成) 

18. 発表と討議１７(論文構成) 

19. 発表と討議１８(論文原稿指導) 

20. 発表と討議１９(論文原稿指導) 

21. 発表と討議２０(論文原稿指導) 

22. 発表と討議２１(論文原稿指導) 

23. 発表と討議２２(論文原稿指導) 

24. 発表と討議２３(論文原稿指導) 

25. 発表と討議２４(論文原稿指導) 

26. 発表と討議２５(論文原稿指導) 

27. 発表と討議２６(論文原稿指導) 

28. まとめ：卒業論文，卒業制作の提出準備 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

各自のテーマに関する知識を増やし，思考を深めるために，授業で与えられた課題に応えて，文献読解および調査を，授業に合

わせて行ってくること． 
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成績評価方法・基準（Evaluation） 

発表報告内容(20%)/卒業論文・卒業制作(60%)/授業参加度（発言回数＋発言内容）(20%) 

決められた期限までに卒業論文または卒業制作を提出し、なおかつ所定の面接審査を経て判定する。 

 

テキスト（Textbooks） 

論文執筆者が研究対象とする作品 

 

参考文献（Readings） 

授業中折にふれて紹介する． 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AA785 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AA785／卒業論文(制作)･卒業論文(制作)指導演習 

(Thesis and Seminar in Thesis Writing) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
卒業論文を書く 

担当者名 

（Instructor） 
阿部 善彦(ABE YOSHIHIKO) 

学期 

（Semester） 
通年(Full year) 

単位 

（Credit） 
１０単位(10 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CHS4843 

言語 

（Language） 

その他 

(Others) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

研究対象を絞って研究主題を深め，時に遭遇する内容上あるいは書き方の上での疑問を解決しながら，最終的に優れた卒業論

文を作成できるようになることをめざす．  

 

Students will refine their research targets to deepen their research subjects. Students will write quality graduation thesis in the 

end by solving questions they encounter when writing or reading contents.  

 

授業の内容（Course Contents） 

指導教員と学生が必要に応じて直接話し合い，研究課題への理解を深め各自の問題を解決する．演習時間は個別に相談のうえ

で設定する．授業内容は，論文執筆者がその時に抱えている問題意識によって変わる．  

 

When necessary, professor and students will have conversation directly to deepen students’ understanding about their research 

subjects and solve their issues. Seminar time slot will be set after discussion with individual student. Contents of the class will 

change according to issue awareness of thesis writers at that time.  

 

授業計画（Course Schedule） 

1. オリエンテーション：演習の進め方，スケジュールの確認 

2. 発表と討議１(論文概要・資料調査等) 

3. 発表と討論２(論文概要・資料調査等) 

4. 発表と討議３(論文概要・資料調査等) 

5. 発表と討議４(論文概要・資料調査等) 

6. 発表と討議５(論文概要・資料調査等) 

7. 発表と討議６(論文概要・資料調査等) 

8. 発表と討議７(論文概要・資料調査等) 

9. 発表と討議８(論文概要・資料調査等) 

10. 発表と討議９(論文概要・資料調査等) 

11. 発表と討議１０(論文構成) 

12. 発表と討議１１(論文構成) 

13. 発表と討議１２(論文構成) 

14. 発表と討議１３(論文構成) 

15. 発表と討議１４(論文構成) 

16. 発表と討議１５(論文構成) 

17. 発表と討議１６(論文構成) 

18. 発表と討議１７(論文構成) 

19. 発表と討議１８(論文原稿指導) 

20. 発表と討議１９(論文原稿指導) 

21. 発表と討議２０(論文原稿指導) 

22. 発表と討議２１(論文原稿指導) 

23. 発表と討議２２(論文原稿指導) 

24. 発表と討議２３(論文原稿指導) 

25. 発表と討議２４(論文原稿指導) 

26. 発表と討議２５(論文原稿指導) 

27. 発表と討議２６(論文原稿指導) 

28. まとめ：卒業論文，卒業制作の提出準備 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

各自のテーマに関する知識を増やし，思考を深めるために，授業で与えられた課題に応えて，文献読解および調査を，授業に合

わせて行ってくること． 
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成績評価方法・基準（Evaluation） 

発表報告内容(20%)/卒業論文・卒業制作(60%)/授業参加度（発言回数＋発言内容）(20%) 

決められた期限までに卒業論文または卒業制作を提出し、なおかつ所定の面接審査を経て判定する。 

 

テキスト（Textbooks） 

論文執筆者が研究対象とする作品 

 

参考文献（Readings） 

授業中折にふれて紹介する． 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AA786 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AA786／卒業論文(制作)･卒業論文(制作)指導演習 

(Thesis and Seminar in Thesis Writing) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
卒業論文を書く 

担当者名 

（Instructor） 
長谷川 修一(HASEGAWA SHUICHI) 

学期 

（Semester） 
通年(Full year) 

単位 

（Credit） 
１０単位(10 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CHS4843 

言語 

（Language） 

その他 

(Others) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

研究対象を絞って研究主題を深め，時に遭遇する内容上あるいは書き方の上での疑問を解決しながら，最終的に優れた卒業論

文を作成できるようになることをめざす．  

 

Students will refine their research targets to deepen their research subjects. Students will write quality graduation thesis in the 

end by solving questions they encounter when writing or reading contents.  

 

授業の内容（Course Contents） 

指導教員と学生が必要に応じて直接話し合い，研究課題への理解を深め各自の問題を解決する．演習時間は個別に相談のうえ

で設定する．授業内容は，論文執筆者がその時に抱えている問題意識によって変わる．  

 

When necessary, professor and students will have conversation directly to deepen students’ understanding about their research 

subjects and solve their issues. Seminar time slot will be set after discussion with individual student. Contents of the class will 

change according to issue awareness of thesis writers at that time.  

 

授業計画（Course Schedule） 

1. オリエンテーション：演習の進め方，スケジュールの確認 

2. 発表と討議１(論文概要・資料調査等) 

3. 発表と討論２(論文概要・資料調査等) 

4. 発表と討議３(論文概要・資料調査等) 

5. 発表と討議４(論文概要・資料調査等) 

6. 発表と討議５(論文概要・資料調査等) 

7. 発表と討議６(論文概要・資料調査等) 

8. 発表と討議７(論文概要・資料調査等) 

9. 発表と討議８(論文概要・資料調査等) 

10. 発表と討議９(論文概要・資料調査等) 

11. 発表と討議１０(論文構成) 

12. 発表と討議１１(論文構成) 

13. 発表と討議１２(論文構成) 

14. 発表と討議１３(論文構成) 

15. 発表と討議１４(論文構成) 

16. 発表と討議１５(論文構成) 

17. 発表と討議１６(論文構成) 

18. 発表と討議１７(論文構成) 

19. 発表と討議１８(論文原稿指導) 

20. 発表と討議１９(論文原稿指導) 

21. 発表と討議２０(論文原稿指導) 

22. 発表と討議２１(論文原稿指導) 

23. 発表と討議２２(論文原稿指導) 

24. 発表と討議２３(論文原稿指導) 

25. 発表と討議２４(論文原稿指導) 

26. 発表と討議２５(論文原稿指導) 

27. 発表と討議２６(論文原稿指導) 

28. まとめ：卒業論文，卒業制作の提出準備 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

各自のテーマに関する知識を増やし，思考を深めるために，授業で与えられた課題に応えて，文献読解および調査を，授業に合

わせて行ってくること． 
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成績評価方法・基準（Evaluation） 

発表報告内容(20%)/卒業論文・卒業制作(60%)/授業参加度（発言回数＋発言内容）(20%) 

決められた期限までに卒業論文または卒業制作を提出し、なおかつ所定の面接審査を経て判定する。 

 

テキスト（Textbooks） 

論文執筆者が研究対象とする作品 

 

参考文献（Readings） 

授業中折にふれて紹介する． 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AA787 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AA787／卒業論文(制作)･卒業論文(制作)指導演習 

(Thesis and Seminar in Thesis Writing) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
卒業論文を書く 

担当者名 

（Instructor） 
長下部 穣(OSAKABE YUTAKA) 

学期 

（Semester） 
通年(Full year) 

単位 

（Credit） 
１０単位(10 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CHS4843 

言語 

（Language） 

その他 

(Others) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

研究対象を絞って研究主題を深め，時に遭遇する内容上あるいは書き方の上での疑問を解決しながら，最終的に優れた卒業論

文を作成できるようになることをめざす．  

 

Students will refine their research targets to deepen their research subjects. Students will write quality graduation thesis in the 

end by solving questions they encounter when writing or reading contents.  

 

授業の内容（Course Contents） 

指導教員と学生が必要に応じて直接話し合い，研究課題への理解を深め各自の問題を解決する．演習時間は個別に相談のうえ

で設定する．授業内容は，論文執筆者がその時に抱えている問題意識によって変わる．  

 

When necessary, professor and students will have conversation directly to deepen students’ understanding about their research 

subjects and solve their issues. Seminar time slot will be set after discussion with individual student. Contents of the class will 

change according to issue awareness of thesis writers at that time.  

 

授業計画（Course Schedule） 

1. オリエンテーション：演習の進め方，スケジュールの確認 

2. 発表と討議１(論文概要・資料調査等) 

3. 発表と討論２(論文概要・資料調査等) 

4. 発表と討議３(論文概要・資料調査等) 

5. 発表と討議４(論文概要・資料調査等) 

6. 発表と討議５(論文概要・資料調査等) 

7. 発表と討議６(論文概要・資料調査等) 

8. 発表と討議７(論文概要・資料調査等) 

9. 発表と討議８(論文概要・資料調査等) 

10. 発表と討議９(論文概要・資料調査等) 

11. 発表と討議１０(論文構成) 

12. 発表と討議１１(論文構成) 

13. 発表と討議１２(論文構成) 

14. 発表と討議１３(論文構成) 

15. 発表と討議１４(論文構成) 

16. 発表と討議１５(論文構成) 

17. 発表と討議１６(論文構成) 

18. 発表と討議１７(論文構成) 

19. 発表と討議１８(論文原稿指導) 

20. 発表と討議１９(論文原稿指導) 

21. 発表と討議２０(論文原稿指導) 

22. 発表と討議２１(論文原稿指導) 

23. 発表と討議２２(論文原稿指導) 

24. 発表と討議２３(論文原稿指導) 

25. 発表と討議２４(論文原稿指導) 

26. 発表と討議２５(論文原稿指導) 

27. 発表と討議２６(論文原稿指導) 

28. まとめ：卒業論文，卒業制作の提出準備 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

各自のテーマに関する知識を増やし，思考を深めるために，授業で与えられた課題に応えて，文献読解および調査を，授業に合

わせて行ってくること． 
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成績評価方法・基準（Evaluation） 

発表報告内容(20%)/卒業論文・卒業制作(60%)/授業参加度（発言回数＋発言内容）(20%) 

決められた期限までに卒業論文または卒業制作を提出し、なおかつ所定の面接審査を経て判定する。 

 

テキスト（Textbooks） 

論文執筆者が研究対象とする作品 

 

参考文献（Readings） 

授業中折にふれて紹介する． 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 

 

 

  



 - 126 - 

■AA788 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AA788／卒業論文(制作)･卒業論文(制作)指導演習 

(Thesis and Seminar in Thesis Writing) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
卒業論文を書く 

担当者名 

（Instructor） 
梅澤 弓子(UMEZAWA YUMIKO) 

学期 

（Semester） 
通年(Full year) 

単位 

（Credit） 
１０単位(10 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CHS4843 

言語 

（Language） 

その他 

(Others) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

研究対象を絞って研究主題を深め，時に遭遇する内容上あるいは書き方の上での疑問を解決しながら，最終的に優れた卒業論

文を作成できるようになることをめざす．  

 

Students will refine their research targets to deepen their research subjects. Students will write quality graduation thesis in the 

end by solving questions they encounter when writing or reading contents.  

 

授業の内容（Course Contents） 

指導教員と学生が必要に応じて直接話し合い，研究課題への理解を深め各自の問題を解決する．演習時間は個別に相談のうえ

で設定する．授業内容は，論文執筆者がその時に抱えている問題意識によって変わる．  

 

When necessary, professor and students will have conversation directly to deepen students’ understanding about their research 

subjects and solve their issues. Seminar time slot will be set after discussion with individual student. Contents of the class will 

change according to issue awareness of thesis writers at that time.  

 

授業計画（Course Schedule） 

1. オリエンテーション：演習の進め方，スケジュールの確認 

2. 発表と討議１(論文概要・資料調査等) 

3. 発表と討論２(論文概要・資料調査等) 

4. 発表と討議３(論文概要・資料調査等) 

5. 発表と討議４(論文概要・資料調査等) 

6. 発表と討議５(論文概要・資料調査等) 

7. 発表と討議６(論文概要・資料調査等) 

8. 発表と討議７(論文概要・資料調査等) 

9. 発表と討議８(論文概要・資料調査等) 

10. 発表と討議９(論文概要・資料調査等) 

11. 発表と討議１０(論文構成) 

12. 発表と討議１１(論文構成) 

13. 発表と討議１２(論文構成) 

14. 発表と討議１３(論文構成) 

15. 発表と討議１４(論文構成) 

16. 発表と討議１５(論文構成) 

17. 発表と討議１６(論文構成) 

18. 発表と討議１７(論文構成) 

19. 発表と討議１８(論文原稿指導) 

20. 発表と討議１９(論文原稿指導) 

21. 発表と討議２０(論文原稿指導) 

22. 発表と討議２１(論文原稿指導) 

23. 発表と討議２２(論文原稿指導) 

24. 発表と討議２３(論文原稿指導) 

25. 発表と討議２４(論文原稿指導) 

26. 発表と討議２５(論文原稿指導) 

27. 発表と討議２６(論文原稿指導) 

28. まとめ：卒業論文，卒業制作の提出準備 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

各自のテーマに関する知識を増やし，思考を深めるために，授業で与えられた課題に応えて，文献読解および調査を，授業に合

わせて行ってくること． 
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成績評価方法・基準（Evaluation） 

発表報告内容(20%)/卒業論文・卒業制作(60%)/授業参加度（発言回数＋発言内容）(20%) 

決められた期限までに卒業論文または卒業制作を提出し、なおかつ所定の面接審査を経て判定する。 

 

テキスト（Textbooks） 

論文執筆者が研究対象とする作品 

 

参考文献（Readings） 

授業中折にふれて紹介する． 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AC011 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／入門演習 Ｇ１ａ 

(Introductory Seminars G1a) 

担当者名 

（Instructor） 

高林 陽展(TAKABAYASHI AKINOBU) 

田村 俊行(TAMURA TOSHIYUKI) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
HIS1810 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

2 年次から主体的に専門研究を進めるための基礎力養成を主眼とする。 

 

The primary focus is to foster basic skills for actively advancing specialized research from the second year. 

 

授業の内容（Course Contents） 

史学科に入学した学生が世界史・日本史・超域文化学の三専修それぞれの性格や初歩的内容にまんべんなく触れられるよう置

かれた科目であり、卒業のための必修科目である。前半か後半のいずれかに、1～2 クラスを組み合わせて情報リテラシーの演

習を行う。授業は 25 人前後の少人数の演習形式をとり、担当教員の専門や個性を活かしておこなわれる。開講される入門演習

の編成は、4 月の史学科 1 年次ガイダンスで説明する。クラス・開講曜日及び時間についても、ガイダンスで確認すること。情報

リテラシー演習の際の教室等については、別途指示するので、掲示に注意すること。登録方法は、自動登録である。 

 

As a compulsory subject required for graduation, this discipline is designed to allow students who have entered the Department 

of History to fully encounter the nature and rudimentary content of the three majors of world history, Japanese history, and 

interdisciplinary cultural studies. In either the first or the second half, the course will offer seminars in information literacy by 

combining one or two classes. Classes are small-member seminars with around 25 people, taking advantage of the specialization 

and personality of the instructor. The organization of the introductory seminars to be offered will be explained in the first year 

guidance of the Department of History in April. The class, the day of the week offered, and the time will also be notified in the 

guidance. Information about the classroom, etc. for the information literacy seminars will be provided separately on the bulletin 

board for attention. Automatic registration. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 第Ⅰクール：世界史・日本史・超域・情報リテラシーのいずれかに即した演習（１） 

2. 第Ⅰクール：世界史・日本史・超域・情報リテラシーのいずれかに即した演習（２） 

3. 第Ⅰクール：世界史・日本史・超域・情報リテラシーのいずれかに即した演習（３） 

4. 第Ⅰクール：世界史・日本史・超域・情報リテラシーのいずれかに即した演習（４） 

5. 第Ⅰクール：世界史・日本史・超域・情報リテラシーのいずれかに即した演習（５） 

6. 第Ⅰクール：世界史・日本史・超域・情報リテラシーのいずれかに即した演習（６） 

7. 講演会とそれを踏まえた質疑応答 

8. 第Ⅱクール：世界史・日本史・超域・情報リテラシーのいずれかに即した演習（１） 

9. 第Ⅱクール：世界史・日本史・超域・情報リテラシーのいずれかに即した演習（２） 

10. 第Ⅱクール：世界史・日本史・超域・情報リテラシーのいずれかに即した演習（３） 

11. 第Ⅱクール：世界史・日本史・超域・情報リテラシーのいずれかに即した演習（４） 

12. 第Ⅱクール：世界史・日本史・超域・情報リテラシーのいずれかに即した演習（５） 

13. 第Ⅱクール：世界史・日本史・超域・情報リテラシーのいずれかに即した演習（６） 

14. 全体のまとめ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

担当の教員の指示に従うこと。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

出席および受講態度(80%)/授業内提出物等(20%) 

 

テキスト（Textbooks） 

講義中に指示する。 

 

参考文献（Readings） 

講義中に指示する。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 
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注意事項（Notice） 
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■AC012 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／入門演習 Ｇ１ｂ 

(Introductory Seminars G1b) 

担当者名 

（Instructor） 

小澤 実(OZAWA MINORU) 

田村 俊行(TAMURA TOSHIYUKI) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
HIS1810 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

2 年次から主体的に専門研究を進めるための基礎力養成を主眼とする。 

 

The primary focus is to foster basic skills for actively advancing specialized research from the second year. 

 

授業の内容（Course Contents） 

史学科に入学した学生が世界史・日本史・超域文化学の三専修それぞれの性格や初歩的内容にまんべんなく触れられるよう置

かれた科目であり、卒業のための必修科目である。前半か後半のいずれかに、1～2 クラスを組み合わせて情報リテラシーの演

習を行う。授業は 25 人前後の少人数の演習形式をとり、担当教員の専門や個性を活かしておこなわれる。開講される入門演習

の編成は、4 月の史学科 1 年次ガイダンスで説明する。クラス・開講曜日及び時間についても、ガイダンスで確認すること。情報

リテラシー演習の際の教室等については、別途指示するので、掲示に注意すること。登録方法は、自動登録である。 

 

As a compulsory subject required for graduation, this discipline is designed to allow students who have entered the Department 

of History to fully encounter the nature and rudimentary content of the three majors of world history, Japanese history, and 

interdisciplinary cultural studies. In either the first or the second half, the course will offer seminars in information literacy by 

combining one or two classes. Classes are small-member seminars with around 25 people, taking advantage of the specialization 

and personality of the instructor. The organization of the introductory seminars to be offered will be explained in the first year 

guidance of the Department of History in April. The class, the day of the week offered, and the time will also be notified in the 

guidance. Information about the classroom, etc. for the information literacy seminars will be provided separately on the bulletin 

board for attention. Automatic registration. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 第Ⅰクール：世界史・日本史・超域・情報リテラシーのいずれかに即した演習（１） 

2. 第Ⅰクール：世界史・日本史・超域・情報リテラシーのいずれかに即した演習（２） 

3. 第Ⅰクール：世界史・日本史・超域・情報リテラシーのいずれかに即した演習（３） 

4. 第Ⅰクール：世界史・日本史・超域・情報リテラシーのいずれかに即した演習（４） 

5. 第Ⅰクール：世界史・日本史・超域・情報リテラシーのいずれかに即した演習（５） 

6. 第Ⅰクール：世界史・日本史・超域・情報リテラシーのいずれかに即した演習（６） 

7. 講演会とそれを踏まえた質疑応答 

8. 第Ⅱクール：世界史・日本史・超域・情報リテラシーのいずれかに即した演習（１） 

9. 第Ⅱクール：世界史・日本史・超域・情報リテラシーのいずれかに即した演習（２） 

10. 第Ⅱクール：世界史・日本史・超域・情報リテラシーのいずれかに即した演習（３） 

11. 第Ⅱクール：世界史・日本史・超域・情報リテラシーのいずれかに即した演習（４） 

12. 第Ⅱクール：世界史・日本史・超域・情報リテラシーのいずれかに即した演習（５） 

13. 第Ⅱクール：世界史・日本史・超域・情報リテラシーのいずれかに即した演習（６） 

14. 全体のまとめ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

担当の教員の指示に従うこと。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

出席および受講態度(80%)/授業内提出物等(20%) 

 

テキスト（Textbooks） 

講義中に指示する。 

 

参考文献（Readings） 

講義中に指示する。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 
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注意事項（Notice） 
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■AC013 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／入門演習 Ｇ１ｃ 

(Introductory Seminars G1c) 

担当者名 

（Instructor） 

浦野 聡(URANO SATOSHI) 

朝比奈 新(ASAHINA ARATA) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
HIS1810 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

2 年次から主体的に専門研究を進めるための基礎力養成を主眼とする。 

 

The primary focus is to foster basic skills for actively advancing specialized research from the second year. 

 

授業の内容（Course Contents） 

史学科に入学した学生が世界史・日本史・超域文化学の三専修それぞれの性格や初歩的内容にまんべんなく触れられるよう置

かれた科目であり、卒業のための必修科目である。前半か後半のいずれかに、1～2 クラスを組み合わせて情報リテラシーの演

習を行う。授業は 25 人前後の少人数の演習形式をとり、担当教員の専門や個性を活かしておこなわれる。開講される入門演習

の編成は、4 月の史学科 1 年次ガイダンスで説明する。クラス・開講曜日及び時間についても、ガイダンスで確認すること。情報

リテラシー演習の際の教室等については、別途指示するので、掲示に注意すること。登録方法は、自動登録である。 

 

As a compulsory subject required for graduation, this discipline is designed to allow students who have entered the Department 

of History to fully encounter the nature and rudimentary content of the three majors of world history, Japanese history, and 

interdisciplinary cultural studies. In either the first or the second half, the course will offer seminars in information literacy by 

combining one or two classes. Classes are small-member seminars with around 25 people, taking advantage of the specialization 

and personality of the instructor. The organization of the introductory seminars to be offered will be explained in the first year 

guidance of the Department of History in April. The class, the day of the week offered, and the time will also be notified in the 

guidance. Information about the classroom, etc. for the information literacy seminars will be provided separately on the bulletin 

board for attention. Automatic registration. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 第Ⅰクール：世界史・日本史・超域・情報リテラシーのいずれかに即した演習（１） 

2. 第Ⅰクール：世界史・日本史・超域・情報リテラシーのいずれかに即した演習（２） 

3. 第Ⅰクール：世界史・日本史・超域・情報リテラシーのいずれかに即した演習（３） 

4. 第Ⅰクール：世界史・日本史・超域・情報リテラシーのいずれかに即した演習（４） 

5. 第Ⅰクール：世界史・日本史・超域・情報リテラシーのいずれかに即した演習（５） 

6. 第Ⅰクール：世界史・日本史・超域・情報リテラシーのいずれかに即した演習（６） 

7. 講演会とそれを踏まえた質疑応答 

8. 第Ⅱクール：世界史・日本史・超域・情報リテラシーのいずれかに即した演習（１） 

9. 第Ⅱクール：世界史・日本史・超域・情報リテラシーのいずれかに即した演習（２） 

10. 第Ⅱクール：世界史・日本史・超域・情報リテラシーのいずれかに即した演習（３） 

11. 第Ⅱクール：世界史・日本史・超域・情報リテラシーのいずれかに即した演習（４） 

12. 第Ⅱクール：世界史・日本史・超域・情報リテラシーのいずれかに即した演習（５） 

13. 第Ⅱクール：世界史・日本史・超域・情報リテラシーのいずれかに即した演習（６） 

14. 全体のまとめ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

担当の教員の指示に従うこと。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

出席および受講態度(80%)/授業内提出物等(20%) 

 

テキスト（Textbooks） 

講義中に指示する。 

 

参考文献（Readings） 

講義中に指示する。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 



 - 133 - 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AC014 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／入門演習 Ｇ１ｄ 

(Introductory Seminars G1d) 

担当者名 

（Instructor） 

深津 行徳(FUKATSU YUKINORI) 

朝比奈 新(ASAHINA ARATA) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
HIS1810 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

2 年次から主体的に専門研究を進めるための基礎力養成を主眼とする。 

 

The primary focus is to foster basic skills for actively advancing specialized research from the second year. 

 

授業の内容（Course Contents） 

史学科に入学した学生が世界史・日本史・超域文化学の三専修それぞれの性格や初歩的内容にまんべんなく触れられるよう置

かれた科目であり、卒業のための必修科目である。前半か後半のいずれかに、1～2 クラスを組み合わせて情報リテラシーの演

習を行う。授業は 25 人前後の少人数の演習形式をとり、担当教員の専門や個性を活かしておこなわれる。開講される入門演習

の編成は、4 月の史学科 1 年次ガイダンスで説明する。クラス・開講曜日及び時間についても、ガイダンスで確認すること。情報

リテラシー演習の際の教室等については、別途指示するので、掲示に注意すること。登録方法は、自動登録である。 

 

As a compulsory subject required for graduation, this discipline is designed to allow students who have entered the Department 

of History to fully encounter the nature and rudimentary content of the three majors of world history, Japanese history, and 

interdisciplinary cultural studies. In either the first or the second half, the course will offer seminars in information literacy by 

combining one or two classes. Classes are small-member seminars with around 25 people, taking advantage of the specialization 

and personality of the instructor. The organization of the introductory seminars to be offered will be explained in the first year 

guidance of the Department of History in April. The class, the day of the week offered, and the time will also be notified in the 

guidance. Information about the classroom, etc. for the information literacy seminars will be provided separately on the bulletin 

board for attention. Automatic registration. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 第Ⅰクール：世界史・日本史・超域・情報リテラシーのいずれかに即した演習（１） 

2. 第Ⅰクール：世界史・日本史・超域・情報リテラシーのいずれかに即した演習（２） 

3. 第Ⅰクール：世界史・日本史・超域・情報リテラシーのいずれかに即した演習（３） 

4. 第Ⅰクール：世界史・日本史・超域・情報リテラシーのいずれかに即した演習（４） 

5. 第Ⅰクール：世界史・日本史・超域・情報リテラシーのいずれかに即した演習（５） 

6. 第Ⅰクール：世界史・日本史・超域・情報リテラシーのいずれかに即した演習（６） 

7. 講演会とそれを踏まえた質疑応答 

8. 第Ⅱクール：世界史・日本史・超域・情報リテラシーのいずれかに即した演習（１） 

9. 第Ⅱクール：世界史・日本史・超域・情報リテラシーのいずれかに即した演習（２） 

10. 第Ⅱクール：世界史・日本史・超域・情報リテラシーのいずれかに即した演習（３） 

11. 第Ⅱクール：世界史・日本史・超域・情報リテラシーのいずれかに即した演習（４） 

12. 第Ⅱクール：世界史・日本史・超域・情報リテラシーのいずれかに即した演習（５） 

13. 第Ⅱクール：世界史・日本史・超域・情報リテラシーのいずれかに即した演習（６） 

14. 全体のまとめ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

担当の教員の指示に従うこと。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

出席および受講態度(80%)/授業内提出物等(20%) 

 

テキスト（Textbooks） 

講義中に指示する。 

 

参考文献（Readings） 

講義中に指示する。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 
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注意事項（Notice） 
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■AC015 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／入門演習 Ｇ１ｅ 

(Introductory Seminars G1e) 

担当者名 

（Instructor） 

後藤 雅知(GOTO MASATOSHI) 

朝比奈 新(ASAHINA ARATA) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
HIS1810 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

2 年次から主体的に専門研究を進めるための基礎力養成を主眼とする。 

 

The primary focus is to foster basic skills for actively advancing specialized research from the second year. 

 

授業の内容（Course Contents） 

史学科に入学した学生が世界史・日本史・超域文化学の三専修それぞれの性格や初歩的内容にまんべんなく触れられるよう置

かれた科目であり、卒業のための必修科目である。前半か後半のいずれかに、1～2 クラスを組み合わせて情報リテラシーの演

習を行う。授業は 25 人前後の少人数の演習形式をとり、担当教員の専門や個性を活かしておこなわれる。開講される入門演習

の編成は、4 月の史学科 1 年次ガイダンスで説明する。クラス・開講曜日及び時間についても、ガイダンスで確認すること。情報

リテラシー演習の際の教室等については、別途指示するので、掲示に注意すること。登録方法は、自動登録である。 

 

As a compulsory subject required for graduation, this discipline is designed to allow students who have entered the Department 

of History to fully encounter the nature and rudimentary content of the three majors of world history, Japanese history, and 

interdisciplinary cultural studies. In either the first or the second half, the course will offer seminars in information literacy by 

combining one or two classes. Classes are small-member seminars with around 25 people, taking advantage of the specialization 

and personality of the instructor. The organization of the introductory seminars to be offered will be explained in the first year 

guidance of the Department of History in April. The class, the day of the week offered, and the time will also be notified in the 

guidance. Information about the classroom, etc. for the information literacy seminars will be provided separately on the bulletin 

board for attention. Automatic registration. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 第Ⅰクール：世界史・日本史・超域・情報リテラシーのいずれかに即した演習（１） 

2. 第Ⅰクール：世界史・日本史・超域・情報リテラシーのいずれかに即した演習（２） 

3. 第Ⅰクール：世界史・日本史・超域・情報リテラシーのいずれかに即した演習（３） 

4. 第Ⅰクール：世界史・日本史・超域・情報リテラシーのいずれかに即した演習（４） 

5. 第Ⅰクール：世界史・日本史・超域・情報リテラシーのいずれかに即した演習（５） 

6. 第Ⅰクール：世界史・日本史・超域・情報リテラシーのいずれかに即した演習（６） 

7. 講演会とそれを踏まえた質疑応答 

8. 第Ⅱクール：世界史・日本史・超域・情報リテラシーのいずれかに即した演習（１） 

9. 第Ⅱクール：世界史・日本史・超域・情報リテラシーのいずれかに即した演習（２） 

10. 第Ⅱクール：世界史・日本史・超域・情報リテラシーのいずれかに即した演習（３） 

11. 第Ⅱクール：世界史・日本史・超域・情報リテラシーのいずれかに即した演習（４） 

12. 第Ⅱクール：世界史・日本史・超域・情報リテラシーのいずれかに即した演習（５） 

13. 第Ⅱクール：世界史・日本史・超域・情報リテラシーのいずれかに即した演習（６） 

14. 全体のまとめ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

担当の教員の指示に従うこと。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

出席および受講態度(80%)/授業内提出物等(20%) 

 

テキスト（Textbooks） 

講義中に指示する。 

 

参考文献（Readings） 

講義中に指示する。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 
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注意事項（Notice） 
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■AC016 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／入門演習 Ｇ１ｆ 

(Introductory Seminars G1f) 

担当者名 

（Instructor） 

沼尻 晃伸(NUMAJIRI AKINOBU) 

田村 俊行(TAMURA TOSHIYUKI) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
HIS1810 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

2 年次から主体的に専門研究を進めるための基礎力養成を主眼とする。 

 

The primary focus is to foster basic skills for actively advancing specialized research from the second year. 

 

授業の内容（Course Contents） 

史学科に入学した学生が世界史・日本史・超域文化学の三専修それぞれの性格や初歩的内容にまんべんなく触れられるよう置

かれた科目であり、卒業のための必修科目である。前半か後半のいずれかに、1～2 クラスを組み合わせて情報リテラシーの演

習を行う。授業は 25 人前後の少人数の演習形式をとり、担当教員の専門や個性を活かしておこなわれる。開講される入門演習

の編成は、4 月の史学科 1 年次ガイダンスで説明する。クラス・開講曜日及び時間についても、ガイダンスで確認すること。情報

リテラシー演習の際の教室等については、別途指示するので、掲示に注意すること。登録方法は、自動登録である。 

 

As a compulsory subject required for graduation, this discipline is designed to allow students who have entered the Department 

of History to fully encounter the nature and rudimentary content of the three majors of world history, Japanese history, and 

interdisciplinary cultural studies. In either the first or the second half, the course will offer seminars in information literacy by 

combining one or two classes. Classes are small-member seminars with around 25 people, taking advantage of the specialization 

and personality of the instructor. The organization of the introductory seminars to be offered will be explained in the first year 

guidance of the Department of History in April. The class, the day of the week offered, and the time will also be notified in the 

guidance. Information about the classroom, etc. for the information literacy seminars will be provided separately on the bulletin 

board for attention. Automatic registration. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 第Ⅰクール：世界史・日本史・超域・情報リテラシーのいずれかに即した演習（１） 

2. 第Ⅰクール：世界史・日本史・超域・情報リテラシーのいずれかに即した演習（２） 

3. 第Ⅰクール：世界史・日本史・超域・情報リテラシーのいずれかに即した演習（３） 

4. 第Ⅰクール：世界史・日本史・超域・情報リテラシーのいずれかに即した演習（４） 

5. 第Ⅰクール：世界史・日本史・超域・情報リテラシーのいずれかに即した演習（５） 

6. 第Ⅰクール：世界史・日本史・超域・情報リテラシーのいずれかに即した演習（６） 

7. 講演会とそれを踏まえた質疑応答 

8. 第Ⅱクール：世界史・日本史・超域・情報リテラシーのいずれかに即した演習（１） 

9. 第Ⅱクール：世界史・日本史・超域・情報リテラシーのいずれかに即した演習（２） 

10. 第Ⅱクール：世界史・日本史・超域・情報リテラシーのいずれかに即した演習（３） 

11. 第Ⅱクール：世界史・日本史・超域・情報リテラシーのいずれかに即した演習（４） 

12. 第Ⅱクール：世界史・日本史・超域・情報リテラシーのいずれかに即した演習（５） 

13. 第Ⅱクール：世界史・日本史・超域・情報リテラシーのいずれかに即した演習（６） 

14. 全体のまとめ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

担当の教員の指示に従うこと。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

出席および受講態度(80%)/授業内提出物等(20%) 

 

テキスト（Textbooks） 

講義中に指示する。 

 

参考文献（Readings） 

講義中に指示する。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 
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注意事項（Notice） 
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■AC017 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／入門演習 Ｇ１ｇ 

(Introductory Seminars G1g) 

担当者名 

（Instructor） 

丸山 浩明(MARUYAMA HIROAKI) 

服部 佐智子(HATTORI SACHIKO) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
HIS1810 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

2 年次から主体的に専門研究を進めるための基礎力養成を主眼とする。 

 

The primary focus is to foster basic skills for actively advancing specialized research from the second year. 

 

授業の内容（Course Contents） 

史学科に入学した学生が世界史・日本史・超域文化学の三専修それぞれの性格や初歩的内容にまんべんなく触れられるよう置

かれた科目であり、卒業のための必修科目である。前半か後半のいずれかに、1～2 クラスを組み合わせて情報リテラシーの演

習を行う。授業は 25 人前後の少人数の演習形式をとり、担当教員の専門や個性を活かしておこなわれる。開講される入門演習

の編成は、4 月の史学科 1 年次ガイダンスで説明する。クラス・開講曜日及び時間についても、ガイダンスで確認すること。情報

リテラシー演習の際の教室等については、別途指示するので、掲示に注意すること。登録方法は、自動登録である。 

 

As a compulsory subject required for graduation, this discipline is designed to allow students who have entered the Department 

of History to fully encounter the nature and rudimentary content of the three majors of world history, Japanese history, and 

interdisciplinary cultural studies. In either the first or the second half, the course will offer seminars in information literacy by 

combining one or two classes. Classes are small-member seminars with around 25 people, taking advantage of the specialization 

and personality of the instructor. The organization of the introductory seminars to be offered will be explained in the first year 

guidance of the Department of History in April. The class, the day of the week offered, and the time will also be notified in the 

guidance. Information about the classroom, etc. for the information literacy seminars will be provided separately on the bulletin 

board for attention. Automatic registration. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 第Ⅰクール：世界史・日本史・超域・情報リテラシーのいずれかに即した演習（１） 

2. 第Ⅰクール：世界史・日本史・超域・情報リテラシーのいずれかに即した演習（２） 

3. 第Ⅰクール：世界史・日本史・超域・情報リテラシーのいずれかに即した演習（３） 

4. 第Ⅰクール：世界史・日本史・超域・情報リテラシーのいずれかに即した演習（４） 

5. 第Ⅰクール：世界史・日本史・超域・情報リテラシーのいずれかに即した演習（５） 

6. 第Ⅰクール：世界史・日本史・超域・情報リテラシーのいずれかに即した演習（６） 

7. 講演会とそれを踏まえた質疑応答 

8. 第Ⅱクール：世界史・日本史・超域・情報リテラシーのいずれかに即した演習（１） 

9. 第Ⅱクール：世界史・日本史・超域・情報リテラシーのいずれかに即した演習（２） 

10. 第Ⅱクール：世界史・日本史・超域・情報リテラシーのいずれかに即した演習（３） 

11. 第Ⅱクール：世界史・日本史・超域・情報リテラシーのいずれかに即した演習（４） 

12. 第Ⅱクール：世界史・日本史・超域・情報リテラシーのいずれかに即した演習（５） 

13. 第Ⅱクール：世界史・日本史・超域・情報リテラシーのいずれかに即した演習（６） 

14. 全体のまとめ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

担当の教員の指示に従うこと。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

出席および受講態度(80%)/授業内提出物等(20%) 

 

テキスト（Textbooks） 

講義中に指示する。 

 

参考文献（Readings） 

講義中に指示する。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 
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注意事項（Notice） 
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■AC018 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／入門演習 Ｇ１ｈ 

(Introductory Seminars G1h) 

担当者名 

（Instructor） 

松原 宏之(MATSUBARA HIROYUKI) 

服部 佐智子(HATTORI SACHIKO) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
HIS1810 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

2 年次から主体的に専門研究を進めるための基礎力養成を主眼とする。 

 

The primary focus is to foster basic skills for actively advancing specialized research from the second year. 

 

授業の内容（Course Contents） 

史学科に入学した学生が世界史・日本史・超域文化学の三専修それぞれの性格や初歩的内容にまんべんなく触れられるよう置

かれた科目であり、卒業のための必修科目である。前半か後半のいずれかに、1～2 クラスを組み合わせて情報リテラシーの演

習を行う。授業は 25 人前後の少人数の演習形式をとり、担当教員の専門や個性を活かしておこなわれる。開講される入門演習

の編成は、4 月の史学科 1 年次ガイダンスで説明する。クラス・開講曜日及び時間についても、ガイダンスで確認すること。情報

リテラシー演習の際の教室等については、別途指示するので、掲示に注意すること。登録方法は、自動登録である。 

 

As a compulsory subject required for graduation, this discipline is designed to allow students who have entered the Department 

of History to fully encounter the nature and rudimentary content of the three majors of world history, Japanese history, and 

interdisciplinary cultural studies. In either the first or the second half, the course will offer seminars in information literacy by 

combining one or two classes. Classes are small-member seminars with around 25 people, taking advantage of the specialization 

and personality of the instructor. The organization of the introductory seminars to be offered will be explained in the first year 

guidance of the Department of History in April. The class, the day of the week offered, and the time will also be notified in the 

guidance. Information about the classroom, etc. for the information literacy seminars will be provided separately on the bulletin 

board for attention. Automatic registration. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 第Ⅰクール：世界史・日本史・超域・情報リテラシーのいずれかに即した演習（１） 

2. 第Ⅰクール：世界史・日本史・超域・情報リテラシーのいずれかに即した演習（２） 

3. 第Ⅰクール：世界史・日本史・超域・情報リテラシーのいずれかに即した演習（３） 

4. 第Ⅰクール：世界史・日本史・超域・情報リテラシーのいずれかに即した演習（４） 

5. 第Ⅰクール：世界史・日本史・超域・情報リテラシーのいずれかに即した演習（５） 

6. 第Ⅰクール：世界史・日本史・超域・情報リテラシーのいずれかに即した演習（６） 

7. 講演会とそれを踏まえた質疑応答 

8. 第Ⅱクール：世界史・日本史・超域・情報リテラシーのいずれかに即した演習（１） 

9. 第Ⅱクール：世界史・日本史・超域・情報リテラシーのいずれかに即した演習（２） 

10. 第Ⅱクール：世界史・日本史・超域・情報リテラシーのいずれかに即した演習（３） 

11. 第Ⅱクール：世界史・日本史・超域・情報リテラシーのいずれかに即した演習（４） 

12. 第Ⅱクール：世界史・日本史・超域・情報リテラシーのいずれかに即した演習（５） 

13. 第Ⅱクール：世界史・日本史・超域・情報リテラシーのいずれかに即した演習（６） 

14. 全体のまとめ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

担当の教員の指示に従うこと。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

出席および受講態度(80%)/授業内提出物等(20%) 

 

テキスト（Textbooks） 

講義中に指示する。 

 

参考文献（Readings） 

講義中に指示する。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 
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注意事項（Notice） 
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■AC019 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／入門演習 Ｇ１ｉ 

(Introductory Seminars G1i) 

担当者名 

（Instructor） 

市田 雅崇(ICHIDA MASATAKA) 

服部 佐智子(HATTORI SACHIKO) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
HIS1810 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

2 年次から主体的に専門研究を進めるための基礎力養成を主眼とする。 

 

The primary focus is to foster basic skills for actively advancing specialized research from the second year. 

 

授業の内容（Course Contents） 

史学科に入学した学生が世界史・日本史・超域文化学の三専修それぞれの性格や初歩的内容にまんべんなく触れられるよう置

かれた科目であり、卒業のための必修科目である。前半か後半のいずれかに、1～2 クラスを組み合わせて情報リテラシーの演

習を行う。授業は 25 人前後の少人数の演習形式をとり、担当教員の専門や個性を活かしておこなわれる。開講される入門演習

の編成は、4 月の史学科 1 年次ガイダンスで説明する。クラス・開講曜日及び時間についても、ガイダンスで確認すること。情報

リテラシー演習の際の教室等については、別途指示するので、掲示に注意すること。登録方法は、自動登録である。 

 

As a compulsory subject required for graduation, this discipline is designed to allow students who have entered the Department 

of History to fully encounter the nature and rudimentary content of the three majors of world history, Japanese history, and 

interdisciplinary cultural studies. In either the first or the second half, the course will offer seminars in information literacy by 

combining one or two classes. Classes are small-member seminars with around 25 people, taking advantage of the specialization 

and personality of the instructor. The organization of the introductory seminars to be offered will be explained in the first year 

guidance of the Department of History in April. The class, the day of the week offered, and the time will also be notified in the 

guidance. Information about the classroom, etc. for the information literacy seminars will be provided separately on the bulletin 

board for attention. Automatic registration. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 第Ⅰクール：世界史・日本史・超域・情報リテラシーのいずれかに即した演習（１） 

2. 第Ⅰクール：世界史・日本史・超域・情報リテラシーのいずれかに即した演習（２） 

3. 第Ⅰクール：世界史・日本史・超域・情報リテラシーのいずれかに即した演習（３） 

4. 第Ⅰクール：世界史・日本史・超域・情報リテラシーのいずれかに即した演習（４） 

5. 第Ⅰクール：世界史・日本史・超域・情報リテラシーのいずれかに即した演習（５） 

6. 第Ⅰクール：世界史・日本史・超域・情報リテラシーのいずれかに即した演習（６） 

7. 講演会とそれを踏まえた質疑応答 

8. 第Ⅱクール：世界史・日本史・超域・情報リテラシーのいずれかに即した演習（１） 

9. 第Ⅱクール：世界史・日本史・超域・情報リテラシーのいずれかに即した演習（２） 

10. 第Ⅱクール：世界史・日本史・超域・情報リテラシーのいずれかに即した演習（３） 

11. 第Ⅱクール：世界史・日本史・超域・情報リテラシーのいずれかに即した演習（４） 

12. 第Ⅱクール：世界史・日本史・超域・情報リテラシーのいずれかに即した演習（５） 

13. 第Ⅱクール：世界史・日本史・超域・情報リテラシーのいずれかに即した演習（６） 

14. 全体のまとめ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

担当の教員の指示に従うこと。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

出席および受講態度(80%)/授業内提出物等(20%) 

 

テキスト（Textbooks） 

講義中に指示する。 

 

参考文献（Readings） 

講義中に指示する。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 
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注意事項（Notice） 

 

 

  



 - 146 - 

■AC021 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／入門演習 Ｇ２ａ 

(Introductory Seminars G2a) 

担当者名 

（Instructor） 

槌谷 智子(TSUCHIYA TOMOKO) 

河野 保博(KAWANO YASUHIRO) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
HIS1810 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

入門演習Ｇ１を継続し、2 年次以降の専門学習に備える。また 1月にはゼミ登録を行う。 

 

The course will continue the Introductory Seminars G1 and prepare students for specialized learning in the second and later 

years. Seminar registration will be in January. 

 

授業の内容（Course Contents） 

春学期入門演習Ｇ１と同じクラスに所属し、三専修における学習の初歩について理解を完結させる。三専修それぞれの性格や初

歩的内容に触れた後、2 年次以降に登録される演習での本格的学習に備え、史学科のさまざまな教員と直接対話して 2 年次に

進むべき演習を選択する。登録方法は、自動登録である。 

 

Students will belong to the same class as the spring semester Introductory Seminars G1, and will complete their understanding 

of the rudiments of learning in the three majors. After encountering the nature and rudimentary content of the three majors, 

students will prepare for full-fledged learning in the exercises for which they will register from the second year onward, and, 

interacting directly with various faculty members in the Department of History, will proceed with selection of exercises for 

advancement to the second year. Automatic registration. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 第Ⅲクール：世界史・日本史・超域のいずれかに即した演習（１） 

2. 第Ⅲクール：世界史・日本史・超域のいずれかに即した演習（２） 

3. 第Ⅲクール：世界史・日本史・超域のいずれかに即した演習（３） 

4. 第Ⅲクール：世界史・日本史・超域のいずれかに即した演習（４） 

5. 第Ⅲクール：世界史・日本史・超域のいずれかに即した演習（５） 

6. 第Ⅲクール：世界史・日本史・超域のいずれかに即した演習（６） 

7. 第Ⅳクール：世界史・日本史・超域のいずれかに即した演習（１） 

8. 第Ⅳクール：世界史・日本史・超域のいずれかに即した演習（２） 

9. 第Ⅳクール：世界史・日本史・超域のいずれかに即した演習（３） 

10. 第Ⅳクール：世界史・日本史・超域のいずれかに即した演習（４） 

11. 第Ⅳクール：世界史・日本史・超域のいずれかに即した演習（５） 

12. 第Ⅳクール：世界史・日本史・超域のいずれかに即した演習（６） 

13. 2 年次にむけての演習の選択とプレゼミ（１） 

14. 2 年次にむけての演習の選択とプレゼミ（２） 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

担当の教員の指示に従うこと。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

出席および受講態度(80%)/授業内提出物等(20%) 

 

テキスト（Textbooks） 

講義中に指示する。 

 

参考文献（Readings） 

講義中に指示する。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AC022 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／入門演習 Ｇ２ｂ 

(Introductory Seminars G2b) 

担当者名 

（Instructor） 

冨岡 政治(TOMIOKA MASAHARU) 

松岡 昌和(MATSUOKA MASAKAZU) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
HIS1810 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

入門演習Ｇ１を継続し、2 年次以降の専門学習に備える。また 1月にはゼミ登録を行う。 

 

The course will continue the Introductory Seminars G1 and prepare students for specialized learning in the second and later 

years. Seminar registration will be in January. 

 

授業の内容（Course Contents） 

春学期入門演習Ｇ１と同じクラスに所属し、三専修における学習の初歩について理解を完結させる。三専修それぞれの性格や初

歩的内容に触れた後、2 年次以降に登録される演習での本格的学習に備え、史学科のさまざまな教員と直接対話して 2 年次に

進むべき演習を選択する。登録方法は、自動登録である。 

 

Students will belong to the same class as the spring semester Introductory Seminars G1, and will complete their understanding 

of the rudiments of learning in the three majors. After encountering the nature and rudimentary content of the three majors, 

students will prepare for full-fledged learning in the exercises for which they will register from the second year onward, and, 

interacting directly with various faculty members in the Department of History, will proceed with selection of exercises for 

advancement to the second year. Automatic registration. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 第Ⅲクール：世界史・日本史・超域のいずれかに即した演習（１） 

2. 第Ⅲクール：世界史・日本史・超域のいずれかに即した演習（２） 

3. 第Ⅲクール：世界史・日本史・超域のいずれかに即した演習（３） 

4. 第Ⅲクール：世界史・日本史・超域のいずれかに即した演習（４） 

5. 第Ⅲクール：世界史・日本史・超域のいずれかに即した演習（５） 

6. 第Ⅲクール：世界史・日本史・超域のいずれかに即した演習（６） 

7. 第Ⅳクール：世界史・日本史・超域のいずれかに即した演習（１） 

8. 第Ⅳクール：世界史・日本史・超域のいずれかに即した演習（２） 

9. 第Ⅳクール：世界史・日本史・超域のいずれかに即した演習（３） 

10. 第Ⅳクール：世界史・日本史・超域のいずれかに即した演習（４） 

11. 第Ⅳクール：世界史・日本史・超域のいずれかに即した演習（５） 

12. 第Ⅳクール：世界史・日本史・超域のいずれかに即した演習（６） 

13. 2 年次にむけての演習の選択とプレゼミ（１） 

14. 2 年次にむけての演習の選択とプレゼミ（２） 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

担当の教員の指示に従うこと。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

出席および受講態度(80%)/授業内提出物等(20%) 

 

テキスト（Textbooks） 

講義中に指示する。 

 

参考文献（Readings） 

講義中に指示する。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AC023 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／入門演習 Ｇ２ｃ 

(Introductory Seminars G2c) 

担当者名 

（Instructor） 

服部 佐智子(HATTORI SACHIKO) 

朝比奈 新(ASAHINA ARATA) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
HIS1810 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

入門演習Ｇ１を継続し、2 年次以降の専門学習に備える。また 1月にはゼミ登録を行う。 

 

The course will continue the Introductory Seminars G1 and prepare students for specialized learning in the second and later 

years. Seminar registration will be in January. 

 

授業の内容（Course Contents） 

春学期入門演習Ｇ１と同じクラスに所属し、三専修における学習の初歩について理解を完結させる。三専修それぞれの性格や初

歩的内容に触れた後、2 年次以降に登録される演習での本格的学習に備え、史学科のさまざまな教員と直接対話して 2 年次に

進むべき演習を選択する。登録方法は、自動登録である。 

 

Students will belong to the same class as the spring semester Introductory Seminars G1, and will complete their understanding 

of the rudiments of learning in the three majors. After encountering the nature and rudimentary content of the three majors, 

students will prepare for full-fledged learning in the exercises for which they will register from the second year onward, and, 

interacting directly with various faculty members in the Department of History, will proceed with selection of exercises for 

advancement to the second year. Automatic registration. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 第Ⅲクール：世界史・日本史・超域のいずれかに即した演習（１） 

2. 第Ⅲクール：世界史・日本史・超域のいずれかに即した演習（２） 

3. 第Ⅲクール：世界史・日本史・超域のいずれかに即した演習（３） 

4. 第Ⅲクール：世界史・日本史・超域のいずれかに即した演習（４） 

5. 第Ⅲクール：世界史・日本史・超域のいずれかに即した演習（５） 

6. 第Ⅲクール：世界史・日本史・超域のいずれかに即した演習（６） 

7. 第Ⅳクール：世界史・日本史・超域のいずれかに即した演習（１） 

8. 第Ⅳクール：世界史・日本史・超域のいずれかに即した演習（２） 

9. 第Ⅳクール：世界史・日本史・超域のいずれかに即した演習（３） 

10. 第Ⅳクール：世界史・日本史・超域のいずれかに即した演習（４） 

11. 第Ⅳクール：世界史・日本史・超域のいずれかに即した演習（５） 

12. 第Ⅳクール：世界史・日本史・超域のいずれかに即した演習（６） 

13. 2 年次にむけての演習の選択とプレゼミ（１） 

14. 2 年次にむけての演習の選択とプレゼミ（２） 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

担当の教員の指示に従うこと。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

出席および受講態度(80%)/授業内提出物等(20%) 

 

テキスト（Textbooks） 

講義中に指示する。 

 

参考文献（Readings） 

講義中に指示する。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 

 



 - 149 - 

■AC024 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／入門演習 Ｇ２ｄ 

(Introductory Seminars G2d) 

担当者名 

（Instructor） 

井上 周平(INOUE SHUHEI) 

槌谷 智子(TSUCHIYA TOMOKO) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
HIS1810 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

入門演習Ｇ１を継続し、2 年次以降の専門学習に備える。また 1月にはゼミ登録を行う。 

 

The course will continue the Introductory Seminars G1 and prepare students for specialized learning in the second and later 

years. Seminar registration will be in January. 

 

授業の内容（Course Contents） 

春学期入門演習Ｇ１と同じクラスに所属し、三専修における学習の初歩について理解を完結させる。三専修それぞれの性格や初

歩的内容に触れた後、2 年次以降に登録される演習での本格的学習に備え、史学科のさまざまな教員と直接対話して 2 年次に

進むべき演習を選択する。登録方法は、自動登録である。 

 

Students will belong to the same class as the spring semester Introductory Seminars G1, and will complete their understanding 

of the rudiments of learning in the three majors. After encountering the nature and rudimentary content of the three majors, 

students will prepare for full-fledged learning in the exercises for which they will register from the second year onward, and, 

interacting directly with various faculty members in the Department of History, will proceed with selection of exercises for 

advancement to the second year. Automatic registration. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 第Ⅲクール：世界史・日本史・超域のいずれかに即した演習（１） 

2. 第Ⅲクール：世界史・日本史・超域のいずれかに即した演習（２） 

3. 第Ⅲクール：世界史・日本史・超域のいずれかに即した演習（３） 

4. 第Ⅲクール：世界史・日本史・超域のいずれかに即した演習（４） 

5. 第Ⅲクール：世界史・日本史・超域のいずれかに即した演習（５） 

6. 第Ⅲクール：世界史・日本史・超域のいずれかに即した演習（６） 

7. 第Ⅳクール：世界史・日本史・超域のいずれかに即した演習（１） 

8. 第Ⅳクール：世界史・日本史・超域のいずれかに即した演習（２） 

9. 第Ⅳクール：世界史・日本史・超域のいずれかに即した演習（３） 

10. 第Ⅳクール：世界史・日本史・超域のいずれかに即した演習（４） 

11. 第Ⅳクール：世界史・日本史・超域のいずれかに即した演習（５） 

12. 第Ⅳクール：世界史・日本史・超域のいずれかに即した演習（６） 

13. 2 年次にむけての演習の選択とプレゼミ（１） 

14. 2 年次にむけての演習の選択とプレゼミ（２） 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

担当の教員の指示に従うこと。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

出席および受講態度(80%)/授業内提出物等(20%) 

 

テキスト（Textbooks） 

講義中に指示する。 

 

参考文献（Readings） 

講義中に指示する。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AC025 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／入門演習 Ｇ２ｅ 

(Introductory Seminars G2e) 

担当者名 

（Instructor） 

尾崎 修治(OZAKI SYUUJI) 

冨岡 政治(TOMIOKA MASAHARU) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
HIS1810 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

入門演習Ｇ１を継続し、2 年次以降の専門学習に備える。また 1月にはゼミ登録を行う。 

 

The course will continue the Introductory Seminars G1 and prepare students for specialized learning in the second and later 

years. Seminar registration will be in January. 

 

授業の内容（Course Contents） 

春学期入門演習Ｇ１と同じクラスに所属し、三専修における学習の初歩について理解を完結させる。三専修それぞれの性格や初

歩的内容に触れた後、2 年次以降に登録される演習での本格的学習に備え、史学科のさまざまな教員と直接対話して 2 年次に

進むべき演習を選択する。登録方法は、自動登録である。 

 

Students will belong to the same class as the spring semester Introductory Seminars G1, and will complete their understanding 

of the rudiments of learning in the three majors. After encountering the nature and rudimentary content of the three majors, 

students will prepare for full-fledged learning in the exercises for which they will register from the second year onward, and, 

interacting directly with various faculty members in the Department of History, will proceed with selection of exercises for 

advancement to the second year. Automatic registration. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 第Ⅲクール：世界史・日本史・超域のいずれかに即した演習（１） 

2. 第Ⅲクール：世界史・日本史・超域のいずれかに即した演習（２） 

3. 第Ⅲクール：世界史・日本史・超域のいずれかに即した演習（３） 

4. 第Ⅲクール：世界史・日本史・超域のいずれかに即した演習（４） 

5. 第Ⅲクール：世界史・日本史・超域のいずれかに即した演習（５） 

6. 第Ⅲクール：世界史・日本史・超域のいずれかに即した演習（６） 

7. 第Ⅳクール：世界史・日本史・超域のいずれかに即した演習（１） 

8. 第Ⅳクール：世界史・日本史・超域のいずれかに即した演習（２） 

9. 第Ⅳクール：世界史・日本史・超域のいずれかに即した演習（３） 

10. 第Ⅳクール：世界史・日本史・超域のいずれかに即した演習（４） 

11. 第Ⅳクール：世界史・日本史・超域のいずれかに即した演習（５） 

12. 第Ⅳクール：世界史・日本史・超域のいずれかに即した演習（６） 

13. 2 年次にむけての演習の選択とプレゼミ（１） 

14. 2 年次にむけての演習の選択とプレゼミ（２） 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

担当の教員の指示に従うこと。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

出席および受講態度(80%)/授業内提出物等(20%) 

 

テキスト（Textbooks） 

講義中に指示する。 

 

参考文献（Readings） 

講義中に指示する。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AC026 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／入門演習 Ｇ２ｆ 

(Introductory Seminars G2f) 

担当者名 

（Instructor） 

田村 俊行(TAMURA TOSHIYUKI) 

服部 佐智子(HATTORI SACHIKO) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
HIS1810 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

入門演習Ｇ１を継続し、2 年次以降の専門学習に備える。また 1月にはゼミ登録を行う。 

 

The course will continue the Introductory Seminars G1 and prepare students for specialized learning in the second and later 

years. Seminar registration will be in January. 

 

授業の内容（Course Contents） 

春学期入門演習Ｇ１と同じクラスに所属し、三専修における学習の初歩について理解を完結させる。三専修それぞれの性格や初

歩的内容に触れた後、2 年次以降に登録される演習での本格的学習に備え、史学科のさまざまな教員と直接対話して 2 年次に

進むべき演習を選択する。登録方法は、自動登録である。 

 

Students will belong to the same class as the spring semester Introductory Seminars G1, and will complete their understanding 

of the rudiments of learning in the three majors. After encountering the nature and rudimentary content of the three majors, 

students will prepare for full-fledged learning in the exercises for which they will register from the second year onward, and, 

interacting directly with various faculty members in the Department of History, will proceed with selection of exercises for 

advancement to the second year. Automatic registration. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 第Ⅲクール：世界史・日本史・超域のいずれかに即した演習（１） 

2. 第Ⅲクール：世界史・日本史・超域のいずれかに即した演習（２） 

3. 第Ⅲクール：世界史・日本史・超域のいずれかに即した演習（３） 

4. 第Ⅲクール：世界史・日本史・超域のいずれかに即した演習（４） 

5. 第Ⅲクール：世界史・日本史・超域のいずれかに即した演習（５） 

6. 第Ⅲクール：世界史・日本史・超域のいずれかに即した演習（６） 

7. 第Ⅳクール：世界史・日本史・超域のいずれかに即した演習（１） 

8. 第Ⅳクール：世界史・日本史・超域のいずれかに即した演習（２） 

9. 第Ⅳクール：世界史・日本史・超域のいずれかに即した演習（３） 

10. 第Ⅳクール：世界史・日本史・超域のいずれかに即した演習（４） 

11. 第Ⅳクール：世界史・日本史・超域のいずれかに即した演習（５） 

12. 第Ⅳクール：世界史・日本史・超域のいずれかに即した演習（６） 

13. 2 年次にむけての演習の選択とプレゼミ（１） 

14. 2 年次にむけての演習の選択とプレゼミ（２） 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

担当の教員の指示に従うこと。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

出席および受講態度(80%)/授業内提出物等(20%) 

 

テキスト（Textbooks） 

講義中に指示する。 

 

参考文献（Readings） 

講義中に指示する。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 

 



 - 152 - 

■AC027 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／入門演習 Ｇ２ｇ 

(Introductory Seminars G2g) 

担当者名 

（Instructor） 

河野 保博(KAWANO YASUHIRO) 

井上 周平(INOUE SHUHEI) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
HIS1810 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

入門演習Ｇ１を継続し、2 年次以降の専門学習に備える。また 1月にはゼミ登録を行う。 

 

The course will continue the Introductory Seminars G1 and prepare students for specialized learning in the second and later 

years. Seminar registration will be in January. 

 

授業の内容（Course Contents） 

春学期入門演習Ｇ１と同じクラスに所属し、三専修における学習の初歩について理解を完結させる。三専修それぞれの性格や初

歩的内容に触れた後、2 年次以降に登録される演習での本格的学習に備え、史学科のさまざまな教員と直接対話して 2 年次に

進むべき演習を選択する。登録方法は、自動登録である。 

 

Students will belong to the same class as the spring semester Introductory Seminars G1, and will complete their understanding 

of the rudiments of learning in the three majors. After encountering the nature and rudimentary content of the three majors, 

students will prepare for full-fledged learning in the exercises for which they will register from the second year onward, and, 

interacting directly with various faculty members in the Department of History, will proceed with selection of exercises for 

advancement to the second year. Automatic registration. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 第Ⅲクール：世界史・日本史・超域のいずれかに即した演習（１） 

2. 第Ⅲクール：世界史・日本史・超域のいずれかに即した演習（２） 

3. 第Ⅲクール：世界史・日本史・超域のいずれかに即した演習（３） 

4. 第Ⅲクール：世界史・日本史・超域のいずれかに即した演習（４） 

5. 第Ⅲクール：世界史・日本史・超域のいずれかに即した演習（５） 

6. 第Ⅲクール：世界史・日本史・超域のいずれかに即した演習（６） 

7. 第Ⅳクール：世界史・日本史・超域のいずれかに即した演習（１） 

8. 第Ⅳクール：世界史・日本史・超域のいずれかに即した演習（２） 

9. 第Ⅳクール：世界史・日本史・超域のいずれかに即した演習（３） 

10. 第Ⅳクール：世界史・日本史・超域のいずれかに即した演習（４） 

11. 第Ⅳクール：世界史・日本史・超域のいずれかに即した演習（５） 

12. 第Ⅳクール：世界史・日本史・超域のいずれかに即した演習（６） 

13. 2 年次にむけての演習の選択とプレゼミ（１） 

14. 2 年次にむけての演習の選択とプレゼミ（２） 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

担当の教員の指示に従うこと。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

出席および受講態度(80%)/授業内提出物等(20%) 

 

テキスト（Textbooks） 

講義中に指示する。 

 

参考文献（Readings） 

講義中に指示する。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AC028 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／入門演習 Ｇ２ｈ 

(Introductory Seminars G2h) 

担当者名 

（Instructor） 

松岡 昌和(MATSUOKA MASAKAZU) 

尾崎 修治(OZAKI SYUUJI) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
HIS1810 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

入門演習Ｇ１を継続し、2 年次以降の専門学習に備える。また 1月にはゼミ登録を行う。 

 

The course will continue the Introductory Seminars G1 and prepare students for specialized learning in the second and later 

years. Seminar registration will be in January. 

 

授業の内容（Course Contents） 

春学期入門演習Ｇ１と同じクラスに所属し、三専修における学習の初歩について理解を完結させる。三専修それぞれの性格や初

歩的内容に触れた後、2 年次以降に登録される演習での本格的学習に備え、史学科のさまざまな教員と直接対話して 2 年次に

進むべき演習を選択する。登録方法は、自動登録である。 

 

Students will belong to the same class as the spring semester Introductory Seminars G1, and will complete their understanding 

of the rudiments of learning in the three majors. After encountering the nature and rudimentary content of the three majors, 

students will prepare for full-fledged learning in the exercises for which they will register from the second year onward, and, 

interacting directly with various faculty members in the Department of History, will proceed with selection of exercises for 

advancement to the second year. Automatic registration. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 第Ⅲクール：世界史・日本史・超域のいずれかに即した演習（１） 

2. 第Ⅲクール：世界史・日本史・超域のいずれかに即した演習（２） 

3. 第Ⅲクール：世界史・日本史・超域のいずれかに即した演習（３） 

4. 第Ⅲクール：世界史・日本史・超域のいずれかに即した演習（４） 

5. 第Ⅲクール：世界史・日本史・超域のいずれかに即した演習（５） 

6. 第Ⅲクール：世界史・日本史・超域のいずれかに即した演習（６） 

7. 第Ⅳクール：世界史・日本史・超域のいずれかに即した演習（１） 

8. 第Ⅳクール：世界史・日本史・超域のいずれかに即した演習（２） 

9. 第Ⅳクール：世界史・日本史・超域のいずれかに即した演習（３） 

10. 第Ⅳクール：世界史・日本史・超域のいずれかに即した演習（４） 

11. 第Ⅳクール：世界史・日本史・超域のいずれかに即した演習（５） 

12. 第Ⅳクール：世界史・日本史・超域のいずれかに即した演習（６） 

13. 2 年次にむけての演習の選択とプレゼミ（１） 

14. 2 年次にむけての演習の選択とプレゼミ（２） 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

担当の教員の指示に従うこと。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

出席および受講態度(80%)/授業内提出物等(20%) 

 

テキスト（Textbooks） 

講義中に指示する。 

 

参考文献（Readings） 

講義中に指示する。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AC029 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／入門演習 Ｇ２ｉ 

(Introductory Seminars G2i) 

担当者名 

（Instructor） 

朝比奈 新(ASAHINA ARATA) 

田村 俊行(TAMURA TOSHIYUKI) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
HIS1810 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

入門演習Ｇ１を継続し、2 年次以降の専門学習に備える。また 1月にはゼミ登録を行う。 

 

The course will continue the Introductory Seminars G1 and prepare students for specialized learning in the second and later 

years. Seminar registration will be in January. 

 

授業の内容（Course Contents） 

春学期入門演習Ｇ１と同じクラスに所属し、三専修における学習の初歩について理解を完結させる。三専修それぞれの性格や初

歩的内容に触れた後、2 年次以降に登録される演習での本格的学習に備え、史学科のさまざまな教員と直接対話して 2 年次に

進むべき演習を選択する。登録方法は、自動登録である。 

 

Students will belong to the same class as the spring semester Introductory Seminars G1, and will complete their understanding 

of the rudiments of learning in the three majors. After encountering the nature and rudimentary content of the three majors, 

students will prepare for full-fledged learning in the exercises for which they will register from the second year onward, and, 

interacting directly with various faculty members in the Department of History, will proceed with selection of exercises for 

advancement to the second year. Automatic registration. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 第Ⅲクール：世界史・日本史・超域のいずれかに即した演習（１） 

2. 第Ⅲクール：世界史・日本史・超域のいずれかに即した演習（２） 

3. 第Ⅲクール：世界史・日本史・超域のいずれかに即した演習（３） 

4. 第Ⅲクール：世界史・日本史・超域のいずれかに即した演習（４） 

5. 第Ⅲクール：世界史・日本史・超域のいずれかに即した演習（５） 

6. 第Ⅲクール：世界史・日本史・超域のいずれかに即した演習（６） 

7. 第Ⅳクール：世界史・日本史・超域のいずれかに即した演習（１） 

8. 第Ⅳクール：世界史・日本史・超域のいずれかに即した演習（２） 

9. 第Ⅳクール：世界史・日本史・超域のいずれかに即した演習（３） 

10. 第Ⅳクール：世界史・日本史・超域のいずれかに即した演習（４） 

11. 第Ⅳクール：世界史・日本史・超域のいずれかに即した演習（５） 

12. 第Ⅳクール：世界史・日本史・超域のいずれかに即した演習（６） 

13. 2 年次にむけての演習の選択とプレゼミ（１） 

14. 2 年次にむけての演習の選択とプレゼミ（２） 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

担当の教員の指示に従うこと。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

出席および受講態度(80%)/授業内提出物等(20%) 

 

テキスト（Textbooks） 

講義中に指示する。 

 

参考文献（Readings） 

講義中に指示する。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 

 



 - 155 - 

■AC031 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／卒業論文（制作）予備演習 

(Seminars in Thesis Writing) 

担当者名 

（Instructor） 

上田 信(UEDA MAKOTO) 

高林 陽展(TAKABAYASHI AKINOBU) 

四日市 康博(YOKKAICHI YASUHIRO) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
HIS3510 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

各担当教員の指導の下、卒業論文の執筆準備を行い、レポートを作成する。 

 

Under the supervision of faculty members, students will prepare to write a graduation thesis and will create a report. 

 

授業の内容（Course Contents） 

4 月のガイダンスの際に、授業内容の説明を行う。その後の演習の進め方について、各担当教員から指示があるので必ず出席

し、各教員の指示に従うこと。 

 

The class content will be explained in the April guidance. As the faculty members in charge provide instructions on how to 

proceed with the seminars, students must attend and follow the faculty members' instructions. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 卒論執筆準備とレポート作成にむけての報告と指導（１） 

2. 卒論執筆準備とレポート作成にむけての報告と指導（２） 

3. 卒論執筆準備とレポート作成にむけての報告と指導（３） 

4. 卒論執筆準備とレポート作成にむけての報告と指導（４） 

5. 卒論執筆準備とレポート作成にむけての報告と指導（５） 

6. 卒論執筆準備とレポート作成にむけての報告と指導（６） 

7. 卒論執筆準備とレポート作成にむけての報告と指導（７） 

8. 卒論執筆準備とレポート作成にむけての報告と指導（８） 

9. 卒論執筆準備とレポート作成にむけての報告と指導（９） 

10. 卒論執筆準備とレポート作成にむけての報告と指導（１０） 

11. 卒論執筆準備とレポート作成にむけての報告と指導（１１） 

12. 卒論執筆準備とレポート作成にむけての報告と指導（１２） 

13. 卒論執筆準備とレポート作成にむけての報告と指導（１３） 

14. 卒論執筆準備とレポート作成にむけての報告と指導（１４） 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

各担当教員が指示する。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

レポート試験(Report Exam)(70%)/学習態度(20%)/プレゼンテーション(10%) 

レポート試験のレポートは 12,000 字以上とする。 

 

テキスト（Textbooks） 

テキストは使用しない。 

 

参考文献（Readings） 

各担当教員が指示する。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AC032 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／卒業論文（制作）予備演習 

(Seminars in Thesis Writing) 

担当者名 

（Instructor） 

篠原 道法(SHINOHARA MICHINORI) 

小澤 実(OZAWA MINORU) 

梅原 秀元(UMEHARA HIDEHARU) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
HIS3510 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

各担当教員の指導の下、卒業論文の執筆準備を行い、レポートを作成する。 

 

Under the supervision of faculty members, students will prepare to write a graduation thesis and will create a report. 

 

授業の内容（Course Contents） 

4 月のガイダンスの際に、授業内容の説明を行う。その後の演習の進め方について、各担当教員から指示があるので必ず出席

し、各教員の指示に従うこと。 

 

The class content will be explained in the April guidance. As the faculty members in charge provide instructions on how to 

proceed with the seminars, students must attend and follow the faculty members' instructions. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 卒論執筆準備とレポート作成にむけての報告と指導（１） 

2. 卒論執筆準備とレポート作成にむけての報告と指導（２） 

3. 卒論執筆準備とレポート作成にむけての報告と指導（３） 

4. 卒論執筆準備とレポート作成にむけての報告と指導（４） 

5. 卒論執筆準備とレポート作成にむけての報告と指導（５） 

6. 卒論執筆準備とレポート作成にむけての報告と指導（６） 

7. 卒論執筆準備とレポート作成にむけての報告と指導（７） 

8. 卒論執筆準備とレポート作成にむけての報告と指導（８） 

9. 卒論執筆準備とレポート作成にむけての報告と指導（９） 

10. 卒論執筆準備とレポート作成にむけての報告と指導（１０） 

11. 卒論執筆準備とレポート作成にむけての報告と指導（１１） 

12. 卒論執筆準備とレポート作成にむけての報告と指導（１２） 

13. 卒論執筆準備とレポート作成にむけての報告と指導（１３） 

14. 卒論執筆準備とレポート作成にむけての報告と指導（１４） 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

各担当教員が指示する。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

レポート試験(Report Exam)(70%)/学習態度(20%)/プレゼンテーション(10%) 

レポート試験のレポートは 12,000 字以上とする。 

 

テキスト（Textbooks） 

テキストは使用しない。 

 

参考文献（Readings） 

各担当教員が指示する。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AC033 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／卒業論文（制作）予備演習 

(Seminars in Thesis Writing) 

担当者名 

（Instructor） 

小野沢 あかね(ONOZAWA AKANE) 

沼尻 晃伸(NUMAJIRI AKINOBU) 

寺尾 美保(TERAO MIHO) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
HIS3510 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

各担当教員の指導の下、卒業論文の執筆準備を行い、レポートを作成する。 

 

Under the supervision of faculty members, students will prepare to write a graduation thesis and will create a report. 

 

授業の内容（Course Contents） 

4 月のガイダンスの際に、授業内容の説明を行う。その後の演習の進め方について、各担当教員から指示があるので必ず出席

し、各教員の指示に従うこと。 

 

The class content will be explained in the April guidance. As the faculty members in charge provide instructions on how to 

proceed with the seminars, students must attend and follow the faculty members' instructions. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 卒論執筆準備とレポート作成にむけての報告と指導（１） 

2. 卒論執筆準備とレポート作成にむけての報告と指導（２） 

3. 卒論執筆準備とレポート作成にむけての報告と指導（３） 

4. 卒論執筆準備とレポート作成にむけての報告と指導（４） 

5. 卒論執筆準備とレポート作成にむけての報告と指導（５） 

6. 卒論執筆準備とレポート作成にむけての報告と指導（６） 

7. 卒論執筆準備とレポート作成にむけての報告と指導（７） 

8. 卒論執筆準備とレポート作成にむけての報告と指導（８） 

9. 卒論執筆準備とレポート作成にむけての報告と指導（９） 

10. 卒論執筆準備とレポート作成にむけての報告と指導（１０） 

11. 卒論執筆準備とレポート作成にむけての報告と指導（１１） 

12. 卒論執筆準備とレポート作成にむけての報告と指導（１２） 

13. 卒論執筆準備とレポート作成にむけての報告と指導（１３） 

14. 卒論執筆準備とレポート作成にむけての報告と指導（１４） 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

各担当教員が指示する。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

レポート試験(Report Exam)(70%)/学習態度(20%)/プレゼンテーション(10%) 

レポート試験のレポートは 12,000 字以上とする。 

 

テキスト（Textbooks） 

テキストは使用しない。 

 

参考文献（Readings） 

各担当教員が指示する。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AC034 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／卒業論文（制作）予備演習 

(Seminars in Thesis Writing) 

担当者名 

（Instructor） 

深津 行徳(FUKATSU YUKINORI) 

佐藤 雄基(SATO YUKI) 

後藤 雅知(GOTO MASATOSHI) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
HIS3510 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

各担当教員の指導の下、卒業論文の執筆準備を行い、レポートを作成する。 

 

Under the supervision of faculty members, students will prepare to write a graduation thesis and will create a report. 

 

授業の内容（Course Contents） 

4 月のガイダンスの際に、授業内容の説明を行う。その後の演習の進め方について、各担当教員から指示があるので必ず出席

し、各教員の指示に従うこと。 

 

The class content will be explained in the April guidance. As the faculty members in charge provide instructions on how to 

proceed with the seminars, students must attend and follow the faculty members' instructions. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 卒論執筆準備とレポート作成にむけての報告と指導（１） 

2. 卒論執筆準備とレポート作成にむけての報告と指導（２） 

3. 卒論執筆準備とレポート作成にむけての報告と指導（３） 

4. 卒論執筆準備とレポート作成にむけての報告と指導（４） 

5. 卒論執筆準備とレポート作成にむけての報告と指導（５） 

6. 卒論執筆準備とレポート作成にむけての報告と指導（６） 

7. 卒論執筆準備とレポート作成にむけての報告と指導（７） 

8. 卒論執筆準備とレポート作成にむけての報告と指導（８） 

9. 卒論執筆準備とレポート作成にむけての報告と指導（９） 

10. 卒論執筆準備とレポート作成にむけての報告と指導（１０） 

11. 卒論執筆準備とレポート作成にむけての報告と指導（１１） 

12. 卒論執筆準備とレポート作成にむけての報告と指導（１２） 

13. 卒論執筆準備とレポート作成にむけての報告と指導（１３） 

14. 卒論執筆準備とレポート作成にむけての報告と指導（１４） 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

各担当教員が指示する。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

レポート試験(Report Exam)(70%)/学習態度(20%)/プレゼンテーション(10%) 

レポート試験のレポートは 12,000 字以上とする。 

 

テキスト（Textbooks） 

テキストは使用しない。 

 

参考文献（Readings） 

各担当教員が指示する。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AC035 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／卒業論文（制作）予備演習 

(Seminars in Thesis Writing) 

担当者名 

（Instructor） 

松波 康男(MATSUNAMI YASUO) 

市田 雅崇(ICHIDA MASATAKA) 

松原 宏之(MATSUBARA HIROYUKI) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
HIS3610 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

各担当教員の指導の下、卒業論文の執筆準備を行い、レポートを作成する。 

 

Under the supervision of faculty members, students will prepare to write a graduation thesis and will create a report. 

 

授業の内容（Course Contents） 

4 月のガイダンスの際に、授業内容の説明を行う。その後の演習の進め方について、各担当教員から指示があるので必ず出席

し、各教員の指示に従うこと。 

 

The class content will be explained in the April guidance. As the faculty members in charge provide instructions on how to 

proceed with the seminars, students must attend and follow the faculty members' instructions. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 卒論執筆準備とレポート作成にむけての報告と指導（１） 

2. 卒論執筆準備とレポート作成にむけての報告と指導（２） 

3. 卒論執筆準備とレポート作成にむけての報告と指導（３） 

4. 卒論執筆準備とレポート作成にむけての報告と指導（４） 

5. 卒論執筆準備とレポート作成にむけての報告と指導（５） 

6. 卒論執筆準備とレポート作成にむけての報告と指導（６） 

7. 卒論執筆準備とレポート作成にむけての報告と指導（７） 

8. 卒論執筆準備とレポート作成にむけての報告と指導（８） 

9. 卒論執筆準備とレポート作成にむけての報告と指導（９） 

10. 卒論執筆準備とレポート作成にむけての報告と指導（１０） 

11. 卒論執筆準備とレポート作成にむけての報告と指導（１１） 

12. 卒論執筆準備とレポート作成にむけての報告と指導（１２） 

13. 卒論執筆準備とレポート作成にむけての報告と指導（１３） 

14. 卒論執筆準備とレポート作成にむけての報告と指導（１４） 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

各担当教員が指示する。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

レポート試験(Report Exam)(70%)/学習態度(20%)/プレゼンテーション(10%) 

レポート試験のレポートは 12,000 字以上とする。 

 

テキスト（Textbooks） 

テキストは使用しない。 

 

参考文献（Readings） 

各担当教員が指示する。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AC036 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／卒業論文（制作）予備演習 

(Seminars in Thesis Writing) 

担当者名 

（Instructor） 

野中 健一(NONAKA KENICHI) 

丸山 浩明(MARUYAMA HIROAKI) 

山下 王世(YAMASHITA KIMIYO) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
HIS3610 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

各担当教員の指導の下、卒業論文の執筆準備を行い、レポートを作成する。 

 

Under the supervision of faculty members, students will prepare to write a graduation thesis and will create a report. 

 

授業の内容（Course Contents） 

4 月のガイダンスの際に、授業内容の説明を行う。その後の演習の進め方について、各担当教員から指示があるので必ず出席

し、各教員の指示に従うこと。 

 

The class content will be explained in the April guidance. As the faculty members in charge provide instructions on how to 

proceed with the seminars, students must attend and follow the faculty members' instructions. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 卒論執筆準備とレポート作成にむけての報告と指導（１） 

2. 卒論執筆準備とレポート作成にむけての報告と指導（２） 

3. 卒論執筆準備とレポート作成にむけての報告と指導（３） 

4. 卒論執筆準備とレポート作成にむけての報告と指導（４） 

5. 卒論執筆準備とレポート作成にむけての報告と指導（５） 

6. 卒論執筆準備とレポート作成にむけての報告と指導（６） 

7. 卒論執筆準備とレポート作成にむけての報告と指導（７） 

8. 卒論執筆準備とレポート作成にむけての報告と指導（８） 

9. 卒論執筆準備とレポート作成にむけての報告と指導（９） 

10. 卒論執筆準備とレポート作成にむけての報告と指導（１０） 

11. 卒論執筆準備とレポート作成にむけての報告と指導（１１） 

12. 卒論執筆準備とレポート作成にむけての報告と指導（１２） 

13. 卒論執筆準備とレポート作成にむけての報告と指導（１３） 

14. 卒論執筆準備とレポート作成にむけての報告と指導（１４） 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

各担当教員が指示する。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

レポート試験(Report Exam)(70%)/学習態度(20%)/プレゼンテーション(10%) 

レポート試験のレポートは 12,000 字以上とする。 

 

テキスト（Textbooks） 

テキストは使用しない。 

 

参考文献（Readings） 

各担当教員が指示する。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AC101 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／演習 Ｇ１ 

(Seminars G1) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
古代地中海史セミナー1 

担当者名 

（Instructor） 
浦野 聡(URANO SATOSHI) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
HIS2510 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

世界の研究文献の「読み方」、「書き方」を知る 

 

Learn how to write academic articles by reading foreign-language literature. 

 

授業の内容（Course Contents） 

学問の世界には、その世界に参加する研究者たちが守っているルールがあります。それぞれが主張することの根拠は何か、註

や本文の中で明示する必要がありますし、最初の課題設定から最後の結論にいたるまで、章立てや節立ての組み立てにより、

論理的に自らの説を展開しなければなりません。セミナー参加者が共通に興味を持てるテーマについての英語文献を取り上げ、

それを講読する中から、そうした世界共通の学術上のルールについて学んでいきます。 

 

In the world of academia, there are rules to be observed by the researchers who are active in each field. The grounds for the 

assertions of each researcher must be clearly stated in annotations or in main text, and, from the initial setting of topic to the 

final conclusion, a researcher's own theory must be logically developed through the structuring of chapters and sections. 

Seminar participants will take up English-language literature on topics of shared interest, and will learn such rules through 

reading academic papers. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 外国語文献の選択 

2. 外国語文献講読１ 

3. 外国語文献講読２ 

4. 外国語文献講読３ 

5. 外国語文献講読４ 

6. 外国語文献講読５ 

7. 外国語文献講読６ 

8. 外国語文献講読７ 

9. 外国語文献講読８ 

10. 外国語文献講読９ 

11. 外国語文献講読１０ 

12. 外国語文献講読１１ 

13. 外国語文献講読１２ 

14. 外国語文献講読１３ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

大学入試用英文解釈の参考書を、最初から最後までやり直しておいてください。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

プレゼンテーション(40%)/出席時の学習態度(60%) 

欠席 3 回で単位を出さない。遅刻 2 回で欠席 1 回に勘定する。発表できない場合欠席 2 回に勘定する。 

 

テキスト（Textbooks） 

なし 

 

参考文献（Readings） 

1. 2012. Oxford Classical Dictionary. Oxford UP 

2. 2002. Brill's New Pauly. Brill 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 
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注意事項（Notice） 
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■AC102 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／演習 Ｇ２ 

(Seminars G2) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
古代地中海史セミナー２ 

担当者名 

（Instructor） 
篠原 道法(SHINOHARA MICHINORI) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
HIS2510 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

セミナー参加者が、日本語文献の精読を通じて、現在、日本の古代地中海学界の中でどのようなテーマが注目されているのかを

学び、自らの研究テーマを決められるようになることを、本授業の目標とします。 

 

Through close reading of academic papers /books especially written in Japanese, the seminar participants will learn what 

themes are currently attracting attention in Japanese academic world of ancient Mediterranean studies, and will be able to 

decide their own research themes. 

 

授業の内容（Course Contents） 

セミナー参加には、各自の興味に従って日本語論文を選択し、それについて発表をしていただきます。著者の意図や論理を正確

に跡づけ、史料の使い方を学ぶことを通じて、卒業論文に向けて自分自身が何をやらなければならないか知ることができます。こ

うした作業の狙いは、自らの興味関心に従って設定したテーマが、日本の学界の学問動向の中にどのように位置付けられ、また

それに対していかなる貢献をすることになると予想されるのか、そうしたことを知ることにあります。 

 

The seminar participants will be asked to make selections from Japanese-language academic papers according to the interests 

of the each participant and to give presentations on them. Through accurately grasping the authors' intents and logic and 

through learning how to use historical materials, the participants will discover what they must do for their own undergraduate 

theses. This work aims to learn matters such as how a theme set according to a participants' interest is positioned within the 

scholarly trends of Japanese academia, and what sort of contribution the participant is expected to make to it. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. ガイダンス：授業の進め方などの説明と文献選択 

2. 日本語文献発表１ 

3. 日本語文献発表２ 

4. 日本語文献発表３ 

5. 日本語文献発表４ 

6. 日本語文献発表５ 

7. 日本語文献発表６ 

8. 古典古代史研究に関する研究者を囲むセミナー（※詳細は、初回の授業で説明します） 

9. 日本語文献発表７ 

10. 日本語文献発表８ 

11. 日本語文献発表９ 

12. 日本語文献発表１０ 

13. 日本語文献発表１１ 

14. 日本語文献発表１２ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

夏季休業期間中に日本語論文を 10 本（あるいは研究書 3 冊）以上選んで精読し、その中からどれを発表するか選択してくださ

い。また初回の授業用に、文献リストをご用意ください。 

なお、文献を読み進めるにあたっては、読書ノート（電子媒体でも構いませんが、紙媒体のが望ましいです）を一冊作り、適時、要

点や疑問点などをまとめるようにしてください。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

授業態度(60%)/プレゼンテーション(40%) 

欠席 3 回で単位を出しません。遅刻 2 回で欠席 1 回とカウントします。発表できない場合には、欠席 2 回とカウントします。 

 

テキスト（Textbooks） 

なし 
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参考文献（Readings） 

1. 伊藤 貞夫／本村 凌二  (編)、1997、『西洋古代史入門』、東京大学出版会 (ISBN:978-4130220163) 

2. 金澤周作（監）／藤井崇ほか（編）、2020、『論点・西洋史学』、ミネルヴァ書房 (ISBN:978-4623087792) 

3. 長谷川岳男（編）、2022、『はじめて学ぶ西洋古代史』、ミネルヴァ書房 (ISBN:978-4623094332) 

4. 2002. Brill's New Pauly. Brill 

5. 2010. The Oxford Encyclopedia of Ancient Greece and Rome. Oxford UP 

6. S. Hornblower / A. Spawforth / E. Eidinow (eds.). 2012. Oxford Classical Dictionary 4th ed.. Oxford UP (ISBN:978-

0199545568) 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

発表の準備に有用な HPなどの情報については、初回の授業で紹介します。 

 

注意事項（Notice） 
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■AC103 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／演習 Ｇ３ 

(Seminars G3) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
西洋中世・ルネサンス史基礎演習（１） 

担当者名 

（Instructor） 
小澤 実(OZAWA MINORU) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
HIS2510 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

西洋中世・ルネサンス史に関する基礎知識ならびに、英語専門文献の正確な読解力を身につける。 

 

Students will acquire fundamental knowledge of Western medieval and Renaissance history, as well as the ability to accurately 

comprehend English-language specialized literature. 

 

授業の内容（Course Contents） 

演習は２部に分かれる。第１部は堀越宏一・甚野尚志『１５のテーマで学ぶ中世ヨーロッパ』（ミネルヴァ書房、2013 年）ならびに指

定研究文献をもちいて基礎知識をつけレジュメをきる訓練を、第２部は教員が用意する西洋中世に関する英語文献を日本語に

訳す訓練をする。 

 

The seminars will be divided into two parts. In the 1st part, students will use 15 no teema de manabu chuusei yooroppa by 

Koichi Horikoshi and Takashi Jinno (Minerva Shobo, 2013) and specified research literature to gain fundamental knowledge and 

create an outline. In the 2nd part, they will go through training in translating English-language literature on the Western middle 

ages, prepared by the faculty member, into Japanese. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. イントロダクション 

2. 演習（１） 

3. 演習（２） 

4. 演習（３） 

5. 演習（４） 

6. 演習（５） 

7. 演習（６） 

8. 演習（７） 

9. 演習（８） 

10. 演習（９） 

11. 演習（１０） 

12. 演習（１１） 

13. 演習（１２） 

14. まとめ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

演習参加者は、報告担当であるないにかかわらず、毎回指定文献を予習する。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

演習内報告(複数回)(60%)/随時レポート(40%) 

レポートは授業内で示される指定アドレスに添付ファイルで送付する。 

 

テキスト（Textbooks） 

1. 堀越宏一・甚野尚志、2013、『１５のテーマで学ぶ中世ヨーロッパ』、ミネルヴァ書房 (ISBN:978-4-623-06459-5) 

 

参考文献（Readings） 

1. 神崎忠昭、2015、『ヨーロッパの中世』、慶應義塾大学出版会 (ISBN:978-4-766-42206-1) 

2. 河原温・堀越宏一、2015、『図説中世ヨーロッパの暮らし』、河出書房新社 (ISBN:978-4-309-76227-2) 

3. ジェリー・ブロトン、2013、『はじめてわかるルネサンス』、ちくま学芸文庫 (ISBN:978-4-480-09514-5) 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 
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注意事項（Notice） 
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■AC104 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／演習 Ｇ４ 

(Seminars G4) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
西洋中世・ルネサンス史基礎演習（２） 

担当者名 

（Instructor） 
小澤 実(OZAWA MINORU) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
HIS2510 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

西洋中世・ルネサンス史に関する基礎知識ならびに、英語専門文献の正確な読解力を身につける。 

 

Students will acquire fundamental knowledge of Western medieval and Renaissance history, as well as the ability to accurately 

comprehend English-language specialized literature. 

 

授業の内容（Course Contents） 

演習は２部に分かれる。第１部は堀越宏一・甚野尚志『１５のテーマで学ぶ中世ヨーロッパ』（ミネルヴァ書房、2013 年）ならびに指

定研究文献をもちいて基礎知識をつけレジュメをきる訓練を、第２部は教員が用意する西洋中世に関する英語文献を日本語に

訳す訓練をする。 

 

The seminars will be divided into two parts. In the 1st part, students will use 15 no teema de manabu chuusei yooroppa by 

Koichi Horikoshi and Takashi Jinno (Minerva Shobo, 2013) and specified research literature to gain fundamental knowledge and 

create an outline. In the 2nd part, they will go through training in translating English-language literature on the Western middle 

ages, prepared by the faculty member, into Japanese. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. イントロダクション 

2. 演習（１） 

3. 演習（２） 

4. 演習（３） 

5. 演習（４） 

6. 演習（５） 

7. 演習（６） 

8. 演習（７） 

9. 演習（８） 

10. 演習（９） 

11. 演習（１０） 

12. 演習（１１） 

13. 演習（１２） 

14. まとめ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

演習参加者は、報告担当であるないにかかわらず、毎回指定文献を予習する。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

演習内報告(複数回)(60%)/随時レポート(40%) 

レポートは授業内で示される指定アドレスに添付ファイルで送付する。 

 

テキスト（Textbooks） 

1. 堀越宏一・甚野尚志、2013、『１５のテーマで学ぶ中世ヨーロッパ』、ミネルヴァ書房 (ISBN:978-4-623-06459-5) 

 

参考文献（Readings） 

1. 神崎忠昭、2015、『ヨーロッパの中世』、慶應義塾大学出版会 (ISBN:978-4-766-42206-1) 

2. 河原温・堀越宏一、2015、『図説中世ヨーロッパの暮らし』、河出書房新社 (ISBN:978-4-309-76227-2) 

3. ジェリー・ブロトン、2013、『はじめてわかるルネサンス』、ちくま学芸文庫 (ISBN:978-4-480-09514-5) 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 
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注意事項（Notice） 
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■AC105 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／演習 Ｇ５ 

(Seminars G5) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
西洋近代史演習（１） 

担当者名 

（Instructor） 
高林 陽展(TAKABAYASHI AKINOBU) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
HIS2510 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

主にイギリス史を材料として，ヨーロッパ近代史を学ぶ上での諸局面（調査, 文献読解, 報告, 討論など）を体験する。 

 

Students will experience aspects of learning about modern European history (surveying, literature review, presentation, debate, 

etc.), primarily using British history as a major topic. 

 

授業の内容（Course Contents） 

イギリス史の概説的な流れを, 文献読解, ペアワーク, 質疑応答, 授業担当者からのコメントなどを通じて学び，ヨーロッパ近代

史の研究にあたって必要となる基礎的能力を身につける。  

 

Students will gain a general picture of the flow of British history through literature survey, peer-works and subsequent Q&A, 

comments from class instructors, etc., and will acquire fundamental skills necessary for research in modern European history.  

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 導入：各回の報告テーマを提示し, 報告を担当するグループを決定するとともに, 報告の準備に必要な事項を指示する。 

2. 文献読解１（近世） 

3. 文献読解２（近世）  

4. 文献読解３（近世）  

5. 文献読解１（近代）  

6. 文献読解２（近代） 

7. 文献読解３（近代） 

8. 文献読解４（近代） 

9. 文献読解１（現代） 

10. 文献読解２（現代） 

11. 文献読解３（現代） 

12. 文献読解４（現代） 

13. 個別チュータリング 

14. まとめ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

Blackboard を通じて履修者に対して準備学習の指示を行う。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

授業時に担当する報告の内容(40%)/出席・参加態度・コメント内容(40%)/提出物の内容(20%) 

 

テキスト（Textbooks） 

なし 

 

参考文献（Readings） 

1. 川北稔編、1998、『世界各国史１１ イギリス史』、山川出版社 

その他の参考文献は，授業中に適宜紹介する。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AC106 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／演習 Ｇ６ 

(Seminars G6) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
西洋近代史演習（２） 

担当者名 

（Instructor） 
高林 陽展(TAKABAYASHI AKINOBU) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
HIS2510 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

イギリス史をはじめとして，ヨーロッパ近代史の個別研究を進めていく諸過程（問題発見, 調査, 論文構成, 討論など）を体験す

る。 

 

Students will experience the processes for advancing individual research in modern British and other European history (setting 

up research questions, literature review, academic paper writing, debate, etc.). 

 

授業の内容（Course Contents） 

イギリス史を中心として英語文献のサーヴェイの手法をとりあげる。特に文献の検索, 入手, 読解について学び,  個別報告とそ

れをめぐる質疑応答を通じて, 基礎的な調査能力を滋養する。  

 

In each session, this course will focus on the learning of literature survey about modern British and European history, 

particularly how to find, access, and read academic papers written in English, which includes individual presentation and 

subsequent Q&A.  Thorough these programs, students will develop the basic skills of historical research.  

 

授業計画（Course Schedule） 

1. イントロダクション 

2. 英語文献の調査法１ 

3. 英語文献の調査法２ 

4. 英語文献の調査法３ 

5. 英語文献の調査法４ 

6. 英語文献の読解方法１ 

7. 英語文献の読解方法２ 

8. 英語文献の読解方法３ 

9. 英語文献の読解方法４ 

10. プレゼンテーション１ 

11. プレゼンテーション２ 

12. プレゼンテーション３ 

13. プレゼンテーション４ 

14. まとめ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

Blackboard を通じて履修者に対して準備学習の指示を行う。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

授業時に担当する報告の内容(40%)/出席・参加態度・コメント内容(40%)/提出物の内容(20%) 

 

テキスト（Textbooks） 

なし 

 

参考文献（Readings） 

参考文献は，授業中に適宜紹介する。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AC107 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／演習 Ｇ７ 

(Seminars G7) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
歴史的な思考力を身につける 

担当者名 

（Instructor） 
今野 純子(KONNO JUNKO) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
HIS2510 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

1）各受講生が、興味あるテーマを見つける。 

2）歴史的思考方法を身につける。 

 

1）Students find topics in which they are interested. 

2）Learn how to think about history. 

 

授業の内容（Course Contents） 

各受講生が、興味を持つテーマについて発表し、それをもとに参加者全員で議論します。 

 

Students make a presentation on your topics of interest, and we discuss your issue in the class. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. ガイダンス 

2. 研究報告・討議（グループ） 

3. 研究報告・討議（グループ） 

4. 研究報告・討議（グループ） 

5. 研究報告・討議（グループ） 

6. 研究報告・討議（グループ） 

7. 研究報告・討議（グループ） 

8. 研究報告・討議（グループ） 

9. 研究報告・討議（グループ） 

10. 研究報告・討議（グループ） 

11. 研究報告・討議（グループ） 

12. 研究報告・討議（グループ） 

13. 研究報告・討議（グループ） 

14. まとめ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

興味のあるテーマだけでなく、周辺分野に関する書籍を読み、視野を広げること。 

また、コロナの状況を見ながら、各地の博物館や史跡巡りをしてほしい。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

授業への参加と討議(60%)/レポート内容・報告(20%)/課題を見つける(20%) 

 

テキスト（Textbooks） 

授業内で提示する。 

 

参考文献（Readings） 

1. 上田信、2018、『歴史を歴史家から取り戻せ！』、清水書院 (ISBN:9784389500849) 

2. 胎中千鶴、2019、『あなたとともに知る台湾 : 近現代の歴史と社会』、清水書院 (ISBN:9784389500924) 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AC108 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／演習 Ｇ８ 

(Seminars G8) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
歴史的な思考力を身につける 

担当者名 

（Instructor） 
今野 純子(KONNO JUNKO) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
HIS2510 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

興味のあるテーマを深める。 

 

Students will focus on your topics of Interest. 

 

授業の内容（Course Contents） 

テーマに関する研究文献の読解や研究リストを作成するなど、歴史研究の基本的なスキルを学ぶ。 

 

Students will learn basic skills of historical study such as literature review and creation of lists of research your topics. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. ガイダンス 

2. 研究報告・討議 

3. 研究報告・討議 

4. 研究報告・討議 

5. 研究報告・討議 

6. 研究報告・討議 

7. 研究報告・討議 

8. 研究報告・討議 

9. 研究報告・討議 

10. 研究報告・討議 

11. 研究報告・討議 

12. 研究報告・討議 

13. 研究報告・討議 

14. まとめ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

興味のあるテーマだけでなく、周辺分野に関する書籍を読み、視野を広げること。 

また、コロナの状況を見ながら、各地の博物館や史跡巡りをしてほしい。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

授業への参加と討議(60%)/レポート内容・報告(20%)/研究文献リスト作成(20%) 

 

テキスト（Textbooks） 

授業内で提示する。 

 

参考文献（Readings） 

1. 上田信、2018、『歴史を歴史家から取り戻せ！』、清水書院 (ISBN:9784389500849) 

2. 胎中千鶴、2019、『あなたとともに知る台湾 : 近現代の歴史と社会』、清水書院 (ISBN:9784389500924) 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AC109 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／演習 Ｇ９ 

(Seminars G9) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
海域アジア・ユーラシア交流史基礎演習（１） 

担当者名 

（Instructor） 
菊池 百里子(KIKUCHI YURIKO) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
HIS2510 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

東西ユーラシア・海域アジア交流史に関する資史料の読解を通じて歴史認識・情報収集・文章作成などの基礎的な能力を身につ

けることを目標とします。 

 

In this course, we aim at getting basic skills of historical study including getting information, understanding and writing through 

reading sources and articles on Eurasian and Maritime Asian history.  

 

授業の内容（Course Contents） 

受講者それぞれの関心により近い史資料と研究を選んで発表してもらい、受講者全員で意見交換をおこないます。 

 

In this course, you choose some historical materials and studies concerning your theme and present about it, then we discuss 

what you presented. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 導論 

2. 演習 (01) 

3. 演習 (02) 

4. 演習 (03) 

5. 演習 (04) 

6. 演習 (05) 

7. 演習 (06) 

8. 演習 (07) 

9. 演習 (08) 

10. 演習 (09) 

11. 演習 (10) 

12. 演習 (11) 

13. 演習 (12) 

14. 総括 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

担当者には資史料読解とレジュメ作成をおこなってもらいますが、担当者以外の受講生も資史料該当箇所の読解をおこなってき

てください。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

発表(複数回)(50%)/ディスカッション(50%) 

 

テキスト（Textbooks） 

なし 

 

参考文献（Readings） 

各受講生のテーマに関わる参考文献はゼミ内で指示します。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AC110 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／演習 Ｇ１０ 

(Seminars G10) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
海域アジア・ユーラシア交流史基礎演習（２） 

担当者名 

（Instructor） 
四日市 康博(YOKKAICHI YASUHIRO) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
HIS2510 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

東西ユーラシア・海域アジア交流史に関する史料の読解を通じて歴史認識・情報収集・文章作成などの基礎的な能力を身につけ

ることを目標とします。 

 

In this course, we aim at getting basic skillｓ of historical study, including getting information, understanding, and writing through 

reading sources and articles on Eurasian and Maritime Asian history.  

 

授業の内容（Course Contents） 

受講者それぞれの関心により近い史料と研究を選んで発表してもらい、受講者全員で意見交換をおこないます。 

 

In this course, you choose some historical materials and studies concerning your theme and present about it, then we discuss 

what you presented. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 導論 

2. 演習 (01) 

3. 演習 (02) 

4. 演習 (03) 

5. 演習 (04) 

6. 演習 (05) 

7. 演習 (06) 

8. 演習 (07) 

9. 演習 (08) 

10. 演習 (09) 

11. 演習 (10) 

12. 演習 (11) 

13. 演習 (12) 

14. 総括 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

担当者には史料読解とレジュメ作成をおこなってもらいますが、担当者以外の受講生も史料該当箇所の読解をおこなってきてくだ

さい。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

発表(50%)/ディスカッション(50%) 

 

テキスト（Textbooks） 

なし 

 

参考文献（Readings） 

各受講生のテーマに関わる参考文献はゼミ内で指示します。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AC111 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／演習 Ｇ１１ 

(Seminars G11) 

担当者名 

（Instructor） 
梅原 秀元(UMEHARA HIDEHARU) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
HIS2510 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

１）ヨーロッパ近現代史に関する日本語文献の内容を理解することができる。 

２）必要な関連事項を調べる方法を身につける。 

３）歴史学とはどのような学問かについて議論する。 

４）各受講生が、自分が興味を持つテーマについて調査し、それを発表する。 

 

The course has following aims: 

1. Understanding the contents of research (in Japanese) on modern European history 

2. Learning the way to research topics which relate to the course 

3. Ｄｉscussing what science history is 

4. Each participants explore topics in which they are interested and present their research in the course.  

 

授業の内容（Course Contents） 

ヨーロッパ近現代史についての日本語の文献を輪読します。その際に、１）正確に読んで内容を理解する ２）疑問点や関係する

事項を調べる ３）内容、疑問点、関連事項を配布資料にまとめ、口頭で報告し、それを基に参加者全員で議論します。 

 

We discuss some topics in European modern history. Before the course, the participants should read literature and understand 

its content. In addition, the participants should research the topics themselves. The students summarize the content of the 

litterateurs and the results of their research. On the presentation we discuss the topics. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 参加者の確認；授業の概要説明；授業で扱う文献の紹介；報告担当の割当の決定 

2. 文献講読（１） 

3. 文献講読（２）  

4. 文献講読（３）  

5. 文献講読（４） 

6. 文献講読（５）  

7. 文献講読（６）  

8. グループ報告と質疑応答（１） 

9. グループ報告と質疑応答（２） 

担当者が提示するテーマについて、担当教員が指定した文献をつかってグループで調べ、それについて報告する。司会団

も他のグループが担当し、ゼミの議論を体験する。 

10. 個別報告（１） 

11. 個別報告（２） 

12. 個別報告（３） 

13. 個別報告（４） 

14. まとめ 夏休みに向けて 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

皆で読むものについては、必ず事前に読んでくること。個別報告などでは、各自が自主的に図書館などで文献を探し読み込むこ

と。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

授業時に担当する報告の内容(40%)/授業への出席や授業への参加・態度(40%)/提出物の内容(20%) 

 

テキスト（Textbooks） 

適宜指示する。 

 

参考文献（Readings） 

適宜指示する。 
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その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AC112 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／演習 Ｇ１２ 

(Seminars G12) 

担当者名 

（Instructor） 
梅原 秀元(UMEHARA HIDEHARU) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
HIS2510 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

１）ヨーロッパ近現代史に関する日本語文献の内容を理解することができる。 

２）必要な関連事項を調べる方法を身につける。 

３）歴史学とはどのような学問かについて議論する。 

４）各受講生が、自分が興味を持つテーマについて調査し、それを発表する。 

 

1. Understanding the contents of research (in Japanese) on modern European history 

2. Learning the way to research topics which relate to the course 

3. Ｄｉscussing what science history is 

4. Each participants explore topics in which they are interested and present their research in the course. 

 

授業の内容（Course Contents） 

ヨーロッパ近現代史についての日本語の文献を輪読します。その際に、１）正確に読んで内容を理解する ２）疑問点や関係する

事項を調べる ３）内容、疑問点、関連事項を配布資料にまとめ、口頭で報告し、それを基に参加者全員で議論します。 

 

We discuss some topics in modern European history. Before the course, the participants should read literature and understand 

its content. In addition, the participants should research the topics themselves. The students summarize the content of the 

literatures and the results of their research. On the presentation we discuss the topics. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. オリエンティールング 

2. 文献講読（１） 

3. 文献講読（２） 

4. 文献講読（３） 

5. 文献講読（４） 

6. 文献講読（５） 

7. 文献講読（６） 

西洋近現代史の日本語の研究文献を輪読する。どの研究文献を取り上げるかは、初回までに担当者の方で示す。参加者

は、事前に各回で取り上げる部分を読み、わからないところ、納得がいかないところを書きだし、毎回提出すること。各回の

ゼミでは、各自のわからないところ、納得がいかないところをいいあって、議論をしていきたい。 

8. グループ報告と質疑応答（１） 

9. グループ報告と質疑応答（２） 

担当者が提示するテーマについて、担当教員が指定した文献をつかってグループで調べ、それについて報告する。司会団

も他のグループが担当し、学問的な議論を体験する。 

10. 個別報告（１） 

11. 個別報告（２） 

12. 個別報告（３） 

13. 個別報告（４） 

個別報告では、春学期と夏休みに取り組んだテーマについて、参加者各自で秋学期中に調査したものを報告してもらう。 

14. まとめ 春休みに向けて 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

皆で読むものについては、必ず事前に読んでくること。個別報告などでは、各自が自主的に図書館などで文献を探し読み込むこ

と。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

授業時に担当する報告の内容(40%)/授業への出席や授業への参加・態度(40%)/提出物の内容(20%) 

 

テキスト（Textbooks） 

演習初回までに指示する（可能ならば、担当者の側で発注する） 
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参考文献（Readings） 

担当者の側で適宜指示する。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AC113 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／演習 Ｇ１３ 

(Seminars G13) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
古代地中海史セミナー３ 

担当者名 

（Instructor） 
浦野 聡(URANO SATOSHI) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
HIS3510 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

各自のテーマに沿った外国語・邦語文献を発表・討議することで、研究テーマを深める。 

 

Participants will deepen their research themes by giving presentations and discussions on foreign-language and Japanese-

language literature matched to their themes. 

 

授業の内容（Course Contents） 

各自の研究テーマに沿って文献を読み進め、その成果を報告する。引き続き、参加者によってディスカッションをする。 

 

Participants will advance in reading literature matched to their research themes, report their findings and problematics and 

continue their discussions with others in the class. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 成果報告１ 

2. 成果報告２ 

3. 成果報告３ 

4. 成果報告４ 

5. 成果報告５ 

6. 成果報告６ 

7. 成果報告７ 

8. 成果報告８ 

9. 成果報告９ 

10. 成果報告１０ 

11. 成果報告１１ 

12. 成果報告１２ 

13. 成果報告１３ 

14. 成果報告１４ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

春休み中に研究テーマとそれに関わる最新の外国語研究文献を入手し、読み進めておくこと。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

出席時の学習態度(60%)/プレゼンテーション(40%) 

欠席 3 回で単位を出さない。遅刻 2 回で欠席 1 回に勘定する。発表できない場合欠席 2 回に勘定する。 

 

テキスト（Textbooks） 

なし 

 

参考文献（Readings） 

 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AC114 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／演習 Ｇ１４ 

(Seminars G14) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
古代地中海史セミナー４ 

担当者名 

（Instructor） 
篠原 道法(SHINOHARA MICHINORI) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
HIS3510 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

セミナー参加者が各自の研究テーマを深めて、それについて独自の見解を示すことができるようになることを、本授業の目標とし

ます。 

 

The seminar participants will try to deepen their research themes and build up their own unique points of view on them. 

 

授業の内容（Course Contents） 

セミナー参加者には、各自読み進めた文献をもとに、自身の研究テーマについて以下の点を踏まえた発表ができるようにしてもら

います。 

（１）研究史上の課題を明確にする。 

（２）実際に史料（一次資料）を読んだうえで、分析を行う。 

（３）オリジナルな歴史像を提示する。 

 

The seminar participants will be able to give presentation on their own research theme, based on following points through the 

methods they have learnt through their reading academic papers and books. 

1) To make academic problems on their own research theme clear. 

2) To read through historical materials (primary sources) on the research theme and analyze them actually. 

3) To show their own historical views on the research theme. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. ガイダンス：授業の進め方などの説明 

2. 研究発表１ 

3. 研究発表２ 

4. 研究発表３ 

5. 研究発表４ 

6. 研究発表５ 

7. 古典古代史研究に関する研究者を囲むセミナー（※詳細は、初回の授業で説明します） 

8. 研究発表６ 

9. 研究発表７ 

10. 研究発表８ 

11. 研究発表９ 

12. 研究発表１０ 

13. 研究発表１１ 

14. 研究発表１２ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

夏季休業期間中に、自身が設定した研究テーマに関する文献を読み進めてください。 

なお、文献を読み進めるにあたっては、読書ノート（電子媒体でも構いませんが、紙媒体のが望ましいです）を一冊作り、適時、要

点や疑問点などをまとめるようにしてください。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

出席時の学習態度(60%)/プレゼンテーション(40%) 

欠席 3 回で単位を出しません。遅刻 2 回で欠席 1 回とカウントします。発表できない場合欠席 2 回とカウントします。 

 

テキスト（Textbooks） 

なし 

 

参考文献（Readings） 
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1. 伊藤 貞夫／本村 凌二  (編)、1997、『西洋古代史研究入門』、東京大学出版会 (ISBN:978-4130220163) 

2. 金澤周作（監）／藤井崇ほか（編）、2020、『論点・西洋史学』、ミネルヴァ書房 (ISBN:978-4623087792) 

3. 2002. Brill's New Pauly. Brill 

4. 2010. The Encyclopedia of Ancient Greece and Rome. Oxford UP 

5. S. Hornblower / A. Spawforth / E. Eidinow (eds.). 2012. Oxford Classical Dictionary 4th ed.. Oxford UP (ISBN:978-

0199545568) 

セミナー参加者の発表内容を踏まえて、参考になりそうな文献を適時紹介します。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

発表に際して有用な HPなどの情報は、初回の授業で紹介します。 

 

注意事項（Notice） 
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■AC115 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／演習 Ｇ１５ 

(Seminars G15) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
西洋中世・ルネサンス史応用演習（１） 

担当者名 

（Instructor） 
小澤 実(OZAWA MINORU) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
HIS3510 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

卒業論文・卒業論文予備演習で不可欠となる、西洋中世・ルネサンス史に関する邦語専門論文・英語専門文献の正確な読解力

ならびに参加者自身の論文執筆に必要な調査能力を身につける。 

 

Students will acquire ability to accurately comprehend specialized literature in Japanese and English on Western medieval and 

Renaissance history, which is essential for writing graduation theses and seminars in thesis writing, and will acquire surveying 

ability required for participants in writing their own theses. 

 

授業の内容（Course Contents） 

テーマに沿った指定邦語論文ならびに指定英語文献を、毎回レジュメをきり、輪読・議論する。適宜、参加者自身の研究報告も行

われる。 

 

In each session, students will create outlines of assigned literature in Japanese and English aligned with to the class themes, 

and will engage in group reading and discussions. Participants will also report on their own research as appropriate. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. イントロダクション 

2. 演習（１） 

3. 演習（２） 

4. 演習（３） 

5. 演習（４） 

6. 演習（５） 

7. 演習（６） 

8. 演習（７） 

9. 演習（８） 

10. 演習（９） 

11. 演習（１０） 

12. 演習（１１） 

13. 演習（１２） 

14. まとめ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

演習参加者は、報告担当であるないにかかわらず、毎回指定文献を予習する。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

授業内報告(複数回)(60%)/随時レポート(40%) 

レポートは授業内で示される指定アドレスに添付ファイルで送付する。 

 

テキスト（Textbooks） 

購読テキストは最初の授業で指示する。 

 

参考文献（Readings） 

 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 
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注意事項（Notice） 
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■AC116 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／演習 Ｇ１６ 

(Seminars G16) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
西洋中世・ルネサンス史応用演習（２） 

担当者名 

（Instructor） 
小澤 実(OZAWA MINORU) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
HIS3510 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

卒業論文・卒業論文予備演習で不可欠となる、西洋中世・ルネサンス史に関する邦語専門論文・英語専門文献の正確な読解力

ならびに参加者自身の論文執筆に必要な調査能力を身につける。 

 

Students will acquire ability to accurately comprehend specialized literature in Japanese and English on Western medieval and 

Renaissance history, which is essential for writing graduation theses and seminars in thesis writing, and will acquire surveying 

ability required for participants in writing their own theses. 

 

授業の内容（Course Contents） 

テーマに沿った指定邦語論文ならびに指定英語文献を、毎回レジュメをきり、輪読・議論する。適宜、参加者自身の研究報告も行

われる。 

 

In each session, students will create outlines of assigned literature in Japanese and English aligned with to the class themes, 

and will engage in group reading and discussions. Participants will also report on their own research as appropriate. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. イントロダクション 

2. 演習（１） 

3. 演習（２） 

4. 演習（３） 

5. 演習（４） 

6. 演習（５） 

7. 演習（６） 

8. 演習（７） 

9. 演習（８） 

10. 演習（９） 

11. 演習（１０） 

12. 演習（１１） 

13. 演習（１２） 

14. まとめ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

演習参加者は、報告担当であるないにかかわらず、毎回指定文献を予習する。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

授業内報告(複数回)(60%)/随時レポート(40%) 

レポートは授業内で示される指定アドレスに添付ファイルで送付する。 

 

テキスト（Textbooks） 

購読テキストは最初の授業で指示する。 

 

参考文献（Readings） 

 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 
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注意事項（Notice） 
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■AC117 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／演習 Ｇ１７ 

(Seminars G17) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
西洋近代史演習（３） 

担当者名 

（Instructor） 
高林 陽展(TAKABAYASHI AKINOBU) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
HIS3510 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

主にイギリス史を材料として，一次史料の探索・入手・読解など, 個別研究に求められる能力の育成をめざす。  

 

Focusing mainly on British history, this course aims to develop students' research skills, particularly of primary sources.  

 

授業の内容（Course Contents） 

イギリス史にかかわる一次史料を素材に, 文献読解, 個別報告, ペアワーク, それをめぐる質疑応答を行う。それを通じて, 参加

者が各自の問題意識を明確化し, 研究を進展させることを狙いとする。 

 

This course will provide participants opportunities for finding their research questions and developing their research skills, 

particularly how to find, access, and read primary sources in modern British history.  

 

授業計画（Course Schedule） 

1. イントロダクション 

2. 史料調査法１ 

3. 史料調査法２ 

4. 史料調査法３ 

5. 史料調査法４ 

6. 史料調査法５ 

7. 史料読解法１ 

8. 史料読解法２ 

9. 史料読解法３ 

10. 史料読解法４ 

11. 史料読解法５ 

12. 個別報告１ 

13. 個別報告２ 

14. まとめ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

Blackboard を通じて履修者に対して準備学習の指示を行う。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

授業時に担当する報告の内容(40%)/出席・参加態度・コメント内容(40%)/提出物の内容(20%) 

 

テキスト（Textbooks） 

なし 

 

参考文献（Readings） 

参考文献は，授業中に適宜紹介する。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AC118 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／演習 Ｇ１８ 

(Seminars G18) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
西洋近代史演習（４） 

担当者名 

（Instructor） 
高林 陽展(TAKABAYASHI AKINOBU) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
HIS3510 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

イギリス史をはじめとして，ヨーロッパ近代史の諸問題を検討し, 個別研究を進めていく諸過程（問題発見, 調査, 論文構成, 討

論など）で必要となる実践的能力の育成をめざす。 

 

This course aims to examine issues in modern British and other European history, and to develop students' abilities for 

individual research (finding research questions, literature review, academic paper writing and debate). 

 

授業の内容（Course Contents） 

毎回, 参加者の関心にそってイギリス史をはじめとするヨーロッパ近代史の個別的な研究テーマを演習形式でとりあげる。参加

者による個別報告, それをめぐる質疑応答を通じて, その問題の理解を深める。  

 

In each session, this course will focus on individual research themes on modern British and other European history, in line with 

the interest of students. Through individual presentation, students will develop their understanding of modern British and other 

European history.  

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 各回の報告者を決定し, とりあげるテーマの概略を確認する。  

2. 個別報告（第 1 ラウンド第 1 回） 

3. 個別報告（第 1 ラウンド第 2 回） 

4. 個別報告（第 1 ラウンド第 3 回） 

5. 個別報告（第 1 ラウンド第 4 回） 

6. 個別報告（第 2 ラウンド第 1 回） 

7. 個別報告（第 2 ラウンド第 2 回） 

8. 個別報告（第 2 ラウンド第 3 回） 

9. 個別報告（第 2 ラウンド第 4 回） 

10. 個別報告（第 3 ラウンド第 1 回） 

11. 個別報告（第 3 ラウンド第 2 回） 

12. 個別報告（第 3 ラウンド第 3 回） 

13. 個別報告（第 3 ラウンド第 4 回） 

14. まとめ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

Blackboard を通じて履修者に対して準備学習の指示を行う。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

授業時に担当する報告の内容(40%)/出席・参加態度・コメント内容(40%)/提出物の内容(20%) 

 

テキスト（Textbooks） 

なし 

 

参考文献（Readings） 

参考文献は，授業中に適宜紹介する。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AC119 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／演習 Ｇ１９ 

(Seminars G19) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
歴史研究の方法と実践 

担当者名 

（Instructor） 
上田 信(UEDA MAKOTO) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
HIS3510 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

歴史を研究するために必要な知識やスキルの習得・向上をはかり、論文制作に生かす。  

 

Students will acquire and improve the knowledge and skills necessary to research history, and will use these in thesis writing.  

 

授業の内容（Course Contents） 

個々の研究テーマを深めるために、参加者は各自の論文制作に向けた報告を担当する。報告担当以外の参加者は、報告の内

容に対する質疑応答を行う。また、各報告をふまえた上で必要なスキルの向上をはかる。 

 

Participants will take charge of reports directed at their own thesis writing to deepen the themes of their individual research. 

Participants who are not tasked with reports will conduct Q&A concerning the content of the reports. In addition, students will 

strive to improve necessary skills based on the reports.  

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 導入 

2. 各自のテーマに関する研究史 

3. 各自のテーマに関する研究史 

4. 各自のテーマに関する研究史 

5. 各自のテーマに関する研究史 

6. 史料にはどのように向かい合うのか 

7. 各自のテーマに関する史料を読み合わせる 

8. 各自のテーマに関する史料を読み合わせる 

9. 各自のテーマに関する史料を読み合わせる 

10. 各自のテーマに関する史料を読み合わせる 

11. 各自のテーマに関する史料を読み合わせる 

12. 論文をどのようにまとめるか 

13. 論文の講評 

14. 論文の講評 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

報告担当者は、報告や論文制作に必要であると考えられる研究文献や史料を集め、報告に臨むこと。また、報告担当以外の参

加者は、報告担当者が事前に用意した文献が配布された場合には目を通しておき、報告の内容に対し質疑応答が行えるように

準備しておくこと。  

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

研究史レポート(25%)/:研究史に関する口頭発表(25%)/史料に関する口頭発表(25%)/討議への参画(25%) 

 

テキスト（Textbooks） 

1. 上田信、2018、『歴史を歴史家から取り戻せ』、清水書院 (ISBN:978-4-389-50084-9) 

 

参考文献（Readings） 

 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AC120 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／演習 Ｇ２０ 

(Seminars G20) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
歴史研究の方法と実践 

担当者名 

（Instructor） 
上田 信(UEDA MAKOTO) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
HIS3510 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

史的な思考法を養い、歴史を研究するために必要な知識やスキルの習得・向上をはかる。 

 

Students will cultivate methods of thinking used in history studies and will acquire and improve knowledge and skills needed to 

research history. 

 

授業の内容（Course Contents） 

研究文献の精読、史料の読解と解釈、フィールドワークなど、史的な思考法を運用する能力を高める。 

演習 G19 を継承して、個々の研究テーマを深めるために、参加者は各自の論文制作に向けた報告を担当する。報告担当以外の

参加者は、報告の内容に対する質疑応答を行う。また、各報告をふまえた上で必要なスキルの向上をはかる。 

 

Students will enhance their ability to analyze history by using appropriate methods, including intensive reading of research 

literature, comprehension and interpretation of historical materials, and fieldwork. 

Continuing from Seminars G19, participants will take charge of reports directed at their own thesis writing to deepen the 

themes of their individual research. Participants who are not tasked with reports will conduct Q&A concerning the content of 

the reports. In addition, students will strive to improve necessary skills based on the reports. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. ガイダンス 

2. 史的な思考法 

3. 編別構成の報告 

4. 編別構成の報告 

5. 編別構成の報告 

6. 編別構成の報告 

7. 編別構成の報告 

8. 論文をどのようにまとめるか 

9. 史的な思考法を活かす 

10. 史的な思考法を活かす 

11. 史的な思考法を活かす 

12. 史的な思考法を活かす 

13. 論文の講評 

14. 論文の講評 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

報告担当者は、報告や論文制作に必要であると考えられる研究文献や史料を集め、報告に臨むこと。また、報告担当以外の参

加者は、報告担当者が事前に用意した文献が配布された場合には目を通しておき、報告の内容に対し質疑応答が行えるように

準備しておくこと。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

出席を含む授業への参画度(50%)/報告の内容(複数回)(50%) 

 

テキスト（Textbooks） 

なし 

 

参考文献（Readings） 

なし 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 
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演習 G19 と連続しています。 

 

注意事項（Notice） 
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■AC121 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／演習 Ｇ２１ 

(Seminars G21) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
海域アジア・ユーラシア交流史応用演習（1） 

担当者名 

（Instructor） 
菊池 百里子(KIKUCHI YURIKO) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
HIS3510 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

卒業予備論文の執筆を前提として、東西ユーラシア・海域アジア交流史に関する資史料の読解を通じて歴史認識・情報収集・文

章作成などの応用的な能力を身につけることを目標とします。 

 

In this course, for writing up a graduation thesis, we aim at getting necessary skills of historical study, including obtaining 

information, understanding, and writing through reading sources and articles on Eurasian and Maritime Asian history. 

 

授業の内容（Course Contents） 

初回に各受講生のテーマについて経過報告の場を持ちます。以後の演習ではテーマに関わる資史料読解と先行研究の整理を

おこなった上で順番にレジュメ形式で発表してもらいます。秋学期の終わりに、(1)先行研究のまとめと(2)研究テーマの問題点に

関わる小論をレポートとして提出してもらいます。 

 

In the first time, you introduce a theme of your thesis and two topics concerning it. After the second time, you make a 

presentation about your issues, and then we discuss what you presented. At the end of the second half, we require to submit a 

report on the researches concerning your theme and a rough draft of your thesis. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 導論 

2. 演習 (01) 

3. 演習 (02) 

4. 演習 (03) 

5. 演習 (04) 

6. 演習 (05) 

7. 演習 (06) 

8. 演習 (07) 

9. 演習 (08) 

10. 演習 (09) 

11. 演習 (10) 

12. 演習 (11) 

13. 演習 (12) 

14. 総括  

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

発表担当者は資史料読解とレジュメ作成をおこなうこと。担当以外の受講生も自身の研究テーマに関わる資史料読解・先行研究

の整理をおこなってきてください。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

発表(複数回)(50%)/ディスカッション(50%) 

 

テキスト（Textbooks） 

なし 

 

参考文献（Readings） 

各自のテーマに応じてゼミ内で指示します。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 
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注意事項（Notice） 
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■AC122 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／演習 Ｇ２２ 

(Seminars G22) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
海域アジア・ユーラシア交流史応用演習（2） 

担当者名 

（Instructor） 
四日市 康博(YOKKAICHI YASUHIRO) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
HIS3510 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

卒業予備論文の執筆を前提として、東西ユーラシア・海域アジア交流史に関する史料の読解を通じて歴史認識・情報収集・文章

作成などの応用的な能力を身につけることを目標とします。 

 

In this course, for writing up a graduation thesis, we aim at getting necessary skills of historical study, including obtaining 

information, understanding, and writing through reading sources and articles on Eurasian and Maritime Asian history. 

 

授業の内容（Course Contents） 

初回に各受講生のテーマについて経過報告の場を持ちます。以後の演習ではテーマに関わる史料読解と先行研究の整理をおこ

なった上で順番にレジュメ形式で発表してもらいます。秋学期の終わりに、(1)先行研究のまとめと(2)研究テーマの問題点に関わ

る小論をレポートとして提出してもらいます。 

 

In the first time, you introduce a theme of your thesis and two topics concerning it. After the second time, you make a 

presentation about your issues, and then we discuss what you presented. At the end of the second half, we require to submit a 

report on the researches concerning your theme and a rough draft of your thesis. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 導論 

2. 演習 (01) 

3. 演習 (02) 

4. 演習 (03) 

5. 演習 (04) 

6. 演習 (05) 

7. 演習 (06) 

8. 演習 (07) 

9. 演習 (08) 

10. 演習 (09) 

11. 演習 (10) 

12. 演習 (11) 

13. 演習 (12) 

14. 総括  

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

発表担当者は史料読解とレジュメ作成をおこなうこと。担当以外の受講生も自身の研究テーマに関わる史料読解・先行研究の整

理をおこなってきてください。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

発表(50%)/ディスカッション(50%) 

 

テキスト（Textbooks） 

なし 

 

参考文献（Readings） 

各自のテーマに応じてゼミ内で指示します。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 
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注意事項（Notice） 
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■AC123 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／演習 Ｇ２３ 

(Seminars G23) 

担当者名 

（Instructor） 
梅原 秀元(UMEHARA HIDEHARU) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
HIS3510 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

１）ヨーロッパ近現代史に関する日本語文献の内容を理解することができる。 

２）必要な関連事項を調べる方法を身につける。 

３）歴史学とはどのような学問かについて議論する。 

４）各受講生が、自分が興味を持つテーマについて調査し、それを発表する。 

 

The course has following aims: 

1. Understanding the contents of research (in Japanese) on modern European history 

2. Learning the way to research topics which relate to the course 

3. Ｄｉscussing what science history is 

4. Each participants explore topics in which they are interested and present their research in the course.  

 

授業の内容（Course Contents） 

演習では、ヨーロッパ近現代史からいくつかのテーマについての文献を読み、議論する。 

並行して、受講生は、予備論文の準備をする。 

 

In Seimar, the participants read Japanese research on topics in modern European history and discuss them. 

Alongsides the participants prepare for their own research "予備論文". 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. オリエンティールング 

2. 研究文献を読む（１) 

3. 研究文献を読む（２) 

4. 研究文献を読む（３） 

5. 研究文献を読む（４） 

6. 研究文献を読む（５） 

7. 研究文献を読む（６） 

8. 個人研究報告（１） 

9. 個人研究報告（２） 

10. 研究文献を読む（７） 

11. 研究文献を読む（８） 

12. 個人研究報告（３） 

13. 個人研究報告（４） 

14. まとめ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

皆で読むものについては、必ず事前に読んでくること。個別報告などでは、各自が自主的に図書館などで文献を探し読み込むこ

と。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

授業時に担当する報告の内容(40%)/授業への出席や授業への参加・態度(40%)/提出物の内容(20%) 

 

テキスト（Textbooks） 

ゼミでとり上げる文献については、受講生と話し合いのうえ決定する。 

 

参考文献（Readings） 

ゼミナール中に適宜指示する。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 
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注意事項（Notice） 

 

 

  



 - 197 - 

■AC124 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／演習 Ｇ２４ 

(Seminars G24) 

担当者名 

（Instructor） 
梅原 秀元(UMEHARA HIDEHARU) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
HIS3510 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

１）ヨーロッパ近現代史に関する日本語文献の内容を理解することができる。 

２）必要な関連事項を調べる方法を身につける。 

３）歴史学とはどのような学問かについて議論する。 

４）各受講生が、自分が興味を持つテーマについて調査し、それを発表する。 

 

The course has following aims: 

1. Understanding the contents of research (in Japanese) on modern European history. 

2. Learning the way to research topics which relate to the course 

3. Ｄｉscussing what science history is 

4. Each participants explore topics in which they are interested and present their research in the course.  

 

授業の内容（Course Contents） 

演習では、ヨーロッパ近現代史からいくつかのテーマについての文献を読み、議論する。 

並行して、受講生は、予備論文の準備をする。 

 

In Seimar, the participants read Japanese research on topics in modern European history and discuss them. 

Alongsides the participants prepare for their own research "予備論文". 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. オリエンティールング 

2. 研究文献を読む（１) 

3. 研究文献を読む（２) 

4. 研究文献を読む（３） 

5. 研究文献を読む（４） 

6. 研究文献を読む（５） 

7. 研究文献を読む（６） 

8. 個人研究報告（１） 

9. 個人研究報告（２） 

10. 研究文献を読む（７） 

11. 研究文献を読む（８） 

12. 個人研究報告（３） 

13. 個人研究報告（４） 

14. まとめ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

皆で読むものについては、必ず事前に読んでくること。個別報告などでは、各自が自主的に図書館などで文献を探し読み込むこ

と。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

授業時に担当する報告の内容(40%)/授業への出席や授業への参加・態度(40%)/提出物の内容(20%) 

 

テキスト（Textbooks） 

ゼミでとり上げる文献については、受講生と話し合いのうえ決定する。 

 

参考文献（Readings） 

ゼミナール中に適宜指示する。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 
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注意事項（Notice） 
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■AC125 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／演習 Ｈ１ 

(Seminars H1) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
続日本紀輪読 

担当者名 

（Instructor） 
深津 行徳(FUKATSU YUKINORI) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
HIS2510 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

続日本紀を輪読しながら、史料の読み方、日本古代史についての理解を深める。 

 

Deepen your understanding of ancient Japanese history while reading historical materials. 

 

授業の内容（Course Contents） 

続日本紀輪読。参加者に研究発表をしていただくことがありますので、授業内容は変更になることがあります。 

 

Read historical materials in a circle. Participants may be asked to present their research, so the content of the lessons is 

subject to change. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 課題図書グループ発表会（１） 

2. 課題図書グループ発表会（２） 

3. 課題図書グループ発表会（３） 

4. 巻１文武元〜文武４年（１） 

5. 巻１文武元〜文武４年（２） 

6. 巻１文武元〜文武４年（３） 

7. 巻１文武元〜文武４年（４） 

8. 巻２大宝元〜大宝２年（１） 

9. 巻２大宝元〜大宝２年（２） 

10. 巻２大宝元〜大宝２年（３） 

11. 巻３大宝３〜慶雲４年（１） 

12. 巻３大宝３〜慶雲４年（２） 

13. 巻３大宝３〜慶雲４年（３） 

14. 巻３大宝３〜慶雲４年（４） 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

レジュメ作成はグループ内で分担し、まとめたうえで、電子データで配布すること。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

発表(複数回)内容(50%)/コメント(50%) 

 

テキスト（Textbooks） 

なし 

 

参考文献（Readings） 

1. 1989、『続日本紀１』、岩波書店 (ISBN:4002400123) 

2. 1976、『律令』、岩波書店 (ISBN:9784000700030) 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AC126 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／演習 Ｈ２ 

(Seminars H2) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
続日本紀輪読 

担当者名 

（Instructor） 
深津 行徳(FUKATSU YUKINORI) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
HIS2510 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

続日本紀を輪読しながら、史料の読み方、日本古代史についての理解を深める。 

 

While engaging in group reading of the Shoku Nihongi, students will deepen their understanding of ancient Japanese history and 

methods for reading historical materials. 

 

授業の内容（Course Contents） 

続日本紀輪読。参加者に研究発表をしていただくことがありますので、授業内容は変更になることがあります。 

 

Group reading of Shoku Nihongi. As the class may ask participants to make presentations on their research, the content of the 

class is subject to change. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 成果発表会（１） 

2. 成果発表会（２） 

3. 成果発表会（３） 

4. 巻 10 神亀４〜天平２年（１） 

5. 巻 10 神亀４〜天平２年（２） 

6. 巻 10 神亀４〜天平２年（３） 

7. 巻 10 神亀４〜天平２年（４） 

8. 巻 11 天平３〜天平６年（１） 

9. 巻 11 天平３〜天平６年（２） 

10. 巻 11 天平３〜天平６年（３） 

11. 巻 12 天平６〜天平９年（１） 

12. 巻 12 天平６〜天平９年（２） 

13. 巻 12 天平６〜天平９年（３） 

14. まとめ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

レジュメ作成はグループ内で分担し、まとめたうえで、電子データで配布すること。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

発表(複数回)内容(50%)/コメント(50%) 

 

テキスト（Textbooks） 

なし 

 

参考文献（Readings） 

1. 1989、『続日本紀１』、岩波書店 (ISBN:4002400123) 

2. 1976、『律令』、岩波書店 (ISBN:9784000700030) 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AC127 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／演習 Ｈ３ 

(Seminars H3) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
日本中世史演習 

担当者名 

（Instructor） 
佐藤 雄基(SATO YUKI) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
HIS2510 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

日本中世史について基礎的な知識を身につけるとともに，論文や史料などを正確に読み，理解する能力を磨く。2 年生の段階で

は，まず漢文の史料に慣れるとともに，基本的な辞書・事典の使い方，新書・通史レヴェルの文献をきちんと読む力を身につけ

る。 

 

Students will acquire fundamental knowledge about medieval Japanese history, and refine their ability to accurately read and 

understand academic papers and historical materials. In the second year, students will first become accustomed to classical 

Chinese historical materials, learn how to use basic dictionaries and encyclopedias, and acquire the ability to properly read 

literature such as new publications and complete histories. 

 

授業の内容（Course Contents） 

①「御成敗式目」を輪読して，中世社会特有の用語を知り，史料読解の基礎的な能力を養う。  

②予備論文・卒業論文作成に向けてレポートを作成する。 

 

①の進め方は，全員毎回予習して，事前に小レポートを提出するほか，関連する論点の報告者を決め論点報告をしてもらう。当

日はそれに基づき，参加者で質疑・検討を行う。 

②については，長期休み中の課題として各自レポート作成を行う。 

 

ゼミ報告の準備のためのサブゼミを行うほか，演習の理解を深めるために，史跡・博物館の巡検やゼミ合宿（年 1，2 回の予定）

なども実施するので，履修者は必ず参加すること。参加者の希望に応じて，随時，崩し字などに関する勉強会も開く。 

 

(1) Students will engage in group reading of Goseibai-shikimoku, the law code of the Kamakura Shogunate.  

(2) Students will join group reading of the textbook. 

(3) Students will create reports aimed at writing a preliminary and graduation thesis. 

 

In proceeding with (1), students will (after dividing into groups, depending on the number of people) nominate one person in 

charge of reports, go through the original texts of historical materials, research the meanings of terms and phrases, and perform 

translation into modern Japanese language. After making preparations for examining issues and related academic papers and 

historical materials, students will make reports in the seminar. Participants will engage in Q&As and discussions. 

In proceeding with (2), all participants will spend 20-30 minutes to discuss one chapter in each session, based on the reading of 

the relevant chapter and a comment paper prepared in advance. 

For (3), students will create their own reports as homework for the long break. 

 

In addition to conducting a sub-seminar for preparation of seminar reports, the course will help students deepen understanding 

of the seminars by visiting historical sites and museums and by holding seminar camps (once or twice scheduled per year) as 

mandatory participation by the students. Study sessions on running-form Chinese characters may also be held, at the request 

of the participants. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. ガイダンス 

2. 春休みの課題の講評 

3. 史料輪読（『御成敗式目』 第１～４条） 

4. 史料輪読（『御成敗式目』 第５～８条） 

5. 史料輪読（『御成敗式目』 第９～12 条） 

6. 史料輪読（『御成敗式目』 第 13～16 条） 

7. 史料輪読（『御成敗式目』 第 17～20 条） 

8. 史料輪読（『御成敗式目』 第 21～24 条） 
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9. 史料輪読（『御成敗式目』 第 25～28 条） 

10. 史料輪読（『御成敗式目』 第 29～32 条） 

11. 史料輪読（『御成敗式目』 第 33～36 条） 

12. 史料輪読（『御成敗式目』 第 37～39 条） 

13. 史料輪読（『御成敗式目』 第 40～43 条） 

14. まとめ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

授業の初回に指示する。参加者は自身の報告準備（報告は各学期少なくとも 1 回）に加えて，毎回予習してくることを前提とす

る。事前に，いわゆる「通史」ものを読んで，中世，特に鎌倉時代に関する基礎知識を確認しておくとよい（「名著」は多数あるが，

比較的入手しやすいものとして，石井進『鎌倉幕府』中公文庫，五味文彦『鎌倉と京』講談社学術文庫）、近藤成一『鎌倉幕府と朝

廷』（岩波新書）。 

 

史料読解の訓練のために「古文書」の講義を履修することが望ましい。日本中世史関係の「史学講義」も可能な限り履修してほし

い。日本中世史を専攻するという自分の専門性への自覚をもってほしい。教養のありがたさというのは，ある程度専門性を深めた

後になってようやく理解されるものだと思う。私自身は皆さんに教養をもってほしいと思うし，そのためにもいろいろな授業を積極

的にとってほしいが，それが上っ面の「お勉強」にならないためにも，自分の思考の基礎となる専門性というものを持ってほしいと

願っている。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

報告内容(40%)/参加姿勢(40%)/レポート(20%) 

ゼミは毎回参加が原則である。無断欠席は原則認めない。正当な理由のある場合は必ず事前に連絡すること。なお，単位修得

のためには，８０％以上の出席を必要とする。 

 

テキスト（Textbooks） 

1. 佐藤進一・池内義資編、2008、『中世法制史料集 第一巻』、岩波書店 

2. 1972、『中世政治社會思想 上巻』、岩波書店 (ISBN:978-4000700214) 

必要な史資料はコピーないし PDFを配布する。 

 

参考文献（Readings） 

利用・参照すべき辞書・文献類については，授業中に指示する。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

東京大学史料編纂所データベース http://wwwap.hi.u-tokyo.ac.jp/ships/db.html 

そのほかは授業中に指示する。 

本演習では中世前期の史料を素材にして歴史の学び方を修得する。3 年生用の演習Ｈ15 と連携する工夫を行う｡ 

 

注意事項（Notice） 
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■AC128 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／演習 Ｈ４ 

(Seminars H4) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
日本中世史演習 

担当者名 

（Instructor） 
佐藤 雄基(SATO YUKI) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
HIS2510 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

日本中世史について基礎的な知識を身につけるとともに，論文や史料などを正確に読み，理解する能力を磨く。2 年生の段階で

は，まず漢文の史料に慣れるとともに，基本的な辞書・事典の使い方，新書・通史レヴェルの文献をきちんと読む力を身につけ

る。 

 

Students will acquire fundamental knowledge about medieval Japanese history, and refine their ability to accurately read and 

understand academic papers and historical materials. In the second year, students will first become accustomed to classical 

Chinese historical materials, learn how to use basic dictionaries and encyclopedias, and acquire the ability to properly read 

literature such as new publications and complete histories. 

 

授業の内容（Course Contents） 

①鎌倉幕府の法令である「御成敗式目」，およびその歴史書である『吾妻鏡』を輪読する。 

②論文輪読をおこなう。 

③予備論文・卒業論文作成に向けてレポートを作成する。 

 

①の進め方は，全員毎回予習して，事前に小レポートを提出するほか，関連する論点の報告者を決め論点報告をしてもらう。当

日はそれに基づき，参加者で質疑・検討を行う。 

②の進め方は，毎回 45 分程度を用いて，毎回 1 章ずつ，参加者全員が事前に読み，コメントペーパーを用意してきて，それをも

とに議論を行う。 

③については，長期休み中の課題として各自レポート作成を行う。 

 

ゼミ報告の準備のためのサブゼミを行うほか，演習の理解を深めるために，史跡・博物館の巡検やゼミ合宿（年 1，2 回の予定）

なども実施するので，履修者は必ず参加すること。参加者の希望に応じて，随時，崩し字などに関する勉強会も開く。 

 

(1) Students will engage in group reading of Azumakagami, the historical record of the Kamakura Shogunate. This year, students 

will read articles about the Jokyu War (jōkyū no ran) in 1221. 

(2) Students will join group reading of the textbook. 

(3) Students will create reports aimed at writing a preliminary and graduation thesis. 

 

In proceeding with (1), students will (after dividing into groups, depending on the number of people) nominate one person in 

charge of reports, go through the original texts of historical materials, research the meanings of terms and phrases, and perform 

translation into modern Japanese language. After making preparations for examining issues and related academic papers and 

historical materials, students will make reports in the seminar. Participants will engage in Q&As and discussions. 

In proceeding with (2), all participants will spend 20-30 minutes to discuss one chapter in each session, based on the reading of 

the relevant chapter and a comment paper prepared in advance. 

For (3), students will create their own reports as homework for the long break. 

 

In addition to conducting a sub-seminar for preparation of seminar reports, the course will help students deepen understanding 

of the seminars by visiting historical sites and museums and by holding seminar camps (once or twice scheduled per year) as 

mandatory participation by the students. Study sessions on running-form Chinese characters may also be held, at the request 

of the participants. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. ガイダンス 

2. 史料輪読（「御成敗式目」第 44～47 条） 文献輪読（1） 

3. 史料輪読（「御成敗式目」第 48～49 条）・文献輪読（２） 
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4. 史料輪読（「御成敗式目」第 49～51 条）・文献輪読（３） 

5. 史料輪読（まとめ）・文献輪読（４） 

6. 史料輪読（『吾妻鏡』ガイダンス）・文献輪読（５） 

7. 史料輪読（『吾妻鏡』１）・文献輪読（６） 

8. 史料輪読（『吾妻鏡』２）・文献輪読（７） 

9. 史料輪読（『吾妻鏡』３）・文献輪読（８） 

10. 史料輪読（『吾妻鏡』４）・文献輪読（９） 

11. 史料輪読（『吾妻鏡』５）・文献輪読（１０） 

12. 史料輪読（『吾妻鏡』６）・文献輪読（１１） 

13. 史料輪読（『吾妻鏡』７）・文献輪読（１２） 

14. まとめ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

授業の初回に指示する。参加者は自身の報告準備（報告は各学期少なくとも 1 回）に加えて，毎回予習してくることを前提とす

る。事前に，いわゆる「通史」ものを読んで，中世，特に鎌倉時代に関する基礎知識を確認しておくとよい（「名著」は多数あるが，

比較的入手しやすいものとして，石井進『鎌倉幕府』中公文庫，五味文彦『鎌倉と京』講談社学術文庫）、近藤成一『鎌倉幕府と朝

廷』（岩波新書）。 

 

史料読解の訓練のために「古文書」の講義を履修することが望ましい。日本中世史関係の「史学講義」も可能な限り履修してほし

い。日本中世史を専攻するという自分の専門性への自覚をもってほしい。教養のありがたさというのは，ある程度専門性を深めた

後になってようやく理解されるものだと思う。私自身は皆さんに教養をもってほしいと思うし，そのためにもいろいろな授業を積極

的にとってほしいが，それが上っ面の「お勉強」にならないためにも，自分の思考の基礎となる専門性というものを持ってほしいと

願っている。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

報告内容(40%)/参加姿勢(40%)/レポート(20%) 

ゼミは毎回参加が原則である。無断欠席は原則認めない。正当な理由のある場合は必ず事前に連絡すること。なお，単位修得

のためには，８０％以上の出席を必要とする。 

 

テキスト（Textbooks） 

1. 黒板勝美編、1974、『新訂増補 国史大系 吾妻鏡 第二巻』、吉川弘文館 (ISBN:978-4 642000246) 

2. 1972、『中世政治社会思想 上巻』、岩波書店 

必要な史資料はコピーないし PDFを配布する。 

 

参考文献（Readings） 

1. 五味文彦、2000、『増補 吾妻鏡の方法』、吉川弘文館 (ISBN:978-4642077712) 

2. 安田元久編、1998、『吾妻鏡人名総覧』、吉川弘文館 (ISBN:978-4642001779) 

3. 御家人制研究会編、1971、『吾妻鏡人名索引』、吉川弘文館 (ISBN:978-4642001751) 

4. 及川大溪、1999、『吾妻鏡総索引 全 2 巻』、東洋書林 (ISBN:978-4887213743) 

5. 九条兼実、1999、『玉葉』、名著刊行会 (ISBN:978-4839002794) 

6. 佐藤進一・池内義資編、2008、『中世法制史料集 第一巻』、岩波書店 (ISBN:978-4000013253) 

7. 高橋秀樹、2015、『新訂吾妻鏡１』、和泉書院 (ISBN:978-4-7576-0730-9) 

利用・参照すべき辞書・文献類については，授業中に指示する。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

東京大学史料編纂所データベース http://wwwap.hi.u-tokyo.ac.jp/ships/db.html 

そのほかは授業中に指示する。 

本演習では中世前期の史料を素材にして歴史の学び方を修得する。3 年生用の演習Ｈ15 と連携する工夫を行う｡ 

 

注意事項（Notice） 
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■AC129 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／演習 Ｈ５ 

(Seminars H5) 

担当者名 

（Instructor） 
後藤 雅知(GOTO MASATOSHI) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
HIS2510 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

日本近世史について基礎的な知識を身につけるとともに、論文や史料などを正確に読み、理解する能力を磨く。 

 

Students will acquire fundamental knowledge about early modern Japanese history, and refine their ability to accurately read 

and understand academic papers and historical materials. 

 

授業の内容（Course Contents） 

日本近世史、とくに政治史・都市史・村落史など、人びとのくらしにそくした近世社会史を取り上げてすすめる。授業では個人もしく

はグループに分かれて、近世史料の輪読や、指定された史料・文献についての報告を行い、全体でその内容について議論する。 

 

The course will take up early modern Japanese history, particularly political, urban, village, and other early modern social history 

that represent how people lived. In the class, students will perform group reading of early modern historical materials, report on 

specified historical materials and literature, and discuss the content overall, individually or in groups. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. ガイダンス 

2. 近世の政治・社会に関わる活字史料や論文を読む（1） 

3. 近世の政治・社会に関わる活字史料や論文を読む（2） 

4. 近世の政治・社会に関わる活字史料や論文を読む（3） 

5. 近世の政治・社会に関わる活字史料や論文を読む（4） 

6. 近世の政治・社会に関わる活字史料や論文を読む（5） 

7. 近世の政治・社会に関わる活字史料や論文を読む（6） 

8. 近世の政治・社会に関わる活字史料や論文を読む（7） 

9. 近世の政治・社会に関わる活字史料や論文を読む（8） 

10. 近世の政治・社会に関わる活字史料や論文を読む（9） 

11. 近世の政治・社会に関わる活字史料や論文を読む（10） 

12. 近世の政治・社会に関わる活字史料や論文を読む（11） 

13. 近世の政治・社会に関わる活字史料や論文を読む（12） 

14. 近世の政治・社会に関わる活字史料や論文を読む（13） 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

文献や史料は必ず事前に読みこみ、わからない語句を調べるなど十全な予習を行い、また関連する文献についても検討しておく

こと。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

報告内容・参加姿勢(100%) 

単位修得のためには、８０％以上の出席を必要とする。 

 

テキスト（Textbooks） 

なし 

 

参考文献（Readings） 

文献は授業時に指示する。史料類のコピーは適宜配布する。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

授業時以外に、博物館や史跡見学などのフィールドワークを行う可能性がある。ゼミ合宿などを行う場合もある。 

 

注意事項（Notice） 

 

 



 - 206 - 

■AC130 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／演習 Ｈ６ 

(Seminars H6) 

担当者名 

（Instructor） 
後藤 雅知(GOTO MASATOSHI) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
HIS2510 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

日本近世史について基礎的な知識を身につけるとともに、論文や史料などを正確に読み、理解する能力を磨く。 

 

Students will acquire fundamental knowledge about early modern Japanese history, and refine their ability to accurately read 

and understand academic papers and historical materials. 

 

授業の内容（Course Contents） 

日本近世史、とくに村落史・地域史・都市史など、人びとのくらしにそくした近世社会史を取り上げてすすめる。授業では個人もしく

はグループに分かれて、指定された文献や史料について報告し、全体でその内容について議論する。その上で、日本近世史に

関するテーマを自ら設定し、その基礎的な研究作業に入っていく。 

 

The course will take up early modern Japanese history, particularly village, region, urban, and other early modern social history 

that represent how people lived. In the class, students will report on specified historical materials and literature and will discuss 

the content overall, individually or in groups. Based on this, students will set their own themes on early modern Japanese 

history, and begin basic research work. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 指定したテキストに収載された史料もしくは論文を読み議論する（１） 

2. 指定したテキストに収載された史料もしくは論文を読み議論する（２） 

3. 指定したテキストに収載された史料もしくは論文を読み議論する（３） 

4. 指定したテキストに収載された史料もしくは論文を読み議論する（４） 

5. 指定したテキストに収載された史料もしくは論文を読み議論する（５） 

6. 指定したテキストに収載された史料もしくは論文を読み議論する（６） 

7. 指定したテキストに収載された史料もしくは論文を読み議論する（７） 

8. 指定したテキストに収載された史料もしくは論文を読み議論する（８） 

9. 指定したテキストに収載された史料もしくは論文を読み議論する（９） 

10. 指定したテキストに収載された史料もしくは論文を読み議論する（１０） 

11. 指定したテキストに収載された史料もしくは論文を読み議論する（１１） 

12. 指定したテキストに収載された史料もしくは論文を読み議論する（１２） 

13. 指定したテキストに収載された史料もしくは論文を読み議論する（１３） 

14. 指定したテキストに収載された史料もしくは論文を読み議論する（１４） 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

文献や史料は必ず事前に読み込むなど十全な予習を行い、また関連する文献についても検討しておくこと。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

出席・参加姿勢(50%)/報告(複数回)内容(50%) 

単位修得のためには、80％以上の出席を必要とする。 

 

テキスト（Textbooks） 

テキストは授業時に適時指示する。 

 

参考文献（Readings） 

文献は授業時に指示する。史料類のコピーは適宜配付する。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

授業時以外に、博物館や史跡見学などのフィールドワークを行う可能性がある。ゼミ合宿などを行う場合もある。 

 

注意事項（Notice） 
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■AC131 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／演習 Ｈ７ 

(Seminars H7) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
日本近代史ゼミ 

担当者名 

（Instructor） 
小野沢 あかね(ONOZAWA AKANE) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
HIS2510 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

日本近代史に関する知識や研究方法を学ぶとともに、自らの研究課題を設定するための準備を行う。 

 

In addition to learning knowledge and research methods related to modern Japanese history, students will prepare for setting 

their own research subjects. 

 

授業の内容（Course Contents） 

日本近代史にかかわることを研究対象とする。授業では、民衆史・社会運動史・女性史などを含みこんだ日本近代史に関する基

礎的な文献の講読を行い、講読に基づいた報告と議論を行う。授業内での意見発表や議論を重視するので、授業には必ず出席

すること。 

 

The subject of research is modern Japanese history. In the class, students will engage in basic literature reading on modern 

Japanese history, including history of the common people, social movements, and women, and create reports and hold 

discussions based on the reading. As the classes emphasize discussions and presentations of opinions, the class attendance is 

a must. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. イントロダクション 

2. 受講生による報告と議論（１） 

3. 受講生による報告と議論（２） 

4. 受講生による報告と議論（３） 

5. 受講生による報告と議論（４） 

6. 受講生による報告と議論（５） 

7. 受講生による報告と議論（６） 

8. 受講生による報告と議論（７） 

9. 受講生による報告と議論（８） 

10. 受講生による報告と議論（９） 

11. 受講生による報告と議論（10） 

12. 受講生による報告と議論（11） 

13. 受講生による報告と議論（12） 

14. まとめ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

授業で対象とする文献・史料を必ず事前に講読し、自身の意見を考えてくること。 

自分の興味関心に応じて文献を探し、読むこと。積極的に教員に文献を紹介してもらうこと。 

その他、授業内で指示する。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

最終レポート(Final Report)(40%)/報告と質疑応答内容(60%) 

 

テキスト（Textbooks） 

授業内で指示する。 

 

参考文献（Readings） 

授業内で指示する。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 
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注意事項（Notice） 
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■AC132 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／演習 Ｈ８ 

(Seminars H8) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
日本近代史ゼミ 

担当者名 

（Instructor） 
小野沢 あかね(ONOZAWA AKANE) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
HIS2510 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

日本近代史に関する知識や研究方法を学ぶとともに、自らの研究課題を設定するための準備を行う。 

 

In addition to learning knowledge and research methods related to modern Japanese history, students will prepare for setting 

their own research subjects. 

 

授業の内容（Course Contents） 

日本近代史にかかわることを研究対象とする。授業では、民衆史・社会運動史・女性史などを含みこんだ日本近代史に関する基

礎的な文献の講読を行い、講読に基づいた報告と議論を行う。授業内での意見発表や議論を重視するので、授業には必ず出席

すること。 

 

The subjects of the research will involve modern Japanese history. In the class, students will engage in basic literature reading 

on modern Japanese history, including history of the common people, social movements, and women, and create reports and 

hold discussions based on the reading. As the classes emphasize discussions and presentations of opinions, the class 

attendance is a must. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. イントロダクション 

2. 受講生による報告と議論（１） 

3. 受講生による報告と議論（２） 

4. 受講生による報告と議論（３） 

5. 受講生による報告と議論（４） 

6. 受講生による報告と議論（５） 

7. 受講生による報告と議論（６） 

8. 受講生による報告と議論（７） 

9. 受講生による報告と議論（８） 

10. 受講生による報告と議論（９） 

11. 受講生による報告と議論（10） 

12. 受講生による報告と議論（11） 

13. 受講生による報告と議論（12） 

14. まとめ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

授業で対象とする文献・史料を必ず事前に講読し、自身の意見を考えてくること。 

自分の興味関心に応じて文献を探し、読むこと。積極的に教員に文献を紹介してもらうこと。 

その他、授業内で指示する。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

最終レポート(Final Report)(40%)/報告と質疑応答内容(60%) 

 

テキスト（Textbooks） 

授業内で指示する。 

 

参考文献（Readings） 

授業内で指示する。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 



 - 210 - 

 

注意事項（Notice） 
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■AC133 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／演習 Ｈ９ 

(Seminars H9) 

担当者名 

（Instructor） 
沼尻 晃伸(NUMAJIRI AKINOBU) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
HIS2510 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

日本現代史の基礎を学びつつ，史料に基づき歴史認識を深め，日本現代史の課題を自ら設定し，実証するため基礎を理解す

る。 

 

Students will deepen their historical awareness based on the historical materials, set their own issues in contemporary 

Japanese history, and understand fundamentals for verifying these, while learning the basics of contemporary Japanese history. 

 

授業の内容（Course Contents） 

日本現代史, なかでも 1970～80 年代にかけての社会経済史・環境史を研究対象とする。授業は，指定した文献や史料を参加者

全員が授業の前に予習しておき，その中の１～２名がレポーターとして報告し，その報告に基づき全員が質疑応答する形式で行

う。具体的には，以下の通りである。 

１. 日本現代史に関する基礎的文献の講読 

２. 1970-80 年代における社会経済史・環境史に関する史料読み 

３. 史料読みの授業をふまえ，関連する史料や文献の講読 

学生の理解度や興味関心を重視して進度を決定し，以上の１～３を繰り返して，授業を進める。 

 

The subjects of research will involve contemporary Japanese history, especially socioeconomic and environmental history in the 

1970s and 1980s. All participants will prepare the specified literature and historical materials ahead of the class. In the class, 

one or two participants will take the role of reporter, after which all members will take part in Q&As based on the reports. 

Specifically, the course will include the following: 

1. Reading of fundamental literature concerning contemporary Japanese history 

2. Reading of historical materials concerning socioeconomic and environment history in the 1970s and 1980s 

3. Reading of related historical materials and literature, based on preceding in-class reading of historical materials 

The class will judge progress with an emphasis on students' degree of understanding and interest, and will advance through 

repetition of the above steps 1-3. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 日本現代史に関する史料・文献講読とそれに関する議論（１） 

2. 日本現代史に関する史料・文献講読とそれに関する議論（２） 

3. 日本現代史に関する史料・文献講読とそれに関する議論（３） 

4. 日本現代史に関する史料・文献講読とそれに関する議論（４） 

5. 日本現代史に関する史料・文献講読とそれに関する議論（５） 

6. 日本現代史に関する史料・文献講読とそれに関する議論（６） 

7. 日本現代史に関する史料・文献講読とそれに関する議論（７） 

8. 日本現代史に関する史料・文献講読とそれに関する議論（８） 

9. 日本現代史に関する史料・文献講読とそれに関する議論（９） 

10. 日本現代史に関する史料・文献講読とそれに関する議論（１０） 

11. 日本現代史に関する史料・文献講読とそれに関する議論（１１） 

12. 日本現代史に関する史料・文献講読とそれに関する議論（１２） 

13. 日本現代史に関する史料・文献講読とそれに関する議論（１３） 

14. 日本現代史に関する史料・文献講読とそれに関する議論（１４） 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

各回該当箇所の史料・文献を予習し、不明な言葉などを調べておく。授業終了後には、当日の議論をまとめ、改めて史料・文献を

読みなおす。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

出席と議論への参加度(50%)/ゼミでの報告と授業内提出物(50%) 

授業回数の 80％以上出席していない場合、成績評価はＤとする。 

 



 - 212 - 

テキスト（Textbooks） 

授業中に指示する。 

 

参考文献（Readings） 

授業中に指示する。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AC134 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／演習 Ｈ１０ 

(Seminars H10) 

担当者名 

（Instructor） 
沼尻 晃伸(NUMAJIRI AKINOBU) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
HIS2510 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

演習 H９に引き続き，日本現代史の基礎を学びつつ，史料に基づき歴史認識を深め，日本現代史の課題を自ら設定し，実証する

ため基礎を理解する。 

 

Continuing from Seminars H9, students will deepen their awareness of history based on historical materials, will set their own 

issues in contemporary Japanese history, and will understand fundamentals for verifying these, while learning the basics of 

contemporary Japanese history. 

 

授業の内容（Course Contents） 

日本現代史, なかでも 1970～80 年代にかけての社会経済史・環境史を研究対象とする。授業は，指定した文献や史料を参加者

全員が授業の前に予習しておき，その中の１～２名がレポーターとして報告し，その報告に基づき全員が質疑応答する形式で行

う。具体的には，以下の通りである。 

１. 日本現代史に関する基礎的文献の講読 

２. 1970-80 年代における社会経済史・環境史に関する史料読み 

３. 史料読みの授業をふまえ，関連する史料や文献の講読 

学生の理解度や興味関心を重視して進度を決定し，以上の１～３を繰り返して，授業を進める。最後に，1 年間のゼミでの研究成

果を小論文にまとめる。 

 

The subjects of research will involve contemporary Japanese history, especially socioeconomic and environmental history in the 

1970s and 1980s. All participants will prepare the specified literature and historical materials ahead of the class. In the class, 

one or two participants will take the role of reporter, after which all members will take part in Q&As based on the reports. 

Specifically, the course will include the following: 

1. Reading of fundamental literature concerning contemporary Japanese history 

2. Reading of historical materials concerning socioeconomic and environment history in the 1970s and 1980s 

3. Reading of related historical materials and literature, based on preceding in-class reading of historical materials 

The class will judge progress with an emphasis on students' degree of understanding and interest, and will advance through 

repetition of the above steps 1-3. Finally, students will summarize their one-year research results in a short essay. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 日本現代史に関する史料・文献講読とそれに関する議論（１） 

2. 日本現代史に関する史料・文献講読とそれに関する議論（２） 

3. 日本現代史に関する史料・文献講読とそれに関する議論（３） 

4. 日本現代史に関する史料・文献講読とそれに関する議論（４） 

5. 日本現代史に関する史料・文献講読とそれに関する議論（５） 

6. 日本現代史に関する史料・文献講読とそれに関する議論（６） 

7. 日本現代史に関する史料・文献講読とそれに関する議論（７） 

8. 日本現代史に関する史料・文献講読とそれに関する議論（８） 

9. 日本現代史に関する史料・文献講読とそれに関する議論（９） 

10. 日本現代史に関する史料・文献講読とそれに関する議論（１０） 

11. 日本現代史に関する史料・文献講読とそれに関する議論（１１） 

12. 日本現代史に関する史料・文献講読とそれに関する議論（１２） 

13. 日本現代史に関する史料・文献講読とそれに関する議論（１３） 

14. 日本現代史に関する史料・文献講読とそれに関する議論（１４） 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

各回該当箇所の史料・文献を予習し、不明な言葉などを調べておく。授業終了後には、当日の議論をまとめ、改めて史料・文献を

読みなおす。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

出席と議論への参加度(50%)/ゼミでの報告と授業内提出物(50%) 
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授業回数の 80％以上以上出席していない場合、成績評価はＤとする。 

 

テキスト（Textbooks） 

授業中に指示する。 

 

参考文献（Readings） 

授業中に指示する。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AC135 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／演習 Ｈ１３ 

(Seminars H13) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
東アジア・日本古代史（１） 

担当者名 

（Instructor） 
深津 行徳(FUKATSU YUKINORI) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
HIS3510 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

各人が研究テーマを設定し，東アジア・日本古代史についての理解を深める。 

 

Students will set their own research themes and deepen their understanding of East Asian and ancient Japanese history. 

 

授業の内容（Course Contents） 

各回，参加者３名を目処に研究発表をしていただきます。授業内容は変更になることがあります。 

 

In each session, three-or-so participants will give research presentations. The content of the class is subject to change. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 個人発表（1） 

2. 個人発表（2） 

3. 個人発表（3） 

4. 個人発表（4） 

5. 個人発表（5） 

6. 個人発表（6） 

7. グループ討論（1） 

8. 個人発表（7） 

9. 個人発表（8） 

10. 個人発表（9） 

11. 個人発表（10） 

12. 個人発表（11） 

13. グループ討論（2） 

14. まとめ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

発表前日までに発表要旨を作成し、電子テキストで配布すること。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

報告(複数回)内容(50%)/議論参加度(50%) 

 

テキスト（Textbooks） 

なし 

 

参考文献（Readings） 

 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AC136 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／演習 Ｈ１４ 

(Seminars H14) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
東アジア・日本古代史（２） 

担当者名 

（Instructor） 
深津 行徳(FUKATSU YUKINORI) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
HIS3510 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

各人が研究テーマを設定し，東アジア・日本古代史についても理解を深める。 

 

Students will set their own research themes and deepen their understanding of East Asian and ancient Japanese history. 

 

授業の内容（Course Contents） 

各回，参加者に研究発表をしていただきます。授業内容は変更になることがあります。 

 

In each session, participants will give research presentations. The content of the class is subject to change. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 個人発表（1） 

2. 個人発表（2） 

3. 個人発表（3） 

4. 個人発表（4） 

5. 個人発表（5） 

6. 個人発表（6） 

7. グループ討論（1） 

8. 個人発表（7） 

9. 個人発表（8） 

10. 個人発表（9） 

11. 個人発表（10） 

12. 個人発表（11） 

13. グループ討論（2） 

14. 発表会 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

報告前日までに発表要旨を作成し、電子テキストで配布すること。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

発言の回数と内容(100%) 

 

テキスト（Textbooks） 

なし 

 

参考文献（Readings） 

 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AC137 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／演習 Ｈ１５ 

(Seminars H15) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
日本中世史演習 

担当者名 

（Instructor） 
佐藤 雄基(SATO YUKI) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
HIS3510 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

日本中世史の史料・論文の読解能力を高めるとともに，卒業論文の制作との関連を重視して，各自の研究テーマを探究する。 

3 年生の段階では，自分の研究テーマに関連する史料を集めて（先行研究を参考にしながら）読むとともに，学術的な論文を集め

て読む力を身につける（特に学術的な手続きを踏まえた文献とそうではない文献の区別ができるようになる）ことを目指す。  

 

While enhancing their ability to comprehend historical materials and academic papers on medieval Japanese history, students 

will explore their research themes with an emphasis on the relationship with the writing of a graduation thesis. 

In the third year, students will collect and read historical materials related to their own research themes (while referring to prior 

research), and will aim to acquire the ability to read academic research papers (in particular, the ability to distinguish literature 

based on academic procedures from those not).  

 

授業の内容（Course Contents） 

①鎌倉幕府の歴史書である『吾妻鏡』を輪読する。 

②各回 45 分程度、論文の輪読をおこなう。毎回,指定された報告者が，課題文献について，内容要約，論述・論証・史料解釈（史

料操作）の仕方についてレジュメを作成して報告する。そのうえで，参加者全員で討議を行う。 

報告者と相談しながら，報告者の関心に応じて輪読論文を定めることにしたいが，ある大きなテーマのもと，関連する論文を何本

か読むかたちにするかもしれない。初回に相談する。 

「論文を書く」ためには「論文の書き方」が分からなければならない。報告者にはぜひ優れた「論文」をレジュメに要約することを通

じて「論文の書き方」を学んでほしい。 

③各自の研究テーマを確認し，それに沿って，関係文献・史料を収集整理し（機会をみて「文献目録」を作成してもらう），各自の

研究テーマを深めていく。長期休み中にレポートを作成してもらう。具体的な報告の計画については，初回の授業で決める。 

 

また,予備論文作成に向けて,オフィスアワーに面談を学期中 1,2 回開催する。各自,研究計画を作成し,各自のテーマに沿った研究

書・論文を読むことになる。 

 

演習の理解を深めるために，史跡・博物館の巡検やゼミ合宿（年 2 回程度）なども実施するので、参加者は必ず参加すること。  

 

(1) Group reading of historical materials 

(2) Group reading of academic papers 

(3) Creation of reports aimed at writing a preliminary thesis and graduation thesis 

(1) About 60 minutes each session The course will perform group reading of ancient and medieval documents, with Shinpan 

komonjogaku nyuumon by Shinichi Sato as a subtext. In each session, a reporter will be designated, and the student will read, 

comprehend, and create modern translations of specified ancient manuscripts (names of persons, geographical names, words 

and phrases, etc.) while collecting related documents using Heian Ibun, Kamakura Ibun, etc., then perform paleographical analysis 

of the ancient manuscripts. The course assumes that students have taken the "Ancient Manuscripts 1" class in their second 

year; those who have not done so should take the course during this academic year. 

(2) About 30 minutes each session Each session, a designated reporter will prepare a summary of the content of the target 

literature, as well as an outline of the methods of the discussions, demonstrations, and interpretations of the historical materials 

(use of historical materials). Based on this, all participants will engage in deliberations. Academic papers will ideally be decided in 

consultation with reporters in accordance with their interest, but reading of several related papers under a major theme may be 

assigned. Counseling will take place in the first session. 

Writing an academic paper requires knowledge on how to make it better. Reporters are encouraged to learn how to write 

academic papers by summarizing outstanding academic papers in an outline paper. 

(3) Students will confirm their research themes, collect and organize related literature and historical materials in line with the 

themes (including creation of a bibliography as opportunity permits), and will deepen their research themes. Students will create 

reports during the long break. A specific report plan will be decided in the first class. 
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The course will help students deepen understanding of the seminars by visiting historical sites and museums and by holding 

seminar camps (scheduled twice a year or so) as mandatory participation by the students.  

 

授業計画（Course Schedule） 

1. ガイダンス 

2. 史料・文献輪読（１） 

3. 史料・文献輪読（２） 

4. 史料・文献輪読（３） 

5. 史料・文献輪読（４） 

6. 史料・文献輪読（５） 

7. 史料・文献輪読（６） 

8. 史料・文献輪読（７） 

9. 史料・文献輪読（８） 

10. 史料・文献輪読（９） 

11. 史料・文献輪読（１０） 

12. 史料・文献輪読（１１） 

13. 史料・文献輪読（１２） 

14. まとめ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

授業の初回に指示する。参加者は自身の報告準備（報告は各学期少なくとも 1 回）に加えて，毎回予習してくることを前提とす

る。事前に，いわゆる「通史」ものを読んで，中世，特に鎌倉時代に関する基礎知識を確認しておくとよい（「名著」は多数あるが，

比較的入手しやすいものとして，石井進『鎌倉幕府』中公文庫，五味文彦『鎌倉と京』講談社学術文庫）、近藤成一『鎌倉幕府と朝

廷』（岩波新書）。 

 

史料読解の訓練のために「古文書」の講義を履修することが望ましい。日本中世史関係の「史学講義」も可能な限り履修してほし

い。日本中世史を専攻するという自分の専門性への自覚をもってほしい。教養のありがたさというのは，ある程度専門性を深めた

後になってようやく理解されるものだと思う。私自身は皆さんに教養をもってほしいと思うし，そのためにもいろいろな授業を積極

的にとってほしいが，それが上っ面の「お勉強」にならないためにも，自分の思考の基礎となる専門性というものを持ってほしいと

願っている。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

報告内容(40%)/参加姿勢(40%)/レポート(20%) 

ゼミは毎回参加が原則である。無断欠席は原則認めない。正当な理由のある場合は必ず事前に連絡すること。なお，単位修得

のためには，８０％以上の出席を必要とする。 

 

テキスト（Textbooks） 

1. 黒板勝美編、1974、『新訂増補 国史大系 吾妻鏡 第二巻』、吉川弘文館 (ISBN:978-4 642000246) 

2. 秋山哲雄・田中大喜・野口華世編、2014、『日本中世史入門―論文を書こう』、勉誠出版 (ISBN:978-4585220794) 

必要な史資料はコピーないし PDFを配布する。 

 

参考文献（Readings） 

1. 五味文彦、2000、『増補 吾妻鏡の方法』、吉川弘文館 (ISBN:978-4642077712) 

2. 安田元久編、1998、『吾妻鏡人名総覧』、吉川弘文館 (ISBN:978-4642001779) 

3. 御家人制研究会編、1971、『吾妻鏡人名索引』、吉川弘文館 (ISBN:978-4642001751) 

4. 及川大溪、1999、『吾妻鏡総索引 全 2 巻』、東洋書林 (ISBN:978-4887213743) 

5. 九条兼実、1999、『玉葉』、名著刊行会 (ISBN:978-4839002794) 

6. 佐藤進一・池内義資編、2008、『中世法制史料集 第一巻』、岩波書店 (ISBN:978-4000013253) 

7. 高橋秀樹、2015、『新訂吾妻鏡１』、和泉書院 (ISBN:978-4-7576-0730-9) 

これ以外には『新体系 日本史』（山川出版社）シリーズを調べたい章節を事典的に利用するとよい。 

『史学雑誌』毎年 6 月の「○○年の歴史学界――回顧と展望」 は前年発表の各分野の論文・著書の紹介で、関心あるテーマの

項目を 10 年分（以上）拾い読みするとよい。 

【研究史上重要な論文と研究史ガイド】としては以下のシリーズもお薦め。 

大石直正･柳原敏昭編『展望日本歴史 9 中世社会の成立』（東京堂出版、2001 年） 

佐藤和彦･小林一岳編『展望日本歴史 10 南北朝内乱』（東京堂出版、2000 年） 

久留島典子･榎原雅治編『展望日本歴史 11 室町の社会』（東京堂出版、 2002 年） 

池上裕子･稲葉継陽編『展望日本歴史 12 戦国社会』（東京堂出版、2001 年） 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

東京大学史料編纂所データベース http://wwwap.hi.u-tokyo.ac.jp/ships/db.html 

そのほかは授業中に指示する。 

本演習では中世前期の史料を素材にして歴史の学び方を修得する。3 年生用の演習Ｈ15 と連携する工夫を行う｡ 
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注意事項（Notice） 
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■AC138 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／演習 Ｈ１６ 

(Seminars H16) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
日本中世史演習 

担当者名 

（Instructor） 
佐藤 雄基(SATO YUKI) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
HIS3510 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

日本中世史の史料・論文の読解能力を高めるとともに，卒業論文の制作との関連を重視して，各自の研究テーマを探究する。 

3 年生の段階では，自分の研究テーマに関連する史料を集めて（先行研究を参考にしながら）読むとともに，学術的な論文を集め

て読む力を身につける（特に学術的な手続きを踏まえた文献とそうではない文献の区別ができるようになる）ことを目指す。 

 

While enhancing their ability to comprehend historical materials and academic papers on medieval Japanese history, students 

will explore their research themes with an emphasis on the relationship with the writing of a graduation thesis. 

In the third year, students will collect and read historical materials related to their own research themes (while referring to prior 

research), and will aim to acquire the ability to read academic research papers (in particular, the ability to distinguish literature 

based on academic procedures from those not). 

 

授業の内容（Course Contents） 

①史料輪読 

②論文輪読 

③予備論文・卒業論文作成に向けたレポート作成 

 

①各回 40 分程度。参加者の研究テーマに関連する史料の輪読を行う。 

 

②各回 40 分程度。毎回指定された報告者が，課題文献について，内容要約，論述・論証・史料解釈（史料操作）の仕方について

レジュメを作成して報告する。そのうえで，参加者全員で討議を行う。論文については，報告者と相談しながら，報告者の関心に

応じて定める。「論文を書く」ためには「論文の書き方」が分からなければならない。報告者にはぜひ優れた「論文」をレジュメに要

約することを通じて「論文の書き方」を学んでほしい。 

③各自の研究テーマを確認し，それに沿って，関係文献・史料を収集整理し（機会をみて「文献目録」を作成してもらう），各自の

研究テーマを深めていく。長期休み中にレポートを作成してもらう。具体的な報告の計画については，初回の授業で決める。 

 

演習の理解を深めるために，史跡・博物館の巡検やゼミ合宿（年 2 回程度）なども実施するので、参加者は必ず参加すること。 

 

(1) Group reading of historical materials 

(2) Group reading of academic papers 

(3) Creation of reports aimed at writing a preliminary thesis and graduation thesis 

(1) About 60 minutes each session The course will perform group reading of ancient and medieval documents The course 

assumes that students have taken the "Ancient Manuscripts 1" class in their second year; those who have not done so should 

take the course during this academic year. 

(2) About 30 minutes each session Each session, a designated reporter will prepare a summary of the content of the target 

literature, as well as an outline of the methods of the discussions, demonstrations, and interpretations of the historical materials 

(use of historical materials). Based on this, all participants will engage in deliberations. Academic papers will be decided in 

consultation with reporters in accordance with their interest. Writing an academic paper requires knowledge on how to make it 

better. Reporters are encouraged to learn how to write academic papers by summarizing outstanding academic papers in an 

outline paper. 

(3) Students will confirm their research themes, collect and organize related literature and historical materials in line with the 

themes (including creation of a bibliography as opportunity permits), and will deepen their research themes. Students will create 

reports during the long break. A specific report plan will be decided in the first class. 

 

The course will help students deepen understanding of the seminars by visiting historical sites and museums and by holding 

seminar camps (scheduled twice a year or so) as mandatory participation by the students. 
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授業計画（Course Schedule） 

1. ガイダンス 

2. 史料・論文輪読（１） 

3. 史料・論文輪読（２） 

4. 史料・論文輪読（３） 

5. 史料・論文輪読（４） 

6. 史料・論文輪読（５） 

7. 史料・論文輪読（６） 

8. 史料・論文輪読（７） 

9. 史料・論文輪読（８） 

10. 史料・論文輪読（９） 

11. 史料・論文輪読（１０） 

12. 史料・論文輪読（１１） 

13. 史料・論文輪読（１２） 

14. まとめ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

参加者には，初回の授業の際に問題関心や研究テーマについてヒアリングする予定である。 

とはいえ，そのことを気にして，急いで自分の研究テーマを決めてしまうのではなく，幅広く見聞を積んでアンテナを広げておくこ

と。新書レヴェルの本は気軽に手にとって読む習慣を身につけたい。 

 

★史料読解の訓練のために「古文書」の講義を継続して履修することが望ましい。日本中世史関係の「史学講義」も可能な限り履

修してほしい。日本中世史を専攻するという自分の専門性への自覚をもってほしい。教養のありがたさというのは、ある程度専門

性を深めた後になってようやく理解されるものだと思う。私自身は皆さんに教養をもってほしいと思うし、そのためにもいろいろな

授業を積極的にとってほしいが、それが上っ面の「お勉強」にならないためにも、自分の思考の基礎となる専門性というものを持っ

てほしいと願っている。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

報告内容(40%)/参加姿勢(40%)/レポート(20%) 

ゼミは毎回参加が原則である。無断欠席は原則認めない。正当な理由のある場合は必ず事前に連絡すること。なお，単位修得

のためには，８０％以上の出席を必要とする。 

 

テキスト（Textbooks） 

このほかに必要なものはゼミで配布する。 

 

参考文献（Readings） 

1. 歴史学研究会編、1998、『日本史史料〈2〉中世』、岩波書店 (ISBN:978-4000261371) 

2. 秋山哲雄・田中大喜・野口華世編、2014、『日本中世史入門―論文を書こう』、勉誠出版 (ISBN:978-4585220794) 

3. 佐藤和彦・西岡芳文・稲葉継陽・榎原雅治・海津一朗編、1995、『日本中世史研究事典』、東京堂出版 (ISBN:978-

4490103892) 

4. 木村茂光監・歴史科学協議会編、2012、『戦後歴史学用語辞典』、東京堂出版 (ISBN:978-4490108187) 

5. 小島道裕、2016、『中世の古文書入門』、河出書房新社 (ISBN:978-4309226859) 

これ以外には『新体系 日本史』（山川出版社）シリーズを調べたい章節を事典的に利用するとよい。 

『史学雑誌』毎年 6 月の「○○年の歴史学界――回顧と展望」 は前年発表の各分野の論文・著書の紹介で、関心あるテーマの

項目を 10 年分（以上）拾い読みするとよい。 

【研究史上重要な論文と研究史ガイド】としては以下のシリーズもお薦め。 

大石直正･柳原敏昭編『展望日本歴史 9 中世社会の成立』（東京堂出版、2001 年） 

佐藤和彦･小林一岳編『展望日本歴史 10 南北朝内乱』（東京堂出版、2000 年） 

久留島典子･榎原雅治編『展望日本歴史 11 室町の社会』（東京堂出版、 2002 年） 

池上裕子･稲葉継陽編『展望日本歴史 12 戦国社会』（東京堂出版、2001 年） 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

東京大学史料編纂所データベース http://wwwap.hi.u-tokyo.ac.jp/ships/db.html 

上のリンク先には『平安遺文』『鎌倉遺文』の全文データベースもある。活用することが望ましい。 

これ以外には授業中に指示する。 

 

注意事項（Notice） 
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■AC139 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／演習 Ｈ１７ 

(Seminars H17) 

担当者名 

（Instructor） 
後藤 雅知(GOTO MASATOSHI) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
HIS3510 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

近世史料の読解能力を高めるとともに、自らの研究テーマについて実践的な研究をすすめる。 

 

Students will enhance their ability to comprehend early modern historical materials, and will engage in practical research on 

their own research themes. 

 

授業の内容（Course Contents） 

２年次で培った史料読解能力をさらに鍛えるべく、史料の講読を継続する。また各自の研究テーマに関わる文献の精読によって

論点を絞り込み、卒論に利用する資料を探していく。こうした文献や史料の内容を整理し、仮設を組み立てて報告し、各自の研究

テーマを深めていくこととしたい。基本的には 

Ⅰ 近世の史料を輪読して内容を検討する 

Ⅱ 先行研究や重要な文献を検討する 

Ⅲ 各自や半単位で史料分析や研究の現状を報告して討論する 

この 3 つの内容を適宜組み合わせてすすめる。 

 

Students will continue to read historical materials in order to further train the ability to comprehend historical materials 

cultivated in the second year. Through careful reading of literature related to their research themes, students will narrow down 

their issues and search for materials of use in their graduation theses. Students should organize the content of such literature 

and historical materials, construct hypotheses, give reports, and deepen their research themes. Essentially, students will 

proceed by combining content from the following three activities: 

I) Perform group reading of early modern historical materials and examine the content 

II) Examine prior research and important literature 

III) Report on and examine the current state of research and analysis of historical materials, for each half-credit  

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 史料の読解もしくは参加者の研究報告および討論（１） 

2. 史料の読解もしくは参加者の研究報告および討論（２） 

3. 史料の読解もしくは参加者の研究報告および討論（３） 

4. 史料の読解もしくは参加者の研究報告および討論（４） 

5. 史料の読解もしくは参加者の研究報告および討論（５） 

6. 史料の読解もしくは参加者の研究報告および討論（６） 

7. 史料の読解もしくは参加者の研究報告および討論（７） 

8. 史料の読解もしくは参加者の研究報告および討論（８） 

9. 史料の読解もしくは参加者の研究報告および討論（９） 

10. 史料の読解もしくは参加者の研究報告および討論（１０） 

11. 史料の読解もしくは参加者の研究報告および討論（１１） 

12. 史料の読解もしくは参加者の研究報告および討論（１２） 

13. 史料の読解もしくは参加者の研究報告および討論（1３） 

14. 史料の読解もしくは参加者の研究報告および討論（1４) 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

史料や文献は必ず事前に読み込み、わからない語句を調べるなど十全な予習を行うこと。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

出席および参加態度(50%)/報告(複数回)内容(50%) 

 

テキスト（Textbooks） 

適宜指示する。 
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参考文献（Readings） 

適宜指示する。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

資料館や博物館、文書館などを見学したり、フィールド調査や巡検などを行う場合がある。またゼミ合宿を行う場合もある。 

 

注意事項（Notice） 
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■AC140 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／演習 Ｈ１８ 

(Seminars H18) 

担当者名 

（Instructor） 
後藤 雅知(GOTO MASATOSHI) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
HIS3510 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

日本近世史に関する各自の研究テーマを深め，予備論文や卒業論文に向けての研究をすすめることで，卒業論文の執筆に取り

組む段階に至ることを目的とする。 

 

Students will aim to reach the stage of writing their graduation theses by deepening their own research themes concerning early 

modern Japanese history and by engaging in research for their preliminary theses and graduation theses. 

 

授業の内容（Course Contents） 

演習 H17 の内容を継続し，各自の研究テーマについて，先行研究の整理や読解した史料の内容をもとに仮説的な見通しをたて

て，適宜レジュメにまとめて報告する。最後にそれらをまとめて，卒論への一階梯とする。具体的には， 

Ⅰ 各自の研究に関わる近世史料を取り上げて，その内容を検討する 

Ⅱ 各自の研究に関わる先行研究や重要な文献を検討する 

Ⅲ 各自が研究の現状を報告して討論する 

この３つの内容を適宜組み合わせてすすめる。なおそれぞれの研究の進展具合にあわせて，ⅠⅡⅢそれぞれの割合について

は，臨機応変に対応する。 

またあわせてグループごとに史料解釈をふまえた研究報告を行うことも予定している。 

 

Continuing the content from Seminars H17, students will establish hypothetical perspectives based on the organization of prior 

research and on the content of historical materials they have comprehended, and will create outlines and report on these as 

appropriate. Finally, students will assemble these as a step toward their graduation theses. Specifically, students will proceed by 

combining content from the following three activities: 

I) Take up early modern historical materials related to students' research, and examine the content 

II) Examine prior research and important literature related to students' research 

III) Report on and examine the current state of research 

  The relative proportions of I, II, and III will be adjusted flexibly according to the progress of students' research. 

The course also plans to have students give research reports based on each group's interpretation of historical materials. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 参加者による報告・討論（１） 

2. 参加者による報告・討論（２） 

3. 参加者による報告・討論（３） 

4. 参加者による報告・討論（４） 

5. 参加者による報告・討論（５） 

6. 参加者による報告・討論（６） 

7. 参加者による報告・討論（７） 

8. 参加者による報告・討論（８） 

9. 参加者による報告・討論（９） 

10. 参加者による報告・討論（１０） 

11. 参加者による報告・討論（１１） 

12. 参加者による報告・討論（１２） 

13. 参加者による報告・討論（１３） 

14. 参加者による報告・討論（１４） 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

報告の準備が必要。研究書もしくは史料をつねに新たに読み込んでおくことが求められる。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

出席・参加態度(50%)/報告(複数回)内容(50%) 
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テキスト（Textbooks） 

適宜、必要に応じて指示する。 

 

参考文献（Readings） 

適宜指示する。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

授業時以外に、博物館や史跡見学などのフィールドワークを行う場合がある。またゼミ合宿などを行う場合もある。 

 

注意事項（Notice） 
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■AC141 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／演習 Ｈ１９ 

(Seminars H19) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
日本近代史ゼミ 

担当者名 

（Instructor） 
小野沢 あかね(ONOZAWA AKANE) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
HIS3510 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

日本近代史に関する研究テーマで卒業論文の執筆を行うことを前提に、各自の研究テーマに関する先行研究整理、史料収集・

講読を行うことを目的とする。 

 

Students will aim to organize prior research, collect historical materials, and perform readings related to their research, on the 

premise of writing graduation theses on research themes related to modern Japanese history studies. 

 

授業の内容（Course Contents） 

日本近代史にかかわる研究テーマを追究したい学生が卒業論文を執筆することを前提に、必要な準備作業を行う。各自が追究

したいテーマに関して，具体的な先行研究の整理や史料の提示に基づいたレジュメ作成，報告を行ってもらう。その上で，史料調

査の方法，史料の読み方，報告に関する議論，論文執筆などに関する指導を行う。 

 

Students who wish to pursue research themes involving modern Japanese history studies will perform necessary preparatory 

work on the premise of writing graduation theses. Students will create and report on outlines based on the organization of 

specific prior research and the presentation of historical materials related to the themes they wish to pursue. Based on this, the 

course will provide instruction on methods of surveying historical materials, reading historical materials, discussion of reports, 

writing of academic papers, etc. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. イントロダクション 

2. 受講生の報告と議論（１） 

3. 受講生の報告と議論（２） 

4. 受講生の報告と議論（３） 

5. 受講生の報告と議論（４） 

6. 受講生の報告と議論（５） 

7. 受講生の報告と議論（６） 

8. 受講生の報告と議論（７） 

9. 受講生の報告と議論（８） 

10. 受講生の報告と議論（９） 

11. 受講生の報告と議論（10） 

12. 受講生の報告と議論（11） 

13. 受講生の報告と議論（12） 

14. まとめ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

報告準備のために、十分に時間をとって先行研究の講読・整理、史料の収集と講読を行うこと。 

常に自分の研究テーマを中心とした日本近代史の文献・史料の探索、講読を行うこと。 

その他、授業内で指示する。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

最終レポート(Final Report)(40%)/報告と質疑応答の内容(60%) 

 

テキスト（Textbooks） 

特に定めない。 

 

参考文献（Readings） 

授業内で指示する。 
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その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 

 

 

  



 - 228 - 

■AC142 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／演習 Ｈ２０ 

(Seminars H20) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
日本近代史ゼミ 

担当者名 

（Instructor） 
小野沢 あかね(ONOZAWA AKANE) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
HIS3510 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

日本近代史に関する研究テーマで卒業論文の執筆を行うことを前提に、各自の研究テーマに関する先行研究整理、史料収集・

講読を行うことを目的とする。 

 

Students will aim to organize prior research, collect historical materials, and perform readings related to their research, on the 

premise of writing graduation theses on research themes related to modern Japanese history studies. 

 

授業の内容（Course Contents） 

日本近代史にかかわる研究テーマを追究したい学生が卒業論文を執筆することを前提に、必要な準備作業を行う。各自が追究

したいテーマに関して，具体的な先行研究の整理や史料の提示に基づいたレジュメ作成，報告を行ってもらう。その上で，史料調

査の方法，史料の読み方，報告に関する議論，論文執筆などに関する指導を行う。 

 

Students who wish to pursue research themes involving modern Japanese history studies will perform necessary preparatory 

work on the premise of writing graduation theses. Students will create and report on outlines based on the organization of 

specific prior research and the presentation of historical materials related to the themes they wish to pursue. Based on this, the 

course will provide instruction on methods of surveying historical materials, reading historical materials, discussion of reports, 

writing of academic papers, etc. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. イントロダクション 

2. 受講生の報告と議論（１） 

3. 受講生の報告と議論（２） 

4. 受講生の報告と議論（３） 

5. 受講生の報告と議論（４） 

6. 受講生の報告と議論（５） 

7. 受講生の報告と議論（６） 

8. 受講生の報告と議論（７） 

9. 受講生の報告と議論（８） 

10. 受講生の報告と議論（９） 

11. 受講生の報告と議論（10） 

12. 受講生の報告と議論（11） 

13. 受講生の報告と議論（12） 

14. まとめ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

報告準備のために、十分に時間をとって先行研究の講読・整理、史料の収集と講読を行うこと。 

常に自分の研究テーマを中心とした日本近代史の文献・史料の探索、講読を行うこと。 

その他、授業内で指示する。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

報告と質疑応答の内容(50%)/出席と授業態度(50%) 

 

テキスト（Textbooks） 

特に定めない。 

 

参考文献（Readings） 

授業内で指示する。 
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その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AC143 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／演習 Ｈ２１ 

(Seminars H21) 

担当者名 

（Instructor） 
沼尻 晃伸(NUMAJIRI AKINOBU) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
HIS3510 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

演習 H10に引き続き、日本現代史に関して史料に基づき歴史認識を深め，日本現代史の課題を自ら設定し，実証するための基

礎を理解する。 

 

Continuing from Seminars H10, students will deepen their awareness of history based on historical materials concerning 

contemporary Japanese history studies, will set their own issues in that field, and will learn fundamentals for verifying these. 

 

授業の内容（Course Contents） 

日本現代史, なかでも 1970～80 年代にかけての社会経済史・環境史を研究対象とする。授業は，指定した文献や史料を参加者

全員が授業の前に予習しておき，その中の１～２名がレポーターとして報告し，その報告に基づき全員が質疑応答する形式で行

う。具体的には，以下の通りである。 

１. 日本現代史に関する基礎的文献の講読 

２. 1970-80 年代における社会経済史・環境史に関する史料読み 

３. 史料読みの授業をふまえ，関連する史料や文献の講読 

学生の理解度や興味関心を重視して進度を決定し，以上の１～３を繰り返して，授業を進める。 

 

The subjects of research will involve contemporary Japanese history, especially socioeconomic and environmental history in the 

1970s and 1980s. All participants will prepare the specified literature and historical materials ahead of the class. In the class, 

one or two participants will take the role of reporter, after which all members will take part in Q&As based on the reports. 

Specifically, the course will include the following: 

1. Reading of fundamental literature concerning contemporary Japanese history 

2. Reading of historical materials concerning socioeconomic and environment history in the 1970s and 1980s 

3. Reading of related historical materials and literature, based on preceding in-class reading of historical materials 

The class will judge progress with an emphasis on students' degree of understanding and interest, and will advance through 

repetition of the above steps 1-3. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 日本現代史に関する史料・文献講読とそれに関する議論（１） 

2. 日本現代史に関する史料・文献講読とそれに関する議論（２） 

3. 日本現代史に関する史料・文献講読とそれに関する議論（３） 

4. 日本現代史に関する史料・文献講読とそれに関する議論（４） 

5. 日本現代史に関する史料・文献講読とそれに関する議論（５） 

6. 日本現代史に関する史料・文献講読とそれに関する議論（６） 

7. 日本現代史に関する史料・文献講読とそれに関する議論（７） 

8. 日本現代史に関する史料・文献講読とそれに関する議論（８） 

9. 日本現代史に関する史料・文献講読とそれに関する議論（９） 

10. 日本現代史に関する史料・文献講読とそれに関する議論（１０） 

11. 日本現代史に関する史料・文献講読とそれに関する議論（１１） 

12. 日本現代史に関する史料・文献講読とそれに関する議論（１２） 

13. 日本現代史に関する史料・文献講読とそれに関する議論（１３） 

14. 日本現代史に関する史料・文献講読とそれに関する議論（１４） 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

各回該当箇所の史料・文献を予習し、不明な言葉などを調べておく。授業終了後には、当日の議論をまとめ、改めて史料・文献を

読みなおす。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

出席と議論への参加度(50%)/ゼミでの報告と授業内提出物(50%) 

授業回数の 80％以上以上出席していない場合、成績評価はＤとする。 
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テキスト（Textbooks） 

授業中に指示する。 

 

参考文献（Readings） 

授業中に指示する。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AC144 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／演習 Ｈ２２ 

(Seminars H22) 

担当者名 

（Instructor） 
沼尻 晃伸(NUMAJIRI AKINOBU) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
HIS3510 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

演習 H21に引き続き，日本現代史への理解を深めるが，各自の研究テーマ決定との関連を重視して，日本現代史に関する研究

史への理解を深める。 

 

Continuing from Seminars H21, students will deepen their understanding of contemporary Japanese history studies and the 

history of research concerning those studies, with an emphasis on the relationship of these with the setting of research themes. 

 

授業の内容（Course Contents） 

日本現代史における主要な研究書・論文の講読をしつつ，演習 H21に引き続き日本現代史, なかでも 1960～1990 年代を対象と

する。授業は，指定した文献や史料を参加者全員が授業の前に予習しておき，その中の１～２名がレポーターとして報告し，その

報告に基づき全員が質疑応答する形式で行う。具体的には，以下の通りである。 

１. 日本現代史に関する学術書・学術論文の講読 

２. 1970〜90 年代に関する史料読み 

学生の理解度や興味関心を重視して進度を決定し，以上の１～２を繰り返して，授業を進める。 

 

Students will read key research documents and academic papers in contemporary Japanese history studies, and, continuing 

from Seminars H21, will target contemporary Japanese history studies, particular from the 1960s to 1990s. All participants will 

prepare the specified literature and historical materials ahead of class. In the class, one or two participants will take the role of 

reporter, after which all members will take part in Q&A based on the reports. Specifically, the course will address the following 

points: 

1. Reading of scholarly documents and academic papers concerning contemporary Japanese history studies 

2. Reading of historical materials concerning the 1970s to 1990s 

The class will judge progress with an emphasis on students' degree of understanding and interests, and will advance through 

repetition of the above steps 1-2. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 日本現代史に関する史料・文献講読とそれに関する議論（１） 

2. 日本現代史に関する史料・文献講読とそれに関する議論（２） 

3. 日本現代史に関する史料・文献講読とそれに関する議論（３） 

4. 日本現代史に関する史料・文献講読とそれに関する議論（４） 

5. 日本現代史に関する史料・文献講読とそれに関する議論（５） 

6. 日本現代史に関する史料・文献講読とそれに関する議論（６） 

7. 日本現代史に関する史料・文献講読とそれに関する議論（７） 

8. 日本現代史に関する史料・文献講読とそれに関する議論（８） 

9. 日本現代史に関する史料・文献講読とそれに関する議論（９） 

10. 日本現代史に関する史料・文献講読とそれに関する議論（１０） 

11. 日本現代史に関する史料・文献講読とそれに関する議論（１１） 

12. 日本現代史に関する史料・文献講読とそれに関する議論（１２） 

13. 日本現代史に関する史料・文献講読とそれに関する議論（１３） 

14. 日本現代史に関する史料・文献講読とそれに関する議論（１４） 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

各回該当箇所の史料・文献を予習してくること。また、授業終了後において、当日の議論を振り返り、日本現代史研究にとって必

要な視点や事実関係をノートにまとめておくこと。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

出席と議論への参加度(50%)/ゼミでの報告と授業内提出物(50%) 

授業回数の 80％以上以上出席していない場合、成績評価はＤとする。 

 

テキスト（Textbooks） 
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授業中に指示する。 

 

参考文献（Readings） 

授業中に指示する。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AC145 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／演習 Ｈ１１ 

(Seminars H11) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
日本近世近代移行期ゼミ 

担当者名 

（Instructor） 
寺尾 美保(TERAO MIHO) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
HIS2510 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

日本近世近代移行期（19 世紀を中心とする）の基礎的知識を身につけ、実証研究を行うための基本を理解する。多様な論点に

触れながら、自分自身の研究テーマを見つける。 

 

To gain fundamental knowledge of Japan's early modern transition period (focusing on the 19th century) and understand the 

basics to conduct empirical research. To find one's own research theme through interacting with a variety of issues. 

 

授業の内容（Course Contents） 

指定した文献を参加者全員が予習し、毎回 1～2 名が報告者となり、全員参加で議論を行う。報告はグループ毎に行うこともあ

る。また、歴史研究を行う上での基本的な事項の確認、史料読解の訓練を行う。最後に個人で関心を持ったテーマに関する報告

を行う。 

 

All participants are required to prepare for the seminar by reading the assigned literature, and one or two students will be 

assigned as a presenter for each seminar, with everyone participating in discussions. Presentation may be made in individual 

groups. Also, the students will learn the basics of conducting historical research and train in reading historical materials. Finally, 

each individual will make a presentation on a theme of interest to him or her. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. ガイダンス 

2. 受講生による報告と議論（１） 

3. 受講生による報告と議論（２） 

4. 受講生による報告と議論（３） 

5. 受講生による報告と議論（４） 

6. 受講生による報告と議論（５） 

7. 受講生による報告と議論（６） 

8. 受講生による報告と議論（７） 

9. 受講生による報告と議論（８） 

10. 受講生による報告と議論（９） 

11. 受講生による報告と議論（１０） 

12. 受講生による報告と議論（１１） 

13. 受講生による報告と議論（１２） 

14. まとめ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

対象となる文献と史料を事前に熟読し、自分の意見を整理してゼミに臨む。 

ゼミでは議論に参加し、建設的な意見交換を行うこと。 

個人のテーマを探り、関係する文献を探し、読み進めて欲しい。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

最終レポート(Final Report)(20%)/報告内容(40%)/ゼミへの参加姿勢(40%) 

 

テキスト（Textbooks） 

1. 鈴木淳、2010、『維新の構想と展開』、講談社学術文庫 (ISBN:9784062919203) 

2. 松沢裕作、2022、『日本近代社会史』、有斐閣 (ISBN:9784641174757) 

『日本近代社会史』は全員購入のこと。『維新の構想と展開』はコピー・PDFを配布予定。 

 

参考文献（Readings） 

授業中に指示する。 
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その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

状況に応じて、史蹟や博物館などの見学や合宿を行うことがある。 

 

注意事項（Notice） 
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■AC146 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／演習 Ｈ１２ 

(Seminars H12) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
日本近世近代移行期ゼミ 

担当者名 

（Instructor） 
寺尾 美保(TERAO MIHO) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
HIS2510 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

日本近世近代移行期（19 世紀を中心とする）の基礎的知識を身につけ、実証研究を行うための基本を理解する。多様な論点に

触れながら、自分自身の研究テーマを見つける。 

 

To gain fundamental knowledge of Japan's early modern transition period (focusing on the 19th century) and understand the 

basics to conduct empirical research. To find one's own research theme through interacting with a variety of issues. 

 

授業の内容（Course Contents） 

指定した文献を参加者全員が予習し、毎回 1～2 名が報告者となり、全員参加で議論を行う。報告はグループ毎に行うこともあ

る。また、歴史研究を行う上での基本的な事項の確認、史料読解の訓練を行う。最後に個人で関心を持ったテーマに関する報告

を行う。 

 

All participants are required to prepare for the seminar by reading the assigned literature, and one or two students will be 

assigned as a presenter for each seminar, with everyone participating in discussions. Presentation may be made in individual 

groups. Also, the students will learn the basics of conducting historical research and train in reading historical materials. Finally, 

each individual will make a presentation on a theme of interest to him or her. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. ガイダンス 

2. 受講生による報告と議論（１） 

3. 受講生による報告と議論（２） 

4. 受講生による報告と議論（３） 

5. 受講生による報告と議論（４） 

6. 受講生による報告と議論（５） 

7. 受講生による報告と議論（６） 

8. 受講生による報告と議論（７） 

9. 受講生による報告と議論（８） 

10. 受講生による報告と議論（９） 

11. 受講生による報告と議論（１０） 

12. 受講生による報告と議論（１１） 

13. 受講生による報告と議論（１２） 

14. まとめ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

対象となる文献と史料を事前に熟読し、自分の意見を整理してゼミに臨む。 

ゼミでは議論に参加し、建設的な意見交換を行うこと。 

個人のテーマを探り、関係する文献を探し、読み進めて欲しい。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

最終レポート(Final Report)(20%)/報告内容(40%)/ゼミへの参加姿勢(40%) 

 

テキスト（Textbooks） 

授業中に指示する。 

 

参考文献（Readings） 

1. 芳即正、2002、『島津久光と明治維新』、新人物往来社 (ISBN:4404029950) 

2. 町田明広、2009、『島津久光と幕末政治の焦点』、講談社 (ISBN:9784062584319) 

その他、授業中に指示する。 
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その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

状況に応じて、史蹟や博物館などの見学や合宿を行うことがある。 

 

注意事項（Notice） 
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■AC147 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／演習 Ｉ１ 

(Seminars I1) 

担当者名 

（Instructor） 
野中 健一(NONAKA KENICHI) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
HIS2610 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

人間と環境との関わり合いを，人間を主体とした文化・生態・環境を軸としてとらえ，相互の関係性にたった理解・解明の方法を学

ぶ。 

 

This class will observe the relationship between human beings and the environment from a viewpoint of culture, ecology, and 

environment with humans as the main actors. Students will learn methods of understanding based on mutual relevance. 

 

授業の内容（Course Contents） 

世界のさまざまな自然と人間との関わりあいの文化環境学的研究を地理学，生態人類学などのテキストとフィールドワークから

理解する。 

「環境」「生態」「文化」に関して，その概念と方法論を参考文献および資料の講読と事例研究より学ぶ。課題に関して実地調査も

行う。 

毎回の授業では，担当者の発表と参加者による議論を行う。内容の紹介，それに基づく問題提起，討論を行い，関心と理解を深

める。参加者による発表担当および議論進行分担およびゼミ運営の役割分担を行う。 

 

Drawing on texts and fieldwork, students will understand cultural/environmental studies research on the world's diverse 

relationships between nature and humans, in areas including geography and ecological anthropology. 

Students will learn concepts and methodologies concerning "environment," "ecological" and "culture" from readings and from 

case studies of reference literature and materials. Students will engage in field investigations of their subjects. 

In each class, leaders will give presentations and students will engage in discussion. The class will introduce content, pose 

related questions, and engage in debate to deepen interest and understanding. Participants will divide the tasks of presentation 

leader, discussion facilitator, and seminar manager. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 文化環境学の分野と課題 

2. 研究事例の紹介 

3. 研究テーマ設定１／各自の発表および議論 

4. 研究テーマ設定２／同上 

5. 研究テーマ設定３／同上 

6. フィールドでの発見１／同上 

7. フィールドでの発見２／同上 

8. 発見から研究へ／研究方法の紹介 

9. 発表１・研究レビュー／各自の発表および議論 

10. 発表２・研究レビュー／同上 

11. 発表３・研究レビュー／同上 

12. 発表４．フィールド調査結果／同上 

13. 発表５．フィールド調査結果／同上 

14. まとめと今後の課題設定 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

日常の生活や事象・文化に関心をもち、問題発見に努める。 

関連する書籍や論文等に目を通し、テーマ設定や研究史の理解に努めるとともに読書力をつける。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

最終レポート(Final Report)(30%)/発表内容(30%)/授業参加態度(40%) 

 

テキスト（Textbooks） 

なし 

 

参考文献（Readings） 
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授業中に適宜提示する。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 

 

 

  



 - 240 - 

■AC148 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／演習 Ｉ２ 

(Seminars I2) 

担当者名 

（Instructor） 
野中 健一(NONAKA KENICHI) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
HIS2610 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

「人間と環境の関係」、「文化環境学」への関心を高め，その研究の枠組みと方法を，地理学，生態人類学など危難となる学問分

野の概説書，論文，実地の体験から学ぶ。 

 

The class will enhance students' interest in "the relationship between nature and humanity" and "cultural/environment 

studies." From outline documents, academic papers, and practical experience involving geography, ecological anthropology, and 

other fields, students will learn about frameworks and methods for researching these. 

 

授業の内容（Course Contents） 

春学期演習Ｉ1 の成果をふまえて，自然と人間との関わり合いの研究に関連する地理学，生態人類学等の論文を講読し，研究対

象，方法，実証の仕方をまとめ，発表する。自らの調査によるデータを用いて分析を行い，考察に関して報告も行う。また，それら

の成果のまとめも行う。 

毎回の授業では，担当者の発表と参加者による議論を行う。内容の紹介，それに基づく問題提起，討論を行い，研究方法の理解

を深める。参加者による発表担当および議論進行の分担を行う。 

 

Based on the results of the Spring Semester Seminars I1, students will read academic papers on geography, ecological 

anthropology, etc. related to the study of the relationship between nature and human beings, and will summarize and give 

presentations on research subjects, methods, and means of demonstration. Students will perform analysis using data from their 

own surveys, and will also report on their studies. Students will also summarize their findings. 

In each class, leaders will give presentations and students will engage in discussion. The class will introduce content, pose 

related questions, and engage in debate to deepen understanding. Participants will share the roles of presentation leader and 

discussion facilitator. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 文化環境学の研究レビュー 

2. 課題発表１／各自の発表と議論 

3. 課題発表２／同上 

4. 課題発表３／同上 

5. 研究論文の読み方／学術雑誌と課題論文紹介 

6. 論文講読発表１／課題論文の発表と議論 

7. 論文講読発表２／同上 

8. 論文講読発表３／同上 

9. 論文講読発表４／選択論文の発表と議論 

10. 論文講読発表５／同上 

11. 論文講読発表６／同上 

12. フィールドワークテーマ発表１／各自の発表と議論同上 

13. フィールドワークテーマ発表２／同上 

14. まとめと今後の課題 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

関係する研究論文と学術雑誌に目を通し、専門書を積極的に読み、専門研究分野の理解力と応用力を蓄積する。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

最終レポート(Final Report)(30%)/発表内容(30%)/授業参加態度(40%) 

 

テキスト（Textbooks） 

なし 

 

参考文献（Readings） 

授業中に適宜提示する。 
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その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AC149 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／演習 Ｉ３ 

(Seminars I3) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
アメリカ合衆国史基礎演習 

担当者名 

（Instructor） 
松原 宏之(MATSUBARA HIROYUKI) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
HIS2610 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

アメリカ合衆国史を中心に、歴史学的な発想や見通しとはなにかを修得する。 

 

Studying major issues and events in the history of the United States, students will learn basic methods of historical studies. 

 

授業の内容（Course Contents） 

アメリカ史に限らず、まずはたくさんのテクストを読むところから始めましょう。各回、共通テクストを読み、レジュメをつくり、議論を

深めていきます。 

 

Students are required to read assigned texts for discussions every week.  

 

授業計画（Course Schedule） 

1. イントロダクション 

2. 演習（1） 

3. 演習（2） 

4. 演習（3） 

5. 演習（4） 

6. 演習（5） 

7. 演習（6） 

8. 演習（7） 

9. 演習（8） 

10. 演習（9） 

11. 演習（10） 

12. 演習（11） 

13. 演習（12） 

14. 最終回討議と展望 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

文献・史料を事前に検討すること。 

合宿や学外ワークショップを催すことがあります。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

議論への参画・貢献(60%)/個人報告(40%) 

 

テキスト（Textbooks） 

1. 有賀夏紀, 油井大三郎, 紀平英作、2009、『アメリカ史研究入門』、山川出版 (ISBN:978-4634640351) 

2. 梅﨑透, 坂下史子, 宮田伊知郎編著、2021、『よくわかるアメリカの歴史』、ミネルヴァ書房 (ISBN:9784623091973) 

授業中に指示する。 

 

参考文献（Readings） 

1. アメリカ学会編、『原典アメリカ史』、岩波書店 

授業中に指示する。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AC150 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／演習 Ｉ４ 

(Seminars I4) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
アメリカ合衆国史基礎演習 

担当者名 

（Instructor） 
松原 宏之(MATSUBARA HIROYUKI) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
HIS2610 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

アメリカ合衆国史を中心に、歴史学的な発想や見通しとはなにかを修得する。 

 

Studying major issues and events in the history of the United States, students will learn basic methods of historical studies. 

 

授業の内容（Course Contents） 

テクスト読解を中心に進める。各回、共通テクストを読み、レジュメをつくり、議論を深めていく。 

 

Students are required to read assigned texts for discussions every week.  

 

授業計画（Course Schedule） 

1. イントロダクション 

2. 演習（1） 

3. 演習（2） 

4. 演習（3） 

5. 演習（4） 

6. 演習（5） 

7. 演習（6） 

8. 演習（7） 

9. 演習（8） 

10. 演習（9） 

11. 演習（10） 

12. 演習（11） 

13. 演習（12） 

14. 最終回討議と展望 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

文献・史料を事前に検討すること。 

合宿や学外ワークショップを催すことがあります。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

議論への参画・貢献(60%)/個人報告(40%) 

 

テキスト（Textbooks） 

1. 亀井俊介ほか編、『史料で読むアメリカ文化史』1~5 巻、東大出版会 (ISBN:978-4130250412) 

2. 有賀夏紀, 油井大三郎, 紀平英作、2009、『アメリカ史研究入門』、山川出版 (ISBN:978-4634640351) 

3. アメリカ学会編、『原典アメリカ史』、岩波書店 

講義時に指示する。 

 

参考文献（Readings） 

講義時に案内する。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AC151 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／演習 Ｉ５ 

(Seminars I5) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
研究手法を学ぶ：イスラーム化以降の中東（西アジア）地域研究 

担当者名 

（Instructor） 
神田 惟(KANDA YUI) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
HIS2610 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

・イスラーム化以降の中東を中心とした地域の歴史、宗教、文化（美術・建築含む）、経済、政治を研究をするために必須なアカデ

ミック・マナーおよびアカデミック・スキルを習得する。 

・ひとつのトピックについて、著者による見解の相違があることを認識する。 

・自分が実行な研究方法とは何なのかをよく考えて、卒論に何らかの形でつながるテーマを見出す。 

・他の受講生の発表を理解した上で、建設的な助言・質問を行う力を身につける。 

 

This course is designed to provide the students with an opportunity to develop their academic skills in conducting research in 

history, religion, culture (including art and architecture), economy, and politics in the Middle East and other areas after the Hijra, 

the migration of the Prophet Muhammad and his followers from Mecca to Medina in 622. There are required to recognize the 

different views among scholars on a particular topic, seek the feasible and suitable methods for writing the BA thesis, and 

obtain skills in formulating questions and giving constructive feedbacks to the classmates.  

 

授業の内容（Course Contents） 

 イスラーム化以降の中東を中心とした地域の歴史、宗教、文化（美術・建築含む）、経済、政治に関して、各自が興味・関心をも

つテーマを設定し、そのテーマに関する複数の史料や参考文献を収集する（第 1 回から第 3 回）。 

 

続いて、第 4 回から第 8 回までは、受講者の関心に合わせて、輪読を行う。 

 

 最後に、第 9 回から第 14 回までの研究報告では、各回の担当者（2 名もしくは 3 名）に対し、以下のいずれかを行うことが求め

られる：①自らのリサーチ・クエスチョンが生じた背景について、複数の先行研究をふまえて報告する or ②先行研究の中で特に

重要であると考えられる論文・図書 1 点の内容について紹介した上で、適切に批評する。 

 

 研究報告の進め方、各々の発表に対するフィードバックの方法の詳細については初回授業時に説明するので、必ず出席するこ

と。 

 

The students are required to select a certain topic about history, religion, culture (including art and architecture), economy, and 

politic in the Middle East after the Hijra and search for the primary and secondary documents on that topic (Class 1, 2, and 3). 

Then, they will take turns to review and summarize the content of a textbook (TBA) and lead a discussion over its topic with 

other students (Class 4, 5, 6, 7 and 8). Finally, they should either 1) report on the background of their research question or 2) 

summarize and critically analyze the previous study which they believe to be important, by giving a powerpoint presentation. 

The detailed instructions for the assignments will be provided in class.  

 

授業計画（Course Schedule） 

1. ガイダンス：本演習の目的と概要の説明およびゼミメンバーの関心の所在の把握（ビブリオバトル） 

2. インプットの方法①：イスラーム化以降の中東を中心とした地域の歴史、宗教、文化（美術・建築含む）、経済、政治を対象と

した研究を行うために必要な様々な工具（オンラインのデータベース等を含む）の利用方法を習得する。受講者の関心を確

認しつつ、第 4 週〜第 8 週にかけて輪読する書籍および各週の担当者を決定する。 

3. インプットの方法②：一次史料や二次史料（文字史料だけではなく、物的史料を含む）の解釈にあたり、さまざまな学問的ア

プローチが可能であるということと、論者により見解の相違があるということを認識し、自分にとって実行可能な研究手法が

何であるのかについて検討する。 

4. 輪読①Aが報告者、Bがディスカッサントを担当する。 

5. 輪読②C、D が報告者、Eがディスカッサントを担当する。 

6. 輪読③F、Gが報告者、Hがディスカッサントを担当する。 

7. 輪読④I、J が報告者、K がディスカッサントを担当する。 

8. 輪読⑤Lが報告者、M がディスカッサントを担当する。 

9. フィードバックの手順についての説明を行ったのち、担当者 A、Bが研究報告を行う（質疑応答込で 30 分 x2）。 

10. 担当者 C、D、Eが研究報告を行う（質疑応答込で 30 分 x3）。 



 - 245 - 

11. 担当者 F、G、Hが研究報告を行う（質疑応答込で 30 分 x3）。 

12. 担当者 I、J、Kが研究報告を行う（質疑応答込で 30 分 x3）。 

13. 担当者 L、M が研究報告を行う（質疑応答込で 30 分 x2）。全体の総括を行う。 

14. 「Master of Writing」を参照しながら、最終レポート作成に関する注意点の説明を行う（研究報告予備日）。 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

必ず、次回の演習で扱う研究書・論文を予習した上で授業に臨むこと。研究報告後の全体討議で得た助言や質問等を参考にし

て、最終レポートをまとめること。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

最終レポート(Final Report)(40%)/授業内プレゼンテーション（1 回目：25％、2 回目：25%）(50%)/発表者に対する助言・質問および

全体討議への貢献度(10%) 

 

テキスト（Textbooks） 

使用しません。 

 

参考文献（Readings） 

 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

最終レポートの提出にあたっては、Blackboardを利用すること。初回授業時に操作方法を説明するので、ログインに必要なＩＤと

パスワードを確認しておくこと。 

https://spirit.rikkyo.ac.jp/blackboard/Home.aspx  

 

注意事項（Notice） 
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■AC152 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／演習 Ｉ６ 

(Seminars I6) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
研究手法を学ぶ：イスラーム化以降の中東（西アジア）地域研究 

担当者名 

（Instructor） 
神田 惟(KANDA YUI) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
HIS2610 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

・イスラーム化以降の中東を中心とした地域の歴史、宗教、文化（美術・建築含む）、経済、政治を研究をするために必須なアカデ

ミック・マナーおよびアカデミック・スキルを習得する。 

・ひとつのトピックについて、著者による見解の相違があることを認識する。 

・自分が実行な研究方法とは何なのかをよく考えて、卒論に何らかの形でつながるテーマを見出す。 

・他の受講生の発表を理解した上で、建設的な助言・質問を行う力を身につける。 

 

This course is designed to provide the students with an opportunity to develop their academic skills in conducting research in 

history, religion, culture (including art and architecture), economy, and politics in the Middle East and other areas after the Hijra, 

the migration of the Prophet Muhammad and his followers from Mecca to Medina in 622. There are required to recognize the 

different views among scholars on a particular topic, seek the feasible and suitable methods for writing the BA thesis, and 

obtain skills in formulating questions and giving constructive feedbacks to the classmates.  

 

授業の内容（Course Contents） 

 イスラーム化以降の中東を中心とした地域の歴史、宗教、文化（美術・建築含む）、経済、政治に関して、各自が興味・関心をも

つテーマを設定し、そのテーマに関する複数の史料や参考文献を収集し、適切なアウトプットの方法を学ぶ（第 1 回）。 

 

 続く第 2 回から第 6 回までは、当該テーマについてどのような学問的手法でアプローチし、リサーチ・クエスチョンを立てるつもり

であるかについて、クラス全員と情報を共有する。 

 

 さらに第 7 回から第 13 回までの研究報告では、各回の担当者（1 名もしくは 2 名）に対し、以下のいずれかを行うことが求めら

れる：①自らのリサーチ・クエスチョンが生じた背景について、複数の先行研究をふまえて報告する or ②先行研究の中で特に重

要であると考えられる論文・図書 1 点の内容について紹介した上で、適切に批評する。 

 

 研究報告の進め方、各々の発表に対するフィードバックの方法の詳細については初回授業時に説明する。 

 

The students are required to select a certain topic about history, religion, culture (including art and architecture), economy, and 

politic in the Middle East and other areas after the Hijra and search for the primary and secondary documents on that topic 

(Class 1). Then, they will share the information about their methodology and approach with the classmates  (Class 2, 3, 4, 5, 

and 6). Finally, they should either 1) report on the background of their research question or 2) summarize and critically analyze 

the previous study which they believe to be important, by giving a powerpoint presentation (Class 7, 8, 9, 10, 11, 12, and 13). 

The detailed instructions for the assignments will be provided in class.  

 

授業計画（Course Schedule） 

1. ガイダンス：本演習の目的と概要の説明およびゼミメンバーの関心の所在の把握 

アウトプットの方法：論文の読み方と書き方（適切な注や参考文献一覧の書き方についての作法を含む）に加え、パワーポ

イントを用いた効果的な研究発表のコツを学ぶ。 

2. リサーチ・クエスチョンの立て方の検討①：担当者 A、B、C が研究進捗状況の報告を行なったのち（各 30 分程度）、クラス

全体でそれらに対して質問し助言を行う。 

3. リサーチ・クエスチョンの立て方の検討②：担当者 C、D、Eが研究進捗状況の報告を行なったのち（各 30 分程度）、クラス

全体でそれらに対して質問し助言を行う。 

4. リサーチ・クエスチョンの立て方の検討③：担当者 F、G、Hが研究進捗状況の報告を行なったのち（各 30 分程度）、クラス

全体でそれらに対して質問し助言を行う。 

5. リサーチ・クエスチョンの立て方の検討④：担当者 I、J、Kが研究進捗状況の報告を行なったのち（各 30 分程度）、クラス全

体でそれらに対して質問し助言を行う。 

6. リサーチ・クエスチョンの立て方の検討⑤：担当者 L、M が研究進捗状況の報告を行なったのち（各 30 分程度）、クラス全体

でそれらに対して質問し助言を行う。 

7. 担当者 A と Bが研究報告を行う（質疑応答込で 50分 x2）。 
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8. 担当者 C と D が研究報告を行う（質疑応答込で 50分 x2）。 

9. 担当者 E と Fが研究報告を行う（質疑応答込で 50分 x2）。 

10. 担当者 G と Hが研究報告を行う（質疑応答込で 50 分 x2）。 

11. 担当者 I と J が研究報告を行う（質疑応答込で 50 分 x2）。 

12. 担当者 K と Lが研究報告を行う（質疑応答込で 50分 x2）。 

13. 担当者 M が研究報告を行う（質疑応答込で 50 分）。 

14. 報告予備日。全体の総括と最終レポート作成に関する注意点の説明を行う。 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

必ず、次回の演習で扱う研究書・論文を予習した上で授業に臨むこと。研究報告後の全体討議で得た助言や質問等を参考にし

て、最終レポートをまとめること。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

最終レポート(Final Report)(40%)/研究発表 x2（1 回目：10％、2回目：30%）(40%)/発表者に対する助言・質問および全体討議への

貢献度(20%) 

 

テキスト（Textbooks） 

使用しない。必要に応じて、授業時に配布する。 

 

参考文献（Readings） 

1. 小杉泰, 林佳代子, 東長靖編、2008、『イスラーム世界研究マニュアル』、名古屋大学出版社 (ISBN:9784815805944) 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

最終レポートの提出にあたっては、Blackboardを利用すること。初回授業時に操作方法を説明するので、ログインに必要なＩＤと

パスワードを確認しておくこと。 

https://spirit.rikkyo.ac.jp/blackboard/Home.aspx  

 

注意事項（Notice） 
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■AC153 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／演習 Ｉ７ 

(Seminars I7) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
比較文化論（１） 

担当者名 

（Instructor） 
松波 康男(MATSUNAMI YASUO) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
HIS2610 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

文化人類学は、さまざまな地域に暮らす人間の思考様式や実践の比較検討を通して、「人類とは何か」という問いに答えることを

目指す学問である。この演習では、文化人類学の基礎的な考え方と方法を、世界各地の身体をめぐる実践や宗教的観念、家族・

親族、ジェンダーとセクシュアリティなどさまざまな事例を通して学ぶ。同時に、これまで自明視してきた価値規範について客観

的・批判的に分析する力を養う。さらに、受講生の興味関心とこれらのトピックを関連付けて思考する力を育成する。場合によって

は、小規模のグループ・フィールドワークを行うこともある。 

 

The ultimate goal of cultural anthropology is to answer the question, "what is human beings?" through a comparative study of 

modes of thoughts and practices in various regions. In this class, we will learn the basic ideas and methods of cultural 

anthropology through case studies on  practices related to human bodies and religious thought, family and kinship, gender and 

sexuality around the world. At the same time, we will cultivate our ability to analyze the value norms that they have taken for 

granted objectively and critically. Depending on the situation, we are going to conduct group fieldwork.  

 

授業の内容（Course Contents） 

文化・社会人類学に関する文献の輪読および学生の研究発表を中心とする。輪読では、発表者とコメンテータを毎回決め、受講

生全員で議論を行う。学生の発表は、学生の関心に基づいてテーマを決め、グループ発表や個人発表を行う。 

 

This class focuses on reading the literature on cultural and social anthropology. Also, student make research presentations 

based on their interests. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. オリエンテーション 

2. 演習（１） 

3. 演習（２） 

4. 演習（３） 

5. 演習（４） 

6. 演習（５） 

7. 演習（６） 

8. 演習（７） 

9. 演習（８） 

10. 演習（９） 

11. 演習（10） 

12. 演習（11） 

13. 演習（12） 

14. 総括 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

指定のテキストを事前に精読しておくこと。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

授業中の発表・発表準備(50%)/議論への貢献度やコメント(50%) 

 

テキスト（Textbooks） 

1. 松村圭一郎・中川理・石井美穂、2019、『文化人類学の思考法』、世界思想社 (ISBN:978-4-7907-1733-1) 

 

参考文献（Readings） 

 

 



 - 249 - 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 

 

 

  



 - 250 - 

■AC154 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／演習 Ｉ８ 

(Seminars I8) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
比較文化論（２） 

担当者名 

（Instructor） 
松波 康男(MATSUNAMI YASUO) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
HIS2610 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

本講義では、文化人類学の基本となるフィールドワークの手法や文献講読、比較文化間研究について具体的なトピックとともに

学ぶ。トピックについては、履修者の興味関心に応じて相談の上決定する。履修者は自身の研究課題について自主的に研究を

進め、進捗状況を発表し意見交換をすることが求められる。 

 

In this class, we will learn methodology on anthropological fieldwork, reading ethnography, and comparative study among several 

societies through several topics. Topics are selected according to student's interests. Students explore one's research topic 

and make presentations about progress.  

 

授業の内容（Course Contents） 

文献の輪読および学生の研究発表を中心とする。輪読では、発表者とコメンテータを毎回決め、受講生全員で議論を行う。学生

の研究発表では、各自がテーマを決め、グループ発表あるいは個人発表を行う。場合によっては、小規模のフィールドワークを行

うこともある。 

 

This class focuses on reading the literature on cultural anthropology. Also, students make research presentations based on their 

interests. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. オリエンテーション 

2. 演習（１） 

3. 演習（２） 

4. 演習（３） 

5. 演習（４） 

6. 演習（５） 

7. 演習（６） 

8. 演習（７） 

9. 演習（８） 

10. 演習（９） 

11. 演習（10） 

12. 演習（11） 

13. 演習（12） 

14. 総括 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

指定のテキストを事前に精読しておくこと。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

授業中の発表および発表準備(50%)/授業中の議論貢献度及びコメント(50%) 

 

テキスト（Textbooks） 

なし 

 

参考文献（Readings） 

 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 
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注意事項（Notice） 
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■AC155 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／演習 Ｉ９ 

(Seminars I9) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
地域研究の方法 

担当者名 

（Instructor） 
丸山 浩明(MARUYAMA HIROAKI) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
HIS2610 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

日本各地の代表的な都市や農村の風土や歴史を，新旧地形図や統計などを利用して考察し，地域に対する興味や関心を高め

る。 

 

Students will examine the climate and history of typical cities and rural areas in various regions of Japan using both new and old 

topographic maps, statistics, and other resources, to heighten interest toward those regions. 

 

授業の内容（Course Contents） 

全国を網羅する『地図で読む百年』シリーズの著書の中から，各自興味・関心のある都市や農村を選択して，その内容をパワー

ポイントや OHC（教材提示装置）などを使って授業で紹介し，全体討論を行う。第１回目の授業以降，参加者による発表と全体討

論を繰り返し，日本における都市や農村の地域的特性への理解を深める。 

 

From the Chizu de yomu hyaku-nen series of books that cover all of Japan, students will select cities and rural areas of 

interest, introduce the content in class using PowerPoint, OHC (teaching material presentation equipment), etc., and will engage 

in general debate. Beginning with the first class, the course will repeat presentations and general debate by participants to 

deepen their understanding of the regional characteristics of cities and rural areas in Japan. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 参加者による報告（１） 

2. 参加者による報告（２） 

3. 参加者による報告（３） 

4. 参加者による報告（４） 

5. 参加者による報告（５） 

6. 参加者による報告（６） 

7. 参加者による報告（７） 

8. 参加者による報告（８） 

9. 参加者による報告（９） 

10. 参加者による報告（１０） 

11. 参加者による報告（１１） 

12. 参加者による報告（１２） 

13. 参加者による報告（１３） 

14. 参加者による報告（１４） 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

『地図で読む百年』シリースは，全冊が立教大学の図書館に配架されているので，事前にその内容を確認して準備しておくこと。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

発表の準備と内容(40%)/全体討論での発言(30%)/出席および受講態度(30%) 

 

テキスト（Textbooks） 

テキストは使用しない。 

 

参考文献（Readings） 

寺阪・平岡・元木編『関東１地図で読む百年』（古今書院 2003年 2,800 円）他（全 10 冊シリーズ） 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 
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注意事項（Notice） 

 

 

  



 - 254 - 

■AC156 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／演習 Ｉ１０ 

(Seminars I10) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
地域研究の方法 

担当者名 

（Instructor） 
丸山 浩明(MARUYAMA HIROAKI) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
HIS2610 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

具体的な地域を取り上げて研究テーマを設定し，グループでの事前学習を行い，実際のフィールドワークへと結びつける能力を

養う． 

 

Students will take up a specific region, set research themes, engage in prior learning as a group, and cultivate the ability to 

connect this to actual fieldwork. 

 

授業の内容（Course Contents） 

春学期の演習Ｉ9で学んだ地域の調べ方をもとに，実際にフィールドワークを想定した調査・研究能力の習得を目指した授業を展

開する．具体的には，東京とその近郊のある地域を選定し，その自然環境や土地利用の変遷，地域開発の歴史，人口構成の変

化などをテーマに，新旧の地形図，統計，文献資料などをもとに調べる．さらにその成果を授業内で発表して議論を深め，最終的

に報告書としてまとめる．なお， 調査する地域やテーマ，担当などについては，第１回目の授業時に相談の上決定するので．必

ず出席すること。 

 

Based on methods for surveying regions learned in Seminars I9 in the spring semester, the course will conduct classes aimed at 

having students acquire survey and research abilities on the assumption of actual fieldwork. Specifically, students will select 

regions in Tokyo and its suburbs, and will survey new and old topographical maps, statistics, literature, etc. on themes such as 

changes in the natural environment and land use, the history of regional development, and changes in population composition. 

Students will further present their findings in class to deepen discussion, and will finally summarize the findings in reports. 

Students are expected to attend the first class, as themes and regions to survey, leaders, etc. will be determined through 

consultation in class. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. イントロダクション：具体的な調査地域の検討とグルーピング 

2. 各グループによる報告（１） 

3. 各グループによる報告（２） 

4. 各グループによる報告（３） 

5. 各グループによる報告（４） 

6. 各グループによる報告（５） 

7. 各グループによる報告（６） 

8. 各グループによる報告（７） 

9. 各グループによる報告（８） 

10. 各グループによる報告（９） 

11. 各グループによる報告（１０） 

12. 各グループによる報告（１１） 

13. 各グループによる報告（１２） 

14. 各グループによる報告（１３） 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

東京とその近郊を中心に，興味･関心のある地域の歴史や風土，文化などに関する文献研究を進める。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

発表および議論の内容(40%)/報告書の内容(30%)/出席および授業態度(30%) 

 

テキスト（Textbooks） 

テキストは使用しない。 

 

参考文献（Readings） 
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寺阪・平岡・元木編『関東１地図で読む百年』（古今書院 2003年 2,800 円）他（全 10 冊シリーズ） 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AC157 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／演習 Ｉ１３ 

(Seminars I13) 

担当者名 

（Instructor） 
野中 健一(NONAKA KENICHI) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
HIS3610 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

「環境」「生態」「文化」の相互関係の解明について，研究対象，方法，実証の仕方を地理学，生態人類学などの専門書，論文，実

地の体験から学ぶ。 

 

Regarding elucidation of the mutual relationships among "environment," "ecology," and "culture," students will learn about 

research subjects, methods, and means of demonstration through specialized documents, academic papers, and practical 

experience involving geography, ecological anthropology, and other fields. 

 

授業の内容（Course Contents） 

受講者自らが研究テーマを見つけて，研究を進める。従来の研究と自らの問題意識とをあわせてテーマを決め，調査計画をたて

て，フィールドワークを実施する。それをもとにデータを分析・考察を行う。関連分野の論文の講読と自らの研究テーマに関する研

究レビューを積極的に行う。研究テーマの設定，関連する研究のレビュー，研究方法の構築，分析，考察について参加者と討論

を深め，自ら実践できるようにする。 

 

Course takers will find their own research themes and advance their research. Students will determine themes combining past 

research with their own awareness of issues, formulate survey plans, and carry out fieldwork. Based on this, students will 

analyze and consider data. Students will actively read academic papers in related fields and perform research reviews related to 

their research themes. The course will deepen debate with participants concerning the setting of research themes, reviews of 

related research, and construction, analysis, and consideration of research methods, and will enable participants to put these 

into practice on their own. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 文化環境学のテーマ／これまでの研究例の紹介 

2. テーマ発表１／各自の発表と議論 

3. テーマ発表２／同上 

4. テーマ発表３／同上 

5. データの分析方法／方法の紹介 

6. 分析発表１／各自の発表と議論 

7. 分析発表２／同上 

8. 分析発表３／同上 

9. データの考察から展望へ／方法の紹介 

10. 考察発表１／各自の発表と議論 

11. 考察発表２／同上 

12. 考察発表３／同上 

13. 論文のまとめ方 

14. 課題の提示 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

関連専門書を読み、文章力を高め、分析・考察をより深められるように努める。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

最終レポート(Final Report)(40%)/発表内容(30%)/授業参加態度(30%) 

 

テキスト（Textbooks） 

なし 

 

参考文献（Readings） 

授業中に適宜提示する。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 



 - 257 - 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AC158 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／演習 Ｉ１４ 

(Seminars I14) 

担当者名 

（Instructor） 
野中 健一(NONAKA KENICHI) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
HIS3610 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

「環境」「生態」「文化」の相互関係の解明について，研究対象，方法，実証の仕方を地理学，生態人類学などの基盤となる学問

分野の概説書，論文，実地の体験から学ぶ。 

 

Regarding elucidation of the mutual relationships among "environment," "ecology," and "culture," students will learn about 

research subjects, methods, and means of demonstration through summary documents, academic papers, and practical 

experience involving geography, ecological anthropology, and other fields. 

 

授業の内容（Course Contents） 

春学期Ｉ13 に引き続き，各自の研究テーマについて議論を深める。フィールドワークの結果を用いて自らの関心とその分析方法

の理解を深める。以下の項目に関して毎回の担当者の発表と参加者による討論を通じて，分析，考察，論文記述を中心に学ぶ。 

1. 研究テーマに応じた議論の構築 

2. 研究枠組みと方法論の吟味 

3. 先行研究のレビュー 

4. 問題の設定と限定 

5. 予備調査とそれに基づく分析と課題 

 

Continuing from spring semester I13, the course will deepen discussions of research themes. Using the findings of their 

fieldwork, students will deepen their understanding of their interests and methods for their analysis. Students will learn with a 

focus on analysis, consideration, and academic paper writing through presentations by leaders and discussions by participants in 

each session concerning the following items. 

1. Construction of discussions matched to research themes 

2. Close examination of research frameworks and methodologies 

3. Review of prior research 

4. Setting and limiting of issues 

5. Preliminary survey, and analyses and topics based on this 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 研究課題の確認 

2. 研究課題の構築と研究レビュー１／各自の発表と議論 

3. 研究課題の構築と研究レビュー２／同上 

4. 研究課題の構築と研究レビュー３／同上 

5. 研究課題の構築と研究レビュー４／同上 

6. 予備調査データの収集と分析１／同上 

7. 予備調査データの収集と分析２／同上 

8. 予備調査データの収集と分析３／同上 

9. 予備調査データの収集と分析４／同上 

10. 分析結果の考察と課題提示１／同上 

11. 分析結果の考察と課題提示２／同上 

12. 分析結果の考察と課題提示３／同上 

13. 分析結果の考察と課題提示４／同上 

14. 今後の課題と論文のまとめ方 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

自らのテーマに従い調査を行いデータを収集する。 

できるだけ多くの専門論文に目を通し、分析方法や論文記述の方法を理解した上で、自分の研究に反映させる。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

最終レポート(Final Report)(40%)/発表内容(30%)/授業参加態度(30%) 
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テキスト（Textbooks） 

なし 

 

参考文献（Readings） 

授業中に適宜提示する。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AC159 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／演習 Ｉ１５ 

(Seminars I15) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
アメリカ合衆国社会史演習 

担当者名 

（Instructor） 
松原 宏之(MATSUBARA HIROYUKI) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
HIS3610 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

アメリカ合衆国史を中心に、歴史学研究の成果を批判的に読み解けるようになる。 

 

Studying major issues and events in the history of the United States, students will learn advanced methods of historical studies. 

 

授業の内容（Course Contents） 

共通テクストを読み、レジュメをつくり、議論を深める。 

卒論予備論文の準備を並行して進める。 

 

Students are required to read assigned texts for discussions every week.  

The course also prepares students for preliminary graduation theses. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. イントロダクション 

2. 演習（1） 

3. 演習（2） 

4. 演習（3） 

5. 演習（4） 

6. 演習（5） 

7. 演習（6） 

8. 演習（7） 

9. 演習（8） 

10. 演習（9） 

11. 演習（10） 

12. 演習（11） 

13. 演習（12） 

14. 最終回討議と展望 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

文献・史料を事前に検討すること。 

合宿や学外ワークショップを催すことがあります。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

議論への参画・貢献(60%)/個人報告(40%) 

 

テキスト（Textbooks） 

1. 藤永康政・松原宏之編著、2022、『「いま」を考えるアメリカ史』、ミネルヴァ書房 

講義時に指示する。 

 

参考文献（Readings） 

1. 2004、『事典 現代のアメリカ』、大修館書店 

2. 有賀夏紀ほか編、2009、『アメリカ史研究入門』、山川出版 

3. アメリカ学会、2018、『アメリカ文化事典』、丸善 

4. 久保文明・岡山裕、2022、『アメリカ政治史講義』、東京大学出版会 

講義時に案内する。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 
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注意事項（Notice） 
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■AC160 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／演習 Ｉ１６ 

(Seminars I16) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
アメリカ合衆国社会史演習 

担当者名 

（Instructor） 
松原 宏之(MATSUBARA HIROYUKI) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
HIS3610 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

アメリカ合衆国史を中心に、歴史学研究の成果を批判的に読み解けるようになる。 

 

Studying major issues and events in the history of the United States, students will learn advanced methods of historical studies. 

 

授業の内容（Course Contents） 

共通テクストを読み、レジュメをつくり、議論を深める。 

卒論予備論文の準備を並行して進める。 

 

Students are required to read assigned texts for discussions every week.  

The course also prepares students for preliminary graduation theses. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. イントロダクション 

2. 演習（1） 

3. 演習（2） 

4. 演習（3） 

5. 演習（4） 

6. 演習（5） 

7. 演習（6） 

8. 演習（7） 

9. 演習（8） 

10. 演習（9） 

11. 演習（10） 

12. 演習（11） 

13. 演習（12） 

14. 最終回討議と展望 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

文献・史料を事前に検討すること。 

合宿や学外ワークショップを催すことがあります。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

議論への参画・貢献(60%)/個人報告(40%) 

 

テキスト（Textbooks） 

講義時に指示する。 

 

参考文献（Readings） 

1. 2004、『事典 現代のアメリカ』、大修館書店 

2. 有賀夏紀ほか編、2009、『アメリカ史研究入門』、山川出版 

3. アメリカ学会、2018、『アメリカ文化事典』、丸善 

講義時に案内する。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 
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注意事項（Notice） 
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■AC161 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／演習 Ｉ１７ 

(Seminars I17) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
イスラーム複合文化応用演習 1 

担当者名 

（Instructor） 
山下 王世(YAMASHITA KIMIYO) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
HIS3610 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

この授業の目的は、 

(1) 研究課題の立て方と、最適な研究方法について学ぶ。 

(2) 自分の研究や先行研究を評価できるようになる。 

 

The goals of this course are to 

(1) Learn how to develop good questions and choose methods to best answer these questions. 

(2) Develop analytical skills that enable you to evaluate the quality of your own and other scholars’ research. 

 

授業の内容（Course Contents） 

この授業は中級者向けのゼミナールである。受講者は研究課題や進捗状況に応じて、先行研究のレビュー、理論の紹介、研究

計画、データの要約、分析結果のいずれかについて発表する。 

 

The course takes the form of an intermediate seminar for undergraduate students and is discussion based. Each student must 

prepare a progress report. The content should be either a literature review, introduction of theory, research plan, data summary, 

or analysis result. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. ガイダンス/本演習の目的と概要の説明 

2. 学生報告１/研究内容について個人報告を行った後、全員討議を行う 

3. 学生報告２/同上 

4. 学生報告３/同上 

5. 学生報告４/同上 

6. 学生報告５/同上 

7. 学生報告６/同上 

8. 学生報告７/同上 

9. 学生報告８/同上 

10. 学生報告９/同上 

11. 学生報告 10/同上 

12. 学生報告 11/同上 

13. 学生報告 12/同上 

14. まとめ/演習全体の総括と最終レポート作成に関する注意点の説明 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

報告の準備を十分に行って、演習に参加する。演習時の討議で得た助言等を参考にして、最終レポートをまとめる。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

最終レポート(Final Report)(40%)/報告・討議への貢献度(60%) 

 

テキスト（Textbooks） 

必要に応じて授業時に配布する。 

 

参考文献（Readings） 

 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 



 - 265 - 

 

注意事項（Notice） 
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■AC162 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／演習 Ｉ１８ 

(Seminars I18) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
イスラーム複合文化応用演習 2 

担当者名 

（Instructor） 
山下 王世(YAMASHITA KIMIYO) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
HIS3610 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

この授業の目的は、 

(1) 研究課題の立て方と、最適な研究方法について学ぶ。 

(2) 自分の研究や先行研究を評価できるようになる。 

 

The goals of this course are to 

(1) Learn how to develop good questions and choose methods to best answer these questions. 

(2) Develop analytical skills that enable you to evaluate the quality of your own and other scholars’ research. 

 

授業の内容（Course Contents） 

この授業は中級者向けのゼミナールである。受講者は研究課題や進捗状況に応じて、先行研究のレビュー、理論の紹介、研究

計画、データの要約、分析結果のいずれかについて発表する。 

 

The course takes the form of an intermediate seminar for undergraduate students and is discussion based. Each student must 

prepare a progress report. The content should be either a literature review, introduction of theory, research plan, data summary, 

or analysis result. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. ガイダンス/本演習の目的と概要の説明 

2. 学生報告１/研究内容について個人報告を行った後、全員討議を行う 

3. 学生報告２/同上 

4. 学生報告３/同上 

5. 学生報告４/同上 

6. 学生報告５/同上 

7. 学生報告６/同上 

8. 学生報告７/同上 

9. 学生報告８/同上 

10. 学生報告９/同上 

11. 学生報告 10/同上 

12. 学生報告 11/同上 

13. 学生報告 12/同上 

14. まとめ/演習全体の総括と最終レポート作成に関する注意点の説明 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

報告の準備を十分に行って、演習に参加する。演習時の討議で得た助言等を参考にして、最終レポートをまとめる。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

最終レポート(Final Report)(40%)/報告・討議への貢献度(60%) 

 

テキスト（Textbooks） 

必要に応じて授業時に配布する。 

 

参考文献（Readings） 

 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 
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注意事項（Notice） 
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■AC163 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／演習 Ｉ１９ 

(Seminars I19) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
フィールドワーク方法論 

担当者名 

（Instructor） 
松波 康男(MATSUNAMI YASUO) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
HIS3610 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

本授業では、フィールドワークをはじめとする文化人類学の方法論や研究論文の執筆方法を学ぶ。具体的には、学生個人が関

心に基づきテーマを設定し、進捗状況を報告し、議論を行う。 

 

In this class, we will learn the anthropological methodologies of cultural anthropology, including fieldwork, and how to write 

research papers. Specifically, students set themes based on their interests, report their progress, and discuss. 

 

授業の内容（Course Contents） 

本授業では、文化人類学が行ってきた様々な研究方法――理論研究、史資料研究、インタビュー、参与観察――の可能性と限

界について、学生の個人研究を通じて検討する。これを通じて、個々人の研究関心を文化人類学的視点からとらえ直し、問いを

深める。また、フィールドワークや民族誌データを中心とする文化人類学的な研究論文の執筆方法を学び、学生個人の研究を発

展させる。 

 

In this class, the potential and limitations of various research methods conducted by cultural anthropology—theoretical 

research, historical material research, interviews, and participatory observations—are examined through student personal 

studies. Through this, the individual's research interests will be re-evaluated from a cultural anthropological perspective. 

Students will also learn how to write research papers on cultural anthropology, focusing on fieldwork and ethnographic data, and 

develop individual student research. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. オリエンテーション 

2. 学生の研究発表（１） 

3. 学生の研究発表（２） 

4. 学生の研究発表（３） 

5. 学生の研究発表（４） 

6. 学生の研究発表（５） 

7. 学生の研究発表（６） 

8. 学生の研究発表（７） 

9. 学生の研究発表（８） 

10. 学生の研究発表（９） 

11. 学生の研究発表（10） 

12. 学生の研究発表（11） 

13. 学生の研究発表（12） 

14. 学生の研究発表（13） 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

フィールドワークや文献調査など、個人研究を進めること。また自身の発表にそなえ、データの整理・分析を行っておくこと。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

最終レポート(Final Report)(40%)/授業への参加態度(60%) 

 

テキスト（Textbooks） 

なし 

 

参考文献（Readings） 
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その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AC164 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／演習 Ｉ２０ 

(Seminars I20) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
フィールドワーク方法論（２） 

担当者名 

（Instructor） 
松波 康男(MATSUNAMI YASUO) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
HIS3610 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

本授業では、フィールドワークをはじめとする文化人類学の方法論や研究論文の執筆方法を学ぶ。具体的には、学生個人が関

心に基づきテーマを設定し、進捗状況を報告し、議論を行う。 

 

In this class, we will learn the anthropological methodologies of cultural anthropology, including fieldwork, and how to write 

research papers. Specifically, students set themes based on their interests, report their progress, and discuss. 

 

授業の内容（Course Contents） 

本授業では、文化人類学が行ってきた様々な研究方法――理論研究、史資料研究、インタビュー、参与観察――の可能性と限

界について、学生の個人研究を通じて検討する。これを通じて、個々人の研究関心を文化人類学的視点からとらえ直し、問いを

深める。また、フィールドワークや民族誌データを中心とする文化人類学的な研究論文の執筆方法を学び、学生個人の研究を発

展させる。 

 

In this class, the potential and limitations of various research methods conducted by cultural anthropology—theoretical 

research, historical material research, interviews, and participatory observations—are examined through student personal 

studies. Through this, the individual's research interests will be re-evaluated from a cultural anthropological perspective.  

 

授業計画（Course Schedule） 

1. オリエンテーション 

2. 学生の研究発表（１） 

3. 学生の研究発表（２） 

4. 学生の研究発表（３） 

5. 学生の研究発表（４） 

6. 学生の研究発表（５） 

7. 学生の研究発表（６） 

8. 学生の研究発表（７） 

9. 学生の研究発表（８） 

10. 学生の研究発表（９） 

11. 学生の研究発表（10） 

12. 学生の研究発表（11） 

13. 学生の研究発表（12） 

14. 学生の研究発表（13） 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

フィールドワークや文献調査など、個人研究を進めること。また自身の発表にそなえ、データの整理・分析を行っておくこと。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

授業への参加態度（発表含む）(60%)/最終レポート(Final Report)(40%) 

 

テキスト（Textbooks） 

なし 

 

参考文献（Readings） 

 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 
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注意事項（Notice） 
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■AC165 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／演習 Ｉ２１ 

(Seminars I21) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
地域調査と論文作成 

担当者名 

（Instructor） 
丸山 浩明(MARUYAMA HIROAKI) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
HIS3610 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

参加者各自の興味や関心に従って，人文地理学や文化人類学，民俗学などの文献を調べたり，自ら調査を実施したりして，その

内容を授業で的確に説明できる。 

 

Participants will be able to investigate literature in human geography, cultural anthropology, folklore studies, etc., conduct their 

own surveys, and accurately explain the content in class, according to their own interests. 

 

授業の内容（Course Contents） 

参加者各自が興味関心のあるテーマと地域を選定して，それに関わる研究論文や著書などを読み，その内容をまとめたり，統計

資料を分析したり，自ら調査を実施したりして，その成果を授業で報告する。また，発表後の全体討論を通じて，内容理解の深化

と研究遂行に必要な基礎的能力の習得を図る。授業では参加者による発表と全体討論を繰り返しながら，各自の研究課題を明

確化し，それを遂行するための研究・調査方法を導く。 

 

Participants will select regions and themes of interest, read research papers and books related to these, summarize the 

content, analyze statistical data, conduct their own surveys, and report their findings in class. In addition, through general 

discussions after presentations, the course aims to have students deepen their understanding of the content and acquire the 

fundamental capabilities needed to conduct research. In the classes, participants will engage in repeated presentations and 

general discussions, clarify their research topics, and execute these under guidance on methods of research and surveying. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. イントロダクション 

2. 参加者による報告（１） 

3. 参加者による報告（２） 

4. 参加者による報告（３） 

5. 参加者による報告（４） 

6. 参加者による報告（５） 

7. 参加者による報告（６） 

8. 参加者による報告（７） 

9. 参加者による報告（８） 

10. 参加者による報告（９） 

11. 参加者による報告（１０） 

12. 参加者による報告（１１） 

13. 参加者による報告（１２） 

14. 参加者による報告（１３） 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

各自，興味関心のあるテーマや地域に関する研究論文や著書を検索しておくこと。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

発表の準備と内容(40%)/全体討論での発言(30%)/出席および受講態度(30%) 

 

テキスト（Textbooks） 

テキストは使用しない。 

 

参考文献（Readings） 

授業時に適宜指示する。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 
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注意事項（Notice） 
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■AC166 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／演習 Ｉ２２ 

(Seminars I22) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
地域調査と論文作成 

担当者名 

（Instructor） 
丸山 浩明(MARUYAMA HIROAKI) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
HIS3610 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

地理学や地誌学とその周辺学問分野の成果を踏まえて各自の問題意識を明確化し，文献や資料のみならず自らの調査に基づ

いたオリジナルなデータを含めて，その結果を的確に説明できる．そして発表や推敲を積み重ねながら，論文に仕上げる． 

 

Students will clarify their own awareness of issues based on findings from geography, topography, and peripheral research fields, 

and will become able to accurately explain findings, not only from literature and materials but also from original data based on 

their own surveys. Through the accumulation of presentations and revisions, they will finish their theses. 

 

授業の内容（Course Contents） 

春学期の演習Ｉ２１を継続して実施する．毎回の講義では，担当者が発表を行ったうえで，全員で議論を重ねて，論文制作への導

入を図る．そして最終的には，各自が研究課題を明確化して論文をまとめる． 

 

Continuing from Seminars I21 in the spring semester, in each session's lecture the leader will make a presentation and discuss 

with all participants, and work toward thesis production. In the end, participants will clarify their research topics and put 

together their theses. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. イントロダクション 

2. 参加者による報告（１） 

3. 参加者による報告（２） 

4. 参加者による報告（３） 

5. 参加者による報告（４） 

6. 参加者による報告（５） 

7. 参加者による報告（６） 

8. 参加者による報告（７） 

9. 参加者による報告（８） 

10. 参加者による報告（９） 

11. 参加者による報告（１０） 

12. 参加者による報告（１１） 

13. 参加者による報告（１２） 

14. 参加者による報告（１３） 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

各自が設定したテーマ・地域に関する研究論文や著書を熟読したり、現地調査を行ったりすること。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

発表の準備と内容(40%)/全体討論での発言(30%)/出席および受講態度(30%) 

 

テキスト（Textbooks） 

テキストは使用しない。 

 

参考文献（Readings） 

授業時に適宜指示する。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 
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注意事項（Notice） 
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■AC167 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／演習 Ｉ１１ 

(Seminars I11) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
フォークロアゼミ（基礎演習 1） 

担当者名 

（Instructor） 
市田 雅崇(ICHIDA MASATAKA) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
HIS2610 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

基礎文献や民俗誌の輪読、民俗調査を通して、フォークロアの知識と考え方、研究方法を身につける。 

 

Students will acquire fundamental knowledge, concepts of folklore and research methods through basic literature, ethnography 

journals, and folklore surveys through fieldwork. 

 

授業の内容（Course Contents） 

基礎文献・民俗誌の輪読、民俗調査の事前調査を演習形式で進める。前半は発表担当者が興味のあるテーマについて現地調

査をふまえて紹介し、討論をしながらフォークロアの知識・考え方について受講者で共有していく。後半は夏季休暇中に行う民俗

調査についての事前調査。いずれもグループワークとして行う。  

 

The course will proceed in exercises format, through group reading of basic literature and ethnography journals, and prior 

surveys for fieldwork. In the first half of the course, presenters will introduce subjects of interest through research in the field, 

and will share knowledge and concepts of folklore with course takers while engaging in discussion. The second half will focus on 

prior surveys in folklore surveys during summer vacation. Students will conduct presentations in groups.  

 

授業計画（Course Schedule） 

1. イントロダクション 

2. 講義 

3. 演習 1（グループワーク：テーマ 1-1） 

4. 演習 2（グループワーク：テーマ 1-2） 

5. 演習 3（グループワーク：テーマ 1-3） 

6. 演習 4（グループワーク：テーマ 1-4） 

7. 演習 5（グループワーク：テーマ 2-1） 

8. 演習 6（グループワーク：テーマ 2-2） 

9. 演習 7（グループワーク：テーマ 2-3） 

10. 演習 8（グループワーク：テーマ 2-4） 

11. 演習 9（グループワーク：予備調査 1） 

12. 演習 10（グループワーク：予備調査 2） 

13. 演習 11（グループワーク：予備調査 3） 

14. まとめ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

関心のある対象や出来事について、日ごろから新聞などに目を配っておくこと。また興味を持った祭りやイベントなどに足を運び、

実際に見る・聞く・食べることを通してフォークロアにふれてみましょう。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

発表内容(40%)/ディスカッションへの参加(30%)/最終レポート(Final Report)(30%) 

 

テキスト（Textbooks） 

受講者の研究テーマにあわせて指示する。 

 

参考文献（Readings） 

 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 
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注意事項（Notice） 
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■AC168 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／演習 Ｉ１２ 

(Seminars I12) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
フォークロアゼミ（基礎演習 2） 

担当者名 

（Instructor） 
市田 雅崇(ICHIDA MASATAKA) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
HIS2610 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

基礎文献や民俗誌の輪読、民俗調査を通して、フォークロアの知識と考え方、研究方法を身につける。 

 

Students will acquire fundamental knowledge, concepts of folklore and research methods through basic literature, ethnography 

journals, and folklore surveys through fieldwork. 

 

授業の内容（Course Contents） 

演習Ⅰ11で学んだことをふまえて、(1) 受講者各自の興味をもったテーマについての論文を読んで報告する。 

(2) 民俗調査を行う。事前の準備・検討と、調査後の報告・討論を通して知見を深めていく。 

 

Based on what was learned in Seminar I11, students will: (1) Read and report on academic papers concerning their subjects of 

interest. (2) Carry out fieldwork. Students will deepen their knowledge through prior preparation and investigation, as well as 

through reports and discussions following fieldwork. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. イントロダクション 

2. 発表と討論 1 

3. 発表と討論 2 

4. 発表と討論 3 

5. 発表と討論 4 

6. 発表と討論 5 

7. 発表と討論 6 

8. 民俗調査の準備と検討 1 

9. 民俗調査の準備と検討 2 

10. 民俗調査の準備と検討 3 

11. 民俗調査の報告と討論 1 

12. 民俗調査の報告と討論 2 

13. 民俗調査の報告と討論 3 

14. まとめ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

関心のある対象や出来事について、日ごろから新聞などに目を配っておくこと。また興味を持った祭りやイベントなどに足を運び、

実際に見る・聞く・食べることを通してフォークロアにふれてみましょう。 

個人発表のテキストは、受講者の興味を考慮し演習Ⅰ11 で指示する。夏季休暇中にじっくりと読み、活発な議論ができるように、

周到な発表準備をしておくこと。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

発表内容(40%)/ディスカッションへの参加(30%)/最終レポート(Final Report)(30%) 

 

テキスト（Textbooks） 

受講者の研究テーマにあわせて個別に指示する。 

 

参考文献（Readings） 

 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 
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■AC169 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／演習 Ｈ２３ 

(Seminars H23) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
日本近世近代移行期ゼミ 

担当者名 

（Instructor） 
寺尾 美保(TERAO MIHO) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
HIS3510 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

日本近世近代移行期（19 世紀を中心とする）についての専門的な研究書・論文および史料の読解能力を高めながら、各自の研

究テーマを探究する。論文執筆のための基礎を理解し、個別の課題にあわせて実践していく力を身につける。 

 

To explore each student's own research theme while improving reading and comprehension skills of academic research books, 

articles, and historical documents on Japan's early modern transition period (focusing on the 19th century). To acquire an 

understanding of the fundamentals for writing research papers and the ability to practice in accordance with individual 

assignments. 

 

授業の内容（Course Contents） 

講義前半では、指定した文献と史料を参加者全員が予習し、毎回 1～2 名が報告者となり、全員参加で議論を行う。報告はグル

ープ毎に行うこともある。講義後半では、個人で関心を持ったテーマに関する報告を行い、論文執筆のための基礎的訓練を行う。 

 

In the first half of the lecture, all participants are required to prepare for the lecture by reading the assigned literature and 

historical materials, and one or two persons will be assigned as a presenter each time, with everyone participating in the 

discussion. Presentation may be made in individual groups. In the second half of the lecture, each individual will present a report 

on a topic of his/her interest, which provides basic training for writing a thesis. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. ガイダンス 

2. 受講生による報告と議論（１） 

3. 受講生による報告と議論（２） 

4. 受講生による報告と議論（３） 

5. 受講生による報告と議論（４） 

6. 受講生による報告と議論（５） 

7. 受講生による報告と議論（６） 

8. 受講生による報告と議論（７） 

9. 受講生による報告と議論（８） 

10. 受講生による報告と議論（９） 

11. 受講生による報告と議論（１０） 

12. 受講生による報告と議論（１１） 

13. 受講生による報告と議論（１２） 

14. まとめ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

史料や論文に対し、問題意識をもって向き合い、熟読する訓練を継続する。 

報告準備のために十分な準備時間をとり、計画的に進めること。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

最終レポート(Final Report)(20%)/報告内容(40%)/ゼミへの参加姿勢(40%) 

 

テキスト（Textbooks） 

授業中に指示する。 

 

参考文献（Readings） 

授業中に指示する。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 
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状況に応じて、史蹟や博物館などの見学や合宿を行うことがある。 

 

注意事項（Notice） 
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■AC170 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／演習 Ｈ２４ 

(Seminars H24) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
日本近世近代移行期ゼミ 

担当者名 

（Instructor） 
寺尾 美保(TERAO MIHO) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
HIS3510 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

日本近世近代移行期（19 世紀を中心とする）についての専門的な研究書・論文および史料の読解能力を高めながら、各自の研

究テーマを探究する。論文執筆のための基礎を理解し、個別の課題にあわせて実践していく力を身につける。 

 

To explore each student's own research theme while improving reading and comprehension skills of academic research books, 

articles, and historical documents on Japan's early modern transition period (focusing on the 19th century). To acquire an 

understanding of the fundamentals for writing research papers and the ability to practice in accordance with individual 

assignments. 

 

授業の内容（Course Contents） 

各自の研究テーマに関する先行研究の整理、関係史料の提示に基づく報告を行う。また、史料の講読などを行い、実証研究の

基礎を固めていく。 

 

The participants will present a report based on summarizing previous research and providing relevant historical materials 

regarding their own research themes. They also read historical materials to solidify the foundation of empirical research. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. ガイダンス 

2. 受講生による報告と議論（１） 

3. 受講生による報告と議論（２） 

4. 受講生による報告と議論（３） 

5. 受講生による報告と議論（４） 

6. 受講生による報告と議論（５） 

7. 受講生による報告と議論（６） 

8. 受講生による報告と議論（７） 

9. 受講生による報告と議論（８） 

10. 受講生による報告と議論（９） 

11. 受講生による報告と議論（１０） 

12. 受講生による報告と議論（１１） 

13. 受講生による報告と議論（１２） 

14. まとめ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

史料や論文に対し、問題意識をもって向き合い、熟読する訓練を継続する。 

報告準備のために十分な準備時間をとり、計画的に進めること。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

報告内容（複数回）(50%)/ゼミへの参加姿勢(50%) 

 

テキスト（Textbooks） 

授業中に指示する。 

 

参考文献（Readings） 

授業中に指示する。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

状況に応じて、史蹟や博物館などの見学や合宿を行うことがある。 
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注意事項（Notice） 
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■AC171 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／演習 Ｉ２３ 

(Seminars I23) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
民俗学演習 

担当者名 

（Instructor） 
市田 雅崇(ICHIDA MASATAKA) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
HIS3610 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

研究テーマを設定し、民俗学・文化人類学の先行研究に位置づけ、自分の研究の課題と独自性を見出し、卒業論文につなげる。

その際に、民俗調査によるデータの収集・提示を行う。 

 

Students will set research themes, position their research themes as prior research of folklore studies and cultural 

anthropology, discover topics and unique approaches in the research, and connect these to their graduation theses. Students 

will and be required presentation of collection of case study data through fieldwork. 

 

授業の内容（Course Contents） 

学生が主体的に研究テーマを設定し個人発表を行う。前半はテーマについての先行研究のレビューと研究計画。先行研究は隣

接領域も含めて視野に入れる。後半は調査対象となる事例・夏季休暇中の調査計画について報告を行う。全体での討論を重ね

て、論文の書き方、調査方法、データの提示方法・分析方法を共有しながら学んでいく。 

 

Students will independently set research themes and deliver individual presentations. The first half of the course will consist of 

reviewing prior literature on students' themes, and research planning. Adjacent domains will also be considered for prior 

research. In the second half, students will report on the cases they are investigating, and on their survey plans for the summer 

vacation period. Through repeated discussions during the course, students will learn as they share methods for academic paper 

writing, surveying, data presentation, and analysis. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. イントロダクション 

2. 個人発表：先行研究レビュー 1 

3. 個人発表：先行研究レビュー 2 

4. 個人発表：先行研究レビュー 3  

5. 個人発表：先行研究レビュー 4 

6. 個人発表：先行研究レビュー 5 

7. 個人発表：先行研究レビュー 6 

8. 個人発表：研究テーマの考察 1 

9. 個人発表：研究テーマの考察 2 

10. 個人発表：研究テーマの考察 3 

11. 個人発表：研究テーマの考察 4 

12. 個人発表：研究テーマの考察 5 

13. 個人発表：研究テーマの考察 6 

14. まとめ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

研究テーマに関する論文やデータの収集は少しずつでもいいので随時行うこと。また予備的な民俗調査を行っておくこと。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

複数回の発表内容(50%)/ディスカッションへの参加(20%)/最終レポート(Final Report)(30%) 

 

テキスト（Textbooks） 

受講者の研究テーマにあわせて個別に指示する。 

 

参考文献（Readings） 

 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 
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注意事項（Notice） 
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■AC172 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／演習 Ｉ２４ 

(Seminars I24) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
民俗学演習 

担当者名 

（Instructor） 
市田 雅崇(ICHIDA MASATAKA) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
HIS3610 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

研究のテーマについてデータを用いて明確に提示し、隣接領域を含む先行研究をふまえた、論理的な構成の予備論文を制作す

る。 

 

Students will deliver clear data-based presentations on their research themes, and will produce preliminary theses with logical 

composition based on prior research, including from adjacent domains. 

 

授業の内容（Course Contents） 

演習Ⅰ23（春学期）を継続し個人発表を行う。前半は夏季休暇中の調査報告（調査で得たオリジナルなデータの提示と分析）につ

いて発表し、討論する。後半は前半発表に対するフィードバックへのリプライをふまえて発表を行い、卒業論文制作に向けた研究

を深化させていく。 

 

Continuing from Seminar I23 (spring semester), students will deliver individual presentations. In the first half of the course, 

students will deliver presentations and engage in discussions on their survey reports during the summer vacation period 

(presentation and analysis of original data obtained through surveys). In the second half, students will deliver presentations 

based on replies to feedback on presentations in the first half, and will deepen research aimed at production of their graduation 

theses. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 個人発表 1 

2. 個人発表 2 

3. 個人発表 3 

4. 個人発表 4 

5. 個人発表 5 

6. 個人発表 6 

7. 個人発表 7 

8. 個人発表 8 

9. 個人発表 9 

10. 個人発表 10 

11. 個人発表 11 

12. 個人発表 12 

13. 個人発表 13 

14. 個人発表 14 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

研究テーマに関する論文やデータの収集は少しずつでもいいので随時行うこと。 

発表に対しする受講者からのコメントを参照し、フィードバックすること。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

複数回の発表内容(70%)/ディスカッションへの参加(30%) 

 

テキスト（Textbooks） 

受講者の研究テーマにあわせて個別に指示する。 

 

参考文献（Readings） 
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その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AC201 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AC201／フィールドワーク Ｈ１ａ 

(Field Work H1a) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
佐渡から歴史を考える 

担当者名 

（Instructor） 
佐藤 雄基(SATO YUKI) 

学期 

（Semester） 
通年他(Full year Others) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
HIS3530 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

①史料・地誌の読解と現地調査（史跡の調査や博物館での聞き取り）を組み合わせて学び、 日本史研究において必要となる現

地調査に必要な準備作業を行う能力を習得する｡ 

②世界遺産登録や史跡保存、地域史研究の現状について学び、日本社会における歴史学・歴史研究のありかたについて認識を

深める。 

 

The aim of this class is to acquire reading of historical materials, field research, and the ability to perform preparatory work 

necessary for field research for the study of Japanese history. 

 

授業の内容（Course Contents） 

佐渡の金銀山は現在、「佐渡島の金山」として世界遺産の登録が目指されており、地元でも様々な取り組みがなされている。こう

した世界遺産登録に向けた取り組みにおいて、歴史研究の成果がどのように組み込まれ、あるいは組み込まれていないのか、

史跡保存と観光・地域振興の関係をどのように考えるのか。これらは、佐渡の事例のみならず、国際的に大きな課題となってい

る。歴史学は現在の現実とは一定の距離をおきつつ過去の史実を追究する学問であるが、その一方で無関係でいることはでき

ない。「歴史」にかかわる様々な社会的な取り組み（「歴史実践」）のなかで、歴史学はどのような役割を果たしており、そして歴史

学者はどのようなスタンスをとるべきなのだろうか。 

 

こうした問題意識をもとに、①世界遺産、史跡保存、地域史研究における課題を学びつつ、歴史学が果たすべき役割について議

論を深めるとともに、②具体的なフィールドとして、古代～近代における佐渡の歴史を日本史および世界史上において考えること

を目標としたい。 

③佐渡は古代・中世の史跡が豊かに存在しており、金山がクローズアップされる一方で、それらの歴史的な重要性を考える必要

もあるだろう。古代国家が全国に国郡制を敷いた際、対馬・隠岐・淡路とならんで、佐渡は「離島」として「国」に位置づけられた。

「北の国境」という位置づけをもった「離島」の歴史を通じて、「日本史」を考えなおすこともできる。 

 

フィールドワークは、春学期中の昼休みや空きコマなどを利用して準備会を行い、8 月上旬の平日に 3泊 4 日の調査を予定して

いる（4 月上旬のガイダンスの際には日程は確定していると思われる）。 

 

The gold and silver mines on Sado Island are currently the subject of various local efforts to have them inscribed on the World 

Heritage List. How the results of historical research are or are not incorporated in these efforts to inscribe the site as a World 

Heritage Site, and how the preservation of historical sites should be considered, are major issues not only on Sado Island but 

also internationally. Knowledge of these developments will lead to consideration of the position of historical research in the 

various initiatives (historical practices) related to 'history'. 

Based on this awareness of these issues, the aim of this project is to consider the history of Sado Island from ancient to 

modern times in the context of Japanese and world history. Sado is rich in ancient and medieval historical sites, and with the 

focus on the gold mines, it may be necessary to consider position in the history of Sado. 

The fieldwork is planned for four days and three nights in early August, with preparatory meetings held during lunch breaks and 

free periods during the spring term (a concrete schedule is expected to be available in early April, so those wishing to know the 

schedule earlier should inquire by email). 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 説明会 

2. 事前学習  (１)  各自分担部分の決定 

3. 事前学習  (２)  各自分担部分の文献・史料講読 

4. 事前学習  (３)  各自分担部分の文献・史料講読に基づく中間レポート執筆 

5. 現地調査 

6. 現地調査 

7. 現地調査 
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8. 現地調査 

9. 現地調査 

10. 現地調査 

11. 現地調査 

12. フィールドワーク報告書の執筆・作成  (１) 

13. フィールドワーク報告書の執筆・作成  (２) 

14. まとめ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

訪問場所の地誌・調査記録の読み込みやレジュメの作成、事前準備のために昼休みなどに集まって作業することが多い。 

 

自分が分担することになった文献・史料の講読と報告の準備、 現地の人々との交流や質疑応答、 報告書の文章の執筆など、 

一人一人が自覚をもって主体的に行わなければならない作業が多い｡ 問題意識や主体的に取り組む姿勢・責任感をもった学生

の受講を希望する｡ 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

事前・事後学習会（調査報告書作成）への参加と報告内容(50%)/フィールドワークへの参加と参加態度(50%) 

 

テキスト（Textbooks） 

テキストはない。 

 

参考文献（Readings） 

授業中に指示する。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

履修を希望する方は、以下のガイダンスに必ず出席してください。 

日時：2022 年 4 月 7 日（金）12:00～14:00 

場所：10 号館 X202 教室 

履修を検討しているにも関わらずどうしても参加できない場合は、 

事前に担当者（yuki-sato★rikkyo.ac.jp（★を＠に置き換えてください））にメールにてご連絡ください。 

 

ガイダンス以前に調査の日程などについて知りたいものは 佐藤（yuki-sato★rikkyo.ac.jp（★を＠に置き換えてください））まで「フ

ィールドワーク希望【学籍番号・名前】」というタイトルをつけてメールを送ってください（メールを送った後、諸般の事情で履修を見

合わせることは可能です）。 

 

注意事項（Notice） 
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■AC203 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

その他／フィールドワーク Ｉ１ 

(Field Work I1) 

担当者名 

（Instructor） 
野中 健一(NONAKA KENICHI) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
HIS3630 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

地域に根ざした人々の生活、社会、文化について実際に現地フィールドワークを行い、データを収集して実証的に解明すること

で、地域研究・文化環境学の理論と方法を習得する。 

 

By conducting actual fieldwork on the lifestyles, societies, and cultures of people rooted in communities, and by collecting and 

empirically elucidating data, students will learn theories and methods of regional studies and cultural environment studies. 

 

授業の内容（Course Contents） 

授業での事前学習を踏まえ、夏季休業もしくは春学期中に２泊３日の予定で、岐阜県中津川市付知町（予定）をフィールドにして、

地域の課題を探り、各自の興味関心をもとに予備調査を実施し、夏期休業もしく秋学期中に実施する本調査のための準備を進

める。 

 

Based on prior learning in classes, the course will schedule a 3-day, 2-night program during the summer vacation period or 

spring semester to search for regional topics, with Tsukechi-cho (tentative) in Nakatsugawa, Gifu Prefecture, as the field site. 

The course will conduct a preliminary survey based on participants' interests, and will advance preparations for the main survey 

to be conducted during the summer vacation period or the fall semester. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. ガイダンス／本授業の目的や進め方の説明。履修者の関心・興味をもとに現地調査のテーマや分担を決めるので、必ず出

席すること。 

2. 研究テーマ・分担の確定／各自の発表を踏まえて現地調査のテーマとグルーピングを行い、役割分担を決める。 

3. 研究発表１／研究テーマに即して、文献研究、資料調査をもとに、調査計画を発表し、議論を通じて内容を深化させ、調査

準備を行う。 

4. 研究発表２／同上 

5. 研究発表３／同上 

6. 研究発表４／同上 

7. 研究発表５／同上 

8. 研究発表６／同上 

9. 研究発表７／同上 

10. 研究発表８／同上 

11. 研究発表９／同上 

12. 現地調査１／役所や関係機関に挨拶および調査便宜供与の依頼。その後各自がフィールドワークを行い、ミーティングで

報告する。なお、交通費・食事・宿泊費などは自己負担になる。 

13. 現地調査２／各自がフィールドワークを行い、ミーティングで報告する。 

14. 現地調査３／各自がフィールドワークを行い、ミーティングで報告する。 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

調査地の郷土資料や統計資料、各自の研究テーマに関する文献を調べ、できるだけ精読しておくこと。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

授業での発表や議論への参加(30%)/フィールドワークへの参加(40%)/レポート(30%) 

 

テキスト（Textbooks） 

なし 

 

参考文献（Readings） 

授業中に適宜紹介する。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

フィールドワーク I1（春学期）の受講者は、続けてフィールドワーク I2（秋学期）を受講し、同じ調査地での本調査を実施して報告
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書をまとめることが強く推奨される。この科目は「その他登録」で、最初の授業時に登録申請をする必要があるので、履修希望者

はかならず出席すること。ここで履修申し込みをすると、秋も自動的に履修登録される。 

フィールドワークを実施することを考慮し、履修希望者が多数の場合はおおむね 20 名程度に選考することもある。  

 

注意事項（Notice） 
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■AC204 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

その他／フィールドワーク Ｉ２ 

(Field Work I2) 

担当者名 

（Instructor） 
野中 健一(NONAKA KENICHI) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
HIS3630 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

地域に根ざした人々の生活、社会、文化について実際にフィールドワークを行い、データを収集して実証的に解明し、その成果を

報告書にまとめることで、実証的論文執筆の方法を習得する。 

 

By conducting actual fieldwork on the lifestyles, societies, and cultures of people rooted in communities, collecting and 

empirically elucidating data, and summarizing reports based on the findings, students will learn methods for writing empirical 

papers. 

 

授業の内容（Course Contents） 

フィールドワークＩ１（春学期）の予備調査の結果をふまえて、夏期休業もしくは秋学期中に３泊４日の予定で、岐阜県中津川市付

知町（予定）をフィールドに各自のテーマに即して本調査を実施する。そして、その成果を報告書にまとめる。 

 

Based on the findings of the preliminary survey performed in Field Work I1 (spring semester), the course will schedule a 4-day, 

3-night program during the summer vacation period or fall semester to perform main surveys in line with students' themes, with 

Tsukechi-cho (tentative) in Nakatsugawa, Gifu Prefecture, as the field site. Students will then summarize the findings in reports. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. ガイダンス／本授業の目的や進め方などを説明する。予備調査をふまえて、本調査での研究テーマや分担を確認し、調査

計画を練るので、受講希望者は必ず出席すること。 

2. 本調査の準備１／本調査のテーマと実施計画などを、全体討論を経て決定する。 

3. 本調査の準備２／同上 

4. 現地調査１／役所や関係機関に挨拶および本調査の便宜供与依頼。その後、各自がフィールドワークを行う。なお、交通

費・食費・宿泊費などは自己負担になる。 

5. 現地調査２／各自、引き続き、フィールドワークを行い、ミーティングで報告する。 

6. 現地調査３／同上 

7. 現地調査４／同上 

8. 報告書作成１／各グループが調査報告を行い、そのまとめ方について全体討論を行いつつ、論文の執筆を進めていく。 

9. 報告書作成２／同上 

10. 報告書作成３／同上 

11. 報告書作成４／同上 

12. 報告書作成５／同上 

13. 報告書作成６／同上 

14. 報告書作成７／同上 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

予備調査の調査結果（フィールドノート）を整理したり、入手した資料や統計を分析したりして、各自が本調査に向けた準備を行う

こと。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

授業での発表や議論への参加(20%)/フィールドワークへの参加(40%)/報告書レポート(40%) 

 

テキスト（Textbooks） 

なし 

 

参考文献（Readings） 

授業中に適宜指示する。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

この授業は、フィールドワーク I1（春学期）の事前学習や予備調査の成果をもとに発展させるものである。「その他登録」であり、

春学期のフィールドワーク I1 の初回授業時にフィールドワーク I1 および I2 の履修申請をする必要がある。 履修希望者は春学
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期初回授業のガイダンスに必ず出席すること。 

 

注意事項（Notice） 
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■AC231 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AC231／専門基礎 １ 

(Workshops for Academic Researchers 1) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
アジア・アフリカ系言語 

担当者名 

（Instructor） 
石黒 ひさ子(ISHIGURO HISAKO) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
HIS2540 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

陸羽『茶経』を通じて、漢文文献の扱い方及び関連資料の検討等の研究アプローチを理解し、歴史学研究の基礎を身につける。 

 

The purpose of this class is to understand the research approach method on how to handle Chinese classics and related 

materials through Lu Yu “The Classic of Tea”. This method is a means to learn the basics of historical studies. 

 

授業の内容（Course Contents） 

中国唐代に書かれた陸羽『茶経』について、文献学的な背景、具体的な内容、時代的背景、資料的背景等の研究アプローチを理

解し、歴史学研究おける分析・考察の基礎的な方法を身につける。関連する考古学的成果や、陶磁器研究についても言及する。 

 

The content of this class is to learn the method of research approach ,such as philological background, concrete content, 

historical background, material background, etc, through Lu Yu's "The Classic of Tea" written in the Tang Dynasty of China. In 

addition, learn the basic methods of analysis and consideration in historical research, and mention related archaeological 

achievements and ceramics research. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 授業についてのイントロダクション 

2. 『茶経』とは何か 『茶経』を学ぶ意味について考えます。 

3. 文献学・書誌学的にみた『茶経』 中国古典を扱うのに必要な書誌学的知識を学びます。 

4. 『茶経』一之源 植物としての「茶」を『茶経』の著者陸羽がどのように見ていたのかを考えます。 

5. 『茶経』二之具 植物としての「茶」を「茶」にするための道具について 

6. 『茶経』三之造 植物としての「茶」を飲みものとしての「茶」にする方法 

7. 『茶経』四之器その一 飲み物としての「茶」に必要な道具 

8. 『茶経』四之器その二 「茶」を飲む容器について、特に陶磁器について 

9. 『茶経』四之器その三 「茶器」として広まった陶磁器の産地について 

10. 『茶経』五之煮・六之飲 飲み物としての「茶」のいれかたと飲み方について 

11. 『茶経』七之事 「茶」についての、唐代までの歴史的文献 

12. 『茶経』八之出 「茶」の産地について 

13. 『茶経』九之略・十之図 略式の場合の「茶」と図示すべき内容について 

14. 『茶経』についての学習のまとめ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

授業外学習として、小レポート形式の課題を出します。小レポートの具体的な内容は別途指示します。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

最終レポート(Final Report)(30%)/小レポート(40%)/リアクションペーパー(30%) 

 

テキスト（Textbooks） 

1. 布目潮渢、2012、『茶経全訳注』、講談社 (ISBN:978-4-06-292135-0) 

 

参考文献（Readings） 

1. 布目潮渢、2001、『中国喫茶文化史』、岩波書店 

布目潮渢『茶経全訳注』399 頁-404 頁にある参考文献を参照すること 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 
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注意事項（Notice） 
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■AC233 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AC233／専門基礎 ３ 

(Workshops for Academic Researchers 3) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
ヨーロッパ系言語１ 

担当者名 

（Instructor） 
畑 瞬一郎(HATA SHUNICHIROU) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
HIS2540 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

イタリア語文法の基礎を理解し, 簡単な挨拶や会話ができるようになることをめざす。 

 

Students will learn the basics of Italian grammar and gain ability in simple greetings and conversation. 

 

授業の内容（Course Contents） 

イタリア語の初級文法を習得する。 

 

指定のテキストにしたがって文法事項を解説するとともに、習得した文法事項を応用する練習問題などを通して、理解を深め、使

える外国語として定着させる。 

 

Students will learn introductory-level Italian grammar. 

 

While explaining the grammatical matters according to the specified texts, the course will deepen students' understanding 

through practice questions that apply the learned grammar, etc., to establish the language as a usable foreign language. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 導入 イタリア語について 

2. アルファベートと簡単な挨拶． 

3. 名詞と冠詞 

4. 直説法現在 essere / avere 

5. 形容詞 

6. 直説法現在・規則動詞 

7. 直説法現在・不規則動詞 

8. 直説法現在・不規則動詞２ 

9. 人称代名詞 

10. 再帰動詞 

11. 命令法 

12. 直説法近過去 

13. 直説法近過去２ 

14. まとめと復習 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

外国語の初歩を学ぶ際は復習が重要である。短時間の復習を頻繁に繰り返すことが語学習熟のための効果的かつ効率的な学

習法と認識されたい。家庭学習での復習は必須。テキストに掲載された問題が宿題となることも少なくない。 

いずれにせよ、授業時間だけでの学習では十分ではなく、授業外での反復学習が求められることを理解した上で履修すること。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

筆記試験(Written Exam)(70%)/授業への積極的参加(30%) 

 

テキスト（Textbooks） 

1. 杉本裕之、2022、『基礎イタリア語講座三訂版)』、朝日出版社 (ISBN:978-4-255-55318-4) 

2. 池田廉 他、1999、『伊和中辞典』、小学館 (ISBN:978-4095154022) 

3. 秋山余思 他、2011、『プリーモ伊和辞典』、白水社 (ISBN:978-4560000854) 

１．の教科書は「必須」。 

２．もしくは ３．の辞書は、いずれかの購入が強く推奨される（古本可）。 

※  電子辞書あるいはネット上の辞書類はあまりお勧めできない。 
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参考文献（Readings） 

1. 長神 悟、2018、『イタリア語の ABC』、白水社 (ISBN:978-4560087831) 

2. 藤谷 道夫 、他、2013、『入門 イタリア語の最初歩』、三修社 (ISBN:978-4384057508) 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AC235 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AC235／専門基礎 ５ 

(Workshops for Academic Researchers 5) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
アカデミックライティング 

担当者名 

（Instructor） 
児玉 真希(KODAMA MAKI) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
HIS2540 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

本授業は、英語を使って大学レベルのアカデミックライティングやコミュニケーションスキルの習得を目的とする。英語のアカデミッ

クライティングに求められる作法と必要事項を確認し、英作文の演習を行う。学生は英文を読み、議論し、学術的ペーパーを書く

ことが期待される。さらに、自ら書いたペーパーを読み直し、推敲する力を身につける。 

 

This course is designed to meet the needs of students who want to acquire college-level academic writing and communication 

skills in English. This course will introduce students to expectations and requirements common in academic writing and practice 

writing for academic readers. Students are expected to read, share ideas, and compose coherent academic papers on the topic 

of their choice. Throughout the course, students will also learn how to review and edit their own work. 

 

授業の内容（Course Contents） 

良い書き手になるには、目標を持って頻繁に書くことが必要となる。本授業では、講義だけではなくディスカッションや演習を織り

交ぜて行う。さらに、授業外に課題を仕上げ提出することが求められる。本授業は人文学および社会科学の学生を対象としてお

り、基本的な英作文を作成する能力が必須である。共通のトピックを決めて、そこから各学生がリサーチクエスションを立てて、ペ

ーパーを書いていく。推敲を重ねて、最終的には 1200 語程度のペーパーを提出してもらう。 

 

We become better writers by writing with intention and writing a lot. This course will combine lectures, discussions, and writing 

activities during class time. Students must also complete weekly assignments outside of class. Please note that this class is for 

Humanities and Social Sciences students, and I expect students to have basic English composition skills. We will decide on a 

common topic as a class, and each student will generate a research question. After multiple revisions, students will submit a 

final draft that is approximately 1200 words long.  

 

授業計画（Course Schedule） 

1. Introduction and Diagnostic Writing Assignment 

授業内容の紹介と現状の英作文の能力を把握する。 

2. Sentences and Paragraphs 

センテンスとパラグラフの説明をする。 

3. Choosing a Topic and Researching  

トピックを選ぶ方をリサーチの仕方について学ぶ。 

4. Crafting a Research Question and Making a Bibliography  

リサーチ・クエスチョンを考える。参考文献の作り方を学ぶ。 

5. Analyzing Sources and Discussion of Academic Integrity 

資料の分析と引用の仕方について学ぶ。 

6. Constructing an Argument 

アーギュメントの作り方を演習する。 

7. Organization and Outlines 

ペーパーの構成とアウトラインの作り方を学ぶ。 

8. Importance of Good Introduction 

良いイントロダクションを書くための講義と演習。 

9. Connecting Ideas and Transitions 

アイディアを連結する。段落同士の繋がりについて学ぶ。 

10. Considering Arguments and Counter Arguments 

どのように議論を補強するのか、反論にどう立ち向かうのかについて学ぶ。 

11. Conclusion and Reviewing Your Paper 

結論の書き方について学ぶ。文章をどう効果的に推敲するのか学ぶ。 

12. Peer Review Session 1 & How to make a Presentation 

ピアレビューを行う。プレゼンテーションの説明。 

13. Peer Review Session 2 Giving Constructive Feedback 
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ピアレビューを行う。建設的なコメントとは何か議論する。 

14. Presentation 

授業内で５分のプレゼンテーションを行う。 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

ほぼ毎週課題を課すので、それをこなし提出すること。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

課題、提出物(40%)/最終レポート(Final Report)(30%)/授業参加とピアレビュー(20%)/プレゼンテーション(10%) 

 

テキスト（Textbooks） 

なし。適宜授業内にて配布する。 

 

参考文献（Readings） 

1. Wayne C. Booth, et. al. 2016. The Craft of Research 4th ed.. The University of Chicago Press (ISBN:9780226239736) 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

パワーポイントを使用した講義に加えてディスカッションやピアレビューを行うため、積極的な授業への参加が求められる。4 回以

上欠席した場合は単位取得不可。 

 

注意事項（Notice） 
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■AC236 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AC236／専門基礎 ６ 

(Workshops for Academic Researchers 6) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
ヨーロッパ系言語２ 

担当者名 

（Instructor） 
畑 瞬一郎(HATA SHUNICHIROU) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
HIS2540 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

イタリア語文法の基礎を理解し, 平易な文を扱えるレベルに到達することをめざす。 

 

Students will learn the basics of Italian grammar and will progress to the level of handling simple texts. 

 

授業の内容（Course Contents） 

イタリア語の初級文法を習得する（春学期の「専門基礎３」で学んだ知識に基づいて、さらに文法事項を学んでいく）。 

 

指定のテキストにしたがって文法事項を解説するとともに、習得した文法事項を応用する練習問題などを通して、理解を深め、使

える外国語として定着させる。 

 

Students will learn beginner-level Italian grammar (progressing beyond the knowledge learned in Workshops for Academic 

Researchers 3 in the spring semester). 

 

While explaining the grammatical matters according to the specified texts, the course will deepen students' understanding 

through practice questions that apply the learned grammar, etc., to establish the language as a usable foreign language. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 文法の復習（春学期学習事項の確認） 

2. 文法の復習（春学期学習事項の確認）２ 

3. 直説法半過去・大過去 

4. 直説法未来・先立未来 

5. 受動態 

6. 比較級・最上級 

7. 関係詞１ 

8. 関係詞２  ジェルンディオ 

9. 条件法 

10. 接続法 

11. 接続法２ 

12. 遠過去・先立過去 

13. 補遺など 

14. まとめと復習 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

外国語の初歩を学ぶ際は復習が重要である。短時間の復習を頻繁に繰り返すことが語学習熟のための効果的かつ効率的な学

習法と認識されたい。家庭学習での復習は必須。テキストに掲載された問題が宿題となることも少なくない。 

いずれにせよ、授業時間だけでの学習では十分ではなく、授業外での反復学習が求められることを理解した上で履修すること。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

筆記試験(Written Exam)(70%)/授業への積極的参加(30%) 

 

テキスト（Textbooks） 

1. 杉本裕之、2007、『基礎イタリア語講座三訂版』、朝日出版社 (ISBN:978-4-255-55318-4) 

2. 池田廉 他、1999、『伊和中辞典』、小学館 (ISBN:978-4095154022) 

3. 秋山余思 他、2011、『プリーモ伊和辞典』、白水社 (ISBN:978-4560000854) 

１．の教科書は「必須」。 

２．もしくは ３．の辞書は、いずれかの購入が強く推奨される。 
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※ 電子辞書あるいはネット上の辞書類はあまりお勧めできない。 

 

参考文献（Readings） 

1. 長神 悟、2018、『イタリア語の ABC』、白水社 (ISBN:978-4560087831) 

2. 藤谷 道夫、他、2013、『入門 イタリア語の最初歩』、三修社 (ISBN:978-4384057508) 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

履修にあたっては原則として春学期の「専門基礎３」を修得していることが条件となる。 

しかし「専門基礎３」を未履修であっても、そこまでの文法事項を習得済みである場合は履修を認めることがある。初回に申告が

あれば、習熟度をテストなどで個別に判断する。 

 

注意事項（Notice） 
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■AC240 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AC240／専門基礎 １０ 

(Workshops for Academic Researchers 10) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
現代資料論 

担当者名 

（Instructor） 
李 英美(RI YONGMI) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
HIS2540 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

(1)第二次対戦後の日本における社会運動に関する一次史料を読み、日本現代史に関する基礎的な知識を身につける。 

(2)現代日本の社会問題に対する洞察を深め、批判的視座を読みつつ、史料・文献を読む力を養う。 

 

(1)The purpose of this course is to help students understand postwar Japanese social movements from historical materials.  

(2)The purpose of this course is for students to read historical materials from a critical perspective and gain insight into social 

issues in modern Japan. 

 

授業の内容（Course Contents） 

現代の日本と世界の抱える諸問題を考える一つの手段に、運動史があります。人びとは、平和、人権、環境、差別など多様なイ

シューに声をあげて、社会を作り上げてきました。運動をめぐっては、多くの人々の交流、活動をつうじて、さまざまな情報と記録

が生まれます。これらの記録は、運動そのものの実態だけでなく、当時の政治、社会、文化を紐解く重要な手がかりとなります。

本講義では、第二次世界大戦後の日本を起点として展開された社会運動を取り上げ、一次史料を読み、報告、議論することを通

して、日本現代史の基礎的な知識と理解を身につけます。 

 

The history of the social movement is one of the ways to think about the problems of modern Japan and the world. People have 

fought against all discrimination for peace, equality and human rights. The movement has a lot of information and records 

through its long activities. These historical materials are important for understanding the politics, society, and culture of 

postwar Japan. In this course, we will read various historical materials on Japanese social movements after World War II and 

acquire a basic understanding and research method of modern Japanese history. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. ガイダンス／社会運動とミニコミー史料を読む手段と準備方法の説明 

2. 戦争に反対する運動 1「ベトナムに平和を！市民連合」 

3. 戦争に反対する運動 2「ベトナムに平和を！市民連合」(脱走兵支援) 

4. 戦争に反対する運動 3「ベトナムに平和を！市民連合」(地域ベ平連) 

5. 学生運動  (60 年安保闘争) 

6. 暮らしを守る住民運動 1 (反公害運動) 

7. 暮らしを守る住民運動 2 (反火力運動) 

8. 差別に反対する運動 1（女性運動） 

9. 差別に反対する運動 2（女性運動） 

10. 差別に反対する運動 1 (反アパルトヘイト運動) 

11. 差別に反対する運動 2 (反アパルトヘイト運動) 

12. 居住権をめぐる運動 1 (指紋押捺反対運動) 

13. 居住権をめぐる運動 1 (反入管運動) 

14. 授業のまとめと振り返り 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

受講生は毎回、事前に史料を読んでレジュメ 1 枚(A4 一枚)を提出することが求められます。適宜、社会運動に関する参考文献を

読み、基礎的な理解を深めつつ史料読解を進めます。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

レポート試験(Report Exam)(50%)/授業内で提示する課題(50%) 

 

テキスト（Textbooks） 

授業で読む史料は、事前にデータで共有します。適宜、参考文献についても授業内で配布します。 

 

参考文献（Readings） 
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その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AC246 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AC246／専門基礎 １６ 

(Workshops for Academic Researchers 16) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
フィールドワーク方法論 

担当者名 

（Instructor） 
松井 圭介(MATSUI KEISUKE) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
HIS2600 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

地理学的手法に基づくフィールドワークの基礎的な技法を習得する。 

 

Students will master fundamental techniques of fieldwork based on geographical methods. 

 

授業の内容（Course Contents） 

地域研究において、場所や地域、空間に着目する面白さを、地域情報の収集、分析・発表、レポート執筆等を通じて発見する。自

ら調べ書き、発表し、討論する基礎的な態度と技法を修得する。受講生を 4～5 人程度のグループにわけ、グループごとに特定

地域におけるフィールドワークに基づくレポート作成を進める。対象地域は東京都区内を予定。ただし新型コロナ感染症の状況に

よっては，変更の可能性がある。 

 

By collecting, analyzing, and presenting regional information, and by writing reports, students will discover the fascination of 

focusing on locations, regions, and spaces in regional research. Students will acquire the fundamental mindset and techniques to 

perform investigation, writing, presentation, and discussion on their own. Course takers will split into groups of 4 to 5 students, 

and each group will create a report based on field work in a specific region. The target region will be within the wards of Tokyo. 

However, this may change depending on the status of the new coronary infection. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. はじめに：趣旨説明 

2. 講義：研究テーマを決めるために (論文サーベイの方法と意義) 

3. 調査班編成：グループ編成とディスカッション （調査テーマについて） 

4. 講義:構想発表のしかた 

グループミーティング 

5. 講義：野外調査の方法（フィールドワークの基礎） 

6. グループ発表①：研究構想発表 

7. グループミーティングとプレゼン準備 

8. グループミーティングとプレゼン準備 

9. グループ発表②：中間成果発表 

10. グループミーティングとプレゼン準備 

11. グループミーティングとプレゼン準備 

12. グループミーティングとプレゼン準備 

13. グループ発表③：最終成果発表 

14. おわりに：研究成果の提出 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

最終レポート提出のために，１）先行研究のサーベイ，２）研究対象（地域）に関する資料収集，３）現地でのフィールドワーク，４）

プレゼン（成果発表の準備），５）レポートの共同執筆，といった準備が必要となる。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

最終レポート(Final Report)(40%)/授業中の議論貢献度と発表(60%) 

 

テキスト（Textbooks） 

特定のテキストは用いない。 

 

参考文献（Readings） 

上野健一ほか編『地球学野外調査法』（古今書院 2011）ほか 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 
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現地調査（フィールドワーク）と教室内での座学（含むオンデマンド），図書館等での資料収集などを組み合わせて，実施します，

詳細は授業開始時に説明します。 

 

注意事項（Notice） 
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■AC247 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AC247／宗教の多様性と社会 

(Diversity of Religion and Society) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
文学を通じて、現代イランの宗教の多様性と社会の理解を深める 

担当者名 

（Instructor） 
村山 木乃実(MURAYAMA KONOMI) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
HIS2100 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

宗教の多様性と社会について、現代イランの文学および文化を事例として取り上げ理解を深める 

 

The objective of this course is to deepen students' understanding of religious diversity and society, focusing on contemporary 

Iranian literature and culture as examples. 

 

授業の内容（Course Contents） 

イスラームのシーア派を国教とする現代イランの社会およびその多様性を、ペルシア文学を通して学びます。とくに古典から現代

までのペルシア文学を中心に取り上げ、それらの作品を通じて現代イランの文化と社会を考えていきます。授業の内容について

は、受講者の興味・関心に合わせて変更する場合があります。 

 

Students will learn about the society and diversity of modern Iran, whose state religion is Shia Islam, through Persian literature 

and culture. Class contents are subject to change according to the interests of the students. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. イントロダクション 

2. イランの文化と宗教① 

3. ペルシア古典文学（フェルドゥスィーとハイヤーム） 

4. ペルシア古典文学（アンヴァリーとルーミー） 

5. ペルシア古典文学（サアディー、ハーフェズ、ナーセルホスロー） 

6. イランの文化と宗教② 

7. イランの近現代文学（イランの現代詩） 

8. イランの近現代文学（イランの小説） 

9. ペルシア文学と音楽 

10. ペルシア文学と映画 

11. ペルシア文学とジェンダー 

12. ペルシア文学と食文化 

13. ペルシア文学と現代イラン 

14. 全体のまとめ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

毎回授業前にレジュメを掲載するので、予習・復習してもらう。また、授業時間外の学習に関する指示は、必要に応じて授業で別

途指示する。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

最終レポート(Final Report)(40%)/平常点（リアクションペーパー）各授業 3 点満点(42%)/書評・レポートなど（詳細は授業で説明し

ます）各 6 点満点(18%) 

毎回出席をとります。2/3 以上の出席をしていない場合は、単位修得不可。 

 

テキスト（Textbooks） 

なし 

 

参考文献（Readings） 

1. 黒柳恒男、2022、『増補新版 『ペルシア文芸思潮』』、東京外国語大学出版会 (ISBN:4904575938) 

2. 中村 菜穂、2022、『イラン立憲革命期の詩人たち (流動する人文学)』、左右社 (ISBN:4865280812) 

3. 山岸智子、2018、『現代イランの社会と政治―つながる人びとと国家の挑戦』、明石書店 (ISBN:4750347337) 

4. 森茂男、2010、『イランとイスラム―文化と伝統を知る』、春風社 (ISBN:4861102154) 
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その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AC256 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AC256／フィールドワーク Ｈ２ｂ 

(Field Work H2b) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
吉原等の遊廓跡を歩く――――近代遊廓・性売買の歴史を考える 

担当者名 

（Instructor） 
小野沢 あかね(ONOZAWA AKANE) 

学期 

（Semester） 
通年他(Full year Others) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
HIS3530 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

日本で最も有名な遊廓であった吉原遊廓等の跡地をフィールドワークするとともに、できれば関連する人への聞き取りを行ない、

近代遊廓と性売買の歴史とそこでの女性・男性の経験について知識と認識を深める。 

 

While fieldworking the site of Yoshiwara Yukaku, which was the most famous Yukaku in Japan, we will listen to related people 

and deepen their knowledge and awareness of the history of Yukaku and sex trading and the experiences of women and men 

there. 

 

授業の内容（Course Contents） 

吉原遊廓の跡地には、現在も多数の性風俗店が立ち並んでおり、多くの男性が金を支払って女性と性行為をしている。吉原遊廓

に女性を買いに来た男性はどのような人々であり、その相手をさせられた女性たちの経験はどのようなものだったのだろうか？

戦後、遊廓は廃止されたはずであるのに、なぜ現在も吉原には性風俗店がたちならんでいるのだろうか？本授業では、まず吉原

をはじめとする近代日本の遊廓・現代日本の性売買に関する基礎的文献や史料について、受講生が分担して講読・報告する。そ

の上で、吉原遊廓跡地等やその周辺を歩き、吉原の過去と現在について認識を深めるとともに、関連する人々への聞き取りを行

なう。最終的にはレポートを作成する。4 月 7 日 14:00 から説明会を行ない、具体的なスケジュールを伝えるので、履修希望者は

これに必ず出席すること。 

 

Many sex shops are still lined up on the site of Yoshiwara Yukaku, and many men pay money to have sexual intercourse with 

women. What kind of people were the men who came to Yoshiwara Yukaku to buy women, and what was the experience of the 

women who were made to deal with them? After world war Ⅱ, the Yukaku should have been abolished, so why are there still 

sex shops in Yoshiwara? In this class, students will first read and report on basic literature and historical materials related to 

sex trading in modern Japan, including Yoshiwara. After that, we will walk around the site of Yoshiwara Yukaku and deepen our 

awareness of Yoshiwara's past and present, and interview related people. Eventually, the students will share the work and 

prepare a report. A briefing session will be held in early April  , and the specific schedule will be announced, so applicants must 

attend this. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. ガイダンス 

2. 教師による講義 

3. 教師による講義 

4. 受講生が担当する文献の検討 

5. 受講生による報告 

6. 受講生による報告 

7. 受講生による報告 

8. 聞き取り 

9. 吉原遊廓跡を歩く 

10. 吉原遊廓跡を歩く 

11. 受講生による報告 

12. 受講生による報告 

13. 受講生による報告 

14. まとめ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

担当した文献の報告準備や、報告書の作成にあたって、授業時間外で行なうべき作業が多いので、適切にそれらの学習を行なう

こと。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

出席および授業参加態度(100%) 
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テキスト（Textbooks） 

とくに定めない。 

 

参考文献（Readings） 

授業中に適宜指示する。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

履修を希望する方は、以下のガイダンスに必ず出席すること。 

日時：2022 年 4 月 7 日（金）14:00～16:00 

場所：10 号館 X203 教室 

履修を検討しているにも関わらずどうしてもガイダンスに参加できない場合は、 

事前に担当者(onozawa＠rikkyo.ac.jp)にメールにてご連絡ください。 

 

注意事項（Notice） 
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■AC258 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AC258／専門基礎 １８ 

(Workshops for Academic Researchers 18) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
日本古代中世の古文書学 

担当者名 

（Instructor） 
朝比奈 新(ASAHINA ARATA) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
HIS2540 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

日本古代～中世の古文書を歴史研究に利用できるための、古文書学上の基礎知識の習得を目指す。 

 

The aim is to acquire basic knowledge of paleography in order to be able to use ancient Japanese documents from ancient to 

medieval times for historical research. 

 

授業の内容（Course Contents） 

古代から中世の日本史を研究する上で不可欠の学問である古文書学について講義する。とくに、いちじるしい研究の発展がみら

れる様式論を中心に概説する。授業では毎回、古文書の写真を載せたプリントを配布し、主に中世文書の様式と機能や伝来につ

いて講義形式で解説する。古文書に触れたことのない学生にも理解できるように、図や写真を多く使用して講義をすすめる。 

 

This lecture will focus on paleography, which is an essential study of Japanese history from ancient to medieval times. In 

particular, the lecture will focus on stylistics, a field in which significant research development has been observed. In each class, 

handouts with photographs of ancient documents will be distributed, and the style, function, and transmission of medieval 

documents will be explained in a lecture format. The lectures will be given in a lecture format, using many diagrams and 

photographs so that students who have never had any contact with ancient documents will be able to understand them. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. ガイダンス 古文書とは何か 

2. 公式様文書 

3. 公家様文書① 官宣旨・宣旨・下文 

4. 公家様文書② 御教書・奉書 

5. 武家様文書① 鎌倉時代の武家文書 

6. 武家様文書② 南北朝・戦国時代の武家文書 

7. 武家様文書③ 書下・判物・奉書・印判状 

8. 上申文書① 解状・紛失状 

9. 上申文書② 請文・起請文 

10. 証文類① 譲状・置文 

11. 証文類② 売券・借用状 

12. 村落に残る文書 

13. 戦国大名の書状 

14. まとめ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

授業時間外の学習に関する指示は、随時授業中に指示する。また履修登録完了後に CanvasLMS上で履修者に対して行うこと

もある。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

レポート試験(Report Exam)(60%)/リアクションペーパーや提出物(40%) 

 

テキスト（Textbooks） 

特に定めない。授業内に適宜プリントを配布する。 

 

参考文献（Readings） 

1. 佐藤進一、1997、『新版古文書学入門』、法政大学出版局 (ISBN:978-4-588-32011-8) 

2. 日本歴史学会、1983、『概説古文書学 古代・中世編』、吉川弘文館 (ISBN:978-4-642-07191-8) 

3. 日本歴史学会、1971、『演習古文書選 古代・中世編』、吉川弘文館 (ISBN:SBN4-642-07021-4) 

4. 日本歴史学会、1976、『演習古文書選 様式編』、吉川弘文館 (ISBN:ISBN4-642-07058-3) 
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5. 苅米一志、2015、『日本史を学ぶための古文書・古記録訓読法』、吉川弘文館 (ISBN:978-4-642-08273-0) 

6. 石井進、1990、『中世を読み解くー古文書入門―』、東京大学出版会 (ISBN:ISBN4-13-022011-X) 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

PowerPointを使用した講義形式で、画像資料なども適宜活用することもある。 

資料の配布、課題の提出などに CanvasLMS を使用することもある。 

 

注意事項（Notice） 

 

 

  



 - 312 - 

■AC259 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AC259／専門基礎 １９ 

(Workshops for Academic Researchers 19) 

担当者名 

（Instructor） 
高見澤 美紀(TAKAMISAWA MIKI) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
HIS2540 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

日本近世の古文書に関する基礎知識、および文書が作成される近世社会の特徴について理解する。また、くずし字で書かれた

近世文書の読解力を身につける。 

 

Students will gain fundamental knowledge of early modern Japanese documents and learn the characteristics of the early 

modern society in which the documents were created. They will also acquire the ability to comprehend early modern documents 

written in running form. 

 

授業の内容（Course Contents） 

授業の前半は近世文書の基礎知識について、活字化された古文書の読解をもとに学ぶ。その後はくずし字で書かれた古文書の

コピーを配布し、受講生に読解・音読・現代語訳を適宜行ってもらい、その古文書が作成された背景などの解説を行う。随時、理

解度確認のための小テストなどを行う。 

 

In the first half of the class, students will gain fundamental knowledge of early modern documents based on comprehension of 

ancient documents in printed form. Following that, the course will distribute copies of the ancient documents, will ask students 

to appropriately engage in comprehension, reading aloud, and translation into modern language, and will explain the background 

against which the documents were created. Periodically, short tests will be held to determine level of comprehension. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. ガイダンス ～近世社会と文書～ 

2. 近世文書の特徴／活字史料を読む（１） 

3. 活字史料を読む（２） 

4. 活字史料を読む（３） 

5. 古文書を読む（古文書解読の基礎） 

6. 古文書を読む（１） 

7. 古文書を読む（２） 

8. 古文書を読む（３） 

9. 古文書を読む（４） 

10. 古文書を読む（５） 

11. 古文書を読む（６） 

12. 古文書を読む（７） 

13. 古文書を読む（８） 

14. まとめ・最終テスト 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

活字史料・古文書の読解は復習が肝要なので、授業後に配布史料をくり返し読み、理解すること。見写し書き・音読を勧める。予

習の際は近世史料・くずし字解読の基礎をもとに配布史料全体に目を通しておき、既読箇所を確認しておくこと。 

わからない用語などはジャパンナレッジ等辞典類で調べること。とくにくずし字については参考資料にあげた辞典・字典類での確

認を勧める。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

最終テスト(Final Test)(40%)/質疑応答・授業内に行う小テスト・授業態度(60%) 

単位習得のためには、２／３以上の出席を必要とする。 

 

テキスト（Textbooks） 

授業内で適宜指示する。 

 

参考文献（Readings） 

1. 児玉幸多編、1993、『くずし字用例辞典』、東京堂出版 (ISBN:978-4490103335) 

2. 林英夫監修、1993、『新編古文書解読字典』、柏書房 (ISBN:978-4760109739) 
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3. 佐藤孝之編、2010、『古文書の語る地方史』、吉川弘文館 (ISBN:978-4642080439) 

4. 後藤雅知・吉田伸之編、2016、『古文書でよむ千葉市のいまむかし』、崙書房出版 (ISBN:978-4845511990) 

電子辞書（小学館「精選版日本国語大辞典」や「日本史事典」など）の利用も有効 

このほか授業内で適宜指示する。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AC301 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AC301／史学講義 １ 

(Lectures on History 1) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
地中海世界 1 

担当者名 

（Instructor） 
田中 創(TANAKA HAJIME) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
HIS3500 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

共和政から帝政へと変容し、さまざまな問題に直面した古代ローマ帝国がどのような法制度を発達させて、現実社会に適応した

のかを通覧する。その中で、現代社会にまで影響を及ぼしたローマ法が発達した歴史的・文化的背景についての理解を深めるこ

とを目標とする。 

本講義は、法律上の概念や政治思想を論じるものではなく、主として所与の史資料がどのように我々のもとに残されたかを考察

することで、史料の扱い方に関する基本的姿勢を身につけることを目的とする。 

 

This course deals with a general history of the ancient Romans and Roman Law. The goals of this course is to obtain basic 

knowledge on Roman History and acquire an understanding of  the relationship between a historical evolution of a society and 

a development of the law.  

 

授業の内容（Course Contents） 

古代ローマの歴史を講義形式で建国期からユスティニアヌス帝の時代（後 6 世紀）まで概観する一方で、並行して発達したローマ

法の歴史も追っていく。いくつかの史料翻訳を具体的に取り上げながら、それぞれの時期の国制や統治領域の変化に応じて発

達した法制度の諸相を考えていきたい。 

 

This course deals with Roman history ranging from the age of early Republic (5c BC) to the reign of the Emperor Justinian (6c 

AD). It introduces a principal Roman institutions for the law-making and explains the historical development of the Roman law 

against social changes of the Roman state through an analysis of some representative historical sources.  

 

授業計画（Course Schedule） 

1. イントロダクション 

2. 十二表法と身分闘争 

3. 法務官告示と属州統治 

4. 都市法とローマ市民権 

5. 元老院決議 

6. 勅法①：帝政の成立 

7. 勅法②：属州での勅法受容と利用 

8. 法学者著作 

9. 法典編纂①：帝政後期社会の変化 

10. 法典編纂②：テオドシウス法典 

11. ローマ法大全①：ユスティニアヌスの法典編纂と再征服 

12. ローマ法大全②：法学教育 

13. 初期中世の受容（ビザンツ帝国、フランク王国など） 

14. ローマ法大全の「再発見」 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

授業時間外の学習・課題に関する指示は、必要に応じて「Canvas LMS」などで別途行う。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

筆記試験(Written Exam)(70%)/授業内提出課題(30%) 

 

テキスト（Textbooks） 

随時プリントを配付する。 

 

参考文献（Readings） 

必要に応じて別途指示する。 
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その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AC303 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AC303／史学講義 ３ 

(Lectures on History 3) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
前近代ヨーロッパ 1 

担当者名 

（Instructor） 
内川 勇太(UCHIKAWA YUTA) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
HIS3500 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

アングロ＝サクソン期イングランド（450 年頃から 1066 年）の歴史的展開を、政治・宗教・社会・文化等の諸側面から概観すること

で、同時期に関する基本的な知識の習得を目指す。 

 

This course aims to outline the history of Anglo-Saxon England (c. 450-1066) from political, religious, social and cultural 

perspectives. 

 

授業の内容（Course Contents） 

アングロ＝サクソン期イングランドの歴史を、写本や文書などの文字資料・貨幣・考古学資料等の画像を積極的に活用しながら

概観する。前半において政治史を中心に歴史的展開を整理したのち、後半においてテーマ別にアングロ＝サクソン期イングラン

ドの諸側面を考察する。 

 

An overview of the history of Anglo-Saxon England will be presented by using written sources, coin finds and archaeological 

finds. The first part concerns with the political development of the period while the second part considers its various aspects. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. イントロダクション 

2. イングランドの政治的統合過程①：アングロ＝サクソン人の移住と諸王国の成立 

3. イングランドの政治的統合過程②：キリスト教への改宗と教会組織の整備 

4. 七王国（ヘプターキー）概念とブリテンの覇者（ブレトワルダ）概念 

5. イングランドの政治的統合過程③：マーシア王国の覇権 

6. イングランドの政治的統合過程④：ヴァイキングの侵入 

7. イングランドの政治的統合過程⑤：ウェセックス王国によるイングランド地域の政治的統合 

8. イングランドの政治的統合過程⑥：デーン人とノルマン人による２度の征服とアングロ＝サクソン期イングランドの終焉  

9. 物質文化 

10. ラテン語と古英語 

11. 集会を通じた統治と文書利用 

12. 貨幣 

13. 『アングロ＝サクソン年代記』の２つの「十字」と天文・大気光学現象 

14. まとめ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

・初回までに参考文献の該当箇所を可能な範囲で読んでおくことが望ましい。 

・毎授業後にリアクションペーパーを提出してもらう。 

・必要があれば適宜指示する。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

レポート試験(Report Exam)(70%)/リアクションペーパー(30%) 

 

テキスト（Textbooks） 

なし 

 

参考文献（Readings） 

1. 近藤和彦編、2010、『イギリス史研究入門』、山川出版社 (ISBN:9784634640368) 

2. 青山吉信編、1991、『世界歴史体系イギリス史１：先史‐中世』、山川出版社 (ISBN:9784634460102) 

3. トマス・チャールズ=エドワーズ編・常見信代監訳、2010、『オックスフォードブリテン諸島の歴史２：ポスト・ローマ』、慶應義塾大

学出版会 (ISBN:9784766416428) 
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4. ウェンディ・デイヴィス編・鶴島博和監訳、2015、『オックスフォードブリテン諸島の歴史３：ヴァイキングからノルマン人へ』、慶応

義塾大学出版会 (ISBN:9784766416435) 

5. 川北稔編、1998、『新版世界各国史 11イギリス史』、山川出版社 (ISBN:9784634414105) 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

・質問はリアクションペーパーまたは初回時に指示するメールアドレスで受け付ける。 

 

注意事項（Notice） 
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■AC306 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AC306／史学講義 ６ 

(Lecture on History  6) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
近代ヨーロッパ 2 

担当者名 

（Instructor） 
東風谷 太一(KOCHIYA TAICHI) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
HIS3500 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

19～20 世紀初頭のドイツ語圏社会の変容を、ビールを中心とするアルコール飲料の生産・消費の観点から理解することを目標と

する。 

 

The goal is to understand the transformation of German-speaking societies from the 19th to the early 20th century from the 

perspective of the production and consumption of alcoholic beverages, with beer as the main focus. 

 

授業の内容（Course Contents） 

ドイツ語圏を表象する飲食物としてビールはあまりにも有名である。だが両者の結びつきは主に 19～20 世紀初頭にかけて歴史

的に構築されたものである。本講義ではこれまで歴史学に取り上げられることの少なかったアルコール飲料の視点から、近代ドイ

ツ語圏の経済・政治・社会・文化にアプローチする。それにより人々の結びつき方から国家・社会の成り立ち、健康やジェンダー観

にいたるまで、「近代化」と呼ばれるプロセスの諸相をより深く理解することが期待できる。 

 

Beer is of course the most famous food and drink associated with the German-speaking region, but its relationship to the region 

has been historically constructed mainly in the early 19th and 20th centuries. Paying attention on alcohol allows us to explore 

the various aspects of the so-called "modernization" process, from how people connected to each other to the formation of 

nation-states and societies, to health and gender perspectives.  

 

授業計画（Course Schedule） 

1. イントロダクション：アルコールと歴史学 

2. ビールを飲む義務・造る義務①(18c 末～19c 中頃)：近代移行期のビール醸造業 

3. ビールを飲む義務・造る義務②(18c 末～19c 中頃)：醸造所は誰のもの？ 

4. ビールを飲む義務・造る義務③(18c 末～19c 中頃)：ビールの社会的機能 

5. ビールを飲む義務・造る義務④(18c 末～19c 中頃)：贈り物としてのビール 

6. 酵母の生み出すメットワーク①(19c 中頃～1870s)：ラガービールの社会経済的インパクト 

7. 酵母の生み出すメットワーク②(19c 中頃～1870s)：ドイツ統一とビール 

8. 酵母の生み出すメットワーク③(19c 中頃～1870s)：禁酒・節酒運動の興隆 

9. 酵母の生み出すメットワーク④(19c 中頃～1870s)：中欧に広がるビール騒擾とビールボイコット 

10. しらふと酩酊のはざまで①(1880s～20c 初頭)：工業社会と酒造業 

11. しらふと酩酊のはざまで②(1880s～20c 初頭)：帝国の財政とビール 

12. しらふと酩酊のはざまで③(1880s～20c 初頭)：社会衛生学とビール 

13. しらふと酩酊のはざまで④(1880s～20c 初頭)：自己実現としての飲酒 

14. まとめ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

参考文献および授業内で指示する文献・資料の読解を通じた予習・復習。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

レポート試験(Report Exam)(60%)/リアクションペーパー(20%)/授業への取り組み姿勢（ディスカッションなど）(20%) 

授業ではディスカッションに積極的に参加してほしい。 

 

テキスト（Textbooks） 

特になし。 

 

参考文献（Readings） 

授業内で適宜参考文献を指示します。熟読して授業に臨んでください。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 
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受講者の希望、授業内でのディスカッションなどにより、適宜授業内容を変更することがあります。 

 

注意事項（Notice） 
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■AC308 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AC308／史学講義 ８ 

(Lectures on History 8) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
地域からの歴史 

担当者名 

（Instructor） 
梅原 秀元(UMEHARA HIDEHARU) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
HIS3500 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

日本の歴史研究では、「地域」という概念が重要な役割を果たしている。日本の歴史研究者は、しばしば「地域」をテーマに会議

やワークショップを開き、論文集を編んだりしている。しかし、その重要性にもかかわらず、「地域」という概念はいまだに定義され

ていないように見える。それぞれの歴史研究者が自身の「地域」という概念を使っている。「地域」という概念は、混乱の中にある

ように思われる。 

本講義では、ヨーロッパ近現代史からいくつかの事例を取り上げて、この概念の可能性と限界について議論する。 

 

In Japanese historical research, the term "地域"plays an important role. Japanese historians often hold conferences or 

workshops and edit anthologies on this topic. But, despite its importance, the term "地域" looks as if it has not yet been 

defined. Each historian uses his / her own term "地域". The term "地域" seems to remain in a conceptual chaos. 

 His lecture deals with some cases from modern european history to discuss the potentials and limits of this term for historical 

research. 

 

授業の内容（Course Contents） 

本講義では、日本の歴史研究で議論となっている「地域」という概念をとりあげる。そのために、本講義では、「地域」に関係して、

主にドイツ近現代史からいくつかの事例を選び、それらについて詳しく検討する。そのことから、「地域」という概念がもつあいまい

さと研究のアプローチとしての有効性や限界について考える。。 

 

The lecture deals with the controversial term "地域" in Japanese historical research. In order to discuss the term, the lecture 

explores in detail several examples from modern German history that have to do with the term "地域". The lecture will explain 

the ambiguity of the term "地域" and its merits and limits as a research approach. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. オリエンティールング 

2. 歴史研究と地域 － 地域という概念・単位をめぐって（１） 

3. 歴史研究と地域 － 地域という概念・単位をめぐって（２） 

4. ヨーロッパにおける煤煙の問題 － 環境と地域 

5. Ruhrgebiet - ルール地方？ルール地域？（１） 

6. Ruhrgebiet - ルール地方？ルール地域？（２） 

7. Ruhrgebiet - ルール地方？ルール地域？（３） 

8. Ruhrgebiet - ルール地方？ルール地域？（４） 

9. １８９２年ハンブルク・コレラ － 地域と伝染病 

10. ナチスによる「安楽死」と地域 － ベルリンから （１） 

11. ナチスによる「安楽死」と地域 － ハダマーから （２） 

12. ドイツ植民地チンタオ（青島）－ 植民地という地域 

13. グローバルとリージョナルの間 － 国民国家という地域について 

14. 総括 歴史における地域 － 歴史における空間・場  

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

各講義で参考文献を挙げる（レジメにも書いてある）ので，興味のあるものを各自で収集し，熟読してくること。  

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

レポート試験(Report Exam)(90%)/レスポンスシート(10%) 

レポート試験を行う。レスポンスシートは毎講義終わりに講義を聞いて考えたり・感じたことを自由に書いて提出してもらうものとす

る。 

 

テキスト（Textbooks） 

これというテキスト(教科書）はない。講義中に参考文献を紹介するので、興味がある者は、それを大学図書館などで手に取って
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読んでみてほしい。 

 

参考文献（Readings） 

講義中に参考文献を紹介するので、興味がある者は、それを大学図書館などで手に取って読んでみてほしい。  

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

本講義では，19・20 世紀のヨーロッパ、とくにドイツの歴史からいくつかの事例をあげて、歴史における地域について考えてみた

い。 

ドイツに関心のある学生，こうした問題に関心のある学生はもちろん，なんとなく寄ってみたという学生も大歓迎である。素材を講

義という形で提供するので，みんなでいろいろと考えてみたい。歴史の知識がなくても大丈夫なようにするので，ちょっと覗いてみ

てほしい。  

 

注意事項（Notice） 
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■AC309 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AC309／史学講義 ９ 

(Lectures on History 9) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
前近代東アジア・ユーラシア 1 

担当者名 

（Instructor） 
宮田 絵津子(MIYATA ETSUKO) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
HIS3500 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

世界の歴史をつないで考えていくことで、世界の歴史を交易を介して諸地域を結んでいく。また歴史を時間軸のみで捉えるので

はなく、面で捉えることを目標とする。貿易や人の交流といったテーマを中心に前近代東アジア・ユーラシアの歴史をみていく。 

 

Conceive and understand history by connecting various regions and countries. Not only understand world history by timeline but 

spatial axis. Trade and human network will be the major theme to seek the Asian and Eurasianl history. 

 

授業の内容（Course Contents） 

各時代を地域ごとに見ていき、連動していて歴史が展開しているところや関連しているところなどは「空間」をみる。紀元 500 年ご

ろから 15 世紀半ば頃の東西の海の交流やユーラシア横断交易について、特に貿易陶磁器の視点から沈没船の引き上げ品など

考古学的アプローチも交えて考察する。 

 

Analyze and consider by region in each period and study the inter relation between each region. Consider the Mediterranean 

and Europe as one and study Asia and Southeast Asia as one related region. Explanation will be given in order to understand 

the process of connecting Europe and Asia. Trade ceramics and sunken ships will be explained from the archaeolgical point of 

view. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. アラブ人商人によって構築されたスパイスルート 

2. 中国唐代の交易（シルクロードや海路の発展） 

3. 十字軍によって動いたヒトとモノ 

4. アフロ・ユーラシア大陸の交易 

5. サハラ横断貿易の再構築 

6. 中国宋代の貿易陶磁（新安沈没船を例として） 

7. 中国元代の東西交易（中央アジア横断陸路を中心として） 

8. 香辛料と市場ー東南アジアにおける沈没船に見る交易 

9. 鄭和の航海とアフリカへの進出（明朝の外交政策） 

10. 華人のディアスポラ-東南アジアのネットワークと船 

11. 琉球王国の台頭と繁栄（三角貿易によって栄えた王国） 

12. 倭寇が活躍するアジア、海の世界 

13. 黒海・バルト海から始まる毛皮交易 

14. 日本の石見銀山が変えた世界経済 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

毎回 30 分ほど復習してください。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

レポート試験(Report Exam)(60%)/出席とレスポンスペーパーおよび授業参加態度(40%) 

授業内で携帯の使用は減点の対象となります。また、学生証を忘れた場合も欠席となるので注意してください。 

 

テキスト（Textbooks） 

なし 

 

参考文献（Readings） 

1. Curtin,Philip. 1984. Cross Cultural Trade in World History. Cambridge University Press (ISBN:0-521-26931-8) 

2. Hall,Kenneth. 1985. Maritime Trade and State Development in Early Southeast Asia. University of Hawaii Press (ISBN:0-8248-

0843-6) 
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その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

進度によって必ずしもシラバス通りに進まないこともあることを了承してください。 

Lectures will not always exactly be as same as the syllabus depending on the pace of the lecture. 

 

注意事項（Notice） 
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■AC313 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AC313／史学講義 １３ 

(Lectures on History 13) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
近代東アジア・ユーラシア 1 

担当者名 

（Instructor） 
上出 徳太郎(KAMIDE TOKUTARO) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
HIS3500 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

中国は地理的、文化的多様性に富んだ国である。中央政府は広大な領域と多様な住民を、どのような方法を用いることで統治し

てきたのか。この問題を考えることにより、大陸世界と海域世界の関係の中で近代中国の歴史を理解できるようになる。さらに、

近代化や国境問題、財政政策などの普遍的な問題を考えるために参考となる知識を得る。 

 

China is a country with geographical and cultural diversity. How did its central government govern its vast region and diverse 

people? To answer this question, this course helps students understand the history of modern China considering the 

relationship between the sea area and the continental area. Moreover, students will learn concrete examples that are useful in 

studying universal themes such as modernization, the border problem, state finance, and so on. 

 

授業の内容（Course Contents） 

清代から中華民国時期の中国による辺境統治政策の歴史についての講義を行う。 

 

This course will overview the history of China’s administrative policy for the peripheral region from the Late Qing dynasty to the 

early years of the Republic of China. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 導入：課題と注意事項 

2. ユーラシア東部の地理的条件 

3. 清代以前のユーラシア東部の歴史 

4. 清代史概説、清朝の基本構造 

5. 清朝の中国内地統治 

6. 清朝のモンゴル、チベット統治 

7. 清朝の新疆統治（北部、南部、東部） 

8. 19 世紀後半の動乱：西北を中心に 

9. 19 世紀後半の改革：新疆建省を例として 

10. 清朝最末期の政策とその限界 

11. 中華民国北京政府時期の辺境統治 

12. 中華民国南京国民政府時期の辺境統治 

13. まとめ：その後の中国と辺境の関係 

14. テスト 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

下記参考文献などを利用して、適宜中国史、中央ユーラシア史についての知識を獲得、補充してほしい。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

最終テスト(Final Test)(40%)/リアクションペーパー(40%)/中間レポート(20%) 

 

テキスト（Textbooks） 

なし。講義時にレジュメを配布する。 

 

参考文献（Readings） 

1. 尾形勇・岸本美緒編、1998 年、『新版世界各国史 3 中国史』、山川出版社 (ISBN:978-4-634-41330-6) 

2. 小松久男編、2000 年、『新版世界各国史 4 中央ユーラシア史』、山川出版社 (ISBN:978-4-634-41340-5) 

3. 吉澤誠一郎、2010 年、『清朝と近代世界』、岩波書店 (ISBN:978-4-00-431249-9) 

4. 川島真、2010 年、『近代国家への模索』、岩波書店 (ISBN:978-4-00-431250-5) 
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その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

毎回のリアクションペーパーに対しては、主なものを選んで次回授業の始めにフィードバックを行う。 

 

注意事項（Notice） 
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■AC316 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AC316／史学講義 １６ 

(Lectures on History 16) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
アジア海域 2 

担当者名 

（Instructor） 
菊池 百里子(KIKUCHI YURIKO) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
HIS3500 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

近年、アジア地域から来る在日外国人は増加の一途をたどっており、今後、彼らとのかかわりを持つ機会は確実に増えていくで

あろう。地球人として、広い視野を持って他文化を理解し、異なる習慣を持つ人々と共生していくことが求められている。 

この授業ではアジア海域、特に東南アジア各地域の古代から近世までの歴史を考古学的研究成果を通じて概観し、日本人とし

て、当該地域と日本が歴史上どのような関係をもっていたのかを理解する。 

 

In recent years, the number of foreigners from the Asian region living in Japan has been steadily increasing, and opportunities to 

interact with these newcomers will surely increase. As a global person, it is necessary to understand other cultures from a 

broad perspective and to coexist with people who have different customs. 

This class will review the history of regions in the Asian sea areas, especially Southeast Asia, from ancient times to modern 

times, through the findings of archaeological research. Students will learn what relationships the regions have historically had 

with Japan. 

 

授業の内容（Course Contents） 

アジア海域の交流の歴史を講義する。第三者的視座からも、日本とアジア海域諸地域の未来を見つめなおすための知識を身に

付ける。 

 

The course will conduct lectures on the history of interchange with Asian sea areas. From third-party perspectives, too, 

students will acquire knowledge for reevaluating the future of Japan and the Asian sea areas. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 導入  

授業の概要（扱う国・時代、アプローチの方法）、ねらい、到達目標 

2. 東南アジアの地理的特色 

3. 東南アジアの考古学研究史 －植民地時代～現在の歴史、近年の研究動向－ 

4. アジア海域へ、そして日本列島への人類の移動 

5. 東南アジアにおける先史時代のくらし、交流１ ―石器、土器、装身具― 

6. 東南アジアにおける先史時代のくらし、交流２ ―金属器― 

7. 東南アジアにおける初期国家の誕生 

8. 東南アジアの王国１ －ベトナム― 

9. 東南アジアの王国２ －インドネシア― 

10. アジア海域の陶磁器交流 

11. アジア海域における近世の文物、交流 ―ホイアン日本町の考古学調査― 

12. アジア海域の銭貨交流 

13. 東南アジアにおける文化遺産保護と国際協力 

14. 東南アジアの戦争遺跡 

まとめ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

授業時間外の学習に関する指示は、必要に応じて別途指示する。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

レポート試験(Report Exam)(60%)/リアクションペーパー(40%) 

2/3 以上の出席をしていない場合は、単位修得不可。 

 

テキスト（Textbooks） 

なし 
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参考文献（Readings） 

授業内容に関する参考文献は、必要に応じて別途指示する。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

PowerPoint を使用した講義形式で、映像資料や現物資料なども適宜活用する。 

資料の配布などに「Canvas LMS」を使用する。 

 

注意事項（Notice） 
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■AC318 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AC318／史学講義 １８ 

(Lectures on History 18) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
世界大戦とアジア 

担当者名 

（Instructor） 
中生 勝美(NAKAO KATSUMI) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
HIS3500 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

高校までの歴史教育で、あまり重視されていない現代史に通じる第二次世界大戦の歴史について、アジアからの視点でいかに

見られているかを紹介しながら、歴史の複眼的見方を考える。   

 

The course will consider multi-faceted viewpoints of history while introducing how the history of World War II is viewed from 

perspectives in Asia.   

 

授業の内容（Course Contents） 

この授業は、第二次世界大戦中に、日本軍がアジアにおいていかなる占領統治をおこなったかという点を総合的に俯瞰しなが

ら、現在、そうした戦争記憶がどのように現地で記憶され、戦争・歴史博物館に展示されているのかを紹介する。できるだけ映像

資料を使いながら、オーラルヒストリーと文献研究を結合させた歴史人類学を講義する。   

 

This course will take a comprehensive look at what sort of occupation rule the Japanese military exerted in Asia during World 

War II, while introducing the ways in which the war is now remembered by people and displayed in war and history museums in 

the region. The course will conduct lectures on historical anthropology, combining oral history and archive research while 

making use of video materials to the extent possible.   

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 近現代史常識テスト、歴史認識研究の枠組み 

2. 内蒙古の特務機関  

3. 満洲国の少数民族と情報工作    

4. 満洲国の文化統治：満映の宣伝映画  

5. 蒙疆阿片政策   

6. 台湾万葉集と日本語教育   

7. 台湾高砂義勇隊 

8. 霧社事件 

9. 台湾映画「サヨンの鐘」に見る原住民統治  

10. 香港軍票に見る日本軍占領統治    

11. シンガポールの統治と華僑虐殺 

12. ビルマ・ルートをめぐる連合軍と日本軍 、ディクシーミッション：中国共産党とアメリカ軍の交流  

13. 予備 

14. 歴史の記憶と継承:和解に向けての試論  

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

授業の資料を事前に配布するので、それを読んでおくこと。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

最終レポート(Final Report)(40%)/初回テスト(10%)/中間テスト(20%)/リアクションペーパー(30%) 

 

テキスト（Textbooks） 

なし 

 

参考文献（Readings） 

1. 中生勝美、2016、『近代日本の人類学史』、風響社 (ISBN:978-4-89489-227-9) 

授業のレジメに参考資料を提示する。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 
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注意事項（Notice） 

 

 

  



 - 330 - 

■AC319 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AC319／史学講義 １９ 

(Lectures on History 19) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
近現代における法と社会 

担当者名 

（Instructor） 
長峰 樂(NAGAMINE RAKU) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
HIS3500 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

「長い１８世紀」と呼ばれる１７世紀後半から１９世紀初頭までの間のイングランドの地域社会において進行した「都市化」と、それ

にかかわる法の役割についての専門的知識を習得する。 

 

This module provides expertise relating to the ‘urbanisation’ which progressed in England throughout the ‘long eighteenth 

century’ between the late seventeenth and the early nineteenth centuries, and to the role which laws played in the process of 

the urbanisation. 

 

授業の内容（Course Contents） 

都市化に伴い噴出した様々な都市問題に対する地域社会の関心が増し、問題を解決するための手段としての法の重要性が増

す、その背景をおさえたうえで、個々の地域や都市における法の獲得や施行の具体的過程を解説し、法と地域社会の間の関係

性を考察する。 

 

In long eighteenth-century England, there were growing concerns on the part of local society about different challenges of 

urbanisation, and introducing parliamentary acts as a means to address them became increasingly important. This module firstly 

outlines this process. Afterwards, through cases of individual towns and localities, the module also explores the detailed process 

in which they attempted to introduce the acts, and considers relationships between laws and society in the period.  

 

授業計画（Course Schedule） 

1. イントロダクション：講義の概要、「長い 18 世紀」のイギリス史について 

2. 議論の前提①：名誉革命と議会 

3. 議論の前提②：長い 18 世紀のイギリスの「都市化」 

4. 議論の前提③：地域社会と政治―党派抗争、議会改革運動、政治文化 

5. 議論の前提④：私法、地域法とは？―多様な行政団体とその担い手 

6. まとめ１ 

7. 地域の事例①：ノッティンガムシャーと改良委員会―既存の法支配の限界 

8. 地域の事例②：キングス・リンと道路舗装委員会―行政組織の構造の変容 

9. 地域の事例③：エクセターと救貧社―新たな政治文化 

10. 地域の事例④：ポートシーと改良委員会―政府の地域への干渉の強まり 

11. 史料を読む①：チェスターとディー橋委員会―設立の経緯 

12. 史料を読む②：チェスターとディー橋委員会―都市改良の過程 

13. 史料を読む③：チェスターとディー橋委員会―都市改良後の運営 

14. まとめ２ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

授業時間外の学習に関しては必要に応じて別途指示する。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

筆記試験(Written Exam)(100%) 

 

テキスト（Textbooks） 

なし 

 

参考文献（Readings） 

1. 中野忠編、2012、『18 世紀イギリスの都市空間を探る―「都市ルネサンス」論再考』、刀水書房 (ISBN:9784887084032) 

2. ジョイス・M・エリス、2008、『長い 18 世紀のイギリス都市 1660‐1840』、法政大学出版局 (ISBN:9784588022357) 
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3. 小西恵美、2015、『長い 18 世紀イギリスの都市化 成熟する都市キングス・リン』、日本経済評論社 (ISBN:9784818823587) 

4. 近藤和彦編、2002、『長い 18世紀のイギリス その政治社会』、山川出版社 (ISBN:4634647109) 

5. 大野誠編、2009、『近代イギリスと公共圏』、昭和堂 (ISBN:9784812209301) 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AC321 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AC321／史学講義 ２１ 

(Lectures on History 21) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
社会史の方法 

担当者名 

（Instructor） 
森 達也(MORI TATSUYA) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
HIS3500 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

陶磁器という考古学研究や歴史学研究に利用可能な資料についての理解を深め、陶磁器資料を活用した研究事例についての

知識を身に着ける。  

 

Having a deep understanding of ceramics, which can be available for archaeological and historical researchs, and lerning about 

research cases using excavated ceramics. 

 

授業の内容（Course Contents） 

8 世紀から 19 世紀にかけて世界の広範な地域に輸出され、各地の陶磁器生産に大きな影響を与えた中国の輸出陶磁の産地や

種類の変遷を概説し、世界各地の遺跡で出土した中国輸出陶磁の分析を通じて、人とモノの移動について論じる。  

 

First, the lecturer outline the changes in the production areas and types of Chinese export ceramics that were exported to a 

wide range of regions around the world from the 8th century to the 19th century. Then, introduce some cases of the 

movement of the person and the thing through the analysis of Chinese export ceramics excavated in ruins all over the world.  

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 研究資料としての陶磁器の特性について  

2. 中国輸出陶磁の変遷① 唐・五代 

3. 中国輸出陶磁の変遷② 宋・元 

4. 中国輸出陶磁の変遷③ 明・清  

5. 日本出土の中国輸出陶磁① 飛鳥・奈良 

6. 日本出土の中国輸出陶磁② 平安・鎌倉・室町 

7. 日本出土の中国輸出陶磁③ 戦国時代～江戸 

8. 水中考古学と陶磁器 

9. インドネシア・黒石号沈船の陶磁器 

10. 中国・南海 1 号沈船の陶磁器 

11. 韓国新安沈船の陶磁器 

12. ペルシャ湾岸発見の中国陶磁  

13. 琉球王国と中国陶磁貿易① 11 世紀から 13 世紀 

14. 琉球王国と中国陶磁貿易② 14 世紀から 19 世紀 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

東京国立博物館や出光美術館などに赴いて、陶磁器の実物資料を見学してもらいたい。オンライン授業のため、出席確認は授

業感想文の提出によっておこなう。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

レポート試験(Report Exam)(75%)/出席と授業態度(25%) 

 

テキスト（Textbooks） 

テキストは特になし 

 

参考文献（Readings） 

1. アジア考古学四学会編、2013、『陶磁器流通の考古学』、高志書店 (ISBN:978-4-86215-127-8) 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 
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注意事項（Notice） 
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■AC324 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AC324／史学講義 ２４ 

(Lectures on History 24) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
人間と環境 

担当者名 

（Instructor） 
新井 才二(ARAI SAIJI) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
HIS3500 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

西アジアにおける狩猟採集から農耕牧畜への移行の過程に関する環境考古学的な研究を通じ、過去において人間と環境が相

互に与えた影響への理解を深める。 

 

This course will give an opportunity to understand the past interactions between humans and environments through the 

environmental archaeological studies on transition from foraging to farming in West Asia.  

 

授業の内容（Course Contents） 

本講義では西アジアにおける更新世末から完新世の初頭にかけて、時代ごとの人々の生活形態の変化を概観することで、先史

時代において環境が人々の生活に与えた影響や、いかにして食糧生産経済が成立したのか議論を行う。また、初期農耕民の周

辺地域への拡散の様相を扱い、どのようにユーラシアの東西交流の成立に影響を与えたかにも触れる。 

 

In this course, we will discuss that how the environment influenced human life and how food-producing economy was 

established in prehistory through the overview of changes in lifeways of people from final Pleistocene to early Holocene West 

Asia. In addition, how the early farmers played important roles in the establishment of East-West interchanges will be discussed.   

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 人類と環境(1) 人類の誕生 

2. 人類と環境(2) 下部旧石器時代 

3. 人類と環境(3) 中部旧石器時代とヒト同士の交わり 

4. 人類と環境(4) 上部旧石器時代への移行 

5. 人類と環境(5) 終末期旧石器時代と最後の狩猟採集民 

6. 人類と環境(6) 完新世から更新世へ 

7. 人類と環境(7) 花粉分析学 

8. 人類と環境(8) 先土器新石器時代 A 

9. 人類と環境(9) 先土器新石器時代 B (1) 

10. 人類と環境(10) 先土器新石器時代 B (2) 

11. 人類と環境(11) 8.2ka イベント 

12. 人類と環境(12) 南コーカサスにおける農耕の開始 

13. 人類と環境(13) 中央アジアへの農耕の拡散と東西交流の開始 

14. 人類と環境(14) 都市と動物考古学 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

講義中に適時指示を行う 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

レポート試験(Report Exam)(100%) 

 

テキスト（Textbooks） 

なし 

 

参考文献（Readings） 

1. 大津忠彦、常木晃、西秋良宏、1997、『西アジアの考古学』、同成社 (ISBN:4886211542) 

2. ピーター・ベルウッド、2008、『農耕起源の人類史』、京都大学学術出版会 (ISBN:487698722X) 

3. テルモ・ピエバニ 、バレリー・ゼトゥン、2021、『人類史マップ』、日経ナショナル ジオグラフィック (ISBN:4863134819) 

4. 菊地大樹、丸山真史(編)、2022、『家畜の考古学 古代アジアの東西交流』、雄山閣 (ISBN:4639028628) 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 
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注意事項（Notice） 
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■AC326 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AC326／史学講義 ２６ 

(Lectures on History 26) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
信仰と知の歴史 2 

担当者名 

（Instructor） 
清水 領(SHIMIZU ERI) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
HIS3500 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

１．近代社会において宗教と科学の影響を受けながら、新しい社会制度がつくられていく歴史的な過程と理由を理解する。 

２．それらの制度が我々の現代社会にどのような影響を与えているかを考える。 

 

1. Understand the historical processes and their reasons of the establishment of the new modern social systems under the 

influence of Religions and Siences. 

2. Consider how these systems and ideas affect our modern society. 

 

授業の内容（Course Contents） 

 この授業では、革命後のフランス社会の中で宗教の持つ役割が変化し、科学を根拠にするあらたな社会制度や思想がつくられ

る様子を扱う。啓蒙思想ではキリスト教が持つ権威的な側面が否定され、人間が生まれながら持つとされる「理性」が重視され

た。革命が実現した後には、「道徳」や「理性」を備えた人間が作る、複数の宗教が共存する社会が理想とされた。こうした変化

は、社会全体の工業化や科学の発展と共に、様々な社会制度や思想をつくりながら進展する。 

 毎回の授業では上記の歴史についての講義を行い、その後みなさんの側でリアクション・ペーパーや課題を提出してもらいま

す。次回にそれらの解説を行いますので、課題を通して議論に参加するようにしてください。 

 

This class deals with how the role of religion changed in post-revolutionary French society, and why new social institutions and 

ideas based on science are created. The Enlightenment philosophers denied the authority of Christianity, and the "reason" that 

human beings are supposed to have by nature was emphasized. After the revolution was realized, the ideal society was one in 

which multiple religions coexist, created by humans with "morality" and "reason." These changes progress while creating 

various social institutions and ideas along with the industrialization of the society and the development of Sciences.  

 

授業計画（Course Schedule） 

1. イントロダクション 

2. 啓蒙思想とキリスト教批判 

3. フランス革命と非キリスト教化運動 

4. 理神論と宗教的寛容 

5. フランスのユダヤ人とその解放 

6. ナポレオンと宗教制度の再編成 

7. 工業化とサン・シモン主義 

8. 実証主義と「科学」の発展 

9. ユダヤ教徒社会の「近代化」 

10. 人種主義と反ユダヤ主義 

11. ドレフュス事件と「知識人」 

12. 政教分離法とライシテ 

13. 小テスト 

14. まとめ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

授業資料を復習し、疑問に思った部分は参考文献を読んで理解しておくこと。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

授業中の課題(複数回)(60%)/最終テスト(Final Test)(40%) 

 

テキスト（Textbooks） 

なし 

 

参考文献（Readings） 
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1. 谷川稔、1997 年、『十字架と三色旗』、山川出版社 (ISBN:4634481502) 

2. 上垣豊、2016 年、『規律と教養のフランス近代』、ミネルヴァ書房 (ISBN:9784623074679) 

3. 伊達聖伸、2010 年、『ライシテ・道徳・宗教』、勁草書房 (ISBN:9784326102037) 

4. クリストフ・シャルル、2006 年、『知識人の誕生』、藤原書店 (ISBN:489434517X) 

上記の参考文献は一部。詳しくは授業の各回で紹介する。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

今期は就職活動等を理由とする出席配慮は行いませんので、注意するようにしてください。 

 

注意事項（Notice） 
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■AC328 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AC328／史学講義 ２８ 

(Lectures on History 28) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
古代日本とアジア 2 

担当者名 

（Instructor） 
河内 春人(KOUCHI HARUHITO) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
HIS3500 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

本授業は日本史の立場から、歴史学における史料分析や文献解釈に基づいて対象とする時代の歴史を理解することを目標とす

る。また、日本史という視座の設定は、ともすれば一国史的理解に偏りがちであるが、当該時期の国際世界を理解することによっ

て広域的な歴史的世界のなかに日本史が位置づくものであるという視点を獲得することを目指す。   

 

The goal of this class is to understand the history of the target era based on the analysis of historical materials and the 

interpretation of documents in historical studies from the standpoint of Japanese history. In addition, the setting of the 

perspective of Japanese history tends to be biased towards understanding the history of a single country, but by understanding 

the international world of the relevant period, Japanese history can be positioned within the broader historical world. Aim to get 

a point of view. 

 

授業の内容（Course Contents） 

本講義では、古代日本が文明化し発展するにあたって大きな役割を果たしたと考えられている遣唐使について扱う。一般的に遣

唐使は文化的な役割が大きいと考えられているが、当時の交流は例えば文化交流も政治的な目的を持って行われるものであ

る。それゆえ特定の視点にこだわることなく、広い視点で理解する必要がある。遣唐使の活動とその歴史的背景を確認しながら、

遣唐使の日本史における歴史的役割について講義する。なお、内容的に関連するので、遣隋使についても扱う。 

 

This lecture deals with the envoys to the Tang Dynasty, who are believed to have played a major role in the civilization and 

development of ancient Japan. In general, envoys to the Tang Dynasty are thought to play a major role in culture, but 

exchanges in those days, for example, cultural exchanges, were carried out for political purposes. Therefore, it is necessary to 

understand it from a wide perspective without sticking to a specific perspective. While confirming the activities of the envoys to 

Tang China and their historical background, we will lecture on the historical role of envoys to Tang China in Japanese history. In 

addition, since it is related in terms of content, I will also deal with envoys to the Sui Dynasty. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. ガイダンス、遣唐使の概要 

2. 外交使節の派遣と外交関係 

3. 外交儀礼の世界 

4. 東アジアのなかの国際情報 

5. 国際交通：海路 

6. 国際交通：陸路 

7. 使節と活動 

8. 隋唐から来た人々 

9. 朝貢と貿易  

10. 国際的経済圏と遣唐使  

11. 留学生 

12. 学術の受容 

13. 遣唐使の終焉、まとめ 

14. 試験 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

予習：次回授業のキーワードを調べてくる。 

復習：講義資料（ノート・配布物）を読み直す。  

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

筆記試験(Written Exam)(41%)/リアクションペーパーへの取り組み(30%)/授業中の課題への取り組み(29%) 

 

テキスト（Textbooks） 
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なし 

 

参考文献（Readings） 

1. 森公章、2010、『遣唐使の光芒』、角川学芸出版 

2. 王勇、1998、『唐から見た遣唐使』、講談社 

その他、授業中に指示する 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

理由なく 5 回以上欠席した場合は評価の対象としない 

 

注意事項（Notice） 
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■AC330 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AC330／史学講義 ３０ 

(Lectures on History 30) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
律令制国家論 2 

担当者名 

（Instructor） 
河野 保博(KAWANO YASUHIRO) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
HIS3500 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

「律令国家」の成立と制度、古代の国際交流を学ぶことで、日本列島に「国家」が登場する意義、交通と支配の関係、東アジアの

交流とそれを支える人々の姿を具体的に考え、古代の社会像をみずから読み解けることを目指します。 

 

Through study of the systems and actuality of the ritsuryo legal codes of the Nara and Heian periods, as well as international 

exchange in ancient times, the course aims to have students think specifically about the significance of the appearance of "the 

state” on the Japanese archipelago, the relationship between traffic and rulership, and interchange with East Asia and the 

nature of the people who support it, so that students will interpret their own image of ancient society. 

 

授業の内容（Course Contents） 

古代の日本列島に中央集権的な国家が形成され、中国王朝の影響を受けたいわゆる「律令国家」が誕生します。しかし、国家は

無前提に形成されるものではありません。王権と列島各地の地域社会との交通、そして、国際的な関係によって形成されるもの

です。この講義では、前提となる「国家」や「律令」について考えたうえで、「律令国家」の地方支配と交通、対外交流を主軸として

取り上げ、列島内や周辺諸地域との具体的な「人・モノ・情報」の移動から当時の国際関係と列島社会について解説していきま

す。 

 

With the formation of a state with centralized authority on the ancient Japanese archipelago, the ritsuryo state influenced by 

Chinese dynasties was born. However, the state was not formed without premises. It was formed through royal power, traffic 

with communities throughout the archipelago, and international relations. The lectures will take up topics with a focus on 

regional control and foreign interchange in the ritsuryo state, and will explain the international relations and the island society of 

the time based on the movements of specific persons, goods, and information within the archipelago and in exchange with 

surrounding regions. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 国家とは何か－イントロダクション 

2. 国家の諸段階－初期国家・首長制社会を考える 

3. 邑から国へ－東アジアの国づくり 

4. 百余国の時代 

5. 倭と呼ばれた国 

6. 「日本」の成立 

7. 律令とは何か 

8. 律令の受容と編纂 

9. 格式の編纂と礼秩序 

10. 中央集権的体制の構築 

11. 地方支配の展開 

12. 外交使節の往来 

13. 海を越えるモノ・情報 

14. 国家体制の転換 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

配布するプリントや参考文献を用いて、授業前は概要を予習し、疑問点などがあれば事前に整理してください。授業後は講義の

内容を復習し、次の授業に備えて欲しいと思います。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

筆記試験(Written Exam)(50%)/リアクションペーパーの記入(50%) 

 

テキスト（Textbooks） 
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なし。講義時にプリントを配布します。 

 

参考文献（Readings） 

配布プリントにて適宜紹介します。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

配布プリント、映像資料を使用した講義形式です。履修している学生に対して事前に説明した上で授業計画が変更になる場合が

あります。 

 

注意事項（Notice） 
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■AC332 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AC332／史学講義 ３２ 

(Lectures on History 32) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
中世日本史論 2 

担当者名 

（Instructor） 
長崎 健吾(NAGASAKI KENGO) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
HIS3500 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

日本中世の身分制と社会集団の特質について理解する 

 

To understand the characteristic of status system and social groups in medieval Japan. 

 

授業の内容（Course Contents） 

・日本中世における身分編成の特質 

・日本中世に存在した様々な身分集団の特質 

 

・How status groups was organized in medieval Japan 

・The characteristics of various social groups in medieval Japan 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. イントロダクション 

日本中世社会を考える上で身分という視角が持つ重要性について解説する 

2. 研究史 

中世身分制論の研究史ついて概観する 

3. 非人① 

中世非人身分の成立過程について解説する 

4. 非人② 

中世における非人集団（清水坂非人と奈良坂非人）の特質について解説する 

5. 非人③ 

清水坂非人と奈良坂非人の争論について史料を読み解きながら解説する 

6. 河原者 

河原者と室町幕府の関係について解説する 

7. 犬神人 

犬神人の成立過程と活動の特質について解説する 

8. 遊女 

中世における遊女集団の特質とその変容について解説する 

9. 神人① 

大山崎神人・北野社西京神人の特質について解説する 

10. 神人② 

日吉神人・祇園神人について解説する 

11. 供御人 

供御人身分について解説する 

12. 町人 

中世京都の町人と室町幕府の関係について解説する 

13. 中世から近世へ 

近世的身分秩序の形成過程について解説する 

14. 最終テスト 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

授業時間外の学習については授業内で適宜指示する。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

最終テスト(Final Test)(40%)/リアクションペーパー(60%) 

 

テキスト（Textbooks） 
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なし 

 

参考文献（Readings） 

1. 三枝暁子、2022、『日本中世の民衆世界』、岩波書店 (ISBN:9784004319429) 

2. 網野善彦、2005、『中世の非人と遊女』、講談社 (ISBN:9784061596948) 

3. 佐々木銀彌、2022、『日本商人の源流』、筑摩書房 (ISBN:9784480511225) 

4. 瀬田勝哉、2009、『増補『洛中洛外の群像』』、平凡社 (ISBN:9784582766608) 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

教員のこれまでの研究については下記を参照 

・https://researchmap.jp/hokke1ki 

 

注意事項（Notice） 
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■AC333 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AC333／史学講義 ３３ 

(Lectures on History 33) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
中世日本と世界 

担当者名 

（Instructor） 
岡 美穂子(OKA MIHOKO) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
HIS3500 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

古代から江戸時代初期（中近世移行期）までの日本と海外の外交、交流で生まれる文化を知り、現代の日本や世界の在り方を

理解する。 

 

To understand the state of contemporary Japan and the world by learning about the diplomacy and culture created through 

exchanges between Japan and other countries from ancient times to the early Edo period (the transitional period between the 

Middle Ages and the Modern Period). 

 

授業の内容（Course Contents） 

授業の目標で掲げられたことがらを理解するためのカギとなる事物や史料を知り、その背景について考える。受講人数によって

は、日本や海外で書かれた最新の論文を学生自身が読み、その内容の要約を授業中に発表する。 

 

Learn about the things and historical documents that are key to understanding what is stated in the objectives of the class, and 

think about the background of those things and documents.Depending on the number of students, students may read the latest 

articles written in Japan or abroad by themselves and present a summary of the content in class. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 日本と世界各国史の時代区分 

2. 中原、辺境、倭国 

3. 日本の仏教史概説 

4. 日本の神道史概説 

5. 奈良時代の対外関係 

6. 平安時代の対外関係 

7. 鎌倉時代の対外関係 

8. 室町時代の対外関係 

9. 戦国時代の対外関係 

10. 江戸時代の対外関係 

11. グローバル・ヒストリーと日本１：唐帝国と日本 

12. グローバル・ヒストリーと日本２：モンゴル帝国と日本 

13. グローバル・ヒストリーと日本３：大航海時代と日本 

14. まとめ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

岡美穂子ほか編『つなぐ世界史』（清水書院）を読む。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

レポート試験(Report Exam)(60%)/出席確認のため授業のミニレポートを毎回提出する(40%) 

就職活動等で出席できない場合は、BLACKBOARD に掲載された資料を読み、メールでミニレポートを提出することを許可する 

 

テキスト（Textbooks） 

なし 

 

参考文献（Readings） 

1. 岡美穂子ほか編、2023、『つなぐ世界史』、清水書院 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

資料は授業中には配布しない。BLACLBOARD に前日までに掲載するので各自ダウンロードないしプリントアウトして授業に持参

すること。授業中のパソコン・タブレット使用は認めるが、スマートフォンなどでの資料閲覧は認めない。 
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注意事項（Notice） 
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■AC336 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AC336／史学講義 ３６ 

(Lectures on History 36) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
伝統社会史論 1 

担当者名 

（Instructor） 
高見澤 美紀(TAKAMISAWA MIKI) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
HIS3500 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

江戸時代の幕政、および地域社会の具体相を、これまでの研究や地域に残る近世史料の具体的な読解から明らかにする方法を

学ぶ。 

 

Students will learn how to clarify concrete aspects of the Edo period Shogunate and regional society from concrete specific 

readings of past research and modern historical materials remaining in the region. 

 

授業の内容（Course Contents） 

江戸時代に房総に存在した幕府直轄の牧場を素材に取り上げ、幕府における支配や役割などの移り変わりを明らかにするととも

に、この直轄牧をとりまく地域社会の構造を具体的に読み解いていく。また享保期・寛政期・嘉永期に直轄牧で行われた将軍によ

る鹿狩の検討を通して、幕府と地域社会との関わりを考えていく。 

 

Taking the ranches under the direct jurisdiction of the Shogunate in Boso during the Edo period as its material, the course will 

clarify transitions of rule, roles, etc. in the Shogunate, and will concretely interpret the structure of regional society surrounding 

the directly controlled ranches. The course will also consider the relationship between the Shogunate and regional society 

through an examination of deer hunting by generals in directly controlled ranches during the Kyoho period, Kansei period, and 

Kaei period. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. ガイダンス／江戸幕府直轄牧概説（１） 

2. 江戸幕府直轄牧概説（２） 

3. 江戸幕府直轄牧概説（３） 

4. 江戸初期～中期の幕府直轄牧 

5. 享保期の江戸幕府直轄牧（１） 

6. 享保期の江戸幕府直轄牧（２） 

7. 享保期の江戸幕府直轄牧（３） 

8. 享保期の江戸幕府直轄牧（４） 

9. 寛政期の江戸幕府直轄牧（１） 

10. 寛政期の江戸幕府直轄牧（２） 

11. 寛政期の江戸幕府直轄牧（３）／嘉永期の江戸幕府直轄牧（１） 

12. 嘉永期の江戸幕府直轄牧（２） 

13. 嘉永期の江戸幕府直轄牧（３） 

14. まとめ・最終テスト 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

史料（活字化した近世文書）の読み解きを中心に講義を進めるため、配付資料中の史料の読みや意味の確認などを予習・復習と

して行うこと。そのほか授業時に指示する。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

リアクションペーパー・授業態度(60%)/最終テスト(Final Test)(40%) 

2/3 以上の出席をしていない場合には、単位修得不可 

 

テキスト（Textbooks） 

授業時に適宜配布する。 

 

参考文献（Readings） 

1. 大谷貞夫、2009、『江戸幕府の直営牧』、岩田書院 (ISBN:978-4-87294-590-1) 

2. 兼平賢治、2015、『馬と人の江戸時代』、吉川弘文館 (ISBN:978-4-642-05798-1) 
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そのほか授業時に適宜指示する。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AC337 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AC337／史学講義 ３７ 

(Lectures on History 37) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
近世日本と世界 

担当者名 

（Instructor） 
木村 直也(KIMURA NAOYA) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
HIS3500 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

かつて「鎖国」として捉えられていた近世日本の対外関係の実態とその変容を理解することにより、現在のグローバル化社会に

ふさわしい新たな歴史認識を獲得する。とりわけ、東アジアとの関連を重視した視座を養う。 

 

By understanding the reality and transformation of early-modern Japan's foreign relations, which were once regarded as 

"Sakoku", we will acquire a new historical awareness that is suitable for the current globalized society. Above all, we will 

cultivate a perspective that emphasizes the relationship with East Asia. 

 

授業の内容（Course Contents） 

まず徳川幕府のもとで設定された対外関係（「四つの口」）について、その経緯と内容を検証する。そして江戸時代の中・後期にお

いて「四つの口」の意義が変化し、さらに欧米列強の東アジア進出を受けて、幕末維新期にかけて日本の対外関係がどのように

変容したかについて考察していく。なお授業中に、歴史事象の意味を考える設問に取り組んでもらう。 

 

 First, we examine the background and content of the foreign relations (the "four gateways") established under the Tokugawa 

shogunate. We will also examine how Japan's foreign relations changed in the mid-to-late Edo period, as the significance of the 

"four gateways" changed, and in response to the expansion of Western powers into East Asia toward the end of the Edo period 

and the Meiji Ishin. Students will be asked to think about the meaning of historical events in the class. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 前近代の東アジア国際関係と「鎖国」の見直し ： 東アジア国際関係の基本構造、従来「鎖国」とされてきた対外関係の内

実、「鎖国」を見直す議論 

2. 豊臣秀吉の朝鮮侵略 ： 戦争の概要、戦争で翻弄された人々、後世への伝承、各国への影響 

3. 日朝関係の修復 ： 対馬藩による修復への努力、貿易再開、柳川一件と通交システムの確立 

4. ヨーロッパとの交流の制限 ： 宗教改革とアジア、キリスト教禁令、寛永期の諸制限、島原・天草一揆、出島と唐人屋敷 

5. 江戸時代の琉球王国 ： 島津氏の琉球侵攻、琉球王国の位置づけ（薩琉関係と中琉関係）、琉球における諸改革 

6. 江戸時代の蝦夷地 ： 松前氏によるアイヌ交易権掌握、商場知行制、場所請負制、アイヌの生業と蜂起 

7. 江戸時代の日朝交流 ： 通信使渡来における交流、新井白石の改革、雨森芳洲の活動と位置づけ 

8. 近世中期の対外関係の変化 ： 明清交代、貿易の活性化、金銀銅輸出の規制と国産化政策、「四つの口」の意義の変質、

通信使の変化 

9. 欧米の接近と対外進出論 ： 欧米世界の変化、ロシアの接近、「鎖国」という言葉の登場、対外政策の揺れ、異国船打払

令、アヘン戦争と薪水給与令、対外進出論の主張 

10. 欧米諸国との条約締結 ： ペリー来航の実態、和親条約の意味、通商条約の締結、世界市場への参入 

11. 日朝関係の転回 ： 対馬藩の財政窮乏、ポサドニック号事件と対馬移封論、対馬藩援助要求運動と朝鮮進出論、朝鮮へ

の幕府使節派遣計画、新政府樹立通告と征韓論 

12. 蝦夷地の内国化とアイヌ ： 蝦夷地の幕領化、箱館開港、ロシアとの国境交渉、アイヌの同化、開拓使による北海道支配 

13. 琉球の内国化 ： 琉球への英仏の接近、琉米条約、薩摩藩から鹿児島県へ、琉球民殺害事件と台湾出兵、琉球処分 

14. 近世から近代への移行と世界 ： 日本の近世から近代への移行と東アジア・世界、まとめ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

毎回の授業の復習を必ずすること。その成果については、次回授業冒頭のシート記入において確認する。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

筆記試験(Written Exam)(60%)/毎回のペーパー記入(40%) 

毎回のペーパー記入により出席・復習・授業中の考察を確認する。 

 

テキスト（Textbooks） 

プリントを配付する。 
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参考文献（Readings） 

授業中に適宜紹介する。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AC340 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AC340／史学講義 ４０ 

(Lectures on History 40) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
近代日本史論 2 

担当者名 

（Instructor） 
大串 潤児(OGUSHI JUNJI) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
HIS3500 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

個人の記録（史料）を読解することを通じて、時代や社会が個人にとってもった意味や歴史的にものごとを把握する基礎的力を養

う。 

 

This lecture is thinking Individuals and Soceity and Age，though reading Ego-Doduments， 

And this lecture is to learning basic method of Hisroty． 

 

授業の内容（Course Contents） 

元海軍経理学校の生徒であった白鳥邦夫の日記・回想録を読解しながら講義する。扱う時期は戦時期（1943 年ころ）から 1960

年代までとする。 

 

We will read a document durint WWⅡ and Post-War Japan．The document is one of diaryｓ and Memories written by 

SHIRATORI KUNIO（veteran of Miilitary School of IJN)． 

. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. ガイダンス 

2. 白鳥邦夫とは誰か？ 講義の主人公についての概要 

3. 戦時下の中学生生活 

4. 海軍経理学校での暮らし 

5. 敗戦体験 

6. 占領下の青春―旧制松本高等学校 

7. いのちがけで好きなことをしよう！ 白鳥邦夫の教育経験 

8. 知性の復権 朝鮮戦争と青年たち 

9. サークル「山脈」の発足 

10. 戦争責任論と民衆の戦後思想 

11. サークル「山脈」の人々 その仕事（１） 野添憲治のまなざし 

12. サークル「山脈」の人々 その仕事（２） 中島博昭と地域の歴史 

13. サークル運動の戦後史 

14. まとめ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

「日記」の記述を基礎にした講義録（史料）は事前に配布する場合もあるので、あらかじめ読んでおくこと。また紹介する参考文献

には目をとおすこと。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

筆記試験(Written Exam)(100%) 

 

テキスト（Textbooks） 

毎回の講義でレジュメ（講義録）を配布する。 

 

参考文献（Readings） 

1. 大串潤児、2016、『「銃後」の民衆経験』、岩波書店 (ISBN:978-4000283809) 

2. 家永三郎、2002、『戦争責任』、岩波書店 (ISBN:978-4006030506) 

参考文献はその都度紹介する。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 
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注意事項（Notice） 
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■AC342 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AC342／史学講義 ４２ 

(Lectures on History 42) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
日本女性史 

担当者名 

（Instructor） 
小野沢 あかね(ONOZAWA AKANE) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
HIS3500 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

「日本軍「慰安婦」問題・近代公娼制度・現代の性売買というテーマのもと、近代日本の公娼制度と日本軍「慰安婦」問題との歴史

的関係を概観するとともに、各国との国際比較、戦後の性売買について考える。 

 

Under themes of the "comfort women" issue of the Japanese military and modern licensed prostitution systems, this course 

takes an overview of the historical relationship between modern Japan's licensed prostitution system and the comfort women 

problem of the Japanese military, while making comparisons with other countries and considering the issues of armed forces 

and sexual facilities/sexual violence that continues even after the war. 

 

授業の内容（Course Contents） 

日本軍「慰安婦」問題とは何で、なぜ今日に至るまで解決していないのだろうか。本講義はこうした疑問に答えるとともに、同問題

と近代公娼制度との関係に焦点をあてたい。公娼制度と「慰安婦」問題は別物であり、多くの「慰安婦」被害者は性売買（売春）と

は関係のない人々であった。ただし、身売りで娼妓・芸妓・酌婦にさせられた女性たちの中に「慰安婦」になったケースが存在した

こと、それは日本人の「慰安婦」に多かったことがわかっており、両者は深く関係していた。本講義では、近代日本の公娼制度と

人身売買が日本軍「慰安婦」問題の温床となったこと、加えて、各国・各国軍の性的施設・性暴力との比較、さらには現代日本の

女性の貧困と性売買・性暴力をめぐる状況とその国際比較についても具体的に言及したい。 

 

What is the issue of "comfort women" in the Japanese military, and why has it not been resolved even today? In addition to 

answering these questions, the lectures will place a spotlight on the relationship between this problem and modern licensed 

prostitution systems. The licensed prostitution system and the comfort women issue were separate, and many "comfort 

women" victims were people who had nothing to do with the sex trade (i.e., prostitution). However, it is known that women sold 

into prostitution, the geisha trade, and the barmaid trade became comfort women in some cases, that such cases were common 

among Japanese comfort women, and that the two were deeply related. The lectures will also touch on the fact that the modern 

Japanese licensed prostitution system and human trafficking were hotbeds for the issue of comfort women in the Japanese 

military. It will make comparisons with sexual facilities and sexual violence in other countries and armed forces, and further 

touch on the situation surrounding poverty and the sex trade/sexual violence in contemporary Japan. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 授業のねらいと進め方 

2. 日本軍「慰安婦」問題とは何か（1） 

3. 日本軍「慰安婦」問題とは何か（2） 

4. 日本軍「慰安婦」問題とは何か（3） 

5. 「慰安婦」問題解決運動と国際社会 

6. 娼妓・芸妓・酌婦から「慰安婦」へ  

7. 買春と日本軍「慰安婦」問題 

8. 近代公娼制度の歴史（1）  

9. 近代公娼制度の歴史（2） 男たちと買春 

10. 各国軍の性的施設・性暴力（1） 

11. 現代における性売買政策と買春 

12. 現代日本における貧困と性売買――「自己責任論」を批判する 

13. 世界各国における性売買と性売買政策 

14. 筆記試験 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

事前・事後学習については、毎回の授業でポイントと課題を提示する。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

筆記試験(Written Exam)(70%)/レポート(30%) 
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テキスト（Textbooks） 

教員が作成した資料を使用する。レポート課題文献 

 

参考文献（Readings） 

1. 吉見義明、1995、『従軍慰安婦』、岩波書店 

2. 「戦争と女性への暴力」リサーチアクションセンター編（西野瑠美子・金富子・小野沢あかね責任編集）、2013、『「慰安婦」バッ

シングを越えて』、大月書店 

3. シンパク・ジニョン、2022、『性売買のブラックホール』、ころから 

4. 歴史学研究会・日本史研究会編、2014、『「慰安婦」問題を／から考える』、岩波書店 

5. 飯島裕子、2016、『ルポ 貧困女子』、岩波書店 

6. 宮本節子、2016、『AV出演を強要された彼女たち』、ちくま新書 

7. 国立歴史民俗博物館、2020、『企画展示 性差の日本史』、国立歴史民俗博物館 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AC343 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AC343／史学講義 ４３ 

(Lectures on History 43) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
現代日本史論 

担当者名 

（Instructor） 
齋藤 邦明(SAITO KUNIAKI) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
HIS3500 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

受講生が、戦後日本社会の歴史を資史料やデータに基づいて理解し、自らの言葉で説明できるようになること。加えて、同時代を

生きた人々の視点から歴史を理解できるようになること。 

 

Students should be able to understand the history of postwar Japanese society based on materials and data and explain it in 

their own words. In addition, students should be able to understand history from the perspective of people who lived at the time. 

 

授業の内容（Course Contents） 

戦後日本社会の歴史について概説したうえで、同時代を象徴する出来事や人々の動きを解説します。授業は 2 週を 1 セットとし

て、概説を行う週（1）と、トピックを扱う週（2）で構成されています。その際、本講義では主として経済史的な視点から解説をしてい

きます。 

 

The course will provide an overview of the history of postwar Japanese society, followed by an explanation of the events and 

movements of people that symbolize the same age. The class will consist of two weeks as a set, one week for overview (1) and 

one week for topics (2). Then, this lecture will mainly provide explanations from a perspective of economic history.  

 

授業計画（Course Schedule） 

1. イントロダクション 

2. 戦後日本社会の歴史的前提：戦前日本の社会・経済を中心に 

3. 戦後改革の歴史的意義（1）：日本占領の特質と変化 

4. 戦後改革の歴史的意義（2）：格差社会から平等社会へ 

5. 高度経済成長の始動（1）：日本独立と冷戦 

6. 高度経済成長の始動（2）：集団就職の時代 

7. 高度経済成長の展開（1）：高度成長と企業社会 

8. 高度経済成長の展開（2）：都市化と地域開発の諸相 

9. 高度経済成長の到達点（1）：日本列島改造と石油危機 

10. 高度経済成長の到達点（2）：大衆消費社会の豊かさと貧しさ 

11. 日本の経済大国化（1）：ものづくり大国日本 

12. 日本の経済大国化（2）：新自由主義・グローバル化と「地方の時代」 

13. 日本の「失われた 30 年」（1）：バブル経済から平成不況へ 

14. 日本の「失われた 30 年」（2）：日本のサービス経済化 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

日本の戦後史の流れを事前に把握しておくと、講義内容や個別トピックとの関係性について理解しやすくなります。参考文献とし

て挙げたテキストに目を通しておくことを推奨します。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

筆記試験(Written Exam)(60%)/レポート(40%) 

授業内容に関連するレポートを学期半ばに実施します。 

 

テキスト（Textbooks） 

特になし。 

 

参考文献（Readings） 

1. 中村隆英、2012、『昭和史 下―1945-89』、東洋経済 (ISBN:9784492061879) 

2. 森武麿ほか、2002、『現代日本経済史』、有斐閣 (ISBN:4641159017) 

3. 筒井清忠、2020、『昭和史講義【戦後篇】（下）』、ちくま新書 (ISBN:9784480073419) 
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4. 平井健介ほか、2021、『ハンドブック日本経済史』、ミネルヴァ書房 (ISBN:9784623091942) 

5. 岩城卓二ほか、2022、『論点・日本史学』、ミネルヴァ書房 (ISBN:9784623093496) 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

授業資料は Canvas LMSを通じて配布します。受講生は事前にダウンロードやプリントアウトをして、授業に臨んでください（授業

は PCやタブレットを使って受講することも可）。授業資料は紙では配布しません。 

 

注意事項（Notice） 
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■AC346 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AC346／史学講義 ４６ 

(Lectures on History 46) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
日本社会史論 2 

担当者名 

（Instructor） 
李 英美(RI YONGMI) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
HIS3500 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

(1)近現代の日本とアジア地域をめぐる、人の移動の歴史的背景と制度的枠組みについて把握し、日本を取り巻く国際関係、とく

に東アジア地域をめぐる歴史と現状についての洞察力を養う。 

(2)日本の出入国管理、外国人受け入れの歴史と制度的枠組みについて理解し、それらを用いて現代日本社会における「多文

化・共生」の論点について自らが考察できるようになること。 

 

(1) This course aims to help students understand the historical background and institutional framework of human migration 

around contemporary Japan and the Asian region. 

(2) The purpose of this course is to help students understand the history and institutional framework of Japan's immigration 

control and acceptance of foreigners, and to think about the issue of "multicultural coexistence" in contemporary Japanese 

society. 

 

授業の内容（Course Contents） 

現代の社会では、国境を越えたヒトやモノの交流がますます盛んになっています。近現代においても、国際情勢や政治状況に応

じて、多くの人びとが国境を越えた移動を経験しました。その一つの契機が戦争です。本講義では、人びとのナショナリティや国

籍が、国際情勢の変動や戦争に伴う法制度や政治の展開によってどのような変容を迫られたのかを、人の移動現象ー引揚者、

移民、難民、外国人などのキーワードーを軸に学びます。人の移動から近現代日本の歴史を考えることは、「多文化・共生」など

グローバル化が進む現代日本社会について考察するうえでも重要な視点となります。 

 

In modern society, migration and cross-border human mobility are becoming more and more active. Also modern and 

contemporary Japan, a lot of people across the national(regional)border depending on the international situation and politics has 

moved.War is one of them. In this course, we will learn how nationalities  have been forced to change due to the development 

of legal and political systems during and after the war. In addition, we will acquire the perspective and knowledge to understand 

the human rights of foreigners in modern Japanese society. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. ガイダンスー日本は「非移民国家」なのか？ 

2. 近代日本をめぐる人の移動 

3. 第一次世界大戦と国籍 

4. 大日本帝国の膨張とアジアをめぐる人の移動  

5. 日本の植民地統治における戸籍と国籍 

6. 第二次世界大戦後の人の再移動ー引揚げ、帰還、送還、残留 

7. 「日本人」と「外国人」のナショナリティの(再)定義 

8. 移動の記憶ー国籍とアイデンティティ 

9. 戦後日本の出入国管理・移民法制の成立と転換：「1952 年体制」と「1990 年体制」 

10. 外国人労働者と日本の移住労働者政策 

11. 非正規滞在者と入国者収容所 

12. 外国人・移民への差別をめぐる法規制 

13. 居住権・市民権をめぐる社会運動の歴史と現在 

14. 授業のまとめと振り返り 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

予習・復習として適宜配布される参考史料を読んでくること、レジュメやノートを振り返るとともに、質問や疑問点をまとめておくこ

と。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

レポート試験(Report Exam)(60%)/リアクションペーパー(20%)/授業内で提示した提出物(20%) 
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テキスト（Textbooks） 

指定の教科書は用いません。授業内で適宜資料を配布します。 

 

参考文献（Readings） 

授業全体に関連する参考文献として以下を勧めます。田中宏『在日外国人ー法の壁, 心の溝』第三版（岩波新書、2013 年)、永

吉希久子 『移民と日本社会ーデータで読み解く実態と将来像』 (中公新書、2020 年)  

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AC347 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AC347／史学講義 ４７ 

(Lectures on History 47) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
戦争と平和の歴史 1 

担当者名 

（Instructor） 
河野 保博(KAWANO YASUHIRO) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
HIS3500 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

古代東アジアの国際情勢について、６～８世紀を中心にその歴史的展開を学び、外交や戦争、交易といった相互の関係だけでな

く、多面的な視野で国際関係を理解し、史料に基づいて歴史を評価できるように目指します。 

 

 The course aims to have students understand the historical development of the international situation in ancient East Asia, 

mainly in the 6th and 8th centuries, based on historical materials. And understand not only mutual relationships such as 

diplomacy, war, and trade, but also international relationships from a multifaceted perspective.  

 

授業の内容（Course Contents） 

古代の東アジアについて、密接に関わりあう中国大陸・朝鮮半島・日本列島の歴史的展開を中心として、「東アジア」「東部ユーラ

シア」など大きな視点から解説していきます。また、国際関係がどのように推移したかだけでなく、中国王朝の影響が朝鮮半島や

日本列島における国家体制や文化の形成においてどのような影響があったのかについて、最新の研究成果なども紹介していき

たいと思います。 

 

The course will clarify the closely intertwined histories of China, Korea, and Japan, from major perspectives including "East 

Asia" and "Eastern Eurasia." Drawing on the latest research findings, the course will also take up not only how international 

relations have changed, but also what sort of relationships of mutual influence have been present in the formation of the 

ancient state systems and cultures in Korea and Japan. 

 

The course will distribute print-outs every session and present specific historical materials. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. イントロダクション－東アジアとは 

2. ６世紀以前の東アジア 

3. 隋の中国統一と周辺諸国の動揺 

4. 倭国の外交 

5. 唐の中国統一と東アジア諸国の政変 

6. 百済の滅亡と白村江の戦い 

7. 高句麗の滅亡と新羅の朝鮮半島統一 

8. 日本列島の中央集権化 

9. 渡来系氏族にみる人と文化の移動 

10. 渤海の建国と展開 

11. 日本の外交と交易 

12. 安氏の乱と唐帝国の凋落 

13. 国際交易とネットワーク 

14. 古代東アジアの変容 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

配布するプリントや参考文献を用いて、授業前は概要を予習し、疑問点などがあれば事前に整理してください。 

授業後は講義の内容を復習し、次の授業に備えて欲しいと思います。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

レポート試験(Report Exam)(50%)/リアクションペーパーの記入(50%) 

 

テキスト（Textbooks） 

なし。講義時にプリントを配布します。 

 

参考文献（Readings） 
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1. 鈴木靖民・金子修一・田中史生・李成市編、2017、『日本古代交流史入門』、勉誠出版 (ISBN:978-4-585-22161-6) 

2. 鈴木靖民監修／高久健二・田中史生・浜田久美子編、2021、『古代日本対外交流史事典』、八木書店 (ISBN:978-4-8406-

2249-3) 

以上のほかにも配布プリントにて適宜紹介します。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

配布プリント、映像資料を使用した講義形式です。 

履修している学生に対して事前に説明した上で授業計画が変更になる場合があります。 

 

注意事項（Notice） 
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■AC350 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AC350／史学講義 ５０ 

(Lectures on History 50) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
日本の思想・文化 

担当者名 

（Instructor） 
蔭木 達也(KAGEKI TATSUYA) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
HIS3500 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

近代日本の思想がどのように生まれ、展開したのかを学び、現在の日本社会が依って立つ価値観や考え方の一つの源泉を辿る

こと。 

 

We will trace the roots of the commonsense in today’s Japan by learning the development of Japanese modern thought. 

 

授業の内容（Course Contents） 

電車に乗れば一人一人がお金を払い、国家の決めた法に従って横断歩道を渡る。なぜ私たちは、「国家」や「通貨」、「法律」や

「個人」などの概念を、まるで何も疑うことのなきがごとく自然に受け入れているのでしょうか。本授業では、19 世紀後半から 20世

紀前半の日本の政治思想史、経済思想史、社会思想史を辿ることで、現代の日本で当たり前になっているような規範や概念が、

近代日本の成立と展開とともにどのように生まれ、展開してきたのかを学びます。 

 

Why do we in Japan trust naturally the concept such like “government,” “money,” “law,” “individual person,” today? The history 

of how modern Japanese thought developed from the end of the 19th century to the first half of 20th century will give you the 

reason. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 近代日本と社会科学 

2. 前近代における科学的認識の萌芽 

3. 近代国家構想の成立 

4. 啓蒙思想の広がり 

5. 民権思想の展開 

6. 立憲体制の樹立 

7. 資本主義的経済体制の模索 

8. 「国民」の創出 

9. 国家主義と家族主義 

10. アジア観と植民地政策 

11. 経済学の輸入 

12. 「民衆」の台頭と新たな社会科学 

13. 日本ファシズムの社会科学性 

14. 日本資本主義論争 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

受講者から提出された疑問点、論点、関心に即して適宜授業時間外の学習支援を行います。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

レポート試験(Report Exam)(100%) 

 

テキスト（Textbooks） 

なし 

 

参考文献（Readings） 

新刊では手に入りにくいものばかりですので、授業中に適宜紹介します。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 
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注意事項（Notice） 
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■AC351 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AC351／史学講義 ５１ 

(Lectures on History 51) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
日本変動期史論 1 

担当者名 

（Instructor） 
寺尾 美保(TERAO MIHO) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
HIS3500 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

日本近世近代移行期（19 世紀を中心とする）について、華族という新しい呼称を与えられた旧大名の視点から、政治的側面・経

済史的側面・文化史的側面を複合的に理解する。 

 

To understand complex political, economic and cultural historical aspects of the early modern transition period (mainly the 19th 

century) from the perspective of the former feudal lords who were given the new designation of the nobility. 

 

授業の内容（Course Contents） 

明治 2(1867)年の版籍奉還と同時に、大名と公家には「華族」という呼称が与えられた。長く続いた大名が「華族」になるということ

は、近代化の重要な要素であるが、「華族」とは何かという明確な規定はなかった。本講義では、初めに華族制について学び、次

に大名としての長い歴史をもつ島津家をと事例とし、公爵としていかにあるべきかを試行錯誤していく様子を、島津家に伝わる家

の史料を用いながら考えていく。 

 

The title of "nobility" was given to the feudal lords and court nobles at the same time as the return of the lands and people 

from the feudal lords to the Emperor in 1867. While it was an important element of modernization for long-lived feudal lords to 

become "nobility," there was no clear definition of what constituted a "nobility." In this lecture, the participants first learn 

about the nobility system, and then, referring to the Shimadzu family, which has a long history as a feudal lord, as a case study, 

discuss how they tried and failed to figure out what they should be as a duke, using family historical documents handed down in 

the Shimadzu family. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. ガイダンス 

2. 華族研究の変遷について 

3. 華族制の創出と華族会館 

4. 明治初期の大名華族 

5. 第十五国立銀行と西南戦争 

6. 華族の歴史認識（１） 華族の歴史編纂 

7. 華族の歴史認識（２） 華族の歴史検証 

8. 史料を媒介とした人的ネットワークと華族 

9. 大津事件と公爵島津家（１） 近年の大津事件研究 

10. 大津事件と公爵島津家（２） 華族の地方貫族との関係 

11. 島津家における鉱山事業（１） 明治期における鉱山経営の始動 

12. 島津家における鉱山事業（２） 鉱山経営の展開 

13. 島津家の家庭教育と家庭教師の英国夫人 

14. まとめ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

配布した資料を読み返し、紹介する参考文献などを用いて、興味関心を広げる。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

最終レポート(Final Report)(30%)/小テスト(40%)/講義への参加姿勢(30%) 

２／３以上の出席をしていない場合は、単位取得不可。 

 

テキスト（Textbooks） 

毎回資料を配付する。 

 

参考文献（Readings） 

1. 大久保利謙、1993、『華族制の創出』、吉川弘文館 (ISBN:4642035931) 
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その他、授業中に指示する。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

やむを得ない事情をのぞく、私語・遅刻早退を禁じる。 

 

注意事項（Notice） 
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■AC355 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AC355／超域文化学講義 １ 

(Lectures on Interdisciplinary Cultural Studies 1) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
文化人類学 1 

担当者名 

（Instructor） 
横田 浩一(YOKOTA KOICHI) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
HIS3600 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

(1) 様々な現場から人間の生活に根ざした考察をおこなうという文化人類学の方法論を用いることによって、人間の普遍性と多

様性を理解し、他者に対する想像力を養うことができるようになる。 

(2) 民族誌という表現形態による議論や考察を経験することで、抽象的でありふれた説明に頼らず、個別具体的な現象や出来事

の微細な検討にもとづく思考や主張ができるようになる。 

 

(1) Using the cultural anthropological methodology of conducting observations rooted in human lifestyles from various sites, 

students will gain an understanding of the universality and diversity of humans, and will cultivate power of imagination with 

respect to other people. 

(2) Through experience in discussions and observations of the form of expression known as ethnography, students will become 

able to think and make claims based on detailed investigation of specific concrete phenomena and events, without reliance on 

abstract and commonplace explanations. 

 

授業の内容（Course Contents） 

文化人類学は、地球に生きる様々な「他者」を、文化と社会をキーワードに理解することを目指す学問である。その最大の特徴

は、フィールドワーク（参与観察）という手法に基づきながら、異なる文化や社会について経験的かつ実証的に考え、民族誌（エス

ノグラフィー）を書くことにある。この作業は同時に、私たちが生きる社会の支配的な価値観を相対化することだけでなく、人間の

普遍性を考えることを意味する。本講義では、人間の普遍性と多様性の双方を視野に入れた文化人類学的な「ものの見方」を身

につけることを目指す。 

 

Cultural anthropology is a field of study that aims to understand the varied "others" who live on the earth, with "culture" and 

"society" as its keywords. Its is characterized foremost by thinking experientially and empirically about different cultures and 

societies with a basis in the technique of field work (participatory observation), and by writing ethnographies. At the same time, 

this work means not only relativizing the dominant values of the society in which we live, but also considering the universality of 

human beings. These lectures aim to equip students with a cultural anthropological "views of things" that incorporate 

perspectives of both the universality and diversity of human beings through all 14 lectures. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. イントロダクション：講義の目的と授業方針の説明 

2. 文化概念と文化相対主義：人類学の基本的な発想を学ぶ 

3. フィールドワークと民族誌：人類学の基本的な研究方法であるフィールドワークについて学ぶ  

4. 人種とエスニシティ：人種論の形成過程と、それが引き起こす現代の諸問題について学ぶ 

5. 生態と文化：生態学的適応の視点から、狩猟採集民や牧畜民の生業について学ぶ 

6. 家族と親族：現代の家族や親族のあり方について、生殖医療の進展も視野に入れて学ぶ 

7. 結婚：社会的身分の変化やインセスト・タブーなどを中心に人間はなぜ結婚するのか学ぶ 

8. ジェンダーとセクシュアリティ：ジェンダー（社会的性別役割）の多様性や性の多義性について学ぶ 

9. 宗教：宗教とは何か、その定義から役割まで近年の動向を踏まえて学ぶ 

10. 儀礼：通過儀礼を中心に解説し、人間は何のために儀礼を行うのか学ぶ 

11. 法と文化：人間はもめごとをどのように解決してきたのか民族誌から学ぶ 

12. 贈与と交換：人間社会におけるモノの多様なやりとりについて学ぶ 

13. 観光と文化：観光と文化との関係を真正性をキーワードに学ぶ 

14. まとめと復習 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

［予習］ 講義の目的・内容にもあるように、文化人類学は民族誌を通じて、私たちの「当たり前」を問い直す学問である。したがっ

て、それぞれのテーマに関してどのようなことが「当たり前」だとされているのかを新聞やインターネットで調べるなどして理解して

おくこと。 

［復習］ 毎回の授業前後に、配布する資料を熟読し、講義内容に対する理解を深めてほしい。 
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成績評価方法・基準（Evaluation） 

レポート試験(Report Exam)(70%)/リアクションペーパーの提出(30%) 

10 回以上の出席（またはリアクションペーパーの提出）がない場合には、単位修得不可。 

 

テキスト（Textbooks） 

なし 

 

参考文献（Readings） 

1. 綾部恒雄・桑山敬己（編）、2010、『よくわかる文化人類学（第 2 版）』、ミネルヴァ書房 (ISBN:978-4-623-05696-5) 

2. 川口幸大、2017、『ようこそ文化人類学へ』、昭和堂 (ISBN:978-4-8122-1606-4) 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AC358 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AC358／超域文化学講義 ４ 

(Lectures on Interdisciplinary Cultural Studies 4) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
地域研究論 2 

担当者名 

（Instructor） 
丸山 浩明(MARUYAMA HIROAKI) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
HIS3600 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

ラテンアメリカの多様な自然環境、植民・開発の歴史、経済・社会・文化的特徴、直面する諸問題などについて、包括的な理解と

関心を涵養する。 

 

The purpose of this course is to develop a comprehensive understanding and interest in Latin America's diverse natural 

environment, its colonial and developmental history, its economic, social, and cultural characteristics, and the problems it faces. 

 

授業の内容（Course Contents） 

最初にラテンアメリカの地域構成と自然環境、社会・文化環境について概説する。そのうえで、アマゾン、パンタナールを事例に取

り上げて、多様な生態空間と人々の生活・文化との関わりについて、おもに文化生態学的視点から詳説する。 

 

First, the regional structure, natural environment, and socio-cultural environment of Latin America will be outlined. Then, the  

Amazon and the Pantanal are taken up as case studies, and the relationship between the diverse ecological spaces and people's 

lifestyles and cultures will be discussed in detail, mainly from a viewpoint of cultural ecology. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. ラテンアメリカの地域構成と自然環境 

2. 人類の空間的拡散と新大陸の古代文明 

3. アマゾンの原初的風景（自然環境と先住民） 

4. アマゾンの植民・開発史１ 

5. アマゾンの植民・開発史２ 

6. アマゾンの植民・開発史３ 

7. アマゾンの植民・開発史４ 

8. アマゾンの現代的風景（開発と環境問題） 

9. パンタナールの自然環境 

10. パンタナールの植民・開発史 

11. パンタナールの生活様式と環境・社会問題１ 

12. パンタナールの生活様式と環境･社会問題２ 

13. パンタナールの生活様式と環境･社会問題３ 

14. 筆記試験 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

授業時に指示する。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

筆記試験(Written Exam)(70%)/授業時のリアクションペーパー(30%) 

 

テキスト（Textbooks） 

1. 丸山浩明、2023（予定）、『アマゾン（仮題）』、岩波書店 

 

参考文献（Readings） 

1. 丸山浩明編、2011、『パンタナール』、海青社 (ISBN:978-4-86099-276-7) 

2. 丸山浩明編、2013、『ブラジル』、朝倉書店 (ISBN:978-4-254-16926-3) 

3. 矢ヶ﨑他編、2007、『地誌学概論』、朝倉書店 (ISBN:978-4-254-16820-4) 

4. 松本栄次、2012、『写真は語る 南アメリカ･ブラジル・アマゾンの魅力』、二宮書店 (ISBN:978-4-8176-0364-7) 

5. 山本紀夫編、2007、『アンデス高地』、京都大学学術出版会 (ISBN:978-4-87698-704-7) 

6. 矢ヶ崎他編、2018、『ローカリゼーション 地域へのこだわり』、朝倉書店 (ISBN:978-4-254-16882-2) 
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その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

できるだけ地図帳を手元に準備すること。 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AC359 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AC359／超域文化学講義 ５ 

(Lectures on Interdisciplinary Cultural Studies 5) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
地域研究論 3 

担当者名 

（Instructor） 
堤 純(TSUTSUMI JUN) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
HIS3600 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

１．オーストラリアの自然，歴史，文化的な特徴を説明できる。 

２．オーストラリア建国時と今日の外交上のスタンスの変化を説明できる。 

３．オーストラリアの都市社会が抱える諸問題とその解決策について一例を挙げて説明できる。  

 

1. Students will be able to explain the nature, history, and cultural characteristics of Australia. 

2. Students will be able to explain changes in the diplomatic stance of Australia between the time of the beginning and today. 

3. Students will be able to explain the urban social problems in Australia by giving some examples.  

 

授業の内容（Course Contents） 

世界で最も美しく暮らしやすい国の一つといわれるオーストラリア。「温暖な気候に恵まれ，豊富な農産・鉱物資源に恵まれ，陽気

でフレンドリーなオージーの暮らす大らかで豊かな国」という印象の強いオーストラリアだが，1970 年代中盤までは，白豪主義を

掲げ，アジア系移民を受け付けない，全くの「別人」だった。そのオーストラリアが，日本と「相思相愛」の関係になるまでの道は決

して平坦ではなかった。この授業では，自然条件，歴史，文化的背景，経済状況，そして国際社会における役割など多様な視点

から地誌学（地域地理学）的に，この国の素顔に迫る。  

 

Australia is said to be one of the most beautiful and lifestyle-friendly countries in the world. Australia enjoys a strong image as 

a country blessed by a warm climate and abundant agricultural and mineral resources, populated by cheerful and friendly 

"Aussies." However, until the mid-1970s, it was a completely different place that, under "white Australia policy," did not accept 

Asian immigrants. The road to mutual reliance between Australia and Japan has been very difficult. This class will seek the real 

face of Australia in terms of regional geography, from diverse perspectives including natural conditions, history, cultural 

background, economic circumstances, and roles in the international community.  

 

授業計画（Course Schedule） 

1. オリエンテーション −オーストラリアとはどんな国か？−  

2. オーストラリアの自然環境の特殊性（5500 万年の大陸移動と厳しい乾燥） 

3. 多様な気候条件と固有種（なぜコアラとカンガルーが大繁殖したか） 

4. 映画に描かれたオーストラリア社会の表象① −Harsh History of Immigrants− 

5. 映画に描かれたオーストラリア社会の表象② −Stolen Generations−  

6. 広大な大地と Dreaming Story −アボリジニの文化−  

7. 植民地の成立とオーストラリア政治 −ゴールドラッシュと白豪主義−  

8. イギリスとの「決別」とアジア・太平洋地域への接近 −国家アイデンティティの確立− 

9. オーストラリアの農牧業 −もはや「羊の背中にのった国」ではない？−  

10. オーストラリアの都市社会①（鉄鉱山への FIFO「飛行機通勤」で発展するパース） 

11. オーストラリアの都市社会②（非ステレオタイプな移民が創るアデレード） 

12. オーストラリアの都市社会③（グローバル都市・シドニー） 

13. オーストラリアの都市社会④（伝統と最新が調和する都市・メルボルン） 

14. Lovely Aussie Lifestyle（wagyu，バーベキュー，LOHASな休日，LGBT社会，観光など）  

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

授業で使うパワーポイントのスライド（空欄穴埋め式）はおおむね当該授業の前週の授業日までにはアップされているので，次週

の授業までの間にあらかじめ目を通して，空欄に入る用語を予習した上で当日の授業に臨むとよい。 

パワーポイントの内容と，授業時の教官の口頭説明や板書内容を書き取った自筆ノートとを比較しながら復習する。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

レポート試験(Report Exam)(50%)/毎回の授業後に書くミニコメント(50%) 
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レポート試験 50％に加えて，Blackboard のレポート機能にて，300〜500 字程度のリアクションペーパーを毎回課します（成績の

50%分）。オンライン授業を視聴していたとしても，期日までにリアクションペーパーの提出がなければ欠席扱いとします（毎回の〆

切は授業翌々日の水曜日 23:59 の予定）。出席は毎回取ります。無断早退は平常点をゼロにします。注意して下さい。やむをえ

ない事情がある場合は，必ず「事前」に相談して下さい。 

 

テキスト（Textbooks） 

なし 

 

参考文献（Readings） 

1. 竹田いさみ、2000、『物語オーストラリアの歴史 : 多文化ミドルパワーの実験』、中央公論社 (ISBN:9784121015471) 

2. 堤 純、2018、『変貌する現代オーストラリアの都市社会』、筑波大学出版会 (ISBN:4904074467) 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

対面による授業を予定していますが，担当教員の都合により 4〜7 回のオンライン（当該授業時間中にライブ配信）の回がある見

込みです。詳細は，初回の授業日にアナウンスします。詳細は，立教大学のルールに従うことにします。 

毎回の授業で用いる教材（パワーポイント資料，授業動画）は，Blackboard上で公開します。 

担当教官は兼任講師ゆえ，オフィスアワーはありません。質問・連絡事項がある場合は，メール（jtsu@geoenv.tsukuba.ac.jp）で受

け付けますが，その際，必ず「PC のメールアドレス（Gmailなどの Webmail 可）」から送信して下さい。未着トラブルが多いので，携

帯ドメイン（docomo, ezweb, softbank 等）からのメールには返信しません。 

 

注意事項（Notice） 
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■AC362 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AC362／超域文化学講義 ８ 

(Lectures on Interdisciplinary Cultural Studies 8) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
アメリカ社会史 2 

担当者名 

（Instructor） 
南 修平(MINAMI SHUHEI) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
HIS3600 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

1．アメリカ社会の複雑な様相を人種やジェンダー、宗教、階級など複層的な観点から説明することができる。 

2．現代アメリカの様々な問題を歴史的視点から捉えることができる。 

 

1. Students will be required to describe how complicated American society is, referring to race, gender, religion, and class. 

2. Based on historical viewpoint, students will be able to examine various social problems among people in the United States. 

 

授業の内容（Course Contents） 

本講義ではアメリカ社会に生きる人々の日常に焦点を当て、その中に現れる様々な問題を歴史的に考察し、人種や階級、ジェン

ダー、セクシュアリティなどが複雑に絡み合う状況を紐解いていく。そして、日常生活の中で人々がどのようにして人種や階級、ジ

ェンダーといった意識を顕在化させるのか、それらの意識によってお互いが結びつき、また離間が促されるのかを考えていく。 

 

Paying close attention to ordinary people's everyday life, this course explores a variety of struggles among them historically and 

try to elucidate the complicated backgrounds from the view of race, class, gender and sexuality. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. イントロダクション—歴史的視点とその有用性 

2. 膨張する都市、変容する人種秩序 

3. 住宅問題が示すもの—シカゴとニューヨークの事例から 

4. ジョン・V・リンジー市政のニューヨーク—住むこと、働くことが創り出す境界 

5. "Silent Majority": 顕在化する白人労働者階級の矜持 

6. "Looking for Brooklyn Dodgers": 変わりゆく労働者の街 

7. 争う Brooklyn—コミュニティは誰のものか 

8. "Unbought and Unbossed": シャーリー・チザムの闘い 

9. クローゼットの扉を開けて—性的マイノリティの Uprising 

10. The Times of Harvey Milk 

11. After Stonewall Uprising: Another Struggle, Another Anger 

12. Controversy on Abortion: 人工中絶問題とは何か   

13. プロライフの闘いと現在地—テキサスから全国へ 

14. まとめ—「多文化社会」アメリカの現実とこれから 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

講義ではアメリカ社会が抱える主要な論争的課題を扱い、それらの理解を促し、深めるために役立つ様々な文献、映像、ウェブ

サイトなどを紹介する。受講生は、講義の前後で出来るだけそれらにアクセスし、直接目を通すことで、文字上だけでなく立体的

にアメリカ社会が抱える問題を理解し、明確な問題意識をもって講義に臨むことが求められる。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

講義で扱ったテーマに関するレポート（複数回）(80%)/コメントペーパー(20%) 

レポートの課題や作成要領など具体的なことは、開講後に改めて伝える。 

 

テキスト（Textbooks） 

特定のテキストは用いない。 

 

参考文献（Readings） 

1. 竹中興慈、1995、『シカゴゲトー成立の社会史』、明石書店 (ISBN:978-4750306872) 

2. ロビン・D・G・ケリー、2007、『ゲットーを捏造する―アメリカにおける都市危機の表象』、彩流社 (ISBN:978-4779112461) 

3. Clarence Taylor. 2011.  Civil Rights in New York City: From World War II to the Giuliani Era . Fordham University Press 
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(ISBN:978-0823232895) 

4. Brian Purnell. 2015.  Fighting Jim Crow in the County of Kings: The Congress of Racial Equality in Brooklyn reprint ed. 

University Press of Kentucky (ISBN:978-0813165585) 

5. David Carter. 2004. Stonewall: The Riots That Sparked the Gay Revolution. St. Martins Press (ISBN:978-0312200251) 

6. 荻野美穂、2012、『中絶論争とアメリカ社会―身体をめぐる戦争』、岩波書店 (ISBN:978-4000285629) 

7. 兼子歩、貴堂嘉之、2022、『「ヘイト」に抗するアメリカ史—マジョリティを問い直す』、彩流社 (ISBN:978-4779128264) 

その他講義の内容に関連する文献や資料は講義内で適宜紹介する。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

教員への連絡はメールを通じて行う。アドレスは第 1 回講義にて周知する。 

 

注意事項（Notice） 
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■AC365 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AC365／超域文化学講義 １１ 

(Lectures on Interdisciplinary Cultural Studies 11) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
イスラーム複合社会史 1 

担当者名 

（Instructor） 
神田 惟(KANDA YUI) 

学期 

（Semester） 
春学期他(Spring Others) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
HIS3600 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

イスラームが成立した 7 世紀以降、現代に至るまでの間に、中東（西アジア）を中心とする地域においてムスリムのために／ムス

リムによって生み出された工芸品・写本絵画・建築の地域的・史的展開についての知識を習得することで、各時代・地域の文化に

ついて、具体的な作品例を挙げながら説明できるようになることを目標とします。考察の対象となる地域には、中東のほか、時代

によっては、イベリア半島、北アフリカ、中央アジア、南アジアも含まれますので、高校レベルの世界史の通史の復習にも役立つ

でしょう。  

 

The course provides students with opportunities to gain knowledge regarding regional and historical development of crafts, 

manuscripts, and architecture created by/for Muslims, mainly in the Middle East from the establishment of Islam in the 7th 

century to the present day (it will also cover the “Islamic art” from Spain, North Africa, Central Asia and South Asia). By the 

end of this course, students will be able to explain the cultural and political background of each Muslim dynasty by comparing 

and contrasting works of art from various periods and regions.  

 

授業の内容（Course Contents） 

本講義では、まず、イスラームの教義と各宗派の違いについて概観したのち、この教えがムスリムのために／ムスリムによって 7

世紀以降主に西アジア地域で生み出された工芸品・写本絵画・建築にどのような特色をもたらしたのかについて多角的に検討し

ます（第 1 回）。 続いて、それらの工芸品・写本絵画・建築が、どのような文化的・宗教的・政治的背景のもと生み出されたのか、

タテ（地域性）とヨコ（時代性）の繋がりに重点を置きながら、時系列順に分析します（第 2 回〜第 12 回）。合わせて、第 14 回の講

義では、開講期間中に日本国内で見ることのできるイスラーム美術作品について紹介し、受講生のみなさんが、講義で学んだこ

とを実際に自身の目で確かめ、自ずから作品について思考するための一助とします。 

 

授業キーワード：イスラーム、西アジア、中近東、宗教、歴史、文化、美術、言語、文字、グローバル化、アラビア語、ペルシア語、

トルコ語、クルアーン 

 

The lectures will first offer an overview of Islamic doctrines and the differences among its sects, and then consider, from 

multiple perspectives, what distinctions these teachings brought about in crafts, manuscripts, and architecture created by/for 

Muslims primarily in the Middle East from the 7th century onwards. Subsequently, the course will analyze, in chronological order 

and with an emphasis on the connection between the vertical (regionality) and horizontal (temporality) axes, what sort of 

cultural, religious, and political backgrounds were behind these crafts, manuscripts, and architecture (2nd to 12th sessions). In 

the 14th lecture, the course will introduce Islamic artworks that can be viewed in Japan. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. ガイダンス：「イスラーム」とは何か、「イスラーム」美術とは何か 

2. ビザンティン・サーサーン文化の遺産とイスラーム美術の勃興・伝播（622 年–950 年） 

3. カリフ国鼎立・イラン系王朝成立期の文化（750 年–1150 年） 

4. トルコ系王朝の西進・南進と「ムーン・フェイス」の伝播（1050 年–1250 年） 

5. モンゴル系王朝の西進とイスラーム美術（1250 年–1350 年）①：イルハン朝期イランの美術 

6. 十字軍・国土回復運動時代の地中海世界の文化（1150 年–1500年） 

7. モンゴル系王朝の西進とイスラーム美術（1350 年–1500 年）②：ティムール朝期中央アジア・イランの美術 

8. 大航海時代とイスラーム美術（1500 年–1800 年）①：オスマン朝期地中海世界の美術 

9. 大航海時代とイスラーム美術（1500 年–1800 年）②：サファヴィー朝期イランの美術 

10. 大航海時代とイスラーム美術（1500 年–1800 年）③：サファヴィー朝期イランの美術 

11. 大航海時代とイスラーム美術（1500 年–1800 年）④：ムガル朝期インドの美術 

12. 近代化・西洋化の波とイスラーム美術の終焉？：1800 年–現代 

13. 第 1 回〜第 12 回までの総括 
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14. イスラーム美術と日本 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

各回とも、次回講義の内容に関わる参考文献（過去の授業分のレジュメを含む）の一覧を配布しますので、アスタリスクの印があ

るものを中心に、復習の際にできるだけ目を通しておくようにしてください。現状、イスラーム美術史の通史を正面から扱った和書

は出版されていませんので、必ず、配布したレジュメやご自身のノートを繰り返し見返すようにしてください。小テストの欄外やコメ

ントペーパーを介した質問等、積極的な講義への参加を歓迎します。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

最終レポート(Final Report)(40%)/コメントペーパー（x 講義を行う日数）(60%) 

 

テキスト（Textbooks） 

使用しません。 

 

参考文献（Readings） 

1. 桝屋友子、2009、『すぐわかるイスラームの美術：建築・写本芸術・工芸』、東京美術 (ISBN:978-4808708351) 

2. 中田考監修・中田香織、下村佳州紀訳、2014、『日亜対訳クルアーン：[付] 訳解と正統十読誦注解』、作品社 (ISBN:978-

4861824715) 

3. Flood, Finbarr B. and Gülru Necipoğlu, eds.. 2017. A Companion to Islamic Art and Architecture (Blackwell Companions to Art 

History Book 12), 2 vols.. Wiley-Blackwell (ISBN:978-1-119-06866-2) 

授業中により詳細な参考文献を配布します。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 

授業実施日 

・8/1(火)2～4 限(10:45～17:00) 

・8/2(水)1～4 限(08:50～17:00) 

・8/3(木)1～4 限(08:50～17:00) 

・8/4(金)2～4 限(10:45～17:00) 

教室：A304 
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■AC367 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AC367／超域文化学講義 １３ 

(Lectures on Interdisciplinary Cultural Studies 13) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
イスラーム複合社会論 1 

担当者名 

（Instructor） 
後藤 絵美(GOTO EMI) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
HIS3600 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

本講義では、イスラームやムスリム社会と結びつけられてきたいくつかの現代的問題（信仰、フェミニズム、歴史）を扱う。それらを

「他人事」ではなく、自らの生との関わりから理解し、より深く考察することが本講義の目標である。 

 

This lecture deals with contemporary issues related to Islam and Muslim societies, including religious faith, feminism, and 

history. Its aim is to cultivate a deep understanding of these issues, connect them with our own lives, to develop the thought. 

 

授業の内容（Course Contents） 

近年、さまざまな分野でのグローバル化が急速に進む一方で、「自国第一主義」や「移民排斥」、「ヘイトスピーチ」等によって、

人々のあいだの分断を助長する動きが顕著になっている。本講義では、そうした分断の動きとしばしば深く関連するといわれるイ

スラームをめぐる複数の思想や実践を取り上げ、そこに映る現代世界の構造や現実の断片を眺めていく。その作業を通して、今

がどのような時代であるのか、今後何が必要になってくるのかを考えていく。 

 

In recent years, while globalization in various fields has progressed rapidly, divisions between people have become remarkable 

through “own nation first policy,” "immigrant exclusion," and "hate speech," etc. In this lecture, we will consider multiple 

phenomena related to Islam, which are often connected with the movement of such divisions. We will look at the structures, 

ideas, and fragments of the reality of the modern world reflected there. Through the class, we will consider what kind of era this 

is and what will be needed in the future.  

 

授業計画（Course Schedule） 

1. はじめに―「現代」と「思想」 

2. イスラームの基礎知識 

3. 神と預言者 

4. 信仰とは何か 

5. 信仰を考える① 

6. 信仰を考える② 

7. フェミニズムとは何か 

8. フェミニズムを考える① 

9. フェミニズムを考える② 

10. 歴史とは何か 

11. 歴史を考える① 

12. 歴史を考える② 

13. レポートの共有 

14. 全体のまとめ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

日常的に、新聞・テレビなどでイスラームや関連のニュースに触れておくこと。配布されたプリントを読み返す他、参考図書や参考

論文を読み自習すること。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

最終レポート(Final Report)(40%)/各回のレポート(40%)/グループワークや授業内での発言などの貢献(20%) 

 

テキスト（Textbooks） 

なし 

 

参考文献（Readings） 
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その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AC370 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AC370／超域文化学講義 １６ 

(Lectures on Interdisciplinary Cultural Studies 16) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
文化環境学 2 

担当者名 

（Instructor） 
加賀美 雅弘(KAGAMI MASAHIRO) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
HIS3600 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

自然環境をベースにしたヨーロッパの文化と社会の特性を，食に着目して論じ，地理と歴史を踏まえたヨーロッパの地域理解を目

指します。 

 

We will discuss the characteristics of European culture and society in attention to natural environment. For the purpose we 

focus on food custom and dishes. The aim of this lecture is understanding of Europe from interdisciplinary viewpoint of 

geography and history. 

 

授業の内容（Course Contents） 

本講義ではヨーロッパの自然と社会の特性を，ヨーロッパ特有の食に着目して考察します。そのために，ヨーロッパの食の変化

を，①自然環境に規定されたローカルな食文化，②近代化に伴う社会格差の拡大と食の多様化，③工業化による食の大衆化，

の 3 点に着目した説明を行い，地域の変化と関連づけた理解を深めます。なお，必要に応じて，日本との違いにも言及します。 

 

In this lecture, we will consider the characteristics of nature and society in Europe, focusing on food custom and dishes which 

show regional variety. In particular, the following three points will be explained: (1) local food culture defined in the natural 

environment, (2) expansion of social disparities and diversification of food due to modernization, and (3) popularization of food 

through industrialization. We would also like to have a comparative viewpoint on society and culture of Europe and Japan. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. オリエンテーション 

授業の全体像，進め方などを説明する。 

2. 食の地域差と文化・社会 

世界の自然環境と人の暮らしの関係を，食の地域差に着目して説明する。 

3. ヨーロッパの自然環境と食（１） 

自然環境と農業の関係を，コムギと油脂に着目した食文化に着目して説明する。 

4. ヨーロッパの自然環境と食（２） 

北西ヨーロッパの自然環境と農業の関係を，豚肉と牛乳に着目して説明する。 

5. 社会的弱者のための食（１） 

貧困層の社会的地位を，トウモロコシに着目して解説する。 

6. 社会的弱者のための食（２） 

貧困層の社会的地位を，ジャガイモに着目して解説する。 

7. 現代ヨーロッパにおける社会的弱者 

ロマ（いわゆるジプシー）の社会的状況について解説する。 

8. 富裕社会と食（１） 

富裕層の社会の特徴を，砂糖の歴史に着目して説明する。 

9. 富裕社会と食（２） 

富裕層の社会の特徴を，コーヒーの歴史に着目して説明する。 

10. 富裕社会と食（３） 

富裕層の社会の特徴を，ミネラルウォーターの歴史に着目して説明する。 

11. グローバル社会と食（１） 

工業化によるチョコレートのグローバル化を解説する。 

12. グローバル社会と食（２） 

工業化によるビールのグローバル化を解説する。 

13. グローバル社会と食（３） 

流入する外国人の社会を，エスニック料理に着目して解説する。 

・エスニックタウンの特徴について説明する。 

14. まとめ 
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授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

ヨーロッパの国名とおもな地名について，地図帳を利用して把握しておいてください。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

最終レポート(Final Report)(40%)/課題レポート(60%) 

 

テキスト（Textbooks） 

1. 加賀美雅弘、2019、『食で読み解くヨーロッパ』、朝倉書店 (ISBN:978-4-254-16360-5) 

 

参考文献（Readings） 

 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

PowerPointを使用した講義形式で，毎回の授業の最後に課題レポートを課します。次回の授業の最初にその総括をし，適宜質

問に回答します。 

 

注意事項（Notice） 
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■AC372 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AC372／超域文化学講義 １８ 

(Lectures on Interdisciplinary Cultural Studies 18) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
考古学 

担当者名 

（Instructor） 
岩瀬 彬(IWASE AKIRA) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
HIS3600 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

石器使用痕分析の理論・方法を理解し，旧石器時代における日本列島に居住した人類の歴史の一端を学ぶ。 

 

Students will understand the theories and methods of use-wear analysis for the prehistoric stone tools, and will learn a part of 

the human prehistory in the Japanese archipelago during the Paleolithic period. 

 

授業の内容（Course Contents） 

本講義の主要なテーマである石器使用痕分析と呼ばれる研究領域は，考古学的遺跡から回収される遺物の中で最も普遍的な

資料の一つである石器の使用をめぐる諸問題を取り扱う。ここではその研究史と理論，そして方法を学ぶ。また日本列島の旧石

器時代資料を対象とした事例分析を通じて，石器使用痕分析の意義を考察・理解する。 

 

Stone tools are the most ubiquitous artifacts recovered from archaeological sites all over the world. Lithic use-wear analysis is 

a method to infer their function. Here, students will learn about the research history, theories, and methods of the analysis. In 

addition, through the introduction of the case studies for the Japanese Paleolithic artifacts, students will observe and 

understand the significance and implication of functional studies. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. ガイダンスおよび日本列島の旧石器時代研究（1） 

2. 日本列島の旧石器時代研究（2） 

3. 日本列島の旧石器時代研究（3） 

4. 石器使用痕分析の研究史と理論、方法（1） 

5. 石器使用痕分析の研究史と理論、方法（2） 

6. 石器使用痕分析の研究史と理論、方法（3） 

7. 石器使用の多様性とその含意を理解するために：狩猟採集民の道具資源・食料資源の利用（1） 

8. 石器使用の多様性とその含意を理解するために：狩猟採集民の道具資源・食料資源の利用（2） 

9. 後期更新世後半における日本列島の古地理・植生・動物相（1） 

10. 後期更新世後半における日本列島の古地理・植生・動物相（1） 

11. 実践：日本列島の旧石器時代を対象とした使用痕分析（1） 

12. 実践：日本列島の旧石器時代を対象とした使用痕分析（2） 

13. 実践：日本列島の旧石器時代を対象とした使用痕分析（3） 

14. 実践：日本列島の旧石器時代を対象とした使用痕分析（4） 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

授業時間外の学習に関する指示は，必要に応じて適宜指示する。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

レポート試験(Report Exam)(100%) 

2/3 以上の出席をしていない場合は，単位修得不可。 

 

テキスト（Textbooks） 

プリント配布等によりテキストは使用しない。 

 

参考文献（Readings） 

1. 阿子島 香、1989、『石器の使用痕』、ニューサイエンス社 

2. 御堂島 正、2005、『石器使用痕の研究』、同成社 

3. 岩瀬 彬、2021、『最終氷期最盛期の石器使用痕研究』、同成社 

4. Keeley, L. H.. 1980. Experimental Determination of Stone Tool Uses: A Micro Wear Analysis.. The University of Chicago Press 
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その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

パワーポイントを使用した講義形式で，映像資料や現物資料なども適宜活用する。 

 

注意事項（Notice） 
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■AC374 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AC374／超域文化学講義 ２０ 

(Lectures on Interdisciplinary Cultural Studies 20) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
文化ダイナミクス論 

担当者名 

（Instructor） 
西川 慧(NISHIKAWA KEI) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
HIS3600 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

イスラームをはじめとする現代の宗教現象・実践について、人類学的視点から論じることができる 

現代社会における宗教の役割について、争点となるトピックについて基礎的な知識を身に着ける 

 

To be able to discuss  Islam and contemporary religious phenomenon/practice from anthropological perspectives. 

To acquire the basic knowledge about some research trends on the role of religion in contemporary world. 

 

授業の内容（Course Contents） 

この授業では、文化人類学の視点から現代イスラーム社会について考えることで、現代社会における宗教現象について理解を

深めていきます。毎回主要なトピックについての研究動向を紹介したうえで、その争点について学びます。レポート試験では、イス

ラームに限らず、現代の宗教現象について考察したレポートを提出してもらいます。 

 

By analyzing contemporary Islamic society from cultural anthropology perspective, this class aims to understand some religious 

phenomena in contemporary world. In every class, I will introduce some research trends on Islam and contemporary religion. As 

report exam, students required to write paper on contemporary religion. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. イントロダクション：イスラームをめぐる人類学 

2. イスラームの基本的教義と人類学 

3. イスラームの地域性について考える 

4. 宗教と近代①：近代という困難 

5. 宗教と近代②：イスラーム復興論 

6. イスラームとジェンダー①：ヴェールと女性 

7. イスラームとジェンダー②：ジェンダーの多様性を考える 

8. イスラームとジェンダー③：ムスリムの男性性 

9. イスラームと経済 

10. 食文化：現代社会におけるハラール/ハラーム 

11. マイノリティとしてのムスリム 

12. ムスリムの敬虔さについて考える 

13. イスラームと倫理の人類学 

14. 総括：現代社会と一神教 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

授業内容に応じて、適宜関連文献を紹介する。 

また、レポート試験に向けて各自で考察を進める。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

レポート試験(Report Exam)(60%)/リアクションペーパー(40%) 

 

テキスト（Textbooks） 

なし 

 

参考文献（Readings） 

 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 
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注意事項（Notice） 
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■AC376 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AC376／超域文化学講義 ２２ 

(Lectures on Interdisciplinary Cultural Studies 22) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
フォークロア 2 

担当者名 

（Instructor） 
市田 雅崇(ICHIDA MASATAKA) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
HIS3600 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

民俗学は日常世界を見つめなおし、文化や社会を考えていく学問である。本講義ではわれわれの身近にある「あたりまえのもの」 

を通して日本社会の文化を問い直し、フォークロアを通して現代社会を理解することを目標とする。 

 

Folklore studies is an academic field that rethinks the everyday world to consider culture and society. These lectures aim to 

question the culture of Japanese society through the "normal things" familiar to us, and to understand contemporary society 

through folklore. 

 

授業の内容（Course Contents） 

日本の民俗学のについていくつかのテーマを設定して日本社会の文化について学ぶ。本年度は、(1)しぐさ、病い、まじない、都市

伝説などをとりあげて、身体とフォークロアの視点から考える。(2)「ふるさと」の創出、祭りやイベントを通した地域振興を事例とし

て、ノスタルジーとフォークロアの視点から考える。 

 

The course will set several themes concerning Japanese folklore studies and will study the culture of Japanese society. This 

academic year, the course will consider views on (1) physicality, taking gestures, sickness, magic, and urban legends in Japan as 

examples. (2) And consider views on nostalgia, taking cultural landscapes, community revitalization through festivals, and 

inventions of "furusato" as examples. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. イントロダクション 

2. 日本のフォークロア研究 

3. フォークロアと身体（1） 

4. フォークロアと身体（2）健康感と病い 

5. フォークロアと身体（3）死生観 

6. フォークロアと身体（4）まじないと祈り 

7. フォークロアと身体（5）都市伝説 

8. フォークロアとノスタルジー（1）郷土玩具と民芸品 

9. フォークロアとノスタルジー（2）文化的景観 

10. フォークロアとノスタルジー（3）祭り 

11. フォークロアとノスタルジー（4）昔話 

12. フォークロアとノスタルジー（5）昭和 

13. フォークロアからみる時事問題 

14. まとめ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

国内外の文化に関する新聞記事等に日ごろから目を通しておくこと。 

その他授業内において指示する。  

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

レポート試験(Report Exam)(50%)/複数回の授業内課題(50%) 

最終レポートでは、授業内で取り扱ったテーマについて、受講者が現地調査したうえで、レポートとして提出する。 

 

テキスト（Textbooks） 

なし 

 

参考文献（Readings） 

1. 福田アジオほか編、1999-2000、『日本民俗大辞典』、吉川弘文館 

2. 民俗学事典編集委員会編、2014、『民俗学事典』、丸善出版 
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授業内で紹介する。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AC378 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AC378／超域文化学講義 ２４ 

(Lectures on Interdisciplinary Cultural Studies 24) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
人類生態学 

担当者名 

（Instructor） 
佐川 徹(SAGAWA TORU) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
HIS3600 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

・国家のない社会における生活と秩序維持の原理を理解する 

・国家社会と国家のない社会との歴史的な葛藤を理解する 

・現代世界の周縁部で生じている統治や収奪、抵抗の論理を理解する 

 

The aim of this class is to understand the logic of governance and exploitation in the contemporary marginalized areas 

 

授業の内容（Course Contents） 

20 世紀後半から今世紀に至る時代、それまで国家や資本から大きな影響を受けてこなかった空間が、つぎつぎと強権的な統治

や大規模な収奪の対象とされてきた。この授業では、まず「国家のない社会」における秩序のあり方を紹介する。そのうえで、現

代世界の周縁地域で生起している諸現象を検討する。具体的には、アフリカ、東南アジア、南北アメリカにおける平和構築、プラ

ンテーション開発、観光開発、先住民運動などが、人びとの生活に与える影響を取り上げる予定である 

 

Since around the turn of the century, many peripheral spaces have become the object of authoritarian governance and large-

scaled exploitation. In this class, we review classical studies on the “frontier” and examine the dynamics of “frontier” in 

contemporary world. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 導入―21 世紀に入ってからの東アフリカ国境地域の変貌 

2. 国家のない社会における秩序 1―アフリカ狩猟採集民のシェアリングと平等主義 

3. 国家のない社会における秩序 2―アフリカ牧畜民のねだりとデモクラシー 

4. 国家に抗する社会―社会的区分を祓うアマゾン先住民の世界 

5. 反―進化論としての「ゾミア」―東南アジア山岳部の「統治されない人びと」 

6. 「フロンティア大陸」の「捕捉されざる人びと」―移動がつくるアフリカ社会のダイナミズム 

7. 現代アフリカにおけるフロンティア 1：平和構築の現場 

8. 現代アフリカにおけるフロンティア 2：成長するアフリカに押し寄せる開発 

9. 授業内容に関連する動画の視聴 

10. 現代東南アジアにおけるフロンティア 1：ゾミア地域の観光化 

11. 現代東南アジアにおけるフロンティア 2：プランテーション農業の在来化 

12. 現代アメリカ大陸におけるフロンティア１：核開発と犠牲区域 

13. 現代アメリカ大陸におけるフロンティア 2：先住民運動がひらく地平 

14. まとめ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

授業中で参照した文献や映像に目をとおすこと 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

リアクションペーパー(70%)/映像を視聴してのレポート(30%) 

 

テキスト（Textbooks） 

なし 

 

参考文献（Readings） 

授業中に指示する 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 
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注意事項（Notice） 
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■AC403 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AC403／自然地理学 １ 

(Physical Geography 1) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
意外と身近にある自然地理～大地編～ 

担当者名 

（Instructor） 
伊藤 有加(ITO YUKA) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
HIS2600 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

この授業では，自然地理学における基礎的な知識を習得し，身近な場所から自然地理に関わる事象を見つけ出す能力を養うこ

とを目標とします。   

 

This class aims to have students acquire fundamental knowledge in physical geography and to cultivate the ability to discover 

phenomena related to physical geography in nearby locations. 

 

授業の内容（Course Contents） 

身近な場所から辺境の地まで，地球上のあらゆる場所で観察される自然現象やそこにいる人類との関連について，空間的な観

点で調査を行い，科学的な手法を用いて分析するのが自然地理学です。この授業では，主に大地に根付く事象について，写真，

映像や詳細な資料に基づいて解説し，自然地理学的に読み解くための基礎的な知識を習得します。また適宜，関連する時事問

題を取り上げ，解説を行います。 その他、実際の地図を用いた実習なども行う予定です。 

 

Physical geography conducts surveys of natural phenomena observed everywhere on earth, from familiar locations to remote 

regions, and of their relationship with human beings from a spatial perspective, and analyzes these using scientific methods. This 

class will primarily explain land-based phenomena using site photographs, images, and detailed materials, and will equip students 

with fundamental knowledge for interpreting these in terms of physical geography. It will also explain related current events as 

appropriate.  In addition, this class plan to conduct practical training using actual maps. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. イントロダクション 

2. 東京の地形と自然 1:地名の由来と消えた都市河川 

3. 東京の地形と自然 2：東京の台地と関東平野の成り立ち 

4. 東京の地形と自然 3：低地と洪水 

5. 地球のすがたとなりたち、地震 1：プレートテクトニクスと地震発生の仕組み   

6. 地震 2：活断層と地震災害の実態 

7. 火山活動と火山災害 

8. 山地 1:山体崩壊、非火山性山地、隆起と削剥  

9. 山地 2：山の災害 

10. 海岸地形と海岸侵食 

11. 土壌・植生、土地利用と地形改変 

12. 地形を読んでみよう 

13. GIS・地理空間情報 

14. 筆記試験 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

普段からできるだけ環境や地理に関連する情報に関心を持つこと 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

筆記試験(Written Exam)(50%)/出席およびアンケートや課題(50%) 

 

テキスト（Textbooks） 

テキストは使用せずに、講義資料を Google Drive にて電子媒体で配布. 

Lecture materials are distributed electronically on Google Drive without using textbooks. 

 

Canvas LMSを活用してお知らせ予定 

Scheduled to be announced using Canvas LMS 
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参考文献（Readings） 

1. 吉田英嗣、2017、『はじめての自然地理学』、古今書院 (ISBN:4772271457) 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

講義資料を紙媒体では配布しないため、資料を閲覧するためのノートパソコンやタブレット端末の持参可能。 

Lecture materials are not distributed on paper, so you can bring your own laptop or tablet to view the materials. 

 

注意事項（Notice） 
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■AC404 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AC404／自然地理学 ２ 

(Physical Geography 2) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
意外と身近にある自然地理～空・海・水・環境問題編～ 

担当者名 

（Instructor） 
伊藤 有加(ITO YUKA) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
HIS2600 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

この授業では，自然地理学における基礎的な知識を習得し，身近な場所から自然地理に関わる事象を見つけ出す能力を養うこ

とを目標とします。   

 

This class aims to have students acquire fundamental knowledge in physical geography and to cultivate the ability to discover 

phenomena related to physical geography in nearby locations. 

 

授業の内容（Course Contents） 

身近な場所から辺境の地まで，地球上のあらゆる場所で観察される自然現象やそこにいる人類との関連について，空間的な観

点で調査を行い，科学的な手法を用いて分析するのが自然地理学です。この授業では，主に大気、海洋、陸水（地下水など）・氷

河に関する事象および地球環境の諸問題について，写真，映像や詳細な資料に基づいて解説し，自然地理学的に読み解くため

の基礎的な知識を習得します。また適宜，関連する時事問題を取り上げ，解説を行います。 

 

Physical geography conducts surveys of natural phenomena observed everywhere on earth, from familiar locations to remote 

regions, and of their relationship with human beings from a spatial perspective, and analyzes these using scientific methods. This 

class will primarily explain phenomena related to the atmosphere, ocean, and water, and global environmental issues, using site 

photographs, videos, and detailed materials, and will equip students with fundamental knowledge for interpreting these in terms 

of physical geography. It will also explain related current events as appropriate. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. イントロダクション 

2. 気象・気候 1：日本の四季と気候 

3. 気象・気候 2：大気の大循環と風 

4. 気象・気候 3：世界の気候 

5. 気象・気候 4：都市の気候 

6. 海洋 1：海洋の構造・海水の循環 

7. 海洋 2：沿岸・海洋の災害 

8. 水文 1：地表の水循環 

9. 水文 2：地下水 

10. 水文 3：水環境の諸問題 

11. 氷河と氷河地形 

12. 地球環境の変遷と地球温暖化 

13. 地球環境の諸問題 

14. 試験 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

普段からできるだけ環境や地理に関連する情報に関心を持つこと  

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

筆記試験(Written Exam)(50%)/出席およびアンケートや課題(50%) 

 

テキスト（Textbooks） 

テキストは使用せずに、講義資料を Google diriveにて電子媒体で配布予定。 

Lecture materials will be distributed electronically on Google dirive without using textbooks. 

 

参考文献（Readings） 

1. 吉田英嗣、2017、『はじめての自然地理学』、古今書院 (ISBN:4772271457) 
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その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

講義資料を紙媒体では配布しないため、資料を閲覧するためのノートパソコンやタブレット端末の持参可能。 

Lecture materials are not distributed on paper, so you can bring your own laptop or tablet to view the materials. 

 

注意事項（Notice） 
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■AC405 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AC405／比較政治史 １ 

(Comparative Political History 1) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
帝政ロシア史 

担当者名 

（Instructor） 
草野 佳矢子(KUSANO KAYAKO) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
HIS2500 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

ヨーロッパ史研究に関して、史料に基づく歴史研究の手法および発想を身につける。 

帝政崩壊までのロシア史の流れ、キエフ・ルーシ、モスクワ・ロシアの特徴、ロシア帝国成立後に関しては各皇帝の治世の概要や

主要な事件・改革の内容などについて、西ヨーロッパとの比較も含めて説明できるようになる。 

 

Students will learn methods and ideas of historical research, based on historical materials related to research in European 

history. 

Students will become able to explain the flow of Russian history until collapse of the Empire, as well as the characteristics of 

Kievan Rus and Moscow Russia, an outline of the reigns of each emperor  of Imperial Russia, and details of major incidents and 

reforms, including comparisons with Western Europe. 

 

授業の内容（Course Contents） 

1917 年の帝政崩壊までのロシアの歴史を、特に国家と社会の関係や、統治制度改革、政治改革をめぐる問題に焦点を当て、比

較史の視点にも留意して、講義する。 

適宜、関連する映像の視聴も行う。 

 

This course deals with the history of Russia prior to the 1917 Revolution, focusing on issues such as relations between the 

state and society, reform of governance systems, and political reform, with attention given to comparative history as well. 

Related videos will be shown as appropriate. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. ロシア帝国成立前のロシア①：キエフ・ルーシの成立と分解、モスクワの勃興と拡大 

2. ロシア帝国成立前のロシア②：モスクワ・ロシアの特徴、 モスクワ・ロシアの文化の崩壊 

3. ピョートル大帝の改革①：西欧化の開始、大北方戦争、統治理念の西欧化 

4. ピョートル大帝の改革②：中央・地方の行政制度改革、社会の再編 

5. 女帝たちの時代：エカチェリーナ 1 世～ピョートル 3 世の治世 

6. エカチェリーナ２世の統治：エカチェリーナの啓蒙思想、プガチョフの乱、地方行政改革、貴族・都市への恵与状、農奴制の

強化、パーヴェル 1 世 

7. アレクサンドル１世とニコライ 1 世：秘密委員会と初期の改革、スペランスキーの改革案、祖国戦争後のアレクサンドル、デ

カブリストの乱とニコライの即位、専制の強化、法律と官僚制の整備 

8. アレクサンドル 2 世と大改革①：クリミア戦争、大改革の前提、農奴解放，ゼムストヴォ制度の導入 

9. アレクサンドル 2 世と大改革②：都市自治制度の改革、地方官僚制の整備、司法制度改革、大改革と身分制 

10. 革命運動と政治改革の試み：農奴解放後の革命運動の展開、大改革期の政治改革の試み、ロリス＝メリコフの改革案 

11. アレクサンドル 3 世時代のロシア：専制体制の安定化、農民統治制度改革、地方自治制度改革、工業化とその影響 

12. ニコライ 2 世の治世 1894～1904 年：新皇帝の即位、ゼムストヴォ・リベラル運動、労働運動、革命運動、農民問題、地方

統治問題 

13. 1905 年革命：「自由主義者の春」、血の日曜日事件、「立憲体制」への移行 

14. 1906 年体制下のロシア：第一ドゥーマ、ストルイピン改革、第一次世界大戦とロシア、2 月革命 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

各回の授業前に前回の内容をよく復習すること。参考文献の関連する部分を読むなどして、理解を深めることが望ましい。 

授業の翌々日までにブラックボードにリアクションペーパーを提出する（今回の授業で学んだこと、印象に残ったこと等。250 字以

上） 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

レポート試験(Report Exam)(75%)/リアクションペーパー(25%) 

リアクションペーパーを 10 回以上提出していない場合は成績評価の対象としない。 
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テキスト（Textbooks） 

特定のテキストは用いません（配布プリントに沿って講義します）。 

 

参考文献（Readings） 

1. 田中陽児・倉持俊一・和田春樹、1994、『ロシア史２』、山川出版社 (ISBN:463446070X) 

2. 田中陽児・倉持俊一・和田春樹、1997、『ロシア史３』、山川出版社 (ISBN:4634460807) 

3. マルク・ラエフ、2001、『ロシア史を読む』、名古屋大学出版会 (ISBN:4815804222) 

4. 藤本和貴夫・松原広志、1999、『ロシア近現代史―ピョートル大帝から現代まで  』、ミネルヴァ書房 (ISBN:4623027473) 

5. 和田春樹 編、2002、『ロシア史』、山川出版社 (ISBN:4634415208) 

6. 川端香男里・佐藤経明・ 中村喜和 ・和田春樹・塩川伸明・栖原学・沼野充義 監修、2004、『新版 ロシアを知る事典』、平凡

社 (ISBN:9784582126358) 

7. 栗生沢猛夫、2010、『図説 ロシアの歴史』、河出書房新社 (ISBN:9784309761435) 

特定のテーマに関しては、上記文献の参考文献欄を参照してください。授業内でも紹介します。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AC406 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AC406／比較政治史 ２ 

(Comparative Political History 2) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
社会のなかの戦後日本政治 

担当者名 

（Instructor） 
塚原 浩太郎(TSUKAHARA KOTARO) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
HIS2500 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

戦後日本の政治史についてその社会背景と関連させた概説的な理解を得るとともに、自らの置かれた社会について考えを深

め、自ら問いを立てる力を養うことを目指す。その際、①比較を通じて戦後日本政治について理解を深めること、②史料の読解を

通じた議論への理解を深めること、を目指す。  

 

The aim of the class is to understand the Japanese society more deeply and to find your own questions about the society. As a 

method, this course emphasizes on comparative perspective and reading historical documents. 

 

授業の内容（Course Contents） 

本講義では、第二次世界大戦後の日本政治史を扱う。その際、社会的な変動と関わらせて当該期の政治を理解すること、比較

の視点を交えて日本政治を理解することに重点を置く。  

 

In this class, you will learn the political history of Japan after World War II. The lectures will guide you to understand the period 

in relation to social changes and from a comparative perspective.  

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 時代区分を考える―戦後日本と現代について  

2. 前提としての近代日本 

3. 冷戦と日米安保体制 

4. 戦後政党政治の形成  

5. 経済政策と高度経済成長 

6. 近代家族と企業社会 

7. 大衆化と社会運動の位相 

8. 日米関係の変化と冷戦終結 

9. 政党組織の成熟と有権者の変化 

10. 経済構造の変動 

11. 近代家族の問い直し  

12. 社会運動の逼塞と再興 

13. 政治改革とその影響 

14. 筆記試験と解説 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

予習は求めませんが、各回の配布物・参考文献などを参照して 1 時間ほど復習することを推奨します。  

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

筆記試験(Written Exam)(70%)/各回のコメントシートの提出(30%) 

 

テキスト（Textbooks） 

なし 

 

参考文献（Readings） 

1. 升味準之輔、1988、『日本政治史 1～4』、東京大学出版会 

2. 沢井実・谷本雅之、2016、『日本経済史』、有斐閣 

3. 荒川章二、2009、『豊かさへの渇望』、小学館 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 
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注意事項（Notice） 
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■AC407 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AC407／地理学概説 １ 

(Introduction to Geography and Cultural Anthropology 1) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
地理学、都市、居住、グローバリゼーション 

担当者名 

（Instructor） 
久保 倫子(KUBO TOMOKO) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
HIS2600 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

身近な地域を通じて、現代社会の諸問題についての知識と関心を深めること、地理的現象についての分布図・統計表を難なく読

解できる能力を身につけること。 

 

Deepen interest and knowledge about the problems of modern society through the community, to provide a statistical table and 

distribution of geographical phenomena without difficulty with reading ability. 

 

授業の内容（Course Contents） 

「都市化」「高齢化」「グローバル化」に伴う諸問題を、「地図」や「景観」といった人文地理学の視点を通じ、東京大都市圏および北

米諸都市を例として具体的に学びます。 

 

Problems associated with urbanization in the "aging" of globalization through the point of view of geography, such as "map", 

"landscape." Special focus is paid on the Tokyo metropolitan area and North American cities. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 地理学の視点－地図・景観・空間スケール 

2. 地理学の視点-地域 

3. 都市の立地と計画 

4. 都市の内部構造の理論 

5. 北米都市における工業化と都市化 

6. 都市の内部構造－江戸～昭和時代初期の東京にみる 

7. 都市化の理論 

8. 都市化・郊外化の進展―明治期～昭和初期の東京 

9. 都市化・郊外化の進展ー第二次世界大戦後の東京 

10. 高度経済成長と 1980 年代の東京の再開発 

11. 郊外核の発展ー幕張新都心、さいたま新都心、みなとみらい 21地区 

12. 2000 年代の「都市再生」政策とタワーマンション 

13. 郊外の団地と高齢化、空き家の増加 

14. グローバリゼーションと 21 世紀型都市への移行 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

授業開始時に前回の授業内容の確認を行うので、毎回の復習が必要です。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

最終テスト(Final Test)(40%)/授業時の小レポート(60%) 

平常点（授業時に課す小レポート）が 6 割に満たない場合には、最終テストを受験できない 

 

テキスト（Textbooks） 

テキストは指定しない。講義資料に参考文献を記載するので、図書館等でそれらを入手して事前・事後学習に充てることが望まし

い。 

 

参考文献（Readings） 

1. 久保倫子、2015、『東京大都市圏におけるハウジング研究：都心居住と郊外住宅地の衰退』、古今書院 

2. 由井義通ほか、2016、『都市の空き家問題なぜ？どうする？地域に即した問題解決にむけて』、古今書院 

3. 高橋伸夫ほか、1997、『新しい都市地理学』、東洋書林 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 
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注意事項（Notice） 
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■AC408 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AC408／地理学概説 ２ 

(Introduction to Geography and Cultural Anthropology 2) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
空間と人間の現在へ 

担当者名 

（Instructor） 
森 雅文(MORI MASAFUMI) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
HIS2600 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

 「世界」の把握を目指した地理学と文化人類学の視座と方法を、時代の思考や技術とともに捉えることで、近現代における「空

間」の評価や「人間」の制作について理解を深める。これまでのまなざしや理解に従うのではなく、それを尊重しながらも乗り越え

る人文学的態度を養う。 

 

You will learn about the perspectives and methods of geography and cultural anthropology, which were created to grasp the 

"world," as well as the thoughts and techniques that supported the times. Students will deepen their understanding of concepts 

and techniques of modern and contemporary spatial evaluation. Rather than following preexisting understandings, I would like 

you to aim to acquire an academic attitude that respects but overcomes them. 

 

授業の内容（Course Contents） 

 近現代の地理学と人類学は、いかなる「世界」を創り上げてきたのだろう。授業では、空間や場所を捉えて人間の諸活動と関係

づけた学的営為を、科学の文化性を踏まえながら解説する。前半は、地域・文化などの基本概念による「世界」の把握を学習す

る。後半は普遍性を求めた自然という理解とこれを相対化する手法を学ぶことで、存在やまなざしの様式と現在性を踏まえながら

対象に向き合う学問的姿勢について理解を深める。 

 

I will explain the academic efforts that articulate spaces and places and relate them to human activities, based on the trends in 

the history of science. The first half of the lecture will focus on the formation of basic concepts such as "region" and 

"culture," and the understanding of the world through these concepts. In the second half, we will study modern and 

contemporary spatial evaluations that seek universality and understandings that relativize these evaluations, and consider 

attitudes that approach the object in light of the style and presentness of existence and perspective. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. ガイダンス：講義のねらい 

2. 世界図とコスモロジー 

3. 地理の黎明１：自然と地域の対象化 

4. 地理の黎明２：人類と文化の概念 

5. 多様性を捉える１：歴史的時間をつくる 

6. 多様性を捉える２：共時的空間をつくる 

7. インタールード：世界として描く 

8. 近代の技法１：個人と空間の分節 

9. 近代の技法２：風景と人間の生態 

10. 空間の構造１：計量と普遍化の欲望 

11. 空間の構造２：エスノサイエンスと多自然の理解 

12. 感性と環境のカニバリズム 

13. インタールード：ポストヒューマニズムの地平 

14. まとめ：質疑と応答 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

「学び」は他人が課す作業ではないので、講義内容の理解のために、自らの不足を補うことを自覚して復習してください。そこで生

じた新たな疑問や関心についての研鑽があれば、それは発展的な学習になります。質問がある時は遠慮なくどうぞ。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

筆記試験(Written Exam)(80%)/授業時の小課題・質疑応答（コメントペーパーを含む）や自学に基づく発展的学習の成果の内容点

(20%) 

 

テキスト（Textbooks） 

使用しない 
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参考文献（Readings） 

授業時の配付資料にて紹介する 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AC409 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AC409／地誌学 １ 

(Regional Geography 1) 

担当者名 

（Instructor） 
三原 昌巳(MIHARA ATSUMI) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
HIS2600 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

この科目は、具体的な事例に基づいて地域と生活の密接な関係を理解できるようになることを目標とする。 

 

This subject aims to enable students to understand the close relationship between local regions and lifestyles, based on specific 

examples. 

 

授業の内容（Course Contents） 

授業では、自然環境と人文事象が関わって形成された地域の記述を考察する。まず、地誌学における重要な概念や地域の分析

方法を講義する。次に、日本（主に関東地方・東北地方）の各地域を事例として、その地域を象徴するテーマを取り上げて解説す

る。 

 

This class will consider descriptions of the areas formed through the relationship between the natural environment and human 

phenomena. First, the course will hold lectures on methods of analyzing important concepts and regions in regional geography. 

Next, using regions in Japan (mainly in the Kanto Tohoku regions) as examples, the course will take up and describe themes 

that symbolize the regions. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. ガイダンス：地誌学とは何か、地誌学の研究方法 

2. 地域の概念、地域区分：日本の地誌を学ぶために 

3. 日本の地誌（１）：農業と地域文化 

4. 日本の地誌（２）：社会と人口構造の変化 

5. 日本の地誌（３）：産業地域の形成とその集積 

6. 日本の地誌（４）：交通体系の変化と地域の変容 

7. 日本の地誌（５）：都市化 

8. 日本の地誌（６）：都市の変容 

9. 日本の地誌（７）：観光とグローバル化 

10. 日本の地誌（８）：生活・文化 

11. 日本の地誌（９）：自然環境と災害 

12. 日本の地誌（10）：自然環境の変化、環境問題と地誌学 

13. 日本の地誌（11）：情報化と地域の変容 

14. まとめと再考、授業全体に対するフィードバック 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

予習として、授業で扱う地域を地図帳やインターネットで確認し、基本的な位置関係や地名を確認しておくこと。また復習として、

講義で学んだ地域について関心を持ち、その地域の出来事について新聞や本などで情報を収集すること。参考文献のほか、授

業時間内にも様々な文献を紹介するので、授業で関心を抱いた内容について文献を積極的に読み、自分なりの意見をまとめるこ

と。配布資料を読み直し、不明な点を自分で調べること。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

筆記試験(Written Exam)(60%)/授業時の課題（10 回×4 点）(40%) 

2/3 以上の出席をしていない場合は、単位履修不可である。 

 

テキスト（Textbooks） 

なし 

 

参考文献（Readings） 

1. 上野和彦・元木弘悌・立川和平編、2017、『日本をまなぶ 東日本編（東京学芸大学地理学会シリーズⅡ 2） 』、古今書院 

(ISBN:9784772253017) 

2. 菅野 峰明・佐野 充・谷内 達(編)、2009、『日本の地誌 5 首都圏 1』、朝倉書店 (ISBN:9784254167658) 
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3. 田村 俊和・石井 英也・日野 正輝(編)、2008、『日本の地誌 4 東北』、朝倉書店 (ISBN:9784254167641) 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

パワーポイントを使用した講義で、資料を適宜配布する。配布資料は各自保管し、授業内容の理解に役立ててください。履修者

の理解度や興味に応じて、授業の進度や順序を変更することがあります。 

 

注意事項（Notice） 
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■AC410 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AC410／地誌学 ２ 

(Regional Geography 2) 

担当者名 

（Instructor） 
三原 昌巳(MIHARA ATSUMI) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
HIS2600 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

この科目は、具体的な事例に基づいて地域と生活の密接な関係を理解できるようになることを目標とする。 

 

This subject aims to enable students to understand the close relationship between local regions and lifestyles, based on specific 

examples. 

 

授業の内容（Course Contents） 

授業では、世界各地の環境や生活を紹介し、自然環境と人文事象の要素を考察する。まず、世界の地域構造を概説し、次にアジ

アからヨーロッパにかけての各地域を事例として、その地域を象徴するテーマを取り上げて解説する。 

 

This class will introduce the environment and lifestyles in regions around the world, and consider the elements of the natural 

environment and human phenomena. First, it will provide an overview of the regional structure of the world, and then, using 

regions from Asia to Europe as examples, will take up and describe themes that symbolize the regions. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. ガイダンス：地誌学とは何か、地誌学の研究方法 

2. 地誌学の意義：世界を理解するためのアプローチ、世界の地域区分 

3. ユーラシア大陸の自然環境、国家とその特色 

4. アジアの地誌（１）：東アジアの文化圏 

5. アジアの地誌（２）：東アジアのグローバル経済 

6. アジアの地誌（３）：東南アジアの生態 

7. アジアの地誌（４）：南アジアの産業 

8. ヨーロッパの地誌（１）：自然環境と文化 

9. ヨーロッパの地誌（２）： 都市の構造 

10. ヨーロッパの地誌（３）：東ヨーロッパの変容 

11. ヨーロッパの地誌（４）：観光 

12. ヨーロッパの地誌（５）：北欧の政策 

13. ユーラシア地誌の総括：比較地誌を試みる 

14. まとめと再考、授業全体に対するフィードバック 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

予習として、授業で扱う地域を地図帳やインターネットで確認し、基本的な位置関係や地名を確認しておくこと。また復習として、

講義で学んだ地域について関心を持ち、その地域の出来事について新聞や本などで情報を収集すること。参考文献のほか、授

業時間内にも様々な文献を紹介するので、授業で関心を抱いた内容について文献を積極的に読み、自分なりの意見をまとめるこ

と。配布資料を読み直し、不明な点を自分で調べること。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

筆記試験(Written Exam)(60%)/授業時の課題（10 回×4）(40%) 

2/3 以上の出席をしていない場合は、単位履修不可である。 

 

テキスト（Textbooks） 

なし 

 

参考文献（Readings） 

1. 加賀美雅弘・川手圭一・久邇良子、2010、『ヨーロッパ学への招待ー地理・歴史・政治からみたヨーロッパ』、学文社 

(ISBN:978-4-7620-2410-8) 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

パワーポイントを使用した講義形式で、資料を適宜配布する。配布資料は各自保管し、授業内容の理解に役立ててください。履
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修者の理解度や興味に応じて、授業の進度や順序を変更することがあります。 

 

注意事項（Notice） 
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■AC501 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AC501／世界史 

(World History) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
古代から近代までを俯瞰する 

担当者名 

（Instructor） 
松岡 昌和(MATSUOKA MASAKAZU) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
HIS2800 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 

教職課程登録者のみ履修可 

2015 年度以前入学者のみ履修可 

 

授業の目標（Course Objectives） 

・歴史を学ぶことで長期的で広い視野を身につける。 

・異なる世界を知ることで異文化に対する理解を深めていく。 

・歴史上の資料や記録を読み解いていくことで、情報に対するリテラシーを身につける。 

・さまざまな歴史観・世界観を知ることで批判的な思考をできるようにする。 

 

- Develop a long-term and broad perspective through learning history. 

- Deepen an understanding of different cultures by learning different worlds. 

- Develop information literacy through reading and interpreting historical sources and records. 

- Become able to think critically by learning diverse views on history and the world. 

 

授業の内容（Course Contents） 

現在は過去の積み重ねの上にあり、歴史を知ることは現代の世界のなりたちを知る上で極めて重要である。本科目では、古代か

ら近代に至る世界の歴史を扱うため、細かい知識の修得を目的とするものではない。むしろ、歴史の全体像を俯瞰することによっ

て、歴史的なものの見方を学び、現代の世界に対する多様な理解をできるようにしていきたい。学期中、数回ミニレポートを課す。 

 

The present is built upon the past, and learning history is extremely important in understanding the origins of the modern world. 

Since the subject covers world history from ancient times to the modern world, the aim is not to gain detailed knowledge. 

Rather, by gaining an overall picture of history, we will aim toward learning a historical way of looking at things and developing a 

diverse understanding of the modern world. You will submit several small reports during the semester. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. なぜ世界史を学ぶのか 

2. 古代文明・古代帝国と地域世界の形成 

3. 地域世界の再編 

4. 海陸の交流とモンゴル帝国 

5. フィードバック回(1)・「歴史する」ことについて考える 

6. 近世世界のはじまり 

7. 大航海時代 

8. アジア伝統社会の成熟 

9. ヨーロッパの奇跡 

10. フィードバック回(2)・近代と「伝統」について考える 

11. 近代化の広がり 

12. 「ウエスタン・インパクト」とアジアの苦悩 

13. 帝国主義とアジアのナショナリズム 

14. まとめ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

教科書の該当箇所を予め読んでくること。内容理解に関するクイズを課す。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

筆記試験(Written Exam)(60%)/ミニ・レポート（2 回程度実施）(40%) 

 

テキスト（Textbooks） 

1. 大阪大学歴史教育研究会編、2014、『市民のための世界史』、大阪大学出版会 (ISBN:9784872594690) 

 

参考文献（Readings） 

1. 長谷川修一・小澤実編、2018、『歴史学者と読む高校世界史』、勁草書房 (ISBN:9784326248483) 
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2. 佐藤昇編、2018、『歴史の見方・考え方: 大学で学ぶ「考える歴史」』、山川出版社 (ISBN:9784634640894) 

3. リン・ハント（長谷川貴彦訳）、2019、『なぜ歴史を学ぶのか』、岩波書店 (ISBN:9784000241793) 

4. 北村厚、2018、『教養のグローバル・ヒストリー:大人のための世界史入門』、ミネルヴァ書房 (ISBN:9784623082889) 

5. 金澤周作ほか、2020、『論点・西洋史学』、ミネルヴァ書房 (ISBN:9784623087792) 

6. 吉澤誠一郎ほか、2021、『論点・東洋史学:アジア・アフリカへの問い 158』、ミネルヴァ書房 (ISBN:9784623092178) 

7. 小田中直樹、2022、『歴史学のトリセツ――歴史の見方が変わるとき』、筑摩書房 (ISBN:9784480684363) 

その他参考書は各講義の時間に紹介する。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

スライドおよび配布資料を使用した講義形式で行う。 

 

注意事項（Notice） 
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■AC502 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AC502／日本史 

(Japanese History) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
日本前近代（原始古代～近世）における政治と社会 

担当者名 

（Instructor） 
戸川 点(TOGAWA TOMORU) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
HIS2800 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 

教職課程登録者のみ履修可 

2015 年度以前入学者のみ履修可 

 

授業の目標（Course Objectives） 

日本史（前近代史）の流れを学ぶ中で日本史に関する基本的な知識を身につけ、歴史的なものの見方などを深めていく。 

 

In the learning outline for the history of Japan (pre-modern history), we will gain  basic knowledge relating to Japanese history 

and further develop a historical way of looking at things. 

 

授業の内容（Course Contents） 

原始古代から近世まで歴史の流れを追いながら時代のとらえ方や重要事項、研究動向などを解説、紹介していく。史料の調べ

方、文献の探し方なども随時取り上げ日本史に関する専門性を高めていく。 

 

Outlining the history of Japan from the prehistoric and ancient eras to the early modern era. We will explain or introduce 

approaches to different eras, important matters and research trends. As necessary we will aiso look at ways to examine 

historical sources, or to search for literature. This will be taken up in order to enhance your expertise in Japanese history. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 日本前近代史入門～ガイダンス 

2. 原始の日本～旧石器、縄文、弥生時代 

3. ヤマト政権の発展～古墳、飛鳥時代 

4. 律令国家の成立と展開 

5. 平城京の時代～奈良時代政治史の流れ 

6. 平安王朝の成立と摂関政治 

7. 摂関政治の展開と武士の成長 

8. 院政の成立と中世国家～平安、鎌倉時代 

9. 鎌倉幕府の成立と展開～鎌倉時代 

10. 南北朝内乱と室町幕府の展開～南北朝、室町時代 

11. 戦国の動乱から織豊政権へ～戦国、安土桃山時代 

12. 幕藩体制の成立と展開～江戸時代 

13. 幕藩体制の動揺～江戸時代 

14. 日本前近代史のまとめ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

講義前に高校で学んだ「日本史」の内容を復習し、授業後には日本史に関する概説書や授業中紹介する参考文献などを読むこ

と。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

筆記試験(Written Exam)(70%)/リアクションペーパー(10%)/レポートまたは小テスト(20%) 

 

テキスト（Textbooks） 

毎回レジュメを配布する。 

 

参考文献（Readings） 

1. 宮原武夫・山田邦明・深谷克己、2012、『日本社会の歴史 上』、大月書店 

2. 木村茂光・小山俊樹・戸部良一・深谷幸治、2016、『大学でまなぶ日本の歴史』、吉川弘文館 

その他、授業中に適宜紹介する。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 
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注意事項（Notice） 
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■AC504 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AC504／経済学 

(Economics) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
経済活動の歴史的な展開を学ぶ 

担当者名 

（Instructor） 
堀内 進之介(HORIUCHI SHINNOSUKE) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
HIS2800 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 

教職課程登録者のみ履修可 

2016 年度以降入学者のみ履修可 

 

授業の目標（Course Objectives） 

経済学には大きく分けて、ミクロとマクロの二つのアプローチがある。前者は経済活動をする個人や会社・政府に注目し、後者は

経済全体の動きに注目する。本講義では、経済学の基礎を理解するにあたり、二つのアプローチに目配せしつつ最低限必要な

経済活動の歴史的な展開や概念・理論について体系的に教授する。 

 

In the field of economics, there are two primary methodologies: microeconomics and macroeconomics. The former concentrates 

on the economic actions and decisions of individuals, firms, and governments, while the latter examines the economy as a 

whole. Throughout this course, we shall comprehensively instruct the historical evolution of economic phenomena, principles, 

and theories, which are essential for comprehending the fundamentals of economics, while giving due consideration to both 

methodologies. 

 

授業の内容（Course Contents） 

経済学の基礎知識を身につけることを目的とする。そして、履修者がそれ元にさまざまな経済のミクロとマクロの現象を理解し、

経済的な諸課題の当事者としての自覚を持てるようになることを目指す。 

 

The objective of this curriculum is to impart students with foundational knowledge of economics. Additionally, the curriculum 

endeavors to empower students to grasp various micro and macroeconomic phenomena, and to cultivate a cognizance of the 

diverse economic dilemmas they confront. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. ガイダンス：経済学とは何か？ 

 

経済学は何を対象とし、何の目的を果たそうとするものか。二つのアプローチの違いに即して解説する。 

2. 原始・古代社会における経済活動 

 

原始・古代社会では経済活動はどのようなもので、また、どのようにその活動が理解されていたのかを解説する。 

3. 産業革命に至る経済活動 

 

自由放任主義的な農業社会から、分業を中心とする商業的な社会を経て産業革命に至る過程を追いながら、中世ヨーロッ

パの経済を解説する。 

4. 共産主義という妖怪 

 

非人間的な商業社会の現実を背景に調和のある社会像が模索され、やがてマルクス主義思想が生まれる。その過程を解

説する。 

5. 覇権としての保護貿易 

 

自由貿易が国際秩序にも貢献するとした考えが後退し、自国の産業を保護しようとする考えが台頭し帝国主義へと発展す

る。その過程を解説する。 

6. 不完全競争と独占的競争 

 

経済資源の最大活用が失敗するときがある。その一つは健全な競争が阻害されるときである。それはどのようにして生じる

かを解説する。 

7. 恐慌による創造的破壊 

 

景気後退はどのようにして起こるのか。そして、それはどのような変化を経済活動にもたらすのかを解説する。 

8. 大きな政府の経済政策 

 

市場の不確実性から国民の生活を守るために、政府には積極的な活動が求められる中で開発経済が台頭していく。政府と
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経済の関係を解説する。 

9. 成長と調和 

 

経済成長とはどのようなことか？部分的均衡と一般均衡の違いを中心に、経済が調和に至る要件について解説する。 

10. 富の再配分 

 

世界経済における経済格差を指摘した従属理論を解説するとともに、一国内における経済格差の問題と金融政策・財政政

策を解説する。 

11. 投機を牽引する未来予測 

 

経済活動で期待通りの結果を出すには、入手可能な情報すべてを用いた予測が必要である。その予測は為替市場や投機

を牽引することを解説する。 

12. 人間的発展と経済的発展 

 

真の社会的発展は財の生産で測る経済的発展にとどまらず、人間的発展も不可欠である。そこでケイパビリティという考え

方を解説する。 

13. 現実世界における経済活動 

 

現実生活での人びとの意思決定を観察することで「行動経済学」という分野が生まれた。この分野を手がかりに現実世界に

おける経済活動を解説する。 

14. 経済的な不平等の問題 

 

財政赤字を背景とした緊縮経済政策、社会的的不平等、地球温暖化など、経済活動に関連する諸問題について解説する。 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

授業時間外の学習に関する指示は、必要に応じて別途指示する。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

レポート試験(Report Exam)(70%)/（複数回）小テスト(30%) 

2/3 以上の出席をしていない場合は、単位習得不可。 

 

テキスト（Textbooks） 

なし 

 

参考文献（Readings） 

 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

（1）パワーポイントを使用した講義形式で行う。 

 

（2）学生への質問も活発に行う予定なので、積極的な授業態度が期待される。 

 

（3）参考文献や小テスト、課題レポートなどは「Canvas LMS」上で告知する。 

 

（4）資料の配布、課題の提出などに「Canvas LMS」を使用する。 

 

（5）小テストは、必要に応じて、次回授業開始にフィードバックを行う。 

 

（6）レポート試験については、「Canvas LMS」上で全体に関して講評する。 

 

（7）進行状況や習得状況に応じて、上記の授業計画内容を多少前後させることがある。  

 

注意事項（Notice） 
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■AC506 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AC506／政治学 

(Political Science) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
民主政治の基礎を学ぶ 

担当者名 

（Instructor） 
堀内 進之介(HORIUCHI SHINNOSUKE) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
HIS2800 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 

教職課程登録者のみ履修可 

2016 年度以降入学者のみ履修可 

 

授業の目標（Course Objectives） 

本講義では、「現代民主政」を理解するにあたり、最低限必要な政治の仕組みや概念・理論について体系的に教授する。前半は

基礎的な知識の教授を主とするが、後半では具体的な政治現象も扱う予定である。 

 

This lecture will methodically instruct the minimal essential political mechanisms, concepts, and theories required for 

comprehending "modern democratic government". The initial segment of the course will center on rudimentary knowledge, while 

the latter half will address specific political phenomena. 

 

授業の内容（Course Contents） 

現代民主政の基礎知識を身につけることを目的とする。そして、履修者がそれ元にさまざまな政治現象を理解し、民主政の実践

者としての自覚を持てるようになることを目指す。 

 

The aim of this lecture is to equip students with foundational knowledge of contemporary democratic politics. The objective is 

for students to be able to grasp various political phenomena, and to cultivate a self-awareness as practitioners of democratic 

politics. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. ガイダンス 

 

講義の概要と方針について説明する。 

2. 自由主義と民主政治 

 

リベラルデモクラシー（自由民主主義）とは何かを、自由主義的な考え方の登場から民主政治との結びつきへと至る過程を

踏まえて解説する。 

3. 国民国家と民主政治 

 

民主政治とは何かを解説する。ネイション(国⺠、⺠族)、そして国民国家(ネイション・ステイト)の成立を解説する。 

4. 民主制の再定義  

 

議会制民主主義、全体主義、そして多元主義に基づく民主政治のモデルについて解説する。 

5. 民主政治と社会福祉 

 

福祉国家と社会保障の仕組み、ならびにリバタニズムについて解説する。 

6. 民主政治の多様な仕組み  

 

議会内閣制、大統領制を説明した後、多数決型民主政治と合意型民主政治という区別についても解説する。 

7. 選挙 

 

選挙制度の仕組み、選挙運動、投票行動など、選挙に関するトピックを解説する。 

8. 議会と政党 

 

議会内閣制や大統領制議会の役割を解説した後、政党の役割を概観し、55 年体制から近年の政界再編の動きを解説す

る。 

9. 政策過程と官僚・利益集団 

 

官僚制度、利益集団とは何かを解説する。そして、それらが政策にどのように関与するかも解説する。 

10. 世論とマスメディア 

 



 - 409 - 

政治におけるメディアの影響力について、新聞からネットメディアまで幅広く解説する。 

11. 地方自治 

 

地方自治はなぜ必要なのか。地方分権、地方政治、地方財政などを中心に解説する。 

12. 政治とグローバル化 

 

主権国家の台頭から国際関係の成立、そしてグローバル化と国際政治について解説する。 

13. 政治参加の理論 

 

政治理論の基礎、とくに参加民主主義の理論、市民運動論、承認の政治理論を解説する。 

14. 承認をめぐる政治 

 

政治におけるフェミニズムの貢献、多文化主義、市民的公共性、熟議民主主義論の展開について解説する。 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

授業時間外の学習に関する指示は、必要に応じて別途指示する。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

レポート試験(Report Exam)(70%)/（複数回）小テスト(30%) 

2/3 以上の出席をしていない場合は、単位習得不可。 

 

テキスト（Textbooks） 

なし 

 

参考文献（Readings） 

 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

（1）パワーポイントを使用した講義形式で行う。 

 

（2）学生への質問も活発に行う予定なので、積極的な授業態度が期待される。 

 

（3）参考文献や小テスト、課題レポートなどは「Canvas LMS」上で告知する。 

 

（4）資料の配布、課題の提出などに「Canvas LMS」を使用する。 

 

（5）小テストは、必要に応じて、次回授業開始にフィードバックを行う。 

 

（6）レポート試験については、「Canvas LMS」上で全体に関して講評する。 

 

（7）進行状況や習得状況に応じて、上記の授業計画内容を多少前後させることがある。  

 

注意事項（Notice） 
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■AC781 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

その他／卒業論文(制作)･卒業論文(制作)指導演習 

(Thesis and Seminar in Thesis Writing) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
卒業論文を書く 

担当者名 

（Instructor） 

浦野 聡(URANO SATOSHI) 

小澤 実(OZAWA MINORU) 

学期 

（Semester） 
通年(Full year) 

単位 

（Credit） 
１０単位(10 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
HIS4510 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

研究対象を絞って研究主題を深め，時に遭遇する内容上あるいは書き方の上での疑問を解決しながら，最終的に優れた卒業論

文を作成できるようになることをめざす．  

 

Students will refine their research targets to deepen their research subjects. Students will write quality graduation thesis in the 

end by solving questions they encounter when writing or reading contents.  

 

授業の内容（Course Contents） 

指導教員と学生が必要に応じて直接話し合い，研究課題への理解を深め各自の問題を解決する．演習時間は個別に相談のうえ

で設定する．授業内容は，論文執筆者がその時に抱えている問題意識によって変わる．  

 

When necessary, professor and students will have conversation directly to deepen students’ understanding about their research 

subjects and solve their issues. Seminar time slot will be set after discussion with individual student. Contents of the class will 

change according to issue awareness of thesis writers at that time.  

 

授業計画（Course Schedule） 

1. オリエンテーション：演習の進め方，スケジュールの確認 

2. 発表と討議１(論文概要・資料調査等) 

3. 発表と討論２(論文概要・資料調査等) 

4. 発表と討議３(論文概要・資料調査等) 

5. 発表と討議４(論文概要・資料調査等) 

6. 発表と討議５(論文概要・資料調査等) 

7. 発表と討議６(論文概要・資料調査等) 

8. 発表と討議７(論文概要・資料調査等) 

9. 発表と討議８(論文概要・資料調査等) 

10. 発表と討議９(論文概要・資料調査等) 

11. 発表と討議１０(論文構成) 

12. 発表と討議１１(論文構成) 

13. 発表と討議１２(論文構成) 

14. 発表と討議１３(論文構成) 

15. 発表と討議１４(論文構成) 

16. 発表と討議１５(論文構成) 

17. 発表と討議１６(論文構成) 

18. 発表と討議１７(論文構成) 

19. 発表と討議１８(論文原稿指導) 

20. 発表と討議１９(論文原稿指導) 

21. 発表と討議２０(論文原稿指導) 

22. 発表と討議２１(論文原稿指導) 

23. 発表と討議２２(論文原稿指導) 

24. 発表と討議２３(論文原稿指導) 

25. 発表と討議２４(論文原稿指導) 

26. 発表と討議２５(論文原稿指導) 

27. 発表と討議２６(論文原稿指導) 

28. まとめ：卒業論文，卒業制作の提出準備 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

各自のテーマに関する知識を増やし，思考を深めるために，授業で与えられた課題に応えて，文献読解および調査を，授業に合

わせて行ってくること． 
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成績評価方法・基準（Evaluation） 

発表報告内容(20%)/卒業論文・卒業制作(60%)/授業参加度（発言回数＋発言内容）(20%) 

決められた期限までに卒業論文または卒業制作を提出し、なおかつ所定の面接審査を経て判定する。 

 

テキスト（Textbooks） 

論文執筆者が研究対象とする作品 

 

参考文献（Readings） 

授業中折にふれて紹介する． 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AC782 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

その他／卒業論文(制作)･卒業論文(制作)指導演習 

(Thesis and Seminar in Thesis Writing) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
卒業論文を書く 

担当者名 

（Instructor） 
小澤 実(OZAWA MINORU) 

学期 

（Semester） 
通年(Full year) 

単位 

（Credit） 
１０単位(10 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
HIS4510 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

研究対象を絞って研究主題を深め，時に遭遇する内容上あるいは書き方の上での疑問を解決しながら，最終的に優れた卒業論

文を作成できるようになることをめざす．  

 

Students will refine their research targets to deepen their research subjects. Students will write quality graduation thesis in the 

end by solving questions they encounter when writing or reading contents.  

 

授業の内容（Course Contents） 

指導教員と学生が必要に応じて直接話し合い，研究課題への理解を深め各自の問題を解決する．演習時間は個別に相談のうえ

で設定する．授業内容は，論文執筆者がその時に抱えている問題意識によって変わる．  

 

When necessary, professor and students will have conversation directly to deepen students’ understanding about their research 

subjects and solve their issues. Seminar time slot will be set after discussion with individual student. Contents of the class will 

change according to issue awareness of thesis writers at that time.  

 

授業計画（Course Schedule） 

1. オリエンテーション：演習の進め方，スケジュールの確認 

2. 発表と討議１(論文概要・資料調査等) 

3. 発表と討論２(論文概要・資料調査等) 

4. 発表と討議３(論文概要・資料調査等) 

5. 発表と討議４(論文概要・資料調査等) 

6. 発表と討議５(論文概要・資料調査等) 

7. 発表と討議６(論文概要・資料調査等) 

8. 発表と討議７(論文概要・資料調査等) 

9. 発表と討議８(論文概要・資料調査等) 

10. 発表と討議９(論文概要・資料調査等) 

11. 発表と討議１０(論文構成) 

12. 発表と討議１１(論文構成) 

13. 発表と討議１２(論文構成) 

14. 発表と討議１３(論文構成) 

15. 発表と討議１４(論文構成) 

16. 発表と討議１５(論文構成) 

17. 発表と討議１６(論文構成) 

18. 発表と討議１７(論文構成) 

19. 発表と討議１８(論文原稿指導) 

20. 発表と討議１９(論文原稿指導) 

21. 発表と討議２０(論文原稿指導) 

22. 発表と討議２１(論文原稿指導) 

23. 発表と討議２２(論文原稿指導) 

24. 発表と討議２３(論文原稿指導) 

25. 発表と討議２４(論文原稿指導) 

26. 発表と討議２５(論文原稿指導) 

27. 発表と討議２６(論文原稿指導) 

28. まとめ：卒業論文，卒業制作の提出準備 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

各自のテーマに関する知識を増やし，思考を深めるために，授業で与えられた課題に応えて，文献読解および調査を，授業に合

わせて行ってくること． 
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成績評価方法・基準（Evaluation） 

発表報告内容(20%)/卒業論文・卒業制作(60%)/授業参加度（発言回数＋発言内容）(20%) 

決められた期限までに卒業論文または卒業制作を提出し、なおかつ所定の面接審査を経て判定する。 

 

テキスト（Textbooks） 

論文執筆者が研究対象とする作品 

 

参考文献（Readings） 

授業中折にふれて紹介する． 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AC783 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

その他／卒業論文(制作)･卒業論文(制作)指導演習 

(Thesis and Seminar in Thesis Writing) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
卒業論文を書く 

担当者名 

（Instructor） 
高林 陽展(TAKABAYASHI AKINOBU) 

学期 

（Semester） 
通年(Full year) 

単位 

（Credit） 
１０単位(10 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
HIS4510 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

研究対象を絞って研究主題を深め，時に遭遇する内容上あるいは書き方の上での疑問を解決しながら，最終的に優れた卒業論

文を作成できるようになることをめざす．  

 

Students will refine their research targets to deepen their research subjects. Students will write quality graduation thesis in the 

end by solving questions they encounter when writing or reading contents.  

 

授業の内容（Course Contents） 

指導教員と学生が必要に応じて直接話し合い，研究課題への理解を深め各自の問題を解決する．演習時間は個別に相談のうえ

で設定する．授業内容は，論文執筆者がその時に抱えている問題意識によって変わる．  

 

When necessary, professor and students will have conversation directly to deepen students’ understanding about their research 

subjects and solve their issues. Seminar time slot will be set after discussion with individual student. Contents of the class will 

change according to issue awareness of thesis writers at that time.  

 

授業計画（Course Schedule） 

1. オリエンテーション：演習の進め方，スケジュールの確認 

2. 発表と討議１(論文概要・資料調査等) 

3. 発表と討論２(論文概要・資料調査等) 

4. 発表と討議３(論文概要・資料調査等) 

5. 発表と討議４(論文概要・資料調査等) 

6. 発表と討議５(論文概要・資料調査等) 

7. 発表と討議６(論文概要・資料調査等) 

8. 発表と討議７(論文概要・資料調査等) 

9. 発表と討議８(論文概要・資料調査等) 

10. 発表と討議９(論文概要・資料調査等) 

11. 発表と討議１０(論文構成) 

12. 発表と討議１１(論文構成) 

13. 発表と討議１２(論文構成) 

14. 発表と討議１３(論文構成) 

15. 発表と討議１４(論文構成) 

16. 発表と討議１５(論文構成) 

17. 発表と討議１６(論文構成) 

18. 発表と討議１７(論文構成) 

19. 発表と討議１８(論文原稿指導) 

20. 発表と討議１９(論文原稿指導) 

21. 発表と討議２０(論文原稿指導) 

22. 発表と討議２１(論文原稿指導) 

23. 発表と討議２２(論文原稿指導) 

24. 発表と討議２３(論文原稿指導) 

25. 発表と討議２４(論文原稿指導) 

26. 発表と討議２５(論文原稿指導) 

27. 発表と討議２６(論文原稿指導) 

28. まとめ：卒業論文，卒業制作の提出準備 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

各自のテーマに関する知識を増やし，思考を深めるために，授業で与えられた課題に応えて，文献読解および調査を，授業に合

わせて行ってくること． 
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成績評価方法・基準（Evaluation） 

発表報告内容(20%)/卒業論文・卒業制作(60%)/授業参加度（発言回数＋発言内容）(20%) 

決められた期限までに卒業論文または卒業制作を提出し、なおかつ所定の面接審査を経て判定する。 

 

テキスト（Textbooks） 

論文執筆者が研究対象とする作品 

 

参考文献（Readings） 

授業中折にふれて紹介する． 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AC784 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

その他／卒業論文(制作)･卒業論文(制作)指導演習 

(Thesis and Seminar in Thesis Writing) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
卒業論文を書く 

担当者名 

（Instructor） 
上田 信(UEDA MAKOTO) 

学期 

（Semester） 
通年(Full year) 

単位 

（Credit） 
１０単位(10 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
HIS4510 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

研究対象を絞って研究主題を深め，時に遭遇する内容上あるいは書き方の上での疑問を解決しながら，最終的に優れた卒業論

文を作成できるようになることをめざす．  

 

Students will refine their research targets to deepen their research subjects. Students will write quality graduation thesis in the 

end by solving questions they encounter when writing or reading contents.  

 

授業の内容（Course Contents） 

指導教員と学生が必要に応じて直接話し合い，研究課題への理解を深め各自の問題を解決する．演習時間は個別に相談のうえ

で設定する．授業内容は，論文執筆者がその時に抱えている問題意識によって変わる．  

 

When necessary, professor and students will have conversation directly to deepen students’ understanding about their research 

subjects and solve their issues. Seminar time slot will be set after discussion with individual student. Contents of the class will 

change according to issue awareness of thesis writers at that time.  

 

授業計画（Course Schedule） 

1. オリエンテーション：演習の進め方，スケジュールの確認 

2. 発表と討議１(論文概要・資料調査等) 

3. 発表と討論２(論文概要・資料調査等) 

4. 発表と討議３(論文概要・資料調査等) 

5. 発表と討議４(論文概要・資料調査等) 

6. 発表と討議５(論文概要・資料調査等) 

7. 発表と討議６(論文概要・資料調査等) 

8. 発表と討議７(論文概要・資料調査等) 

9. 発表と討議８(論文概要・資料調査等) 

10. 発表と討議９(論文概要・資料調査等) 

11. 発表と討議１０(論文構成) 

12. 発表と討議１１(論文構成) 

13. 発表と討議１２(論文構成) 

14. 発表と討議１３(論文構成) 

15. 発表と討議１４(論文構成) 

16. 発表と討議１５(論文構成) 

17. 発表と討議１６(論文構成) 

18. 発表と討議１７(論文構成) 

19. 発表と討議１８(論文原稿指導) 

20. 発表と討議１９(論文原稿指導) 

21. 発表と討議２０(論文原稿指導) 

22. 発表と討議２１(論文原稿指導) 

23. 発表と討議２２(論文原稿指導) 

24. 発表と討議２３(論文原稿指導) 

25. 発表と討議２４(論文原稿指導) 

26. 発表と討議２５(論文原稿指導) 

27. 発表と討議２６(論文原稿指導) 

28. まとめ：卒業論文，卒業制作の提出準備 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

各自のテーマに関する知識を増やし，思考を深めるために，授業で与えられた課題に応えて，文献読解および調査を，授業に合

わせて行ってくること． 
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成績評価方法・基準（Evaluation） 

発表報告内容(20%)/卒業論文・卒業制作(60%)/授業参加度（発言回数＋発言内容）(20%) 

決められた期限までに卒業論文または卒業制作を提出し、なおかつ所定の面接審査を経て判定する。 

 

テキスト（Textbooks） 

論文執筆者が研究対象とする作品 

 

参考文献（Readings） 

授業中折にふれて紹介する． 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AC785 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

その他／卒業論文(制作)･卒業論文(制作)指導演習 

(Thesis and Seminar in Thesis Writing) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
卒業論文を書く 

担当者名 

（Instructor） 

上田 信(UEDA MAKOTO) 

四日市 康博(YOKKAICHI YASUHIRO) 

学期 

（Semester） 
通年(Full year) 

単位 

（Credit） 
１０単位(10 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
HIS4510 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

研究対象を絞って研究主題を深め，時に遭遇する内容上あるいは書き方の上での疑問を解決しながら，最終的に優れた卒業論

文を作成できるようになることをめざす．  

 

Students will refine their research targets to deepen their research subjects. Students will write quality graduation thesis in the 

end by solving questions they encounter when writing or reading contents.  

 

授業の内容（Course Contents） 

指導教員と学生が必要に応じて直接話し合い，研究課題への理解を深め各自の問題を解決する．演習時間は個別に相談のうえ

で設定する．授業内容は，論文執筆者がその時に抱えている問題意識によって変わる．  

 

When necessary, professor and students will have conversation directly to deepen students’ understanding about their research 

subjects and solve their issues. Seminar time slot will be set after discussion with individual student. Contents of the class will 

change according to issue awareness of thesis writers at that time.  

 

授業計画（Course Schedule） 

1. オリエンテーション：演習の進め方，スケジュールの確認 

2. 発表と討議１(論文概要・資料調査等) 

3. 発表と討論２(論文概要・資料調査等) 

4. 発表と討議３(論文概要・資料調査等) 

5. 発表と討議４(論文概要・資料調査等) 

6. 発表と討議５(論文概要・資料調査等) 

7. 発表と討議６(論文概要・資料調査等) 

8. 発表と討議７(論文概要・資料調査等) 

9. 発表と討議８(論文概要・資料調査等) 

10. 発表と討議９(論文概要・資料調査等) 

11. 発表と討議１０(論文構成) 

12. 発表と討議１１(論文構成) 

13. 発表と討議１２(論文構成) 

14. 発表と討議１３(論文構成) 

15. 発表と討議１４(論文構成) 

16. 発表と討議１５(論文構成) 

17. 発表と討議１６(論文構成) 

18. 発表と討議１７(論文構成) 

19. 発表と討議１８(論文原稿指導) 

20. 発表と討議１９(論文原稿指導) 

21. 発表と討議２０(論文原稿指導) 

22. 発表と討議２１(論文原稿指導) 

23. 発表と討議２２(論文原稿指導) 

24. 発表と討議２３(論文原稿指導) 

25. 発表と討議２４(論文原稿指導) 

26. 発表と討議２５(論文原稿指導) 

27. 発表と討議２６(論文原稿指導) 

28. まとめ：卒業論文，卒業制作の提出準備 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

各自のテーマに関する知識を増やし，思考を深めるために，授業で与えられた課題に応えて，文献読解および調査を，授業に合

わせて行ってくること． 
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成績評価方法・基準（Evaluation） 

発表報告内容(20%)/卒業論文・卒業制作(60%)/授業参加度（発言回数＋発言内容）(20%) 

決められた期限までに卒業論文または卒業制作を提出し、なおかつ所定の面接審査を経て判定する。 

 

テキスト（Textbooks） 

論文執筆者が研究対象とする作品 

 

参考文献（Readings） 

授業中折にふれて紹介する． 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AC786 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

その他／卒業論文(制作)･卒業論文(制作)指導演習 

(Thesis and Seminar in Thesis Writing) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
卒業論文を書く 

担当者名 

（Instructor） 
梅原 秀元(UMEHARA HIDEHARU) 

学期 

（Semester） 
通年(Full year) 

単位 

（Credit） 
１０単位(10 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
HIS4510 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

研究対象を絞って研究主題を深め，時に遭遇する内容上あるいは書き方の上での疑問を解決しながら，最終的に優れた卒業論

文を作成できるようになることをめざす．  

 

Students will refine their research targets to deepen their research subjects. Students will write quality graduation thesis in the 

end by solving questions they encounter when writing or reading contents.  

 

授業の内容（Course Contents） 

指導教員と学生が必要に応じて直接話し合い，研究課題への理解を深め各自の問題を解決する．演習時間は個別に相談のうえ

で設定する．授業内容は，論文執筆者がその時に抱えている問題意識によって変わる．  

 

When necessary, professor and students will have conversation directly to deepen students’ understanding about their research 

subjects and solve their issues. Seminar time slot will be set after discussion with individual student. Contents of the class will 

change according to issue awareness of thesis writers at that time.  

 

授業計画（Course Schedule） 

1. オリエンテーション：演習の進め方，スケジュールの確認 

2. 発表と討議１(論文概要・資料調査等) 

3. 発表と討論２(論文概要・資料調査等) 

4. 発表と討議３(論文概要・資料調査等) 

5. 発表と討議４(論文概要・資料調査等) 

6. 発表と討議５(論文概要・資料調査等) 

7. 発表と討議６(論文概要・資料調査等) 

8. 発表と討議７(論文概要・資料調査等) 

9. 発表と討議８(論文概要・資料調査等) 

10. 発表と討議９(論文概要・資料調査等) 

11. 発表と討議１０(論文構成) 

12. 発表と討議１１(論文構成) 

13. 発表と討議１２(論文構成) 

14. 発表と討議１３(論文構成) 

15. 発表と討議１４(論文構成) 

16. 発表と討議１５(論文構成) 

17. 発表と討議１６(論文構成) 

18. 発表と討議１７(論文構成) 

19. 発表と討議１８(論文原稿指導) 

20. 発表と討議１９(論文原稿指導) 

21. 発表と討議２０(論文原稿指導) 

22. 発表と討議２１(論文原稿指導) 

23. 発表と討議２２(論文原稿指導) 

24. 発表と討議２３(論文原稿指導) 

25. 発表と討議２４(論文原稿指導) 

26. 発表と討議２５(論文原稿指導) 

27. 発表と討議２６(論文原稿指導) 

28. まとめ：卒業論文，卒業制作の提出準備 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

各自のテーマに関する知識を増やし，思考を深めるために，授業で与えられた課題に応えて，文献読解および調査を，授業に合

わせて行ってくること． 
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成績評価方法・基準（Evaluation） 

発表報告内容(20%)/卒業論文・卒業制作(60%)/授業参加度（発言回数＋発言内容）(20%) 

決められた期限までに卒業論文または卒業制作を提出し、なおかつ所定の面接審査を経て判定する。 

 

テキスト（Textbooks） 

論文執筆者が研究対象とする作品 

 

参考文献（Readings） 

授業中折にふれて紹介する． 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AC787 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

その他／卒業論文(制作)･卒業論文(制作)指導演習 

(Thesis and Seminar in Thesis Writing) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
卒業論文を書く 

担当者名 

（Instructor） 
深津 行徳(FUKATSU YUKINORI) 

学期 

（Semester） 
通年(Full year) 

単位 

（Credit） 
１０単位(10 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
HIS4510 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

研究対象を絞って研究主題を深め，時に遭遇する内容上あるいは書き方の上での疑問を解決しながら，最終的に優れた卒業論

文を作成できるようになることをめざす．  

 

Students will refine their research targets to deepen their research subjects. Students will write quality graduation thesis in the 

end by solving questions they encounter when writing or reading contents.  

 

授業の内容（Course Contents） 

指導教員と学生が必要に応じて直接話し合い，研究課題への理解を深め各自の問題を解決する．演習時間は個別に相談のうえ

で設定する．授業内容は，論文執筆者がその時に抱えている問題意識によって変わる．  

 

When necessary, professor and students will have conversation directly to deepen students’ understanding about their research 

subjects and solve their issues. Seminar time slot will be set after discussion with individual student. Contents of the class will 

change according to issue awareness of thesis writers at that time.  

 

授業計画（Course Schedule） 

1. オリエンテーション：演習の進め方，スケジュールの確認 

2. 発表と討議１(論文概要・資料調査等) 

3. 発表と討論２(論文概要・資料調査等) 

4. 発表と討議３(論文概要・資料調査等) 

5. 発表と討議４(論文概要・資料調査等) 

6. 発表と討議５(論文概要・資料調査等) 

7. 発表と討議６(論文概要・資料調査等) 

8. 発表と討議７(論文概要・資料調査等) 

9. 発表と討議８(論文概要・資料調査等) 

10. 発表と討議９(論文概要・資料調査等) 

11. 発表と討議１０(論文構成) 

12. 発表と討議１１(論文構成) 

13. 発表と討議１２(論文構成) 

14. 発表と討議１３(論文構成) 

15. 発表と討議１４(論文構成) 

16. 発表と討議１５(論文構成) 

17. 発表と討議１６(論文構成) 

18. 発表と討議１７(論文構成) 

19. 発表と討議１８(論文原稿指導) 

20. 発表と討議１９(論文原稿指導) 

21. 発表と討議２０(論文原稿指導) 

22. 発表と討議２１(論文原稿指導) 

23. 発表と討議２２(論文原稿指導) 

24. 発表と討議２３(論文原稿指導) 

25. 発表と討議２４(論文原稿指導) 

26. 発表と討議２５(論文原稿指導) 

27. 発表と討議２６(論文原稿指導) 

28. まとめ：卒業論文，卒業制作の提出準備 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

各自のテーマに関する知識を増やし，思考を深めるために，授業で与えられた課題に応えて，文献読解および調査を，授業に合

わせて行ってくること． 
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成績評価方法・基準（Evaluation） 

発表報告内容(20%)/卒業論文・卒業制作(60%)/授業参加度（発言回数＋発言内容）(20%) 

決められた期限までに卒業論文または卒業制作を提出し、なおかつ所定の面接審査を経て判定する。 

 

テキスト（Textbooks） 

論文執筆者が研究対象とする作品 

 

参考文献（Readings） 

授業中折にふれて紹介する． 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AC788 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

その他／卒業論文(制作)･卒業論文(制作)指導演習 

(Thesis and Seminar in Thesis Writing) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
卒業論文を書く 

担当者名 

（Instructor） 
佐藤 雄基(SATO YUKI) 

学期 

（Semester） 
通年(Full year) 

単位 

（Credit） 
１０単位(10 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
HIS4510 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

研究対象を絞って研究主題を深め，時に遭遇する内容上あるいは書き方の上での疑問を解決しながら，最終的に優れた卒業論

文を作成できるようになることをめざす．  

 

Students will refine their research targets to deepen their research subjects. Students will write quality graduation thesis in the 

end by solving questions they encounter when writing or reading contents.  

 

授業の内容（Course Contents） 

指導教員と学生が必要に応じて直接話し合い，研究課題への理解を深め各自の問題を解決する．演習時間は個別に相談のうえ

で設定する．授業内容は，論文執筆者がその時に抱えている問題意識によって変わる．  

 

When necessary, professor and students will have conversation directly to deepen students’ understanding about their research 

subjects and solve their issues. Seminar time slot will be set after discussion with individual student. Contents of the class will 

change according to issue awareness of thesis writers at that time.  

 

授業計画（Course Schedule） 

1. オリエンテーション：演習の進め方，スケジュールの確認 

2. 発表と討議１(論文概要・資料調査等) 

3. 発表と討論２(論文概要・資料調査等) 

4. 発表と討議３(論文概要・資料調査等) 

5. 発表と討議４(論文概要・資料調査等) 

6. 発表と討議５(論文概要・資料調査等) 

7. 発表と討議６(論文概要・資料調査等) 

8. 発表と討議７(論文概要・資料調査等) 

9. 発表と討議８(論文概要・資料調査等) 

10. 発表と討議９(論文概要・資料調査等) 

11. 発表と討議１０(論文構成) 

12. 発表と討議１１(論文構成) 

13. 発表と討議１２(論文構成) 

14. 発表と討議１３(論文構成) 

15. 発表と討議１４(論文構成) 

16. 発表と討議１５(論文構成) 

17. 発表と討議１６(論文構成) 

18. 発表と討議１７(論文構成) 

19. 発表と討議１８(論文原稿指導) 

20. 発表と討議１９(論文原稿指導) 

21. 発表と討議２０(論文原稿指導) 

22. 発表と討議２１(論文原稿指導) 

23. 発表と討議２２(論文原稿指導) 

24. 発表と討議２３(論文原稿指導) 

25. 発表と討議２４(論文原稿指導) 

26. 発表と討議２５(論文原稿指導) 

27. 発表と討議２６(論文原稿指導) 

28. まとめ：卒業論文，卒業制作の提出準備 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

各自のテーマに関する知識を増やし，思考を深めるために，授業で与えられた課題に応えて，文献読解および調査を，授業に合

わせて行ってくること． 
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成績評価方法・基準（Evaluation） 

発表報告内容(20%)/卒業論文・卒業制作(60%)/授業参加度（発言回数＋発言内容）(20%) 

決められた期限までに卒業論文または卒業制作を提出し、なおかつ所定の面接審査を経て判定する。 

 

テキスト（Textbooks） 

論文執筆者が研究対象とする作品 

 

参考文献（Readings） 

授業中折にふれて紹介する． 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AC789 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

その他／卒業論文(制作)･卒業論文(制作)指導演習 

(Thesis and Seminar in Thesis Writing) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
卒業論文を書く 

担当者名 

（Instructor） 
後藤 雅知(GOTO MASATOSHI) 

学期 

（Semester） 
通年(Full year) 

単位 

（Credit） 
１０単位(10 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
HIS4510 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

研究対象を絞って研究主題を深め，時に遭遇する内容上あるいは書き方の上での疑問を解決しながら，最終的に優れた卒業論

文を作成できるようになることをめざす．  

 

Students will refine their research targets to deepen their research subjects. Students will write quality graduation thesis in the 

end by solving questions they encounter when writing or reading contents.  

 

授業の内容（Course Contents） 

指導教員と学生が必要に応じて直接話し合い，研究課題への理解を深め各自の問題を解決する．演習時間は個別に相談のうえ

で設定する．授業内容は，論文執筆者がその時に抱えている問題意識によって変わる．  

 

When necessary, professor and students will have conversation directly to deepen students’ understanding about their research 

subjects and solve their issues. Seminar time slot will be set after discussion with individual student. Contents of the class will 

change according to issue awareness of thesis writers at that time.  

 

授業計画（Course Schedule） 

1. オリエンテーション：演習の進め方，スケジュールの確認 

2. 発表と討議１(論文概要・資料調査等) 

3. 発表と討論２(論文概要・資料調査等) 

4. 発表と討議３(論文概要・資料調査等) 

5. 発表と討議４(論文概要・資料調査等) 

6. 発表と討議５(論文概要・資料調査等) 

7. 発表と討議６(論文概要・資料調査等) 

8. 発表と討議７(論文概要・資料調査等) 

9. 発表と討議８(論文概要・資料調査等) 

10. 発表と討議９(論文概要・資料調査等) 

11. 発表と討議１０(論文構成) 

12. 発表と討議１１(論文構成) 

13. 発表と討議１２(論文構成) 

14. 発表と討議１３(論文構成) 

15. 発表と討議１４(論文構成) 

16. 発表と討議１５(論文構成) 

17. 発表と討議１６(論文構成) 

18. 発表と討議１７(論文構成) 

19. 発表と討議１８(論文原稿指導) 

20. 発表と討議１９(論文原稿指導) 

21. 発表と討議２０(論文原稿指導) 

22. 発表と討議２１(論文原稿指導) 

23. 発表と討議２２(論文原稿指導) 

24. 発表と討議２３(論文原稿指導) 

25. 発表と討議２４(論文原稿指導) 

26. 発表と討議２５(論文原稿指導) 

27. 発表と討議２６(論文原稿指導) 

28. まとめ：卒業論文，卒業制作の提出準備 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

各自のテーマに関する知識を増やし，思考を深めるために，授業で与えられた課題に応えて，文献読解および調査を，授業に合

わせて行ってくること． 
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成績評価方法・基準（Evaluation） 

発表報告内容(20%)/卒業論文・卒業制作(60%)/授業参加度（発言回数＋発言内容）(20%) 

決められた期限までに卒業論文または卒業制作を提出し、なおかつ所定の面接審査を経て判定する。 

 

テキスト（Textbooks） 

論文執筆者が研究対象とする作品 

 

参考文献（Readings） 

授業中折にふれて紹介する． 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AC790 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

その他／卒業論文(制作)･卒業論文(制作)指導演習 

(Thesis and Seminar in Thesis Writing) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
卒業論文を書く 

担当者名 

（Instructor） 
寺尾 美保(TERAO MIHO) 

学期 

（Semester） 
通年(Full year) 

単位 

（Credit） 
１０単位(10 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
HIS4510 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

研究対象を絞って研究主題を深め，時に遭遇する内容上あるいは書き方の上での疑問を解決しながら，最終的に優れた卒業論

文を作成できるようになることをめざす．  

 

Students will refine their research targets to deepen their research subjects. Students will write quality graduation thesis in the 

end by solving questions they encounter when writing or reading contents.  

 

授業の内容（Course Contents） 

指導教員と学生が必要に応じて直接話し合い，研究課題への理解を深め各自の問題を解決する．演習時間は個別に相談のうえ

で設定する．授業内容は，論文執筆者がその時に抱えている問題意識によって変わる．  

 

When necessary, professor and students will have conversation directly to deepen students’ understanding about their research 

subjects and solve their issues. Seminar time slot will be set after discussion with individual student. Contents of the class will 

change according to issue awareness of thesis writers at that time.  

 

授業計画（Course Schedule） 

1. オリエンテーション：演習の進め方，スケジュールの確認 

2. 発表と討議１(論文概要・資料調査等) 

3. 発表と討論２(論文概要・資料調査等) 

4. 発表と討議３(論文概要・資料調査等) 

5. 発表と討議４(論文概要・資料調査等) 

6. 発表と討議５(論文概要・資料調査等) 

7. 発表と討議６(論文概要・資料調査等) 

8. 発表と討議７(論文概要・資料調査等) 

9. 発表と討議８(論文概要・資料調査等) 

10. 発表と討議９(論文概要・資料調査等) 

11. 発表と討議１０(論文構成) 

12. 発表と討議１１(論文構成) 

13. 発表と討議１２(論文構成) 

14. 発表と討議１３(論文構成) 

15. 発表と討議１４(論文構成) 

16. 発表と討議１５(論文構成) 

17. 発表と討議１６(論文構成) 

18. 発表と討議１７(論文構成) 

19. 発表と討議１８(論文原稿指導) 

20. 発表と討議１９(論文原稿指導) 

21. 発表と討議２０(論文原稿指導) 

22. 発表と討議２１(論文原稿指導) 

23. 発表と討議２２(論文原稿指導) 

24. 発表と討議２３(論文原稿指導) 

25. 発表と討議２４(論文原稿指導) 

26. 発表と討議２５(論文原稿指導) 

27. 発表と討議２６(論文原稿指導) 

28. まとめ：卒業論文，卒業制作の提出準備 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

各自のテーマに関する知識を増やし，思考を深めるために，授業で与えられた課題に応えて，文献読解および調査を，授業に合

わせて行ってくること． 
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成績評価方法・基準（Evaluation） 

発表報告内容(20%)/卒業論文・卒業制作(60%)/授業参加度（発言回数＋発言内容）(20%) 

決められた期限までに卒業論文または卒業制作を提出し、なおかつ所定の面接審査を経て判定する。 

 

テキスト（Textbooks） 

論文執筆者が研究対象とする作品 

 

参考文献（Readings） 

授業中折にふれて紹介する． 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AC791 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

その他／卒業論文(制作)･卒業論文(制作)指導演習 

(Thesis and Seminar in Thesis Writing) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
卒業論文を書く 

担当者名 

（Instructor） 
小野沢 あかね(ONOZAWA AKANE) 

学期 

（Semester） 
通年(Full year) 

単位 

（Credit） 
１０単位(10 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
HIS4510 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

研究対象を絞って研究主題を深め，時に遭遇する内容上あるいは書き方の上での疑問を解決しながら，最終的に優れた卒業論

文を作成できるようになることをめざす．  

 

Students will refine their research targets to deepen their research subjects. Students will write quality graduation thesis in the 

end by solving questions they encounter when writing or reading contents.  

 

授業の内容（Course Contents） 

指導教員と学生が必要に応じて直接話し合い，研究課題への理解を深め各自の問題を解決する．演習時間は個別に相談のうえ

で設定する．授業内容は，論文執筆者がその時に抱えている問題意識によって変わる．  

 

When necessary, professor and students will have conversation directly to deepen students’ understanding about their research 

subjects and solve their issues. Seminar time slot will be set after discussion with individual student. Contents of the class will 

change according to issue awareness of thesis writers at that time.  

 

授業計画（Course Schedule） 

1. オリエンテーション：演習の進め方，スケジュールの確認 

2. 発表と討議１(論文概要・資料調査等) 

3. 発表と討論２(論文概要・資料調査等) 

4. 発表と討議３(論文概要・資料調査等) 

5. 発表と討議４(論文概要・資料調査等) 

6. 発表と討議５(論文概要・資料調査等) 

7. 発表と討議６(論文概要・資料調査等) 

8. 発表と討議７(論文概要・資料調査等) 

9. 発表と討議８(論文概要・資料調査等) 

10. 発表と討議９(論文概要・資料調査等) 

11. 発表と討議１０(論文構成) 

12. 発表と討議１１(論文構成) 

13. 発表と討議１２(論文構成) 

14. 発表と討議１３(論文構成) 

15. 発表と討議１４(論文構成) 

16. 発表と討議１５(論文構成) 

17. 発表と討議１６(論文構成) 

18. 発表と討議１７(論文構成) 

19. 発表と討議１８(論文原稿指導) 

20. 発表と討議１９(論文原稿指導) 

21. 発表と討議２０(論文原稿指導) 

22. 発表と討議２１(論文原稿指導) 

23. 発表と討議２２(論文原稿指導) 

24. 発表と討議２３(論文原稿指導) 

25. 発表と討議２４(論文原稿指導) 

26. 発表と討議２５(論文原稿指導) 

27. 発表と討議２６(論文原稿指導) 

28. まとめ：卒業論文，卒業制作の提出準備 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

各自のテーマに関する知識を増やし，思考を深めるために，授業で与えられた課題に応えて，文献読解および調査を，授業に合

わせて行ってくること． 
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成績評価方法・基準（Evaluation） 

発表報告内容(20%)/卒業論文・卒業制作(60%)/授業参加度（発言回数＋発言内容）(20%) 

決められた期限までに卒業論文または卒業制作を提出し、なおかつ所定の面接審査を経て判定する。 

 

テキスト（Textbooks） 

論文執筆者が研究対象とする作品 

 

参考文献（Readings） 

授業中折にふれて紹介する． 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AC792 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

その他／卒業論文(制作)･卒業論文(制作)指導演習 

(Thesis and Seminar in Thesis Writing) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
卒業論文を書く 

担当者名 

（Instructor） 
沼尻 晃伸(NUMAJIRI AKINOBU) 

学期 

（Semester） 
通年(Full year) 

単位 

（Credit） 
１０単位(10 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
HIS4510 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

研究対象を絞って研究主題を深め，時に遭遇する内容上あるいは書き方の上での疑問を解決しながら，最終的に優れた卒業論

文を作成できるようになることをめざす．  

 

Students will refine their research targets to deepen their research subjects. Students will write quality graduation thesis in the 

end by solving questions they encounter when writing or reading contents.  

 

授業の内容（Course Contents） 

指導教員と学生が必要に応じて直接話し合い，研究課題への理解を深め各自の問題を解決する．演習時間は個別に相談のうえ

で設定する．授業内容は，論文執筆者がその時に抱えている問題意識によって変わる．  

 

When necessary, professor and students will have conversation directly to deepen students’ understanding about their research 

subjects and solve their issues. Seminar time slot will be set after discussion with individual student. Contents of the class will 

change according to issue awareness of thesis writers at that time.  

 

授業計画（Course Schedule） 

1. オリエンテーション：演習の進め方，スケジュールの確認 

2. 発表と討議１(論文概要・資料調査等) 

3. 発表と討論２(論文概要・資料調査等) 

4. 発表と討議３(論文概要・資料調査等) 

5. 発表と討議４(論文概要・資料調査等) 

6. 発表と討議５(論文概要・資料調査等) 

7. 発表と討議６(論文概要・資料調査等) 

8. 発表と討議７(論文概要・資料調査等) 

9. 発表と討議８(論文概要・資料調査等) 

10. 発表と討議９(論文概要・資料調査等) 

11. 発表と討議１０(論文構成) 

12. 発表と討議１１(論文構成) 

13. 発表と討議１２(論文構成) 

14. 発表と討議１３(論文構成) 

15. 発表と討議１４(論文構成) 

16. 発表と討議１５(論文構成) 

17. 発表と討議１６(論文構成) 

18. 発表と討議１７(論文構成) 

19. 発表と討議１８(論文原稿指導) 

20. 発表と討議１９(論文原稿指導) 

21. 発表と討議２０(論文原稿指導) 

22. 発表と討議２１(論文原稿指導) 

23. 発表と討議２２(論文原稿指導) 

24. 発表と討議２３(論文原稿指導) 

25. 発表と討議２４(論文原稿指導) 

26. 発表と討議２５(論文原稿指導) 

27. 発表と討議２６(論文原稿指導) 

28. まとめ：卒業論文，卒業制作の提出準備 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

各自のテーマに関する知識を増やし，思考を深めるために，授業で与えられた課題に応えて，文献読解および調査を，授業に合

わせて行ってくること． 
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成績評価方法・基準（Evaluation） 

発表報告内容(20%)/卒業論文・卒業制作(60%)/授業参加度（発言回数＋発言内容）(20%) 

決められた期限までに卒業論文または卒業制作を提出し、なおかつ所定の面接審査を経て判定する。 

 

テキスト（Textbooks） 

論文執筆者が研究対象とする作品 

 

参考文献（Readings） 

授業中折にふれて紹介する． 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AC793 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

その他／卒業論文(制作)･卒業論文(制作)指導演習 

(Thesis and Seminar in Thesis Writing) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
卒業論文を書く 

担当者名 

（Instructor） 
松原 宏之(MATSUBARA HIROYUKI) 

学期 

（Semester） 
休講 

単位 

（Credit） 
１０単位(10 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
HIS4610 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

研究対象を絞って研究主題を深め，時に遭遇する内容上あるいは書き方の上での疑問を解決しながら，最終的に優れた卒業論

文を作成できるようになることをめざす．  

 

Students will refine their research targets to deepen their research subjects. Students will write quality graduation thesis in the 

end by solving questions they encounter when writing or reading contents.  

 

授業の内容（Course Contents） 

指導教員と学生が必要に応じて直接話し合い，研究課題への理解を深め各自の問題を解決する．演習時間は個別に相談のうえ

で設定する．授業内容は，論文執筆者がその時に抱えている問題意識によって変わる．  

 

When necessary, professor and students will have conversation directly to deepen students’ understanding about their research 

subjects and solve their issues. Seminar time slot will be set after discussion with individual student. Contents of the class will 

change according to issue awareness of thesis writers at that time.  

 

授業計画（Course Schedule） 

1. オリエンテーション：演習の進め方，スケジュールの確認 

2. 発表と討議１(論文概要・資料調査等) 

3. 発表と討論２(論文概要・資料調査等) 

4. 発表と討議３(論文概要・資料調査等) 

5. 発表と討議４(論文概要・資料調査等) 

6. 発表と討議５(論文概要・資料調査等) 

7. 発表と討議６(論文概要・資料調査等) 

8. 発表と討議７(論文概要・資料調査等) 

9. 発表と討議８(論文概要・資料調査等) 

10. 発表と討議９(論文概要・資料調査等) 

11. 発表と討議１０(論文構成) 

12. 発表と討議１１(論文構成) 

13. 発表と討議１２(論文構成) 

14. 発表と討議１３(論文構成) 

15. 発表と討議１４(論文構成) 

16. 発表と討議１５(論文構成) 

17. 発表と討議１６(論文構成) 

18. 発表と討議１７(論文構成) 

19. 発表と討議１８(論文原稿指導) 

20. 発表と討議１９(論文原稿指導) 

21. 発表と討議２０(論文原稿指導) 

22. 発表と討議２１(論文原稿指導) 

23. 発表と討議２２(論文原稿指導) 

24. 発表と討議２３(論文原稿指導) 

25. 発表と討議２４(論文原稿指導) 

26. 発表と討議２５(論文原稿指導) 

27. 発表と討議２６(論文原稿指導) 

28. まとめ：卒業論文，卒業制作の提出準備 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

各自のテーマに関する知識を増やし，思考を深めるために，授業で与えられた課題に応えて，文献読解および調査を，授業に合

わせて行ってくること． 
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成績評価方法・基準（Evaluation） 

発表報告内容(20%)/卒業論文・卒業制作(60%)/授業参加度（発言回数＋発言内容）(20%) 

決められた期限までに卒業論文または卒業制作を提出し、なおかつ所定の面接審査を経て判定する。 

 

テキスト（Textbooks） 

論文執筆者が研究対象とする作品 

 

参考文献（Readings） 

授業中折にふれて紹介する． 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AC794 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

その他／卒業論文(制作)･卒業論文(制作)指導演習 

(Thesis and Seminar in Thesis Writing) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
卒業論文を書く 

担当者名 

（Instructor） 
丸山 浩明(MARUYAMA HIROAKI) 

学期 

（Semester） 
通年(Full year) 

単位 

（Credit） 
１０単位(10 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
HIS4610 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

研究対象を絞って研究主題を深め，時に遭遇する内容上あるいは書き方の上での疑問を解決しながら，最終的に優れた卒業論

文を作成できるようになることをめざす．  

 

Students will refine their research targets to deepen their research subjects. Students will write quality graduation thesis in the 

end by solving questions they encounter when writing or reading contents.  

 

授業の内容（Course Contents） 

指導教員と学生が必要に応じて直接話し合い，研究課題への理解を深め各自の問題を解決する．演習時間は個別に相談のうえ

で設定する．授業内容は，論文執筆者がその時に抱えている問題意識によって変わる．  

 

When necessary, professor and students will have conversation directly to deepen students’ understanding about their research 

subjects and solve their issues. Seminar time slot will be set after discussion with individual student. Contents of the class will 

change according to issue awareness of thesis writers at that time.  

 

授業計画（Course Schedule） 

1. オリエンテーション：演習の進め方，スケジュールの確認 

2. 発表と討議１(論文概要・資料調査等) 

3. 発表と討論２(論文概要・資料調査等) 

4. 発表と討議３(論文概要・資料調査等) 

5. 発表と討議４(論文概要・資料調査等) 

6. 発表と討議５(論文概要・資料調査等) 

7. 発表と討議６(論文概要・資料調査等) 

8. 発表と討議７(論文概要・資料調査等) 

9. 発表と討議８(論文概要・資料調査等) 

10. 発表と討議９(論文概要・資料調査等) 

11. 発表と討議１０(論文構成) 

12. 発表と討議１１(論文構成) 

13. 発表と討議１２(論文構成) 

14. 発表と討議１３(論文構成) 

15. 発表と討議１４(論文構成) 

16. 発表と討議１５(論文構成) 

17. 発表と討議１６(論文構成) 

18. 発表と討議１７(論文構成) 

19. 発表と討議１８(論文原稿指導) 

20. 発表と討議１９(論文原稿指導) 

21. 発表と討議２０(論文原稿指導) 

22. 発表と討議２１(論文原稿指導) 

23. 発表と討議２２(論文原稿指導) 

24. 発表と討議２３(論文原稿指導) 

25. 発表と討議２４(論文原稿指導) 

26. 発表と討議２５(論文原稿指導) 

27. 発表と討議２６(論文原稿指導) 

28. まとめ：卒業論文，卒業制作の提出準備 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

各自のテーマに関する知識を増やし，思考を深めるために，授業で与えられた課題に応えて，文献読解および調査を，授業に合

わせて行ってくること． 
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成績評価方法・基準（Evaluation） 

発表報告内容(20%)/卒業論文・卒業制作(60%)/授業参加度（発言回数＋発言内容）(20%) 

決められた期限までに卒業論文または卒業制作を提出し、なおかつ所定の面接審査を経て判定する。 

 

テキスト（Textbooks） 

論文執筆者が研究対象とする作品 

 

参考文献（Readings） 

授業中折にふれて紹介する． 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AC795 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

その他／卒業論文(制作)･卒業論文(制作)指導演習 

(Thesis and Seminar in Thesis Writing) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
卒業論文を書く 

担当者名 

（Instructor） 
野中 健一(NONAKA KENICHI) 

学期 

（Semester） 
通年(Full year) 

単位 

（Credit） 
１０単位(10 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
HIS4610 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

研究対象を絞って研究主題を深め，時に遭遇する内容上あるいは書き方の上での疑問を解決しながら，最終的に優れた卒業論

文を作成できるようになることをめざす．  

 

Students will refine their research targets to deepen their research subjects. Students will write quality graduation thesis in the 

end by solving questions they encounter when writing or reading contents.  

 

授業の内容（Course Contents） 

指導教員と学生が必要に応じて直接話し合い，研究課題への理解を深め各自の問題を解決する．演習時間は個別に相談のうえ

で設定する．授業内容は，論文執筆者がその時に抱えている問題意識によって変わる．  

 

When necessary, professor and students will have conversation directly to deepen students’ understanding about their research 

subjects and solve their issues. Seminar time slot will be set after discussion with individual student. Contents of the class will 

change according to issue awareness of thesis writers at that time.  

 

授業計画（Course Schedule） 

1. オリエンテーション：演習の進め方，スケジュールの確認 

2. 発表と討議１(論文概要・資料調査等) 

3. 発表と討論２(論文概要・資料調査等) 

4. 発表と討議３(論文概要・資料調査等) 

5. 発表と討議４(論文概要・資料調査等) 

6. 発表と討議５(論文概要・資料調査等) 

7. 発表と討議６(論文概要・資料調査等) 

8. 発表と討議７(論文概要・資料調査等) 

9. 発表と討議８(論文概要・資料調査等) 

10. 発表と討議９(論文概要・資料調査等) 

11. 発表と討議１０(論文構成) 

12. 発表と討議１１(論文構成) 

13. 発表と討議１２(論文構成) 

14. 発表と討議１３(論文構成) 

15. 発表と討議１４(論文構成) 

16. 発表と討議１５(論文構成) 

17. 発表と討議１６(論文構成) 

18. 発表と討議１７(論文構成) 

19. 発表と討議１８(論文原稿指導) 

20. 発表と討議１９(論文原稿指導) 

21. 発表と討議２０(論文原稿指導) 

22. 発表と討議２１(論文原稿指導) 

23. 発表と討議２２(論文原稿指導) 

24. 発表と討議２３(論文原稿指導) 

25. 発表と討議２４(論文原稿指導) 

26. 発表と討議２５(論文原稿指導) 

27. 発表と討議２６(論文原稿指導) 

28. まとめ：卒業論文，卒業制作の提出準備 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

各自のテーマに関する知識を増やし，思考を深めるために，授業で与えられた課題に応えて，文献読解および調査を，授業に合

わせて行ってくること． 
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成績評価方法・基準（Evaluation） 

発表報告内容(20%)/卒業論文・卒業制作(60%)/授業参加度（発言回数＋発言内容）(20%) 

決められた期限までに卒業論文または卒業制作を提出し、なおかつ所定の面接審査を経て判定する。 

 

テキスト（Textbooks） 

論文執筆者が研究対象とする作品 

 

参考文献（Readings） 

授業中折にふれて紹介する． 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AC796 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

その他／卒業論文(制作)･卒業論文(制作)指導演習 

(Thesis and Seminar in Thesis Writing) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
卒業論文を書く 

担当者名 

（Instructor） 
松原 宏之(MATSUBARA HIROYUKI) 

学期 

（Semester） 
通年(Full year) 

単位 

（Credit） 
１０単位(10 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
HIS4610 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

研究対象を絞って研究主題を深め，時に遭遇する内容上あるいは書き方の上での疑問を解決しながら，最終的に優れた卒業論

文を作成できるようになることをめざす．  

 

Students will refine their research targets to deepen their research subjects. Students will write quality graduation thesis in the 

end by solving questions they encounter when writing or reading contents.  

 

授業の内容（Course Contents） 

指導教員と学生が必要に応じて直接話し合い，研究課題への理解を深め各自の問題を解決する．演習時間は個別に相談のうえ

で設定する．授業内容は，論文執筆者がその時に抱えている問題意識によって変わる．  

 

When necessary, professor and students will have conversation directly to deepen students’ understanding about their research 

subjects and solve their issues. Seminar time slot will be set after discussion with individual student. Contents of the class will 

change according to issue awareness of thesis writers at that time.  

 

授業計画（Course Schedule） 

1. オリエンテーション：演習の進め方，スケジュールの確認 

2. 発表と討議１(論文概要・資料調査等) 

3. 発表と討論２(論文概要・資料調査等) 

4. 発表と討議３(論文概要・資料調査等) 

5. 発表と討議４(論文概要・資料調査等) 

6. 発表と討議５(論文概要・資料調査等) 

7. 発表と討議６(論文概要・資料調査等) 

8. 発表と討議７(論文概要・資料調査等) 

9. 発表と討議８(論文概要・資料調査等) 

10. 発表と討議９(論文概要・資料調査等) 

11. 発表と討議１０(論文構成) 

12. 発表と討議１１(論文構成) 

13. 発表と討議１２(論文構成) 

14. 発表と討議１３(論文構成) 

15. 発表と討議１４(論文構成) 

16. 発表と討議１５(論文構成) 

17. 発表と討議１６(論文構成) 

18. 発表と討議１７(論文構成) 

19. 発表と討議１８(論文原稿指導) 

20. 発表と討議１９(論文原稿指導) 

21. 発表と討議２０(論文原稿指導) 

22. 発表と討議２１(論文原稿指導) 

23. 発表と討議２２(論文原稿指導) 

24. 発表と討議２３(論文原稿指導) 

25. 発表と討議２４(論文原稿指導) 

26. 発表と討議２５(論文原稿指導) 

27. 発表と討議２６(論文原稿指導) 

28. まとめ：卒業論文，卒業制作の提出準備 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

各自のテーマに関する知識を増やし，思考を深めるために，授業で与えられた課題に応えて，文献読解および調査を，授業に合

わせて行ってくること． 
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成績評価方法・基準（Evaluation） 

発表報告内容(20%)/卒業論文・卒業制作(60%)/授業参加度（発言回数＋発言内容）(20%) 

決められた期限までに卒業論文または卒業制作を提出し、なおかつ所定の面接審査を経て判定する。 

 

テキスト（Textbooks） 

論文執筆者が研究対象とする作品 

 

参考文献（Readings） 

授業中折にふれて紹介する． 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AC797 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

その他／卒業論文(制作)･卒業論文(制作)指導演習 

(Thesis and Seminar in Thesis Writing) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
卒業論文を書く 

担当者名 

（Instructor） 
山下 王世(YAMASHITA KIMIYO) 

学期 

（Semester） 
通年(Full year) 

単位 

（Credit） 
１０単位(10 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
HIS4610 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

研究対象を絞って研究主題を深め，時に遭遇する内容上あるいは書き方の上での疑問を解決しながら，最終的に優れた卒業論

文を作成できるようになることをめざす．  

 

Students will refine their research targets to deepen their research subjects. Students will write quality graduation thesis in the 

end by solving questions they encounter when writing or reading contents.  

 

授業の内容（Course Contents） 

指導教員と学生が必要に応じて直接話し合い，研究課題への理解を深め各自の問題を解決する．演習時間は個別に相談のうえ

で設定する．授業内容は，論文執筆者がその時に抱えている問題意識によって変わる．  

 

When necessary, professor and students will have conversation directly to deepen students’ understanding about their research 

subjects and solve their issues. Seminar time slot will be set after discussion with individual student. Contents of the class will 

change according to issue awareness of thesis writers at that time.  

 

授業計画（Course Schedule） 

1. オリエンテーション：演習の進め方，スケジュールの確認 

2. 発表と討議１(論文概要・資料調査等) 

3. 発表と討論２(論文概要・資料調査等) 

4. 発表と討議３(論文概要・資料調査等) 

5. 発表と討議４(論文概要・資料調査等) 

6. 発表と討議５(論文概要・資料調査等) 

7. 発表と討議６(論文概要・資料調査等) 

8. 発表と討議７(論文概要・資料調査等) 

9. 発表と討議８(論文概要・資料調査等) 

10. 発表と討議９(論文概要・資料調査等) 

11. 発表と討議１０(論文構成) 

12. 発表と討議１１(論文構成) 

13. 発表と討議１２(論文構成) 

14. 発表と討議１３(論文構成) 

15. 発表と討議１４(論文構成) 

16. 発表と討議１５(論文構成) 

17. 発表と討議１６(論文構成) 

18. 発表と討議１７(論文構成) 

19. 発表と討議１８(論文原稿指導) 

20. 発表と討議１９(論文原稿指導) 

21. 発表と討議２０(論文原稿指導) 

22. 発表と討議２１(論文原稿指導) 

23. 発表と討議２２(論文原稿指導) 

24. 発表と討議２３(論文原稿指導) 

25. 発表と討議２４(論文原稿指導) 

26. 発表と討議２５(論文原稿指導) 

27. 発表と討議２６(論文原稿指導) 

28. まとめ：卒業論文，卒業制作の提出準備 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

各自のテーマに関する知識を増やし，思考を深めるために，授業で与えられた課題に応えて，文献読解および調査を，授業に合

わせて行ってくること． 
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成績評価方法・基準（Evaluation） 

発表報告内容(20%)/卒業論文・卒業制作(60%)/授業参加度（発言回数＋発言内容）(20%) 

決められた期限までに卒業論文または卒業制作を提出し、なおかつ所定の面接審査を経て判定する。 

 

テキスト（Textbooks） 

論文執筆者が研究対象とする作品 

 

参考文献（Readings） 

授業中折にふれて紹介する． 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 

 

 

  



 - 444 - 

■AC798 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

その他／卒業論文(制作)･卒業論文(制作)指導演習 

(Thesis and Seminar in Thesis Writing) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
卒業論文を書く 

担当者名 

（Instructor） 
市田 雅崇(ICHIDA MASATAKA) 

学期 

（Semester） 
通年(Full year) 

単位 

（Credit） 
１０単位(10 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
HIS4610 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

研究対象を絞って研究主題を深め，時に遭遇する内容上あるいは書き方の上での疑問を解決しながら，最終的に優れた卒業論

文を作成できるようになることをめざす．  

 

Students will refine their research targets to deepen their research subjects. Students will write quality graduation thesis in the 

end by solving questions they encounter when writing or reading contents.  

 

授業の内容（Course Contents） 

指導教員と学生が必要に応じて直接話し合い，研究課題への理解を深め各自の問題を解決する．演習時間は個別に相談のうえ

で設定する．授業内容は，論文執筆者がその時に抱えている問題意識によって変わる．  

 

When necessary, professor and students will have conversation directly to deepen students’ understanding about their research 

subjects and solve their issues. Seminar time slot will be set after discussion with individual student. Contents of the class will 

change according to issue awareness of thesis writers at that time.  

 

授業計画（Course Schedule） 

1. オリエンテーション：演習の進め方，スケジュールの確認 

2. 発表と討議１(論文概要・資料調査等) 

3. 発表と討論２(論文概要・資料調査等) 

4. 発表と討議３(論文概要・資料調査等) 

5. 発表と討議４(論文概要・資料調査等) 

6. 発表と討議５(論文概要・資料調査等) 

7. 発表と討議６(論文概要・資料調査等) 

8. 発表と討議７(論文概要・資料調査等) 

9. 発表と討議８(論文概要・資料調査等) 

10. 発表と討議９(論文概要・資料調査等) 

11. 発表と討議１０(論文構成) 

12. 発表と討議１１(論文構成) 

13. 発表と討議１２(論文構成) 

14. 発表と討議１３(論文構成) 

15. 発表と討議１４(論文構成) 

16. 発表と討議１５(論文構成) 

17. 発表と討議１６(論文構成) 

18. 発表と討議１７(論文構成) 

19. 発表と討議１８(論文原稿指導) 

20. 発表と討議１９(論文原稿指導) 

21. 発表と討議２０(論文原稿指導) 

22. 発表と討議２１(論文原稿指導) 

23. 発表と討議２２(論文原稿指導) 

24. 発表と討議２３(論文原稿指導) 

25. 発表と討議２４(論文原稿指導) 

26. 発表と討議２５(論文原稿指導) 

27. 発表と討議２６(論文原稿指導) 

28. まとめ：卒業論文，卒業制作の提出準備 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

各自のテーマに関する知識を増やし，思考を深めるために，授業で与えられた課題に応えて，文献読解および調査を，授業に合

わせて行ってくること． 
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成績評価方法・基準（Evaluation） 

発表報告内容(20%)/卒業論文・卒業制作(60%)/授業参加度（発言回数＋発言内容）(20%) 

決められた期限までに卒業論文または卒業制作を提出し、なおかつ所定の面接審査を経て判定する。 

 

テキスト（Textbooks） 

論文執筆者が研究対象とする作品 

 

参考文献（Readings） 

授業中折にふれて紹介する． 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AE011 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／入門演習 Ｊ１ａ 

(Introductory Seminars J1a) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
「教育」とは何か 

担当者名 

（Instructor） 
秋葉 昌樹(AKIBA YOSHIKI) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
EDU1710 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

大学生に必要とされる基本的な学術リテラシーを身に着つけ，教育について多様な学問領域から専門的に学ぶ。 

 

Students will become skilled in the basic academic literacy required for university, and carry out specialized learning from the 

diverse academic discipline of education. 

 

授業の内容（Course Contents） 

（１）大学での知的生活の意義の理解：学生各自の多様な教育体験と教育への関心を紹介しあい，大学で学ぶ意義を理解し，自

分の将来に向けての問題関心を醸成する。 

（２）文献読解と要約の仕方の獲得：教員の用意したさまざまな文献を読解し，長めの論文でも要約できる力をつける。 

（３）活発にディスカッションする力の養成：大学では高校までと異なり，クラス内でのディスカッションが大きな意味を持つ。傍観者

にならず，積極的に発言し，他者の意見に応答する力をつける。 

（４）基本的なレポートの作成方法の獲得：文献をテーマとしたレポートを作成する方法を獲得する。 

 

(1) Students will understand the significance of intellectual life: Each student will introduce their diverse education experiences 

and how they became interested in education among his/her colleagues. Students will understand the significance of learning in 

university, and develop an interest in issues that affect their future. 

(2) Students will acquire the skills of reading literature and summarizing: Students will read various literature prepared by the 

instructor, and will gain the ability to summarize even long papers. 

(3) Developing active discussion skills: University is different from high school, and in-class discussions have great importance. 

Students should not be mere bystanders, but will actively speak out. They will gain the ability to respond to others’ opinions. 

(4) Students will acquire the ability to compose a basic report: they will learn methods for writing a report based on a theme 

from the literature. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. イントロダクションと自己紹介 

2. イントロダクションと自己紹介 

3. 文献検討とレポート作成指導 

4. 文献検討とレポート作成指導 

5. 文献検討とレポート作成指導 

6. 文献検討とレポート作成指導 

7. 文献検討とレポート作成指導 

8. 文献検討とレポート作成指導 

9. 文献検討とレポート作成指導 

10. 文献検討とレポート作成指導 

11. 文献検討とレポート作成指導 

12. 文献検討とレポート作成指導 

13. 文献検討とレポート作成指導 

14. 総括 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

事前文献学習とレポート作成準備 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

最終レポート(Final Report)(40%)/授業活動(討論への参加など）(60%) 

授業内討論のため出席が重視される。欠席 3 回で履修放棄として扱われる。遅刻は 2 回で 1回の欠席としてカウントされる。 

 



 - 447 - 

テキスト（Textbooks） 

テキストについては，各演習開始後授業内で指示する。 

 

参考文献（Readings） 

 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

学期末に最終レポート（3000 字以上）作成が課される。このレポートを提出しない場合には履修放棄として扱われる。 

 

注意事項（Notice） 
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■AE012 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／入門演習 Ｊ１ｂ 

(Introductory Seminars J1b) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
「教育」とは何か 

担当者名 

（Instructor） 
佐古 仁志(SAKO SATOSHI) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
EDU1710 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

大学生に必要とされる基本的な学術リテラシーを身に着つけ，教育について多様な学問領域から専門的に学ぶ。 

 

Students will become skilled in the basic academic literacy required for university, and carry out specialized learning from the 

diverse academic discipline of education. 

 

授業の内容（Course Contents） 

（１）大学での知的生活の意義の理解：学生各自の多様な教育体験と教育への関心を紹介しあい，大学で学ぶ意義を理解し，自

分の将来に向けての問題関心を醸成する。 

（２）文献読解と要約の仕方の獲得：教員の用意したさまざまな文献を読解し，長めの論文でも要約できる力をつける。 

（３）活発にディスカッションする力の養成：大学では高校までと異なり，クラス内でのディスカッションが大きな意味を持つ。傍観者

にならず，積極的に発言し，他者の意見に応答する力をつける。 

（４）基本的なレポートの作成方法の獲得：文献をテーマとしたレポートを作成する方法を獲得する。 

 

(1) Students will understand the significance of intellectual life: Each student will introduce their diverse education experiences 

and how they became interested in education among his/her colleagues. Students will understand the significance of learning in 

university, and develop an interest in issues that affect their future. 

(2) Students will acquire the skills of reading literature and summarizing: Students will read various literature prepared by the 

instructor, and will gain the ability to summarize even long papers. 

(3) Developing active discussion skills: University is different from high school, and in-class discussions have great importance. 

Students should not be mere bystanders, but will actively speak out. They will gain the ability to respond to others’ opinions. 

(4) Students will acquire the ability to compose a basic report: they will learn methods for writing a report based on a theme 

from the literature. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. イントロダクションと自己紹介 

2. イントロダクションと自己紹介 

3. 文献検討とレポート作成指導 

4. 文献検討とレポート作成指導 

5. 文献検討とレポート作成指導 

6. 文献検討とレポート作成指導 

7. 文献検討とレポート作成指導 

8. 文献検討とレポート作成指導 

9. 文献検討とレポート作成指導 

10. 文献検討とレポート作成指導 

11. 文献検討とレポート作成指導 

12. 文献検討とレポート作成指導 

13. 文献検討とレポート作成指導 

14. 総括 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

事前文献学習とレポート作成準備 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

最終レポート(Final Report)(40%)/授業活動(討論への参加など）(60%) 

授業内討論のため出席が重視される。欠席 3 回で履修放棄として扱われる。遅刻は 2 回で 1回の欠席としてカウントされる。 

 



 - 449 - 

テキスト（Textbooks） 

テキストについては，各演習開始後授業内で指示する。 

 

参考文献（Readings） 

 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

学期末に最終レポート（3000 字以上）作成が課される。このレポートを提出しない場合には履修放棄として扱われる。 

 

注意事項（Notice） 
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■AE013 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／入門演習 Ｊ１ｃ 

(Introductory Seminars J1c) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
「教育」とは何か 

担当者名 

（Instructor） 
柏木 敦(KASHIWAGI ATSUSHI) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
EDU1710 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

大学生に必要とされる基本的な学術リテラシーを身に着つけ，教育について多様な学問領域から専門的に学ぶ。 

 

Students will become skilled in the basic academic literacy required for university, and carry out specialized learning from the 

diverse academic discipline of education. 

 

授業の内容（Course Contents） 

（１）大学での知的生活の意義の理解：学生各自の多様な教育体験と教育への関心を紹介しあい，大学で学ぶ意義を理解し，自

分の将来に向けての問題関心を醸成する。 

（２）文献読解と要約の仕方の獲得：教員の用意したさまざまな文献を読解し，長めの論文でも要約できる力をつける。 

（３）活発にディスカッションする力の養成：大学では高校までと異なり，クラス内でのディスカッションが大きな意味を持つ。傍観者

にならず，積極的に発言し，他者の意見に応答する力をつける。 

（４）基本的なレポートの作成方法の獲得：文献をテーマとしたレポートを作成する方法を獲得する。 

 

(1) Students will understand the significance of intellectual life: Each student will introduce their diverse education experiences 

and how they became interested in education among his/her colleagues. Students will understand the significance of learning in 

university, and develop an interest in issues that affect their future. 

(2) Students will acquire the skills of reading literature and summarizing: Students will read various literature prepared by the 

instructor, and will gain the ability to summarize even long papers. 

(3) Developing active discussion skills: University is different from high school, and in-class discussions have great importance. 

Students should not be mere bystanders, but will actively speak out. They will gain the ability to respond to others’ opinions. 

(4) Students will acquire the ability to compose a basic report: they will learn methods for writing a report based on a theme 

from the literature. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. イントロダクションと自己紹介 

2. イントロダクションと自己紹介 

3. 文献検討とレポート作成指導 

4. 文献検討とレポート作成指導 

5. 文献検討とレポート作成指導 

6. 文献検討とレポート作成指導 

7. 文献検討とレポート作成指導 

8. 文献検討とレポート作成指導 

9. 文献検討とレポート作成指導 

10. 文献検討とレポート作成指導 

11. 文献検討とレポート作成指導 

12. 文献検討とレポート作成指導 

13. 文献検討とレポート作成指導 

14. 総括 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

事前文献学習とレポート作成準備 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

最終レポート(Final Report)(40%)/授業活動(討論への参加など）(60%) 

授業内討論のため出席が重視される。欠席 3 回で履修放棄として扱われる。遅刻は 2 回で 1回の欠席としてカウントされる。 

 



 - 451 - 

テキスト（Textbooks） 

テキストについては，各演習開始後授業内で指示する。 

 

参考文献（Readings） 

 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

学期末に最終レポート（3000 字以上）作成が課される。このレポートを提出しない場合には履修放棄として扱われる。 

 

注意事項（Notice） 
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■AE014 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／入門演習 Ｊ１ｄ 

(Introductory Seminars J1d) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
「教育」とは何か 

担当者名 

（Instructor） 
和田 悠(WADA YU) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
EDU1710 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

大学生に必要とされる基本的な学術リテラシーを身に着つけ，教育について多様な学問領域から専門的に学ぶ。 

 

Students will become skilled in the basic academic literacy required for university, and carry out specialized learning from the 

diverse academic discipline of education. 

 

授業の内容（Course Contents） 

（１）大学での知的生活の意義の理解：学生各自の多様な教育体験と教育への関心を紹介しあい，大学で学ぶ意義を理解し，自

分の将来に向けての問題関心を醸成する。 

（２）文献読解と要約の仕方の獲得：教員の用意したさまざまな文献を読解し，長めの論文でも要約できる力をつける。 

（３）活発にディスカッションする力の養成：大学では高校までと異なり，クラス内でのディスカッションが大きな意味を持つ。傍観者

にならず，積極的に発言し，他者の意見に応答する力をつける。 

（４）基本的なレポートの作成方法の獲得：文献をテーマとしたレポートを作成する方法を獲得する。 

 

(1) Students will understand the significance of intellectual life: Each student will introduce their diverse education experiences 

and how they became interested in education among his/her colleagues. Students will understand the significance of learning in 

university, and develop an interest in issues that affect their future. 

(2) Students will acquire the skills of reading literature and summarizing: Students will read various literature prepared by the 

instructor, and will gain the ability to summarize even long papers. 

(3) Developing active discussion skills: University is different from high school, and in-class discussions have great importance. 

Students should not be mere bystanders, but will actively speak out. They will gain the ability to respond to others’ opinions. 

(4) Students will acquire the ability to compose a basic report: they will learn methods for writing a report based on a theme 

from the literature. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. イントロダクションと自己紹介 

2. イントロダクションと自己紹介 

3. 文献検討とレポート作成指導 

4. 文献検討とレポート作成指導 

5. 文献検討とレポート作成指導 

6. 文献検討とレポート作成指導 

7. 文献検討とレポート作成指導 

8. 文献検討とレポート作成指導 

9. 文献検討とレポート作成指導 

10. 文献検討とレポート作成指導 

11. 文献検討とレポート作成指導 

12. 文献検討とレポート作成指導 

13. 文献検討とレポート作成指導 

14. 総括 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

事前文献学習とレポート作成準備 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

最終レポート(Final Report)(40%)/授業活動(討論への参加など）(60%) 

授業内討論のため出席が重視される。欠席 3 回で履修放棄として扱われる。遅刻は 2 回で 1回の欠席としてカウントされる。 

 



 - 453 - 

テキスト（Textbooks） 

テキストについては，各演習開始後授業内で指示する。 

 

参考文献（Readings） 

 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

学期末に最終レポート（3000 字以上）作成が課される。このレポートを提出しない場合には履修放棄として扱われる。 

 

注意事項（Notice） 
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■AE021 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／入門演習 Ｊ２ａ 

(Introductory Seminars J2a) 

担当者名 

（Instructor） 
小草 泰(OGUSA YASUSHI) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
EDU1710 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

大学生に必要とされる基本的な学術リテラシーを身につけ、教育について多様な学問領域の基礎を学ぶ。 

 

Students will become skilled in the basic academic literacy required for university, and carry out basic learning from the diverse 

academic discipline of education. 

 

授業の内容（Course Contents） 

（１）文献読解と要約方法の獲得：教育をテーマとした多様な文献を読み、要約する力をつける。 

（２）課題を設定し文献や資料を収集し報告する力をつける。 

（３）議論する力の養成：発表することと議論することとの違いを理解し議論できるようにする。 

（４）レポート作成の基本的な方法を学ぶ。 

 

(1) Students will acquire literary analysis competence and summarizing methods: They will be able to read diverse literature on 

the topic of education and summarize it. 

(2) Students will be able to set agenda, gather literature and relevant documents, and give a report. 

(3) Students will develop debate skills: They will learn the difference between a presentation and a debate, leading to more skills 

for debate. 

(4) Students will learn basic methods for writing a report. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. イントロダクション（１）演習のコンセプト説明と自己紹介 

2. イントロダクション（２）演習の課題設定 

3. イントロダクション（３）演習の課題設定 

4. 文献収集＆資料収集＆報告＆議論 

5. 文献収集＆資料収集＆報告＆議論 

6. 文献収集＆資料収集＆報告＆議論 

7. 文献収集＆資料収集＆報告＆議論 

8. 文献収集＆資料収集＆報告＆議論 

9. 文献収集＆資料収集＆報告＆議論 

10. 文献収集＆資料収集＆報告＆議論 

11. 文献収集＆資料収集＆報告＆議論 

12. 討論会（１） 

13. 討論会（２） 

14. 総括 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

（１）課題に即した文献読解と資料収集 

（２）レポート作成準備 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

最終レポート(Final Report)(40%)/授業活動（討論への参加など）(60%) 

欠席 3 回で履修放棄として扱われる。遅刻は 2 回で 1 回の欠席としてカウントされる。 

 

テキスト（Textbooks） 

なし 

 

参考文献（Readings） 

 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 



 - 455 - 

学期末に最終レポート（4000 字以上）作成が課される。このレポートを提出しない場合には履修放棄として扱われる。 

 

注意事項（Notice） 
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■AE022 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／入門演習 Ｊ２ｂ 

(Introductory Seminars J2b) 

担当者名 

（Instructor） 
小谷 由美(KOTANI YUMI) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
EDU1710 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

大学生に必要とされる基本的な学術リテラシーを身につけ、教育について多様な学問領域の基礎を学ぶ。 

 

Students will become skilled in the basic academic literacy required for university, and carry out basic learning from the diverse 

academic discipline of education. 

 

授業の内容（Course Contents） 

（１）文献読解と要約方法の獲得：教育をテーマとした多様な文献を読み、要約する力をつける。 

（２）課題を設定し文献や資料を収集し報告する力をつける。 

（３）議論する力の養成：発表することと議論することとの違いを理解し議論できるようにする。 

（４）レポート作成の基本的な方法を学ぶ。 

 

(1) Students will acquire literary analysis competence and summarizing methods: They will be able to read diverse literature on 

the topic of education and summarize it. 

(2) Students will be able to set agenda, gather literature and relevant documents, and give a report. 

(3) Students will develop debate skills: They will learn the difference between a presentation and a debate, leading to more skills 

for debate. 

(4) Students will learn basic methods for writing a report. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. イントロダクション（１）演習のコンセプト説明と自己紹介 

2. イントロダクション（２）演習の課題設定 

3. イントロダクション（３）演習の課題設定 

4. 文献収集＆資料収集＆報告＆議論 

5. 文献収集＆資料収集＆報告＆議論 

6. 文献収集＆資料収集＆報告＆議論 

7. 文献収集＆資料収集＆報告＆議論 

8. 文献収集＆資料収集＆報告＆議論 

9. 文献収集＆資料収集＆報告＆議論 

10. 文献収集＆資料収集＆報告＆議論 

11. 文献収集＆資料収集＆報告＆議論 

12. 討論会（１） 

13. 討論会（２） 

14. 総括 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

（１）課題に即した文献読解と資料収集 

（２）レポート作成準備 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

最終レポート(Final Report)(40%)/授業活動（討論への参加など）(60%) 

欠席 3 回で履修放棄として扱われる。遅刻は 2 回で 1 回の欠席としてカウントされる。 

 

テキスト（Textbooks） 

なし 

 

参考文献（Readings） 

 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 
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学期末に最終レポート（4000 字以上）作成が課される。このレポートを提出しない場合には履修放棄として扱われる。 

 

注意事項（Notice） 
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■AE023 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／入門演習 Ｊ２ｃ 

(Introductory Seminars J2c) 

担当者名 

（Instructor） 
永井 玲衣(NAGAI REI) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
EDU1710 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

大学生に必要とされる基本的な学術リテラシーを身につけ、教育について多様な学問領域の基礎を学ぶ。 

 

Students will become skilled in the basic academic literacy required for university, and carry out basic learning from the diverse 

academic discipline of education. 

 

授業の内容（Course Contents） 

（１）文献読解と要約方法の獲得：教育をテーマとした多様な文献を読み、要約する力をつける。 

（２）課題を設定し文献や資料を収集し報告する力をつける。 

（３）議論する力の養成：発表することと議論することとの違いを理解し議論できるようにする。 

（４）レポート作成の基本的な方法を学ぶ。 

 

(1) Students will acquire literary analysis competence and summarizing methods: They will be able to read diverse literature on 

the topic of education and summarize it. 

(2) Students will be able to set agenda, gather literature and relevant documents, and give a report. 

(3) Students will develop debate skills: They will learn the difference between a presentation and a debate, leading to more skills 

for debate. 

(4) Students will learn basic methods for writing a report. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. イントロダクション（１）演習のコンセプト説明と自己紹介 

2. イントロダクション（２）演習の課題設定 

3. イントロダクション（３）演習の課題設定 

4. 文献収集＆資料収集＆報告＆議論 

5. 文献収集＆資料収集＆報告＆議論 

6. 文献収集＆資料収集＆報告＆議論 

7. 文献収集＆資料収集＆報告＆議論 

8. 文献収集＆資料収集＆報告＆議論 

9. 文献収集＆資料収集＆報告＆議論 

10. 文献収集＆資料収集＆報告＆議論 

11. 文献収集＆資料収集＆報告＆議論 

12. 討論会（１） 

13. 討論会（２） 

14. 総括 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

（１）課題に即した文献読解と資料収集 

（２）レポート作成準備 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

最終レポート(Final Report)(40%)/授業活動（討論への参加など）(60%) 

欠席 3 回で履修放棄として扱われる。遅刻は 2 回で 1 回の欠席としてカウントされる。 

 

テキスト（Textbooks） 

なし 

 

参考文献（Readings） 

 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 
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学期末に最終レポート（4000 字以上）作成が課される。このレポートを提出しない場合には履修放棄として扱われる。 

 

注意事項（Notice） 
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■AE024 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／入門演習 Ｊ２ｄ 

(Introductory Seminars J2d) 

担当者名 

（Instructor） 
和田 悠(WADA YU) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
EDU1710 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

大学生に必要とされる基本的な学術リテラシーを身につけ、教育について多様な学問領域の基礎を学ぶ。 

 

Students will become skilled in the basic academic literacy required for university, and carry out basic learning from the diverse 

academic discipline of education. 

 

授業の内容（Course Contents） 

（１）文献読解と要約方法の獲得：教育をテーマとした多様な文献を読み、要約する力をつける。 

（２）課題を設定し文献や資料を収集し報告する力をつける。 

（３）議論する力の養成：発表することと議論することとの違いを理解し議論できるようにする。 

（４）レポート作成の基本的な方法を学ぶ。 

 

(1) Students will acquire literary analysis competence and summarizing methods: They will be able to read diverse literature on 

the topic of education and summarize it. 

(2) Students will be able to set agenda, gather literature and relevant documents, and give a report. 

(3) Students will develop debate skills: They will learn the difference between a presentation and a debate, leading to more skills 

for debate. 

(4) Students will learn basic methods for writing a report. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. イントロダクション（１）演習のコンセプト説明と自己紹介 

2. イントロダクション（２）演習の課題設定 

3. イントロダクション（３）演習の課題設定 

4. 文献収集＆資料収集＆報告＆議論 

5. 文献収集＆資料収集＆報告＆議論 

6. 文献収集＆資料収集＆報告＆議論 

7. 文献収集＆資料収集＆報告＆議論 

8. 文献収集＆資料収集＆報告＆議論 

9. 文献収集＆資料収集＆報告＆議論 

10. 文献収集＆資料収集＆報告＆議論 

11. 文献収集＆資料収集＆報告＆議論 

12. 討論会（１） 

13. 討論会（２） 

14. 総括 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

（１）課題に即した文献読解と資料収集 

（２）レポート作成準備 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

最終レポート(Final Report)(40%)/授業活動（討論への参加など）(60%) 

欠席 3 回で履修放棄として扱われる。遅刻は 2 回で 1 回の欠席としてカウントされる。 

 

テキスト（Textbooks） 

なし 

 

参考文献（Readings） 

 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 
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学期末に最終レポート（4000 字以上）作成が課される。このレポートを提出しない場合には履修放棄として扱われる。 

 

注意事項（Notice） 
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■AE091 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／教育学 

(Pedagogy) 

担当者名 

（Instructor） 
渡辺 哲男(WATANABE TETSUO) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
EDU1700 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

教育の基本的概念は何か、また、教育の理念にはどのようなものがあり、教育の歴史や思想において、それらがどのように顕れ

てきたかについて学ぶ。これまでの教育及び学校の営みがどのように捉えられ、変遷してきたのかを理解することで、これからの

教育のありようを考えたい。 

 

Students will learn about the fundamental concepts of education and about what constitutes an educational philosophy. 

Students will also learn about how these concepts and philosophies of education have appeared in educational history and 

thoughts. The class aims to help students consider the future of education based on an understanding of how education and 

schooling have been conceived and changed. 

 

授業の内容（Course Contents） 

（1）教育（学）の基本的な概念を理解し、近代教育がいかに成立したのかを、日本と諸外国を比較しながら学ぶ。（2）欧米の近代

教育思想を学ぶ。（3）現代の教育問題とこれまで学んできた理念や思想を接続し、現代社会における教育課題を歴史的な視点

から考える。 

 

(1) Students will understand the basic concepts of education (and pedagogy), and learn how modern education systems were 

established while comparing Japan with other countries. (2) Students will learn about modern educational thought in Western 

countries. (3) Students will connect issues in contemporary education to philosophies and thought they have learned up until 

now, and think about educational issues in contemporary society from a historical perspective. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. オリエンテーション：「教育学」とはなんだろうか？ 

2. 教育学事始め：大学の授業の試験から、大学で学ぶこと、学校との違いを考える 

3. 教育学事始め：現代社会の教育課題とポップカルチャー（1）新海誠作品から 

4. 教育学事始め：現代社会の教育課題とポップカルチャー（2）庵野秀明作品から 

5. 欧米の近代教育思想（1）コメニウス 

6. 欧米の近代教育思想（2）ルソー 

7. 欧米の近代教育思想（3）ペスタロッチとヘルバルト 

8. 欧米の近代教育思想（4）デューイと新教育  

9. 日本の近代教育の出発 

10. 日本の教育と「天皇」：再び庵野作品から 

11. 現代の教育思想（1）フーコーなど 

12. 現代の教育思想（2）ランシエールなど 

13. 未来の教育を展望する：人工知能、ロボットと教育をめぐって 

14. 授業のまとめ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

授業時に配付する資料を次回までに読み、自分の考えを表明したり、与えられた課題に回答できるように準備することが求めら

れる。詳しくは初回の授業で説明する。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

筆記試験(Written Exam)(60%)/授業中、前後に提示する課題の提出(40%) 

 

テキスト（Textbooks） 

授業時に資料を配付します。 

 

参考文献（Readings） 

1. 今井康雄編、2009、『教育思想史』、有斐閣 (ISBN:9784641123847) 

2. 渡辺哲男ほか編、2019、『言葉とアートをつなぐ教育思想』、晃洋書房 (ISBN:9784771031623) 

3. 眞壁宏幹編、2020、『西洋教育思想史（第 2 版）』、慶應義塾大学出版会 (ISBN:9784766426588) 
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4. 渡辺哲男編、2023、『ポップカルチャーの教育思想：アカデミック・ファンが読み解く現代社会』、晃洋書房 

(ISBN:9784771037236) 

その他の参考文献については、授業時に提示します。できるだけ多くの文献に眼を通し、比較の視点を養ってください。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AE092 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／教育心理学 １ 

(Psychology in Education 1) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
発達と学習の心理学 

担当者名 

（Instructor） 

石黒 広昭(ISHIGURO HIROAKI) 

扇原 貴志(OUGIHARA TAKASHI) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
EDU2700 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

幼児、児童及び生徒（以下、「子ども」と略記）の心身の発達及び学習の過程について、基礎的な知識を身につけ、各発達状況に

おける心理的特性を踏まえた学習活動を支える指導の基礎となる考え方を学ぶ。 

 

Students will learn about the development and learning processes of infants, pupils, and students. They will understand the 

relevant psychological characteristics, and learn how to support the development and learning of children of school age. 

 

授業の内容（Course Contents） 

子ども理解に必要とされる心理学的知識を提示し、子どもたちの発達を支援する教育のあり方について検討する。子どもの学習

と発達を支援する上で教育に求められるものが何であるのか、教師に求められる基本的な知識を身につける。履修生の自らの

学校教育経験を通して培われた常識的教育観を問い直しながら、子どもとその指導者の役割について理解を深める。 

 

Students will acquire the necessary psychological knowledge for understanding children and examine educational methods for 

supporting children’s development. Students will become knowledgeable of what is needed in education to support children’s 

learning and development, and develop the basic awareness necessary for teachers. Students will reconsider the common sense 

they have developed through their own schooling experiences and gain a deeper understanding of children and the role of the 

instructor. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 授業紹介・幼児、児童及び生徒の心身の発達過程および特徴（発達段階論） 

2. 幼児、児童及び生徒の心身の発達過程および特徴（発達段階論の諸問題） 

3. 幼児、児童及び生徒の心身の発達過程および特徴（発達の社会文化性） 

4. 幼児、児童及び生徒の心身の発達過程および特徴（最近接発達領域） 

5. 幼児、児童及び生徒における発達と教育の相互作用 

6. 幼児、児童及び生徒の認知発達の特徴 

7. 幼児、児童及び生徒のための学習の基礎理論（行動形成理論） 

8. 幼児、児童及び生徒のための学習の基礎理論（情報処理的認知理論） 

9. 幼児、児童及び生徒のための学習の基礎理論（教育における行動形成理論と認知理論の特徴と課題） 

10. 幼児、児童及び生徒のための学習の基礎理論（状況的学習論） 

11. 幼児、児童及び生徒の学習活動の支援と集団づくり 

12. 幼児、児童及び生徒の主体的学習と動機付け 

13. 幼児、児童及び生徒の主体的な学習活動を支える指導のための基礎理論 

14. 幼児、児童及び生徒の主体的学習活動を支える評価理論 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

参考資料が紹介されることがある。これらはもちろんのこと、授業内容に関連する文献を自分で調べることが望ましい。講義内容

について他の履修者と議論することが望ましい。講義で紹介される事例は、「子どもたちは教室で何を学ぶのか」（東京大学出版

会）など、拙著内で詳述されていることが多いので、参照してほしい。なお、大学の 2 単位の講義では毎時間予習復習をあわせ

て 4 時間の自主学習が必要であることが大学設置基準で定められている。それに見合う十分な学習時間を確保して学んでほし

い。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

レポート試験(Report Exam)(60%)/授業で指示した課題の提出(40%) 

それぞれ期限が定められた小課題を複数回提出することで平常点とする。提出が遅れる場合にはペナルティがつく。なお、すべ

ての課題を指定日までに提出することが単位履修要件となり、未提出は履修放棄となる。 

 

テキスト（Textbooks） 
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なし 

 

参考文献（Readings） 

1. 石黒広昭、2016、『子どもたちは教室で何を学ぶのか』、東京大学出版会 (ISBN:978-4-13-053088-0) 

2. 佐伯・佐藤・宮崎・石黒、2013、『心理学と教育実践の間で』、東京大学出版会 (ISBN:978-4-13-006509-2) 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

http://www2.rikkyo.ac.jp/web/ishiguro/ 

 

注意事項（Notice） 
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■AE093 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／教育社会学 １ 

(Sociology in Education 1) 

担当者名 

（Instructor） 
秋葉 昌樹(AKIBA YOSHIKI) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
EDU2700 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

現代の学校教育に関する社会的、制度的事柄の基礎と現代的課題について、社会学的観点から理解できるようになることをめ

ざす 

 

Students will aim to be able to understand the social and systematic basics of contemporary education and contemporary 

issues from a sociological perspective. 

 

授業の内容（Course Contents） 

１）西欧と日本における近代公教育制度の成立過程を概説し、近代化論、学校論、子ども論について基礎的な考え方を理解でき

るようにし、２）教育制度と現代社会との関係について多様な問題状況をふまえ、教育と不平等論、学歴社会論などの現代的課

題に向き合う社会学的な視点の有効性を論じる。 

 

1) Students will learn how the modern education systems in Japan and Western countries have been developed, and be able to 

understand ways of thinking about theories of modernization, schools and children. 2) Based on the diverse issues about the 

relation between education systems and contemporary society, students will discuss the effectiveness of considering 

sociological perspectives on education and inequality, and education-conscious societies, etc. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 教育社会学とは何か－教育学と教育科学 

2. 近代公教育の成立－産業革命時代におけるベル・ランカスター法の成立 

3. 近代公教育の成立－義務教育制度成立の背景 

4. 近代学校論－フーコー「監獄の誕生」を中心として 

5. 近代子ども論－アリエス「子どもの誕生」を中心として 

6. 近代日本における義務教育制度の成立－身体の近代化 

7. 近代日本における義務教育制度の成立－学校化社会の成立 

8. 教育と不平等－構造の平等と配分の平等、機会の平等と結果の平等 

9. 教育制度改革が問いかけるもの--1960 年代アメリカ 

10. 教育制度改革が問いかけるもの--1980 年代ニュージーランド 

11. 現代日本における教育問題－学力とは何なのか 

12. 現代日本における教育問題－いじめ不登校問題について 

13. 現代日本における教育問題－保健室の視点から 

14. 現代日本における教育問題－学校安全の視点から 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

授業時間外の学習に関する指示は、必要に応じて別途指示する。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

ブラックボード上で課された提出物(複数回)(60%)/最終テスト(Final Test)(40%) 

４回以上提出物が未提出の場合、単位修得不可。 

 

テキスト（Textbooks） 

必要な資料はブラックボード上にアップロードする。 

 

参考文献（Readings） 

 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AE094 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／教育史 １ 

(History of Education 1) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
日本の教育の歴史的経験を辿る 

担当者名 

（Instructor） 
柏木 敦(KASHIWAGI ATSUSHI) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
EDU2700 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

以下の三点を授業の目標とする。 

（1）日本の教育制度政策の展開過程を、史料に基づいて理解してゆく。 

（2）教育の歴史的な出来事を実証する史資料について知る。 

（3）「学校に通う」「学校で学ぶ」ということの意味について、歴史的経緯を踏まえた考え方を持つ。 

 

1. To understand the process of development of Japan's education system policy based on historical data. 

2. Learn about sources that substantiate historical events related to education. 

3. Learn to think about the meaning of "going to(attending) school" and "learning at school" based on historical background. 

 

授業の内容（Course Contents） 

近代公教育の形成・展開の過程について、主として日本近代における学校教育制度の成立過程を概観する。本講義では特に義

務教育制度の成立、展開過程を中心に講義を進め、日本近代において「学校に通う」ということ、「学校で学ぶ」ということがどの

ような形で日本の人々の学習のありようや生活のありようを変えていったのかということを考えてゆく。 

 

In this lecture, we will overview the process of formation and development of modern public education. This course mainly 

focuses on the process of the establishment of the school education system in modern Japan. In this lecture, we will focus on 

the establishment and development of the compulsory education system, and consider how "going to school" and "learning at 

school" have changed the way Japanese people learn and live in the modern era. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. ガイダンス 

2. 誰が、何のために、学びはじめたか 

3. どんな風に、何を学んだか〜「学校」のない社会で 

4. 「学校」の設立 

5. 学校教育と人々との関係 

6. 教育勅語と御真影 

7. 教科書の歴史 

8. 進学と学歴社会 

9. 学校教員の世界 

10. 私立大学の始まり 

11. 戦争と教育 

12. 戦後の教育改革 

13. 経済成長と教育 

14. 講義のまとめ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

参考文献での予習および授業時に配布するプリントの復習。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

毎回の講義に関するコメントの提出(60%)/最終テスト(Final Test)(40%) 

 

テキスト（Textbooks） 

使用しない。毎回プリントを用意する。 

 

参考文献（Readings） 

1. 山本正身、2014 年、『日本教育史 教育の「今」を歴史から考える』、慶應義塾出版会 (ISBN:9784766421316) 

2. 木村元、2019 年、『学校の戦後史』、岩波書店 (ISBN:9784004315360) 
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3. 岩下誠・三時眞貴子・倉石一郎・姉川雄大、2020 年、『問いからはじめる教育史』、有斐閣 (ISBN:9784641150805) 

この他、第 1 回の講義で各時間の参考文献を示す。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AE095 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／教育哲学 １ 

(Philosophy in Education 1) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
対話的教育のために 

担当者名 

（Instructor） 
河野 哲也(KONO TETSUYA) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
EDU2700 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

教育哲学の概論的な講義を行います。哲学と倫理学の基本概念を理解しながら、それと教育の問題とを関係させて、教育とは何

か、どうあるべきかについて考察を深めることを目的とします。 

 

This course provides a general outline of educational philosophy. While examining the basic concepts of philosophy and ethics, 

this course will connect these to issues in education to help students have a greater sense of what education is and how it 

should be implemented. 

 

授業の内容（Course Contents） 

哲学と倫理学の基礎概念と基礎理論について概説しながら、その考えを教育に応用して、「人間にとって根源的には教育とは何

か、どのような意味があるのか」という問いと「現代社会における政治・経済・市民生活の中で教育をどう位置づけるのか」という

問いについて考えてゆきます。拙著『人は語り続けるとき、考えていない：対話と思考の哲学』での議論を発展させ、「対話的教

育」というテーマのもとで講義します。質疑応答によって進めていきます。 

 

While introducing the basic concepts in philosophy and ethics, these thoughts will be applied to education. Students will 

consider questions such as “What about education is fundamental to people and what kind of meaning does it have?” Students 

will consider how education is positioned among politics, economics, and civic life in modern society. Class will involve lecture, 

small-group discussions, and larger class discussions. Students will be encouraged to develop a healthy skepticism toward what 

they have regarded as common sense until now. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. ガイダンス（講義の内容と進め方、評価の仕方） 

導入と問題：教育哲学の課題 

2. 子どもとはいかなる存在か？：哲学的テーマとしての子ども、子どもと哲学、哲学とは何か？ 

3. 遊戯と存在：遊戯の意味、ゲームと遊戯、遊戯と仕事、遊戯と子どもの生 

4. 真理とは何か？：知識、科学、技術は人間にとってどのようなものか？問いを問うことの根源性と真理 

5. 探究の共同体としての民主主義社会：真理を教えられないとすれば、教育とは何をするものなのか？、科学的探究は民主

主義のモデルとなるか？真理と人間の根源的絆、生殖としての知識 

6. 教育の目的とは何か？：「人格の完成」？、政治は人間にとって根源的か？知識、職業、福祉、政治、どれに優先順位を置

くべきか？真理の教育の意味 

7. 平等とは何か？：倫理学の基礎、現在の正義論、ケアとケイパビリティ、機会の平等と実質的平等 

8. 教育と平等：何を平等にすれば、教育は平等になるのか？人間は互いにどうなることを望んでいるのか？ 

9. 国家と個人：近代国家の概念、自律した個人の概念とその問題、権利と国家、共和主義と自由主義、多文化主義、リベラリ

ズムとリバタリアニズム 

10. シティズンシップ教育と国家：子どもの権利と親の権利、国家の教育への介入はどこまで許されるのか？、市場と教育、子

どもの自由とパターナリズム、シティズンシップ教育はどうあるべきか？ 

11. 対話とは何か？：対話と会話、思考と対話、何が思考を命じるのか？道理ある不一致と合意の形成、コミュニケーションと思

考、対話の根源性 

12. 対話的教育とは何か？：対話はなぜ教育に必要なのか、授業内対話、教育機関における対話、社会との対話 

13. 教育的タクト：タクトの概念、わざとパフォーマンス、タクトをどのように身につけるのか？一期一会の存在論 

14. まとめと全体のふりかえり 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

ブラックボードなどを利用して資料を提示することがありますので、事前に読んでおくことが必要条件です。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

講義内提出物（数回）(100%) 
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テキスト（Textbooks） 

1. 河野哲也、2019、『人は語り続けるとき,考えていない: 対話と思考の哲学』、岩波書店 (ISBN:4000245392) 

 

参考文献（Readings） 

1. 河野哲也、2011、『道徳を問いなおす』、筑摩書房 (ISBN:4480065954) 

2. 河野哲也、2018、『自分で考え 自分で話せる：こどもを育てる哲学レッスン』、河出書房新社 (ISBN:9784309248691) 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AE101 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

その他／演習 Ｊ１ 

(Seminars in Education J1) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
教育臨床社会学への招待 

担当者名 

（Instructor） 
秋葉 昌樹(AKIBA YOSHIKI) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
EDU3710 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

（1）教育臨床社会学の基本的な考え方を身につけること 

（2）受講生同士の研究関心をシェアしながら深める 

 

(1) Students will learn the basic concept of clinical sociology of education. 

(2) Students will deepen their interest through sharing them with one another. 

 

授業の内容（Course Contents） 

教育臨床社会学は、教育の現場の問題に寄り添い、問題解決に資することをめざしアクチュアルに研究を進める領域であると同

時に、問題の構造、背景などについて冷静・客観的に分析し、問題の当事者目線を相対化する感覚も必要な領域である。相互行

為分析はその中心的役割を果たすもので、分析の立体化のために演劇的手法によるアクティビティも随時用いることにしたい。

春学期は社会学や教育哲学、応用演劇等の幅広い領域の理論及び方法に関する文献を読み進めつつ、受講生の個別具体的

な問題関心を耕し、相互に問題関心にコメントしあう作業を中心に議論を積み重ねていくことにしたい。 

 

Clinical sociology of education is a field of research that examines issues at places of education, aims to contribute to problem 

solving, and promotes practical research.At the same time, it is a field that carries out objective analysis of the structures and 

backgrounds, etc., of issues and requires an awareness of how these issues are relevant to stakeholders. Interaction analysis 

plays a central role in this field, and role-playing activities will be used when required. In the spring semester, while reading 

literature related to theories and methods related to a wide range of fields such as sociology, educational philosophy and applied 

drama, etc., students will cultivate individual interest in specific issues and debate these issues focusing on tasks where they 

exchange comments on these issues. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. イントロダクションおよび自己紹介＆個々の問題関心のシェア 

2. 文献講読＆報告＆ディスカッション 

3. 文献講読＆報告＆ディスカッション 

4. 文献講読＆報告＆ディスカッション 

5. 文献講読＆報告＆ディスカッション 

6. 文献講読＆報告＆ディスカッション 

7. 文献講読＆報告＆ディスカッション 

8. 文献講読＆報告＆ディスカッション 

9. 文献講読＆報告＆ディスカッション 

10. 文献講読＆報告＆ディスカッション 

11. 文献講読＆報告＆ディスカッション 

12. 文献講読＆報告＆ディスカッション 

13. 研究テーマ設定に向けたブレスト（1） 

14. 研究テーマ設定に向けたブレスト（2） 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

文献はあらかじめ読んでから演習に参加すること。演習ではディスカッションおよび演劇的手法によるアクティビティを大切にした

いと考えている。何らかの形でオンライン上に意見交換できるコミュニティスペースを開設し予習・復習に役立ててもらえればと考

えている。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

受講生相互のコメント(25%)/文献講読に関わるディスカッション参加度(25%)/個別の研究関心の発表(25%)/ゼミ研究テーマに関わ

るディスカッション貢献度(25%) 

 

テキスト（Textbooks） 
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参考文献リストに掲げた文献を軸に、必要に応じて関連論文等を紹介する方式とする 

 

参考文献（Readings） 

1. アウグスト・ボアール、1984、『被抑圧者の演劇』、晶文社 

2. フィリップ・テイラー、2003、『応用演劇』、HEINEMANN 

3. 串田秀也＆好井裕明、2010、『エスノメソドロジーを学ぶ人のために』、世界思想社 

4. パウロ・フレイレ、2018、『被抑圧者の教育学（50 周年記念版）』、亜紀書房 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

（1）演習運営上の基本的なスタンスは「促し・励まし・見守り・支える」（教育学者・室 俊司氏のことば）。ポジティブなかかわり方を

参加受講生相互にもシェアしてもらえたらと考えている。 

（2）文献は社会学、教育哲学、応用演劇学等多岐にわたる。大きな問題意識を育てつつ、個別具体的な研究テーマに取り組んで

もらえたら幸いである。 

（3）秋学期末に提出するゼミ論文の構成に関しての検討も実施する（例年とは異なる構成となる可能性あり） 

 

注意事項（Notice） 
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■AE102 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

その他／演習 Ｊ２ 

(Seminars in Education J2) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
教育臨床社会学の展開 

担当者名 

（Instructor） 
秋葉 昌樹(AKIBA YOSHIKI) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
EDU3710 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

（1）社会学的な相互行為データ分析を踏まえた共同発表ないしは共同制作を行う 

（2）卒業論文執筆も視野にいれつつ、個人研究を論文化する支援を進める 

 

(1) Students will carry out group presentations or other collaborations based on sociological and interactive data. 

(2) Students will write a seminar thesis while also considering their upcoming graduation thesis. 

 

授業の内容（Course Contents） 

春学期にシェアした基本的知識や互いの問題関心を踏まえ、共同研究（制作）を行うべく、個別の問題関心との往復作業を繰り

返しつつ成果発表に向けた作業を進めていく。受講生それぞれが、自分なりにゼミに貢献できることはなにかを見いだせるよう、

支援したい。なお成果発表の形式は個人発表としてはゼミ論文を宛て、共同発表としては応用演劇等の手法も視野にいれつつ、

参加受講生とともに可能性を探っていきたい。 

 

Based on basic knowledge shared in the spring semester and students’ interest in problems, students will work toward 

conducting joint research (collaboration), and presenting their results while repeatedly examining individual problems of interest. 

The class will support students as each of them finds his/her own way to contribute to the seminar. Also, for the format of the 

presentations on results, the seminar theses will be regarded as individual presentations, and the group presentations will give 

students an opportunity to explore possibilities by incorporating Applied Theatre. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 個別課題のシェアおよび共同研究テーマをめぐるブレーンストーミング（1） 

2. 個別課題のシェアおよび共同研究テーマをめぐるブレーンストーミング（2） 

3. 研究発表の方法および研究の宛先をめぐるブレーンストーミング 

4. 個別発表（1） 

5. 個別発表（2） 

6. 個別発表（3） 

7. 個別発表（4） 

8. 個別発表（5） 

9. 個別発表（6） 

10. 個別課題の深化および共同研究完成へ向けた共同作業（その 1） 

11. 個別課題の深化および共同研究完成へ向けた共同作業（その 2） 

12. 個別課題の深化および共同研究完成へ向けた共同作業（その 3） 

13. 個別課題の深化および共同研究完成へ向けた共同作業（その 4） 

14. 成果発表の予定 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

共同研究のためのグループワークが必須となる。自分なりに共同研究に貢献できることが何かを常に意識するべくリフレクション

を重ねていってほしい。授業時間外にも共同研究や個人研究の論文化のための面談指導等も予定している。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

最終レポート(Final Report)(40%)/共同研究への貢献度(60%) 

各自のゼミ論文をもって最終レポートとする。 

 

テキスト（Textbooks） 

授業時に個別のテーマに応じて指示する 

 

参考文献（Readings） 
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研究の展開に応じて必要な文献をシェアしていく 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

演習運営上の一貫したスタンスは「促し・励まし・見守り・支える」（教育学者・室 俊司氏のことば）ポジティブなかかわり方を参加

受講生相互にもシェアしてもらえたらと考えている。 

 

注意事項（Notice） 
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■AE103 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

その他／演習 Ｊ３ 

(Seminars in Education J3) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
社会教育研究のセンスを磨く 

担当者名 

（Instructor） 
和田 悠(WADA YU) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
EDU3710 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

①社会教育研究を進めていくための発想や論理を獲得する。 

②社会を組み換える課題意識を深くし、教育や学習がもっている政治性や社会性に着目して研究していけるようになる。 

③調査や発表や議論に慣れ、その方法や仕方に習熟する。  

 

1)Students will acquire the idea and logic for conducting research in adult and community education.  

2)Students will sharpen awareness of changing society and pay attention to the political and social characteristics of teaching 

and learning. 

3)Students will become familiar with research, presentation and debate, and acquire proficiency in these methods and 

approaches.  

 

授業の内容（Course Contents） 

文献を読み、それをもとにした報告と討議を行いながら、社会や人間について理解を深める作業を行う。 

 

Students will deepen their understanding of people and society through reading literature, making reports and discussion.  

 

授業計画（Course Schedule） 

1. イントロダクション：ゼミで学ぶ意味、年間スケジュールの確認 

2. ライブラリーツアー 

3. 文献の検討、報告と討議 

4. 文献の検討、報告と討議 

5. 文献の検討、報告と討議 

6. 文献の検討、報告と討議 

7. 文献の検討、報告と討議 

8. 文献の検討、報告と討議 

9. 文献の検討、報告と討議 

10. 文献の検討、報告と討議 

11. 文献の検討、報告と討議 

12. 文献の検討、報告と討議 

13. 文献の検討、報告と討議 

14. まとめと振り返り、夏季休暇中の課題やゼミ合宿についての案内 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

テキストをしっかりと読み込み、授業に臨むこと。テキストを読み深めるための予習課題も毎回課される。また、個人として取り組

むべき課題についても手を抜かずに真摯に取り組む必要がある。ゼミの学びにとって授業時間外の予習・復習が決定的に重要

であることは肝に命じておくこと。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

最終レポート(Final Report)(30%)/授業での報告や討論への取り組み(70%) 

 

テキスト（Textbooks） 

テキストに関しては授業開講時に指示をする。 

 

参考文献（Readings） 

 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 
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テキストは必ず購入し、初回の授業に持参すること。 

 

注意事項（Notice） 
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■AE104 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

その他／演習 Ｊ４ 

(Seminars in Education J4) 

担当者名 

（Instructor） 
和田 悠(WADA YU) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
EDU3710 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

卒業論文の提出を見通しながら、ゼミ論文（12000 字）を完成させる。 

 

Students will master methods of organizing the research into a paper, and raise their awareness of issues. Students will turn in 

a seminar theses (12,000 characters) at the end of the term. 

 

授業の内容（Course Contents） 

各自の研究報告を中心に進める。研究テーマを絞り、十分な調査や考察のもとに研究報告を行う。それぞれの報告について議

論を交わし、報告者に適切な助言やヒントを提供する。 

 

Classes will progress mainly on each student’s presentation on their research. Students will narrow down the subject of their 

research and write a report based on sufficient survey and discussion. Students will have discussions regarding their respective 

reports, and provide appropriate advice and hints to each other. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. ガイダンス 

2. 個人研究発表 

3. 個人研究発表 

4. 個人研究発表 

5. 個人研究発表 

6. 個人研究発表 

7. 個人研究発表 

8. 個人研究発表 

9. 個人研究発表 

10. 個人研究発表 

11. 個人研究発表 

12. 個人研究発表 

13. 個人研究発表 

14. ゼミ論文の執筆について 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

研究発表のために授業時間外の調査や学習は不可欠である。労力を惜しまず努めること。ゼミ論文の執筆については個別の面

談に応じるので、積極的に指導教員を利用すること。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

最終レポート(Final Report)(40%)/研究発表(30%)/議論への取組み(30%) 

 

テキスト（Textbooks） 

1. 戸田山和久、2012、『新版 論文の教室』、NHK出版 (ISBN:978-4140911945) 

論文とは何かを学ぶ上で必ず上記テキストは入手し、活用すること。 

 

参考文献（Readings） 

 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AE105 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

その他／演習 Ｊ５ 

(Seminars in Education J5) 

担当者名 

（Instructor） 
市川 誠(ICHIKAWA MAKOTO) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
EDU3710 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

比較教育学は，多様な国・地域の教育を比較し関係を考察することを通じて教育について究明し普遍的な示唆を得ることを目指

している。そうした研究分野の近年の研究書のなかから，今年度は，なるべく広範な国や地域にまたがる内容の文献にふれた

い。 

 

In comparative education, students will investigate education by comparing education in various countries and regions and 

examining how they relate to one another. Students should gain a sense of the universal aspects of education. In this academic 

year, students will become familiar with current literature from a wide range of countries and regions taken from the recent 

research texts available in that field of research. 

 

授業の内容（Course Contents） 

演習形式での文献講読を行う。 

各回の担当者は，文献の概要をまとめるとともに，その内容をふまえた発展調査を事前に行い，成果を授業時間に報告する。こ

の報告をもとに，全員で内容を確認していく。履修者数によって，毎週の担当を一人ずつとするか，班ごととするかが決まる。精読

を優先し、ディスカッションは文献理解を助ける手段と考えている。 

最初の文献は，Jeremy Rappleye 著, Exploring cross‐national attraction in education : some historical comparisons of 

American and Chinese attraction to Japanese education（Oxford）を予定している。アメリカ，中国，日本に異なる仕方で焦点をあ
てているこの文献を入口として，教育という営みへの普遍的な示唆や，日本の教育や社会の理解へと発展させたいと考えてい

る。文献講読という地道な作業を，グローバルな関心をもって進めていきたい。 

 

Students will have literature readings in seminar. 

The discussion leader for each class meeting will, along with summarizing concepts from the literature, carry out a development 

survey in advance based on the contents of the reading, and report the results during class hours. All class members will 

confirm their understanding of the contents based on the report. The number of the students each week will determine whether 

the reporting will be done by a discussion leader or by each group. The class prioritizes intensive reading. Discussions are 

considered as a method for better understanding of the literature. 

The first reading planned for the class will be Jeremy Rappleye’s Exploring cross‐national attraction in education: some 

historical comparisons of American and Chinese attraction to Japanese education (Oxford). With this literature focusing on 

different approaches in mainly the United States, China, and Japan as an introduction, students will get deeper understanding of 

the idea of education as universal, as well as Japanese education and society. Students will continue the literature readings 

with a sense of interest in the world. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 導入 

2. 文献講読１ 

3. 文献講読２ 

4. 文献講読３ 

5. 文献講読４ 

6. 文献講読５ 

7. 文献講読６ 

8. 文献講読７ 

9. 文献講読８ 

10. 文献講読９ 

11. 文献講読 10 

12. 文献講読 11 

13. 文献講読 12 

14. 総括 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 
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全員が毎回テキストの輪読予定個所を読み込むんでくることを前提とする。毎週そのために各自が一定時間をさくことが求めら

れる。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

担当時の準備と報告に対する評価(30%)/担当時以外の授業への参加(30%)/中間および最終レポート(40%) 

 

テキスト（Textbooks） 

1. Jeremy Rappleye、2007、『Exploring cross‐national attraction in education』、Symposium Books (ISBN:978-1-873927-16-8) 

 

参考文献（Readings） 

 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

内容や計画の順番は最近の動向や研究成果などをふまえ必要に応じ変更されることがある。 

 

注意事項（Notice） 
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■AE106 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

その他／演習 Ｊ６ 

(Seminars in Education J6) 

担当者名 

（Instructor） 
市川 誠(ICHIKAWA MAKOTO) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
EDU3710 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

比較教育学は，多様な国・地域の教育を比較し関係を考察することを通じて教育について究明し普遍的な示唆を得ることを目指

している。そうした研究分野の近年の研究書のなかから，後期は東南アジアを対象に，なるべく広範な国や地域にまたがる内容

の文献にふれたい。期末にレポート（12,000 字）を提出する。 

 

In comparative education, students will investigate education by comparing education in various countries and regions and 

examining how they relate to one another. Students should gain a sense of the universal aspects of education. During the 

second half of the class, students will become familiar with the current literature applicable to Southeast Asia, taken from 

recent research texts in that research field. Students will turn in a report (12,000 characters) at the end of the term. 

 

授業の内容（Course Contents） 

演習形式での文献講読を行う。 

各回の担当者は，文献の概要をまとめるとともに，その内容をふまえた発展調査を事前に行い，成果を授業時間に報告する。こ

の報告をもとに，全員で内容を確認していく。履修者数によって，毎週の担当を一人ずつとするか，班ごととするかが決まる。精読

を優先し，ディスカッションは文献理解を助ける手段と考えている。 

履修者の関心や背景を生かせるよう柔軟に対応したいが，最初の文献としてベネディクト・アンダーソン著『比較の亡霊』と『三つ

の旗のもとに』をまず考えている。時間の許す範囲で，さらに追加したい。前期と同様，入門書・概説書ではなく，手応えのある研

究書・論文を共同で読むことを演習の主眼とする。文献講読という地道な作業を，グローバルな関心をもって進めていきたい。 

 

Students will have literature readings in seminar. 

The discussion leader for each class meeting will, along with summarizing concepts from the literature, carry out a development 

survey in advance based on the contents of the reading, and report the results during class hours. All class members will 

confirm their understanding of the contents based on the report. The number of the students each week will determine whether 

the reporting will be done by a discussion leader or by each group. The class prioritizes intensive reading. Discussions are 

considered as a method for better understanding of the literature. 

The class will be taught with a sense of flexibility to make use of students’ interest and backgrounds. The first reading will be 

Benedict Anderson’s “Under Three Flags” (NTT press). More readings will be added as the time allows. Just as in the first term, 

students will mainly learn by reading research papers and theses together, rather than writings for introductions or overviews. 

Students will continue the literature readings with a sense of interest in the world. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 導入 

2. 文献講読１ 

3. 文献講読２ 

4. 文献講読３ 

5. 文献講読４ 

6. 文献講読５ 

7. 文献講読６ 

8. 文献講読７ 

9. 文献講読８ 

10. 文献講読９ 

11. 文献講読 10 

12. 文献講読 11 

13. 文献講読 12 

14. 総括 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

全員が毎回テキストの輪読予定個所を読み込むんでくることを前提とする。毎週そのために各自が一定時間をさくことが求めら

れる。 
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成績評価方法・基準（Evaluation） 

担当時の準備と報告に対する評価(30%)/担当時以外の授業への参加(30%)/中間および最終レポート(40%) 

 

テキスト（Textbooks） 

なし 

 

参考文献（Readings） 

 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

内容や計画の順番は最近の動向や研究成果などをふまえ必要に応じ変更されることがある。 

 

注意事項（Notice） 
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■AE107 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

その他／演習 Ｊ７ 

(Seminars in Education J7) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
教育の歴史社会学 

担当者名 

（Instructor） 
有本 真紀(ARIMOTO MAKI) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
EDU3710 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

主に学校における教育事象について，歴史社会学の視点から考察するための方法を学びます。併せて発表の作法，論文作成の

ための文章表現を学びます。 

 

Students will learn methods for considering phenomenon of education related mainly to schools from a perspective of Historical 

Sociology. At the same time, they will learn writing skills in order to learn presentation manners and writing good papers. 

 

授業の内容（Course Contents） 

読むこと，議論すること，書くことを基本とした活動内容とします。学校にかかわる教育事象について，歴史社会学（場合によって

は文化史，心性史，社会史を含める）の視点から考察するための文献を講読し、議論します。併せて，レポート作成のための文章

表現の指導も行います。 

 

Class activities will mostly focus on reading, debating, and writing. Students will read literature and discuss in order to consider 

the phenomenon of education related to schools from a perspective of Historical Sociology (including cultural history, 

psychological history, and social history in some cases). At the same time, they will learn writing skills in order to compose 

reports. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 歴史社会学的視点の説明・検討予定文献の紹介 

2. 文献講読と討論 

3. 文献講読と討論 

4. 文献講読と討論 

5. 文献講読と討論 

6. 文献講読と討論 

7. 文献講読と討論 

8. 文献講読と討論 

9. 文献講読と討論 

10. 情報検索の方法と学術的な問い 

11. 学術的な文章の作法および学会誌論文の問い・論証方法・構成の読解 

12. 学術的な文章の作法および学会誌論文の問い・論証方法・構成の読解 

13. ゼミレポート構想発表と討論 

14. ゼミレポート構想発表と討論 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

毎回、検討予定の文献および関連資料等の読解を行った上で、読書ノート・論点メモなどを作成し、積極的に討論に参加できるよ

う準備してください。レポート作成に向けては、グループまたは個人に対して、時間外の指導機会を設けます。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

最終レポート(Final Report)(40%)/毎回の課題実施状況(30%)/議論への貢献(30%) 

 

テキスト（Textbooks） 

検討対象の文献は、その都度指示します。 

 

参考文献（Readings） 

 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 
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注意事項（Notice） 
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■AE108 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

その他／演習 Ｊ８ 

(Seminars in Education J8) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
教育の歴史社会学 

担当者名 

（Instructor） 
有本 真紀(ARIMOTO MAKI) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
EDU3710 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

教育にかかわるさまざまな事象について，歴史社会学の視点から考察するための方法を学びます。併せて発表の作法，論文作

成のための文章表現を学びます。期末にレポート（12,000 字以上）を提出します。 

 

Students will learn methods for considering the various phenomena of education at schools from a perspective of Historical 

Sociology. At the same time, they will learn writing skills in order to learn presentation manners and writing good papers. 

Students will turn in a report (at least 12,000 characters) at the end of the term. 

 

授業の内容（Course Contents） 

読むこと，議論すること，書くことを基本とした活動内容とします。ある教育事象について，歴史社会学（場合によっては文化史，

心性史，社会史を含める）の視点から考察するための文献を講読します。その上で，史資料収集の方法を学び，実践します。併

せて，論文作成のための文章表現の指導も行います。 

 

Class activities will mostly focus on reading, debating, and writing. Students will read literature and discuss in order to consider 

the educational phenomenon from a perspective of Historical Sociology (including cultural history, psychological history, and 

social history in some cases). Furthermore, students will learn and apply methods of collecting historical documents. At the 

same time, they will learn writing skills in order to compose papers. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 歴史社会学の研究方法 

2. 文献講読と討論 

3. 文献講読と討論 

4. 文献講読と討論 

5. 文献講読と討論 

6. 文献講読と討論 

7. 史料収集の方法論 

8. 史料の扱いと分析の視点 

9. 文献講読と討論 

10. 文献講読と討論 

11. ゼミ論構想発表と討論 

12. ゼミ論構想発表と討論 

13. 文献購読と討論 

14. 演習のまとめと卒論執筆に向けて 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

指定文献および関連資料等の読解と読書ノート・論点メモの作成。 

ゼミ論に向けての史資料収集と読解、ゼミ論執筆。ゼミ論作成に向けては、グループまたは個人に対して、時間外の指導機会を

設けます。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

最終レポート(Final Report)(40%)/毎回の課題実施状況(30%)/議論への貢献(30%) 

 

テキスト（Textbooks） 

参考文献を含め、その都度指示します。 

 

参考文献（Readings） 
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その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AE109 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

その他／演習 Ｊ９ 

(Seminars in Education J9) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
教育の歴史を辿る 

担当者名 

（Instructor） 
柏木 敦(KASHIWAGI ATSUSHI) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
EDU3710 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

我々がいま〝当たり前〟と思っている教育の形について、何故このようになっているのか、という問いを見つけ、時系列に沿って

その答を探し当てる方法・技術を身につける。 

 

In this seminar, we will try to have a critical perspective on the form and nature of education that we take for granted today. We 

will also learn how to find the answers to these questions in chronological order. 

 

授業の内容（Course Contents） 

「教育制度の歴史」や「学校の歴史」だけではなく、授業で用いられる教具に加えて、授業以外の教育活動で用いる道具＝モノも

含めた「教育の歴史」を、受講者の興味関心に沿いながら考えてゆく。今日一般化し、「当たり前」となっている教育のあり方、受

講者自らが経験してきて「当たり前」と受け止めている教育のあり方を、歴史的な視点から見直してゆくことを目指す。 

 日本の教育史に関わる通史的理解を共有しつつ、その上で受講者各自の興味関心に基づく個別問題を抽出し、受講者同士の

発表や議論を通じて、それぞれの問題関心を磨き上げる。 

 歴史的視点から教育をみる、考えるということはどういうことなのか、何を目指すのか、演習を通して受講者各自の〝解〟を見

つけ出してほしい。 

 

This exercise covers not only the "history of the education system" and the "history of the school," but also the "history of 

education," including the tools used in the classroom as well as in educational activities outside the classroom. We will consider 

these issues in line with the interests of the participants. The aim is to review from a historical perspective the way of 

education that has become common and "natural" today, and the way of education that the participants themselves have 

experienced and taken for granted. 

First, the participants will share their basic understanding of the history of education in Japan. Then, each participant will 

choose a theme based on his/her own interests. Participants will refine their own interests through presentations and 

discussions among themselves. 

Through the exercises, I hope that each participant will find an answer to the question of what it means to look at and think 

about education from a historical perspective, and what we are aiming for. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. オリエンテーション 

2. 文献、基本資料の紹介 

3. 文献購読およびプレゼンテーション・ディスカッション 1 

4. 文献購読およびプレゼンテーション・ディスカッション 2 

5. 文献購読およびプレゼンテーション・ディスカッション 3 

6. 文献購読およびプレゼンテーション・ディスカッション 4 

7. 文献購読およびプレゼンテーション・ディスカッション 5 

8. 文献購読およびプレゼンテーション・ディスカッション 6 

9. 文献購読およびプレゼンテーション・ディスカッション 7 

10. 文献購読およびプレゼンテーション・ディスカッション 8 

11. 文献購読およびプレゼンテーション・ディスカッション 9 

12. 文献購読およびプレゼンテーション・ディスカッション 10 

13. 文献購読およびプレゼンテーション・ディスカッション 11 

14. 演習のまとめ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

・各時間で扱う文献・資料の事前学習を行う。 

・毎回の授業および発表内容に関するコメントを作成する。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 
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最終レポート(Final Report)(40%)/質問や討論への積極的参加(20%)/個別発表の準備と内容(20%)/授業についてのコメントの提出

(20%) 

 

テキスト（Textbooks） 

使用しない。必要な文献を適宜指示する。 

 

参考文献（Readings） 

1. 石附実編著、1992 年、『近代日本の学校文化誌』、ミネルヴァ書房 (ISBN:9784784207244) 

2. 佐藤秀夫、2004 年、『教育の文化史』１（学校の構造）、阿吽社 (ISBN:9784900590809) 

3. 佐藤秀夫、2005 年、『教育の文化史』２（学校の文化）、阿吽社 (ISBN:9784900590816) 

4. 平田諭治編著、2019 年、『日本教育史』、ミネルヴァ書房 (ISBN:9784623084517) 

5. 成田龍一、2020 年、『歴史像を伝える 「歴史叙述」と「歴史実践」』、岩波書店 (ISBN:9784004319184) 

6. 上野千鶴子、2018、『情報生産者になる』、筑摩書房 (ISBN:9784480071675) 

7. リンダ・Ｓ・レヴィスティック、キース・Ｃ・バートン（松澤剛・武内流加・吉田新一郎訳）、2021、『歴史をする 生徒をいかす教え

方・学び方とその評価』、新評論 (ISBN:9784794811776) 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AE110 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

その他／演習 Ｊ１０ 

(Seminars in Education J10) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
教育の歴史を辿る 

担当者名 

（Instructor） 
柏木 敦(KASHIWAGI ATSUSHI) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
EDU3710 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

春学期で検討した各自の問題意識に基づいて調査・研究を進め、論文にまとめる。 

 

The purpose of this class is for students to conduct research based on their own awareness of the issues discussed in the 

spring semester, and to compose a paper on the results of their research. 

 

授業の内容（Course Contents） 

春学期に行った文献講読や討論の中から、自分なりの課題意識を導き出し、その課題意識を自らのテーマとして深めてゆく。形

式としては、個人もしくはグループによる発表形式を繰り返す。発表を繰り返すことで、自らの課題意識、研究方法、表現技術を

磨いてゆくことをねらいとしている。 

歴史研究がこの演習のスタイルなので、実証的であること、特に文書資料で実証することを心がけてほしい。国立国会図書館、

国立公文書館、その他の資料所蔵機関などが web上で公開している資料を駆使することはもとより、状況が許せば、地域の図

書館や教育センターや文書館などに赴くことも検討したい。 

なお発表（プレゼンテーション）の技術、発表資料（レジュメ）作成技術についても批評しあう。 

各自の発表を文章化したゼミ論文集の作成を、最終的な目標とする。 

 

Students will find their own awareness of issues through the literature readings and discussions conducted in the spring 

semester, and will further develop their awareness of issues into their own themes. The format of the seminar is a rotation of 

individual and group presentations. The aim is for students to refine their own awareness of issues, research methods, and 

expression techniques through repeated presentations. 

The style of this seminar is historical research. Therefore, students are expected to raise the level of empirical evidence in their 

reports, especially through documentary sources. 

In this seminar, students will also critique each other's presentation skills and techniques for preparing presentation materials. 

The final goal of the seminar is to produce a collection of papers summarizing each student's presentation. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. ガイダンス 

2. 演習の内容確認と計画 

3. 発表および質疑 1 

4. 発表および質疑 2 

5. 発表および質疑 3 

6. 発表および質疑 4 

7. 発表および質疑 5 

8. 発表および質疑 6 

9. 発表および質疑 7 

10. 発表および質疑 8 

11. 発表および質疑 9 

12. 発表および質疑 10 

13. 発表および質疑 11 

14. 演習のまとめとゼミ論文の仕上げ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

・発表課題についての事前学習を行うこと。 

・毎回の授業および発表内容に関するコメントを作成する。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

ゼミ論文の内容（12,000 字以上）(40%)/個別発表の準備と内容(40%)/質問や討論、リアクションペーパーの提出などの授業への

積極的な参加(20%) 
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テキスト（Textbooks） 

各自のテーマに合わせて適宜指示する。 

 

参考文献（Readings） 

1. 教育史学会、2018 年、『教育史研究の最前線Ⅱ』、六花出版 (ISBN:9784866170428) 

2. 古田島洋介、2013 年、『日本近代史を学ぶための文語文入門 漢文訓読体の地平』、吉川弘文館 (ISBN:9784642080934) 

3. 高橋 佑磨・片山 なつ、2021、『伝わるデザインの基本  よい資料を作るためのレイアウトのルール』（増補改訂 3 版）、技術

評論社 (ISBN:9784297119850) 

4. 花井信、2000 年、『論文の手法 日本教育史研究法・序説』、川島書店 (ISBN:9784761007188) 

5. 岩下誠・三時眞貴子・倉石一郎・姉川雄大、2020、『問いからはじめる教育史』、有斐閣 (ISBN:9784641150805) 

6. 下司晶・丸山英樹・青木栄一ほか編、2019、『教育研究の新章』教育学年報 11、世織書房 (ISBN:9784866860077) 

その他、適宜演習内で指示する。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AE111 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

その他／演習 Ｊ１１ 

(Seminars in Education J11) 

担当者名 

（Instructor） 
西山 渓(NISHIYAMA KEI) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
EDU3710 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

このゼミでは、春学期は西山渓、秋学期は河野哲也が担当します。教育哲学を中心として、現在の教育のあり方について根本的

に問い直す哲学的な思考の獲得を共通の目標としながら、以下のテーマに関する文献を読んでいきます。 

（１）SDGs の哲学とその教育実践： 

（２）子どもの哲学と哲学対話 

（３）当事者研究 

 

This is an intensive seminar course on philosophy of education. The aim of this seminar is students' capacity-building with 

respect to philosophical thinking that allows us to examine fundamental issues about education. We will read literatures that in 

particular relate to the following topics:  

1. SDGs and educational practice 

2. Philosophy for Children (P4C) and philosophical dialogue 

3. Tojisha-Kenkyu (Frist-person research) 

 

授業の内容（Course Contents） 

「目標」にある 3 つのテーマのすべてに関連する「差別」「インクルージョン」「多様性」をキーワードとする以下の 2 冊の文献を順

番に読みながら、議論をしていきます。 

池田喬・堀田義太郎『差別の哲学入門』（アルパカ、2021 年） 

岩渕功一編『多様性との対話：ダイバーシティ推進が見えなくするもの』（青弓社、2021 年） 

 

ゼミは「担当した章についての受講者の報告（前半）」＋「哲学対話（後半）」のスタイルで行います。哲学対話のファシリテーター

の練習をしてみたい人も歓迎します。 

 

Critical reading of the following two literatures that involve themes of 'discrimination' 'inclusion' and 'diversity'. 

池田喬・堀田義太郎『差別の哲学入門』（アルパカ、2021 年） 

岩渕功一編『多様性との対話：ダイバーシティ推進が見えなくするもの』（青弓社、2021 年） 

 

The seminar will be proceeded with "student reports on the assigned chapters of the book" foolowed by "philosophy dialogue 

about the chapter". Those who would like to practice facilitating philosophical dialogue are also welcome. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. オリエンテーション 自己紹介 分担決め 

2. 哲学対話入門（理論と実践） 

3. 『差別の哲学』を読む（第１章 差別とはどういうものか 前半） 

4. 『差別の哲学』を読む（第１章 差別とはどういうものか 後半） 

5. 『差別の哲学』を読む（第２章 差別はなぜ悪いのか 前半） 

6. 『差別の哲学』を読む（第２章 差別はなぜ悪いのか 後半） 

7. 『差別の哲学』を読む（第３章 差別はなぜなくならないのか 前半） 

8. 『差別の哲学』を読む（第３章 差別はなぜなくならないのか 後半） 

9. 『多様性との対話』を読む（第１章 多様性との対話） 

10. 『多様性との対話』を読む（第３章 移民・多様性・民主主義） 

11. 『多様性との対話』を読む（第５章 「生きづらさからの当事者研究会」の事例に見る排除の多様性と連帯の可能性） 

12. 『多様性との対話』を読む（第６章 「同じ女性」ではないことの希望） 

13. 『多様性との対話』を読む（第７章 共生を学び捨てる） 

14. ゼミ論執筆のための指導 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

・グループ報告を担当する者は、指定された文献の箇所を読み、報告資料を作成すること（資料の作成方法は授業内で指示す

る） 

・報告を担当しない者も、指定された文献の箇所を必ず読んでくること。 
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成績評価方法・基準（Evaluation） 

レポート試験(Report Exam)(100%) 

前期の終わりにゼミ論の雛形となる 3000 文字のレポートを提出すること。レポートの内容や形式については授業内で指示する。 

 

テキスト（Textbooks） 

1. 池田喬・堀田義太郎、2021、『差別の哲学入門』、アルパカ (ISBN:978-4910024028) 

2. 岩渕功一、2021、『多様性との対話：ダイバーシティ推進が見えなくするもの』、青弓社 (ISBN:978-4787234834) 

上記のテキストは授業で使用するため必ず入手すること。 

 

参考文献（Readings） 

1. デボラ・ヘルマン、2018、『差別はいつ悪質になるのか 』、法政大学出版局 (ISBN:978-4588603549) 

2. デラルド・ウィン・スー、2020、『日常生活に埋め込まれたマイクロアグレッション――人種、ジェンダー、性的指向:マイノリティに

向けられる無意識の差別』、明石書店 (ISBN:978-4750351179) 

授業内で重要なテキスト等は適宜紹介するが、上記 2 冊は特に授業内容を理解する上での助けになる。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

担当教員について：https://researchmap.jp/kei-nishiyama 

 

注意事項（Notice） 
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■AE112 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

その他／演習 Ｊ１２ 

(Seminars in Education J12) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
教育哲学 

担当者名 

（Instructor） 
河野 哲也(KONO TETSUYA) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
EDU3710 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

このゼミは、教育哲学をテーマとして、①体験を広げる、②対話する力、コミュニケーションする力を養う、③自分自身で考えられ

るようになることを目標とします。期末にレポート（12,000 字）を提出する。 

 

This seminar has the following target themes of educational philosophy (1) to broaden experiences (2) to foster discussion and 

communication skills (3) to gain skills to have own thoughts. Students will turn in a report (12,000 characters) at the end of the 

term. 

 

授業の内容（Course Contents） 

本講義では、以下のテーマについて、学生の発表を中心に進めます。（１）SDGs の哲学とその教育実践、（２）子どもの哲学と哲

学対話、（３）当事者研究。ゼミは、グループに分けて発表をして、対話することを中心にして進めます。これらのテーマについて、

学生が中心になって自分のテーマに関する発表を行い、ディスカッションします。 

 

In this class, students will give presentations focusing on the following topics.  (1) Philosophy of SDGs and its educational 

practice, (2) Philosophy of children and philosophical dialogue, and (3) Tojisha-Kenkyu. For the seminar, the class will mainly 

focus on students’ small-group presentations and dialogues. Students will initiate the classes in presentations and discussions 

for their own themes relevant to the topics above. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. ガイダンス、自己紹介、授業の進め方とスケジュール 

2. 学生発表・ディスカッション① 

3. 学生発表・ディスカッション② 

4. 学生発表・ディスカッション③ 

5. 学生発表・ディスカッション④ 

6. 学生発表・ディスカッション⑤ 

7. 学生発表・ディスカッション⑥ 

8. 中間レポート提出 

学生発表・ディスカッション⑦  

9. 学生発表・ディスカッション⑧  

10. 学生発表・ディスカッション⑨ 最終レポートに向けての発表 

11. 学生発表・ディスカッション⑩ 最終レポートに向けての発表 

12. 学生発表・ディスカッション⑪ 最終レポートに向けての発表 

13. レポートの検討とディスカッション 

14. 最終レポート提出、まとめ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

発表とディスカッション中心の講義になり、発表は４回ほど機会があります。自分の関心に沿って、発表とレポートを相互に批評し

合いますので、毎回の準備を怠らないでください。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

最終レポート(Final Report)(40%)/発表とディスカッションへの参加(30%)/中間レポート(30%) 

中間レポート・最終レポートは必ず提出すること 

 

テキスト（Textbooks） 

1. 松本茂・河野哲也、2007、『大学生のための「読む・書く・プレゼン・ディベート」の方法』、玉川大学出版部 (ISBN:4472403439) 

 

参考文献（Readings） 
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その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

河野研究室の HPです。https://www2.rikkyo.ac.jp/web/tetsuyakono/index.html 

子どもの哲学に関心をお持ちの方には、実践の機会をお知らせするメーリングリストに入っていただくことも可能です。参加したい

方は、河野に声をかけてください。 

 

注意事項（Notice） 

 

 

  



 - 494 - 

■AE115 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

その他／演習 Ｊ１５ 

(Seminars in Education J15) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
教育方法学演習１ 

担当者名 

（Instructor） 
伊藤 実歩子(ITO MIHOKO) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
EDU3710 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

教育方法学が射程にする授業論、カリキュラム論、学力論、教育評価論の領域の文献講読を通して、理論的枠組みを理解する。

教育の諸問題について、何となくの感じや世間話的な教育論で語るのではない、教育方法学の知見に基づいた議論を積極的に

行った上で、論文を作成することができる。 

 

Students will understand the theoretical frameworks by doing literature readings in the fields covering Teaching Methods 

including class theory, curriculum theory, learning ability theory and educational evaluation theory. Regarding various academic 

issues, students should not have only a sense of passing familiarity or talk about overall education theory, but will be able to 

compose papers after having active discussions based on a knowledge of Teaching Methods. 

 

授業の内容（Course Contents） 

立派な教育論を語っても、それを実現するための内容や方法がなければ、子どもたちを教育することはできない。教育方法学

は、その内容や方法を検討する学問である。「よい授業とは何か」「子どもたちはどのような学力（能力）を身につけるべきか」「そ

の学力をどのように評価するべきか」ということについて関心を持つ受講生と、国内外の理論や実践を検討することを行いたい。 

 

Even when an outstanding educational theory is presented, teachers cannot teach children if the theory lacks the methods and 

contents to bring it to life. Teaching Methods is an academic field that examines its contents and methods. We welcome 

students interested in “What is a good class?” “What kind of proficiencies should children develop?” and “How should that 

learning proficiency be evaluated?” We wish to discuss theories and practices inside and outside Japan with those students. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. オリエンテーション：ゼミの進め方 

2. 文献講読と発表および討論 

3. 文献講読と発表および討論 

4. 文献講読と発表および討論 

5. 文献講読と発表および討論 

6. 文献講読と発表および討論 

7. 文献講読と発表および討論 

8. 自分の関心ある研究テーマ発表・討論／模擬授業＋検討会 

9. 自分の関心ある研究テーマ発表・討論／模擬授業＋検討会 

10. 自分の関心ある研究テーマ発表・討論／模擬授業＋検討会 

11. 自分の関心ある研究テーマ発表・討論／模擬授業＋検討会 

12. 自分の関心ある研究テーマ発表・討論／模擬授業＋検討会 

13. 自分の関心ある研究テーマ発表・討論／模擬授業＋検討会 

14. まとめ・レポート検討会 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

指定された文献は必ず読み、授業時間内に検討したい疑問や問題点を考えておくこと。発表者はきちんと準備すること。グルー

プ発表の場合は、メンバーと協力して発表準備に当たること。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

最終レポート(Report Exam)(40%)/ゼミでの発表(30%)/ゼミでの議論への参加(30%) 

発表者が、発表当日に欠席することは原則認められない。その場合は、単位を認定しない。 

 

テキスト（Textbooks） 

1. 田中耕治、2005、『時代を拓いた教師たち』、日本標準 (ISBN:4820802563) 
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参考文献（Readings） 

1. 田中耕治、2009、『時代を拓いた教師たちⅡ』、日本標準 (ISBN:4820804222) 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

受講者数や受講生の様子を見て、講義内容などを変更する場合がある 

 

注意事項（Notice） 
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■AE116 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

その他／演習 Ｊ１６ 

(Seminars in Education J16) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
教育方法学演習２ 

担当者名 

（Instructor） 
伊藤 実歩子(ITO MIHOKO) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
EDU3710 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

教育方法学が射程にする授業論、カリキュラム論、学力論、教育評価論の領域の文献講読を通して、理論的枠組みを理解する。

教育の諸問題について、何となくの感じや世間話的な教育論で語るのではない、教育方法学の知見に基づいた議論を積極的に

行った上で、論文を作成することができる。期末にゼミ論文（１２，０００字）を提出する。 

 

Students will understand the theoretical frameworks by doing literature readings in the fields covering Teaching Methods 

including class theory, curriculum theory, learning ability theory and educational evaluation theory. Regarding various academic 

issues, students should not have only a sense of passing familiarity or talk about overall education theory, but will be able to 

compose papers after having active discussions based on a knowledge of Teaching Methods. Students will turn in a seminar 

thesis (12,000 characters) at the end of the term. 

 

授業の内容（Course Contents） 

立派な教育論を語っても、それを実現するための内容や方法がなければ、子どもたちを教育することはできない。教育方法学

は、その内容や方法を検討する学問である。「よい授業とは何か」「子どもたちはどのような学力（能力）を身につけるべきか」「そ

の学力をどのように評価するべきか」ということについて関心を持つ受講生と、国内外の理論や実践を検討することを行いたい。 

 

Even when an outstanding educational theory is presented, teachers cannot teach children if the theory lacks the methods and 

contents to bring it to life. Teaching Methods is an academic field that examines its contents and methods. We welcome 

students interested in “What is a good class?” “What kind of proficiencies should children develop?” and “How should that 

learning proficiency be evaluated?” We wish to discuss theories and practices inside and outside Japan with those students. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. オリエンテーション：ゼミの進め方 

2. 文献講読と発表および討論 

3. 文献講読と発表および討論 

4. 文献講読と発表および討論 

5. 文献講読と発表および討論 

6. 文献講読と発表および討論 

7. 文献講読と発表および討論 

8. 自分の関心ある研究テーマ発表・討論／模擬授業＋検討会 

9. 自分の関心ある研究テーマ発表・討論／模擬授業＋検討会 

10. 自分の関心ある研究テーマ発表・討論／模擬授業＋検討会 

11. 自分の関心ある研究テーマ発表・討論／模擬授業＋検討会 

12. 自分の関心ある研究テーマ発表・討論／模擬授業＋検討会 

13. 自分の関心ある研究テーマ発表・討論／模擬授業＋検討会 

14. まとめ・レポート検討会 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

指定された文献は必ず読み、授業時間内に検討したい疑問や問題点を考えておくこと。発表者はきちんと準備すること。グルー

プ発表の場合は、メンバーと協力して発表準備に当たること。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

最終レポート(Report Exam)(40%)/ゼミでの発表(30%)/ゼミでの議論への参加(30%) 

発表者が、発表当日に欠席することは原則認められない。その場合は、単位を認定しない。 

 

テキスト（Textbooks） 

1. 伊藤実歩子、2020、『変動する大学入試』、大修館書店 (ISBN:4469222722) 
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参考文献（Readings） 

 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

受講者数や受講生の様子を見て、講義内容などを変更する場合がある 

 

注意事項（Notice） 
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■AE117 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

その他／演習 Ｊ１７ 

(Seminars in Education J17) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
発達と学習の心理学 1 

担当者名 

（Instructor） 
石黒 広昭(ISHIGURO HIROAKI) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
EDU3710 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

人間の発達と学習の過程に関する心理学的知識を学び、人間についての理解を深める。 

 

Students will learn psychological knowledge about human development and learning processes and deepen their understanding 

of human beings.  

 

授業の内容（Course Contents） 

人間の発達と学習を理解する上で必要とされる基本文献を事前購読し、個人あるいは複数による輪番報告をする。全員が事前

に課題論文について小レポートを書き、それに基づいて議論を深める。授業外でも疑問点を図書館等で調べ、問いを探求してほ

しい。読むこと、書くこと、議論することを通して、大学生としてのアカデミックリテラシーの獲得を目指す。さらに、司会、記録、討

議などのゼミの管理運営も履修者が行い、集団で創造的で、創発的なコミュニティを構築する力をつけることも目指されている。 

 

Students will read the textbook in advance, which supports an understanding of human development and learning processes. 

Students will write short essays about each topic and have deep discussions with others based on them. Students have to 

investigate their questions and academic resources at the library and on the web. This class will be a place for students to learn 

the fundamental academic literacy required for university students. Students are expected to participate actively in the 

academic activity. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. イントロダクション１ （授業の進め方の紹介・自己紹介など） 

2. イントロダクション２ （報告担当者決め・報告方法の説明など） 

3. 文献検討 

4. 文献検討 

5. 文献検討 

6. 文献検討 

7. 文献検討 

8. 文献検討 

9. 文献検討 

10. 文献検討 

11. 文献検討 

12. 文献検討 

13. 文献検討 

14. 文献検討 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

毎週指定論文を読み、A4 一枚程度の小レポートの提出が課される。取り上げるのは専門論文なので、十分な予習時間を確保す

ることが必要である。指定論文の理解を深めるために、関連する文献調査を行うことが望ましい。なお、報告者にはスライド制作

などの報告準備が求められるので、担当回は小レポートが免除され、担当回の報告資料を提出すればよい。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

最終レポート(Final Report)(30%)/小レポート及び報告(60%)/ゼミや報告グループの活動に対する管理運営(10%) 

各論文に対する小レポート及び報告資料の提出、授業終了時に 5000 字程度の総括レポートの提出が求められる。なお、学科の

取り決めとして基本的に出席数が全授業日の 2/3 以上あることが単位履修要件となる。 

 

テキスト（Textbooks） 

論文集は授業開始時に配布する。 

 

参考文献（Readings） 
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1. 石黒広昭、2004、『社会文化的アプローチの実際』、北大路書房 (ISBN:978-4762823893) 

2. 石黒広昭、2010、『文化と実践』、新曜社 (ISBN:978-4-7885-1186-6) 

3. 石黒広昭、2016、『子どもたちは教室で何を学ぶのか』、東京大学出版会 (ISBN:978-4130530880) 

4. 石黒広昭、2008、『保育心理学の基底』、萌文書林 (ISBN:978-4893471062) 

5. 石黒広昭、2001、『AV機器をもってフィールドへ』、新曜社 (ISBN:978-4788507777) 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

http://www2.rikkyo.ac.jp/web/ishiguro/ 

 

注意事項（Notice） 
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■AE118 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

その他／演習 Ｊ１８ 

(Seminars in Education J18) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
発達と学習の心理学２ 

担当者名 

（Instructor） 
石黒 広昭(ISHIGURO HIROAKI) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
EDU3710 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

人間の発達と学習の過程に関わる特定のテーマを選択し、プロジェクトワークを通して研究報告書を作成する。 

 

Each student will carry out project work and write a research report, posing questions about human development and the 

learning processes. 

 

授業の内容（Course Contents） 

各自の興味関心に基づいた研究テーマについてプロジェクトワークを行う。各プロジェクトは研究テーマを選択し、授業内外で文

献や実証調査に基づいて研究報告書を作成する。授業前半では、各プロジェクトの共通認識を形成するために指定された基本

文献について理解を深める。授業後半では、自主的な文献調査、実証調査が行われ、報告書にまとめていく。各プロジェクトは授

業内で定期的に進捗状況を報告することが求められる。 

 

Students will choose a research topic based on their own interest of human development and learning processes. Students will 

then carry out group project work based on literature and practical research. Students will carry out research and study with 

the members inside and outside the seminar. When students complete their research, they will report their own research results 

and write final research reports. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. イントロダクション（授業の進め方の紹介・専門領域の選択など） 

2. 基本文献検討（報告と討論） 

3. 基本文献検討（報告と討論） 

4. 基本文献検討（報告と討論） 

5. 基本文献検討（報告と討論） 

6. 基本文献検討（報告と討論） 

7. 基本文献検討（報告と討論） 

8. 調査結果報告と討論 

9. 調査結果報告と討論 

10. 調査結果報告と討論 

11. 調査結果報告と討論 

12. 調査結果報告と討論 

13. 調査結果報告と討論 

14. 総括 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

前半の授業では各プロジェクトの専門領域に関わる基本文献が指定されるので、その内容を十分理解した上で、授業内で報告

する。後半の授業では各プロジェクトが授業外で行った活動の進捗状況を報告する。こうしたことから十分学習時間を確保する必

要がある。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

最終レポート(Final Report)(30%)/プロジェクトワークとその報告(40%)/ゼミやプロジェクト活動に対する管理運営(30%) 

各プロジェクトを総括する最終レポートが課される。なお、学科の取り決めとして基本的に出席数が全授業日の 2/3 以上あること

が単位履修要件となる。 

 

テキスト（Textbooks） 

プロジェクトワークでは、履修者のより積極的な参加が求められる。十分な学習時間を確保してほしい。基本テキストは春期の授

業状況に基づいて指示する。 

 

参考文献（Readings） 
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1. 石黒広昭、2016、『子どもたちは教室で何を学ぶのか』、東京大学出版会 (ISBN:978-4-13-053088-0) 

2. 石黒広昭・亀田達也、2010、『文化と実践』、新曜社 (ISBN:978-4-7885-1186-6) 

3. 石黒広昭、2004、『社会文化的アプローチの実際』、北大路書房 (ISBN:978-4-7628-2389-3) 

4. 石黒広昭、2008、『保育心理学の基底』、萌文書林 (ISBN:978-4893471062) 

5. 石黒広昭、2001、『AV機器を持ってフィールドへ』、新曜社 (ISBN:4-7885-0777-3) 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

http://www2.rikkyo.ac.jp/web/ishiguro/ 

 

注意事項（Notice） 
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■AE187 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AE187／特別支援教育の理論と方法 

(Special Needs Education) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
小学校のための特別支援教育の理論と方法 

担当者名 

（Instructor） 

石黒 広昭(ISHIGURO HIROAKI) 

堀江 まゆみ(HORIE MAYUMI) 

河野 哲也(KONO TETSUYA) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
EDU2700 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 

2019 年度以降入学者のみ履修可 

中・高の教員免許状取得のためにはこの科目ではなく、教職課程が設置した同名科目

（科目コードが Gで始まる科目）の方を履修する必要がある。 

※ただし教育学科については例外措置があるので講座履修要項を確認すること。 

 

授業の目標（Course Objectives） 

通常の学級にも在籍している発達障害や軽度知的障害をはじめとする様々な障害等により特別な支援を必要とする幼児、児童

が授業において学習活動に参加している実感・達成感をもちながら学び、生きる力を身に付けていくことができるよう、幼児、児童

の学習上又は生活上の困難を理解し、個別の教育的ニーズに対して、他の教員や関係機関と連携しながら組織的に対応してい

くために必要な知識や支援方法を理解する。 

 

This course aims to teach students about the development and learning processes of infants, pupils, and students with special 

needs. They will understand the relevant characteristics and learn how to support them. 

 

授業の内容（Course Contents） 

特別支援教育の目標とテーマ、教育制度上の諸課題について概説した後、発達障害や軽度知的障害をはじめとした、特別な支

援を必要とする幼児、児童の特徴についての理解を深め、その子たちに求められる指導のあり方を探究する。その後、当該の子

どもたちの置かれた地域、家庭状況等について検討し、その支援の方法、課題についての理解を深める。 

 

This course aims for students to acquire the necessary knowledge for understanding special needs education. Students become 

knowledgeable about what is needed in education to support children’s learning and development and also develop the basic 

awareness necessary for teachers. Moreover, students gain deeper understanding of children with special needs and the role of 

the instructor. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. イントロダクション・特別な支援を必要とする幼児、児童に対する特別支援教育の意義と課題 

2. 日本語の学習指導が必要な幼児、児童への教育支援 

3. 特別支援教育のための障がいの理解 

4. インクルーシブ教育システムを含めた特別支援教育の制度の理念と仕組み 

5. 軽度知的障害のある幼児、児童の心身の発達、学習上の困難の特徴と支援 

6. 学習障害のある幼児、児童の心身の発達、学習上の困難の特徴と支援 

7. 自閉スペクトラム症のある幼児、児童の心身の発達、学習上の困難の特徴と支援 

8. 注意欠陥多動性障害のある幼児、児童の心身の発達、学習上の困難の特徴と支援 

9. 視覚障害、聴覚障害、知的障害、肢体不自由、病弱等の幼児、児童の心身の発達、学習上の困難の特徴と支援 

10. 特別な支援を必要とする幼児、児童への個別指導 

11. 特別な支援を必要とする幼児、児童への教育支援 

12. 特別な支援を必要とする幼児、児童の地域・家庭を含めた支援体制の構築 

13. 特別な支援を必要とする幼児、児童に対する指導者の課題 

14. 総括 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

関連事項について講師から指示された文献を読み、自主学習を行うこと。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

レポート試験(Report Exam)(60%)/リアクションペーパー(40%) 

 

テキスト（Textbooks） 

なし 
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参考文献（Readings） 

1. 堀江まゆみ、2010、『みんなで考えよう障がい者の気持ち－知的障がい』、学習研究社 (ISBN:978-4-05-500751-1) 

2. 堀江まゆみ、1998、『知的障害児の発達と認知・学習』、田研出版 (ISBN:978-4 ｰ 9243 ｰ 3971 ｰ 2) 

3. 石黒広昭、2016、『子どもたちは教室で何を学ぶのか』、東京大学出版会 (ISBN:978-4-13-053088-0) 

4. 河野哲也、2015、『現象学的身体論と特別支援教育: インクルーシブ社会の哲学的探究』、北大路書房 (ISBN:978-4-7628-

2887-4) 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AE188 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AE188／総合的な学習の時間の理論と方法 

(The Period for Integrated Studies) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
表現力を育む授業プランづくり 

担当者名 

（Instructor） 
佐藤 壮広(SATOU TAKEHIRO) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
EDU2700 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
2019 年度以降入学者のみ履修可 

 

授業の目標（Course Objectives） 

本授業の目的は、初等教育における「総合的な学習の時間」の授業プランを組み立てることができるようになることである。最終

的には魅力的な授業運営ができるようになることを本授業の目標とする。 

 

The purpose of this course is to enable students to construct a lesson plan for "integrated study time" in elementary 

education. The ultimate goal of this class is to enable students to conduct attractive classes. 

 

授業の内容（Course Contents） 

まず、表現力を育てるための授業事例を示す。その事例をもとに、各人が授業プランを作成する。また、そのプランをもとに、クラ

ス全体でフィードバックを行う。 

 

First, I will show a class example for developing expressive power. Based on the examples, each student creates a lesson plan. 

Also, based on the plan, give feedback to the whole class. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 授業の目的の提示と進め方のガイダンス 

2. 表現を取り入れた授業事例（１） 

3. 表現を取り入れた授業事例（２） 

4. 表現を取り入れた授業事例（３） 

5. 2-4 回までのまとめ 

6. 表現する自分になるためのレッスン（１） 

7. 表現する自分になるためのレッスン（２） 

8. 表現する自分になるためのレッスン（３） 

9. 6-8 回までのまとめ 

10. 「総合的な学習の時間」の授業プラン作成（１） 

11. 「総合的な学習の時間」の授業プラン作成（２） 

12. 「総合的な学習の時間」の授業プラン作成（３） 

13. 授業プランの発表・プレゼンテーション（１） 

14. 授業プランの発表・プレゼンテーション（２）および全体のまとめ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

授業に関連する資料を事前に提示します。その資料を理解し、授業に臨んでください。 

授業後は、授業の成果を書き出し、使えるスキルとしてストックしてください。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

最終テスト(Final Test)(40%)/最終レポート(Final Report)(40%)/授業内課題(20%) 

授業内に課す小課題と仕上げに行う発表・プレゼンテーションの内容とを総合的に判断し、成績評価を行う。 

 

テキスト（Textbooks） 

授業内に提示する。 

 

参考文献（Readings） 

授業内に提示する。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 
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注意事項（Notice） 
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■AE190 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AE190／ＩＣＴ活用の理論と方法（小学校） 

(Theories and Methods of ICT Practice (Primary Education)) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 

主体的・自律的・協調的に学ぶ学習者を育てるための情報通信技術（ICT）の活用に関

する理論と基礎的な方法（知識・スキル）の修得する。 

担当者名 

（Instructor） 
稲垣 成哲(INAGAKI SHIGENORI) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
EDU2700 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
2022 年度以降入学者のみ履修可 

 

授業の目標（Course Objectives） 

1. 情報通信技術の活用の背景・意義・理論を理解する。 

 1）教育における ICT活用の背景・意義・理論を理解する。 

 2）特別の支援を必要とする生徒に対する ICT活用の意義と留意点を理解する。 

 3）ICT支援員などとの連携や ICT環境の整備の在り方を理解する。 

2. 生徒の情報活用能力を育成するための基礎的な指導法を身に付ける。 

 1）各教科等で横断的に育成する情報活用能力について、その内容を理解する。 

 2）情報活用能力について、各教科等の特性に応じた指導事例を理解し、基礎的な指導法を身に付ける。 

 3）プログラミングについての実践的な知識を身につける。 

 

1. To understand the background, significance, and theories of the use of information and communication technologies. 

 1) To understand the background, significance, and theory of the use of ICT in education. 

 (2) To understand the significance and points to keep in mind when utilizing ICT for students with special needs. 

 (3) To understand how to cooperate with ICT support staff and how to improve the ICT environment. 2. 

2) Acquire basic teaching methods to develop students' ability to use information. 

 (1) Understand the content of information use ability to be cultivated across each subject area. 

 (2) Understand the examples of teaching information use skills according to the characteristics of each subject, etc., and 

acquire basic teaching methods. 

 (3) Acquire practical knowledge of programming. 

 

授業の内容（Course Contents） 

情報通信技術（ICT）を効果的に活用した学習指導（学習活動のデザインと支援、評価）や校務の推進の在り方、並びに、児童の

情報活用能力（情報モラル、メディアリテラシーを含む）を育成するための指導法に関する基礎的な知識・技能を身に付ける。 

特に、ICT活用に関する、基本的な考え方と学習理論、及び、授業実践に必要な知識・スキルの修得を目指す。 

 

To acquire basic knowledge and skills on how to effectively use information and communication technology (ICT) in learning 

instruction (design and support of learning activities and evaluation), how to promote school work, and instructional methods to 

develop students' ability to use information (including information morality and media literacy). 

In particular, the course aims to provide students with the basic concepts and learning theories related to the use of ICT, as 

well as the knowledge and skills necessary for classroom practice. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. オリエンテーション 

2. ICT活用の理論：ICT とは何か 

3. ICT活用の理論：なぜ ICTが求められているのか 

4. ICT活用の理論：学習理論との関連性 

5. ICT活用の理論：情報モラル 

6. 教科横断的な ICT活用の実際 

7. 各教科における ICT活用の実際（1） 

8. 各教科における ICT活用の実際（2） 

9. プログラミングの実際：ビスケット 

10. 演習 

11. プログラミングの実際：スクラッチ 

12. 演習 

13. ICT活用の理論と方法をめぐる諸問題 

14. まとめと最終レポート 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 
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適宜指示する。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

最終レポート(Final Report)(40%)/リアクションペーパー(30%)/提出物（成果物）(30%) 

 

テキスト（Textbooks） 

適宜指示する 

 

参考文献（Readings） 

1. 稲垣忠・佐藤和紀(編著)、2022、『ICT活用の理論と実践: DX時代の教師をめざして』、北大路書房 

その他、適宜指示する。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

・初回のオリエンテーション時にシラバスの変更点などを指示することがある。 

・PowerPointを使用した講義形式で，映像資料や現物資料などを適宜活用する。 

・アクティブラーニングを取り入れ，演習的な活動を適宜行うことがある。 

・遠隔のゲストスピーカーを招待する可能性がある。  

 

注意事項（Notice） 
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■AE221 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AE221／教育調査実習 １ 

(Survey and Field Study in Education 1) 

担当者名 

（Instructor） 
山本 尚樹(YAMAMOTO NAOKI) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
EDU3710 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

人の行動を分析する手法や心理学的な観察の視点を学ぶ。 

 

Students learn techniques for analyzing human behavior and perspectives for psychological observation. 

 

授業の内容（Course Contents） 

人の行動を分析する、いくつかの心理学系の論文を読む。そのうえで、実験、観察研究、フィールドワーク、いくつかの異なる研究

手法について、授業内で実習する。得られたデータを分析、結果の解釈、プレゼンテーションまでを行うことで、人の行動を分析す

る基礎的な方法を学ぶ。 

 

Students read some psychology papers that analyze human behavior. After that, students will practice experiments, 

observational studies, fieldwork, and several different research methods in class. By analyzing the data obtained, interpreting 

the results, and presenting, students will learn the basic methods of analyzing human behavior. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. ガイダンス 

2. 実験実習：論文講読 

3. 実験実習：実験の計画立案 

4. 実験実習：実験と分析 

5. 実験実習：プレゼンテーション 

6. 観察実習：論文講読 

7. 観察実習：観察研究の立案 

8. 観察実習：観察と分析 

9. 観察実習：プレゼンテーション 

10. フィールドワーク実習：論文講読 

11. フィールドワーク実習：フィールドワーク研究の立案 

12. フィールドワーク実習：フィールドワークと分析 

13. フィールドワーク実習：プレゼンテーション 

14. まとめ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

論文の読解、研究立案、データの習得、プレゼンテーションの準備、これらは授業内で指導するものの、基本的には授業時間外

で作業を行ってもらうつもりである。授業時間外での具体的な作業内容は適宜指示するが、それ相応の時間を要するので、その

つもりで受講すること。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

出席および授業参加度(40%)/実習課題の提出(60%) 

 

テキスト（Textbooks） 

なし 

 

参考文献（Readings） 

論文など、適宜指示する。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

実習の作業内容は授業内で指示するので、特別な事情がない限り毎回必ず出席すること。また、3 つの実習課題のうち、提出さ

れていない課題がある場合は単位を認めない。 

 

注意事項（Notice） 
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■AE222 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AE222／教育調査実習 ２ 

(Survey and Field Study in Education 2) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 

芸術創造性の心理学的理解と実践演習ー身体と心で向き合う創作と心理学的プロセス

ー（Art and creativity seminar/ Exploring cognitive process of artistic creation through 

hands-on art making） 

 

担当者名 

（Instructor） 
髙木 紀久子(TAKAGI KIKUKO) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
EDU3710 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

芸術創作を題材とし、実践的な演習を通して、心理学における身体レベルと思考レベルの創造プロセスを理解する。自らの社会

的・心理学的問いについて調査・計画・創作を行い、データのまとめ方や実証的な報告書の作成に関して、具体的な体験を通し

て習得する。  

 

Learn and understand the creative process at the physical and thought levels in psychology through practical exercises on the 

subject of artistic creation. Through research, planning, and creation of artwork related to one's own social and psychological 

inquiry, learn how to compile data and create empirical reports. 

 

授業の内容（Course Contents） 

この授業では認知心理学における創造的プロセスの方法を、芸術における実践的な演習を通して、身体と思考のレベルで理解

し、習得する。関連する心理学論文のレビュー、実践的な演習、そして自らの問いについて表象するアート作品の探索的な創作と

発表で構成される。これらの活動を通して、芸術の創造過程についての体験的理解を深め、身体と思考を統合する創造活動に

ついての心理学的洞察を得て、その過程についての実証的なレポートを作成する。アート創作の楽しさだけではなく、その背後に

あるアーティストの認知プロセスに迫ってもらいたい。なお、履修にあたり芸術創作の経験は特に必要はない。 

 

This class is designed to help students understand and master the creative process in cognitive psychology at the level of the 

physical and thought through practical hands-on work in art. It will consist of a review of relevant psychological articles, 

practical exercises, and exploratory production and presentation of artwork that expresses ideas in response to one's own 

inquiry. Through these activities, students will gain an experiential understanding of the creative process of art, gain 

psychological insight into creative activities that integrate physical body and thought, and produce an empirical report on the 

process. Experiencing the joy of art creation, the course will also provide an insight into the cognitive processes of the artists 

behind the art creation. No prior experience in artistic creation is required. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 講義：オリエンテーション（全体概要とフロッタージュなど身体を通じた表現の解説） 

2. 演習：フロッタージュ演習 タクティルラインの演習 

3. 論文レビュー１： 芸術創作に関する論文 

4. 演習：フロッタージュ演習（描画材の応用） 

5. 論文レビュー２：芸術創作に関する論文  

6. 講義：芸術創作のプロセス（参考スライド） 

演習：フロッタージュの展開（多様な支持体による効果，空間への展開） 

7. 論文レビュー３：芸術創作に関する論文 

演習：ポートフォリオへのまとめ 

8. 美術館見学（この時期開かれている展覧会に行き、実際の作品の鑑賞体験を得る） 

9. 講義：最終作品に向けての解説 (参考スライド: 諸領域との関係性, 実証的レポートの記述方法)  

演習：グループディスカッション、作品企画 

10. 作品・レポート制作 (個別指導) 

11. 作品・レポート制作 (個別指導) 

12. 作品・レポート制作 (個別指導) 

13. 作品・レポート制作・プレゼンテーション計画 (個別指導) 

14. 作品発表・講評 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

準備学習として授業で指定されるエクササイズを行い、その結果を毎回オンラインで記録する。 

最終作品の創作は各自の企画内容によって授業時間外の作業が生じる。 
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実証的なレポート作成のために各種データの整理や記録、参考文献の検索などが求められる。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

最終レポート(Final Report)(40%)/出席および授業への積極的な参加(30%)/最終作品(30%) 

履修希望者は必ず初回のオリエンテーションに出席すること。実技の授業なので、必ず出席して、授業に参加すること。成績は、

出席と授業への積極的な参加、最終作品、およびレポート提出により評価を付ける。 

 

テキスト（Textbooks） 

なし 

 

参考文献（Readings） 

1. Hal Foster, Rosalind E. Krauss, Yve‐Alain Bois, Benjamin H.D. Buchloh, David Joselit、2019、『ART SINCE 1900: 図鑑 1900

年以後の芸術』、東京書籍 (ISBN:9784487810352) 

2. Kayoko Komatsu, Kikuko Takagi, Hiroaki Ishiguro, & Takeshi Okada. 2022. Arts-based methods in education research in Japan. 

BRILL (ISBN:9004514139) 

3. 戸田山 和久、2012、『新版 論文の教室 レポートから卒論まで』、NHK出版 (ISBN:4140911948) 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

文中のフロッタージュとは、技術を特に必要としない対象の特徴をとらえる描画方法の一種を指す。 

授業計画は履修者数や教室状況などにより変更が生じることがある。 

実践授業の性質上、受講希望者が多い場合は、何らかの形で人数制限をする可能性がある。 

 

注意事項（Notice） 
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■AE223 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AE223／教育調査実習 ３ａ 

(Survey and Field Study in Education 3a) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
エゴ・ドキュメントを読む 

担当者名 

（Instructor） 
上田 誠二(KAMITA SEIJI) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
EDU3710 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

この科目は、エゴ・ドキュメントの読解方法を学び、歴史研究における個人の語りについて理解を深めます。 

 

Students will learn about ego document analysis techniques and deepen their understanding of personal narrative in the 

historical study. 

 

授業の内容（Course Contents） 

この授業では、戦時中の日本で書かれた日記を読んでいきます。まず、エゴ・ドキュメントの基本的な内容について講義形式で理

解していき、それを踏まえて、そのエゴ・ドキュメントに関して受講者各自が調査して発表を行います。 

 

In this class, students will read the diary written during war in Japan. First, students will understand the overview of ego 

document, and from there, students will conduct their own research about the ego document and present it. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. オリエンテーション 

2. 日記というエゴ・ドキュメントついて学ぶ 

3. 日記の背景である戦時中の学生生活について学ぶ 

4. エゴ・ドキュメンの読解方法について学ぶ 

5. エゴ・ドキュメンが書かれた町田市域について学ぶ 

6. 男子中学生の日記（上＝1944年 10月 24 日～45 年 2 月 8 日）について発表する 

7. 男子中学生の日記（中＝1945年 2 月 9 日～5 月 16 日）について発表する 

8. 男子中学生の日記（下＝1945年 5 月 17 日～9 月 12 日）について発表する 

9. 女学生の日記（前半＝1944 年 7 月 27 日～12月 31 日）について発表する 

10. 女学生の日記（後半＝1945 年 1 月 1 日～5月 5 日）について発表する 

11. これまでの発表をまとめる 

12. 日記の書かれた町田市域をフィールドワークする 

13. フィールドワークの成果をまとめる 

14. 全体のまとめ―ジェンダーの視点からみたエゴ・ドキュメント 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

予習・復習に関する指示は、授業時間中に適宜行います。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

レポート試験(Report Exam)(60%)/発表の内容(40%) 

 

テキスト（Textbooks） 

なし 

 

参考文献（Readings） 

1. 長谷川貴彦、2020 年、『エゴ・ドキュメントの歴史学』、岩波書店 (ISBN:9784000333034) 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

映像資料・音楽資料を活用します。 

現在のエゴ・ドキュメントとの比較を適宜行い、感情史として「日記」を考えます。 

 

注意事項（Notice） 
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■AE224 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AE224／教育調査実習 ４ａ 

(Survey and Field Study in Education 4a) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
「アート」をてがかりに、日常を批判的にリサーチしよう 

担当者名 

（Instructor） 
渡辺 哲男(WATANABE TETSUO) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
EDU3710 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

「アート art」は、私たちの既存の価値観を問いなおす力をもっている。こうした問い直しは、ともすれば自明視してしまう日常に疑

いの眼差しを向ける研究の営みと重なり合う。この授業では、「アート」をてがかりにしながらリサーチの基礎を学んでもらう。 

 

Art art has the power to rethink our existing values. This rethinking of questions overlaps with the practice of research that 

looks askance at everyday life, which is often seen as self-evident. In this class, students learn the basics of research using art 

as a starting point. 

 

授業の内容（Course Contents） 

1）実際にミュージアムを訪問し、自分の体感したことをレポートする。 

2）各授業回で行われるワークショップから、日常を批判的に観察する視点を養う。 

3）他者理解、自己理解について学び、インタビュー調査などに生かす。 

4）授業で学んだことを生かして自らワークショップを企画、運営する。 

 

1)Students actually visit the museum and report what they experienced. 

2)Students will develop a perspective of critically observing daily life from the workshops held in each class. 

3)Students learn about understanding others and self-understanding, and use it for interview surveys. 

4)Students plan and manage their own workshops by making use of what they have learned in class. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. オリエンテーション：グループ決めなど 

2. 「アート」をテーマにしたワークショップ体験 

3. ワークショップの振り返り 

4. 「ワークショップ」とは何か？ 

5. 「観察眼」（芸術を見る目＝日常をリサーチする目）を鍛える（1）ある映画から 

6. 同上（2）現象だけではなく、コンテクストを見る 

7. 路上観察ワークショップ（1）GPSウォーカーになってキャンパス周辺をアートにしよう 

8. 舞踊というアートを見る、体験する 

9. ゲストスピーカーによる講義・その 1（学芸員をお招きする予定） 

10. ゲストスピーカーによる講義・その 2（学芸員をお招きする予定） 

11. ゲストスピーカーによる講義・その 3（アーティストをお迎えする予定） 

12. 学生によるワークショップ・展示（1）：グループ 1 

13. 学生によるワークショップ・展示（2）：グループ 2 

14. 学生によるワークショップ・展示（3）：グループ 3、授業のまとめ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

授業開始後早い段階でミュージアムに一度足を運んでもらい、参観レポートを書いてもらう予定である。 

授業後半には学生の企画したワークショップを行ってもらうので、授業時間外にグループで集まって内容を相談する時間が必要

になる。履修人数によって学生のワークショップの回数は変更する可能性がある。また、教員が実施するワークのなかには、授業

時間外に大学周辺を歩く課題も含まれるので、あらかじめ了解されたい。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

レポート試験(Report Exam)(50%)/授業時間中、事前事後の課題(50%) 

欠席が 4 回になった時点で D 評価。出欠の詳細は初回の授業で説明する。 

 

テキスト（Textbooks） 

適宜資料を配付する予定。 
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参考文献（Readings） 

1. 麻生武、2009、『「見る」と「書く」の出会い：フィールド観察学入門』、新曜社 (ISBN:9784788511767) 

2. 渡辺哲男ほか編、2019、『言葉とアートをつなぐ教育思想』、晃洋書房 (ISBN:9784771031623) 

3. 森村泰昌、2019、『自画像のゆくえ』、光文社新書 (ISBN:9784334044374) 

4. 赤瀬川源平ほか編、1993、『路上観察学入門』、ちくま文庫 (979784480028181) 

5. 今和次郎、1987、『考現学入門』、ちくま文庫 (ISBN:9784480021151) 

6. ミヒャエル・パーモンティエ（眞壁宏幹訳）、2012、『ミュージアム・エデュケーション：感性と知性を拓く想起空間』、慶應義塾大学

出版会 (ISBN:9784766419672) 

7. 眞壁宏幹・眞壁ゼミ、2022、『デジタル世界図絵：ヴァーチャル・ミュージアムの取組み』、慶應義塾大学出版会 

(ISBN:9784766428599) 

その他の文献は適宜紹介する。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AE225 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AE225／教育調査実習 ３ｂ 

(Survey and Field Study in Education 3b) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
観察社会学の視点から 

担当者名 

（Instructor） 
岡田 光弘(OKADA MITSUHIRO) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
EDU3710 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

会話分析などの質的研究の基本を身につけ、実際に着手することができるようになること 

データに浸り、堪能しながら、研究を進めていくことができるようになること 

 

Students will learn the basics of qualitative research  such as conversation analysis and be able to try it for themselves. The 

class goal is for students to immerse in the data and enjoy themselves while becoming capable of carrying out research. 

 

授業の内容（Course Contents） 

（1）調査の具体的手順をスモールステップでシェアする 

（2）実際に具体的な課題を決めて、小規模な調査を実施する 

（3）調査の営みの社会的/倫理的側面について、「想定読者」との関係や「調査対象」との関係を視野にいれた取り組みにするた

め、リフレクションの機会を取り入れる 

 

(1) The specific procedures will be shared with students gradually in small steps. 

(2) Students will choose specific tiny topics and carry out actual research through group work. 

(3) The class will constantly provide students with as many opportunities as possible to reflect on their relationships to the 

assumed readers and research subjects regarding the social and ethical aspects of the research. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. イントロダクション 

2. 観察社会学という視点 

3. 会話分析の基本的考え方 

4. 教室における相互行為分析 

5. 教育におけるビデオ・エスノグラフィー 

6. トランスクリプトを作成してみる 

7. 具体的分析について（その 1）：調査の査課題を設定する 

8. 具体的分析について（その 2）：データから離れない課題設定 

9. データと対話できているか（その 1） 

10. データと対話できているか（その 2） 

11. データに浸入しているか（その 1） 

12. データに浸入しているか（その 2） 

13. 成果発表に向けて（その 1） 

14. 成果発表に向けて（その 2） 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

中盤以降、グループワークが基本となるため、課題に即して細かな連絡調整および内容に関わる議論を進めてもらいたい。ワー

クの進捗状況を報告するワークシートは一人ひとりが記入するが、調査は、グループ単位で進めていく。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

授業ごとのリアクショペーパー(60%)/成果発表(40%) 

 

テキスト（Textbooks） 

1. David Francis & Stephen Hester、2014、『エスノメソドロジーへの招待』、ナカニシヤ出版 (ISBN:978-4-7795-0829-5) 

 

参考文献（Readings） 

1. 前田・水川・岡田、2007、『ワードマップ エスノメソドロジー』、新曜社 

その他必要に応じて紹介する 
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その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AE226 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AE226／教育調査実習 ４ｂ 

(Survey and Field Study in Education 4b) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
社会を変える市民の活動と学び 

担当者名 

（Instructor） 
桔川 純子(KIKKAWA JUNKO) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
EDU3710 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

社会問題に取り組んでいる市民のさまざまな取り組みを調査しながら、市民がどのよう経験を重ねて「学び」を深めていくのかを

考察し、分析していく手法を身につける。また、海外の事例なども通じて、グローバルな視点からも思考できるような力を身につけ

る。 

 

Students will research civic actions around social issues, deepen their understanding of learning, and become proficient in 

analytical methods while gaining practical experience from citizens on the scene. Also, students will become able to consider 

these issues from a global perspective, not only looking at Japan. 

 

授業の内容（Course Contents） 

 学びの実践は、学校以外の「場」でも多様な形で存在する。日本では、1998 年の特定非営利活動促進法の施行を契機に、現

在では全国で NPOを始めとした市民の活動が広がっている。 

本講義では、持続可能な社会や地域づくりを目指した日本や海外の実践を調査し、そのなかからどのような経験を積み重ね、学

びを深めていけるのかについて分析する。 

 NPOを始めとした市民の活動について、歴史、法体系などとともにその概要を理解し、多様なテーマについて、具体的な事例を

調査して考察していく。 

 授業では、基本的な内容については講義形式で行い、テーマを設定しながら受講者各自が調査して発表するグループワークを

多く取り入れていく。 

また、実践に取り組むゲストスピーカーをお招きし、臨場感あるお話を伺う予定である。 

 

For learning practice, there are also various places for learning off campus. Numerous activities spread across Japan today 

resulted from the implementation of the 1998 Act to Promote Specified Nonprofit Activities. 

In this lecture, students will research Japanese and overseas applications for creating sustainable societies and communities, 

and among those analyze which educational experiences would be acquired in common. First, students will understand the 

overview of civic activities, and from there, while following their interests, research and consider specific case studies. In class, 

students will conduct their own research and present it. Then all students will share and consider their ideas. 

Inviting a guest speaker and am going to listen to a story about the activities 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. ガイダンス：授業の内容、進め方、評価の仕方について説明等。 

2. 市民活動、市民運動とは：NPO、NGO とは何か 

3. <地域>について考えてみる：自分が住んでいる地域について調べてみる 

4. <グルーバル化>とは何か。グローバル化社会で起こっていること。 

5. 「多文化共生の時代」の問題と取り組み 

6. 「生きづらさ」について考えてみる：ジェンダー、セクシュアリティ、マイノリティ… 

7. 外国の事例から学ぶ：イタリア 

8. 外国の事例から学ぶ：韓国 

9. 海外の事例から学ぶ：北欧 

10. ゲストスピーカーによる講義 

11. ゲストスピーカーによる講義 

12. ゲストスピーカーによる講義 

13. 〈市民をエンパワーする政策〉を調べてみましょう 

14. まとめ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

各自で調査し、その内容について発表する時間が多いので、調査、発表準備などの授業時間以外の学習が必要となる。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 
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最終レポート(Final Report)(40%)/授業への参加度（発言、発表など）(30%)/発表の内容(30%) 

 

テキスト（Textbooks） 

なし 

 

参考文献（Readings） 

1. 佐藤一子、2004、『NPOの教育力―生涯学習と市民的公共性』、東京大学出版会 (ISBN:4130513095) 

2. レスリー・R・クラッチフィールド他、2012、『世界を変える偉大な NPOの条件――圧倒的な影響力を発揮している組織が実践

する 6 つの原則』、ダイヤモンド社 (ISBN:4478007284) 

3. 延藤安弘、2013、『まち再生の術語集』、岩波書店 (ISBN:4004314186) 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

・パワーポイント、映像資料などを適宜活用する。 

・アクティブラーニングを取り入れ、実習を適宜行うので、積極的な受講態度が期待される。 

・受講者の人数などによって、形式、内容などについては変更する場合がある 

 

注意事項（Notice） 
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■AE251 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AE251／教育実践研究 

(Research on Educational Activities) 

担当者名 

（Instructor） 
有本 真紀(ARIMOTO MAKI) 

学期 

（Semester） 
秋学期他(Fall Others) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
EDU2740 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

学生が個人または共同で，ひとつのテーマについて，指導教授の指導・助言を受けながら自発的に研究に取り組み，報告書を作

成する。 

 

Individually or in groups, students will take one theme and while receiving instruction and advice from the instructing professor, 

conduct their own research and write a report. 

 

授業の内容（Course Contents） 

学生の自主的な研究活動に対して単位を与える科目であり，対象となるのは以下の活動である。 

 

１．大学内外での地域活動，福祉・文化・教育施設や団体での活動 

２．学生が受講した授業や演習のテーマをより深く追求する活動 

 

指導教員の指導・助言を受けつつ，活動を進める。指導教員とは随時連絡をとり報告をすること。 

なお，活動の期間は，おおよそ半年間を目処とするが，活動が夏休みなどの休暇期間に重なる場合や，一定の活動を終了し改

めて振り返って総括したい場合など，授業期間と合致しない活動を取り上げることも認められる。個人だけでなく共同による取り

組みであってもよい。 

 

This is a class where students get credits for their independent research activities. The following activities are eligible. 

 

1. Regional activities as well as activities in welfare, cultural and educational facilities and organizations within and off campus. 

2. Activities that let students pursue a deeper understanding of class and seminar topics they have undertaken. 

 

Students will proceed with the activities while receiving instruction and advice from the instructor. Students must constantly 

keep the instructor informed. 

Also, activities are expected to take roughly half a year. In cases of summer vacation or other vacation periods or when a 

student wants to temporarily stop an activity and then resume, etc., activities that do not line up with the period of classes are 

permitted. Students are not required to do the activities individually and may also do them in groups. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 調査研究 

2. 調査研究 

3. 調査研究 

4. 調査研究 

5. 調査研究 

6. 調査研究 

7. 調査研究 

8. 調査研究 

9. 調査研究 

10. 調査研究 

11. 調査研究 

12. 調査研究 

13. 調査研究 

14. 調査研究 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

文献調査、実地調査を含め自発的かつ計画的に進めること。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

最終レポート(Final Report)(40%)/調査活動(60%) 
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最終レポートはテーマに応じた課題を課すこととする。共同研究であっても，各自が報告書を提出する。 

 

テキスト（Textbooks） 

なし 

 

参考文献（Readings） 

 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

担当は研究休暇者を除く学科教員全員である。 

 

注意事項（Notice） 
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■AE252 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AE252／教育実践研究 

(Research on Educational Activities) 

担当者名 

（Instructor） 
市川 誠(ICHIKAWA MAKOTO) 

学期 

（Semester） 
秋学期他(Fall Others) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
EDU2740 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

学生が個人または共同で，ひとつのテーマについて，指導教授の指導・助言を受けながら自発的に研究に取り組み，報告書を作

成する。 

 

Individually or in groups, students will take one theme and while receiving instruction and advice from the instructing professor, 

conduct their own research and write a report. 

 

授業の内容（Course Contents） 

学生の自主的な研究活動に対して単位を与える科目であり，対象となるのは以下の活動である。 

 

１．大学内外での地域活動，福祉・文化・教育施設や団体での活動 

２．学生が受講した授業や演習のテーマをより深く追求する活動 

 

指導教員の指導・助言を受けつつ，活動を進める。指導教員とは随時連絡をとり報告をすること。 

なお，活動の期間は，おおよそ半年間を目処とするが，活動が夏休みなどの休暇期間に重なる場合や，一定の活動を終了し改

めて振り返って総括したい場合など，授業期間と合致しない活動を取り上げることも認められる。個人だけでなく共同による取り

組みであってもよい。 

 

This is a class where students get credits for their independent research activities. The following activities are eligible. 

 

1. Regional activities as well as activities in welfare, cultural and educational facilities and organizations within and off campus. 

2. Activities that let students pursue a deeper understanding of class and seminar topics they have undertaken. 

 

Students will proceed with the activities while receiving instruction and advice from the instructor. Students must constantly 

keep the instructor informed. 

Also, activities are expected to take roughly half a year. In cases of summer vacation or other vacation periods or when a 

student wants to temporarily stop an activity and then resume, etc., activities that do not line up with the period of classes are 

permitted. Students are not required to do the activities individually and may also do them in groups. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 調査研究 

2. 調査研究 

3. 調査研究 

4. 調査研究 

5. 調査研究 

6. 調査研究 

7. 調査研究 

8. 調査研究 

9. 調査研究 

10. 調査研究 

11. 調査研究 

12. 調査研究 

13. 調査研究 

14. 調査研究 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

文献調査、実地調査を含め自発的かつ計画的に進めること。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

最終レポート(Final Report)(40%)/調査活動(60%) 
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最終レポートはテーマに応じた課題を課すこととする。共同研究であっても，各自が報告書を提出する。 

 

テキスト（Textbooks） 

なし 

 

参考文献（Readings） 

 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

担当は研究休暇者を除く学科教員全員である。 

 

注意事項（Notice） 
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■AE253 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AE253／教育実践研究 

(Research on Educational Activities) 

担当者名 

（Instructor） 
石黒 広昭(ISHIGURO HIROAKI) 

学期 

（Semester） 
秋学期他(Fall Others) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
EDU2740 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

学生が個人または共同で，ひとつのテーマについて，指導教授の指導・助言を受けながら自発的に研究に取り組み，報告書を作

成する。 

 

Individually or in groups, students will take one theme and while receiving instruction and advice from the instructing professor, 

conduct their own research and write a report. 

 

授業の内容（Course Contents） 

学生の自主的な研究活動に対して単位を与える科目であり，対象となるのは以下の活動である。 

 

１．大学内外での地域活動，福祉・文化・教育施設や団体での活動 

２．学生が受講した授業や演習のテーマをより深く追求する活動 

 

指導教員の指導・助言を受けつつ，活動を進める。指導教員とは随時連絡をとり報告をすること。 

なお，活動の期間は，おおよそ半年間を目処とするが，活動が夏休みなどの休暇期間に重なる場合や，一定の活動を終了し改

めて振り返って総括したい場合など，授業期間と合致しない活動を取り上げることも認められる。個人だけでなく共同による取り

組みであってもよい。 

 

This is a class where students get credits for their independent research activities. The following activities are eligible. 

 

1. Regional activities as well as activities in welfare, cultural and educational facilities and organizations within and off campus. 

2. Activities that let students pursue a deeper understanding of class and seminar topics they have undertaken. 

 

Students will proceed with the activities while receiving instruction and advice from the instructor. Students must constantly 

keep the instructor informed. 

Also, activities are expected to take roughly half a year. In cases of summer vacation or other vacation periods or when a 

student wants to temporarily stop an activity and then resume, etc., activities that do not line up with the period of classes are 

permitted. Students are not required to do the activities individually and may also do them in groups. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 調査研究 

2. 調査研究 

3. 調査研究 

4. 調査研究 

5. 調査研究 

6. 調査研究 

7. 調査研究 

8. 調査研究 

9. 調査研究 

10. 調査研究 

11. 調査研究 

12. 調査研究 

13. 調査研究 

14. 調査研究 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

文献調査、実地調査を含め自発的かつ計画的に進めること。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

最終レポート(Final Report)(40%)/調査活動(60%) 



 - 523 - 

最終レポートはテーマに応じた課題を課すこととする。共同研究であっても，各自が報告書を提出する。 

 

テキスト（Textbooks） 

なし 

 

参考文献（Readings） 

 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

担当は研究休暇者を除く学科教員全員である。 

 

注意事項（Notice） 
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■AE254 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AE254／教育実践研究 

(Research on Educational Activities) 

担当者名 

（Instructor） 
伊藤 実歩子(ITO MIHOKO) 

学期 

（Semester） 
秋学期他(Fall Others) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
EDU2740 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

学生が個人または共同で，ひとつのテーマについて，指導教授の指導・助言を受けながら自発的に研究に取り組み，報告書を作

成する。 

 

Individually or in groups, students will take one theme and while receiving instruction and advice from the instructing professor, 

conduct their own research and write a report. 

 

授業の内容（Course Contents） 

学生の自主的な研究活動に対して単位を与える科目であり，対象となるのは以下の活動である。 

 

１．大学内外での地域活動，福祉・文化・教育施設や団体での活動 

２．学生が受講した授業や演習のテーマをより深く追求する活動 

 

指導教員の指導・助言を受けつつ，活動を進める。指導教員とは随時連絡をとり報告をすること。 

なお，活動の期間は，おおよそ半年間を目処とするが，活動が夏休みなどの休暇期間に重なる場合や，一定の活動を終了し改

めて振り返って総括したい場合など，授業期間と合致しない活動を取り上げることも認められる。個人だけでなく共同による取り

組みであってもよい。 

 

This is a class where students get credits for their independent research activities. The following activities are eligible. 

 

1. Regional activities as well as activities in welfare, cultural and educational facilities and organizations within and off campus. 

2. Activities that let students pursue a deeper understanding of class and seminar topics they have undertaken. 

 

Students will proceed with the activities while receiving instruction and advice from the instructor. Students must constantly 

keep the instructor informed. 

Also, activities are expected to take roughly half a year. In cases of summer vacation or other vacation periods or when a 

student wants to temporarily stop an activity and then resume, etc., activities that do not line up with the period of classes are 

permitted. Students are not required to do the activities individually and may also do them in groups. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 調査研究 

2. 調査研究 

3. 調査研究 

4. 調査研究 

5. 調査研究 

6. 調査研究 

7. 調査研究 

8. 調査研究 

9. 調査研究 

10. 調査研究 

11. 調査研究 

12. 調査研究 

13. 調査研究 

14. 調査研究 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

文献調査、実地調査を含め自発的かつ計画的に進めること。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

最終レポート(Final Report)(40%)/調査活動(60%) 



 - 525 - 

最終レポートはテーマに応じた課題を課すこととする。共同研究であっても，各自が報告書を提出する。 

 

テキスト（Textbooks） 

なし 

 

参考文献（Readings） 

 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

担当は研究休暇者を除く学科教員全員である。 

 

注意事項（Notice） 
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■AE255 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AE255／教育実践研究 

(Research on Educational Activities) 

担当者名 

（Instructor） 
秋葉 昌樹(AKIBA YOSHIKI) 

学期 

（Semester） 
秋学期他(Fall Others) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
EDU2740 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

学生が個人または共同で，ひとつのテーマについて，指導教授の指導・助言を受けながら自発的に研究に取り組み，報告書を作

成する。 

 

Individually or in groups, students will take one theme and while receiving instruction and advice from the instructing professor, 

conduct their own research and write a report. 

 

授業の内容（Course Contents） 

学生の自主的な研究活動に対して単位を与える科目であり，対象となるのは以下の活動である。 

 

１．大学内外での地域活動，福祉・文化・教育施設や団体での活動 

２．学生が受講した授業や演習のテーマをより深く追求する活動 

 

指導教員の指導・助言を受けつつ，活動を進める。指導教員とは随時連絡をとり報告をすること。 

なお，活動の期間は，おおよそ半年間を目処とするが，活動が夏休みなどの休暇期間に重なる場合や，一定の活動を終了し改

めて振り返って総括したい場合など，授業期間と合致しない活動を取り上げることも認められる。個人だけでなく共同による取り

組みであってもよい。 

 

This is a class where students get credits for their independent research activities. The following activities are eligible. 

 

1. Regional activities as well as activities in welfare, cultural and educational facilities and organizations within and off campus. 

2. Activities that let students pursue a deeper understanding of class and seminar topics they have undertaken. 

 

Students will proceed with the activities while receiving instruction and advice from the instructor. Students must constantly 

keep the instructor informed. 

Also, activities are expected to take roughly half a year. In cases of summer vacation or other vacation periods or when a 

student wants to temporarily stop an activity and then resume, etc., activities that do not line up with the period of classes are 

permitted. Students are not required to do the activities individually and may also do them in groups. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 調査研究 

2. 調査研究 

3. 調査研究 

4. 調査研究 

5. 調査研究 

6. 調査研究 

7. 調査研究 

8. 調査研究 

9. 調査研究 

10. 調査研究 

11. 調査研究 

12. 調査研究 

13. 調査研究 

14. 調査研究 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

文献調査、実地調査を含め自発的かつ計画的に進めること。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

最終レポート(Final Report)(40%)/調査活動(60%) 



 - 527 - 

最終レポートはテーマに応じた課題を課すこととする。共同研究であっても，各自が報告書を提出する。 

 

テキスト（Textbooks） 

なし 

 

参考文献（Readings） 

 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

担当は研究休暇者を除く学科教員全員である。 

 

注意事項（Notice） 
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■AE256 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AE256／教育実践研究 

(Research on Educational Activities) 

担当者名 

（Instructor） 
河野 哲也(KONO TETSUYA) 

学期 

（Semester） 
秋学期他(Fall Others) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
EDU2740 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

学生が個人または共同で，ひとつのテーマについて，指導教授の指導・助言を受けながら自発的に研究に取り組み，報告書を作

成する。 

 

Individually or in groups, students will take one theme and while receiving instruction and advice from the instructing professor, 

conduct their own research and write a report. 

 

授業の内容（Course Contents） 

学生の自主的な研究活動に対して単位を与える科目であり，対象となるのは以下の活動である。 

 

１．大学内外での地域活動，福祉・文化・教育施設や団体での活動 

２．学生が受講した授業や演習のテーマをより深く追求する活動 

 

指導教員の指導・助言を受けつつ，活動を進める。指導教員とは随時連絡をとり報告をすること。 

なお，活動の期間は，おおよそ半年間を目処とするが，活動が夏休みなどの休暇期間に重なる場合や，一定の活動を終了し改

めて振り返って総括したい場合など，授業期間と合致しない活動を取り上げることも認められる。個人だけでなく共同による取り

組みであってもよい。 

 

This is a class where students get credits for their independent research activities. The following activities are eligible. 

 

1. Regional activities as well as activities in welfare, cultural and educational facilities and organizations within and off campus. 

2. Activities that let students pursue a deeper understanding of class and seminar topics they have undertaken. 

 

Students will proceed with the activities while receiving instruction and advice from the instructor. Students must constantly 

keep the instructor informed. 

Also, activities are expected to take roughly half a year. In cases of summer vacation or other vacation periods or when a 

student wants to temporarily stop an activity and then resume, etc., activities that do not line up with the period of classes are 

permitted. Students are not required to do the activities individually and may also do them in groups. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 調査研究 

2. 調査研究 

3. 調査研究 

4. 調査研究 

5. 調査研究 

6. 調査研究 

7. 調査研究 

8. 調査研究 

9. 調査研究 

10. 調査研究 

11. 調査研究 

12. 調査研究 

13. 調査研究 

14. 調査研究 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

文献調査、実地調査を含め自発的かつ計画的に進めること。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

最終レポート(Final Report)(40%)/調査活動(60%) 



 - 529 - 

最終レポートはテーマに応じた課題を課すこととする。共同研究であっても，各自が報告書を提出する。 

 

テキスト（Textbooks） 

なし 

 

参考文献（Readings） 

 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

担当は研究休暇者を除く学科教員全員である。 

 

注意事項（Notice） 
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■AE257 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AE257／教育実践研究 

(Research on Educational Activities) 

担当者名 

（Instructor） 
柏木 敦(KASHIWAGI ATSUSHI) 

学期 

（Semester） 
秋学期他(Fall Others) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
EDU2740 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

学生が個人または共同で，ひとつのテーマについて，指導教授の指導・助言を受けながら自発的に研究に取り組み，報告書を作

成する。 

 

Individually or in groups, students will take one theme and while receiving instruction and advice from the instructing professor, 

conduct their own research and write a report. 

 

授業の内容（Course Contents） 

学生の自主的な研究活動に対して単位を与える科目であり，対象となるのは以下の活動である。 

 

１．大学内外での地域活動，福祉・文化・教育施設や団体での活動 

２．学生が受講した授業や演習のテーマをより深く追求する活動 

 

指導教員の指導・助言を受けつつ，活動を進める。指導教員とは随時連絡をとり報告をすること。 

なお，活動の期間は，おおよそ半年間を目処とするが，活動が夏休みなどの休暇期間に重なる場合や，一定の活動を終了し改

めて振り返って総括したい場合など，授業期間と合致しない活動を取り上げることも認められる。個人だけでなく共同による取り

組みであってもよい。 

 

This is a class where students get credits for their independent research activities. The following activities are eligible. 

 

1. Regional activities as well as activities in welfare, cultural and educational facilities and organizations within and off campus. 

2. Activities that let students pursue a deeper understanding of class and seminar topics they have undertaken. 

 

Students will proceed with the activities while receiving instruction and advice from the instructor. Students must constantly 

keep the instructor informed. 

Also, activities are expected to take roughly half a year. In cases of summer vacation or other vacation periods or when a 

student wants to temporarily stop an activity and then resume, etc., activities that do not line up with the period of classes are 

permitted. Students are not required to do the activities individually and may also do them in groups. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 調査研究 

2. 調査研究 

3. 調査研究 

4. 調査研究 

5. 調査研究 

6. 調査研究 

7. 調査研究 

8. 調査研究 

9. 調査研究 

10. 調査研究 

11. 調査研究 

12. 調査研究 

13. 調査研究 

14. 調査研究 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

文献調査、実地調査を含め自発的かつ計画的に進めること。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

最終レポート(Final Report)(40%)/調査活動(60%) 



 - 531 - 

最終レポートはテーマに応じた課題を課すこととする。共同研究であっても，各自が報告書を提出する。 

 

テキスト（Textbooks） 

なし 

 

参考文献（Readings） 

 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

担当は研究休暇者を除く学科教員全員である。 

 

注意事項（Notice） 
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■AE258 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AE258／教育実践研究 

(Research on Educational Activities) 

担当者名 

（Instructor） 
和田 悠(WADA YU) 

学期 

（Semester） 
秋学期他(Fall Others) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
EDU2740 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

学生が個人または共同で，ひとつのテーマについて，指導教授の指導・助言を受けながら自発的に研究に取り組み，報告書を作

成する。 

 

Individually or in groups, students will take one theme and while receiving instruction and advice from the instructing professor, 

conduct their own research and write a report. 

 

授業の内容（Course Contents） 

学生の自主的な研究活動に対して単位を与える科目であり，対象となるのは以下の活動である。 

 

１．大学内外での地域活動，福祉・文化・教育施設や団体での活動 

２．学生が受講した授業や演習のテーマをより深く追求する活動 

 

指導教員の指導・助言を受けつつ，活動を進める。指導教員とは随時連絡をとり報告をすること。 

なお，活動の期間は，おおよそ半年間を目処とするが，活動が夏休みなどの休暇期間に重なる場合や，一定の活動を終了し改

めて振り返って総括したい場合など，授業期間と合致しない活動を取り上げることも認められる。個人だけでなく共同による取り

組みであってもよい。 

 

This is a class where students get credits for their independent research activities. The following activities are eligible. 

 

1. Regional activities as well as activities in welfare, cultural and educational facilities and organizations within and off campus. 

2. Activities that let students pursue a deeper understanding of class and seminar topics they have undertaken. 

 

Students will proceed with the activities while receiving instruction and advice from the instructor. Students must constantly 

keep the instructor informed. 

Also, activities are expected to take roughly half a year. In cases of summer vacation or other vacation periods or when a 

student wants to temporarily stop an activity and then resume, etc., activities that do not line up with the period of classes are 

permitted. Students are not required to do the activities individually and may also do them in groups. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 調査研究 

2. 調査研究 

3. 調査研究 

4. 調査研究 

5. 調査研究 

6. 調査研究 

7. 調査研究 

8. 調査研究 

9. 調査研究 

10. 調査研究 

11. 調査研究 

12. 調査研究 

13. 調査研究 

14. 調査研究 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

文献調査、実地調査を含め自発的かつ計画的に進めること。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

最終レポート(Final Report)(40%)/調査活動(60%) 



 - 533 - 

最終レポートはテーマに応じた課題を課すこととする。共同研究であっても，各自が報告書を提出する。 

 

テキスト（Textbooks） 

なし 

 

参考文献（Readings） 

 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

担当は研究休暇者を除く学科教員全員である。 

 

注意事項（Notice） 
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■AE302 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AE302／カウンセリング 

(Counselling) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
自己理解と他者理解を深めつつ多角的な視点で物事を捉える 

担当者名 

（Instructor） 
新井 素子(ARAI MOTOKO) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
EDU2700 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

様々なカウンセリング理論の概要を学びながらワークに取り組むことで，自己理解と他者理解を深め多角的な視点で物事を捉え

ることを目標とする。  

 

Aiming to take things from various perspectives, students will gain a deeper understanding of themselves and others through an 

overview of counseling using active learning techniques.  

 

授業の内容（Course Contents） 

カウンセリングの諸理論の概論と基礎的な技法をロールプレイや事例を通して学ぶことで,自己理解と他者理解を深めつつ実践

的に学ぶことを目指す。グループディスカッション（体験型学習）により，自己や他者に対する理解や気づきを深める。各回の授業

時にリアクションペーパーに記入し，学期の後半に提出する２つのレポートの作成につなげる。カウンセリングは正解のない問い

の探求とも言えるが，何より聴くことが重要である。言語化により思考を整理することや，他者の意見から学ぶ姿勢を心がけるこ

ととする。  

 

Through role-playing and case studies, students will deepen their understanding of themselves and others while learning 

practically about various theories and basic techniques of counseling. Through group discussion (experience-based learning), 

students deepen their understanding and awareness of themselves and others. Students will fill out a reaction paper during each 

class, which will lead to the creation of two reports to be submitted in the second half of the semester. Counseling can be said 

to be an exploration of questions that have no correct answer, but listening is more important than anything else. Try to 

organize your thoughts by verbalizing them and try to learn from the opinions of others. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. カウンセリングとは何か（概論） 

2. 傾聴と共感 

3. カウンセリングにおける相互作用 

4. 乳幼児の発達環境と関わり 

5. 児童期の悩みと関わり 

6. 青年期・老年期の悩みと関わり 

7. 来談者中心療法・ワーク(1) 

8. 行動療法・認知行動療法・ワーク(2)  

9. カウンセリングの様々な技法の理解とワーク(3)  

10. カウンセリングの様々な技法の理解とワーク(4) 

11. カウンセリングの様々な技法の理解とワーク(5)  

12. 教師自身のメンタルヘルスケアとセルフケアのワーク 

小レポート：①関心を持ったカウンセリングの技法の概要とその理由について具体的に述べること，②どのような場面でカウ

ンセリングの考え方が活かせるかにつき，自分の体験や新聞などで見聞きするなどした具体例と共に自身の考えを述べる

こと。 

13. 事例検討（1）地域臨床  

14. 事例検討（2）学校臨床 

最終レポート：①事例検討を通じて感じたことや考えたこと，②自身がカウンセリングを行う立場になった場合に大切にした

いこと，③本授業において学んだことを今後どのように活かすかにつき，できる限り具体的に自身の考え方を述べること。 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

授業内で提示する（授業後に Canvas LMS にも掲示）。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

最終レポート(Final Report)(35%)/リアクション・ペーパー(42%)/小レポート(23%) 

欠席４回以上の場合は成績評価の対象としない。 遅刻を３回した場合には欠席１回とみなす。遅刻した回はリアクションペーパ
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ーの点数を１点減点する（交通機関の遅延などやむを得ない事情があれば別）。毎回提出するリアクションペーパーにより出席を

確認する。体験型学習が中心となるため，授業に出席しワークシートやロールプレイング，ディスカッションにより理解と思考を深

めることを重視する。なお，グループワークの進行状況などにより授業の予定が多少前後する場合がある。 

 

テキスト（Textbooks） 

特に指定しない。 

 

参考文献（Readings） 

1. 角南なおみ、2020、『教育相談（やさしく学ぶ教職課程）』、学文社 (ISBN:4762029734) 

2. 大山泰宏、2021、『心理カウンセリング序説－心理学的支援法－』、放送大学教育振興会 (ISBN:4595322488) 

3. 伊藤絵美、2008、『事例で学ぶ認知行動療法』、誠信書房 (ISBN:4414400465) 

授業の際に適宜紹介する予定。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

• ワークシートやグループワーク（２-４人程度のグループ：ロールプレイングやディスカッション）による体験型学習を行うことを通

じて，自己や他者への気づきと思考を深めることとする。 

• 講義は講師が作成する資料を中心に進める。毎回の講義内容は Canvas LMSにも掲示する。初回から段階的に学習を進める

ため，欠席した講義は Canvas LMS を確認した上で参加することを推奨する。 

• 提出されたリアクションペーパーについては次回以降の授業にフィードバックを行う。期末レポートについては，Canvas LMS上

でフィードバックを実施する予定である。 

 

注意事項（Notice） 
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■AE303 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AE303／幼児教育学 

(Early Childhood Education) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
子ども観と幼児教育 

担当者名 

（Instructor） 
浅井 幸子(ASAI SACHIKO) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
EDU2700 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

子ども観の歴史的な変遷、およびその子ども観との関わりで保育・幼児教育がどのようなあり方をしてきたかを理解するとともに、

これからの保育・幼児教育のあり方について考察する。 

 

Students will understand the historical changes in the views of children and how child care and early childhood education have 

evolved in relation to this views, and consider the future of child care and early childhood education. 

 

授業の内容（Course Contents） 

保育・幼児教育について、歴史資料、実践記録、ビデオ記録を用いて検討する。 

授業では、講義とグループ・ディスカッションを行う。 

各回の授業の内容については、進行によって変更することもある。 

 

Students will consider child care and early childhood education using historical documents, practical written records and video 

records. 

The class will consist mainly of lectures with appropriate group discussion as needed. 

The contents covered in each class session may vary depending on progress.  

 

授業計画（Course Schedule） 

1. ガイダンス・この授業について 

2. 幼稚園とはどのような場所か 

3. 保育所とはどのような場所か 

4. 就学前学校とはどのような場所か 

5. 子ども観と教育観 

6. 子どもの発見と保育・幼児教育 

7. 子どもの権利と乳幼児 

8. 幼児教育のグローバル・ガバナンス 

9. 保育・幼児教育の評価 

10. レッジョ・エミリアの幼児教育 

11. ドキュメンテーションと保育記録 

12. 海外のレッジョ・インスピレーション 

13. 日本のレッジョ・インスピレーション 

14. まとめ・公教育としての保育・幼児教育 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

授業終了後にリアクション・ペーパーを書いて立教時間で提出する。 

授業時間外の課題については適宜指定する。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

最終レポート(Final Report)(30%)/リアクションペーパー(40%)/グループディスカッション・グループ発表(30%) 

 

テキスト（Textbooks） 

なし 

 

参考文献（Readings） 

1. 福元真由美ほか、2017、『はじめての子ども教育原理』、有斐閣 (ISBN:4641150362) 

2. 汐見稔幸・大豆生田啓友・武藤隆編、2019、『保育原理（アクティベート保育学）』、ミネルヴァ書房 (ISBN:4623084337) 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 
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注意事項（Notice） 
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■AE304 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AE304／比較教育学 １ 

(Comparative Education 1) 

担当者名 

（Instructor） 
市川 誠(ICHIKAWA MAKOTO) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
EDU2700 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

比較教育学とは何か，その意義と現状について紹介する。教育問題や教育政策を考察・議論するときにも，他国の経験を参照す

ることで，新たな角度から光をあてることができる。また比較教育学の成果をみることで，異なる国・地域について，教育のみなら

ず社会・文化への理解を深めることも目的とする。 

 

Students will be introduced to the concept of comparative pedagogy, its significance and the current situation of the field. And 

when considering and discussing educational issues and educational policies, by looking at educational experiences of other 

countries, students can shine new light on their understandings. Also, by looking at results of comparative pedagogy, regarding 

other countries and regions, students should aim for a deeper understanding of not only education but also society and culture. 

 

授業の内容（Course Contents） 

比較教育学の理論・方法・歴史を概観するとともに，現状と課題を紹介する。ついで，比較教育学の主要な成果を具体的に紹介

していく。様々な国・地域における教育のあり方やそれらをめぐる諸問題が研究対象となるわけであるが，本講義では特に欧米

の、いわゆる先進諸国に重点をおく予定である。 

 

Along with an overview of comparative pedagogical theories, methods and histories, students will be introduced to the current 

situation and relevant issues. Students will be introduced to the main results of comparative pedagogy in specific detail. The 

educational methods and various relevant issues of different countries and regions will be eligible for research, but various 

countries with advanced economies in Europe and the Americas will be emphasized during the lectures. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 導入 

2. 比較教育学の意義と役割 

3. 比較教育学研究の歴史１ 

4. 比較教育学研究の歴史２ 

5. 比較教育学の理論と方法 

6. 日本の比較教育学研究１ 

7. 日本の比較教育学研究２ 

8. 欧米諸国 

9. 欧米諸国２ 

10. 欧米諸国３ 

11. 欧米諸国４ 

12. 欧米諸国５ 

13. 欧米諸国６ 

14. 総括 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

適宜，事前に概要を Blackboardで知らせる予定。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

筆記試験(Written Exam)(100%) 

 

テキスト（Textbooks） 

なし 

 

参考文献（Readings） 

 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

講義内容や計画の順番は最近の動向や研究成果などをふまえ必要に応じ変更されることがある。 
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注意事項（Notice） 

 

 

  



 - 540 - 

■AE305 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AE305／比較教育学 ２ 

(Comparative Education 2) 

担当者名 

（Instructor） 
市川 誠(ICHIKAWA MAKOTO) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
EDU2700 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

比較教育学とは何か，その意義と現状について紹介する。教育問題や教育政策を考察・議論するときにも，他国の経験を参照す

ることで，新たな角度から光をあてることができる。また比較教育学の成果をみることで，異なる国・地域について，教育のみなら

ず社会・文化への理解を深めることも目的とする。 

 

Students will be introduced to the concept of comparative pedagogy, its significance and the current situation of the field. And 

when considering and discussing educational issues and educational policies, by looking at educational experiences of other 

countries, students can shine new light on their understandings. Also, by looking at results of comparative pedagogy, regarding 

other countries and regions, students should aim for a deeper understanding of not only education but also society and culture. 

 

授業の内容（Course Contents） 

「比較教育学１」から引き続き比較教育学の理論・方法を概観するとともに，現状と課題を紹介する。さらに，比較教育学の主要な

成果を具体的に紹介していく。様々な国・地域における教育のあり方やそれらをめぐる諸問題が研究対象となるわけであるが，本

講義では特に，欧米以外のいわゆる発展途上国に重点をおく予定である。 

 

Along with looking at comparative educational theories and methods continuing from “Comparative Education 1,” students will 

be introduced to the current situation and issues in the field. Furthermore, students will be introduced to the main results of 

comparative pedagogy in specific detail. The educational methods and various relevant issues of different countries and regions 

will be eligible for research, but various developing countries outside Europe and the Americas will be the primary focused 

during the lectures. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 導入 

2. 比較教育学の意義と役割 

3. 比較教育学の理論と方法１ 

4. 比較教育学の理論と方法２ 

5. アジア諸国１ 

6. アジア諸国２ 

7. アジア諸国３ 

8. アジア諸国４ 

9. アジア諸国５ 

10. アジア諸国６ 

11. その他の国１ 

12. その他の国２ 

13. その他の国３ 

14. 総括 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

適宜，事前に概要を Blackboardで知らせる予定。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

筆記試験(Written Exam)(100%) 

 

テキスト（Textbooks） 

なし 

 

参考文献（Readings） 
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その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

講義内容や計画の順番は最近の動向や研究成果などをふまえ必要に応じ変更されることがある。 

 

注意事項（Notice） 
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■AE306 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AE306／教育史 ２ 

(History of Education 2) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
江戸教育思想史概説 

担当者名 

（Instructor） 
山本 正身(YAMAMOTO MASAMI) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
EDU2700 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

江戸時代における教育思想史の全体的動向を捕捉する。  

 

The purpose of this class is to capture the overall trends in the history of educational thought during the Edo period. 

 

授業の内容（Course Contents） 

江戸時代の教育思想史を、①江戸初期から享保期、②享保期から寛政期、③寛政期から天保期、④天保期以後、の四つの時期

に区分しながら、その主要動向を概説する。 

 

In this class, the history of educational thought during the Edo period will be divided into four periods: (1) the early Edo period 

to the Kyoho period, (2) the Kyoho period to the Kansei period, (3) the Kansei period to the Tempo period, and (4) the Tempo 

period and thereafter. The major trends in educational thought during each period will then be outlined. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. イントロダクション 

2. 江戸初期朱子学の教育思想①―藤原惺窩・林羅山― 

3. 江戸初期朱子学の教育思想②―山崎闇斎― 

4. 中江藤樹の教育思想 

5. 貝原益軒の教育思想 

6. 伊藤仁斎の教育思想 

7. 荻生徂徠の教育思想 

8. 細井平洲の教育思想―折衷派儒学の教育思想― 

9. 懐徳堂儒学とその教育思想―中井竹山を中心に― 

10. 石門心学の教育思想―石田梅岩を中心に― 

11. 復古国学の教育思想―本居宣長を中心に― 

12. 朱子学正学派の教育思想―尾藤二洲― 

13. 後期水戸学とその教育思想―会沢正志斎・藤田東湖― 

14. 幕末期教育思想の動向―佐藤一斎― 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

予習・復習とも 90 分程度の学習を求めます。学習の要件については講義の中でお示しします。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

レポート試験(Report Exam)(80%)/最終テスト(Final Test)(20%) 

テキストはとくに使用しません。講義内容に関わる文献は、授業の中で適宜指示します。 

 

テキスト（Textbooks） 

なし 

 

参考文献（Readings） 

1. 山本正身、2010 年、『仁斎学の教育思想史的研究』、慶應義塾大学出版会 (ISBN:9784766417777) 

2. 山本正身、2015 年、『伊藤仁斎の思想世界』、慶應義塾大学三田哲学会 (ISBN:9784766422757) 

3. 辻本雅史、2011 年、『思想と教育のメディア史』、ぺりかん社 (ISBN:9784831512901) 

4. 辻本雅史、2012 年、『「学び」の復権』、岩波書店 (ISBN:9784006002640) 

5. 辻本雅史、2021 年、『江戸の学びと思想家たち』、岩波書店 (ISBN:9784004319030) 

6. 沖田行司（編）、2015 年、『人物で見る日本の教育』、ミネルヴァ書房 (ISBN:9784623074020) 

7. 前田勉、2016 年、『江戸教育思想史研究』、思文閣出版 (ISBN:9784784218660) 
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その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

その他の文献についても、授業の中で紹介します。 

 

注意事項（Notice） 
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■AE307 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AE307／教育哲学 ２ 

(Philosophy in Education 2) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
「子どもの哲学」実践者養成講座 

担当者名 

（Instructor） 
清水 将吾(SHIMIZU SHOGO) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
EDU2700 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

日常生活、教育現場、街なかの哲学カフェなどで、探求的な対話の実践ができるようになる。   

 

Students will become able to have their own practical, inquisitive dialogues in daily life, in educational settings and at 

philosophical cafes.   

 

授業の内容（Course Contents） 

1970 年代以降、「子どもの哲学（Philosophy for Children / P4C）」と呼ばれる哲学対話や哲学教育が、世界各地で実践されてい

ます。この授業では、受講生が「子どもの哲学」の哲学対話に参加し、ファシリテーターとしての経験を積むことを通して、哲学対

話の実践者としての技術や心構えを体験的に習得することを目指します。受け身の講義形式ではなく、受講生の主体的な参加

が求められます。履修する前にそのことをあらかじめ理解しておいてください。   

 

Since the 1970s, philosophical dialogues and philosophical education called “Philosophy for Children / P4C” has been practiced 

around the world. In this class, students will participate in philosophical dialogues facilitated by the method of “Philosophy for 

Children,” and through accumulating experience as facilitators, aim to acquire techniques and attitudes of a practitioner of 

philosophical dialogues with these in-class experiences. This is not a passive-style lecture, and students are expected to take a 

major role. Students should be aware of this before taking the course.  

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 「子どもの哲学」とはどのような対話かについてのレクチャーのあと、哲学対話の体験とディスカッション（教員がファシリテー

ションを行う）   

2. 受講生のファシリテーションによる哲学対話   

3. 受講生のファシリテーションによる哲学対話   

4. 受講生のファシリテーションによる哲学対話   

5. 受講生のファシリテーションによる哲学対話   

6. 受講生のファシリテーションによる哲学対話   

7. 受講生のファシリテーションによる哲学対話   

8. 受講生のファシリテーションによる哲学対話   

9. 受講生のファシリテーションによる哲学対話   

10. 受講生のファシリテーションによる哲学対話   

11. 受講生のファシリテーションによる哲学対話   

12. 受講生のファシリテーションによる哲学対話   

13. 受講生のファシリテーションによる哲学対話   

14. 受講生のファシリテーションによる哲学対話   

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

(1) 授業での哲学対話に基づいて考えるためのワークシートの提出。 

(2) 最終論述の提出。  

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

授業各回のワークシート(80%)/最終論述(20%) 

 

テキスト（Textbooks） 

なし 

 

参考文献（Readings） 

1. 河野哲也、2014、『「子ども哲学」で対話力と思考力を育てる』、河出書房新社 (ISBN:9784309624693) 
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2. 梶谷真司、2018、『考えるとはどういうことか：0 歳から 100 歳までの哲学入門』、幻冬舎新書 (ISBN:4344985141) 

3. マシュー・リップマン、2015、『子どものための哲学授業：「学びの場」のつくりかた』、河出書房新社 (ISBN:9784309247014) 

4. 河野哲也 編、2020、『ゼロからはじめる哲学対話：哲学プラクティス・ハンドブック』、ひつじ書房 (ISBN:4823410327) 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AE308 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AE308／社会教育・生涯学習論 

(Community Education and Lifelong Learning) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
社会教育と民主主義 

担当者名 

（Instructor） 
和田 悠(WADA YU) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
EDU2700 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

①社会教育、生涯学習に関する基本的な知識や見方を身につける。 

②人びとの学びとその機会を保障するためのさまざまな営みに関心をもち、教育が人間形成にもつ意味を広く深く考えられるよう

になる。 

③自らが社会教育や生涯学習を実践する立場にあることを自覚する。 

 

(1) Students will get the basic knowledge and approaches related to community education and lifelong learning. 

(2) Students will take an interest in the education people receive and in the various activities that guarantee people the 

opportunity for education. Students will be able to think broadly and deeply about the meaning of character-building in 

education. 

(3) Students will be aware of themselves as responsible individuals to practice community education and lifelong learning. 

 

授業の内容（Course Contents） 

社会のなかで行われている人びとの学びとその機会を保障するための営みについて、さまざまな角度から考察する。制度的な取

組みのみならず、むしろそこからはみ出た形で必要となる学びを可能にするための取組みに注目したい。具体例を取り上げ検討

していく形をとるが、単なる知識や情報として受けとめるのではなく、なぜそうした機会や取組みが必要なのかを社会的な文脈の

なかで考え、自分との関わりも意識して、人びとの生涯にわたる学びの意味やそれを支えることの必要性に気づいてほしい。 

 

Students will consider, from various angles, the activities as individual lifelong learning and social support for it. The class will 

draw students’ attention not only to institutional initiatives, but also to the efforts to make learning possible out of those 

institutional initiatives. Students will consider specific examples to get an overall understanding. Students will not only take in 

knowledge and information, but also think about why such educational opportunities and efforts are necessary in a social 

context, and be aware of their own relationship to these efforts, and recognize the necessity of supporting lifelong learning. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 社会教育・生涯学習の法と制度について 

2. 九条俳句訴訟から考える「学習の自由」と社会教育① 

3. 九条俳句訴訟から考える「学習の自由」と社会教育② 

4. 九条俳句訴訟から考える「学習の自由」と社会教育③ 

5. 市民自治の考え方とは何か①丸山眞男の政治思想 

6. 市民自治の考え方とは何か②鶴見俊輔、久野収の市民主義 

7. 市民自治の考え方とは何か③小田実の行動する民主主義 

8. 女性の主体形成と社会教育①松田道雄と大阪府枚方市香里団地の保育所づくり運動 

9. 女性の主体形成と社会教育②伊藤雅子と国立市公民館保育 

10. 女性の主体形成と社会教育③若月俊一『農薬禍』と農村女性 

11. 特論①子どもの居場所づくり 

12. 特論②地域づくりと社会教育 

13. 特論③社会教育における学習論 

14. 全体の振り返り 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

Blackboard を活用し、事前に読んでもらいたい資料を配布する。それについて考えを述べる予習課題を提出してもらう。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

予習課題（小レポート課題）(40%)/レスポンスシート(20%)/最終レポート(Final Report)(40%) 

 

テキスト（Textbooks） 
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1. 千野陽一 （監修） 社会教育推進全国協議会（編集）、2015、『現代日本の社会教育 増補版』、エイデル研究所 (ISBN:978-

4871685689) 

本授業の内容を整理し、理解を深めるためにも本テキストは必読・必携である。 

 

参考文献（Readings） 

授業毎に参考文献を紹介する。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

履修者の関心や希望に応じて授業計画を変更する場合がある。 

社会教育は学校教育以外の領域で展開している教育を扱う。生涯学習は学齢期に限らず、人間は学び続けるという人間像を前

提としている。教育という営みを学校教育に矮小化せず、人間形成の問題を社会との接点において広く捉えることができるように

なるためにも、積極的に受講して欲しい。 

 

注意事項（Notice） 
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■AE309 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AE309／教育課程論 

(Curriculum) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
教育課程の意義及び編成の方法（カリキュラム・マネジメントを含む） 

担当者名 

（Instructor） 
伊藤 実歩子(ITO MIHOKO) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
EDU2700 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
教育学科初等専攻 以外の学生対象。 

 

授業の目標（Course Objectives） 

学習指導要領を基準として、各学校において編成される教育課程について、その意義や編成の方法を理解するとともに、各学校

の実情に合わせてカリキュラム・マネジメントを行うことの意義を理解する。 

 

With the curriculum guidelines as the basis, along with understanding the significance and development methods of the 

education plan drawn up at each school, students will understand the significance of matching curriculum and management to 

each school’s situation. 

 

授業の内容（Course Contents） 

学習指導要領の歴史的な変遷から、教育課程の意義や編成の方法を理解する。また各学校の実情に合わせたカリキュラム・マ

ネジメントのあり方を検討する。 

 

Students will understand the historical changes to the curriculum guidelines and the significance and methods of creating 

education guidelines. Students will also consider the way the curriculum and management should be in order to suit each 

school’s particular situation. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 教育課程とは何か――学習指導要領の位置づけと教育課程編成の目的―― 

2. 学習指導要領の改訂の変遷①戦後新教育期 

3. 学習指導要領の改訂の変遷②現代化 

4. 学習指導要領の改訂の変遷③新しい学力観と生活科の導入 

5. 学習指導要領の改訂の変遷④生きる力と総合的な学習の時間の導入 

6. 学習指導要領の改訂の変遷⑤知識基盤社会と確かな学力 

7. 学習指導要領の改訂の変遷⑥主体的・対話的で深い学び 

8. 教育課程編成の基本原理――経験主義と系統主義―― 

9. 教科・領域横断的なカリキュラム編成 

10. 主体的なカリキュラム編成のあり方①長期的な視野に基づいた教育課程 

11. 主体的なカリキュラム編成のあり方②児童理解に基づいた教育課程 

12. 主体的なカリキュラム編成のあり方③学校・地域に基づいた教育課程 

13. カリキュラム・マネジメントの意義 

14. カリキュラム評価の理論と実践 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

適宜、別途指示する 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

筆記試験(Written Exam)(100%) 

【変更前】筆記試験(Written Exam)100% 

 

テキスト（Textbooks） 

1. 田中耕治編、2018、『よくわかる教育課程』〔第 2 版〕（やわらかアカデミズム・〈わかる〉シリーズ）、ミネルヴァ書房 

(ISBN:9784623082698) 

 

参考文献（Readings） 

 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 
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注意事項（Notice） 
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■AE310 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AE310／国際教育論 

(Global Education) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
持続可能な社会のための教育：アフリカ地域の文化と開発から考える 

担当者名 

（Instructor） 
山崎 瑛莉(YAMAZAKI ERI) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
EDU2700 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

本科目は、国際関係や地域間関係、グローバル化する社会に教育にどのような影響を及ぼしているか、また、教育はどのような

役割を担うかについて、明らかにすることを目標とする。特に、持続可能な開発（Sustainable Development）を前提とした国際協力

や教育開発における教育の役割や目的について、関連する論点を整理しながら議論し、理解する。 

 

本講義を通して、次の目標を達成することが期待される； 

1）国際教育学の基礎的知識を習得する 

2）持続可能な開発と教育について、多角的な視点で捉える 

3）事例をもとに、他領域の学問との連携した問題設定を行うことができる  

 

The objective of this course is to clarify what impact education has on international and regional relations, on a globalizing 

society, and on what role education can play. In particular, discuss and understand the role and purpose of education in 

international cooperation and education development on the premise of sustainable development, while organizing related issues. 

 

The following goals are expected to be achieved through this lecture: 

1) Acquire basic knowledge of international pedagogy 

2) Capture sustainable development and education from multiple perspectives 

3) Based on examples, it is possible to set problems in cooperation with academics in other fields  

 

授業の内容（Course Contents） 

本講義は、持続可能な開発・社会づくりにおいて教育がどのような役割や意義をもって行われるのか、その課題は何か、議論し

考察していくものである。ディスカッションや具体的な事例を通して教育のあり方を多面的に捉えることで、教育分野の諸問題の

みならず他分野との連携した課題設定、学際的視点をもつ力を養う。 

 

また、事例にはアフリカ地域を中心に取り上げていきたい。国際関係やグローバル社会において欠かすことのできない地域であ

る。さらに、私たちが「持続可能性」を考えるうえで、学ぶべきことや魅力の宝庫である。生き生きとしたアフリカ社会・文化にも触

れながら、教育が社会形成や未来づくりにどのような影響や役割を持つか考えていきたい。 

 

多面的な視点は多くの対話や議論を通して得られるものである。そのため、本講義ではディスカッションやワークショップなど、受

講生自身が活動する機会を積極的に設ける予定である。  

 

This lecture discusses and considers the role and significance of education in the creation of sustainable development and 

society, and what the challenges are. By grasping the ideal way of education from multiple perspectives through discussions and 

concrete examples, we will cultivate the ability to set issues in collaboration with other fields and to have an interdisciplinary 

perspective as well as various problems in the field of education. 

 

The examples in this lecture focus on the African region. By understanding the current state of contemporary African societies 

from multiple perspectives, from the perspective of sustainable development and social development, we will develop not only 

various issues in the education field but also issues in cooperation with other fields and develop the ability to have an 

interdisciplinary perspective. 

 

Africa is an indispensable region in international relations and the global community. Furthermore, it is a treasure trove of things 

to learn and attractive in considering "sustainability". While touching on lively African societies and cultures, this course would 

like to consider the impact and role of education on social formation and future creation. 

 

A multifaceted perspective is gained through many dialogues and discussions. For this reason, in this lecture, we plan to actively 

provide opportunities for students to participate in activities such as discussions and workshops.  
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授業計画（Course Schedule） 

1. イントロダクション 

講義の目的  

国際教育学とは（１） 

教育について考える 

2. 国際教育学とは 

教育学における位置づけ・歴史的背景  

3. 「持続可能な開発」を考える  

開発・発展/ 持続可能性とは何か 

4. .私たちが目指す「持続可能な社会」とは？ 

ー自分たちの社会づくりと教育・国際目標を批判的に捉えながら考えるー 

5. アフリカにおける持続可能な開発と教育 

アフリカ概況（地理・歴史・文化） 

6. アフリカにおける持続可能な開発と教育 

アフリカ概況（経済、開発） 

7. 中間まとめ・ディスカッション 

・前半までを振り返り、概念の整理や自身の考えを言語化します 

8. アフリカにおける文化と開発・教育（１） 

・文字と言語、文学 

・文学に表れるアフリカ地域の精神性 

9. アフリカにおける文化と開発・教育（２） 

・躍動感溢れる音楽、ダンス 

・音楽と深く繋がるアフリカ地域の人々の日常生活 

10. アフリカにおける文化と開発・教育（３） 

・鮮やかな布、ファッション 

・伝統と流行、物流の実際 

11. アフリカにおける文化と開発・教育（４） 

・地域の特性が表れる食文化 

・可能性に満ちた農業と現実 

12. 国際関係・グローバル社会における教育の役割（１） 

グループワーク 

・アフリカにおける事例で考えてきたことを参考に、今後の社会を展望したうえで教育の役割とは何か、ワークを通じて議論

します 

13. 国際関係・グローバル社会における教育の役割（２） 

有志学生発表 

・関心のある事例を用いて問いを発表していただき、クラスでディスカッションします。 

14. 総括 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

授業時に提示する資料に目を通し、自分なりの考えを深めるとともに、日々の事象のなかで教育の意義や役割について考察す

るよう努めてください。また、本講義はディスカッションやグループワークを行うため、積極的な参加を求めます。議論に主体的に

取り組めるよう、事前事後の準備や復習もおこなってください。  

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

レポート試験(Report Exam)(50%)/リアクションペーパー （feedback sheet）(50%) 

 

テキスト（Textbooks） 

なし 

 

参考文献（Readings） 

1. 石附実、1998、『比較・国際教育学』、東進堂 

2. 田中治彦/三宅隆史/湯本浩之編、2016、『SDGs と開発教育：持続可能な開発目標のための学び』、学文社 

3. 蟹江憲史編、2017、『持続可能な開発目標とは何か』、ミネルヴァ書房 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AE311 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AE311／環境教育論 

(Environmental Education) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
環境教育とは何か 

担当者名 

（Instructor） 
岩松 真紀(IWAMATSU MAKI) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
EDU2700 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 

※文学部教育学科初等教育専攻（18 年以前入学者）に向けての注意事項※ 

「環境教育論」は、初等教員免許取得に必要な科目には含まれない。 

但し、卒業要件単位には含まれる。 

不明な点がある場合は教務事務センターの窓口で問合せること。 

 

授業の目標（Course Objectives） 

環境を守るとはどういうことか、環境教育とは何か。私たちの暮らしや経済をめぐる問題までの視野を持って環境教育を議論でき

るようになることを目標とします。 

 

What does it mean to protect the environment and what is environmental education? Students will develop perspectives on 

issues involving our lifestyles and economies, with the goal of becoming able to discuss environmental education. 

 

授業の内容（Course Contents） 

日本国内に限らず地球的規模で環境破壊が進み，どのような持続可能な社会をどうやって実現するのかが問われ、そのための

教育が求められています。環境教育について、その方法も含めてグループワークなどを取り入れながら学んでいきます。  

 

Environmental destruction is progressing not only in Japan but also on a global scale, so what kind of sustainable society can be 

created and how? Education regarding these issues is needed. 

Group work will be incorporated so that students will learn about environmental education and its processes.  

 

授業計画（Course Schedule） 

1. イントロダクション 

2. 環境教育が提唱されてきた背景 

3. 環境教育とは何か（１） 

4. 環境教育とは何か（２） 

5. 環境教育とは何か（３） 

6. 子どもと環境教育 

7. 自然体験と環境教育 

8. 公害と環境教育（１） 

9. 公害と環境教育（２） 

10. 公害と環境教育（３） 

11. 食と農と環境教育 

12. 自然災害と環境教育 

13. 環境教育と地域づくり 

14. 全体の振り返りとまとめ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

授業で配布した資料を使用し、事前事後学習に取組んでください。さらに参考文献を必要に応じ提示しますので、興味のあるもの

を授業の前後に読み理解を深めてください。  

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

レポート試験(Report Exam)(60%)/コメントペーパーの内容や授業で課せられる課題の提出(40%) 

 

テキスト（Textbooks） 

なし 

 

参考文献（Readings） 

1. 日本環境教育学会編、2012、『環境教育』、教育出版 (ISBN:9784316803159) 

2. 朝日新聞科学医療グループ編、2011、『やさしい環境教室 環境問題を知ろう』、勁草書房 (ISBN:9784326653652) 

3. 朝岡幸彦編著、2016、『入門 新しい環境教育の実践』、筑波書房 (ISBN:9784811904900) 
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4. 阿部治・野田恵編著、2019、『知る・わかる・伝える SDGs Ⅰ 貧困・食料・健康・ジェンダー・水と衛生』、学文社 

(ISBN:9784762029233) 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

受講者数や受講者の関心等にそうかたちで授業計画を一部変更する可能性があります。covid-19 の感染拡大状況に配慮しつ

つ、グループワークやグループでの話し合いを行います。その際は積極的に参加してください。 

 

注意事項（Notice） 
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■AE312 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

抽選登録／教育と表現 

(Artistic Expression in Education) 

担当者名 

（Instructor） 
近藤 良平(KONDOU RYOUHEI) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
EDU2700 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

「表現」は，人間にとって必要不可欠な一要素である。その中でも，最もプリミティブな「身体」から発せられる表現について学ぶ。  

 

“Expression” is an indispensable part of being human. Students will learn about the most primitive type of expression, body 

language.  

 

授業の内容（Course Contents） 

「教わる」事と「教える」事は自己表現のためには必要な感覚である。この授業では，ノンバーバルな視点から「からだ」の気づき，

「からだ」の持つ力を共に考え，「表現する」事がいかに大切であるかを模索していきたい。「からだ」の行為という視点で授業をす

すめて行きます。  

 

The awareness that teaching and being taught are necessary for self-expression. In this class, students will strive to 

understand how important expression is from a non-verbal viewpoint, as well as noticing the body and thinking about how much 

power it has. Class will proceed with an emphasis on the physical actions of the body.  

 

授業計画（Course Schedule） 

1. からだの役割，大きさを学ぶ    

2. ストレッチなど，からだをほぐすという事  

3. からだ気づきの視点から   

4. ２人組による動き 

5. 集団による動き   

6. 相手に伝えるという事 

7. ノンバーバルコミュニケーションの試み 

8. 枠にとらわれない動き  

9. 空間の大きさを知る   

10. 言葉と動き  

11. 動きを観る，評価する   

12. 動きを創作する「振り付け」という事 

13. パフォーマンスを考える 

14. 自己表現，発表   

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

日常の「動き」を観察する  

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

出席および受講態度(70%)/発表内容(30%) 

 

テキスト（Textbooks） 

なし 

 

参考文献（Readings） 

参考文献 近藤良平著『からだと心の対話術』（河出書房新社） 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AE313 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AE313／教育臨床論 

(Clinical Science of Education) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
表現行為と人間 

担当者名 

（Instructor） 
花崎 摂(HANASAKI SETSU) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
EDU2700 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

応用演劇の思想と方法を通して表現と人間について考察する。演劇において、表現することと表現を受け止めることは不可分

で、自ら表現することと他者の表現を受容することを通じて自己認識と他者認識を深めることができる。自己を肯定し、また他者を

受け入れることを可能にするベースとなる身体の感覚をひらき、さまざまな表現行為へのトライアルを通じて、他者との関係性お

よび共同性のあり方とその意味、さらに環境との相互作用を考察することを目指す。 

 

The course examines expression and the human being through the philosophy and methods of applied theatre. In theatre, 

expressing oneself and receiving others' expression are inseparable, and through expressing oneself and accepting the 

expression of others, it is possible to deepen one's awareness of oneself and others. The aim is to open up the sense of the 

body as the base for affirming oneself and accepting others, and to consider the nature and meaning of relationships and 

collaboration with others, as well as interaction with the environment through trials in various expressive activities. 

 

授業の内容（Course Contents） 

応用演劇は、近代における演劇の在り方を再考しその機能を拡張している。演劇が本来持っている教育的機能や、回復、再生な

どの機能に再び注目し、誰もがアクセスできる表現方法としての演劇の実践と研究を蓄積している。その代表的な方法が、シアタ

ーゲームである。シアターゲームは、誰もが過度な緊張をすることなく、自分の気持ちや考えを表現できるように工夫されている。

ワークショップでシアターゲームなどを実際に経験しながら、表現行為の可能性とそれを可能にする条件について議論する。 

 

Applied theatre reconsiders the nature of theatre in the modern era and extends its functions. It has re-focused attention on 

theatre's inherent educational, restorative and regenerative functions. It has accumulated practices and research on theatre as 

a method of expression for everyone. A typical method is theatre games. Theatre games are designed to allow everyone to 

express their feelings and thoughts without undue tension. While playing theatre games in the workshop, the possibilities of 

expressive acts, and the conditions that make them possible will be discussed. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. オリエンテーション 

2. 安心できる関係性の入口ー導入のためのシアターゲームとブラインド・ウォーク 

3. 教育についてのイメージを表現する 

4. 遊びの絵地図ー子どもの頃の遊びの絵地図を書いてみる 

5. ドラトラ（詩劇）の入口ー子どもの頃のエピソードからグループ作業へ 

6. 音を聞く、音を表すーサウンドスケープの試み 

7. 物語を表してみる１ 

8. 物語を表してみる２ 

9. 障害のある人との表現活動とその意味を考える 

10. 矯正教育と表現活動 

11. イメージ・シアターー被抑圧者の演劇１ 

12. イメージ・シアターー被抑圧者の演劇２ 

13. フォーラム・シアターの試みー被抑圧者の演劇３ 

14. 表現行為のさまざまな可能性を考察する 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

授業毎に、感じたこと、思ったこと、考えたことを記述し、リアクションペーパーを提出する。それらを次の授業までにふりかえる。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

レポート試験(Report Exam)(50%)/リアクションペーパー(50%) 

 

テキスト（Textbooks） 

文献等は授業時にアナウンスし、必要に応じてプリントで配布する予定です。 
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参考文献（Readings） 

授業中に、必要に応じて紹介します。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

実習を伴うため、動きやすい服装、靴で参加してください。教室の関係で、上履きも持参してください。 

 

注意事項（Notice） 
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■AE314 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AE314／教育臨床心理学 

(Clinical Psychology of Education) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
ウェルビーイングを実現するための社会をめざして 

担当者名 

（Instructor） 
武田 信子(TAKEDA NOBUKO) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
EDU2700 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

教育に関わるときに役立つ臨床心理学の知見を新たに学ぶ。 

受けてきた教育を振り返りつつ、これからの教育に関わっていく力をつける。 

 

Learn new insights of clinical psychology that will be useful when involved in education. 

Reflect on the education you have received and develop the ability to be involved in education in the future. 

 

授業の内容（Course Contents） 

教育臨床心理学の基礎知識、基礎技術、考え方を学ぶ。 

社会的マルトリートメントの概念を理解し、社会変革のアクションを志向する。 

 

Learn the basic knowledge, basic skills, and concepts of educational clinical psychology. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. オリエンテーション：ウェルビーイングを実現するための社会をめざして 

2. 教育臨床心理学の基礎知識・基礎技術（１） 身体と心の関係性 

3. 教育臨床心理学の基礎知識・基礎技術（２） コミュニケーション 

4. 教育臨床心理学の基礎知識・基礎技術（３） リフレクション 

5. 教育臨床心理学の基礎知識・基礎技術（４） アセスメント 

6. 教育臨床心理学の基礎知識・基礎技術（５） マクロな視点からのアセスメント 

7. 教育臨床心理学の基礎知識・基礎技術（６） 予防の取り組み 

8. 教育臨床心理学の基礎知識・基礎技術（７） 知っておきたいセルフケア 

9. 特別な支援の必要な子どもたち（１） 精神的な支援、発達障害の捉え方 

10. 特別な支援の必要な子どもたち（２） 生活上の支援、学業上の支援 

11. スクールカウンセリング 

12. スクールソーシャルワーク 

13. 学校と地域コミュニティ 

14. 学校ができる支援 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

しっかりとテキストを読み、関連文献や記事なとにもあたって、レポートを書きながらより深く理解する。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

最終レポート(Final Report)(40%)/授業レポート 5％×12 回(60%) 

 

テキスト（Textbooks） 

1. 武田信子編著、2019、『教育相談』、学文社 (ISBN:978-4-7620-2844-1) 

2. 武田信子著、2021、『やりすぎ教育』、ポプラ新書 (978-4-591-10045) 

 

参考文献（Readings） 

1. 山野則子・武田信子編著、2015、『子ども家庭福祉の世界』、有斐閣 (ISBN:978-4-641-22026-3) 

テキストに記載されている参考文献一覧の中から、自分の興味関心に従って、読み進めて下さい。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

一般社団法人ジェイス https://jace-pom.org/ 

FB グループページ 遊ぶ・学ぶ・育つ https://www.facebook.com/groups/773953616059770 
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注意事項（Notice） 
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■AE315 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AE315／発達心理学 

(Developmental Psychology) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
心の発達に対する社会文化歴史的アプローチ 

担当者名 

（Instructor） 
石黒 広昭(ISHIGURO HIROAKI) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
EDU2700 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

社会文化歴史的アプローチの立場から、系統発生、社会史、個体発生といった三つのタイムスケールで人間の発達を理解する。 

 

Students will understand human development from a sociocultural-historical approach in three time scales of phylogeny, social 

history and ontogeny. 

 

授業の内容（Course Contents） 

社会文化歴史的（ヴィゴツキアン）アプローチによる精神発達理論を中心に発達心理学の基本的な知見を紹介し、人間の特殊性

を議論する。人間とその他の類人猿の違い、学校教育制度下の人々の心性などの検討を通してヒトが人になる「人間化の過程」

について理解する。さらに遊び、描画、言語などの象徴機能の発達を検討することで人間の個体発生過程についての理解を深め

る。具体的事例を紹介したり、参加者と議論したりしながら進めることで理解の深化をはかる。 

 

The basic knowledge of developmental psychology, focusing on the theory of mental development based on the socio-cultural 

historical (Vigotskian) approach, will be discussed to inquiry peculiarities of human beings. Students learn about the process of 

humanization in which humans become humans by examining the differences between humans and other apes, and the mentality 

of people under the school education system. Furthermore, students will deepen their understanding of human ontogeny by 

examining the development of symbolic functions such as play, drawing, and language. Specific examples will be introduced to 

consider them.  Students are expected to engage in discussing any topics eagerly.  

 

授業計画（Course Schedule） 

1. イントロダクション：発達心理学が問うこと 

2. 心の系統発生（1）：類人猿との比較 

3. 心の系統発生（2）：類人猿の認知能力 

4. 心の系統発生（3）：類人猿の芸術能力 

5. 心の系統発生（4）：生物の社会的学習から類人猿の行動を考える 

6. 心の社会発生（1）：記録と記憶 

7. 心の社会発生（2）：文字記号の社会的発生 

8. 心の社会発生（3）：社会制度と思考様式１ 

9. 心の社会発生（4）：社会制度と思考様式２ 

10. 心の個体発生  (1)： 象徴機能の発達 

11. 心の個体発生  (2)： 遊びの発達 

12. 心の個体発生  (3)： 描画の発達 

13. 心の個体発生  (4)：言語獲得はどのようになされるのか１ 

14. 心の個体発生  (5)：言語獲得はどのようになされるのか２ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

関連する文献を図書館などで調べ読むこと。他の履修者と自主ゼミなどを通して議論することが望ましい。なお、大学の 2 単位の

講義では毎時間予習復習をあわせて 4 時間の自主学習が必要であることが大学設置基準で定められている。それに見合う十分

な学習時間を確保して学んでほしい。  

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

レポート試験(Report Exam)(50%)/課題レポート(50%) 

期限の定められた複数の課題レポートを提出することが求められる。課題レポートの提出は講義を理解するために必要なもので

ある。指示した日までに提出しない場合には履修放棄となるので計画的に取り組んでほしい。 

 

テキスト（Textbooks） 

なし 
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参考文献（Readings） 

1. 石黒広昭・亀田達也、2010、『文化と実践』、新曜社 (ISBN:978-4-7885-1186-6) 

2. 田島信元他編、2016、『新・発達心理学ハンドブック』、福村書店 (ISBN:9784571230547) 

3. 中島義明編、2001、『現代心理学理論事典』、朝倉書店 (ISBN:425452014X) 

4. 中島義明編、2012、『現代心理学事例事典』、朝倉書店 (ISBN:4254520174) 

5. 佐伯・佐々木編、2013、『アクティブ・マインド』、東京大学出版会 (ISBN:978-4130065108) 

6. トマセロ, M.、2006、『心とことばの起源を探る』、勁草書房 (ISBN:978-4326199402) 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

http://www2.rikkyo.ac.jp/web/ishiguro/ 

 

注意事項（Notice） 
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■AE320 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AE320／哲学的人間学 

(Phylosophical Anthropology) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
コミュニケーションと他人の心の問題 

担当者名 

（Instructor） 
國領 佳樹(KOKURYO YOSHIKI) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
EDU2700 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 

※文学部教育学科初等教育専攻（18 年以前入学者）に向けての注意事項※ 

「哲学的人間学」は、初等教員免許取得に必要な科目には含まれない。 

但し、卒業要件単位には含まれる。 

不明な点がある場合は教務事務センターの窓口で問合せること。 

 

授業の目標（Course Objectives） 

この授業の到達目標は次の二つです。（1）「人間とは何か」「コミュニケーションとは何か」をテーマにして、論証とはどのようなも

のかを理解し、批判的な思考を身につけること、（2）テーマに関連する基本的な哲学的知識を身につけること。 

 

The goals of this class are twofold. (1) We will address the important question of "What is human communication" to develop 

the ability to critically analyze things we usually take for granted and enter into a discussion with others. (2) Students will 

acquire a basic knowledge of philosophy. 

 

授業の内容（Course Contents） 

日常的な意味で「コミュニケーション」とは、各々が自分の思考・感情・情報などを伝達し合うことです。おそらく、このコミュニケー

ションという活動こそが人間社会の基盤にあるという考えに反対する人はいないでしょう。しかし、それがなぜ、どのように成り立

つのかについてはさまざまな意見があります。この授業では、こうしたコミュニケーションをテーマにした哲学的議論の一部を紹介

しつつ、その内容を批判的に検討します。具体的には、「他人の感情を理解するとはどのようなことなのか？」「私たちは、どのよ

うにして他人の感情を理解するのか？」「そもそも感情とは何か？」といった問いを中心にして、これまでの哲学上の議論を解説し

ます。 

 

In general, communication can be defined as the process of sharing information, thoughts, or feelings between individuals. 

However, there are different views about how communication is established. 

In this course, I will present several philosophical topics on communication. You will learn basic philosophical concepts from the 

beginning. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 授業ガイダンスと導入 

2. コミュニケーションと他人の心 

3. 認識論的問題 

4. 概念的問題 

5. 処理問題 

6. 自分の心と他人の心 

7. そもそも感情とは何か？（1）身体説 

8. そもそも感情とは何か？（2）二要因説、評価理論 

9. そもそも感情とは何か？（3）感情と価値 

10. 他人の感情を知覚する (1) 部分-全体知覚 

11. 他人の感情を知覚する（2) 知覚と推論の違い 

12. 真正な感情と虚偽の感情の区別 

13. AIを愛することは真正な感情なのか？ 

14. 総括 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

授業中に配付するレジュメの該当箇所を振り返り、不明な部分があれば授業で質問すること。また、次の回の内容について参考

書に目を通しておくこと。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

レポート試験(Report Exam)(70%)/小課題(30%) 

授業内で提示した小課題ないしリアクションペーパーが平常点になります。 
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テキスト（Textbooks） 

事前にスライド資料を配布します。 

 

参考文献（Readings） 

1. Anita Avramides & Matthew Parrott. 2019. Knowing Other Minds. Oxford University Press (ISBN:978-0198794400) 

2. 源河亨、2021、『感情の哲学入門講義』、慶應義塾大学出版会 (ISBN:978-4766427196) 

3. 吉川孝・横地徳広・池田喬、2019、『映画で考える生命環境倫理学』、勁草書房 (ISBN:978-4-326-10273-0) 

その他の参考文献は授業内で提示します。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

至急の連絡先：kuromejiro@rikkyo.ac.jp 

 

注意事項（Notice） 
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■AE321 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AE321／教育心理学 ２ 

(Psychology in Education 2) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
学びのエコロジーを理解する 

担当者名 

（Instructor） 
丸山 慎(MARUYAMA SHIN) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
EDU2700 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

人の学習を支える環境とその資源について心理学的な理解を広げ、教育の意味について考える。特にエコロジカル・アプローチ

（生態学的心理学）や身体性認知といった観点と学習との関連について検討する。 

 

Students are expected to expand their psychological understanding of the environment and resources that support human 

learning and the meaning of education. 

 

授業の内容（Course Contents） 

本授業は、学習が社会的および物理的環境のなかでどのように生じ、変化していくのか、そのメカニズムについて考察するもので

ある。従来の心理学的な知見に加え、エコロジカル・アプローチ、身体性認知、そしてコミュニケーション的音楽性といった近年の

理論を参照し、学習や教育についての捉え直しを試みる。なお本授業は、ディスカッションや教育に関連した心理尺度を体験して

もらうなど、積極的な授業参加を求めるものとする。 

 

This course examines the mechanisms by which learning occurs and changes in the social and physical environment. In addition 

to traditional psychological findings, the class will attempt to rethink learning and education by referring to recent theories such 

as the ecological approach, embodied cognition, and communicative musicality. This class will require active class participation, 

including discussion and hands-on experience with psychological scales related to education. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 授業のオリエンテーション 

2. 学習のはじまり：乳児の知覚世界を導入として 

3. 心理学における学習 

4. 記憶と学習 

5. 学習の基盤としての環境と身体 

6. 学習と学校文化 

7. 学校文化との関わりを心理学的に測定する 

8. 学習する環境としての「居場所」について考える 

9. 日常世界における学習 

10. 学習資源としてのアフォーダンス（エコロジカル・アプローチ） 

11. 「コミュニケーション的音楽性」から考える社会的な学習の契機 

12. 子どもの学習を促す活動とは？：音楽的アクティビティを例にして 

13. 授業内容の総括 

14. 筆記試験 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

授業内で指示する文献や論文などの資料を参照すること。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

筆記試験(Written Exam)(70%)/授業内課題と授業への貢献(30%) 

筆記試験は授業の最終回（第 14 回）で実施する。 

 

テキスト（Textbooks） 

教科書としての指定はしない。 

 

参考文献（Readings） 

1. 佐伯 胖、1995、『「わかる」ということの意味』、岩波書店 (ISBN:4000039393) 

2. 佐々木正人、2015、『アフォーダンス』、岩波書店 (ISBN:4000296345) 

3. マロック,S, トレヴァーセン,C, 根ヶ山光一, 今川恭子, 蒲谷槙介, 志村洋子, 羽石英里, 丸山 慎、2018、『絆の音楽性：つなが
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りの基盤を求めて』、音楽之友社 (ISBN:4276139090) 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AE322 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AE322／教育社会学 ２ 

(Sociology in Education 2) 

担当者名 

（Instructor） 
井上 慧真(INOUE EMA) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
EDU2700 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

教育に関する様々な問題を考察するのに必要となる教育社会学の基本的な概念や理論、研究について理解すること。発達に関

する教育社会学の理論、これまでの研究を把握し、特に青年期から成人期の初期にかけて現代社会に生きる人々が経験する

様々な問題についての理解を深めること。 

 

To understand the basic concepts, theories, and research in the sociology of education that are necessary to examine various 

issues related to education. To grasp n theories and previous research on development in the field of  sociology of education, 

and to deepen understanding of the various problems experienced by people in modern society, especially during adolescence 

and early adulthood. 

 

授業の内容（Course Contents） 

この講義では、現代社会における教育に関する様々な問題を取り上げながら、教育社会学の基本的な概念や理論、研究につい

て理解を深める。そして教育に関する現象について、様々な視点から理解を深める。子どもは大人になるまでに様々な発達段階

を経るが、この講義ではとくに青年期から成人期の初期の発達における教育、そしてそれに関わる様々な問題に焦点化して考え

る。具体的には、授業の前半は青年期から成人期の初期における学校教育（特に高校教育、大学教育問題）の問題、授業の後

半は青年期から成人期における家庭や仕事での役割の変化を、若者がどのように経験するかの問題について考える。 

 

In this lecture, students will deepen their understanding of the basic concepts, theories, and research of the sociology of 

education while taking up various issues related to education in contemporary society. Students will also deepen their 

understanding of phenomena related to education from various perspectives. Children go through various developmental stages 

before they become adults, and this lecture will focus on education during adolescence and early adulthood and the various 

issues related to the developmental stages. Specifically, the first half of the class will focus on school education (especially high 

school and college education) in adolescence and early adulthood, and the second half will focus on how young people 

experience changes in family and work roles in adolescence and adulthood. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. オリエンテーションー発達段階についての基礎知識、青年期から成人期への移行という視点 

2. いじめ―現状・調査・見えてくるもの 

3. いじめとどう向き合うか―これまでの対応と課題 

4. 学校における暴力－体罰を中心に 

5. 「校則をめぐる近年の状況 

6. 学校に行かない子ども」ー不登校を中心に 

7. 学校に行かない子どもの学びの場について 

8. 外国にルーツを持つ子どもと学校 

9. 高校からの中退と学び直しの環境 

10. 「誰もが高校に通える社会」の成立 

11. 子どもの貧困－近年の状況、政策の課題 

12. 成人期への移行とその課題－学校から職業への移行を中心に 

13. 成人期への移行とその課題－家族形成を中心に 

14. 成人期への移行における社会的孤立と支援 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

授業内容についての小課題に取り組むこと。また授業ごとに提示する参考文献を、個人の関心に応じて読み、期末レポートの作

成に役立てること。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

レポート試験(Report Exam)(50%)/授業中の小課題(複数回)(50%) 

 

テキスト（Textbooks） 

なし 
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参考文献（Readings） 

各講ごとに指示 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AE323 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AE323／キリスト教と教育 １ 

(Christianity and Education 1) 

担当者名 

（Instructor） 
市川 誠(ICHIKAWA MAKOTO) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
EDU2700 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 

AA369「キリスト教学１５（キリスト教と教育１）」と同一科目。重複履修不可。 

  

 ※文学部教育学科初等教育専攻（18 年以前入学者）に向けての注意事項※ 

「キリスト教と教育１・２」は、初等教員免許取得に必要な科目には含まれない。 

但し、卒業要件単位には含まれる。 

不明な点がある場合は教務事務センターの窓口で問合せること。 

 

授業の目標（Course Objectives） 

現代社会において，教育は，社会の仕組みやその変化のキーポイントとなってきた。教育の理解が深まれば深まるほど，社会の

仕組みやその変化の理解が深まる。こうした教育と関わるキリスト教ならびに宗教的な問題に光をあてることで，現代社会におけ

るキリスト教と宗教の位置や役割を考察したい。 

 

In contemporary society, education is a key point for social mechanisms and their changes. The more students deepen their 

understanding of education, the more they deepen their understanding of social mechanisms and their changes. By shining light 

on the Christianity as well as other religious issues related to education, students will consider the place and role of Christianity 

and other religions in modern society. 

 

授業の内容（Course Contents） 

教育をめぐる諸問題のなかで，キリスト教を中心に宗教と関わるテーマを選び解題してゆく。日本の属するアジアにおける宗教教

育の問題にも可能な限り言及したいと考えているが，とりわけ今年度は，日本におけるミッション・スクールとキリスト教学校のあ

り方についての議論に重点をおく予定である。 

 

Students will choose a religious topic mainly related to Christianity from the various issues surrounding education. Japan is a 

part of Asia, and religious education issues in Asia will be referred to as much as possible. Especially in this academic year, the 

class is expected to emphasize discussing mission schools and Christian schools in Japan. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 導入 

2. ミッションスクール論の概観と問題の所在 

3. 日本における位置・役割の考察１ 

4. 日本における位置・役割の考察２ 

5. 日本における位置・役割の考察３ 

6. 私学としてのキリスト教学校と政教分離 

7. 日本のキリスト教学校：現状分析１ 

8. 日本のキリスト教学校：現状分析２ 

9. 日本のキリスト教学校：現状分析３ 

10. 日本のキリスト教学校：事例 

11. 日本のキリスト教学校：仮説的分類 

12. 日本のキリスト教学校：提言 

13. アジアのキリスト教教育 

14. 総括 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

適宜、事前に概要を Blackboardで知らせる予定。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

筆記試験(Written Exam)(100%) 

 

テキスト（Textbooks） 

なし 

 

参考文献（Readings） 
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その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

講義内容や計画の順番は最近の動向や研究成果などをふまえ必要に応じ変更されることがある。また出席者のなかでのキリス

ト教学校の経験の有無、経験された教育内容等について講義時間内にたずねることがある（ただしプライバシーを尊重し、応える

か否かは各人に決めてもらう）  

 

注意事項（Notice） 
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■AE326 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AE326／人間と哲学 １ 

(Lectures on Humanity and Philosophy 1) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
「西洋哲学」で「哲学する」 

担当者名 

（Instructor） 
渡名喜 庸哲(TONAKI YOTETSU) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
EDU2000 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 

2016 年度以降入学者のみ履修可 

AU325「哲学概論 1」と同一科目。重複履修不可。教育学科以外の学生は AU325で登

録すること。 

 

授業の目標（Course Objectives） 

この授業では、哲学者の名前と概念を暗記することを目指すことはしません。「哲学」で重要なことは、覚えることではなく、自ら

「考える」ことです。自ら「考える」ことができるために、そのツールとして、西洋哲学の歴史や基本的な考え方を身につけることを

目指します。 

ただし、必要に応じて、西洋哲学の基本的な流れや重要な考え方の説明はします。大学の授業やさまざまな本などでは、西洋の

哲学者の名前や考え方が出てくることがあります。そうしたときの参考になるような基本的な事項を理解することも目標の一つで

す。 

 

The purpose of this course is not "memorizing" philosophers' names and concepts. "Philosophy" is not a set of seemingly deep 

thoughts or witty ideas. The most important thing is to be able to "think" by yourself. 

The objectives of this course consist therefor:   

・ to learn how to “think” by yourself. 

・ to understand the basic flow and important ideas of the Western philosophy. 

 

授業の内容（Course Contents） 

授業では、できるだけ日常的な場面にも通ずる「問い」を提示します。授業前あるいは授業内にそれについて「考えて」もらう機会

を設けます。できるだけ履修者とのインタラクティブな対話を設ける予定です。 

それを踏まえて、各回その「問い」を掘り下げるために、関連する西洋哲学の重要な考え方を説明していきます。 

なお、以下の授業計画は授業の進み方や履修者の希望に応じて適宜変更する場合があります。 

 

For this reason, we plan to have interactive dialogue with students as much as possible. The students will be required to answer 

the questions presented before each session. The course will be proceeded in response to the answers, by presenting ideas 

elaborated in Western philosophy.  

 

授業計画（Course Schedule） 

1. イントロダクション：「哲学する」とは？「正しい」とは？ 

プラトンとアリストテレス 

2. 「バナナはおやつ」？ 

アリストテレスとスコラ哲学 

3. 「私」は「自由」か？ 

デカルトとホッブズ 

4. 「偶然」「必然」て何？ 

スピノザ、ライプニッツ、ヒューム 

5. 「美」は主観的？客観的？ 

カント 

6. 「善い」「悪い」はどう決まる？ 

カント、功利主義、ニーチェ 

7. 「社会」って何？ 

ヘーゲル、マルクス、キルケゴール、トクヴィル 

8. 「ある」と「いる」はどう違う？ 

フッサール、ハイデガー 

9. 「言葉」って何？「言葉」はすべてを言い表せるか 

ウィトゲンシュタイン、ソシュール 

10. 結局「人それぞれ」？ 

構造主義とポスト構造主義 

11. 「正義」なんてもうない？ 

ポストモダン、デリダ、ロールズ、ハーバーマス 
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12. 「責任」て何？ 

アーレント、レヴィナス、分析哲学 

13. 「自然」は守るべきか 

現象学、エコロジー 

14. ジェンダーのことはどう考えたらよいか 

フェミニズムとジェンダー哲学 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

次回の講義で扱う「問い」についてあらかじめ考えてくる 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

筆記試験(Written Exam)(50%)/授業参加度（コメントの提出等）(50%) 

 

テキスト（Textbooks） 

用いません（適宜プリントを配布します）。 

 

参考文献（Readings） 

1. 貫成人、2008、『図説・標準 哲学史』、新書館 (ISBN:978-4403250934) 

2. 納富信留・檜垣立哉・柏端達也、2019、『よくわかる哲学・思想』、ミネルヴァ書房 (ISBN:978-4623084104) 

3. 曽我千亜紀ほか編、2021、『フランス・バカロレア式 書く! 哲学入門』、ナカニシヤ出版 (ISBN:978-4779514951) 

そのほか適宜授業中に指示します。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AE327 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AE327／人間と哲学 ２ 

(Lectures on Humanity and Philosophy 2) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
中国哲学史 

担当者名 

（Instructor） 
林 文孝(HAYASHI FUMITAKA) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
EDU2000 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 

2016 年度以降入学者のみ履修可 

AU326「哲学概論 2」と同一科目。重複履修不可。 

教育学科以外の学生は AU326で登録すること。 

 

授業の目標（Course Objectives） 

この授業の目標は以下のとおり。 

・中国哲学史についての基礎的な知識について説明できること。 

・重要な理論や概念を理解し、哲学的問題の思考に適用できること。 

 

The goals of this coursse are to 

・obtain basic knowledge about the history of Chinese philosophy, 

・be able to understand important theories and concepts in Chinese philosophy, and apply them to thinking on philosophical 

issues. 

 

授業の内容（Course Contents） 

テキストにもとづいて中国哲学史の概要を説明する。重要な理論については、それを手がかりとしてどのような哲学的思考が展

開できるかという可能性についてもあわせて説明する。 

 

This course provides an overview of the history of Chinese philosophy based on the textbook.  For important theories, it will 

also explain the possibility of developing philosophical thinking with them as clues. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. イントロダクション 

2. 中国哲学史を書くとはどういうことか、中国哲学史の起源 

3. 孔子、正しさとは何か 

4. 孟子・荀子・荘子、礼とは何か、『孫子』 

5. 『老子』『韓非子』『淮南子』、法家、董仲舒・王充、経書と緯書 

6. 王弼・郭象、仏教との対決 

7. 『詩経』から『文心雕龍』へ、韓愈 

8. 朱熹と朱子学、陽明学 

9. キリスト教との対決、西洋は中国をどう見たのか１ 

10. 戴震、西洋近代との対決 

11. 胡適と近代中国哲学の成立、現代新儒家の挑戦、毛沢東の時代 

12. 西洋は中国をどう見たのか２、普遍論争 

13. 補論：新しい「中国哲学」の可能性 

14. 総括 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

予習範囲として指示されたテキストの該当箇所を読み、内容確認を兼ねて Canvas LMS上の小テストを受験すること。各回の予

習範囲については第１回の資料で提示する。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

筆記試験(Written Exam)(60%)/予習課題（小テスト）(20%)/リアクションペーパー(20%) 

所定時間（期間）内のリアクションペーパー提出をもって出席にカウントする。なお、75%以上の出席をしていない場合は不合格と

する。 

 

テキスト（Textbooks） 

1. 中島隆博、2022、『中国哲学史』、中央公論新社 (ISBN:9784121026866) 

そのほかはコピーを配付する。 

 

参考文献（Readings） 
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1. アンヌ・チャン、2010、『中国思想史』、知泉書館 (ISBN:9784862850850) 

2. 湯浅邦弘編著、2020、『中国思想基本用語集』、ミネルヴァ書房 (ISBN:9784623087365) 

3. ユク・ホイ、2022、『中国における技術への問い――宇宙技芸試論』、ゲンロン (ISBN:9784907188467) 

その他は適宜指示する。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

文字資料と板書による講義形式。視聴覚教材を補助的に用いる可能性がある。 

予習課題（小テスト）は自動採点。リアクションペーパーに対しては次回授業時に全体的なフィードバックを行う。 

資料の掲示、予習課題等に Canvas LMS を用いる予定。 

 

注意事項（Notice） 
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■AE328 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AE328／教育課程論 

(Curriculum) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
教育課程の意義及び編成の方法（カリキュラム・マネジメントを含む） 

担当者名 

（Instructor） 
伊藤 実歩子(ITO MIHOKO) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
EDU2700 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
［初等専攻］2018 年度以前入学者用コード 

 

授業の目標（Course Objectives） 

学習指導要領を基準として、各学校において編成される教育課程について、その意義や編成の方法を理解するとともに、各学校

の実情に合わせてカリキュラム・マネジメントを行うことの意義を理解する。 

 

With the curriculum guidelines as the basis, along with understanding the significance and development methods of the 

education plan drawn up at each school, students will understand the significance of matching curriculum and management to 

each school’s situation. 

 

授業の内容（Course Contents） 

学習指導要領の歴史的な変遷から、教育課程の意義や編成の方法を理解する。また各学校の実情に合わせたカリキュラム・マ

ネジメントのあり方を検討する。 

 

Students will understand the historical changes to the curriculum guidelines and the significance and methods of creating 

education guidelines. Students will also consider the way the curriculum and management should be in order to suit each 

school’s particular situation. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 教育課程とは何か――学習指導要領の位置づけと教育課程編成の目的―― 

2. 学習指導要領の改訂の変遷①戦後新教育期 

3. 学習指導要領の改訂の変遷②現代化 

4. 学習指導要領の改訂の変遷③新しい学力観と生活科の導入 

5. 学習指導要領の改訂の変遷④生きる力と総合的な学習の時間の導入 

6. 学習指導要領の改訂の変遷⑤知識基盤社会と確かな学力 

7. 学習指導要領の改訂の変遷⑥主体的・対話的で深い学び 

8. 教育課程編成の基本原理――経験主義と系統主義―― 

9. 教科・領域横断的なカリキュラム編成 

10. 主体的なカリキュラム編成のあり方①長期的な視野に基づいた教育課程 

11. 主体的なカリキュラム編成のあり方②児童理解に基づいた教育課程 

12. 主体的なカリキュラム編成のあり方③学校・地域に基づいた教育課程 

13. カリキュラム・マネジメントの意義 

14. カリキュラム評価の理論と実践 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

適宜、別途指示する 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

筆記試験(Written Exam)(100%) 

【変更前】筆記試験(Written Exam)100% 

 

テキスト（Textbooks） 

1. 田中耕治編、2018、『よくわかる教育課程』〔第 2 版〕（やわらかアカデミズム・〈わかる〉シリーズ）、ミネルヴァ書房 

(ISBN:9784623082698) 

 

参考文献（Readings） 

 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 
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注意事項（Notice） 
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■AE329 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AE329／教育とメディア 

(Education and Media Studies) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
教育社会と情報・メディア 

担当者名 

（Instructor） 
大多和 直樹(OTAWA NAOKI) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
EDU2700 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
2021 年度まで「情報教育論」。重複履修不可。 

 

授業の目標（Course Objectives） 

・ICTを含むメディアが学校教育やそれを取り巻く社会にどのような影響をもたらすのかについて説明できる 

・学校教育とメディアについて歴史を含めて説明できる 

・デジタルメディアが子ども／若者の生活世界に与える影響について説明できる。 

・情報社会(消費社会)と学校社会の関係について説明できる 

・AI とどう付き合うか、について考えを深める 

 

The objects of this class are as follows. 

・We can explain what kind of influence the media including the ICT brings the society surrounding school education. 

・We can explain school education and the media including a history 

・We can explain the influence that digital media gives in the life of child/youth. 

・We can explain relations of information society (consumer society) and  the school society. 

・We deepen a thought how you go out with AI. 

 

授業の内容（Course Contents） 

  本授業の情報教育論とは、ICTを授業等でどう利用するか、といった狭い範囲のものではない。 

 ICTを含むメディアが学校教育やそれを取り巻く社会にどのような影響をもたらすのか、そのことを一人一人がどのように考えて

いくのか、について扱っていく。 

 授業内容の柱は、以下の通り。 

 ・学校教育とメディア 

 ・子ども／若者の生活世界とデジタルメディア 

 ・情報社会(消費社会)と学校社会 

 ・AI とどう付き合うか 

 

The media study of education in this class is not the thing of the small range that how uses ICT by classes. 

 We treat it what kind of influence the media including the ICT brings the society surrounding school education and it how each 

one thinks about it. 

 The subjects of class contents are as follows. 

 ・School education and the media 

 ・Life of child/youth and digital media  

 ・Information society (consumer society) and school society 

 ・How do you go out with AI? 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. ガイダンス：教育社会と情報・メディアの見取り図 

2. ＜学校教育とメディア＞ 

(1)古いニューメディアとしての鉛筆とノート 

3. (2)旧来の学校教育をＩＣＴがどう変えるのか[授業] 

4. (3)旧来の学校教育をＩＣＴがどう変えるのか[学校システム] 

5. (4)学校における情報政策を読む 

6. (5)新しい学校教育で育てるべきものは何か 

7. ＜子ども／若者の生活世界とデジタルメディア＞ 

(1)デジタルネイティブの生活誌 

8. (2)日本社会は映像メディアをどのように受容してきたか 

9. (3)悪影響論を考える 

10. ＜情報社会と学校社会＞ 

(1)情報社会と学校社会の相容れない文化 

11. (2)消費文化を考える 



 - 576 - 

12. ＜ＡＩとどう付き合うか＞ 

(1)ＡＩとは何か 

13. (2)ＡＩ時代の人間の生き方を考える 

14. まとめ：情報・メディアのインパクトをどう考えるのか 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

事前に配付資料を読んでいることを前提に授業を進めることがある。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

レポート試験(Report Exam)(70%)/リアクションペーパー含む授業参加(30%) 

 

テキスト（Textbooks） 

テキストは用いず、授業内で必要な情報をプリント等で提示する。 

 

参考文献（Readings） 

参考図書は用いず、授業内で必要な情報をプリント等で提示する。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 

 

 

  



 - 577 - 

■AE501 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AE501／世界史 

(World History) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
古代から近代までを俯瞰する 

担当者名 

（Instructor） 
松岡 昌和(MATSUOKA MASAKAZU) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
EDU2800 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
教職課程登録者のみ履修可 

 

授業の目標（Course Objectives） 

・歴史を学ぶことで長期的で広い視野を身につける。 

・異なる世界を知ることで異文化に対する理解を深めていく。 

・歴史上の資料や記録を読み解いていくことで、情報に対するリテラシーを身につける。 

・さまざまな歴史観・世界観を知ることで批判的な思考をできるようにする。 

 

- Develop a long-term and broad perspective through learning history. 

- Deepen an understanding of different cultures by learning different worlds. 

- Develop information literacy through reading and interpreting historical sources and records. 

- Become able to think critically by learning diverse views on history and the world. 

 

授業の内容（Course Contents） 

現在は過去の積み重ねの上にあり、歴史を知ることは現代の世界のなりたちを知る上で極めて重要である。本科目では、古代か

ら近代に至る世界の歴史を扱うため、細かい知識の修得を目的とするものではない。むしろ、歴史の全体像を俯瞰することによっ

て、歴史的なものの見方を学び、現代の世界に対する多様な理解をできるようにしていきたい。学期中、数回ミニレポートを課す。 

 

The present is built upon the past, and learning history is extremely important in understanding the origins of the modern world. 

Since the subject covers world history from ancient times to the modern world, the aim is not to gain detailed knowledge. 

Rather, by gaining an overall picture of history, we will aim toward learning a historical way of looking at things and developing a 

diverse understanding of the modern world. You will submit several small reports during the semester. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. なぜ世界史を学ぶのか 

2. 古代文明・古代帝国と地域世界の形成 

3. 地域世界の再編 

4. 海陸の交流とモンゴル帝国 

5. フィードバック回(1)・「歴史する」ことについて考える 

6. 近世世界のはじまり 

7. 大航海時代 

8. アジア伝統社会の成熟 

9. ヨーロッパの奇跡 

10. フィードバック回(2)・近代と「伝統」について考える 

11. 近代化の広がり 

12. 「ウエスタン・インパクト」とアジアの苦悩 

13. 帝国主義とアジアのナショナリズム 

14. まとめ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

教科書の該当箇所を予め読んでくること。内容理解に関するクイズを課す。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

筆記試験(Written Exam)(60%)/ミニ・レポート（2 回程度実施）(40%) 

 

テキスト（Textbooks） 

1. 大阪大学歴史教育研究会編、2014、『市民のための世界史』、大阪大学出版会 (ISBN:9784872594690) 

 

参考文献（Readings） 

1. 長谷川修一・小澤実編、2018、『歴史学者と読む高校世界史』、勁草書房 (ISBN:9784326248483) 
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2. 佐藤昇編、2018、『歴史の見方・考え方: 大学で学ぶ「考える歴史」』、山川出版社 (ISBN:9784634640894) 

3. リン・ハント（長谷川貴彦訳）、2019、『なぜ歴史を学ぶのか』、岩波書店 (ISBN:9784000241793) 

4. 北村厚、2018、『教養のグローバル・ヒストリー:大人のための世界史入門』、ミネルヴァ書房 (ISBN:9784623082889) 

5. 金澤周作ほか、2020、『論点・西洋史学』、ミネルヴァ書房 (ISBN:9784623087792) 

6. 吉澤誠一郎ほか、2021、『論点・東洋史学:アジア・アフリカへの問い 158』、ミネルヴァ書房 (ISBN:9784623092178) 

7. 小田中直樹、2022、『歴史学のトリセツ――歴史の見方が変わるとき』、筑摩書房 (ISBN:9784480684363) 

その他参考書は各講義の時間に紹介する。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

スライドおよび配布資料を使用した講義形式で行う。 

 

注意事項（Notice） 

 

 

  



 - 579 - 

■AE502 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AE502／日本史 

(Japanese History) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
日本前近代（原始古代～近世）における政治と社会 

担当者名 

（Instructor） 
戸川 点(TOGAWA TOMORU) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
EDU2800 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
教職課程登録者のみ履修可 

 

授業の目標（Course Objectives） 

日本史（前近代史）の流れを学ぶ中で日本史に関する基本的な知識を身につけ、歴史的なものの見方などを深めていく。 

 

In the learning outline for the history of Japan (pre-modern history), we will gain  basic knowledge relating to Japanese history 

and further develop a historical way of looking at things. 

 

授業の内容（Course Contents） 

原始古代から近世まで歴史の流れを追いながら時代のとらえ方や重要事項、研究動向などを解説、紹介していく。史料の調べ

方、文献の探し方なども随時取り上げ日本史に関する専門性を高めていく。 

 

Outlining the history of Japan from the prehistoric and ancient eras to the early modern era. We will explain or introduce 

approaches to different eras, important matters and research trends. As necessary we will aiso look at ways to examine 

historical sources, or to search for literature. This will be taken up in order to enhance your expertise in Japanese history. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 日本前近代史入門～ガイダンス 

2. 原始の日本～旧石器、縄文、弥生時代 

3. ヤマト政権の発展～古墳、飛鳥時代 

4. 律令国家の成立と展開 

5. 平城京の時代～奈良時代政治史の流れ 

6. 平安王朝の成立と摂関政治 

7. 摂関政治の展開と武士の成長 

8. 院政の成立と中世国家～平安、鎌倉時代 

9. 鎌倉幕府の成立と展開～鎌倉時代 

10. 南北朝内乱と室町幕府の展開～南北朝、室町時代 

11. 戦国の動乱から織豊政権へ～戦国、安土桃山時代 

12. 幕藩体制の成立と展開～江戸時代 

13. 幕藩体制の動揺～江戸時代 

14. 日本前近代史のまとめ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

講義前に高校で学んだ「日本史」の内容を復習し、授業後には日本史に関する概説書や授業中紹介する参考文献などを読むこ

と。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

筆記試験(Written Exam)(70%)/リアクションペーパー(10%)/レポートまたは小テスト(20%) 

 

テキスト（Textbooks） 

毎回レジュメを配布する。 

 

参考文献（Readings） 

1. 宮原武夫・山田邦明・深谷克己、2012、『日本社会の歴史 上』、大月書店 

2. 木村茂光・小山俊樹・戸部良一・深谷幸治、2016、『大学でまなぶ日本の歴史』、吉川弘文館 

その他、授業中に適宜紹介する。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 
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注意事項（Notice） 
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■AE504 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AE504／経済学 

(Economics) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
経済活動の歴史的な展開を学ぶ 

担当者名 

（Instructor） 
堀内 進之介(HORIUCHI SHINNOSUKE) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
EDU2800 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 

教職課程登録者のみ履修可 

2016 年度以降入学者のみ履修可 

 

授業の目標（Course Objectives） 

経済学には大きく分けて、ミクロとマクロの二つのアプローチがある。前者は経済活動をする個人や会社・政府に注目し、後者は

経済全体の動きに注目する。本講義では、経済学の基礎を理解するにあたり、二つのアプローチに目配せしつつ最低限必要な

経済活動の歴史的な展開や概念・理論について体系的に教授する。 

 

In the field of economics, there are two primary methodologies: microeconomics and macroeconomics. The former concentrates 

on the economic actions and decisions of individuals, firms, and governments, while the latter examines the economy as a 

whole. Throughout this course, we shall comprehensively instruct the historical evolution of economic phenomena, principles, 

and theories, which are essential for comprehending the fundamentals of economics, while giving due consideration to both 

methodologies. 

 

授業の内容（Course Contents） 

経済学の基礎知識を身につけることを目的とする。そして、履修者がそれ元にさまざまな経済のミクロとマクロの現象を理解し、

経済的な諸課題の当事者としての自覚を持てるようになることを目指す。 

 

The objective of this curriculum is to impart students with foundational knowledge of economics. Additionally, the curriculum 

endeavors to empower students to grasp various micro and macroeconomic phenomena, and to cultivate a cognizance of the 

diverse economic dilemmas they confront. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. ガイダンス：経済学とは何か？ 

 

経済学は何を対象とし、何の目的を果たそうとするものか。二つのアプローチの違いに即して解説する。 

2. 原始・古代社会における経済活動 

 

原始・古代社会では経済活動はどのようなもので、また、どのようにその活動が理解されていたのかを解説する。 

3. 産業革命に至る経済活動 

 

自由放任主義的な農業社会から、分業を中心とする商業的な社会を経て産業革命に至る過程を追いながら、中世ヨーロッ

パの経済を解説する。 

4. 共産主義という妖怪 

 

非人間的な商業社会の現実を背景に調和のある社会像が模索され、やがてマルクス主義思想が生まれる。その過程を解

説する。 

5. 覇権としての保護貿易 

 

自由貿易が国際秩序にも貢献するとした考えが後退し、自国の産業を保護しようとする考えが台頭し帝国主義へと発展す

る。その過程を解説する。 

6. 不完全競争と独占的競争 

 

経済資源の最大活用が失敗するときがある。その一つは健全な競争が阻害されるときである。それはどのようにして生じる

かを解説する。 

7. 恐慌による創造的破壊 

 

景気後退はどのようにして起こるのか。そして、それはどのような変化を経済活動にもたらすのかを解説する。 

8. 大きな政府の経済政策 

 

市場の不確実性から国民の生活を守るために、政府には積極的な活動が求められる中で開発経済が台頭していく。政府と
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経済の関係を解説する。 

9. 成長と調和 

 

経済成長とはどのようなことか？部分的均衡と一般均衡の違いを中心に、経済が調和に至る要件について解説する。 

10. 富の再配分 

 

世界経済における経済格差を指摘した従属理論を解説するとともに、一国内における経済格差の問題と金融政策・財政政

策を解説する。 

11. 投機を牽引する未来予測 

 

経済活動で期待通りの結果を出すには、入手可能な情報すべてを用いた予測が必要である。その予測は為替市場や投機

を牽引することを解説する。 

12. 人間的発展と経済的発展 

 

真の社会的発展は財の生産で測る経済的発展にとどまらず、人間的発展も不可欠である。そこでケイパビリティという考え

方を解説する。 

13. 現実世界における経済活動 

 

現実生活での人びとの意思決定を観察することで「行動経済学」という分野が生まれた。この分野を手がかりに現実世界に

おける経済活動を解説する。 

14. 経済的な不平等の問題 

 

財政赤字を背景とした緊縮経済政策、社会的的不平等、地球温暖化など、経済活動に関連する諸問題について解説する。 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

授業時間外の学習に関する指示は、必要に応じて別途指示する。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

レポート試験(Report Exam)(70%)/（複数回）小テスト(30%) 

2/3 以上の出席をしていない場合は、単位習得不可。 

 

テキスト（Textbooks） 

なし 

 

参考文献（Readings） 

 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

（1）パワーポイントを使用した講義形式で行う。 

 

（2）学生への質問も活発に行う予定なので、積極的な授業態度が期待される。 

 

（3）参考文献や小テスト、課題レポートなどは「Canvas LMS」上で告知する。 

 

（4）資料の配布、課題の提出などに「Canvas LMS」を使用する。 

 

（5）小テストは、必要に応じて、次回授業開始にフィードバックを行う。 

 

（6）レポート試験については、「Canvas LMS」上で全体に関して講評する。 

 

（7）進行状況や習得状況に応じて、上記の授業計画内容を多少前後させることがある。  

 

注意事項（Notice） 
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■AE506 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AE506／政治学 

(Political Science) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
民主政治の基礎を学ぶ 

担当者名 

（Instructor） 
堀内 進之介(HORIUCHI SHINNOSUKE) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
EDU2800 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 

教職課程登録者のみ履修可 

2016 年度以降入学者のみ履修可 

 

授業の目標（Course Objectives） 

本講義では、「現代民主政」を理解するにあたり、最低限必要な政治の仕組みや概念・理論について体系的に教授する。前半は

基礎的な知識の教授を主とするが、後半では具体的な政治現象も扱う予定である。 

 

This lecture will methodically instruct the minimal essential political mechanisms, concepts, and theories required for 

comprehending "modern democratic government". The initial segment of the course will center on rudimentary knowledge, while 

the latter half will address specific political phenomena. 

 

授業の内容（Course Contents） 

現代民主政の基礎知識を身につけることを目的とする。そして、履修者がそれ元にさまざまな政治現象を理解し、民主政の実践

者としての自覚を持てるようになることを目指す。 

 

The aim of this lecture is to equip students with foundational knowledge of contemporary democratic politics. The objective is 

for students to be able to grasp various political phenomena, and to cultivate a self-awareness as practitioners of democratic 

politics. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. ガイダンス 

 

講義の概要と方針について説明する。 

2. 自由主義と民主政治 

 

リベラルデモクラシー（自由民主主義）とは何かを、自由主義的な考え方の登場から民主政治との結びつきへと至る過程を

踏まえて解説する。 

3. 国民国家と民主政治 

 

民主政治とは何かを解説する。ネイション(国⺠、⺠族)、そして国民国家(ネイション・ステイト)の成立を解説する。 

4. 民主制の再定義  

 

議会制民主主義、全体主義、そして多元主義に基づく民主政治のモデルについて解説する。 

5. 民主政治と社会福祉 

 

福祉国家と社会保障の仕組み、ならびにリバタニズムについて解説する。 

6. 民主政治の多様な仕組み  

 

議会内閣制、大統領制を説明した後、多数決型民主政治と合意型民主政治という区別についても解説する。 

7. 選挙 

 

選挙制度の仕組み、選挙運動、投票行動など、選挙に関するトピックを解説する。 

8. 議会と政党 

 

議会内閣制や大統領制議会の役割を解説した後、政党の役割を概観し、55 年体制から近年の政界再編の動きを解説す

る。 

9. 政策過程と官僚・利益集団 

 

官僚制度、利益集団とは何かを解説する。そして、それらが政策にどのように関与するかも解説する。 

10. 世論とマスメディア 
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政治におけるメディアの影響力について、新聞からネットメディアまで幅広く解説する。 

11. 地方自治 

 

地方自治はなぜ必要なのか。地方分権、地方政治、地方財政などを中心に解説する。 

12. 政治とグローバル化 

 

主権国家の台頭から国際関係の成立、そしてグローバル化と国際政治について解説する。 

13. 政治参加の理論 

 

政治理論の基礎、とくに参加民主主義の理論、市民運動論、承認の政治理論を解説する。 

14. 承認をめぐる政治 

 

政治におけるフェミニズムの貢献、多文化主義、市民的公共性、熟議民主主義論の展開について解説する。 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

授業時間外の学習に関する指示は、必要に応じて別途指示する。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

レポート試験(Report Exam)(70%)/（複数回）小テスト(30%) 

2/3 以上の出席をしていない場合は、単位習得不可。 

 

テキスト（Textbooks） 

なし 

 

参考文献（Readings） 

 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

（1）パワーポイントを使用した講義形式で行う。 

 

（2）学生への質問も活発に行う予定なので、積極的な授業態度が期待される。 

 

（3）参考文献や小テスト、課題レポートなどは「Canvas LMS」上で告知する。 

 

（4）資料の配布、課題の提出などに「Canvas LMS」を使用する。 

 

（5）小テストは、必要に応じて、次回授業開始にフィードバックを行う。 

 

（6）レポート試験については、「Canvas LMS」上で全体に関して講評する。 

 

（7）進行状況や習得状況に応じて、上記の授業計画内容を多少前後させることがある。  

 

注意事項（Notice） 
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■AE781 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AE781／卒業論文(制作)･卒業論文(制作)指導演習 

(Thesis and Seminar in Thesis Writing) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
卒業論文を書く 

担当者名 

（Instructor） 
有本 真紀(ARIMOTO MAKI) 

学期 

（Semester） 
通年(Full year) 

単位 

（Credit） 
１０単位(10 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
EDU4840 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

研究対象を絞って研究主題を深め，時に遭遇する内容上あるいは書き方の上での疑問を解決しながら，最終的に優れた卒業論

文を作成できるようになることをめざす．  

 

Students will refine their research targets to deepen their research subjects. Students will write quality graduation thesis in the 

end by solving questions they encounter when writing or reading contents.  

 

授業の内容（Course Contents） 

指導教員と学生が必要に応じて直接話し合い，研究課題への理解を深め各自の問題を解決する．演習時間は個別に相談のうえ

で設定する．授業内容は，論文執筆者がその時に抱えている問題意識によって変わる．  

 

When necessary, professor and students will have conversation directly to deepen students’ understanding about their research 

subjects and solve their issues. Seminar time slot will be set after discussion with individual student. Contents of the class will 

change according to issue awareness of thesis writers at that time.  

 

授業計画（Course Schedule） 

1. オリエンテーション：演習の進め方，スケジュールの確認 

2. 発表と討議１(論文概要・資料調査等) 

3. 発表と討論２(論文概要・資料調査等) 

4. 発表と討議３(論文概要・資料調査等) 

5. 発表と討議４(論文概要・資料調査等) 

6. 発表と討議５(論文概要・資料調査等) 

7. 発表と討議６(論文概要・資料調査等) 

8. 発表と討議７(論文概要・資料調査等) 

9. 発表と討議８(論文概要・資料調査等) 

10. 発表と討議９(論文概要・資料調査等) 

11. 発表と討議１０(論文構成) 

12. 発表と討議１１(論文構成) 

13. 発表と討議１２(論文構成) 

14. 発表と討議１３(論文構成) 

15. 発表と討議１４(論文構成) 

16. 発表と討議１５(論文構成) 

17. 発表と討議１６(論文構成) 

18. 発表と討議１７(論文構成) 

19. 発表と討議１８(論文原稿指導) 

20. 発表と討議１９(論文原稿指導) 

21. 発表と討議２０(論文原稿指導) 

22. 発表と討議２１(論文原稿指導) 

23. 発表と討議２２(論文原稿指導) 

24. 発表と討議２３(論文原稿指導) 

25. 発表と討議２４(論文原稿指導) 

26. 発表と討議２５(論文原稿指導) 

27. 発表と討議２６(論文原稿指導) 

28. まとめ：卒業論文，卒業制作の提出準備 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

各自のテーマに関する知識を増やし，思考を深めるために，授業で与えられた課題に応えて，文献読解および調査を，授業に合

わせて行ってくること． 
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成績評価方法・基準（Evaluation） 

発表報告内容(20%)/卒業論文・卒業制作(60%)/授業参加度（発言回数＋発言内容）(20%) 

決められた期限までに卒業論文または卒業制作を提出し、なおかつ所定の面接審査を経て判定する。 

 

テキスト（Textbooks） 

論文執筆者が研究対象とする作品 

 

参考文献（Readings） 

授業中折にふれて紹介する． 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AE782 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AE782／卒業論文(制作)･卒業論文(制作)指導演習 

(Thesis and Seminar in Thesis Writing) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
卒業論文を書く 

担当者名 

（Instructor） 
市川 誠(ICHIKAWA MAKOTO) 

学期 

（Semester） 
通年(Full year) 

単位 

（Credit） 
１０単位(10 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
EDU4840 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

研究対象を絞って研究主題を深め，時に遭遇する内容上あるいは書き方の上での疑問を解決しながら，最終的に優れた卒業論

文を作成できるようになることをめざす．  

 

Students will refine their research targets to deepen their research subjects. Students will write quality graduation thesis in the 

end by solving questions they encounter when writing or reading contents.  

 

授業の内容（Course Contents） 

指導教員と学生が必要に応じて直接話し合い，研究課題への理解を深め各自の問題を解決する．演習時間は個別に相談のうえ

で設定する．授業内容は，論文執筆者がその時に抱えている問題意識によって変わる．  

 

When necessary, professor and students will have conversation directly to deepen students’ understanding about their research 

subjects and solve their issues. Seminar time slot will be set after discussion with individual student. Contents of the class will 

change according to issue awareness of thesis writers at that time.  

 

授業計画（Course Schedule） 

1. オリエンテーション：演習の進め方，スケジュールの確認 

2. 発表と討議１(論文概要・資料調査等) 

3. 発表と討論２(論文概要・資料調査等) 

4. 発表と討議３(論文概要・資料調査等) 

5. 発表と討議４(論文概要・資料調査等) 

6. 発表と討議５(論文概要・資料調査等) 

7. 発表と討議６(論文概要・資料調査等) 

8. 発表と討議７(論文概要・資料調査等) 

9. 発表と討議８(論文概要・資料調査等) 

10. 発表と討議９(論文概要・資料調査等) 

11. 発表と討議１０(論文構成) 

12. 発表と討議１１(論文構成) 

13. 発表と討議１２(論文構成) 

14. 発表と討議１３(論文構成) 

15. 発表と討議１４(論文構成) 

16. 発表と討議１５(論文構成) 

17. 発表と討議１６(論文構成) 

18. 発表と討議１７(論文構成) 

19. 発表と討議１８(論文原稿指導) 

20. 発表と討議１９(論文原稿指導) 

21. 発表と討議２０(論文原稿指導) 

22. 発表と討議２１(論文原稿指導) 

23. 発表と討議２２(論文原稿指導) 

24. 発表と討議２３(論文原稿指導) 

25. 発表と討議２４(論文原稿指導) 

26. 発表と討議２５(論文原稿指導) 

27. 発表と討議２６(論文原稿指導) 

28. まとめ：卒業論文，卒業制作の提出準備 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

各自のテーマに関する知識を増やし，思考を深めるために，授業で与えられた課題に応えて，文献読解および調査を，授業に合

わせて行ってくること． 
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成績評価方法・基準（Evaluation） 

発表報告内容(20%)/卒業論文・卒業制作(60%)/授業参加度（発言回数＋発言内容）(20%) 

決められた期限までに卒業論文または卒業制作を提出し、なおかつ所定の面接審査を経て判定する。 

 

テキスト（Textbooks） 

論文執筆者が研究対象とする作品 

 

参考文献（Readings） 

授業中折にふれて紹介する． 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AE783 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AE783／卒業論文(制作)･卒業論文(制作)指導演習 

(Thesis and Seminar in Thesis Writing) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
卒業論文を書く 

担当者名 

（Instructor） 
石黒 広昭(ISHIGURO HIROAKI) 

学期 

（Semester） 
通年(Full year) 

単位 

（Credit） 
１０単位(10 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
EDU4840 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

研究対象を絞って研究主題を深め，時に遭遇する内容上あるいは書き方の上での疑問を解決しながら，最終的に優れた卒業論

文を作成できるようになることをめざす．  

 

Students will refine their research targets to deepen their research subjects. Students will write quality graduation thesis in the 

end by solving questions they encounter when writing or reading contents.  

 

授業の内容（Course Contents） 

指導教員と学生が必要に応じて直接話し合い，研究課題への理解を深め各自の問題を解決する．演習時間は個別に相談のうえ

で設定する．授業内容は，論文執筆者がその時に抱えている問題意識によって変わる．  

 

When necessary, professor and students will have conversation directly to deepen students’ understanding about their research 

subjects and solve their issues. Seminar time slot will be set after discussion with individual student. Contents of the class will 

change according to issue awareness of thesis writers at that time.  

 

授業計画（Course Schedule） 

1. オリエンテーション：演習の進め方，スケジュールの確認 

2. 発表と討議１(論文概要・資料調査等) 

3. 発表と討論２(論文概要・資料調査等) 

4. 発表と討議３(論文概要・資料調査等) 

5. 発表と討議４(論文概要・資料調査等) 

6. 発表と討議５(論文概要・資料調査等) 

7. 発表と討議６(論文概要・資料調査等) 

8. 発表と討議７(論文概要・資料調査等) 

9. 発表と討議８(論文概要・資料調査等) 

10. 発表と討議９(論文概要・資料調査等) 

11. 発表と討議１０(論文構成) 

12. 発表と討議１１(論文構成) 

13. 発表と討議１２(論文構成) 

14. 発表と討議１３(論文構成) 

15. 発表と討議１４(論文構成) 

16. 発表と討議１５(論文構成) 

17. 発表と討議１６(論文構成) 

18. 発表と討議１７(論文構成) 

19. 発表と討議１８(論文原稿指導) 

20. 発表と討議１９(論文原稿指導) 

21. 発表と討議２０(論文原稿指導) 

22. 発表と討議２１(論文原稿指導) 

23. 発表と討議２２(論文原稿指導) 

24. 発表と討議２３(論文原稿指導) 

25. 発表と討議２４(論文原稿指導) 

26. 発表と討議２５(論文原稿指導) 

27. 発表と討議２６(論文原稿指導) 

28. まとめ：卒業論文，卒業制作の提出準備 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

各自のテーマに関する知識を増やし，思考を深めるために，授業で与えられた課題に応えて，文献読解および調査を，授業に合

わせて行ってくること． 
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成績評価方法・基準（Evaluation） 

発表報告内容(20%)/卒業論文・卒業制作(60%)/授業参加度（発言回数＋発言内容）(20%) 

決められた期限までに卒業論文または卒業制作を提出し、なおかつ所定の面接審査を経て判定する。 

 

テキスト（Textbooks） 

論文執筆者が研究対象とする作品 

 

参考文献（Readings） 

授業中折にふれて紹介する． 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AE785 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AE785／卒業論文(制作)･卒業論文(制作)指導演習 

(Thesis and Seminar in Thesis Writing) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
卒業論文を書く 

担当者名 

（Instructor） 
秋葉 昌樹(AKIBA YOSHIKI) 

学期 

（Semester） 
通年(Full year) 

単位 

（Credit） 
１０単位(10 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
EDU4840 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

研究対象を絞って研究主題を深め，時に遭遇する内容上あるいは書き方の上での疑問を解決しながら，最終的に優れた卒業論

文を作成できるようになることをめざす．  

 

Students will refine their research targets to deepen their research subjects. Students will write quality graduation thesis in the 

end by solving questions they encounter when writing or reading contents.  

 

授業の内容（Course Contents） 

指導教員と学生が必要に応じて直接話し合い，研究課題への理解を深め各自の問題を解決する．演習時間は個別に相談のうえ

で設定する．授業内容は，論文執筆者がその時に抱えている問題意識によって変わる．  

 

When necessary, professor and students will have conversation directly to deepen students’ understanding about their research 

subjects and solve their issues. Seminar time slot will be set after discussion with individual student. Contents of the class will 

change according to issue awareness of thesis writers at that time.  

 

授業計画（Course Schedule） 

1. オリエンテーション：演習の進め方，スケジュールの確認 

2. 発表と討議１(論文概要・資料調査等) 

3. 発表と討論２(論文概要・資料調査等) 

4. 発表と討議３(論文概要・資料調査等) 

5. 発表と討議４(論文概要・資料調査等) 

6. 発表と討議５(論文概要・資料調査等) 

7. 発表と討議６(論文概要・資料調査等) 

8. 発表と討議７(論文概要・資料調査等) 

9. 発表と討議８(論文概要・資料調査等) 

10. 発表と討議９(論文概要・資料調査等) 

11. 発表と討議１０(論文構成) 

12. 発表と討議１１(論文構成) 

13. 発表と討議１２(論文構成) 

14. 発表と討議１３(論文構成) 

15. 発表と討議１４(論文構成) 

16. 発表と討議１５(論文構成) 

17. 発表と討議１６(論文構成) 

18. 発表と討議１７(論文構成) 

19. 発表と討議１８(論文原稿指導) 

20. 発表と討議１９(論文原稿指導) 

21. 発表と討議２０(論文原稿指導) 

22. 発表と討議２１(論文原稿指導) 

23. 発表と討議２２(論文原稿指導) 

24. 発表と討議２３(論文原稿指導) 

25. 発表と討議２４(論文原稿指導) 

26. 発表と討議２５(論文原稿指導) 

27. 発表と討議２６(論文原稿指導) 

28. まとめ：卒業論文，卒業制作の提出準備 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

各自のテーマに関する知識を増やし，思考を深めるために，授業で与えられた課題に応えて，文献読解および調査を，授業に合

わせて行ってくること． 



 - 592 - 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

発表報告内容(20%)/卒業論文・卒業制作(60%)/授業参加度（発言回数＋発言内容）(20%) 

決められた期限までに卒業論文または卒業制作を提出し、なおかつ所定の面接審査を経て判定する。 

 

テキスト（Textbooks） 

論文執筆者が研究対象とする作品 

 

参考文献（Readings） 

授業中折にふれて紹介する． 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AE787 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AE787／卒業論文(制作)･卒業論文(制作)指導演習 

(Thesis and Seminar in Thesis Writing) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
卒業論文を書く 

担当者名 

（Instructor） 
柏木 敦(KASHIWAGI ATSUSHI) 

学期 

（Semester） 
通年(Full year) 

単位 

（Credit） 
１０単位(10 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
EDU4840 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

研究対象を絞って研究主題を深め，時に遭遇する内容上あるいは書き方の上での疑問を解決しながら，最終的に優れた卒業論

文を作成できるようになることをめざす．  

 

Students will refine their research targets to deepen their research subjects. Students will write quality graduation thesis in the 

end by solving questions they encounter when writing or reading contents.  

 

授業の内容（Course Contents） 

指導教員と学生が必要に応じて直接話し合い，研究課題への理解を深め各自の問題を解決する．演習時間は個別に相談のうえ

で設定する．授業内容は，論文執筆者がその時に抱えている問題意識によって変わる．  

 

When necessary, professor and students will have conversation directly to deepen students’ understanding about their research 

subjects and solve their issues. Seminar time slot will be set after discussion with individual student. Contents of the class will 

change according to issue awareness of thesis writers at that time.  

 

授業計画（Course Schedule） 

1. オリエンテーション：演習の進め方，スケジュールの確認 

2. 発表と討議１(論文概要・資料調査等) 

3. 発表と討論２(論文概要・資料調査等) 

4. 発表と討議３(論文概要・資料調査等) 

5. 発表と討議４(論文概要・資料調査等) 

6. 発表と討議５(論文概要・資料調査等) 

7. 発表と討議６(論文概要・資料調査等) 

8. 発表と討議７(論文概要・資料調査等) 

9. 発表と討議８(論文概要・資料調査等) 

10. 発表と討議９(論文概要・資料調査等) 

11. 発表と討議１０(論文構成) 

12. 発表と討議１１(論文構成) 

13. 発表と討議１２(論文構成) 

14. 発表と討議１３(論文構成) 

15. 発表と討議１４(論文構成) 

16. 発表と討議１５(論文構成) 

17. 発表と討議１６(論文構成) 

18. 発表と討議１７(論文構成) 

19. 発表と討議１８(論文原稿指導) 

20. 発表と討議１９(論文原稿指導) 

21. 発表と討議２０(論文原稿指導) 

22. 発表と討議２１(論文原稿指導) 

23. 発表と討議２２(論文原稿指導) 

24. 発表と討議２３(論文原稿指導) 

25. 発表と討議２４(論文原稿指導) 

26. 発表と討議２５(論文原稿指導) 

27. 発表と討議２６(論文原稿指導) 

28. まとめ：卒業論文，卒業制作の提出準備 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

各自のテーマに関する知識を増やし，思考を深めるために，授業で与えられた課題に応えて，文献読解および調査を，授業に合

わせて行ってくること． 



 - 594 - 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

発表報告内容(20%)/卒業論文・卒業制作(60%)/授業参加度（発言回数＋発言内容）(20%) 

決められた期限までに卒業論文または卒業制作を提出し、なおかつ所定の面接審査を経て判定する。 

 

テキスト（Textbooks） 

論文執筆者が研究対象とする作品 

 

参考文献（Readings） 

授業中折にふれて紹介する． 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AE788 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AE788／卒業論文(制作)･卒業論文(制作)指導演習 

(Thesis and Seminar in Thesis Writing) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
卒業論文を書く 

担当者名 

（Instructor） 
和田 悠(WADA YU) 

学期 

（Semester） 
通年(Full year) 

単位 

（Credit） 
１０単位(10 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
EDU4840 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

研究対象を絞って研究主題を深め，時に遭遇する内容上あるいは書き方の上での疑問を解決しながら，最終的に優れた卒業論

文を作成できるようになることをめざす．  

 

Students will refine their research targets to deepen their research subjects. Students will write quality graduation thesis in the 

end by solving questions they encounter when writing or reading contents.  

 

授業の内容（Course Contents） 

指導教員と学生が必要に応じて直接話し合い，研究課題への理解を深め各自の問題を解決する．演習時間は個別に相談のうえ

で設定する．授業内容は，論文執筆者がその時に抱えている問題意識によって変わる．  

 

When necessary, professor and students will have conversation directly to deepen students’ understanding about their research 

subjects and solve their issues. Seminar time slot will be set after discussion with individual student. Contents of the class will 

change according to issue awareness of thesis writers at that time.  

 

授業計画（Course Schedule） 

1. オリエンテーション：演習の進め方，スケジュールの確認 

2. 発表と討議１(論文概要・資料調査等) 

3. 発表と討論２(論文概要・資料調査等) 

4. 発表と討議３(論文概要・資料調査等) 

5. 発表と討議４(論文概要・資料調査等) 

6. 発表と討議５(論文概要・資料調査等) 

7. 発表と討議６(論文概要・資料調査等) 

8. 発表と討議７(論文概要・資料調査等) 

9. 発表と討議８(論文概要・資料調査等) 

10. 発表と討議９(論文概要・資料調査等) 

11. 発表と討議１０(論文構成) 

12. 発表と討議１１(論文構成) 

13. 発表と討議１２(論文構成) 

14. 発表と討議１３(論文構成) 

15. 発表と討議１４(論文構成) 

16. 発表と討議１５(論文構成) 

17. 発表と討議１６(論文構成) 

18. 発表と討議１７(論文構成) 

19. 発表と討議１８(論文原稿指導) 

20. 発表と討議１９(論文原稿指導) 

21. 発表と討議２０(論文原稿指導) 

22. 発表と討議２１(論文原稿指導) 

23. 発表と討議２２(論文原稿指導) 

24. 発表と討議２３(論文原稿指導) 

25. 発表と討議２４(論文原稿指導) 

26. 発表と討議２５(論文原稿指導) 

27. 発表と討議２６(論文原稿指導) 

28. まとめ：卒業論文，卒業制作の提出準備 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

各自のテーマに関する知識を増やし，思考を深めるために，授業で与えられた課題に応えて，文献読解および調査を，授業に合

わせて行ってくること． 



 - 596 - 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

発表報告内容(20%)/卒業論文・卒業制作(60%)/授業参加度（発言回数＋発言内容）(20%) 

決められた期限までに卒業論文または卒業制作を提出し、なおかつ所定の面接審査を経て判定する。 

 

テキスト（Textbooks） 

論文執筆者が研究対象とする作品 

 

参考文献（Readings） 

授業中折にふれて紹介する． 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AF001 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AF001／教育方法学 

(Teaching Methods) 

担当者名 

（Instructor） 
伊藤 実歩子(ITO MIHOKO) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
EDU2700 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

これからの子どもたちに求められる資質・能力を育成するために必要な教育の方法を理解する。 

 

Students will understand the education methods necessary to develop the qualities and abilities required of children in the 

future. 

 

授業の内容（Course Contents） 

教育の方法と技術の基本的な理論をおさえ、それに基づいた具体的な実践の方法を身につける。 

 

Students will learn basic theories of teaching methods and techniques, and acquire concrete practical methods based on them. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 教育方法の基礎的理論と実践（１）生活綴方の歴史と現在 

2. 教育方法の基礎的理論と実践（２）百ます計算と基礎学力 

3. 教育方法の基礎的理論と実践（３）仮説実験授業と理科教育 

4. 教育方法の基礎的理論と実践（４）アクティブラーニング（主体的・対話的で深い学び） 

5. 学習評価の基礎的理論と実践（１）相対評価と目標に準拠した評価 

6. 学習評価の基礎的理論と実践（２）パフォーマンス評価の方法 

7. 授業を構成する基礎的な要件―子ども・教師・教材― 

8. 授業の基礎的な技術―話し方と板書―― 

9. 授業の展開（１）授業の目標と内容・教材と教具 

10. 授業の展開（２）さまざまな学習形態 

11. 授業の展開（３）評価の規準づくり 

12. 授業の展開（４）学習指導要領を作成する 

13. 情報機器及び教材の活用（１）情報機器を活用して教材を作成する 

14. 情報機器及び教材の活用（２）情報活用能力育成のための指導法 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

講義内でパフォーマンス課題やリーディング課題を出す。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

筆記試験(Written Exam)(100%) 

【変更前】筆記試験(Written Exam)100% 

 

テキスト（Textbooks） 

1. 田中耕治、2005、『時代を拓いた教師たち』、日本標準 (ISBN:978-4-8208-0256-3) 

 

参考文献（Readings） 

 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AF004 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AF004／教育相談 

(Educational Guidance and Counseling) 

担当者名 

（Instructor） 
眞柄 翔太(MAGARA SHOTA) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
EDU2700 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

実際の教育相談において活用できる知識や技法を身につける。 

 

We acquire knowledge and techniques that can be used in actual educational counseling. 

 

授業の内容（Course Contents） 

教育現場において、生徒を支援するための教育相談の理論およびそれを支える心理学やカウンセリングの基礎知識を学ぶ。ま

た、具体的な事例を提示し、それをいかに扱うかを検討する。加えて、保護者への支援や、多職種連携のあり方について、理解

を深める。 

 

We learn the theory of educational counseling to support students in educational settings, and the basic knowledge of 

psychology and counseling that supports it. And, we present a concrete example and consider how to manage it. In addition, we 

deepen their understanding of support for parents and how interprofessional collaboration should be. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. ガイダンス、教育相談とは 

2. 教育相談を支える心理学の理論 

3. 教育相談におけるアセスメント 

4. カウンセリングの基本技法 

5. 知能の偏りと発達障害 

6. 幼児期・児童期の発達課題に応じた教育相談 

7. 青年期の発達課題に応じた教育相談 

8. いじめ問題の理解と対応 

9. 不登校問題の理解と対応 

10. 虐待・非行問題の理解と対応 

11. 保護者支援のあり方 

12. チーム学校で行う教育相談 

13. 教員のメンタルヘルス 

14. 教育相談まとめ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

各回、次の授業までに復習を行い、これまで扱った内容を身につけておくようにする。 

また、日常的に、教育に関する情報を新聞やニュース等で収集し、自分の考えをまとめるようにする。 

その他の授業時間外での学習については、適宜授業中に指示する。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

レポート試験(Report Exam)(60%)/授業内で指示したワークシート(20%)/リアクションペーパー(20%) 

 

テキスト（Textbooks） 

授業毎に、講義内容に対応したレジュメを配布する。 

 

参考文献（Readings） 

授業中に適宜指示する。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

基本的に授業はパワーポイントを使った講義形式で行う。 

 

注意事項（Notice） 
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■AF005 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AF005／道徳教育の理論と方法 

(Moral Education) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
新しい道徳教育の理念と方法 

担当者名 

（Instructor） 
桑原 直巳(KUWABARA NAOKI) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
EDU2700 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 

中・高の教員免許状取得のためにはこの科目ではなく、教職課程が設置した同名科目

（科目コードが Gで始まる科目）の方を履修する必要がある。 

※ただし教育学科については例外措置があるので講座履修要項を確認すること。 

※ただし教育学科については例外措置があるので講座履修要項を確認すること。 

 

授業の目標（Course Objectives） 

 道徳の意義や原理等を踏まえ、学校における道徳教育の目標や内容を理解します。また、学校の教育活動全体を通じて行う道

徳教育及びその要となる道徳科における指導計画や指導方法を理解します。 

 とくに小学校における道徳教育の考え方及び道徳の時間の指導方法について、「そもそも道徳とは何であり、なぜその教育が

必要なのか」という問いにさかのぼり、理論的・理念的に理解すると同時に、現在、興隆しつつある新しい道徳教育方法の開発を

目指します。 

 

 Students will understand the purpose and content of moral education at schools based on the significance and rationale of 

morality. Also, students will understand instruction plans and instruction methods necessary in the subject of moral education 

as carried out through the school’s overall educational activities. 

 Especially regarding elementary school moral education thinking and instructional methods, students will take on the question 

of “what was morality originally and why is it necessary in education?,” and while also understanding logically and philosophically, 

aim for creating new methods of moral education while improving current methods. 

 

授業の内容（Course Contents） 

１）前半では、道徳教育を行うに当たって、現代倫理学と現代道徳理論の基礎的な考え方を身につけてもらいます。以下のことが

できるようにします。道徳教育の歴史や現代社会における道徳教育の課題（いじめ、情報モラル等）を理解している。子供の心の

成長と道徳性の発達について理解している。学習指導要領に示された道徳教育及び道徳科の目標及び主な内容を理解してい

る。 

２）後半では、道徳科における指導計画や指導方法を学びます。講義で自分自身で道徳的な問題についてグループワークをとお

して、道徳教育の方法、評価の在り方などについて実践的に学びます。以下のようなことを学びます。学校における道徳教育の

指導計画や教育活動全体を通じた指導の必要性を理解している。道徳科の特質を生かした多様な指導方法の特徴を理解してい

る。道徳科における教材の特徴を踏まえて、授業設計に活用することができる。授業のねらいや指導過程を明確にして、道徳科

の学習指導案を作成することができる。道徳科の特性を踏まえた学習評価の在り方を理解している。模擬授業の実施とその振り

返りを通して、授業改善の視点を身に付けている。 

 

1) In the first half of the class, students will become competent in the basic ways of thinking in modern ethics and moral theory 

in order to carry out moral education. Students will be able to do the following things. Students will be able to explain the 

qualities of morality (what is morality?). Students will understand issues of moral education (bullying, information morals, etc.) in 

modern society as well as in the history of moral education. Students will understand the growth of children’s minds and the 

development of morality. Students will understand the goals and main contents of moral education and the subject of moral 

education as laid out in the curriculum guidelines. 

2) In the second half of the class, students will study instruction plans and methods in the subject of moral education. In the 

lecture, students will discuss moral issues that affect them, and learn about moral education methods and evaluation methods, 

etc., practically through dialogue. Students will learn the following things. Students will understand the necessity of moral 

education instruction planning in schools and instruction through schools’ overall educational activities. Students will 

understand the characteristics of diverse instructional approaches for bringing out qualities of moral education class. Students 

will be able to actively design classes based on the characteristics of course materials in the subject of moral education. 

Students will be able to clarify the class aims and instructional process, and make a learning plan for the subject of moral 

education. Students will understand learning evaluation methods based on the characteristics of the subject of moral education. 

Through holding model classes and reflecting on them, students will develop an eye for class improvements. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. ガイダンスと授業への導入 

2. 日本における道徳教育の歴史（１）第二次世界大戦前： 
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3. 日本における道徳教育の歴史（２）第二次世界大戦後： 

4. 日本における道徳教育の歴史（３）「特別な教科」となるまで： 

5. 現代日本の学校における道徳教育及び道徳科の目標と内容： 

6. 現代日本の学校における道徳教育の全体計画： 

授業・指導案検討プロジェクト①a 

7. 現代日本の学校における道徳科の年間指導計画・指導案 

授業・指導案検討プロジェクト②a 

8. 現代日本の学校における道徳教育の評価： 

授業・指導案検討プロジェクト③a 

9. 授業・指導案検討プロジェクト④a 

10. 授業・指導案検討プロジェクト⑤a＊指導案作成に向けてのオリエンテーション 

指導案第一陣 2 名についてのレポート提出 

11. 指導案第一陣 2 名についてのコメント 

指導案第二陣 2 名についてのレポート提出 

12. 指導案第二陣 2 名についてのコメント 

指導案第三陣 2 名についてのレポート提出 

13. 指導案第三陣 2 名についてのコメント 

総括レポート提出 

14. 授業・指導案検討プロジェクトのふりかえり 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

参考文献や指定された資料を読み、講義内でのディスカッションに準備すること。授業内容に当たる部分について小学校学習指

導要領道徳編に目を通すこと。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

講義でのディスカッションへの参加(20%)/講義内提出物(40%)/最終テスト(Final Test)(40%) 

 

テキスト（Textbooks） 

1. 文部科学省、『小学校学習指導要領解説道徳編』、日本文教出版 

2. 文部科学省、『中学校学習指導要領解説道徳編』、日本文教出版 

 

参考文献（Readings） 

1. 清水将吾・河野哲也監訳、2014、『子どものための哲学授業: 「学びの場」のつくりか』、河出書房新社 (ISBN:4309247016) 

2. 西野真由美・鈴木明雄・貝塚茂樹、2017、『「考え、議論する道徳の指導法と評価』、教育出版 (ISBN:978-4-316-80447-7) 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

講義だけではなく、グループワークを通して教育方法を実践する授業になります。 

 

注意事項（Notice） 
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■AF012 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AF012／特別活動の理論と方法 

(Co-curricular Activities) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
学級活動、児童会活動、学校行事等の計画、指導法について学ぶ 

担当者名 

（Instructor） 
今泉 朝雄(IMAIZUMI TOMOO) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
EDU2700 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

・特別活動に関する基本的理解を深める。 

・学級活動、児童会活動（生徒会活動）、学校行事の指導の計画力、実践力を身につける。 

・生徒自治や生徒の主体的な活動の意味について自身なりの考え方を身に付ける。 

 

Understand the basics of special activities. 

To acquire the ability to plan and practice the guidance of class activities, children's association activities, and school events. 

Understand the significance of children's autonomy and their independent activities. 

 

授業の内容（Course Contents） 

学校教育とは単に教科授業だけではなく、学級活動、児童会活動、運動会や修学旅行などの各学校行事など教科外の集団的な

活動（＝特別活動）も重要な教育内容に含まれる。本講義ではこの特別活動の位置付け、目標、意義、内容、方法に関する基礎

的な理解を深めるとともに、その実践的な指導力を身に付けることを目標とする。 

 

School education is not limited to academic classes, but also includes important educational activities such as class activities, 

children's association activities, and school events such as athletic meets and school excursions. The goal of this class is to 

deepen students' basic understanding of the educational significance, goals, significance, content, and methods of special 

activities, and to develop practical leadership skills in these activities. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. イントロダクション 

2. 特別活動の教育的意義 

3. 特別活動の歴史からその意義を考える 

4. 学習指導要領の位置付け 

5. 学校における集団の基礎理論 

6. 教育的集団をどう構成するか 

7. 学級活動とは何か 

8. 話し合い活動の方法 1 

9. 話し合い活動の方法 2 

10. 学校行事の計画と指導 

11. クラブ活動の計画と指導 

12. 児童会活動の計画と指導 

13. 生徒自治と教育 

14. これまでの学習内容を振り返る 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

予習：前回授業において予習内容を提示する。次回内容に関わる基礎知識を把握し、その活動に関わる自身の経験を振り返っ

ておく。 

復習：学習内容を整理し、授業内において提示した課題を実施する。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

レポート試験(Report Exam)(60%)/授業内の取り組み、課題による評価(40%) 

 

テキスト（Textbooks） 

1. 関川悦雄・今泉朝雄編、2019、『特別活動・総合的学習の理論と指導法』、弘文堂 (ISBN:9784335002397) 

 

参考文献（Readings） 

1. 文部科学省、平成 29 年、『小学校学習指導要領解説 特別活動編』、東洋館出版社 (ISBN:978-4491034690) 
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その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AF013 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AF013／生徒指導・進路指導 

(Career Guidance and Counseling) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
学校教育と自己－社会 

担当者名 

（Instructor） 
稲葉 浩一(INABA KOICHI) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
EDU2700 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

・生徒指導・進路指導の基本的な理念と概念を理解する。 

・生徒指導・進路指導についての分析的に考察する理論枠組を修得する。 

・生徒指導・進路指導領域における今日的な課題について理解し、その対応のありかたについて論理的な見解を言語化する。 

 

・Understand the basic principles and concepts of student guidance and career guidance. 

・Acquire a theoretical framework for analytically considering student guidance and career guidance. 

・Understand contemporary issues in student guidance and career guidance, and verbalize logical views on how to deal with 

them・ 

 

授業の内容（Course Contents） 

生徒指導・進路指導領域に関する教育問題は、毎日のように各メディアで語られている。いじめや不登校に関する問題はその典

型だが、こういった語りはどこか定型化されており、その対処もえてして決まり文句の言葉が並ぶことが多い。本講義ではこういっ

た一般的な語りからは距離を取り、そもそもなぜ学校で生徒指導・進路指導が行われているか、そしてこの領域で問題とされてい

ることはどういった事象なのかといったことについて教育社会学的視座から議論を展開する。そのうえで教育実践者としてこれら

の課題に対処するうえで有用となる分析的視座及び論理的思考を身に着けることを目指す。 

 

Educational issues related to student guidance and career guidance are being discussed in various media on a daily basis. These 

problems related to bullying and school refusal are typical examples, but these discourses are somehow stereotyped, and the 

responses to them are often lined with clichéd phrases. In this lecture, we will distance ourselves from such general discourses 

and consider why student guidance and career guidance are conducted in schools in the first place, and what phenomena are 

problematized in this area. From an educational sociological perspective, we will discuss about. In addition, we aim to acquire 

analytical perspectives and logical thinking that will be useful in dealing with these issues as educational practitioners. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. オリエンテーション 

2. 生徒・進路指導の理念と意義①生徒指導提要から 

3. 生徒・進路指導の理念と意義②「自分」はどう造られるのか 

4. 生徒・進路指導の理念と意義③社会と自己指導能力 

5. 生徒の進路と社会①学校教育の社会的機能 

6. 生徒の進路と社会②隠れた不平等 

7. 非行について考える①なぜ悪いことをするのか(1) 

8. 非行について考える②なぜ悪いことをするのか(2) 

9. 非行について考える③そもそも「悪いこと」とは何か 

10. 非行について考える④非行少年の世界 

11. 生徒・進路指導の今日的課題①問われる校則のありかた 

12. 生徒・進路指導の今日的課題②学校に行かないことをめぐる「問題」 

13. 生徒・進路指導の今日的課題③いじめに関する基本的理解 

14. 生徒・進路指導の今日的課題④いじめをめぐる最大の問題 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

講義資料及び紹介する参考文献をもとに復習を行うこと。 

予習に関しては、各授業のテーマについて、新聞・テレビ・ネット記事など硬軟さまざまなメディアにおいてどのように語られている

のか逐一チェックし把握しておくことが望ましい。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

筆記試験(Written Exam)(100%) 

受講者数に応じて適宜課題などを設け、評価の参考にすることがある。詳細は初回オリエンテーションで説明する。 
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テキスト（Textbooks） 

テキストは使用せず、資料を配布する。なお文部科学省のホームページから『生徒指導提要』を各自ダウンロードしておくこと。 

 

参考文献（Readings） 

1. 広田照幸・後藤弘子（編）、2013、『少年院教育はどのように行われているか―調査からみえてくるもの』、矯正協会 

2. 片山悠樹他（編）、2017、『半径 5 メートルからの教育社会学』、大月書店 

3. 北澤毅、2015、『「いじめ自殺」の社会学―「いじめ問題」を脱構築する』、世界思想社 

4. 北澤毅・間山広朗（編）、2021、『囚われのいじめ問題―未完の大津市中学生自殺事件』、岩波書店 

5. 古賀正義・山田哲也（編）、2017、『現代社会の生徒指導』、放送大学教育振興会 

6. 森田洋司、2010、『いじめとは何か―教室の問題、社会の問題』、中央公論社 

7. 内田良・山本宏樹（編）、2022、『だれが校則を決めるのか―民主主義と学校』、岩波書店 

ほか適宜授業内で紹介する。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AF104 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／理科教育法 ａ 

(Teaching Methods: Sciences a) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
小学校理科の指導法 

担当者名 

（Instructor） 
稲垣 成哲(INAGAKI SHIGENORI) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
EDU3700 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

①小学校理科教育における学習指導法について理解し、授業設計のための基本事項を修得する。 

②情報機器および教材の活用についての基礎的・基本的事項を理解し、その活用法を修得する。 

③学習指導案を作成し、その指導案に基づいた模擬授業を実施することで、授業構想力ならびに指導力を養う。 

 

The goals of this lecture are as follows. 

(1) To understand learning and teaching methods in elementary school science education, and to acquire basic knowledge for 

designing classes. 

(2) To understand the basics and fundamentals of using information devices and teaching materials, and to master how to use 

them. 

(3) To develop the ability to design lessons by creating a study plan and conducting a mock class based on the plan. 

 

授業の内容（Course Contents） 

本講義では、初等教育における理科に関わる指導法について解説する。昨今、注目されている情報機器及びデジタルコンテンツ

の活用についても検討する。本授業では、アクティブ・ラーニングの視点を取り入れ、模擬授業を実施するとともに、受講生のグル

ープワークや討論の機会を数多く設ける。 

 

In this lecture, teaching methods related to science in elementary education will be explained. The use of information devices 

and digital contents will also be discussed. In this lecture, the perspective of active learning will be incorporated, and mock 

classes will be conducted, as well as many opportunities for group work and discussion among the students. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. オリエンテーション 小学校における理科の学習指導法 

2. 小学校理科における現状：全国学力・学習状況調査の結果から  

3. 小学校理科における実験観察：基礎的な実験観察器具の使用法（1） 

4. 小学校理科における実験観察：基礎的な実験観察器具の使用法（2） 

5. 小学校理科における学習指導案作成の基礎：教科書比較 

6. 小学校理科における学習指導案作成の基礎：教科書比較を踏まえた討論 

7. 小学校理科における学習指導案作成の実際：ゲスト講師による指導案作成のポイント 

8. 小学校理科における学習指導案作成の実際：グループワークによる指導案の作成（1）デジタルコンテンツ等の活用を含む 

9. 小学校理科における模擬授業の実施（1） 

10. 小学校理科における学習指導案作成の実際：グループワークによる指導案の作成（2）デジタルコンテンツ等の活用を含む 

11. 小学校理科における模擬授業の実施（2） 

12. 小学校理科における学習指導案作成の実際：グループワークによる指導案の作成（3）デジタルコンテンツ等の活用を含む 

13. 小学校理科における模擬授業の実施（3） 

14. 全体のまとめ（最終レポート） 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

授業時間外の学習に関する指示は、必要に応じて別途指示する。 

模擬授業指導案の作成は、授業時間外に予習として行うことがある。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

提出物（模擬授業指導案など）(40%)/リアクションぺーパー(20%)/その他の提出物(10%)/最終レポート(Final Report)(30%) 

2/3 以上の出席をしていない場合は、単位修得不可。 

 

テキスト（Textbooks） 

文部科学省の小学校学習指導要領解説 理科編はダウンロード可能である。 
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その他、適宜指示する。 

 

参考文献（Readings） 

適宜、指示する。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

・初回のオリエンテーション時にシラバスの変更点などを指示することがある。 

・PowerPointを使用した講義形式で、映像資料や現物資料などを適宜活用する。 

・アクティブラーニングを取り入れ、模擬授業や演習などを適宜行うことがある。 

・模擬授業は可能な限り全員が実施できるように計画する（受講生の人数に依存するが）。 

・遠隔のゲストスピーカーを招待する計画があるが現在は未定である。 

・シラバスは受講生の数などに応じて、若干の変更があるかもしれない。 

 

注意事項（Notice） 
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■AF108 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／図画工作科教育法 ａ 

(Teaching Methods: Painting and Handwork a) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
自らが表現者として図画工作科教育に関わろうとする。 

担当者名 

（Instructor） 
南雲 まき(NAGUMO MAKI) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
EDU3700 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

造形表現への理解をもとに、子どもの関心や実態に即した活動を計画することができるようになる。自ら教材研究を通して豊かで

多様な表現を誘発する働きかけを模索する姿勢を身につける。 

 

The students will be able to plan activities in line with children’s interests and realities based on their understanding of 

formative expressions. The students acquire an attitude in which they prioritize children’s physicality and pursue ways to bring 

out rich and diverse expressions from children by studying teaching materials. 

 

授業の内容（Course Contents） 

小学校学習指導要領をもとに、領域「表現」、「鑑賞」、「共通事項」と各学年の目標と内容について学びながら、受講者が自ら指

導計画を立て、模擬授業を行う。教材研究、学習指導要領の書き方、年間指導計画の立て方、評価方法等についても学んでい

く。 

 

Based on the Elementary School Curriculum Guidelines, the students learn about the learning arenas of “expression”, 

“appreciation”, and “common matters”, as well as the goals and study contents set up for respective school year. Then, they 

independently prepare a teaching plan and organize a mock lesson. The students also learn about how to study teaching 

materials, write curriculum guidelines, establish annual teaching plans, and assess children’s progress. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. ガイダンス「初等教育における図画工作科の変遷」  

2. 領域「表現」について 

3. 領域「鑑賞」について 

4. 学習指導案の作成と教材研究について 

5. 学習指導案の立案「造形遊び」 

6. 個人の指導案をもとに低学年、中学年、高学年のグループに分かれて学習指導案の立案 

7. 低学年、中学年、高学年のグループに分かれて学習指導案の改善 

8. 低学年、中学年、高学年のグループに分かれて教材研究 

9. 低学年、中学年、高学年のグループに分かれての授業提案と模擬授業 

10. 学習指導案の立案「絵や立体・工作」 

11. 学習指導案の改善 

12. 授業提案と模擬授業（１） 

13. 授業提案と模擬授業（２） 

14. 授業提案と模擬授業（３）年間指導計画の作成 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

図画工作科の学習指導計画立案においては、立案者がその素材や用具、活動の指導ができることが必要である。また、その活

動を通して子どもたちがどのような点に関心をもち、楽しさを感じるか、体験を通して理解することが必要である。そのため、授業

外でも教材研究を通して計画の改善を図ること。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

学習指導案（造形遊び）、学習指導案（絵や立体・工作）(20%)/模擬授業（集団）、模擬授業（個人）(20%)/リアクションペーパー

(20%)/模擬授業の振り返り(20%)/年間指導計画(20%) 

 

テキスト（Textbooks） 

1. 文部科学省、2018、『小学校学習指導要領（平成 29 年告示）解説 図画工作編』、日本文教出版 (ISBN:4536590110) 
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参考文献（Readings） 

1. 小松佳代子 編、2018、『美術教育の可能性: 作品制作と芸術的省察』、勁草書房 (ISBN:978-4326251254) 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AF109 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／体育科教育法 

(Teaching Methods: Physical Education) 

担当者名 

（Instructor） 
安松 幹展(YASUMATSU MIKINOBU) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
EDU3700 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

小学校体育科授業を実施するために授業指導案を作成し，実際に模擬授業を行うことで，小学校体育における指導上の留意点

について学習する。 

 

Students will create class lesson plans for carrying out elementary school physical education classes, and by conducting actual 

mock classes, learn points to remember for instructing elementary school physical education classes. 

 

授業の内容（Course Contents） 

授業指導案をもとに運動の楽しさを体験することや心身の健全な発達を目指したプログラムを計画する。その際には，安全確

保， 動機付けや個人差の考慮など，体を動かす実技指導特有の問題を踏まえた授業運営が必要となる。また，授業進行を考え

ると，児童を整列させることやグルーピングなど指示の出し方によって成果が違ってくる。このような点を考え，模擬授業終了後

に，振り返りの討論の時間を設ける。各授業の時間配分は以下の通りである。 

１．出席と模擬授業の準備，確認 20 分 

２．模擬授業 45 分 

３．振り返りの討論 30 分 

４．まとめ 5 分 

あらかじめ少人数のグループを作り「指導案の作成」「模擬授業」「模擬授業レポートの作成」を行っていく。授業は担当グループ

以外の学生が児童役で実施するものとする。模擬授業終了後，振り返りの討論で楽しく魅力的な体育授業について議論する。 

 

Based on their class lesson plans, students will plan a program aimed at letting pupils experience the fun of exercise and 

developing physical and mental health. At that time, it will be necessary to run a class that is based on problems specific to 

coaching athletics such as consideration of safety checks, motivation and individual differences, etc. Also, when students think 

about the progression of the class, they will get different results depending on how they give directions to line pupils up in rows 

or form groups, etc. Students will think about these kinds of points, and after completing a mock class will be given time to 

discuss their reflections on it. Each class will follow the below time schedule. 

1. Attendance check and mock class preparation and checking, 15 minutes. 

2. Mock class 45 minutes 

3. Reflection discussion 25 minutes 

4. Summary 5 minutes 

Students will make small groups in advance and carry out “writing instruction plans,” “mock classes,” and “writing reports on 

mock classes.” For class, students other than those in the group in charge will take on the roles of pupils. After finishing the 

mock class, students will have a reflective discussion about creating fun and appealing physical education classes. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. ガイダンスおよびグルーピング 

2. 模擬授業１ 

3. 模擬授業２ 

4. 模擬授業３ 

5. 模擬授業４ 

6. 模擬授業５ 

7. 模擬授業６ 

8. 模擬授業７ 

9. 模擬授業８ 

10. 模擬授業９ 

11. 模擬授業 10 

12. 模擬授業 11 

13. 模擬授業 12 

14. まとめ 
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授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

模擬授業のための準備（シミュレーション）を事前に十分行うこと。また，２回目以降は運動が出来る服装，靴に着替えて集合する

こと。施設はポール・ラッシュ・アスレチックセンター地下２階アリーナ、４階多目的コート、地下１階プールを使用予定。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

授業への参加態度(40%)/指導実践内容(30%)/指導案レポート(30%) 

 

テキスト（Textbooks） 

なし 

 

参考文献（Readings） 

1. 文部科学省、2015、『小学校学習指導要領解説 体育編』、東洋館出版社 (ISBN:978-4491031613) 

2. 鈴木直樹 他 編著、2013、『学び手の視点から創る小学校の体育授業』、大学教育出版 (ISBN:978-4-86429-243-6) 

3. 日本サッカー協会、2019、『新サッカー指導の教科書』、東洋館出版社 (ISBN:978-4491036519) 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AF112 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／教職研究 

(Studies on Teaching Profession) 

担当者名 

（Instructor） 
柏木 敦(KASHIWAGI ATSUSHI) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
EDU3700 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
2018 年度以前入学者のみ履修可 

 

授業の目標（Course Objectives） 

本講義は、教職に関する、一定の社会的・制度的・歴史的・法的知識を身につけ、またそれに対する主体的認識を養うことを目的

とする。教職に関する専門的な理解を深めつつ、自らの適性を判断して、進路選択に資する教職のあり方について理解すること

を目指す。 

 

The purpose of this lecture is, first, to provide students with social, institutional, historical, and legal knowledge related to the 

teaching profession. Secondly, this course is designed to help each student develop a subjective awareness of the teaching 

profession. This lecture aims to help students deepen their professional understanding of the teaching profession, determine 

their own aptitude, and understand how the teaching profession can help them choose their own career path. 

 

授業の内容（Course Contents） 

教職および学校教育の社会的意義とともに、今日の教育の動向を踏まえて、教員に求められ役割や資質、職務内容や職務上の

義務についても理解する。適宜グループワークや模擬授業などを行いながら、教職のあり方を問い続ける姿勢を作りたい。 

 

This lecture will prepare the participants to understand the social meanings of the teaching profession and school education, as 

well as the roles and qualities required of teachers in consideration of today's trends in education, their duties and obligations. 

In this lecture, group work and mock classes will be conducted to encourage students to continue to question the nature of the 

teaching profession. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. ガイダンス 

2. 教員を学ぶ 

3. 教師の歩み 

4. 教員の身分 

5. 職務上の義務・身分上の義務 

6. 教員の仕事を捉えなおす 

7. 学校内の同僚を知る 

8. 不利益処分・教員の任用 

9. 研修と人事評価 

10. 教員免許状の制度 

11. チーム学校の多様な教職員 

12. 教員の働き方 

13. 教員免許をめぐる教育改革 

14. まとめと振り返り 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

事前にテキストの指定箇所を読み、関連事項について自分なりに調べてくること。 

毎回の授業後には、授業内容を振り返るコメントを提出すること。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

課題レポート(40%)/コメントおよびワークシートの内容と提出状況(60%) 

 

テキスト（Textbooks） 

1. 高橋陽一編、2021 年、『チーム学校の教諭論』、武蔵野美術大学出版局 (ISBN:9784864631259) 

 

参考文献（Readings） 

1. 文部科学省、2018 年、『小学校学習指導要領（平成 29 年告示）』、東洋館出版社 (ISBN:9784491034607) 

2. 津田徹・広岡義之編著、2021、『教職論』、ミネルヴァ書房 (ISBN:9784623089567) 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 
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注意事項（Notice） 
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■AF116 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／教職実践演習（小学校）ａ 

(Practice Teaching Seminar(Primary Education) a) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
小学校教員に求められる資質及び能力の再確認 

担当者名 

（Instructor） 
稲垣 成哲(INAGAKI SHIGENORI) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
EDU4710 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

本講義では、受講生が、将来、教員になる上で、自己にとって何が課題であるかを自覚し、その課題の箇所についての知識や技

能を補い、定着を図ることを目標とする。 

 

The goal of this lecture is for students to discover their own tasks in becoming teachers in the future, and to overcome these 

tasks by reinforcing their knowledge and skills related to these tasks.  

 

授業の内容（Course Contents） 

本講義では、主に次の事項について取り扱うものとする。 

①教員として求められる使命感や責任感、教育的愛情等に関する事項 

②教員として求められる社会性や対人関係能力に関する事項 

③教員として求められる児童理解や学級経営等に関する事項 

④教員として求められる教科等の指導力に関する事項 

以上については、適宜、ロールプーレイング、事例研究、ゲストの現職教員経験者等との意見交換、グループワークなどに取り組

む。  

 

This lecture will mainly deal with the following issues. 

(1) A sense of mission, responsibility, and educational love required of a teacher 

(2) Social skills and interpersonal skills required of a teacher 

(3) Understanding of children and classroom management required of a teacher 

(4) Teaching skills in subjects and other areas required of a teacher. 

The above will be addressed through role-playing, case studies, exchange of opinions with guest speakers, and group work as 

appropriate.  

 

授業計画（Course Schedule） 

1. オリエンテーション 教職実践演習の目的・意義  

2. ポートフォリオ（履修カルテ）に基づく自己評価と相互評価 

3. 自己評価・相互評価に基づく自己学習課題の設定  

4. 学校組織としての教員、同僚性のあり方（遠隔 教員経験者のゲストスピーカーを予定）  

5. 児童理解や学級経営のあり方（遠隔 教員経験者のゲストスピーカーを予定）  

6. 学校・家庭及び保護者・地域との連携のあり方（遠隔 教員経験者のゲストスピーカーを予定）  

7. 教科指導に関する知識や技能（遠隔 教員経験者のゲストスピーカーを予定）  

8. 自己学習課題に対応した調査・研究：文献調査（1） 

9. 自己学習課題に対応した調査・研究：文献調査（2） 

10. 自己学習課題に対応した調査・研究：話題提供 

11. 自己学習課題に対応した研究発表、意見交換 （1） 

12. 自己学習課題に対応した研究発表、意見交換（2） 

13. 自己学習課題に対応した研究発表、意見交換（3） 

14. まとめと自己診断、今後の課題の整理 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

各自の履修カルテ、教育実習の省察等に基づいて授業を展開する。  

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 
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最終レポート(Final Report)(30%)/リアクションぺーパー(40%)/講義内プレゼン・議論の内様(30%) 

 

テキスト（Textbooks） 

必要に応じて紹介する。 

 

参考文献（Readings） 

必要に応じて紹介する。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

本授業は必須の科目である。教育実習等止むを得ない事情以外の欠席及び遅刻のないようにとくに留意すること。なお、教育実

習期間等に本授業の日程時程が重なった場合は、定められた形式での必要な届け出を必ずしてほしい。 

その他、外部講師の都合等で内容の順番が入れ替わったり変更したりすることがある。第 1 回目のオリエンテーションの授業で

日程内容等確認を必ずすること。また、教育実習等で出席できなかった場合、その回の内容の情報収集を怠らないようにするこ

と。原則、秋学期の教育実習は、一部の人には避け難いので、シラバスの内容通りにならないことがある。したがって、秋学期の

教育実習による欠席者に対する補講・別途課題提出等の対応をおこなう場合がある。   

 

注意事項（Notice） 
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■AF117 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／教職実践演習（小学校）ｂ 

(Practice Teaching Seminar(Primary Education) b) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
教育実習を振り返り、教育を再考する 

担当者名 

（Instructor） 
早坂 めぐみ(HAYASAKA MEGUMI) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
EDU4710 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

本科目は、小学校における教育実習での授業実践や様々な経験を振り返るとともに、学校教育や教職の社会的意義について理

解することを目的とする。 

本科目の目標は以下のとおりである。 

（１）教師として教育実践を構想するうえで、重要な概念について説明できる。 

（２）諸概念を実際の授業での指導や生徒指導の場面に適用できる。 

（３）受講者自身の教育実践や教育観を問い直す。 

 

The purpose of this course is to reflect on teaching practices and various experiences in educational practice at elementary 

schools, as well as to understand the social significance of school education and the teaching profession. 

The objectives of this course are as follows. 

(1) Explain the concepts that are important to conceptualize educational practice as a teacher. 

(2) Apply the concepts to actual teaching and instruction of students. 

(3) Reconsider the students' own educational practices and educational philosophy. 

 

授業の内容（Course Contents） 

本科目では、ユネスコのレポート『教育を再考する』を読み、授業内でその内容についてのプレゼンテーションや議論を行う。予習

として、受講者には文献の要約と気づきについて文書にまとめてもらう。こうした学習活動を通じて、教育や教師教育に関する国

際的な文脈で重要とされる諸概念が理解できるようになる。 

 

In this course, students read the UNESCO report "Rethinking Education" and make presentations and discussions about its 

findings in class. Students are required to summarize the text and describe their findings in writing as part of their own 

preparation for the course. These learning experiences help students understand the concepts that are important in the 

international context of education and teacher education. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. イントロダクション―本科目の目的、進め方について 

2. 教育実習を振り返る―リフレクション・ワークをやってみよう 

3. 教育を再考する（１）―前文・要旨・序章 

4. 教育を再考する（２）―第 1 章 持続可能な成長：鍵となる課題 

5. 教育を再考する（３）―第 2 章 ヒューマニズムの再興 

6. 教育を再考する（４）―第 3 章 複雑化する世界での教育政策の立案 

7. 教育を再考する（５）―第 4 章 教育は共通善か？ 

8. 教育を再考するための諸概念（１）―エージェンシー、シティズンシップ、レスポンシビリティ、アカウンタビリティ 

9. 教育を再考するための諸概念（２）―多様性、社会正義、エンパワメント、フレームワーク、ステークホルダー、プラットフォー

ム 

10. 教育を再考するための諸概念（３）―人権、ウェルビーイング、インクルージョン、エクスクルージョン、声 

11. 教育を再考するための諸概念（４）―コンピテンシー、生涯教育、ノン／インフォーマル教育、キャパシティ、功利主義、市

場、ヴァルネラビリティ 

12. 最終レポートの検討（１） 

13. 最終レポートの検討（２） 

14. まとめ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

・予習として、テキストを読み、要点と論点を文書にまとめること。担当する章のプレゼンテーションの準備をすること。 

・復習として、テキストを読み直したうえで、授業内でのディスカッションによって得られた教職や教育実践に関わる気づきをまとめ

ること。最終レポートに向けた準備を進めること。 
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成績評価方法・基準（Evaluation） 

最終レポート(Final Report)(40%)/プレゼンテーション(30%)/提出課題(30%) 

 

テキスト（Textbooks） 

1. 日本教師教育学会第 10 期国際研究交流部 百合田真樹人・矢野博之編訳著、2022、『ユネスコ・教育を再考するーグローバ

ル時代の参照軸ー』、学文社 (ISBN:9784762031960) 

テキストは第 3 回以降に使用するので、毎回各自が持参すること。 

 

参考文献（Readings） 

 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

・本科目は、グループワークや受講者によるプレゼンテーションを実施する。また、受講人数によっては、グループの中で、テキス

トの該当する箇所について全員でディスカッションを行う場合もある。 

・課題やプレゼンテーションについては、授業内でその都度フィードバックを行う。 

・本科目は教職に就くための必須の科目である。教育実習等やむを得ない事情以外の欠席及び遅刻がないように、留意するこ

と。なお、教育実習期間等に本授業が重なった場合は、必ず定められた形式での届け出をすること。 

 

注意事項（Notice） 
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■AF118 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／教職実践演習（小学校）ｃ 

(Practice Teaching Seminar(Primary Education) c) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
小学校教員に求められる資質及び能力の再確認 

担当者名 

（Instructor） 
秋保 惠子(AKIHO KEIKO) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
EDU4710 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

本講義では、受講生が、将来、教員になる上で、自己にとって何が課題であるかを自覚し、その課題の箇所についての知識や技

能を補い、定着を図ることを目標とする。 

 

The goal of this lecture is for students to discover their own tasks in becoming teachers in the future, and to overcome these 

tasks by reinforcing their knowledge and skills related to these tasks. 

 

授業の内容（Course Contents） 

本講義では、主に次の事項について取り扱うものとする。 

①教員として求められる使命感や責任感、教育的愛情等に関する事項 

②教員として求められる社会性や対人関係能力に関する事項 

③教員として求められる児童理解や学級経営等に関する事項 

④教員として求められる教科等の指導力に関する事項 

以上については、適宜、ロールプーレイング、事例研究、ゲストの現職教員経験者等との意見交換、グループワーク、現地調査

などに取り組む。 

 

This lecture will mainly deal with the following issues. 

(1) A sense of mission, responsibility, and educational love required of a teacher 

(2) Social skills and interpersonal skills required of a teacher 

(3) Understanding of children and classroom management required of a teacher 

(4) Teaching skills in subjects and other areas required of a teacher. 

The above will be addressed through role-playing, case studies, exchange of opinions with guest speakers, group work, and field 

surveys. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. オリエンテーション 教職実践演習の目的・意義 

2. ポートフォリオ（履修カルテ）に基づく自己評価と相互評価 

3. 自己評価・相互評価に基づく自己学習課題の設定 

4. 学校組織としての教員、同僚性のあり方 

5. 児童理解や学級経営のあり方 

6. 実践と理論の関係に関する議論：文献研究① 

7. 学校・家庭及び保護者・地域との連携のあり方 

8. 教科指導に関する知識や技能①   

9. 教科指導に関する知識や技能②（外部講師による） 

10. 自己学習課題に対応した調査・研究：実践研究・事例研究・文献研究 

11. 実践と理論の関係に関する議論：文献研究② 

12. 実践と理論の関係に関する議論：文献研究③ 

13. 自己学習課題に対応した研究発表、意見交換 

14. 自己学習課題に対応した研究発表、意見交換、事後の自己診断 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

・履修カルテに基づいて授業を展開する。秋学期授業開始前に履修カルテの記入を確実に行っておくこと。 

・各回の授業時間外の学習として、事前配布の文献等の講読、リフレクションの記述などが必要である。毎回の授業で課題を指

示する。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

最終レポート(40%)/演習参加態度・ロールプレーイング・提出物(60%) 
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テキスト（Textbooks） 

なし 

 

参考文献（Readings） 

1. デューイ、1957、『学校と社会』、岩波書店 (ISBN:9784003365229) 

『学校と社会』は、「実践と理論の関係に関する議論」の授業で使用するため、各自が持参すること。 

その他、必要に応じて紹介する。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

●本授業は教職に就くための必須の科目である。教育実習等止むを得ない事情以外の欠席及び遅刻のないようにとくに留意す

ること。なお、教育実習期間等に本授業の日程時程が重なった場合は定められた形式での必要な届け出を必ずすること。 

●外部講師の都合等で内容の順番が入れ替わったり変更したりすることがある。第 1 回目のオリエンテーションの授業で日程内

容等確認を必ずすること。また、教育実習等で出席できなかった場合、その回の内容を情報収集し、対応をとること。具体的な欠

席に対する処方はオリエンテーション時に連絡する。教育実習による欠席者に対する補講等の対応をする場合がある。  

 

注意事項（Notice） 
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■AF120 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／初等教育実習 

(Teaching Practices in Primary School) 

担当者名 

（Instructor） 

柏木 敦(KASHIWAGI ATSUSHI) 

秋葉 昌樹(AKIBA YOSHIKI) 

稲田 素子(INADA MOTOKO) 

小谷 由美(KOTANI YUMI) 

高橋 舞(TAKAHASHI MAI) 

伊藤 実歩子(ITO MIHOKO) 

渡辺 哲男(WATANABE TETSUO) 

和田 悠(WADA YU) 

有本 真紀(ARIMOTO MAKI) 

石黒 広昭(ISHIGURO HIROAKI) 

市川 誠(ICHIKAWA MAKOTO) 

稲垣 成哲(INAGAKI SHIGENORI) 

学期 

（Semester） 
通年(Full year) 

単位 

（Credit） 
６単位(6 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
EDU4740 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

教育実践を通して，学校とそれを取り巻く状況や児童への理解を深めるとともに，授業づくりの体験的学習を通して，教師として

の力量形成の第一歩とする。また教職への適性を最終的に見定める。 

 

Along with deepening their understanding of schools, the situations surrounding them and children, through education practice, 

students will also take the first steps toward developing proficiency as teachers through classes that develop their abilities. 

Also, students will ultimately judge their suitability for becoming teachers. 

 

授業の内容（Course Contents） 

教育実習は，事前指導，学校現場での教育実習，事後指導の 3つから成り立つ。 

事前指導では，指導担当教員との打合わせ，実習への心構えや諸注意に関する具体的な講義，現職教員による講話を予定して

いる。学校現場での教育実習は 4 週間とし，大学の担当教員は小学校に出向いて授業を参観，講評するなどを行う。事後指導

では，実習の振り返りと，教育問題についての講話を通して，各自の実習体験を対象化できるようにする。 

 

The teaching practicum is comprised of three parts: prior instruction, teacher practicum on-site at schools and follow-up 

instruction. 

In the prior instruction, students will meet with the instructing teacher in charge, have a specific lecture relating to practicum 

preparation and various points of caution, as well as attending a lecture from a current teacher. Students will have four weeks 

of teaching practicum on-site at a school, and the university instructor in charge will observe and evaluate their classes. In the 

follow-up instruction, students will reflect on the practicum, and through discussing education problems, each student’s 

practicum experience will be addressed. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 第１回事前指導－手続きの説明，実習担当教員との打合わせ 

2. 事前指導 

3. 第２回事前指導－実習の意義と位置づけ，児童理解・指導法などに関する講義 

4. 第３回事前指導－現職教員による講話 

5. 春学期教育実習 

6. 春学期教育実習 

7. 春学期教育実習 

8. 春学期教育実習 

9. 春学期事後指導 

10. 秋学期教育実習 

11. 秋学期教育実習 

12. 秋学期教育実習 

13. 秋学期教育実習 

14. 秋学期事後指導 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

授業外に指導を受けたり，近隣の学校訪問をしたりすることがある。 
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テキストをよく読んで理解しておくこと。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

実習レポート(40%)/各学校での教育実習の取り組み(60%) 

 

テキスト（Textbooks） 

『初等教育実習必携』『教育実習の記録』（大学から配布する） 

 

参考文献（Readings） 

 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

１．3 年次から既に事前指導が始まるのでそれらの授業にも必ず出席すること。 

２．事前事後指導，教育実習共に通常の授業以上の時間を必要とする。 

 

注意事項（Notice） 
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■AF121 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／音楽実技 １ａ 

(Music: Vocal and Instrument 1a) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
小学校音楽科指導のための音楽理論と実技 

担当者名 

（Instructor） 
有本 真紀(ARIMOTO MAKI) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
１単位(1 Credit) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
EDU3720 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

五線譜の読み方に習熟し、音程、音階、主要三和音まで理解する。各自の技能に応じたピアノ曲を練習し、共通教材を中心とし

た小学校教材曲の歌唱と伴奏を行う。 

 

Students will learn how to read staff notation, and understand musical intervals, major and minor scales, and chords. Students 

will perform small piano pieces and sing and accompany pieces from the elementary school course materials corresponding to 

their own abilities.  

 

授業の内容（Course Contents） 

理論と歌唱活動は一斉指導、ピアノは授業時間外に個別指導を行う。いずれも小学校の教材曲を中心に基礎的な知識・技能か

ら始めて、小学校での指導実践に生かすための音楽理論と実技を身につけられるよう指導する。 

 

Music theory and singing will be taught in a class setting. Piano lessons will be taught individually outside of class hours. 

Students will start learning this knowledge and these skills from the basic level, mainly focusing on pieces from elementary 

school course materials. Students will develop proficiency in music theory and techniques needed for elementary school 

classes. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 楽譜の特性、拍・リズム・テンポ、音符と休符 

2. 五線と音名、季節の歌唱教材 

3. 拍子、第１学年歌唱共通教材の歌唱 

4. 第 3 回までの補足、第 1 学年歌唱共通教材の伴奏 

5. 音程、季節の歌唱教材 

6. 長調の音階 

7. 短調の音階 

8. 調号、第２学年歌唱共通教材の伴奏 

9. 中間まとめ 

10. 和音の基礎知識 

11. 主要三和音と属七、季節の歌唱教材 

12. 五線譜に使われるいろいろな記号と音楽用語 

13. 楽典事項の復習、季節の歌唱教材 

14. まとめの課題 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

授業時間外に、ピアノの練習と個人レッスンの受講が必要です。その成果をみるために、学期途中に複数回の実技チェックを行

います。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

提出課題(15%)/実技レッスン・実技チェック(25%)/ペーパーテスト(30%)/実技テスト(30%) 

 

テキスト（Textbooks） 

1. 阪井恵・有本真紀他、2006、『五線譜の約束』、明星大学出版部 (ISBN:9784895491536) 

2. 阪井恵・有本真紀・津田正之編、2021、『新版 教員養成課程小学校音楽科教育法』（2022 改訂版）、教育芸術社 

(ISBN:9784877889692) 

3. 2021、『歌はともだち』（6 訂版）、教育芸術社 (ISBN:4520681210247) 

 

参考文献（Readings） 
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その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AF122 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／音楽実技 １ｂ 

(Music: Vocal and Instrument 1b) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
小学校音楽科指導のための音楽理論と実技 

担当者名 

（Instructor） 
有本 真紀(ARIMOTO MAKI) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
１単位(1 Credit) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
EDU3720 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

五線譜の読み方に習熟し、音程、音階、主要三和音まで理解する。各自の技能に応じたピアノ曲を練習し、共通教材を中心とし

た小学校教材曲の歌唱と伴奏を行う。 

 

Students will learn how to read staff notation, and understand musical intervals, major and minor scales, and chords. Students 

will perform small piano pieces and sing and accompany pieces from the elementary school course materials corresponding to 

their own abilities.  

 

授業の内容（Course Contents） 

理論と歌唱活動は一斉指導、ピアノは授業時間外に個別指導を行う。いずれも小学校の教材曲を中心に基礎的な知識・技能か

ら始めて、小学校での指導実践に生かすための音楽理論と実技を身につけられるよう指導する。 

 

Music theory and singing will be taught in a class setting. Piano lessons will be taught individually outside of class hours. 

Students will start learning this knowledge and these skills from the basic level, mainly focusing on pieces from elementary 

school course materials. Students will develop proficiency in music theory and techniques needed for elementary school 

classes. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 楽譜の特性、拍・リズム・テンポ、音符と休符 

2. 五線と音名、季節の歌唱教材 

3. 拍子、第１学年歌唱共通教材の歌唱 

4. 第 3 回までの補足、第 1 学年歌唱共通教材の伴奏 

5. 音程、季節の歌唱教材 

6. 長調の音階 

7. 短調の音階 

8. 調号、第２学年歌唱共通教材の伴奏 

9. 中間まとめ 

10. 和音の基礎知識 

11. 主要三和音と属七、季節の歌唱教材 

12. 五線譜に使われるいろいろな記号と音楽用語 

13. 楽典事項の復習、季節の歌唱教材 

14. まとめの課題 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

授業時間外に、ピアノの練習と個人レッスンの受講が必要です。その成果をみるために、学期途中に複数回の実技チェックを行

います。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

提出課題(15%)/実技レッスン・実技チェック(25%)/ペーパーテスト(30%)/実技テスト(30%) 

 

テキスト（Textbooks） 

1. 阪井恵・有本真紀他、2006、『五線譜の約束』、明星大学出版部 (ISBN:9784895491536) 

2. 阪井恵・有本真紀・津田正之編、2021、『新版 教員養成課程小学校音楽科教育法』（2022 改訂版）、教育芸術社 

(ISBN:9784877889692) 

3. 2021、『歌はともだち』（6 訂版）、教育芸術社 (ISBN:4520681210247) 

 

参考文献（Readings） 
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その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AF123 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／音楽実技 １ｃ 

(Music: Vocal and Instrument 1c) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
小学校音楽科指導のための音楽理論と実技 

担当者名 

（Instructor） 
有本 真紀(ARIMOTO MAKI) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
１単位(1 Credit) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
EDU3720 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

五線譜の読み方に習熟し、音程、音階、主要三和音まで理解する。各自の技能に応じたピアノ曲を練習し、共通教材を中心とし

た小学校教材曲の歌唱と伴奏を行う。 

 

Students will learn how to read staff notation, and understand musical intervals, major and minor scales, and chords. Students 

will perform small piano pieces and sing and accompany pieces from the elementary school course materials corresponding to 

their own abilities.  

 

授業の内容（Course Contents） 

理論と歌唱活動は一斉指導、ピアノは授業時間外に個別指導を行う。いずれも小学校の教材曲を中心に基礎的な知識・技能か

ら始めて、小学校での指導実践に生かすための音楽理論と実技を身につけられるよう指導する。 

 

Music theory and singing will be taught in a class setting. Piano lessons will be taught individually outside of class hours. 

Students will start learning this knowledge and these skills from the basic level, mainly focusing on pieces from elementary 

school course materials. Students will develop proficiency in music theory and techniques needed for elementary school 

classes. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 楽譜の特性、拍・リズム・テンポ、音符と休符 

2. 五線と音名、季節の歌唱教材 

3. 拍子、第１学年歌唱共通教材の歌唱 

4. 第 3 回までの補足、第 1 学年歌唱共通教材の伴奏 

5. 音程、季節の歌唱教材 

6. 長調の音階 

7. 短調の音階 

8. 調号、第２学年歌唱共通教材の伴奏 

9. 中間まとめ 

10. 和音の基礎知識 

11. 主要三和音と属七、季節の歌唱教材 

12. 五線譜に使われるいろいろな記号と音楽用語 

13. 楽典事項の復習、季節の歌唱教材 

14. まとめの課題 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

授業時間外に、ピアノの練習と個人レッスンの受講が必要です。その成果をみるために、学期途中に複数回の実技チェックを行

います。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

提出課題(15%)/実技レッスン・実技チェック(25%)/ペーパーテスト(30%)/実技テスト(30%) 

 

テキスト（Textbooks） 

1. 阪井恵・有本真紀他、2006、『五線譜の約束』、明星大学出版部 (ISBN:9784895491536) 

2. 阪井恵・有本真紀・津田正之編、2021、『新版 教員養成課程小学校音楽科教育法』（2022 改訂版）、教育芸術社 

(ISBN:9784877889692) 

3. 2021、『歌はともだち』（6 訂版）、教育芸術社 (ISBN:4520681210247) 

 

参考文献（Readings） 
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その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AF125 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／音楽実技 ２ａ 

(Music: Vocal and Instrument 2a) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
小学校音楽科指導のための音楽理論と実技 

担当者名 

（Instructor） 
有本 真紀(ARIMOTO MAKI) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
１単位(1 Credit) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
EDU3720 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

和音、コードネームを理解し、小学校教材曲の弾き歌いをする。声、リコーダー、各種打楽器等を用いたアンサンブルをする。 

 

Students will  understand chord names and learn how to sing and accompany pieces from the elementary school course 

materials. Students will perform using various instruments such as recorders and percussion instruments, sing and play them 

together.  

 

授業の内容（Course Contents） 

音楽理論、歌唱、リコーダー、打楽器の活動は一斉指導により、ピアノは授業時間外に個別指導を行う。いずれも音楽実技 1 で

の学習内容を発展、応用させ、小学校での指導実践に生かすための音楽理論と実技を身につけられるよう指導する。 

 

Music theory and singing, recorder and percussion activities will be taught in a class setting. Piano lessons will be taught 

individually outside of class hours.  Based on the content of  "music practice 1", students will develop proficiency in music 

theory and techniques needed for elementary school classes. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 長調および短調の音階と和音の復習、季節の歌唱教材 

2. 音階と和音の基礎練習、メジャーコード、ハ長調のコードネーム伴奏 

3. 音階と和音の基礎練習、マイナーコード、セブンスコード、ハ長調のコードネーム伴奏 

4. ハ長調のコードネーム伴奏、リコーダー教材、第３学年の歌唱共通教材 

5. ト長調のコードネーム伴奏、リコーダー教材、第４学年の歌唱共通教材 

6. ト長調のコードネーム伴奏、リコーダー教材、第５学年の歌唱共通教材 

7. ヘ長調のコードネーム伴奏、リコーダー教材、第６学年の歌唱共通教材 

8. ヘ長調のコードネーム伴奏、リコーダー教材、声のアンサンブル 

9. 短調のコードネーム伴奏、声のアンサンブル 

10. 短調のコードネーム伴奏、各種打楽器を含んだ教材 

11. リコーダーアンサンブル、鍵盤ハーモニカ、各種打楽器を含んだ教材 

12. リコーダーアンサンブル、打楽器アンサンブル 

13. 器楽合奏、合唱、歌唱共通教材まとめ 

14. まとめの課題 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

テキスト『五線譜の約束』第９章までを復習し、第１２章を読み、基本事項を理解する。 

時間外にピアノの練習を行い、レッスンを受ける。 

学期中に 1～2 回のピアノ（歌唱付）のチェックを行う。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

提出課題(15%)/実技レッスン・実技チェック(25%)/ペーパーテスト(30%)/実技テスト(30%) 

４回以上欠席した場合、Ｄ評価となります。 

 

テキスト（Textbooks） 

1. 阪井恵・有本真紀他、2006、『五線譜の約束』、明星大学出版部 (ISBN:4895491536) 

2. 阪井恵・有本真紀・津田正之編、2021、『新版 教員養成課程小学校音楽科教育法』（2022 改訂版）、教育芸術社 

(ISBN:9784877889692) 

3. 2021、『歌はともだち』（6 訂版）、教育芸術社 (ISBN:4520681210247) 

 

参考文献（Readings） 
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その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AF126 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／音楽実技 ２ｂ 

(Music: Vocal and Instrument 2b) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
小学校音楽科指導のための音楽理論と実技 

担当者名 

（Instructor） 
市川 恵(ICHIKAWA MEGUMI) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
１単位(1 Credit) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
EDU3720 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

和音、コードネームを理解し、小学校教材曲の弾き歌いをする。声、リコーダー、各種打楽器等を用いたアンサンブルをする。 

 

Students will  understand chord names and learn how to sing and accompany pieces from the elementary school course 

materials. Students will perform using various instruments such as recorders and percussion instruments, sing and play them 

together.  

 

授業の内容（Course Contents） 

音楽理論、歌唱、リコーダー、打楽器の活動は一斉指導により、ピアノは授業時間外に個別指導を行う。いずれも音楽実技 1 で

の学習内容を発展、応用させ、小学校での指導実践に生かすための音楽理論と実技を身につけられるよう指導する。 

 

Music theory and singing, recorder and percussion activities will be taught in a class setting. Piano lessons will be taught 

individually outside of class hours.  Based on the content of  "music practice 1", students will develop proficiency in music 

theory and techniques needed for elementary school classes. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 長調および短調の音階と和音の復習、季節の歌唱教材 

2. 音階と和音の基礎練習、メジャーコード、ハ長調のコードネーム伴奏 

3. 音階と和音の基礎練習、マイナーコード、セブンスコード、ハ長調のコードネーム伴奏 

4. ハ長調のコードネーム伴奏、リコーダー教材、第３学年の歌唱共通教材 

5. ト長調のコードネーム伴奏、リコーダー教材、第４学年の歌唱共通教材 

6. ト長調のコードネーム伴奏、リコーダー教材、第５学年の歌唱共通教材 

7. ヘ長調のコードネーム伴奏、リコーダー教材、第６学年の歌唱共通教材 

8. ヘ長調のコードネーム伴奏、リコーダー教材、声のアンサンブル 

9. 短調のコードネーム伴奏、声のアンサンブル 

10. 短調のコードネーム伴奏、各種打楽器を含んだ教材 

11. リコーダーアンサンブル、鍵盤ハーモニカ、各種打楽器を含んだ教材 

12. リコーダーアンサンブル、打楽器アンサンブル 

13. 器楽合奏、合唱、歌唱共通教材まとめ 

14. まとめの課題 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

テキスト『五線譜の約束』第９章までを復習し、第１２章を読み、基本事項を理解する。 

時間外にピアノの練習を行い、レッスンを受ける。 

学期中に 1～2 回のピアノ（歌唱付）のチェックを行う。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

提出課題(15%)/実技レッスン・実技チェック(25%)/ペーパーテスト(30%)/実技テスト(30%) 

４回以上欠席した場合、Ｄ評価となります。 

 

テキスト（Textbooks） 

1. 阪井恵・有本真紀他、2006、『五線譜の約束』、明星大学出版部 (ISBN:4895491536) 

2. 阪井恵・有本真紀・津田正之編、2021、『新版 教員養成課程小学校音楽科教育法』（2022 改訂版）、教育芸術社 

(ISBN:9784877889692) 

3. 2021、『歌はともだち』（6 訂版）、教育芸術社 (ISBN:4520681210247) 

 

参考文献（Readings） 
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その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AF127 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／音楽実技 ２ｃ 

(Music: Vocal and Instrument 2c) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
小学校音楽科指導のための音楽理論と実技 

担当者名 

（Instructor） 
有本 真紀(ARIMOTO MAKI) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
１単位(1 Credit) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
EDU3720 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

和音、コードネームを理解し、小学校教材曲の弾き歌いをする。声、リコーダー、各種打楽器等を用いたアンサンブルをする。 

 

Students will  understand chord names and learn how to sing and accompany pieces from the elementary school course 

materials. Students will perform using various instruments such as recorders and percussion instruments, sing and play them 

together.  

 

授業の内容（Course Contents） 

音楽理論、歌唱、リコーダー、打楽器の活動は一斉指導により、ピアノは授業時間外に個別指導を行う。いずれも音楽実技 1 で

の学習内容を発展、応用させ、小学校での指導実践に生かすための音楽理論と実技を身につけられるよう指導する。 

 

Music theory and singing, recorder and percussion activities will be taught in a class setting. Piano lessons will be taught 

individually outside of class hours.  Based on the content of  "music practice 1", students will develop proficiency in music 

theory and techniques needed for elementary school classes. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 長調および短調の音階と和音の復習、季節の歌唱教材 

2. 音階と和音の基礎練習、メジャーコード、ハ長調のコードネーム伴奏 

3. 音階と和音の基礎練習、マイナーコード、セブンスコード、ハ長調のコードネーム伴奏 

4. ハ長調のコードネーム伴奏、リコーダー教材、第３学年の歌唱共通教材 

5. ト長調のコードネーム伴奏、リコーダー教材、第４学年の歌唱共通教材 

6. ト長調のコードネーム伴奏、リコーダー教材、第５学年の歌唱共通教材 

7. ヘ長調のコードネーム伴奏、リコーダー教材、第６学年の歌唱共通教材 

8. ヘ長調のコードネーム伴奏、リコーダー教材、声のアンサンブル 

9. 短調のコードネーム伴奏、声のアンサンブル 

10. 短調のコードネーム伴奏、各種打楽器を含んだ教材 

11. リコーダーアンサンブル、鍵盤ハーモニカ、各種打楽器を含んだ教材 

12. リコーダーアンサンブル、打楽器アンサンブル 

13. 器楽合奏、合唱、歌唱共通教材まとめ 

14. まとめの課題 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

テキスト『五線譜の約束』第９章までを復習し、第１２章を読み、基本事項を理解する。 

時間外にピアノの練習を行い、レッスンを受ける。 

学期中に 1～2 回のピアノ（歌唱付）のチェックを行う。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

提出課題(15%)/実技レッスン・実技チェック(25%)/ペーパーテスト(30%)/実技テスト(30%) 

４回以上欠席した場合、Ｄ評価となります。 

 

テキスト（Textbooks） 

1. 阪井恵・有本真紀他、2006、『五線譜の約束』、明星大学出版部 (ISBN:4895491536) 

2. 阪井恵・有本真紀・津田正之編、2021、『新版 教員養成課程小学校音楽科教育法』（2022 改訂版）、教育芸術社 

(ISBN:9784877889692) 

3. 2021、『歌はともだち』（6 訂版）、教育芸術社 (ISBN:4520681210247) 

 

参考文献（Readings） 
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その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AF141 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／造形表現 １ａ 

(Art Education 1a) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
素材と環境から誘発される表現 

担当者名 

（Instructor） 
南雲 まき(NAGUMO MAKI) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
１単位(1 Credit) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
EDU3720 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

受講者自身が造形活動を体験することによって造形的な視点を身につける。行為を通し、子どもの成長や学びと造形表現との関

係について考える。何よりも、様々な素材や行為を通し、受講者自身が表現することの楽しさや意義を感じられることを目標とす

る。 

 

By experiencing children’s formative activities, the students obtain formative perspectives. Through these activities, the 

students delve into the relationship of children’s growth and learning with their formative expressions. Through various materials 

and activities, the course aims to let students know the fun and significance of expression by themselves. 

 

授業の内容（Course Contents） 

小学校「図画工作」の表現分野には「造形遊び」と「絵や立体、工作に表す活動」があり、そのすべての活動について体験を通し

て学んでいく。美術という営みが人間の生とどのように関わっているかについて考える。 

 

The elementary school’s Arts and Crafts lessons consist of “formative play” and “activities expressed in drawings, solid figures, 

and crafts” in the field of expression, and the students learn all of these activities through first-hand experiences.Students will 

consider the relationship between art and human life. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. ガイダンス 

2. 素材の特性を活かして 

3. 身近な素材からの造形－（１） 

4. 身近な素材からの造形－（２） 

5. 写し取る形（１） 

6. 写し取る形（２） 

7. 版に表す活動（１） 

8. 版に表す活動（２） 

9. 「造形遊び」と身体（１） 

10. 「造形遊び」と身体（２） 

11. 絵画（１） 

12. 絵画（２） 

13. 光を用いた造形 

14. 鑑賞と振り返り 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

毎回の活動を振り返り、半期の学びをまとめたポートフォリオを作成する。美術作品に限らず、身の回りの事象、自分を取り巻く

物質に関心をもち、能動的に関わる。また、美術、音楽、演劇鑑賞、読書など芸術に触れ、人間の表現活動についての考察を深

める。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

ポートフォリオ(40%)/リアクションペーパー(30%)/制作の取り組み(30%) 

 

テキスト（Textbooks） 

1. 文部科学省、2018、『小学校学習指導要領（平成 29 年告示）解説 図画工作編』、日本文教出版 (ISBN:4536590110) 

 

参考文献（Readings） 

1. 小松佳代子 編、2018、『美術教育の可能性: 作品制作と芸術的省察』、勁草書房 (ISBN:978-4326251254) 



 - 634 - 

2. OECD 教育研究革新センター、2016、『アートの教育学』、明石書店 (ISBN:978-4-7503-4430-0) 

3. 矢野智司、2006、『意味が躍動する生とは何か―遊ぶ子どもの人間学』、世織書房 (ISBN:978-4902163254) 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

文部科学省 HP：小学校学習指導要領（平成 29 年告示）解説 図画工作編 

https://www.mext.go.jp/component/a_menu/education/micro_detail/__icsFiles/afieldfile/2019/03/18/1387017_008.pdf 

 

注意事項（Notice） 
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■AF142 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／造形表現 １ｂ 

(Art Education 1b) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
素材と環境から誘発される表現 

担当者名 

（Instructor） 
南雲 まき(NAGUMO MAKI) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
１単位(1 Credit) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
EDU3720 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

受講者自身が造形活動を体験することによって造形的な視点を身につける。行為を通し、子どもの成長や学びと造形表現との関

係について考える。何よりも、様々な素材や行為を通し、受講者自身が表現することの楽しさや意義を感じられることを目標とす

る。 

 

By experiencing children’s formative activities, the students obtain formative perspectives. Through these activities, the 

students delve into the relationship of children’s growth and learning with their formative expressions. Through various materials 

and activities, the course aims to let students know the fun and significance of expression by themselves. 

 

授業の内容（Course Contents） 

小学校「図画工作」の表現分野には「造形遊び」と「絵や立体、工作に表す活動」があり、そのすべての活動について体験を通し

て学んでいく。美術という営みが人間の生とどのように関わっているかについて考える。 

 

The elementary school’s Arts and Crafts lessons consist of “formative play” and “activities expressed in drawings, solid figures, 

and crafts” in the field of expression, and the students learn all of these activities through first-hand experiences.Students will 

consider the relationship between art and human life. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. ガイダンス 

2. 素材の特性を活かして 

3. 身近な素材からの造形－（１） 

4. 身近な素材からの造形－（２） 

5. 写し取る形（１） 

6. 写し取る形（２） 

7. 版に表す活動（１） 

8. 版に表す活動（２） 

9. 「造形遊び」と身体（１） 

10. 「造形遊び」と身体（２） 

11. 絵画（１） 

12. 絵画（２） 

13. 光を用いた造形 

14. 鑑賞と振り返り 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

毎回の活動を振り返り、半期の学びをまとめたポートフォリオを作成する。美術作品に限らず、身の回りの事象、自分を取り巻く

物質に関心をもち、能動的に関わる。また、美術、音楽、演劇鑑賞、読書など芸術に触れ、人間の表現活動についての考察を深

める。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

ポートフォリオ(40%)/リアクションペーパー(30%)/制作の取り組み(30%) 

 

テキスト（Textbooks） 

1. 文部科学省、2018、『小学校学習指導要領（平成 29 年告示）解説 図画工作編』、日本文教出版 (ISBN:4536590110) 

 

参考文献（Readings） 

1. 小松佳代子 編、2018、『美術教育の可能性: 作品制作と芸術的省察』、勁草書房 (ISBN:978-4326251254) 
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2. OECD 教育研究革新センター、2016、『アートの教育学』、明石書店 (ISBN:978-4-7503-4430-0) 

3. 矢野智司、2006、『意味が躍動する生とは何か―遊ぶ子どもの人間学 』、世織書房 (ISBN:978-4902163254) 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

文部科学省 HP：小学校学習指導要領（平成 29 年告示）解説 図画工作編 

https://www.mext.go.jp/component/a_menu/education/micro_detail/__icsFiles/afieldfile/2019/03/18/1387017_008.pdf 

 

注意事項（Notice） 
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■AF145 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／造形表現 ２ａ 

(Art Education 2a) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
素材と環境から誘発される表現 

担当者名 

（Instructor） 
南雲 まき(NAGUMO MAKI) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
１単位(1 Credit) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
EDU3720 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

子どもの造形活動を受講者自身が体験しながら造形的な視点を身につける。行為を通し、子どもの成長や学びと造形表現との

関係について考える。何よりも、様々な素材や行為を通し、受講者自身が表現することの楽しさや意義を感じられることを目標と

する。 

 

By experiencing children’s formative activities, the students obtain formative perspectives. Through these activities, the 

students delve into the relationship of children’s growth and learning with their formative expressions. Through various materials 

and activities, the course aims to let students know the fun and significance of expression by themselves.  

 

授業の内容（Course Contents） 

小学校「図画工作」の表現分野には「造形遊び」と「絵や立体、工作に表す活動」があり、そのすべての活動について体験を通し

て学んでいく。美術という営みが人間の生とどのように関わっているかについて考える。 

 

The elementary school’s Arts and Crafts lessons consist of “formative play” and “activities expressed in drawings, solid figures, 

and crafts” in the field of expression, and the students learn all of these activities through first-hand experiences. Students will 

consider the relationship between art and human life. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. ガイダンス 

2. ワークショップ（１） 

3. ワークショップ（２） 

4. 空間をつくる（１） 

5. 空間をつくる（２） 

6. 環境と表現（１） 

7. 環境と表現（２） 

8. 造形と文化（１） 

9. 造形と文化（２） 

10. 造形と文化（３） 

11. 共同制作（１） 

12. 共同制作（２） 

13. アーティストとの造形活動 

14. 鑑賞と振り返り 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

毎回の活動を振り返り、半期の学びをまとめたポートフォリオを作成する。美術作品に限らず、身の回りの事象、自分を取り巻く

物質に関心をもち、能動的に関わる。また、美術、音楽、演劇鑑賞、読書など芸術に触れ、人間の表現活動についての考察を深

める。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

ポートフォリオ(40%)/リアクションペーパー(30%)/制作における取り組み(30%) 

 

テキスト（Textbooks） 

1. 文部科学省、2018、『小学校学習指導要領（平成 29 年告示）解説 図画工作編』、日本文教出版 (ISBN:4536590110) 

 

参考文献（Readings） 

1. 小松佳代子 編、2018、『美術教育の可能性: 作品制作と芸術的省察』、勁草書房 (ISBN:978-4326251254) 
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2. OECD 教育研究革新センター、2016、『アートの教育学』、明石書店 (ISBN:978-4-7503-4430-0) 

3. 矢野智司、2006、『意味が躍動する生とは何か―遊ぶ子どもの人間学 』、世織書房 (ISBN:978-4902163254) 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

文部科学省 HP：小学校学習指導要領（平成 29 年告示）解説 図画工作編 

https://www.mext.go.jp/component/a_menu/education/micro_detail/__icsFiles/afieldfile/2019/03/18/1387017_008.pdf 

 

注意事項（Notice） 
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■AF146 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／造形表現 ２ｂ 

(Art Education 2b) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
素材と環境から誘発される表現 

担当者名 

（Instructor） 
南雲 まき(NAGUMO MAKI) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
１単位(1 Credit) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
EDU3720 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

子どもの造形活動を受講者自身が体験しながら造形的な視点を身につける。行為を通し、子どもの成長や学びと造形表現との

関係について考える。何よりも、様々な素材や行為を通し、受講者自身が表現することの楽しさや意義を感じられることを目標と

する。 

 

By experiencing children’s formative activities, the students obtain formative perspectives. Through these activities, the 

students delve into the relationship of children’s growth and learning with their formative expressions. Through various materials 

and activities, the course aims to let students know the fun and significance of expression by themselves.  

 

授業の内容（Course Contents） 

小学校「図画工作」の表現分野には「造形遊び」と「絵や立体、工作に表す活動」があり、そのすべての活動について体験を通し

て学んでいく。美術という営みが人間の生とどのように関わっているかについて考える。 

 

The elementary school’s Arts and Crafts lessons consist of “formative play” and “activities expressed in drawings, solid figures, 

and crafts” in the field of expression, and the students learn all of these activities through first-hand experiences. Students will 

consider the relationship between art and human life. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. ガイダンス 

2. ワークショップ（１） 

3. ワークショップ（２） 

4. 空間をつくる（１） 

5. 空間をつくる（２） 

6. 環境と表現（１） 

7. 環境と表現（２） 

8. 造形と文化（１） 

9. 造形と文化（２） 

10. 造形と文化（３） 

11. 共同制作（１） 

12. 共同制作（２） 

13. アーティストとの造形活動 

14. 鑑賞と振り返り 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

毎回の活動を振り返り、半期の学びをまとめたポートフォリオを作成する。美術作品に限らず、身の回りの事象、自分を取り巻く

物質に関心をもち、能動的に関わる。また、美術、音楽、演劇鑑賞、読書など芸術に触れ、人間の表現活動についての考察を深

める。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

ポートフォリオ(40%)/リアクションペーパー(30%)/制作における取り組み(30%) 

 

テキスト（Textbooks） 

1. 文部科学省、2018、『小学校学習指導要領（平成 29 年告示）解説 図画工作編』、日本文教出版 (ISBN:4536590110) 

 

参考文献（Readings） 

1. 小松佳代子 編、2018、『美術教育の可能性: 作品制作と芸術的省察』、勁草書房 (ISBN:978-4326251254) 
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2. OECD 教育研究革新センター、2016、『アートの教育学』、明石書店 (ISBN:978-4-7503-4430-0) 

3. 矢野智司、2006、『意味が躍動する生とは何か―遊ぶ子どもの人間学 』、世織書房 (ISBN:978-4902163254) 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

文部科学省 HP：小学校学習指導要領（平成 29 年告示）解説 図画工作編 

https://www.mext.go.jp/component/a_menu/education/micro_detail/__icsFiles/afieldfile/2019/03/18/1387017_008.pdf 

 

注意事項（Notice） 
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■AF149 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

抽選登録／体育実技 

(Physical Education) 

担当者名 

（Instructor） 
安松 幹展(YASUMATSU MIKINOBU) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
EDU3720 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
2015 年度以前入学者のみ履修可 

 

授業の目標（Course Objectives） 

この授業では，小学校で実施する運動種目を扱いながら，それぞれの種目内容および教授法を理解する。また，児童の発育・発

達に応じて，楽しく運動に親しみながら健康と体力の向上を目指した体育教育の指導法を学習することを目標とする。 

 

In this class, while dealing with the types of exercise used in elementary schools, students will understand the contents and 

teaching methods of various sports events. Also, the class aims to help students learn instructional methods for physical 

education classes that improve pupils’ health and physical strength while familiarizing them with fun exercises appropriate for 

pupil growth and development. 

 

授業の内容（Course Contents） 

体育指導要領の「適切な運動の経験と健康・安全についての理解を通して，生涯にわたって運動に親しむ資質や能力の基礎を

育てるとともに健康の保持増進と体力の向上を図り，楽しく明るい生活を営む態度を育てる」ことを実技を通して理解する。また，

「心と体を一体としてとらえて健全な成長を促す」という基本方針にくわえて「スポーツパーソンシップ」に関しても学習しながら体

育授業の心構えと指導法の技術，知識を身につける。基本的には，２時限の授業で１〜２種目の運動種目を取り上げ，その種目

の内容と練習方法を含めた教授法についての実技となる。また，池袋キャンパスで実施不可能な種目は，新座キャンパスや立教

小学校の施設を利用して行う場合がある。 

 

Students will come to understand the physical education curriculum’s tenet of "through proper exercise experience and 

understanding of health and safety, ... develop basic qualities and the abilities to participate in enjoyable physical activity 

throughout their lives, maintain and improve their health and fitness and cultivate an appropriate attitude towards leading a 

pleasant and happy life" through practical experience. Also, adding to the basic principle of "promote healthy growth of pupils 

'by considering physical and mental aspects in an integrated manner'," students will also become competent in preparation, 

teaching method techniques and knowledge of physical education classes while studying about “sportspersonship.” Basically, 

one or two sport(s) will be taken in every two periods of the class. Practical experiences including contents and practice 

methods concerning such sport(s) will also be taken in the classes. Also, there are some events that cannot be held at the 

Ikebukuro Campus that will be conducted at the Niiza Campus or using Rikkyo Elementary School facilities. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 準備体操とストレッチング・アイスブレイク（鬼遊び） 

2. 体つくり運動系（縄跳び・動きつくり・ボール遊び） 

3. 運動遊び（一輪車・ジャグリング・バランスボール・ボルダリング）・器械運動系 1（鉄棒） 

4. 陸上競技系（かけっこ・リレー・ハードル走・跳躍） 

5. 表現運動系（表現リズム遊び・フォークダンス） 

6. ボール運動系室内ゴール型 1（バスケットボール・ハンドボール） 

7. ボール運動系室内ネット型 1（プレルボール・バレーボール） 

8. ボール運動系室内ネット型 2（バドミントン・インディアカ・バドポン） 

9. ボール運動系屋外ネット型（テニス）・屋外ゴール型（サッカー・フットサル） 

10. ボール運動系室内ゴール型 2（ユニホック・アルティメット・フラッグフットボール） 

11. ボール運動系ベースボール型 

12. 器械運動系 2（マット運動・跳び箱・組体操） 

13. 水泳運動系 1（ウォーター・エクササイズ・着衣泳） 

14. 水泳運動系 2（４泳法・水球） 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

授業で扱う運動種目の内容やルールについて，各自が事前に予習してくること。また，毎回運動が出来る服装，靴に着替えて集

合すること。施設は主にポール・ラッシュ・アスレチックセンターを利用する予定。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

授業への参加態度(70%)/それぞれの運動種目の理解(30%) 
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テキスト（Textbooks） 

なし 

 

参考文献（Readings） 

1. 文部科学省、2015、『小学校学習指導要領解説 体育編』、東洋館出版社 (ISBN:978-4491031613) 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AF154 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／理科教育法 b 

(Teaching Methods: Sciences b) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
小学校理科の指導法 

担当者名 

（Instructor） 
稲垣 成哲(INAGAKI SHIGENORI) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
EDU3700 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

①小学校理科教育における学習指導法について理解し、授業設計のための基本事項を修得する。 

②情報機器および教材の活用についての基礎的・基本的事項を理解し、その活用法を修得する。 

③学習指導案を作成し、その指導案に基づいた模擬授業を実施することで、授業構想力ならびに指導力を養う。 

 

The goals of this lecture are as follows. 

(1) To understand learning and teaching methods in elementary school science education, and to acquire basic knowledge for 

designing classes. 

(2) To understand the basics and fundamentals of using information devices and teaching materials, and to master how to use 

them. 

(3) To develop the ability to design lessons by creating a study plan and conducting a mock class based on the plan. 

 

授業の内容（Course Contents） 

本講義では、初等教育における理科に関わる指導法について解説する。昨今、注目されている情報機器及びデジタルコンテンツ

の活用についても検討する。本授業では、アクティブ・ラーニングの視点を取り入れ、模擬授業を実施するとともに、受講生のグル

ープワークや討論の機会を数多く設ける。 

 

In this lecture, teaching methods related to science in elementary education will be explained. The use of information devices 

and digital contents will also be discussed. In this lecture, the perspective of active learning will be incorporated, and mock 

classes will be conducted, as well as many opportunities for group work and discussion among the students. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. オリエンテーション 小学校における理科の学習指導法 

2. 小学校理科における現状：全国学力・学習状況調査の結果から  

3. 小学校理科における実験観察：基礎的な実験観察器具の使用法（1） 

4. 小学校理科における実験観察：基礎的な実験観察器具の使用法（2） 

5. 小学校理科における学習指導案作成の基礎：教科書比較 

6. 小学校理科における学習指導案作成の基礎：教科書比較を踏まえた討論 

7. 小学校理科における学習指導案作成の実際：ゲスト講師による指導案作成のポイント 

8. 小学校理科における学習指導案作成の実際：グループワークによる指導案の作成（1）デジタルコンテンツ等の活用を含む 

9. 小学校理科における模擬授業の実施（1） 

10. 小学校理科における学習指導案作成の実際：グループワークによる指導案の作成（2）デジタルコンテンツ等の活用を含む 

11. 小学校理科における模擬授業の実施（2） 

12. 小学校理科における学習指導案作成の実際：グループワークによる指導案の作成（3）デジタルコンテンツ等の活用を含む 

13. 小学校理科における模擬授業の実施（3） 

14. 全体のまとめ（最終レポート） 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

授業時間外の学習に関する指示は、必要に応じて別途指示する。 

模擬授業指導案の作成は、授業時間外に予習として行うことがある。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

提出物（模擬授業指導案など）(40%)/リアクションぺーパー(20%)/その他の提出物(10%)/最終レポート(Final Report)(30%) 

2/3 以上の出席をしていない場合は、単位修得不可。 

 

テキスト（Textbooks） 

文部科学省の小学校学習指導要領解説 理科編はダウンロード可能である。 
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その他、適宜指示する。 

 

参考文献（Readings） 

適宜、指示する。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

・初回のオリエンテーション時にシラバスの変更点などを指示することがある。 

・PowerPointを使用した講義形式で、映像資料や現物資料などを適宜活用する。 

・アクティブラーニングを取り入れ、模擬授業や演習などを適宜行うことがある。 

・模擬授業は可能な限り全員が実施できるように計画する（受講生の人数に依存するが）。 

・遠隔のゲストスピーカーを招待する計画があるが現在は未定である。 

・シラバスは受講生の数などに応じて、若干の変更があるかもしれない。  

 

注意事項（Notice） 
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■AF158 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／図画工作科教育法ｂ 

(Teaching Methods: Painting and Handwork b) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
自らが表現者として図画工作科教育に関わろうとする。 

担当者名 

（Instructor） 
南雲 まき(NAGUMO MAKI) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
EDU3700 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

造形表現への理解をもとに、子どもの関心や実態に即した活動を計画することができるようになる。自ら教材研究を通して豊かで

多様な表現を誘発する働きかけを模索する姿勢を身につける。 

 

The students will be able to plan activities in line with children’s interests and realities based on their understanding of 

formative expressions. The students acquire an attitude in which they prioritize children’s physicality and pursue ways to bring 

out rich and diverse expressions from children by studying teaching materials. 

 

授業の内容（Course Contents） 

小学校学習指導要領をもとに、領域「表現」、「鑑賞」、「共通事項」と各学年の目標と内容について学びながら、受講者が自ら指

導計画を立て、模擬授業を行う。教材研究、学習指導要領の書き方、年間指導計画の立て方、評価方法等についても学んでい

く。 

 

Based on the Elementary School Curriculum Guidelines, the students learn about the learning arenas of “expression”, 

“appreciation”, and “common matters”, as well as the goals and study contents set up for respective school year. Then, they 

independently prepare a teaching plan and organize a mock lesson. The students also learn about how to study teaching 

materials, write curriculum guidelines, establish annual teaching plans, and assess children’s progress. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. ガイダンス「初等教育における図画工作科の変遷」  

2. 領域「表現」について 

3. 領域「鑑賞」について 

4. 学習指導案の作成と教材研究について 

5. 学習指導案の立案「造形遊び」 

6. 個人の指導案をもとに低学年、中学年、高学年のグループに分かれて学習指導案の立案 

7. 低学年、中学年、高学年のグループに分かれて学習指導案の改善 

8. 低学年、中学年、高学年のグループに分かれて教材研究 

9. 低学年、中学年、高学年のグループに分かれての授業提案と模擬授業 

10. 学習指導案の立案「絵や立体・工作」 

11. 学習指導案の改善 

12. 授業提案と模擬授業（１） 

13. 授業提案と模擬授業（２） 

14. 授業提案と模擬授業（３）年間指導計画の作成 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

図画工作科の学習指導計画立案においては、立案者がその素材や用具、活動の指導ができることが必要である。また、その活

動を通して子どもたちがどのような点に関心をもち、楽しさを感じるか、体験を通して理解することが必要である。そのため、授業

外でも教材研究を通して計画の改善を図ること。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

学習指導案（造形遊び）、学習指導案（絵や立体・工作）(20%)/模擬授業（集団）、模擬授業（個人）(20%)/リアクションペーパー

(20%)/模擬授業の振り返り(20%)/年間指導計画(20%) 

 

テキスト（Textbooks） 

1. 文部科学省、2018、『小学校学習指導要領（平成 29 年告示）解説 図画工作編』、日本文教出版 (ISBN:4536590110) 

 



 - 646 - 

参考文献（Readings） 

1. 小松佳代子 編、2018、『美術教育の可能性: 作品制作と芸術的省察』、勁草書房 (ISBN:978-4326251254) 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AF161 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／国語科教育法ａ 

(Teaching Methods: Japanese Language a) 

担当者名 

（Instructor） 
秋保 惠子(AKIHO KEIKO) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
EDU3700 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

 小学校国語科における授業の目標や内容を理解し、学習指導理論を踏まえて具体的な授業場面を想定した授業設計を行う方

法を身につける。 

 

 Students will understand class objectives and content of elementary school Japanese classes, and become competent with 

arranging classes appropriate to various specific learning settings based on learning instruction theory. 

 

授業の内容（Course Contents） 

 前半は、小学校学習指導要領に示された国語科の目標や内容、国語科の背景となる学問領域との関係を理解する。後半は学

習指導案作りのポイントを学んだ後、指導案を作成し模擬授業に取り組む。模擬授業を行った翌週はリフレクションを行い、授業

改善のための視点を身につける。その際の集団による考察・議論・発表などには主体的に臨む。 

 

 In the first half of the class, students will understand the relationships between the objectives and content of Japanese 

language class, which are described in the elementary school curriculum guidelines, and the academic discipline behind 

Japanese classes. In the second half of the class, after students have learned the class planning method points, they will carry 

out mock classes they have planned. The week after the mock classes are conducted, students will reflect and become familiar 

with perspectives regarding class improvement. The group consideration, discussion and presentations at that time will be 

examined subjectively. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. オリエンテーション 

2. 学習指導要領における国語科の目標と内容、全体構造の理解と批判的検討 

3. 学習者の実態を視野に入れた授業づくりと国語科授業の評価 

4. 国語科の背景となる学問領域との関係、学習指導案作成のポイント 

5. 模擬授業（1：低学年文学教材）とそのリフレクション 

6. 模擬授業（2：中学年文学教材）とそのリフレクション 

7. 模擬授業（3：高学年文学教材）とそのリフレクション 

8. 模擬授業（4：低学年説明文教材）とそのリフレクション 

9. 模擬授業（5：中学年説明文教材）とそのリフレクション 

10. 模擬授業（6：高学年説明文教材）とそのリフレクション 

11. 模擬授業（7：その他の言語事項など）とそのリフレクション 

12. 模擬授業（8：その他の言語事項など）とそのリフレクション 

13. 国語科授業における情報機器の効果的な活用、書写指導のポイント 

14. 授業のまとめ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

模擬授業担当回の学習指導案提出は必須。児童役の学生も当該教材を事前に読み込んでおくこと。自分ならばどう授業するか

をイメージして授業に臨むこと。授業終了後はリフレクションペーパーを記入してもらう。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

レポート試験(Report Exam)(50%)/授業中、前後に提出する課題(50%) 

欠席が 4 回になった時点で D 評価となる。出席と平常点については初回の授業で詳細を説明する。 

 

テキスト（Textbooks） 

1. 文部科学省、2018、『小学校学習指導要領解説 国語編』、東洋館出版社 (ISBN:9784491034621) 

テキストは必ず購入のこと。 

 

参考文献（Readings） 

1. 澤本和子・授業リフレクション研究会編、2016、『国語科授業研究の展開』、東洋館出版社 (ISBN:9784491032023  ) 

2. 森山卓郎編著、2016、『コンパクトに書く国語科授業モデル : 書けない子も書けるようになる!』、明治図書 
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(ISBN:9784182214257) 

3. 渡辺哲男ほか編、2019、『言葉とアートをつなぐ教育思想』、晃洋書房 (ISBN:9784771031623) 

4. 秋保惠子著、2015、『大正新教育と〈読むこと〉の指導：奥野庄太郎の国語科教育』、溪水社 (ISBN:9784863272828) 

その他の参考文献は授業中に紹介する。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AF162 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／社会科教育法ａ 

(Teaching Methods: Social Studies a) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
子どもが主役になる社会科授業の創造 

担当者名 

（Instructor） 
小薗 崇明(KOZONO TAKAAKI) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
EDU3700 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

1)小学校社会科の意義や目標、学習内容について学習指導要領に即して理解する。 

2)一方で社会科の背景となっている社会科学の思想と方法に依拠し、他方で民主主義社会を担う主体を形成する社会科の本旨

に従った教材研究や授業開発ができるようになる。 

3)子どもが学習者として主体性を発揮できる社会科の授業方法について習熟する。 

 

1) Students will acquire a basic understanding of purpose, goal, and content of elementary school Social Studies classes in line 

with government course guidelines. 

2) Students will be able to research teaching materials and to make lesson plans of elementary school Social Studies, by 

building on the ideas and methods of social science, the backbone of Social Studies, and by conforming to the principle of the 

subject which is to bring up citizens supporting democratic society. 

3）Students will master a teaching method of elementary school Social Studies in which children can take the initiative.  

 

授業の内容（Course Contents） 

小学校の社会科教育に関する理論的・実践的諸問題を考察し、指導計画から評価を含む指導法の実際を体験的に学ぶ。  

 

Students will consider theoretical and practical issues relating to Social Studies in elementary schools and will learn 

instructional methods through actual experiences including instruction plans and evaluations.  

 

授業計画（Course Schedule） 

1. イントロダクション：小学校社会科の授業と教師像の転換 

2. 小学校社会科の目標と学習内容 

3. 指導案と模擬授業のサンプル① 

4. 指導案と模擬授業のサンプル②  

5. 指導案と模擬授業のサンプル③  

6. 小学校社会科教育実践の分析① 

7. 小学校社会科教育実践の分析②  

8. 学生による模擬授業①  

9. 学生による模擬授業② 

10. 学生による模擬授業③  

11. 学生による模擬授業④ 

12. 学生による模擬授業⑤  

13. 社会科授業の学力と評価 

14. 社会科授業における情報機器の効果的な活用  

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

授業の性格上、履修者は予習が不可欠である。授業を通じて与えられる課題に誠実に向き合い、時間をかけて取り組むこと。ま

た、文部科学省の Webサイトにアクセスし、「学習指導要領」をはじめとして、社会科教育に関する情報を入手し、自主的に理解

を深めておくこと。その他、授業時間外の学習に関する指示は、必要に応じて別途指示する。  

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

レポート試験(Report Exam)(60%)/授業内で出題する課題小レポート(40%) 

なお、欠席回数が 3 回を超えたものについては D 評価とする。立教大学はいわゆる公欠制度を認めていない。この点について

は留意されたい。 

 

テキスト（Textbooks） 

なし 
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参考文献（Readings） 

1. 小薗崇明・渡辺哲郎・和田悠（編著）千葉県歴史教育者協議会編集協力、2019、『子どもとつくる平和の教室』、はるか書房 

(ISBN:4434256327) 

授業内で随時紹介する。歴史教育者協議会編『歴史地理教育』（立教大学図書館に配架）も積極的に利用されたい。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AF163 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／算数科教育法ａ 

(Teaching Methods: Mathematics a) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
小学校算数科の教材と指導法 

担当者名 

（Instructor） 
奥山 貴規(OKUYAMA TAKANORI) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
EDU3700 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

1) 小学校算数科で指導する内容とその意義を理解し，その指導と評価の在り方を知る。 

2) 算数科の指導と評価の実践から，児童理解を深める。 

 

1) Students will understand teaching methods and their significance for elementary school math classes, and know about the 

relevant instruction and evaluation methods. 

2) Students will deepen their understanding of pupils from practical instruction and evaluation of math classes. 

 

授業の内容（Course Contents） 

前半は，算数の指導の内容や方法を理解する。後半は，学習指導案を作るポイントを学ぶ。 

 

In the first half of the class, students will understand math instruction contents and methods. In the second half of the class, 

students will learn the methods of class planning. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. オリエンテーション(講義の進め方，算数科の目標と領域の構成) 

2. Ａ「数と計算」領域の教材と指導及び留意点①〜整数・小数・分数〜 

3. Ａ「数と計算」領域の教材と指導及び留意点②〜加法・減法〜 

4. Ａ「数と計算」領域の教材と指導及び留意点③〜乗法〜 

5. Ａ「数と計算」領域の教材と指導及び留意点④〜除法〜 

6. Ｂ「図形」領域の教材と指導及び留意点①〜平面図形〜 

7. Ｂ「図形」領域の教材と指導及び留意点②〜立体図形〜 

8. Ｂ「図形」領域の教材と指導及び留意点③〜算数作品作り〜 

9. Ｃ「測定」「変化と関係」領域の教材と指導及び留意点①〜測定〜 

10. Ｃ「測定」「変化と関係」領域の教材と指導及び留意点②〜変化と関係〜 

11. Ｄ「データの活用」領域の教材と指導及び留意点①〜表とグラフ〜 

12. 算数パズル・ゲームの紹介〜立教小学校視聴覚教室にて〜 

13. 算数の教材・教具の紹介〜立教小学校視聴覚教室にて〜 

14. 算数科における ICT機器の利用について〜立教小学校視聴覚教室にて〜 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

『小学校学習指導要領〈平成２９年告示〉解説 算数編』の該当箇所を読み，内容を理解する。そして，授業で扱った教材や算数

教科書(検定教科書)で扱われている教材を分析し，授業者の視点でそれらの教材を用いた授業展開を具体的に考えてみる。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

リアクションペーパー(40%)/授業内に指示した提出物(作品や小レポート)(30%)/レポート(学習指導案)の作成(30%) 

欠席が 4 回以上の場合は，単位習得不可。 

 

テキスト（Textbooks） 

テキストは使用せず，講義時に資料を配布する。 

 

参考文献（Readings） 

1. 文部科学省、2018、『小学校学習指導要領〈平成２９年告示〉解説 算数編』、日本文教出版 (ISBN:9784536590105) 

講義の中で，随時紹介する。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

PowerPointを使用した講義形式で，板書や現物資料，映像資料なども適宜活用する。 

講義では，はさみを使用することが多いので、常時準備すること。 
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また，算数作品作りや教材作成のために，三角定規・分度器・コンパス・はさみ・のり・色鉛筆を使用する。それらを使用する際は

授業前に連絡するので、各自用意すること。 

 

注意事項（Notice） 
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■AF164 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／生活科教育法ａ 

(Teaching Methods: Life Environmental Studies a) 

担当者名 

（Instructor） 
伊藤 実歩子(ITO MIHOKO) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
EDU3700 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

生活科における教育目標、育成を目指す資質・能力を理解し、学習指導要領に支援された生活科の学習内容について背景とな

る学問領域と関連させて理解を深めるとともに、さまざまな学習指導理論を踏まえて具体的な授業場面を想定した授業設計を行

う方法を身に付ける。 

 

Students will understand class objectives and content of elementary school Life Environmental studies classes, and become 

competent in arranging classes appropriate to various specific learning settings based on learning instruction theory.  

 

授業の内容（Course Contents） 

前半は、学習指導要領に示された生活科の目標や内容、生活科の背景となる学問領域との関係を理解する。その後は、学習指

導案作りのポイントを学んだ後、指導案を作成し模擬授業の取り組む。模擬授業を行った翌週はリフレクションを行い、授業改善

のための視点を身につける。  

 

In the first half of the class, students will understand the relationships between the class objectives and content laid out by the 

elementary school curriculum guidelines and the academic discipline behind Life Environmental Studies classes. After that, once 

students have learned the class planning method points, they will carry out mock classes they have planned. The week after the 

mock classes are conducted, students will reflect and become familiar with perspectives regarding class improvement.  

 

授業計画（Course Schedule） 

1. オリエンテーション：生活科のイメージ 

2. 学習指導要領における生活科の目標と内容、全体構造の理解 

3. 生活科授業をどう評価するか 

4. 生活科の背景となる学問領域と教材研究 

5. 学習者の実態を視野に入れた授業づくりをどのように行えばよいか 

6. 指導案作成の方法：目標・内容・方法・評価 

7. 指導案作成と模擬授業（１）学校、家庭及び地域の生活に関する内容 

8. 前回の模擬授業のリフレクション 

9. 指導案作成と模擬授業（２）身近な人々、社会及び自然と関わる活動に関する内容 

10. 前回の模擬授業のリフレクション 

11. 指導案作成と模擬授業（３）自分自身の生活や成長に関する内容 

12. 前回の模擬授業のリフレクション 

13. 生活科の授業改善とカリキュラム編成 

14. 生活科授業における情報機器の効果的な活用 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

本科目では、実際に自分で調査などを行うことを求めるものになるため、授業時間外の学習時間は多くなることに留意すること。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

授業内レポート(30%)/授業内レポート(30%)/授業内レポート(40%) 

 

テキスト（Textbooks） 

なし 

 

参考文献（Readings） 

 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

授業の進行に伴って、オンライン利用での授業を数回予定している。詳細は事前に授業内で連絡する。 

 

注意事項（Notice） 
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■AF165 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／家庭科教育法ａ 

(Teaching Methods: Home Economics a) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
小学校家庭科教育法－教科理解と指導法 

担当者名 

（Instructor） 
増茂 智子(MASUMO TOMOKO) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
EDU3700 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

小学校における家庭科教育の指導に必要な知識と技能を習得し、児童・生徒の生きる力を育む教科「家庭」の魅力を探りなが

ら、授業を創造する力を身につけることを目指す 

 

Students will acquire the necessary knowledge and skills for home economics classes in elementary schools, and aim to become 

competent in class creation while deepening the appeal of the subject of home economics which develops life skills in pupils and 

students. 

 

授業の内容（Course Contents） 

前半は小学校家庭科教育の目標、内容、指導計画および学習指導案の作成方法、評価等について概説する。関連して児童を取

り巻く生活課題に気づき、生きる力を身につけるための家庭科教育の果たす役割や可能性について検討していく。一方小学校家

庭科の指導で必要とされる技能面の習得もめざしていく。そのため、後半は可能な限り体験学習（裁縫・ミシン縫いと製作活動、

調理実習等）も取り入れ、実習題材の教材研究を深めていく。また同時に模擬授業も多く取り入れながら授業創造力を培っていく

予定である。 

 

Students will have an overview of the academic objectives, contents, instruction plan and lesson plan construction, and 

evaluation, etc., of elementary school home economics classes. Students will become aware of lifestyle issues affecting pupils, 

and consider their role and the possibilities of home economics education in developing pupils’ life skills. Meanwhile, students 

will aim to acquire the technical aspects necessary for teaching elementary school home economics classes. For that purpose, 

as much as possible, the class will incorporate learning through experiences (garment making, textiles and cooking, etc.). 

Students will deepen their material research of practical learning materials, and take part in numerous mock lessons which are 

planned for the class. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. ガイダンス（家庭科を学ぶ意義、授業予定等） 模擬授業のグループ決めも予定 

2. 家庭科の目標・内容について （学習指導要領の確認） 他 

3. 家庭科の学習指導、教材・教具と指導法、ICTの活用について 他 

4. 家庭科の指導計画、学習指導案の作成と評価について 他 

5. 領域 A 家族・家庭生活の学習内容と指導の工夫について 

領域 C 消費生活・環境の学習内容と指導の工夫について 

6. 領域 B 衣食住の生活に関する学習内容と指導の工夫について 

7. 衣生活領域 実習教材の検討①（基礎縫いの知識と技能及び指導における留意点－講義と実習） 

8. 衣生活領域 実習教材の検討②（生活を豊かにするものの製作－実習） 

9. 食生活領域 実習教材の検討①（調理の基礎としての知識と技能及び指導における留意点－講義のみ） 

10. 授業研究 教材研究をメインにした模擬授業①領域 A家族・家庭生活、振り返り研究協議 

11. 授業研究 教材研究をメインにした模擬授業②領域 B衣食住の生活、振り返り研究協議 

12. 授業研究 教材研究をメインにした模擬授業③領域 C消費生活・環境、振り返り研究協議 

13. 授業研究 導入の工夫に注目した個人模擬授業（一人ずつの発表）とここまでの学習のまとめ （調理実習に向けての確

認） 他 

14. 食生活領域 実習教材の検討②（炊飯とみそ汁作りをメインにした 1 食分献立調理－実習） 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

模擬授業に向けた教材研究、学習指導案の作成及び教材教具の準備はグループの場合と個人の場合の 2 つのタイプを実施す

るが、それぞれにおいてしっかり取り組んでほしい。 

また実習授業に向けて、衣生活領域の作品製作のための計画と授業内で完成できなかった場合の授業時間外での補習。さらに

食生活領域の調理実習のための計画/献立作成と材料の調達（買い物学習）等。授業時間内ではカバーできないため、授業時

間外学習にも積極的に取り組んでほしい。 
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成績評価方法・基準（Evaluation） 

学習指導案の作成と模擬授業・発表(35%)/実習教材への取り組みと提出物（作品・小レポート等）(35%)/授業内確認小テスト(30%) 

 

テキスト（Textbooks） 

1. 文部科学省、2018、『小学校学習指導要領解説家庭編』、東洋館出版社 (ISBN:9784491034669) 

 

参考文献（Readings） 

1. 池﨑喜美惠編著、2020、『小学校指導法 家庭』、玉川大学出版部 (ISBN:9784472405815) 

2. 浜島京子他著、2020、『新しい家庭 5・6』、東京書籍出版 

3. 鳴海多惠子、2020、『わたしたちの家庭科 小学校 5・6』、開隆堂出版 

4. 生活の学びの研究会、2021、『生活からはじめる教育 コロナ禍が教えてくれたこと』、開隆堂出版 (ISBN:9784304021848) 

小学校家庭科教科書は 2 社から発行されている。購入可能であればこれら小学校の教科書も入手しておくとよい。また、家庭科

指導法や教育法全体を通し、よりどころとなる書籍があると予習復習の際にも参考になる。その他の文献は授業時に紹介したい

と考えている 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

①対面授業であることを生かし、授業時での直接対話を重視する。ただし、授業の補足等で連絡が必要になった場合は「立教時

間」を用いておこなうこととする。 

②原則として、授業開始時に点呼にて出席をとる予定である。 

③実習等や自身が担当する模擬授業時は欠席のないように体調管理にも気をつけ参加してほしい。 

 

注意事項（Notice） 
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■AF166 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／音楽科教育法ａ 

(Teaching Methods: Music a) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
小学校音楽科教育法 

担当者名 

（Instructor） 
有本 真紀(ARIMOTO MAKI) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
EDU3700 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

小学校の音楽科教育に関する理論的・実践的諸問題を考察し，指導計画から評価を含む指導法の実際を体験的に学ぶ。 

 

Students will consider theoretical and practical issues relating to music education in elementary schools, and students will learn 

instructional methods including instruction plans and evaluations through actual experiences. 

 

授業の内容（Course Contents） 

講義と実習，学生による模擬授業，本日のライブの活動によって構成する。講義では，音楽科教育の目標やカリキュラム，子ども

の音楽的発達などについての視点を提供する。ライブでは，ゲストを交えた生演奏を通して，音楽を共有する原点を体験できるよ

うにする。 

 

The lecture and learning will be comprised of mock classes by students and live performances held that day. In this lecture, 

students will be provided with viewpoints on class objectives, curriculum and children’s musical development, etc., in music 

education. During the live performances, students will be able to experience the original purpose of sharing music through 

student performances with guests. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 音楽科の存在理由・学習指導要領 

2. 歌唱教材の研究と指導法１ 

3. 歌唱教材の研究と指導法２ 

4. 鑑賞教材の研究と指導法１ 

5. 鑑賞教材の研究と指導法２ 

6. 器楽教材の研究と指導法 

7. 年間指導計画と指導案の作成・教育評価 

8. 打楽器演奏の鑑賞と打楽器の指導法 

9. 音楽づくりの指導法と実践 

10. 音楽教育の歴史 

11. 学生グループによる模擬授業 

12. 学生グループによる模擬授業 

13. 学生グループによる模擬授業 

14. まとめ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

ピアノ伴奏、ソプラノリコーダー、歌唱など、授業時間外の練習が必要になります。学習指導案の作成、小レポートなどの課題を

課します。また、模擬授業に向けては、グループでの準備が必要です。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

各回の提出物および授業への貢献(40%)/学習指導案と教材研究(30%)/学習指導案とパフォーマンステスト(30%) 

欠席が４回以上でＤ評価となる。 

 

テキスト（Textbooks） 

1. 阪井恵・有本真紀・津田正之編、2021、『新版 教員養成課程小学校音楽科教育法』（2022 年改訂版）、教育芸術社 

(ISBN:9784877889692) 

2. 2021、『歌はともだち』（6 訂版）、教育芸術社 (ISBN:4520681210247) 

小学校学習指導要領解説音楽編 

 

参考文献（Readings） 



 - 657 - 

 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AF171 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／国語科教育法ｂ 

(Teaching Methods: Japanese Language b) 

担当者名 

（Instructor） 
秋保 惠子(AKIHO KEIKO) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
EDU3700 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

 小学校国語科における授業の目標や内容を理解し、学習指導理論を踏まえて具体的な授業場面を想定した授業設計を行う方

法を身につける。 

 

 Students will understand class objectives and content of elementary school Japanese classes, and become competent with 

arranging classes appropriate to various specific learning settings based on learning instruction theory. 

 

授業の内容（Course Contents） 

 前半は、小学校学習指導要領に示された国語科の目標や内容、国語科の背景となる学問領域との関係を理解する。後半は学

習指導案作りのポイントを学んだ後、指導案を作成し模擬授業に取り組む。模擬授業を行った翌週はリフレクションを行い、授業

改善のための視点を身につける。その際の集団による考察・議論・発表などには主体的に臨む。 

 

 In the first half of the class, students will understand the relationships between the objectives and content of Japanese 

language class, which are described in the elementary school curriculum guidelines, and the academic discipline behind 

Japanese classes. In the second half of the class, after students have learned the class planning method points, they will carry 

out mock classes they have planned. The week after the mock classes are conducted, students will reflect and become familiar 

with perspectives regarding class improvement. The group consideration, discussion and presentations at that time will be 

examined subjectively. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. オリエンテーション 

2. 学習指導要領における国語科の目標と内容、全体構造の理解と批判的検討 

3. 学習者の実態を視野に入れた授業づくりと国語科授業の評価 

4. 国語科の背景となる学問領域との関係、学習指導案作成のポイント 

5. 模擬授業（1：低学年文学教材）とそのリフレクション 

6. 模擬授業（2：中学年文学教材）とそのリフレクション 

7. 模擬授業（3：高学年文学教材）とそのリフレクション 

8. 模擬授業（4：低学年説明文教材）とそのリフレクション 

9. 模擬授業（5：中学年説明文教材）とそのリフレクション 

10. 模擬授業（6：高学年説明文教材）とそのリフレクション 

11. 模擬授業（7：その他の言語事項など）とそのリフレクション 

12. 模擬授業（8：その他の言語事項など）とそのリフレクション 

13. 国語科授業における情報機器の効果的な活用、書写指導のポイント 

14. 授業のまとめ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

模擬授業担当回の学習指導案提出は必須。児童役の学生も当該教材を事前に読み込んでおくこと。自分ならばどう授業するか

をイメージして授業に臨むこと。授業終了後はリフレクションペーパーを記入してもらう。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

レポート試験(Report Exam)(50%)/授業中、前後に提出する課題(50%) 

欠席が 4 回になった時点で D 評価となる。出席と平常点については初回の授業で詳細を説明する。 

 

テキスト（Textbooks） 

1. 文部科学省、2018、『小学校学習指導要領解説 国語編』、東洋館出版社 (ISBN:9784491034621) 

テキストは必ず購入のこと。 

 

参考文献（Readings） 

1. 澤本和子・授業リフレクション研究会編、2016、『国語科授業研究の展開』、東洋館出版社 (ISBN:9784491032023  ) 

2. 森山卓郎編著、2016、『コンパクトに書く国語科授業モデル : 書けない子も書けるようになる!』、明治図書 
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(ISBN:9784182214257) 

3. 渡辺哲男ほか編、2019、『言葉とアートをつなぐ教育思想』、晃洋書房 (ISBN:9784771031623) 

4. 秋保惠子著、2015、『大正新教育と〈読むこと〉の指導：奥野庄太郎の国語科教育』、溪水社 (ISBN:9784863272828) 

その他の参考文献は授業中に紹介する。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AF172 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／社会科教育法ｂ 

(Teaching Methods: Social Studies b) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
子どもが主役になる社会科授業の創造 

担当者名 

（Instructor） 
楳澤 和夫(UMEZAWA KAZUO) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
EDU3700 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

1)小学校社会科の意義や目標、学習内容について学習指導要領に即して理解する。 

2)一方で社会科の背景となっている社会科学の思想と方法に依拠し、他方で民主主義社会を担う主体を形成する社会科の本旨

に従った教材研究や授業開発ができるようになる。 

3)子どもが学習者として主体性を発揮できる社会科の授業方法について習熟する。 

 

1) Students will acquire a basic understanding of purpose, goal, and content of elementary school Social Studies classes in line 

with government course guidelines. 

2) Students will be able to research teaching materials and to make lesson plans of elementary school Social Studies, by 

building on the ideas and methods of social science, the backbone of Social Studies, and by conforming to the principle of the 

subject which is to bring up citizens supporting democratic society. 

3）Students will master a teaching method of elementary school Social Studies in which children can take the initiative. 

 

授業の内容（Course Contents） 

小学校の社会科教育に関する理論的・実践的諸問題を考察し、指導計画から評価を含む指導法の実際を体験的に学ぶ。 

 

Students will consider theoretical and practical issues relating to Social Studies in elementary schools and will learn 

instructional methods through actual experiences including instruction plans and evaluations. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. イントロダクション：小学校社会科の授業と教師像の転換 

2. 小学校社会科の目標と学習内容 

3. 社会科授業と教材① 

4. 社会科授業と教材② 

5. 社会科授業と教材③ 

6. 小学校社会科教育実践の分析① 

7. 小学校社会科教育実践の分析② 

8. 小学校社会科教育実践の分析③ 

9. 小学校社会科教育実践の分析④ 

10. 学生による模擬授業① 

11. 学生による模擬授業② 

12. 学生による模擬授業③ 

13. 学生による模擬授業④ 

14. 社会科授業の学力と評価 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

授業の性格上、履修者は予習が不可欠である。授業を通じて与えられる課題に誠実に向き合い、時間をかけて取り組むこと。ま

た、文部科学省の Webサイトにアクセスし、「学習指導要領」をはじめとして、社会科教育に関する情報を入手し、自主的に理解

を深めておくこと。その他、授業時間外の学習に関する指示は、必要に応じて別途指示する。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

レポート試験(Report Exam)(50%)/社会科教師の力量形成に関するレポート(20%)/授業への参加とレスポンスシート(30%) 

なお、欠席回数が 3 回を超えたものについては D 評価とする。立教大学はいわゆる公欠制度を認めていない。この点について

は留意されたい。 

 

テキスト（Textbooks） 

1. 小薗崇明・渡辺哲郎・和田悠（編著）千葉県歴史教育者協議会編集協力、2019、『子どもとつくる平和の教室』、はるか書房 

(ISBN:4434256327) 
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テキストに掲載された実践記録について授業内で検討する。授業開始時までには入手しておくこと。これに加えてプリントで教材

を配布する。 

 

参考文献（Readings） 

授業内で随時紹介する。歴史教育者協議会編『歴史地理教育』（立教大学図書館に配架）も積極的に利用されたい。  

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AF173 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／算数科教育法ｂ 

(Teaching Methods: Mathematics b) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
小学校算数科の教材と指導法 

担当者名 

（Instructor） 
奥山 貴規(OKUYAMA TAKANORI) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
EDU3700 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

1) 小学校算数科で指導する内容とその意義を理解し，その指導と評価の在り方を知る。 

2) 算数科の指導と評価の実践から，児童理解を深める。 

 

1) Students will understand teaching methods and their significance for elementary school math classes, and know about the 

relevant instruction and evaluation methods. 

2) Students will deepen their understanding of pupils from practical instruction and evaluation of math classes. 

 

授業の内容（Course Contents） 

前半は，算数の指導の内容や方法を理解する。後半は，学習指導案を作るポイントを学ぶ。 

 

In the first half of the class, students will understand math instruction contents and methods. In the second half of the class, 

students will learn the methods of class planning. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. オリエンテーション(講義の進め方，算数科の目標と領域の構成) 

2. Ａ「数と計算」領域の教材と指導及び留意点①〜整数・小数・分数〜 

3. Ａ「数と計算」領域の教材と指導及び留意点②〜加法・減法〜 

4. Ａ「数と計算」領域の教材と指導及び留意点③〜乗法〜 

5. Ａ「数と計算」領域の教材と指導及び留意点④〜除法〜 

6. Ｂ「図形」領域の教材と指導及び留意点①〜平面図形〜 

7. Ｂ「図形」領域の教材と指導及び留意点②〜立体図形〜 

8. Ｂ「図形」領域の教材と指導及び留意点③〜算数作品作り〜 

9. Ｃ「測定」「変化と関係」領域の教材と指導及び留意点①〜測定〜 

10. Ｃ「測定」「変化と関係」領域の教材と指導及び留意点②〜変化と関係〜 

11. Ｄ「データの活用」領域の教材と指導及び留意点①〜表とグラフ〜 

12. 算数パズル・ゲームの紹介〜立教小学校視聴覚教室にて〜 

13. 算数の教材・教具の紹介〜立教小学校視聴覚教室にて〜 

14. 算数科における ICT機器の利用について〜立教小学校視聴覚教室にて〜 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

『小学校学習指導要領〈平成２９年告示〉解説 算数編』の該当箇所を読み，内容を理解する。そして，授業で扱った教材や算数

教科書(検定教科書)で扱われている教材を分析し，授業者の視点でそれらの教材を用いた授業展開を具体的に考えてみる。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

リアクションペーパー(40%)/授業内に指示した提出物(作品や小レポート)(30%)/レポート(学習指導案)の作成(30%) 

欠席が 4 回以上の場合は，単位習得不可。 

 

テキスト（Textbooks） 

テキストは使用せず，講義時に資料を配布する。 

 

参考文献（Readings） 

1. 文部科学省、2018、『小学校学習指導要領〈平成２９年告示〉解説 算数編』、日本文教出版 (ISBN:9784536590105) 

講義の中で，随時紹介する。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

PowerPointを使用した講義形式で，板書や現物資料，映像資料なども適宜活用する。 

講義では，はさみを使用することが多いので、常時準備すること。 
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また，算数作品作りや教材作成のために，三角定規・分度器・コンパス・はさみ・のり・色鉛筆を使用する。それらを使用する際は

授業前に連絡するので、各自用意すること。 

 

注意事項（Notice） 
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■AF174 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／生活科教育法ｂ 

(Teaching Methods: Life Environmental Studies b) 

担当者名 

（Instructor） 
伊藤 実歩子(ITO MIHOKO) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
EDU3700 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

生活科における教育目標、育成を目指す資質・能力を理解し、学習指導要領に支援された生活科の学習内容について背景とな

る学問領域と関連させて理解を深めるとともに、さまざまな学習指導理論を踏まえて具体的な授業場面を想定した授業設計を行

う方法を身に付ける。 

 

Students will understand class objectives and content of elementary school Life Environmental studies classes, and become 

competent in arranging classes appropriate to various specific learning settings based on learning instruction theory.  

 

授業の内容（Course Contents） 

前半は、学習指導要領に示された生活科の目標や内容、生活科の背景となる学問領域との関係を理解する。その後は、学習指

導案作りのポイントを学んだ後、指導案を作成し模擬授業の取り組む。模擬授業を行った翌週はリフレクションを行い、授業改善

のための視点を身につける。  

 

In the first half of the class, students will understand the relationships between the class objectives and content laid out by the 

elementary school curriculum guidelines and the academic discipline behind Life Environmental Studies classes. After that, once 

students have learned the class planning method points, they will carry out mock classes they have planned. The week after the 

mock classes are conducted, students will reflect and become familiar with perspectives regarding class improvement.  

 

授業計画（Course Schedule） 

1. オリエンテーション：生活科のイメージ 

2. 学習指導要領における生活科の目標と内容、全体構造の理解 

3. 生活科授業をどう評価するか 

4. 生活科の背景となる学問領域と教材研究 

5. 学習者の実態を視野に入れた授業づくりをどのように行えばよいか 

6. 指導案作成の方法：目標・内容・方法・評価 

7. 指導案作成と模擬授業（１）学校、家庭及び地域の生活に関する内容 

8. 前回の模擬授業のリフレクション 

9. 指導案作成と模擬授業（２）身近な人々、社会及び自然と関わる活動に関する内容 

10. 前回の模擬授業のリフレクション 

11. 指導案作成と模擬授業（３）自分自身の生活や成長に関する内容 

12. 前回の模擬授業のリフレクション 

13. 生活科の授業改善とカリキュラム編成 

14. 生活科授業における情報機器の効果的な活用 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

本科目では、実際に自分で調査などを行うことを求めるものになるため、授業時間外の学習時間は多くなることに留意すること。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

授業内レポート(30%)/授業内レポート(30%)/授業内レポート(40%) 

 

テキスト（Textbooks） 

なし 

 

参考文献（Readings） 

 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

授業の進行に伴って、オンライン利用での授業を数回予定している。詳細は事前に授業内で連絡する。 

 

注意事項（Notice） 
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■AF175 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／家庭科教育法ｂ 

(Teaching Methods: Home Economics b) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
小学校家庭科教育法－教科理解と指導法 

担当者名 

（Instructor） 
増茂 智子(MASUMO TOMOKO) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
EDU3700 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

小学校における家庭科教育の指導に必要な知識と技能を習得し、児童・生徒の生きる力を育む教科「家庭」の魅力を探りなが

ら、授業を創造する力を身につけることを目指す 

 

Students will acquire the necessary knowledge and skills for home economics classes in elementary schools, and aim to become 

competent in class creation while deepening the appeal of the subject of home economics which develops life skills in pupils and 

students. 

 

授業の内容（Course Contents） 

前半は小学校家庭科教育の目標、内容、指導計画および学習指導案の作成方法、評価等について概説する。関連して児童を取

り巻く生活課題に気づき、生きる力を身につけるための家庭科教育の果たす役割や可能性について検討していく。一方小学校家

庭科の指導で必要とされる技能面の習得もめざしていく。そのため、後半は可能な限り体験学習（裁縫・ミシン縫いと製作活動、

調理実習等）も取り入れ、実習題材の教材研究を深めていく。また同時に模擬授業も多く取り入れながら授業創造力を培っていく

予定である。 

 

Students will have an overview of the academic objectives, contents, instruction plan and lesson plan construction, and 

evaluation, etc., of elementary school home economics classes. Students will become aware of lifestyle issues affecting pupils, 

and consider their role and the possibilities of home economics education in developing pupils’ life skills. Meanwhile, students 

will aim to acquire the technical aspects necessary for teaching elementary school home economics classes. For that purpose, 

as much as possible, the class will incorporate learning through experiences (garment making, textiles and cooking, etc.). 

Students will deepen their material research of practical learning materials, and take part in numerous mock lessons which are 

planned for the class. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. ガイダンス（家庭科を学ぶ意義、授業予定等） 模擬授業のグループ決めも予定 

2. 家庭科の目標・内容について （学習指導要領の確認） 他 

3. 家庭科の学習指導、教材・教具と指導法、ICTの活用について 他 

4. 家庭科の指導計画、学習指導案の作成と評価について 他 

5. 領域 A 家族・家庭生活の学習内容と指導の工夫について 

領域 C 消費生活・環境の学習内容と指導の工夫について 

6. 領域 B 衣食住の生活に関する学習内容と指導の工夫について 

7. 衣生活領域 実習教材の検討①（基礎縫いの知識と技能及び指導における留意点－講義と実習） 

8. 衣生活領域 実習教材の検討②（生活を豊かにするものの製作－実習） 

9. 食生活領域 実習教材の検討①（調理の基礎としての知識と技能及び指導における留意点－講義のみ） 

10. 授業研究 教材研究をメインにした模擬授業①領域 A家族・家庭生活、振り返り研究協議 

11. 授業研究 教材研究をメインにした模擬授業②領域 B衣食住の生活、振り返り研究協議 

12. 授業研究 教材研究をメインにした模擬授業③領域 C消費生活・環境、振り返り研究協議 

13. 授業研究 導入の工夫に注目した個人模擬授業（一人ずつの発表）とここまでの学習のまとめ （調理実習に向けての確

認） 他 

14. 食生活領域 実習教材の検討②（炊飯とみそ汁作りをメインにした 1 食分献立調理－実習） 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

模擬授業に向けた教材研究、学習指導案の作成及び教材教具の準備はグループの場合と個人の場合の 2 つのタイプを実施す

るが、それぞれにおいてしっかり取り組んでほしい。 

また実習授業に向けて、衣生活領域の作品製作のための計画と授業内で完成できなかった場合の授業時間外での補習。さらに

食生活領域の調理実習のための計画/献立作成と材料の調達（買い物学習）等。授業時間内ではカバーできないため、授業時

間外学習にも積極的に取り組んでほしい。 
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成績評価方法・基準（Evaluation） 

学習指導案の作成と模擬授業・発表(35%)/実習教材への取り組みと提出物（作品・小レポート等）(35%)/授業内確認小テスト(30%) 

 

テキスト（Textbooks） 

1. 文部科学省、2018、『小学校学習指導要領解説家庭編』、東洋館出版社 (ISBN:9784491034669) 

 

参考文献（Readings） 

1. 池﨑喜美惠編著、2020、『小学校指導法 家庭』、玉川大学出版部 (ISBN:9784472405815) 

2. 浜島京子他著、2020、『新しい家庭 5・6』、東京書籍出版 

3. 鳴海多惠子、2020、『わたしたちの家庭科 小学校 5・6』、開隆堂出版 

4. 生活の学びの研究会、2021、『生活からはじめる教育 コロナ禍が教えてくれたこと』、開隆堂出版 (ISBN:9784304021848) 

小学校家庭科教科書は 2 社から発行されている。購入可能であればこれら小学校の教科書も入手しておくとよい。また、家庭科

指導法や教育法全体を通し、よりどころとなる書籍があると予習復習の際にも参考になる。その他の文献は授業時に紹介したい

と考えている 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

①対面授業であることを生かし、授業時での直接対話を重視する。ただし、授業の補足等で連絡が必要になった場合は「立教時

間」を用いておこなうこととする。 

②原則として、授業開始時に点呼にて出席をとる予定である。 

③実習等や自身が担当する模擬授業時は欠席のないように体調管理にも気をつけ参加してほしい。 

 

注意事項（Notice） 
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■AF176 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／音楽科教育法ｂ 

(Teaching Methods: Music b) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
小学校音楽科教育法 

担当者名 

（Instructor） 
有本 真紀(ARIMOTO MAKI) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
EDU3700 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

小学校の音楽科教育に関する理論的・実践的諸問題を考察し，指導計画から評価を含む指導法の実際を体験的に学ぶ。 

 

Students will consider theoretical and practical issues relating to music education in elementary schools, and students will learn 

instructional methods including instruction plans and evaluations through actual experiences. 

 

授業の内容（Course Contents） 

講義と実習，学生による模擬授業，本日のライブの活動によって構成する。講義では，音楽科教育の目標やカリキュラム，子ども

の音楽的発達などについての視点を提供する。ライブでは，ゲストを交えた生演奏を通して，音楽を共有する原点を体験できるよ

うにする。 

 

The lecture and learning will be comprised of mock classes by students and live performances held that day. In this lecture, 

students will be provided with viewpoints on class objectives, curriculum and children’s musical development, etc., in music 

education. During the live performances, students will be able to experience the original purpose of sharing music through 

student performances with guests. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 音楽科の存在理由・学習指導要領 

2. 歌唱教材の研究と指導法１ 

3. 歌唱教材の研究と指導法２ 

4. 鑑賞教材の研究と指導法１ 

5. 鑑賞教材の研究と指導法２ 

6. 器楽教材の研究と指導法 

7. 年間指導計画と指導案の作成・教育評価 

8. 打楽器演奏の鑑賞と打楽器の指導法 

9. 音楽づくりの指導法と実践 

10. 音楽教育の歴史 

11. 学生グループによる模擬授業 

12. 学生グループによる模擬授業 

13. 学生グループによる模擬授業 

14. まとめ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

ピアノ伴奏、ソプラノリコーダー、歌唱など、授業時間外の練習が必要になります。学習指導案の作成、小レポートなどの課題を

課します。また、模擬授業に向けては、グループでの準備が必要です。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

各回の提出物および授業への貢献(40%)/学習指導案と教材研究(30%)/学習指導案とパフォーマンステスト(30%) 

欠席が４回以上でＤ評価となる。 

 

テキスト（Textbooks） 

1. 阪井恵・有本真紀・津田正之編、2021、『新版 教員養成課程小学校音楽科教育法』（2022 年改訂版）、教育芸術社 

(ISBN:9784877889692) 

2. 2021、『歌はともだち』（6 訂版）、教育芸術社 (ISBN:4520681210247) 

小学校学習指導要領解説音楽編 

 

参考文献（Readings） 
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その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AF177 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／教育方法学 

(Teaching Methods) 

担当者名 

（Instructor） 
伊藤 実歩子(ITO MIHOKO) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
EDU2700 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

これからの子どもたちに求められる資質・能力を育成するために必要な教育の方法を理解する。 

 

Students will understand the education methods necessary to develop the qualities and abilities required of children in the 

future. 

 

授業の内容（Course Contents） 

教育の方法と技術の基本的な理論をおさえ、それに基づいた具体的な実践の方法を身につける。 

 

Students will learn basic theories of teaching methods and techniques, and acquire concrete practical methods based on them. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 教育方法の基礎的理論と実践（１）生活綴方の歴史と現在 

2. 教育方法の基礎的理論と実践（２）百ます計算と基礎学力 

3. 教育方法の基礎的理論と実践（３）仮説実験授業と理科教育 

4. 教育方法の基礎的理論と実践（４）アクティブラーニング（主体的・対話的で深い学び） 

5. 学習評価の基礎的理論と実践（１）相対評価と目標に準拠した評価 

6. 学習評価の基礎的理論と実践（２）パフォーマンス評価の方法 

7. 授業を構成する基礎的な要件―子ども・教師・教材― 

8. 授業の基礎的な技術―話し方と板書―― 

9. 授業の展開（１）授業の目標と内容・教材と教具 

10. 授業の展開（２）さまざまな学習形態 

11. 授業の展開（３）評価の規準づくり 

12. 授業の展開（４）学習指導要領を作成する 

13. 情報機器及び教材の活用（１）情報機器を活用して教材を作成する 

14. 情報機器及び教材の活用（２）情報活用能力育成のための指導法 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

講義内でパフォーマンス課題やリーディング課題を出す。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

筆記試験(Written Exam)(100%) 

【変更前】筆記試験(Written Exam)100% 

 

テキスト（Textbooks） 

1. 田中耕治、2005、『時代を拓いた教師たち』、日本標準 (ISBN:978-4-8208-0256-3) 

 

参考文献（Readings） 

 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AF178 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／特別活動の理論と方法 

(Co-curricular Activities) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
学級活動、児童会活動、学校行事等の計画、指導法について学ぶ 

担当者名 

（Instructor） 
今泉 朝雄(IMAIZUMI TOMOO) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
EDU2700 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

・特別活動に関する基本的理解を深める。 

・学級活動、児童会活動（生徒会活動）、学校行事の指導の計画力、実践力を身につける。 

・生徒自治や生徒の主体的な活動の意味について自身なりの考え方を身に付ける。 

 

Understand the basics of special activities. 

To acquire the ability to plan and practice the guidance of class activities, children's association activities, and school events. 

Understand the significance of children's autonomy and their independent activities. 

 

授業の内容（Course Contents） 

学校教育とは単に教科授業だけではなく、学級活動、児童会活動、運動会や修学旅行などの各学校行事など教科外の集団的な

活動（＝特別活動）も重要な教育内容に含まれる。本講義ではこの特別活動の位置付け、目標、意義、内容、方法に関する基礎

的な理解を深めるとともに、その実践的な指導力を身に付けることを目標とする。 

 

School education is not limited to academic classes, but also includes important educational activities such as class activities, 

children's association activities, and school events such as athletic meets and school excursions. The goal of this class is to 

deepen students' basic understanding of the educational significance, goals, significance, content, and methods of special 

activities, and to develop practical leadership skills in these activities. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. イントロダクション 

2. 特別活動の教育的意義 

3. 特別活動の歴史からその意義を考える 

4. 学習指導要領の位置付け 

5. 学校における集団の基礎理論 

6. 教育的集団をどう構成するか 

7. 学級活動とは何か 

8. 話し合い活動の方法 1 

9. 話し合い活動の方法 2 

10. 学校行事の計画と指導 

11. クラブ活動の計画と指導 

12. 児童会活動の計画と指導 

13. 生徒自治と教育 

14. これまでの学習内容を振り返る 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

予習：前回授業において予習内容を提示する。次回内容に関わる基礎知識を把握し、その活動に関わる自身の経験を振り返っ

ておく。 

復習：学習内容を整理し、授業内において提示した課題を実施する。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

レポート試験(Report Exam)(60%)/授業内の取り組み、課題による評価(40%) 

 

テキスト（Textbooks） 

1. 関川悦雄・今泉朝雄編、2019、『特別活動・総合的学習の理論と指導法』、弘文堂 (ISBN:9784335002397) 

 

参考文献（Readings） 

1. 文部科学省、平成 29 年、『小学校学習指導要領解説 特別活動編』、東洋館出版社 (ISBN:978-4491034690) 
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その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AF179 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／生徒指導・進路指導 

(Career Guidance and Counseling) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
学校教育と自己－社会 

担当者名 

（Instructor） 
稲葉 浩一(INABA KOICHI) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
EDU2700 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

・生徒指導・進路指導の基本的な理念と概念を理解する。 

・生徒指導・進路指導についての分析的に考察する理論枠組を修得する。 

・生徒指導・進路指導領域における今日的な課題について理解し、その対応のありかたについて論理的な見解を言語化する。 

 

・Understand the basic principles and concepts of student guidance and career guidance. 

・Acquire a theoretical framework for analytically considering student guidance and career guidance. 

・Understand contemporary issues in student guidance and career guidance, and verbalize logical views on how to deal with 

them・ 

 

授業の内容（Course Contents） 

生徒指導・進路指導領域に関する教育問題は、毎日のように各メディアで語られている。いじめや不登校に関する問題はその典

型だが、こういった語りはどこか定型化されており、その対処もえてして決まり文句の言葉が並ぶことが多い。本講義ではこういっ

た一般的な語りからは距離を取り、そもそもなぜ学校で生徒指導・進路指導が行われているか、そしてこの領域で問題とされてい

ることはどういった事象なのかといったことについて教育社会学的視座から議論を展開する。そのうえで教育実践者としてこれら

の課題に対処するうえで有用となる分析的視座及び論理的思考を身に着けることを目指す。 

 

Educational issues related to student guidance and career guidance are being discussed in various media on a daily basis. These 

problems related to bullying and school refusal are typical examples, but these discourses are somehow stereotyped, and the 

responses to them are often lined with clichéd phrases. In this lecture, we will distance ourselves from such general discourses 

and consider why student guidance and career guidance are conducted in schools in the first place, and what phenomena are 

problematized in this area. From an educational sociological perspective, we will discuss about. In addition, we aim to acquire 

analytical perspectives and logical thinking that will be useful in dealing with these issues as educational practitioners. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. オリエンテーション 

2. 生徒・進路指導の理念と意義①生徒指導提要から 

3. 生徒・進路指導の理念と意義②「自分」はどう造られるのか 

4. 生徒・進路指導の理念と意義③社会と自己指導能力 

5. 生徒の進路と社会①学校教育の社会的機能 

6. 生徒の進路と社会②隠れた不平等 

7. 非行について考える①なぜ悪いことをするのか(1) 

8. 非行について考える②なぜ悪いことをするのか(2) 

9. 非行について考える③そもそも「悪いこと」とは何か 

10. 非行について考える④非行少年の世界 

11. 生徒・進路指導の今日的課題①問われる校則のありかた 

12. 生徒・進路指導の今日的課題②学校に行かないことをめぐる「問題」 

13. 生徒・進路指導の今日的課題③いじめに関する基本的理解 

14. 生徒・進路指導の今日的課題④いじめをめぐる最大の問題 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

講義資料及び紹介する参考文献をもとに復習を行うこと。 

予習に関しては、各授業のテーマについて、新聞・テレビ・ネット記事など硬軟さまざまなメディアにおいてどのように語られている

のか逐一チェックし把握しておくことが望ましい。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

筆記試験(Written Exam)(100%) 

受講者数に応じて適宜課題などを設け、評価の参考にすることがある。詳細は初回オリエンテーションで説明する。 
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テキスト（Textbooks） 

テキストは使用せず、資料を配布する。なお文部科学省のホームページから『生徒指導提要』を各自ダウンロードしておくこと。 

 

参考文献（Readings） 

1. 広田照幸・後藤弘子（編）、2013、『少年院教育はどのように行われているか―調査からみえてくるもの』、矯正協会 

2. 片山悠樹他（編）、2017、『半径 5 メートルからの教育社会学』、大月書店 

3. 北澤毅、2015、『「いじめ自殺」の社会学―「いじめ問題」を脱構築する』、世界思想社 

4. 北澤毅・間山広朗（編）、2021、『囚われのいじめ問題―未完の大津市中学生自殺事件』、岩波書店 

5. 古賀正義・山田哲也（編）、2017、『現代社会の生徒指導』、放送大学教育振興会 

6. 森田洋司、2010、『いじめとは何か―教室の問題、社会の問題』、中央公論社 

7. 内田良・山本宏樹（編）、2022、『だれが校則を決めるのか―民主主義と学校』、岩波書店 

ほか適宜授業内で紹介する。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AF180 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／教育相談 

(Educational Guidance and Counseling) 

担当者名 

（Instructor） 
眞柄 翔太(MAGARA SHOTA) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
EDU2700 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

実際の教育相談において活用できる知識や技法を身につける。 

 

We acquire knowledge and techniques that can be used in actual educational counseling. 

 

授業の内容（Course Contents） 

教育現場において、生徒を支援するための教育相談の理論およびそれを支える心理学やカウンセリングの基礎知識を学ぶ。ま

た、具体的な事例を提示し、それをいかに扱うかを検討する。加えて、保護者への支援や、多職種連携のあり方について、理解

を深める。 

 

We learn the theory of educational counseling to support students in educational settings, and the basic knowledge of 

psychology and counseling that supports it. And, we present a concrete example and consider how to manage it. In addition, we 

deepen their understanding of support for parents and how interprofessional collaboration should be. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. ガイダンス、教育相談とは 

2. 教育相談を支える心理学の理論 

3. 教育相談におけるアセスメント 

4. カウンセリングの基本技法 

5. 知能の偏りと発達障害 

6. 幼児期・児童期の発達課題に応じた教育相談 

7. 青年期の発達課題に応じた教育相談 

8. いじめ問題の理解と対応 

9. 不登校問題の理解と対応 

10. 虐待・非行問題の理解と対応 

11. 保護者支援のあり方 

12. チーム学校で行う教育相談 

13. 教員のメンタルヘルス 

14. 教育相談まとめ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

各回、次の授業までに復習を行い、これまで扱った内容を身につけておくようにする。 

また、日常的に、教育に関する情報を新聞やニュース等で収集し、自分の考えをまとめるようにする。 

その他の授業時間外での学習については、適宜授業中に指示する。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

レポート試験(Report Exam)(60%)/授業内で指示したワークシート(20%)/リアクションペーパー(20%) 

 

テキスト（Textbooks） 

授業毎に、講義内容に対応したレジュメを配布する。 

 

参考文献（Readings） 

授業中に適宜指示する。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

基本的に授業はパワーポイントを使った講義形式で行う。 

 

注意事項（Notice） 
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■AF181 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／道徳教育の理論と方法 

(Moral Education) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
新しい道徳教育の理念と方法 

担当者名 

（Instructor） 
桑原 直巳(KUWABARA NAOKI) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
EDU2700 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

 道徳の意義や原理等を踏まえ、学校における道徳教育の目標や内容を理解します。また、学校の教育活動全体を通じて行う道

徳教育及びその要となる道徳科における指導計画や指導方法を理解します。 

 とくに小学校における道徳教育の考え方及び道徳の時間の指導方法について、「そもそも道徳とは何であり、なぜその教育が

必要なのか」という問いにさかのぼり、理論的・理念的に理解すると同時に、現在、興隆しつつある新しい道徳教育方法の開発を

目指します。 

 

 Students will understand the purpose and content of moral education at schools based on the significance and rationale of 

morality. Also, students will understand instruction plans and instruction methods necessary in the subject of moral education 

as carried out through the school’s overall educational activities. 

 Especially regarding elementary school moral education thinking and instructional methods, students will take on the question 

of “what was morality originally and why is it necessary in education?,” and while also understanding logically and philosophically, 

aim for creating new methods of moral education while improving current methods. 

 

授業の内容（Course Contents） 

１）前半では、道徳教育を行うに当たって、現代倫理学と現代道徳理論の基礎的な考え方を身につけてもらいます。以下のことが

できるようにします。道徳教育の歴史や現代社会における道徳教育の課題（いじめ、情報モラル等）を理解している。子供の心の

成長と道徳性の発達について理解している。学習指導要領に示された道徳教育及び道徳科の目標及び主な内容を理解してい

る。 

２）後半では、道徳科における指導計画や指導方法を学びます。講義で自分自身で道徳的な問題についてグループワークをとお

して、道徳教育の方法、評価の在り方などについて実践的に学びます。以下のようなことを学びます。学校における道徳教育の

指導計画や教育活動全体を通じた指導の必要性を理解している。道徳科の特質を生かした多様な指導方法の特徴を理解してい

る。道徳科における教材の特徴を踏まえて、授業設計に活用することができる。授業のねらいや指導過程を明確にして、道徳科

の学習指導案を作成することができる。道徳科の特性を踏まえた学習評価の在り方を理解している。模擬授業の実施とその振り

返りを通して、授業改善の視点を身に付けている。 

 

1) In the first half of the class, students will become competent in the basic ways of thinking in modern ethics and moral theory 

in order to carry out moral education. Students will be able to do the following things. Students will be able to explain the 

qualities of morality (what is morality?). Students will understand issues of moral education (bullying, information morals, etc.) in 

modern society as well as in the history of moral education. Students will understand the growth of children’s minds and the 

development of morality. Students will understand the goals and main contents of moral education and the subject of moral 

education as laid out in the curriculum guidelines. 

2) In the second half of the class, students will study instruction plans and methods in the subject of moral education. In the 

lecture, students will discuss moral issues that affect them, and learn about moral education methods and evaluation methods, 

etc., practically through dialogue. Students will learn the following things. Students will understand the necessity of moral 

education instruction planning in schools and instruction through schools’ overall educational activities. Students will 

understand the characteristics of diverse instructional approaches for bringing out qualities of moral education class. Students 

will be able to actively design classes based on the characteristics of course materials in the subject of moral education. 

Students will be able to clarify the class aims and instructional process, and make a learning plan for the subject of moral 

education. Students will understand learning evaluation methods based on the characteristics of the subject of moral education. 

Through holding model classes and reflecting on them, students will develop an eye for class improvements. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. ガイダンスと授業への導入 

2. 日本における道徳教育の歴史（１）第二次世界大戦前： 

3. 日本における道徳教育の歴史（２）第二次世界大戦後： 

4. 日本における道徳教育の歴史（３）「特別な教科」となるまで： 
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5. 現代日本の学校における道徳教育及び道徳科の目標と内容： 

6. 現代日本の学校における道徳教育の全体計画： 

授業・指導案検討プロジェクト①a 

7. 現代日本の学校における道徳科の年間指導計画・指導案 

授業・指導案検討プロジェクト②a 

8. 現代日本の学校における道徳教育の評価： 

授業・指導案検討プロジェクト③a 

9. 授業・指導案検討プロジェクト④a 

10. 授業・指導案検討プロジェクト⑤a＊指導案作成に向けてのオリエンテーション 

指導案第一陣 2 名についてのレポート提出 

11. 指導案第一陣 2 名についてのコメント 

指導案第二陣 2 名についてのレポート提出 

12. 指導案第二陣 2 名についてのコメント 

指導案第三陣 2 名についてのレポート提出 

13. 指導案第三陣 2 名についてのコメント 

総括レポート提出 

14. 授業・指導案検討プロジェクトのふりかえり 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

参考文献や指定された資料を読み、講義内でのディスカッションに準備すること。授業内容に当たる部分について小学校学習指

導要領道徳編に目を通すこと。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

講義でのディスカッションへの参加(20%)/講義内提出物(40%)/最終テスト(Final Test)(40%) 

 

テキスト（Textbooks） 

1. 文部科学省、『小学校学習指導要領解説道徳編』、日本文教出版 

2. 文部科学省、『中学校学習指導要領解説道徳編』、日本文教出版 

 

参考文献（Readings） 

1. 清水将吾・河野哲也監訳、2014、『子どものための哲学授業: 「学びの場」のつくりか』、河出書房新社 (ISBN:4309247016) 

2. 西野真由美・鈴木明雄・貝塚茂樹、2017、『「考え、議論する道徳の指導法と評価』、教育出版 (ISBN:978-4-316-80447-7) 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

講義だけではなく、グループワークを通して教育方法を実践する授業になります。 

 

注意事項（Notice） 
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■AF182 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／英語科教育法ａ 

(Teaching Methods: English) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 

小学校における外国語活動（中学年）・外国語（高学年）の学習・指導・評価に関する基

本的な知識・指導技術を身につける 

担当者名 

（Instructor） 
天野 英彦(AMANO HIDEHIKO) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
EDU3700 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
2019 年度以降入学者のみ履修可 

 

授業の目標（Course Objectives） 

小学校外国語教育についての基本的な知識・理解を深め、児童期の第二言語習得の特徴について、また、授業実践に必要な指

導技術について学びましょう。 

 

This class is designed to deepen your knowledge and understanding of elementary school foreign language education. You will 

learn how young children acquire a second and foreign language, as well as the teaching techniques necessary for actual 

classroom practice. 

 

授業の内容（Course Contents） 

いかに教えるかの方法論にとどまらず、子どもたちの学びに視点を置きながら、小学校外国語教育について実践的に学びましょ

う。 

 

Let's learn about elementary school foreign language education in a practical way, focusing on how children learn, not just on 

the methodology of how to teach. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 小学校外国語教育の変遷とその目標・内容と教材のあり方 

2. 外国語教育における小中高の連携 

3. 小学校の外国語活動・外国語の学習指導要領 

4. 児童や学校の多様性への対応 

5. 言語使用を通した言語習得・音声によるインプットの内容を類推し、理解するプロセス 

6. 児童の発達段階を踏まえた音声によるインプットのあり方 

7. コミュニケーションの目的や場面、状況に応じて他者に配慮しながら伝え合うこと 

8. 受信から発信、音声から文字へのプロセス 

9. 国語教育との連携――言葉のおもしろさと豊かさ―― 

10. 英語教育の指導技術①語りかけかた・児童とのやりとり 

11. 英語教育の指導技術②文字言語との出会い・読む・書く活動への導入 

12. 英語教育の授業づくり①教材研究・学習到達目標と指導計画 

13. 英語教育の授業づくり②ALT とのティームティーチング・ICTの活用 

14. 英語教育の授業づくり③学習状況の評価（パフォーマンス評価） 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

実際の授業を想定して、絵本を読んだり歌を歌ったりしますので、練習しましょう。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

最終レポート(Final Report)(20%)/毎回の振り返り(40%)/課題の提出(40%) 

 

テキスト（Textbooks） 

なし 

 

参考文献（Readings） 

1. 綾部 保志、2019、『小学校英語への専門的アプローチ』、春風社 (ISBN:4861106478) 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AF183 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／英語科教育法ｂ 

(Teaching Methods: English) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 

小学校における外国語活動（中学年）・外国語（高学年）の学習・指導・評価に関する基

本的な知識・指導技術を身につける 

担当者名 

（Instructor） 
天野 英彦(AMANO HIDEHIKO) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
EDU3700 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
2019 年度以降入学者のみ履修可 

 

授業の目標（Course Objectives） 

小学校外国語教育についての基本的な知識・理解を深め、児童期の第二言語習得の特徴について、また、授業実践に必要な指

導技術について学びましょう。 

 

This class is designed to deepen your knowledge and understanding of elementary school foreign language education. You will 

learn how young children acquire a second and foreign language, as well as the teaching techniques necessary for actual 

classroom practice. 

 

授業の内容（Course Contents） 

いかに教えるかの方法論にとどまらず、子どもたちの学びに視点を置きながら、小学校外国語教育について実践的に学びましょ

う。 

 

Let's learn about elementary school foreign language education in a practical way, focusing on how children learn, not just on 

the methodology of how to teach. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 小学校外国語教育の変遷とその目標・内容と教材のあり方 

2. 外国語教育における小中高の連携 

3. 小学校の外国語活動・外国語の学習指導要領 

4. 児童や学校の多様性への対応 

5. 言語使用を通した言語習得・音声によるインプットの内容を類推し、理解するプロセス 

6. 児童の発達段階を踏まえた音声によるインプットのあり方 

7. コミュニケーションの目的や場面、状況に応じて他者に配慮しながら伝え合うこと 

8. 受信から発信、音声から文字へのプロセス 

9. 国語教育との連携――言葉のおもしろさと豊かさ―― 

10. 英語教育の指導技術①語りかけかた・児童とのやりとり 

11. 英語教育の指導技術②文字言語との出会い・読む・書く活動への導入 

12. 英語教育の授業づくり①教材研究・学習到達目標と指導計画 

13. 英語教育の授業づくり②ALT とのティームティーチング・ICTの活用 

14. 英語教育の授業づくり③学習状況の評価（パフォーマンス評価） 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

実際の授業を想定して、絵本を読んだり歌を歌ったりしますので、練習しましょう。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

最終レポート(Final Report)(20%)/毎回の振り返り(40%)/課題の提出(40%) 

 

テキスト（Textbooks） 

なし 

 

参考文献（Readings） 

1. 綾部 保志、2019、『小学校英語への専門的アプローチ』、春風社 (ISBN:4861106478) 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AF184 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／教職論 

(Studies on Teaching Profession) 

担当者名 

（Instructor） 
柏木 敦(KASHIWAGI ATSUSHI) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
EDU3700 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
2019 年度以降入学者のみ履修可 

 

授業の目標（Course Objectives） 

本講義は、教職に関する、一定の社会的・制度的・歴史的・法的知識を身につけ、またそれに対する主体的認識を養うことを目的

とする。教職に関する専門的な理解を深めつつ、自らの適性を判断して、進路選択に資する教職のあり方について理解すること

を目指す。 

 

The purpose of this lecture is, first, to provide students with social, institutional, historical, and legal knowledge related to the 

teaching profession. Secondly, this course is designed to help each student develop a subjective awareness of the teaching 

profession. This lecture aims to help students deepen their professional understanding of the teaching profession, determine 

their own aptitude, and understand how the teaching profession can help them choose their own career path. 

 

授業の内容（Course Contents） 

教職および学校教育の社会的意義とともに、今日の教育の動向を踏まえて、教員に求められ役割や資質、職務内容や職務上の

義務についても理解する。適宜グループワークや模擬授業などを行いながら、教職のあり方を問い続ける姿勢を作りたい。 

 

This lecture will prepare the participants to understand the social meanings of the teaching profession and school education, as 

well as the roles and qualities required of teachers in consideration of today's trends in education, their duties and obligations. 

In this lecture, group work and mock classes will be conducted to encourage students to continue to question the nature of the 

teaching profession. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. ガイダンス 

2. 教員を学ぶ 

3. 教師の歩み 

4. 教員の身分 

5. 職務上の義務・身分上の義務 

6. 教員の仕事を捉えなおす 

7. 学校内の同僚を知る 

8. 不利益処分・教員の任用 

9. 研修と人事評価 

10. 教員免許状の制度 

11. チーム学校の多様な教職員 

12. 教員の働き方 

13. 教員免許をめぐる教育改革 

14. まとめと振り返り 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

事前にテキストの指定箇所を読み、関連事項について自分なりに調べてくること。 

毎回の授業後には、授業内容を振り返るコメントを提出すること。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

課題レポート(40%)/コメントおよびワークシートの内容と提出状況(60%) 

 

テキスト（Textbooks） 

1. 高橋陽一編、2021 年、『チーム学校の教諭論』、武蔵野美術大学出版局 (ISBN:9784864631259) 

 

参考文献（Readings） 

1. 文部科学省、2018 年、『小学校学習指導要領（平成 29 年告示）』、東洋館出版社 (ISBN:9784491034607) 

2. 津田徹・広岡義之編著、2021、『教職論』、ミネルヴァ書房 (ISBN:9784623089567) 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 
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注意事項（Notice） 
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■AF185 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／初等教育実習 

(Teaching Practices in Primary School) 

担当者名 

（Instructor） 

柏木 敦(KASHIWAGI ATSUSHI) 

秋葉 昌樹(AKIBA YOSHIKI) 

稲田 素子(INADA MOTOKO) 

小谷 由美(KOTANI YUMI) 

高橋 舞(TAKAHASHI MAI) 

伊藤 実歩子(ITO MIHOKO) 

渡辺 哲男(WATANABE TETSUO) 

和田 悠(WADA YU) 

有本 真紀(ARIMOTO MAKI) 

石黒 広昭(ISHIGURO HIROAKI) 

市川 誠(ICHIKAWA MAKOTO) 

稲垣 成哲(INAGAKI SHIGENORI) 

学期 

（Semester） 
通年(Full year) 

単位 

（Credit） 
５単位(5 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
EDU4740 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

教育実践を通して，学校とそれを取り巻く状況や児童への理解を深めるとともに，授業づくりの体験的学習を通して，教師として

の力量形成の第一歩とする。また教職への適性を最終的に見定める。 

 

Along with deepening their understanding of schools, the situations surrounding them and children, through education practice, 

students will also take the first steps toward developing proficiency as teachers through classes that develop their abilities. 

Also, students will ultimately judge their suitability for becoming teachers. 

 

授業の内容（Course Contents） 

教育実習は，事前指導，学校現場での教育実習，事後指導の 3つから成り立つ。 

事前指導では，指導担当教員との打合わせ，実習への心構えや諸注意に関する具体的な講義，現職教員による講話を予定して

いる。学校現場での教育実習は 4 週間とし，大学の担当教員は小学校に出向いて授業を参観，講評するなどを行う。事後指導

では，実習の振り返りと，教育問題についての講話を通して，各自の実習体験を対象化できるようにする。 

 

The teaching practicum is comprised of three parts: prior instruction, teacher practicum on-site at schools and follow-up 

instruction. 

In the prior instruction, students will meet with the instructing teacher in charge, have a specific lecture relating to practicum 

preparation and various points of caution, as well as attending a lecture from a current teacher. Students will have four weeks 

of teaching practicum on-site at a school, and the university instructor in charge will observe and evaluate their classes. In the 

follow-up instruction, students will reflect on the practicum, and through discussing education problems, each student’s 

practicum experience will be addressed. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 第１回事前指導－手続きの説明，実習担当教員との打合わせ 

2. 事前指導 

3. 第２回事前指導－実習の意義と位置づけ，児童理解・指導法などに関する講義 

4. 第３回事前指導－現職教員による講話 

5. 春学期教育実習 

6. 春学期教育実習 

7. 春学期教育実習 

8. 春学期教育実習 

9. 春学期事後指導 

10. 秋学期教育実習 

11. 秋学期教育実習 

12. 秋学期教育実習 

13. 秋学期教育実習 

14. 秋学期事後指導 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

授業外に指導を受けたり，近隣の学校訪問をしたりすることがある。 
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テキストをよく読んで理解しておくこと。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

実習レポート(40%)/各学校での教育実習の取り組み(60%) 

 

テキスト（Textbooks） 

『初等教育実習必携』『教育実習の記録』（大学から配布する） 

 

参考文献（Readings） 

 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

１．3 年次から既に事前指導が始まるのでそれらの授業にも必ず出席すること。 

２．事前事後指導，教育実習共に通常の授業以上の時間を必要とする。 

 

注意事項（Notice） 
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■AF186 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／教育課程論 

(Curriculum) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
教育課程の意義及び編成の方法（カリキュラム・マネジメントを含む） 

担当者名 

（Instructor） 
伊藤 実歩子(ITO MIHOKO) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
EDU2700 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
［初等専攻］2019 年度以降入学者用コード 

 

授業の目標（Course Objectives） 

学習指導要領を基準として、各学校において編成される教育課程について、その意義や編成の方法を理解するとともに、各学校

の実情に合わせてカリキュラム・マネジメントを行うことの意義を理解する。 

 

With the curriculum guidelines as the basis, along with understanding the significance and development methods of the 

education plan drawn up at each school, students will understand the significance of matching curriculum and management to 

each school’s situation. 

 

授業の内容（Course Contents） 

学習指導要領の歴史的な変遷から、教育課程の意義や編成の方法を理解する。また各学校の実情に合わせたカリキュラム・マ

ネジメントのあり方を検討する。 

 

Students will understand the historical changes to the curriculum guidelines and the significance and methods of creating 

education guidelines. Students will also consider the way the curriculum and management should be in order to suit each 

school’s particular situation. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 教育課程とは何か――学習指導要領の位置づけと教育課程編成の目的―― 

2. 学習指導要領の改訂の変遷①戦後新教育期 

3. 学習指導要領の改訂の変遷②現代化 

4. 学習指導要領の改訂の変遷③新しい学力観と生活科の導入 

5. 学習指導要領の改訂の変遷④生きる力と総合的な学習の時間の導入 

6. 学習指導要領の改訂の変遷⑤知識基盤社会と確かな学力 

7. 学習指導要領の改訂の変遷⑥主体的・対話的で深い学び 

8. 教育課程編成の基本原理――経験主義と系統主義―― 

9. 教科・領域横断的なカリキュラム編成 

10. 主体的なカリキュラム編成のあり方①長期的な視野に基づいた教育課程 

11. 主体的なカリキュラム編成のあり方②児童理解に基づいた教育課程 

12. 主体的なカリキュラム編成のあり方③学校・地域に基づいた教育課程 

13. カリキュラム・マネジメントの意義 

14. カリキュラム評価の理論と実践 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

適宜、別途指示する 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

筆記試験(Written Exam)(100%) 

【変更前】筆記試験(Written Exam)100% 

 

テキスト（Textbooks） 

1. 田中耕治編、2018、『よくわかる教育課程』〔第 2 版〕（やわらかアカデミズム・〈わかる〉シリーズ）、ミネルヴァ書房 

(ISBN:9784623082698) 

 

参考文献（Readings） 

 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 
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注意事項（Notice） 
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■AF187 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／特別支援教育の理論と方法 

(Special Needs Education) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
小学校のための特別支援教育の理論と方法 

担当者名 

（Instructor） 

石黒 広昭(ISHIGURO HIROAKI) 

堀江 まゆみ(HORIE MAYUMI) 

河野 哲也(KONO TETSUYA) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
EDU2700 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

通常の学級にも在籍している発達障害や軽度知的障害をはじめとする様々な障害等により特別な支援を必要とする幼児、児童

が授業において学習活動に参加している実感・達成感をもちながら学び、生きる力を身に付けていくことができるよう、幼児、児童

の学習上又は生活上の困難を理解し、個別の教育的ニーズに対して、他の教員や関係機関と連携しながら組織的に対応してい

くために必要な知識や支援方法を理解する。 

 

This course aims to teach students about the development and learning processes of infants, pupils, and students with special 

needs. They will understand the relevant characteristics and learn how to support them. 

 

授業の内容（Course Contents） 

特別支援教育の目標とテーマ、教育制度上の諸課題について概説した後、発達障害や軽度知的障害をはじめとした、特別な支

援を必要とする幼児、児童の特徴についての理解を深め、その子たちに求められる指導のあり方を探究する。その後、当該の子

どもたちの置かれた地域、家庭状況等について検討し、その支援の方法、課題についての理解を深める。 

 

This course aims for students to acquire the necessary knowledge for understanding special needs education. Students become 

knowledgeable about what is needed in education to support children’s learning and development and also develop the basic 

awareness necessary for teachers. Moreover, students gain deeper understanding of children with special needs and the role of 

the instructor. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. イントロダクション・特別な支援を必要とする幼児、児童に対する特別支援教育の意義と課題 

2. 日本語の学習指導が必要な幼児、児童への教育支援 

3. 特別支援教育のための障がいの理解 

4. インクルーシブ教育システムを含めた特別支援教育の制度の理念と仕組み 

5. 軽度知的障害のある幼児、児童の心身の発達、学習上の困難の特徴と支援 

6. 学習障害のある幼児、児童の心身の発達、学習上の困難の特徴と支援 

7. 自閉スペクトラム症のある幼児、児童の心身の発達、学習上の困難の特徴と支援 

8. 注意欠陥多動性障害のある幼児、児童の心身の発達、学習上の困難の特徴と支援 

9. 視覚障害、聴覚障害、知的障害、肢体不自由、病弱等の幼児、児童の心身の発達、学習上の困難の特徴と支援 

10. 特別な支援を必要とする幼児、児童への個別指導 

11. 特別な支援を必要とする幼児、児童への教育支援 

12. 特別な支援を必要とする幼児、児童の地域・家庭を含めた支援体制の構築 

13. 特別な支援を必要とする幼児、児童に対する指導者の課題 

14. 総括 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

関連事項について講師から指示された文献を読み、自主学習を行うこと。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

レポート試験(Report Exam)(60%)/リアクションペーパー(40%) 

 

テキスト（Textbooks） 

なし 

 

参考文献（Readings） 

1. 堀江まゆみ、2010、『みんなで考えよう障がい者の気持ち－知的障がい』、学習研究社 (ISBN:978-4-05-500751-1) 
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2. 堀江まゆみ、1998、『知的障害児の発達と認知・学習』、田研出版 (ISBN:978-4 ｰ 9243 ｰ 3971 ｰ 2) 

3. 石黒広昭、2016、『子どもたちは教室で何を学ぶのか』、東京大学出版会 (ISBN:978-4-13-053088-0) 

4. 河野哲也、2015、『現象学的身体論と特別支援教育: インクルーシブ社会の哲学的探究』、北大路書房 (ISBN:978-4-7628-

2887-4) 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AF188 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／総合的な学習の時間の理論と方法 

(The Period for Integrated Studies) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
表現力を育む授業プランづくり 

担当者名 

（Instructor） 
佐藤 壮広(SATOU TAKEHIRO) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
EDU2700 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

本授業の目的は、初等教育における「総合的な学習の時間」の授業プランを組み立てることができるようになることである。最終

的には魅力的な授業運営ができるようになることを本授業の目標とする。 

 

The purpose of this course is to enable students to construct a lesson plan for "integrated study time" in elementary 

education. The ultimate goal of this class is to enable students to conduct attractive classes. 

 

授業の内容（Course Contents） 

まず、表現力を育てるための授業事例を示す。その事例をもとに、各人が授業プランを作成する。また、そのプランをもとに、クラ

ス全体でフィードバックを行う。 

 

First, I will show a class example for developing expressive power. Based on the examples, each student creates a lesson plan. 

Also, based on the plan, give feedback to the whole class. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 授業の目的の提示と進め方のガイダンス 

2. 表現を取り入れた授業事例（１） 

3. 表現を取り入れた授業事例（２） 

4. 表現を取り入れた授業事例（３） 

5. 2-4 回までのまとめ 

6. 表現する自分になるためのレッスン（１） 

7. 表現する自分になるためのレッスン（２） 

8. 表現する自分になるためのレッスン（３） 

9. 6-8 回までのまとめ 

10. 「総合的な学習の時間」の授業プラン作成（１） 

11. 「総合的な学習の時間」の授業プラン作成（２） 

12. 「総合的な学習の時間」の授業プラン作成（３） 

13. 授業プランの発表・プレゼンテーション（１） 

14. 授業プランの発表・プレゼンテーション（２）および全体のまとめ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

授業に関連する資料を事前に提示します。その資料を理解し、授業に臨んでください。 

授業後は、授業の成果を書き出し、使えるスキルとしてストックしてください。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

最終テスト(Final Test)(40%)/最終レポート(Final Report)(40%)/授業内課題(20%) 

授業内に課す小課題と仕上げに行う発表・プレゼンテーションの内容とを総合的に判断し、成績評価を行う。 

 

テキスト（Textbooks） 

授業内に提示する。 

 

参考文献（Readings） 

授業内に提示する。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 
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注意事項（Notice） 
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■AF189 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AF189／英語科教育論 

(English Education) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
子どもの学びによりそって 

担当者名 

（Instructor） 

渡辺 麻美子(WATANABE MAMIKO) 

市川 誠(ICHIKAWA MAKOTO) 

学期 

（Semester） 
秋学期他(Fall Others) 

単位 

（Credit） 
１単位(1 Credit) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
EDU2700 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
2019 年度以降入学者のみ履修可 

 

授業の目標（Course Objectives） 

小学校における外国語活動・外国語の授業実践に必要な指導力と英語の知識と運用能力を身に付ける。 

 

This course aims for students to acquire practical English proficiency and knowledge about English necessary for foreign 

language education in elementary school. 

 

授業の内容（Course Contents） 

子どもの第 2 言語学習の学びを理解し、子どもの学習能力に寄り添う指導方法とは何かを考え、実践を通してみにつける。 

 

Study and discuss how children learn language and deepen understanding their second-language acquisition, learn teaching 

methods through practice. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 英語科教育論への招待 

2. 小学校英語教育の目的と目標～なぜ小学校に英語教育を？  

3. 子どもの学びについて～子どもはどのようにして言葉を身につけるのか、子どもの学びによりそって考える 

4. 第 2 言語習得に関する基本的な知識～4 技能の指導 ・実際の活動を体験し考える 

5. 授業実践に必要な力 ①聞くこと ・実際の活動を体験し考える 

6. 授業実践に必要な力 ②話すこと（やり取り・発表） ・実際の活動を体験し考える 

7. 授業実践に必要な力 ③読むこと・書くこと ・実際の活動を体験し考える 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

予習：テキストの必要箇所を熟読する。実際の授業の中で、自分自身の英語技術を楽しくスキルアップする方法を紹介するので、

練習して授業に臨んでください。 

復習： 授業の中で学んだ指導技術や、Teacher Talk や英語表現を練習し、次回の授業で実践できるようにする。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

授業参加度(50%)/授業内レポート(20%)/活動への参加度(30%) 

 

テキスト（Textbooks） 

1. 久埜百合、1985、『WORD BOOK』、ぼーぐなん (ISBN:978-4-938749-36-1) 

2. 久埜百合・他、2010、『語研ブックレット３ 小学校英語１』、一般財団人・語学教育研究所 

 

参考文献（Readings） 

1. 久埜百合、2008、『子どもと共に歩む英語教育』、ぼーぐなん (ISBN:978-4-938749-47-7) 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

授業実施日：10 月 7 日（土）2 限、14 日（土）1～2 限、21 日（土）1～2 限、28 日（土）1～2 限 

 

注意事項（Notice） 

授業実施日 

・10/7(土)2 限(10:45～12:25) 

・10/14(土)2～4 限(08:50～12:25) 

・10/21(土)1～2 限(08:50～12:25) 

・10/28(土)1～2 限(08:50～12:25) 

教室：1201 
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■AF190 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AF190／ＩＣＴ活用の理論と方法（小学校） 

(Theories and Methods of ICT Practice (Primary Education)) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 

主体的・自律的・協調的に学ぶ学習者を育てるための情報通信技術（ICT）の活用に関

する理論と基礎的な方法（知識・スキル）の修得する。 

担当者名 

（Instructor） 
稲垣 成哲(INAGAKI SHIGENORI) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
EDU2700 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
2022 年度以降入学者のみ履修可 

 

授業の目標（Course Objectives） 

1. 情報通信技術の活用の背景・意義・理論を理解する。 

 1）教育における ICT活用の背景・意義・理論を理解する。 

 2）特別の支援を必要とする生徒に対する ICT活用の意義と留意点を理解する。 

 3）ICT支援員などとの連携や ICT環境の整備の在り方を理解する。 

2. 生徒の情報活用能力を育成するための基礎的な指導法を身に付ける。 

 1）各教科等で横断的に育成する情報活用能力について、その内容を理解する。 

 2）情報活用能力について、各教科等の特性に応じた指導事例を理解し、基礎的な指導法を身に付ける。 

 3）プログラミングについての実践的な知識を身につける。 

 

1. To understand the background, significance, and theories of the use of information and communication technologies. 

 1) To understand the background, significance, and theory of the use of ICT in education. 

 (2) To understand the significance and points to keep in mind when utilizing ICT for students with special needs. 

 (3) To understand how to cooperate with ICT support staff and how to improve the ICT environment. 2. 

2) Acquire basic teaching methods to develop students' ability to use information. 

 (1) Understand the content of information use ability to be cultivated across each subject area. 

 (2) Understand the examples of teaching information use skills according to the characteristics of each subject, etc., and 

acquire basic teaching methods. 

 (3) Acquire practical knowledge of programming. 

 

授業の内容（Course Contents） 

情報通信技術（ICT）を効果的に活用した学習指導（学習活動のデザインと支援、評価）や校務の推進の在り方、並びに、児童の

情報活用能力（情報モラル、メディアリテラシーを含む）を育成するための指導法に関する基礎的な知識・技能を身に付ける。 

特に、ICT活用に関する、基本的な考え方と学習理論、及び、授業実践に必要な知識・スキルの修得を目指す。 

 

To acquire basic knowledge and skills on how to effectively use information and communication technology (ICT) in learning 

instruction (design and support of learning activities and evaluation), how to promote school work, and instructional methods to 

develop students' ability to use information (including information morality and media literacy). 

In particular, the course aims to provide students with the basic concepts and learning theories related to the use of ICT, as 

well as the knowledge and skills necessary for classroom practice. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. オリエンテーション 

2. ICT活用の理論：ICT とは何か 

3. ICT活用の理論：なぜ ICTが求められているのか 

4. ICT活用の理論：学習理論との関連性 

5. ICT活用の理論：情報モラル 

6. 教科横断的な ICT活用の実際 

7. 各教科における ICT活用の実際（1） 

8. 各教科における ICT活用の実際（2） 

9. プログラミングの実際：ビスケット 

10. 演習 

11. プログラミングの実際：スクラッチ 

12. 演習 

13. ICT活用の理論と方法をめぐる諸問題 

14. まとめと最終レポート 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 
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適宜指示する。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

最終レポート(Final Report)(40%)/リアクションペーパー(30%)/提出物（成果物）(30%) 

 

テキスト（Textbooks） 

適宜指示する 

 

参考文献（Readings） 

1. 稲垣忠・佐藤和紀(編著)、2022、『ICT活用の理論と実践: DX時代の教師をめざして』、北大路書房 

その他、適宜指示する。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

・初回のオリエンテーション時にシラバスの変更点などを指示することがある。 

・PowerPointを使用した講義形式で，映像資料や現物資料などを適宜活用する。 

・アクティブラーニングを取り入れ，演習的な活動を適宜行うことがある。 

・遠隔のゲストスピーカーを招待する可能性がある。  

 

注意事項（Notice） 
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■AF202 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AF202／社会科教育論 

(Education of Social Studies) 

担当者名 

（Instructor） 
和田 悠(WADA YU) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
EDU2700 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

社会科という教科の理念や内容についてその歴史的展開を一方で追いつつ、他方で戦後日本を代表する社会科教育実践につ

いて平和で民主的な社会の担い手を形成する授業実践の思想と方法を学ぶことで、社会科の教科としての意義や特徴を把握す

る。 

 

1) By acquiring basic knowledge of the theoretical frameworks of the subject of social studies (history, goals, methods), 

students will be able to grasp the significance and issues of the subject. 

2) Students will be able to specifically conceptualize what they have learned from past practice regarding teaching methods for 

social studies. 

 

授業の内容（Course Contents） 

①戦後教育と社会科教育の歴史的展開について、学習指導要領の歴史的変遷や教科書をめぐる諸問題に照準を合わせて検討

する。 

②戦後の民間教育運動のなかで蓄積されてきた社会科の授業実践のあり方について実践記録を手がかりに考察する。 

 

1) Students will consider various issues surrounding historical changes of curriculum guidelines and textbooks geared toward 

post-war education and the historical development of social studies education. 

2) Students will consider working on lesson reports regarding ways of conducting social studies classes accumulated friom 

post-war alternative education movements. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 平和で民主的な社会の担い手とは誰か① 

新・旧教育基本法を読み比べて考える 

2. 平和で民主的な社会の担い手とは誰か② 

学習指導要領とその歴史的変遷から考える 

3. 戦後教育と社会科の歩み①：民主主義を教える教科としての社会科 

1947 年の学習指導要領を読む／『はえのない町』 

4. 戦後教育と社会科の歩み②：戦後民主主義と社会科 

『あたらしい憲法のはなし』を読む 

5. 戦後教育と社会科の歩み③：「逆コース」のなかの社会科教育 

「政治的中立性」をめぐって 

6. 戦後教育と社会科の歩み④：「逆コース」のなかの社会科教育 

家永三郎教科書裁判 

7. 社会科教育の論点①ジェンダーと歴史教育 

ジェンダーの視点で歴史を見直す 

8. 社会科教育の論点②戦争体験と歴史教育 

「記憶の文化」の位相 

9. 社会科教育の論点③歴史修正主義と歴史教育 

日本軍「慰安婦」問題をめぐる歴史教科書問題を考える 

10. 社会科教育実践に学ぶ①地域に根ざす社会科 

中学校の安井俊夫実践を振り返る 

11. 社会科教育実践に学ぶ②歴史を討論する授業の誕生 

高校日本史の加藤公明「考える日本史授業」 

12. 社会科教育実践に学ぶ③行動する市民を育てる社会科教育 

高校日本史・現代社会の浅尾弘子実践 

13. 社会科教育実践に学ぶ④民衆の視点から社会科教育を考える 

小学校社会科の草分京子実践と高校日本史の柄澤守実践 

14. 授業全体の振り返りとまとめ：変革的知識人としての社会科教師と子どもを解放する授業実践 
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授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

ブラックボードを活用し、事前に読んでもらいたい資料を配布する。それについて考えを述べる予習課題を提出してもらう。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

レポート試験(Report Exam)(60%)/コメントペーパーの内容や講義で課せられる課題の提出・発表(40%) 

 

テキスト（Textbooks） 

1. 吉田裕、2005、『日本人の戦争観』、岩波現代文庫 (ISBN:9784006031077) 

レポート試験の課題文献である。また、受講に際して、現在の社会科の学習指導要領に関しても手元に置いておくこと。 

 

参考文献（Readings） 

授業内に適宜紹介する。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

基本的に授業は講義形式であるが、学生への質問も活発に行う。教育実践についての評価を受講者のあいだで討論を試みるこ

ともしたい。積極的な受講態度が期待される。なお、受講者の問題関心や受講者数に応じて授業計画を一部変更する場合があ

る。必ずしも教員にならない学生にとっても戦後の民主主義の担い手を育てる課題を一身に背負って出発した教科としての社会

科の理念や歴史を知ることは有益である。初等教育専攻課程の学生はもちろんのこと、教育学専攻の学生も積極的に履修をし

てほしい。 

 

注意事項（Notice） 
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■AF206 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AF206／家庭科教育論 

(Introduction to Domestic Science) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
家庭科概論ー教科「家庭」のとらえ直し 

担当者名 

（Instructor） 
増茂 智子(MASUMO TOMOKO) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
EDU2700 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

これまで学ぶ側にあった学校教育における家庭科について、指導する側を意識した教科観・指導観等を培い、家庭科の面白さや

大切さ等を探りながら、家庭科教育の役割をとらえ直すことができる。 

 

Regarding what they have learned about home economics in school education up until now, students will be able to reconsider 

the role of economics in schools while developing subject philosophies and teaching philosophies, etc., through teaching, as well 

as deepening their appreciation for the interesting and appealing points of home economics. 

 

授業の内容（Course Contents） 

前半は教科「家庭」に関する史的背景や学ぶ意義、および教科の目標や内容等を講義やアクティヴラーニングを通じ検討し、後

半はワークショップ中心に家庭科の魅力や課題等を検討していく。ワークショップでは、グループディスカッション、被服実習（手縫

いやミシン縫い等）や簡易実験・調理実習等の体験学習、ロールプレイングやプレゼンテーション等を予定している。受講生が主

体的に学べる機会を可能な範囲で多く取り入れる予定である。 

 

In the first half of the class, students will consider the relevant historical background, significance of learning, class objectives 

and content of home economics through lectures and active learning, and the second half of the class will focus on workshops 

where students will consider the appealing points and relevant issues of home economics. The workshops will include group 

discussion, experience learning such as garment making (hand sewing and machine sewing, etc.), simple experiments and cooking 

practice, as well as role playing and presentations, etc. Students are expected to be able to broaden their range of subjective 

learning opportunities. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. ガイダンス （受講生の確認） 他 

2. 家庭科教育の本質 （歴史、社会的背景、等） 

3. 家庭科教育の目標と内容 

4. 家政学と家庭科教育①自然科学の視点からの検討（講義＋ワークショップ：簡易実験の試み 他） 

5. 家政学と家庭科教育②社会科学の視点からの検討（講義＋ワークショップ） 

6. 家政学と家庭科教育③人文科学の視点からの検討（講義＋ワークショップ) 

7. 家庭科の学習指導、家庭科における ICTの活用 他 

8. ワークショップ：家庭科の学習指導（ロールプレイングの試み）  他 

9. 家庭科の評価 （講義＋グループ討論 ） 確認小テストの実施 

10. ワークショップ：創作・製作活動・実習（前半） 

11. ワークショップ：創作・製作活動・実習（後半） 

12. ワークショップ：創作・製作活動（予備日）、作品合評会 

13. 家庭科に関するプレゼンテーション   

14. 学習のまとめ 災害時の衣食住と家庭科教育 （プレゼンテーション予備日）  他  

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

前半は、講義でふれた内容に関しての復習、後半はワークショップおよびプレゼンテーションに向けた準備等がある。ワークショッ

プに関しての準備には、たとえば創作・製作活動の製作プランと教材の準備、また授業時間内に製作活動が終了できない場合は

授業時間外での完成が必須となる。プレゼンテーションは全員必須のため、興味のある家庭科に関するテーマについて積極的に

調べ、検討し、表現（発表）してほしい。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

ワークショップへの取り組みと提出物(35%)/プレゼンテーション(25%)/授業内小テスト(40%) 

 

テキスト（Textbooks） 

なし 
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参考文献（Readings） 

1. 『家政学の時間』編集委員会、2020、『楽しもう家政学』、開隆堂 (ISBN:978‐4‐304‐02149‐7) 

2. 池﨑喜美惠、2020、『小学校指導法 家庭』、玉川大学出版部 (ISBN:9784472405815) 

3. 生活の学びの研究会、2021、『生活からはじめる教育 コロナ禍が教えてくれたこと』、開隆堂 (ISBN:9784304021848) 

4. お茶の水女子大学附属学校家庭科研究会、2017、『アクティブ・ラーニングが育てるこれからの家庭科』、地域教材社 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

①教職科目（家庭科教育法）を履修する人は、できれば本授業も履修することを勧めたい。（可能ならば「家庭科教育法」履修前

に） 教科「家庭」への理解を深め、家庭科教育の役割と児童への指導・支援について教育法の授業だけでは補えないものをフォ

ローしていく予定である。 

②対面授業であることを生かし、授業時での直接対話を重視する。ただし、連絡等の補足手段として「立教時間」を活用する予定

である。 

③原則として、出欠の確認等はリアクションペーパーを用いることとする。 

 

注意事項（Notice） 
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■AF207 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／体育実技 

(Physical Education) 

担当者名 

（Instructor） 
安松 幹展(YASUMATSU MIKINOBU) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
EDU3720 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
2016 年度以降入学者のみ履修可 

 

授業の目標（Course Objectives） 

この授業では，小学校で実施する運動種目を扱いながら，それぞれの種目内容および教授法を理解する。また，児童の発育・発

達に応じて，楽しく運動に親しみながら健康と体力の向上を目指した体育教育の指導法を学習することを目標とする。 

 

In this class, while dealing with the types of exercise used in elementary schools, students will understand the contents and 

teaching methods of various sports events. Also, the class aims to help students learn instructional methods for physical 

education classes that improve pupils’ health and physical strength while familiarizing them with fun exercises appropriate for 

pupil growth and development. 

 

授業の内容（Course Contents） 

体育指導要領の「適切な運動の経験と健康・安全についての理解を通して，生涯にわたって運動に親しむ資質や能力の基礎を

育てるとともに健康の保持増進と体力の向上を図り，楽しく明るい生活を営む態度を育てる」ことを実技を通して理解する。また，

「心と体を一体としてとらえて健全な成長を促す」という基本方針にくわえて「スポーツパーソンシップ」に関しても学習しながら体

育授業の心構えと指導法の技術，知識を身につける。基本的には，２時限の授業で１〜２種目の運動種目を取り上げ，その種目

の内容と練習方法を含めた教授法についての実技となる。また，池袋キャンパスで実施不可能な種目は，新座キャンパスや立教

小学校の施設を利用して行う場合がある。 

 

Students will come to understand the physical education curriculum’s tenet of "through proper exercise experience and 

understanding of health and safety, ... develop basic qualities and the abilities to participate in enjoyable physical activity 

throughout their lives, maintain and improve their health and fitness and cultivate an appropriate attitude towards leading a 

pleasant and happy life" through practical experience. Also, adding to the basic principle of "promote healthy growth of pupils 

'by considering physical and mental aspects in an integrated manner'," students will also become competent in preparation, 

teaching method techniques and knowledge of physical education classes while studying about “sportspersonship.” Basically, 

one or two sport(s) will be taken in every two periods of the class. Practical experiences including contents and practice 

methods concerning such sport(s) will also be taken in the classes. Also, there are some events that cannot be held at the 

Ikebukuro Campus that will be conducted at the Niiza Campus or using Rikkyo Elementary School facilities. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 準備体操とストレッチング・アイスブレイク（鬼遊び） 

2. 体つくり運動系（縄跳び・動きつくり・ボール遊び） 

3. 運動遊び（一輪車・ジャグリング・バランスボール・ボルダリング）・器械運動系 1（鉄棒） 

4. 陸上競技系（かけっこ・リレー・ハードル走・跳躍） 

5. 表現運動系（表現リズム遊び・フォークダンス） 

6. ボール運動系室内ゴール型 1（バスケットボール・ハンドボール） 

7. ボール運動系室内ネット型 1（プレルボール・バレーボール） 

8. ボール運動系室内ネット型 2（バドミントン・インディアカ・バドポン） 

9. ボール運動系屋外ネット型（テニス）・屋外ゴール型（サッカー・フットサル） 

10. ボール運動系室内ゴール型 2（ユニホック・アルティメット・フラッグフットボール） 

11. ボール運動系ベースボール型 

12. 器械運動系 2（マット運動・跳び箱・組体操） 

13. 水泳運動系 1（ウォーター・エクササイズ・着衣泳） 

14. 水泳運動系 2（４泳法・水球） 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

授業で扱う運動種目の内容やルールについて，各自が事前に予習してくること。また，毎回運動が出来る服装，靴に着替えて集

合すること。施設は主にポール・ラッシュ・アスレチックセンターを利用する予定。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

授業への参加態度(70%)/それぞれの運動種目の理解(30%) 
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テキスト（Textbooks） 

なし 

 

参考文献（Readings） 

1. 文部科学省、2015、『小学校学習指導要領解説 体育編』、東洋館出版社 (ISBN:978-4491031613) 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AF251 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AF251／国語科教育論 

(Japanese Language Education) 

担当者名 

（Instructor） 

渡辺 哲男(WATANABE TETSUO) 

村上 祐子(MURAKAMI YUKO) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
EDU2700 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

（1）教室で学習者の言語活動が活発になるということはどういうことかを考える。 

（2）人間が言葉を使い、言葉を教えることのあいだに存在する問題を考える。 

（3）国語科の教材を、授業で学んだ哲学や思想を踏まえて捉え直せるようになる。  

 

(1) Students will be able to think about what it means that learners' language activities become more active in the classroom. 

(2) Students will be able to think about the problems that exist between humans using language or teaching language. 

(3) Students will be able to reconsider the teaching materials in the Japanese language class based on the philosophy and ideas 

learned in the class.  

 

授業の内容（Course Contents） 

この授業では、言葉の学びに携わる者に必要とされる知識を提供し、受講者はその知識をグループワークなどで活用しながら習

得していく。小学校教材のみならず、比較のために中学、高校の教材も使用し、さらには、映画などのポップカルチャーを使用す

ることもある。必ずしも教員免許状取得を目的としていなくとも、「言葉」を再考したい方には益のある授業内容である。  

 

In this class, teachers provide the required knowledge to Japanese language teachers, and students acquire the knowledge while 

utilizing it in group work. In class, we use not only elementary school materials but also junior high and high school materials for 

comparison, and sometimes use pop culture such as movies. Students who do not aim to obtain a teacher's license can also 

participate.  

 

授業計画（Course Schedule） 

1. オリエンテーション、言語パフォーマンス発表会のグループ分け 

2. 詩的な言葉を考える（1）ある映画をもとにグループワーク 

3. 同上（2）グループワークの成果報告 

4. いま話題の「ごんぎつね」を考える（1）劇化してみる 

5. 同上（2）言語論的転回 

6. 「物語る」という営為が人間に何をもたらすか？ 

7. 言語論的転回の否定 

8. 「あまちゃん」としてのスイミー 

9. 演劇と言葉の学びをめぐる問題：吃音と即興 

10. 言語パフォーマンス発表会（1）前半 

11. 言語パフォーマンス発表会（2）後半 

12. 「論理的思考」とは何か？ 

13. 文字指導の注意点（書写の授業、活字、仮名遣いなど） 

14. 授業のまとめ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

（1）次回扱う資料などを事前に配布し、読了しておくよう求めることがある。 

（2）ワークショップや学生自身による創作活動が多い授業であることを了解の上受講すること。 

（3）言語パフォーマンス発表会は、国語科教材を劇化して発表したり、言語事項に関するリサーチの成果を演劇的に発表するも

のである。授業初回でグループ分けを行い、以降のグループワークから発表会まで行動を共にする。発表会の準備は授業時間

外にグループで集まる必要も出てくるので、了解の上受講すること。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

筆記試験(Written Exam)(50%)/授業中、授業後に提出してもらう課題(50%) 

 

テキスト（Textbooks） 

なし 

 

参考文献（Readings） 
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1. 渡辺哲男、2010、『「国語」教育の思想：声と文字の諸相』、勁草書房 (ISBN:9784326250653) 

2. 渡辺哲男ほか編、2019、『言葉とアートをつなぐ教育思想』、晃洋書房 (ISBN:9784771031623) 

3. 渡辺哲男編、2023、『ポップカルチャーの教育思想：アカデミック・ファンが読み解く現代社会』、晃洋書房 

(ISBN:9784771037236) 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AF253 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AF253／算数科教育論 

(Mathematics Education) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 

算数科教育論／日本の初等教育における数学教育の内容およびその背後にある初等

数学と学習指導のあり方 

担当者名 

（Instructor） 
杉田 博之(SUGITA HIROYUKI) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
EDU2700 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

学習指導要領における小学校算数科の学習指導内容とそれらを構成している初等数学の理論を知り、その指導方法の背後に

ある指導法の理論を知る。  

 

Students will know about the current elementary school math class learning instruction contents in the current curriculum and 

elementary school math theories that form them, and know theories of instructional methods that back these teaching methods.   

 

授業の内容（Course Contents） 

小学校算数科の指導内容を構成している初等数学とその指導法の理論を講義し、それらの理論を深めるための実際の算数科

の授業をビデオコンテンツ等で視聴したり、基礎的な数学問題に取り組んだりする。 

 

The lecture will cover the elementary school math that makes up the instructional content of elementary school math classes 

and the relevant teaching theories. In order to more deeply understand those theories, students will watch video content of 

actual math classes and take basic 

math problem．. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. オリエンテーション「指導要領における算数科の学習指導内容領域」及び学校教育における算数科の役割 

2. 日本の初等数学教育の歴史的変遷と学習指導要領における算数科の教科目標と領域 

3. 数と計算領域① 「数とは何か」（「すう」と「かず」） 

数の意味と表現方法、十進位取り記数法、そしてその指導   

4. 数と計算領域② 「計算とは何か－加法計算－」（計算指導の３つの内容） 

加減計算の意味指導、演算決定能力、そしてその指導   

5. 数と計算領域③ 「計算とは何か－減法計算－」（計算指導の３つの内容） 

加減計算の意味指導、演算決定能力、そしてその指導   

6. 数と計算領域④ 「計算とは何か－乗法計算－」（計算指導の３つの内容） 

乗法計算の意味指導、演算決定能力、そしてその指導   

7. 数と計算領域⑤ 「計算とは何か－除法計算－」（計算指導の３つの内容） 

除法計算の意味指導、演算決定能力、そしてその指導  

8. 数と計算領域⑥「分数・小数の意味と指導及び四則計算」 

分数・小数の表記と背景にある意味そしてその計算  

9. 数と計算領域⑦整数の性質とその背景にある整数論 

具体的な整数の性質が用いられる場面と、整数の見方（素因数分解など） 

10. 図形①「図形教育の４つの目標」 

基本的な図形の概念形成と包摂関係、対象概念と関係概念 

11. 図形②「空間観念の育成」 

空間と図形、概念と観念、敷き詰め、図形の美しさ、図形と論証 

12. 測定①「量・測定とは何か」（測定の４段階） 

測定の意味とその方法、単位と単位名の仕組み、量の計算 

13. 変化と関係①「関数の考え」 

「関数」の意味と「関数の考え」、関数の考え、伴って変わる関係の考察  

14. 4.データの活用「資料の整理とよみ」 

統計とは何か、小学校で扱う表とグラフの意味と選択、統計の必要性 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

ア）毎回課す課題のレポートを必ず作成してくる。 

イ）講義で話題とした文献などを読んだり、講義を振り返り、学修した事項のの整理と感想をまとめる。 
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成績評価方法・基準（Evaluation） 

レポート試験(Report Exam)(60%)/講義課題(30%)/出席・発表の状況(10%) 

毎回の講義録や自主的な学習記録としてのノートづくりを勧めます。 

 

テキスト（Textbooks） 

1. 文部科学省、2018、『小学校学習指導要領（平成 29 年度告示）解説 算数編』、日本文教出版 (ISBN:9784536590105) 

文部科学省 webサイトよりダウンロード可能（無料） 

 

参考文献（Readings） 

1. 黒木 哲徳、2009、『入門 算数学』、日本評論社 (4535784069784535785403) 

2. 清水 美憲、2019、『初等算数科教育』、ミネルヴァ書房 (97846230806023) 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

COVID-19 感染拡散防止対応策の状況や、授業の進行状況により、内容や順番に変更する場合があります。 

 

注意事項（Notice） 
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■AF254 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AF254／理科教育論 

(Science Education) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
理科とはいかなる教科か 

担当者名 

（Instructor） 
稲垣 成哲(INAGAKI SHIGENORI) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
EDU2700 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

①理科教育の目的・内容・方法・評価について理解する。 

②日本の子どもの理科学習の現状を把握するとともに，自然事象に対する学習者の認識の特徴や傾向を理解する。  

③理科教育における現代的課題の解決方法について理解する。 

 

(1) To understand the purpose, content, methods, and evaluation of science education. 

(2) To understand the current status of science learning among Japanese children, and the characteristics and trends of 

learners' understanding of natural phenomena.  

(3) To understand how to solve contemporary issues in science education 

 

授業の内容（Course Contents） 

本講義では，初等教育における理科に関わる基礎的・基本的な知識を概観する。また，日本の子どもの現状や理科教育におい

て解決すべき課題について，多様な文献や情報を提示しながら説明する。本授業では，アクティブ・ラーニングの視点を取り入

れ，受講生のグループワークや討論，文献輪読の機会を数多く設ける。 

 

In this lecture, we will overview the basic and fundamental knowledge related to science in elementary education. In addition, 

the current situation of children in Japan and issues that need to be solved in science education will be explained by presenting 

various documents and information. In this lecture, the viewpoint of active learning will be incorporated, and there will be many 

opportunities for students to engage in group work, discussion, and literature reading. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. オリエンテーション 小学校における理科の目標とその構造 

2. 小学校理科における「科学的」の諸定義：素朴帰納主義 

3. 小学校理科における「科学的」の諸定義：素朴帰納主義の問題点 

4. 小学校理科における「科学的」の諸定義：反証主義 

5. 小学校理科における「科学的」の諸定義：リサーチプログラム 

6. 小学校理科における「科学的」の諸定義：パラダイム論 

7. 小学校理科における「科学的」の諸定義：アナーキズム 

8. 文献購読（1） 

9. 文献購読（2） 

10. 文献購読（3） 

11. 文献購読（4） 

12. 小学校理科教育における現代的課題（1） 

13. 小学校理科教育における現代的課題（2） 

14. 全体のまとめ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

授業時間外の学習に関する指示は，必要に応じて別途する。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

リアクションペーパー(50%)/提出物(20%)/最終レポート(Final Report)(30%) 

2/3 以上の出席をしていない場合は，単位修得不可。 

 

テキスト（Textbooks） 

適宜指示する。 

講義後半の輪読については，受講人数などを把握した上で検討し，講義中に告知する。 
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参考文献（Readings） 

1. 文部科学省、『小学校学習指導要領解説 理科編』 

2. 戸田山和久、2011、『「科学的思考」のレッスン』、NHK出版 

小学校指導要領解説 理科編はダウンロード可能である。 

その他，適宜指示する。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

・シラバスに変更点がある場合は，初回のオリエンテーション時に告知する。 

・PowerPointを使用した講義形式で，映像資料や現物資料なども適宜活用する。 

・講義参加人数にもよるが，アクティブラーニングを取り入れ，グループワーク，演習，輪読などを適宜行う。 

・ゲストスピーカーを招待する計画（未定）もある。 

 

注意事項（Notice） 
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■AF255 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AF255／生活科教育論 

(Education of Life Studies) 

担当者名 

（Instructor） 
伊藤 実歩子(ITO MIHOKO) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
EDU2700 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

生活科の成立史、またその理念や原理について理解するとともに、それらを踏まえた生活科の特質や低学年児童の発達に応じ

た子ども理解を深め、生活科の教科内容を理解することができるようにする。 

 

Students can understand the history of the establishment of life sciences and their principles.They can deepen the 

understanding of children according to the characteristics of life sciences and the development of lower grade children. 

 

授業の内容（Course Contents） 

生活科の教育理念や原理について学習したうえで、学習指導要領の目標・内容・方法等の構成について学ぶ。そして、生活科の

教科内容について、児童理解の方法及び学習の構想や授業の進め方等を考える。 

 

Students learn about the educational philosophy and principles of life studies. And then they learn about the composition of 

goals, contents, methods, etc. of the course of study. Then, regarding the subject content of the life studies, consider the 

method of understanding children, the concept of learning, and the method of proceeding with classes. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. オリエンテーション 

2. 生活科の誕生――学習指導要領の変遷とともに―― 

3. 生活科の目標と内容構成 ――スタートアップカリキュラムとしての生活科―― 

4. 生活科の内容の検討２――①「学校と生活」②「家庭と生活」③「地域と生活」④「公共物や公共施設の利用」⑤「季節の変

化と生活」 ―― 

5. 生活科の内容の検討３――⑥「自然やものを使った遊び」⑦「動植物の飼育・栽培」⑧「生活や出来事の交流」⑨「自分の成

長」 ―― 

6. 生活科の源流を探る――ドイツ語圏の Sachunterricht―― 

7. 生活科の源流を探る――ドイツ語圏の Sachunterrichtの教科書の検討―― 

8. 生活科の単元構想とその検討１ 

9. 生活科の単元構想とその検討２ 

10. 生活科の単元構想とその検討３ 

11. 生活科の単元構想とその検討４ 

12. 生活科の単元構想とその検討５ 

13. 生活科の実践と評価 

14. まとめ――これからの生活科―― 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

自分で授業構想を練るだけでなく、その一部または全部を実践してみる工程を含んでいるため、授業時間外の作業は非常に多く

なることに留意してほしい。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

授業内レポート(30%)/授業内レポート(30%)/授業内レポート(40%) 

 

テキスト（Textbooks） 

適宜、配布あるいは指示する 

 

参考文献（Readings） 

 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 
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注意事項（Notice） 
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■AL001 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／人文学とキャリア形成 ａ 

(Arts and Humanities for Career Development a) 

担当者名 

（Instructor） 

秋葉 昌樹(AKIBA YOSHIKI) 

堀内 進之介(HORIUCHI SHINNOSUKE) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
ART2800 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

人文学本来の学びの中で、個々の目標を問い、学問の意味や目的を明確にしながら、じぶんで人生設計し、キャリアをデザイン

することが目標です。 

 

The aim of this course is for students to question their own individual goals and clarify the meaning and purpose of their study 

of the humanities, while they design their own lives and careers. 

 

授業の内容（Course Contents） 

もともと「汝自身を知ること」が人文学の永遠の主題です。どんな時代や文化であろうと、全ての人間が「おのれとその生き方」を

追求しました。しかもその答えが個人個人で違う点こそが、他の学問と異なって人文学の真髄なのです。この授業は、職業教育

ではありません。将来の人生設計を念頭に置きながら、「じぶんはいったい何者なのか」「人と共に生きるとは何なのか」「じぶん

の人生全体で探求したいテーマは何か」といったことを考えることが目標です。基本はじぶんで考えることです。 

 

"Know thyself" is the eternal theme of the humanities. Whatever the age and culture, every human being has pursued "the self 

and how to live." Interestingly, the fact that the answer differs for every individual is what distinguishes the humanities from 

other studies. This class is not a vocational education class. Its aim is for students to think about "Who am I?," "What does it 

mean to live with others?," and "What themes do I want to explore throughout my life?," while keeping their future life designs 

in mind. At the base is thinking on one's own. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. オリエンテーション・趣旨説明・履修上の注意・スケジュール確認 

2. ゲスト講師による講義１ 

3. ゲスト講師による講義２ 

4. ゲスト講師による講義３ 

5. ゲスト講師による講義４ 

6. 振り返り（対面） 

7. ゲスト講師による講義５ 

8. ゲスト講師による講義６ 

9. ゲスト講師による講義７ 

10. ゲスト講師による講義８ 

11. 振り返り（対面） 

12. ゲスト講師による講義９ 

13. ゲスト講師による講義１０ 

14. まとめと振り返り（対面） 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

資料がある場合には Blackboard上にアップする。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

講義と振り返りへの積極的な取り組み(30%)/小レポート(3 回、20％＋20％＋30％)(70%) 

 

テキスト（Textbooks） 

テキストは使用しない。 

 

参考文献（Readings） 

参考文献や参考資料等は Blackboard 上で随時紹介する。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

対面形式とオンデマンドのオンライン形式を併用して実施する。2回の振り返り授業と最後のまとめの授業は対面で行う。計 10

回の「ゲスト講師による講義」の形式については今後アナウンスすることにしたい。 
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注意事項（Notice） 
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■AL002 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／人文学とキャリア形成 ｂ 

(Arts and Humanities for Career Development b) 

担当者名 

（Instructor） 

松原 宏之(MATSUBARA HIROYUKI) 

堀内 進之介(HORIUCHI SHINNOSUKE) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
ART2800 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

人文学本来の学びの中で、個々の目標を問い、学問の意味や目的を明確にしながら、じぶんで人生設計し、キャリアをデザイン

することが目標です。 

 

The aim of this course is for students to question their own individual goals and clarify the meaning and purpose of their study 

of the humanities, while they design their own lives and careers. 

 

授業の内容（Course Contents） 

もともと「汝自身を知ること」が人文学の永遠の主題です。どんな時代や文化であろうと、全ての人間が「おのれとその生き方」を

追求しました。しかもその答えが個人個人で違う点こそが、他の学問と異なって人文学の真髄なのです。この授業は、職業教育

ではありません。将来の人生設計を念頭に置きながら、「じぶんはいったい何者なのか」「人と共に生きるとは何なのか」「じぶん

の人生全体で探求したいテーマは何か」といったことを考えることが目標です。基本はじぶんで考えることです。 

 

"Know thyself" is the eternal theme of the humanities. Whatever the age and culture, every human being has pursued "the self 

and how to live." Interestingly, the fact that the answer differs for every individual is what distinguishes the humanities from 

other studies. This class is not a vocational education class. Its aim is for students to think about "Who am I?," "What does it 

mean to live with others?," and "What themes do I want to explore throughout my life?," while keeping their future life designs 

in mind. At the base is thinking on one's own. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. オリエンテーション・趣旨説明・履修上の注意・スケジュール確認 

2. ゲスト講師による講義１ 

3. ゲスト講師による講義２ 

4. ゲスト講師による講義３ 

5. ゲスト講師による講義４ 

6. 振り返り（対面） 

7. ゲスト講師による講義５ 

8. ゲスト講師による講義６ 

9. ゲスト講師による講義７ 

10. ゲスト講師による講義８ 

11. 振り返り（対面） 

12. ゲスト講師による講義９ 

13. ゲスト講師による講義１０ 

14. まとめと振り返り（対面） 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

資料がある場合には Blackboard上にアップする。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

講義と振り返りへの積極的な取り組み(30%)/小レポート(3 回、20％＋20％＋30％)(70%) 

 

テキスト（Textbooks） 

テキストは使用しない。 

 

参考文献（Readings） 

参考文献や参考資料等は Blackboard 上で随時紹介する。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

対面形式とオンデマンドのオンライン形式を併用して実施する。2回の振り返り授業と最後のまとめの授業は対面で行う。計 10

回の「ゲスト講師による講義」の形式については今後アナウンスすることにしたい。 
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注意事項（Notice） 
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■AL101 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

その他／インターンシップ 

(Internship) 

担当者名 

（Instructor） 

金子 明雄(KANEKO AKIO) 

堀内 進之介(HORIUCHI SHINNOSUKE) 

学期 

（Semester） 
秋学期他(Fall Others) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
ART3830 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

就業体験を通じて文学部での学びを深化させる機会を得る。また，キャリアデザインを考える機会とする。 

 

Students will gain opportunities to deepen their studies in the College of Arts through work experience. The class will also give 

them opportunities to think about career design. 

 

授業の内容（Course Contents） 

・「職業と人文学」または「人文学とキャリア形成」の単位取得者対象。 

・春学期中に事前研修等を通じて，インターンシップへの参加目的を明確にし，必要な知識やスキルを体得する。夏季休暇中もし

くは秋学期中に派遣先で実際に就業体験を積んだ上で，秋学期に事後研修，レポート作成，体験報告会などを通して，インター

ンシップ研修の成果や今後の課題等を確認する。 

 

・Persons eligible to earn credits for "Occupations and the Humanities" or "Arts and Humanities for Career Development" 

・Through advance training, etc. during the spring semester, students will clarify their objectives in participating in internships, 

and will acquire the necessary knowledge and skills. During summer vacation or the fall semester, after gaining actual work 

experience at the accepting company, students will confirm the results of their internship training, future issues, etc. through 

follow-up training in the fall semester, report creation, and experience report meetings. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. ４月６日（木） インターンシップ説明会 

【時間】１３：００～1４：００ 【教室】X204 

※履修希望者は必ず出席すること。 

2. ４月７日（金）～４月１２日（水） 履修希望届提出期間 

４月１２日（水）１７：００ 履修希望届締切 

3. ４月１７日（月） 履修登録予定者発表（文学部掲示板（WEB 上）にて発表） 

4. ５月１０日（水） 事前研修① 

 【時間】１８：５５～２０：３５ 

5. ５月３１日（水） 事前研修② 

 【時間】１８：５５～２０：３５ 

6. ７月５日（水） 事前研修③ 

 【時間】１８：５５～２０：３５ 

7. ７月１２日（水） 派遣前ガイダンス 

 【時間】１２：２５～１３：０５ 

8. ７月１２日（水） 事前研修④ 

 【時間】１８：５５～２０：３５ 

9. ８月上旬～９月 夏期インターンシップ（実質１０日間以上） 

10. ９月 履修登録（その他登録） 

11. ９月下旬～１２月 秋期インターンシップ（実質１０日間以上） 

12. １０月２５日（水） 事後研修① 夏期インターンシップ報告会・レポート提出 

 【時間】１８：５５～２０：３５ 

13. １１月２２日（水） 事後研修② 秋期インターンシップ報告会・レポート提出 

 【時間】１８：５５～２０：３５ 

14. １月１０日（水） 事後研修③ 

 【時間】１８：５５～２０：３５ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

秋学期履修登録科目であるが、履修希望者は４月６日（木）の説明会（１３：００～１４：００）に必ず出席すること。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

提出物(30%)/インターンシップ研修先の評価(20%)/レポート内容(30%)/体験報告会での報告内容(20%) 
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テキスト（Textbooks） 

特に指定しない。 

 

参考文献（Readings） 

特に指定しない。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

２週目以降のガイダンス及び事前・事後研修の教室は、４月６日（木）の説明会にて発表する。 

【注意事項】 

本科目は、インターンシップや学外活動等の実践的な学びを中心に構成する授業である。 

新型コロナウィルスの感染状況に鑑み中止することもありうる。 

 

注意事項（Notice） 

本科目は、インターンシップや学外活動等の実践的な学びを中心に構成する授業である。 
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■AL107 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

その他／書道 １ 

(Calligraphy 1) 

担当者名 

（Instructor） 
金子 大蔵(KANEKO DAIZO) 

学期 

（Semester） 
春学期他(Spring Others) 

単位 

（Credit） 
１単位(1 Credit) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
ART2210 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
文学科日本文学専修、文芸・思想専修の教職課程登録者のみ履修可 

 

授業の目標（Course Objectives） 

中国・日本の古典や名筆を臨書し，学習することによって，中学校国語科書写で指導するのに必要な技術と書道全般の背景や

知識を身につける。 

 

By copying and learning Chinese and Japanese classics and writings, students will acquire the knowledge and background of 

calligraphy in general and the skills necessary for teaching junior high school Japanese language transcription. 

 

授業の内容（Course Contents） 

実習では半紙での古典臨書によって書道の基本ともいえる楷書・行書の筆法や字形を会得する。また，書道の歴史的背景や用

具・用材の知識を身につけるための講義をする。 

必ず初回に道具を持ってくること。 

 

In the practical training, students will learn how to write strokes and character forms in regular script and semi-cursive script – 

the fundamentals of calligraphy – by copying classics on calligraphy paper. In addition, lectures will be conducted to acquire 

knowledge of the historical background of calligraphy and its tools and materials. 

Students are to bring their writing materials from the first session. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 用具・用材の説明と書道の話 

2. 楷書について（筆法・字形・線質など） 

楷書課題実習 

3. 九成宮醴泉銘 

4. 孔子廟堂碑 

5. 雁塔聖教序 

6. 牛けつ造像記 

7. 鄭羲下碑 

8. 楽毅論 

9. 行書について（筆法・字形・線質など） 

行書課題実習 

10. 蘭亭序 

11. 争坐位文稿 

12. 温泉銘 

13. 風信帖 

14. 創作 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

授業時に指示する。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

毎回の授業提出半紙課題(100%) 

 

テキスト（Textbooks） 

『書 1』高等学校芸術科（書道）文部科学省検定済教科書（光村図書出版） 

 

参考文献（Readings） 

特になし 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 
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注意事項（Notice） 

授業実施日 

・8/1(火)1～3 限(08:50～15:05) 

・8/2(水)1～3 限(08:50～15:05) 

・8/3(木)1～3 限(08:50～15:05) 

・8/4(金)1～3 限(08:50～15:05) 

・8/7(月)1～3 限(08:50～15:05) 

教室：4353 
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■AL108 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

その他／書道 ２ 

(Calligraphy 2) 

担当者名 

（Instructor） 
金子 大蔵(KANEKO DAIZO) 

学期 

（Semester） 
春学期他(Spring Others) 

単位 

（Credit） 
１単位(1 Credit) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
ART2210 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
文学科日本文学専修、文芸・思想専修の教職課程登録者のみ履修可 

 

授業の目標（Course Objectives） 

中国・日本の古典や名筆を臨書し，学習することによって，中学校国語科書写で指導するのに必要な技術と書道全般の背景や

知識を身につける。 

 

By copying and learning Chinese and Japanese classics and writings, students will acquire the knowledge and background of 

calligraphy in general and the skills necessary for teaching junior high school Japanese language transcription. 

 

授業の内容（Course Contents） 

実習では半紙での古典臨書によって書道の基本ともいえる楷書・行書の筆法や字形を会得する。また， 書道の歴史的背景や用

具・用材の知識を身につけるための講義をする。 

必ず初回に道具を持ってくること。 

 

In the practical training, students will learn how to write strokes and character forms in regular script and semi-cursive script – 

the fundamentals of calligraphy – by copying classics on calligraphy paper. In addition, lectures will be conducted to acquire 

knowledge of the historical background of calligraphy and its tools and materials. 

Students are to bring their writing materials from the first session. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 用具・用材の説明と書道の話 

2. 楷書について（筆法・字形・線質など） 

楷書課題実習 

3. 九成宮醴泉銘 

4. 孔子廟堂碑 

5. 雁塔聖教序 

6. 牛けつ造像記 

7. 鄭羲下碑 

8. 楽毅論 

9. 行書について（筆法・字形・線質など） 

行書課題実習 

10. 蘭亭序 

11. 争坐位文稿 

12. 温泉銘 

13. 風信帖 

14. 創作 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

授業時に指示する。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

毎回の授業提出半紙課題(100%) 

 

テキスト（Textbooks） 

『書 1』高等学校芸術科（書道）文部科学省検定済教科書（光村図書出版） 

 

参考文献（Readings） 

特になし 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 
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注意事項（Notice） 

授業実施日 

・8/1(火)4～6 限(15:20～20:35) 

・8/2(水)4～6 限(15:20～20:35) 

・8/3(木)4～6 限(15:20～20:35) 

・8/4(金)4～6 限(15:20～20:35) 

・8/7(月)4～6 限(15:20～20:35) 

教室：4353 
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■AL114 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

その他／ＳＤＧｓフィールドワーク＜ローカル＞ 

(SDGs Fieldwork(Local)) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
陸前高田において、地域の価値を掘り起こし、課題を解決する 

担当者名 

（Instructor） 

奇二 正彦(KIJI MASAHIKO)  

清水 将吾(SHIMIZU SHOGO) 

学期 

（Semester） 
通年他(Full year Others) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
ART1030 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

国内のある地域の生態学的自然と人間の歴史・文化・産業を理解し、SDGｓの目標に即した持続可能な社会を構築していくため

の課題と方法を体験的に理解すると同時に、ESD（環境教育）的な視座を獲得する。  

 

Understand the ecological nature and human history, culture, and industry of a certain region in Japan, and gain an experiential 

understanding of issues and methods for building a sustainable society in line with the goals of the SDGs, while at the same 

time acquiring an ESD (Education for sustainable development) perspective.  

 

授業の内容（Course Contents） 

岩手県陸前高田市のグローバルキャンパスを基地として、陸前高田市の自然、歴史・文化と産業、そして 2011 年の東日本大震

災に伴う津波被害について理解し、この地域の課題を掘り起こし、地域の人々と交流し、この地域の持続可能な社会づくりのため

の提案をする。同時に、岩手県立高田高校の生徒の総合的な探究の時間の授業と連携し、高校生の地域創生教育を支援し、共

同で探究教育の発表を行う。事前学習を経て、3 泊 4 日程度の現地調査を行い、最終日にグローバルキャンパスで発表を行う。

現地調査後に個々人が最終レポートを作成する。  

 

Using the Rikkyo Global Campus in Rikuzentakata City, Iwate Prefecture as a base, the students will gain an understanding of 

the nature, history, culture, and industry of Rikuzentakata City, as well as the tsunami damage caused by the 2011 Great East 

Japan Earthquake, interact with local people, and make proposals for creating a sustainable society in the region. At the same 

time, we will collaborate with the integrated inquiry class of students at Iwate Prefectural Takada High School to support the 

high school students' community development education and jointly present their inquiry education. After prior study, students 

will conduct field research for about 4 days and 3 nights with environmental experts from overseas, and make a presentation at 

the Global Campus on the last day. After the field research, each student will write a final report.  

 

授業計画（Course Schedule） 

1. ガイダンス：授業内容の説明、SDGｓの趣旨と理念、ESDの意義、探究と調査の進め方について打合せ  

2. 合同レクチャー：「土地の価値の掘り起こし方」、環境調査と地域創生の方法と進め方 

3. 事前研究会（１）各グループでの事前調査の実施状況、進捗の報告  

4. 事前研究会（２）各グループでの事前調査の実施状況、進捗の報告、高田高校との調査連携、現地調査方法確認  

5. 現地調査（１）陸前高田市の自然・歴史・文化の調査と地域理解についてのワークショップ  

6. 現地調査（２）陸前高田市の自然・歴史・文化の調査と地域理解についてのワークショップ  

7. 現地調査（３）陸前高田市の自然・歴史・文化の調査と地域理解についてのワークショップ 

8. 現地調査（４）地域調査 

9. 現地調査（５）地域調査 

10. 現地調査（６）調査の検討と哲学対話 

11. 現地調査（７）調査の検討と事業案の作成、発表の準備 

12. 現地調査（８）調査の検討と事業案の作成、発表の準備  

13. 現地調査（９）調査報告、高田高校生徒との合同発表会  

14. ふりかえりとまとめ：成果報告会、講評、レポート提出 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

事前調査は、各自が文献・ホームページなどにあたりながら進め、現地調査に必要なアポイントメントを取っておく。現地調査後、

成果をまとめて報告するとともに、レポートを作成する。テキストと参考文献を十分に参照すること 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

フィールドワークへの参加と取り組み(50%)/事前研究会・事後報告会への参加と報告内容(30%)/最終レポート(Final Report)(20%) 

 

テキスト（Textbooks） 

1. 星野道夫、1999、『旅をする木』、文春文庫 (ISBN:4167515024) 
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2. 小熊 英二、2019、『地域をまわって考えたこと』、東京書籍 (ISBN:4487812208) 

 

参考文献（Readings） 

1. Think the Earth、2018、『未来を変える目標：SDGｓアイデアブック』、紀伊國屋書店 (ISBN:4877385134) 

2. 足立倫行（著）秋月岩魚（写真）、1996、『奥只見物語―イヌワシ舞う渓谷』、世界文化社 (ISBN:441896519X) 

3. 阿部治・増田直広、2020、『ESD の地域創生力と自然学校-持続可能な地域をつくる人を育てる』、ナカニシヤ出版 

(ISBN:4779514592) 

4. 河野哲也、2021、『問う方法・考える方法：「探求型の学習」のために』、ちくまプリマー新書 (ISBN:448068395X) 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

●ガイダンス日時：2023 年 4 月 5 日（水）10：45～11：45。 

 ※教室は分かり次第記載する。  

 ※ガイダンスに来られない学生は、奇二（kiji@rikkyo.ac.jp）にメールで問い合わせること。 

●フィールドワーク日時：2023年 8 月 31 日（木）〜9 月 3 日（日）の３泊４日。 

●フィールドワークの場所：岩手県陸前高田市 

●費用：学内補助を使用した場合に、現地調査で学生一人が負担する金額の目安は 3 万円程度（交通費、滞在費、雑費、保険

代などを含む。）  

 ※その後のスケジュールもブラックボードなどを通じて通知するので、チェックを怠らないこと。 

 

注意事項（Notice） 
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■AL141 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AL141／Ｈｕｍａｎｉｔｉｅｓ Ｓｔｕｄｙ １ 

(Humanities Studies 1) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
Ｈｉｓｔｏｒｙ 

担当者名 

（Instructor） 
セイヤーズ(SAYERS BRIAN) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
ART1511 

言語 

（Language） 

英語 

(English) 

備考 

（Notes） 
履修にあたっては IELTS5.5 程度の英語力が求められる。 

 

授業の目標（Course Objectives） 

As the world becomes an increasingly globalized place, the study of history is more relevant than ever to understand the forces 

that have shaped our society. The aim of this course is to provide students with the opportunity to analyze and discuss some of 

the major global changes that have taken place from the early twentieth century to the present time. This course will develop 

students’ critical thinking skills as well as their ability to engage in meaningful discussions about historical events.   

 

授業の内容（Course Contents） 

This course will provide an outline of the major political, social, cultural and economic changes that have occurred globally from 

the early twentieth century to the present time. Special emphasis will be placed on the impact of the actions of western powers 

in a global context. It will adopt a thematic and a broadly chronological approach and include the analysis of both primary 

(textual and visual) and secondary sources. Course themes will include Decolonization, Independence and Nation Building, 

Economic Globalization and its Political Effects. Students are required to complete assigned readings and prepare answers to 

discussion questions in note form before coming to class. They will also write one essay of 1,500 words. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. Lecture: Decolonization 

2. Lecture: Three Worlds 

3. Seminar: Current Trends in World History Soviet Ecocide  

4. Seminar: Interpreting Visual Evidence seminar: War and Propaganda  

5. Seminar: Global Themes and Sources: Comparing Independence and Nation Building 

6. Lecture: Removing Obstacles to Globalization 

7. Lecture: Characteristics of the New Global Order 

8. Seminar: Current Trends in World History: Urbanization as a Global Phenomenon: Transforming Bombay into Mumbai 

9. Seminar: Global Themes and Sources: Comparing the Power of Grassroots Democracies 

10. Seminar: Interpreting Visual Evidence: Chimerica  

11. Lecture: Global Challenges  

12. Lecture: Economic Globalization and Political Effects 

13. Seminar: Current Trends in World History: Global Capitalism and the Great Contraction of 2008 

14. Seminar: Current Trends in World History: Has Homo sapiens Entered a New Epoch - the Anthropocene?  

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

Students are required to complete the assigned readings and write answers to discussion questions in note form before class.   

Please note that the course schedule provided in this syllabus is a general guide for students and that some changes may be 

made in both the content and sequence of lectures.  

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

Participation in class discussions(30%)/Completion of exercises(30%)/Essay(40%) 

Marks will be allocated on participation in class discussions (30%) exercises (30%) and essay (40%) 

 

テキスト（Textbooks） 

Students do not have to purchase a textbook for this course. 

 

参考文献（Readings） 

1. Elizabeth Pollard, Clifford Rosenberg, Robert Tignor & Alan Karras. 2019. Worlds Together, Worlds Apart: A History of the 
World: From the Beginnings of Humankind to the Present Vol. 2, Concise 2nd Edition. W.W. Norton and Company Ltd (13: 978-

0393668551) 

Students will receive information about essential reading for this course at the first session. 
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その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

Classes will be held in both lecture and seminar style.   

 

注意事項（Notice） 
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■AL142 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AL142／Ｈｕｍａｎｉｔｉｅｓ Ｓｔｕｄｙ ２ 

(Humanities Studies 2) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
Ｅｄｕｃａｔｉｏｎ 

担当者名 

（Instructor） 
清水 将吾(SHIMIZU SHOGO) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
ART1711 

言語 

（Language） 

英語 

(English) 

備考 

（Notes） 
履修にあたっては IELTS5.5 程度の英語力が求められる。 

 

授業の目標（Course Objectives） 

This seminar aims to philosophize education through reading and discussing essays included in The Routledge Handbook of the 

Philosophy of Childhood and Children. The goals are: (1) to become able to think philosophically through reading a text, (2) to 

gain skills for having and learning from philosophical discussions, and (3) to develop one's own insight into fundamental questions 

on education. 

 

授業の内容（Course Contents） 

The book includes a wide variety of philosophical essays on childhood and children. Reading essays chosen by the students, we 

will discuss fundamental questions concerning childhood as such, the relationship between parents and children, the relationship 

between children and the society, the relationship between children and the state, etc. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. Introduction: Seminar guidance and other preparations for the preliminary class discussion  

2. Preliminary class discussion  

3. Reading and discussing Essay 1 (1) 

4. Reading and discussing Essay 1 (2) 

5. Reading and discussing Essay 2 (1) 

6. Reading and discussing Essay 2 (2) 

7. Reading and discussing Essay 3 (1) 

8. Reading and discussing Essay 3 (2) 

9. Reading and discussing Essay 4 (1) 

10. Reading and discussing Essay 4 (2) 

11. Reading and discussing Essay 5 (1) 

12. Reading and discussing Essay 5 (2) 

13. Reading and discussing Essay 6 (1) 

14. Reading and discussing Essay 6 (2) 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

Students are required: 

(1) to read the relevant part of the book and prepare at least on question to raise in class and 

(2) to write a final essay based on the essays read in class and class discussions. 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

レポート試験(Report Exam)(80%)/Class participation(20%) 

 

テキスト（Textbooks） 

1. Gheaus Anca and Calder Gideon (eds.). 2018. The Routledge Handbook of the Philosophy of Childhood and Children. 

Routledge (ISBN:1138915971) 

 

参考文献（Readings） 

 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AL143 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AL143／Ｈｕｍａｎｉｔｉｅｓ Ｓｔｕｄｙ ３ 

(Humanities Studies 3) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
Ｒｅｌｉｇｉｏｎ 

担当者名 

（Instructor） 
ムスリン，Ｉ(MUSULIN ILJA) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
ART1111 

言語 

（Language） 

英語 

(English) 

備考 

（Notes） 
履修にあたっては IELTS5.5 程度の英語力が求められる。 

 

授業の目標（Course Objectives） 

The main objectives of this course are to provide students with basic knowledge regarding religion in general and religious 

studies, and to enable them to think about religion-related issues from different viewpoints in an objective manner. We shall do 

so by introducing various early theories of religion and by examining their strengths and weaknesses. 

 

授業の内容（Course Contents） 

This is an introductory course about religious studies. While taking up concrete examples from various faiths, we shall analyze 

how scholars and thinkers have viewed religion. We shall look at fields such as psychology, sociology and anthropology, and by 

studying and comparing different approaches to understanding religion, consider important general questions such as: what is 

religion, why it exists, what role does it play in society and culture, etc.   

 

授業計画（Course Schedule） 

1.  a) Course introduction. b) Explanations of religion in Ancient Greek and Roman philosophy 

During this class we will talk about the contents and objectives of the course, as well as about the grading criteria, 

attitude in class, etc. 

Furthermore, as a brief preparation for the study of the theory of religion, we will introduce some basic approaches to 

religion by taking up several ancient Greek and Roman philosophers who endeavored to explain the origins of religious 

faith and the reason why religion exists. 

2. The founding of modern religious studies 

In this lecture we will talk about how religious studies were established as a field, and what the main principles of the field 

are. 

3. Religion and intellect: H. Spencer and E.B. Tylor 

Here we shall talk about the view that religion is an attempt to understand the world we live in, about cognitive origins of 

religious belief, types of religion, and other issues concerning religion discussed by British intellectualists from the second 

half of the 19th century.  

4. Religion and intellect: J.G. Frazer 

During this lecture we shall continue thinking about the early intellectualist approach to religion and discuss what magic is 

and how it is related with religion.  

5. Religion and emotions: R.R. Marett and B. Malinowski 

Here, in order to explore the role of human emotions in the formation of religious beliefs, we shall study about early 

emotionalist theories of religion and their criticism of the intellectualist approach to understanding religion. 

6. Religion as behavior: Ritual and sacrifice 

During this class we shall think about the meaning and importance of religious practice and the social functions of rituals 

by learning about early theories of religious behavior put forth by the British scholar W. Robertson-Smith and the Dutch 

scholar A. Van Gennep. 

7. Religion and society 

Here we shall consider the problem of the definition of religion, as well as religion’s social role and character by drawing 

upon the theory of the French sociologist E. Durkheim. 

8. Guidance regarding the exam 

During this lesson the students will be informed about grading criteria and will be given detailed instructions regarding how 

to write an objective and persuasive term-end paper. 

9. Religion and the individual 

Here we shall talk about the establishment of the field of religious psychology and, focusing on the issues taken up by 

such early psychologists of religion as W. James, examine the relationship between individuals’ psychology and religious 

faith. 

10. Religion in psychoanalysis: With a focus on S. Freud  

This lecture too will be dedicated to a psychological understanding of religion, this time that by the founder of 



 - 722 - 

psychoanalysis S. Freud. Based on his writings about religion, we shall think about issues such as how psychological needs 

are related to religious beliefs, what psychological benefits religious faith confers on humans and whether religion is and in 

what way detrimental to our psychological development.  

11. Criticism of Freud’s view of religion 

This lecture will, while introducing C.G. Jung’s understanding of religion and religiosity, bring up various criticisms of 

Freud’s psychoanalytical view of religion.  

12. The character of religious and magical thinking 

Here, while introducing the views of several philosophers and religious studies scholars, we shall discuss whether there 

are deep, fundamental differences between the cognition involved in religious belief and the cognition involved in non-

religious (secular) thinking, or not.  

13. Religion and economy  

By taking up K. Marx’ view on religion and the theory of sociologist M. Weber, we will consider how the economic and 

political system, social class and profession influence individuals’ religious outlooks, as well as how religious beliefs and 

values shape attitudes toward profession and economy.  

14. Religion and meaning 

Here, in order to examine the issue of religion and meaning, both on societal and individual levels, we shall take up the 

thought of anthropologist C. Geertz, who viewed religion as a system of symbols that gives human societies meaning 

through ideals and norms, and psychologist V. Frankl, who emphasized the relationship between religious faith and the 

meaning of life in individuals.  

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

Students taking this course will be required to read a book on religion as preparation for writing their term-end papers. 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

レポート試験(Report Exam)(80%)/Attitude in class(20%) 

 

テキスト（Textbooks） 

なし 

 

参考文献（Readings） 

 Reading material will be introduced in each lesson. 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 Handouts will be distributed during each class.  

 Students will not be required to study in advance.  

 

注意事項（Notice） 
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■AL144 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AL144／Ｈｕｍａｎｉｔｉｅｓ Ｓｔｕｄｙ ４ 

(Humanities Studies 4) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
Ｌｉｔｅｒａｔｕｒｅ 

担当者名 

（Instructor） 
キヴァニー(KEAVENEY CHRISTOPHER) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
ART1311 

言語 

（Language） 

英語 

(English) 

備考 

（Notes） 

【本科目を履修するにあたっての基準点】TOEFL iBT76 点、TOEFL iTP（Level1）540

点、TOEIC（または TOEIC IP）700 点、GTEC300 点、IELTS6.0 

 

授業の目標（Course Objectives） 

• To practice active reading strategies with a focus on intensive reading 

• To read and analyze flash fiction in English  

• To participate in class discussions in English 

 

授業の内容（Course Contents） 

The course will focus on intensive reading of flash fiction—short stories of three or fewer pages. Though short, these stories 

possess all of the elements that define fiction. Through regular practice, students will develop strategies to more effectively 

understand and critically approach works of fiction of any length. In order to facilitate understanding of the texts, we will engage 

in both active and interactive reading exercises. Work in the course will involve regular “reading maps” and summaries of the 

stories, one or two in-class presentations per student, and two response papers. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. Introduction to Course; Story 1:“Night” (Lott) 

2. Story 2: “Barbie Birthday” (Townsend) 

3. Story 3: “Bullhead” (Wilson)  

4. Story 4: “Words” (McCaffrey) 

5. Story 5: “Blind Fish” (Thon) 

6. Story 6: “The Doctor” (Hood) 

7. Story 7: “What Were Those White Things” (Hemple) 

8. Story 8: “The Wallet” (McCuaig) 

9. Story 9: “The Mesmerist” (Knight) 

10. Story 10: “Oliver’s Evolution” (Updike) 

11. Story 11: “Baker’s Helper” (Anderson) 

12. Story 12: “Geometry Can Fail Us” (Jacksha) 

13. Story 13: “Paterson Fire” (Gifford) 

14. Analysis Presentations; Story 14: “Initials Sketched on a Dining Room Table” (Orner) 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

• Students will need to come to class ready to contribute having read the outside readings for the week.  

• Each week, Students will need to prepare a reading response to the week’s story. 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

Class Participation, Group Work, Reading Checks(30%)/Weekly Reading Maps and Summaries(30%)/Reading Response Paper 

1(15%)/Reading Response Paper 2(15%)/In-class Analysis Presentation(10%) 

Students who do not attend at least 2/3 of classes will not be able to obtain credit for this course. 

 

テキスト（Textbooks） 

1. Shapard, Robert and Japmes Thomas. 2006. Flash Fiction Forward: 80 Very Short Stories. W.W. Norton (ISBN:978-

0393328028) 

Students who choose not to purchase the textbook are required to bring a copy of the PDF version of the week's story, which 

will be available on the course Canvas page 
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参考文献（Readings） 

Additional readings will be made available to students in digital form on the password protected course Canvas page. 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

• The Canvas course delivery system will be used extensively for sharing course readings and submission of student work. 

• Small group and pair discussion will be a regular feature of this course and will complement lectures accompanied by 

Powerpoint slideshows. 

• Late work will only be accepted in the case of an excused absence. Please refer to university policies to determine what 

qualifies as an acceptable excuse according to the university. Additionally, if you know you will be absent when an assignment is 

due, you must make arrangements with me to submit your assignment before the due date.  

 

注意事項（Notice） 
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■AL145 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AL145／Ｈｕｍａｎｉｔｉｅｓ Ｓｔｕｄｙ ５ 

(Humanities Studies 5) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
Ｌｉｔｅｒａｔｕｒｅ 

担当者名 

（Instructor） 
キヴァニー(KEAVENEY CHRISTOPHER) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
ART1311 

言語 

（Language） 

英語 

(English) 

備考 

（Notes） 

【本科目を履修するにあたっての基準点】TOEFL iBT76 点、TOEFL iTP（Level1）540

点、TOEIC（または TOEIC IP）700 点、GTEC300 点、IELTS6.0 

 

授業の目標（Course Objectives） 

• To practice academic reading strategies including skimming, scanning, and intensive reading 

• To read and analyze flash fiction from around the world in English  

• To participate in class discussions in English 

 

授業の内容（Course Contents） 

In this course students will be introduced to academic reading strategies for different purposes including skimming, scanning, 

and intensive reading approaches. The course will focus on intensive reading of international flash fiction—short stories of 

several pages from around the world in English translation. Through regular in-class and out-of-class practice, students will 

develop strategies to more effectively understand and critically approach works of fiction of any length. In order to facilitate 

understanding of the texts, we will engage in both active and interactive reading exercises. Work in the course will involve 

analysis and summaries of the stories and discussion in class, one or two in-class presentations per student, and two short (1-

2 page) reading response papers. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. Story 1: “Little Girls” by Tara Laskowski (USA) 

Topic: Family and Parenting 

2. Story 2: “Amerika Street” by Lili Potpara (Slovenia) 

Topic: Childhood and Coming-of-Age 

3. Story 3: “The Attraction of Asphalt” by Stefani Nellen (Germany) 

Topic: Childhood and Coming-of-Age 

4. Story 4: “Man Carrying Books” by Linh Dinh (Vietnam) 

Topic: Education and Social Class 

5. Story 5: “That Color” by Jon McGregor (England) 

Topic: Memory and Nostalgia 

6. Story 6: “The Ache” by Elena Bossi (Argentina) 

Topic: Memory and Desire 

7. Story 7: “Sleeping Habit” by Yasunari Kawabata (Japan) 

Topic: Romantic Relationships 

8. Story 8: “The Joke” by Giannis Palavos” (Greece) 

Topic: Romantic Relationships 

9. Story 9: “The Egg Pyramid” by Nuala Ni Chonchuir (Ireland) 

Topic: Romantic Relationships and Betrayal 

10. Story 10: “Eating Bone” by Shabnam Nadiya (Bangladesh) 

Topic: Gender Roles and Tradition 

11. Story 11: “The Lament of Hester Muponda” by Petina Gappah (Zimbabwe) 

Topic: Gender Roles and Tradition 

12. Story 12: “The Madonna Around Evelina’s” by Pierre J. Mejlak (Malta) 

Topic: Belief and Superstition 

13. Story 13: “The Black City” by Leonardo Alishan (Iran) 

Topic: Memory and Place 

14. Student Presentations about Analysis Paper 2 
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授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

• Students will need to come to class ready to contribute having read the outside readings for the week.  

• Each week, Students will need to submit their completed Reading Response of the week's reading. 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

Class Participation, Group Work, Reading Checks(30%)/Weekly Reading Analyses(30%)/Reading Response Paper 1(15%)/Reading 

Response Paper 2(15%)/Analysis Presentation(10%) 

Students will need to fully attend at least 2/3 of class sessions to pass this course. 

 

テキスト（Textbooks） 

1. Thomas, James, et al, editors. 2015. Flash Fiction International:  Very Short Stories from Around the World. W.W. Norton 

(ISBN:978-0393346077) 

If students choose not to purchase the textbook, they are required to read the PDF versions of the story provided on the 

course Canvas page and bring each week's reading to class. 

 

参考文献（Readings） 

Supplementary readings will be made available to students in PDF files on the course Canvas page. 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

• The canvas course delivery system will be used extensively for sharing course readings and submission of student work. 

• Small group and pair discussion will be a regular feature of this course and will complement lectures accompanied by 

Powerpoint slideshows. 

• Late work will only be accepted in the case of an excused absence. Please refer to university policies to determine what 

qualifies as an acceptable excuse according to the university. Additionally, if you know you will be absent when an assignment is 

due, you must make arrangements with me to submit your assignment before the due date.   

 

注意事項（Notice） 
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■AL146 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AL146／Ｈｕｍａｎｉｔｉｅｓ Ｓｔｕｄｙ ６ 

(Humanities Studies 6) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
Ｌｉｔｅｒａｔｕｒｅ 

担当者名 

（Instructor） 
キヴァニー(KEAVENEY CHRISTOPHER) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
ART1311 

言語 

（Language） 

英語 

(English) 

備考 

（Notes） 

【本科目を履修するにあたっての基準点】 

TOEFL iBT76 点、TOEFL iTP（Level1）540 点、TOEIC（または TOEIC IP）700 点、

GTEC300 点、IELTS6.0 

 

授業の目標（Course Objectives） 

• To practice reading strategies including skimming, scanning, and close reading 

• To read and analyze contemporary American short stories 

• To discuss in English literary themes encountered in the stories surrounding diversity issues 

 

授業の内容（Course Contents） 

In this course, students will be introduced to contemporary American short stories that highlight diversity issues. Through 

regular practice, students will develop strategies to more effectively understand and critically approach literary works and to 

analyze themes surrounding diversity. In order to facilitate understanding of the texts, we will engage in both active and 

interactive reading exercises. Work in the course involves regular short summaries of work, one or two in-class presentations 

per student, and two short reading response papers. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. Introduction to Course  

2. Reading: “Eraser Tattoo” (Reynolds) 

3. Reading: “Eraser Tattoo” (Reynolds), continued 

4. Reading: “Why I Learned to Cook” (Farizan) 

5. Reading: “Why I Learned to Cook” (Farizan), continued 

6. Reading: “A Boy’s Duty” (Flake) 

7. Reading: “A Boy’s Duty” (Flake), continued 

8. Reading: “One Voice” (De la Cruz) 

9. Reading: “One Voice” (De la Cruz), continued 

10. Reading: “Catch, Pull, Drive” (Bailar) 

11. Reading: “Catch, Pull, Drive” (Bailar), continued 

12. Reading: “Kodama’s Ramen Shop” (Oh) 

13. Reading: “Kodama’s Ramen Shop” (Oh), continued 

14. Review of Readings and Thematic Concerns; Student Literary Analysis Presentations 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

Students will need to come to class ready to contribute having read the outside readings for the week (about 6-10 pages of 

fiction per week). Students will need to bring summary and analysis of the week’s reading to class. 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

Class Participation, Group work, Reading Checks(30%)/Weekly Reading Maps and Summaries(30%)/Literary Analysis Paper 

1(15%)/Literary Analysis Paper 2(15%)/In-class Analysis Presentation(10%) 

Students will need to fully attend at least 2/3 of class sessions to pass this course. 

 

テキスト（Textbooks） 

1. Giles, Lamar, ed.. 2018. Fresh Ink: An Anthology. Ember (ISBN:9781524766313) 

If students do not purchase the textbook, they may use the PDF version of the stories available on the password-protected 

Blackboard course page. However, students are required to bring some version of the week's reading with them to class. 

 



 - 728 - 

参考文献（Readings） 

A number of additional readings will be made available to students in digital form on the password protected course Blackboard 

page. 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

• The Blackboard course delivery system will be used extensively for sharing course readings and submission of student work. 

• Small group and pair discussion will be a regular feature of this course and will complement lectures accompanied by 

Powerpoint slideshows. 

• Late work will only be accepted in the case of an excused absence. Please refer to university policies to determine what 

qualifies as an acceptable excuse according to the university. Additionally, if you know you will be absent when an assignment is 

due, you must make arrangements with me to submit your assignment before the due date.  

 

注意事項（Notice） 
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■AL151 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

抽選登録／ＳＤＧｓ演習１ 

(Seminar on SDGs 1) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
環境思想（文献講読） 

担当者名 

（Instructor） 
マンジャン(MANGIN ALEXANDRE) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
ART1813 

言語 

（Language） 

その他 

(Others) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

この講義の目標は、過去と現代の偉大な（主にフランスの）作家の研究を通して、環境思想の基礎を与えることである。その過程

で適切なアカデミック的な語彙は教えられる。フランスの概念・科目の歴史・方法論は紹介させる。 

この講義は、人類学を基礎とした環境思想に真剣に興味をもって発見したい人、あるいは知識をアップグレードしたい人を対象に

している。英語のディスカッションの授業を期待している人は受講しないほうがいい。この講義は英語の授業と違うものなのであ

る。 

 

The aim of this course is to provide students the basics of environmental thought through the study of great (mostly French) 

authors from the past and today. The appropriate academic vocabulary will be taught in the process. French concepts, the 

history of the matter, and its methodology will be introduced.  

This course is aimed at those who want to discover with serious interest - or upgrade their knowledge of - environmental 

thought on an anthropological basis. Don’t take it if you expect an English discussion class, which it is not. 

 

授業の内容（Course Contents） 

この講義では、歴史、理論、実践的な事例を交互に取り上げます。歴史的、学術的な基礎を固めつつ、より現代的なアプローチ

（政治的、生態学的、都市学的、哲学的など）を掘り下げていきます。 

 

This course will alternate history, theory and practical cases. A strong historical and academic base will be provided while 

delving into more contemporary approches (i.e. political, ecological, urbanistic or philosophical). 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. この講義への序論：用語・内容・進み方 

Introduction to this course: terminology, content, and organization. 

2. 第一部：ヨーロッパの環境思想史、空間と時。第一章：環境思想史（1/3） 

Ist Part: History of European environment thought, Space and time; Chapter 1: History of environmental thought (1/3) 

3. 環境思想史（2/3） 

History of environmental thought(2/3) 

4. 環境思想史（3/3） 

History of environmental thought (3/3) 

5. 第二章：空間と時（1/2） 

Chapter 2: Space and time (1/2) 

6. 空間と時（2/2） 

Space and time (2/2) 

7. 中期テストとコメント。 

Mid-term test and comments. 

8. 第二部：現代の概念と実践的なケース。第一章：博物館学と実践的なケース。I博物館学１ 

IInd Part: Contemporary concepts and practical cases: Chapter 1: Museology and concrete cases. I Museology 1 

9. II実践的なケース１：リョン：ゴールの首都から緑のヨーロッパの文化都市 

II Concrete case 1: Lyon, from capital of the Gauls to green European cultural metropolis 

10. III博物館学 2 

III Museology 2 

11. IVピ農民哲学者エール・ラビ 

IV Pierre Rabi, the philosopher-farmer. 

12. V実践的ケース 2：タラール：フランスのポスト産業的なベッドタウン。モスリンからピザとクスクスへ。 

V Concrete case 2: Tarare, a French post-industrial bed-town, from mousseline to pizza and couscous 

13. 第二章：パラダイム。I世界のパラダイム：グローバル主義など。 

Chapter 2: Paradigms. I. The paradigms of the world: globalism etc. 

14. II生存主義と崩壊学 
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II. Survivalism and collapsology 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

毎週、ノートの再読と前回の講座で提供された配布物の読み直しを行います。受講者の人数によっては、宿題を出すこともありま

す。 

Every week, students will have to read their notes again and the articles provided during the previous course. Depending on the 

number of students, some homework might be asked. 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

筆記試験(Written Exam)(75%)/参加、中間テスト 1 回、宿題(Assiduity, mid-term test, homework(s))(25%) 

授業中に、学生の参加・努力は評価の一部となります。寝たり、スマホでチャットしたりしてはいけません。 Effort in class is part 

of the grading. No sleeping and no private chat with the smartphones. 

 

テキスト（Textbooks） 

プリントと配布します。 Handouts will be distributed. 

 

参考文献（Readings） 

1. De Steiguer, Joseph Edward. 2006/7/31. The Origins of Modern Environmental Thought. Univ of Arizona Press (ISBN-10  :  

0816524610) 

2. Hay, Peter. 2002/2/1. Main Currents in Western Environmental Thought. Indiana Univ Press (ISBN-10  :  0253215110) 

3. Attfield, Robin. 2021/3/16. Environmental Thought: A Short History. Polity (ASIN  :  B08ZHYMP6L) 

4. Rabhi, Pierre. 2018/3/19. The Power of Restraint English edition. Actes Sud (ISBN-10  :  233008126X) 

5. 尾関 周二 (編集), 環境思想・教育研究会 (編集)、2016/11/17、『「環境を守る」とはどういうことか 環境思想入門』、岩波書

店 (ASIN  :  B091XXGCN7) 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

ーこの科目は「英語に関連する科目」です。使用語は英語ではありませんが、英語のテキストやデータベースを用いて授業を行う

バイリンガルの設定となっています。使用する資料等については上記の「テキスト」「参考文献」の欄で確認してください。 

 

―教師のサイト The teacher's site: https://iatj.wordpress.com/ 

―環境思想委員会 The Committee of Environmental thought (ComET): http://environmentalthought.com/ 

 

注意事項（Notice） 
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■AL152 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

抽選登録／ＳＤＧｓ演習２ 

(Seminar on SDGs 2) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
対話スキルと合意形成法 

担当者名 

（Instructor） 
村井 華代(MURAI HANAYO) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
ART1823 

言語 

（Language） 

その他 

(Others) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

本授業の目標は、我々の現実のケースモデルとしての演劇の基本的概念「対立」「対話」「共感」「行動」について、また実際に演

劇がどのように他者理解と現実改善に貢献してきたかを知ることで、個々人の SDGs 到達目標へのアプロ―チに貢献することで

す。 

 

This class aims to contribute to each student’s approach to the SDGs goals by learning about the basic concepts of theatre --

conflict, dialogue, empathy, and action—as the case model of our reality and how theatre has practically been applied to 

understanding others and solving social problems. 

 

授業の内容（Course Contents） 

この演習では以下の３つの方法から、発表、音読、ロール・プレイング、議論を中心とした授業を進めます。履修者の人数や関心

によって実際の内容は調整します。 

 

１．西洋演劇の基本概念である「対立」「対話」「共感」について英語資料から知り、著名な戯曲を日本語で読むことでその実際を

理解する。 

 

２．演劇が他者理解と現実の改革のためにどのように応用されてきたか、英語資料を通じて知り、自らも実践してみる。 

 

３．紛争地の問題を扱った現地の演劇を英語で読み、訳したセリフを音読し、自ら演じながら劇に描かれた困難について議論す

る。 

 

This exercise will focus on the student’s presentation, oral reading, role-playing, and discussion in three ways. The content will 

be adjusted according to the number of students and their interests. 

 

1.To learn about the basic concepts of Western theatre, "conflict," "dialogue," "empathy," and "action" from English materials, 

and to understand how they construct the world of drama through oral readings of some famous plays in Japanese. 

 

2.To learn how legendary theatre practitioners have applied their theatrical methodologies to solve problems by understanding 

others and thinking differently for a better situation from English materials. Then, to practice the methods oneself. 

 

3.To translate some parts of a play written in a conflict zone in English, read aloud the play in Japanese, and discuss the 

conflict points depicted in the drama while understanding what causes the difficulties. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 自己紹介とガイダンス、授業目的・方法の共有と調整、読んでおくべき日本語戯曲の確認 

2. １に関わるレクチャー： 演劇における「対立」「対話」「共感」とは？  

3. １に関わるワーク： 資料読解 

4. １に関わるワーク（１）： ソポクレス『アンティゴネ―』について 

5. １に関わるワーク（２）： イプセン『人形の家』について 

6. １に関わるワーク（３）： ディスカッション「二つのドラマの対立点は超えられるか」 

7. ２に関わるレクチャー： 現実を変える応用演劇、ベルトルト・ブレヒトとアウグスト・ボアール 

8. ２に関わるワーク（１）： 資料読解 

9. ２に関わるワーク（２）： ブレヒト『イエスマン・ノーマン』を演じて考える 

10. ２に関わるワーク（３）： ボアールの実践例から 

11. ３に関わるレクチャー： イスラエル、戦争が残す問題についての劇 ──モティ・レルネル『告白』を使って 

12. ３に関わるワーク（１）： セリフを訳して読んでみよう（１） 

13. ３に関わるワーク（２）： セリフを訳して読んでみよう（２） 
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14. ふりかえり 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

基本的には以下の３点を授業時間外学習として要します。 

１）英語資料の分担分を訳す 

２）日本語戯曲を読む 

３）劇作品の背景にある現実について調べて発表資料を作る 

 

英語が心配な人も十分に参加できるよう配分しますので英語が得意でなくてもトライしてみてください。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

最終レポート(Final Report)(30%)/授業への参加態度(30%)/課題(30%)/リアクション(10%) 

 

テキスト（Textbooks） 

1. ソポクレス、2014、『アンティゴネ― 』、岩波書店 (ISBN:978-4003570043) 

2. ヘンリック・イプセン、2020、『人形の家 (近代古典劇翻訳〈注釈付〉シリーズ)』、論創社 (ISBN:978-4846019228) 

3. ベルトルト・ブレヒト、1999、『ブレヒト戯曲全集 第 6 巻』、未來社 (ISBN:978-4624932763) 

4. アウグスト・ボアール、1984、『被抑圧者の演劇』、晶文社 (ISBN:978-4794936813) 

英語資料は別途授業内で配布します。 

 

参考文献（Readings） 

1. Michael Rohd. 1998. Theatre for Community, Conflict and Dialogue. Heineman (ISBN:0-325-00002-6) 

2. Anthony Jackson and Chris Vine. 2013. Learning through Theatre (Third Edition). Routledge (ISBN:978-0-415-53071-2) 

3. ヘレン・ニコルソン、2015、『応用ドラマ』、而立書房 (ISBN:978-4880593388) 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

この科目は「英語に関連する科目」です。使用言語は英語ではありませんが英語のテキストやデータベースを用いて授業を行う

バイリンガルの設定となっています。使用する資料等については上記の「テキスト」「参考文献」の欄で確認してください。 

 

注意事項（Notice） 
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■AL153 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

抽選登録／ＳＤＧｓ特論１ 

(Advanced Course on SDGs 1) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
環境の文学 

担当者名 

（Instructor） 
結城 正美(YUKI MASAMI R.) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
ART1803 

言語 

（Language） 

その他 

(Others) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

By the end of the semester, students who successfully take this course will be able to: 

-- demonstrate basic knowledge on environmental literature and ecocriticism 

-- show their analytical and critically thinking about human relationships with the environment 

-- present their thoughts and insights on literature and the environment clearly 

 

授業の内容（Course Contents） 

 Environmental issues are problems of values. It is our values that determine what is and is not important to us; individuals and 

societies cherish environments that are valuable and meaningful to them, whereas they tend to exploit that which is considered 

less meaningful. Since values form our attitudes towards the environment, paying attention to and exploring values and 

meanings—which have been major research interest in humanities—should be an integral part of environmental studies. 

 

 This course will focus on environmental literature. As an introduction to environmental literature, it intends to discuss and 

analyze literary, cultural, and artistic responses to problems in human relationships with the environment. Mainly focusing on 

cases in the United States, which has been playing a leading role in the field of environmental literature, we will read and 

discuss landmark works, some classic and some contemporary, to examine what values underlie environmentally sound or 

unsound attitudes. In addition, this course intends to get students familiar with some major trends of ecocriticism (ecological 

literary criticism) as well. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. Introduction: Literary Approaches to Issues of the Environment  

2. Ecocriticism 

Cheryll Glotfelty, "Literary Studies in an Age of Environmental Crisis" (1996) 

3. Life, Freedom, and Wildness 

Henry David Thoreau, Walden (1854) and "Walking" (1862) 

4. From Conservation to Land Ethic 

Aldo Leopold, "Thinking Like a Mountain" (1949) 

5. From Nature to Environment 

Rachel Carson, Silent Spring (1962) 

6. Environmental Awareness and Imagination 

Annie Dillard, "Living Like Weasels" (1982) 

7. A Literary Response to the Nuclear Age 

Terry Tempest Williams, "A Clan of One-Breasted Women" (1991) 

8. Why the Wild Matters: From a Postcolonial Perspective 

Watch Virunga (film, 2014) 

9. Postcolonial Ecocriticism (1) 

Rob Nixon, "Environmentalism and Postcolonialism" (2005) 

10. Postcolonial Ecocriticism (2) 

Jamaica Kincaid, A Small Place (1988) 

11. Humans in the Anthropocene 

Eva Horn and Hannes Bergthaller, "the anthropos" 

12. More-Than-Human Intelligence (1): AI and Humanity 

Kazuo Ishiguro, Klara and the Sun (2021) 

13. More-Than-Human Intelligence (2): Thinking Like a Mountain in Technosphere 

Richard Powers, The Overstory (2018) 

14. Final Exam 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 



 - 734 - 

This course expects students' active participation, for which students will be required to prepare well by reading assigned text 

thoroughly prior to class meetings.  

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

最終テスト(Final Test)(30%)/リアクションペーパー (Weekly Half-Sheet Responses)(70%) 

 

テキスト（Textbooks） 

講義内容に関連する新書（2023年前期に刊行予定）を追加する予定です。詳細は 8 月末までにお知らせします。授業で読む資

料は予習できるよう事前にアップロードします。 

 

参考文献（Readings） 

1. Jamaica Kincaid. 2000. A Small Place. Farrar, Straus and Giroux (ISBN:0374527075) 

2. Kazuo Ishiguro. 2021. Klara and the Sun. Faber and Faber (ISBN:0571364888) 

3. Richard Powers. 2018. The Overstory. Norton (ISBN:039335668X) 

授業では上記作品の抜粋を用意しますが、本が手元にあると思考が深まります。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

この科目は「英語に関連する科目」です。使用言語は英語ではありませんが、英語のテキストを用いて授業を行うバイリンガルの

設定となっています。使用する資料等については上記の「テキスト「参考文献」の欄で確認してください。 

 

注意事項（Notice） 
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■AL154 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

抽選登録／ＳＤＧｓ特論２ 

(Advanced Course on SDGs 2) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
緑の政治・経済 

担当者名 

（Instructor） 
佐藤 麻貴(SATO MAKI) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
ART1803 

言語 

（Language） 

その他 

(Others) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

The aim of this course is to understand broadly the overall history of the earth to grasp the background of the SDG concept 

and to think about why we have to protect nature. The students are required to discuss and present their own ideas in English.  

 

本授業の目標は SDGの概念を理解するにあたり、その背景となる地球全体の歴史を概観することにより、なぜ私たちが自然を

守らなくてはならないのかを考えていきます。授業では各学生による英語での発表や討論を通して、SDG に対し、自らの考えを英

語で発表できるようにすることを目標とします。 

 

授業の内容（Course Contents） 

The course uses the text "Journey of the Universe" to grasp and understand how the earth and nature developed through its 

history. Through the understanding of such a "journey," the course intends to question how humans should be. Although it does 

not directly touch upon the economics and politics of the SDG, the aim of this course is to grasp the background of the SDG 

concept. Students are required to read the text beforehand, present and to discuss their own thoughts during the class.  

 

本授業では、緑の政治、経済を考える前提として、地球全体の歴史を概観しつつ、人間の在り方を改めて問い直す Journey of 

the Universe を教科書とします。受講学生には、授業前に事前予習をしてくることを必須とします。授業の前半では、教科書を読

んでいることを前提に内容把握についての担当者から簡単な（日本語での）解説、および、テキストの音読をしていきます。授業

の後半では、クラス全体での哲学対話形式での討議を英語で行い、自らの考えを英語で簡潔に述べるための発話練習を行いま

す。学期末には、教科書の内容から想起された内容、あるいはそれぞれの関心を発展させ、英語でプレゼンテーションをしてもら

い、プレゼンテーションをもって学期末テストとします。 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. Orientation: Explanation from the lecturer on 1) how this course is designed and structured, 2) the aim of this course and 

what could be expected as an outcome for the students from taking this course, 3) how the students are to be evaluated, 

followed by Q&A session.  

2. Chapter 1：Beginning of the Universe  

講義前半：読解内容の日本語による振り返りと解説/音読による発音の練習。   

講義後半：各自がまとめてきた英語での感想(50-100 ワード）に基づき英語による討議。 

3. Chapter 2：Galaxies Forming   

講義前半：読解内容の日本語による振り返りと解説/音読による発音の練習。   

講義後半：各自がまとめてきた英語での感想(50-100 ワード）に基づき英語による討議。 

4. Chapter 3: The Emanating Brilliance of Stars   

講義前半：読解内容の日本語による振り返りと解説/音読による発音の練習。   

講義後半：各自がまとめてきた英語での感想(50-100 ワード）に基づき英語による討議。 

5. Chapter 4：Birth of the Solar System  

講義前半：読解内容の日本語による振り返りと解説/音読による発音の練習。   

講義後半：各自がまとめてきた英語での感想(50-100 ワード）に基づき英語による討議。 

6. Chapter 5：Life's Emergence   

講義前半：読解内容の日本語による振り返りと解説/音読による発音の練習。   

講義後半：各自がまとめてきた英語での感想(50-100 ワード）に基づき英語による討議。 

7. Chapter 6：Living and Dying   

講義前半：読解内容の日本語による振り返りと解説/音読による発音の練習。   

講義後半：各自がまとめてきた英語での感想(50-100 ワード）に基づき英語による討議。 

8. Chapter 7：The Passion of Animals  

講義前半：読解内容の日本語による振り返りと解説/音読による発音の練習。   

講義後半：各自がまとめてきた英語での感想(50-100 ワード）に基づき英語による討議。 

9. Chapter 8：The Origin of the Human   

講義前半：読解内容の日本語による振り返りと解説/音読による発音の練習。   
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講義後半：各自がまとめてきた英語での感想(50-100 ワード）に基づき英語による討議。 

10. Chapter 9：Becoming a Planetary Presence  

講義前半：読解内容の日本語による振り返りと解説/音読による発音の練習。   

講義後半：各自がまとめてきた英語での感想(50-100 ワード）に基づき英語による討議。 

11. Chapter 10：Rethinking Matter and Time   

講義前半：読解内容の日本語による振り返りと解説/音読による発音の練習。   

講義後半：各自がまとめてきた英語での感想(50-100 ワード）に基づき英語による討議。 

12. Chapter 11：Emerging Earth Community  

講義前半：読解内容の日本語による振り返りと解説/音読による発音の練習。   

講義後半：各自がまとめてきた英語での感想(50-100 ワード）に基づき英語による討議。 

13. Individual presentation 1 

14. Individual presentation 2 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

テキストは比較的、平易な英語で書かれています。自然科学や、人間と自然の関係性に関心がある学生に、積極的に受講して

ほしいと思います。 各授業前には毎回、事前学習で読んできた章についての感想を、英語で 50-100ワード以内にまとめてきて

もらい、それをベースに英語での討議をします。事前学習のウェイトが大きいことに留意して、受講してください。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

平常点 (Reaction paper and Discussion)(60%)/最終レポート(Final Report)(40%) 

 

テキスト（Textbooks） 

1. Brian Thomas Swimme and Mary Evelyn Tucker. 2011. Journey of the Universe. Yale University Press (ISBN:9780300171907) 

この科目は「英語に関連する授業」です。使用言語は英語ではありませんが、英語のテキストやデータベースを用いて授業を行う

バイリンガルの設定となっています。使用する資料等については上記の「テキスト」「参考文献」の欄で確認してください。 

テキストについては、適宜、配布します。 

 

参考文献（Readings） 

1. 吉永明弘、寺本剛、2020、『環境倫理学』、昭和堂 (ISBN:978-4-8122-1934-8) 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AL161 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

抽選登録／人文情報・メディア学演習１ 

(Seminar on Digital Humanities and Media Studies 1) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
人文情報メディア基礎論（文献講読） 

担当者名 

（Instructor） 
小風 尚樹(KOKAZE NAOKI) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
ART1813 

言語 

（Language） 

その他 

(Others) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

基本文献の検討やデータ分析の演習を通じて、人文情報学メディア学について体系的かつ実践的に理解を深めることを目指す。 

 

Through the examination of basic literature and exercises in data analysis, the course aims to deepen students' understanding 

of digital humanities and media studies in a systematic and practical way. 

 

授業の内容（Course Contents） 

全体を「情報の入手」「情報の分析」「情報の可視化」という 3 つのパートに分けて進める。各パートは、文献講読回とデータ分析

回から構成される。 

文献講読回では、基本的に毎回、教員の指定する英語文献を予習で全員読み、報告担当者は内容のまとめ、重要な部分の逐

語訳を行う。データ分析回では、講義内容を踏まえた演習課題を予習として実施し、さらに演習での議論を踏まえて成果物を提

出する。 

 

The entire course will be divided into three parts: "Obtaining Information," "Analyzing Information," and "Visualizing 

Information." Each part consists of a literature reading session and a data analysis session. 

In the literature reading session, all students are required to read the literature, written in English, designated by the instructor 

in advance, and the person in charge of the presentation summarizes the contents and translates the important parts verbatim. 

In the data analysis session, students are required to complete the exercise based on the lecture content as a preparatory 

study, and then submit the results based on the discussion in the exercise. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. イントロダクション：人文情報メディア学の射程 

2. 情報の入手（1）：メタデータによる知識の構造化 

3. 情報の入手（2）：デジタル史料批判 

4. 情報の入手（3）：テキストの構造化 

5. 情報の入手（4）：構造化データからの情報抽出演習 

6. 情報の分析（1）：探索的データ分析 

7. 情報の分析（2）：「客観性神話」とデジタル解釈学 

8. 情報の分析（3）：テキストマイニングとは何か 

9. 情報の分析（4）：テキストマイニング演習 

10. 情報の可視化（1）：Web 2.0 とパブリック・ヒューマニティーズ 

11. 情報の可視化（2）：データ・ビジュアライゼーションの理論_前編 

12. 情報の可視化（3）：データ・ビジュアライゼーションの理論_後編 

13. 情報の可視化（4）：データ・ビジュアライゼーション演習 

14. まとめ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

文献講読回およびデータ分析回に向けた予習と、データ分析演習の復習をかねた成果物の提出を実施すること。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

最終レポート(Final Report)(40%)/文献講読に関する成果(30%)/データ分析演習の成果(30%) 

 

テキスト（Textbooks） 

随時、資料を配布する。 

 

参考文献（Readings） 

1. Matthew K. Gold, Lauren F. Klein. 2019. Debates in the Digital Humanities 2019. University of Minesota Press 

(ISBN:9781517906931) 
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2. Susan Schreibman, Ray Siemens, John Unsworth. 2016. A New Companion to Digital Humanities. Wiley-Blackwell 

(ISBN:9781118680599) 

3. 一般財団法人人文情報学研究所（監修）、2021、『欧米圏デジタル・ヒューマニティーズの基礎知識』、文学通信 

(ISBN:9784909658586) 

4. 橋本雄太・後藤真、2019、『歴史情報学の教科書』、文学通信 (ISBN:9784909658128) 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

この科目は「英語に関連する科目」です。使用言語は英語ではありませんが英語のテキストやデータベースを用いて授業を行う

バイリンガルの設定となっています。使用する資料等については上記の「テキスト」「参考文献」の欄で確認してください。 

 

注意事項（Notice） 
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■AL162 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

抽選登録／人文情報・メディア学演習２ 

(Seminar on Digital Humanities and Media Studies 2) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
人文情報メディア応用論（報告と対話） 

担当者名 

（Instructor） 
小風 尚樹(KOKAZE NAOKI) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
ART1813 

言語 

（Language） 

その他 

(Others) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

参加者による研究報告と対話を通じて、人文情報メディア学について実践的に理解を深めることを目指す。 

 

Through participants' research presentations and discussions, we aim to deepen our understanding of digital humanities and 

media studies in a practical way. 

 

授業の内容（Course Contents） 

「AL161／人文情報・メディア学演習 1」の内容を理解していることを前提に、参加者の問題関心・研究関心に即して以下のような

内容を発表してもらう。 

「関連先行研究のリストアップ」「研究手法の調査」「（可能であれば）データ分析」「課題と展望についての議論」 

 

Assuming that the participants have understood the contents of "AL161: Seminar in Humanities, Information and Media Studies 

1," they will be asked to present the following topics according to their problematic and research interests. 

Review on related previous literature; Survey on methodology; Data analysis, if possible; Discussion on limitation and prospect 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. イントロダクション：参加者自己紹介、発表担当決め 

2. 演習（1） 

3. 演習（2） 

4. 演習（3） 

5. 演習（4） 

6. 演習（5） 

7. 演習（6） 

8. 演習（7） 

9. 演習（8） 

10. 演習（9） 

11. 演習（10） 

12. 演習（11） 

13. 演習（12） 

14. 演習（13）、まとめ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

発表内容の準備と発表資料の作成 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

最終レポート(Final Report)(40%)/演習内報告（複数回実施）(60%) 

 

テキスト（Textbooks） 

参加者の関心に応じて、適宜配布する。 

 

参考文献（Readings） 

参加者の関心に応じて、適宜提示する。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

この科目は「英語に関連する科目」です。使用言語は英語ではありませんが英語のテキストやデータベースを用いて授業を行う

バイリンガルの設定となっています。使用する資料等については上記の「テキスト」「参考文献」の欄で確認してください。 
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注意事項（Notice） 
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■AL164 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

抽選登録／人文情報・メディア学特論２ 

(Advanced Course in Digital Humanities and Media Studies 2) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
人文情報と社会 

担当者名 

（Instructor） 
加藤 聡(KATO SATORU) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
ART1800 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

本講義は、英語辞典や百科事典を字引の道具ではなく、情報を伝える装置と捉え返すことで、メディアとしての辞典・百科事典を

考察する。具体的な事例を通じて、受講生は人文情報・メディア学の理解を深める。 

 

This lecture will examine dictionaries and encyclopedias as media by rethinking them as devices for conveying information, 

rather than tools for writing. Through concrete examples, students will deepen their understanding of digital humanities and 

media studies. 

 

授業の内容（Course Contents） 

各回では、それぞれの時代に編纂された辞典や百科事典を取り上げながら、それらを支えた文化を紹介していく。必要に応じて、

文献の購読や受講生の視点などを踏まえつつ、講義の内容を深めていく。 

 

Each session will focus on dictionaries and encyclopedias compiled in each period, while introducing the culture that supported 

them. If necessary, the lecture content will be deepened based on literature and the perspectives of the students. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. イントロダクション: メディア学からみる辞典・百科事典 

2. 「書き記すこと」と「記憶すること」 

3. 英語辞典のはじまり: 印刷革命と言語 

4. 英語辞典の発展: 辞典編纂とノート取り 

5. 科学革命と言語: 王立協会とアカデミー 

6. 科学革命と辞典・百科事典 

7. まとめ① 

8. 百科事典／百学連環とは 

9. 啓蒙時代の辞典・百科事典① 

10. 啓蒙時代の辞典・百科事典② 

11. 世界最大の英語辞典と類義語辞典 

12. デジタル時代の辞典・百科事典① 

13. デジタル時代の辞典・百科事典② 

14. まとめ② 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

講義中に紹介した辞典や百科事典を実際に使ってみること。また、講義中に紹介した文献を積極的に読むことが望ましい。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

出席(20%)/中間レポート(40%)/最終レポート(Final Report)(40%) 

 

テキスト（Textbooks） 

使用しません。 

 

参考文献（Readings） 

適宜、講義中に示す。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

講義の内容は、受講生の興味関心などに合わせて、適宜変更する。 

必要に応じて、ダウンロードできる辞典や百科事典を紹介するため、PCの持参が好ましい（必須ではない）。 
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注意事項（Notice） 
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■AL166 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

抽選登録／人文情報・メディア学特論４ 

(Advanced Course in Digital Humanities and Media Studies 4) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
電子メディア応用論 

担当者名 

（Instructor） 
菊池 信彦(KIKUCHI NOBUHIKO) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
ART1803 

言語 

（Language） 

その他 

(Others) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

受講者は、様々なデータやツールを活用しながら、デジタルヒューマニティーズの実践を行うことで、それぞれの関心に沿った人

文情報・メディア学の研究を進めることができるようになる。 

 

Students will be encouraged to practice digital humanities, making use of a range of data and tools to advance their digital 

humanities and media studies in line with their own interests. 

 

授業の内容（Course Contents） 

デジタルヒューマニティーズの研究の流れと、その流れの中で登場するトピックを概観する。次いで、API等を介した情報の大規

模な検索と入手、データクレンジングやテキストデータの構造化、およびその分析、GIS ソフトウェア等を活用した地理情報分析を

行う想定である。 

 

Students will be given an overview of digital humanities research streams and the topics that emerge in those streams. They 

are then expected to undertake large-scale information retrieval and acquisition using APIs, data cleansing and textual data 

structuring and analysis, and geospatial analysis using GIS software and other means. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. ガイダンス、講義の概要と成績評価の案内 

2. DH実践に関する講義（１） 

3. DH実践に関する講義（２） 

4. GitHubの使い方とその実践（１） 

5. GitHubの使い方とその実践（２） 

6. APIを使った情報入手とその管理 

7. データクレンジング 

8. テキストマイニング 

9. TEIガイドラインに準拠したデータ構造化（１） 

10. TEIガイドラインに準拠したデータ構造化（２） 

11. TEI/XMLデータ分析 

12. GIS ソフトウェアを活用した地理情報分析（１） 

13. GIS ソフトウェアを活用した地理情報分析（２） 

14. 講義のまとめ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

各回の実習内容を振り返り、特に授業時間内に終わらなかった実習課題については確実に実践、習得すること 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

最終レポート(Final Report)(40%)/中間レポート（Interim Report）(40%)/出席および授業参加態度(20%) 

 

テキスト（Textbooks） 

講義中に適宜提示、案内する。 

 

参考文献（Readings） 

講義中に適宜提示、案内する。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

講義の進捗に合わせ、授業計画を変更する可能性がある。 

また、この科目は「英語に関連する科目」です。使用言語は英語ではありませんが英語のテキストやデータベースを用いて授業を

行うバイリンガルの設定となっています。使用する資料等については上記の「テキスト」「参考文献」の欄で確認してください。 
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注意事項（Notice） 
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■AL201 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AL201／心理学 １ 

(General Psychology 1) 

担当者名 

（Instructor） 
山本 尚樹(YAMAMOTO NAOKI) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
ART1800 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

心理学の基本的な知見と全体像を理解する。 

 

Students will learn fundamental knowledge and overall picture of psychology. 

 

授業の内容（Course Contents） 

知覚、記憶、思考、言語など、ヒトの心は様々な機能を持っている。心の働きを科学的に解明する心理学も、それに応じて様々な

専門分化した研究がなされている。本講義では、心的機能の様々なトピックごとに心理学の理論や研究を紹介することで、多様

性を含みこんだ心理学の研究の全体像を得るとともに、心についての基本的な知見を得る。 

なお、オンデマンド形式ではなくオンラインのリアルタイム形式で授業を行う。 

 

The human mind has various functions such as perception, memory, thought, and language. In psychology, which scientifically 

elucidates the workings of the mind, there are various specialized studies. In this lecture, by introducing psychological theories 

and research on various topics related to mental functions, we will obtain an overview of psychological research that includes 

diversity, and at the same time, acquire basic knowledge about the mind. obtain. 

Classes will be conducted online in real-time, not on-demand. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. ガイダンス 

2. 心理学とは何か 

3. 心と脳 

4. 感覚と知覚 

5. 記憶 

6. 学習 

7. 言語 

8. 思考 

9. 情動 

10. 動機づけ 

11. 性格・個人差 

12. 発達 

13. 社会と認知 

14. カウンセリング 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

授業資料をもとに授業終了後各自復習すること。予習については必要に応じて適宜指示する。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

筆記試験(Written Exam)(60%)/平常点（出席など授業参加態度）(40%) 

受講の注意点や評価については初回ガイダンスでアナウンスするので必ず出席すること。 

 

テキスト（Textbooks） 

なし 

 

参考文献（Readings） 

1. 無藤隆 など、2018、『新版 心理学』、有斐閣 (ISBN:978-4-641-05386-1) 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

授業や評価方法などに関する質問については、基本的にメールで受け付けない。授業中に時間をとるので質問などはその時に

受け付ける。 
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注意事項（Notice） 
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■AL202 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AL202／心理学 ２ 

(General Psychology 2) 

担当者名 

（Instructor） 
山本 尚樹(YAMAMOTO NAOKI) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
ART1800 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

心理学について、その全体像を学問史的な観点から理解する。 

 

Students will learn  the whole picture of psychology from the academic history. 

 

授業の内容（Course Contents） 

心理学では、様々な理論やアプローチ方法が提起されてきた。本講義では、心理学の主要な理論やアプローチ法を、学問史的に

紹介していく。それらを通して、科学の営みとしての心理学の全体像を得るとともに、心についての基本的な知見を得る。 

なお、オンデマンド形式ではなくオンラインのリアルタイム形式で授業を行う。 

 

Various theories and approaches have been proposed in psychology. In this lecture, I will introduce the major theories and 

approach methods of psychology from the perspective of academic history. Through these, students will gain an overview of 

psychology as a scientific endeavor, as well as basic knowledge about the mind. 

Classes will be conducted online in real-time, not on-demand. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. ガイダンス 

2. 心理学前史１ 

3. 心理学前史２ 

4. 近代心理学の成立 

5. アメリカにおける近代心理学 

6. 行動主義 

7. ゲシュタルト心理学・社会心理学 

8. 認知心理学 

9. 生態心理学・身体性 

10. 臨床心理学前史 

11. 無意識の心理学と臨床心理学 

12. 臨床心理学の成立と発展 

13. 個人差と発達の心理学 

14. まとめと補足 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

授業資料をもとに授業終了後各自復習すること。予習については必要に応じて適宜指示する。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

筆記試験(Written Exam)(60%)/平常点（出席・授業参加態度など）(40%) 

 

テキスト（Textbooks） 

なし 

 

参考文献（Readings） 

1. 大芦治、2016、『心理学史』、ナカニシヤ出版 (ISBN:978-4779511028) 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

授業や評価方法などに関する質問については、基本的にメールで受け付けない。授業中に時間をとるので質問などはその時に

受け付ける。 

 

注意事項（Notice） 
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■AL203 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

抽選登録／情報処理 １ 

(Information Processing 1) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
文系学生向けのパソコン初級講座 

担当者名 

（Instructor） 
影山 亮(KAGEYAMA RYO) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
ART1800 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

この授業ではパソコン初心者が、Wordや Excel、PowerPointなど基本的なソフトの使い方を習得することを目標とする。また他の

講義や演習、卒業論文執筆の際に利用できる資料検索のスキルについても実践のうえ、習得する。 

 

The goal of this class is for beginners to learn how to use basic software such as Word, Excel, and PowerPoint. Students will 

also practice and acquire the skills to search for materials that can be used in other lectures, seminars, and writing graduation 

thesis. 

 

授業の内容（Course Contents） 

文系の学生が使用する基本的なＰＣ操作について学ぶ。主に Wordを使用したレポートなどの書面作成や、Excel を使用した表

の活用、PowerPointを使用したプレゼンテーション方、資料検索に関するインターネットを介した検索方法など。なお、実習科目

なので、出席を基本として、理解度合によって進行が変わる可能性がある。 

 

Learn basic PC operations used by humanities students. Mainly writing documents such as reports using Word, utilizing tables 

using Excel, how to make presentations using PowerPoint, how to search materials via the Internet, etc. In addition, since it is a 

practical course, the progress may change depending on the degree of understanding based on attendance. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. ガイダンス 

2. メールの活用、インターネット使用のルールについて  

3. 保存方法と ZOOM への接続 

4. Word と文書作成（１）基礎編 

5. Word と文書作成（２）応用編 

6. Word と文書作成（３）実践編 

7. Excel と表作成（１）基礎編 

8. Excel と表作成（２）応用編 

9. PowerPoint とプレゼンテーション（１）基礎編  

10. PowerPoint とプレゼンテーション（２）応用編  

11. PowerPoint とプレゼンテーション（３）実践編  

12. インターネットを介した資料検索（１） 

13. インターネットを介した資料検索（２） 

14. まとめ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

各課題の予習と復習を行い、パソコン操作の習熟に努めること。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

授業内課題(30%)/最終課題(40%)/授業参加度(30%) 

 

テキスト（Textbooks） 

1. 榎本竜二、2013、『情報機器の操作』、実教出版 (ISBN:978-4-407-33133-2) 

 

参考文献（Readings） 

授業の中で適宜紹介する。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

この授業は初心者向けの授業で、Windows を使用する。また授業時間では作業実践の時間をより長く取るので、能動的に参加

する必要がある。 
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注意事項（Notice） 
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■AL204 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

抽選登録／情報処理 ２ 

(Information Processing 2) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
MS Office を用いた情報処理・情報表現入門 

担当者名 

（Instructor） 
堀内 進之介(HORIUCHI SHINNOSUKE) 

学期 

（Semester） 
秋学期他(Fall Others) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
ART1800 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

MS Office を用いた情報処理や情報表現の基本操作を習得する。 

 

Acquire proficiency in the fundamental operations for processing and representing information using Microsoft Office. 

 

授業の内容（Course Contents） 

MS Office を用いた情報処理や情報表現の仕方を、 指定のテキストに準拠しながら演習形式で解説する。 

 

The lecture will explain the ways of processing and representing information using Microsoft Office in an exercise format, while 

conforming to the specified text. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. ガイダンス 

2. 文書の作成と管理  

3. 一般的なビジネス文書の作成  

4. シンプルなレポートや報告書の作成  

5. 既存のデータを利用した文書の作成  

6. 表計算の基本操作  

7. 表を見やすく使いやすくする編集操作  

8. 数式・関数を活用した集計表の作成  

9. グラフの基本  

10. プレゼンテーションの企画  

11. わかりやすいストーリー構成  

12. センスアップするレイアウトデザイン  

13. イメージを伝えるイラスト・写真活用  

14. 最終確認テスト  

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

受講後は、完璧に使いこなせるようになるまで復習を徹底してください。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

最終確認テスト(20%)/毎回の提出物(80%) 

 

テキスト（Textbooks） 

1. 土岐順子ほか、2022、『情報利活用 基本演習 Office2021 対応』、日経 BP (ISBN:978-4296050369) 

 

参考文献（Readings） 

 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

（1）授業はすべて、オンデマンド（動画配信）の形式で行う。 

 

（2）授業は、上記の指定テキストに沿って進める。 
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（3）授業計画内容は、進み具合で多少前後することがある。 

 

注意事項（Notice） 
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■AL205 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

抽選登録／情報処理（ＰＣプレゼンテーション）３ａ 

(Information Processing 3a) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
PowerPointを利用したプレゼンテーション提示資料の作成 

担当者名 

（Instructor） 
古賀 ひろみ(KOGA HIROMI) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
ART1820 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

PowerPointによるプレゼンテーション用資料の作成を通じて，PCプレゼンテーションの特徴と情報処理の基礎的な知識や技能

を身につける。 

 

Students will acquire fundamental knowledge and skills for PC presentations and information processing by creating 

presentation materials using PowerPoint. 

 

授業の内容（Course Contents） 

口頭のプレゼンで利用する提示資料(スライド)作成を通して PowerPointの操作方法について実習する。 

スライド作成を通して項目の整理や視覚化，スライドの提示方法など PCプレゼンテーションで考慮すべき点についてもふれてい

く。 

実習形式の授業となるため、毎回 PowerPointを操作しながら受講する必要がある。 

 

Students will gain practical training in using PowerPoint by creating presentation materials (slides) to be used in oral 

presentations. 

The course will also touch on points to be considered in PC presentations, such as how to arrange and visualize items through 

slide creation, and how to present slides. 

In order to implement the course in practical exercise format, it is necessary to take the course while operating PowerPoint 

every time. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. PowerPointの概要と箇条書き入力およびテーマの変更 

2. スライドの基本操作と段落書式の変更 

3. PowerPointを利用した表およびグラフの作成 

4. SmartArtを利用した箇条書きの図解 

5. 画像の著作権とクレジット表記 

6. オンライン画像の挿入と加工 

7. 図形の挿入と書式指定，テキストを入力した図解の作成 

8. オブジェクトウィンドウの利用と複数図形の配置整理，グループ化 

9. スライドテーマとデザイン，背景の詳細指定 

10. 画面切り替えとアニメーション一括設定 

11. 複数アニメーションの設定と動作タイミングの指定 

12. スライドショーの操作とリハーサル 

13. 提示資料と配布資料との相違点 

14. 最終課題・授業全体の内容をふまえたプレゼンテーション作成 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

プレゼンの目的によってスライドに求められる内容も変化する。本授業では授業や研究発表でのプレゼンを中心に必要と思われ

る技法を紹介するが、実際にどのような目的で利用するのが効果的か、また他の目的でプレゼンする場ではどのような応用が可

能か考えること。 

応用に関して質問があれば上記授業内容から外れる事柄であっても自由に申し出てください。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

授業内で指示する提出物（複数回）(75%)/最終授業時に提出する課題(25%) 

2/3 以上の出席をしていない場合は単位修得不可。 

 

テキスト（Textbooks） 

特に指定しない。 
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参考文献（Readings） 

特に指定しない。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

毎回メディアセンター実習室の WindowsPC を利用して実習する。 

授業資料配布及び課題提出には Canvas LMSを利用する。 

 

Macintosh の利用は制限しないが、Macintosh の PowerPointに対応しない機能を使用する可能性があるので留意すること。タブ

レット PCの利用は Windows/Macintosh ともに推奨しない。  

 

注意事項（Notice） 
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■AL206 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

抽選登録／情報処理（ＰＣプレゼンテーション）４ａ 

(Information Processing 4a) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
PowerPointを利用したプレゼンテーション提示資料に関する留意点 

担当者名 

（Instructor） 
古賀 ひろみ(KOGA HIROMI) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
ART1820 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

PC プレゼンテーション作成を通じて提示資料の表現について理解を深めるとともに，情報処理の基礎や技能を身につける。 

 

Through the creation of PC presentations, students will deepen their understanding of expression using presentation materials 

and will acquire basics and skills for information processing. 

 

授業の内容（Course Contents） 

PC を利用したプレゼンテーションにおいて「提示資料を構成する要素」と「受け手に与える印象」の関係について知ることで，他者

の前で情報を伝える口頭発表という形式の長所と短所及び「分かりやすさ」に影響する要因について考える。 

操作説明を除き２週で１つのテーマを扱う。 

１週目は説明とテーマに留意したプレゼンテーション作成を実習し，２週目は作成されたプレゼンテーションをもとに講評し具体的

な作成上の留意点を説明する。 

 

By learning about the relationship between "elements that make up presentation materials" and "impressions given to 

recipients" in presentations using a PC, the strengths and weaknesses of the format of oral presentations that convey 

information in front of others and "easy to understand" Consider the factors that influence 

One theme is dealt with in two weeks except for the operation explanation. 

In the first week, students will practice making presentations that pay attention to explanations and themes, and in the second 

week, they will review the created presentations and explain specific points to keep in mind when making presentations. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. Powerpointの基本的操作：箇条書きレベルと段落書式の指定 

2. SmartArtの操作：簡易的な箇条書き図解の作成と問題点 

3. 図形の操作：テキスト挿入，書式変更，グループ化，整列 

4. ボックス型図形を利用した図解：項目のグループ化と箇条書きレベルの可視化 

5. 講評：視覚の性質と視覚変数の表現力 

6. 矢印・線を利用した図解：項目間の関係性表現手法 

7. 講評：関係性のパターンと線・矢印の種類，配置 

8. 色を利用した図解：グループ内外の関係性強調とデザイン変更 

9. 講評：色の心理的効果とコンテンツの統一感，配色と見やすさの効果 

10. インターネット上の画像と利用許諾範囲，著作権のクレジット表記 

11. 画像を利用した表現：趣旨の視覚化と項目内容の視覚化 

12. 講評：直感的把握を促進する画像と妨げとなる画像 

13. アニメーションの効果的な利用 

14. 最終課題：「把握しやすい」プレゼンテーションの作成 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

各授業で取り上げるテーマについて，なぜそれらが効率的な表現方法となるのか，他にはどのような方法が考えられるかを整理

すること。 

パワーポイントでの表現に関する質問であれば授業の内容以外でも随時質問を受けつけます。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

授業内で指定する課題（複数回）(75%)/最終課題(25%) 

2/3 以上の出席をしていない場合は単位修得不可。 

 

テキスト（Textbooks） 

特に指定しない。 
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参考文献（Readings） 

特に指定しない。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

毎回メディアセンター実習室の WindowsPC を利用して実習する。 

授業資料配布及び課題提出には Canvas LMSを利用する。 

 

MacintoshPC の利用は制限しないが、Macintosh のＰｏｗｅｒＰｏｉｎｔに対応しない機能を使用する可能性があるので留意すること。

タブレット PCの利用は Windows/Macintosh ともに推奨しない。  

 

注意事項（Notice） 

 

 

  



 - 756 - 

■AL207 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AL207／ギリシア語 １ 

(Greek 1) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
古典ギリシア語初級（前半）／Elementary Greek (first half) 

担当者名 

（Instructor） 
松浦 高志(MATSUURA TAKASHI) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
ART1410 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

古典ギリシア語の初級文法を一年かけて学び，新約聖書やプラトーンの哲学作品などを，辞書と文法書を使えば何とか読めるよ

うにする． 

 

This course introduces students to elementary Greek grammar. By the end of the academic year, students will be reading some 

passages from the New Testament or the Plato’s dialogues etc. with the help of a dictionary and a grammar book. 

 

授業の内容（Course Contents） 

［I. 概要］ 

 

春学期の授業の主な内容は次の三つである（詳しい内容は「授業計画」を参照のこと）． 

 

A. ギリシア語アルファベット 24文字を覚える． 

B. 名詞の格変化を覚える． 

C. 名詞の格の概念を覚え，それにもとづいて短めの簡単な文を訳す． 

 

ギリシア語アルファベットの多くの文字はローマ字と似ているので，Aは一週間〜二週間かけてしっかり勉強すれば誰でも覚えら

れる．Bは覚える量が多いので，おおむね一学期間をかけて覚えていくことになる．Cには少々センスが要求される．練習問題を

こなしていくことで，少しずつその方法を覚えていく． 

 

［II. 授業の進め方］ 

 

授業は次のように行う．第１回は a, d, e, f のみ行う． 

 

a. ［授業前］必要があれば教材を事前にダウンロードしておく． 

b. ［授業開始］小テストを実施． 

c. 練習問題の答え合わせ（受講生が順番に発表）． 

d. 教材を配布し新たな文法事項を学習する． 

e. 次回の小テストと練習問題の指示． 

f. ［授業後］小テストのための暗記を行い，練習問題を解いてくる． 

 

［III. ギリシア語アルファベットの暗記（第３回授業時まで）］ 

 

第３回の授業からはギリシア語アルファベットの読み書きができるようになっていることを前提に授業を進める． 

 

ギリシア語アルファベットの読み書きができるようになっているかは次の二つで確認することができる． 

 

i. 第２回，第３回の小テストで自己点検 

ii. 第１回と第２回の後に課される簡単な提出課題（添削して各自に返却する予定） 

 

やむを得ず第１回，第２回の授業に参加することができなかった学生は提出課題を後で提出することができる． 

 

[I. Overview] 

 

The three main contents of the spring semester classes are as follows (see ‘Course Schedule’ for further details): 

 

A. To learn the 24 letters of the Greek alphabet. 
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B. To learn the declension tables of nouns. 

C. To learn the concept of the case of nouns and to translate short, simple sentences. 

 

The Greek alphabet is very similar to the Roman alphabet, so anyone can learn if they study it carefully for a week or two (A). 

There are many declension tables of nouns to memorise, so it takes about a semester to learn them (B). It takes time to 

acquire the concept of case, so this is acquired through repeated translation exercises (C). 

 

[II. Classroom procedures] 

 

The classes will be conducted as follows. In the first class, only a, d, e and f will be given. 

 

a. [Before class] Download the teaching materials in advance if necessary. 

b. [Start of class] Quiz. 

c. Answers to exercises (students’ presentations in turn). 

d. Hand out materials and study new grammar points. 

e. Instructions for the next quiz and exercises. 

f. [After class] Memorise the material for the quiz and complete the exercises. 

 

[III. Memorisation of the Greek alphabet (by the third class)] 

 

From the third class, it is assumed that students are able to read and write the Greek alphabet. 

 

The following two checks will be made to ensure that students are able to read and write the Greek alphabet: 

 

i.  Self-checking with quizzes in the second and third classes. 

ii. A short submission assignment after the first and second sessions (to be corrected and returned to each student). 

 

Students who are unable to attend the first and second classes due to unavoidable circumstances can submit their assignments 

later. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 文字と音韻(1)：ギリシア語アルファベット 24 文字を学ぶ． 

2. 文字と音韻(2)：気息記号とアクセントについて学ぶ． 

3. 名詞(1)：第１・第２曲用名詞・形容詞の変化形を学ぶ． 

4. 名詞(2)：第１・第２曲用名詞・形容詞の変化形を学ぶ． 

5. 文字と音韻(3)：音の変化について学ぶ． 

6. 名詞(3)：第３曲用名詞・形容詞の変化形を学ぶ． 

7. 名詞(4)：第３曲用名詞・形容詞の変化形を学ぶ． 

8. 名詞(5)：代名詞の変化形を学ぶ． 

9. 文字と音韻(4)：アクセントの細かい規則について学ぶ． 

10. 名詞(6)：数詞について学ぶ． 

11. 動詞(1)：動詞について概説する． 

12. 動詞(2)：ω動詞の現在組織の変化形を学ぶ． 

13. 動詞(3)：μι動詞の現在組織の変化形を学ぶ． 

14. 予備 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

予習は不要．復習は毎回４時間程度必要．復習の内容は変化表を覚えることと，練習問題を解くことの２つ．具体的な内容は毎

回指示をするので，それにしたがって復習を行う． 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

筆記試験(Written Exam)(60%)/授業中に行う小テスト(15%)/学期中に随時提出するレポート(5%)/練習問題の発表状況(20%) 

レポートはギリシア語アルファベットの読み書きに関するもの（第１回，第２回授業後に課す）． 

 

テキスト（Textbooks） 

教科書は使用しない．プリントを配布する．印刷したものを配布し，PDF ファイルを Canvas LMSに掲載する予定． 

 

参考文献（Readings） 

授業中に指示をする． 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 
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a. 配布するプリントにもとづいた講義形式の授業を行い，必要に応じて板書等を行う． 

b. ただし練習問題は受講生が順番に発表していく形式．受講生が音読と和訳等を行い，それに関して教員がいくつか質問を行

う． 

c. 授業支援システムには Canvas LMS を用いる．教材を PDFファイルで配布する場合や，授業時間外の学習支援に用いる． 

d. 質問・相談は講義の前後に随時受け付ける．また，cmatuura［ＡＴ］mail.ecc.u-tokyo.ac.jpでも随時受け付ける． 

 

なお，授業担当者が Canvas LMSを使えるようになる前には以下の URLを用いる場合がある． 

 

https://museion.sakura.ne.jp/ru/ 

 

注意事項（Notice） 
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■AL208 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AL208／ギリシア語 ２ 

(Greek 2) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
古典ギリシア語初級（後半）／Elementary Greek (second half) 

担当者名 

（Instructor） 
松浦 高志(MATSUURA TAKASHI) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
ART1410 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

！！！注意！！！ 

 

当授業は春学期の「ギリシア語 １」［古典ギリシア語初級（前半）］の続きである．この授業を受講していない場合，その内容を自

習しておく必要があるので注意すること． 

 

！！！！！！！！ 

 

古典ギリシア語の初級文法を一年かけて学び，新約聖書やプラトーンの哲学作品などを，辞書と文法書を使えば何とか読めるよ

うにする． 

 

!!! Attention !!! 

 

This class is a continuation of Greek 1 [Elementary Greek (first half)] in the spring semester. Please note that if you have not 

attended this class, you will need to study the content on your own. 

 

!!!!!!!!!!!!!!!!! 

 

This course introduces students to elementary Greek grammar. By the end of the academic year, students will be reading some 

passages from the New Testament or the Plato’s dialogues etc. with the help of a dictionary and a grammar book. 

 

授業の内容（Course Contents） 

［I. 概要］ 

 

秋学期の授業の主な内容は次の三つである（詳しい内容は「授業計画」を参照のこと）． 

 

A. 動詞の活用を覚える． 

B. 単文の主要な構文を覚える． 

C. 複文の主要な構文を覚える． 

 

［II. 授業の進め方］ 

 

授業は次のように行う．第１回は b（小テスト）と c（練習問題の答え合わせ）は行わない． 

 

a. ［授業前］必要があれば教材を事前にダウンロードしておく． 

b. ［授業開始］小テストを実施． 

c. 練習問題の答え合わせ（受講生が順番に発表）． 

d. 教材を配布し新たな文法事項を学習する． 

e. 次回の小テストと練習問題の指示． 

f. ［授業後］小テストのための暗記を行い，練習問題を解いてくる． 

 

[I. Overview] 

 

The three main contents of the fall semester classes are as follows (see ‘Course Schedule’ for further details): 

 

A. To learn verb conjugations. 

B. To learn the main constructions of simple sentences. 
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C. To learn the main constructions of complex sentences. 

 

[II. Classroom procedures] 

 

The classes will be conducted as follows. In the first class, b (quiz) and c (answers to exercises) are not given. 

 

a. [Before class] Download the teaching materials in advance if necessary. 

b. [Start of class] Quiz. 

c. Answers to exercises (students’ presentations in turn). 

d. Hand out materials and study new grammar points. 

e. Instructions for the next quiz and exercises. 

f. [After class] Memorise the material for the quiz and complete the exercises. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 動詞(4)：アオリスト組織の変化形を学ぶ． 

2. 動詞(5)：アオリスト組織の変化形を学ぶ． 

3. 動詞(6)：完了組織の変化形を学ぶ． 

4. 動詞(7)：受動態アオリスト組織・未来組織の変化形を学ぶ． 

5. 動詞(8)：未来完了組織・動形容詞の変化形を学ぶ． 

6. 統語論(1)：文法的一致・定冠詞について学ぶ． 

7. 統語論(2)：格・前置詞について学ぶ． 

8. 統語論(3)：単文の表現法について学ぶ． 

9. 統語論(4)：間接話法について学ぶ（前半）． 

10. 統語論(5)：結果文・目的文について学ぶ． 

11. 統語論(6)：条件文・理由文について学ぶ． 

12. 統語論(7)：関係文・時の節・間接話法（後半）について学ぶ． 

13. 統語論(8)：状況説明分詞について学ぶ． 

14. 原典講読：原典講読の入門を行う． 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

予習は不要．復習は毎回４時間程度必要．復習の内容は変化表を覚えることと，練習問題を解くことの２つ．具体的な内容は毎

回指示をするので，それにしたがって復習を行う． 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

練習問題の発表状況(60%)/授業中に行う小テスト(20%)/学期中に随時提出するレポート(20%) 

春学期とは異なり，学期末試験は実施しない．平常点で評価する．レポートはふだん練習問題を解くためにメモしているものを，

他人にもわかるように清書した上で提出するもの． 

 

テキスト（Textbooks） 

教科書は使用しない．プリントを配布する．印刷したものを配布し，PDF ファイルを Canvas LMSに掲載する予定． 

 

参考文献（Readings） 

授業中に指示をする． 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

a. 配布するプリントにもとづいた講義形式の授業を行い，必要に応じて板書等を行う． 

b. ただし練習問題は受講生が順番に発表していく形式．受講生が音読と和訳等を行い，それに関して教員がいくつか質問を行

う． 

c. 授業支援システムには Canvas LMS を用いる．教材を PDFファイルで配布する場合や，授業時間外の学習支援に用いる． 

d. 質問・相談は講義の前後に随時受け付ける．また，cmatuura［ＡＴ］mail.ecc.u-tokyo.ac.jpでも随時受け付ける． 

 

注意事項（Notice） 
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■AL209 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AL209／ラテン語 １ 

(Latin 1) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
ラテン語初級文法 

担当者名 

（Instructor） 
村上 寛(MURAKAMI HIROSHI) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
ART1410 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

ラテン語の初級文法を身につけ、文の構造を理解し、平易な文章について文意を取ることが出来るようにする。春学期では教科

書の前半部を終えることを目指す。 

 

Students will learn introductory Latin grammar, understand the structure of sentences, and become able to grasp the meaning 

of simple sentences. The aim is to finish the first half of the textbook in the spring semester. 

 

授業の内容（Course Contents） 

ラテン語は古代ローマ帝国で公用語として使われた言語で、西ローマ帝国滅亡後もキリスト教の公用語として、また近代に至るま

で学術、文学の領域でも主要な言語として西洋世界を支え続けてきた。イタリア語やフランス語といったいわゆるロマンス語はラ

テン語から派生した言語であり、ラテン語について学ぶことは今日においても西洋世界を深く知る一助となるだろう。 

本授業では所定の教科書を使いながら基礎的な文法事項を学びつつ、文法構造の解析、訳などの練習問題を行っていく。 

 

Used as the official language in the ancient Roman Empire, Latin continued to support the Western world as the official language 

of Christianity even after the fall of the Western Roman Empire, and as a major language in academic and literary fields until 

modern times. Romance languages such as Italian and French are derived from Latin, and learning about Latin is an aid to a 

deeper understanding of the Western world today. 

The class will use specified textbooks to learn basic grammatical items, and will progress to practical exercises such as 

translation and analysis of grammatical structure. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 授業の導入、発音とアクセント 

2. 動詞の活用（現在形） 

3. 名詞の変化（第一、第二） 

4. 形容詞の変化（第一、第二） 

5. 動詞の活用（未完了過去、未来） 

6. 前置詞、不定詞 

7. 名詞の変化（第三） 

8. 形容詞の変化（第三） 

9. 動詞の活用（完了） 

10. 動詞の活用（過去完了、未来完了） 

11. 受動相 

12. 名詞の変化（第四、第五） 

13. 能相欠如動詞 

14. 既習事項の確認 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

毎回の予習を行うことが望ましい。また授業の進行に応じて練習問題、復習用の課題を出すので、随時提出してもらう。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

最終テスト(Final Test)(40%)/提出課題(30%)/授業態度、出席状況(30%) 

 

テキスト（Textbooks） 

1. 田中利光、1990、『ラテン語初歩＜改訂版＞』、岩波書店 (ISBN:4-00-002419-1) 

 

参考文献（Readings） 

1. 水谷智洋、2009、『羅和辞典＜改訂版＞』、研究社 (ISBN:978-4767490250) 

2. 松平千秋／国原吉之助、1990、『新ラテン文法』、東洋出版 (ISBN:978-4809643019) 
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3. 河島思朗、2016、『基本から学ぶラテン語』、ナツメ社 (ISBN:978-4816360756) 

4. 山下太郎、2013、『しっかり学ぶ初級ラテン語』、ベレ出版 (ISBN:978-4860643669) 

上記以外については授業内で適時紹介する。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AL210 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AL210／ラテン語 ２ 

(Latin 2) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
ラテン語初級文法 

担当者名 

（Instructor） 
村上 寛(MURAKAMI HIROSHI) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
ART1410 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

ラテン語の初級文法を身につけ、文の構造を理解し、平易な文章について文意を取ることが出来るようにする。秋学期では教科

書の後半部を終えることを目指す。 

 

Students will learn introductory Latin grammar, understand the structure of sentences, and become able to grasp the meaning 

of simple sentences. The aim is to finish the second half of the textbook in the fall semester. 

 

授業の内容（Course Contents） 

ラテン語は古代ローマ帝国で公用語として使われた言語で、西ローマ帝国滅亡後もキリスト教の公用語として、また近代に至るま

で学術、文学の領域でも主要な言語として西洋世界を支え続けてきた。イタリア語やフランス語といったいわゆるロマンス語はラ

テン語から派生した言語であり、ラテン語について学ぶことは今日においても西洋世界を深く知る一助となるだろう。 

本授業では所定の教科書を使いながら基礎的な文法事項を学びつつ、文法構造の解析、訳などの練習問題を行っていく。 

 

Used as the official language in the ancient Roman Empire, Latin continued to support the Western world as the official language 

of Christianity even after the fall of the Western Roman Empire, and as a major language in academic and literary fields until 

modern times. Romance languages such as Italian and French are derived from Latin, and learning about Latin is an aid to a 

deeper understanding of the Western world today. 

The class will use specified textbooks to learn basic grammatical items, and will progress to practical exercises such as 

translation and analysis of grammatical structure. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 代名詞（１） 

2. 代名詞（２） 

3. 接続法（１） 

4. 接続法（２） 

5. 条件文 

6. 不定詞 

7. 関係代名詞 

8. 非人称動詞 

9. 分詞 

10. 奪格の独立的用法 

11. 形容詞の比較、数詞 

12. 動名詞、動形容詞 

13. 命令法、目的分詞 

14. 既習事項の確認 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

毎回の予習を行うことが望ましい。また授業の進行に応じて練習問題、復習用の課題を出すので、随時提出してもらう。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

最終テスト(Final Test)(40%)/課題(30%)/出席状況、授業への参加度(30%) 

 

テキスト（Textbooks） 

1. 田中利光、1990、『ラテン語初歩＜改訂版＞』、岩波書店 (ISBN:4-00-002419-1) 

 

参考文献（Readings） 

1. 水谷智洋、2009、『羅和辞典＜改訂版＞』、研究社 (ISBN:978-4767490250) 

2. 松平千秋／国原吉之助、1990、『新ラテン文法』、東洋出版 (ISBN:978-4809643019) 
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3. 河島思朗、2016、『基本から学ぶラテン語』、ナツメ社 (ISBN:978-4816360756) 

4. 山下太郎、2013、『しっかり学ぶ初級ラテン語』、ベレ出版 (ISBN:978-4860643669) 

上記以外については授業内で適時紹介する。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AL211 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

抽選登録／宗教思想 １ 

(Religious Thought 1) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
キリスト教と「知」 

担当者名 

（Instructor） 
岩田 成就(IWATA SHIGENARI) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
ART1100 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 

教職課程を登録していない文学部学生用コード。（教職課程登録者は AL411 で登録す

ること） 

 

授業の目標（Course Objectives） 

科学が発達した現代でも「カルト」に惹かれる人が後を絶たないのは、科学とは次元の異なる問いが人間にはあるからではない

だろうか。近代科学が登場してきた 17 世紀以降の西欧思想が、宗教の問題をどう考えたかをみることで、今日の人間にとって宗

教と何か、宗教、あるいは信仰の問題とどう向き合うべきかを考える。 

 

Students will learn how the Christian God is understood in modern Western European thought, that which has determined the 

general framework of our intellect today. Course takers will make direct contact with that thought, and will think about religion 

themselves. 

 

授業の内容（Course Contents） 

１７世紀から１９世紀までの西欧の思想家を原則として１回に一人ずつ取り上げ、その宗教理解を中心に紹介する。 

 

In general, each session will take up one Western European thinker at a time from the 17th to the 19th century, and will 

primarily introduce the individual's religious understanding. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. オリエンテーション 

2. 近代科学とキリスト教 

3. デカルト：理性の根拠としての神 

4. スピノザ：永遠の相のもとに 

5. パスカル：理性と信仰 

6. ロック：経験と信仰 

7. カント：理性の限界と神の要請 

8. シュライアマッハー：聖なるものの感情 

9. ヘーゲル：歴史を導く神 

10. フォイエルバッハ：投影としての神 

11. マルクス：イデオロギーとしての宗教 

12. ニーチェ：神の死 

13. キルケゴール：実存と信仰 

14. まとめ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

レポート試験は、授業の基本的な内容を問う問題 A（選択式）と毎回の授業でポイントとなる問いに対する問いに文章で答える問

題 B（論述式）で行う。問題 Bについては、毎回の授業で問いが設定されるので、授業後に各自この問いに対する答えを作成し

ておく。講義を漫然と聞くのではなく、以上の課題に取り組みながら主体的に参加することを求める。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

レポート試験(Report Exam)(100%) 

 

テキスト（Textbooks） 

使用しない。「立教時間」を使って毎回プリントを配布する。あらかじめダウンロードして授業にのぞむこと。 

 

参考文献（Readings） 

授業の中で詳しく紹介する。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

この講義内容の漫画化を試みています。まだ２巻までですが、よかったら参考にしてください。 

https://note.com/bright_elk820/ 
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注意事項（Notice） 
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■AL212 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

抽選登録／宗教思想 ２ 

(Religious Thought 2) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
欧米のキリスト教 

担当者名 

（Instructor） 
岩田 成就(IWATA SHIGENARI) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
ART1100 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 

教職課程を登録していない文学部学生用コード。（教職課程登録者は AL412 で登録す

ること） 

 

授業の目標（Course Objectives） 

科学が発達した現代でも「カルト」に惹かれる人が後を絶たないのは、科学とは次元の異なる問いが人間にはあるからではない

だろうか。20 紀以降の西欧思想が、宗教の問題をどう考えたかをみることで、今日の人間にとって宗教と何か、宗教、あるいは信

仰の問題とどう向き合うべきかを考える。 

 

The reason why there is no end to the number of people who are attracted to "cults" even in this day and age of science is 

probably because humans have questions that have different dimensions from those of science. 

 

授業の内容（Course Contents） 

「神なき時代」と言われる現代において，欧米の思想家たちは宗教や信仰の問題をどのように考えてきたのか。２０世紀以降の思

想家を数人取り上げ、その宗教思想を中心に紹介する。 

 

In a modern age that has been called "a Godless age," how have Western thinkers approached questions of religion and faith? 

The course will take up and introduce several thinkers from the 20th century and later, focusing on their religious ideas. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. オリエンテーション 

2. ヤスパース：哲学的信仰 

3. ハイデッガー１：死へ向かう存在 

4. ハイデッガー２：存在の神秘 

5. レヴィナス：他者としての神 

6. ベルグソン：閉じた宗教から開かれた宗教へ 

7. フロイト：幻想としての宗教 

8. ユング：元型と宗教 

9. バタイユ：エロティシズムと宗教 

10. ウィトゲンシュタイン：語り得ないもの 

11. デリダ：「キリスト教」の脱構築 

12. リクール１：象徴は思考を促す 

13. リクール２：宗教批判を超えて 

14. まとめ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

筆記試験は、授業の基本的な内容を問う問題 A（選択式）と毎回の授業でポイントとなる問いに対する問いに文章で答える問題

B（論述式）で行う。問題 Bについては、毎回の授業で問いが設定されるので、授業後に各自この問いに対する答えを作成してお

く。授業に漫然と出席するのではなく、以上の課題に取り組みながら主体的に参加することを求める。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

レポート試験(Report Exam)(100%) 

成績評価については、最初の授業で詳しく説明するので必ず出席のこと。期末のレポート試験は、授業の基本的な内容を問う問

題 A（選択式）と毎回の授業でポイントとなる問いに対する問いに文章で答える問題 B（論述式）で行う。問題 Bについては、毎回

の授業で問いが設定されるので、授業後に各自この問いに対する答えを作成しておく。授業に漫然と出席するのではなく、以上

の課題に取り組みながら主体的に参加することを求める。 詳しくは説明プリントを配布し、授業内でも説明する。 

 

テキスト（Textbooks） 

使用しない。「立教時間」を使って毎回プリントを配布するので、各自ダウンロードして授業にのぞむこと。 

 

参考文献（Readings） 

授業で詳しく紹介する。 
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その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

講義の漫画化を試みています。現在第２巻を執筆中で、「宗教思想１」で扱っている内容をもとにしています。よかったら参考にし

てください。https://note.com/bright_elk820/ 

 

注意事項（Notice） 
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■AL213 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

抽選登録／倫理思想 

(Introduction to Ethics) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
21 世紀の人権問題 

担当者名 

（Instructor） 
柳堀 素雅子(YANAGIBORI SUGAKO) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
ART1100 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 

教職課程を登録していない文学部学生用コード。（教職課程登録者は AL413 で登録す

ること） 

 

授業の目標（Course Objectives） 

本講義の到達目標は、 

（１）バイオエシックスの基礎的な理論と原理を学ぶこと 

（２）性的少数者に関する問題 

を学ぶこと 

 

The goals of this course are to 

(1)Obtain the basic knowledge about the basic concepts and principles of Bioethics. 

(2)Obtain the knowledge about the sexual minority. 

 

授業の内容（Course Contents） 

この授業では、バイオエシックスの諸問題と性的少数者に関する問題を学びます。 

最終的には、日本と欧米における、バイオエシックスのあり方の相違と性的マイノリティの問題の相違点を理解します。 

 

This course deals with Bioethics issues and the sexual minority. 

At the end of course are to understand the difference in Bioethics and sexual minority between Japan 

and Western. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. バイオエシックスの成立とその意義について 

2. 生命誕生をめぐるバイオエシックスの諸問題（１） 生殖補助医療の問題 

3. 生命誕生をめぐるバイオエシックスの諸問題（２） 出生前診断の問題 

4. 生命誕生をめぐるバイオエシックスの諸問題についてのグループ討論 

5. 生命の終わりをめぐるバイオエシックスの諸問題（１） 脳死と臓器移植 

6. 生命の終わりをめぐるバイオエシックスの諸問題（２） 安楽死と尊厳死 

7. 生命の終わりをめぐるバイオエシックスの諸問題についてのグループ討論 

8. 性的マイノリティの問題について 

9. 日本の教育現場は、性的マイノリティの問題とどう向き合うべきか 

10. 性的マイノリティ王位の問題についての欧米と日本の相違 

11. 性的マイノリティの問題についてのグループ討論 

12. バイオエシックスの諸問題についての望ましい教育のあり方 

13. 性的マイノリティの問題についての望ましい教育のあり方 

14. まとめ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

CanvasLMSでいろいろな指示を出しますので、それに従って各自で予習や復習を行なってください。授業には 

パソコンを持参して参加してください。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

レポート（複数回）の内容(60%)/リアクションペーパーの内容(20%)/グループ討論の内容(20%) 

 

テキスト（Textbooks） 

使用しない。 

 

参考文献（Readings） 

必要に応じて、その都度豊富な文献を紹介します。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 



 - 770 - 

レポート課題等は CanvasLMSで告知します。資料の配布も CanvasLMSで行ないます。 

 

注意事項（Notice） 
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■AL214 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AL214／英米文学概論 

(General Survey of English and American Literature) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
英米文学研究ことはじめ 

担当者名 

（Instructor） 

唐澤 一友(KARASAWA KAZUTOMO) 

藤巻 明(FUJIMAKI AKIRA) 

新田 啓子(NITTA KEIKO) 

イエイツ，Ｍ．(YATES MICHAEL D. H.) 

澤入 要仁(SAWAIRI YOJI) 

舌津 智之(ZETTSU TOMOYUKI) 

岩田 美喜(IWATA MIKI) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
ART1800 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

英米文学のテクストを鑑賞しながら，初学者にとって読解のために必要な文学的技法や歴史的・文化的背景を学びます。英米の

差異や文学の可能性を体感すると同時に，若々しい感覚を研ぎすませ，おのおのの知的関心が指ししめす方向をみずから発見

します。 

 

While appreciating texts from English and American literature, students will learn the historical and cultural backgrounds and the 

literary techniques necessary for comprehension by beginners. While experiencing the potential of literature and the differences 

between Britain and the United States, students will sharpen their youthful senses to discover the directions in which their 

intellectual interests point. 

 

授業の内容（Course Contents） 

本授業では，英米文学専修の複数の講師が各 1-2 回ずつ，それぞれの専門分野と研究対象に基づいて，英文学と米文学の主

要なトピックを講義します。多様な作品を多様な観点から考察することによって，英米文学とその研究の多様性も示されます。 

 

In this class, multiple lecturers will each give one or two lectures on major topics in English and American literature, based on 

their respective fields of expertise and research subjects. By considering diverse works from diverse points of view, the course 

will show the diversity of English and American literature and the research surrounding it. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. オリエンテーション （唐澤） 

2. アメリカ詩 1 （澤入） 

3. アメリカ詩 2 （澤入） 

4. ポストモダン文学 1 （Yates） 

5. ポストモダン文学 2 （Yates） 

6. イギリス演劇 1 (岩田) 

7. イギリス演劇 2 (岩田) 

8. アメリカ小説 1 （新田） 

9. アメリカ小説 2 （新田） 

10. イギリス詩 1 （藤巻） 

11. イギリス詩 2 （藤巻） 

12. アメリカ演劇・表象文化 1 （舌津） 

13. アメリカ演劇・表象文化 2 （舌津） 

14. 期末試験 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

どんなものでもよいので，英米の文学作品を 1 冊以上読んでおいてください。翻訳でもかまいません。 

 

また、各回の講義内容について作ったノートを読み返し、講義で扱われた作品に翻訳でもよいので目を通してみてください。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

筆記試験(Written Exam)(100%) 

第 1-第 13 週のうち，4 回以上欠席した場合には第 14 週の筆記試験の受験資格が失われます。 
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テキスト（Textbooks） 

適宜プリントを配布します。 

 

参考文献（Readings） 

授業中に適宜指示します。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AL216 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AL216／フランス文学・文化概論 

(Introduction to French Lit. & Culture) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
フランス文学史・文化史入門 

担当者名 

（Instructor） 

横山 安由美(YOKOYAMA AYUMI) 

坂本 浩也(SAKAMOTO HIROYA) 

桑瀬 章二郎(KUWASE SHOJIRO) 

菅谷 憲興(SUGAYA NORIOKI) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
ART1800 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

フランスの文学・文化・社会を歴史的に概観します。またいくつかの作品を取り上げ、具体的にその内容・魅力を紹介します。 

 

This course will provide a historical overview of literature, culture, and society in France. It will also take up several works to 

introduce their content and their appeal in detail. 

 

授業の内容（Course Contents） 

文学作品は、それぞれの時代と社会状況のなかで、どのように書かれ、どのように読まれてきたのか？ フランスの文学と文化を

中世から年代順に概観し、社会状況について整理しながら、歴史的な変遷を見ていきます。 

いわゆる文学史の授業なので、おぼえることがらも少なくありませんが、フランスに興味を持つ者にとって最低限の教養といえる

内容です。また試験には、事項の確認だけでなく、論述形式も含まれます。それぞれの時代の文学の特徴を的確に把握し、それ

らをつなぐ隠された論理を自分なりに探しながら、積極的に授業を受けることが大切です。複数の教員がリレー式で講義を行いま

す。 

 

How are literary works written and read within their respective eras and social conditions? This course will provide a 

chronological outline of French literature and culture from the Middle Ages onward and will look at historical transitions, while 

organizing social conditions. 

As a literary history class, the class will present many things to be memorized, but the content will represent the minimum 

education for students with an interest in France. Tests will include essay format tests, as well as checking of facts. While 

students accurately learn the characteristics of literature from each era and search in their own way for the hidden logic that 

connects them, it is important that they also participate actively in classes. The course will be taught in relay fashion by several 

faculty members. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 導入：授業全体の説明 

2. 中世 

3. ルネサンス 

4. 17 世紀 

5. 18 世紀 

6. 19 世紀１（ロマン主義） 

7. 中間テスト 

8. 19 世紀２（写実主義と自然主義） 

9. 19 世紀３（詩） 

10. 20 世紀１（詩） 

11. 20 世紀２（小説） 

12. 20 世紀３（思想） 

13. まとめ 

14. 最終テスト 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

授業で指示された文献を積極的に読んで授業に臨むこと。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

出席・リアクションペーパー(40%)/中間テスト(30%)/最終テスト(Final Test)(30%) 

中間テストと最終テストの２回は評価の対象となるので,そのときに欠席しないように注意すること。 
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テキスト（Textbooks） 

1. 渡辺一夫、1990、『増補・フランス文学案内』、岩波文庫 (ISBN:9784003500019) 

授業で指示。教科書は必ず購入し、持ってくること。 

 

参考文献（Readings） 

授業で指示。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AL217 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AL217／日本語学概論 １ 

(Introduction to Japanese Linguistics 1) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
現代日本語を中心とした概説 

担当者名 

（Instructor） 
平井 吾門(HIRAI AMON) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
ART1400 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

日本語学について、学問分野の概略を中心とした基礎的知識を習得するとともに、日常的な言語事象について学術的な考察が

行えるようになること。 

 

While acquiring fundamental knowledge centered on an outline of the academic field of Japanese linguistics, students will 

become able to think academically about everyday phenomena in language. 

 

授業の内容（Course Contents） 

日本語学の全体像を俯瞰し、「日本語を学問の対象とするとはどういうことか」「日本語を学問的に分析するためにはどのような

知識が必要か」「日本語を学術的に分析するとはどのようなことか」といったことについて、具体的な学問分野ごとに概説してい

く。日本語学では、伝統的に音や文法、表記、語彙その他の視点を用いて研究が行われており、教科書はあくまでも学問分野全

体を俯瞰する指標なので、教科書には無い内容も随時扱うことになる。本講義では、主に現代日本語について、様々な視点から

学んでいく。 

 

The course will provide a bird’s-eye image of Japanese linguistics overall, and, for specific academic fields, will explain what it 

means to target Japanese as a subject of study, what kind of knowledge is needed to analyze Japanese language academically, 

and what it means to analyze Japanese academically. In Japanese linguistics, research has traditionally been conducted from 

perspectives including sounds, grammar, notation, and vocabulary. As textbooks are, in the end, indexes that survey the whole 

of an academic field from a high level, the class will deal with content not in textbooks, as appropriate. In the lectures, students 

will study matters related to Modern Japanese from a variety of perspectives. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 日本語学総論 

2. 音声と音韻 

3. 日本語の音 

4. アクセント 

5. 文字表記 

6. 文体 

7. 意味 

8. 語彙 

9. 方言 

10. 敬語 

11. 形態論 

12. 統語論 

13. 様々な日本語研究 

14. 辞書 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

高等学校までに国語科で習った事項（活用その他）については、前提で話を進めるとともに、中学校レベルの日本史の知識（奈良

時代と室町時代の前後関係、各時代の政権の所在その他）は必須であるため、不安がある者は随時復習しておくこと。また、教

科書の当該範囲を中心に批判的精読を心掛け、予習復習に励むこと。学術的考察と根拠のない感想の羅列を混同しないこと。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

筆記試験(Written Exam)(50%)/小課題(50%) 

授業ごとに思考力を問う小課題を課す。筆記試験では主に知識を問うことになる。 

 

テキスト（Textbooks） 
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1. 沖森卓也・木村義之・陳力衛・山本真吾、2006、『図解日本語』、三省堂 (ISBN:978-4-385-36242-7) 

 

参考文献（Readings） 

1. 飛田良文他編、2007、『日本語学研究事典』、明治書院 (ISBN:9784625603068) 

2. 風間喜代三他、2004、『言語学 第二版』、東京大学出版会 (ISBN:978-4-13-082009-7) 

3. 月本雅幸編著、2015、『日本語概説』、放送大学教育振興会 (ISBN:978-4-595-31541-1) 

4. 沖森卓也編著、2010、『日本語概説』、朝倉書店 (ISBN:978-4-254-51523-7) 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AL218 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AL218／日本語学概論 ２ 

(Introduction to Japanese Linguistics 2) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
歴史的視点から見た日本語概説 

担当者名 

（Instructor） 
平井 吾門(HIRAI AMON) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
ART1400 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

日本語学について、学問分野の概略を中心とした基礎的知識を習得するとともに、日常的な言語事象について学術的な考察が

行えるようになること。 

 

While acquiring fundamental knowledge centered on an outline of the academic field of Japanese linguistics, students will 

become able to think academically about everyday phenomena in language. 

 

授業の内容（Course Contents） 

日本語学の全体像を俯瞰し、「日本語を学問の対象とするとはどういうことか」「日本語を学問的に分析するためにはどのような

知識が必要か」「日本語を学術的に分析するとはどのようなことか」といったことについて、具体的な学問分野ごとに概説してい

く。日本語学では、伝統的に音や文法、表記、語彙その他の視点を用いて研究が行われており、教科書はあくまでも学問分野全

体を俯瞰する指標なので、教科書には無い内容も随時扱うことになる。本講義では、日本語の歴史を中心にした事項について、

様々な視点から学んでいく。 

 

The course will provide a bird’s-eye image of Japanese linguistics overall, and, for specific academic fields, will explain what it 

means to target Japanese as a subject of study, what kind of knowledge is needed to analyze Japanese language academically, 

and what it means to analyze Japanese academically. In Japanese linguistics, research has traditionally been conducted from 

perspectives including sounds, grammar, notation, and vocabulary. As textbooks are, in the end, indexes that survey the whole 

of an academic field from a high level, the class will deal with content not in textbooks, as appropriate. In the lectures, students 

will study matters focused on History of Japanese Language from a variety of perspectives. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 日本語史概説 

2. 音韻史 

3. 文字史 

4. 表記史 

5. 漢字音の変遷 

6. 文体史 

7. 語彙史 

8. 文法史①形態論 

9. 文法史②統語論 

10. 学史①韻学史 

11. 学史②五十音の成立 

12. 学史③仮名遣い研究 

13. 学史④本居宣長 

14. 学史④辞書史、まとめ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

高等学校までに国語科で習った事項（活用その他）については、前提で話を進めるとともに、中学校レベルの日本史の知識（奈良

時代と室町時代の前後関係、各時代の政権の所在その他）は必須であるため、不安がある者は随時復習しておくこと。また、教

科書の当該範囲を中心に批判的精読を心掛け、予習復習に励むこと。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

筆記試験(Written Exam)(50%)/小課題(50%) 

授業ごとに思考力を問う小課題を課す。筆記試験では主に知識を問うことになる。 

 

テキスト（Textbooks） 
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1. 木田章義 編、2013、『国語史を学ぶ人のために』、世界思想社 (ISBN:9784790715962) 

とても良い本です。教科書を読んでいることを前提に話を進めますが、価値ある一冊だと思います。 

 

参考文献（Readings） 

1. 飛田良文他編、2007、『日本語学研究事典』、明治書院 (ISBN:9784625603068) 

2. 時枝誠記、2017、『国語学史』、岩波文庫 (ISBN:978-4003815045) 

3. 月本雅幸編著、2015、『日本語概説』、放送大学教育振興会 (ISBN:978-4-595-31541-1) 

4. 沖森卓也編著、2010、『日本語概説』、朝倉書店 (ISBN:978-4-254-51523-7) 

5. 沖森卓也・木村義之・陳力衛・山本真吾、2006、『図解日本語』、三省堂 (ISBN:978-4-385-36242-7) 

6. 衣畑智秀、2019、『基礎日本語学』、ひつじ書房 (ISBN:9784894769465) 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AL219 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AL219／漢文学概論 

(Introduction to Chinese Literature) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
日本における漢文の受容と展開 

担当者名 

（Instructor） 
平澤 卓也(HIRASAWA TAKUYA) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
ART1300 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

漢文文献の講読を通して、漢文読解に必要な基礎知識を修得するとともに、漢字・漢文文化圏の歴史・文学・思想に対する理解

を深める。 

 

Through reading kanbun texts in this lecture course, students will acquire basic skills necessary to understanding kanbun, as 

well as deepen their understanding of the history, literature, and thought of the East Asian kanji / kanbun cultural sphere (the 

cultures that use Chinese characters and kanbun).  

 

授業の内容（Course Contents） 

テーマ「日本における漢文の受容と展開」 

本講義では、最初に漢文を読むために必要な漢字・漢文法の基礎知識について述べ、そのあと訓読法を中心とした漢文受容史

の検討や、日本人の手になる漢文（日本漢文）の講読を行うなど、多様な視点から日本における漢字・漢文文化の展開を考察す

る。 

 

The Reception and Development of Kanbun in Japan 

This lecture course first introduces basic knowledge about Chinese characters and the grammar necessary to reading kanbun. 

Then it focuses on kundoku (reading kanbun in accordance with Japanese classical grammar) to examine the history of kanbun’s 

reception and to read kanbun composed by Japanese authors (Nihon kanbun). Through such readings, we will consider the 

development in Japan of Chinese characters and kanbun culture from many different perspectives. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. ガイダンス 

2. 漢字・漢文学の基礎 1 

3. 漢字・漢文学の基礎 2 

4. 漢字・漢文学の基礎 3 

5. 漢字・漢文学の基礎 4 

6. 漢字・漢文学の基礎 5 

7. 漢字・漢文学の基礎 6 

8. 漢文でよむ日本文化 1 

9. 漢文でよむ日本文化 2 

10. 漢文でよむ日本文化 3 

11. 漢文でよむ日本文化 4 

12. 漢文でよむ日本文化 5 

13. 漢文でよむ日本文化 6 

14. まとめ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

毎回授業後は配布した資料を熟読し、紹介した参考文献に目を通しておくこと。また、授業で扱うものだけでなく、関連する文献を

積極的に探して読むこと。特に興味を持ったものについては、自ら資料を集めて考察し、それをもとに最終レポート（3000 字以上）

を作成すること。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

レスポンスシート(30%)/受講態度(30%)/最終レポート(Final Report)(40%) 

 

テキスト（Textbooks） 

プリントを配布する。 
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参考文献（Readings） 

授業時に紹介する。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

・単位を修得するには、次の 3つの条件を満たす必要がある。①全 14 回中 10 回以上の出席、②授業後のレスポンスシートの

提出、③最終レポート（3000 字以上）の提出。 

・詳しい授業の進め方については、初回の授業時に説明する。 

・授業に関する情報は、Blackboard や Canvas LMSに掲載するので、受講前に確認すること。 

 

注意事項（Notice） 
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■AL220 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

抽選登録／日本文学概論 

(Introduction to Japanese Litrature) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
近現代文学の変遷 

担当者名 

（Instructor） 
仲井眞 建一(NAKAIMA KENICHI) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
ART1300 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 

日本文学専修 3,4 年次および文芸思想専修 3,4 年次生は抽選登録不可。科目コード

AL233 を履修登録すること。 

 

授業の目標（Course Objectives） 

主に日本における近現代文学のうち、特に小説作品について、その位置づけを把握する。 

あわせて近現代文学における基礎的な知識を習得する。 

 

Understand the position of the novel in modern literature, especially in Japan. 

 At the same time, students acquire basic knowledge of modern and contemporary literature. 

 

授業の内容（Course Contents） 

本講義では、実際の小説作品に触れながら授業をすすめていく。 

積み重ねられてきた研究も援用しつつ、小説作品の言語配置を検討することはもちろん、同時代状況とのかかわりを把握する。 

最終的には、文学史に位置付けられた小説作品の個別性を認識することを目標としたい。 

 

In this course, we will proceed with the class while touching the actual novel work.  

In addition to considering the linguistic arrangement of the novel, we will grasp the relationship with the contemporary situation 

based on accumulated research.  

Ultimately, I would like to aim to discover the individuality of novels that can be positioned in literary history. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 授業ガイダンス 

2. 文学史をやる前に 

3. 明治の翻訳詩 

4. 帝国主義下の日本文学／森鷗外「舞姫」を中心に 

5. 田山花袋と日露戦争 

6. 芥川龍之介の切支丹物 

7. 谷崎潤一郎のエキゾチシズム 

8. 植民地台湾と佐藤春夫 

9. 外地の日本語文学 

10. 帰還兵たちの文学 

11. ベトナム戦争と文学 

12. 沖縄の文学 

13. 現代の文学 

14. まとめ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

予習：指示された文献を必ず読んでから参加する。 

復習：講義内容を自分の言葉で説明できるようになるまで見直す。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

筆記試験(Written Exam)(80%)/リアクションペーパー(20%) 

筆記試験は持込可とする。リアクションペーパーは授業内で適宜実施する。 

 

テキスト（Textbooks） 

必要な文献は配布する。 

 

参考文献（Readings） 

授業内で適宜配布・紹介する。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 
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スライドを用いた講義型授業とし、適宜視覚教材を利用する。 

履修者には、各自メモを取りながら聴講することを求める。 

 

注意事項（Notice） 
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■AL221 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AL221／文芸・思想概論 

(Introductory Lectures on Philosophy and Creative Writing) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
文芸・思想を学ぶために 

担当者名 

（Instructor） 

蜂飼 耳(HACHIKAI MIMI) 

菅野 聡美(KANNO SATOMI) 

渡名喜 庸哲(TONAKI YOTETSU) 

林 文孝(HAYASHI FUMITAKA) 

林 みどり(HAYASHI MIDORI) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
ART1800 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

文芸とはなにか、思想とはなにか、その両方を冠する問題の圏域について考える。 

それぞれ専門分野を異にする専任教員が概説する、各分野における基礎的な知見を身につけると同時に、そうした知識にもとづ

いて、自分の考えを深め、それを正確に表現する力を養うことが目指される。 

 

The course will consider the realm of issues that come under the questions of what are art and literature, and what is thought. 

While students acquire fundamental knowledge in the respective fields of expertise of the faculty members, they will draw on 

that knowledge to develop their own ideas and nurture the ability to express these accurately. 

 

授業の内容（Course Contents） 

文芸・思想専修の専任教員のリレー講義で、毎回異なるテーマと文芸や思想の結びつきについて考え、文芸・思想の知の圏域を

拡張し、多様な問題関心を展開する。全体として統一した流れを追うのではなく、教員各自が各回に作り出す多様な思考の流れ

を、受講生は自分なりに整理し発展させ展開させ、論理的な文章にまとめあげる覚悟が求められる。最終レポートは脚注や参考

文献をきちんと整えた正式な小論文形式のもののみ提出可。論文の書き方について、参考書を各自探して学んでおくこと。担当

教員ごとに出される複数の課題図書を読破したうえで、授業内容と関連付けた小論文を書くことが求められる（5,000 字以上予

定）。課題図書や課題テーマについては、後日講義内と掲示で提示する。 

 

In relay-format lectures by full-time faculty members in Philosophy and Creative Writing, students will think about the 

connections between literary arts and thought and each session's themes, will expand the sphere of their knowledge of literary 

arts and ideas, and will develop interest in various issues. Rather than pursue a unified flow as a whole, in each session, faculty 

members will create diverse flows of ideas. Students should be prepared to organize, expand on, and develop these in their own 

way, then summarize these into logical texts. Final reports may only be submitted in formal essay format, with well-organized 

footnotes and references. Students will search for reference books and study how to write theses on their own. Students will 

be required to write a considerable number of essays associated with the content of classes, after reading through multiple 

books assigned by the faculty members in charge (tentatively over 10,000 characters). The assigned books and subjects will be 

presented later in the lectures and in bulletins. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. オリエンテーション：文芸・思想を学ぶこととはどういうことか 

2. 文芸・思想講義１ 

3. 文芸・思想講義２ 

4. 文芸・思想講義３ 

5. 文芸・思想講義４ 

6. 文芸・思想講義５ 

7. 文芸・思想講義６ 

8. 文芸・思想講義７ 

9. 文芸・思想講義８ 

10. 文芸・思想講義９ 

11. 文芸・思想講義１０ 

12. 文芸・思想講義１１ 

13. 文芸・思想講義１２ 

14. まとめと振り返り 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

授業中の指示に従い、文献を読み込んだり、調べたりしてもらう。宿題が課される場合がある。 
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成績評価方法・基準（Evaluation） 

レポート試験(Report Exam)(80%)/リアクションペーパー(20%) 

４分の１以上の欠席は理由を問わず失格。２０分以上の遅刻は欠席とみなす。 

 

テキスト（Textbooks） 

プリントを配付する。 

 

参考文献（Readings） 

必要に応じて授業中に指定する。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

扱われる領域や主題によっては,ゲストスピーカーが招聘される回もある。 

 

注意事項（Notice） 
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■AL222 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AL222／世界史概論 １ 

(Introduction to World History 1) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
海域・海洋世界 

担当者名 

（Instructor） 
宮田 絵津子(MIYATA ETSUKO) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
ART1500 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

世界史を「陸」からでなく、「海」からみつめることで、構築されたヒトとモノの交流の豊かな歴史について学び、人間の生活にとっ

ての「海」とはなにか、について考えることを目標とする。 

 

The aim of this lecture is to learn the world history from the "ocean"and understand the exchange of people, goods and culture 

in order to concieve what is "sea" to human being. 

 

授業の内容（Course Contents） 

毎回異なる海の世界をテーマとし、パワーポイントを用いてビジュアル的に各海が作り上げた文化と歴史について講義を行う。通

史と異なり、地中海世界に始まり、インド洋、東シナ海とそれぞれの海の世界について学ぶので、時間軸が毎回異なる。 

 

The lecture will be carried out using powerpoint to give an visual image of each culture and history of the ocean. Each class 

will deal with different time frame which is not an ordinary history class but will deal with different  history of distinct ocean 

such as Mediterranean, Indian, East China sea etc. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 地中海世界 1 フェニキア人と地中海世界 

2. 地中海世界 2 カルタゴとローマ 

3. ローマ帝国と海 

4. インド洋 貿易とアラブ商人の拡大 

5. 十字軍と海の世界 

6. 十字軍がつないだヒトとモノ 

7. 中国の海外進出—鄭和の海への挑戦 

8. 東南アジアの交易の時代 

9. イベリア半島勢力のアジア進出—ポルトガルとスペインのアジア海域進出 

10. マニラ・ガレオン貿易―マニラからアカプルコへ、ヒトとモノの流れ 

11. 大西洋貿易—ヨーロッパ内の交流 

12. 海賊の歴史—カリブ海から世界へ、英国を支えた海賊たち 

13. オランダのアジア進出―ニシン漁から貿易大国へ 

14. 大英帝国の海を利用した拡大 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

毎回の復習を行うこと。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

レポート試験(Report Exam)(60%)/最終テスト(Final Test)(20%)/最終レポート(Final Report)(20%) 

欠席は 3 回までとする。また、学生証を忘れた場合も欠席となるため、注意すること。授業内での携帯電話の使用は禁止する。 

 

テキスト（Textbooks） 

1. 宮田絵津子、2017、『マニラ・ガレオン貿易』、慶応義塾大学出版会 (978‐7664‐2471‐3) 

2. 玉木俊明、2014、『海洋帝国興隆史』、講談社選書メチエ (ISBN:978‐4‐06‐258590‐3) 

 

参考文献（Readings） 

 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 



 - 786 - 

 

注意事項（Notice） 
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■AL223 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AL223／世界史概論 ２ 

(Introduction to World History 2) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
大陸世界 

担当者名 

（Instructor） 
成川 岳大(NARIKAWA TAKAHIRO) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
ART1500 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

受講者それぞれが、ある特定地域から世界史を構想するための基礎的な思考方法を涵養する。 

 

Individual course participants will develop basic thinking methods of conceptualizing 'world history', based on the concrete topic, 

period, and area. 

 

授業の内容（Course Contents） 

本講義では世界史とは何かを考える。ただし世界史概論といっても、高校世界史教科書のように先史から現代までの地球上にあ

る全ての地域の歴史過程を満遍なく説明するわけではない。歴史学として世界史を論じるのはどのようなアプローチがあるのか

を提示する。具体的には、近年注目を集めるグローバルヒストリーの手法を用いながら、主として古代から近世と呼ばれる時代の

ヨーロッパと中国、中央アジアに軸足を置く。なお受講に際して高校世界史教科書程度の知識は前提とする。 

 

These lectures will consider the question of what world history is. However, such an outline of world history cannot evenly 

explain historical processes in every region on earth from prehistory to the present age, in the manner of a high school history 

textbook. The course will present what sort of approaches there are to discussing world history as history studies. Specifically, 

while using the techniques of global history that have attracted attention in recent years, focusing on some regions both in 

Eastern and Western Eurasia, such as Europe, China, and Central Asia.in the period from Antiquity to Early Modern Age. In 

addition, the course assumes knowledge at the level of high school world history textbooks. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. イントロダクション 

2. 概論（1）：紀元前の東西ユーラシア世界 

3. 概論(2)：紀元後 4-8 世紀の東西ユーラシア世界―古代帝国の崩壊（へ）と新秩序 

4. 東西ローマ帝国とフン人 

5. 中華帝国秩序と騎馬民族国家群 (1) 

6. ユーラシアを越境する集団：ソグド人とユダヤ人 

7. 概論(3）：紀元 1000 年（頃）の東西ユーラシア：「中央ユーラシア型国家」 

8. セルジューク朝トルコと十字軍 

9. 中華帝国秩序と騎馬民族国家群 (2) 

10. 概論(4)：モンゴル帝国の台頭と「13 世紀世界システム」 

11. ユーラシア西部の十字路としてのロシアー「タタールのくびき」（仮） 

12. 「14 世紀の危機」と黒死病 

13. 「チンギス・ハンの末裔」―ユーラシア中央・東部におけるモンゴルの「後継国家」 

14. まとめ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

- 授業前：Canvas（もしくは Blackboard）に事前（前日夕方 or当日朝予定）にアップロードされる配布資料をダウンロードし、目を

通す（授業後の質問内容の返信が含まれている場合あり）。前回の次回予告で紹介された参考文献に興味がある場合目を通し、

期末レポートにつながる素材を収集する。 

- 授業後：資料を見返して不明点を確認した上で毎回の確認小テストをオンライン（Canvas もしくは Blackboard）で受講する（テス

ト自体の所要時間は数分程度を予定）。疑問点をオンライン確認小テストのおまけなどの手段で質問する。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

最終レポート(Final Report)(40%)/毎回授業後に回答してもらう小テスト（予定）(60%) 

 

テキスト（Textbooks） 

なし 
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参考文献（Readings） 

1. 大阪大学歴史教育研究会（編）、2014、『市民のための世界史』、大阪大学出版会 (ISBN:978-4-87259-469-0) 

2. 古松崇志、2020、『シリーズ中国の歴史③』、岩波新書 (ISBN:978-4-00-431806-4) 

3. 杉山正明、2016、『モンゴル帝国と長いその後〈興亡の世界史〉』、講談社学術文庫 (ISBN:978-4-06-292352-1) 

各回に関わる詳細な参考文献は毎回 Canvas（場合によっては Blackboard）にアップロード予定の配布資料中で公開予定です。 

すべての回に合致する参考文献はないので、講義本体の受講のためならば上にあげたものも無理に購入の必要はないと思いま

す（『市民のための世界史』には図書館のサイト経由で Eブックとしてアクセス可能ですが、同時アクセス数の制限あり）。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AL224 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AL224／日本史概論 １ 

(Introduction to Japanese History 1) 

担当者名 

（Instructor） 
大西 信行(ONISHI NOBUYUKI) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
ART1500 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

授業では、古代から近世にいたる日本史の基本的な事項と日本史全体の流れを理解することを目標とする。 

研究の進展により新しい日本史像が描かれている。最新の研究成果と接することで、多様な価値観に支えられて新たな日本史

像を描いていける歴史的思考力を修得することを目指す。 

 

The goal of this course is to provide students with a basic understanding of Japanese history from ancient times to the modern 

era and the overall flow of Japanese history. 

As research progresses, new images of Japanese history are being drawn. This course aims to help students acquire the ability 

to think historically and draw a new image of Japanese history supported by a variety of values through contact with the latest 

research findings. 

 

授業の内容（Course Contents） 

古代から近世にいたる日本列島内で起きた歴史的出来事を、自然環境の変化や東アジア情勢との関係など最新の研究成果を

踏まえながら読み解いていく。また、各時代における重要な歴史的事件・事象だけでなく、基本的な資料をとおして民衆の生活と

関連させた日本史像を理解できるように講義をすすめる。 

 

This course is designed to help students understand the historical events that occurred in the Japanese archipelago from 

ancient times to the early modern era, taking into account the latest research findings on changes in the natural environment 

and the relationship with the situation in East Asia. 

In addition to the important historical events of each period, we will use basic materials to help students understand Japanese 

history in relation to the lives of the people. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. ガイダンス 「日本とは」 

2. 東アジアと国家の形成 

3. 律令国家と東アジア 

4. 平安時代の国家と宗教・刀伊の入寇 

5. 院政と荘園制 

6. 鎌倉幕府の成立と承久の乱・執権政治 

7. モンゴル戦争と徳政 

8. 南北朝内乱 

9. 日明関係・応仁・文明の乱 

10. 戦国大名と村のかたち 

11. 織豊政権と惣無事令・検地・刀狩 

12. 江戸幕府の成立と東アジア 

13. 天下泰平と元禄文化 

14. 享保の改革と幕藩制社会の変容 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

授業時間外の学習に関する指示は、随時授業中に指示する。また履修登録完了後に Canvas LMS上で履修者に対して行うこと

もある。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

レポート試験(Report Exam)(60%)/リアクションペーパーや提出物(40%) 

 

テキスト（Textbooks） 

特に定めない。授業内に適宜プリントを配布する。 

 

参考文献（Readings） 

1. 2000ー2003、『シリーズ日本の歴史』 00 巻－18 巻、講談社 
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2. 大津透他編、2013ー2016、『岩波講座日本歴史』 1 巻－14巻、岩波書店 (ISBN:9784000113212) 

3. 2016、『大学の日本史』1〜4、山川出版社 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

PowerPointを使用した講義形式で、映像資料なども適宜活用することもある。 

資料の配布、課題の提出などに Canvas LMS を使用することもある。 

 

注意事項（Notice） 
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■AL225 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AL225／日本史概論 ２ 

(Introduction to Japanese History 2) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
近現代日本史をアジアから問い直す 

担当者名 

（Instructor） 
蔭木 達也(KAGEKI TATSUYA) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
ART1500 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

日本の近現代史上に表れる問題や葛藤を知ることを通じて、歴史を尋ねることの意義、その方法、その限界を学ぶことです。 

 

This course aims to learn the significance of, method of, limit of history by examining problems and conflicts among the modern 

history of Japan. 

 

授業の内容（Course Contents） 

現代の私たちの問題意識に密接であるところから、日本史を特に東アジアとの関係において捉えつつ、1870 年代から 2010 年代

までの 140 年間を概観していきます。 

 

This course treats the history of Japan for 140 years, from 1880s to 2010s especially focusing on the relation to East Asia. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. はじめに：歴史とは何か 「日本」とは何か 

2. 西から東へ：内戦と侵略に基づく近代国家の創設 

3. アジアの農村から：大阪事件から日露戦争まで 

4. アジアの民族運動と日本：中国・ベトナム・インド 

5. 第一次世界大戦の「戦後」：シベリア出兵と排日運動 

6. 民衆解放運動の諸相：大正デモクラシーの時代 

7. 民衆が支持した戦争：デモクラシーから総力戦へ 

8. 満洲農業移民：農村の貧困と満洲侵略 

9. 銃後の女性：動員の論理と歴史学 

10. 終わる戦争・続く戦争：平和憲法の「平和」の意味 

11. 世界の終わりのリアリティ：原子力と宇宙開発 

12. 1968 年：文化大革命とベトナム戦争 

13. 市民運動の源流：日本の 68 年から公害、環境問題へ 

14. アジアの時代の幕開け：国際的な枠組みの中で 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

受講者から提出された疑問点、論点、関心に即して適宜授業時間外の学習支援を行います。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

筆記試験(Written Exam)(100%) 

 

テキスト（Textbooks） 

なし 

 

参考文献（Readings） 

授業中に適宜ご案内します。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AL226 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AL226／超域文化学概論 

(Introduction to Interdisciplinary Cultural Studies) 

担当者名 

（Instructor） 

野中 健一(NONAKA KENICHI) 

市田 雅崇(ICHIDA MASATAKA) 

丸山 浩明(MARUYAMA HIROAKI) 

松原 宏之(MATSUBARA HIROYUKI) 

服部 佐智子(HATTORI SACHIKO) 

服部 佐智子(HATTORI SACHIKO 

松本 尚之(MATSUMOTO HISASHI) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
ART1600 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

超域文化学専修を構成する専任教員がそれぞれ 2～3 回ずつ担当して、各自の専門領域を紹介する。受講生が専門を選択して

いく上で必要な基礎的な考え方や方法論の習得を目指す。また、超域文化学専修に進まない学生にとっても、超域的な学問研

究の進め方に触れることで、自らの立場や考え方を相対的に鳥瞰できるようにする。 

 

The full-time faculty members who make up the course in transdisciplinary culture studies will take charge of classes 2 to 3 

times each and will introduce their own domains of specialization. The aim is for students to learn the fundamental ways of 

thinking and methodologies necessary for selecting their own specializations. In addition, even students who will not advance to 

transdisciplinary culture studies will become able to take a relatively high-level view of their own standpoints and ways of 

thinking by experiencing how to proceed with transdisciplinary academic research. 

 

授業の内容（Course Contents） 

生業に関する文化、衣食住などの物質文化、親族や宗教でつながる人間集団の文化などを、地域や環境との関連から解明す

る。担当教員がそれぞれのフィールドで行ってきた研究をもとに話題を提供し、超域文化学を構成するそれぞれの専門分野の基

礎について講義する。 

 

The class will draw on the relationships between regions and their environments to elucidate cultures, including culture related 

to livelihoods, material culture such as food, clothing, and shelter, and culture of human groups connected by kin and religion. 

Faculty members in charge will provide topics based on research conducted in their respective fields, and will perform lectures 

on the basics of their fields of specialization that are part of transdisciplinary culture studies. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. ガイダンス（松原） 

2. 人種とアメリカ文化（松原） 

3. ジェンダーとアメリカ文化（松原） 

4. 物質文化と生業活動（野中） 

5. 環境認識と文化（野中） 

6. 妖怪と日本文化（市田） 

7. 祈りと日本文化（市田） 

8. 建築と文化（服部） 

9. 建築と歴史（服部） 

10. グローバル化と文化（松本） 

11. 人の移動から考えるアフリカと日本（松本） 

12. 人類の起源と拡散（丸山） 

13. 農業の起源と農耕文化論（丸山） 

14. テスト回 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

授業中に指示する。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

筆記試験(Written Exam)(100%) 

 

テキスト（Textbooks） 

授業中に指示する場合がある。 
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参考文献（Readings） 

適宜、授業中に指示する。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AL227 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AL227／教育制度・政策論 

(Educational Institutions and Politics) 

担当者名 

（Instructor） 
柏木 敦(KASHIWAGI ATSUSHI) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
ART1700 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

今日の教育政策のありようとその理論的背景についての理解を深めることで、教育政策を吟味するための理論的根拠を獲得す

ることを狙いとする。 

 

The purpose of this course is to deepen students' understanding of the state of education policy today and its theoretical 

background, and to provide them with a theoretical basis for examining education policy in Japan. 

 

授業の内容（Course Contents） 

指定したテキストの内容に沿って、日本の教育制度の基本的枠組み、政策動向について講義する。現代日本の諸教育制度の基

本的事項にについて理解し、現在展開している諸政策の理念・現状・課題のありようを検証・考察する。 

 

In this lecture, the basic framework of the Japanese education system and policy trends will be discussed. The lecture will 

follow the contents of the textbook specified by the instructor. By taking this class, students will gain an understanding of the 

various educational systems that form the basis of contemporary Japanese educational policy. Based on their understanding of 

the educational system, students will examine and discuss the philosophy, current status, and issues of the educational policies 

currently being implemented. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. ガイダンス 

2. 教育法規・政策の基礎 

3. 教育の基本理念に関する法規——日本国憲法・教育基本法—— 

4. 教育行財政の構造と法規 

5. 国の教育行政組織と政策決定・地方の教育行政組織 

6. 学校教育制度全般に関する法制度 

7. 就学前教育制度・政策 

8. 初等中等教育制度・政策 

9. 高等教育制度・政策 

10. 私立学校をめぐる法制度・政策 

11. 特別支援教育制度・政策 

12. 教職員に関する法制度・政策 

13. 家庭教育の機能、保護者の権利と義務 

14. 講義のまとめ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

事前にテキストの該当箇所を読んでから出席すること。講義中にテキストの内容について、ランダムに質問することがある。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

課題レポート(40%)/授業へのコメント(60%) 

 

テキスト（Textbooks） 

1. 高見茂・開沼太郎・宮村裕子編、2018 年、『教育法規スタートアップ・ネクスト』、昭和堂 (ISBN:9784812217245) 

 

参考文献（Readings） 

1. 村上祐介・橋野晶寛、2020、『教育政策・行政の考え方』(有斐閣ストゥディア)、有斐閣 (ISBN:9784641150713) 

2. 青木栄一、2021、『文部科学省』、中央公論新社 (ISBN:9784121026354) 

講義中に適宜指示する。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 
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注意事項（Notice） 

 

 

  



 - 796 - 

■AL228 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AL228／家庭教育論 

(Family Education) 

担当者名 

（Instructor） 
秋山 展子(AKIYAMA HIROKO) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
ART1700 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

家庭教育の理解を深め歴史的変遷の知識を身につける。学校教育や社会教育との関連から家庭教育を捉え考察できる。現代

における家庭教育の課題を理解できるようになる。さらに、家庭と学校が地域住民の諸組織や機関との連携協力により、地域社

会を教育の視点から再生・創造させるための条件について、具体的な事例をとおして、現代日本の教育課題として把握・分析す

る力量をつける。 

 

To deepen understanding of family education and acquire knowledge of its historical transition. To be able to understand and 

examine family education in relation to school and social education. To be able to understand the challenges of modern family 

education. In addition, to understand and analyze the conditions to revitalize and create a local community through cooperation 

of families and schools with local organizations and institutions from an educational perspective, while recognizing it as a social 

issue of modern Japan through case studies. 

 

授業の内容（Course Contents） 

家庭教育の概念を理解していくために、まず社会変化に伴う家庭や家族の役割について歴史的変遷を学んでいく。関連施策にも

触れ、学校教育や社会教育との関連の中での家庭教育を体系的に捉えて、家庭と学校が、地域コミュニティと、どのように関連し

ているかを地域教育の視点からも明らかにしていく。さらに、現代における家庭教育の課題について家族形態・生活の多様性や

ジェンダー視点もふまえながら考えていく。 

 

In order to understand the concept of family education, we will first study the historical transition of the role placed on home 

and family under the change in society. We will also cover the related policies, systematically viewing family education in relation 

to school and social education, and clarify how the family and school are related to the local community from the community 

education perspective. In addition, we will consider the issues of modern family education, considering the diversity of family and 

lifestyle, as well as gender perspectives. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 家族・家庭の概念 

2. 子育て環境の歴史的変遷 

3. 現代までの家族観と家庭教育の変化 

4. 子育て・教育環境の動向 

5. 家庭教育・子育て支援関連施策 

6. 家族の役割 

7. 地域における子育て支援 

8. 世代間交流の現状と可能性 

9. ジェンダーと家庭教育 

10. 地域福祉と家庭教育 

11. ワーク・ライフ・バランスと家庭教育 

12. 家庭教育・子育てをめぐる課題と支援 

13. 家庭・学校・地域社会のネットワーク 

14. まとめと振り返り 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

・講義後に配布したプリントを見直し、指示された参考文献に目を通す。 

・関連するニュースや時事問題に関心を持ち、疑問点等自ら調べ見聞を深める。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

筆記試験(Written Exam)(100%) 

 

テキスト（Textbooks） 

1. 望月雅和 編著、2022、『子育てとケアの原理（新版）』、北樹出版 (ISBN:978-4-7793-0688-4) 
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参考文献（Readings） 

授業内で、適宜参考文献を紹介する。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AL229 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AL229／教育と福祉 

(Education and Welfare) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
障害のある場合の教育と福祉 

担当者名 

（Instructor） 
河合 隆平(KAWAI RYUHEI) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
ART1700 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

１）障害のある場合の権利に関する基本的な知識・概念を獲得する。 

２）教育と福祉の理論と実践を構成する基礎的な知識・概念を獲得する。 

３）障害のある子ども・青年の視点から、人間と社会に関する自らの問いを立て、その問いに向き合い続ける姿勢を形成する。 

 

(1) To acquire basic knowledge and concepts regarding the rights of person with disabilities. 

(2) To acquire basic knowledge and concepts that constitute the theories and practices of education and welfare. 

(3) To construct own questions about human beings and society from the perspective of children and youth with disabilities, and 

develop an attitude to continue to confront these questions. 

 

授業の内容（Course Contents） 

障害のある子ども・青年を念頭において、教育と福祉の問題について考えます。その際、障害をもちながら大人になる、生活する

とはどういうことかを、当事者から学ぶ視点を大切にしたいと思います。実践記録や映像資料も素材にしながら、障害のある場合

の固有の困難やニーズを知り、本人たちのねがいに応える教育と福祉のあり方を考えていきます。 

 

The purpose of this lecture is to discuss issues of education and welfare with children and youth with disabilities. We discuss 

what it means to be an adult and to live with a disability from the perspective of the children and youth. Using practical records 

and video materials, we learn about specific difficulties and special needs of children and youth with disabilities, and consider 

how education and welfare should correspond to their special needs. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. ガイダンスとイントロダクション；障害とともに生きる・大人になる 

2. 障害とはなにか？（１）障害・発達・生活の視点 

3. 障害とはなにか？（２）権利保障の視点 

4. 教育の理論と実践；障害のある子ども・青年に合った学びを手渡す 

5. 福祉の理論と実践；障害のある子ども・青年のねがいに応える生活をつくる 

6. 教育福祉の理論と実践；障害のある子ども・青年の特別なニーズ 

7. 当事者に学ぶ、当事者とともに学ぶ（ゲストスピーカーによる授業；予定） 

8. 障害のある場合の教育と福祉の戦後史（１）「発達保障」の誕生と「この子らを世の光に」 

9. 障害のある場合の教育と福祉の戦後史（２）養護学校義務制実施（1979）への道 

10. 障害のある場合の教育と福祉の戦後史（３）ノーマライゼーションと障害者権利条約の時代 

11. 映像から学ぶ教育と福祉 

12. 障害のある人とともに生きる家族；本人と家族のノーマライゼーション 

13. インクルーシブな社会をつくる；「私たち抜きに、私たちのことを決めないで」 

14. 総括とふりかえり 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

blackboard に授業のレジュメと資料をアップしますので、事前に目を通しておいてください。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

レポート試験(Report Exam)(80%)/コメントペーパー(20%) 

 

テキスト（Textbooks） 

テキストはとくに指定はありません。授業中に適宜、紹介していきます。 

 

参考文献（Readings） 
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その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

授業計画に記したテーマを扱いますが、受講生のみなさんのご要望と問題関心に即して、授業の内容と進度を変更する場合が

あります。 

 

注意事項（Notice） 
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■AL230 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AL230／教育と宗教 

(Education and Religion) 

担当者名 

（Instructor） 
市川 誠(ICHIKAWA MAKOTO) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
ART1700 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

内外の教育における「宗教」の扱われ方を把握し，今後の宗教教育に関する課題を考察する。 

 

The course will view how "religion" is treated in internal and external education, and will consider issues concerning religious 

education in the future. 

 

授業の内容（Course Contents） 

日本の教育現場において「宗教」が取り上げられる機会は一部の宗教系学校以外においてはまずない。だが，「宗教」に関する

知識や情報は生活において重要なものであろう。内外の教育における「宗教」の扱われ方の歴史・現状を把握したうえで，それに

ともなう問題や課題について考察していく。 

 

With the exception of some religious-affiliated schools, there is almost no opportunity in Japan's education to take up the topic 

of religion. However, knowledge and information concerning religion is important in life. After understanding the history and the 

current status of how religion is handled in internal and external education, the course will consider the problems and issues 

involved. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 導入 

2. 日本宗教教育史１ 

3. 日本宗教教育史２ 

4. キリスト教系学校の歴史１ 

5. キリスト教系学校の歴史２ 

6. キリスト教系学校の現状 

7. その他の宗教系学校の歴史 

8. その他の宗教系学校の現状 

9. 教育法制と宗教 

10. 諸外国の教育と宗教１ 

11. 諸外国の教育と宗教２ 

12. 諸外国の教育と宗教３ 

13. 諸外国の教育と宗教４ 

14. 総括 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

適宜，事前に概要を Blackboardで知らせる予定。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

筆記試験(Written Exam)(100%) 

 

テキスト（Textbooks） 

なし 

 

参考文献（Readings） 

1. 國學院大學日本文化研究所、1997、『宗教と教育』、弘文堂 

2. 江原武一、2002、『世界の公教育と宗教』、東信堂 

3. 国際宗教研究所、2007、『現代宗教 2007』 』、秋山書店 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

講義内容や計画の順番は最近の動向や研究成果などをふまえ必要に応じ変更されることがある。 

 

注意事項（Notice） 
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■AL231 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AL231／ドイツ語圏文化概論 １ 

(Introduction to Cultures in German Speaking Areas 1) 

担当者名 

（Instructor） 

坂本 貴志(SAKAMOTO TAKASHI) 

吉田 治代(YOSHIDA HARUYO) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
ART1800 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

ドイツ語圏の文学，文化，言語の歴史と現在に関する基礎知識を学び，今後４年間の勉学全てに共通する重要不可欠な基礎知

識を習得する。 

 

Students will learn fundamental knowledge about the history and the present state of literature, culture, and language in the 

German-speaking sphere, and will acquire indispensable fundamental knowledge that will apply to all studies over the next 4 

years. 

 

授業の内容（Course Contents） 

狭い意味でのドイツ（現在のドイツ連邦共和国）に限らず，歴史的にドイツ語圏といえる地域について，その言語，文学，文化を近

代初期から現代に至るまで，広く講義する。その中で，若干のトピックを選んで掘り下げるとともに，分析や説明のためのさまざま

な視点を紹介する。前半は坂本が，後半は吉田が担当。 

 

In addition to Germany in the narrow sense (i.e., the current Federal Republic of Germany), the lectures will broadly cover the 

language, literature, and culture in regions that have historically constituted the German-speaking sphere, from the start of 

modernity to the present age. Within this, the course will select and delve into a number of topics, introducing various 

perspectives for analysis and explanation. The classes will be led by Sakamoto in the first half and Yoshida in the second half. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 履修上の注意： 

バロック期の文化１  

2. バロック期の文化２   

3. 啓蒙主義時代の文化１ 

4. 啓蒙主義時代の文化２ 

5. ロマン主義の文化１ 

6. ロマン主義の文化２ 

7. 小テスト１（坂本担当部分） 

8. 近代ドイツの歴史と文化〜19 世紀末から 1945 年まで（1） 

9. 近代ドイツの歴史と文化〜19 世紀末から 1945 年まで（2） 

10. 近代ドイツの歴史と文化〜19 世紀末から 1945 年まで（3） 

11. 近代ドイツの歴史と文化〜19 世紀末から 1945 年まで（4） 

12. 近代ドイツの歴史と文化〜19 世紀末から 1945 年まで（5） 

13. 近代ドイツの歴史と文化〜19 世紀末から 1945 年まで（6） 

14. 小テスト２（吉田担当部分） 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

事前に配布する授業の資料（ハンドアウト）を必ず読んで授業に臨むこと。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

リアクションペーパー(35%)/出席態度および理解度(30%)/テスト・期末課題(35%) 

前後半合わせて欠席３回で成績評価の対象としない。 

 

テキスト（Textbooks） 

資料を配布する。詳細は授業内で指示する。 

 

参考文献（Readings） 

1. 手塚富雄・神品芳夫、『ドイツ文学案内』、岩波書店 

2. 若尾祐司・井上茂子、『近代ドイツの歴史』、ミネルヴァ書房 

3. 新野守広他、『知ってほしい国ドイツ』、高文研 
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その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AL232 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AL232／ドイツ語圏文化概論 ２ 

(Introduction to Cultures in German Speaking Areas 2) 

担当者名 

（Instructor） 

井出 万秀(IDE MANSHU) 

宮崎 麻子(MIYAZAKI ASAKO) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
ART1800 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

ドイツ語圏の文学，文化，言語の歴史と現在に関する基礎知識を学び，今後４年間の勉学全てに共通する重要不可欠な基礎知

識を習得する。 

 

Students will learn fundamental knowledge about the history and the present state of literature, culture, and language in the 

German-speaking sphere, and will acquire indispensable fundamental knowledge that will apply to all studies over the next 4 

years. 

 

授業の内容（Course Contents） 

狭い意味でのドイツ（現在のドイツ連邦共和国）に限らず，歴史的にドイツ語圏といえる地域について，その現代の文学や文化

を，広く講義する。その中で，若干のトピックを選んで掘り下げるとともに，分析や説明のためのさまざまな視点を紹介する。前半

は吉田が，後半は宮崎が担当。 

 

In addition to Germany in the narrow sense (i.e., the current Federal Republic of Germany), the lectures will broadly cover the 

language, literature, and culture in regions that have historically constituted the German-speaking sphere, from the start of 

modernity to the present age. Within this, the course will select and delve into a number of topics, introducing various 

perspectives for analysis and explanation. The classes will be led by Yoshida in the first half and Miyazaki in the second half. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 履修上の注意： 

東ドイツの文化（1） 

2. 東ドイツの文化（2） 

3. 現代文学（1）  

4. 現代文学（2） 

5. 文学・文化史におけるジェンダーの問題（1）限定された「女性作家」の役割 

6. 文学・文化史におけるジェンダーの問題（2）近代文学における女性像の例 

7. 小テスト１（宮崎担当部分） 

8. 初期ドイツ語時代（-1050）１ 

9. 初期ドイツ語時代（-1050）２ 

10. 中世ドイツ語時代（1050-1350）１  

11. 中世ドイツ語時代（1050-1350）２  

12. 初期新高ドイツ語時代（1350-1650）１  

13. 初期新高ドイツ語時代（1350-1650）２  

14. 小テスト２（井出担当部分） 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

事前に配布する授業の資料（ハンドアウト）を必ず読んで授業に臨むこと。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

リアクションペーパー(35%)/出席態度および理解度(30%)/テスト・期末課題(35%) 

前後半合わせて欠席３回で成績評価の対象としない。 

 

テキスト（Textbooks） 

資料を配布する。詳細は授業内で指示する。 

 

参考文献（Readings） 

1. 手塚富雄・神品芳夫、『ドイツ文学案内』、岩波書店 

2. 若尾祐司・井上茂子、『近代ドイツの歴史』、ミネルヴァ書房 

3. 新野守広他、『知ってほしい国ドイツ』、高文研 

4. 石田 勇治 編、『ドイツ文化事典』、丸善出版 
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5. 須澤／井出、『ドイツ語史』、郁文堂 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AL233 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AL233／日本文学概論 

(Introduction to Japanese Litrature) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
近現代文学の変遷 

担当者名 

（Instructor） 
仲井眞 建一(NAKAIMA KENICHI)   

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
ART1300 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 

日本文学専修 3,4 年次、文芸思想専修 3,4 年次生のみ登録可。（その他の学生は抽選

登録） 

 

授業の目標（Course Objectives） 

主に日本における近現代文学のうち、特に小説作品について、その位置づけを把握する。 

あわせて近現代文学における基礎的な知識を習得する。 

 

Understand the position of the novel in modern literature, especially in Japan. 

 At the same time, students acquire basic knowledge of modern and contemporary literature. 

 

授業の内容（Course Contents） 

本講義では、実際の小説作品に触れながら授業をすすめていく。 

積み重ねられてきた研究も援用しつつ、小説作品の言語配置を検討することはもちろん、同時代状況とのかかわりを把握する。 

最終的には、文学史に位置付けられた小説作品の個別性を認識することを目標としたい。 

 

In this course, we will proceed with the class while touching the actual novel work.  

In addition to considering the linguistic arrangement of the novel, we will grasp the relationship with the contemporary situation 

based on accumulated research.  

Ultimately, I would like to aim to discover the individuality of novels that can be positioned in literary history. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 授業ガイダンス 

2. 文学史をやる前に 

3. 明治の翻訳詩 

4. 帝国主義下の日本文学／森鷗外「舞姫」を中心に 

5. 田山花袋と日露戦争 

6. 芥川龍之介の切支丹物 

7. 谷崎潤一郎のエキゾチシズム 

8. 植民地台湾と佐藤春夫 

9. 外地の日本語文学 

10. 帰還兵たちの文学 

11. ベトナム戦争と文学 

12. 沖縄の文学 

13. 現代の文学 

14. まとめ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

予習：指示された文献を必ず読んでから参加する。 

復習：講義内容を自分の言葉で説明できるようになるまで見直す。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

筆記試験(Written Exam)(80%)/リアクションペーパー(20%) 

筆記試験は持込可とする。リアクションペーパーは授業内で適宜実施する。 

 

テキスト（Textbooks） 

必要な文献は配布する。 

 

参考文献（Readings） 

授業内で適宜配布・紹介する。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 
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スライドを用いた講義型授業とし、適宜視覚教材を利用する。 

履修者には、各自メモを取りながら聴講することを求める。 

 

注意事項（Notice） 
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■AL234 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

抽選登録／音楽と感性 

(Music and Sensibility) 

担当者名 

（Instructor） 
吉田 寛(YOSHIDA HIROSHI) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
ART1200 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

The aim of this course is to understand the relationship between music and sensation by knowing the property of sound as a 

physical phenomenon, the property of ear as a sense, and the property of music as an art. 

 

授業の内容（Course Contents） 

In this course are discussed psychology of hearing, perception of sound, and design practice of sound in new media, examining 

various examples in contemporary culture. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 五感のなかの聴覚 

2. 眼と耳 

3. ラオコーン問題（レッシング） 

4. 声の文化と文字の文化（オング） 

5. 音の認知 

6. 聴覚的空間（カーペンター＝マクルーハン） 

7. 錯覚（イリュージョン） 

8. マルチモーダル認知 

9. 視聴覚統合錯覚 

10. ニューメディアと音・音楽 

11. コンピュータ音楽とゲーム音楽 

12. ダイエジェティックサウンド 

13. エピステミックサウンド 

14. 音楽ゲーム（音ゲー） 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

授業内で指示する。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

レポート試験(Report Exam)(60%)/最終テスト(Final Test)(40%) 

 

テキスト（Textbooks） 

なし 

 

参考文献（Readings） 

 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AL236 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

抽選登録／デジタルアーカイブ論 

(Digital Archiving Methods) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 

歴史・文化のデジタルアーカイブ （Digital Archiving for Historical and Cultural 

Resources） 

担当者名 

（Instructor） 
後藤 真(GOTO MAKOTO) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
ART1500 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

歴史的・文化的な資料について、デジタル化の現状を知り、その活用による新たな研究の状況について学ぶ。 

 

Learn about the current status of "Digitalarchive" for historical and cultural resources, and learn about the status of new 

research using "Digitalarchive". 

 

授業の内容（Course Contents） 

文化・歴史などの理解にとって重要な資料（文化資源）をデジタル化したものをデジタルアーカイブと呼ぶ。デジタルアーカイブは

時間的・空間的制約のない中で、文化資源を見ることができるだけではなく、コンピュータによるこれまでにない活用方法まで見

通した新たな可能性を持っている。本講義では、このデジタルアーカイブの様々な事例を紹介する。特に日本の例を中心としつ

つ、文化資源のデジタル化の現状と課題について、検討を加え、歴史的な資料をコンピュータで扱う未来の学術的な在り方につ

いて講義を行う。 

 

The digitalization of materials (cultural resources) that are important for the understanding of culture and history is called a 

"digitalarchive". "Digitalarchive" not only allow us to view cultural resources without temporal and spatial constraints, but also 

have various possibilities such as finding new ways to use them with computers. In this lecture, I will introduce various examples 

of this digital archive. 

In this lecture, I will introduce various examples of digital archives, especially focusing on archival cases in Japan, and discuss 

the current status and issues of digitization of cultural resources. The lecture will focus on the future scholarship of using 

computers to handle historical materials. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 授業の視角—歴史・文化資料と現代— 

2. 歴史・文化資料のデジタル化（１）—GLAM（Gallery Library Archives Museum）とは— 

3. 歴史・文化資料のデジタル化（２）—図書館によるデジタル化の現状と課題— 

4. 歴史・文化資料のデジタル化（３）—博物館によるデジタル化の現状と課題— 

5. 歴史資料のデジタル化（４）—アーカイブズによるデジタル化の現状と課題— 

6. 歴史資料のデジタル化（５）—学術機関が作るデジタル文化資源— 

7. 歴史資料デジタル化の「黒船」（１）—Google Atrs and Cultureにみる未来— 

8. 歴史資料と著作権（１）—昔のものをめぐる様々な課題— 

9. 歴史資料と著作権（２）—オープンデータという概念— 

10. デジタルアーカイブと歴史資料が社会に活きる（１）—クラウドと地域— 

11. デジタルアーカイブと歴史資料が社会に活きる（２）—AI と歴史資料— 

12. デジタルアーカイブと歴史資料が社会に活きる（３）—データ社会と歴史文化、ジャパンサーチ— 

13. デジタルアーカイブと歴史資料が社会に活きる（４）—デジタル・ヒューマニティーズ— 

14. 全体のまとめ—昔のものが今の生活や文化に息づくということ— 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

実際に（新型コロナなどの状況が許す限り）博物館や図書館・アーカイブズ機関などに行き、どのような資料があるのか特性を知

るようにすること。それにあわせて、デジタルデータがどのように作成され、使われるようになっているか、授業の進捗にあわせて

それぞれの機関について調べておくこと。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

最終レポート(Final Report)(35%)/授業時に出す課題など(15%)/その他、授業受講時の状況(50%) 

 

テキスト（Textbooks） 

随時、資料を配布する。 
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参考文献（Readings） 

1. 橋本雄太・後藤真、2019、『歴史情報学の教科書』、文学通信 (ISBN:9784909658128) 

2. 岡田一祐、2019、『ネット文化資源の読み方・作り方』、文学通信 (ISBN:9784909658142) 

3. 永崎研宣、2019、『日本の文化をデジタル世界に伝える』、樹村房 (ISBN:9784883673278) 

4. 水嶋英治・谷口知司・逸村裕、2016、『デジタルアーカイブの資料基盤と開発技法』、晃洋書房 (ISBN:9784771027510) 

5. 江上敏哲、2012、『本棚の中のニッポン』、笠間書院 (ISBN:9784305705884) 

なお、以下の書籍は下記 URLでデジタル無料公開もされている。 

『歴史情報学の教科書』 （https://bungaku-report.com/metaresource.html） 

『本棚の中のニッポン』 （https://kasamashoin.jp/shoten/ISBN978-4-305-70588-4.pdf） 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AL238 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

抽選登録／ＳＤＧｓ入門 

(Introduction to SDGs) 

担当者名 

（Instructor） 

村上 祐子(MURAKAMI YUKO) 

阿部 治(ABE OSAMU) 

中野 佳裕(NAKANO YOSHIHIRO) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
ART1800 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

SDGs とはなにか、内容とその国際政治における背景を知り、実現のための教育の試みについて、概要を知る．また背景となる

哲学・倫理思想を踏まえ、理論的アプローチについても概観する．受講後の目標は国内外における活動・取り組みの例を批判的

に考察できることである． 

 

This course will overview SDGs in the context of international politics and ESD as its realization methods with philosophical 

backgrounds of human rights. Successful students will critically evaluate activities toward SDGs. 

 

授業の内容（Course Contents） 

SDGs 概説に続き、持続可能な開発のための教育の試みの例を学ぶ．また、環境倫理・環境哲学および先端科学技術と環境の

かかわりについて学ぶ．毎回の授業では、ワークショップなどの活動を行う．担当者による講義によってワークショップの意図を説

明する．毎回の振り返りを小レポートにまとめて提出する． 

 

This course will focus on educational aspects of SDGS as a continuation of Overview of SDGs as well as environmental ethics 

and interaction with science and technology. Students are invited to join in classroom activities to summarize their experience 

at the end of every class session. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. ガイダンスとイントロダクション 

2. SDGs とは何か(1)：17 の開発目標と理念 

3. SDGs とは何か(2)：設定の経緯（発展途上国支援とミレニアム開発） 

4. ESD(1) 

5. ESD(2) 

6. 開発教育(1)ワークショップ パーム油 

7. 開発教育(2)ワークショップ スマートフォン 

8. 開発教育(3)ワークショップ ファストファッション ワークショップの狙い 

9. 「持続可能な開発」の政治経済学 その歴史と矛盾 

10. 脱成長とは何か？ 消費社会から抜け出すために 

11. 脱成長の実践 欧州における実践例を中心に 

12. 人間の安全保障・人権・ジェンダー 

13. 科学技術と持続可能性 

14. まとめとふりかえり 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

授業時には毎回小レポートを提出していただきますが、授業外でも改めてレポートを書き直して提出することが多くなります．その

際には図書館等で参考文献を調べて取り組んでください． 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

最終レポート(Final Report)(30%)/授業内レポート(70%) 

 

テキスト（Textbooks） 

1. 中野佳裕、2017、『カタツムリの知恵と脱成長——貧しさと豊かさについての変奏曲』、コモンズ (ISBN:978-4-86187-142-9) 

2. セルジュ・ラトゥーシュ、2020、『脱成長』、白水社（文庫クセジュ） (ISBN:9784560510407) 

 

参考文献（Readings） 

 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 



 - 811 - 

ワークショップなどのアクティビティを中心とするため、対面で行います．感染対応のために Zoomでのオンライン配信も行います

が、出席は対面出席者のみカウントします。 

 

注意事項（Notice） 
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■AL239 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

抽選登録／人文情報・メディア学入門 

(Introduction to Digital Humanities and Media Studies) 

担当者名 

（Instructor） 
小澤 実(OZAWA MINORU) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
ART1800 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

本授業では、現在世界の人文学を席巻している人文情報学（Digital Humanities）と呼ばれる研究分野を紹介し、それが私たちが

普段接している様々なメディアとどのような関わりを持っているのかを概観した上で、今後のデジタル社会の展開の中で、人文学

がどのような可能性を持ちうるのかを受講生それぞれが検討することを目標とする。 

 

The course will introduce the research field known as Digital Humanities, which is currently influence on humanities all over the 

world, give an overview of how it relates to the various media with which we are familiar, and then examine the future for the 

humanities in the development of the digitalized society.  

 

授業の内容（Course Contents） 

史学・文学・思想など人文学に関わる様々なテキストや書籍・テレビ・インターネット・SNSなどのメディアを事例とし、１）人文情

報・メディア学の基礎、２）人文情報・メディア学の展開、３）人文情報・メディア学の実践で構成される。担当教員の講義、ゲストス

ピーカの講演、教員・ゲストスピーカ・受講者の対話を織り交ぜながら授業を進める。ゲストスピーカなどの詳細は開講時に示す。 

 

The course consists of 1) the introduction to Digital Humanities and Media Studies, 2) its development, and 3) its practice, 

referring to a variety of texts related to the humanities, such as history, literature, and thought, as well as media as books, 

television, the Internet, SNS, and etc. The course will be conducted through a mixture of lectures, talks by guest speakers, and 

dialogue between the professor, guest speakers and students.  

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 人文情報・メディア学の基礎（１） 

2. 人文情報・メディア学の基礎（２） 

3. 人文情報・メディア学の基礎（３） 

4. 人文情報・メディア学の展開（１） 

5. 人文情報・メディア学の展開（２） 

6. 人文情報・メディア学の展開（３） 

7. まとめ（１） 

8. 人文情報・メディア学の実践（１） 

9. 人文情報・メディア学の実践（２） 

10. 人文情報・メディア学の実践（３） 

11. 人文情報・メディア学の実践（４） 

12. 人文情報・メディア学の実践（５） 

13. 人文情報・メディア学の実践（６） 

14. まとめ（２） 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

講義中に紹介される文献を積極的に読むこと。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

レポート試験(Report Exam)(100%) 

 

テキスト（Textbooks） 

なし 

 

参考文献（Readings） 

講義中に示す。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

基幹科目で展開される人文情報・メディア学関連科目全体に対する導入の役割を果たす授業である。テキスト・電子媒体・メディ

アの関係に関心のある学生は積極的に受講してほしい。 
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注意事項（Notice） 
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■AL241 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AL241／Ｈｕｍａｎｉｔｉｅｓ Ｌｅｃｔｕｒｅ １ 

(Humanities Lecture 1) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
Ｈｉｓｔｏｒｙ 

担当者名 

（Instructor） 
セイヤーズ(SAYERS BRIAN) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
ART1501 

言語 

（Language） 

英語 

(English) 

備考 

（Notes） 
履修にあたっては IELTS5.5 程度の英語力が求められる。 

 

授業の目標（Course Objectives） 

As the world becomes an increasingly globalized place, the study of history is more relevant than ever to understand the forces 

that have shaped our society. The aim of this course is to provide students with the opportunity to analyze and discuss some of 

the major global changes that have taken place from the mid nineteenth to the early twentieth century. This course will develop 

students’ critical thinking skills as well as their ability to engage in meaningful discussions about historical events.   

 

授業の内容（Course Contents） 

This course will provide an outline of the major political, social, cultural and economic changes that have occurred globally from 

the mid nineteenth to the early twentieth century. Special emphasis will be placed on the impact of the actions of western 

powers in a global context. It will adopt a thematic and a broadly chronological approach and include the analysis of both 

primary (textual and visual) and secondary sources. Course themes will include Imperialism and the Origins of Anticolonial 

Nationalism, Cultural Modernism and Global Feminisms. Students are required to complete assigned readings and prepare 

answers to discussion questions in note form before coming to class. They will also write one essay of 1,500 words. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. Lecture: Consolidating Nations and Constructing Empires 

2. Lecture: Imperialism and the Origins of Anticolonial Nationalism 

3. Seminar: Current Trends in World History: Africa’s Newest Hunters and Gatherers: Greed, Environmental Degradation, and 

Resistance 

4. Seminar: Interpreting Visual Evidence: Occidentalism: Representing Western Influence 

5. Seminar: Global Themes and Sources: Contextualizing the Scramble for Empire 

6. Lecture: Discontent with Imperialism 

7. Lecture: Cultural Modernism 

8. Seminar: Global Themes and Sources: Global Feminisms 

9. Seminar: Current Trends in World History: Adapting to the Environment: Russian Peasants Take on the Steppe 

10. Seminar: Interpreting Visual Evidence: Global Modernism 

11. Lecture: The Quest for the Modern 

12. Lecture: Mass Society: Culture, Production, and Consumption 

13. Seminar: Global Themes and Sources: Comparing and Contextualizing Totalitarianism 

14. Seminar: Current Trends in World History: Population Movements: Filling Up the Empty Spaces and Spreading Capitalism; 

Interpreting Visual Evidence seminar: Men, Machines, and Mass Production 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

Students are required to complete the assigned readings and write answers to discussion questions in note form before class.   

Please note that the course schedule provided in this syllabus is a general guide for students and that some changes may be 

made in both the content and sequence of lectures. 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

Participation in class discussions(30%)/Completion of exercises(30%)/Essay(40%) 

Marks will be allocated on participation in class discussions (30%) exercises (30%) and essay (40%) 

 

テキスト（Textbooks） 

Students do not have to purchase a textbook for this course. 

 

参考文献（Readings） 

1. Elizabeth Pollard, Clifford Rosenberg, Robert Tignor & Alan Karras. 2019. Worlds T<ogether, Worlds Apart: A History of the 
World: From the Beginnings of Humankind to the Present Vol. 2, Concise 2nd Edition. W.W. Norton and Company Ltd (13: 978-
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0393668551) 

Students will receive information about essential reading for this course at the first session. 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

Classes will be held in both lecture and seminar style.   

 

注意事項（Notice） 
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■AL242 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AL242／Ｈｕｍａｎｉｔｉｅｓ Ｌｅｃｔｕｒｅ ２ 

(Humanities Lecture 2) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
Ｌｉｔｅｒａｔｕｒｅ 

担当者名 

（Instructor） 
キヴァニー(KEAVENEY CHRISTOPHER) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
ART1301 

言語 

（Language） 

英語 

(English) 

備考 

（Notes） 
履修にあたっては IELTS5.5 程度の英語力が求められる。 

 

授業の目標（Course Objectives） 

•Become familiar with international and historical perspectives on war and on nonviolence and peace. 

•Better understand cross-cultural attitudes toward conflict, peace, and nonviolence 

•Foster skills to write and speak about literature in English. 

 

授業の内容（Course Contents） 

This course treats literary works from around the world about the experience of war and the search for peace. We will look at 

works from a variety of genres including short fiction, essays, poetry, and songs. Writing and speaking practice, including small 

group discussions and essays, will be used to foster improved English communication skills. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. Striving for Peace in a Violent World 

Readings: Mohandes Gandhi, “My Path” and Dalai Lama, “Human Approach to World Peace” 

2. The Ancient World 

Readings: Aristophanes, “Rescuing Peace” and Sunzi, "Selections from Art of War" 

3. The Drums of War in East Asia  

Readings: Selections from “Tale of Heike” and Du Fu, "Ballad of the War Wagons" 

4. Poetry of War and Peace 

Readings: Emily Dickinson, “I Many Times Thought Peace Had Come” and Rabindrath Tagore, “Words From the Depth of 

Truth"” 

5. War Fiction 1 

Reading: John Dos Pasos, “Three Soldiers” 

6. War Fiction 2 

Reading: Ernest Hemingway, “Old Man at the Bridge” 

7. War Fiction 3 

Reading: Liam O’Flaherty, “The Sniper” 

Analysis Paper 1 and Presentation are due 

8. War and Satire 

Reading: Judith Soloway, “The One Day War” 

9. Peace and Reconciliation  

Reading: Scholastique Muckasonga, "Cattle Praise Song" 

10. Seeking Peace in a Nuclear World 

Reading: Kenzaburo Oe, “Nobel Prize Speech” and Ray Bradbury, "There Will Come Soft Rains" 

11. Anti-war Novel 1 

Readings: Kurt Vonnegut, "Slaughterhouse Five" 

12. Anti-war Novel, 2 

Reading: Kurt Vonnegut, "Slaughterhouse Five" 

13. Anti-war Novel, 3 

Reading: Kurt Vonnegut, "Slaughterhouse Five" 

14. Imagining Peace 

Readings: The Protest Song: John Lennon and Yoko Ono, “Imagine,” Bob Dylan, "Blowin' in the Wind",  and Richie 

Havens, ”Handsome Johnny" 

Analysis Paper 2 and presentation are due 
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授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

Students will need to come to class ready to contribute having completed the readings for the week. Students will need to 

submit their weekly response to the readings via the discussion tool on Canvas. 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

Class participation including group discussions and reading checks(30%)/Weekly Reading Analysis Responses(30%)/Reading 

Analysis Paper 1(15%)/Reading Analysis Paper 2(15%)/Presentations based on Reading Analysis Papers(10%) 

Students will need to fully attend at least 2/3 of class sessions to pass this course. 

 

テキスト（Textbooks） 

There is no textbook for this class, but literary works and supplementary materials will be made available to students in digital 

form on the password-protected course site. 

 

参考文献（Readings） 

 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

• The Canvas course delivery system will be used extensively for sharing course readings and submission of student work. 

• Small group and pair discussion will be a regular feature of this course and will complement lectures accompanied by 

Powerpoint slideshows. 

• Late work will only be accepted in the case of an excused absence. Please refer to university policies to determine what 

qualifies as an acceptable excuse according to the university. Additionally, if you know you will be absent when an assignment is 

due, you must make arrangements with me to submit your assignment before the due date.  

 

注意事項（Notice） 
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■AL251 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

抽選登録／情報処理（ＰＣプレゼンテーション）３ｂ 

(Information Processing 3b) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
MS Wordを用いた文書作成入門 

担当者名 

（Instructor） 
堀内 進之介(HORIUCHI SHINNOSUKE) 

学期 

（Semester） 
春学期他(Spring Others) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
ART1820 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

MS Wordを用いた文書作成の基本操作を習得する。 

 

Acquire proficiency in the fundamental operations for producing documents through the utilization of Microsoft Word. 

 

授業の内容（Course Contents） 

MS Wordｓを用いた文章作成の仕方を、 指定のテキストに準拠しながら演習形式で解説する。 

 

The lecture will explain how to write sentences using MS Words in an exercise format while conforming to the specified text. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. ガイダンス 

2. 文書の作成と管理  

3.  一般的なビジネス文書の作成 

4.  シンプルなレポートや報告書の作成  

5.  複数の宛先に送付する文書の作成  

6. 表で項目や数値を整理した文書の作成  

7. イラストや図形を使ったビジュアルな文書の作成  

8. 図やグラフで情報を伝える文書の作成  

9. 既存のデータを利用した文書の作成  

10. 読みやすいレイアウトの長文の作成  

11. 効率のよい長文の作成  

12. 長文の編集と加工  

13.  共同作業と文書の保護  

14. 最終確認テスト  

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

受講後は、完璧に使いこなせるようになるまで復習を徹底してください。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

最終確認テスト(20%)/毎回の提出物(80%) 

 

テキスト（Textbooks） 

1. 土岐順子、2022、『情報利活用 文章作成 WORD2021 対応』、日経 BP (ISBN:978-4296050284) 

 

参考文献（Readings） 

 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

（1）授業はすべて、オンデマンド（動画配信）の形式で行う。 

 

（2）授業は、上記の指定テキストに沿って進める。 

 

（3）授業計画内容は、進み具合で多少前後することがある。 
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注意事項（Notice） 
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■AL252 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

抽選登録／情報処理（ＰＣプレゼンテーション）４ｂ 

(Information Processing 4b) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
MS Excel を用いた表計算入門 

担当者名 

（Instructor） 
堀内 進之介(HORIUCHI SHINNOSUKE) 

学期 

（Semester） 
秋学期他(Fall Others) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
ART1820 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

MS Excelを用いた表計算の基本操作を習得する。 

 

Acquire proficiency in the fundamental operations for spreadsheet calculations using Microsoft Excel. 

 

授業の内容（Course Contents） 

MS Excel を用いた表計算の仕方を、 指定のテキストに準拠しながら演習形式で解説する。 

 

The lecture will explain how to do spreadsheet using MS Excel in an exercise format while conforming to the specified text. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. ガイダンス  

2. 表計算の基本操作  

3. 表を見やすく使いやすくする編集操作  

4. 数式・関数を活用した集計表の作成  

5. 表示形式や関数を活用した表の作成  

6. 定型の表を作成する操作  

7. グラフの基本  

8. 目的に応じたグラフの作成と編集 

9. データベース機能の利用  

10. データの抽出  

11. 条件を指定した集計・分析  

12. ワークシート間の集計  

13. 集計作業の自動化 

14. 最終確認テスト 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

受講後は、完璧に使いこなせるようになるまで復習を徹底してください。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

最終確認テスト(20%)/毎回の提出物(80%) 

 

テキスト（Textbooks） 

1. 阿部香織、2022、『情報利活用 表計算 Excel 2021 対応』、日経 BP社 (ISBN:978-4296050291) 

 

参考文献（Readings） 

 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

（1）授業はすべて、オンデマンド（動画配信）の形式で行う。 

 

（2）授業は、上記の指定テキストに沿って進める。 

 

（3）授業計画内容は、進み具合で多少前後することがある。 
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注意事項（Notice） 
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■AL253 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

抽選登録／情報処理（ＰＣプレゼンテーション）３ｃ 

(Information Processing 3c) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
PowerPointを利用したプレゼンテーション提示資料の作成 

担当者名 

（Instructor） 
古賀 ひろみ(KOGA HIROMI) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
ART1820 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

PowerPointによるプレゼンテーション用資料の作成を通じて，PCプレゼンテーションの特徴と情報処理の基礎的な知識や技能

を身につける。 

 

Students will acquire fundamental knowledge and skills for PC presentations and information processing by creating 

presentation materials using PowerPoint. 

 

授業の内容（Course Contents） 

口頭のプレゼンで利用する提示資料(スライド)作成を通して PowerPointの操作方法について実習する。 

スライド作成を通して項目の整理や視覚化，スライドの提示方法など PCプレゼンテーションで考慮すべき点についてもふれてい

く。 

実習形式の授業となるため、毎回 PowerPointを操作しながら受講する必要がある。 

 

Students will gain practical training in using PowerPoint by creating presentation materials (slides) to be used in oral 

presentations. 

The course will also touch on points to be considered in PC presentations, such as how to arrange and visualize items through 

slide creation, and how to present slides. 

In order to implement the course in practical exercise format, it is necessary to take the course while operating PowerPoint 

every time. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. PowerPointの概要と箇条書き入力およびテーマの変更 

2. スライドの基本操作と段落書式の変更 

3. PowerPointを利用した表およびグラフの作成 

4. SmartArtを利用した箇条書きの図解 

5. 画像の著作権とクレジット表記 

6. オンライン画像の挿入と加工 

7. 図形の挿入と書式指定，テキストを入力した図解の作成 

8. オブジェクトウィンドウの利用と複数図形の配置整理，グループ化 

9. スライドテーマとデザイン，背景の詳細指定 

10. 画面切り替えとアニメーション一括設定 

11. 複数アニメーションの設定と動作タイミングの指定 

12. スライドショーの操作とリハーサル 

13. 提示資料と配布資料との相違点 

14. 最終課題・授業全体の内容をふまえたプレゼンテーション作成 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

プレゼンの目的によってスライドに求められる内容も変化する。本授業では授業や研究発表でのプレゼンを中心に必要と思われ

る技法を紹介するが、実際にどのような目的で利用するのが効果的か、また他の目的でプレゼンする場ではどのような応用が可

能か考えること。 

応用に関して質問があれば上記授業内容から外れる事柄であっても自由に申し出てください。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

授業内で指示する提出物（複数回）(75%)/最終授業時に提出する課題(25%) 

2/3 以上の出席をしていない場合は単位修得不可。 

 

テキスト（Textbooks） 

特に指定しない。 
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参考文献（Readings） 

特に指定しない。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

毎回メディアセンター実習室の WindowsPC を利用して実習する。 

授業資料配布及び課題提出には Canvas LMSを利用する。 

 

Macintosh の利用は制限しないが、Macintosh の PowerPointに対応しない機能を使用する可能性があるので留意すること。タブ

レット PCの利用は Windows/Macintosh ともに推奨しない。  

 

注意事項（Notice） 

 

 

  



 - 824 - 

■AL254 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

抽選登録／情報処理（ＰＣプレゼンテーション）４ｃ 

(Information Processing 4c) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
PowerPointを利用したプレゼンテーション提示資料に関する留意点 

担当者名 

（Instructor） 
古賀 ひろみ(KOGA HIROMI) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
ART1820 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

PC プレゼンテーション作成を通じて提示資料の表現について理解を深めるとともに，情報処理の基礎や技能を身につける。 

 

Through the creation of PC presentations, students will deepen their understanding of expression using presentation materials 

and will acquire basics and skills for information processing. 

 

授業の内容（Course Contents） 

PC を利用したプレゼンテーションにおいて「提示資料を構成する要素」と「受け手に与える印象」の関係について知ることで，他者

の前で情報を伝える口頭発表という形式の長所と短所及び「分かりやすさ」に影響する要因について考える。 

操作説明を除き２週で１つのテーマを扱う。 

１週目は説明とテーマに留意したプレゼンテーション作成を実習し，２週目は作成されたプレゼンテーションをもとに講評し具体的

な作成上の留意点を説明する。 

 

By learning about the relationship between "elements that make up presentation materials" and "impressions given to 

recipients" in presentations using a PC, the strengths and weaknesses of the format of oral presentations that convey 

information in front of others and "easy to understand" Consider the factors that influence 

One theme is dealt with in two weeks except for the operation explanation. 

In the first week, students will practice making presentations that pay attention to explanations and themes, and in the second 

week, they will review the created presentations and explain specific points to keep in mind when making presentations. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. Powerpointの基本的操作：箇条書きレベルと段落書式の指定 

2. SmartArtの操作：簡易的な箇条書き図解の作成と問題点 

3. 図形の操作：テキスト挿入，書式変更，グループ化，整列 

4. ボックス型図形を利用した図解：項目のグループ化と箇条書きレベルの可視化 

5. 講評：視覚の性質と視覚変数の表現力 

6. 矢印・線を利用した図解：項目間の関係性表現手法 

7. 講評：関係性のパターンと線・矢印の種類，配置 

8. 色を利用した図解：グループ内外の関係性強調とデザイン変更 

9. 講評：色の心理的効果とコンテンツの統一感，配色と見やすさの効果 

10. インターネット上の画像と利用許諾範囲，著作権のクレジット表記 

11. 画像を利用した表現：趣旨の視覚化と項目内容の視覚化 

12. 講評：直感的把握を促進する画像と妨げとなる画像 

13. アニメーションの効果的な利用 

14. 最終課題：「把握しやすい」プレゼンテーションの作成 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

各授業で取り上げるテーマについて，なぜそれらが効率的な表現方法となるのか，他にはどのような方法が考えられるかを整理

すること。 

パワーポイントでの表現に関する質問であれば授業の内容以外でも随時質問を受けつけます。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

授業内で指定する課題（複数回）(75%)/最終課題(25%) 

2/3 以上の出席をしていない場合は単位修得不可。 

 

テキスト（Textbooks） 

特に指定しない。 
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参考文献（Readings） 

特に指定しない。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

毎回メディアセンター実習室の WindowsPC を利用して実習する。 

授業資料配布及び課題提出には Canvas LMSを利用する。 

 

MacintoshPC の利用は制限しないが、Macintosh のＰｏｗｅｒＰｏｉｎｔに対応しない機能を使用する可能性があるので留意すること。

タブレット PCの利用は Windows/Macintosh ともに推奨しない。  

 

注意事項（Notice） 
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■AL255 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

抽選登録／情報処理（ＰＣプレゼンテーション）３ｄ 

(Information Processing 3d) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
情報機器の基本操作 

担当者名 

（Instructor） 
内川 一明(UCHIKAWA KAZUAKI) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
ART1820 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

基本ソフト（Word, Excel, PowerPoint）を用いたプレゼンテーション資料の作成等を通して、情報処理の基本的な知識と技能を修

得することを目標とします。 

 

The objective is for students to acquire fundamental knowledge and skills in information processing through the creation, etc. of 

presentation materials using basic software (Word, Excel, and PowerPoint). 

 

授業の内容（Course Contents） 

レポート作成・プレゼン・データ分析ができるよう、Wordを用いた書類作成、PowerPointの活用法、Excel によるデータ処理の方

法等について学習します。 

 

In addition, students will learn to write reports, make presentations, and analyze data using Microsoft Word for document 

creation, PowerPoint, and Excel for data analysis. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 授業の概要説明 

2. PowerPointの基礎：機能の確認 

3. PowerPointの活用 1：画像・図表の挿入とアニメーション 

4. PowerPointの活用 2：スライドマスター 

5. Wordの基礎：機能の確認 

6. Wordの活用 1：ページレイアウト 

7. Wordの活用 2：文書の編集 

8. Wordの活用 3：図表の挿入とアウトライン 

9. Excel の基礎：機能の確認 

10. Excel の活用 1：データ入力と編集 

11. Excel の活用 2：グラフ作成 

12. Excel の活用 3：関数 

13. Excel を用いたデータ処理方法：ピボットテーブル 

14. まとめ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

授業時間外の学習に関する指示は、必要に応じて別途行います。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

最終レポート(Final Report)(40%)/出席および授業態度(30%)/授業内課題(30%) 

 

テキスト（Textbooks） 

指定しない。適宜、資料を配布します。 

 

参考文献（Readings） 

 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

授業はパワーポイントを使用した講義形式を中心とします。 

理解を深めるため必要に応じて実習を行います。 

資料の配布、課題の提出などに Blackboard,Canvas LMS を使用します。 

原則として全授業回対面実施予定です。 
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注意事項（Notice） 
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■AL256 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

抽選登録／情報処理（ＰＣプレゼンテーション）４ｄ 

(Information Processing 4d) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
情報処理（データ収集から分析加工そして発信） 

担当者名 

（Instructor） 
内川 一明(UCHIKAWA KAZUAKI) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
ART1820 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

基本ソフト（Word, Excel, PowerPoint）を用いて私たちの身の回りにあるデータを収集・分析加工し、情報として発信できるようにな

ることを目標とします。 

 

The objective is for students to become able to collect, analyze, and process the data around them using basic software (Word, 

Excel, and PowerPoint), and communicate this as information. 

 

授業の内容（Course Contents） 

Word, Excel, PowerPointの操作確認と各種データベースを用いたデータの収集、可視化の方法を学習し、プレゼンテーションの

際に必要となる効果的な資料を作成します。 

 

Students will confirm how to use Word, Excel, and PowerPoint, will learn methods for collection and visualization of data using 

databases, and will create effective materials necessary for presentations. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 授業の概要説明 

2. PowerPoint：操作方法の確認 

3. PowerPointを用いた資料作成 

4. Word：操作方法の確認 

5. Wordを用いた資料作成 

6. Excel：操作方法の確認 

7. Excel を用いたデータ処理（関数・ピボットテーブル） 

8. データの収集方法 

9. データのパターンを読む（クロスデータ・時系列データ） 

10. データの可視化（効果的なグラフの作成） 

11. データの可視化（プロット・マッピング） 

12. 総合演習 1 

13. 総合演習 2 

14. まとめ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

授業時間外の学習に関する指示は、必要に応じて別途行います。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

最終レポート(Final Report)(40%)/出席および授業態度(30%)/授業内課題(30%) 

 

テキスト（Textbooks） 

指定しない。適宜、資料を配布します。 

 

参考文献（Readings） 

 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

授業はパワーポイントを使用した講義形式を中心とします。 

理解を深めるため必要に応じて演習を行います。 

資料の配布、課題の提出などに Blackboard,Canvas LMS を使用します。 

原則として全授業回対面実施予定です。 
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注意事項（Notice） 
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■AL351 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AL351／ヘブライ語 １ 

(Hebrew 1) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
聖書ヘブライ語 初級 

担当者名 

（Instructor） 
宮崎 修二(MIYAZAKI SHUJI) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
ART1410 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

聖書ヘブライ語の基礎を学ぶ。ヘブライ文字に親しみ、旧約聖書原典の「素読」技術の体得を目標のひとつとする。また、初級文

法の基礎を習得する。 

 

We will learn the basics of Biblical Hebrew. As the first stage of the learning, this course is intended to get familiar with Hebrew 

characters and texts by reading them aloud. The basic grammar will be learned quickly. 

 

授業の内容（Course Contents） 

初級文法を学びながら、できるだけ多く旧約聖書の原典に触れる機会をもつ。宿題、課題提出を随時課す。学期前半は音読、文

字の習得を重視したい。後半は、現代のイスラエルで生活語として用いられている現代ヘブライ語も文法学習の手がかりとして利

用する。 

 

The course will give students as much opportunity as possible to read actual texts of Hebrew Bible, while learning introductory 

grammar. Homework will be assigned. The first half of the course will emphasize reading aloud and learning characters. The 

second half will also use modern Hebrew, a living language used in modern Israel, as an aid to grammar learning. 

 

Though assigned as a "Face-to-face" course, the course will be given online basically, unless the situation will be drastically 

improved. Please notice announcements in our Blackboard site.  

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 文字と発音（１） 

2. 文字と発音（２） 

3. 名詞と形容詞、冠詞 

4. 所有、関係詞、接尾代名詞（１）、前置詞、セゴール名詞 

5. 動詞完了形（１）、名詞双数形、分詞 

6. スミフート（１）、接尾代名詞（２） 

7. スミフート（２）、数詞 

8. 動詞完了形（２）、所有接尾代名詞、状態動詞 

9. 動詞完了形（３）、喉音動詞 

10. 動詞完了形（４）、動詞のバリエーション（ビニヤン） 

11. 動詞未完了形（１） 

12. 動詞未完了形（２） 

13. 命令形、不定詞 

14. 期末のまとめ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

基本的に毎回、宿題を課す。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

学期中に２回行う小テスト(80%)/提出物や課題(20%) 

 

テキスト（Textbooks） 

1. 小脇光男、2013、『聖書ヘブライ語文法 改訂版』、青山社 (ISBN:978-4-88359-320-0) 

 

参考文献（Readings） 

1. C. L. Seow. 1995. A Grammar for Biblical Hebrew. Revised edition.. Abingdon Press (ISBN:978-1426789076) 

2. 山田恵子、2013、『現代ヘブライ語』、白水社 (ISBN:978-4-560-08640-7) 

3. 山田恵子、2012、『古典ヘブライ語』、白水社 (9784560086070200) 
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4. 谷内意咲、2017、『今日からわかる聖書ヘブライ語 : 聖書対訳シリーズの手引き』、ミルトス (99784895860499) 

5. ハインツ・クルーゼ、2016、『旧約聖書ヘブライ語文法書 : 旧約聖書を読むために』、キリスト新聞社 (ISBN:9784873957005) 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 

 

 

  



 - 832 - 

■AL352 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AL352／ヘブライ語 ２ 

(Hebrew 2) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
聖書ヘブライ語 初級２ 

担当者名 

（Instructor） 
宮崎 修二(MIYAZAKI SHUJI) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
ART1410 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

初級文法の学習を終わらせ、独力で辞書を引く方法を学び、実際の聖書テクストを読む技術を習得する。 

 

We will complete the basic grammar of Biblical Hebrew, and learn skills for using dictionaries to read actual Biblical texts in 

Hebrew. 

 

授業の内容（Course Contents） 

春学期の「ヘブライ語１」の履修を前提とし、完全な初学者は対象としない。引き続き初級文法を学びながら、できるだけ多く旧約

聖書の原典に触れる機会をもつ。随時、宿題・課題の提出などを課す。既習の文法事項の復習も行いながら、辞書を引くテクニッ

クを学び、少しずつ経験を積んでいくことで上達を目指す。現代のイスラエルで用いられている日常語としてのヘブライ語との関

係も紹介し、簡単な実用語なども学んでいく。 

 

The course is the second stage of Basic Biblical Hebrew, not intended for complete beginners. Students are required to have 

taken the first stage course "Hebrew 1" of the spring semester. The course will give students as much opportunity as possible 

to read actual texts of Hebrew Bible, while learning the basics of the grammar. Homework will be assigned as appropriate. While 

reviewing grammar points that have already been learned, students will learn skills for using dictionaries, and will improve by 

gradually building up experience. This course will also introduce some topics of modern Hebrew used as a daily language in 

modern Israel, and will teach its simple, practical phrases. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. オリエンテーション 

2. wayyiqtol 形、Weqatal 形 

3. 不定詞（１）、受動分詞 

4. 不定詞（２）、命令形、願望形、否定辞 

5. ピエル動詞（１）、存在と所有の表現 

6. ピエル動詞（２） 

7. 独立不定詞 

8. ヒフイル動詞（１）、動詞と接尾代名詞 

9. ヒフイル動詞（２）、ホフアル動詞 

10. ニフアル動詞（１） 

11. ニフアル動詞（２） 

12. 重子音語根の動詞 

13. ヒトパエル動詞、条件文 

14. まとめ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

基本的に毎回宿題を課す。 

 

辞書の引き方を学んだ後は、図書館での予習など準備が必要となる。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

学期中に２回行う小テスト(80%)/提出物・課題など(20%) 

 

テキスト（Textbooks） 

1. 小脇光男、2013、『聖書ヘブライ語文法』、青山社 (ISBN:9784883593200) 

 

参考文献（Readings） 

1. C.L.Seow. 1987. A Grammar for Biblical Hebrew. Revised edition.. Abingdon Press (ISBN:978-1426789076) 
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2. 山田恵子、2013、『現代ヘブライ語』、白水社 (ISBN:978-4-560-08640-7) 

3. 山田恵子、2012、『古典ヘブライ語』、白水社 (ISBN:9784560086070) 

4. 谷口意咲、2017、『今日からわかる聖書ヘブライ語 : 聖書対訳シリーズの手引き』、ミルトス (99784895860499) 

5. ハインツ・クルーゼ、2016、『旧約聖書ヘブライ語文法書 : 旧約聖書を読むために』、キリスト新聞社 (ISBN:9784873957005) 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AL353 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AL353／ドイツ語文献講読 １ 

(Reading German Texts 1) 

担当者名 

（Instructor） 
保科 泰(HOSHINA YASUSHI) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
ART2413 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

１年次に学習した文法事項をもとに、テキスト読解能力の向上を目指します。 

 

The Course aims to improve reading comprehension, based on grammatical points learned in the first year. 

 

授業の内容（Course Contents） 

文学作品を中心にある程度のドイツ語の文章を、辞書や文法書を用いながら読みます。授業では音読の練習と文法、構文の解

説をする予定です。 

 

Students will read a certain amaunt of German sentencies (mainly literary works) using dictionaries and grammar textbook. The 

Course will forcus on mainly practice of pronuncication and explanation of grammatical point and syntax. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. ガイダンス 

2. ドイツ人の思想 

3. モーツァルトとリルケの思想 

4. グリム兄弟『蛙の王様』 

5. ヨハン・ヴォルフガング・フォン・ゲーテ『若きウェルテルの悩み』 

6. ことわざと名言とアフォリズム 

7. オトフリート・プロイスラー『クラバート』 

8. フランツ・カフカ『変身』 

9. リヒャルト・フォン・ヴァイツゼッカー『1985 年 5 月 8 日の演説』 

10. ベルンハルト・シュリンク『朗読者』 

11. トーマス・マン『ヴェニスに死す』 

12. 予備日１（教科書の進度に応じて、教科書の続きあるいはそれ以外のテクストを読む） 

13. 予備日 2（教科書の進度に応じて、教科書の続きあるいはそれ以外のテクストを読む） 

14. 最終テスト 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

毎回 100 ワード程度の独文和訳を宿題として課す予定です。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

最終テスト(Final Test)(40%)/和訳の提出(30%)/授業への参加度(30%) 

 

テキスト（Textbooks） 

1. 相原剣／Susanne Schermann、2019、『ドイツ語を読む 改訂版』、朝日出版 (978-4-255-25417) 

 

参考文献（Readings） 

1. 中尾悠爾・平尾浩三・朝倉功、『ドイツ文法総まとめ』、白水社 

辞書（出来れば紙媒体のもの）を持参するようにしてください。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AL354 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AL354／ドイツ語文献講読 ２ 

(Reading German Texts 2) 

担当者名 

（Instructor） 
保科 泰(HOSHINA YASUSHI) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
ART2413 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

１年次に学んだ文法事項をもとに、テキストの読解能力の向上を目指します。 

 

The Course aims to improve reading comprehension, based on grammatical points learned in the first year. 

 

授業の内容（Course Contents） 

ある程度のドイツ語の文章を、辞書や文法書を使いながら読みます。授業内では発音の練習と文法、構文を中心に解説を行い

ます。 

 

Students will read a certain amaunt of German sentencies using dictionaries and grammar textbook. The Course will forcus on 

mainly practice of pronuncication and explanation of grammatical point and syntax. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. ガイダンス 

2. テクスト 

3. テクスト 

4. テクスト 

5. テクスト 

6. テクスト 

7. テクスト 

8. テクスト 

9. テクスト 

10. テクスト 

11. テクスト 

12. テクスト 

13. テクスト 

14. 最終テスト 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

毎回 100 ワード程度の独文和訳を宿題として課す予定です。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

最終テスト(Final Test)(40%)/和訳の提出(30%)/授業への参加度(30%) 

 

テキスト（Textbooks） 

プリントを配布します。 

 

参考文献（Readings） 

1. 中尾悠爾・平尾浩三・朝倉功、『ドイツ文法総まとめ』、白水社 

辞書（可能ならば紙媒体のもの）を持参するようにしてください。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 

 

 

  



 - 836 - 

■AL355 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AL355／フランス語文献講読 １ 

(Reading French Texts 1) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
工芸品から見るフランス 

担当者名 

（Instructor） 
中田 麻理(NAKATA MARI) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
ART2413 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

フランス語の実践的な読解力を習得すること。アルザスの歴史について理解すること。フランスの工芸品製造の歴史に関心を持

つこと。 

 

To acquire practical reading skills in French. To understand the history of Alsace. To acquire an interest in the history of craft 

manufacturing in France. 

 

授業の内容（Course Contents） 

サルグミンヌ美術館の展覧会カタログ Guerre et Paix à la faïencerie de Sarreguemines 1914-1918 を訳読する。そのうえで、フラ

ンスの工芸品に関する発表（履修人数によってはレポート提出）を行う。 

 

Read a exhibition catalog of the Sarreguemines Musium, Guerre et Paix à la faïencerie de Sarreguemines 1914-1918. Students 

have to give a presentation on some kind of French traditional crafts. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. イントロダクション（授業方針の確認、テキスト配布、サルグミンヌについての概説、伝統工芸品との出会いの場としての蚤

の市） 

2. 講読①序文 

3. 講読②企業の自由から軍事独裁へ―普仏戦争以降のサルグミンヌ 

4. 講読③アルザスとロレーヌ 

5. 講読④サルグミンヌのアーティスト―アンリ・ルー 

6. 講読⑤第一次世界大戦下のサルグミンヌ 

7. 講読⑥戦争と動員 

8. 講読⑦戦時下の陶器工場 

9. 講読⑧第一次世界大戦の戦場 

10. 講読⑨ドイツ軍 

11. 講読⑩フランス軍の植民地兵 

12. 講読⑪記念絵皿に描かれたフランス兵 

13. 授業内筆記試験 

14. 最終発表 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

毎回の授業の予習を必ず行うこと。 

最終発表に向けて各自準備を進めること。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

最終テスト(Final Test)(40%)/発表またはレポート(40%)/授業参加度（小テスト）(20%) 

最終授業時に個人またはグループでの発表を行う予定。履修者数によってはレポート提出に変更する可能性がある。 

 

テキスト（Textbooks） 

1. Jean Blumberger, Henri Gauvin. 2018. Guerre et Paix à la faïencerie de Sarreguemines 1914-1918. Editions Musée de 

Sarreguemines (798-913759-25-4) 

テキストはコピーを配布する予定 

 

参考文献（Readings） 
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その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AL356 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AL356／フランス語文献講読 ２ 

(Reading French Texts 2) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
フランス現代思想を原書で読む 

担当者名 

（Instructor） 
大坪 裕幸(OTSUBO HIROYUKI) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
ART2413 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

本講義ではフランス現代思想のなかから、比較的容易に読める文体のテキストを選んで読む。そのようなテキストの読解を通し

て、受講生は様々な構文を理解できるよう精読し、また音読しながら正確な発音を身に着けることを目指す。 

 

In this course, we will choice and read relatively easy works to comprehend from modern French philosophies. By reading these 

works, students will make an effort to understand various syntaxes through careful reading and to pronounce French properly 

through reading aloud.  

 

授業の内容（Course Contents） 

毎回特定のテキストを扱い、その読解をしていく。加えて担当講師は、サルトル以降の現代思想の展開を（補助資料を用いて）抄

説する。 

 

Each time we will deal with a different works, which we will strive to comprehend thoroughly. Additionally, the teacher in charge 

will lecture on the historical transitions of modern French philosophy after Sartre. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. イントロダクション 

2. ドゥルーズと文学 ( 1 ) 

3. ドゥルーズと文学 ( 2 ) 

4. ドゥルーズと文学 ( 3 ) 

5. ロラン・バルトの記号論 ( 1 ) 

6. ロラン・バルトの記号論 ( 2 ) 

7. ロラン・バルトの記号論 ( 3 ) 

8. メルロ＝ポンティと絵画 ( 1 ) 

9. メルロ＝ポンティと絵画 ( 2 ) 

10. メルロ＝ポンティと絵画 ( 3 ) 

11. フーコーと文学 ( 1 ) 

12. フーコーと文学 ( 2 ) 

13. フーコーと文学 ( 3 ) 

14. 最終テスト 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

和訳を担当する学生以外の者も、授業までにテキストの該当箇所を読んでおくこと。なお授業で扱う思想家・哲学者は、受講生の

要望に応じて変更する場合もある。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

筆記試験(Written Exam)(60%)/訳読担当時の取り組み(40%) 

２/３以上の出席をしていない場合は、成績評価の対象としない。 

 

テキスト（Textbooks） 

ハンドアウトを配布する。 

 

参考文献（Readings） 

 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 
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注意事項（Notice） 
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■AL371 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AL371／英語文献講読 １ 

(Intensive English Reading 1) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
現代語訳 Sir Gawain and the Green Knight を読む。 

担当者名 

（Instructor） 
貝塚 泰幸(KAITSUKA YASUYUKI) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
ART2413 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
履修にあたっては IELTS5.5 程度の英語力が求められる。 

 

授業の目標（Course Objectives） 

文学作品をさまざまな視点から読むことができるようになることを目標とする。また、そこで使用される語彙や表現だけでなく、そ

の社会や文化など歴史的な背景の理解を深める。 

 

The goal of this course is for students to enjoy reading the literature from various aspects and to fully understand not only 

English vocabulary and expressions but also the social, cultural and historical background.   

 

授業の内容（Course Contents） 

14 世紀英語で著された  Sir Gawain and the Green Knight  には複数の現代語訳がある。それらは、その訳者の「解釈を反映し

た作品」と捉えることができる。複数の現代語訳を参照しながらひとつの作品を読むことで、現代の研究者たちがその作品をどの

ように解釈したのか、また作品にはどのような解釈の問題があるのか、考えていく。そして特に複数の解釈がある箇所について

は、批判的な視点で英文を読みながらクラス全体で議論をして理解を深める。 

 

なお、授業の進度はクラスの状況等により変更する場合もある。   

 

14th-century English poem Sir Gawain and the Green Knight has modern English translations. They can be regarded as "the 

interpretative works of translators" in the sense that the translators reflect their own interpretation of the work in their 

renderings. Comparing some translations of the poem, student will learn how the translators read the work and what problems in 

interpretation or translation of the work there are. Where there are more than one interpretation, the point will be discussed in 

class with a critical viewpoint to deepen our understanding of both the translators' readings and the work itself.  

 

The progress may change due to the situation of the class.  

 

授業計画（Course Schedule） 

1. イントロダクション：教科書および参考文献の紹介・授業の進め方および成績評価の方法の説明 

2. David Rudkin 版  Gawain and the Green Knight  鑑賞 

3. Fitt I 

4. Fitt I 

5. Fitt 2 

6. Fitt 2 

7. Fitt 3 

8. Fitt 3 

9. Fitt 3 

10. Fitt 4 

11. Fitt 4 

12. David Lowery 版 The Green Knight 鑑賞 

13. レポート作成について 

14. レビュー 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

毎回の授業で担当者を決めるので、担当者は文法や解釈・内容に関する疑問点をまとめたレジュメを用意すること。授業では担

当者だけでなく、全員に発言する機会を設ける。したがって、すべての学生がテキストを熟読し、著者の主張に対する各自の意見

を示せるよう準備をした上で、授業に臨むことが求められる。   

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

最終レポート(Final Report)(40%)/授業への貢献度（レジュメ提出・授業内での発言など）(60%) 

欠席回数が授業全体の 3 分の 1 を超えた場合は成績評価の対象外とする。 
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テキスト（Textbooks） 

初回の授業で指示する。 

 

参考文献（Readings） 

初回の授業で紹介する。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AL391 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 
抽選登録／Japan in Asian Context 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 

Transnational Pop Cultural Flows in East and Southeast Asia: From Cool Japan to 

Korean Wave and Thai Numa Phenomenon 

担当者名 

（Instructor） 
石川 Ｒ．(ISHIKAWA RUJIRAT) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
ART3201 

言語 

（Language） 

英語 

(English) 

備考 

（Notes） 

定員 10 名 GLAP併置科目（英語による授業） 

履修にあたっては IELTS6.0 程度の英語力が求められる 

 

授業の目標（Course Objectives） 

- To develop a deeper understanding of the East and Southeast Asian popular culture in the globalization contexts 

- To gain an awareness of the roots and expansion of popular culture in daily life   

- To learn about soft power and the creative industry in East and Southeast Asia regions 

- To develop an analytical skill employing personal experience  

- To develop critical thinking about globalization, localization, and hybridization of the Asian popular culture  

 

授業の内容（Course Contents） 

This course focuses on East and Southeast Asian popular culture in the context of cultural globalization to understand the role 

of cultural flows within Asia and the world. We will focus on three phenomena: Cool Japan, Korean Wave (ex., K-Pop, K-Drama), 

and Thai Numa (Thai BL drama in Japan). We will examine different aspects of Asian popular culture, including television drama, 

music, manga, etc. Students will explore Asian popular culture by analyzing personal experiences. We will also look at all 

stakeholders, including fans and government roles in expanding Asian popular culture. This course will conduct a series of 

workshops to encourage discussion.  

 

授業計画（Course Schedule） 

1. Class Introduction. 

2. Short Presentation & Discussion: Your favorite Asian popular culture  

3. Cool Japan: At a glance  

4. Workshop: Cool Japan Mindmap 

5. Lecture: Soft Power, Globalization, Localization, Hybridization; Discussion   

6. Korean Wave in Japan and the World 

7. Fieldwork Preparation: Korean Wave in Japan 

8. Filework Report: Korean Wave in Japan 

9. Chinese Popular Culture: A Drastic Change  

10. Thai Numa Phenomenon in Japan: A Reverse Import Culture 

11. Final Presentation Preparation Week: Analyzing  

12. Final Presentation Preparation Week: Designing / Creating 

13. Final Presentation for Research Project I 

14. Final Presentation for Research Project II  

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

1. Prepare for a presentation and discussion for the assignment 

2. Read the assigned article (detailed information will be provided in class) 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

Participating in the class discussion; In-class presentation; Weekly quiz(50%)/Fieldwork report and presentation(20%)/Final 

report and presentation(30%) 

 

テキスト（Textbooks） 

なし 

 

参考文献（Readings） 

 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

This course strongly encourages and welcomes open communication. Questions and discussion in the classroom will also be a 

central part of teaching. Many topics in the class will be explored through in-class discussions and activities related to assigned 
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readings.  

 

*We will have a small quiz at the end of every class (open-ended questions)   

*Note that class contents may change during the semester. 

 

注意事項（Notice） 
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■AL392 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 
抽選登録／Traditional Arts in Japan 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
Japanese Visual Culture in the Global Context 

担当者名 

（Instructor） 
高松 麻里(TAKAMATSU MARI) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
ART3201 

言語 

（Language） 

英語 

(English) 

備考 

（Notes） 

定員 10 名 GLAP併置科目（英語による授業） 

履修にあたっては IELTS6.0 程度の英語力が求められる 

 

授業の目標（Course Objectives） 

Through reading Okakura Kakuzo’s The Ideals of the East (1903), this course aims to familiarize students with artworks, artistic 

mediums, and the historical development of Japanese visual culture to critically interpret these in terms of both similarities and 

differences with the productions of other visual cultures. 

 

授業の内容（Course Contents） 

Japanese visual culture has been formed through ceaseless negotiations with foreign ideas, technology, and artistic creations. 

More than one hundred years ago, Okakura Kakuzō (Tenshin) accurately elucidated these essential features of Japanese art in 

his epoch-making book The Ideals of the East, published in 1903. Using Okakura's text as a guide, this course will trace the 

chronology of Japanese visual culture over time, paying attention to the global context of its creation.  

 

授業計画（Course Schedule） 

1. Introduction: What is “Japanese Art” or “Japanese Visual Culture”?    

2. “The Range of Ideals”  

3.  “The Primitive Art of Japan” 

4. “Confucianism--Northern China” “Laoism and Taoism--Southern China”  

5. “Buddhism and Indian Art” 

6. The Asuka Period: 550 to 700 A.D.  

7. The Nara Period: 700 to 800 A.D.  

8. mid-term review 

9. The Heian Period: 800 to 900 A.D. 

10. The Fujiwara Period: 900 to 1200 A.D.  

11. The Kamakura Period: 1200-1400 A.D. 

12. Ashikaga Period: 1400-1600 A.D.   

13. Final Presentation: Toyotomi and Early Tokugawa Period: 1600-1700 A.D. 

14. Final Presentation: Later Tokugawa Period: 1700-1850 A.D. 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

Every week, one chapter from the Ideals of the East will be assigned to read. Students are required to submit a quote of the 

reading prior to the class meeting. Students also need to submit a reaction to the class afterward.  

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

weekly reaction note(70%)/最終テスト(Final Test)(15%)/最終レポート(Final Report)(15%) 

 

テキスト（Textbooks） 

Okakura Kakuzo, The Ideals of the East with Special Reference to the Arts of Japan (1903) 

(Free text is available online) 

 

参考文献（Readings） 

 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

Okakura Kakuzo, The Ideals of the East with Special Reference to the Arts of Japan (1903) 

Online text with the page numbers of the original book from 1904: 

https://www.sacred-texts.com/shi/ioe/index.htm 
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注意事項（Notice） 
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■AL393 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 
抽選登録／Postmodern Turn in Japanese Arts 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
Eleven Artists of Modern Japan 

担当者名 

（Instructor） 
高松 麻里(TAKAMATSU MARI) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
ART3201 

言語 

（Language） 

英語 

(English) 

備考 

（Notes） 

定員 10 名 GLAP併置科目（英語による授業） 

履修にあたっては IELTS6.0 程度の英語力が求められる 

 

授業の目標（Course Objectives） 

The course aims to familiarize students with the historical development of Japanese visual culture after 1868, including the 

artworks and artistic mediums used. Students will also learn to critically assess the relationship between Japanese visual 

culture and the broader cultural, political, and historical context. This course is suitable for anyone interested in Japan's cultural 

heritage in modern times. No prior knowledge acquired. 

 

授業の内容（Course Contents） 

The Treaty of Peace and Amity between Japan and the U.S. in 1854 brought about major transformation in Japanese visual 

culture, as the concept of "fine art" was introduced from Europe and the U.S. This led to the establishment of institutions such 

as museums, galleries, exhibitions, schools, and academic research in art history. Moreover, the adoption of oil painting, distinct 

from traditional Japanese painting, redefined the methodologies, styles, and identities of Japanese artists. 

 

In this lecture, we will examine the lives and works of eleven Japanese painters born between 1820s and 1890s. Rather than 

separately studying Western-style (yoga) or Japanese-style (nihonga) paintings, we will compare artists of the same generation 

such as Takahashi Yuichi (1828-1894) and Kano Hogai (1828-1888), or Kuroda Seiki (1866-1924) and Yokoyama Taikan (1868-

1958) together, to gain insights into each artist's unique approach to the challenges they faced in the ever-changing landscape 

of Japanese visual culture. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. Introduction: What is "modernity" in Art? / Meet 11 Painters. 

Dr. Parme Giuntini, "Becoming Modern, an introduction," in Smarthistory, August 8, 2015, accessed January 17, 2022, 

https://smarthistory.org/becoming-modern-an-introduction/. 

2. 1st generation 01: Trail blazers: Kano Hogai 狩野芳崖 (1828-1888) and Takahashi Yuichi 高橋由一 (1828-1894) 

3. 1st generation 02 

4. 2nd generation 01: Kuroda Seiki 黒田清輝 (1866-1924), Yokoyama Taikan 横山大観 (1868-1958), and Takeuchi Seiho 

竹内栖鳳 (1864-1942) 

5. 2nd generation 02  

6. 2nd generation 03 

7. Mid-term Review 

8. 3rd generation 01: Hishida Shunsho 菱田春草 (1874-1911), Uemura Shoen 上村松園  (1875-1949), and Kaburagi 

Kiyokata 鏑木清方 (1878-1972), and Yorozu Tetsugoro 萬鉄五郎 (1885-1927) 

9. 3rd generation 02: 

10. 3rd generation 03: 

11. 3rd generation 04: 

12. 4th generation 01:  Kishida Ryusei 岸田劉生 (1891-1929) and Hayami Gyoshu 速水御舟 (1894-1935) 

13. 4th generation 02:  

14. Final Presentation 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

Each session will consist of a lecture followed by a class discussion. One or two readings will be assigned every week and they 

are expected to be completed before each class meeting. Students are required to submit a short reaction note about the 

reading and class every week.  Each student must visit a museum, select a modern Japanese artwork, and present research 

and analysis at the end of semester." 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

In class note(70%)/最終テスト(Final Test)(15%)/最終レポート(Final Report)(15%) 

 

テキスト（Textbooks） 
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One or two required readings will be assigned every week via photocopies.  

 

参考文献（Readings） 

 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

Reference: https://smarthistory.org/becoming-modern-an-introduction/ 

 

注意事項（Notice） 
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■AL394 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 
抽選登録／Development of Gender Studies 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
Performing Femininities Onscreen 

担当者名 

（Instructor） 
ナジコ－ニ(NAZZICONE MARIA J.R.) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
ART3201 

言語 

（Language） 

英語 

(English) 

備考 

（Notes） 

定員 10 名 GLAP併置科目（英語による授業） 

履修にあたっては IELTS6.0 程度の英語力が求められる 

 

授業の目標（Course Objectives） 

- Critically analyze the ways gender and femininity are framed and performed in Japanese films, with attention to cinematic 

style and content, as well as to the socio-historical circumstances that inform them 

- Become familiar with critical approaches to gender, and inquire what the variety and performance of different femininities can 

reveal about, among other things, media production and reception, social and regional politics 

 

授業の内容（Course Contents） 

This course examines several different ways that gender -- with particular focus on, but not limited to femininity -- has been 

imagined, promoted, and challenged in Japanese films.  By paying close attention to the myriad ways that gender and femininity 

have been conceptualized, established, and received, we will explore key questions such as: what kinds of bodies, lifestyles, or 

spaces are associated with these femininities?  How have socio-historical factors impacted not only the construction of 

gender roles and identities, but also cinema's capacity to contribute or comment on them?  For example, how does a film or 

genre’s presentation of certain types of femininity define the ways that media, and more broadly, the ways things marked 

“feminine,” are received by the general public?  In grappling with these questions, we will consider what the multiple shifts in 

such representation might mean for our broader understanding of gender, media, society, and history.  We will begin by looking 

at critical frameworks for thinking through gender and femininity, their many expressions and modes of circulation. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. Introduction 

2. Thinking through “Performance” and “Femininity” 

3. Going My Way? The Modern Girl and the Trappings of Convention 

4. “A Dream Night”: Perfecting the Exotic, Feminine Other 

5. One for All: Femininity, Pathos, and Memory 

6. In the Fast Lane: Re-Figuring Femininity for a New Generation 

7. Theatre of Femininities: Boundary-Crossings in Performance and Parody 

8. In Full Bloom: Coding Gendered Behaviour, Desires, and Fantasies 

9. Suburban Dreaming: Re-Visiting Aspirations and Gendered Roles of the "Family Home" 

10. Discover the Girlscape: Charting New Spaces and Aesthetics in Marketing and Media 

11. Me-Me-Me-Mania: Performing Self/Selves in the Public/Private 

12. In One’s Own Skin: Identity, Belonging, and Sartorial Subcultures  

13. Winding Roads: Navigating Memory and Performance 

14. Conclusions & Student Presentations 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

Students are expected to come to class having completed the assigned viewings and readings for the week, prepared to discuss 

them.  Students will also be required to submit weekly responses to the weekly materials on the course’s discussion board. 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

Class Participation(30%)/Weekly Responses(30%)/In-Class Presentations(15%)/最終レポート(Final Report)(25%) 

 

テキスト（Textbooks） 

なし 

 

参考文献（Readings） 

Course materials will be made available through the course website. 
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その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

- Class attendance is mandatory.  If you know you will be absent, especially on a day that assignments are due, please be sure 

to notify and make arrangements with the instructor in advance. 

- Students are expected to submit all assignments on time.  Late work will only be accepted through prior discussion with and 

permission from the instructor. 

 

注意事項（Notice） 
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■AL395 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 
抽選登録／Intellectual History of Japan 

担当者名 

（Instructor） 
キヴァニー(KEAVENEY CHRISTOPHER) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
ART3201 

言語 

（Language） 

英語 

(English) 

備考 

（Notes） 

定員 10 名 GLAP併置科目（英語による授業） 

履修にあたっては IELTS6.0 程度の英語力が求められる 

 

授業の目標（Course Objectives） 

•To become familiar with major trends and figures in Japan's intellectual history 

•To read critically primary sources from Japan's intellectual, social, and cultural history in English translation 

•To consider the construction of Nihonjinron discourse as an oppositional response to Western models of modernity 

 

授業の内容（Course Contents） 

Japan's intellectual history is a product of both its traditional relations with East Asian neighbors and its engagement with the 

West following the Meiji restoration. In this course we will explore the Edo period foundations of Japan's modern intellectual 

history and we will then examine the century-long dialogue between Japanese intellectuals and international schools of thought 

and trends and examine how Japanese intellectuals sought to formulate the problematic of a non-Western modernity which 

came to influence the modern intellectual histories of Japanese neighbors as well. We will examine both academic and popular 

intellectual, social, and cultural trends and also will consider the development and role of Nihonjinron discourse in modern Japan. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. Traditional Cultural Relations in East Asia: Prince Shōtoku and the Foundations of Japanese Thought 

2. Heian Japan and the Cult of Aesthetics 

3. Edo Intellectual Currents: National Learning, Chinese Learning, and Dutch Learning 

4. Meiji Japan and Bunmei kaika     

5. Uchimura Kanzō and Christian Socialism 

6. Taishō Democracy and Taishō Liberalism                                                              

7. Militarist Period and Nihonjinron                                                                

8. Postwar Japan and the Occupation Reforms; Marxism                                           

9. Postwar Liberalism 

10. The Sixties and the Student Movement        

11. 1980s Economic Miracle and the Changing Family 

12. Religions, New Religions and the Crisis of Faith 

13. Neo-Conservatism and Heterodox Voices in Japan                                            

14. Final student presentations about research project 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

Students are required to complete the weekly reading and submit the weekly reading response via the Canvas course site. They 

will come to class prepared to discuss the reading. Students will also produce one analysis paper outside of class. 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

Class Participation, Group Discussions, Reading Checks(30%)/Weekly Reading Responses(30%)/Research Paper(30%)/In-class 

Presentations(10%) 

Students will need to fully attend at least 2/3 of class sessions to pass this course. 

 

テキスト（Textbooks） 

No textbook is required. Weekly readings will be distributed in electronic form on the Canvas course page. 

 

参考文献（Readings） 

 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

• The Canvas course delivery system will be used extensively for sharing course readings and submission of student work. 

• Small group and pair discussion will be a regular feature of this course and will complement lectures accompanied by 
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Powerpoint slideshows. 

• Late work will only be accepted in the case of an excused absence. Please refer to university policies to determine what 

qualifies as an acceptable excuse according to the university. Additionally, if you know you will be absent when an assignment is 

due, you must make arrangements with me to submit your assignment before the due date.  

 

注意事項（Notice） 
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■AL396 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 
抽選登録／Christianity in Japan 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
Literary, Theological, and Critical Perspectives 

担当者名 

（Instructor） 
シュウェマー(SCHWEMMER PATRICK R.) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
ART3201 

言語 

（Language） 

英語 

(English) 

備考 

（Notes） 

定員 10 名 GLAP併置科目（英語による授業） 

履修にあたっては IELTS6.0 程度の英語力が求められる 

 

授業の目標（Course Objectives） 

Students will gain knowledge of historical events, literary texts, and critical issues related to Christianity in Japan, from the 

sixteenth-century mission to the modern day. Class lectures, weekly short response posts, and a short research paper at the 

end of term will develop related academic skills. 

 

授業の内容（Course Contents） 

Each class session will be centered on a reading selection (in English, with Japanese originals also available in some cases), and 

students will submit short responses (one paragraph) on Blackboard. Lectures will discuss each reading, in dialogue with 

students' response essays. One short final paper (1000 words) on a topic of interest from the class is due at the end of term. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. European mission documents 

2. Japanese mission documents 

3. The Tenshō Embassy in Tuscany 

4. Fucan Fabian for and against 

5. A Deceit Disclosed 

6. Bateren-ki 

7. Kakure Kirishitan: The Beginning of Heaven and Earth 

8. Aizawa Seishisai on Christianity 

9. Mitsuki the Christian Sorceress 

10. Christianity and State Shintō 

11. Niijima Jō and Uchimura Kanzō 

12. Nitobe Inazō, Bushidō 

13. Karatani Kōjin, The System of Confession 

14. Emperors and Christianity 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

Students will read each week's assigned reading and submit a short (one paragraph) response essay either on the online class 

bulletin board or by email. A short (1000 words) final paper in English is due at the end of term. 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

最終レポート(Final Report)(40%)/Class Participation(30%)/Short Responses(30%) 

 

テキスト（Textbooks） 

なし 

 

参考文献（Readings） 

 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AL397 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 
抽選登録／Japanese Literature in the World 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
Navigating Space and Language in Modern Japanese Literature 

担当者名 

（Instructor） 
ナジコ－ニ(NAZZICONE MARIA J.R.) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
ART3201 

言語 

（Language） 

英語 

(English) 

備考 

（Notes） 

定員 10 名 GLAP併置科目（英語による授業） 

履修にあたっては IELTS6.0 程度の英語力が求められる 

 

授業の目標（Course Objectives） 

- Learn critical approaches to literature, not only in terms of style or thematics, but also as both a product of and response to 

socio-historical developments 

- Use concepts of space and language as lenses for analyzing how “modern Japanese literature,” along with its constituent 

terms, has been defined and challenged 

- Situate literature in global movements of people, technologies, and culture, and trace the mutually impacting ties between 

Japanese literature and the world 

 

授業の内容（Course Contents） 

This course uses space and language – as theoretical concepts, as literary themes or motifs, as physical aspects – to explore 

key questions about modern Japanese literature and its relationships with the world.  How, for example, does the use of certain 

languages create or challenge spaces of readership for Japanese literature, both domestically and abroad?  How does the 

representation or use of space(s), both within Japan and without, inform our understanding of what constitutes modern 

Japanese literature?  What can conceptualizations of “modern Japanese literature,” as shaped by space and language, tell us 

not only about Japanese socio-cultural history, but also about more general conditions of cultural production, translation, and 

reception?  In tackling these questions, we will consider the many different ways that people encounter Japanese literature, 

and how such encounters can impact our ideas about a national literary canon. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. Introduction 

2. Mori Ōgai and the Issue of Modern Literature 

3. Sentiment and Self-Definition in the Modern Cityscape 

4. There and Back Again: Traversing Spaces with Miyazawa Kenji 

5. Tanizaki Jun’ichirō and the Aesthetics of Modernity 

6. Avant-Garde Allegories with Abe Kōbō 

7. A Place of Her Own: Politics and Satire in Post-Modern Literature 

8. Up Close and Personal: Yoshimoto Banana and “Commodity Fiction” 

9. Transmedia Storytelling and Global Flows of Culture 

10. New Scripts and Platforms: The Author and Literature in the Digital Age 

11. Kawakami Mieko and New Languages for Contemporary Life 

12. Japanese Literature in the Age of English 

13. Journeys between Languages: Tawada Yōko and A Dream of Multilingual Poetry 

14. Conclusions & Student Presentations 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

Students are expected to come to class having completed the assigned readings for the week, and be prepared to discuss them.  

Students will also be required to submit weekly responses to the readings on the course’s discussion board. 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

Class participation(30%)/Weekly responses(30%)/In-class presentations(15%)/最終レポート(Final Report)(25%) 

 

テキスト（Textbooks） 

なし 

 

参考文献（Readings） 



 - 854 - 

Course readings will be made available through the course website. 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

- Class attendance is mandatory.  If you know you will be absent, especially on a day that assignments are due, please be sure 

to notify and make arrangements with the instructor in advance. 

- Students are expected to submit all assignments on time.  Late work will only be accepted through prior discussion with and 

permission from the instructor. 

 

注意事項（Notice） 
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■AL398 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 
抽選登録／Rethinking European Literatures 

担当者名 

（Instructor） 
セイヤーズ(SAYERS BRIAN) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
ART3201 

言語 

（Language） 

英語 

(English) 

備考 

（Notes） 

定員 10 名 GLAP併置科目（英語による授業） 

履修にあたっては IELTS6.0 程度の英語力が求められる 

 

授業の目標（Course Objectives） 

Probably because of their universal themes, each of the texts studied in this course continue to resonate with readers 

generation after generation. In this course students will study a modern novel, a play and a selection of poetry by each of three 

‘European’ writers.  The demands of this course will enhance students' ability to analyze and discuss the key issues dealt with 

in the texts studied.  Students are required to complete assigned readings and prepare answers to discussion questions in note 

form before coming to class. They will also write an essay of 1,200-1,500 words on one of the writers studied on the course.  

 

授業の内容（Course Contents） 

W. B. Yeats belonged to the protestant, Anglo-Irish minority that controlled Ireland since at least the end of the 17th century, 

but always staunchly affirmed his Irish nationality.  Although he lived in London for 14 years of his childhood, Yeats maintained 

his Irish cultural roots, featuring Irish legends and heroes in many of his poems and plays.  Yeats's fellow Dubliner Oscar Wilde 

lived a life that was in many ways as colorful and dramatic as those of the characters in his plays.  Salome (1893) is Wilde's 

French play par excellence.  He wrote the script directly in French, during a prolonged stay in Paris at the end of 1891.  In 

Salome, Wilde retells a well-known biblical story of an icon of revenge - the daughter of Herodias.  The novel on this course, 

Heart of darkness, was written by Joseph Conrad, born in Berdichev, Ukraine to Polish parents.   Heart of Darkness brought 

attention to the barbarity of Belgian colonial control of central Africa established in the 1880s to exploit the region. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. Poetry: Introduction to the life and poetry of W. B. Yeats  

2. Poetry: Yeats “September 1913” (1913)  

3. Poetry: Yeats “Easter, 1916” (1916), part one 

4. Poetry: Yeats “Easter, 1916” (1916), part two 

5. Novel: Conrad, Heart of Darkness (1899), Part one 

6. Novel: Conrad, Heart of Darkness (1899), Part two 

7. Novel: Conrad, Heart of Darkness (1899), Part three 

8. Novel: Conrad, Heart of Darkness (1899), Part four 

9. Novel: Conrad, Heart of Darkness (1899), Part five 

10. Novel: Conrad, Heart of Darkness (1899), Part six 

11. Play: Wilde, Salome  (1893), Part one, Out on the Terrace 

12. Play: Wilde, Salome (1893), Part two, Salome Meets Iokanaan 

13. Play: Wilde, Salome (1893), Part three, Herod Crosses the Line 

14. Play: Wilde, Salome (1893), Part four, Salome's Revenge 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

Students are required to complete the assigned readings and write answers to discussion questions in note form before class.   

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

Participation in class discussions(30%)/Completion of homework(30%)/Essay(40%) 

Marks will be allocated on participation in class discussions (30%) completion of homework (30%) and essay (40%) 

 

テキスト（Textbooks） 

1. Joseph Conrad. 2022. Heart of Darkness. Kenkyusha Tokyo (ISBN:978-4-327-01012-6) 

2. Oscar Wilde. 2022. Salome. Kenkyusha Tokyo (ISBN:978-4-327-01067-6) 

Students must purchase the two course textbooks. 

 

参考文献（Readings） 

1. Richard J. Finneran (ed.). 1996. The Collected Poems of W. B. Yeats, revised second edition . Scribner (13: 9780684807317) 

Students will receive information about essential reading for this course at the first session. 

 



 - 856 - 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

Classes will be held in both lecture and seminar style.  

 

注意事項（Notice） 
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■AL411 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AL411／宗教思想 １ 

(Religious Thought 1) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
キリスト教と「知」 

担当者名 

（Instructor） 
岩田 成就(IWATA SHIGENARI) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
ART1100 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
教職課程履修者専用 科目コード登録 

 

授業の目標（Course Objectives） 

科学が発達した現代でも「カルト」に惹かれる人が後を絶たないのは、科学とは次元の異なる問いが人間にはあるからではない

だろうか。近代科学が登場してきた 17 世紀以降の西欧思想が、宗教の問題をどう考えたかをみることで、今日の人間にとって宗

教と何か、宗教、あるいは信仰の問題とどう向き合うべきかを考える。 

 

Students will learn how the Christian God is understood in modern Western European thought, that which has determined the 

general framework of our intellect today. Course takers will make direct contact with that thought, and will think about religion 

themselves. 

 

授業の内容（Course Contents） 

１７世紀から１９世紀までの西欧の思想家を原則として１回に一人ずつ取り上げ、その宗教理解を中心に紹介する。 

 

In general, each session will take up one Western European thinker at a time from the 17th to the 19th century, and will 

primarily introduce the individual's religious understanding. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. オリエンテーション 

2. 近代科学とキリスト教 

3. デカルト：理性の根拠としての神 

4. スピノザ：永遠の相のもとに 

5. パスカル：理性と信仰 

6. ロック：経験と信仰 

7. カント：理性の限界と神の要請 

8. シュライアマッハー：聖なるものの感情 

9. ヘーゲル：歴史を導く神 

10. フォイエルバッハ：投影としての神 

11. マルクス：イデオロギーとしての宗教 

12. ニーチェ：神の死 

13. キルケゴール：実存と信仰 

14. まとめ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

レポート試験は、授業の基本的な内容を問う問題 A（選択式）と毎回の授業でポイントとなる問いに対する問いに文章で答える問

題 B（論述式）で行う。問題 Bについては、毎回の授業で問いが設定されるので、授業後に各自この問いに対する答えを作成し

ておく。講義を漫然と聞くのではなく、以上の課題に取り組みながら主体的に参加することを求める。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

レポート試験(Report Exam)(100%) 

 

テキスト（Textbooks） 

使用しない。「立教時間」を使って毎回プリントを配布する。あらかじめダウンロードして授業にのぞむこと。 

 

参考文献（Readings） 

授業の中で詳しく紹介する。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

この講義内容の漫画化を試みています。まだ２巻までですが、よかったら参考にしてください。 

https://note.com/bright_elk820/ 
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注意事項（Notice） 
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■AL412 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AL412／宗教思想 ２ 

(Religious Thought 2) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
欧米のキリスト教 

担当者名 

（Instructor） 
岩田 成就(IWATA SHIGENARI) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
ART1100 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
教職課程履修者専用 科目コード登録 

 

授業の目標（Course Objectives） 

科学が発達した現代でも「カルト」に惹かれる人が後を絶たないのは、科学とは次元の異なる問いが人間にはあるからではない

だろうか。20 紀以降の西欧思想が、宗教の問題をどう考えたかをみることで、今日の人間にとって宗教と何か、宗教、あるいは信

仰の問題とどう向き合うべきかを考える。 

 

The reason why there is no end to the number of people who are attracted to "cults" even in this day and age of science is 

probably because humans have questions that have different dimensions from those of science. 

 

授業の内容（Course Contents） 

「神なき時代」と言われる現代において，欧米の思想家たちは宗教や信仰の問題をどのように考えてきたのか。２０世紀以降の思

想家を数人取り上げ、その宗教思想を中心に紹介する。 

 

In a modern age that has been called "a Godless age," how have Western thinkers approached questions of religion and faith? 

The course will take up and introduce several thinkers from the 20th century and later, focusing on their religious ideas. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. オリエンテーション 

2. ヤスパース：哲学的信仰 

3. ハイデッガー１：死へ向かう存在 

4. ハイデッガー２：存在の神秘 

5. レヴィナス：他者としての神 

6. ベルグソン：閉じた宗教から開かれた宗教へ 

7. フロイト：幻想としての宗教 

8. ユング：元型と宗教 

9. バタイユ：エロティシズムと宗教 

10. ウィトゲンシュタイン：語り得ないもの 

11. デリダ：「キリスト教」の脱構築 

12. リクール１：象徴は思考を促す 

13. リクール２：宗教批判を超えて 

14. まとめ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

筆記試験は、授業の基本的な内容を問う問題 A（選択式）と毎回の授業でポイントとなる問いに対する問いに文章で答える問題

B（論述式）で行う。問題 Bについては、毎回の授業で問いが設定されるので、授業後に各自この問いに対する答えを作成してお

く。授業に漫然と出席するのではなく、以上の課題に取り組みながら主体的に参加することを求める。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

レポート試験(Report Exam)(100%) 

成績評価については、最初の授業で詳しく説明するので必ず出席のこと。期末のレポート試験は、授業の基本的な内容を問う問

題 A（選択式）と毎回の授業でポイントとなる問いに対する問いに文章で答える問題 B（論述式）で行う。問題 Bについては、毎回

の授業で問いが設定されるので、授業後に各自この問いに対する答えを作成しておく。授業に漫然と出席するのではなく、以上

の課題に取り組みながら主体的に参加することを求める。 詳しくは説明プリントを配布し、授業内でも説明する。 

 

テキスト（Textbooks） 

使用しない。「立教時間」を使って毎回プリントを配布するので、各自ダウンロードして授業にのぞむこと。 

 

参考文献（Readings） 

授業で詳しく紹介する。 
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その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

講義の漫画化を試みています。現在第２巻を執筆中で、「宗教思想１」で扱っている内容をもとにしています。よかったら参考にし

てください。https://note.com/bright_elk820/ 

 

注意事項（Notice） 
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■AL413 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AL413／倫理思想 

(Introduction to Ethics) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
21 世紀の人権問題 

担当者名 

（Instructor） 
柳堀 素雅子(YANAGIBORI SUGAKO) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
ART1100 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
教職課程履修者専用 科目コード登録 

 

授業の目標（Course Objectives） 

本講義の到達目標は、 

（１）バイオエシックスの基礎的な理論と原理を学ぶこと 

（２）性的少数者に関する問題 

を学ぶこと 

 

The goals of this course are to 

(1)Obtain the basic knowledge about the basic concepts and principles of Bioethics. 

(2)Obtain the knowledge about the sexual minority. 

 

授業の内容（Course Contents） 

この授業では、バイオエシックスの諸問題と性的少数者に関する問題を学びます。 

最終的には、日本と欧米における、バイオエシックスのあり方の相違と性的マイノリティの問題の相違点を理解します。 

 

This course deals with Bioethics issues and the sexual minority. 

At the end of course are to understand the difference in Bioethics and sexual minority between Japan 

and Western. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. バイオエシックスの成立とその意義について 

2. 生命誕生をめぐるバイオエシックスの諸問題（１） 生殖補助医療の問題 

3. 生命誕生をめぐるバイオエシックスの諸問題（２） 出生前診断の問題 

4. 生命誕生をめぐるバイオエシックスの諸問題についてのグループ討論 

5. 生命の終わりをめぐるバイオエシックスの諸問題（１） 脳死と臓器移植 

6. 生命の終わりをめぐるバイオエシックスの諸問題（２） 安楽死と尊厳死 

7. 生命の終わりをめぐるバイオエシックスの諸問題についてのグループ討論 

8. 性的マイノリティの問題について 

9. 日本の教育現場は、性的マイノリティの問題とどう向き合うべきか 

10. 性的マイノリティ王位の問題についての欧米と日本の相違 

11. 性的マイノリティの問題についてのグループ討論 

12. バイオエシックスの諸問題についての望ましい教育のあり方 

13. 性的マイノリティの問題についての望ましい教育のあり方 

14. まとめ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

CanvasLMSでいろいろな指示を出しますので、それに従って各自で予習や復習を行なってください。授業には 

パソコンを持参して参加してください。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

レポート（複数回）の内容(60%)/リアクションペーパーの内容(20%)/グループ討論の内容(20%) 

 

テキスト（Textbooks） 

使用しない。 

 

参考文献（Readings） 

必要に応じて、その都度豊富な文献を紹介します。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 
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レポート課題等は CanvasLMSで告知します。資料の配布も CanvasLMSで行ないます。 

 

注意事項（Notice） 
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■AL521 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

その他／海外フィ－ルドスタディ＜１．海外ＥＡＰ＞ 

(International Field Study 1) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
English for Academic Purposes (EAP): Oxford University Study-Abroad Programme 

担当者名 

（Instructor） 

澤入 要仁(SAWAIRI YOJI) 

小南 悠(KOMINAMI YU) 

鈴木 孫和(SUZUKI TADAKAZU) 

学期 

（Semester） 
通年他(Full year Others) 

単位 

（Credit） 
４単位(4 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
ART2833 

言語 

（Language） 

その他 

(Others) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

事前指導の後，夏休みの約 3週間，言語表現・異文化対応・現地調査などの基本能力を現地で涵養する。帰国後，その成果を

事後指導の際に英語で発表する。 

 

Following pre-departure instruction (at Rikkyo University), students will spend about 3 weeks during summer vacation on-site 

(at Hertford College, University of Oxford), cultivating basic capabilities such as language expression, cross cultural adaption, 

and field investigation. After returning to Japan, students will present their findings in English during follow-up instruction. 

 

授業の内容（Course Contents） 

参加者は事前指導（研究準備指導，英語学習指導，渡航手続の説明）を受けた後，各自の研究テーマをもって現地研修を受け，

最終レポートを作成。現地研修は，イギリスの英語教育機関 'Advanced English and British Culture Programme' により運営さ

れ、オックスフォード大学ハートフォード・カレッジで実施される。但し定員が 30 名（最少催行人数は 12 名）なので，希望に沿えな

い場合がある。 

 

After receiving prior instruction (research preparation instruction, English language learning instruction, and explanation of travel 

procedures), participants will receive on-site training on their own research themes and will create final reports. On-site training 

will take place at Hertford College, University of Oxford, which is operated by the British English-language education institute 

Advanced English and British Culture Programme. As capacity is limited to 30 people (with 12 people as the minimum for holding 

the program), it may not be possible to accommodate all students. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 説明会：１回目「履修希望届」「出願理由書」等の配布。 

2. 説明会：２回目「履修希望届」「出願理由書」等の配布。 

3. 希望届・理由書の提出 

履修者発表 

4. 第１回事前指導 

5. 第２回事前指導 

6. 第３回事前指導 

7. 第４回事前指導 

8. 現地研修 

9. 現地研修 

10. 現地研修 

11. 現地研修 

12. 現地研修 

13. 現地研修 

14. 現地研修 

15. 現地研修 

16. 現地研修 

17. 現地研修 

18. 現地研修 

19. 現地研修 

20. 現地研修 

21. 現地研修 

22. 現地研修 

23. 現地研修 

24. 現地研修 

25. 現地研修 



 - 864 - 

26. 現地研修終了（終了後、英文エッセイを提出） 

27. 第１回事後指導 

28. 第２回事後指導 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

必ず 4 月初めのガイダンスに出席すること。初回の事前指導日から現地研修の終了日まで，英文エッセイの提出が義務づけら

れる。詳細はガイダンスで説明する。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

事前指導・事後指導(30%)/現地研修成績(40%)/英文エッセイ(30%) 

 

テキスト（Textbooks） 

1. Mary Page and Carrie Winstanley. 2012. Writing Essays for Dummies. Wiley (ISBN:978-0470742907) 

 

参考文献（Readings） 

参考文献は必要に応じて事前指導時に紹介する。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

費用は，授業料，渡航・宿泊費など総計 91 万円程度（為替や燃油代による変動あり）。旅行手配等は業者が行う。履修にあたっ

ては、費用について保証人とよく話し合う必要がある。 

 

注意事項（Notice） 
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■AL522 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

その他／海外フィ－ルドスタディ＜２．海外ＡＳＤ＞ 

(International Field Study 2) 

担当者名 

（Instructor） 
吉田 治代(YOSHIDA HARUYO) 

学期 

（Semester） 
通年他(Full year Others) 

単位 

（Credit） 
４単位(4 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
ART2833 

言語 

（Language） 

その他 

(Others) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

夏休みの約４週間，言語表現能力，異文化対応能力，現地調査能力の基本を現地で涵養する。 

 

Students will spend about 4 weeks during summer vacation on-site, cultivating basic capabilities such as language expression, 

cross cultural adaption, and field investigation. 

 

授業の内容（Course Contents） 

ドイツのテュービンゲン大学での現地研修（8 月）および池袋キャンパスでの事前指導（春学期）・事後指導（秋学期）の授業から

成る。芸術・音楽・歴史・文学・科学・生活文化などのトピックからそれぞれがリサーチで取り組むテーマをもって，このプログラム

に参加する。 

 

 希望届・理由書の提出: 4月 5日(水)～4 月 7 日(金) 

 履修者発表: 4 月 10 日(月) 

 指導日程は R Guide などで告知する。 

 

The class will consist of on-site training at the University of Tübingen in Germany (August) and pre-instruction (spring 

semester) and post-instruction (fall semester) at the Ikebukuro Campus. Students in the program will have themes of personal 

research on topics such as art, music, history, literature, science, and lifestyle culture. 

 

 The instruction schedule will be posted on the bulletin board of the College of Arts. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 説明会「履修希望届」「出願理由書」等の配布 

2. 事前指導 

3. 事前指導 

4. 事前指導 

5. 事前指導 

6. 現地研修 

7. 現地研修 

8. 現地研修 

9. 現地研修 

10. 現地研修 

11. 現地研修 

12. 現地研修 

13. 現地研修 

14. 現地研修 

15. 現地研修 

16. 現地研修 

17. 現地研修 

18. 現地研修 

19. 現地研修 

20. 現地研修 

21. 現地研修 

22. 現地研修 

23. 現地研修 

24. 現地研修 

25. 現地研修 

26. 現地研修 

27. 現地研修 

28. 事後指導 
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授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

渡航・滞在費用（54 万円程度）等についてはガイダンス時に詳細を知らせる。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

最終レポート(Final Report)(30%)/事前指導・事後指導への出席・議論参加・口頭発表(20%)/現地研修での修了証(50%) 

 

テキスト（Textbooks） 

こちらで用意する。 

 

参考文献（Readings） 

適宜指示する。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

R Guideなどで最新の情報を確認すること。 

 

注意事項（Notice） 
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■AL523 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

その他／海外フィ－ルドスタディ＜３．海外ＳＬＶ＞ 

(International Field Study 3) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
フランスでの語学研修 

担当者名 

（Instructor） 

坂本 浩也(SAKAMOTO HIROYA) 

菅谷 憲興(SUGAYA NORIOKI) 

学期 

（Semester） 
通年他(Full year Others) 

単位 

（Credit） 
４単位(4 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
ART2833 

言語 

（Language） 

その他 

(Others) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

夏休みの約 20 日間，言語表現能力，異文化対応能力，現地調査能力の基本を現地で涵養する。  

 

Students will spend about 20 days during summer vacation on-site, cultivating basic capabilities such as language expression, 

cross cultural adaption, and field investigation.  

 

授業の内容（Course Contents） 

フランス，ヴィシー市の定評あるカヴィラム校での現地研修（8 月）と，池袋キャンパスでの事前指導・事後指導から成る。教材

は，フランス語・文学・芸術など多岐にわたる。履修者各自が取り組むテーマを持ってプログラムに参加する。  

 

The program will consist of on-site training at the renowned CAVILAM school in Vichy, France (August) and pre-instruction and 

post-instruction at the Ikebukuro Campus. Educational materials will be diverse, spanning French, literature, art, and more. 

Students will participate in the program with their own personal themes.  

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 4 月 4 日（火） 説明会  

2. 4 月 5 日（水）～8 日（土）午前 提出期間 

履修希望届受付（学部事務１課窓口）  

3. 4 月 10 日（月） 面接 

4. 4 月 11 日（火） 履修者発表 

5. 【日程は後日発表】事前指導１ 

6. 【日程は後日発表】事前指導２ 

7. 【日程は後日発表】事前指導３ 

8. 【日程は後日発表】渡航前オリエンテーション 

9. フランス現地研修 

10. フランス現地研修 

11. フランス現地研修 

12. フランス現地研修 

13. フランス現地研修 

14. フランス現地研修 

15. フランス現地研修 

16. フランス現地研修 

17. フランス現地研修 

18. フランス現地研修 

19. フランス現地研修 

20. フランス現地研修 

21. フランス現地研修 

22. フランス現地研修 

23. フランス現地研修 

24. フランス現地研修 

25. フランス現地研修 

26. フランス現地研修 

27. フランス現地研修 

28. 【日程は後日発表】事後指導・課題提出   

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

メールによって課題の情報などを知らせることがあるので，受講が決まったら，かならず立教メールを定期的にチェックすること。 

なお，費用は 64 万円程度（予定、燃油サーチャージ等は含まない）。 
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成績評価方法・基準（Evaluation） 

最終レポート(Final Report)(30%)/事前授業(30%)/現地研修(40%) 

事前・事後のすべての授業への出席，現地研修での成績は必須条件です。 

 

テキスト（Textbooks） 

適宜配布する。 

 

参考文献（Readings） 

1. 阿南婦美代、2014、『留学とホームステイのフランス語』、白水社 (ISBN:4560086699) 

その他、適宜指示する。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

変更がある場合は、研修時やメール等で適宜連絡を行う予定。 

 

注意事項（Notice） 
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■AL524 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

その他／ケンブリッジ・サマープログラム 

(Rikkyo-Emmanuel Summer Program) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
Adaptation as Translation 

担当者名 

（Instructor） 

小澤 実(OZAWA MINORU) 

バレット，Ｔ(BARRETT,THOMAS P.) 

学期 

（Semester） 
通年他(Full year Others) 

単位 

（Credit） 
６単位(6 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
ART2833 

言語 

（Language） 

その他 

(Others) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

春学期の事前指導ののち、夏休みの 2 週間に英国ケンブリッジ大学エマニュエル・カレッジにて、具体的なテーマに従ったケンブ

リッジ式の学習のなかで学ぶ。履修に際しては、約 61 万円程度の参加費用が必要となる。 

 

This course enables students to learn humanities with the staff at Emmanuel College, University of Cambridge, for two weeks 

during the summer vacation.  

 

授業の内容（Course Contents） 

 本科目は、1584 年に創立され、ケンブリッジ大学においても屈指の伝統を誇るエマニュエル・カレッジで、人文学思想の伝統と

歴史的展開、現時点の問題と未来への展望を学ぶ短期研修プログラムである。12 日間の現地講座はカレッジの専任スタッフが

行い、同じくケンブリッジで日本学を専攻する現役学生がともに受講する。 

 派遣に先立つ春学期に、エマニュエル・カレッジの教員と協同作成したカリキュラムに基づいた事前授業を行い、現地研修の素

地を築く。現地学習は、講義、ケンブリッジ方式の個人指導に基づく独立学習、セミナー、グループワーク、共同執筆論文の提出

により組み立てられる。 

 また、帰国後の秋学期には、留学中の成果に基づいた最終発表会を行う。 

 

 This course is a short-term academic program to study the tradition, current trends, and future perspectives of the 

humanities at the prestigious Emmanuel College founded in 1584 as a part of the University of Cambridge. The 12-day on-site 

study programme is supervised by the college's full-time staffs, and the programme will also be attended by the college's 

current students majoring in Japanese studies. 

 In the spring semester, students learn a preliminary programme elaborated in collaboration with faculty members of Emanuel 

College, in which they prepare for the on-site study programme. The on-site programme consists of lectures, independent 

learning based on Cambridge-style tutoring, seminars, group work, and the submission of academic papers.  

 In the fall semester after returning to Japan, the participants will do presentations based on their learning experience in 

Cambridge. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 説明会「履修希望届」「出願理由書」等の配布 

2. 事前授業 (1) 

3. 事前授業 (2) 

4. 事前授業 (3) 

5. 事前授業 (4) 

6. 事前授業 (5) 

7. 事前授業 (6) 

8. 事前授業 (7) 

9. 事前授業 (8) 

10. 事前授業 (9) 

11. 事前授業 (10) 

12. 事前授業 (11) 

13. 事前授業 (12) 

14. 事前授業 (13) 

15. 出発 

16. 現地授業 (1) 

17. 現地授業 (2) 

18. 現地授業 (3) 

19. 現地授業 (4) 

20. 現地授業 (5) 

21. 現地授業 (6) 
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22. 現地授業 (7) 

23. 現地授業 (8) 

24. 現地授業 (9) 

25. 現地授業 (10) 

26. 帰国  

27. 事後授業 (1) 

28. 事後授業 (2) 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

事前授業で毎週課されるアサインメントのほか、現地授業では特に、ケンブリッジの教育で重視される自主的な独立学修を、個人

指導教員の監督を受けつつ行うことが必須となる。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

事前授業のパフォーマンス(30%)/現地授業のパフォーマンス(50%)/最終レポート(Final Report)(20%) 

 

テキスト（Textbooks） 

本プログラムで使用するテクストについては、教員が用意し、授業時に配布する。 

 

参考文献（Readings） 

参考文献は、適宜授業時に指示する。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AM011 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／入門演習 Ｂ１ａ 

(Introductory Seminars B1a) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
アメリカ文学の多様性を読む 

担当者名 

（Instructor） 
舌津 智之(ZETTSU TOMOYUKI) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
EAL1313 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

文学作品の精読を通して，他者に対する個人的かつ社会的な想像力を養うとともに，多文化世界がもたらす諸問題への理解を

深める。 

 

Through the intensive reading of literary texts, students will develop a personally/socially imaginative understanding of those 

who have different values and backgrounds from their own, thereby broadening the knowledge of issues faced by the 

multicultural world.  

 

授業の内容（Course Contents） 

 毎週，読み切りの形で，１９世紀～２０世紀のアメリカ文学を精読する。短編小説のほか，戯曲や詩作品も取り上げる。作品の

選択にあたっては，ジェンダーや人種の多様性に配慮する。 

 あらかじめ指名された担当者チームは，授業日の４日前までに，担当作品の内容解釈に関する質問２つを用意する。受講者は

全員，その質問のうちひとつを選び，授業日の前日までに Blackboard経由で筆記回答をあらかじめ提出する。授業時には，担当

者チームがレジュメを用意して，取り上げる作家／詩人を紹介し，作品の内容を要約したうえで，難解な英語表現には語注を付し

て解説する。その後，クラスメートとグループ・ディスカッションをおこなったのち，クラス全体で内容解釈の質問に関する討論を行

う。筆記回答については，次週授業時までに，担当教員が各受講者にコメントを返す。 

 また，毎週の授業とは別に，課題図書として，米文学の短編アンソロジーを邦訳で読み，中間レポートを提出して頂く。 

 

  Every week, we will read a nineteenth- or twentieth-century American text. In addition to short stories, a play and poems will 

be assigned. Special attention will be given to the diversity of chosen texts in terms of gender, race, and ethnicity.  

  Assigned teams will prepare a couple of questions about interpretive possibilities of the assigned text 4 days prior to the 

class meeting, and class participants will answer one of the questions in written form on Blackboard by the day before the class 

meeting. During class hours, assigned teams will distribute handouts for the class containing a biographical sketch of the 

assigned author/poet, as well as a summary and detailed linguistic explications of the assigned text. Then, students will 

participate in group discussions with their fellow classmates, followed by a classroom debate on the assigned questions. Written 

answers to the questions will be returned to each student the following week with the instructor's comments. 

  Besides weekly assignments, students will be required to read and write an essay on the assigned anthology of American 

short stories in Japanese translation. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. イントロダクションならびに発表担当者の決定 

2. William Saroyan （短編，アルメニア系白人男性） 

3. Kate Chopin （短編，白人女性） 

4. Mark Twain （短編，白人男性） 

5. Erskine Caldwell （短編，白人男性） 

6. Dagoberto Gilb （短編，チカノ系男性） 

7. Sandra Cisneros （短編，チカナ系女性） 

8. Beth Brant （短編，先住民女性） 

9. Wakako Yamauchi （短編，日系女性） 

10. Langston Hughes （一幕劇，アフリカ系男性） 

11. Claude McKay （詩，アフリカ系男性） 

12. Elsa Gidlow （詩，白人女性） 

13. Richard Wright （俳句，アフリカ系男性） 

14. 課題図書についての読書会 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

毎週，事前に作品テクストを精読して授業にのぞむこと。予習には，大学図書館のオンライン･データベースからアクセスできる

KOD（Kenkyusha Online Dictionary）の利用を推奨する。 
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成績評価方法・基準（Evaluation） 

毎週の筆記回答(30%)/担当発表ならびに質疑・討論による授業参加(30%)/課題図書中間レポート(40%) 

 

テキスト（Textbooks） 

1. 平石貴樹編、2007、『しみじみ読むアメリカ文学』、松柏社 (ISBN: 978-4775401361) 

 

参考文献（Readings） 

参考文献は必要に応じて授業中に紹介する。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 毎回全員が参加する形式の授業ですので，特別に理由のない限り，全回の出席が期待されます。やむをえず欠席する場合に

は，事前に（当日の午前中でもよいので）メールにて担当教員までご連絡をお願いします。 

 

注意事項（Notice） 
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■AM012 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／入門演習 Ｂ１ｂ 

(Introductory Seminars B1b) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
アメリカ短編小説を読む 

担当者名 

（Instructor） 
小南 悠(KOMINAMI YU) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
EAL1313 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

アメリカの短編作品の読解を通して、文学作品に関する自身の考察を組み立てる力を身に付ける。 

 

Through a close reading of American short stories, students in this course will acquire the skill to interpret the literary texts in 

a scholarly way. 

 

授業の内容（Course Contents） 

アメリカ短編小説を読んだうえで、各回の発表担当者が作成したハンドアウトを元に授業を行なう。あらすじと語学的な不明点の

確認に加え、作品解釈に関する不明点や疑問点に基づき、クラス全体でディスカッションを行なう。 

扱う作品は、19 世紀から 21 世紀にかけてのアメリカ短編小説とする。 

また、毎週の授業とは別に、課題図書を読み進め、それについてのレポートを作成する。 

 

We will read American short stories. During class hours, assigned teams will distribute handouts for the class containing a 

summary and questions about the texts and the interpretation. We will praticipate in a discussion about them. 

The works will be American short stories in the period from the 19th century to the 21st century. 

Besides the class work, students will read an assigned text and submit an essay on it. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. イントロダクション・発表担当者の決定 

2. Ambrose Bierce, "One of the Missing" を読む（１） 

3. Ambrose Bierce, "One of the Missing" を読む（２） 

4. Ambrose Bierce, "One of the Missing" を読む（３） 

5. Raymond Carver, "So Much Water So Close to Home" を読む（１） 

6. Raymond Carver, "So Much Water So Close to Home" を読む（２） 

7. Raymond Carver, "So Much Water So Close to Home" を読む（３） 

8. Jen Silverman, "White People" を読む（１） 

9. Jen Silverman, "White People" を読む（２） 

10. Jen Silverman, "White People" を読む（３） 

11. Nana Kwame Adjei-Brenyah, "Friday Black" を読む（１） 

12. Nana Kwame Adjei-Brenyah, "Friday Black" を読む（２） 

13. Nana Kwame Adjei-Brenyah, "Friday Black" を読む（３） 

14. 課題図書についての読書会 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

毎週、事前に作品を精読して授業にのぞむこと。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

課題図書レポート(40%)/発表時の準備状況(30%)/質疑・討論による授業貢献度(30%) 

 

テキスト（Textbooks） 

1. シャーウッド・アンダソン、2018、『ワインズバーグ、オハイオ』、新潮文庫 (ISBN:9784102201510) 

授業内で読む作品はプリントで配布する。 

 

参考文献（Readings） 

参考文献は必要に応じて授業中に紹介する。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 
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注意事項（Notice） 
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■AM013 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／入門演習 Ｂ１ｃ 

(Introductory Seminars B1c) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
イギリス・アイルランドの短編小説を読む 

担当者名 

（Instructor） 
石川 太郎(ISHIKAWA TARO) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
EAL1313 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

文学作品の精読を通して，他者に対する個人的かつ社会的な想像力を養うとともに，多文化世界がもたらす諸問題への理解を

深める。 

 

Through the intensive reading of literary texts, students will develop a personally/socially imaginative understanding of those 

who have different values and backgrounds from their own, thereby broadening the knowledge of issues faced by the 

multicultural world.  

 

授業の内容（Course Contents） 

毎週，読み切りの形で，イギリス・アイルランドの短編小説を精読する。作品の選択にあたっては，文化、ジェンダーや人種・エス

ニシティの多様性にも配慮する。また、課題図書として H. G. ウェルズ『タイムマシン』を読む。 

 

Every week, we will read an English or Irish short story. Special attention will be given to the cultural diversity of chosen texts 

in terms of gender, race, and ethnicity.  

   

 

授業計画（Course Schedule） 

1. イントロダクションならびに発表担当者の決定 

2. 読解と議論 

3. 読解と議論 

4. 読解と議論 

5. 読解と議論 

6. 読解と議論 

7. 読解と議論 

8. 課題図書についての議論 

9. 読解と議論 

10. 読解と議論 

11. 読解と議論 

12. 読解と議論 

13. 読解と議論 

14. 全体のまとめ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

毎週，事前に作品テクストを精読して授業にのぞむこと。予習には，大学図書館のオンライン･データベースからアクセスできる

KOD（Kenkyusha Online Dictionary）の利用を推奨する。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

毎週の筆記回答(30%)/担当発表ならびに質疑・討論による授業参加(30%)/課題図書中間レポート(40%) 

 

テキスト（Textbooks） 

1. H. G. ウェルズ／池 央耿訳、2012、『タイムマシン』、光文社古典新訳文庫 (ISBN:4334752462) 

 

参考文献（Readings） 

参考文献は必要に応じて授業中に紹介する。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

毎回全員が参加する形式の授業ですので，特別に理由のない限り，全回の出席が期待されます。やむをえず欠席する場合に

は，事前に（当日の午前中でもよいので）メールにて担当教員までご連絡をお願いします。 
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注意事項（Notice） 
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■AM014 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／入門演習 Ｂ１ｄ 

(Introductory Seminars B1d) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
イギリスの短編小説および詩を読む 

担当者名 

（Instructor） 
猪熊 恵子(INOKUMA KEIKO) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
EAL1313 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

授業の目標は以下の二つである。１）授業で指定されるイギリスの短編作品を精読し、そのコンテクストや作家の語彙の選択につ

いて考え、分析する。２）各学生が自らの読解や分析を他の履修者に分かりやすい言葉で説明し、みなで議論する。 

最終的に、これらの議論を通じて、自らの読みや分析を相対化し、他者の読みや分析・解釈との関係性や違いについて考えられ

るようになってほしい。また、その過程で、読解対象の作品のみならず、読解主体としての自分に関わる新たな知見を得てほし

い。 

 

The first goal of this course is to read and analyse British short stories, considering their contexts and other aspects. The 

second goal is to explain one's own analysis in simple language to other students and to discuss it with them. Ultimately, 

through these discussions,  all students are expected to relativize their own readings and analyses. In the process, they will 

hopefully gain new knowledge not only about the works but also about themselves. 

 

授業の内容（Course Contents） 

毎回の授業用に指定されたイギリス短編作品（散文または詩）を読んだうえで各授業に参加することが必須。授業ごとに数名の

担当者を割り当て、各担当者は興味深いと思ったテクスト箇所や自分なりの解釈・読解について他の履修者に発表する。その発

表にもとづいて授業内でディスカッションをおこない、適宜教員が情報を補足したり議論の方向性をまとめる等のガイドをおこな

う。履修者は、こうした議論の中で自分の読解や考察をさらに深めることが期待される。 

 

Students are required to read a short British work prior to attending the class. Every week, several students present what they 

found interesting about the text and their own interpretations. Based on these presentations, in-class discussions will be held, 

with the instructor providing additional information and guiding the discussions as necessary. Students are expected to deepen 

their own thinking in the course of these discussions. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. イントロダクション・各授業回担当者割り振りなど 

2. William Shakespeare “Sonnet no. 18” 

3. Saki, “The Open Window” 

4. 文学作品を論じるということ。基本的なターム、議論の構築について （いくつかの文学作品を手掛かりに） 

5. Virginia Woolf, “The Mark on the Wall” (1) 

6. Virginia Woolf, “The Mark on the Wall” (2) 

7. Katherine Mansfield, “Mr. and Mrs. Dove” (1) 

8. Katherine Mansfield, “Mr. and Mrs. Dove” (2) 

9. 中間レポートの返却と講評、小テスト１ 

10. Roald Dahl, “Lamb to the Slaughter” (1)  

11. Roald Dahl, “Lamb to the Slaughter” (2) 

12. Kazuo Ishiguro, Klara and the Sun An excerpt (1)  

13. Kazuo Ishiguro, Klara and the Sun  An excerpt (2) 

14. まとめ、小テスト２ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

指定されたテキストは毎回全履修者が読み、分からない単語等を調べたうえで授業に参加することが必須である。また、Robert 

Louis Stevenson の The Strange Case of Dr. Jekyll and Mr. Hyde については、各履修者が授業外の時間で読んだうえでレポート
を作成することが求められる。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

中間レポート(30%)/小テスト(20%)/授業内発表(20%)/毎回の授業内ディスカッションへの貢献度、参加度(30%) 
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テキスト（Textbooks） 

1. ロバート・ルイス・スティーブンソン、2001、『ジキル博士とハイド氏』、創元推理文庫 (ISBN-10  :  4488590012) 

『ジキル博士とハイド氏』には多くの和訳版が存在するが、授業内での議論を円滑に進めるため、可能な限り指定の版を手に入

れることが望ましい。 

 

参考文献（Readings） 

授業の進行に合わせて教員が適宜指示し、必要に応じてコピーを配布する 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AM015 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／入門演習 Ｂ１ｅ 

(Introductory Seminars B1e) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
オスカー・ワイルドを読む 

担当者名 

（Instructor） 
岩田 美喜(IWATA MIKI) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
EAL1313 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

 オスカー・ワイルドの短編を原文で、また課題図書として『ドリアン・グレイの肖像』を翻訳で読むことを通じ、英文学を学問的に

読解する基礎的な英文読解力および批評的な思考能力を身につけます。 

 

 Through reading Oscar Wilde's short stories in the original as well as the Japanese translation of The Picture of Dorian Gray 

as assigned reading, students will acquire basic English reading comprehension and critical thinking skills to understand English 

literature academically. 

 

授業の内容（Course Contents） 

 この授業では、受講生が交代で行う発表とクラス全体で行うディスカッションを基盤とした演習形式で、オスカー・ワイルドの短編

を精読します。ワイルドは皮肉や逆説の名手と言われ、文字通りに書かれていることと作品が実際に訴えるメッセージの間には、

しばしばずれがあります。こうしたギャップを読み解き、何故そのようなずれが文学においては効果的なのかを、ともに考えていき

たいと思います。 

 また、課題図書としてワイルドの『ドリアン・グレイの肖像』を全員が読み、6 月にレポートを提出してもらいます。授業最終週にこ

の課題レポートに関するフィードバックを行い、レポート作成の基礎についても学びます。 

 

 In this course, students will do a close reading of Oscar Wilde's short stories in a seminar style based on student 

presentations and class-wide discussion. Wilde is said to be a master of irony and paradox, and there is often a gap between 

what is written literally and the author's actual message. Students are expected to read these gaps and consider why such gaps 

are effective in literature.  

  In addition, all students will read Wilde's The Picture of Dorian Gray as an assigned reading and submit a report in June. 

Feedback on this report will be given during the last week of class, through which students will learn the basics of report writing. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. イントロダクション（授業内容および課題図書について） 

2. 発表とディスカッション（1） 

3. 発表とディスカッション（2） 

4. 発表とディスカッション（3） 

5. 発表とディスカッション（4） 

6. 発表とディスカッション（5） 

7. 発表とディスカッション（6） 

8. 発表とディスカッション（7） 

9. 発表とディスカッション（8） 

10. 発表とディスカッション（9） 

11. 発表とディスカッション（10） 

12. 発表とディスカッション（11） 

13. 発表とディスカッション（12） 

14. 課題図書レポートについてのフィードバックおよび全体のまとめ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

受講生は、発表担当の週には十全な発表準備が求められます。また、すべての受講生が、初回授業時に配布する予定表に従

い、その週の作品を熟読してきてください。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

課題レポート(40%)/授業時の発表(30%)/ディスカッションなど授業への貢献度(30%) 

履修者は、必ず一度以上の発表をすることが求められます。 

 

テキスト（Textbooks） 
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1. Oscar Wilde. 2010. The Complete Short Stories. Oxford World's Classics (978-199535064) 

2. オスカー・ワイルド、仁木めぐみ訳、2006、『ドリアン・グレイの肖像』、光文社古典新訳文庫 (ISBN:978-4334751180) 

 

参考文献（Readings） 

 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

授業に関する諸連絡は、Canvas-LMSを通じて行います。 

 

注意事項（Notice） 
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■AM016 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／入門演習 Ｂ１ｆ 

(Introductory Seminars B1f) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
R・L・スティーヴンソンのゴシック作品を読む 

担当者名 

（Instructor） 
鈴木 孫和(SUZUKI TADAKAZU) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
EAL1313 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

英語で書かれた短篇・中篇の精読を通して、カリキュラム・マップに示されている「今後の学習・研究の基礎となる読解力」の獲得

を目指すとともに、自らの分析を議論やレポートで論理的に提示する方法を学びます。大学における文学研究の入口の一つとし

て、「文学を読む悦び」を知る機会としていただくことも目指します。 

 

As outlined in the curriculum map, this seminar aims at cultivating students' reading comprehension skills in order to form a 

solid basis for their future studies, while at the same time providing instructions on how to make a coherent presentation of 

their literary analyses in both oral and written discussions. It is also hoped that students experience the pleasure of reading 

literature through attending this introductory course on the subject. 

 

授業の内容（Course Contents） 

ロバート・ルイス・スティーヴンソン（Robert Louis Stevenson, 1850-1894）の名前を知らなくても、『ジキル博士とハイド氏』（1886）

のことは聞いたことがある人が多いのではないでしょうか。本授業では、ポピュラー・カルチャーにおいて極めて高い知名度を獲

得したこの作品、およびその執筆へとつながった 2 つの短篇を精読します。ゴシック小説の決まりごとに作家はどのように向き合

ったのか。同時代の科学言説は作品にいかなる影響を与えたのか。物語を構成するさまざまな語りの形式はいかなる効果を発

揮しているのか。こういったことも含め、スティーヴンソンのテクストを多角的に分析していくことで、文学を読む悦びを体感すると

ともに、今後の学習につながる基礎的な能力の獲得を目指します。 

受講者には複数回の発表を行うと同時に、毎回の授業で積極的に発言することが求められます。担当箇所のあらすじ紹介・分析

と、批評・関連テクストの要約を各 1 回は担当してもらいますので、そのつもりでいてください。また、授業と並行して、課題図書で

あるオスカー・ワイルドの『ドリアン・グレイの肖像』（1890; 1891）を読み、それについてのレポートを提出していただきます。 

 

Even if you have never heard of Robert Louis Stevenson (1850-1894), you must have heard of The Strange Case of Dr Jekyll 
and Mr Hyde (1886). This seminar focuses on this immensely popular novella and two other short stories that preceded it. 

Through close reading, we shall examine these texts multi-dimensionally. The questions include (but are not limited to), how 

does the author negotiate with the conventions of the Gothic fiction, how does he respond to the discourses of psychology, and 

how do the different forms of Stevenson's narratives function within a story? It is hoped that the class gives you the chance to 

experience the pleasure of reading literature, while also letting you acquire the basic skills for your future studies. 

Students are required to make at least two presentations per semester: (1) summary and analysis of Stevenson’s text, and (2) 

summary of the related critical materials. It is also necessary to participate in the in-class activities. In addition, students are 

assigned to read Oscar Wilde's The Picture of Dorian Gray (1890; 1891) in Japanese, and write a midterm essay on the novel. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. イントロダクション 

2. “The Body Snatcher” 

3. The Strange Case of Dr Jekyll and Mr Hyde (1) 

4. The Strange Case of Dr Jekyll and Mr Hyde (2) 

5. The Strange Case of Dr Jekyll and Mr Hyde (3) 

6. The Strange Case of Dr Jekyll and Mr Hyde (4) 

7. The Strange Case of Dr Jekyll and Mr Hyde (5) 

8. 課題図書の読書会 

9. 【ワークショップ】論文・レポートの書き方 

10. “Olalla” (1) 

11. “Olalla” (2) 

12. “Olalla” (3) 

13. “Olalla” (4) 

14. まとめ 
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授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

受講者は全員授業前にテクストの該当部分を精読し、わからない箇所（語彙・構文などの英語に関する問題から、話の流れや特

定の事物への言及などの内容にかかわる疑問に至るまで、どのようなものでも）は授業中に解決できるようにメモしてきてくださ

い。また、重要だと思った部分についても、授業中にクラス全体と共有できるように記録してきてください。 

発表担当時には、事前に指示された通りに個人、ないしグループで準備を進め、授業前にハンドアウトを提出してもらいます。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

最終レポート(Final Report)(40%)/発表(30%)/授業貢献(30%) 

 

テキスト（Textbooks） 

1. Robert Louis Stevenson. 2003. The Strange Case of Dr Jekyll and Mr Hyde. Penguin (ISBN:9780141439730) 

2. オスカー・ワイルド、2019、『ドリアン・グレイの肖像』、岩波文庫 (ISBN:9784003224595) 

教科書に含まれない関連テキストなどは適宜プリントとして配布します。 

 

参考文献（Readings） 

 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AM017 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／入門演習 Ｂ１ｇ 

(Introductory Seminars B1g) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
英米文学の入り口 

担当者名 

（Instructor） 
笠原 一郎(KASAHARA ICHIRO) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
EAL1313 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

この授業では英米の文学作品を深く読み解くための鍵を学んでいきます。主題、筋、登場人物、形式、社会的/政治的背景など

の観点からの議論を柱として進めます。 

 

This course is intended to share insight into literary works by British and American writers. The emphasis lies on discussing  

each piece in terms of such aspects as theme, plot, character, form and historical/social context. 

 

授業の内容（Course Contents） 

主要な文学ジャンルになじんでもらうため、中短編の小説、詩、戯曲を教材とします。作品の創作年代はロマン派の時代から現代

に及びます。参加者はそれぞれのジャンルにふさわしい読み方の定石とされているものを学びます。 

授業の主な手順は、割り当てられた４，５人のグループがその回の作品について下調べをしてハンドアウトを用意し、要約、重要

な点の指摘、解釈のための質問などからなる発表をします。他の参加者はそのプレゼンテーションに即して、あるいは新たな視

点を提示したりして意見を述べます。 

授業とは別に、ジョージ・オーウェルの『動物農場』を読み、2～3千字程度の中間レポートを日本語で書いてもらいます。 

 

In order for participants to get familiar with major literary genres, course materials include novel, short fiction, poetry and 

drama. They are from romantic period (George Eliot's Silas Marner) to contemporary (George Orwell’s Animal Farm). Students 

will learn several types of reading which have been conventionally supposed to appropriate for each genre. 

Most of the time, an appointed group of four to five students will do some research and prepare handouts, presenting summary 

and background information, pointing out notable elements, and raising questions to the class. The other participants are 

expected to make comments based on the presentation, or add new perspective(s). 

In addition to in-class readings, students are assigned George Eliot's Silas Marner and required to hand in a 2000-3000 

character eassy in Japanese as the midterm report. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. イントロダクション－授業紹介 

2. Oscar Wilde, "The Happy Prince" 

3. Langston Hughes, "Thank you, M'am" 

4. Ted Kooser, "Abandoned Farmhouse," Mark Vinz, "Deserted Farm" 

5. Elizabeth Alexander, "Smile" 

6. Bryan Evenson, "Windeye" 

7. Kazuo Ishiguro, "Family Supper" 

8. Christina Rossetti "An Apple Gathering" 

9. Kate Chopin, "The Story of an Hour" 中間レポート提出 

10. 課題図書の感想、議論 

11. Thornton Wilder, "Queens of France" (1) 

12. Thornton Wilder, "Queens of France" (2) 

13. Ernest Hemingway, "Indian Camp" 

14. まとめ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

丹念に辞書を引いて予習をし、そのうえで理解できないところ、意味の通らないところを洗い出して授業に臨んでください。担当グ

ループは事前に相談をして作品理解のためのレジュメを作成してきてください。それ以外の参加者も各自の意見や質問をもって

授業に臨んでください。  

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

最終レポート(Final Report)(30%)/中間レポート(30%)/参加度（発表、発言、レスポンスペーパー）(40%) 
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テキスト（Textbooks） 

1. ジョージ・オーウェル、2017、『動物農場』、早川書房 (ISBN:9784151200878) 

その他各授業の作品はプリントで配布します。 

 

参考文献（Readings） 

 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AM021 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／基礎演習 １ａ 

(Preliminary Seminars 1a) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
Southern Literature and Foodways 

担当者名 

（Instructor） 
田中 有美(TANAKA YUMI) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
EAL2313 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

At the conclusion of this course, students will 

1. Produce close readings of reading materials with diverse dimensions of textual complexity. 

2. Contribute to paired and grouped discussions, responding to each other's ideas productively. 

3. Compose spoken and written arguments that demonstrate an awareness of critical approaches and research skills. 

 

授業の内容（Course Contents） 

Past and contemporary Southern writers have provided the reader with multiple opportunities to observe the complicated 

intermingling of cultural identity and food. In this course, we will investigate a variety of representations of foodways in literary 

texts and reconsider the Southern literary tradition from a culinary perspective. We will read three unique texts by Harriet 

Jacobs, Carson McCullers, and Flannery O'Connor.   

 

授業計画（Course Schedule） 

1. Introduction 

2. Harriet Jacobs's Incidents in the Life of a Slave Girl (1) 

3. Harriet Jacobs's Incidents in the Life of a Slave Girls (2) 

4. Harriet Jacobs's Incidents in the Life of a Slave Girl (3) 

5. Harriet Jacobs's Incidents in the Life of a Slave Girl (4) 

6. Harriet Jacobs's Incidents in the Life of a Slave Girl (5) 

7. Harriet Jacobs's Incidents in the Life of a Slave Girl (6) 

8. Harriet Jacobs's Incidents in the Life of a Slave Girl (7) 

9. Harriet Jacobs's Incidents in the Life of a Slave Girl (8) 

10. Carson McCuller's The Ballad of the Sad Cafe (1) 

11. Carson McCuller's The Ballad of the Sad Cafe (2) 

12. Carson McCuller's The Ballad of the Sad Cafe (3) 

13. Carson McCuller's The Ballad of the Sad Cafe (4) 

14. Flannery O'Connor's "Good Country People"   

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

In order to achieve the goals of the course, students are expected to dedicate sufficient time each week to reading the texts 

before class, while also preparing for an oral presentation and a final report.  

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

Presentation(20%)/Contribution to Discussion(20%)/Response paper(20%)/最終レポート(Final Report)(40%) 

 

テキスト（Textbooks） 

1. Harriet Jacobs. 2019. Incidents in the Life of a Slave Girl. Norton (ISBN:9780393614565) 

2. Carson McCullers. 2000. The Ballad of the Sad Cafe. Penguin (ISBN:9780141183695) 

 

参考文献（Readings） 

 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AM022 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／基礎演習 １ｂ 

(Preliminary Seminars 1b) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
ジーン・リースの短篇を読む 

担当者名 

（Instructor） 
鈴木 孫和(SUZUKI TADAKAZU) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
EAL2313 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

短編小説を題材に取り、カリキュラム・マップが目標に定める「文学研究の基礎となる専門用語と分析方法」の修得を目指しま

す。各作品を歴史的・文化的背景に位置付けつつ、特定のテーマに沿ってテクストを分析し、首尾一貫した議論にまとめるすべを

学び、最終的にはレポート作成を実践します。 

 

As outlined in the curriculum map, this seminar is intended to familiarize students with the basic terms and methods of literary 

analysis. Students will learn how to locate a given text in its historical and cultural context and practice in producing a coherent 

argument that examines a literary text from a specific thematic perspective by composing a term paper. 

 

授業の内容（Course Contents） 

『サルガッソーの広い海』（1966）で知られるジーン・リース（Jean Rhys, 1890-1979）は、すぐれた短篇を多く残してもいます。本授

業では、移民と人種、ジェンダー、階級といった様々な要素を内包するとともに、言語表現の次元でも注目に値するリースの作品

を丹念に分析し、教室全体で議論を深めていきます。 

 

Widely known as the author of Wide Sargasso Sea (1966), Jean Rhys also produced a number of fine short stories. In this class, 

we will closely examine these stories in terms of the issues of immigration, race, gender, class, and so on. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. Illusion' 

2. Mannequin' 

3. Tigers Are Better-Looking' 

4. Let Them Call It Jazz' (1) 

5. Let Them Call It Jazz' (2) 

6. Outside the Machine' (1) 

7. Outside the Machine' (2) 

8. Pioneers, Oh, Pioneers' 

9. The Sound of the River' 

10. 批評論文の検討（1） 

11. 批評論文の検討（2） 

12. 批評論文の検討（3） 

13. 【ワークショップ】論文・レポートの書き方 

14. 最終レポート提出、まとめ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

受講者は全員授業前にテクストの該当部分を精読し、わからない箇所（語彙・構文などの英語に関する問題から、話の流れや特

定の事物への言及などの内容にかかわる疑問に至るまで、どのようなものでも）は授業中に解決できるようにメモしてきてくださ

い。また、重要だと思った部分についても、授業中にクラス全体と共有できるように記録してきてください。 

発表担当時には、事前に指示された通りに個人、ないしグループで準備を進め、授業前にハンドアウトを提出してもらいます。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

最終レポート(Final Report)(40%)/発表(30%)/授業貢献(30%) 

 

テキスト（Textbooks） 

プリントを配布します。 

 

参考文献（Readings） 
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その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AM023 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／基礎演習 １ｃ 

(Preliminary Seminars 1c) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
19 世紀イギリス小説を読む 

担当者名 

（Instructor） 
工藤 紅(KUDO BENI) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
EAL2313 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

代表的な 19 世紀イギリス小説を深く味わいましょう。それぞれの小説を講読することで、小説の「読み方」を知り、研究方法を理

解します。 

 

This course will introduce students to 19th century British novels. By reading a series of novels, students will learn reading 

techniques and literary research methods. 

 

授業の内容（Course Contents） 

代表的なイギリス小説の中から、タイプの異なる 3 作品の抜粋部分を読みます。授業は、複数の担当者によるレポートと、クラス

全員によるディスカッションの演習形式で行います。レポート担当者は、1 年次の入門演習で得た知識を利用して該当箇所を分析

し、概要とディスカッションのポイントをまとめたハンドアウトを用意すること。 

 

Readings will consist of excerpts from three representative British novels of differing types. Classes will be conduced in the 

seminar style which consists of reports by multiple students preceding a class discussion. Students will utilize techniques 

learned in the first year seminar to produce handout reports detailing analyses, summaries, and discussion points of assigned 

passages. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. ガイダンス 授業で扱う作品の概要と、授業の進め方を説明する。 

2. テキストの抜粋部分を読み、比較する。 

3. イギリス小説の講読 1-1 

4. イギリス小説の講読 1-2 

5. イギリス小説の講読 1-3 

6. イギリス小説の講読 1-4 

7. イギリス小説の講読 1-5 

8. Discussion 1 

9. イギリス小説の講読 2-1 

10. イギリス小説の講読 2-2 

11. イギリス小説の講読 2-3 

12. イギリス小説の講読 2-4 

13. イギリス小説の講読 2-5 

14. Discussion 2 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

発表担当者は責任を持って準備すること。また担当者以外も、該当箇所に関する意見を必ず用意した上で、積極的にディスカッ

ションに参加すること。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

最終レポート(Final Report)(40%)/発表(30%)/ディスカッションへの貢献度とリアクションペーパー(30%) 

 

テキスト（Textbooks） 

授業で扱う小説の抜粋部分は授業で配布する。 

 

参考文献（Readings） 

適宜授業内で紹介し、授業に必要な部分は配布する。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 
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注意事項（Notice） 
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■AM024 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／基礎演習 １ｄ 

(Preliminary Seminars 1d) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
英語圏文学を分析する―W. B. イェイツを読む 

担当者名 

（Instructor） 
井上 和樹(INOUE KAZUKI) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
EAL2313 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

（１）英語の高度な言語運用能力を身につける。 

（２）英語圏文学・文化の基礎知識と教養、専門的知識について説明することができる。 

（３）批判的に考え、リサーチをし、書くことができる。 

 

1. Improve English proficiency   

2. Explain foundational knowledge of the literature and culture of the Anglosphere  

3. Demonstrate critical thinking, research, and writing skills. 

 

授業の内容（Course Contents） 

この授業では W. B. イェイツのさまざまなテクストを読み、 19 世紀後半から 20 世紀前半にかけて鍵となる用語や概念を紹介し

ながら、英語圏文学・文化への様々なアプローチの仕方を学びます。この授業を通じて、受講者は自らのリサーチ・クエスチョンを

見つけることができるようになります。この授業は基本的に（１）教員側による詩人の精読や分析（２）ディスカッション（３）ワークシ

ョップ（４）発表によって構成され、学生は（５）コメントペーパーと学期の最後には期末レポートの提出を行います（学生は課題とレ

ポートに対して教員のフィードバックを受け取ります）。 

 

This course specifically addresses W. B. Yeats, introducing key terms and concepts from the late nineteenth to the beginning of 

the twentieth century. It will help all students to engage with a variety of approaches to the literature and culture of the 

Anglosphere, and help all students to articulate and develop their own research questions. This course basically comprises (1) a 

close reading and an analysis of the poet by the instructor (2) discussions (3) workshops and (4) presentations. Students are 

required to (5) submit assignments and a final report (students will get feedback on them from the instructor). 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. イントロダクション 

2. 英詩入門 

3. The Lake Isle of Innisfree 

4. He wishes for the Cloths of Heaven 

5. Cathleen ni Houlihan 

6. Easter, 1916 

7. ワークショップ「論文の作法とリサーチクエスチョンについて学ぶ」 

8. The Wild Swans at Coole  

9. The Fisherman 

10. The Second Coming 

11. Sailing to Byzantium 

12. In Memory of Eva Gore-Booth and Con Markievicz 

13. 発表 

14. 発表 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

各回の授業前に、それぞれのテクストを読み、関心を持ったトピックや質問を 3 つ考えてくること。ディスカッションに用います。 

 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

最終レポート(Final Report)(40%)/ディスカッションへの参加・毎回のコメントペーパー(30%)/発表(30%) 

 

テキスト（Textbooks） 

初回授業で配布します。 
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参考文献（Readings） 

授業で適宜紹介します。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 

 

 

  



 - 892 - 

■AM025 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／基礎演習 １ｅ 

(Preliminary Seminars 1e) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
アメリカ文学における自己と他者 

担当者名 

（Instructor） 
小南 悠(KOMINAMI YU) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
EAL2313 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

文学作品の精読を通して、英文読解力の向上を図るとともに、自己と他者の関係性を考える力を身に付ける。 

 

Through a close reading of literary texts, students in this course will improve their English reading skills and think about the 

relationship between self and others. 

 

授業の内容（Course Contents） 

日常の被膜は些細なことで破られる。そうしたとき、人は大きな変容を強いられ、自己と他者の関係性もまた変容する。アメリカ文

学において、こうした変容の有り様はどのように描かれるのだろうか。本講では、19 世紀、20 世紀、21 世紀の各時代を代表する

短編作品の読解を通して、そのような問題について考えてみたい。同時に、基本的な文学批評の用語、概念、分析方法を学び、

文学作品を批評的に読む方法についても考えてみたい。 

 

Trivial things suddenly shatter the peace of daily life, which sometimes forces people to undergo a dramatic transformation and 

their relationships to be transformed. We will think about such transformations described in American literature by reading short 

stories in the 19th, 20th, and 21st centuries. Students in this course will also learn some basic literary critical terms, concepts, 

and analytical methods, to analyze literary texts. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. イントロダクション・発表担当者の決定 

2. Nathaniel Hawthorne, "Young Goodman Brown" を読む（１） 

3. Nathaniel Hawthorne, "Young Goodman Brown" を読む（２） 

4. Nathaniel Hawthorne, "Young Goodman Brown" を読む（３） 

5. Raymond Carver, "A Small, Good Thing" を読む（１） 

6. Raymond Carver, "A Small, Good Thing" を読む（２） 

7. Raymond Carver, "A Small, Good Thing" を読む（３） 

8. Raymond Carver, "A Small, Good Thing" を読む（４） 

9. Karen Bender, "Refund" を読む（１） 

10. Karen Bender, "Refund" を読む（２） 

11. Karen Bender, "Refund" を読む（３） 

12. Karen Bender, "Refund" を読む（４） 

13. Karen Bender, "Refund" を読む（５） 

14. 総括・批評検討 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

毎週、事前に作品を精読して授業にのぞむこと。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

最終レポート(Final Report)(40%)/発表時の準備状況(30%)/質疑・討論による授業貢献度(30%) 

 

テキスト（Textbooks） 

授業内で読む作品はプリントで配布する。 

 

参考文献（Readings） 

参考文献は必要に応じて授業中に紹介する。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 
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注意事項（Notice） 
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■AM026 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／基礎演習 １ｆ 

(Preliminary Seminars 1f) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
１９世紀英国小説研究―文豪ディケンズ『大いなる遺産』を読む 

担当者名 

（Instructor） 
吉野 由起(YOSHINO YUKI) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
EAL2313 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

１）19 世紀に書かれたイギリス文学作品（近代小説）原典の読解に慣れ、英語による注釈や文献も参照しつつ、文学テクストの主

題、構成、文体、モチーフ、修辞法等の特徴を分析する経験を積む。 

２）文学テクストを理解する上で助けとなる、辞典・関連文献等に関する基礎的な知識を得、実際に使用する練習を行う。 

 

1) Students will familialise themselves with reading a modern novel written in nineteenth century Britain, and accumulate 

experiences of analysing the characteristics of the themes, structure, narrative, motifs and rhetoric of a literary text while 

referring to the secondary materials written in English.  

2) Students will gain some basic knowledge of dictionaries and secondary materials which might be helpful in understanding the 

literary text, and practice using some of them. 

 

授業の内容（Course Contents） 

19 世紀英国の文豪ディケンズによる小説 Great Expectations を題材に、テクストを形成する英語を理解しつつ、作品の主題、構
成、文体、モチーフ、修辞法等を歴史的・文化的コンテクストおよび作者ディケンズ特有の技法、さらに本作品の「幻の結末」を参

照しつつ観察し、文学作品研究の練習を行う。 

 

This course is designed to provide students with opportunities to practice basic skills in literary studies, through a reading of 

Great Expectations by Charles Dickens, a novel written and published in nineteenth century Britain. Having understood the 

English language shaping the text, students will proceed to analyse the themes, structure, narrative, motifs and rhetoric 

employed in the work by referring to the historical and cultural contexts together with some recognised characteristics of 

Dickens' unique style and the “original ending” which was initially prepared for the novel but changed by the author himself.  

 

授業計画（Course Schedule） 

1. イントロダクション 

2. 作品読解（１）  

3. 作品読解（２） 

4. 作品読解（３） 

5. 作品読解（４） 

6. 批評読解（１） 

7. 作品読解（５） 

8. 作品読解（６） 

9. 作品読解（７） 

10. 作品読解（８） 

11. レポート作成講座 

12. 作品読解（９） 

13. 作品読解（１０） 

14. 批評読解（２） 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

１）毎回の指定範囲を読む。 

２）指定範囲に描かれた出来事や展開、主題やモチーフ、印象に残る点やわかりにくさ、複数の解釈の可能性、その他、論点とな

りうる点等について、できる範囲でよいので考察する。 

３）わかりにくい表現については綴りが現代英語・標準語とは異なる可能性、ディケンズ個人による語法・文体の特徴や文化・歴

史的背景が濃厚にあらわれる表現である可能性、その他、他の要因で発生するわかりにくさである可能性を考慮しつつ、辞書で

調べておく。辞書では対応できない場合は注釈や事典等も可能な範囲で参照する。 

 

＊学生主体のディスカッションが授業の中心となるので、毎回の授業準備を怠らないこと。積極的に発言する姿勢が期待される。 
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＊ほぼ毎週、レスポンスペーパーの提出を義務付ける。  

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

最終レポート(Final Report)(40%)/毎週のリスポンスペーパー(30%)/発表(15%)/ディスカッションへの貢献度(15%) 

欠席回数が三回に達すると単位修得不可とします。 

 

テキスト（Textbooks） 

1. Dickens, Charles. Eds.Margaret Cardwell and Robert Douglas-Fairhurst.. 2008. Great Expectations.（New edition.). Oxford UP 

(ISBN:9780199219766) 

 

参考文献（Readings） 

1. 西條隆雄ほか編、2007、『ディケンズ鑑賞大事典』、南雲堂 

2. 辻原登編、猪熊恵子訳、2016、『ディケンズ』、集英社 

3. 小池滋、1979、『ディケンズ : 19 世紀信号手』、冬樹社 

4. スレイター、マイケル著、佐々木徹訳、2005、『ディケンズの遺産―人間と作品の全体像』、原書房 

5. 松村昌家、2003、『十九世紀ロンドンの光と影』、世界思想社 

6. 松岡光治編、2012、『ディケンズ文学における暴力とその変奏』、大阪教育図書 

7. 新野緑、2012、『「私」語りの文学 : イギリス十九世紀小説と自己』、英宝社 

Paroissien, David. The Companion to Great Expectations. Greenwood, 2000. 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

クラスの人数や進行具合にあわせて内容やスケジュールを調整することがあります。 

 

注意事項（Notice） 
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■AM027 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／基礎演習 １ｇ 

(Preliminary Seminars 1g) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
アメリカ詩の「自然」を読む 

担当者名 

（Instructor） 
金澤 淳子(KANAZAWA JUNKO) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
EAL2313 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

アメリカ詩の精読を通して韻文に慣れ、言語に敏感に反応する感覚を身に着けると共に、歴史的・文化的背景を作品理解および

分析に用いる基礎を学ぶ場とします。 

 

This seminar will provide students with the opportunity to become familiar with rhymes through the close reading of American 

poetry, develop a sensitivity to language, and learn the fundamentals of using historical and cultural context in understanding 

and analyzing works. 

 

授業の内容（Course Contents） 

アメリカ詩の 19 世紀と 20 世紀の特に「自然」の主題を扱った詩を一篇ずつ精読していきます。そのうえで、チャールズ・ダーウィ

ンの進化論、マイケル・ファラデーの理論など、人々の自然観が大きく変化した時代背景と結び付けながら理解を深めます。その

うえで研究論文を検討しながら作品分析の基礎を確認していきます。 

 

We will closely read one poem at a time from 19th- and 20th-century American poetry, especially those that deal with the 

subject of "nature." We will then deepen our understanding of the poems by linking them to the historical background of 

significant changes in people's view of nature, such as Charles Darwin's theory of evolution and Michael Faraday's theory. We 

will then review research papers to confirm the fundamentals of the analysis of the works. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. イントロダクション（授業の進行方法の説明、担当分担） 

2. 作品精読１ 

3. 作品精読２ 

4. 作品精読３ 

5. 作品精読４ 

6. フィードバック１ 

7. 作品精読５ 

8. 作品精読６ 

9. 作品精読７ 

10. 作品精読８ 

11. 作品精読９ 

12. フィードバック２ 

13. 批評方法の検討 

14. レポートの書き方・まとめ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

授業は三段階構成（発表・ディスカション・教師によるまとめ）になっています。 

発表者（毎回 2～3 人）はハンドアウトを準備したうえで発表してもらいます。発表とは別にコメンテーターも各自、分担してもらい

ます。受講生は、毎回予習ペーパーおよびリアクションペーパーを提出してもらいます。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

最終レポート(Final Report)(30%)/発表準備とハンドアウト(30%)/ディスカションでの貢献、予習ペーパー、リアクションペーパー

(40%) 

出席状況の条件を満している場合のみ、上記の評価対象とします（原則として 3 回以上の欠席は不可、20 分の遅刻は欠席とし

ます） 

 

テキスト（Textbooks） 

テキストは最初の授業で配布します。 
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参考文献（Readings） 

適宜、教場にて紹介します。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AM031 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／基礎演習 ２ａ 

(Preliminary Seminars 2a) 

担当者名 

（Instructor） 
笹川 渉(SASAKAWA WATARU) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
EAL2313 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

・英詩で用いられる様々な形式と表現を理解することができる 

・詩の分析を通じて同時代の歴史、政治、宗教、文化などの背景を理解することができる 

・他の文学作品との関連を見出すことができる 

 

・Students will be able to understand the structures and forms of expressions of British poetry. 

・Students will be able to understand a poem’s historical, political, religious, cultural, etc. background by analyzing its text. 

・Students will be able to discover connections to other literary works. 

 

授業の内容（Course Contents） 

各回の授業では、初期近代から現代に書かれた 1〜２篇のイギリス詩を取り上げます。受講者は担当の作品についてハンドアウ

トを作成し、その内容について作者の伝記的事実、詩型や修辞法、またその作品が書かれた時代背景といった歴史的コンテクス

トを視野に入れて議論をすることで、文学研究に必要な視座を養います。詳細は初回の授業時に解説します。授業の進め方等

は、初回の授業時により詳しく指示します。 

 

Each class session will focus on one or two British poems from the early modern period to contemporary age. Students will be 

required to make a handout for each poem and discuss its contents in terms of poet’s biographical history, poetic form, 

rhetoric, historical background, and certain contextual information to cultivate the insight necessary for literary research. The 

detailed information of the class will be given on the first day of class. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. イントロダクション、伝統的な英詩の特徴、「美」の描き方（Robert Burns, William Shakespeare) 

2. 時間意識 （Seamus Heaney） 

3. 信仰と堕落（Christina Rossetti） 

4. 世界劇場（William Shakespeare and Edmund Spenser） 

5. 妻の死（John Donne and John Milton） 

6. 恋愛（Elizabeth Browning and Carol Ann Duffy） 

7. 戦争#1（Wilfred Owen & Rupert Brooke） 

8. 戦争#2（W. H. Auden and Philip Larkin） 

9. 図形詩 (George Herbert and Eavan Boland) 

10. 詩的想像力#1（Seamus Heaney） 

11. 詩的想像力#2 (W. B. Yeats) 

12. 愛と死（Mary Wroth and Christina Rossetti） 

13. 王室 (Simon Armitage) 

14. プレゼンテーション、授業のまとめ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

授業前に指定の作品を精読し、問題点について事前に考えておくことを求めます。また、授業後には作品についての受講者のコ

メントを参照しながら作品を再読し、さらに理解を深められるよう努めてください。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

各回のリアクションペーパー(40%)/学期末のプレゼンテーション(20%)/最終レポート(Final Report)(40%) 

2/3 以上出席をしていない場合は成績評価の対象となりません。 

 

テキスト（Textbooks） 

各回プリントを配布します。 

 

参考文献（Readings） 

1. 平井正穂編、1991、『イギリス名詩選』、岩波書店 (ISBN:400322731X) 
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2. 阿部公彦、2007、『英詩のわかり方』、研究社 (ISBN:4327481505) 

3. 加藤光也、2017、『詩についてーーアンドルー・マーヴェルから』、松柏社 (ISBN:4775402420) 

4. John Lennard, editor. 2006. The Poetry Handbook, 2nd ed.. Oxford UP (ISBN:9780199265381) 

5. John Carey. 2020. A Little History of Poetry. Yale UP (ISBN:9780300255034) 

作家・時代・テーマ毎の Cambridge Companions シリーズ。その他の文献についても授業中に適宜指示します。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

・受講者による発表形式。 

・リアクション・ペーパーについては、次回の授業開始時にフィードバックをおこないます。 

・英詩の初学者にもわかりやすく説明をします。 

 

注意事項（Notice） 
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■AM032 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／基礎演習 ２ｂ 

(Preliminary Seminars 2b) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
Adventures of Huckleberry Finnを読む 

担当者名 

（Instructor） 
石原 剛(ISHIHARA TSUYOSHI) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
EAL2313 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

This course aims to provide students with the insights to understand the significance of vernacular, humor, race, and popular 

culture in American novel. Students are also expected to become familiarized in reading American novel written in colloquial 

language.   

 

授業の内容（Course Contents） 

We will read Mark Twain's Adventures of Huckleberry Finn (1885) at a pace of 3-4 chapters each week. Students will be asked 

to give presentation on assigned chapters and provide classmates with the key literary issues found in the novel. We will mainly 

discuss the topics introduced in student presentations with some additional comments and responses from the instructor. All 

the students will be asked to write weekly comments on the assigned chapters. Active participation in class discussion will be 

greatly encouraged. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. Introduction 

2. Adventures of Huckleberry Finn: Notice, Explanatory, Chap1-3 

3. Adventures of Huckleberry Finn: Chap 4-6  

4. Adventures of Huckleberry Finn: Chap 7-9 

5. Adventures of Huckleberry Finn: Chap 10-12 

6. Adventures of Huckleberry Finn: Chap 13-15   

7. Adventures of Huckleberry Finn: Chap 16 

8. Adventures of Huckleberry Finn: Chap 17-19 

9. Adventures of Huckleberry Finn: Chap 20-22 

10.  Adventures of Huckleberry Finn: Chap 23-25 

11. Adventures of Huckleberry Finn: Chap 26-28 

12. Adventures of Huckleberry Finn: Chap 29-31 

13. Adventures of Huckleberry Finn: Chap 32-Ending 

14. Scholarly essays on Huck Finn 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

Reading assignment of 3-4 chapters from the novel. (Weekly) 

Preparation for the presentation about the assigned chapters (1-2 times/semester) 

Term paper on American Literature.  

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

最終レポート(Final Report)(40%)/発表(30%)/ディスカッション(30%) 

 

テキスト（Textbooks） 

1. Mark Twain 著／那須頼雅 編注. 2022. Adventures of Huckleberry Finn. 開文社 (ISBN:978-4-87571-034-9) 

 

参考文献（Readings） 

 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AM033 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／基礎演習 ２ｃ 

(Preliminary Seminars 2c) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
アメリカ女性詩人の作品を読む 

担当者名 

（Instructor） 
金澤 淳子(KANAZAWA JUNKO) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
EAL2313 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

アメリカ詩の精読を通して韻文に慣れ、言語に敏感に反応する感覚を身に着けると共に、歴史的・文化的背景を作品理解および

分析に用いる基礎を学ぶ場とします。 

 

This seminar will provide students with the opportunity to become familiar with rhymes through the close reading of American 

poetry, develop a sensitivity to language, and learn the fundamentals of using historical and cultural context in understanding 

and analyzing works. 

 

授業の内容（Course Contents） 

19 世紀から 21 世紀までのアメリカ女性詩人の作品を一篇ずつ精読していきます。そのうえで、伝統的、類型的な主題展開が、

いかに換骨奪胎されているかに着目しつつ、作品理解を深めます。そのうえで研究論文を検討しながら作品分析の基礎を確認し

ていきます。 

 

We will closely read one poem from works of American women poets from the 19th to 21st centuries, one at a time. We will then 

deepen our understanding of the works, focusing on how they reinterpret and modified traditional and typological thematic 

developments. We will then review research papers to confirm the fundamental way of analyzing the works. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. イントロダクション（授業の進行方法の説明、担当分担） 

2. 作品精読１ 

3. 作品精読２ 

4. 作品精読３ 

5. 作品精読４ 

6. フィードバック１ 

7. 作品精読５ 

8. 作品精読６ 

9. 作品精読７ 

10. 作品精読８ 

11. 作品精読９ 

12. フィードバック２ 

13. 批評方法の検討 

14. レポートの書き方・まとめ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

授業は三段階構成（発表・ディスカション・教師によるまとめ）になっています。 

発表者（毎回 2～3 人）はハンドアウトを準備したうえで発表してもらいます。発表とは別にコメンテーターも各自、分担してもらい

ます。受講生は、毎回予習ペーパーおよびリアクションペーパーを提出してもらいます。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

最終レポート(Final Report)(30%)/発表準備とハンドアウト(30%)/ディスカションでの貢献、予習ペーパー、リアクションペーパー

(40%) 

出席状況の条件を満している場合のみ、上記の評価対象とします（原則として 3 回欠席は不可。20 分以上の遅刻は欠席扱い） 

 

テキスト（Textbooks） 

テキストは最初の授業で配布します。 

 

参考文献（Readings） 

適宜、教場にて紹介します。 
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その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AM034 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／基礎演習 ２ｄ 

(Preliminary Seminars 2d) 

担当者名 

（Instructor） 
山本 裕子(YAMAMOTO YUKO) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
EAL2313 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

この科目は米モダニズム文学の二大巨匠とされるアーネスト・ヘミングウェイとウィリアム・フォークナーの短編小説を扱う。精読と

ディスカッションを通して、文学研究の方法を学ぶことを目標とする。 

 

This course examines major short stories by two literary giants of American modernism, Ernest Hemingway and William 

Faulkner. Through close reading and discussion, students will learn to analyze and interpret prose narratives.  

 

授業の内容（Course Contents） 

各学生は、毎回レジュメの準備と先行文献の調査が求められる。最終レポートの準備も各自授業と並行して進めること。 

 

During the course, students will be required to prepare presentations on selected readings and literature reviews. Students will 

also be asked to write a final formal essay at the end of the course.  

 

授業計画（Course Schedule） 

1. イントロダクション （以下は、予定であり、変更の可能性がある） 

2. ヘミングウェイ １ 

3. ディスカッション 

4. ヘミングウェイ ２ 

5. ディスカッション 

6. ヘミングウェイ ３ 

7. ディスカッション 

8. フォークナー １ 

9. ディスカッション 

10. フォークナー ２ 

11. ディスカッション 

12. フォークナー ３ー１ 

13. フォークナー ３－２ 

14. ディスカッション 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

予習は必須である。加えて、ディスカッションに備えて先行研究の調査を行う。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

最終レポート(Final Report)(40%)/授業への貢献度（発表やコメント）(30%)/提出物（レジュメや先行研究のまとめ）(30%) 

 

テキスト（Textbooks） 

プリント教材を配布する。 

 

参考文献（Readings） 

 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AM035 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／基礎演習 ２ｅ 

(Preliminary Seminars 2e) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
英国・アイルランドの短編小説を読む 

担当者名 

（Instructor） 
石川 太郎(ISHIKAWA TARO) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
EAL2313 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

英国・アイルランドの短編小説を読む事で文学研究の基礎を学ぶ。特に１９世紀末・２０世紀初頭から第２次世界大戦前までを扱

う予定。こうする事で特定の時代、場所（イギリス・アイルランド）の文化を視野に入れながら文学テキストを読み解く練習をする。

具体的には文学と、写真技術や映画等の映像文化と文学テクストとの関係を中心に、文学史では「世紀末」「モダニズム」と形容

される時代を読み解く事が目標。 

 

This course will teach fundamental skills for literary research through reading British and Irish short stories. Texts will deal with 

the late 19th century and early 20th century literary works predating the second world war. By selecting works from a specific 

period and location (UK and Ireland), students will practice intensive reading with cultural and historical understandings of each 

work. Specifically, this course aims to offer insights into the periods, fin de siecle and Modernism through literature, 

photography, film, and other visual media. 

 

授業の内容（Course Contents） 

ディベートを通して毎週１つの作品について、多方面からアプローチする事で観察眼・批評眼を養う事が目標。クラス全体を３～４

人のグループごとに分けて、毎週あらかじめ決めておいた作品を扱う。司会、肯定側、否定側に分かれて１つの作品を議論し合う

事で、なるべく多角的、多面的な読み方を出せるようにしたい。授業の前に各グループは与えられた作品のリサーチが必ず必要

になる。また、個人、グループで意見をまとめておく事が大事。 

 

Students will engage in debate regarding one literary work per week. The aim is to develop students' critical thinking skills 

through multifaceted discussions. Groups will be made of three to four students and each group will be assigned a literary work 

each week. Debate assignments will consist of the chair, affirmative, and negative. Debating differing positions allows students 

to experience a variety of interpretations and reading methods. Groups must conduct research on the assigned literary work 

before each class begins. Summarizing individual and group opinions is also important. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. イントロダクション（グループ分け・授業で扱う作品の発表・ディベートについての説明を行う） 

2. 短編小説の講読１: Oscar Wilde,‘The Happy Prince’ディベート 

3. 短編小説の講読２: Oscar Wilde,‘The Nightingale and The Rose’ディベート 

4. 短編小説の講読３: Sir Arthur Conan Doyle,‘A Case of Identity’from Adventures of Sherlock Holmes ディベート 

5. 短編小説の講読４: Charles Dickens,‘The Signalman’ディベート 

6. 短編小説の講読５: H. G. Wells,‘The New Accelerator’ ディベート 

7. 短編小説の講読６: Joseph Conrad,‘An Outpost of Progress’ディベート 

8. 短編小説の講読７: Rudyard Kipling,‘Mrs Bathurst’ディベート 

9. 短編小説の講読８: Elizabeth Bowen,‘Dead Mabelle’ディベート 

10. 短編小説の講読９: Virginia Woolf,‘The Mark on The Wall’ディベート 

11. 短編小説の講読１０: Virginia Woolf,‘Kew Gardens’ディベート 

12. 短編小説の講読１１: James Joyce,‘The Dead’(1)内容の確認及び映画‘The Dead’鑑賞予定 

13. 短編小説の講読１２: James Joyce,‘The Dead’(2)ディベート 

14. まとめ（これまで授業で扱った内容のまとめとレポートの書き方） 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

英・アイルランド文学の基礎知識はもちろんのこと、授業で取り扱う作家の他の作品もなるべくたくさん読んでおくことが望ましい。

特に、英国とアイルランドの文化の違いについての知識はどれだけあってもありすぎではない。また、学生の様子、取り組み方に

応じて教員側から補助プリントの配布や、あらかじめ読んでおくべき文献の指定が出る場合がある。 
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成績評価方法・基準（Evaluation） 

レポート試験(Report Exam)(70%)/平常点（授業、つまりディベート参加度最重視。また、毎回授業後にコメントカード兼出席表を提

出してもらうが、この内容と高い提出率が重視される。）(30%) 

 

テキスト（Textbooks） 

なし 

 

参考文献（Readings） 

授業計画で指定されている作家と作品は教員があらかじめコピーして学生全員に配布予定。また、あくまで予定なので、作家や

作品は変更になる可能性がある。もしも希望の作家や作品があったらぜひ教員まで申し出て欲しい。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

なるべく雰囲気重視で楽しく学んで議論出来る授業にして行きたいと考えています。一緒に、ゆっくり楽しく頑張りましょう。 

 

注意事項（Notice） 
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■AM036 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／基礎演習 ２ｆ 

(Preliminary Seminars 2f) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
疫病とアメリカ文学 

担当者名 

（Instructor） 
小南 悠(KOMINAMI YU) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
EAL2313 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

文学作品の精読を通して、英文読解力の向上を図るとともに、疫病と人間の関係性を考える。 

 

Through a close reading of literary texts, students in this course will improve their English reading skills and think about the 

relationship between plagues and mankind. 

 

授業の内容（Course Contents） 

人類の歴史は疫病との闘争であった。人類は疫病という目に見えない存在に対していかに反応し、その存在をいかに理解し、制

御しようとしてきたのだろうか。本講では、19 世紀と 20 世紀の代表的な疫病物語の精読を通して、コロナ禍の今、そのような問題

について考えてみたい。同時に、基本的な文学批評の用語、概念、分析方法を学び、文学作品を批評的に読む方法についても

考えてみたい。 

 

Mankind has been engaged in a ceaseless struggle with plagues. How has mankind reacted to invisible plagues and tried to 

comprehend  and control their epidemics? In this course, we will consider such questions through a close reading of several 

plague tales in the 19th and 20th century.  Students in this course will also learn some basic literary critical terms, concepts, 

and analytical methods, to analyze literary texts. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. イントロダクション・発表担当者の決定 

2. Jack London, "The Scarlet Plague" を読む（１） 

3. Jack London, "The Scarlet Plague" を読む（２） 

4. Jack London, "The Scarlet Plague" を読む（３） 

5. Jack London, "The Scarlet Plague" を読む（４） 

6. Jack London, "The Scarlet Plague" を読む（５） 

7. Jack London, "The Scarlet Plague" を読む（６） 

8. Katherine Anne Porter, "Pale Horse, Pale Rider" を読む（１） 

9. Katherine Anne Porter, "Pale Horse, Pale Rider" を読む（２） 

10. Katherine Anne Porter, "Pale Horse, Pale Rider" を読む（３） 

11. Katherine Anne Porter, "Pale Horse, Pale Rider" を読む（４） 

12. Katherine Anne Porter, "Pale Horse, Pale Rider" を読む（５） 

13. Katherine Anne Porter, "Pale Horse, Pale Rider" を読む（６） 

14. 総括・批評検討 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

毎週、事前に作品を精読して授業にのぞむこと。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

最終レポート(Final Report)(40%)/発表時の準備状況(30%)/質疑・討論による授業貢献度(30%) 

 

テキスト（Textbooks） 

授業内で読む作品はプリントで配布する。 

 

参考文献（Readings） 

参考文献は必要に応じて授業中に紹介する。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 
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注意事項（Notice） 
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■AM037 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／基礎演習 ２ｇ 

(Preliminary Seminars 2g) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
モダニズムの「新しい伝記」を読む 

担当者名 

（Instructor） 
鈴木 孫和(SUZUKI TADAKAZU) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
EAL2313 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

イギリス文学の重要なジャンルの 1 つである伝記を題材に取り、カリキュラム・マップが目標に定める「文学研究の基礎となる専

門用語と分析方法」の修得を目指します。各作品を歴史的・文化的背景に位置付けつつ、特定のテーマに沿ってテクストを分析

し、首尾一貫した議論にまとめるすべを学び、最終的にはレポート作成を実践します。 

 

As outlined in the curriculum map, this seminar is intended to familiarize students with the basic terms and methods of literary 

analysis. It takes up biography, an important facet of English literature. Students will learn how to locate a given text in its 

historical and cultural context and practice in producing a coherent argument that examines a literary text from a specific 

thematic perspective by composing a term paper. 

 

授業の内容（Course Contents） 

20 世紀初頭、実験的な小説や詩が数多く出版される傍らで、伝記文学にも転機が訪れていました。本授業では、「ヴィクトリア朝

的」因習からの決別を宣言した「新しい伝記」の一例と、この新機軸のパロディとも捉えられる「メタ伝記」を一篇ずつ取り上げ、教

室全体でこれらを丹念に分析していきます。 

 

Early twentieth century was not just the age of experimental novels and poems. Behind the scene, a change also came over the 

genre of biography. This seminar will focus on an example of the so-called 'new biography' and a 'metabiography', which in a way 

parodies the new mode of life writing. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. イントロダクション 

2. Lytton Strachey, 'Florence Nightingale' (1) + 'Preface' to Eminent Victorians 

3. Lytton Strachey, 'Florence Nightingale' (2) 

4. Lytton Strachey, 'Florence Nightingale' (3) 

5. Lytton Strachey, 'Florence Nightingale' (4) 

6. Virginia Woolf, Flush: A Biography (1) 

7. Virginia Woolf, Flush: A Biography (2) 

8. Virginia Woolf, Flush: A Biography (3) 

9. Virginia Woolf, Flush: A Biography (4) 

10. Virginia Woolf, Flush: A Biography (5) 

11. Virginia Woolf, Flush: A Biography (6) 

12. Virginia Woolf, Flush: A Biography (7) 

13. 【ワークショップ】論文・レポートの書き方 

14. 最終レポート提出、まとめ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

受講者は全員授業前にテクストの該当部分を精読し、わからない箇所（語彙・構文などの英語に関する問題から、話の流れや特

定の事物への言及などの内容にかかわる疑問に至るまで、どのようなものでも）は授業中に解決できるようにメモしてきてくださ

い。また、重要だと思った部分についても、授業中にクラス全体と共有できるように記録してきてください。 

発表担当時には、事前に指示された通りに個人、ないしグループで準備を進め、授業前にハンドアウトを提出してもらいます。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

最終レポート(Final Report)(40%)/発表(30%)/授業貢献(30%) 

 

テキスト（Textbooks） 

1. Virginia Woolf. 2009. Flush. Oxford University Press (ISBN:9780199539291) 

指定教科書以外の資料はプリントを配布します。 
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参考文献（Readings） 

 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AM041 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／英語基礎演習 １ａ 

(Preliminary English Seminars 1a) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
Literature of the American Dream (1) 

担当者名 

（Instructor） 
シミエスキ(ZMIJEWSKI DAVID J.) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
EAL2411 

言語 

（Language） 

英語 

(English) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

To assist the students in their ability to read, discuss, and analyze major themes in American literature. 

 

授業の内容（Course Contents） 

The American Dream is a recurring theme in the nation’s literature. Using examples from literature and their film adaptations, 

this course will introduce students to the concept of the American Dream and show how this theme evolved as the nation 

developed. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. Introduction to the American Dream 

2. Horatio Alger: Ragged Dick 

3. Horatio Alger: Ragged Dick 

4. Immigrants and the American Dream: Willa Cather's, My Antonia 

5. Immigrants and the American Dream: Willa Cather's, My Antonia 

6. Theodore Dreiser: Sister Carrie 

7. Theodore Dreiser: Sister Carrie 

8. Theodore Dreiser: Sister Carrie (First Response Paper due) 

Presentations 

9. F. Scott Fitzgerald: The Great Gatsby 

The Roaring Twenties and the New Woman 

10. F. Scott Fitzgerald: The Great Gatsby 

11. F. Scott Fitzgerald: The Great Gatsby (Second Response Paper due) 

Presentations 

12. The American Dream Denied: Richard Wright's Native Son 

13. The American Dream Denied: Richard Wright's Native Son 

14. Final Oral Presentation and Written Project 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

Students are expected to complete the reading and homework assignments before class. Response papers must be typed and 

submitted on time as they are essential to participate in class discussions. Every student will be required to prepare a 

presentation to be presented in class. 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

Participation in Class Discussions(15%)/Homework(10%)/Response Papers(30%)/In- Class Presentation(10%)/Final Written 

Project(35%) 

Students who miss four classes will not receive credit for this course. 

 

テキスト（Textbooks） 

No textbook is required. Handouts will be provided.  

 

参考文献（Readings） 

 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 



 - 911 - 

■AM042 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／英語基礎演習 １ｂ 

(Preliminary English Seminars 1b) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
An Introduction to American Gothic Literature 

担当者名 

（Instructor） 
ランダオ，Ｓ．(LANDAU SAMANTHA HOPE) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
EAL2411 

言語 

（Language） 

英語 

(English) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

This course will have two goals: 1) for students to improve their English and learn about interpreting and analyzing literature, 

and 2) to learn about the Gothic genre and its importance to the American literary canon. 

 

授業の内容（Course Contents） 

This course will focus on Gothic literature in America from the 19th century to the present. After learning about the basic 

elements of the Gothic as a literary genre, students will have the chance to examine different sub-genres. They will also try to 

make connections between the Gothic and other literary genres, such as fantasy, realism, science fiction, and romanticism. 

Emphasis will be placed on understanding and explaining why Gothic is considered to be "scary." To that end, we will frequently 

discuss the use of (or lack of) supernatural and psychological elements in the stories. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. Course introduction; lecture on defining the Gothic genre  

2. Lecture and discussion about early American Gothic  (Movie: "The Legend of Sleepy Hollow")  

3. Early New England Gothic Part 1 ("Young Goodman Brown" by Nathaniel Hawthorne)  

4. Early New England Gothic Part 2 ("Young Goodman Brown" by Nathaniel Hawthorne)  

5. Southern Gothic Part 1 ("The Tell-Tale Heart" by Edgar Allan Poe)  

6. Southern Gothic Part 2 ("Uncle Monday" by Zora Neale Hurston)  

7. Midterm Review 

8. The Gothic and Orientalism ("Lost in a Pyramid, or The Mummy's Curse" by Louisa May Alcott) 

9. Turn-of-the-century Gothic Part 1 ("The Yellow Wallpaper" by Charlotte Perkins Gilman) 

10. Turn-of-the-century Gothic Part 2 ("The Yellow Wallpaper" by Charlotte Perkins Gilman) 

11. Supernatural/Ghostly Gothic ("The Lost Ghost" by Mary Wilkins Freeman)  

12. Science Fiction Gothic ("The Fog Horn" by Ray Bradbury) 

13. Domestic & Psychological Gothic ("The Possibility of Evil" by Shirley Jackson) 

14. Final review and discussion 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

Students are required to complete all readings and homework outside of class. Incomplete homework and failure to prepare for 

class discussions will result in a lower grade. Students must complete their final reports by the deadline in order to pass the 

course. 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

最終レポート(Final Report)(40%)/Midterm report(40%)/Active class participation(20%) 

 

テキスト（Textbooks） 

Materials will be provided by the instructor. 

 

参考文献（Readings） 

 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AM043 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／英語基礎演習 １ｃ 

(Preliminary English Seminars 1c) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
Pacific Island Mythology (1) - Pacific Island Legends and Tales 

担当者名 

（Instructor） 
イエイツ，Ｍ．(YATES MICHAEL D. H.) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
EAL2411 

言語 

（Language） 

英語 

(English) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

Through the practice of sharing and discussing a wide variety of legends and tales from Micronesia, Melanesia, Polynesia, and 

Australia, this course will introduce some aspects of the many cultures, beliefs, and narrative traditions of Pacific Oceania. 

 

授業の内容（Course Contents） 

This course will involve oral storytelling practice, critical analysis of regional history, geography, and politics, and the debate of 

topics related to the study and understanding of the many island traditions of Pacific Oceania. Following a series of weekly 

discussions concerning the cultures, histories, and local practices of Oceania, students will be required to compose and present 

an original work of research related to one of the Pacific island legends discussed during the course. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. Week One: Introduction to Pacific Island Legends and Tales 

2. Week Two: Micronesia 

The Mariana Islands and Palau 

3. Week Three: Micronesia 

Marshall Islands, Caroline Islands, Yap, and Chuuk 

4. Week Four: Micronesia 

Pohnpei, Kosrae, and Kiribati 

5. Week Five: Melanesia 

Papua New Guinea and Solomon Islands 

6. Week Six: Melanesia 

Vanuatu, New Caledonia, and Fiji 

7. Week Seven: Polynesia 

Samoa and Tokelau 

8. Week Eight: Polynesia 

Cook Islands, Tonga, and Pitcairn Island 

9. Week Nine: Polynesia 

French Polynesia 

10. Week Ten: Polynesia 

Easter Island, Hawaii, New Zealand 

11. Week Eleven: Australia 

12. Final Presentation : Preparation Session 

13. Final Presentation : Week One 

14. Final Presentation : Week Two 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

Homework will include weekly readings, weekly writing assignments, and the composition of a brief academic essay (800 words). 

Also, some time and effort will be required to prepare for the final oral presentation. 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

最終レポート(Final Report)(30%)/Weekly Assignments(30%)/Research(10%)/Final Oral Presentation(30%) 

 

テキスト（Textbooks） 

1. Flood, Strong, and Flood (eds.). 1999. Pacific Island Legends: Tales from Micronesia, Melanesia, Polynesia, and Australia . 
Bess Press (ISBN:9781573060783) 

Textbook purchase is NOT REQUIRED. 

Scanned copies of the textbook (PDF) will be provided at the beginning of the course.  
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参考文献（Readings） 

 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

Please make sure to provide the professor with your Rikkyo email address during the FIRST WEEK of the course so that a PDF 

copy of the textbook can be sent you as an attachment. 

 

注意事項（Notice） 
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■AM044 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／英語基礎演習 １ｄ 

(Preliminary English Seminars 1d) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 

Two stories with unexpected endings: The Heiress and "William and Mary" 

 

担当者名 

（Instructor） 
陳 淑宜(CHEN SHUI) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
EAL2411 

言語 

（Language） 

英語 

(English) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

The purpose is to facilitate English learning --listening, reading, speaking, writing -- through various class activities. Background 

knowledge about each story is incorporated into the course to enrich the learning experience. 

 

授業の内容（Course Contents） 

The Heiress is a woman's coming-of-age story set in the nineteenth century American high society.  In this era, a woman 

played only the traditional role of a wife and mother, and was expected to conform to the social norms of domesticity and 

respectability. However, the young female protagonist was socially clumsy and shy, even though skillful interaction with people 

around her was necessary for her to socialize and appeal to a love interest.  As regards "William and Mary", its author Roald 

Dahl merged science-fiction ideas with realism in the rendition of a married couple's troubled relationship.  Students are 

required to write short comments and submit an end-of-the-term essay of approximately 350 words in English. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. Introduction: the background of the two stories 

2. The Slopers: The Heiress from page 5 to page 12 

3. The Slopers: 13-20 

4. The Slopers: 20-27 

5. Morris Townsend: 28-35 

6. Morris Townsend: 35-43 

7. Setback of the marriage proposal: 44-53 

8. Morris's plan of elopement: 54-63 

9. Morris's cruelty: 63-70 

10. Catherine's change: 71-79 

11. The rejection of Morris: 79-87 

12. "William and Mary": the first three pages 

13. William's letter of farewell and its implications  

14. Mary's change and choice 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

It is necessary to browse through the assigned reading before each class. 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

最終レポート(Final Report)(40%)/participation and attendance(30%)/written comments(30%) 

 

テキスト（Textbooks） 

なし 

 

参考文献（Readings） 

 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AM045 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／英語基礎演習 １ｅ 

(Preliminary English Seminars 1e) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
Satire in British Literature. Part 1 

担当者名 

（Instructor） 
ファージュ(FAGES LAURENT LARRY) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
EAL2411 

言語 

（Language） 

英語 

(English) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

To assist the students in their ability to read, discuss, present and critically analyze major themes through satire. 

 

授業の内容（Course Contents） 

Using examples of literature, cinema and TV series, this course will introduce students to the concept of satire in British culture 

and show how it is used to talk about main societal and political themes. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. Course guidance. In this class the teacher gives an overview of the course, class content, assignments, presentation. 

2. Introduction to satire in British literature (1). 

3. Introduction to satire in British culture (2). Literature Circles. 

4. David Lodge: Deaf Sentence (1) 

5. David Lodge: Deaf Sentence (2). Literature Circles 

6. Ricky Gervais: The Office (1) 

7. Ricky Gervais: The Office (2) 

8. In Class midterm assignment preparation.  

9. Midterm presentation day. The students give their midterm presentation. 

10. George Orwell: 1984 (1) 

11. George Orwell: 1984 (2). Literature Circles 

12. The Monty Python Flying Circus (1) 

13. The Monty Python Flying Circus (2). Literature Circle 

14. Final test: Students take a written test on the content of the course in class. 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

It is expected that students spend at least 45-60 minutes weekly reviewing and preparing for the classes. Students are 

expected to complete all weekly assignments before class as they are essential to participate in discussions. 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

Class participation(40%)/Homework(20%)/最終テスト(Final Test)(20%)/最終レポート(Final Report)(20%) 

 

テキスト（Textbooks） 

No textbook is required. Handouts will be provided. 

 

参考文献（Readings） 

 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

This class is a blend of lecture, presence of discussion and group work format. 

Both blackboard and screen will be used in the class. 

Students will have to use powerpoint for their midterm presentation and use a USB stick 

 

注意事項（Notice） 
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■AM046 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／英語基礎演習 １ｆ 

(Preliminary English Seminars 1f) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
New Worlds from Old 

担当者名 

（Instructor） 
チルトン，Ｍ．(CHILTON,MYLES K.) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
EAL2411 

言語 

（Language） 

英語 

(English) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

The overall aim of this class is to give students the opportunity to expand their English proficiency through reading, discussing 

and analyzing literature. 

 

授業の内容（Course Contents） 

One of the most common themes of modern literature is the discovery of a new world. These new worlds can be actual new 

worlds – new countries, cities, cultures, etc. Mostly, however, these new worlds are discovered inside – in the heart, or the 

mind. They are usually found or produced out of conflict. Something changes due to emotional, social, or political pressures. 

Sometimes relationships fall apart, or new relationships are made, or an existing relationship is altered and people see each 

other in a different way. The size of the new world can be huge, or tiny. It can be familiar to us, but new to the reader. Whatever 

the case, the emergence of a new world is one of the reasons we read literature.   

This class focuses on discussing literature. It is designed for students who are interested in 1) studying Anglophone literature 

as a means to develop overall English skills, and 2) the ability to appreciate and analyze Anglophone literature using only English. 

The class therefore serves as a kind of transition between language and literary study. Moreover, we will not treat stories as 

repositories of content that have to be ‘learned’ and ‘studied’ then regurgitated on a final exam. Instead, in each class students 

will discuss and make short presentations about the content of the stories we have read. This focus on discussion will not only 

help students enjoy and appreciate literature more, it will also strengthen their overall ability to discuss any topic in English. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. Introduction; explain syllabus, objectives for the semester 

Pre-reading tasks. 

Homework: Read “The Americanization of Shadrach Cohen”, by Bruno Lessing. 

2. Discussing “The Americanization of Shadrach Cohen” 

Group discussions: Focus on summarizing the story and analyzing main characters. 

Homework: Write a 1-page character sketch of Abel, Gottlieb or Shadrach. 

3. Discussing “The Americanization of Shadrach Cohen” 

Group discussions: Focus on Americanization in the story. 

Homework: Group creative task: Write “The Japanization of Shadrach Cohen.” Complete the story for presentation in the 

next class. 

4. Discussing “The Americanization of Shadrach Cohen” 

Presentations of each group’s “The Japanization of Shadrach Cohen.”  

Homework: Read “The Egg,” by Sherwood Anderson. 

5. Discussing “The Egg” 

Group discussions: Focus on summarizing the story and analyzing main characters. 

Homework: Write a 1-page character sketch of the father. 

6. Discussing “The Egg” 

Group discussions: Focus on the meaning of eggs in the story. 

Homework: Write a 1-page response to the discussions. 

7. Discussing “The Egg” 

Group presentations: How does Americanization apply to this story? 

Homework: Read “Babylon Revisited”, by F. Scott Fitzgerald. 

8. Discussing “Babylon Revisited” 

Group discussions: Focus on summarizing the story and analyzing main characters.   

Homework: Write a 1-page character sketch of the either Charlie or Marion. 
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9. Discussing “Babylon Revisited” 

Debate: Has Charlie changed? 

Homework: Based on what you have heard in the debate, write a 1-2 page essay discussing whether you would have made 

the same decision Marion makes at the end of the story. 

10. Discussing “Babylon Revisited” 

Discuss what ‘new worlds’ are being discovered and explored in the story. 

Homework: Read “The Plane Reservation”, by Massud Farzan. 

11. Discussing “The Plane Reservation” 

Group discussions: Focus on summarizing the story and analyzing main characters. 

Homework: Write a 1-page character sketch of the either Morad, mother, or father. 

12. Discussing “The Plane Reservation” 

Group discussions: What is the most significant change in the story? 

Homework: Write a new version of the story from another character’s point of view. 

13. Discussing “The Plane Reservation” 

Presentations of each group’s new version of the story. 

Homework: Write a 3-page essay for presentation and submission based on one of the writing assignments or class 

presentations done during the semester. 

14. Final presentations and final essay due. 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

Students are required to do the readings and complete the homework assignments in order to prepare for class. 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

Participation in class discussions and presentations(40%)/homework assignments(30%)/final essay(30%) 

 

テキスト（Textbooks） 

Materials will be supplied by the instructor. 

 

参考文献（Readings） 

 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

Significant participation is essential to the success of this class. Full and active participation means reading the assigned text 

and completing the assignments. Preparation and participation will also contribute to the development of your reading and 

writing skills. 

 

注意事項（Notice） 
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■AM047 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／英語基礎演習 １ｇ 

(Preliminary English Seminars 1g) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
Postwar Britain  

担当者名 

（Instructor） 
ハディンハム(HADINGHAM OLIVER E.) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
EAL2411 

言語 

（Language） 

英語 

(English) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

Philip Larkin (1922-1985) is considered among the leading poets of the twentieth century. His poems  continue to be highly 

regarded by the literary world and the general reader. Larkin thought his poetry appealed to people as it illuminated common 

experience and feeling. This course focuses on how Larkin's poems convey the experience of living in modern Britain. Students 

will learn about many cultural themes and trends that are still relevant to today's world.  

 

授業の内容（Course Contents） 

Each week students will read and analyse a poem. Through this, students will better understand how Larkin captured common 

experiences and emotions. This offers students an opportunity to learn about the society and culture of postwar Britain. 

Students are encouraged to reflect on their own experiences and feelings, and to appreciate the tone and texture of modern 

life.  

 

授業計画（Course Schedule） 

1. Course overview 

2. Post-war Britain - society & culture 

3. Poem 1 

4. Poem 2 

5. Assignment 1 

6. Assignment 1 

7. Poem 3  

8. Poem 4  

9. Poem 5 

10. Poem 6 

11. Report - planning 

12. Report - writing 

13. Final Essay 

14. Final Essay 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

Students are expected to read the poem outside of class to prepare for each lesson. Students are also expected to take notes 

about the poem so they can take an active role in discussing the poem in class. Approximately two hours of study a week will 

be necessary for this course. Extra reading may be required to prepare for exams and final papers. 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

最終レポート(Final Report)(30%)/Assignment 1(30%)/Attendance & Participation(20%)/Online Forum(20%) 

 

テキスト（Textbooks） 

なし 

 

参考文献（Readings） 

Materials from Blackboard/Canvas 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AM051 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／英語基礎演習 ２ａ 

(Preliminary English Seminars 2a) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
Literature of the American Dream (2) 

担当者名 

（Instructor） 
シミエスキ(ZMIJEWSKI DAVID J.) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
EAL2411 

言語 

（Language） 

英語 

(English) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

To assist the students improve their abilities in reading, analyzing, and discussing major themes in American literature. 

 

授業の内容（Course Contents） 

In the second semester of our studies on Literature of the American Dream, we will focus on John Steinbeck's novella Of Mice 
and Men (1937). The course will begin with a review of the events leading up to the Great Depression of 1929 in an attempt to 

establish how this catastrophic event nearly destroyed the reality of the American Dream, even though it could not do so in the 

hearts and minds of the American people. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. Introduction to the Great Depression and Its Impact on the American Dream, and an Introduction into the Life of John 

Steinbeck 

2. Of Mice and Men Reading and Discussion 

3. Of Mice and Men Reading and Discussion (Group Presentation 1) 

4. Of Mice and Men Reading and Discussion (Group Presentation 2) 

5. Of Mice and Men Reading and Discussion (Group Presentation 3) 

6. Of Mice and Men Reading and Discussion (Group Presentation 4) 

7. Of Mice and Men Reading and Discussion (Group Presentation 5) 

8. Of Mice and Men Reading and Discussion (Group Presentation 6) 

9. Of Mice and Men Reading and Discussion (Group Presentation 7) 

10. Of Mice and Men Reading and Discussion (Group Presentation 8) 

11. Of Mice and Men Film Version 

12. Of Mice and Men Oral Presentations and Submission of Response Papers 

13. Of Mice and Men Final Discussion and Class Summation 

14. Final Writing Project 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

Students will be assigned 12 to 15 pages of reading homework every week. All assignments must be submitted on time. 

Students are required to make a group presentation on the readings for the date they are assigned. Unannounced quizzes will 

be given to monitor student progress with the weekly reading. Students will write one response paper and make a short 

presentation on the paper in class. 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

Participation in Class Discussions(15%)/One Response Paper and Presentation(20%)/Group 

Presentation(20%)/Quizzes(10%)/Final Writing Project(35%) 

 

テキスト（Textbooks） 

1. John Steinbeck. 2014. Of Mice and Men. Penguin Classics (10: 0141396032) 

 

参考文献（Readings） 

 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AM052 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／英語基礎演習 ２ｂ 

(Preliminary English Seminars 2b) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
Comparing Modernism and Post-Modernism in English and American Literatures 

担当者名 

（Instructor） 
ランダオ，Ｓ．(LANDAU SAMANTHA HOPE) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
EAL2411 

言語 

（Language） 

英語 

(English) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

This course will have two goals: 1) to introduce students to the study of comparative literature and 2) to read various literary 

works written in English and compare them. 

 

授業の内容（Course Contents） 

In this class, students will develop their understanding of comparing texts and of comparative literature. Discussion topics will 

include, but will not be limited to, gender issues, class conflict, and racial/ethnic conflict. Students will read texts from American 

literature, and British literature, focusing on the genres of Modernism and Post-Modernism. Students will be asked to draw 

comparisons between specific stories as well as the characters and the situations in the stories. They may also make 

comparisons between the authors that wrote the stories. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. Course introduction; lecture on methods of comparing literature 

2. "Hills Like White Elephants" (Ernest Hemingway) 

3. "The Chrysanthemums" (John Steinbeck) Part 1  

4. "The Chrysanthemums" (John Steinbeck) Part 2  

5. "What a Thought" (Shirley Jackson)   

6. "Lamb to the Slaughter" (Roald Dahl)   

7. Midterm Review 

8. "Black Death" (Zora Neale Hurston)  

9. "A Warrior's Daughter" (Zitkala-Sa) 

10. "Seventeen Syllables" (Hisaye Yamamoto) 

11. "Autumn Song" and "Funeral Blues" (W. H. Auden) 

12. "Grandmother" (Paula Gunn Allen)  

13. "blessing the boats" (Lucille Clifton) 

14. Final review and discussion  

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

Students are required to complete all readings and homework outside of class. Incomplete homework and failure to prepare for 

class discussions will result in a lower grade. Students must complete their final reports by the deadline in order to pass the 

course. 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

最終レポート(Final Report)(40%)/Midterm Report(40%)/Active class participation(20%) 

 

テキスト（Textbooks） 

なし 

 

参考文献（Readings） 

Materials will be provided by the instructor. 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AM053 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／英語基礎演習 ２ｃ 

(Preliminary English Seminars 2c) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
Pacific Island Mythology (2) – Hawaiian Island Legends 

担当者名 

（Instructor） 
イエイツ，Ｍ．(YATES MICHAEL D. H.) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
EAL2411 

言語 

（Language） 

英語 

(English) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

Through the practice of sharing and discussing a wide variety of legends and tales from the Hawaiian archipelago, this course 

will introduce some aspects of the many beliefs and narrative traditions of the Hawaiian Islands. 

 

授業の内容（Course Contents） 

This course will involve oral storytelling practice, critical analysis of regional history, geography, and politics, and the debate of 

topics related to the study and understanding of the many island traditions of Hawaii. Following a series of weekly discussions 

concerning the history and local practices of Hawaii, students will be required to compose and present an original work of 

research related to one of the Hawaiian legends discussed during the course. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. Week One: Introduction to Hawaiian Island Legends  

2. Week Two: Pele 

“How Hawaii Was Made Safe” ~ “Holua Sledding” 

3. Week Three: Pele 

“The Puna Chief Who Boasted” ~ “The Pounded Water of Kekela” 

4. Week Four: Pikoi 

“Rat Shooting” ~ “Pikoi Sees Hawaii” 

5. Week Five: Other Legends 

“Woman-of-the-Fire” ~ “The Rescue of Hina” 

6. Week Six: Other Legends 

“How Umi Became Chief” ~ “The Wonderful Banana Skin” 

7. Week Seven: Other Legends 

“The Boy Who Came to His Father” ~ “The Dream Girl” 

8. Week Eight: Other Legends 

“The Hidden Island” ~ “The Gift of Ku” 

9. Week Nine: Other Legends 

“The God of Love” ~ “Punia and the Sharks” 

10. Week Ten: Other Legends 

“The Kihapu” ~ "The Land beneath the Sea” 

11. Week Eleven: Other Legends 

“The Winning of Makole’a” ~ “The Chiefs” 

12. Final Presentations: Preparation Session 

13. Final Presentations: Week One 

14. Final Presentations: Week Two 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

Homework will include weekly readings, weekly writing assignments, and the composition of a brief academic essay (800 words). 

Also, some time and effort will be required to prepare for the final oral presentation. 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

最終レポート(Final Report)(30%)/Weekly Assignments(30%)/Research(10%)/Final Presentation(30%) 

 

テキスト（Textbooks） 

1. Pukui, Mary Kawena (ed.). 1983.  Hawai'i Island Legends. Kamehameha Schools (ISBN:9780873362436) 
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Textbook purchase is NOT REQUIRED. 
Scanned copies of the textbook (PDF) will be provided at the beginning of the course. 
 

参考文献（Readings） 

 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

Please make sure to provide the professor with your Rikkyo email address during the FIRST WEEK of the course so that a PDF 

copy of the textbook can be sent you as an attachment. 

 

注意事項（Notice） 
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■AM054 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／英語基礎演習 ２ｄ 

(Preliminary English Seminars 2d) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
Two stories set in the 1930s: The Children's Hour and "The Basement Room" 

担当者名 

（Instructor） 
陳 淑宜(CHEN SHUI) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
EAL2411 

言語 

（Language） 

英語 

(English) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

The purpose is to facilitate language learning -- listening, reading, speaking, writing -- through various class activities.  

Background knowledge about each story will also be incorporated into the course to enrich the learning experience.  

 

授業の内容（Course Contents） 

The Children's Hour is about two female educators' resistance to gender stereotype and prejudice of their society.  Class 

discussion will focus on the convention of femininity and society's fear of transgression and homosexuality.  In the short story 

"The Basement Room", the seven-year-old protagonist was innocent and naive, and his limited understanding of the people 

close to him made him unable to feel fulfilled in his interaction with the adult world.  Students are required to write short 

comments and submit an end-of-the term essay of approximately 350 words in English. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. Introduction: the beginning of The Children's Hour 
2. Mary Tilford and Mrs. Mortar 

3. Karen and Martha as educators 

4. Dr. Cardin's support 

5. Mary's lie to Mrs. Tilford 

6. The alleged intimacy 

7. The consequence 

8. The bond between Karen and Martha 

9. Cardin's fear 

10. Martha and Karen's choices 

11. "The Basement Room": Mr. and Mrs. Baines's troubled relationship 

12. Mr. Baines's lie about his secret love affair 

13. The narrator's sympathy with Mr. Baines 

14. The revelation of Mr. Baines's secret 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

It is necessary to browse through the assigned reading before each class. 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

最終レポート(Final Report)(40%)/participation and attendance(30%)/written comments(30%) 

 

テキスト（Textbooks） 

なし 

 

参考文献（Readings） 

 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AM055 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／英語基礎演習 ２ｅ 

(Preliminary English Seminars 2e) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
Introduction to satire in British society. Part 2 

担当者名 

（Instructor） 
ファージュ(FAGES LAURENT LARRY) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
EAL2411 

言語 

（Language） 

英語 

(English) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

To assist the students in their ability to read, discuss, present and critically analyze major themes through satire. 

 

授業の内容（Course Contents） 

Using a blend of literature and their film adaptations, TV series, this course introduces the students to an understanding of 

satire in British culture and society. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. Course guidance 

2. Further exploration of satire in British culture (1) 

3. Further exploration of satire in British culture ( 2 ). Literature Circles 

4. David Lodge: Changing Places (1).  

5. David Lodge: Changing Places (2). Literature Circles 

6. Rowan Atkinson (1): Not the 9 o'clock News 

7. Rowan Atkinson (2): Black Addar 
8. In-class midterm assignment preparation 

9. Midterm presentation: The students give a group presentation. 

10. Tom Wolfe: I am Charlotte Simmons (1).  

11. Tom Wolfe: I am Charlotte Simmons (2). Literature Circles 

12. In-class preparation for final assignment 

13. Final assignment. The students take a final written assignment on the content of the course in class. 

14. Review-Feedback-Reflection on the course 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

It is expected that students spend 45-60 minutes weekly to review and prepare for their classes. 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

reviewing and preparing(20%)/homework(20%)/class participation(40%)/最終テスト(Final Test)(20%) 

 

テキスト（Textbooks） 

No textbook is required. Handouts will be provided. 

 

参考文献（Readings） 

 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

This class is a blend of lecture, presence of discussion and group work format. 

Both blackboard and screen will be used in the class. 

Students will have to use powerpoint for their midterm presentation and use a USB stick 

 

注意事項（Notice） 
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■AM056 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／英語基礎演習 ２ｆ 

(Preliminary English Seminars 2f) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
An Introduction to American Poetry 

担当者名 

（Instructor） 
ゼルズカンス，Ｒ．(DZELZKALNS RYAN) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
EAL2411 

言語 

（Language） 

英語 

(English) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

This course has 2 primary goals for students: 1) to improve their English through discussing and writing about poetry; and 2) to 

become more familiar with defining movements of American poetry and their associated characteristics. 

 

授業の内容（Course Contents） 

This course will focus on American poetry with Emily Dickinson and Walt Whitman as a starting point. After learning about major 

movements in American poetry and the characteristics that make it stand out from other English-language traditions, students 

will have the opportunity to trace the influence of these American aesthetics in contemporary work. Emphasis will be placed on 

developing interpretations based on textual evidence and building a fluency in writing and talking about poetry.  

 

授業計画（Course Schedule） 

1. Course introduction: What is poetry? 

2. An Origin: Dickinson & Whitman 

3. The Harlem Renaissance 

4. Early Modernism (Imagism) 

5. Later Modernism 

6. Confessionalism 

7. MIDTERM REVIEW 

8. San Francisco Renaissance 

9. The Beat Movement 

10. The New York School 

11. Performance Poetry 

12. Contemporary Poetry 

13. Contemporary Poetry, cont'd 

14. FINAL REVIEW & DISCUSSION 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

Students are required to complete all readings and homework outside of class. Incomplete homework, late submission of 

homework, and failure to participate in class discussions will result in a lower grade. Students must complete their final reports 

by the deadline in order to pass the course. 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

最終レポート(Final Report)(30%)/Midterm Report(30%)/Class participation(40%) 

 

テキスト（Textbooks） 

All readings will be provided by the instructor as hyperlinks or pdfs. 

 

 

参考文献（Readings） 

 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AM057 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／英語基礎演習 ２ｇ 

(Preliminary English Seminars 2g) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
Global Culture 

担当者名 

（Instructor） 
ハディンハム(HADINGHAM OLIVER E.) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
EAL2411 

言語 

（Language） 

英語 

(English) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

The main objectives of this course are to better students’ knowledge of issues in contemporary global culture, to further 

improve the communicative skills of the class members; and to provide students with opportunities to conduct independent 

research and deliver presentations in English. 

 

授業の内容（Course Contents） 

The instructor will choose specific topics and students will be expected to do readings and complete other thematic 

assignments. Students will be expected to engage in group discussions and come to class prepared. 

 

All students will deliver two 6-8 min presentations on specific global issues and submit 1 essay.  

 

授業計画（Course Schedule） 

1. Introduction of the course: expectations /  Online Communities 

2. Surveillance Society 

3. Global Business Culture 

4. Global Culture 1 

5. Global Culture 1 

6. Presentation (1a) 

7. Presentation (1b) 

8. Artificial Intelligence 

9. Money 

10. Marriage 

11. Global Culture 2 

12. Global Culture 2 

13. Presentations (2a)  

14. Presentations (2b) 

Feedback on Presentation II 

Course wrap up 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

Readings will be assigned for every class. Students will be expected to prepare for discussions at home. Students will also 

deliver two presentations, take part in group projects and discussions.  

 

Average preparation time for each class: 2 hours. 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

Presentation 1(30%)/Online Workbook(20%)/Online Forums(20%)/Presentation 2(30%) 

 

テキスト（Textbooks） 

1. Beglar & Murray. Contemporary Topics 3. Pearson (ISBN:9780134400792) 

Additional materials will be provided by the instructor. Students are responsible for bringing all required material to class.  

 

参考文献（Readings） 

 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 
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注意事項（Notice） 
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■AM061 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／入門演習 Ｂ２ａ 

(Introductory Seminars B2a) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
20 世紀初頭の英語短篇を読む 

担当者名 

（Instructor） 
鈴木 孫和(SUZUKI TADAKAZU) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
EAL1313 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

英語で書かれた短篇の精読を通して、カリキュラム・マップに示されている「今後の学習・研究の基礎となる読解力」の獲得を目指

します。特にイギリス小説の訳読を通したより広い語彙形成、英文構造の理解の徹底に力を入れます。 

 

As outlined in the curriculum map, this seminar aims at cultivating students' reading comprehension skills in order to form a 

solid basis for their future studies. In particular, it focuses on expanding students' vocabulary and polishing their understanding 

of the grammatical structure of the English texts. 

 

授業の内容（Course Contents） 

20 世紀初頭の代表的な作家のうちに数えられる E・M・フォースター、ジェイムズ・ジョイス、キャサリン・マンスフィールドの手にな

る短編小説を輪読します。丁寧に日本語に直しながら作品を精読することで、英語のテクストを正確に理解しつつ、細かな表現技

法を拾い上げ、吟味します。 

本授業ではあらかじめ発表者を決めることをせず、全員参加方式で進めます。学期中に 2 回、それまで学び議論した内容を確認

する小テストを行います。また、最終授業時には、授業で取り上げなかった英文を用いて、読解力を測る筆記テストを行います。 

 

This seminar will look at short stories written by three major early twentieth-century authors, E. M. Forster, James Joyce, and 

Katherine Mansfield. Through closely examining and translating each text, students will learn to understand English texts 

accurately. The process will also direct their attention to the literary and rhetorical devices used in the stories. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. イントロダクション 

2. E. M. Forster, 'The Road from Colonus' (1) 

3. E. M. Forster, 'The Road from Colonus' (2) 

4. E. M. Forster, 'The Road from Colonus' (3) 

5. E. M. Forster, 'The Road from Colonus' (4) 

6. James Joyce, 'Araby' (1) + 小テスト 

7. James Joyce, 'Araby' (2) 

8. James Joyce, 'Araby' (3) 

9. Katherine Mansfield, 'The Garden Party' (1) + 小テスト 

10. Katherine Mansfield, 'The Garden Party' (2) 

11. Katherine Mansfield, 'The Garden Party' (3) 

12. Katherine Mansfield, 'The Garden Party' (4) 

13. Katherine Mansfield, 'The Garden Party' (5) 

14. 最終テスト 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

受講者は全員授業前にテクストの該当部分を精読し、わからない箇所（語彙・構文などの英語に関する問題から、話の流れや特

定の事物への言及などの内容にかかわる疑問に至るまで、どのようなものでも）は授業中に解決できるようにメモしてきてくださ

い。また、重要だと思った部分についても、授業中にクラス全体と共有できるように記録してきてください。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

授業への出席と準備状況(40%)/小テスト(40%)/最終テスト(Final Test)(20%) 

 

テキスト（Textbooks） 

1. 田中英史、横山幸三（編）、1976、『現代イギリス短編集』、成美堂 (ISBN:9784791900305) 

 

参考文献（Readings） 
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その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AM062 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／入門演習 Ｂ２ｂ 

(Introductory Seminars B2b) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
アメリカ短編小説入門 

担当者名 

（Instructor） 
大串 尚代(OOGUSHI HISAYO) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
EAL1313 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

本講義では、アメリカ短編小説を通じて、文学を精読し分析・考察するための基礎的な知識を身につけることを目的とする。本講

義を通じて、作品（テクスト）の内容を理解することはもちろん、作品が執筆された時代背景や、作者に関する情報などのコンテク

ストをリサーチし、その上で自身の考察を組み立てるステップを学んでいく。 

 

This course introduces students to the study of American short stories. The students will be expected to engage with the 

stories actively and critically, taking into account the social background of the stories and the biographical information of the 

authors. The course will provide students with the basic knowledge and skills needed for literary studies. 

 

授業の内容（Course Contents） 

アメリカ短編小説を輪読形式で訳読してゆく。全履修者は、あらかじめ作品を読み込んだ上で出席する。テクストを読んだ上で、

自身がどのようなことに気がついたのか、なにを考えたのかなど、テクストに基づいた自身の「考察」を授業内で共有することが求

められる。 

 

In this course students engage in close reading of American short stories. The students are expected to actively join class 

discussions where students will have the opportunity to share and discuss their observations and insights on the stories. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. イントロダクション・作品説明 

2. Alice Walker, "The Flowers" 1 

3. Alice Walker, "The Flowers" 2 

4. 小テスト１ 

Ray Bradbury, "There Will Come Soft Rains" 1 

5. Ray Bradbury, "There Will Come Soft Rains" 2 

6. Ray Bradbury, "There Will Come Soft Rains" 3 

7. Ray Bradbury, "There Will Come Soft Rains" 4 

8. 小テスト２ 

Shirley Jackson, "The Lottery" 1 

9. Shirley Jackson, "The Lottery" 2 

10. Shirley Jackson, "The Lottery" 3 

11. 小テスト 3 

Raymond Carver, "Cathedral" 1 

12. Raymond Carver, "Cathedral" 2 

13. Raymond Carver, "Cathedral" 3 

14. 授業内最終テスト 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

わからない単語はもちろんのこと、慣用句や熟語なども事前に調べたうえで授業に出席することを前提とする。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

最終テスト(Final Test)(20%)/授業への参加(40%)/小テスト(40%) 

 

テキスト（Textbooks） 

なし 

 

参考文献（Readings） 
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その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AM063 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／入門演習 Ｂ２ｃ 

(Introductory Seminars B2c) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
英国の短編小説を読む 

担当者名 

（Instructor） 
侘美 真理(TAKUMI MARI) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
EAL1313 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

時代の異なるイギリス短編小説を精読する。これまで習得してきた英語の基本的な文法・構文の知識を前提に、文章(テクスト)を

深く読み込みながらさらなる英語の応用力を養う。従って、楽しく読むだけではなく、丁寧に読みながら出来事や情景・心理描写を

正確に捉えられるように努める。また、小説として練り上げられた文章を解きほぐしつつ読み込むことで、言葉の遣い方や表現の

ニュアンスがどのように表されているかなどの問題も考え、文学の読み方の基礎を学ぶこともこの授業の目的の一つである。 

 

This course aims to develop students' ability to read literary texts in English, and we will read some British short stories widely 

ranging from the contemporary to the Victorian. The course will ask students to read each text closely to learn the basics of 

reading novels as literary texts. It aims to read them with a critical mind, not just for pleasure and fun. Through practicing the 

techniques of close reading, we will explore different ways of the writers presenting their visions of life, paying special attention 

to both stylistic and social issues. 

 

授業の内容（Course Contents） 

3 つの短編作品について、毎回指定された部分を全員にあらかじめ読んできてもらい、輪読形式で精読する。1 つの作品を数回

に分けて全体を読んでいく。現代、20 世紀初頭、19 世紀と時代の異なる 3 つの作品を取り上げ、各小説の雰囲気の違いを味わ

うと共に、徐々に難しくなる英語のレベルにも対応できるようにする。各作品を読み終えるごとに小テスト(計 3 回)を実施し、英語

表現からその内容に至るまでの理解度・学習度を確認する。 

授業ではあらかじめ担当者を決めずに全員で輪読するので、指定された部分について毎回綿密な予習が必須となる。なお、最終

授業時(期末時)に最終テスト(筆記テスト)を行う。授業で取り上げていない作品からの抜粋等を読み、英語の読解力の向上を確

認する。 

 

In each class we read a part of the novel and look at the text carefully paying attention to words and descriptions, which will 

provide many hints and ideas for interpretation. We will read the whole text in a couple of weeks, and then quiz or test will be 

given to students every time after we finish reading each text to check their understanding. The class consist of students' 

intensive readings of assigned passages. Every one of them attending the class is required to have done the task of necessary 

preparation before class. In the final class, a short exam will be conducted according to the regulation of the department; 

students need to read a short literary work within the given time. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. イントロダクション 

2. 作品(1)（現代）を精読する 

3. 第 2 回授業の続き 

4. 第 3 回授業の続き及び小テスト 

5. 作品(2)（20 世紀初頭）を精読する 

6. 第 5 回授業の続き 

7. 第 6 回授業の続き 

8. 第 7 回授業の続き及び小テスト 

9. 作品(3)（19 世紀）を精読する 

10. 第 9 回授業の続き 

11. 第 10 回授業の続き 

12. 第 11 回授業の続き 

13. 第 12 回授業の続き及び小テスト 

14. 最終テスト 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

指定された部分を毎回必ず精読してくること。授業にも辞書を持ってくること。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 
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出席・授業貢献度・授業準備度(40%)/小テスト(40%)/最終テスト(Final Test)(20%) 

 

テキスト（Textbooks） 

プリントを配布する。 

 

参考文献（Readings） 

授業中にその都度紹介する。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AM064 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／入門演習 Ｂ２ｄ 

(Introductory Seminars B2d) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
家の表象とアメリカ文学 

担当者名 

（Instructor） 
小南 悠(KOMINAMI YU) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
EAL1313 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

アメリカの短編小説の精読を通して、英語を正しく読む力を養う。 

 

Through a close reading of American short stories, students in this course will improve their English skills to read literary texts 

accurately. 

 

授業の内容（Course Contents） 

アメリカの短編小説を精読する。クラス全体で訳読を行ない、毎回数頁を語学的に丹念に読んでいく。英文読解力の向上に主眼

を置くが、必要に応じて作品解釈の紹介や歴史的背景等の補足説明も行なう。 

また、作品を一つ読み終えるごとに、授業内で読んだ英文を題材にした小テストを実施する。学期末には、授業内では扱わなか

った英文を題材にして、受講生の読解力を測る最終テストを実施する。 

 

We will read American short stories in this course. Students will translate a few pages in each class in order to improve their 

English reading skill. The main focus will be on improving the reading skill, with additional explanations of the interpretations and 

historical background of each work. 

Students will also take mini tests based on the texts read in class. At the end of the semester, students will take a final test 

based on texts which are not used in class. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. イントロダクション 

2. Raymond Carver, "Chef's House" を読む（１） 

3. Raymond Carver, "Chef's House" を読む（２） 

4. 小テスト（１） 

5. Charlotte Perkins Gilman, "The Yellow Wallpaper" を読む（１） 

6. Charlotte Perkins Gilman, "The Yellow Wallpaper" を読む（２） 

7. Charlotte Perkins Gilman, "The Yellow Wallpaper" を読む（３） 

8. Charlotte Perkins Gilman, "The Yellow Wallpaper" を読む（４） 

9. 小テスト（２） 

10. Herman Melville, "I and My Chimney" を読む（１） 

11. Herman Melville, "I and My Chimney" を読む（２） 

12. Herman Melville, "I and My Chimney" を読む（３） 

13. Herman Melville, "I and My Chimney" を読む（４） 

14. 授業内最終テスト 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

毎週、事前に作品を精読して授業にのぞむこと。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

授業への貢献度(40%)/小テスト(40%)/最終テスト(20%) 

 

テキスト（Textbooks） 

授業内で読む作品はプリントで配布する。 

 

参考文献（Readings） 

参考文献は必要に応じて授業中に紹介する。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 
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注意事項（Notice） 
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■AM065 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／入門演習 Ｂ２ｅ 

(Introductory Seminars B2e) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
短篇小説を精読する 

担当者名 

（Instructor） 
笠原 一郎(KASAHARA ICHIRO) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
EAL1313 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

文学・語学研究に必要となる、英語（のフィクション）を読む力を訓練します。具体的には以下の４つを重点的に強化します。 

    a) 用いられている文法や構文を正確に把握できる。 

    b) 文脈に応じて多義語の意味を確定できる。 

    c) 時間経過や場面転換、登場人物の行動や心情などが把握できる。 

    d) 歴史的、文化的背景を調べることができる。 

加えて時間が許せば文体やシンボルの分析などにも手を伸ばします。 

 

This course will provide opportunities to practice English fiction reading skills necessary for literary and linguistic research. 

Specifically, this course aims to improve the following four skills: 

    a) Correctly identifying key grammatical elements and syntax 

    b) Correctly determine meaning of polysemous words in context 

    c) Correctly identifying changes in time, scenes, character actions, and emotional state 

    d) Properly researching historical and cultural context 

Some time will also be dedicated to analyzing literary symbols and style if time permits. 

 

授業の内容（Course Contents） 

それぞれ異なったスタイルを持つ英米短編小説を読みます。多様な世界観や雰囲気、語り口に柔軟に対応できるようにするた

め、内容面で一貫したテーマは特に設けません。授業は訳読形式です。ランダムに当てていきますので、いつ自分の担当になっ

てもかまわないよう予習をしてくることが前提となります。 

小テストを３回行い学んだことの確認をします。最終テストでは初めて読む作品を用い、いくつかの形式の設問に答えてもらいま

す。 

 

Students will read a series of British and American novellas written in a variety of styles. The respective novellas will cover 

differing themes and content to enable students to be adaptable to future readings of varied worldviews, atmospheres, and 

narratives. Classes will consist of oral translations. In-class reading will be conducted at random, so students must be prepared 

to read at any time during any class. 

Three midterm exams will be conducted to review content covered in class. The final exam will consist of an English passage 

not covered in class with different types of questions. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. イントロダクション―授業紹介 

2. Philip K. Dick, "The Cookie Lady" 

3. Penelope Lively "Next Term, We'll Mash You" 

4. Robert Bloch, "A Home Away from Home"(1) 

5. Robert Bloch, "A Home Away from Home"(2)、小テスト (1) 

6. William Shakespeare / Leon Garfield, "Macbeth"(1) 

7. William Shakespeare / Leon Garfield, "Macbeth"(2) 

8. William Shakespeare / Leon Garfield, "Macbeth"(3) 

9. William Shakespeare / Leon Garfield, "Macbeth"(4)、小テスト(2) 

10. John Barth, "The Point" (1) 

11. John Barth, "The Point" (2) 

12. John Barth, "The Point" (3) 

13. John Barth, "The Point" (4) 

14. 最終テスト 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

各回の全範囲を各自が予習する必要があります。わからない語句は必ず辞書を引いてください。また文法の参考書を調べて語
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句・文レベルの表現形式にあたる文法用語を調べるようにしてください。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

最終テスト(Final Test)(20%)/授業への取り組み(40%)/小テスト(40%) 

 

テキスト（Textbooks） 

プリントで配布します。 

 

参考文献（Readings） 

授業中に適宜紹介、またはプリントを配布します。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AM066 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／入門演習 Ｂ２ｆ 

(Introductory Seminars B2f) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
アメリカ文学の〈環境〉を読む 

担当者名 

（Instructor） 
山本 洋平(YAMAMOTO YOHEI) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
EAL1313 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

アメリカ環境文学が提示する問いかけを受けとめながら、英文テクストを精読する技術を身につけます。ロマン主義からモダニズ

ムにいたるアメリカ文学の散文・短編小説・詩は、「自然」をどのように描きだしてきたのか。この問いを念頭におきながら、英文を

文法的に正確に読解するスキル、要約力、リサーチ力を磨くことを目標とします。 

 

The class aims to fully understand the significance of nature in American literature through stories and poems from romanticism 

to modernism. 

 

授業の内容（Course Contents） 

アメリカ文学の短篇小説と散文を輪読形式で精読しながら、文学テクストが自然や〈環境〉をいかに描いてきたのか、その変遷を

探求します。ロマンティシズムからモダニズムを経てポストモダニズムへ至る古典的テクストを読むことで、環境的想像力と文学表

象の様式を研究します。序盤は教員が主導して解説を多めにとりますが、中盤以降は、受講者にハンドアウトを用意してもらい、

英文を的確に読み、歴史的背景をふまえながら議論をリードしてもらいます。 

 

This course explores the changing ways in which American literature has described nature and environment, focusing on the 

narrative strategies in stories, prose, and poems. It studies modes of environmental perception and literary representation by 

reading canonical texts from romanticism to postmodernism. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. イントロダクション：アメリカ文学の〈環境〉を読む視点 

2. 自然の発見：Ralph Waldo Emerson, “Nature”  

3. 動物との遭遇：Henry David Thoreau, “Ponds in Winter” 

4. 複数種の想像力：Emily Dickinson’s Poems 

5. 人と動物 1：Jack London, “To Build a Fire” 

6. 人と動物 2：Jack London, “To Build a Fire” 

7. 人と動物 3：Jack London, “To Build a Fire” 

8. 森の想像力 1: Sarah Orne Jewett, “A White Heron” 

9. 森の想像力 2: Sarah Orne Jewett, “A White Heron” 

10. 動物との遭遇 1：Annie Dillard, “Living Like Weasels” 

11. 動物との遭遇 2：Annie Dillard, “Living Like Weasels” 

12. 感覚の復権 1：Ernest Hemingway “Big Two-Hearted River” 

13. 感覚の復権 2：Ernest Hemingway “Big Two-Hearted River” 

14. 授業内テストとまとめ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

受講生は毎週テクストを精読してくること。複数回、授業内発表およびレジュメ作成・配布が課される。授業内で扱ったテクストの

理解を問う小テストを 2 回実施するほか、単語や英文構造を問うクイズを数回行う。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

授業への貢献度(40%)/小テスト(40%)/授業内最終テスト(20%) 

 

テキスト（Textbooks） 

なし 
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参考文献（Readings） 

1. スコット・スロヴィック・野田研一 編、1996、『アメリカ文学の〈自然〉を読む ネイチャーライティングの世界へ』、ミネルヴァ書房 

(ISBN:9784623026487) 

2. ハロルド・フロム他、1998、『緑の文学批評―エコクリティシズム』、松柏社 (ISBN:978-4-88198-902-9) 

3. ローレンス・ビュエル著、三浦笙子他訳、2017、『環境批評の未来 : 環境危機と文学的想像力』、音羽書房鶴見書店 

(ISBN:978-4-7553-0234-3) 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

https://yoheiyam.mystrikingly.com 

 

注意事項（Notice） 
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■AM067 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／入門演習 Ｂ２ｇ 

(Introductory Seminars B2g) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
英国短編小説を楽しむ 

担当者名 

（Instructor） 
工藤 紅(KUDO BENI) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
EAL1313 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

19 世紀～20 世紀に書かれた、3 篇の英国の短編小説を深く味わいましょう。精読することで、文学作品を分析する上で必要な知

識と英語力を培います。 

 

This course will cover three British short stories written during the 19th and 20th centuries. Through thorough reading of the 

assigned text, this course foster literary analytical skills in addition to developing necessary knowledge and English capabilities. 

 

授業の内容（Course Contents） 

毎回適当な分量をあらかじめ指定し、授業自体は輪読形式を基礎とします。常に全員参加型で、当番制ではありません。音読と

日本語訳をした上で、必要に応じてディスカッションを行います。また、授業時間内で読み進んできた英文テクストのレヴューとな

るような小テストを 3 度実施します。最終授業時には、授業時間には取り上げなかった英文を用いて、読解力を測る筆記テストを

行います。 

 

Classes will consist of reading preassigned passages in turn with all students. All students are required to participate every 

class. After reading out loud and performing Japanese translations, students will engage in active discussions as necessary. 

Three small tests will be conducted at appropriate points in the semester to review material read in class. The final exam will be 

given on the last day of class and will consist of a writing exam regarding reading material not covered in class. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 授業説明 

2. Thomas Hardy の短編小説を読む（１） 

3. Thomas Hardy の短編小説を読む（２） 

4. Thomas Hardy の短編小説を読む（３） 

5. Thomas Hardy の短編小説を読む（４） 

6. 小テスト（１）とまとめ 

7. Graham Greene の短編小説を読む（１） 

8. Graham Greene の短編小説を読む（２） 

9. 小テスト（２）とまとめ 

10. Katherine Mansfieldの短編小説を読む（１） 

11. Katherine Mansfield の短編小説を読む（２） 

12. Katharine Mansfield の短編小説を読む（３） 

13. 小テスト（３）とまとめ 

14. 筆記テスト 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

その日読むことになっているパートは、全員がしっかりと読んできてください。意味を調べるだけでなく、作者の手法や登場人物の

心情なども自分なりに説明できるよう、準備してくること。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

最終テスト(Final Test)(20%)/小テスト３回(40%)/授業準備と毎回のリアクションペーパー(40%) 

 

テキスト（Textbooks） 

テキストは適宜配布する。 

 

参考文献（Readings） 

 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 
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注意事項（Notice） 
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■AM091 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／入門講義 １ 

(Introductory Lectures 1) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
英語学 ― その基礎とリサーチ法 

担当者名 

（Instructor） 
唐澤 一友(KARASAWA KAZUTOMO) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
EAL1400 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

現代英語の特質を理解するとともに、英語学に関する基礎的知識を身に着ける。また、英語学に関するリサーチ方法の基礎を身

に着ける。 

 

Reviewing basics of English philology and the backgrounds of the development of the English language.  

 

授業の内容（Course Contents） 

英語学の基礎を学びながら、英語とはいかなる性質の言語であるかについて学ぶ。毎回の授業は講義と課題に基づくリサーチと

からなる。授業の前半はその時々のテーマに応じた講義を行い、後半はそれに基づき各自リサーチをし、その結果を文章にまと

め提出する。このような作業を繰り返すことで、講義による受動的な学びだけでなく、自らリサーチを行うことで、能動的に学びを

深める。 

 

This course deals with basics of English philology and of the historical development of English, illustrating the nature of the 

English language.  

 

授業計画（Course Schedule） 

1. イントロダクション 英語の歴史と特質 

2. OED の使い方 1 

3. OED の使い方 2 

4. OED の使い方 3 

5. 英語の綴りと発音 1 

6. 英語の綴りと発音 2 

7. 口語英語の特質 1 

8. 口語英語の特質 2 

9. 英語の語源 1 

10. 英語の語源 2 

11. 語の意味変化 

12. 英語と Political Correctness 

13. 英米の英語の違い 

14. 英語から生まれた言語 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

この授業の最初に OED の使い方について学びますが、この授業以外でも、日ごろから OED を使っていろいろなことを調べるよう

にすると、英語に関する知識も英語力も高めることが出来ます。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

授業内の課題およびリアクションペーパー(100%) 

 

テキスト（Textbooks） 

テキストは使用しない。 

 

参考文献（Readings） 

参考文献については、授業時に適宜紹介する。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 
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注意事項（Notice） 
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■AM092 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／入門講義 ２ 

(Introductory Lectures 2) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
英米文学入門 

担当者名 

（Instructor） 

舌津 智之(ZETTSU TOMOYUKI) 

岩田 美喜(IWATA MIKI) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
EAL1300 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

英文学と米文学それぞれの重要作家や課題を紹介しながら、英米文学専修における学びの可能性を明らかにし、2 年次以降の

学習への基礎を形作る。 

 

This course will introduce students to important authors and topics from English and American literature. Students will also 

learn about the potential of the Course in English and American Literature and prepare fundamental skills for second year 

studies and beyond.  

 

授業の内容（Course Contents） 

学期の前半は岩田が英文学、後半は舌津が米文学の重要な主題について、授業計画に挙げた順序で講義する。できるだけ実

際の作品に触れるように努め、詩の朗読テープや代表作の映画化作品なども活用する。理解度を確かめるために、授業内に複

数回小テストを実施する。 

 

Iwata will discuss important themes of English literature in the first half of the semester, and Zettsu will discuss important 

themes of American literature in the second half of the semester. Lectures will take place in the order outlined in the class 

syllabus. Every effort will be made to have students interact with the works featured in class including listening to readings of 

poetry and watching film adaptations. A few quizzes will be given during classes to confirm student understand of class content. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 共同でイントロダクション 

2. 初期近代英語とルネサンス詩――シドニーらのソネット 

3. シェイクスピアと演劇文化――シェイクスピア『ハムレット』 

4. 小説の誕生――デフォー『ロビンソン・クルーソー』 

5. ロマン派的感性と科学――シェリー『フランケンシュタイン』 

6. モダニズムと詩――T. S. エリオット『荒地』 

7. 拡大する〈英〉文学――イシグロ『日の名残り』＋小テスト（以上、岩田） 

8. 文学としての音楽――黒人霊歌の水脈 

9. 現実と虚構の相克――テネシー・ウィリアムズ『欲望という名の電車』 

10. 他者理解の（不）可能性――ジャック･ケルアック『オン・ザ・ロード』 

11. 異性愛規範への抵抗――トルーマン･カポーティ『ティファニーで朝食を』 

12. 白人文化の暴力――トニ･モリスン『青い眼がほしい』 

13. 人種とセクシュアリティ――アリス･ウォーカー『カラー・パープル』＋小テスト（以上、舌津） 

14. 共同でテスト 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

授業プリントの中身を復習し、授業中に言及された文献等を参照すること。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

筆記試験(Written Exam)(60%)/授業内小テスト(40%) 

英米共同の学期末試験（60%）、授業内小テスト（40%）の配分で、それぞれの担当者が個別に出した評価を合算して評価を行な

う。４回以上の欠席は単位取得不可。 

 

テキスト（Textbooks） 

毎回プリントを配布する。 

 

参考文献（Readings） 

必要に応じて授業時に指示する。 

 



 - 945 - 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

授業内小テストの際に代理回答その他の不正が発覚した場合には単位取得が不可能になる。 

 

注意事項（Notice） 
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■AM101 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

その他／演習 Ｂ１ 

(Seminars B1) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
英詩の歓び――英国民愛唱詩集成 1 

担当者名 

（Instructor） 
藤巻 明(FUJIMAKI AKIRA) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
EAL3813 

言語 

（Language） 

その他 

(Others) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

40 年以上続く BBC ラジオの人気番組で放送された英国民愛唱詩のアンソロジーを読んで、われわれが生きる上で文学、とりわ

け詩が果たす役割とは何かを考察しながら、自分の愛唱詩を見つけ出す。 

 

Using an anthology of English nation's favourite poems compiled after recited on a popular BBC radio programme running for 

more than forty years as the course textbook, students will explore what roles literature, especially poetry, performs in our 

lives. Through that, students will find their own favourite poems among those in the anthology. 

 

授業の内容（Course Contents） 

【本演習は演習 B2 とセットで開講される半期完結の授業（週 2 コマ、4 単位）であり、2 単位のみの履修はできないので注意する

こと。B1 のレポートは学期半ばに、B2 のレポートは学期末に提出することになる。】 

BBC ラジオ 4 の長寿番組 Poetry Please! で放送された英国民愛唱詩のアンソロジーから、演習 B2で扱わない詩を毎回１，２編

選んで精読し、幼年時代、成熟、日常生活、発見、恋愛、自然、国家、戦争、祈りなど世界の諸相が詩の中でどのように描かれて

いるかを探りながら、この世界に占めるわれわれ自身の立場―過去、現在、未来―についても考える。 

日本で紹介されていない詩も多く、毎回自力での格闘が必要とされる。一つの詩を必ず複数の担当者に予め当てて、配付資料を

準備してそれぞれ発表してもらい、それを糸口にして参加者全員で活発な討論を行なう。学期中の発表担当回数は参加人数に

よって多少変わるが、一人 3-5回程度の予定。最初の時間に詳しい授業計画表を配布。 

 

In each class, students will read 1-2 pieces selected from an anthology of English Nation's favourite poems broadcast on a 

long-running BBC Radio 4 programme Poetry Please! , excluding those read in Seminar B2. Through attentive reading, they will 

explore how various phases of our world are expressed in them, say, childhood, maturity, everyday life, discovery, love, nature, 

state, war, prayer among others, and, at the same time, reflect on their own position—past, present and future—in this world.  

Many poems featured in class are not widely known in Japan, so students are expected to read and interpret the words on the 

page on their own. Multiple students will be assigned to each poem, and each student will prepare handouts and present on their 

assigned poem. Students not presenting will use this information to engage in active debate regarding the work. Students can 

expect to present 3-5 times over the course of the semester. The exact number is subject to change depending on the number 

of participants in the course. Details will be provided in the course syllabus given on the first day of class. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 授業の紹介 

2. 英詩の読解 1 

3. 英詩の読解 2 

4. 英詩の読解 3 

5. 英詩の読解 4 

6. 英詩の読解 5 

7. 英詩の読解 6 

8. 英詩の読解 7 

9. 英詩の読解 8 

10. 英詩の読解 9 

11. 英詩の読解 10 

12. 英詩の読解 11 

13. 英詩の読解 12 

14. まとめと中間レポート提出（学期半ば） 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

これまでに授業などで読んだ英詩を再読しておく。毎回扱う詩を授業の前に予め読んで準備し、授業の後には紹介された関連文

献も参照して詩の把握を深める。 
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成績評価方法・基準（Evaluation） 

中間レポート（Midterm Report)(40%)/担当時の発表内容(40%)/発表担当時以外の授業での発言(20%) 

4 回以上欠席すると単位取得は不可能になる。 

 

テキスト（Textbooks） 

Poetry Please: The Nation's Best-loved Poems , foreword by Roger McGough (Faber & Faber, 2013) は紙媒体絶版で、Kindle

版（ASIN: B00ER809SE/1,500 円程度）のみ入手可能なため、授業で扱う作品をここから集めた PDF資料を Canvas LMS と

Google ドライブにアップロード。 

 

参考文献（Readings） 

折に触れて教室で紹介する。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

演習なので勤勉な参加が求められる。やむを得ない理由で欠席する場合はメールで事前連絡すること。期末レポートでウェブサ

イトなどからの盗用を行なうと単位取得が不可能になる。 

 

注意事項（Notice） 
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■AM102 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

その他／演習 Ｂ２ 

(Seminars B2) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
英詩の歓び――英国民愛唱詩集成 2 

担当者名 

（Instructor） 
藤巻 明(FUJIMAKI AKIRA) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
EAL3813 

言語 

（Language） 

その他 

(Others) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

40 年以上続く BBC ラジオの人気番組で放送された英国民愛唱詩のアンソロジーを読んで、われわれが生きる上で文学、とりわ

け詩が果たす役割とは何かを考察しながら、自分の愛唱詩を見つけ出す。 

 

Using an anthology of English nation's favourite poems compiled after recited on a popular BBC radio programme running for 

more than forty years as the course textbook, students will explore what roles literature, especially poetry, performs in our 

lives. Through that, students will find their own favourite poems among those in the anthology. 

 

授業の内容（Course Contents） 

【本演習は演習 B1 とセットで開講される半期完結の授業（週 2 コマ、4 単位）であり、2 単位のみの履修はできないので注意する

こと。B1 のレポートは学期半ばに、B2 のレポートは学期末に提出することになる。】 

BBC ラジオ 4 の長寿番組 Poetry Please! で放送された英国民愛唱詩のアンソロジーから、演習 B1で扱わない詩を毎回１，２編

選んで精読し、幼年時代、成熟、日常生活、発見、恋愛、自然、国家、戦争、祈りなど世界の諸相が詩の中でどのように描かれて

いるかを探りながら、この世界に占めるわれわれ自身の立場―過去、現在、未来―についても考える。 

日本で紹介されていない詩も多く、毎回自力での格闘が必要とされる。一つの詩を必ず複数の担当者に予め当てて、配付資料を

準備してそれぞれ発表してもらい、それを糸口にして参加者全員で活発な討論を行なう。学期中の発表担当回数は参加人数に

よって多少変わるが、一人 3-5回程度の予定。最初の時間に詳しい授業計画表を配布。 

 

In each class, students will read 1-2 pieces selected from an anthology of English Nation's favourite poems broadcast on a 

long-running BBC Radio 4 programme Poetry Please! , excluding those read in Seminar B1. Through attentive reading, they will 

explore how various phases of our world are expressed in them, say, childhood, maturity, everyday life, discovery, love, nature, 

state, war, prayer among others, and, at the same time, reflect on their own position—past, present and future—in this world.  

Many poems featured in class are not widely known in Japan, so students are expected to read and interpret the words on the 

page on their own. Multiple students will be assigned to each poem, and each student will prepare handouts and present on their 

assigned poem. Students not presenting will use this information to engage in active debate regarding the work. Students can 

expect to present 3-5 times over the course of the semester. The exact number is subject to change depending on the number 

of participants in the course. Details will be provided in the course syllabus given on the first day of class. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 授業の紹介 

2. 英詩の読解 1 

3. 英詩の読解 2 

4. 英詩の読解 3 

5. 英詩の読解 4 

6. 英詩の読解 5 

7. 英詩の読解 6 

8. 英詩の読解 7 

9. 英詩の読解 8 

10. 英詩の読解 9 

11. 英詩の読解 10 

12. 英詩の読解 11 

13. 英詩の読解 12 

14. まとめと期末レポート提出（学期末） 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

これまでに授業などで読んだ英詩を再読しておく。毎回扱う詩を授業の前に予め読んで準備し、授業の後には紹介された関連文

献も参照して詩の把握を深める。 
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成績評価方法・基準（Evaluation） 

最終レポート(Final Report)(40%)/担当時の発表内容(40%)/発表担当時以外の授業での発言(20%) 

4 回以上欠席すると単位取得は不可能になる。 

 

テキスト（Textbooks） 

Poetry Please: The Nation's Best-loved Poems , foreword by Roger McGough (Faber & Faber, 2013) は紙媒体絶版で、Kindle

版（ASIN: B00ER809SE/1,500 円程度）のみ入手可能なため、授業で扱う作品をここから集めた PDF資料を Canvas LMS と

Google ドライブにアップロード。 

 

参考文献（Readings） 

折に触れて教室で紹介する。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

演習なので勤勉な参加が求められる。やむを得ない理由で欠席する場合はメールで事前連絡すること。期末レポートでウェブサ

イトなどからの盗用を行なうと単位取得が不可能になる。 

 

注意事項（Notice） 
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■AM103 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

その他／演習 Ｂ３ 

(Seminars B3) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
シェイクスピアの『オセロー』を読む 

担当者名 

（Instructor） 
岩田 美喜(IWATA MIKI) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
EAL3813 

言語 

（Language） 

その他 

(Others) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

本科目は、シェイクスピアの代表作のひとつ『オセロー』を精読し、以下のような学びを得ることを目標とする。 

1. 初期近代英語を読む英語読解力と、初期近代イングランド演劇に関する基本的な知識を身につける。 

2. 文学作品を批評的に読み、それを発信する力を身につける。 

 

The objective of this course is that, through the close reading of one of Shakespeare's representative plays, Othello, students 

will improve their abilities as follows:  

1. Students will improve their reading ability of Early Modern English and acquire basic knowledge of theatre in Early Modern 

England. 

2. Students will cultivate the critical reading skills of a literary text and practise expressing their opinions. 

 

授業の内容（Course Contents） 

 シェイクスピア劇の中でもよく知られた作品のひとつである『オセロー』（1604 頃）の原文を、演習形式でじっくりと精読する。毎

回、担当者による発表を行うとともに、受講者全員で作品に関するディスカッションを行う。 

 『オセロー』はイタリアの啓蒙説話を材源としている。材源ではヒロインである白人の妻を殺す邪悪な黒人として名前も与えられ

ていない脇役にシェイクスピアは「オセロー」という名を与え、疑念や嫉妬に悩み苦しむ内面性を持った主人公へと発展させた。

『オセロー』は、イタリア都市国家における〈他者〉である黒人が、いかに自身を白人社会に馴致しようと努力しながら失敗をしてい

く物語でもあるとともに、そこに受動的に巻き込まれるしかない女性の悲劇でもある。本作品の精読を通じて、受講者は 17 世紀

初頭当時の歴史的・文化的背景を学ぶとともに、人種やジェンダーといった現代にも通底する作品理解のための重要なテーマに

ついても考える。 

 

  Students will closely read the original text of one of Shakespeare's best-known plays, Othello (c.1604), in a seminar style. 

Each week, assigned students will make their presentations on the work. Also, all students in the course should participate in 

the discussion.  

  Othello is based on an Italian didactic tale. However, in this play, Shakespeare gives the proper name ‘Othello’ to a nameless 

minor black character in the source material who villainously murders his white wife, and develop his inner self as a suffering 

hero for suspicion and jealousy. This play can both be said as a tragedy of a black man who failed in the desperate attempt to 

domesticate himself in an Italian city state that turns him down as the other and as a tragedy of a woman who gets dragged into 

his troubles. In this course, through the close reading of the text, students will learn about the historical and cultural 

background of the early 17th century behind the play, as well as consider the important themes to understand Othello, such as 

race and gender, which are still relevant today.  

 

授業計画（Course Schedule） 

1. イントロダクション 

2. シェイクスピア時代の英語についての基礎演習 

3. 発表とディスカッション：第 1 幕（1） 

4. 発表とディスカッション：第 1 幕（2） 

5. 発表とディスカッション：第 1 幕（3） 

6. 発表とディスカッション：第 2 幕（1） 

7. 発表とディスカッション：第 2 幕（2） 

8. 発表とディスカッション：第 3 幕（1） 

9. 発表とディスカッション：第 3 幕（2） 

10. 発表とディスカッション：第 4 幕（1） 

11. 発表とディスカッション：第 4 幕（2） 

12. 発表とディスカッション：第 5 幕（1） 

13. 発表とディスカッション：第 5 幕（2） 

14. 作品全体のまとめとレポート作成に向けて 
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授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

発表者は、担当箇所の議論のポイントをまとめた資料を準備する（詳しくは授業時間内に指示する）。また、受講者全員が、毎

回、該当箇所の英文について予習をしてくること。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

最終レポート(Final Report)(40%)/出席、発表および授業貢献度(60%) 

履修者は、必ず一度以上の発表をすることが求められます。 

 

テキスト（Textbooks） 

1. William Shakespeare 著／笹山隆編注. 1989. Othello. 大修館書店 (ISBN:9784469142587) 

 

参考文献（Readings） 

適宜、授業中に指示する。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

授業に関する諸連絡等は Canvas-LMSを通じて行う。 

 

注意事項（Notice） 
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■AM104 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

その他／演習 Ｂ４ 

(Seminars B4) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
『オセロー』の批評的・演劇的受容 

担当者名 

（Instructor） 
岩田 美喜(IWATA MIKI) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
EAL3813 

言語 

（Language） 

その他 

(Others) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

この授業では、春学期に精読した『オセロー』に関する以下のような多様なアクティヴィティを行い、作品を多角的に考察し、作品

についての批評的理解をさらに深める。 

（1）作品の批評を読解する。 

（2）現代における上演や映画版などの映像作品を鑑賞し、それについて議論する。 

（3）グループごとに、各グループの解釈に基づいたドラマ・リーディングの最終プレゼンテーションを行う。 

 

In this course, students will carry out such various activities as listed below on Othello, the play that students read in the spring 

term, through which they will examine the play further from multiple angles and deepen their critical understanding of it:  

(1) To read critical essays on the play. 

(2) To watch performance videos and film versions of the play and have discussions about them. 

(3) To form groups so that each group may make a drama-reading presentation based on the group's interpretation of the play. 

 

授業の内容（Course Contents） 

演劇が上演されて初めて完成するパフォーミング・アーツである以上、上演や受容の位相を抜きにして作品の理解が真に深まる

ことはない。例えば『オセロー』においては、初演以来長きにわたって行われてきた、白人が黒塗りをしてオセローを演じる演劇的

慣行が、時代を経るにつれて問題視されるなど、作品解釈と上演史を切り離して考えることはできない。 

この演習では、『オセロー』に関する論文を読み、またこの作品に着想を得たアダプテーション作品や上演を多数鑑賞したうえで、

グループ・ディスカッションを中心に『オセロー』が持つ現代性について考察していく。最終的には、各グループが『オセロー』の一

場面を実際に上演することを含む、自分たちの解釈を表現するグループ発表を行う。 

 

Since theatre is a performing art that is completed only when it is staged, an understanding of a dramatic work cannot be 

deepened without examining the phases of its performance and reception. In the case of Othello, the theatrical practice of white 

actor playing Othello in blackface, which has been practised for a long time since the play's premiere, has been called into 

question in the later periods. In this seminar, students will read critical essays on Othello, view several performances and 

adaptations of the play, and discuss the modernity of Othello, mainly through group discussions. Finally, each group will give a 

group presentation expressing their interpretation of the work, including an actual performance of a scene/scenes from Othello. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. イントロダクション 

2. 『オセロー』の批評読解 

3. 鑑賞とディスカッションーーオーソン・ウェルズ監督『オセロー』（1952） 

4. 鑑賞とディスカッションーーローレンス・オリヴィエ監督『オセロー』（1965） 

5. 鑑賞とディスカッションーージョナサン・ミラー演出『オセロー』（1981） 

6. 鑑賞とディスカッションーーウィルソン・ミラン演出『オセロー』（2007） 

7. 発表会準備（1） 

8. 発表会準備（2） 

9. 鑑賞とディスカッションーー蜷川幸雄演出『オセロー』（2007） 

10. 発表会準備（3） 

11. 上演発表会（1） 

12. 上演発表会（2） 

13. 発表会のフィードバック・セッション 

14. 全体のまとめとレポート作成に向けて 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

授業ではグループ・ワークやグループディスカッションを重視するため、全員が取り扱う作品に関する資料や関連する作品の情報

を調べるなど、授業内で自分の意見を述べる事前準備をして、授業に臨むこと。 
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成績評価方法・基準（Evaluation） 

最終レポート(Final Report)(40%)/通常時の授業時における貢献およびグループ発表会への参加(60%) 

履修者は、必ずグループ発表会に参加をすることが求められます。 

 

テキスト（Textbooks） 

1. William Shakespeare 著／笹山隆編注. 1989. Othello. 大修館書店 (ISBN:978-4469142581) 

 

参考文献（Readings） 

適宜、授業中に指示する。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

授業に関する諸連絡等は Canvas-LMSを通じて行う。 

 

注意事項（Notice） 
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■AM105 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

その他／演習 Ｂ５ 

(Seminars B5) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
キャサリン・マンスフィールドの短編を読む 

担当者名 

（Instructor） 
志渡岡 理恵(SHIDOOKA RIE) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
EAL3813 

言語 

（Language） 

その他 

(Others) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

この科目の目標は以下の通りである。 

１．20 世紀イギリスの文学作品の重要なテーマと概念について理解する。 

２．文学作品を分析するスキルを身につける。 

３．文学作品を効果的に論じる力を養う。 

 

Objectives 

1. Become familiar with important themes and concepts of twentieth-century British literature 

2. Master the skill of analyzing individual literary text 

3. Develop effective written arguments about literary text 

 

授業の内容（Course Contents） 

この科目では、20 世紀イギリスの文学作品について学ぶ。大規模な移民や世界大戦などにより遠く離れた土地に暮らす人々が

接触するようになった世界において、文学作品が何を語りかけているのかを探る。具体的には、キャサリン・マンスフィールドの短

編を精読し、分析する。授業への出席および積極的な参加が求められる。 

 

This course introduces students to studying the literature of twentieth-century Britain. We explore some of the ways literary 

texts speak to the world in which distant people are brought into contact with one another by large-scale migration and 

catastrophic war. We read intensively Katherine Mansfield's short stories. Attendance and active participation in class are 

required. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. イントロダクション 

2. マンスフィールドの生涯と作品 

3. "The Garden Party"(1) 

4. "The Garden Party"(2) 

5. "The Garden Party"(3) 

6. "The Garden Party"(4) 

7. "The Garden Party"(5) 

8. "Her First Ball" (1) 

9. "Her First Ball"(2) 

10. "Her First Ball"(3) 

11. "The Wind Blows"(1) 

12. "The Wind Blows"(2) 

13. "The Wind Blows"(3) 

14. 総括 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

予習：各回に読む個所を精読し、自分の意見をまとめる。 

復習：他の履修生と自分の意見を比較し、リサーチを行うなどして不足していた知識を補い、考察を深める。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

レポート試験(Report Exam)(50%)/発表(30%)/発表者へのコメントなど授業への参加度(20%) 

2/3 以上の出席をしていない場合は、単位修得不可。 

 

テキスト（Textbooks） 

1. Katherine Mansfield、1981、『マンスフィールド短編集』、三修社 
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参考文献（Readings） 

 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AM106 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

その他／演習 Ｂ６ 

(Seminars B6) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
アガサ・クリスティの自伝を読む 

担当者名 

（Instructor） 
志渡岡 理恵(SHIDOOKA RIE) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
EAL3813 

言語 

（Language） 

その他 

(Others) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

この科目の目標は以下の通りである。 

１．20 世紀イギリスの文学作品の重要なテーマと概念について理解する。 

２．文学作品を分析するスキルをみにつける。 

３．文学作品を効果的に論じる力を養う。 

 

Objectives 

1. Become familiar with important themes and concepts of twentieth-century British literature 

2. Master the skill of analyzing individual literary text 

3. Develop effective written arguments about literary text 

 

授業の内容（Course Contents） 

この科目では、20 世紀イギリスの文学作品について学ぶ。大規模な移民や世界大戦などにより遠く離れた土地に暮らす人々が

接触するようになった世界において、文学作品が何を語りかけているのかを探る。具体的には、世界的なミステリ―作家アガサ・

クリスティの自伝を精読し、分析する。授業への出席および積極的な参加が求められる。 

 

This course introduces students to studying the literature of twentieth-century Britain. We explore some of the ways literary 

texts speak to the world in which distant people are brought into contact with one another by large-scale migration and 

catastrophic war. We read intensively Agatha Christie's autobiography. Attendance and active participation in class are required. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. イントロダクション 

2. クリスティの生涯と作品 

3. 幼少期（前半） 

4. 幼少期（後半） 

5. 少女時代（前半） 

6. 少女時代（後半） 

7. 恋愛・結婚（前半） 

8. 恋愛・結婚（後半） 

9. 戦争（前半） 

10. 戦争（後半） 

11. 作家デビュー（前半） 

12. 作家デビュー（後半） 

13. 世界一周旅行 

14. 総括 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

予習：各回に読む個所を精読し、自分の意見をまとめる。 

復習：他の履修生と自分の意見を比較し、リサーチを行うなどして不足していた知識を補い、考察を深める。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

レポート試験(Report Exam)(50%)/発表(30%)/発表者へのコメントなど授業への参加度(20%) 

2/3 以上の出席をしていない場合は、単位修得不可。 

 

テキスト（Textbooks） 

1. Agatha Christie. 2011.  An Autobiography . HarperCollins (ISBN:0007314663) 
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参考文献（Readings） 

 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AM107 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

その他／演習 Ｂ７ 

(Seminars B7) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
The Imagined Geography of Islands (1): Treasure Island 

担当者名 

（Instructor） 
イエイツ，Ｍ．(YATES MICHAEL D. H.) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
EAL3813 

言語 

（Language） 

その他 

(Others) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

At once a paradise and a purgatory, utopia and dystopia, the island holds a unique place within the imagination. In the first 

semester, this course will explore the imagined geography of the island by navigating through the watery world of Robert Louis 

Stevenson's Treasure Island (1883). 

 

授業の内容（Course Contents） 

This course will follow the fantasy of Treasure Island through a variety of media and critical interpretations. Regular weekly 

readings will be accompanied by film, stage performance, and animation. Final projects will involve the composition of an 

academic research paper (800 words) and the delivery of an oral presentation based upon this research.  

 

授業計画（Course Schedule） 

1. Week One: Introduction to the Imagined Geography of the Island 

2. Week Two:  

Treasure Island: “The Old Sea Dog” ~ “The Black Spot” 

3. Week Three:  

Treasure Island: “The Sea Chest” ~ “The Captain’s Papers” 

4. Week Four:  

Treasure Island: “I Got to Bristol” ~ “Powder and Arms” 

5. Week Five:  

Treasure Island: “The Voyage” ~ “Council of War” 

6. Week Six:  

Treasure Island: “How I Began…” ~ “The Man of the Island” 

7. Week Seven:  

Treasure Island: “Narrative Continued…” (1, 2, 3) 

8. Week Eight:  

Treasure Island: “Narrative Resumed…” ~ “The Attack” 

9. Week Nine:  

Treasure Island: “How I Began my Sea Adventure” ~ “The Cruise…” 

10. Week Ten:  

Treasure Island: “I Strike the Jolly Roger” ~ “Pieces of Eight” 

11. Week Eleven:  

Treasure Island: “In the Enemy’s Camp” ~ “On Parole” 

12. Week Twelve:  

Treasure Island: “The Treasure Hunt…” ~ “And Last” 

13. Week Thirteen: 

Final Presentations (1) 

14. Week 14:  

Final Presentations (2) 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

Homework will include weekly readings, an academic research writing assignment, and the creation of a final presentation. 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

Weekly Assignments(30%)/Research(10%)/Academic Writing(30%)/Final Presentation(30%) 
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テキスト（Textbooks） 

1. Stevenson, Robert Louis. 2018. Treasure Island. Wordsworth Classics (ISBN:978-1840227635) 

 

参考文献（Readings） 

 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

Please make sure to provide the professor with your Rikkyo email address during the FIRST WEEK of the course so that 

additional materials can be sent to you when necessary. 

 

注意事項（Notice） 
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■AM108 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

その他／演習 Ｂ８ 

(Seminars B8) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
The Imagined Geography of Islands (2): Lord of the Flies  

担当者名 

（Instructor） 
イエイツ，Ｍ．(YATES MICHAEL D. H.) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
EAL3813 

言語 

（Language） 

その他 

(Others) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

At once a paradise and a purgatory, utopia and dystopia, the island holds a unique place within the imagination. In the second 

semester, this course will explore the imagined geography of the island by navigating through the dark, unsettling experience 

described in William Golding’s Lord of the Flies (1954). 

 

授業の内容（Course Contents） 

This course will follow the island fantasy of Lord of the Flies  through a variety of media and critical interpretations. Regular 

weekly readings will be accompanied by film and philosophical debate. Final projects will involve the composition of an academic 

research paper (800 words) and the delivery of an oral presentation based upon this research. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. Week One: 

Introduction to the Desert Island 

2. Week Two:  

Lord of the Flies : “The Sound of the Shell” 

3. Week Three:  

Lord of the Flies : “Fire on the Mountain” 

4. Week Four:  

Lord of the Flies : “Huts on the Beach” 

5. Week Five:  

Lord of the Flies : “Painted Faces and Long Hair” 

6. Week Six:  

Lord of the Flies : “Beast from Water” 

7. Week Seven:  

Lord of the Flies : “Beast from Air” 

8. Week Eight:  

Lord of the Flies : “Shadows and Tall Trees” 

9. Week Nine:  

Lord of the Flies : “Gift for the Darkness” 

10. Week Ten:  

Lord of the Flies : “A View to a Death” ~ "The Shell and the Glasses” 

11. Week Eleven:  

Lord of the Flies : “Castle Rock” 

12. Week Twelve:  

Lord of the Flies : “Cry of the Hunters” 

13. Week Thirteen: 

Final Presentations (1) 

14. Week Fourteen:  

Final Presentations (2) 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

Homework will include weekly readings, an academic research writing assignment, and the creation of a final presentation. 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 
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Weekly Assignments(30%)/Research(10%)/Academic Writing(30%)/Final Presentation(30%) 

 

テキスト（Textbooks） 

1. Golding, William. 2012. Lord of the Flies . Faber (ISBN:978-0571295715) 

 

参考文献（Readings） 

 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

Please make sure to provide the professor with your Rikkyo email address during the FIRST WEEK of the course so that 

additional materials can be sent to you when necessary. 

 

注意事項（Notice） 
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■AM109 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

その他／演習 Ｂ９ 

(Seminars B9) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
19 世紀アメリカ文学研究 

担当者名 

（Instructor） 
古井 義昭(FURUI YOSHIAKI) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
EAL3813 

言語 

（Language） 

その他 

(Others) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

アメリカ文学の精読を通じ、語学的に正確に読解することはもちろん、作品の背後にある歴史的・文化的コンテクストに留意しな

がら作品解釈することを目指す。  

 

Students in this course will improve their reading comprehension skills through conducting an intensive reading of American 

literary works and build their interpretations with a conscious understanding of the work's background, historical period, and 

literary context. 

 

授業の内容（Course Contents） 

【本演習は演習 B10 とセットで開講される半期完結の授業（週 2 コマ、4 単位）であり、2 単位のみの履修はできないので注意す

ること】 

アメリカ文学の古典である Mark Twain, Adventures of Huckleberry Finn  (1885)を読解する。Twain のもう一つの著名作である

The Adventures of Tom Sawyer と同様、10 代前半の少年を主人公に据えた本作は、ややもすると児童向けの冒険譚と一般には

思われがちである。しかし、本作にはアメリカの宿痾とも言える奴隷制が書き込まれているのみならず、共同体と個人の関係性、

主人公ハックの孤独、無垢へのオブセッションなど、アメリカという国を考える上でのさまざまな要素が詰め込まれている。アメリカ

文学においては「少年」という造形自体が新しい国家アメリカを象徴するものであり、本作を味読することはすなわち「アメリカ」に

ついて熟考することにほかならない。 

本演習は二コマ連続で開講されるため、毎週 25 ページ以上のペースで読み進めることとし、いささか長大な本作品を完読した

い。受講生には、毎週提出のレスポンス・ペーパーの執筆を通じて、読んで考えたことを論理的に言語化する能力を身につけても

らう。 

 

In this class, we will read Mark Twain’s  Adventures of Huckleberry Finn  (1885). Some might think that this work, which 

features a boy as a protagonist, is an adventure story intended only for children. However, it engages with the problem of 

slavery in antebellum America, the politically controversial issue that eventually drove the nation to the Civil War. This novel 

also addresses various topics such as the relationship between the community and the individual, Huck’s sense of loneliness, 

and the obsession with innocence, the issues that help us better understand nineteenth-century America at large. Furthermore, 

as the figure of the "boy" in American literature symbolizes the new, young nation of America, any understanding of this novel 

leads to a meditation about what “America” means. 

Since this seminar will be offered in two consecutive classes, students are expected to read at the rate of about more than 25 

pages per week to complete the reading of this lengthy work. Students are expected to develop the ability to express 

themselves through writing a response paper to be submitted each week. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. イントロダクション 

2. Adventures of Huckleberry Finn読解 

3. Adventures of Huckleberry Finn読解 

4. Adventures of Huckleberry Finn読解 

5. Adventures of Huckleberry Finn読解 

6. Adventures of Huckleberry Finn読解 

7. Adventures of Huckleberry Finn読解 

8. Adventures of Huckleberry Finn読解 

9. Adventures of Huckleberry Finn読解 

10. Adventures of Huckleberry Finn読解 

11. Adventures of Huckleberry Finn読解 

12. Adventures of Huckleberry Finn読解 

13. 批評読解 

14. まとめ 
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授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

＊学生主体のディスカッションが授業の中心となるので、毎回の授業準備を怠らないこと。積極的に発言する姿勢が求められる。 

＊英語が難解なテクストなので、辞書を丹念に引きながら原文テクストを読むなど、英語の学習に対して忍耐強く、積極的な姿勢

が求められる。 

＊毎週 300 字程度のレスポンスペーパーの提出を義務付ける。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

最終レポート(Final Report)(40%)/毎週のレスポンス・ペーパー(30%)/発表(15%)/ディスカッションへの貢献度、授業への取り組み

(15%) 

 

テキスト（Textbooks） 

1. Mark Twain. 2021. Adventures of Huckleberry Finn. Norton (ISBN:978-0393284164) 

テクストは必ず指定の版を入手すること。 

 

参考文献（Readings） 

参考文献は授業内で指示する。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

全回の出席を前提とするので、欠席の際は理由を添えて事前に申し出ること。 

 

注意事項（Notice） 
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■AM110 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

その他／演習 Ｂ１０ 

(Seminars B10) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
19 世紀アメリカ文学研究 

担当者名 

（Instructor） 
古井 義昭(FURUI YOSHIAKI) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
EAL3813 

言語 

（Language） 

その他 

(Others) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

アメリカ文学の精読を通じ、語学的に正確に読解することはもちろん、作品の背後にある歴史的・文化的コンテクストに留意しな

がら作品解釈することを目指す。  

 

Students in this course will improve their reading comprehension skills through conducting an intensive reading of American 

literary works and build their interpretations with a conscious understanding of the work's background, historical period, and 

literary context. 

 

授業の内容（Course Contents） 

【本演習は演習 B9 とセットで開講される半期完結の授業（週 2 コマ、4 単位）であり、2 単位のみの履修はできないので注意する

こと】 

アメリカ文学の古典である Mark Twain, Adventures of Huckleberry Finn  (1885)を読解する。Twain のもう一つの著名作である

The Adventures of Tom Sawyer と同様、10 代前半の少年を主人公に据えた本作は、ややもすると児童向けの冒険譚と一般には

思われがちである。しかし、本作にはアメリカの宿痾とも言える奴隷制が書き込まれているのみならず、共同体と個人の関係性、

主人公ハックの孤独、無垢へのオブセッションなど、アメリカという国を考える上でのさまざまな要素が詰め込まれている。アメリカ

文学においては「少年」という造形自体が新しい国家アメリカを象徴するものであり、本作を味読することはすなわち「アメリカ」に

ついて熟考することにほかならない。 

本演習は二コマ連続で開講されるため、毎週 25 ページ以上のペースで読み進めることとし、いささか長大な本作品を完読した

い。受講生には、毎週提出のレスポンス・ペーパーの執筆を通じて、読んで考えたことを論理的に言語化する能力を身につけても

らう。 

 

In this class, we will read Mark Twain’s  Adventures of Huckleberry Finn  (1885). Some might think that this work, which 

features a boy as a protagonist, is an adventure story intended only for children. However, it engages with the problem of 

slavery in antebellum America, the politically controversial issue that eventually drove the nation to the Civil War. This novel 

also addresses various topics such as the relationship between the community and the individual, Huck’s sense of loneliness, 

and the obsession with innocence, the issues that help us better understand nineteenth-century America at large. Furthermore, 

as the figure of the "boy" in American literature symbolizes the new, young nation of America, any understanding of this novel 

leads to a meditation about what “America” means. 

Since this seminar will be offered in two consecutive classes, students are expected to read at the rate of about more than 25 

pages per week to complete the reading of this lengthy work. Students are expected to develop the ability to express 

themselves through writing a response paper to be submitted each week. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. イントロダクション 

2. Adventures of Huckleberry Finn読解 

3. Adventures of Huckleberry Finn読解 

4. Adventures of Huckleberry Finn読解 

5. Adventures of Huckleberry Finn読解 

6. Adventures of Huckleberry Finn読解 

7. Adventures of Huckleberry Finn読解 

8. Adventures of Huckleberry Finn読解 

9. Adventures of Huckleberry Finn読解 

10. Adventures of Huckleberry Finn読解 

11. Adventures of Huckleberry Finn読解 

12. Adventures of Huckleberry Finn読解 

13. 批評読解 

14. まとめ 
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授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

＊学生主体のディスカッションが授業の中心となるので、毎回の授業準備を怠らないこと。積極的に発言する姿勢が求められる。 

＊英語が難解なテクストなので、辞書を丹念に引きながら原文テクストを読むなど、英語の学習に対して忍耐強く、積極的な姿勢

が求められる。 

＊毎週 300 字程度のレスポンスペーパーの提出を義務付ける。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

最終レポート(Final Report)(40%)/毎週のレスポンス・ペーパー(30%)/発表(15%)/ディスカッションへの貢献度、授業への取り組み

(15%) 

 

テキスト（Textbooks） 

1. Mark Twain. 2021. Adventures of Huckleberry Finn. Norton (ISBN:978-0393284164) 

テクストは必ず指定の版を入手すること。 

 

参考文献（Readings） 

参考文献は授業内で指示する。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

全回の出席を前提とするので、欠席の際は理由を添えて事前に申し出ること。 

 

注意事項（Notice） 

 

 

  



 - 966 - 

■AM111 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

その他／演習 Ｂ１１ 

(Seminars B11) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
ボタニカル・ゴシック：植物とアメリカ文学（１） 

担当者名 

（Instructor） 
小椋 道晃(OGURA MICHIAKI) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
EAL3813 

言語 

（Language） 

その他 

(Others) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

英語で書かれた文学作品を精読する技術と、要約する能力、論理的に自らの意見や考えをアウトプットできる能力を養う。英語力

の向上を目指すと同時に、アメリカ文学・文化に関する幅広い知識を身につける。 

 

This course will foster students’ ability to create summaries, show them how to craft logical opinions, and teach them 

techniques for performing close readings of American literature. In addition to improving students’ English ability, this course will 

also provide them with knowledge of American literature and culture. 

 

授業の内容（Course Contents） 

何らかの意思をもった植物（モンスター）にヒトが襲われる、あるいは食べられるという、ある意味では「荒唐無稽な」ホラー映画や

パニック映画を見たことがある人は多いかと思います。そのような、人を襲う植物や、人類を滅ぼし、ヒトに代わって地球を覆い尽

くす植物のイメージが量産される背景にはどのような動機が見出せるでしょうか？ 

 そのような問いのもと、この演習では、19 世紀から 20 世紀にかけて書かれた、植物や花をめぐる怪奇な英米の短編小説を読

みます。学期の後半では、映画の分析も行いながら、植物に対する恐怖や不安、慣れ親しんだ（と思い込んでいる）自然が急に

垣間見せる「不気味さ」についても検討したいと思います。 

 植物をめぐる怪奇物語は、ジャンルとしてエコ・ゴシックやボタニカル・ゴシックとも呼ばれています。アメリカ文学を規定するひと

つの主要ジャンルに「ゴシック」がありますが、そこに「環境の(Eco)」や「植物の(botanical)」という形容詞がつくとどうでしょうか。 

 ゴシック小説が恐怖や不安を喚起する物語だとすれば、そこには、しばしば人間やその社会が抑圧した無意識の暗い水脈（罪

悪感？）が流れています。環境破壊に対する意識だけではなく、アメリカ大陸の開拓にともなう人種的暴力や、女性の抑圧といっ

たジェンダーの問題ともあわせて検討します。 

 

You may have seen films and comics where people are attacked or devoured by plants. How should we think of such images of 

plants, assaulting and consuming human beings? Keeping this question in mind, students will read several short stories about 

bizarre flowers and plants. This course will also make use of films and other visual media where appropriate. We will examine the 

“uncanniness” of nature that we so often see as utterly familiar. 

Weird tales concerning plants and flowers are usually categorized as Eco-Gothic or Botanical Gothic, and of course the gothic 

is regarded as one of the main genres of American literature. Gothic stories often evoke the anxiety and fear that result from 

our unconscious feelings of guilt. In addition to learning about ecological consciousness and environmental destruction, students 

will focus on themes including race, gender, sexuality, and other topics. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. イントロダクション、授業内容の説明、発表担当者決定 

2. Arthur Conan Doyle, “The American’s Tale” 

3. Nathaniel Hawthorne, “Rappaccini’s Daughter” (1) 

4. Nathaniel Hawthorne, “Rappaccini’s Daughter” (2) 

5. Nathaniel Hawthorne, “Rappaccini’s Daughter” (3) 

6. Lucy H. Hooper, “Carnivorine” 

7. Margaret Fuller, "The Magnolia of Lake Pontchartrain" 

8. Charlotte Perkins Gilman, “The Giant Wistaria” 

9. Kate Chopin, "Lilacs" 

10. H. G. Wells “The Flowering of the Strange Orchid” 

11. 映画分析(1) The Day of Triffids  (1963) 

12. 映画分析(2) Invasion of the Body Snatchers  (1978) 

13. 映画分析(3) Little Joe  (2019) 

14. まとめ、期末レポート提出 
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授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

受講者の人数によって詳細を決めますが、毎回数人ずつのグループに担当を割り当て、各回のリーディングの内容を要約し、考

察を書いたものをプリントで配布していただきます。担当者はしっかりとテクストを精読し、疑問点、留意点をまとめたプリントを用

意すること。それを踏まえて、全員でディスカッションをし、テクストに対する理解をクラス全員で共有します。 

基本的には一週につき、一つの短編を読みます。長い作品の場合は分割して、テキストからあらかじめ指定した範囲を読み進め

ます。後半は授業で得た知識を活かして、映画を分析する予定です。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

最終レポート(Final Report)(40%)/プレゼンテーション(30%)/ディスカッションへの積極的参加およびリアクション・ペーパー(30%) 

 

テキスト（Textbooks） 

テキストは、英語原文のコピー（PDF ファイル）を共有します。 

各自、必ずプリントアウトして紙媒体で予習をしてください。授業時には紙媒体のテクストを持参すること。 

 

参考文献（Readings） 

Daisy Butcher, ed. Evil Roots: Killer Tales of the Botanical Gothic. British Library, 2019. 

八木敏雄『アメリカン・ゴシックの水脈』研究社, 1992. 

その他の参考文献は授業内で紹介する。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

演習形式なので、毎回の出席と十分な予習が前提となります。発表者の責任は重大ですが、その他の学生も授業内での積極的

なディスカッションへの参加が要求されます。 

４回以上の欠席者は言うまでもなく、出席をしていても、予習をしてこない、あるいは著しくやる気のない学生には単位を認定しま

せん。 

 

注意事項（Notice） 
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■AM112 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

その他／演習 Ｂ１２ 

(Seminars B12) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
ボタニカル・ゴシック：植物とアメリカ文学（２） 

担当者名 

（Instructor） 
小椋 道晃(OGURA MICHIAKI) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
EAL3813 

言語 

（Language） 

その他 

(Others) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

英語で書かれた文学作品を精読する技術と、要約する能力、論理的に自らの意見や考えをアウトプットできる能力を養う。英語力

の向上を目指すと同時に、アメリカ文学・文化に関する幅広い知識を身につける。 

 

This course will foster students’ ability to create summaries, show them how to craft logical opinions, and teach them 

techniques for performing close readings of American literature. In addition to improving students’ English ability, this course will 

also provide them with knowledge of American literature and culture. 

 

授業の内容（Course Contents） 

何らかの意思をもった植物（モンスター）にヒトが襲われる、あるいは食べられるという、ある意味では「荒唐無稽な」ホラー映画や

パニック映画を見たことがある人は多いかと思います。そのような、人を襲う植物や、人類を滅ぼし、ヒトに代わって地球を覆い尽

くす植物のイメージが量産される背景にはどのような動機が見出せるでしょうか？ 

 そのような問いのもと、この演習では、19 世紀から 20 世紀にかけて書かれた、植物や花をめぐる怪奇な英米の短編小説を読

みます。学期の後半では、映画の分析も行いながら、植物に対する恐怖や不安、慣れ親しんだ（と思い込んでいる）自然が急に

垣間見せる「不気味さ」についても検討したいと思います。 

 植物をめぐる怪奇物語は、ジャンルとしてエコ・ゴシックやボタニカル・ゴシックとも呼ばれています。アメリカ文学を規定するひと

つの主要ジャンルに「ゴシック」がありますが、そこに「環境の(Eco)」や「植物の(botanical)」という形容詞がつくとどうでしょうか。 

 ゴシック小説が恐怖や不安を喚起する物語だとすれば、そこには、しばしば人間やその社会が抑圧した無意識の暗い水脈（罪

悪感？）が流れています。環境破壊に対する意識だけではなく、アメリカ大陸の開拓にともなう人種的暴力や、女性の抑圧といっ

たジェンダーの問題ともあわせて検討します。 

 

You may have seen films and comics where people are attacked or devoured by plants. How should we think of such images of 

plants, assaulting and consuming human beings? Keeping this question in mind, students will read several short stories about 

bizarre flowers and plants. This course will also make use of films and other visual media where appropriate. We will examine the 

“uncanniness” of nature that we so often see as utterly familiar. 

Weird tales concerning plants and flowers are usually categorized as Eco-Gothic or Botanical Gothic, and of course the gothic 

is regarded as one of the main genres of American literature. Gothic stories often evoke the anxiety and fear that result from 

our unconscious feelings of guilt. In addition to learning about ecological consciousness and environmental destruction, students 

will focus on themes including race, gender, sexuality, and other topics. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. イントロダクション、授業内容の説明、発表担当者決定 

2. Ambrose Bierce, “A Vine on a House” 

3. Mary Wilkins Freeman, "Two Friends" 

4. Mary Wilkins Freeman, "The Elm-Tree" 

5. M. R. James, “The Ash Tree” 

6. Howard R. Garis, “Professor Jonkin’s Cannibal Plant” 

7. Abraham Merritt, “The Women of the Wood” (1) 

8. Abraham Merritt, “The Women of the Wood” (2) 

9. Abraham Merritt, “The Women of the Wood” (3) 

10. Emma Vane, “The Moaning Lily” 

11. 映画分析(1) Little Shop of Horrors (1986) 

12. 映画分析(2) The Happening (2008) 

13. 映画分析(3) Annihilation (2018) 

14. まとめ、期末レポート提出 
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授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

受講者の人数によって詳細を決めますが、毎回数人ずつのグループに担当を割り当て、各回のリーディングの内容を要約し、考

察を書いたものをプリントで配布していただきます。担当者はしっかりとテクストを精読し、疑問点、留意点をまとめたプリントを用

意すること。それを踏まえて、全員でディスカッションをし、テクストに対する理解をクラス全員で共有します。 

基本的には一週につき、一つの短編を読みます。長い作品の場合は分割して、テキストからあらかじめ指定した範囲を読み進め

ます。後半は授業で得た知識を活かして、映画を分析する予定です。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

最終レポート(Final Report)(40%)/プレゼンテーション(30%)/ディスカッションへの積極的参加およびリアクション・ペーパー(30%) 

 

テキスト（Textbooks） 

テキストは、英語原文のコピー（PDF ファイル）を共有します。 

各自、必ずプリントアウトして紙媒体で予習をしてください。授業時には紙媒体のテクストを持参すること。 

 

参考文献（Readings） 

Daisy Butcher, ed. Evil Roots: Killer Tales of the Botanical Gothic. British Library, 2019. 

八木敏雄『アメリカン・ゴシックの水脈』研究社, 1992. 

その他の参考文献は授業内で紹介する。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

演習形式なので、毎回の出席と十分な予習が前提となります。発表者の責任は重大ですが、その他の学生も授業内での積極的

なディスカッションへの参加が要求されます。 

４回以上の欠席者は言うまでもなく、出席をしていても、予習をしてこない、あるいは著しくやる気のない学生には単位を認定しま

せん。 

 

注意事項（Notice） 
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■AM113 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

その他／演習 Ｂ１３ 

(Seminars B13) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
アメリカ文学とクィアネス（小説） 

担当者名 

（Instructor） 
舌津 智之(ZETTSU TOMOYUKI) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
EAL3813 

言語 

（Language） 

その他 

(Others) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

文学作品の精読を通して，他者に対する個人的かつ社会的な想像力を養うとともに，日本語と英語の双方による自己表現能力

を高めます。 

 

Through the intensive reading of literary texts, students will develop a personally/socially imaginative understanding of those 

who have different values and backgrounds from their own as well as enhance self-expression skills in both Japanese and 

English. 

 

授業の内容（Course Contents） 

 逸脱的なセクシュアリティを有する――あるいは作品に描く――作家に注目し，そのテクストの精読を試みる。授業を通し，性的

志向やジェンダー･アイデンティティがアメリカ文化のなかでどのように構築され，表象されてきたのかを審美的かつ政治的に捉え

ることを目指したい。 

 本演習では，１９世紀末から２０世紀前半にかけて活躍したアメリカ人女性作家の作品を取り上げる。まず学期の前半では，「ボ

ストン･マリッジ」の実践者として知られるセアラ･オーン･ジュエットの短編，レズビアン作家として名高いウィラ･キャザーの短編，

そして同性愛の主題を扱うイーディス･ウォートンの幽霊譚を扱う。学期の後半は，ハーレム･ルネッサンスの時代を代表する混血

のアフリカ系アメリカ人作家であるネラ･ラーセンが，人種とセクシュアリティの問題を探求する小説『パッシング』を精査する。 

 授業では，あらかじめ指名された担当者チームがレジュメを用意して，担当範囲のあらすじを述べ，英語表現の細部を解説す

る。また，隔週で，作品の解釈に関する英語の質問を用意して，受講者全員に英作文の形で回答していただく。その後，お互い

の回答を確認する英語のグループ・ディスカッションを行い，さらに，それをもとにして，日本語によるクラス討論を行う。必要に応

じて，関連する論文の読解や，原作と映画化作品との比較なども行う。なお，英作文は，翌週，担当教員が添削のうえ，受講者ひ

とりひとりに返却される。 

 

 This course highlights the writers who embody--or whose text addresses the issue of--sexual transgressions and attempt a 

close reading of their work. By the end of the course, students should be able to grasp the aesthetic as well as political 

implications of the ways in which sexual orientations and gender identities have been constructed and represented in American 

culture. 

 In the first half of this course, we will focus on women writers who became popular in late-nineteenth- and early-twentieth-

century America. More specifically, we will attempt a close reading of short stories by Sarah Orne Jewett, well known for her 

"Boston Marriage,"and Willa Cather, one of the major lesbian writers in the States, followed by a ghost story with homosexual 

overtones by Edith Wharton. In the latter half of the course, we will read Nella Larsen's Passing, a novel that explores the issues 

of race and sexuality in the era of the Harlem Renaissance. 

 During class hours, assigned teams will distribute handouts for the class containing a summary and detailed linguistic 

explications of the assigned text. Every other week, they will also prepare English questions about interpretive possibilities of 

the assigned text, and class participants will answer these questions through written English statements. Next, students will 

compare answers with their fellow classmates through English group discussions before taking part in a class debate conducted 

in Japanese. Other class activities include a reading of related critical essays as well as a comparison between the original text 

and its film adaptation. English compositions will be returned to each student the following week with the instructor's comments 

and corrections. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. イントロダクションならびに発表担当者の決定 

2. Sarah Orne Jewett の短編を読む(１) 

3. Sarah Orne Jewett の短編を読む(２) 

4. Willa Cather の短編を読む(１) 

5. Willa Cather の短編を読む(２) 

6. Edith Wharton の短編を読む(１) 

7. Edith Wharton の短編を読む(２) 

8. Nella Larsen, Passing を読む(１) 
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9. Nella Larsen, Passing を読む(２) 

10. Nella Larsen, Passing を読む(３) 

11. Nella Larsen, Passing を読む(４) 

12. Nella Larsen, Passing を読む(５) 

13. Nella Larsen, Passing を読む(６) 

14. レポート中間発表会 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

毎週，事前に作品テクストを精読したうえで授業にのぞんでください。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

英作文の筆記回答(30%)/担当発表ならびに質疑・討論による授業参加(30%)/最終レポート(40%) 

 

テキスト（Textbooks） 

1. Nella Larsen. 2021. Passing. Signet (ISBN:978-0593437841) 

 

参考文献（Readings） 

参考文献は必要に応じて授業中に紹介します。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

毎回全員が参加する形式の授業ですので，やむをえず欠席する場合には，必ず事前に（当日でもよいので）メールにて担当教員

までご連絡をお願いします。なお，この授業のプラットフォームには，Blackboardを使用します。 

 

注意事項（Notice） 
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■AM114 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

その他／演習 Ｂ１４ 

(Seminars B14) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
アメリカ文学とクィアネス（演劇） 

担当者名 

（Instructor） 
舌津 智之(ZETTSU TOMOYUKI) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
EAL3813 

言語 

（Language） 

その他 

(Others) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

文学作品の精読を通して，他者に対する個人的かつ社会的な想像力を養うとともに，日本語と英語の双方による自己表現能力

を高めます。 

 

Through the intensive reading of literary texts, students will develop a personally/socially imaginative understanding of those 

who have different values and backgrounds from their own as well as enhance self-expression skills in both Japanese and 

English. 

 

授業の内容（Course Contents） 

 逸脱的なセクシュアリティを有する――あるいは作品に描く――作家に注目し，そのテクストの精読を試みる。授業を通し，性的

志向やジェンダー･アイデンティティがアメリカ文化のなかでどのように構築され，表象されてきたのかを審美的かつ政治的に捉え

ることを目指したい。 

 本演習では，２０世紀の中葉から終盤にかけて活躍したアメリカ人劇作家の戯曲を取り上げる。まず，戦後のアメリカ演劇を代

表するテネシー･ウィリアムズの一幕劇を２作品取り上げ，規範に抗うそのクィアな位相を探る。次に，１９６０年代から８０年代に

至る性革命の時代を背景にしたウェンディ・ワッサースタインの『ハイジ･クロニクル』を，同時代の文脈に照らして吟味する。最後

に，『Ｍ・バタフライ』で知られるデヴィッド･ヘンリー・ホワンがＳＭ店の女王と客との関係を描いた９０年代の一幕劇，『ボンデー

ジ』を考察する。 

 授業では，あらかじめ指名された担当者チームがレジュメを用意して，担当範囲のあらすじを述べ，英語表現の細部を解説す

る。また，隔週で，作品の解釈に関する英語の質問を用意して，受講者全員に英作文の形で回答していただく。その後，お互い

の回答を確認する英語のグループ・ディスカッションを行い，さらに，それをもとにして，日本語によるクラス討論を行う。必要に応

じて，関連する論文の読解や，原作と映画化作品との比較なども行う。なお，英作文は，翌週，担当教員が添削のうえ，受講者ひ

とりひとりに返却される。 

 

 This course highlights the writers who embody--or whose text addresses the issue of--sexual transgressions and attempt a 

close reading of their work. By the end of the course, students should be able to grasp the aesthetic as well as political 

implications of the ways in which sexual orientations and gender identities have been constructed and represented in American 

culture. 

 More specifically, this course deals with American playwrights who created memorable plays from the mid- to late-twentieth 

century. First, we will focus on a couple of one-act plays by Tennessee Williams, one of the greatest postwar dramatists, who 

challenged social norms in queer terms. Next, we will attempt a close reading of Wendy Wasserstein's The Heidi Chronicles, a 

play that reflects the sexual liberation from the 1960s to the 1980s. Lastly, we will read David Henry Hwang's Bondage, a one-

act play that dramatizes the relationship between a sadistic queen and her customer in a SM parlor toward the beginning of the 

1990s. 

 During class hours, assigned teams will distribute handouts for the class containing a summary and detailed linguistic 

explications of the assigned text. Every other week, they will also prepare English questions about interpretive possibilities of 

the assigned text, and class participants will answer these questions through written English statements. Next, students will 

compare answers with their fellow classmates through English group discussions before taking part in a class debate conducted 

in Japanese. Other class activities include a reading of related critical essays as well as a comparison between the original text 

and its film adaptation. English compositions will be returned to each student the following week with the instructor's comments 

and corrections. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. イントロダクションならびに発表担当者の決定 

2. Tennessee Williams の一幕劇を読む(１) 

3. Tennessee Williams の一幕劇を読む(２) 

4. Tennessee Williams の一幕劇を読む(３) 

5. Tennessee Williams の一幕劇を読む(４) 

6. Wendy Wasserstein, The Heidi Chronicles を読む(１) 
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7. Wendy Wasserstein, The Heidi Chronicles を読む(２) 

8. Wendy Wasserstein, The Heidi Chronicles を読む(３) 

9. Wendy Wasserstein, The Heidi Chronicles を読む(４) 

10. Wendy Wasserstein, The Heidi Chronicles を読む(５) 

11. Wendy Wasserstein, The Heidi Chronicles を読む(６) 

12. David Henry Hwang の一幕劇を読む(１) 

13. David Henry Hwang の一幕劇を読む(２) 

14. レポート中間発表会 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

毎週，事前に作品テクストを精読したうえで授業にのぞんでください。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

英作文の筆記回答(30%)/担当発表ならびに質疑・討論による授業参加(30%)/最終レポート(40%) 

 

テキスト（Textbooks） 

1. Wendy Wasserstein. 21998. The Heidi Chronicles. Dramatists Play Service (ISBN:978-0822205104) 

 

参考文献（Readings） 

参考文献は必要に応じて授業中に紹介します。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

毎回全員が参加する形式の授業ですので，やむをえず欠席する場合には，必ず事前に（当日でもよいので）メールにて担当教員

までご連絡をお願いします。なお，この授業のプラットフォームには，Blackboardを使用します。 

 

注意事項（Notice） 
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■AM115 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

その他／演習 Ｂ１５ 

(Seminars B15) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
ウォルト・ホイットマンの世界 1 

担当者名 

（Instructor） 
澤入 要仁(SAWAIRI YOJI) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
EAL3813 

言語 

（Language） 

その他 

(Others) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

 19 世紀のアメリカは詩の時代でした。シガニーらの女性詩人やロングフェローらの炉辺詩人が活躍し広く読まれていました。み

ずから公刊することなく鋭い詩を丁寧に書きためていたディキンソンもいました。けれども 19 世紀のアメリカ詩をもっとも代表する

のはウォルト・ホイットマンです。アメリカやアメリカ人をみずから代弁し、みずから体現さえしようしていたからです。ホイットマンを

読むことなく、アメリカ詩やアメリカ文学を語ることはできません。  

 そこで本科目では、ウォルト・ホイットマンの詩法と詩想を理解し、ホイットマンの世界を愉しむことによって、カリキュラム・マップ

に示された「英米文学の知識と方法論を総合」し、高度な「議論・発表・レポート作成」を実現することを目指します。 

 

   The 19th century was America’s age of poetry. Female poets such as Lydia Sigourney and fireside poets such as Henry 

Wadsworth Longfellow stood out and were widely read during this time. Emily Dickinson was also active in those days though 

many of her sharp-witted poems went unpublished. Among these figures of American poetry, the most significant of the 19th 

century poets was Walt Whitman. He took it upon himself to speak for America and her people and did his best to personify 

them. Without reading Whitman’s work, one will not have a sufficient understanding of American poetry or literature. 

   In this course, students will experience the world of Walt Whitman through understanding his poetic devices and poetic 

imagination. Students will also work towards the goals of gaining a general understanding of British and American literary 

methodology and being able to produce high quality, critical presentations and reports as outlined in the Curriculum Map. 

 

授業の内容（Course Contents） 

 春学期にはホイットマン入門として、まずは比較的短い詩を読んでいきます。これらはけっしてホイットマンを代表する詩作とは

いえませんが、 ホイットマンの懐の広さやその自由な技法を目の当たりにすることができる秀作ばかりです。さらに、比較的長い

詩として「揺れやまぬ揺りかごから」を読む予定。ホイットマンの技法のひとつの集大成といえるからです。なお、ホイットマンを取

り巻いていたアメリカの文化や社会についてもしばしば光を当ててゆきます。文化や社会が理解できなければ、文学を理解したこ

とにはなりません。 

 本演習は、あらかじめ定められた担当者がハンドアウトに基づいて発表することによって進められます。担当でない参加者もみ

ずからすすんで 翫味しなければなりません。 

 

   The spring semester will introduce students to Whitman, beginning with reading relatively short poems. While these poems 

may not be the definitive works of Whitman, they are excellent examples of his open-mindedness and freedom of literary 

techniques for students to read through. Furthermore, students will read “Out of the Cradle Endlessly Rocking,” a relatively long 

poem, as well. This poem was chosen because it is a veritable compilation of Whitman’s techniques. In addition, students will 

learn about the American culture and society that surrounded Whitman and his works. If one cannot understand the cultural and 

societal context, they cannot understand its literature. 

   In this seminar, students will produce handouts based on assigned passages and present to the class. Those not presenting 

must be active and willing participants in appreciating the work. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. Introduction, “O Captain! My Captain!” 

2. ホイットマン略伝 

3. “There Was a Child Went Forth” 

4. “I Saw in Louisiana a Live-Oak Growing” and “A Noiseless Patient Spider” 

5. “For You O Democracy,” “I Hear America Singing” and “The Runner” 

6. “Beat! Beat! Drums!” and “Cavalry Crossing a Ford” 

7. “Come Up from the Fields Fathers” 

8. “When I Heard the Learn’d Astronomer,” “O Me! O Life!” and “The Dalliance of the Eagles” 

9. “The Base of All Metaphysics” and “Had I the Choice” 
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10. “Out of the Cradle Endlessly Rocking” ll. 1-40 

11. “Out of the Cradle Endlessly Rocking” ll. 41-92 

12. “Out of the Cradle Endlessly Rocking” ll. 93-143 

13. “Out of the Cradle Endlessly Rocking” ll. 144-183 

14. Recapitulation  

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

準備学習の指示は、履修登録完了後に Blackboardでおこないます。  

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

発表・応答(60%)/最終レポート(Final Report)(40%) 

 

テキスト（Textbooks） 

プリントを配布します。 

 

参考文献（Readings） 

1. Michael Moon, ed.. 2002. Leaves of Grass and Other Writings. Norton (ISBN:0393974960) 

2. David S. Reynolds, ed.. 0195120825. A Historical Guide to Walt Whitman. Oxford UP (ISBN:0195120825) 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AM116 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

その他／演習 Ｂ１６ 

(Seminars B16) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
ウォルト・ホイットマンの世界 2 

担当者名 

（Instructor） 
澤入 要仁(SAWAIRI YOJI) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
EAL3813 

言語 

（Language） 

その他 

(Others) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

 19 世紀のアメリカは詩の時代でした。シガニーらの女性詩人やロングフェローらの炉辺詩人が活躍し広く読まれていました。み

ずから公刊することなく鋭い詩を丁寧に書きためていたディキンソンもいました。けれども 19 世紀のアメリカ詩をもっとも代表する

のはウォルト・ホイットマンです。アメリカやアメリカ人をみずから代弁し、みずから体現さえしようしていたからです。ホイットマンを

読むことなく、アメリカ詩やアメリカ文学を語ることはできません。 

 そこで本科目では、ウォルト・ホイットマンの詩法と詩想を理解し、ホイットマンの世界を愉しむことによって、カリキュラム・マップ

に示された「英米文学の知識と方法論を総合」し、高度な「議論・発表・レポート作成」を実現することを目指します。  

 

   The 19th century was America’s age of poetry. Female poets such as Lydia Sigourney and fireside poets such as Henry 

Wadsworth Longfellow flourished during this time. Emily Dickinson was also active during this time though many of her sharp-

witted poems went unpublished. Among these figures of American poetry, the most significant of the 19th century poets was 

Walt Whitman. He took it upon himself to speak for America and her people and did his best to personify them. Without reading 

Whitman’s work, one will not have a sufficient understanding of American poetry or literature. 

   In this course, students will experience the world of Walt Whitman through understanding his poetic devices and poetic 

imagination. Students will also work towards the goals of gaining a general understanding of British and American literary 

methodology and being able to produce high quality, critical presentations and reports as outlined in the curriculum map. 

 

授業の内容（Course Contents） 

 秋学期にはホイットマンの代表作というべき「ぼく自身のうた」を読んでいきます。ただし、この作品は長篇詩であるので、重要な

セクションを選び出して精読することによって、全貌の理解を図ることとします。分析に当たっては、Ed Folsomによるコメンタリー

も参考にする予定。セクションによっては、1855 年版と 1892 年版の対比も重要になります。もちろんホイットマンを取り巻いてい

たアメリカの文化や社会についても光を当ててゆきます。 

 なお本演習は、あらかじめ定められた担当者がハンドアウトに基づいて発表することによって進められます。担当でない参加者

もみずからすすんで翫味しなければなりません。 

 

   The fall semester will cover Walt Whitman’s iconic work “Song of Myself.” However, due to it being a long-form poem, 

students will conduct intensive readings of selected vital sections of the work to build their understanding of the whole piece. 

Ed Folsom’s commentary of the work will be used as a reference for literary analysis. Contrasting sections from the 1855 

version and the 1892 version will also be important. Students will learn about the American culture and society that surrounded 

Whitman and his works. 

   In this seminar, assigned students will produce handouts and give presentations on the passages and they proceed through 

the work. Those not presenting must be active and willing participants in appreciating the work. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. Introduction, “One's-Self I Sing” 

2. ホイットマン研究史略 

3. Section 1 

4. Section 2 

5. Section 5 

6. Section 10 

7. Section 11 

8. Section 13 

9. Section 21 

10. Section 26 

11. from Section 33 (ll. 817-846) 

12. Section 48 

13. Section 52 
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14. Recapitulation 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

準備学習の指示は、履修登録完了後に Blackboardでおこないます。  

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

発表・応答(60%)/最終レポート(Final Report)(40%) 

 

テキスト（Textbooks） 

プリントを配付します。 

 

参考文献（Readings） 

1. Michael Moon, ed.. 2002. Leaves of Grass and Other Writings. Norton (ISBN:0393974960) 

2. James E. Miller, ed.. 1964. Whitman's "Song of Myself"-Origin, Growth, Meaning. Dodd, Mead 

3. Edwin Haviland Miller. 1989. Walt Whitman's 'Song of Myself': A Mosaic of Interpretations. University of Iowa Press 

(ISBN:0877453454) 

4. Ed Folsam and Christopher Merrill, eds.. 2016. Song of Myself: With a Complete Comentary. University of Iowa Press 

(ISBN:1609384652) 

5. David S. Reynolds, ed.. 2000. A Historical Guide to Walt Whitman. Oxford UP (ISBN:0195120825) 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AM117 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

その他／演習 Ｂ１７ 

(Seminars B17) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
英語語彙研究 

担当者名 

（Instructor） 
唐澤 一友(KARASAWA KAZUTOMO) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
EAL3813 

言語 

（Language） 

その他 

(Others) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

英語語彙やその語源や由来についての造詣を深め、語彙力を高めるとともに、それとの関連で英語史や英国史、英語語源学や

インド・ヨーロッパ比較言語学についての理解も深める。 

 

Learning linguistic, historical, and cultural backgrounds of various English loanwords chiefly focussing on words borrowed from 

Latin and Greek.  

 

授業の内容（Course Contents） 

英語にはラテン語やギリシア語から借用された語が非常に多くありますが、この授業ではそういった借用語を中心に、その語源

や由来について学びながら、英語史、英語語源学、印欧語比較言語学などの分野についての造詣を深めます。この作業はボキ

ャブラリービルディングにも役立つので、英語の語彙力を高め、同時に、ヨーロッパの古典語であるラテン語やギリシア語につい

ての知識を深めることももう一つの目的としています。 

 

Exploring linguistic, historical and cultural backgrounds of various Latin and/or Greek loanwords, students will learn the basics 

of historical linguistics, etymology and Indo-European comparative linguistics.  

 

授業計画（Course Schedule） 

1. イントロダクション 

2. 英語語彙演習 1 

3. 英語語彙演習 2 

4. 英語語彙演習 3 

5. 英語語彙演習 4 

6. 英語語彙演習 5 

7. 英語語彙演習 6 

8. 英語語彙演習 7 

9. 英語語彙演習 8 

10. 英語語彙演習 9 

11. 英語語彙演習 10 

12. 英語語彙演習 11 

13. 英語語彙演習 12 

14. 英語語彙演習 13 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

授業内で発表をしてもらうことがありますが、その際には良く準備をして臨むようにしてください。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

最終レポート(Final Report)(40%)/授業内発表および授業内の発言における授業への貢献度(60%) 

 

テキスト（Textbooks） 

テキストは使わずプリントを配布する。 

 

参考文献（Readings） 

1. T. M. Green. 2008. The Greek and Latin Roots of English (5th ed.). Rowman and Littlefield (ISBN:978-1-4422-3327-0) 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 
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注意事項（Notice） 
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■AM118 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

その他／演習 Ｂ１８ 

(Seminars B18) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
英語語彙研究 

担当者名 

（Instructor） 
唐澤 一友(KARASAWA KAZUTOMO) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
EAL3813 

言語 

（Language） 

その他 

(Others) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

英語語彙やその語源や由来についての造詣を深め、語彙力を高めるとともに、それとの関連で英語史や英国史、英語語源学や

インド・ヨーロッパ比較言語学についての理解も深める。 

 

Learning linguistic, historical, and cultural backgrounds of various English loanwords chiefly focussing on words borrowed from 

Latin and Greek.  

 

授業の内容（Course Contents） 

英語にはラテン語やギリシア語から借用された語が非常に多くありますが、この授業ではそういった借用語を中心に、その語源

や由来について学びながら、英語史、英語語源学、印欧語比較言語学などの分野についての造詣を深めます。この作業はボキ

ャブラリービルディングにも役立つので、英語の語彙力を高め、同時に、ヨーロッパの古典語であるラテン語やギリシア語につい

ての知識を深めることももう一つの目的としています。 

 

Exploring linguistic, historical and cultural backgrounds of various Latin and/or Greek loanwords, students will learn the basics 

of historical linguistics, etymology and Indo-European comparative linguistics.  

 

授業計画（Course Schedule） 

1. イントロダクション 

2. 英語語彙演習 1 

3. 英語語彙演習 2 

4. 英語語彙演習 3 

5. 英語語彙演習 4 

6. 英語語彙演習 5 

7. 英語語彙演習 6 

8. 英語語彙演習 7 

9. 英語語彙演習 8 

10. 英語語彙演習 9 

11. 英語語彙演習 10 

12. 英語語彙演習 11 

13. 英語語彙演習 12 

14. 英語語彙演習 13 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

授業内で発表をしてもらうことがありますが、その際には良く準備をして臨むようにしてください。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

最終レポート(Final Report)(40%)/授業内発表および授業内の発言における授業への貢献度(60%) 

 

テキスト（Textbooks） 

テキストは使わずプリントを配布する。 

 

参考文献（Readings） 

1. T. M. Green. 2008. The Greek and Latin Roots of English (5th ed.). Rowman and Littlefield (ISBN:978-1-4422-3327-0) 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 



 - 981 - 

注意事項（Notice） 
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■AM119 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

その他／演習 Ｂ１９ 

(Seminars B19) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
英文法論 

担当者名 

（Instructor） 
小池 剛史(KOIKE TAKESHI) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
EAL3813 

言語 

（Language） 

その他 

(Others) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

英語で書かれた英文法書を通じて、英文法の基本用語とその意味を理解し、それを使って英文法についてまとまった発表や論述

が出来るようになることを目指します。 

 

This course will help students understand key terminology for English grammar through reading English language grammar books 

and use that knowledge to produce academic presentations and compositions regarding English grammar. 

 

授業の内容（Course Contents） 

英語で書かれた英文法書が主要テキストです。皆さんが中高で学んできたような英文法の用語は英語で何というのか、また英文

法の様々な規則が英語でどのように説明されているか、等を学ぶことで、私たちの英文法の理解を深めていきたいと思っていま

す。この演習では特に、5 文型に焦点を当てます。 

 最初の数回の授業は、小池による講義＋ディスカッションで進めます。以降からはグループによる発表で授業を進めます。 

 授業は日本語で行います。 

 

An English grammar book written in English will be used as the main text. Students will build their understanding of English 

grammar by learning the English terms of grammar points learned during middle school and high school English courses, reading 

the English explanations of grammar rules, and methods of study. This seminar will specifically focus on 5 sentence patterns. 

 The first few classes will include a lecture from Professor Koike moving on to a discussion. Following these first few classes, 

student groups will give presentations before discussions. 

 Classes will be conducted in Japanese. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. オリエンテーション（役割分担決め） 

2. 講義：標準英語、英語の文体について 

3. 講義：英文法の基礎２（記述文法と規範文法） 

4. 講義：英文法の基礎３（主部と述部、機能と範疇；語と語彙素） 

5. 英語の文構造について 

6. 補部と付加部 

7. 主語とは何か（１） 

8. 主語とは何か（２） 

9. 目的語とは何か（１） 

10. 叙述補部について：主格補部 

11. ＳＶＣの文について：be の働き 

12. 5 文型 

13. 付加部（adjunct）について 

14. 予備日 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

毎回授業前に、その日に扱うテキストの個所を熟読しておくこと。授業の最初に抜き打ちで教科書の内容理解を確認します。また

毎回授業後に、授業内容の理解を深める課題を出します。その次の授業で提出すること。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

筆記試験(Written Exam)(50%)/発表(20%)/レポート課題(30%) 

 

テキスト（Textbooks） 

1. Rodney Haddleston & Geoffrey K. Pullum. 2021 年. A Student's Introduction to English Grammar. Cambridge University Press 

(ISBN:1009088017) 

教科書はコピーを配布します。 
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参考文献（Readings） 

1. Rodney Huddleston & Geoffrey K. Pullum. 2002 年. The Cambridge Grammar of the English Language. Cambridge University 

Press (ISBN:0521431468) 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

グループ発表については、発表の一週間前に昼休み時間を使って、私と発表内容理解のための打ち合わせをします。発表前に

あらかじめレジュメを作成すること。 

 不明な点があれば、いつでも小池にメールで連絡してください。 

     小池の連絡用メールアドレスはこちらです。 ➡  5535975@rikkyo.ac.jp 

   

 

注意事項（Notice） 
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■AM120 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

その他／演習 Ｂ２０ 

(Seminars B20) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
英文法論 

担当者名 

（Instructor） 
小池 剛史(KOIKE TAKESHI) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
EAL3813 

言語 

（Language） 

その他 

(Others) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

英語で書かれた英文法書を通じて、英文法の基本用語とその意味を理解し、それを使って英文法についてまとまった発表や論述

が出来るようになることを目指します。 

 

This course will help students understand key terminology for English grammar through reading English language grammar books 

and use that knowledge to produce academic presentations and compositions regarding English grammar. 

 

授業の内容（Course Contents） 

英語で書かれた英文法書が主要テキストです。皆さんが中高で学んできたような英文法の用語は英語で何というのか、また英文

法の様々な規則が英語でどのように説明されているか、等を学ぶことで、私たちの英文法の理解を深めていきたいと思っていま

す。この演習では特に、名詞と名詞句（可算・不可算名詞、冠詞の用法、代名詞など）に焦点を当てます。 

 授業は原則、グループによる発表で授業を進めます。 

 授業は日本語で行います。 

 

An English grammar book written in English will be used as the main text. Students will build their understanding of English 

grammar by learning the English terms of grammar points learned during middle school and high school English courses, reading 

the English explanations of grammar rules, and methods of study. This seminar will focus specifically on nouns and noun phrases 

(countable/uncountable nouns, article rules, pronouns, etc.). 

 Classes will generally proceed with group presentations and 

 Classes will be conducted in Japanese. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. オリエンテーション（役割分担決め）；名詞と名詞句 

2. 名詞句内の様々な従属部 

3. 名詞の分類；数について 

4. 可算・不可算名詞 

5. 主語・動詞の一致 

6. 限定詞：「特定」という概念 

7. 名詞句の補部について 

8. 内部修飾部、外部修飾部について 

9. 代名詞：直示用法と照応用法 

10. 代名詞：人称代名詞 文法性の問題 

11. 代名詞：格 

12. 属格について（１) 

13. 属格について（２） 

14. 属格について（３） 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

毎回授業前に、その日に扱うテキストの個所を熟読しておくこと。授業の最初に抜き打ちで教科書の内容理解を確認します。また

毎回授業後に、授業内容の理解を深める課題を出します。その次の授業で提出すること。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

筆記試験(Written Exam)(50%)/発表(30%)/レポート課題(20%) 

 

テキスト（Textbooks） 

1. Rodney Haddleston & Geoffrey K. Pullum. 2021 年. A Student's Introduction to English Grammar. Cambridge University Press 

(ISBN:1009088017) 

教科書はコピーを配布します。 
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参考文献（Readings） 

1. Rodney Huddleston & Geoffrey K. Pullum. 2002 年. The Cambridge Grammar of the English Language. Cambridge University 

Press (ISBN:978-0521431460) 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

グループ発表については、発表の一週間前に火曜日 1 限目または昼休み時間を使って、私と発表内容理解のための打ち合わ

せをします。発表前にあらかじめレジュメを作成すること。 

 

注意事項（Notice） 
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■AM121 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

その他／演習 Ｂ２１ 

(Seminars B21) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
ヴァージニア・ウルフ『ダロウェイ夫人』を読む 

担当者名 

（Instructor） 
鈴木 孫和(SUZUKI TADAKAZU) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
EAL3813 

言語 

（Language） 

その他 

(Others) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

カリキュラム・マップにあるように、該当する学問領域の「知識と方法論を総合し、議論・発表・レポート作成など」の「研究を実践で

きるようになる」ことを目指します。具体的には、戦間期を代表する長編小説の 1 つを精読し、独自の視点に基づく議論の構築を

行うことで、高度な文学作品の分析能力を養います。 

 

As outlined in the curriculum map, this seminar aims at consolidating the knowledge and methods of the relevant academic 

discipline in order to enable students to practice various research activities, including discussion, presentation, and essay 

composition. Specifically, it focuses on a canonical interwar novel and encourages students to construct an original argument. It 

is hoped that the seminar further refines students' analytical skills. 

 

授業の内容（Course Contents） 

1923 年 6 月なかばのある日に、保守党の政治家の妻であるダロウェイ夫人が花を買いに行き、パーティを開く。このたった 1 日

の出来事を描いたヴァージニア・ウルフの『ダロウェイ夫人』は、モダニズムを代表する小説の 1 つとして読み継がれ、盛んに研

究されてきました。本授業ではこの豊饒なテクストを丹念に読み解くことで、その類まれなる文体や構成の妙から、その文化的、

政治的、哲学的諸相に至るまでを検討します。 

 

On a mid-June day in 1923, Mrs Dalloway goes out to buy some flowers and holds a party for her husband, a Conservative MP 

Richard Dalloway. This story of a single day has been widely read and studied as a canonical modernist novel. This seminar will 

closely examine this text, whose remarkable features—including its textuality and its cultural, political, and philosophical 

thoughts—will doubtless reward the effort of reading it. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. イントロダクション 

2. 作品読解(1) 

3. 作品読解(2) 

4. 作品読解(3) 

5. 作品読解(4) 

6. 作品読解(5) 

7. 映画鑑賞・分析（The Hours） 
8. 作品読解(6) 

9. 作品読解(7) 

10. 作品読解(8) 

11. 作品読解(9) 

12. 作品読解(10) 

13. 映画鑑賞・分析（Mrs Dalloway） 
14. まとめ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

受講者は全員授業前にテクストの該当部分を精読し、わからない箇所（語彙・構文などの英語に関する問題から、話の流れや特

定の事物への言及などの内容にかかわる疑問に至るまで、どのようなものでも）は授業中に解決できるようにメモしてきてくださ

い。また、重要だと思った部分についても、授業中にクラス全体と共有できるように記録してきてください。 

発表担当時には、事前に指示された通りに個人、ないしグループで準備を進め、授業前にハンドアウトを提出してもらいます。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

最終レポート(Final Report)(40%)/発表(30%)/授業貢献(30%) 

 

テキスト（Textbooks） 
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1. Virginia Woolf. 2008. Mrs Dalloway. Oxford University Press (ISBN:9780199536009) 

 

参考文献（Readings） 

 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AM122 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

その他／演習 Ｂ２２ 

(Seminars B22) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
ヴァージニア・ウルフ『オーランドー』を読む 

担当者名 

（Instructor） 
鈴木 孫和(SUZUKI TADAKAZU) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
EAL3813 

言語 

（Language） 

その他 

(Others) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

カリキュラム・マップにあるように、該当する学問領域の「知識と方法論を総合し、議論・発表・レポート作成など」の「研究を実践で

きるようになる」ことを目指します。具体的には、戦間期を代表する長編小説の 1 つを精読し、独自の視点に基づく議論の構築を

行うことで、高度な文学作品の分析能力を養います。 

 

As outlined in the curriculum map, this seminar aims at consolidating the knowledge and methods of the relevant academic 

discipline in order to enable students to practice various research activities, including discussion, presentation, and essay 

composition. Specifically, it focuses on a canonical interwar novel and encourages students to construct an original argument. It 

is hoped that the seminar further refines students' analytical skills. 

 

授業の内容（Course Contents） 

エリザベス一世の治世に高貴な美少年として生きる主人公の数奇な運命を（ある意味アイロニカルに）辿る『オーランドー』（1928）

は、英国の歴史絵巻であると同時に「伝記」のパロディであり、また『自分ひとりの部屋』（1929）と対をなすジェンダーの問題に分

け入った書でもあります。本授業では、この遊び心とシリアスな問題意識に満ちた作品を丹念に分析し、議論とレポート執筆に取

り組みます。 

 

As an ironical 'chronicle' of the life of the eponymous protagonist of the story, Orlando (1928) recounts the strange fate of a 

beautiful and noble Elizabethan youth. It is at once a historical novel, a parody of biography, and a playful investigation into the 

issues of gender—a 'twin' of A Room of One's Own (1929). This seminar will focus on this at once serious and playful work. 

Students will be required to closely examine the text and to write a term paper. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. イントロダクション 

2. 作品読解(1) 

3. 作品読解(2) 

4. 作品読解(3) 

5. 作品読解(4) 

6. 作品読解(5) 

7. 作品読解(6) 

8. 映画鑑賞・分析（Orlando） 
9. 作品読解(7) 

10. 作品読解(8) 

11. 作品読解(9) 

12. 作品読解(10) 

13. 作品読解(11) 

14. まとめ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

受講者は全員授業前にテクストの該当部分を精読し、わからない箇所（語彙・構文などの英語に関する問題から、話の流れや特

定の事物への言及などの内容にかかわる疑問に至るまで、どのようなものでも）は授業中に解決できるようにメモしてきてくださ

い。また、重要だと思った部分についても、授業中にクラス全体と共有できるように記録してきてください。 

発表担当時には、事前に指示された通りに個人、ないしグループで準備を進め、授業前にハンドアウトを提出してもらいます。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

最終レポート(Final Report)(40%)/発表(30%)/授業貢献(30%) 

 

テキスト（Textbooks） 



 - 989 - 

1. Virginia Woolf. 2014. Orlando. Oxford University Press (ISBN:9780199650736) 

 

参考文献（Readings） 

 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AM123 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

その他／演習 Ｂ２３ 

(Seminars B23) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
Nathaniel Hawthorne の小説研究 

担当者名 

（Instructor） 
小南 悠(KOMINAMI YU) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
EAL3813 

言語 

（Language） 

その他 

(Others) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

文学作品の精読を通し、英語を正しく読む力を養うとともに、文学作品を批評する力を養う。 

 

Through a close reading of literary texts, students in this course will improve their English skills to read literary texts accurately 

as well as to analyze it. 

 

授業の内容（Course Contents） 

19 世紀アメリカ文学を代表する作家 Nathaniel Hawthorne（1804-64）の代表的短編小説を精読する。Hawthorne という作家は、

The Scarlet Letter（1850）や The House of the Seven Gables（1851）などの長編作品の書き手として知られているが、彼の文学

的キャリアの始まりは短編作品にある。本講では、Hawthorneの短編作品の精読を通じて、文学を読む力を養うとともに、文学を

批評的に読む力も養っていく。 

 

We will attentively read Nathaniel Hawthorne's famous short stories in this course. 

Although the author may be best known as a writer of some novels, such as The Scarlet Letter (1850) and The House of the 

Seven Gables (1851), his literary career started with his short stories. Through a close reading of his works, students will 

improve their ability to read a literary work as well as to read it critically. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. イントロダクション・発表担当者の決定 

2. "My Kinsman, Major Molineux" を読む（１） 

3. "My Kinsman, Major Molineux" を読む（２） 

4. "My Kinsman, Major Molineux" を読む（３） 

5. "Wakefield" を読む（１） 

6. "Wakefield" を読む（２） 

7. "Wakefield" を読む（３） 

8. "The Birthmark" を読む（１） 

9. "The Birthmark" を読む（２） 

10. "The Birthmark" を読む（３） 

11. "Ethan Brand" を読む（１） 

12. "Ethan Brand" を読む（２） 

13. "Ethan Brand" を読む（３） 

14. 総括・批評検討 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

毎週、事前に作品を精読して授業にのぞむこと。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

最終レポート(Final Report)(40%)/発表時の準備状況(30%)/質疑・討論による授業貢献度(30%) 

 

テキスト（Textbooks） 

授業内で読む作品はプリントで配布する。 

 

参考文献（Readings） 

参考文献は必要に応じて授業中に紹介する。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 
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注意事項（Notice） 
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■AM124 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

その他／演習 Ｂ２４ 

(Seminars B24) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
Herman Melville の小説研究 

担当者名 

（Instructor） 
小南 悠(KOMINAMI YU) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
EAL3813 

言語 

（Language） 

その他 

(Others) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

文学作品の精読を通し、英語を正しく読む力を養うとともに、歴史的・社会的背景を踏まえて文学作品を批評する力を養う。 

 

Through a close reading of a literary text, students in this course will improve their English skills to read it accurately and 

criticize it with a good understanding of the work's historical and social background. 

 

授業の内容（Course Contents） 

19 世紀アメリカ文学を代表する作家 Herman Melville（1819-91）による中編小説 "Benito Cereno"（1855）を精読する。奴隷船上

の陰謀を描いた本作は、中編小説に位置付けられる比較的短い作品ではあるが、歴史的・社会的背景抜きには読解し得ないも

のである。本講では、この作品の精読を通じて、文学を読む力を養うとともに、歴史的・社会的背景を念頭に置きながら文学を批

評的に読む力も養っていく。 

 

We will attentively read Herman Melville's "Benito Cereno" (1855) in this course. 

Although this work about intrigue on a slave ship is classified as a novella, it cannot be read without understanding the historical 

and social background. In this course, through a close reading of the work, students will improve their ability to read the literary 

text and criticize it with the historical and social contexts in mind. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. イントロダクション・発表担当者の決定 

2. "Benito Cereno" を読む（１） 

3. "Benito Cereno" を読む（２） 

4. "Benito Cereno" を読む（３） 

5. "Benito Cereno" を読む（４） 

6. "Benito Cereno" を読む（５） 

7. "Benito Cereno" を読む（６） 

8. "Benito Cereno" を読む（７） 

9. "Benito Cereno" を読む（８） 

10. "Benito Cereno" を読む（９） 

11. "Benito Cereno" を読む（１０） 

12. "Benito Cereno" を読む（１１） 

13. "Benito Cereno" を読む（１２） 

14. 総括・批評読解 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

毎週、事前に作品を精読して授業にのぞむこと。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

最終レポート(Final Report)(40%)/発表時の準備状況(30%)/質疑・討論による授業貢献度(30%) 

 

テキスト（Textbooks） 

1. Herman Melville. 2016. Billy Budd, Bartleby, and Other Stories. Penguin (ISBN:9780143107606) 

 

参考文献（Readings） 

参考文献は必要に応じて授業中に紹介する。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 
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注意事項（Notice） 
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■AM125 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

その他／演習 Ｂ２５ 

(Seminars B25) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
Virginia Woolf を読む 

担当者名 

（Instructor） 
田尻 芳樹(TAJIRI YOSHIKI) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
EAL3813 

言語 

（Language） 

その他 

(Others) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

Virginia Woolf の代表作 Mrs Dalloway(1925)を読むことで、イギリス・モダニズム小説への理解を深める。 

 

This course aims to deepen our understanding of the modernist novel by reading Virginia Woolf's masterpiece Mrs 
Dalloway(1925). 

 

授業の内容（Course Contents） 

Virginia Woolf (1882-1941)はイギリスのモダニズムの代表的な作家として知られています。彼女の小説はそれ以前の小説と根本

的に異なる方法（モダニズム）で書かれています。どういう違いがあるのか、また彼女の新しさは人間の生と死をめぐるどういう真

実に迫っているのかを、ある中年女性の一日の心理を丹念に追った代表作 Mrs Dalloway(1925)を読むことで考察していきます。

同時に背景となっている第一次世界大戦後のイギリス社会についても理解を深めます。 

 

Virginia Woolf (1882-1941) is well known as a representative figure of English modernism. Her major novels are written in the 

new 'modernist' way. What are the differences between modernism and more conventional literature? How does Woolf explore 

the fundamental questions concerning life and death by her new way of writing? We will consider these questions by reading her 

masterpiece Mrs Dalloway(1925), which minutely describes a middle-aged woman's psychology on one particular day. We will 

also pay attention to the English society after WWI, which is the background of the novel. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. イントロダクション 

2. Mrs Dalloway 

3. Mrs Dalloway 

4. Mrs Dalloway 

5. Mrs Dalloway 

6. Mrs Dalloway 

7. Mrs Dalloway 

8. Mrs Dalloway 

9. Mrs Dalloway 

10. Mrs Dalloway 

11. Mrs Dalloway 

12. Mrs Dalloway 

13. Mrs Dalloway 

14. Mrs Dalloway 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

毎回発表者を決めて発表してもらいます。その他の参加者も全員そのときの範囲を読んできて議論に参加することが義務付けら

れます。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

レポート試験(Report Exam)(60%)/平常の参加度(40%) 

欠席が３回を超えると単位を取得できません。 

 

テキスト（Textbooks） 

1. Virginia Woolf. 2008. Mrs Dalloway. Oxford World's   Classics (ISBN:978-0199536009) 

 

参考文献（Readings） 
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その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AM126 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

その他／演習 Ｂ２６ 

(Seminars B26) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
19 世紀の冒険小説を読む 

担当者名 

（Instructor） 
田尻 芳樹(TAJIRI YOSHIKI) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
EAL3813 

言語 

（Language） 

その他 

(Others) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

H. Rider Haggard, King Solomon's Mines (1885) を読む 

 

We will read H. Rider Haggard’s King Solomon's Mines (1885). 

 

授業の内容（Course Contents） 

H. Rider Haggard (1856-1925)は、日本でそれほど知られていないかもしれませんが、イギリスではよく知られた冒険小説家です。

この授業では彼の代表作である King Solomon's Mines (1885)を精読します。まずはスリル満点の冒険小説を楽しみましょう。そし

て、その過程で、イギリス人がアフリカの奥地を探検していくというこの物語が、ヴィクトリア朝時代のイギリスのどのような価値観

を反映しているのかを考察します。とりわけ、アフリカという謎に満ちた土地への興味と恐れが、帝国を築いたイギリス社会とどの

ように関係しているのかが重要なポイントとなります。 

 

We will carefully read  H. Rider Haggard’s King Solomon's Mines (1885). Rider Haggard is a well known English author of 

adventure novels, though his name might not be so familiar to the Japanese. First, let's enjoy this thrilling adventure novel. At 

the same time, we will consider in what ways this story of exploring Africa reflects the Victorian people's particular mindset. It 

is especially important to pay attention to the relationship between the building of the empire and the fearful attraction of the 

unknown land called Africa.  

 

授業計画（Course Schedule） 

1. King Solomon's Mines(１）イントロダクション 

2. King Solomon's Mines（２） 
3. King Solomon's Mines（３） 
4. King Solomon's Mines（４） 
5. King Solomon's Mines（５） 
6. King Solomon's Mines（６） 
7. King Solomon's Mines（７） 
8. King Solomon's Mines（８） 
9. King Solomon's Mines（９） 

10. King Solomon's Mines（１０） 
11. King Solomon's Mines（１１） 
12. King Solomon's Mines（１２） 
13. King Solomon's Mines（１３） 
14. King Solomon's Mines（１４） 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

毎回担当者を決めて発表していただきますが、担当者以外の人たちも当該授業で読む範囲をしっかり予習しておき、議論に参加

する準備をすることが求められます。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

レポート試験(Report Exam)(60%)/平常の参加度(40%) 

欠席が３回を越えると単位を取得できません。毎回授業の最後に、リアクションペーパーに感想などを書いてもらいます。 

 

テキスト（Textbooks） 

1. H. Rider Haggard. 2007. King Solomon's Mines. Penguin Classics (ISBN:978-0-141-43952-5) 

 

参考文献（Readings） 
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その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AM127 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

その他／演習 Ｂ２７ 

(Seminars B27) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
英語の辿ってきた道 

担当者名 

（Instructor） 
福田 一貴(FUKUDA KAZUTAKA) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
EAL3813 

言語 

（Language） 

その他 

(Others) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

英語の歴史に関連するテキストを読むことで、知識を整理することに加え、現代英語との繋がりを改めて実感することを目的とす

る。 

 

This course will introduce students to the connections between Modern English and Old English, in addition to organizing their 

knowledge of the English language by reading texts related to the history of the English language. 

 

授業の内容（Course Contents） 

英語の歴史を概観すると、それぞれの歴史的事象に関連する土地が浮かび上がってくる。英語史に関連する土地に関して書か

れたテキストを読みながら、その土地の現在についてもリサーチを行っていく。これにより、英語史の知識を再確認すると同時に、

その土地の現在の英語との関りも見ることができる。今期は英語史で言う、古英語から近代英語に関連する土地を見ていく予定

である。 

 

By understanding the historical development of the English language, related regions will come into view. Students will conduct 

research into the modern relevance of these regions by reading related texts. In addition to reaffirming their knowledge of the 

English language’s history, students will also begin to see the connections to these regions modern English maintains. This year 

we will  study the regions related to Old English to Modern English through a review of the history of the English language. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. イントロダクション 

2. 古英語時代その１ 

3. 古英語時代その２＋発表 

4. 古英語時代その３＋発表 

5. 古英語時代その４＋発表 

6. 古英語時代その５＋発表 

7. 中英語時代その１＋発表 

8. 中英語時代その２＋発表 

9. 中英語時代その３＋発表 

10. 中英語時代その４＋発表 

11. 近代英語時代その１＋発表 

12. 近代英語時代その２＋発表 

13. 近代英語時代その３＋発表 

14. 近代英語時代その４＋発表 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

各回に読み進めるテキストには目を通しておいてください。また、授業内で発表を行う場合にはハンドアウトを作成し、十分に準備

をしてください。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

最終レポート(Final Report)(40%)/授業内アクティビティ(45%)/授業参加度(15%) 

 

テキスト（Textbooks） 

随時ハンドアウトを配布する 

 

参考文献（Readings） 

1. David Crystal and Hilary Cristal. 2013. Wordsmiths & Warriors: The English-Language Tourist's Guide to Britain. Oxford 
(ISBN:978-0-19-966812-0) 
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2. A.C.Baugh and T. Cable. 2013. A History of the English Language. Pearson (13-978-0-205-22929-0) 

上記以外は随時授業内で紹介します。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

受講人数によっては、グループに分け、グループの中で発表者・司会者を決め、全員でディスカッションを行いながら、原則 1 章

ずつテキストを読み進めていくことを予定している。感染状況によって、大学の指針に従い形態を変更することはある。 

 

注意事項（Notice） 
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■AM128 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

その他／演習 Ｂ２８ 

(Seminars B28) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
英語の辿ってきた道 

担当者名 

（Instructor） 
福田 一貴(FUKUDA KAZUTAKA) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
EAL3813 

言語 

（Language） 

その他 

(Others) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

英語の歴史に関連するテキストを読むことで、知識を整理することに加え、現代英語との繋がりを改めて実感することを目的とす

る。 

 

This course will introduce students to the connections between Modern English and Old English, in addition to organizing their 

English language knowledge by reading texts related to the history of the English language. 

 

授業の内容（Course Contents） 

英語の歴史を概観すると、それぞれの歴史的事象に関連する土地が浮かび上がってくる。英語史に関連する土地に関して書か

れたテキストを読みながら、その土地の現在についてもリサーチを行っていく。これにより、英語史の知識を再確認すると同時に、

その土地の現在の英語との関りも見ることができる。今期は世界に広まった英語に関連する土地を見ていく予定である。 

 

By understanding the historical development of the English language, related regions will come into view. Students will conduct 

research into the modern relevance of these regions by reading related texts. In addition to reaffirming their knowledge of the 

English language’s history, students will also begin to see the connections to these regions modern English maintains. This 

semester will cover regional connections to the now global English language. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. イントロダクション 

2. １８世紀の英語その１ 

3. １８世紀の英語その２＋発表 

4. １８世紀の英語その３＋発表 

5. １８世紀の英語その４＋発表 

6. １９世紀の英語その１＋発表 

7. １９世紀の英語その２＋発表 

8. １９世紀の英語その３＋発表 

9. １９世紀の英語その４＋発表 

10. １９世紀の英語その５＋発表 

11. ２０世紀の英語その１＋発表 

12. ２０世紀の英語その２＋発表 

13. ２０世紀の英語その３＋発表 

14. ２０世紀の英語その４＋発表 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

各回に読み進めるテキストには目を通しておいてください。また、授業内で発表を行う場合にはハンドアウトを作成し、十分に準備

をしてください。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

最終レポート(Final Report)(40%)/授業内アクティビティ(45%)/授業参加度(15%) 

 

テキスト（Textbooks） 

随時ハンドアウトを配布する 

 

参考文献（Readings） 

1. David Crystal and Hilary Cristal. 2013. Wordsmiths & Warriors: The English-Language Tourist's Guide to Britain. Oxford 
(ISBN:978-0-19-966812-0) 
2. A.C.Baugh and T. Cable. 2013. A History of the English Language. Pearson (13-978-0-205-22929-0) 
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上記以外は随時授業内で紹介します。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

受講人数によっては、グループに分け、グループの中で発表者・司会者を決め、全員でディスカッションを行いながら、原則 1 章

ずつテキストを読み進めていくことを予定している。感染状況によって、大学の指針に従い形態を変更することはある。 

 

注意事項（Notice） 
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■AM201 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

その他／英語表現演習 １ 

(English Seminars 1) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
Introduction to Visual Literacy: The Grammar of Graphic Design 

担当者名 

（Instructor） 
イエイツ，Ｍ．(YATES MICHAEL D. H.) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
EAL3811 

言語 

（Language） 

英語 

(English) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

This course is an introduction to visual literacy and the grammar of graphic design. Through a variety of media (text, fashion, 

film, and advertising), this course will introduce the students to the language of visual communication, visual narrative, and 

multimodal representation. 

 

授業の内容（Course Contents） 

The reading of a story begins at first sight, and in texts that involve graphic elements (e.g., illustrations, captions, icons, 

animation, etc.), this primary level of reading is both immediate and lasting in its impact upon the viewer/reader. Through the 

analysis and practical interaction with visual symbolism, structure, and the connection of elements (people, places, things), this 

course will explore the “grammar” of the graphic text and provide a method for understanding and expanding visual literacy in 

different contexts. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. Week One: 

Introduction to Visual Literacy 

2. Week Two:  

The Grammar of Design 

3. Week Three:  

Language and Visual Communication 

4. Week Four:  

Narrative Representation 

5. Week Five: Project One 

Graphic Narrative in Practice 

6. Week Six:  

Conceptual Representation 

7. Week Seven: Project Two 

Conceptual Representation in Practice 

8. Week Eight:  

Representation and Interaction 

9. Week Nine: Project Three 

Designing Perspective 

10. Week Ten:  

Modality and Reality 

11. Week Eleven:  

The Meaning of Composition 

12. Week Twelve:  

Materiality and Meaning 

13. Week Thirteen: 

The Third Dimension 

14. Week Fourteen: 

Final (Group) Presentations 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

Homework will include weekly readings, three (3) practical project assignments, and the creation of a final (group) presentation. 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

Weekly Assignments(30%)/Visual Literacy Projects (3)(30%)/Research(10%)/Final Presentation(30%) 
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テキスト（Textbooks） 

1. Gunther Kress and Theo van Leeuwen (eds.). 2006.  Reading Images: The Grammar of Visual Design. Routledge 

(ISBN:9780415319157) 

授業内でコピーを配布します。 

 

参考文献（Readings） 

 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

Please make sure to provide the professor with your Rikkyo email address during the FIRST WEEK of the course so that 

additional materials can be sent to you when necessary. 

 

注意事項（Notice） 
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■AM202 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

その他／英語表現演習 ２ 

(English Seminars 2) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
Introduction to Visual Literacy: The Grammar of Graphic Design 

担当者名 

（Instructor） 
ミィニョォン(MIGNON EDWARD TAYLOR) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
EAL3811 

言語 

（Language） 

英語 

(English) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

 Ｔｈｉｓ ｃｏｕｒｓｅ ｉｓ ａｎ ｉｎｔｒｏｄｕｃｔｉｏｎ to visual literaｃｙ and the grammar of graphic design. Through a variety of media (text, 

fashion, film, and music), this course will intorduce the students to the methods of visual communication, visual narrative, and 

multimodal representation.  

 

授業の内容（Course Contents） 

The reading of a story begins at first sight, and in texts that involve graphic elements (e.g., illustrations, captions, icons, 

animation, etc.), this primary level of reading is both immediate and lasting in its impact upon the viewer/reader. Through the 

analysis and practical interaction with visual symbolism, structure, and the connection of elements (people, places, things), this 

course will explore the “grammar” of the graphic text and provide a method for understanding and expanding visual literacy in 

different contexts. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. Visuality in Surrealism 

2. Paul Claudel & anachronistically surreal traditional Japanese works 

3. Imagism & Lexically visual verse, Ezra Pound 

4. Nishiwaki Junzaburo & Ezra Pound 

5. Russian Futurism and MAVO 

6. e e cummings & Fujitomi Yasuo 

7. The Brazilian Noigrandes group & VOU 

8. VOU & Kenneth Rexroth 

9. Gertrude Stein, Sagawa Chika 

10. John Zorn & Shimizu Toshihiko  

11. Sound poetry with Jaap Blonk & Adachi Tomomi 

12. John Solt & the Gui Coterie 

13. Flanger, Suzuki Hiromi, onnacodomo 

14. Visual Exquisite Corpse & class exhibition 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

Homework will include weekly readings and assignments, and the creation of a final (individual) 

collection of self-created visualistic works. 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

最終レポート(Final Report)(30%)/Weekly assignments(30%)/Presentations(30%)/Research(10%) 

 

テキスト（Textbooks） 

なし 

 

参考文献（Readings） 

 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AM203 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

その他／英語表現演習 ３ 

(English Seminars 3) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
Nature Imagery and Symbolism in Modern and Contemporary American Poetry 

担当者名 

（Instructor） 
ランダオ，Ｓ．(LANDAU SAMANTHA HOPE) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
EAL3811 

言語 

（Language） 

英語 

(English) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

Poetry is a short form of writing, which lends itself well to close readings and discussion because it uses language flexibly. 

Nature is one of the major themes of American writing. The aim of this course is to reconsider ways of reading and seeing 

nature in American poetry, particularly focusing on how ethnicity, race, and origin play a factor in a given poet's influences and 

use of natural imagery and symbolism. 

 

授業の内容（Course Contents） 

We will first reexamine how authors who are well-known (canonized) for their use of nature, such as Walt Whitman, Emily 

Dickinson, and Robert Frost, depict the natural world from an "American" perspective. We will then examine authors from 20th 

century minority and immigrant groups such as Langston Hughes, Jean Toomer, Joy Harjo, and Emma Lazarus, and 

contemporary authors such as Sarah Little Crow-Russell and Hyejung Kook. We will also discuss the different symbolism 

assigned to nature in poems, and the definition of "ecopoetics." 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. Introduction: Nature in American Poetry 

2. Canonized Poets (19th Century and Early 20th Century) 

3. Harlem Renaissance Poetry 1 (Early-Mid 20th Century) 

4. Harlem Renaissance Poetry 2 (Early-Mid 20th Century) 

5. Native American Poetry  (Early-Mid 20th Century) 

6. Jewish-American Poetry (Early-Mid 20th Century) 

7. Mid-term Report 

8. Civil Rights Poetry (Mid-20th Century Social Movements) 

9. Anti-War Movement(s) and Poetry (Mid-20th Century Social Movements) 

10. Anti-War Movements(s) and Contemporary Poetry 

11. Contemporary Native American Poetry 

12. Contemporary Asian American Poetry 

13. Contemporary African American Poetry 

14. Final Review/Reports 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

Students are expected to complete both in-class and out-of-class assignments on time. The language of instruction will be in 

English and assignments must be completed in English. Poetry readings are usually short, but students are expected to come to 

class prepared to offer their ideas about how to interpret the texts. 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

最終レポート(Final Report)(40%)/中間レポート(30%)/Active Class Participation(30%) 

 

テキスト（Textbooks） 

Handouts will be distributed. 

 

参考文献（Readings） 

 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AM204 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

その他／英語表現演習 ４ 

(English Seminars 4) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
Ghosts and Hauntings in Fiction 

担当者名 

（Instructor） 
ランダオ，Ｓ．(LANDAU SAMANTHA HOPE) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
EAL3811 

言語 

（Language） 

英語 

(English) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

This course is an introduction to fiction and stories that concern hauntings, ghosts, and warped spaces in fiction, primarily from 

American and British sources. In this class, students will approach stories about ghosts through the lens of cultural studies and 

historical contexts.  

 

授業の内容（Course Contents） 

In addition to stories about ghosts and haunted spaces, students will be introduced to social criticism, religious studies, gender 

theory, cultural theory, and scientific theories that suit the story we are discussing. Students who want to understand 

psychological, scientific, or historical aspects of literature are encouraged to take this course. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. Class 1: Introduction 

2. Identifying types of ghosts (British/Christian) 

3. Identifying Other (Non-Christian) Ghosts and Folkloric Influences 

4. Ghosts and beliefs in late 19th century England 

5. Ghosts and beliefs in late 19th century America 

6. Séances and mediums in the early 20th century 

7. Mid-term review 

8. Time-slips and "Living" Ghosts in mid-20th Century America 

9. Poltergeists and ghosts in mid-20th Century Britain 

10. Immigrants and ghosts in Contemporary America 

11. Immigrants and ghosts in Contemporary Britain 

12. Folklore and ghosts in Contemporary America 

13. Folklore and ghosts in Contemporary Britain 

14. Final review and discussion 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

 Students are expected to complete both in-class and out-of-class assignments on time. Students should be prepared to read 

text in English each week and to write their reports and other assignments in English as well. 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

最終レポート(Final Report)(40%)/中間レポート(30%)/Active Class Participation(30%) 

 

テキスト（Textbooks） 

Handouts will be distributed by the instructor. 

 

参考文献（Readings） 

1. Roger Clarke. 2012. A Natural History of Ghosts. Penguin Randomhouse 

2. Dara Downey. 2014. American Women's Ghost Stories in the Gilded Age. Palgrave 

3. J. H. Chaies. 2011. Between Worlds: Dybbuks, Exorcists, and Early Modern Judaism. University of Pennsylvania Press 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AM205 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

その他／英語表現演習 ５ 

(English Seminars 5) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 

Five short stories set in the former half of the twentieth century: "Steady Customer," 

"The Disappearance of Lady Frances Carfax," "The Fall of Edward Barnard," "The 

Chocolate Box", and "The Grocery Store" 

担当者名 

（Instructor） 
陳 淑宜(CHEN SHUI) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
EAL3811 

言語 

（Language） 

英語 

(English) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

The purpose is to facilitate language learning -- listening, speaking, reading, writing -- through various class activities.  

Students are also encouraged to explore the background knowledge of each story. 

 

授業の内容（Course Contents） 

"Steady Customer" and "The Grocery Store" were written by Bernard Malamud, a Jewish-American author, and his characters 

in the two stories found hope and dignity under difficult circumstances.  "The Disappearance of Lady Frances Carfax" was 

about Sherlock Holmes's brilliant investigation into the mysterious loss of contact of an aristocratic woman.  W. Somerset 

Maugham's "The Fall of Edward Barnard" had a surprising ending, and the unconventional behaviours of Edward Barnard were 

pitted against the norms of society.  As regards "The Chocolate Box", Agatha Christine's renowned fictional character Hercule 

Poirot recollected his detective life in Belgium many years ago, and the case of Mr. Deroulard's death was most unforgettable.  

Students are required to submit short comments and an end-of-the-term essay of approximately 700 words in English.   

 

授業計画（Course Schedule） 

1. Introduction  

2. The beginning of "Steady Customer" 

3. The ambiguous ending 

4. "The Disappearance of Lady Frances Carfax": the mysterious disappearance 

5. Holmes's interest in the bearded man Philip Green 

6. Holmes's breaking the law in a desperate attempt to save Lady Frances Carfax 

7. "The Fall of Edward Barnard": Bateman Hunter as the third-person narrator 

8. Isabel Longstaffe's obsession with Edward Barnard 

9. Edward Barnard's unconventional ideas 

10. The reversal of the characters' positions 

11. "The Chocolate Box": the only case Poirot failed to solve 

12. A mother's disappointment with her son 

13. "The Grocery Store": Sam's impoverished existence 

14. Survival and miracle 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

It is necessary to browse through the assigned reading before each class. 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

最終レポート(Final Report)(40%)/participation and attendance(30%)/written comments(30%) 

Students who do not attend at least 2/3 of the classes will not be eligible to obtain credits. 

 

テキスト（Textbooks） 

なし 

 

参考文献（Readings） 

 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AM206 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

その他／英語表現演習 ６ 

(English Seminars 6) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 

Three stories written by female authors: 84, Charing Cross Road, "A Cup of Tea" and 

"The Old Chief Mshlanga" 

担当者名 

（Instructor） 
陳 淑宜(CHEN SHUI) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
EAL3811 

言語 

（Language） 

英語 

(English) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

The purpose is to facilitate language learning -- listening, reading, speaking, writing -- through various class activities.  

Students are also encouraged to explore background knowledge of each story. 

 

授業の内容（Course Contents） 

In 84, Charing Cross Road, Helene Hanff, an unmarried, independent-minded writer, corresponded with a used-book dealer in 

post-WWII London.  Helene, who lived in New York, was encouraged to visit the bookshop because she and its clerks became 

friends through letter-writing and gift-exchange.  Katherine Mansfield's "A Cup of Tea" is about hypocrisy and class gap in 

human relationships.  Doris Lessing's "The Old Chief Mshlanga" is a coming-of-age story set in colonial Zimbabwe.  The 

young protagonist sympathised with a native tribe leader who was deprived of possessions, land and property.  Students are 

required to write short comments and an end-of-the-term essay of approximately 700 words in English. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. Introduction 

2. 84. Charing Cross Road: correspondence from 5th Oct. 1949 to 20th Dec. 1949 

3. Correspondence from 25th Mar. 1950 to 20th Feb. 1951 

4. Correspondence from 25th Feb. 1951 to 15th Sep. 1951 

5. Correspondence from 15th Oct. 1951 to 20th Jan. 1952 

6. Correspondence from 29th Jan. 1952 to 4th May 1952 

7. Correspondence from 11th May 1952 to 23rd Sep. 1953 

8. Correspondence from 18th March 1959 to 15th Feb. 1961 

9. Correspondence from 10th March 1961 to 11th April 1969 

10. "A Cup of Tea": Rosemary's vanity as a middle-class housewife 

11. Rosemary's regret 

12. "The Old Chief Mshlanga": the I-narrator's first encounter with the chief 

13. The chief's humiliation and displacement 

14. the loss for the chief and the I-narrator 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

It is necessary to browse through the assigned reading before each class. 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

最終レポート(Final Report)(40%)/participation and attendance(30%)/written comments(30%) 

Students who do not attend at least 2/3 of the classes will not be eligible to obtain credits. 

 

テキスト（Textbooks） 

なし 

 

参考文献（Readings） 

 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 

 

 



 - 1009 - 

■AM207 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

その他／英語表現演習 ７ 

(English Seminars 7) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
Beat & Beyond: Kerouac 

担当者名 

（Instructor） 
マグラフリン(MCLAUGHLIN MATTHEW) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
EAL3811 

言語 

（Language） 

英語 

(English) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

This English literature course aims to help students develop their English abilities in the four core skills of listening, reading, 

speaking, and writing through a combination of various texts, media (such as audio recordings) and in-class activities. Students 

enrolled in this course will have the opportunity to enhance their abilities to analyze a text of literature through close reading of 

the original text, the provision of supplementary notes, letters by the author, and videos to aid students in their reading and 

interpretation of the source text from various perspectives and thereby facilitate their overall understanding of Jack Kerouac’s 

poetry, and in particular what is widely considered to be his greatest groundbreaking work of poetry, Mexico City Blues.    

To provide students with a better contextual background, some materials and information on beat generation literature and 

writers will also be provided to help students better understand who Kerouac was influenced by and who he, in turn, also 

influenced through his poetry. Furthermore, secondary sources on Buddhism and Christianity will also be provided at appropriate 

parts throughout the course, in order to facilitate students' understanding of some of the deeper underlying philosophical and 

metaphysical themes.  

 

In terms of skills related to English ability and proficiency, students will have the opportunity to improve their English listening 

skills through the interpretations of the text provided by their teacher in class, listening to a recording of Allen Ginsberg reading 

all 242 choruses of Mexico City Blues (on cassette tape), as a way to help students hear the poetry and not just read it. Where 

possible, short excerpts of some jazz recordings will be played in class (or for homework). These jazz musicians will be the 

major artists who influenced Kerouac’s music sensibility, such as Charlie Parker, John Coltrane, Miles Davis, Lester Young and 

Zoot Sims, just to name a few. Pair and group discussions will be held in regular classes on questions directly related to the 

text and given to students beforehand to prepare. Presentations will also be conducted in class (around Week 7 of the course) 

to help students improve their written proficiency (in preparing for the presentation) and their spoken English proficiency when 

they give the presentation in class. Students will give a presentation on one of the main jazz musicians or folk/blues musicians 

who influenced Kerouac’s jazz poetry. Three written homework assignments will be assigned on either readings from the 

textbook or supplementary materials provided in class. Some guidelines on how to complete these assignments will also be 

provided by the teacher, to help students improve their abilities in English written composition and expression.  

 

Successful completion of this course should indicate an understanding of… 

1.the historical background and contexts of the Beat Generation and some of the most well-known 

Beat poets and writers, including Kerouac himself; 

2.the style, structure, aesthetics and aims of Kerouac’s poetry, with a particular focus on his knowledge of 

jazz, blues and Buddhism; 

3.several ways of analyzing a text, through supplementary readings and slides provided in class. 

 

This course also involves the development of the following skills… 

1. the ability to interpret and discuss a text, based on its historical and cultural context; 

2. the ability to inform an original text through the use of secondary sources; 

3. the ability to interpret and understand the literary analysis of other critics and writers; 

4. the ability to present an argument or summary of one’s opinion on a literary work.   

5. the ability to write an academic structured essay which is coherent, cogent and persuasive to the reader. 

 

授業の内容（Course Contents） 

This course, predominantly conducted in English, will offer enrolled students the opportunity to read and discuss Jack 

Kerouac’s Mexico City Blues and the lasting influence that it has had on poetry, especially jazz poetry, since its publication. We 

will also talk about some of the ‘pioneers’ of jazz poetry, such as Langston Hughes or some contemporaries who also wrote jazz 

poetry such as Gregory Corso, Amiri Baraka and Ray Bremser.  
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Much has been written on Kerouac’s prose to date by literary scholars and critics, but little has been written on his poetry. 

Nevertheless, some supplementary notes and commentary will be provided to assist students in their comprehension of the 

book. Most supplementary notes have been drawn from a book of literary analysis called, A Map of Mexico City Blues: Jack 

Kerouac as Poet by James T. Jones plus selected pages from Gerald Nicosia’s exhaustive biography on the beat writer, 

Memory Babe. To further assist students in their elucidation of the text, some of Kerouac’s essays will also be included, taken 

from Last Words and Other Writings: The Collected Essays (of Jack Kerouac), Good Blonde & Others and two essays taken 

from Lonesome Traveller (a collection of shorter prose) by Jack Kerouac. Most of the essays from Good Blonde & Others will 

be taken from the sections titled ‘On the Beats’ and ‘On Writing’. Some of Kerouac’s correspondence with other poets and 

contemporaries such as Allen Ginsberg, Gary Snyder, William Burroughs, Philip Whalen and others will also be fleetingly referred 

to, especially the letters which refer to or directly mention Mexico City Blues. Moreover, where possible, annotated versions of 

Kerouac’s long poem will be provided. These annotations have been sourced from James T. Jones research (see above), the 

only in-depth analysis of this work in print to date, in addition to my own research into the poem which I have been conducting 

since 2020. Finally, a few audio files featuring songs by some of Jack’s favorite jazz musicians will be played either in class or 

sent by email for students. The aim of this exercise is to help students gain a better understanding of Kerouac’s jazz rhythms, 

some of which are based on lines from these musicians’ songs. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. Introduction: The Beat Generation & The King of the Beats  

After explaining the syllabus, assignments (including presentations to be conducted in Lesson 7), and course requirements, 

this session will provide students with background information on the Beat Generation, with a special focus on the main 

writers of these times (Kerouac, Ginsberg, Burroughs, Ferlinghetti, Corso, Snyder, Whalen, Welch, McClure etc.) and a brief 

overview of some of Kerouac’s major publications (such as On the Road, Visions of Cody and Doctor Sax). We will also 

discuss briefly how Mexico City Blues influenced other artists such as Michael McClure, and especially Bob Dylan, who will 

be the topic for those students enrolling in Beat & Beyond II in the fall term. All of this information will be covered in the 

first lecture. A lecture recording by Ginsberg on Mexico City Blues (and its influence on Dylan and others) will be assigned 

for homework.  

2. 1st Chorus to 25th Chorus (pp. 1 - 25) 

In our second lesson together, we will begin by looking at the first 25 choruses of Kerouac’s epic poem. We will also begin 

to explore some of the recurring themes in Mexico City Blues, which include Kerouac’s beliefs, heavily influenced by both 

Catholicism and Buddhism, as well as his childhood nostalgia, reflected in certain choruses of MCB, called 'The Lowell 

Cantos'. Selected readings from Visions of Gerard will also be assigned to one group as a secondary source.  

3. 26th Chorus to 50th Chorus (pp. 26 – 50)  

In this third lesson, we will continue to explore many of the same themes that appeared in the first 25 choruses, plus a 

quick look at some of the people Kerouac mentions in this section including scientists such as Newton, and contemporary 

beat poets such as Gregory Corso and novelists such as William Burroughs. Selected sections from Doctor Sax will also 

be provided, as a secondary source, to facilitate students' understandings of key references to that work that lie within 

Mexico City Blues.  

4. 51st Chorus to 75th Chorus (pp. 51 – 75)    

In this lecture and lesson we will discuss the inclusion of Kerouac’s own experiences, including those with narcotics. 

There is a brief, fleeting reference to Ezra Pound in Chorus 75 that we will discuss. There is an important parallel here 

between a key feature of Kerouac's Mexico City Blues and Pound's The Cantos, which we will discuss.We will also briefly 

discuss Kerouac’s formatting of the poems on the page, influenced by the small nickel notebooks he carried around in his 

shirt pockets. The first assignment will be distributed during this week*. 

5. 76th Chorus – 100th Chorus (pp. 76 – 100) 

In our 5th lesson, we will look at a very important aspect of Kerouac’s writing, his spontaneous prose and poetry, or what 

Ginsberg dubbed ‘spontaneous bop prosody’ (a key term in this course), which was heavily influenced by jazz and the 

writings of Neal Cassady. We will look at some of the words that Kerouac creates here, purely for aural effect and briefly 

discuss the reference to William Carlos Williams (83rd and 85th Chorus). Also, we will listen to some recordings that 

capture Kerouac reading some poems from this section (Choruses 80 – 83 for example). 

6. 100th Chorus – 125th Chorus (pp. 100 – 125)  

This lesson will focus on reviewing what we have read and studied so far. In Choruses 100 – 125, Kerouac focuses mainly 

on memories of his boyhood, especially of his father, Leo Kerouac (who died tragically in his arms), and writes about his 

thoughts on reincarnation and other aspects of Buddhism. We will also discuss the recurring theme / trope of Lowell, 

Kerouac's hometown.  

7. Presentations  

In this class, students will have a chance to present on a key influence on Kerouac's epic poem, Mexico City Blues. 
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Choices include: 1) MUSICAL INFLUENCES, such as one of several jazz or folk/blues musicians who influenced Jack 

Kerouac and may have indirectly had an impact on his composition of Mexico City Blues, 2) LITERARY INFLUENCES, 

such as Neal Cassady or Ezra Pound (mentioned previously), or 3) RELIGIOUS INFLUENCES, such  as Buddhist and 

Christian religious texts. Each student will be expected to provide a 3-minute short presentation (PowerPoint slides are 

optional) followed by 1-2 minutes of questions from the audience on the content presented. 

8. 126th Chorus – 150th Chorus  

In this fascinating section, we will discuss Kerouac’s position on some social problems such as drug addiction, alcoholism 

and homelessness. We will also look at a small piece of prose (not contained in the textbook but distributed as a 

supplementary document) that Kerouac wrote together with Gregory Corso called The Vanishing American Hobo which 

relates to Kerouac’s own hobo, peripatetic lifestyle and that is referred to in this section. The third assignment* will be 

distributed during this week and will be related to the topic of hobos, the homeless and the dispossessed, an important 

and prominent motif not only in Kerouac’s canon but in beat literature in general, which has strong connections to the 

Catholic (and Buddhist) virtue of compassion. 

9. 151st Chorus – 175th Chorus (‘The Two Bills’) 

This section explores many themes that emerge in these 25 choruses, but in particular we will look at Kerouac’s 

relationship to William (Old Bull) Burroughs (aka ‘Bill Burroughs’) and Bill Garver, Kerouac’s roommate while living in 

Mexico City. Many of the quotations that are included throughout Mexico City Blues are attributed to Garver, one of the 

main ‘characters’ of this book. 

10. 176th Chorus – 200th Chorus ('Neal Cassady')  

This section is once again filled with many references to Buddhism and Buddhist scripture. Kerouac also refers to his time 

working as a brakeman on the railroad, a job introduced to him by the legendary Neal Cassady (the hero of On the Road). 

At the same time, students will listen to a recording of Kerouac’s long poem, October in the Railroad Earth which is also 

about his experiences as a brakeman. If we have time, students may have a chance to read a section from Visions of 
Cody, a spontaneous work Kerouac wrote about Neal Cassady.  

11. 201st Chorus – 225th Chorus 

In this class, we will look at some of the brief allusions to Kerouac’s book Doctor Sax, as well as the choruses about his 

poet friend, Allen Ginsberg. One of Kerouac’s main preoccupations here appears to be his philosophy on the concept of 

time, which we will also discuss. 

12. 226th Chorus – 242nd Chorus  

Here in our 12th lesson, we will conduct a comprehensive review of Mexico City Blues and look at the closing choruses of 

Kerouac’s long poem. In particular, we will talk about the influence of Charlie Parker on Kerouac’s life and poetry, in 

particular with Chorus 241, which is an elegy to his music idol. 

13. Mock Exam & Group Discussion 

In our penultimate class for this course, we will quickly review the most difficult parts of Mexico City Blues as well as 

recap the main themes, characters and sections. Students will also have some time to ask any questions about parts of 

the text they feel uncertain about. Following this, a short mock exam will be given to students to prepare for the following 

week’s final examination. The mock exam will follow the exact same format as the final examination. To prepare for the 

possible essay topics (Section III of the exam), students will form groups, share ideas and then present a short group 

summary to the class. Students should take notes during this time, which they can draw upon during the last section (the 

essay question) of their final examination. 

14. Final Examination 

The final examination will cover all parts of the text covered under this syllabus and supplementary materials covered 

throughout the semester. Students will be given 90 minutes to complete the exam. Please be prepared for multiple-choice 

questions, short-answer questions on key themes, motifs or quotations from the text or any supplementary materials 

handed out in class related to Kerouac, and a final essay question. The final examination will follow the exact same format 

as the mock exam conducted in the previous lesson, Lesson 13. 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

Students should be prepared to analyze the readings using a variety of resources. It is essential that students have read the 

assigned reading sections before attending each class. Supplementary materials (notes, letters, analysis, a recording of Allen 

Ginsberg reading the choruses of Mexico City Blues and a few recordings of Kerouac reading from his own work) will also be 

provided by the teacher and reading or viewing these extra materials will offer students a chance to enrich their understanding 

of the primary text. Three homework assignments (and one presentation) will be assigned and students are expected to submit 

them on time. 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

最終テスト(Final Test)(40%)/Assignment 1(10%)/Assignment 2(10%)/Assignment 3(10%)/Assignment 4(10%)/In-class discussions 

& exercises(10%)/Participation(10%) 
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テキスト（Textbooks） 

1. JACK KEROUAC. 1994. Mexico City Blues. Grove Press (ISBN:978-0802130600) 

 

参考文献（Readings） 

1. James T. Jones. 1992. A Map of Mexico City Blues. Southern Illinois University Press (ISBN:978-0809318285) 

2. Jack Kerouac. 2001. Good Blonde & Others. Grey Fox Press (ISBN:978-0912516226) 

3. Dwight Goddard. 2010. A Buddhist Bible: The Favorite Scriptures of the Zen Sect . Martino Fine Boox (ISBN:978-

1578988570) 

4. Gerald Nicosia. 2022. Memory Babe: A Critical Biography. Noodlebrain Press (ISBN:9780578954646) 

5. Jack Kerouac. 1999. Some of the Dharma. Penguin Books (ISBN:978-0140287073) 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

Slide presentations (used during each lecture) and annotated versions of the assigned weekly reading sections as well as some 

audio mp3 files (of either Ginsberg or Kerouac reading from Mexico City Blues or songs by other jazz musicians) will be 

uploaded, on an ad hoc basis, or will be sent to students by e-mail to help them review the text, relevant background 

information and facilitate their understanding of the text. 

 

注意事項（Notice） 
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■AM208 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

その他／英語表現演習 ８ 

(English Seminars 8) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
Beat & Beyond: Dylan 

担当者名 

（Instructor） 
マグラフリン(MCLAUGHLIN MATTHEW) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
EAL3811 

言語 

（Language） 

英語 

(English) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

This English literature course aims to help students develop their English abilities in the four core skills of listening, reading, 

speaking, and writing through a combination of various texts, media and in-class activities. Students enrolled in this course will 

have the opportunity to enhance their abilities to analyze a text of literature through close reading of the original text (in this 

case musical lyrics, as well as critical analysis), the provision of supplementary notes, biographical details, and videos or audio 

to aid students in their reading and interpretation of the musical lyrics from various perspectives and thereby facilitate their 

overall understanding of Bob Dylan’s music in general, and in particular the major themes of his songs, and also the influence of 

the beat-generation writers (such as Kerouac) on his songwriting and writing (Chronicles and Tarantula).  

 

To provide students with a better contextual background, many supplementary materials and information on Bob Dylan, taken 

from biographies, resource books and other texts (including some online resources) will be provided throughout the course, to 

supplement students’ knowledge of this artist, and to facilitate their understanding of his work. Most importantly, as Bob Dylan 

is first and foremost a singer and musician, audio recordings of his songs will be provided and at times used in class.  

 

In terms of skills related to English ability and proficiency, students will have the opportunity to improve their English listening 

skills through the interpretations of the text provided by their teacher in class, and listening to recordings of Bob Dylan’s music 

and performances, as well as interviews. Group discussions will be held in regular classes on questions directly related to the 

text and given to students beforehand to prepare. Each week, two chapters from the textbook (The Chameleon Poet: Bob 

Dylan’s Search for Self by John Bauldie) will be supplied, of which two groups will tackle questions from one chapter each. A 

third group will receive questions about some of the songs and lyrics we study week to week and a fourth group will examine 

secondary sources, such as information on Dylan’s recordings, touring schedule or everyday life. Students will also have the 

opportunity to make a presentation in class (towards the end of the course) to help them improve their written proficiency 

(through writing the script they will refer to during their presentation) and their spoken English proficiency when they give the 

presentation in class. Students will give a presentation on one album by Bob Dylan from either the 1980s, 1990s or an album 

released since the year 2000. Students will be given some suggestions and ideas on which albums are the most important or 

highly-acclaimed from this time-frame, to give them some idea about where to start, but students are free to choose ANY 

album that they are interested in, from this time-frame. 

 

Three written homework assignments will be assigned on supplementary materials provided in class and through email. 

Assignment 1 will be about one of Dylan’s famous early albums, The Freewheelin’ Bob Dylan; Assignment 2 will be about one of 

Dylan’s most famous classic mid-1960s albums, Blonde on Blonde; and Assignment 3 will be about what is considered by some 

to be the greatest album of his career, Blood on the Tracks from the mid-1970s. Assignment 4 will be held over two weeks, 

during which students will give a 3-minute presentation. Some guidelines, including templates, on how to complete each of these 

assignments will also be provided by the teacher, to help students improve their abilities in English written composition and 

expression. 

 

Successful completion of this course should entail an understanding of… 

1. the historical background of the 1960s folk boom and Bob Dylan’s rise to fame during this decade; 

2. some of the key early influences on Bob Dylan, such as Woody Guthrie, Ramblin’ Jack Elliott and Jack Kerouac (to name a 

few); 

3. how many of the themes in Dylan’s songs and lyrics reflected the times and the state of affairs in the world at the time, 

through reflection upon what political or social statements or messages are contained within his songs.  

4. a better background knowledge of Dylan’s life and legacy today, including his winning of the Nobel Prize in 2016 for literature. 

 



 - 1014 - 

This course also involves the development of the following skills… 

1. the ability to interpret and discuss a text, based on its historical and cultural context and milieu; 

2. the ability to inform an original text through the use of secondary sources; 

3. the ability to interpret and understand the literary analysis of other critics and writers; 

4. the ability to present an argument or summary of one’s opinion on a literary work. 

5. the ability to ‘dissect’ or analyze the lyrics of a song, and analyze their meaning, rhythm and rhyme etc. 

 

授業の内容（Course Contents） 

This course, predominantly conducted in English, will offer enrolled students the opportunity to read and discuss Bob Dylan’s 

massive influence and legacy on the world of songwriting and popular music. The decision to use The Chameleon Poet: Bob 

Dylan’s Search for Self, a book written by a perceptive and astute Dylan critic and expert, John Bauldie, instead of using one of 

Dylan’s own books, such as Chronicles: Volume One should perhaps first be explained. Dylan’s reputation for deliberately mixing 

or conflating fiction with fact, in a similar manner to his predecessor and early role-model, Woody Guthrie, means that his own 

texts and testimony, while no doubt of great interest and importance, cannot be relied on as an altogether reliable text to study 

his work. Instead, Chronicles: Volume One by Bob Dylan will be referred to throughout this course, as a means of comparison. 

 

Much has been written on Bob Dylan’s music and albums ever since he rose to fame in the early 1960s, during the folk boom 

and became even more famous and relevant as a songwriter throughout the whole civil rights movement, at one point being 

called ‘the spokesman of a generation’. The reason I have chosen John Bauldie, is that he was the main editor of The 

Telegraph, a legendary Bob Dylan fanzine in its time, that even Bob Dylan himself subscribed to and read with great attention 

and close interest. There are many other well-known biographers and critics of Dylan’s work, such as Clinton Heylin and 

Howard Sounes (biography) and Greil Marcus (biography / criticism) whose valuable contributions and works will also be 

referred to during this course, to supplement Bauldie’s groundbreaking and revealing thesis on this artist.  

 

Most supplementary notes have been drawn from the major biographies by Heylin & Sounes, as well as some excellent articles 

and notes from the Bob Dylan fanzine, Isis, which continues to print articles on this famous artist even today. For assignment 

#4, students will present on one Dylan album from the 1980s and beyond (in class, we will focus on Dylan’s most well-known 

work from the 1960s and 1970s). Students who choose to present on Dylan’s great comeback album, Oh Mercy, from 1989, are 

recommended to read and refer to Chapter 4 of Bob Dylan’s own Chronicles: Volume One, which will be provided as one of 

several supplementary materials.  

 

Finally, and perhaps most importantly, students are encouraged to seek out (or purchase) songs or albums by Dylan, especially 

the album they will present on for their assignment, and read the liner notes and Japanese translations of lyrics, in order to 

obtain an even better understanding of this important artist.  

 

授業計画（Course Schedule） 

1. Lesson 1 – An Introduction to Dylan’s Life, Overview of Musical Catalogue & Influences 

 

In our first class for the course, we will begin by discussing the historical contexts and backgrounds of the ‘folk boom’ of 

the 1960s. We will begin by looking briefly at the work of Woody Guthrie, Johnny Cash, and Hank Williams, who were all key 

early influences on Bob Dylan, especially the lyrics and songwriting style of Guthrie. Students will also learn about Dylan’s 

discography, including which albums have been praised (and panned) by critics and fans. Each week students will also 

discuss a different Dylan album so therefore this schedule will be outlined in week one as well. Other important slides and 

notes will be based on the ‘Introduction’ to the textbook.  

2. Lesson 2 – The Chameleon Poet, Chapters 1 & 2 (pp. 49-65) 

 

In Lesson 2, we will begin discussing the first two chapters of The Chameleon Poet: Bob Dylan’s Search for Self, by John 

Bauldie. The album that we will focus on in Lesson 2 is The Freewheelin’ Bob Dylan, which was Dylan’s breakthrough 

album in 1962. We will discuss the major songs of this album, including its themes and messages.  

3. Lesson 3 – The Chameleon Poet, Chapters 3 & 4 (pp. 66-87) 

 

In Lesson 3, we will continue discussing The Chameleon Poet: Bob Dylan’s Search for Self, by John Bauldie, focusing on 

chapters 3 and 4. The album that we will focus on in Lesson 3 is The Times They Are A-Changin, which was Dylan’s great 

follow-up third album in 1964. We will discuss the major songs of this album, including its themes and messages, and how 

the United States was changing in the wake of the John F. Kennedy assassination (an event that Dylan has returned to, in 

a very powerful song on his most recent album).  
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4. Lesson 4 – The Chameleon Poet, Chapters 5 & 6 (pp. 88-120) 

 

In Lesson 4, we will continue discussing The Chameleon Poet: Bob Dylan’s Search for Self, by John Bauldie, focusing on 

chapters 5 and 6. The album that we will focus on in Lesson 4 is the first of Dylan’s great mid-1960s albums, Bringing It 

All Back Home, which includes many of Dylan’s most well-known and loved songs such as Hey, Mr Tambourine Man and 

Love Minus Zero/No Limit. We will discuss the major songs of this album, including its themes and messages, and 

especially how it marks the first of several turning points in Dylan’s career, as he moves from acoustic guitar to electric 

guitar, which either delighted or enraged his many fans, as seen at the now legendary 1965 Newport Folk Festival.  

5. Lesson 5 – The Chameleon Poet, Chapters 7 & 8 (pp. 121-144) 

 

In Lesson 5, we will continue discussing The Chameleon Poet: Bob Dylan’s Search for Self, by John Bauldie, focusing on 

chapters 7 and 8. The album that we will focus on in Lesson 5 is the second of Dylan’s great mid-1960s albums, Highway 

61 Revisited, which includes probably Dylan’s most famous song, and one of the longest-recorded songs of its time, Like a 

Rolling Stone. We will discuss the major songs of this album, including its themes and messages (including its references 

to other poets such as Eliot and Pound), and its impact on the musical industry and society.   

6. Lesson 6 – The Chameleon Poet, Chapters 9 & 10 (pp. 145-183) 

 

In Lesson 6, we will continue discussing The Chameleon Poet: Bob Dylan’s Search for Self, by John Bauldie, focusing on 

chapters 9 and 10. The album that we will focus on in Lesson 6, which perhaps represents the capstone or ‘crowning 

moment’ of his mid-1960s masterpieces, is Blonde on Blonde, which marks another turn in Dylan’s art and music, with his 

focus on dadaism. We will discuss the major songs of this album, including its themes and messages, and briefly discuss 

his first book of poetry, Tarantula, written around this time, but not officially published until much later. However, we will 

return to Tarantula later on in Lesson 10, when we will look at the dadaesque lyrics of The Basement Tapes, one of the 

early great bootleg albums that Dylan recorded with The Band.  

7. Lesson 7 – The Chameleon Poet, Chapters 11 & 12  (pp. 184-208) 

 

In Lesson 7, we will continue discussing The Chameleon Poet: Bob Dylan’s Search for Self, by John Bauldie, focusing on 

chapters 11 and 12. The album that we will focus on in Lesson 7, is John Wesley Harding, which corresponds perfectly 

with these two textbook chapters. We will look at Guthrie’s influence on Dylan again, as the album was recorded in the 

wake of Guthrie’s death in 1968. This album contains one of Dylan’s most popularly covered songs, All Along the 

Watchtower, by artists such as Jimi Hendrix.  

8. Lesson 8 – The Chameleon Poet, Chapters 13 & 14 (pp. 209-239) 

 

In Lesson 8, we will continue discussing The Chameleon Poet: Bob Dylan’s Search for Self, by John Bauldie, focusing on 

chapters 13 and 14. The album that we will focus on in Lesson 8, is Blood on the Tracks, which corresponds with the 

focus of Chapter 14. This album is not only considered one of Dylan’s greatest post-1960s albums, but one of the best 

albums of the 20th Century. We will look at Dylan’s personal life, including his divorce from Sara Lowndes, which was one 

of the main tropes of this album.  

9. Lesson 9 – The Chameleon Poet, Chapters 15 & 16 (pp. 240-277) 

 

In Lesson 9, we will continue discussing The Chameleon Poet: Bob Dylan’s Search for Self, by John Bauldie, focusing on 

chapters 15 and 16. The album that we will focus on in Lesson 8, is Street Legal, which corresponds with the focus of 

Chapter 16. This album is probably one of the most overlooked or underrated albums in Dylan’s career and catalogue. In 

this lesson, we will also look at Dylan’s slow conversion to Christianity by focusing on the song, Senor, which is an early 

indication of Dylan’s changing spiritual beliefs. (Dylan became a born-again Christian in the early 1980s).  

10. Lesson 10 – The Chameleon Poet, Chapter 17 (pp. 278-9) & Tarantula (selections)  

 

In Lesson 10, we will read the final short two-page chapter of The Chameleon Poet: Bob Dylan’s Search for Self, by John 

Bauldie. As this chapter is short, I wish to return to a unique album in Dylan’s catalogue in this lesson, <The Basement 

Tapes>. This album is different from his others in two key aspects: 1) he recorded it casually at a house (not in a 

recording studio) and 2) he recorded songs by collaborating with members of the famous group, The Band. As the lyrics of 

this album tend to be rather dadaesque, we will also look at the influence of dada on Bob Dylan’s obscure book of poems, 

Tarantula.  

11. Lesson 11 – Presentations I 
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In Lesson 11, the first half of the class will give a short 3-minute presentation on one Bob Dylan album from the 1980s, 

1990s or one released since the 2000s. Dylan has released some major albums in this timeframe, including Shot of Love 

(1982), Infidels (1984), Oh Mercy (1989), Time Out of Mind (1997), Love and Theft (2001), Modern Times (2006) and 

several interesting albums since then including the most recent release of Rough and Rowdy Ways (2020). While these are 

considered to be the major albums that Dylan has released in the past 40 years of his career, almost any album released 

during this time contains at least one or two classic songs. Therefore, students are encouraged to conduct some research 

on their own, pick one album and present on the following: basic background details on the album such as when it was 

released, and how it was received by the public and fans, its most famous or ‘stand-out’ songs, and any other relevant 

details. Consult your teacher for more information to help you prepare for your presentation. Recommended sources: 

Heylin, C. Revolution in the Air: The Songs of Bob Dylan, Volume 1: 1957-1973 (Chicago Review Press, 2009); Heylin, C. 

Still on the Road: The Songs of Bob Dylan, Volume 2: 1974-2006 (Chicago Review Press, 2010). 

12. Lesson 12 – Presentations II 

 

In Lesson 11, the second half of the class will give a short 3-minute presentation on one Bob Dylan album from the 1980s, 

1990s or one released since the 2000s. Dylan has released some major albums in this timeframe, including Shot of Love 

(1982), Infidels (1984), Oh Mercy (1989), Time Out of Mind (1997), Love and Theft (2001) and several interesting albums 

since then including the most recent release of Rough and Rowdy Ways (2020). While these are considered to be the 

major albums that Dylan has released in the past 40 years of his career, almost any album released during this time 

contains at least one or two classic songs. Therefore, students are encouraged to conduct some research on their own, 

pick one album and present on the following: basic background details on the album such as when it was released, and 

how it was received by the public and fans, its most famous or ‘stand-out’ songs, and any other relevant details. Consult 

your teacher for more information to help you prepare for your presentation. Recommended sources: Heylin, C. Revolution 
in the Air: The Songs of Bob Dylan, Volume 1: 1957-1973 (Chicago Review Press, 2009); Heylin, C. Still on the Road: The 
Songs of Bob Dylan, Volume 2: 1974-2006  (Chicago Review Press, 2010). 

13. Lesson 13 – Comprehensive Review & Mini-mock Exam 

 

In our penultimate lesson for the course (Lesson 13), we will review all sections of The Chameleon Poet: Bob Dylan’s 

Search for Self, plus review some of the major songs and albums covered in class, as well as the major themes and 

messages in Dylan’s music. The mock exam will take up approximately 50 minutes ~ 1 hour of the class. If any time 

remains during class, students are encouraged to ask questions, especially regarding any mistakes they made on the mock 

exam, to ensure that they are better prepared for the final exam.  

14. Lesson 14 – Final Examination 

 

In Lesson 14, students will take their final examination. All parts of the textbook will be covered in the final exam, including 

some of the supplementary materials taken from The Lyrics and interviews with Bob Dylan (all these materials will be 

shared through email or in class beforehand). There will be three sections to the final examination: 1) in the first section 

students will answer multiple-choice questions; 2) in the second section students will write short-answer questions; 3) in 

the third section, students will write an essay on topics relating to Dylan’s lyrics, poetry, writing or lasting legacy as an 

artist.  

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

Study Required Outside of Class 

 

In addition to the weekly reading assignments from the textbook, students will also be encouraged to read and explore other 

supplementary sources of information. Some of the supplementary reading materials will be provided by the teacher (either 

photocopies handed out in class or sent by email) and extra 'recommending reading' sections will be suggested by the teachers 

to help them enrich their understanding of the poems, the writer and the course overall. 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

最終テスト(Final Test)(40%)/Assignment 1: The Freewheelin' Bob Dylan(10%)/Assignment 2: Blonde on Blonde(10%)/Assignment 

3: Blood on the Tracks(10%)/Assignment 4: Presentation on Dylan album(10%)/In-class discussions & 

exercises(10%)/Participation(10%) 

 

テキスト（Textbooks） 

1. John Bauldie. 2021. The Chameleon Poet: Bob Dylan's Search for Self. Route Publishing (ISBN:978-1901927832) 

2. Bob Dylan. 2005. Chronicles: Volume One. Simon & Schuster (ISBN:978-0743244589) 

 

参考文献（Readings） 

1. Bob Dylan. 2015. The Lyrics: 1961-2020. Simon & Schuster (ISBN:978-1451648768) 



 - 1017 - 

2. Bob Dylan. 2005. Tarantula. Harper Perennial (ISBN:978-0007215041) 

3. Clinton Heylin. 2011. Behind the Shades: The 20th Anniversary Edition. Faber & Faber (ISBN:978-0571272402) 

4. Howard Sounes. 2001. Down the Highway. Grove Press (ISBN:978-0802116864) 

5. Clinton Heylin. 2009. Revolution in the Air: The Songs of Bob Dylan, 1957-1973. Chicago Review Press (ISBN:978-

1556528439) 

6. Clinton Heylin. 2010. Still on the Road: The Songs of Bob Dylan, 1974-2006. Chicago Review Press (ISBN:978-1556528446) 

7. Terry Gans. 2020. Surviving in a Ruthless World: Bob Dylan's Journey to Infidels. Red Planet (ISBN:978-1912733392) 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

Various other reference materials, especially audio recordings of Dylan's albums and studio outtakes, bootlegs (now officially 

released) etc. will be used in class. In addition to the above materials, selected articles from the Bob Dylan fanzine, Isis, will also 

be copied and distributed at appropriate stages throughout the course.  

 

注意事項（Notice） 
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■AM209 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

その他／英語表現演習 ９ 

(English Seminars 9) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
Beat & Beyond: Corso 

担当者名 

（Instructor） 
マグラフリン(MCLAUGHLIN MATTHEW) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
EAL3811 

言語 

（Language） 

英語 

(English) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

This English literature course aims to help students develop their English abilities in the four core skills of listening, reading, 

speaking, and writing through a combination of various texts, media and in-class activities. Students enrolled in this course will 

have the opportunity to enhance their abilities to analyze a text of literature through close reading of the original text, the 

provision of supplementary notes, letters by the author, and videos or audio to aid students in their reading and interpretation of 

the source text from various perspectives and thereby facilitate their overall understanding of beat-generation poetry in 

general, and in particular the poetry of Gregory Corso, one of the major poets of this famous literary movement.  

 

To provide students with a better contextual background, some supplementary materials and information on contemporary 

beat-generation novelists and poets will also be provided to help students better understand who Gregory Corso was influenced 

by (including his contemporaries) and who he, in turn, also influenced through his poetry.   

 

In terms of skills related to English ability and proficiency, students will have the opportunity to improve their English listening 

skills through the interpretations of the text provided by their teacher in class, and listening to recordings of Gregory Corso 

reading his own poetry (some in the teacher’s possession and some available online), not only as a listening-comprehension 

exercise but as a way to better appreciate the feel and sounds of poetry.  Group discussions will be held in regular classes on 

questions directly related to the text and given to students beforehand to prepare. Students will also have the opportunity to 

make a presentation in class (towards the end of the course) to help students improve their written proficiency (in preparing for 

the presentation) and their spoken English proficiency when they give the presentation in class. Students will give a 

presentation on one writer or poet who influenced Corso at some stage of his career such as Percy Bysshe Shelley, Edgar Allen 

Poe, Arthur Rimbaud, Walt Whitman, Gustave Flaubert, Louis-Ferdinand Celine, Homer, Thomas Chatterton, Jack Kerouac and 

others. Three written homework assignments will be assigned on supplementary materials provided in class. Assignment 1 will 

be about a video recording available online in which Gregory Corso talks about the American Declaration of Independence (this 

assignment will help students improve both their listening and writing skills); Assignment 2 will be about some of Corso’s plays; 

and Assignment 3 will be about the final section of the textbook called ‘Previously Unpublished Poems’. Assignment 4 will be 

held over two weeks, during which students will give a 3-minute presentation. Supplementary materials will be provided either in 

class or by email to help students complete Assignment 2 (Corso’s plays) and Assignment 4 (presentation).  Some guidelines 

on how to complete these assignments will also be provided by the teacher, to help students improve their abilities in English 

written composition and expression.  

 

Successful completion of this course should indicate an understanding of… 

1. the historical background and contexts of the Beat Generation and some of the most well-known beat poets and novelists, 

including Gregory Corso himself; 

2. the style, structure, aesthetics, aims and various complexities of Gregory Corso’s poetry, with a particular focus on the 6 

volumes of poetry published during his lifetime; 

3. several ways of analyzing a text, through supplementary readings and slides provided in class. NOTE: Gregory Stephenson’s 

landmark book on Corso called Exiled Angel: A Study of the Work of Gregory Corso will be used extensively as a source and 

reference for generating background notes and details.  

4. a better background knowledge of Corso’s life and times (based on a selection of letters written by Corso himself or written 

to Corso by fellow poets and friends) 

 

This course also involves the development of the following skills… 

1. the ability to interpret and discuss a text, based on its historical and cultural context and milieu; 

2. the ability to inform an original text through the use of secondary sources; 

3. the ability to interpret and understand the literary analysis of other critics and writers; 
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4. the ability to present an argument or summary of one’s opinion on a literary work. 

5. the ability to translate poetry using some techniques learned in class. 

 

授業の内容（Course Contents） 

This course, predominantly conducted in English, will offer enrolled students the opportunity to read and discuss Gregory 

Corso’s major works of poetry collected in Mindfield: New & Selected Poems and how some of the poems have been received 

or ignored by the public since their publication. We will also talk about some of the contemporary beat-generation poets and 

novelists, many of whom were close friends with Corso, such as Allen Ginsberg, Jack Kerouac, William S. Burroughs, Bob 

Kaufman as well as some ‘fringe beats’ such as Marty Matz, Ira Cohen and Piero Heliczer (whom students will have a chance to 

study in Semester 2 this year) as well as many of his influences (see above). 

 

Surprisingly, relatively little has been written on Corso’ poetry to date by literary scholars and critics compared with the works 

of the ‘beat giants’ such as Kerouac, Ginsberg and Burroughs, apart from a few groundbreaking works by Gregory Stephenson 

(a renowned scholar on the beats), Michael Skau, Jim Burns, and Kirby Olson, among others. Some supplementary notes and 

commentary will be drawn from these scholars and provided to assist students in their comprehension of the poems included in 

their textbook, Mindfield: New & Selected Poems. 

 

Most supplementary notes have been drawn from Gregory Stephenson’s groundbreaking study of Corso’s poetry, Exiled Angel: 

A Study of the Work of Gregory Corso (in which Stephenson devotes a chapter to each of Corso’s separately published books 

of poetry which we will discuss in class), Michael Skau’s A Clown in a Grave: Complexities and Tensions in the Works of 

Gregory Corso and Kirby Olson’s Gregory Corso: Doubting Thomist. Finally, where possible, the teacher will use any audio files 

(such as recordings of Corso poetry readings) and documentary film on the legendary poet. The aim of sharing these materials 

is twofold; to enrich students’ knowledge of Gregory Corso, his poetry and his world, and to help them enjoy studying poetry 

through audio-visual materials, not just the written page.  

 

授業計画（Course Schedule） 

1. Lesson 1 – An Introduction to the Beat Generation & Gregory Corso 

 

In our first class for the course, we will begin by discussing the historical contexts and backgrounds of the beat 

generation and talk about the most well-known poets and novelists of this literary group, such as Jack Kerouac, Allen 

Ginsberg, Michael McClure, Gary Snyder, Philip Whalen, William Burroughs, Bob Kaufman and some 'fringe beats' such as 

Marty Matz, Ira Cohen and in particular Piero Heliczer (whom students will study in Semester 2) and many others. The 

second half of the class will give a brief overview of Gregory Corso’s life and career and introduce students to his major 

works of poetry, which we will read over the course of the semester. Each of the 4 assignments will also be concisely 

explained as well as the methods of evaluation for each respective one.  

2. Lesson 2 – The Vestal Lady on Brattle (pp. 3-21) 

 

In Lesson 2, we will focus on Gregory Corso’s first book of poetry, The Vestal Lady on Brattle, which was published in 

1955, two years before Kerouac’s groundbreaking bestseller, On the Road. Students will also learn about how Corso’s 

friends at Cambridge helped fund the publication of his first book. The teacher will also share an audio recording of 

Gregory Corso reading many of the poems from this book (and some from Gasoline) recorded in the late 1950s. 

Assignment 1 (about a video recording of Corso talking about the US Declaration of Independence) will also be 

distributed in class or sent out by email. Students will also be informed of the deadline for Assignment 1 in this class.  

3. Lesson 3 – Gasoline (pp. 21-47) 

 

In Lesson 3, we will focus on Corso’s ‘breakthrough’ volume of poems, Gasoline, first published by City Lights and which 

drew much attention and praise from the public. We will briefly discuss the incredible development and growth in the poet 

compared with his first venture in The Vestal Lady on Brattle.  

4. Lesson 4 - The Happy Birthday of Death: Part 1 (pp. 47-75) 

 

In Lesson 4, we will focus on the first half of Gregory Corso’s third book of poems, The Happy Birthday of Death. This 

book contains two of Corso’s most famous poems, ‘Bomb’, a heavily ironic and playful poem which was misunderstood by 

some audiences at the time, and ‘Marriage’, one of Corso’s most humorous poems. We will focus on these 2 poems in 

particular, including Corso’s time in Paris, where he wrote them, as well as some other poems from this book. Also, 

Gregory Stephenson devotes one whole chapter to discussing the poem 'Bomb' so a copy of this essay will be provided to 

students to study. 
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5. Lesson 5 – The Happy Birthday of Death: Part 2 (pp. 75-101) 

 

In Lesson 5, we will review briefly what we had discussed previously in Lesson 4 and then discuss the second half of 

Corso’s most iconic volume of poems, The Happy Birthday of Death. Finally, a reminder will be given that Assignment #1 

is due at the end of this week. Penalties for late submissions after the deadline will also be repeated and emphasized. 

6. Lesson 6 – Long Live Man (pp. 101-125) 

 

In Lesson 6, we will take a look at Gregory Corso’s fourth book of poems called Long Live Man (published in 1962). In the 

same year that Long Live Man was published (1962), Gregory Corso also had a Selected Poems published in the UK, in 

order to introduce his work to an English audience, containing slightly different versions of these poems, which we will also 

discuss, as this relates to Corso’s regular practice of constantly revising his own work. This book also marks the end of 

Corso’s early fertile period of poetry, in which he produced 4 books of poetry in 7 years. His next book would not appear 

until 8 years later, in 1970. Finally, the second assignment on Gregory Corso’s Collected Plays will be distributed and 

explained and deadlines assigned.  

7. Lesson 7 – Elegiac Feelings American: Part 1 (pp. 125-151) 

 

In Lesson 7, we will take a look at what has been heralded as both a ‘beat classic’ and a tribute to beat legend and 

Corso’s friend, Jack Kerouac, who had died suddenly the year before in 1969 from a massive haemorrhage due to years of 

excessive drinking / alcoholism. This book also features a fascinating poem about Native American Indians, which we will 

discuss in depth as well.  

8. Lesson 8 – Elegiac Feelings American: Part 2 (pp. 151-161) 

 

In Lesson 8, we will begin by quickly reviewing the first half of this important book, before moving on to the second half of 

the poems. As the text of The Geometric Poem is hard to read in the regular trade edition of this book, a larger easier-

to-read version of the poem (from an Italian edition of The Geometric Poem) will be provided for students, either as 

photocopies or scans, to help them better read the words and study the pictures and Egyptian hieroglyphics.  

9. Lesson 9 – Herald of the Autochthonic Spirit: Part 1 (pp. 161-186) 

 

In Lesson 9, we will read and analyze the first half of Gregory Corso’s final great work of poetry, possibly his best, Herald 

of the Autochthonic Spirit. There exist a few recordings of Corso reading from this work which will also be shared with 

students. Finally, a reminder will be given that Assignment #2 is due at the end of this week. Penalties for late submissions 

after the deadline will also be repeated and emphasized. 

10. Lesson 10 – Herald of the Autochthonic Spirit: Part 2 (pp. 186-209) 

 

In Lesson 10, we will complete the second half of Corso’s last major work of poems. Assignment #3 will also be distributed 

or sent out to students after a brief explanation. This is the last written assignment for the course, before the final 

examination, and students will be asked to analyze some of the ‘Previously Unpublished Poems,’ which is the final section 

of the textbook from pages 209-268.  

11. Lesson 11 – Presentations I 

 

In Lesson 11, the first half of the class will give a short 3-minute presentation on one famous writer or poet who 

influenced Gregory Corso. Some examples include Percy Bysshe Shelley, Thomas Chatterton, Arthur Rimbaud, Lord 

Byron, Edgar Allen Poe and contemporaries like Jack Kerouac, among others. Students who are not presenting but are 

part of the audience are expected to participate by asking questions in the short Q&A session after each presentation. 

Students who ask their classmates questions will be rewarded with bonus points towards their overall participation score 

(20% of their final score). Students who are NOT presenting in this week (but only listening as members of the audience) 

will be encouraged to read and study some poems from The Golden Dot, the recently published final manuscript by 

Gregory Corso.  

12. Lesson 12 – Presentations II 

 

In Lesson 12, the second half of the class will give a short 3-minute presentation on one famous writer or poet who 

influenced Gregory Corso. Some examples include Percy Bysshe Shelley, Thomas Chatterton, Arthur Rimbaud, Lord 

Byron, Edgar Allen Poe and contemporaries like Jack Kerouac, among others. Students who are not presenting but are 

part of the audience are expected to participate by asking questions in the short Q&A session after each presentation. 

Students who ask their classmates questions will be rewarded with bonus points towards their overall participation score 

(20% of their final score). Students who are NOT presenting in this week (but only listening as members of the audience) 

will be encouraged to read and study some poems from The Golden Dot, the recently published final manuscript by 

Gregory Corso.  
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13. Lesson 13 – Comprehensive Review & Mini-mock Exam 

 

In our penultimate lesson for the course (Lesson 13), we will review all sections of Mindfield, plus briefly cover some of 

the supplementary materials such as interviews, letters, and plays by Corso as all of these sections may appear in the 

final exam at the end of the term. Students will then take a mini-mock exam, which will follow the identical format of the 

final exam and some of the contents will be similar to the final exam as well. The mock exam will take up approximately 50 

minutes ~ 1 hour of the class. If any time remains during class, students are encouraged to ask questions, especially 

regarding any mistakes they made on the mock exam, to ensure that they are better prepared for the final exam.  

14. Lesson 14 – Final Examination 

 

In Lesson 14, students will take their final examination. All parts of the textbook will be covered in the final exam, including 

some of the supplementary materials taken from the Collected Plays and interviews. There will be three sections to the 

final examination: 1) in the first section students will answer multiple-choice questions; 2) in the second section students 

will write short-answer questions; 3) in the third section, students will write ONE essay on topics relating to Corso’s 

poetry, work or the beat generation as a whole. Students will have a range of 3 or 4 topic options to choose from to write 

their essay. 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

Study Required Outside of Class 

 

In addition to the weekly reading assignments from the textbook, students will also be encouraged to read and explore other 

supplementary sources of information. Some of the supplementary reading materials will be provided by the teacher (either 

photocopies handed out in class or sent by email) and extra 'recommending reading' sections will be suggested by the teachers 

to help them enrich their understanding of the poems, the writer and the course overall. 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

最終テスト(Final Test)(40%)/Assignment 1: Declaration of Independence(10%)/Assignment 2:  Selected Plays(10%)/Assignment 

3: Selected Prose(10%)/Assignment 4: Presentation(10%)/In-class discussions & exercises(10%)/Participation(10%) 

 

テキスト（Textbooks） 

1. Gregory Corso. 2022. The Golden Dot. Lithic Press (ISBN:978-1946583666) 

 

参考文献（Readings） 

1. Gregory Corso & Rich Schober (ed.). 2021. Collected Plays. Tough Press (ISBN:978-0578777016) 

2. Gregory Corso, Rich Schober (ed.) & Dick Brukenfeld (ed.). 2015. The Whole Shot: Collected Interviews with Gregory Corso. 

Tough Poets Press (ISBN:978-0692427132) 

3. Kirby Olson. 2002. Gregory Corso: Doubting Thomist. Southern Illinois University Press (ISBN:978-0809324477) 

4. Michael Skau. 1999. Clown in a Grave: Complexities & Tensions in the Works of Gregory Corso. Southern Illinois University 

Presslin (ISBN:978-0809322527) 

5. Gregory Stephenson. 1989. Exiled Angel: A Study of the Work of Gregory Corsoel: . Water Row Press (ISBN:978-1870841115) 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

Annotated readings of the poems, and notes and selected letters by Corso will additionally be provided to supplement students' 

understanding of his life and work.  

 

注意事項（Notice） 
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科目コード／科目名 
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単位 
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科目ナンバリング 

（Course Number） 
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言語 

（Language） 

英語 

(English) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

This English literature course aims to help students develop their English abilities in the four core skills of listening, reading, 

speaking, and writing through a combination of various texts, media and in-class activities. Students enrolled in this course will 

have the opportunity to enhance their abilities to analyze a text of literature through close reading of the original text, the 

provision of supplementary notes, letters by the author, and videos or audio to aid students in their reading and interpretation of 

the source text from various perspectives and thereby facilitate their overall understanding of beat-generation poetry in 

general, and in particular the poetry of Piero Heliczer, one of the most underrated poets of the Beat Generation, whom I place 

in the category of a ‘fringe beat’.  

 

To provide students with a better contextual background, some supplementary materials and information on contemporary 

beat-generation novelists and poets will also be provided to help students better understand who Piero Heliczer was influenced 

by (including his contemporaries) and who he, in turn, also influenced through his poetry. Students should note that this course 

has been designed as a logical follow-up and corollary to the Beat & Beyond III (Gregory Corso) course [English Seminar 9], 

which focused on the poetry of Gregory Corso, a poet whom Heliczer both admired and published in his famous Dead Language 
Press series.  

 

In terms of skills related to English ability and proficiency, students will have the opportunity to improve their English listening 

skills through the interpretations of the text provided by their teacher in class, and listening to recordings of Piero Heliczer 

reading his own poetry (some tapes of Heliczer reading are in the teacher’s possession and some available online), not only as a 

listening-comprehension exercise but as a way to better appreciate the feel and sounds of poetry.  Group discussions will be 

held in regular classes on questions directly related to the text and given to students beforehand to prepare. Students will also 

have the opportunity to make a presentation in class (towards the end of the course) to help students improve their written 

proficiency (in preparing for the presentation) and their spoken English proficiency when they give the presentation in class. 

Students will give a presentation on one contemporary beat-generation poet who influenced or knew Heliczer such as Gregory 

Corso, Angus Maclise, Andy Warhol, Allen Ginsberg, William Burroughs, Olivia de Hauteville (‘OM’), Anselm Hollo and Ira Cohen. 

Three written homework assignments will be assigned on supplementary materials provided in class. Assignment 1 will be about 

a short prose book by Heliczer called Sunday’s Child; Assignment 2 will be about one of Heliczer’s most famous plays, the tomb 

of henry james diferencia; and Assignment 3 will be about another small prose work by Heliczer called Exiled from Amsterdam. 

Assignment 4 will be held over two weeks, during which students will give a 3-minute presentation. Supplementary materials will 

be provided either in class or by email to help students complete Assignment 2 (Heliczer’s plays) and Assignment 4 

(presentation).  Some guidelines on how to complete these assignments will also be provided by the teacher, to help students 

improve their abilities in English written composition and expression.  

 

Successful completion of this course should indicate an understanding of… 

1. the historical background and contexts of the Beat Generation and some of the most well-known beat poets and novelists, 

including Piero Heliczer and his Dead Language Press publications; 

2. the style, structure, aesthetics, aims and various complexities of Heliczer’s poetry, with a particular focus on his 4 major 

volumes of poetry, plus some of the broadsides, published during his lifetime; 

3. several ways of analyzing a text, through supplementary readings and slides provided in class. NOTE: There has been very 

little critical analysis of Heliczer’s work to date, apart from one landmark work by Gerard Malanga. 

4. a better background knowledge of Heliczer’s life and times (based on some interviews with friends and acquaintances of 

Heliczer’s, from Préaux-du-Perche, where he lived in France, and also my own translated excerpts of the only biography 

available on Heliczer to date, L’Arme du Rêve, written in French by Patrick Bard).  

 

This course also involves the development of the following skills… 
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1. the ability to interpret and discuss a text, based on its historical and cultural context and milieu; 

2. the ability to inform an original text through the use of secondary sources; 

3. the ability to interpret and understand the literary analysis of other critics and writers; 

4. the ability to assess and/or comment upon experimental film (Heliczer's films) 

5. the ability to present an argument or summary of one’s opinion on a literary work. 

6. the ability to translate poetry using some techniques learned in class. 

 

授業の内容（Course Contents） 

This course, predominantly conducted in English, will offer enrolled students the opportunity to read and discuss Piero 

Heliczer's major works of poetry collected in a purchase in the white botanica: the collected poetry of Piero Heliczer, which is 

somewhat a misnomer as this volume does not include many of Heliczer’s other more obscure broadsides and chapbooks. We 

will also talk about some of the contemporary beat-generation poets and artists, many of whom were close friends with 

Heliczer, such as Angus Maclise, Jack Smith (the famous film-maker and photographer), Ira Cohen, Gregory Corso, Maria de 

Hauteville, Gerard Malanga, Allen Ginsberg and William S. Burroughs, among others.  

 

Surprisingly, very little has been written on Heliczer’s poetry to date by literary scholars and critics compared with the works of 

the ‘beat giants’ such as Kerouac, Ginsberg and Burroughs, apart from one recent biography published on Piero Heliczer by 

Patrick Bard (in French) and one major text on his work by Gerard Malanga. Some supplementary notes and commentary will be 

drawn from these scholars and provided to assist students in their comprehension of the poems included in their textbook, a 
purchase in the white botanica: the collected poetry of Piero Heliczer. 
 

Some supplementary notes based on the teacher’s own analysis of the poems will also be provided to students to facilitate 

their own readings and analysis of the poems. Finally, where possible, the teacher will use any audio files (such as recordings of 

Heliczer poetry readings) and students will have a chance to watch a documentary film on Heliczer. The aim of sharing these 

materials is twofold; to enrich students’ knowledge of Piero Heliczer, his poetry and his world, and to help them enjoy studying 

poetry through audio-visual materials, not just the written page.  

 

授業計画（Course Schedule） 

1. Lesson 1 – An Introduction to Piero Heliczer, the Dead Language Press, & documentary 

 

In our first class for the course, we will begin by briefly discussing the historical contexts and backgrounds of the beat 

generation (which will already be familiar to students who took English Seminar 9 in the Spring semester) before turning 

the focus to Piero Heliczer and his Dead Language Press. Each of the weekly assigned readings will be explained as well 

as the 4 assignments including the methods of evaluation for each respective one. After the syllabus and methods of 

assessment have been explained, the teacher will briefly introduce the life and works of Piero Heliczer. For the last one 

hour of the first class, students will be shown a documentary on his life called The Invisible Father, by his daughter 

Thérèse Heliczer.  

2. Lesson 2 – Girl Body & You Could Hear the Snow (Part 1) (pp. 15-32) 

 

In Lesson 2, we will start by discussing the documentary on Heliczer which students had the chance to watch in Lesson 1, 

before starting the textbook. Our discussions in Lesson 2 will focus on some of the earliest of Heliczer’s poetry, by 

looking at one of his earliest broadsides, girl body, and the first half of his first chapbook of poems, you could hear the 

snow dripping and falling into the deer’s mouth, both published by his own, now legendary, small-budget imprint, The Dead 

Language Press.  

3. Lesson 3 – You Could Hear the Snow (Part 2) (pp. 33-43) 

 

In Lesson 3, we will quickly review what we covered in the previous lesson, and students will have a chance to listen to a 

recording of Piero Heliczer (one of the few that have survived) reading poems from his first chapbook, you could hear the 

snow dripping and falling into the deer’s mouth. Some analysis of these poems, including analysis by Gerard Malanga will 

be referred to as well. Finally, the first assignment on Piero Heliczer’s short autobiographical memoir, Sundays Child, will 

be explained and distributed to students. 

4. Lesson 4 - & I dreamt I shot arrows in my amazon bra (pp. 45-62) 

 

In Lesson 4, we will look at Piero Heliczer’s second book of poems, & I dreamt I shot arrows in my amazon bra, once again 

published by his own Dead Language Press imprint. Piero’s second book shows a tremendous growth in his skills and 

poetic craft, which we will discuss. We will also discuss some other poets and artists whom Heliczer published such as 

Anselm Hollo, Olivia de Hauteville (‘Om’), and legendary photographer and film-maker, Jack Smith, among others.  
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5. Lesson 5 – wyatt & the tomb of henry james diferencia (pp. 63-69) 

 

In Lesson 5, we will try something different; we will take a look at two of Piero’s most well-known plays. An excerpt from 

the play, wyatt, is included in the textbook but another play, the tomb of henry james diferencia, which was a very early 

publication for Heliczer (1957) will also be discussed (a copy of this play will be provided to students). This play is also the 

topic for the second assignment so students will have a chance to study this play in class before tackling the assignment 

questions at home.  

6. Lesson 6 – the first battle of the marne (pp. 71-91) 

 

In Lesson 6, we will take a look at one of Heliczer’s strongest collections of poems, the first battle of the marne. We will 

compare the language and themes of this text with his previous publications, in an attempt to analyze and chart some of 

the progress and changes of this vastly-underrated poet, towards the end of the 1960s.  

7. Lesson 7 – the soap opera: part 1 (pp. 97-114) 

 

In Lesson 7, we will take a look at The Soap 0pera, published by Trigram Press, which was the most widely-available book 

and collection of Piero Heliczer’s poetry until the publication of a purchase in the white botanica. As this sequence of 

poems is one of the longest, we will discuss it over two classes. 

8. Lesson 8 – the soap opera: part 2 & Jack Smith (pp. 115-129) 

 

In Lesson 8, we will look at the second half of Heliczer’s The Soap Opera, and discuss his relationship with Jack Smith, 

the legendary film-maker and photographer. For those considering doing their presentation on Jack Smith, this will be an 

important lesson to attend. Some scans of The Beautiful Book, a collection of photos by Jack Smith and published by 

Piero Heliczer will also be shared with students, as well as a brief discussion on Jack Smith’s famous movie, Flaming 

Creatures. Finally, an audio recording of the autumn feast, the closing poem of The Soap Opera, will be played in class to 

students, if time permits. 

9. Lesson 9 – interview with Marisabina Russo (pp. 131-150) 

 

Now that we have finished reading, studying and analyzing all the poems in the textbook, we will focus on an interview with 

Marisabina Russo, who talks about Piero Heliczer’s life. In this lesson, your teacher will provide some extra materials, such 

as from Gerard Malanga’s  magazine, Little Caesar #9, in which he devoted a special issue to Piero Heliczer’s life and 

work.  

10. Lesson 10 – other works & criticism (pp. 186-209) 

 

In Lesson 10, we will focus on some extra poems by Heliczer not included in the textbook, such as his broadsides, a small 

bilingual (English and Dutch) collection called The Abdication of the Throne of Hell, a prose work called The Perfect 
Detective, but mostly poems taken from the recent bilingual publication (in French and English), Piero Heliczer: Poems & 
Documents. If there is time remaining, students will have time to work on their presentations which begin in the following 

week and ask the teacher questions about the content of their presentation scripts.  

11. Lesson 11 – Presentations I 

 

In Lesson 11, the first half of the class will give a short 3-minute presentation on a member of the beat-generation or a 

contemporary poet who influenced or was influenced by Piero Heliczer’s poetry and film productions. Some examples 

include Gregory Corso, Ira Cohen, Angus Maclise, Jack Smith, Andy Warhol, Gerard Malanga, Anselm Hollo, Allen Ginsberg, 

William S. Burroughs and several others. Students who are not presenting but are part of the audience are expected to 

participate by asking questions in the short Q&A session after each presentation. Students who ask their classmates 

questions will be rewarded with bonus points towards their overall participation score (20% of their final score). Students 

who are NOT presenting in this week (but only listening as members of the audience) will be encouraged to read and study 

some poems from Piero Heliczer: Poems & Documents, a book recently published which includes many extra poems by 

Heliczer published in little magazines and periodicals.  

12. Lesson 12 – Presentations II 

 

In Lesson 11, the second half of the class will give a short 3-minute presentation on a member of the beat-generation or 

a contemporary poet who influenced or was influenced by Piero Heliczer’s poetry and film productions. Some examples 

include Gregory Corso, Ira Cohen, Angus Maclise, Jack Smith, Andy Warhol, Gerard Malanga, Anselm Hollo, Allen Ginsberg, 

William S. Burroughs and several others. Students who are not presenting but are part of the audience are expected to 

participate by asking questions in the short Q&A session after each presentation. Students who ask their classmates 

questions will be rewarded with bonus points towards their overall participation score (20% of their final score). Students 

who are NOT presenting in this week (but only listening as members of the audience) will be encouraged to read and study 
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some poems from Piero Heliczer: Poems & Documents, a book recently published which includes many extra poems by 

Heliczer published in little magazines and periodicals.  

13. Lesson 13 – Comprehensive Review & Mini-mock Exam 

 

In our penultimate lesson for the course (Lesson 13), we will review all sections of a purchase in the white botanica, plus 

briefly cover some of the supplementary materials, including broadsides, plays, prose works, interviews and literary 

criticism on Heliczer’s life and work. Students will then take a mini-mock exam, which will follow the identical format of 

the final exam and some of the contents will be similar to the final exam as well. The mock exam will take up 

approximately 50 minutes ~ 1 hour of the class. If any time remains during class, students are encouraged to ask 

questions, especially regarding any mistakes they made on the mock exam, to ensure that they are better prepared for 

the final exam.  

14. Lesson 14 – Final Examination 

 

In Lesson 14, students will take their final examination. All parts of the textbook will be covered in the final exam, including 

some of the supplementary materials either distributed in class or shared through email (or uploaded onto Google 

Classroom). There will be three sections to the final examination: 1) in the first section students will answer multiple-

choice questions; 2) in the second section students will write short-answer questions; 3) in the third section, students will 

write one essay on a topic relating to Heliczer’s poetry or the publications of Dead Language Press. 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

Study Required Outside of Class 

 

In addition to the weekly reading assignments from the textbook, students will also be encouraged to read and explore other 

supplementary sources of information. Some of the supplementary reading materials will be provided by the teacher (either 

photocopies handed out in class, sent by email or uploaded onto a Google Classroom webpage expressly made for this class) 

and extra 'recommended reading' sections will be suggested by the teacher to help them enrich their understanding of the 

poems, the writer and the course overall. Furthermore, students are encouraged to listen to the audio recordings of Heliczer 

reading his poetry to get a better understanding and ‘feel’ for the poetry. Several of Heliczer’s films are also available online and 

students are encouraged to watch them at their own leisure.  

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

最終テスト(Final Test)(40%)/Assignment 1: Sundays Child (prose)(10%)/Assignment 2: the tomb of Henry James diferencia 

(play)(10%)/Assignment 3: Exiled from Amsterdam (prose)(10%)/Assignment 4: Presentation(10%)/In-class discussions & 

activities(10%)/Participation(10%) 

 

テキスト（Textbooks） 

1. Piero Heliczer. 2001. a purchase in the white botanica: the collected poetry of Piero Heliczer. Granary Books (ISBN:978-

1887123570) 

Note: There are very few copies of the textbook available on amazon. However, copies can be obtained directly from the 

publisher, Granary Books. Please contact Mary Catherine at info@granarybooks.com to order copies of a purchase in the white 
botanica. 

 

参考文献（Readings） 

1. Piero Heliczer, Benjamin Thorel (ed.), Sophie Vinet (ed.). 2022. Piero Heliczer: Poems & Documents. After 8 Books (ISBN:978-

2492650000) 

2. Piero Heliczer. 2020. I must be more like an ant than a cigale because I like to sing in winter. Counter Culture Chronicles 

3. Johan Kugelberg. 2013. Piero Heliczer & The Dead Language Press. Boo-Hooray (ISBN:978-1938265167) 

4. Sophie Vinet. 2015. Piero Heliczer: L'Underground a Preaux-du-Perche. Les Bains-Douches (978-2-9552801) 

5. Piero Heliczer. 1959. a pulp magazine for the dead generation. Dead Language Press 

6. Piero Heliczer (ed.). 1961. wednesday paper. Dead Language press 

7. Piero Heliczer. 2021. Exiled from Amsterdam. Artistiek Bureau (ISBN:9789083144917) 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

Other relevant information on Heliczer’s filmography and publications will be provided in class on an ad hoc basis. 

 

注意事項（Notice） 
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■AM211 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

その他／英語表現演習 １１ 

(English Seminars 11) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
African-American Literature and Culture (1) 

担当者名 

（Instructor） 
シミエスキ(ZMIJEWSKI DAVID J.) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
EAL3811 

言語 

（Language） 

英語 

(English) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

To read, discuss, and analyze African-American literature. 

 

授業の内容（Course Contents） 

Beginning with the origins of African-American literature and continuing through the Civil Rights Movement of the 1950s and 

1960s, this course will examine the contributions that African-American writers have made to the national literature and 

American culture. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. Introduction to the History and Culture of African-Americans 

2. Joel Chandler Harris, Uncle Remus Tales 

3. Mark Twain, Excerpts from Adventures of Huckleberry Finn 

4. Paul Laurence Dunbar, "We Wear the Mask" and The Sport of the Gods 
5. The Sport of the Gods 

6. Oral Presentations (First Response Paper Due) 

7. Booker T. Washington and W. E. B. DuBois 

8. Booker T. Washington and W. E. B. DuBois 

9. Harlem Renaissance: Poetry of Langston Hughes and Claude McKay 

10. Langston Hughes and Claude McKay  (Oral Presentations and Second Response Paper Due) 

11. Zora Neale Hurston, “The Gilded Six Bits” 

12. “The Gilded Six Bits” 

13. James Baldwin, “A Letter to My Nephew” and the Civil Rights Movement 

14. Class Summation and Final Written Report 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

Students will be assigned regular reading assignments which must be completed before class. Students should expect 10-12 

pages of reading per week. Response papers must be typed and submitted on the due date. 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

Participation in Class Discussions(20%)/Oral Presentation(10%)/Response Papers(30%)/Final Written Project(40%) 

Students who miss four classes will not receive credit for this course unless they provide an officially approved excuse for the 

absences. 

 

テキスト（Textbooks） 

No textbook is required for this course. Handouts will be provided by the instructor. 

 

参考文献（Readings） 

 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

Students are expected to actively participate in class discussions. Powerpoint and visual teaching materials will be used. 

Additional information, readings, and class updates will be announced on Rikkyo Jikan. The instructor will alert students to these 

postings. 

 

注意事項（Notice） 
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■AM212 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

その他／英語表現演習 １２ 

(English Seminars 12) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
African-American Literature and Culture (2) 

担当者名 

（Instructor） 
シミエスキ(ZMIJEWSKI DAVID J.) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
EAL3811 

言語 

（Language） 

英語 

(English) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

To read, discuss, and analyze the novella Quicksand (1928) authored by Nella Larsen. 

 

授業の内容（Course Contents） 

Nella Larsen was born to a mixed-race father and a white mother, the latter of whom had immigrated to the United States from 

Denmark. After her mother married another Danish immigrant, Nella encountered the daunting reality of what it meant to grow 

up "black" in a white family in Chicago. Quicksand deals with the theme of a search for self-identity as the protagonist, Helga 

Crane, struggles to find the people with whom she belongs. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. Introduction to Nella Larsen and the Harlem Renaissance 

2. Quicksand (Reading and Discussion) 

3. Quicksand (Reading and Discussion) Group Reports 

4. Quicksand (Reading and Discussion) Group Reports 

5. Quicksand (Reading and Discussion) Group Reports 

6. Quicksand (Reading and Discussion) Group Reports 

7. Quicksand (Reading and Discussion) Group Reports 

8. Discussion: (In-Class Writing Assignment and Discussion) 

9. Quicksand (Reading and Discussion) Group Reports 

10. Quicksand (Reading and Discussion) Group Reports 

11. Quicksand (Reading and Discussion) Group Reports 

12. Quicksand (Response Paper Due) Discussion 

13. Final Discussion and Class Summation  

14. Final Writing Project 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

Students will be assigned around 12 pages of reading every week. During the semester, each student will be required to prepare 

and lead a group presentation on the readings. 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

Participation in Class Discussions(20%)/Response Paper(15%)/Group Reports(20%)/In-Class Writing Assignment(10%)/Final 

Writing Project(35%) 

Students who are absent from four classes will not receive credit for this course unless they provide an officially approved 

excuse. 

 

テキスト（Textbooks） 

1. Nella Larsen. 2011. Quicksand. Martino Fine Books (ISBN:1891396994) 

 

参考文献（Readings） 

 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

Students are expected to actively participate in class discussions. PowerPoint and visual teaching materials will be used when 

necessary. Additional information and class updates will be announced on Rikkyo Jikan. The instructor will alert students to 

these postings. 

 

注意事項（Notice） 
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■AM213 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

その他／英語表現演習 １３ 

(English Seminars 13) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
Mark Twain (1) 

担当者名 

（Instructor） 
シミエスキ(ZMIJEWSKI DAVID J.) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
EAL3811 

言語 

（Language） 

英語 

(English) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

To read, discuss, and critically analyze two novellas by Mark Twain. 

Students will also learn how to introduce secondary sources into their academic writing. 

 

授業の内容（Course Contents） 

Mark Twain has been called the “Father of American Literature” and his impact on American literature has not diminished with 

time. In this course, we will study two of Twain's humorous novellas, "Extracts from Adam's Diary" (1904) and "Eve's Diary" 

(1905). Set in the Garden of Eden, Twain reinterprets the Biblical story of Adam and Eve, and in the process offers an early 

20th-century critique of gender roles. At the end of the semester, we will briefly examine the Adventures of Huckleberry Finn 

and learn the importance this book had on American Literature. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. Introduction to Mark Twain: His Life and Work 

2. Extracts from "Adam’s Diary" 

3. Extracts from "Adam’s Diary" (Group Presentations) 

4. Extracts from "Adam’s Diary" (Group Presentations) 

5. Extracts from "Adam’s Diary" (Group Presentations) 

6. Oral Presentations (Response Paper due) 

7. "Eve’s Diary" (Group Presentations) 

8. "Eve’s Diary" (Group Presentations) 

9. "Eve’s Diary" (Group Presentations) 

10. "Eve’s Diary" (Group Presentations) 

11. Oral Presentations (Response Paper due) 

12. Adventures of Huckleberry Finn 

13. Adventures of Huckleberry Finn 

14.  Final Writing Project 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

Every student will be required to work on a group report with other students. These reports will be presented in class. Students 

will be assigned 12-15 pages of reading every week. 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

Participation in Class Discussions(20%)/Group Presentations(20%)/Response Paper and Presentations(25%)/Final Writing 

Project(35%) 

Students who are absent from four classes will not receive credit for this course unless they provide an officially approved 

excuse. 

 

テキスト（Textbooks） 

1. Mark Twain. 2015. The Diaries of Adam and Eve. Alma Books (ISBN:1847494382) 

 

参考文献（Readings） 

 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

Students are expected to actively participate in class discussions. PowerPoint and visual teaching materials will be used when 
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necessary. Additional information and updates will be announced on Rikkyo Jikan. The instructor will alert students to these 

postings. 

 

注意事項（Notice） 
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■AM214 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

その他／英語表現演習 １４ 

(English Seminars 14) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
Mark Twain (2): Pudd’nhead Wilson 

担当者名 

（Instructor） 
シミエスキ(ZMIJEWSKI DAVID J.) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
EAL3811 

言語 

（Language） 

英語 

(English) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

To improve the students’ ability to read and discuss American literature, and then to assist them in transferring their ideas into 

academic writing. 

 

授業の内容（Course Contents） 

Using an American Studies approach to literary analysis, this course will examine how Twain's Pudd’nhead Wilson (1894) reflects 

American society and culture of the antebellum South. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. Introduction to Mark Twain: His Life and Work 

2. Chapters I and II 

3. Chapters III and IV 

4. Chapters V and VI 

5. Chapters VII and VIII 

6. Chapters IX and X (First Response Paper Due) 

7. Chapter XI 

8. Chapters XII and XIII 

9. Chapters XIV and XV 

10. Chapters XVI and XVII (Second Response Paper Due) 

11. Chapters XVIII and XIX 

12. Chapters XX and XXI 

13. Film Version of Novel 

14. Final Writing Project 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

Students are expected to read approximately 15-17 pages every week. The response papers must be typed and submitted on 

the due date.  Each student will be required to present a Chapter Summary in class. Some chapters may have two students 

working together. 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

Participation in Class Discussions(20%)/Chapter Summary(15%)/Response Papers(30%)/Final Writing Project(35%) 

Students who are absent from four classes will not receive credit for this course unless they provide an officially approved 

excuse. 

 

テキスト（Textbooks） 

1. Mark Twain. 2016. Pudd’nhead Wilson. CreateSpace Independent Publishing Platform (ISBN:1530765587) 

 

参考文献（Readings） 

 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

Students are expected to participate in class discussions. PowerPoint and visual teaching materials will be used when 

necessary. Additional information and updates will be announced on Rikkyo Jikan. The instructor will alert students to these 

postings. 

 

注意事項（Notice） 
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■AM301 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AM301／文学講義 １ 

(Lectures on Literature 1) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
英語学概説１ 

担当者名 

（Instructor） 
唐澤 一友(KARASAWA KAZUTOMO) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
EAL2400 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

本講義は、英語学概説という広いテーマのもと、現代英語の多文化的、言語的特質がどのような歴史的な経緯で成立したのかに

ついて学習する。すなわち、英語の歴史的変遷を通してその文法について理解するだけでなく、国際共通語となった現代英語の

実態とその背景を考察する。それと同時に、英語や英語の特質やその背後にある歴史等に関するリサーチをする練習をする。  

 

This course will cover a range of topics in the wide field of English studies through studying modern English’s cultural and 

linguistic characteristics and their development over the course of history. Namely, students will consider the current state of 

the English language as the lingua franca of the world and how it became such in addition to studying historical and grammatical 

changes to the English language. 

 

授業の内容（Course Contents） 

世界言語としての地位を築きつつある現代英語の特徴について英語の歴史を通して具体的に理解します。また、現代英語の文

法・語法について、その歴史的背景を理解します。毎回の授業のおよそ半分はその時々のテーマに沿った講義、残りの半分はそ

のテーマと関連した課題を各自こなすことで英語史・英語学分野におけるリサーチの仕方を身に着けながら能動的に学びを深め

ます。 

 

Students will learn specifically about modern English’s status in becoming the global language and the historical developments 

that got it there. In addition, students will also learn about the historical background of modern English’s grammar and syntax 

structure. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 前期イントロダクション 国際共通語である現代英語の特質 文法および語彙を中心に 

2. イングランドにおける英語盛衰史 黎明期(450‐900)の歴史的背景及び文法・語彙の特徴 

3. イングランドにおける英語盛衰史 黎明期(900‐1066)の歴史的背景及び文法・語彙の特徴 

4. イングランドにおける英語盛衰史 試練の時代(1066‐1200)の歴史的背景及び文法・語彙の特徴 

5. イングランドにおける英語盛衰史 試練の時代(1200‐1350)の歴史的背景及び文法・語彙の特徴 

6. イングランドにおける英語盛衰史 復権の時代(1350‐1400)の歴史的背景及び文法・語彙の特徴 

7. イングランドにおける英語盛衰史 復権の時代(1400‐1500)の歴史的背景及び文法・語彙の特徴 

8. イングランドにおける英語盛衰史 試行錯誤の時代(1500‐1660)の歴史的背景及び文法・語彙の特徴 

9. イングランドにおける英語盛衰史 試行錯誤の時代(1600‐1750)の歴史的背景及び文法・語彙の特徴 

10. イギリス諸島における英語の広がり イングランドの標準語：国際共通語としての英語の源 

11. イギリス諸島における英語の広がり イングランドの方言 発音・文法の違いを中心に 

12. イギリス諸島における英語の広がり スコットランド英語の歴史 標準英語との違いについて 

13. イギリス諸島における英語の広がり アイルランド・ウェールズ英語の歴史 標準英語との違いについて 

14. イギリス諸島における英語の広がり チャネルアイランズの英語の歴史 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

事前に教科書を一通り読んでおくと授業の理解度が高まります。また、英語の歴史についての関連書を通して、毎週の項目につ

いて事前に学習するとさらに効果的です。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

授業内の課題およびリアクションペーパー(100%) 

 

テキスト（Textbooks） 

1. 唐澤一友、2016、『世界の英語ができるまで』、亜紀書房 (ISBN:978-4-7505-1469-7) 
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参考文献（Readings） 

1. Albert C. Baugh & T. Cable. 2013. A History of the English Language. Routledge (ISBN:978-0-205-22939-0) 

2. 唐澤一友、2011、『英語のルーツ』、春風社 (ISBN:978-4-86110-283-7) 

その他の参考文献については、授業時に適宜紹介する。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AM302 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AM302／文学講義 ２ 

(Lectures on Literature 2) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
英語学概説２ 

担当者名 

（Instructor） 
唐澤 一友(KARASAWA KAZUTOMO) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
EAL2400 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

本講義は文学講義１（春学期）に続き、英語学概説という広いテーマのもと、現代英語の多文化的、言語的特質がどのような歴史

的な経緯で成立したのかについて学習する。すなわち、英語の歴史的変遷を通してその文法について理解するだけでなく、国際

共通語となった現代英語の実態とその背景を考察する。それと同時に、英語や英語の特質やその背後にある歴史等に関するリ

サーチをする練習をする。  

 

In following with the spring semester material, this course will cover a range of topics in the wide field of English studies through 

studying modern English’s cultural and linguistic characteristics and their development over the course of history. Namely, 

students will consider the current state of the English language as the lingua franca of the world and how it became such in 

addition to studying historical and grammatical changes to the English language. 

 

授業の内容（Course Contents） 

国際共通語としての地位を築きつつある現代英語の特徴について英語の歴史を通して具体的に理解します。また、英語の文法・

語法の成立過程についての理解を深める。毎回の授業のおよそ半分はその時々のテーマに沿った講義、残りの半分はそのテー

マと関連した課題を各自こなすことで英語史・英語学分野におけるリサーチの仕方を身に着けながら能動的に学びを深めます。 

 

Students will learn specifically about modern English’s status in becoming the global language and the historical developments 

that got it there. In addition, students will also learn about the development of English’s grammar and syntax structure. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 後期イントロダクション 英語の世界的広がりと世界英語の文法的、語彙的特質 

2. 英語の世界進出(国際共通語への道) 北米大陸への英語の伝播 アメリカ英語の歴史  

3. 英語の世界進出(国際共通語への道) 北米大陸への英語の伝播 アメリカ英語のアイデンティティ 

4. 英語の世界進出(国際共通語への道) 北米大陸への英語の伝播 アメリカ英語とイギリス英語の違い：文法・語彙的特徴

を中心に 

5. 英語の世界進出(国際共通語への道) 北米大陸への英語の伝播 アメリカ英語の方言：発音の特徴を中心に 

6. 英語の世界進出(国際共通語への道) 北米大陸への英語の伝播 カナダ英語の歴史：その文法・語彙的特徴を中心に 

7. 南半球に伝わった英語(国際共通語への道) オーストラリア英語の歴史：その文法・語彙的特徴を中心に 

8. 南半球に伝わった英語(国際共通語への道) ニュージーランド英語の歴史：その文法・語彙的特徴を中心に 

9. 南半球に伝わった英語(国際共通語への道) 南アフリカ英語の歴史：その文法・語彙的特徴を中心に 

10. 英語から新たな言語へ カリブ海地域の英語の歴史：その文法・語彙的特徴を中心に 

11. 英語から新たな言語へ アフリカの英語：その文法・語彙的特徴を中心に 

12. アメリカの黒人英語：その文法・語彙的特徴を中心に 

13. アジアに伝わった英語 南アジアの英語：その文法・語彙的特徴を中心に 

14. アジアに伝わった英語 東南アジアの英語：その文法・語彙的特徴を中心に 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

事前に教科書を一通り読んでおくと授業の理解度が高まります。また、英語の歴史についての関連書を通して、毎週の項目につ

いて事前に学習するとさらに効果的です。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

授業内の課題およびリアクションペーパー(100%) 

 

テキスト（Textbooks） 

1. 唐澤一友、2016、『世界の英語ができるまで』、亜紀書房 (ISBN:978-4-7505-1469-7) 

 

参考文献（Readings） 
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1. Albert C. Baugh & T. Cable. 2013. A History of the English Language. Routledge (ISBN:978-0-205-22939-0) 

2. 唐澤一友、2011、『英語のルーツ』、春風社 (ISBN:978-4-86110-283-7) 

その他の参考文献については、授業時に適宜紹介する。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AM303 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AM303／文学講義 ３ 

(Lectures on Literature 3) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
イギリス文学概説１ 

担当者名 

（Instructor） 
藤巻 明(FUJIMAKI AKIRA) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
EAL2300 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

本講義は、イギリス文学概説という広いテーマのもと、古英語詩の時代から 17 世紀末までのイギリス文学を概観し、イギリス文

学に関する広い基礎知識を身につけることを目標とする。併せて、文化的、社会的文脈において各時代の代表的な作品を読み、

独特の英語表現とテーマを分析することによって、それらの作品を批評的な観点から読解する基礎的な解釈力も育む。 

 

This course will cover a range of topics in British literature through its survey from the era of Old English poetry up to the end 

of the 17th century. The goal of this course is to provide students with wide-ranging, fundamental knowledge of British 

literature. Students will also learn about basic critical approaches to literary texts by reading representative literary works of 

each period in the context of their cultural and social backgrounds and analysing their characteristic forms and themes. 

 

授業の内容（Course Contents） 

18 世紀に小説が登場する以前、イギリス文学は詩を中心に展開した。各時代の社会と文学の全般的動向に触れた後､詩を中心

とするその時代の代表作を実際に読む｡基本的には、最初の授業で配布するプリントに沿って講義形式で授業を進めるが、適

宜、音声や映像の資料も用いて多角的に作品を味わう。 

 

In the age before the novel as a genre was born in the 18th century, poetry was the centre of the literary world in Britain. After 

touching on the social and literary trends of each period in general, we will read its representative literary works, mainly poetry. 

Classes will generally be conducted in the lecture style according to the handouts distributed in the first class. When 

appropriate, audio or visual media will be used to supplement students’ experience with the literary works. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 序説－英語の変遷とイギリス文学 

2. Geoffrey Chaucer以前の英語と英文学 

3. Chaucer と中期英語文学 

4. Chaucerから近代英語成立まで 

5. Sir Thomas More と Henry VIII 時代の文学／小テスト 1 

6. Elizabeth I 時代の詩人たち 

7. Elizabeth I 時代の劇作家たち 

8. William Shakespeare 1 

9. William Shakespeare 2 

10. Ben Jonson と James I時代の文学／小テスト 2 

11. John Donne と形而上派詩人 

12. John Milton と内乱期の文学 

13. John Dryden と王政復古期の文学／小テスト 3 

14. 学期末試験 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

授業前にアップロードされる予定のプリント（handouts）に目を通しておく。授業と並行して、参考文献に挙げた本などを読み、自分

なりの文学史を作り上げていく。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

筆記試験(Written Exam)(70%)/小テスト 3 回(30%) 

4 回以上の欠席は自動的に不可｡また、授業内小テストの際に代理回答その他の不正が発覚した場合には、それだけで単位取

得が不可能になる｡ 

 

テキスト（Textbooks） 

作品や資料を収めたプリント（handouts）の PDF版を Canvas LMS と Google ドライブにアップロードし、最初の授業で紙媒体を配
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布｡ 

 

参考文献（Readings） 

1. 石塚久郎（編）、2014、『イギリス文学入門』    、三修社 (ISBN:9784384057492) 

その他は教室で折に触れて紹介｡ 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AM304 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AM304／文学講義 ４ 

(Lectures on Literature 4) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
イギリス文学概説２ 

担当者名 

（Instructor） 
岩田 美喜(IWATA MIKI) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
EAL2300 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

 本講義は、イギリス文学概説という広いテーマのもと、18 世紀から現代までのイギリス文学史を概観し、イギリス文学に関する

広い基礎知識を身につけることを目標とします。そのさい、各時代の文化的、社会的背景に光を当てながら、各作品独特の英語

表現とテーマを分析することによって、それらの作品を批評的な観点から読解する基礎的な解釈力も育てます。 

 

 This course will cover a range of topics in the wide field of British literature through reviewing British literature from the 18th 

century leading up to the modern era. The goal of this course is to provide students with wide-ranging, fundamental knowledge 

of British literature. Students will also learn basic critical approaches to literary texts through the analyses of forms and themes 

of representative literary works of each period in the context of their cultural and social backgrounds.  

 

授業の内容（Course Contents） 

 18 世紀から現代までのイギリス文学史を概観します。基本的には、教科書にゆるやかに沿った講義形式で授業を進めますが、

適宜、音声や映像の資料も用いながら多角的に作品に触れます。また、授業時にリアクション・ペーパーを提出してもらうことで、

学生の側の参加を求めます。 

 

 Students will gain a general understanding of British literature from the 18th century leading up to the modern era. Classes will 

be delivered as lectures in line with the assigned textbook. When appropriate, audio or visual media will be introduced to 

students to supplement their experience with the literary works. Student participation is requested in the form of reaction 

papers to be turned in during class.  

 

授業計画（Course Schedule） 

1. イントロダクション 

2. 小説の勃興（デフォーとリチャードソン） 

3. 新古典主義と英語の標準化（ポウプとサミュエル・ジョンソン） 

4. 18 世紀の諷刺文学と喜劇（スウィフトとシェリダン） 

5. ロマン派の詩（ワーズワス、キーツ、シェリー） 

6. 19 世紀初頭の小説と女性作家（メアリ・シェリーとジェイン・オースティン） 

7. ヴィクトリア朝小説（1）（ディケンズ） 

8. ヴィクトリア朝小説（2）（ブロンテ姉妹） 

9. 世紀末の文学（ハーディとワイルド） 

10. モダニズム詩（イェイツとエリオット） 

11. モダニズムの系譜と女性作家（ヴァージニア・ウルフとアイリス・マードック） 

12. 不条理演劇（ベケットとピンター） 

13. 拡大する〈英〉（語圏）文学（ストッパード、クッツェー、イシグロ等） 

14. これまでの内容の総括および試験 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

授業計画に従って、教科書の該当作家のページを必ず事前に読んでおくこと（個々の作家の細かな背景にまで授業内で説明す

る時間がないため、読んでいるという前提で講義を進める）。授業時に配布する作品テクストのコピーについては、その場で読め

るように辞書を必ず持参すること。また、英文が難しかったところがあれば、授業後に読み返して内容を復習すること。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

筆記試験(Written Exam)(70%)/リアクションペーパー(30%) 

第 1-第 13 週のうち、欠席が 4回に達した時点で、第 14 週の最終試験の受験資格を失うものとします。 

 

テキスト（Textbooks） 

1. 石塚久郎（編）、2014、『イギリス文学入門』、三修社 (ISBN:9784384057492) 
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参考文献（Readings） 

参考文献については、教員が授業時に適宜指示します。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AM305 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AM305／文学講義 ５ 

(Lectures on Literature 5) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
アメリカ文学概説１ 

担当者名 

（Instructor） 
澤入 要仁(SAWAIRI YOJI) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
EAL2300 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

 本講義は、アメリカ文学概説という広いテーマのもと、カリキュラム・マップに示された「英語および英米文学・文化について広く

深い理解を持つ」ことができるよう、植民地時代から南北戦争後のリアリズム勃興期に至るまでのアメリカ文学史の基礎を習得し

ます。 

 そのさい、各時代の文化的、社会的背景に光を当てながら、各作品独特の英語表現とテーマを分析することによって、それらの

作品をアメリカ文学の代表的な作品と照らし合わせ、その文学史の中に位置づける作業もおこないます。 

 

 This course will cover a range of topics in the wide field of American literature through reviewing American literature from the 

colonial era leading up to the rise of realism in the aftermath of the Civil War. In order to deeply understand the English 

language, British and American literature, and British and American culture as outlined in the curriculum map, students will 

obtain fundamental knowledge of American literature. 

 Students will also learn about each period’s cultural, societal, and historical backgrounds before reading iconic works of 

American literature and analyzing their unique themes and writing styles. With this knowledge, students will be able to determine 

the significance and position of each work in the context of American literary history. 

 

授業の内容（Course Contents） 

 文学研究を志すためには文学史の流れを習得することが欠かせません。逆説的なことに、歴史へ反旗を翻した文学者や思想

家たちこそ歴史を強く意識していたのです。過去と無縁に思える現代に生きる私たちこそ、歴史のなかに現代を見いだすべきでし

ょう。 

 そこで本講義では、植民地時代から南北戦争後のリアリズム勃興期へ至るアメリカ文学史を学習します。作家名や作品名とい

う固有名詞の羅列を暗記するのではなく、文化的、社会的背景とその変化と照らし合わせながら、作家たちの格闘の足跡をみず

から追体験します。 

 

 It is vital that one understands the flow of literary history before pursuing literary research. Paradoxically, the literary scholars 

and thinkers that rebelled against history were the ones most keenly aware of it. Since many of us living in modern society think 

the past has no connection to us today, one ought to discover our historical connections. 

 To achieve that goal, students will study American literature from the colonial era leading into the rise of realism in the 

aftermath of the Civil War in this course. Specifically, students will study the cultural and social backgrounds of each work as 

well as experience the changes and difficulties the authors faced rather than simply memorizing author names, titles of works, 

and other bibliographical information. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. Introduction 

2. ピューリタン文学 （教科書 2-3, 50-51 頁他） 

3. ベンジャミン・フランクリンその他 （教科書 52-53 頁他） 

4. ワシントン・アーヴィングその他 （教科書 4-5, 54-56 頁他） 

5. ジェイムズ・フェニモア・クーパーその他 （教科書 56-57 頁他） 

6. エドガー・アラン・ポウその他 （教科書 58-59 頁他） 

7. ラルフ・ウォルド・エマソンその他 （教科書 6-7, 60-61 頁他） 

8. ヘンリー・デイヴィッド・ソローその他 （教科書 8-9, 62-63 頁他） 

9. ナサニエル・ホーソーンその他 （教科書 64-65, 74-75 頁他） 

10. ハーマン・メルヴィルその他 （教科書 66-69 頁他） 

11. ウォルト・ホイットマンその他 （教科書 76-77 頁他） 

12. エミリー・ディキンソンその他 （教科書 70-71, 72-73, 78-79 頁他） 

13. マーク・トウェインその他 （教科書 10-11, 80-81 頁他） 

14. これまでの内容の総括と試験 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 
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準備学習の指示は、履修登録完了後にオンラインで示します。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

筆記試験(Written Exam)(80%)/不定期のリアクション・ペーパー(20%) 

なお、4 回以上の欠席がある場合は、成績評価の対象としない。 

 

テキスト（Textbooks） 

1. 竹内理矢・山本洋平、2021、『深まりゆくアメリカ──源流と展開文学』、ミネルヴァ書房 (ISBN:978-4-623-09077-8) 

 秋学期の科目「文学講義 6」も同じ教科書を用います 

 

参考文献（Readings） 

1. 渡辺利雄、2011、『講義アメリカ文学史入門編』 』、研究社 (ISBN:4327472221) 

2. 平石貴樹、2010、『アメリカ文学史』、松柏社 (ISBN:477540170X) 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AM306 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AM306／文学講義 ６ 

(Lectures on Literature 6) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
アメリカ文学概説２ 

担当者名 

（Instructor） 
古井 義昭(FURUI YOSHIAKI) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
EAL2300 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

 本科目は、アメリカ文学概説という広いテーマのもと、19 世紀末から現代にかけてのアメリカ文学史を概観することで、主要作

家・作品に関する基礎的な知識を得る。 

 各作品独特の英語表現とテーマを分析するだけではなく、各時代の文化的・社会的背景に光を当てることによって、アメリカ文

学の主要作品を文学史という大きな流れの中に位置づける作業もおこなう。 

 

 This course will cover a range of topics in the wide field of American literature by providing students with an overview of 

American literary history from the end of the 19th century to the modern era in addition to offering basic knowledge of 

significant authors and literary works. 

 Students will learn about each period’s cultural, societal, and historical backgrounds before reading iconic works of American 

literature and analyzing their unique themes and writing styles. With this knowledge, students will be able to understand the 

significance and position of each work in the context of American literary history. 

 

授業の内容（Course Contents） 

 19 世紀末から現代にかけてのアメリカ文学史を概観し、アメリカ文学研究に必須の知識を身につける。作品の背後にある歴史

的・社会的背景を理解することで、自分勝手にではなく、学問の蓄積に依拠しながら、個々の文学作品を読めるようになる。 

 「文学史」というと無味乾燥に響くかもしれないが、アメリカ文学には数奇で破滅的な人生を歩む主人公が多く存在しており、彼

らの物語を概観することで、自分の人生の反面教師とすることが可能になるだろう。本講義では、学問としての文学史を学習する

のはもちろんのこと、想像力を用いて他者の生を擬似体験し、個々の文学作品を学生各自の人生に引き寄せて考えてほしい。 

 以下の授業計画では、文学史的潮流ごとの中心的な作家名を列挙しているが、実際の授業ではより広範なアメリカ作家を網羅

する予定である。 

 

 This class offers an overview of the history of American literature from the end of the 19th century through the modern era, 

and students will gain basic knowledge for research into American literature. By understanding the historical and social 

backgrounds of each work, students will become able to draw upon their scholarly knowledge to read the literary works rather 

than their own arbitrary interpretations. 

 Although the term “literary history” may sound dull, American literature is full of protagonists whose lives are often tragic and 

bizarre, offering readers examples of life, both good and bad. In this class, students will not only study American literature as an 

academic discipline, but also actively use their imagination to experience the lives of others.    

 The following syllabus lists the important authors of each wave of literary history, but classes will cover a wider range of 

authors than what is listed on the syllabus. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. イントロダクション：世紀転換期のアメリカ 

2. リアリズム：Henry James を中心に 

3. 自然主義：Jack London を中心に 

4. フェミニズムと文学：Kate Chopin 

5. モダニズム（１）：F. Scott Fitzgerald を中心に 

6. モダニズム（２）：William Faulkner を中心に 

7. モダニズム（３）：Ernest Hemingway を中心に 

8. アメリカ演劇：Tennessee Williams を中心に 

9. ビート・ジェネレーション：Jack Kerouac を中心に 

10. 人種とアメリカ文学（１）：Richard Wright & Ralph Ellison 

11. 人種とアメリカ文学（２）：James Baldwin & Toni Morrison 

12. ポストモダン：Raymond Carver & Thomas Pynchon 

13. 21 世紀のアメリカ文学＋学期の振り返り 

14. 授業内期末試験 
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授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

＊教科書を使用して必ず予習・復習すること。 

＊授業で紹介した作家に興味を持ったら、実際に作品を読んでみること。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

筆記試験(Written Exam)(70%)/毎回のレスポンス・ペーパー(30%) 

レスポンス・ペーパーを三回未提出の場合は自動的に単位取得の対象外とする。 

 

テキスト（Textbooks） 

1. 竹内理矢・山本洋平編著、2021、『深まりゆくアメリカ文学――源流と展開』、ミネルヴァ書房 (ISBN:978-4623090778) 

教科書は前期の文学講義 5 で使用されるものと同一である。 

 

参考文献（Readings） 

1. 平石貴樹、2010、『アメリカ文学史』、松柏社 (ISBN:477540170X) 

2. 柴田元幸、2000、『アメリカ文学のレッスン』、講談社 (ISBN:4061495011) 

3. 亀井俊介、1997、『アメリカ文学史講義』全 3 巻』、南雲堂 (ISBN:4523292450) 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AM307 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AM307／文学講義 ７ 

(Lectures on Literature 7) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
イギリス散文１ 

担当者名 

（Instructor） 
木下 誠(KINOSHITA MAKOTO) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
EAL2300 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

本授業の目的は、20 世紀初頭のモダニズム作家 Ford Madox Fordの小説をメイン・テクストととして取り上げ、19 世紀初頭から

第二次世界大戦後までのイギリス社会と帝国を背景にして、批評家 Mary Pooveyによる「イギリス文化の金融化」をめぐる議論を

踏まえて、第一次世界大戦前後のイギリスを描いたいわゆる「カントリーハウス」の表象とその栄枯盛衰をめぐる英語散文テクス

トの分析方法を実践的に学ぶことである。 

 

The objectives of the course are to acquaint students with a selection of literature in English on the rise and fall of "Country 

House" in the contexts of domestic/imperial issues and "the financialization of English culture" and to develop critical thinking 

skills in the discussion of these works. 

 

授業の内容（Course Contents） 

Ford Madox Fordの Some Do Not . . .  (1924)は、第一次世界大戦前後を扱った 4 部作 Parade's End の第 1 作小説で、自然主

義的リアリズムから印象主義を経てモダニズム小説へと至るプロセスの途中にある作品とみなされている。本講義ではこの小説

を、そうしたイギリス散文の文体的変容に加えて、Mary Pooveyのいう「イギリス文化の金融化」と、いわゆる「カントリーハウス」

小説の 20 世紀的変容の一例として位置付ける。イギリス国内のみならず帝国をめぐるさまざま問題がどのように「カントリーハウ

ス」というトポスを通過していったのか、19 世紀初頭から第二次世界大戦までの系譜を追って、小説と批評の読み方を学ぶ。 

 

This lecture course reads Ford Madox Ford's Some Do Not . . . (1924) as the main text of English literature on the contexts of 

the rise and fall of "Country House" and "the financialiation of English culture". Each lecture is devoted to one or two critical 

and historical topics as seen through a set of texts. This course traces the genealogy of "English county house" novels with 

domestic/imperial issues from the early 19th century to the mid-20th century. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. Introduction：カントリーハウス小説としての Ford Madox Ford, Some Do Not . . .  (1924) 

2. イギリス文化の金融化(1) Mary Poovey の議論 

3. イギリス文化の金融化(2) Charles Dickens, Little Dorrit 
4. イギリス文化の金融化(3) Goerge Eliot, Silas Marner 
5. Some Do Not . . . の設定 

6. Some Do Not . . .  Part 1 (1) 

7. Some Do Not . . .  Part 1 (2) 

8. Some Do Not . . .  Part 1 (3) 

9. Some Do Not . . .  Part 2 (1) 

10. Some Do Not . . .  Part 2 (2) 

11. Rebecca West, The Return of Soldier (1) 第一次世界大戦と shell-shock 

12. Rebecca West, The Return of Soldier (2) カントリーハウス小説として 

13. Rebecca West, The Return of Soldier (3) 階級とジェンダー 

14. まとめ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

授業時間外の学習に関する指示は、履修登録完了後に、「教育支援システム」で履修者に対して行います。その他、必要に応じ

て授業時間内に指示します。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

筆記試験(Written Exam)(60%)/授業中の発言等による参加(20%)/リアクション・ペーパー(20%) 

 

テキスト（Textbooks） 

授業支援システム上に教材を PDFでアップします。それを各自、プリントアウトして授業に参加ください。購入推奨テキストについ

ては、授業中に紹介します。 
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参考文献（Readings） 

授業中に紹介します。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AM308 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AM308／文学講義 ８ 

(Lectures on Literature 8) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
イギリス散文２ 

担当者名 

（Instructor） 
吉野 由起(YOSHINO YUKI) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
EAL2300 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

英文学史における「妖精」や「怪物」にまつわる作品や言説の系譜を俯瞰した上で、ロマン派期から現代にいたる個別の作品の

読解分析練習を行い、文学テクストとしての「妖精」や「怪物」を読み解く視座を獲得する。 

 

This course aims to enable the students to acquire some perspectives to interpret 'fairies' and 'monsters' as literary texts. As 

a methodology, it will present a historical overview of the works and discourses portraying these beings, and provide 

opportunities to interpret and analyse selected works which range from those written in the Romantic period to contemporary 

British literature.  

 

授業の内容（Course Contents） 

 「妖精」や「怪物」はさまざまな時代やジャンルで、多様な方法や問題意識とともに描かれ続け、いわばイギリス文学史の底流に

潜み続けてきた。本講義では、ロマン派期以降に書かれた「妖精」や「怪物」にまつわる作品のうち指定の作品を社会的・文化的・

作者の伝記的背景を参照しつつ読解分析し、各作品における「妖精」「怪物」の表象、意義と役割、「妖精」「怪物」に投影された個

人や社会の諸問題を考察する。 

 学生は数回に一度レスポンス・ペーパーを提出することとし、有意義な内容については次週の授業で紹介し、各学生が考察を

深める端緒としたい。 

 

   In the history of British literature, 'fairies' and 'monsters' have been portrayed in a wide range of works across different ages 

and genres. Written by a variety of methods and concerns, these beings have continued to haunt the undercurrent of British 

literature. This course will read and analyse selected works dealing with 'fairies' and 'monsters' written in and after the 

Romantic period, by referring to the historical, cultural and biographical backgrounds. In doing so, it will explore how 'fairies' and 

'monsters' are represented, what kinds of roles and significance are given to them, and what kinds of personal or social issues 

are projected onto them.  

   Students are expected to write a response paper once in a few weeks. Some of them containing interesting ideas will be 

introduced to the class in the following week, so that they could stimulate other students to deepen their thoughts.  

 

授業計画（Course Schedule） 

1. イントロダクション（１） 前近代の英文学作品における「妖精」と「怪物」―バラッド「うたびとトマス」、エドマンド・スペンサー

『妖精の女王』、ウィリアム・シェイクスピア『夏の夜の夢』と『テンペスト』 

2. イントロダクション（２） 民話の「発見」  ロマン派期におけるフォーク・リヴァイヴァルと「フェアリー・テイル」 

3. メアリ・シェリー『フランケンシュタイン』（１） 

4. メアリ・シェリー『フランケンシュタイン』（２） 

5. メアリ・シェリー『フランケンシュタイン』（３） 

6. ジェイムズ・ホッグ『ボッズベッグのブラウニー』（１） 

7. ジェイムズ・ホッグ『ボッズベッグのブラウニー』（２）  

8. ロマン派期からヴィクトリア朝期へ ジョン・ラスキン「黄金の川の王様」、ジョージ・マクドナルド『北風のうしろの国』、ダイナ・

クレイク『旅のマント』 

9. ウィリアム・サッカレー『薔薇と指輪』、チャールズ・ディケンズ「魔法の魚の骨」 

10. R.L.スティーヴンソン「壜の小鬼」、J.M.バリ『ピーター・パンとウェンディ』、A.C.ドイル『妖精の出現』 

11. 先行研究の検討 

12. J. R. R. トールキン「妖精物語について」と『指輪物語』 

13. アンジェラ・カーター『夜ごとのサーカス』 

14. 全体の総括 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

ハンドアウトで配布された箇所を読んでおいてください。また、授業で扱う作品には翻訳が存在するので（『ボッズベックのブラウニ

ー』をのぞく）、一、二作品は作品全体も読んでみましょう。 
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成績評価方法・基準（Evaluation） 

最終レポート(Final Report)(40%)/レスポンスペーパー、授業への積極的取り組み(60%) 

 

テキスト（Textbooks） 

ハンドアウトを配布します。 

 

参考文献（Readings） 

1. 風間賢二編訳、1990、『ヴィクトリア朝妖精物語』、ちくま文庫 (ISBN:9784480024848) 

2. R.L.スティーヴンソン著、高松雄一・高松禎子訳、2011、『マーカイム・壜の小鬼 他五篇』、岩波文庫 (ISBN: 9784003725061) 

3. 東雅夫・下楠昌哉編、2014、『幻想と怪奇の英文学』、春風社 (ISBN:9784861104046) 

授業で扱う作品の多くに翻訳が存在します。 

ディケンズ「魔法の魚の骨」の訳は風間『ヴィクトリア朝妖精物語』に、スティーヴンソン「壜の小鬼」の訳は高松訳『マーカイム・壜

の小鬼』に収録されています。 

『ボッズベッグのブラウニー』の翻訳はありません。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

クラスの人数や進行具合にあわせて内容やスケジュールを調整することがあります。 

 

注意事項（Notice） 
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■AM309 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AM309／文学講義 ９ 

(Lectures on Literature 9) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
アメリカ散文１ 

担当者名 

（Instructor） 
斎木 郁乃(SAIKI IKUNO) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
EAL2300 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

この授業は、(1)18、19 世紀のアメリカの主要な文学ジャンルについての基礎的な知識を身につけ、(2)そのジャンルを生み出した

歴史的、文化的、政治的背景を理解しつつ、(3) 各ジャンルの代表的な作品を解釈することを通して文学作品を読む力を養うこと

を目的とする。 

 

The objectives of this course are (1) to provide students with basic knowledge of popular literary genres in 18th and 19th 

century America, (2) to understand cultural, historical, political backgrounds of the genres, and (3) to interpret some 

representative texts of each genre and thus enhance students’ skills to read literary works. 

 

授業の内容（Course Contents） 

文学ジャンルは社会の変化や発展の産物である。例えば、他者との遭遇が捕囚物語を生み出し、奴隷体験記が奴隷制をめぐる

議論に重要な証言をもたらし、偉人伝は国家のアイデンティティーを確立するために用いられた。授業では、原文と映像資料を用

いて、文学ジャンルと主要な作品、それらの歴史的、文化的、政治的背景を解説する。 

 

A literary genre is an outgrowth of changes and developments of a society. For examples, encounters with the others produced 

captivity narratives, slave narratives offered an important testimony in the controversy over slavery, and biographies of great 

men and women were used to establish a national identity. In the class, the instructor will lecture on the literary genres and 

their representative texts, and their historical, cultural, and political backgrounds through original texts and visual aids.  

 

授業計画（Course Schedule） 

1. イントロダクション 

2. 捕囚物語(1) Mary Rowlandson’s The Sovereignty and  Goodness of God, Nathaniel Hawthorne’s The Scarlet Letter  

3. 捕囚物語(2) Royall Tyler’s The Algerine Captive, Herman Melville’s Typee  

4. 感傷小説・家庭小説(1) Susan Warner’s The Wide, Wide, World 

5. 感傷小説・家庭小説(2) Herman Melville’s Pierre 

6. 感傷小説・家庭小説(3) Harriet Beecher Stowe’s Uncle Tom’s Cabin 

7. 中間テスト 

8. 奴隷体験記(1) Frederick Douglass’s autobiographies 

9. 奴隷体験記(2)Harriet Jacobs’s Incidents in the Life of a Slave Girl 

10. 漂流譚 Herman Melville’s Moby-Dick, 河田小龍『漂巽紀畧』 

11. 偉人伝  American National Biographies, Herman Melville’s “Bartleby, the Scrivener” and Israel Potter 

12. 南北戦争ロマンス Louisa May Alcott’s Behind a Mask and “My Contraband” 

13. 推理小説 Short Stories of Edgar Allan Poe 

14. 最終テスト、授業のまとめ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

翻訳や抜粋でもいいので、授業で扱う作品をできるだけたくさん読んでください。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

リアクション・シート(30%)/中間テスト(30%)/最終テスト(40%) 

 

テキスト（Textbooks） 

毎回プリントを配布。 
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参考文献（Readings） 

毎回の授業時に紹介。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

大学入試程度の英語力が必要な授業です。 

 

注意事項（Notice） 
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■AM310 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AM310／文学講義 １０ 

(Lectures on Literature 10) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
アメリカ散文２ 

担当者名 

（Instructor） 
斎木 郁乃(SAIKI IKUNO) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
EAL2300 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

この授業は、(1) F. O. マシーセンのアメリカン・ルネサンスの議論について概説し (2) アメリカン・ルネサンスに対するトランスナ

ショナルな視点からの様々な反駁を理解し (3) 19 世紀アメリカの代表的な作品を解釈することを通して文学作品を読む力を養う

ことを目的とする。 

 

The objectives of this course are (1) to provide students with a survey of F. O. Matthiessen’s discussion of American 

Renaissance, (2) to understand the transnational counter-arguments against American Renaissance, and (3) to interpret some 

representative texts of 19th-century American literature and thus enhance students’ skills to read literary works. 

 

授業の内容（Course Contents） 

1941 年、F. O. マシーセンは『アメリカン・ルネサンス』を出版し、「民主主義の可能性に献身した」ことを理由に、エマソン、ホイット

マン、ソロー、ホーソーン、そしてメルヴィルをその時代の代表的な作家とみなし、その結果、白人の男性作家によるキャノンを確

立した。この授業は、マシーセンの議論を概説した上で、近年の批評的潮流であるトランスナショナリズムが、アメリカン・ルネサン

スの枠組みをどのように変容させ、また「アメリカ」文学と呼ばれるものの地平を広げたかを探求する。 

 

When Francis O. Matthiessen published American Renaissance in 1941, he chose Emerson, Whitman, Thoreau, Hawthorne and 

Melville as the great writers of the age because of “their devotion to the possibilities of democracy,” and as a result, 

established a literary cannon of white male writers. This course will survey Matthiessen’s arguments and explore how the recent 

critical trends of transnationalism twist the framework and tries to expand the horizon of what we call “American” literature.   

 

授業計画（Course Schedule） 

1. イントロダクション 

2. アメリカン・ルネサンスとトランスナショナリズム 

3. Ralph Waldo Emerson 

4. Henry David Thoreau 

5. Walt Whitman 

6. Nathaniel Hawthorne  

7. 中間テスト 

8. Herman Melville 

9. Emily Dickinson 

10. Edgar Allan Poe 

11. Female writers 

12. African American writers 

13. Native American writers 

14. 期末試験、授業のまとめ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

翻訳や抜粋でもいいので、授業で扱う作品をできるだけたくさん読んでください。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

リアクションペーパー(30%)/最終テスト(Final Test)(40%)/中間テスト(30%) 

 

テキスト（Textbooks） 

1. F. O. Matthiessen. 1941. American Renaissance. Oxford UP (ISBN:019500759X) 

2. F. O. マシーセン、2011、『アメリカン・ルネサンス、上・下』、上智大学出版 (ISBN:9784324092149) 

3. 巽孝之. 2018. Young Americans in Literature. 彩流社 (ISBN:9784779125003) 
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4. David S. Reynolds. 1988. Beneath the American Renaissance. Harvard UP (ISBN:9780674065659) 

毎回プリントを配布する。 

 

参考文献（Readings） 

毎回の授業時に紹介する。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AM311 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AM311／文学講義 １１ 

(Lectures on Literature 11) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
英米詩１ 

担当者名 

（Instructor） 
笹川 渉(SASAKAWA WATARU) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
EAL2300 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

・英詩で用いられる様々な形式と表現を理解することができる 

・詩の分析を通じて同時代の歴史、政治、宗教、文化などの背景を理解することができる 

・他の文学作品との関連を見出すことができる 

 

・Students will be able to understand the structures and forms of expressions of British poetry. 

・Students will be able to understand a poem’s historical, political, religious, cultural, etc. background by analyzing its text. 

・Students will be able to discover connections to other literary works. 

 

授業の内容（Course Contents） 

 この講義では、初期近代から２０世紀までのイギリス詩を取り上げ、「詩」を精読することの楽しさを体験し、その楽しさを文学研

究としてのレベルに到達させるための視座を養うことを目指します。 

 各回主に一人の詩人に焦点をあてて授業を進めます。また、他の詩人によって書かれた共通するテーマを描いた作品との比較

も行います。作者の伝記的事実、詩型や修辞法、その作品が書かれた時代背景などのコンテクストを視野に入れることで、どの

ような解釈が可能であるのかを考察し、作品を深く理解することを目指します。 

 授業では、作者や時代背景について講義をした後、作品の読解に入ります。受講者は指定の作品についての疑問点や問題点

をあらかじめ考えておいてください。 

 

 The goal of this course is to cultivate the insight necessary for literary research and the joy of literary study as well as turn 

that joy into literary pursuits through conducting intensive readings of British poetry from the early modern era leading into the 

20th century. 

 Each class session will focus on an individual poet. Their works will be compared with poems written by poets with similar 

themes. By teaching each writer’s biographical history, poetic form, rhetoric, historical background, and other contextual 

information, this course aims to help students consider the potential for in-depth interpretation of literature and gain a deep 

understanding of the works covered in this course. 

 In class, students will read each work after learning about the author and their historical background through a lecture. 

Students are expected to prepare any unclear points or issues regarding the work before coming to class. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. イントロダクション 

バラッド#1 （Robert Burns） 

2. バラッド 2 （Robert Burns2） 

3. アイルランドの歴史（W. B. Yeats） 

4. 孤独と絶望（Emily Brontë） 

5. 恋愛詩（Christina Rossetti） 

6. ヴィクトリア朝とアーサー王伝説（Alfred Tennyson） 

7. 理想美の追求 （John Keats） 

8. 詩人の詩人（Edmund Spenser） 

9. 劇作家＝詩人 (William Shakespeare) 

10. 奇想（John Donne） 

11. キリスト教叙事詩 (John Milton) 

12. 伝統（T. S. Eliot） 

13. 過去と現在（Seamus Heaney） 

14. 今学期のまとめ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

授業前に指定の作品を精読し、問題点について事前に考えておくことを求めます。また、授業後には作品についての受講者のコ
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メントを参照しながら作品を再読し、さらに理解を深められるよう努めてください。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

最終レポート(Final Report)(40%)/各回のリアクションペーパー(40%)/小テスト(20%) 

2/3 以上出席をしていない場合は成績評価の対象となりません。 

 

テキスト（Textbooks） 

各回プリントを配布します。 

 

参考文献（Readings） 

1. 平井正穂編、1991、『イギリス名詩選』、岩波書店 (ISBN:400322731X) 

2. 阿部公彦、2007、『英詩のわかり方』、研究社 (ISBN:4327481505) 

3. 加藤光也、2017、『詩についてーーアンドルー・マーヴェルから』、松柏社 (ISBN:4775402420) 

4. John Lennard, editor. 2006. The Poetry Handbook, 2nd ed.. Oxford UP (ISBN:9780199265381) 

5. John Carey. 2020. A Little History of Poetry. Yale UP (ISBN:9780300255034) 

作家、時代、テーマ毎の Cambridge Companions シリーズ。その他の文献についても授業中に適宜指示します。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

・スライドを使用した講義形式で行います。 

・リアクション・ペーパーと小テストについては、その次の授業開始時にフィードバックを行います。 

・英詩の初学者にもわかりやすく説明をします。作品の精読と視聴覚教材を通じて、作家、作品、時代背景の理解を深めます。 

 

注意事項（Notice） 
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■AM312 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AM312／文学講義 １２ 

(Lectures on Literature 12) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
英米詩２ 

担当者名 

（Instructor） 
来馬 哲平(KURUMA TEPPEI) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
EAL2300 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

この講義では、英語で書かれた詩を読み、それに親しむだけではなくて、詩から受けた私的な印象を、コメントシートを書くことで、

他者にも理解可能であり、また、対話の契機を呼びよせる意見に言語化する練習を行います。論理的な思考力と倫理的な応答

力を複合的に発揮できるようになることが、この授業の到達目標です。 

 

The main objective of the lecture is to enable students to develop the ability not only to read various kinds of poems but also 

to translate their personal impressions into stimulating responses. By writing a response paper at the end of each lecture, 

students will demonstrate at once the logical thinking process and the ethical responsibility to the poems discussed in the 

course. 

 

授業の内容（Course Contents） 

この講義では、20 世紀のアメリカ詩人たちとその作品を紹介します。目標は、個々の作家や作品の独自性を理解するのみなら

ず、それらのあいだの関係性に、共通点と差異のかさなりを見出そうとする「構え」を作ることです。個々の詩を濃密に、そして立

体的に読めるようになるために、講義内容には、アメリカの歴史はもちろんのこと、20 世紀以降に、あるいは 21 世紀の「今」に顕

著な文化的・社会的諸問題が含まれます。 

 

The course will present a wide range of 20th-century North American poets and their works. Students will learn to appreciate 

the singular “voice” of each poet introduced in each lecture. At the same time, however, students will also find a way to 

discover and analyze how the common forms of poetry shared by those poets work in various manners. To experience the 

poems deeply, we will cover a lot of socio-cultural issues as well. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. Delmore Schwartz とプラトンの神話 

2. E. E. Cummings と第二次世界大戦（後） 

3. Allen Ginsberg と加速する消費主義 

4. Robert Creeley と対抗文化の（内在的な）批判法 

5. Sylvia Plath と生まれなおしとしての詩作 

6. 中期確認試験 

7. Frank O'Hara と資本主義との（クィアな）享楽的関係 

8. Anne Sexton と気づまりな親密性 

9. Gwendolyn Brooks と「黒人（女性）」詩 

10. James Wright と先住民化される「暗い」恋 

11. Elizabeth Bishop と理想化/距離化される「母性」 

12. John Ashbery が恐れる「解放」と「深読み」としてのアメリカ 

13. James Schuyler と巣づくりとしてのコラージュ詩 

14. 後期確認試験とレポート発題 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

授業時間外の学習に関する指示は、必要に応じて別途指示します。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

最終テスト(Final Test)(20%)/最終レポート(Final Report)(20%)/毎回のレスポンスシートの提出(60%) 

 

テキスト（Textbooks） 

なし 

 

参考文献（Readings） 
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その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AM313 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AM313／文学講義 １３ 

(Lectures on Literature 13) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
シェイクスピア１ 

担当者名 

（Instructor） 
近藤 弘幸(KONDOU HIROYUKI) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
EAL2300 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

上演という側面からシェイクスピア戯曲を考察し，あわせて西洋演劇史に関する基礎的な知識を習得する。 

 

Students will consider Shakespeare plays from a performance aspect in addition to gaining basic knowledge of Western 

theatrical history. 

 

授業の内容（Course Contents） 

シェイクスピア戯曲の上演史を概観し，台本，演戯スタイル，劇場形態の変遷を概説する。また，日本から世界に発信されたシェ

イクスピア上演にも言及する。 

 

Students will conduct an overview of Shakespeare plays’ performance histories, scripts, theatrical style, and changes in theater 

shape. Students will also learn about Shakespeare performances originating in Japan that were later exported abroad. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. イングランド中世演劇の世界 

2. シェイクスピアの劇場（１）――シェイクスピア登場前夜（１） 

3. シェイクスピアの劇場（２）――シェイクスピア登場前夜（２） 

4. シェイクスピアの劇場（３）――劇場と上演 

5. シェイクスピアの劇場（４）――ハムレットの演劇論 

6. 王政復古と劇場再開 

7. １８世紀――「スター」誕生 

8. １９世紀――スペクタクルの時代とロマン派のシェイクスピア崇拝 

9. 演出家の世紀（１）――リアリズムと反リアリズム 

10. 演出家の世紀（２）――古典の現代化 

11. 演出家の世紀（３）――「プリテクスト」としてのシェイクスピア 

12. 日本からの発信（１）――鈴木忠志 

13. 日本からの発信（２）――蜷川幸雄 

14. まとめ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

授業時間外の学習に関する指示は，必要に応じて別途指示する。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

筆記試験(Written Exam)(100%) 

欠席回数が４回を超えたものについては、評価の対象としない。 

 

テキスト（Textbooks） 

なし 

 

参考文献（Readings） 

1. 安西徹雄、1985、『シェイクスピア劇四〇〇年――伝統と革新の姿』、日本放送出版協会 (ISBN:4-14-001483-0) 

2. 小林潤司ほか、2014、『シェイクスピア――古典文学と対話する劇作家』、松籟社 (ISBN:978-4-87984-324-1) 

3. 鹿児島近代初期英国演劇研究会、2018、『王政復古期シェイクスピア改作戯曲選集』、九州大学出版会 (ISBN:978-4-7985-

0224-3) 

4. 上坪正徳、2017、『シェイクスピアとロマン派の文人たち』、中央大学出版部 (ISBN:978-4-8057-5231-9) 

5. 川島健、2016、『演出家の誕生――演劇の近代とその変遷』、彩流社 (ISBN:978-4-7791-7047-8) 
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6. マイケル・ボグダノフ、2005、『シェイクスピア ディレクターズ・カット――演出家が斬る劇世界』、研究社 (ISBN:4-327-47209-

3) 

7. 米谷郁子ほか、2011、『今を生きるシェイクスピア――アダプテーションと文化理解からの入門』、研究社 (ISBN:978-4-327-

48159-9) 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

講義資料は Canvas LMSで配布します。事前に各自でダウンロードして授業に臨んでください。 

 

注意事項（Notice） 
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■AM314 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AM314／文学講義 １４ 

(Lectures on Literature 14) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
シェイクスピア２ 

担当者名 

（Instructor） 
末廣 幹(SUEHIRO MIKI) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
EAL2300 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

この講義の目標は以下の２つです。 

１ シェイクスピアの戯曲を英語と日本語訳で読みながら、特定の台詞や場面の意味が解釈できる。 

２ シェイクスピア演劇の上演や映画化を観たときに、特定の場面の演出に、演出家や映画監督のどのようなテクスト解釈や演出

意図が反映されているか考えることができる。 

 

This course aims to achieve the following 2 goals: 

1 Teach students how to interpret the meaning of specific lines and scenes from Shakespeare plays while reading the scripts in 

both English and Japanese. 

2 Enable students to consider what interpretations theater producers and film directors drew from the text based on what is 

being shown to the audience during specific scenes when viewing theater productions or film adaptations of Shakespeare plays. 

 

授業の内容（Course Contents） 

講義のテーマは、「シェイクスピアと現代文化～Shakespeare Meets Contemporary Culture」です。2016 年は、イギリスの劇作家

ウィリアム・シェイクスピア（1564－1616 年）の没後 400 周年に当たりましたが、シェイクスピアの演劇の人気は、彼がロンドンの

劇壇で活躍していた頃からほぼ 400 年以上経った現在でもまったく衰えることなく、本国イギリスのみならず、全世界で毎年上演

され、さらに続々と映画化されています。この講義では、シェイクスピアの演劇の映画版や上演のヴィデオや DVD を観ながら、シ

ェイクスピアの原書と翻訳を読みながら、講義していきます。この講義では、シェイクスピア演劇の中からとくに喜劇と悲劇を選ん

で講義します。「喜劇」の中からロマンティック・コメディの代表作と呼ばれている『十二夜』を、悲劇の中から『オセロー』をを選んで

講義します。 

 

The theme of this course is “Shakespeare Meets Contemporary Culture”. 2016 marked the 400th anniversary of the death of 

British playwright William Shakespeare (1564-1616), and the popularity of his works and their prominence in London’s theater 

scene have yet to wane in the over 400 years since their debut. Shakespeare’s works still feature in theater productions every 

year in both the UK and other countries worldwide in addition to the steady flow of film adaptations. In this course, students will 

watch DVDs of film adaptations and theater productions of Shakespeare’s works as well as read both their original texts and 

translations. Particularly, I will choose both comedy and tragedy out of Shakespeare's four genres.. Twelfth Night is the comedy 

selection for this course, and it is highly appreciated as Shakespeare’s representative romantic comedy. Students will also read 

Othello among Shakespeare’s tragedies. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. イントロダクション――映画に現れる映像の文法とは 

2. トレヴァー・ナン監督『十二夜』鑑賞（１）女優による〈男装するヒロインの演技〉 

3. トレヴァー・ナン監督『十二夜』鑑賞（２）喜劇のエンディングの問題性 

4. 『十二夜』第１幕、第２幕講義 

5. 『十二夜』第３幕、第４幕、第５幕講義 

6. 『オセロー』第１幕、第２幕講義 

7. 『蜷川幸雄演出『オセロー』上演 DVD 第１幕、第２幕鑑賞 

8. 『オセロー』第３幕講義 

9. 蜷川幸雄演出『オセロー』上演 DVD 第３幕鑑賞 

10. 『オセロー』第４幕講義 

11. 蜷川幸雄演出『オセロー』上演 DVD 第４幕鑑賞 

12. 『オセロー』第５幕講義 

13. 蜷川幸雄演出『オセロー』上演 DVD 第５幕鑑賞 

14. 総括――近年のシェイクスピア劇の上演と映画化 
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授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

予習としては、映画鑑賞と並行して原作を読んで、その特徴を把握しておくことが求められます。 

復習としては、Blackboardにアップロードした講義資料に基づいて、映画が原作の場面や台詞をどのように異なる演出をしている

のかを把握し、その意味の相違について解釈することが求められます。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

レポート試験(Report Exam)(60%)/授業内リスポンス・ペーパー兼出席票(40%) 

なお、単位修得のためには、全 14 回の講義中 10 回以上の出席を必要とします。就職活動やその他の理由による欠席にはいっ

さい考慮しません。 毎回講義終了後にリスポンス・シートを提出して貰って、それによって平常点の評価を行います。すべての項

目が書かれていなかったり、２、３行しか書かれていなかったり、講義を聴かなくても書けることしか書かれていないシートは、平

常点を減点します。 

 

テキスト（Textbooks） 

なし 

 

参考文献（Readings） 

1. Margreta De Grazia et al.. 2010. The New Cambridge Companion to Shakespeare . Cambridge University Press 

(ISBN:0521713935) 

2. 喜志哲雄、2008、『シェイクスピアのたくらみ』、岩波書店 (ISBN:4004311160) 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AM316 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AM316／文学講義 １６ 

(Lectures on Literature 16) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
文学批評・理論 2 

担当者名 

（Instructor） 
秦 邦生(SHIN KUNIO) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
EAL2300 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

この授業の到達目標は次の通りです。（１）二〇世紀初頭以降の批評理論の展開について概略的な知識を得る。（２）それぞれの

理論の基本的発想を知り，重要な用語については深く理解する。（３）授業で学んだ理論を応用する。 

 

The objectives of this course are as follows: (1) Provide students with basic knowledge of the development of critical theory 

from the early 20th century. (2) Help students understand the fundamental ideas of each theory and develop their 

understanding of important vocabulary. (3) Teach students to apply these theories in class. 

 

授業の内容（Course Contents） 

この講義では，入門者向けに，批評理論の展開に貢献してきた代表的な批評家・思想家・専門用語などについて一般的な解説を

行いつつ，文学・文化テクストをより深く読むための方法論を追求します。「文学講義１６」では主に作品を外在的な観点から深く

読むためのさまざまなアプローチをとりあげます。 

 

This introductory course will introduce students to significant writers and thinkers as well as technical terms and explain their 

contributions to the development of critical theory. Students will also learn about reading methodologies to enhance their 

understanding of literature and literary text. Lecture on Literature 16 will mainly cover deep reading approaches of the works 

from an external perspective. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 批評理論とは何か（外在的アプローチ） 

2. 精神分析批評の方法（１） 

3. 精神分析批評の方法（２） 

4. 精神分析批評の方法と解釈の具体例 

5. マルクス主義批評の方法（１） 

6. マルクス主義批評の方法（２） 

7. マルクス主義批評の方法と解釈の具体例 

8. フェミニズム批評の方法 

9. フェミニズム批評の方法と解釈の具体例 

10. クィア批評の方法 

11. クィア批評の方法と解釈の具体例 

12. ポストコロニアル批評の方法（１） 

13. ポストコロニアル批評の方法（２） 

14. ポストコロニアル批評の方法と解釈の具体例 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

授業中に配布するプリントの予習・復習など 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

レポート試験(Report Exam)(80%)/授業中に随時実施するコメントシート(20%) 

単位評価の対象となるためには、前提として全授業の８割以上の出席を必須とします。 

 

テキスト（Textbooks） 

随時プリントを配布。 

 

参考文献（Readings） 

1. 大橋洋一編、2006、『現代批評理論のすべて』、新書館 (ISBN:978-4403250873) 

2. ピーター・バリー、2014、『文学理論講義 新しいスタンダード』、ミネルヴァ書房 (ISBN:978-4623070435) 

3. 三原芳秋ほか編、2020、『クリティカル・ワード 文学理論』、フィルムアート社 (ISBN:978-4845919321) 
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その他は初回授業中に文献表を配布して指示します。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

毎回の授業での出席、事前・事後学習のみならず、授業内で配布する参考文献リストなどを積極的に読み進めると理解が深まる

でしょう。なお、出席態度の悪い学生や、目立った遅刻などには対しては厳正に対処します。授業には緊張感をもって臨んでくだ

さい。 

 

注意事項（Notice） 
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■AM317 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AM317／文学講義 １７ 

(Lectures on Literature 17) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
英米演劇１ 

担当者名 

（Instructor） 
末廣 幹(SUEHIRO MIKI) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
EAL2300 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

１ アメリカのミュージカルの映画化や上演ＤＶＤを観ながら、登場人物の造型、物語のプロットや挿入歌の歌詞とメロディやダン

ス・パフォーマンスへの注目を通じて、作品の理解を深められる。 

２ 映画や上演ＤＶＤを観たときに、映画監督もしくは演出家や振り付け師や撮影監督がどのようにミュージカルの文法を踏まえ

て、映像や上演を構成しているか、そしてそこにどのように監督や演出家の演出意図が反映されているか考えることができる。 

 

1 Students will deepen their understanding of American works of musical theater through watching DVDs of stage productions 

and film adaptations of them while observing the portrayal of characters, plot points, the meaning of lyrics and melodies in 

musical numbers, and dance performances. 

2 Students will learn to consider how the director, performers, choreographer, and director of photography constructed the 

musical for the stage or screen based on the syntax of musicals and observe how the film director’s or stage director’s 

intentions are being reflected in the production. 

 

授業の内容（Course Contents） 

テーマ「アメリカのミュージカルの文化史」 

 今年度の講義では、20 世紀後半にアメリカにおいて上演されたミュージカルを概観しながら、それぞれのミュージカルのテクスト

のジャンルやテーマの変容に注目します。ミュージカルというと、日本では劇団四季のミュージカルがもっとも有名であり、劇団四

季のミュージカルならば上演を観たことがある学生諸君も多いでしょう。しかし、英米のミュージカルの歴史を振り返ってみると、劇

団四季が取り上げていないミュージカルにも数多くの傑作が存在します。この講義では、音楽劇とミュージカルの歴史を振り返っ

てさまざまな作品を紹介するつもりです。一学期の受講を通じて、ミュージカルにまったく馴染みのない学生諸君でも、ミュージカ

ルの登場人物やプロットのパターン、さらには挿入歌の歌詞とメロディやダンス・パフォーマンスへの注目を通じて、ミュージカル

の新たな見方や解釈の方法（ミュージカル・リテラシー）が身に付くようになるはずです。 それから、毎回の講義では冒頭で毎回

異なる映画について紹介する時間を設け、学生諸君の映画の見方を深めたいと思っています。 

 

The theme of this course is “The Cultural History of American Musicals”. 

 In this academic year’s course, students will conduct an overview of musicals and musical theater in America in the late 20th 

century paying close attention to changes in text, genre, and theme trends. When considering musicals in Japan, the musical 

productions of the Shiki Theatre Company are the most famous in the country. It is likely that many students in this course will 

have seen a Shiki Theatre Company musical before. However, when reviewing the history of musicals in the UK and America, 

there are many musical masterpieces that the Shiki Theatre Company has yet to produce as well. This course aims to introduce 

students to the history of musical theater and musicals as well as introduce some of the genre’s significant works. Through this 

single semester course, even students with no prior experience with musicals will be able to experience new ways to enjoy and 

interpret (musical literacy) through closely observing characters, plot patterns, songs, lyrics, melodies, and dance performances. 

Each lecture will begin with an introduction of the film students will be watching in order to deepen their understanding of how 

to watch the work. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. イントロダクション――ミュージカルとミュージカル映画の相違について～『踊る大紐育』（1944 年ブロードウェイ初演、1949

年映画化）をめぐって 

2. ジェイムズ・ホエール監督による『ショウボート』（1936 年）鑑賞 

3. ジェイムズ・ホエール監督による『ショウボート』（1936 年）講義１――南部におけるジム・クロウ法による人種差別の表象 

4. ジェイムズ・ホエール監督による『ショウボート』（1936 年）講義２――依存症患者をどのように受け容れるか 

5. ボブ・フォッシー監督による『キャバレー』（1972 年）鑑賞 

6. ボブ・フォッシー監督による『キャバレー』（1972 年）講義１――ヴァイマル共和政時代のベルリンの文化状況とナチスの台

頭の影 

7. ボブ・フォッシー監督による『キャバレー』（1972 年）講義２――1930 年代のドイツと 1970 年代のアメリカの社会との関係 
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8. ロブ・マーシャル監督による『シカゴ』鑑賞 

9. ロブ・マーシャル監督による『シカゴ』講義１――ショー・ビジネスの中心にして犯罪都市としてのシカゴの表象 

10. ロブ・マーシャル監督による『シカゴ』講義２――1920 年代の社会表象とファッションや音楽の関係 

11. スーザン・ストローマン監督による『プロデューサーズ』（2005 年）鑑賞 

12. 『プロデューサーズ』前半講義――メル・ブルックスによるパロディや諷刺の精神 

13. 『プロデューサーズ』後半講義――ミュージカル映画版はなぜ失敗したのか？ 

14. 総括――近年の音楽映画とミュージカル映画について 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

 予習としては、あらかじめミュージカル映画を観て、その特徴を把握しておくことが求められます。 

 復習としては、ミュージカル映画がそれぞれの場面や台詞や歌をどのように演出しているのかを把握し、その意味の相違につ

いて解釈することが求められます。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

レポート試験(Report Exam)(60%)/毎回のリスポンス・ペーパーの評価(40%) 

なお、単位修得のためには、全 14 回の講義中 10 回以上の出席を必要とします。出席はリスポンス・ペーパーで確認します。就

職活動等による欠席については考慮しません。リスポンス・ペーパーでは、すべての項目が書かれていなかったり、じゅうぶんな

字数が書かれていなかったり、講義を聴かなくても書けることしか書かれていないシートは、平常点を減点します。 

 

テキスト（Textbooks） 

なし 

 

参考文献（Readings） 

1. 喜志哲雄、2006、『ミュージカルが“最高”であった頃』、晶文社 (ISBN:978-4794967039) 

2. 小山内伸、2007、『進化するミュージカル』、論創社 (ISBN:978-4846006310) 

3. 小山内伸、2016、『ミュージカル史』、中央公論新社 (ISBN:978-4120048616) 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AM318 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AM318／文学講義 １８ 

(Lectures on Literature 18) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
英米演劇２ 

担当者名 

（Instructor） 
近藤 弘幸(KONDOU HIROYUKI) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
EAL2300 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

演劇という表現形態に親しみ，アメリカ演劇の歴史とその特徴について基礎的な知識を身に付けること。 

 

This course aims to introduce students to theater as a form of expression and provide basic knowledge of American theatrical 

history and American theater’s unique characteristics. 

 

授業の内容（Course Contents） 

西洋演劇の展開を概観したうえで，アメリカ演劇の代表的な作家を取り上げ，その経歴，作品の概要等を講義する。西洋演劇の

伝統にアメリカ演劇を位置付けたうえで、その特徴を明らかにする。できる限り視聴覚資料も活用し，「見る」講義でもあるよう工

夫する。 

 

Students will conduct an overview of the historical development of western theater before studying significant works of 

American theater, their histories, and summaries through lecture. Students will also discover how American theater fits into the 

wider tradition of western theater as well as what makes American theater unique. As much as possible, this course will utilize 

audio-visual materials to construct multimedia lectures for the students to experience. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 西洋演劇史（１）――ギリシア悲劇 

2. 西洋演劇史（２）――シェイクスピア 

3. 西洋演劇史（３）――近代劇 

4. R・タイラー 

5. E・オニール 

6. L・ヘルマン 

7. T・ワイルダー 

8. T・ウィリアムズ（１） 

9. T・ウィリアムズ（２） 

10. A・ミラー（１） 

11. A・ミラー（２） 

12. N・サイモン 

13. A・ウィルソン 

14. D・H・ホアン 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

授業時間外の学習に関する指示は，必要に応じて別途指示する。また出来るだけ劇場に足を運んでほしい。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

筆記試験(Written Exam)(100%) 

欠席回数が４回を超えたものについては成績評価の対象としない。 

 

テキスト（Textbooks） 

なし 

 

参考文献（Readings） 

 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

講義資料は Canvas LMSで配布します。事前に各自でダウンロードして授業に臨んでください。 
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注意事項（Notice） 
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■AM319 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AM319／文学講義 １９ 

(Lectures on Literature 19) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
中世英文学 

担当者名 

（Instructor） 
不破 有理(FUWA YURI) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
EAL2300 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

本講義では、現代のファンタジー作品の世界観を築いたともいわれるアーサー王伝説について、英国の民族と王権の歴史を関

係付けながら、その概要を学ぶことを目標とします。 

 

Arthurian legend has fascinated people for centuries, offering inspiration for modern fantasy today. This course aims at an 

overview of the development of King Arthur's legends, with particular attention to its historical context in British hegemony. 

 

授業の内容（Course Contents） 

アーサー王伝説は西欧においてもっともよく知られた伝承です。そもそも「アーサー王」は実在したのでしょうか。本講義で, 中世

の写本に残る文献資料のほか、アーサー王伝説ゆかりの歴史的遺物、ラファエル前派の絵画や現代の映画作品などの視覚資

料を用いながら、どのように今日伝わるアーサー王物語が形成されるに至ったのか、およそ 1500年間にわたるアーサー王伝承

の変容の様相を概観します。毎回、課題をリアクションペーパーでまとめ、次回の講義につなげ、学生諸君の理解が深まるように

構成しています。 

 

King Arthur is one of the most well-known legendary heroes in European imagination.  Did King Arthur ever exist? In this 

course, students will learn the changing face of Arthurian legends through a variety of source materials such as digital images of 

medieval manuscripts, romances and chronicles, historical artifacts, the Pre-Raphaelite paintings and modern film adaptations. 

In each class, students will be asked to answer key questions based on the topics discussed during the class in a reaction paper 

and use that paper to deepen their understanding of the next class’ topics. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 導入：イギリス・ブリテンとは アーサー王伝説とは 

2. アーサー王は実在したのか：ウェールズ伝承とラテン語年代記から 

3. ノルマン征服とアーサー王伝承：ウェールズのアーサー王物語((Culhwch ac Olwen)と聖人伝 

4. アーサー王年代記（１）ジェフリ・オブ・モンマス(Geoffrey of Monmouth) 『ブリタニア列王史』(Historia Regum Britannie) 

5. アーサー王年代記（２） 円卓の登場：ワース(Wace)とラヤモン(Layamon) 

6. グラストンベリー修道院とアーサーの再臨信仰 

7. 聖杯伝説の誕生：クレチアン・ド・トロワ(Chrétien de Troyes) 

8. 14 世紀のアーサー王物語（１）：『サー・ガウェインと緑の騎士』（Sir Gawain and the Green Knight） 
9. 14 世紀のアーサー王物語（２）：頭韻詩『アーサーの死』（Morte Arthure） 

10. テューダー朝におけるアーサー王： 

サー・トマス・マロリー(Sir Thomas Malory)の『アーサー王の死』（Morte Darthur） 
11. マロリー『アーサー王の死』のテクスト出版史とアーサー伝説の復活：アルフレッド・テニスン(Alfred Tennyson) の“The Lady 

of Shalott”・ラファエル前派の絵画 

12. アルフレッド・ロード・テニスン(Alfred Lord Tennyson) の『国王牧歌』（Idylls of the King） 
13. マロリー、テニスン、そして漱石へ：日本初のアーサー王文学「薤露行」 

14. まとめと確認テスト 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

・本講義要綱に掲載した参考文献および授業内で提示する文献を授業前後に読んでおくと理解が深まります、 

・毎回ミニ課題（リアクションペーパー）を設定するので、講義の復習をしながら、次の講義につなげてほしいと思います。 

・コースを通じて、「なぜアーサー王伝承は現代まで生き延びたのか」について考え、最後に自分の考えをまとめてほしいと考えて

います。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

最終テスト(Final Test)(10%)/最終レポート(Final Report)(30%)/リアクションペーパー(60%) 
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テキスト（Textbooks） 

なし 

 

参考文献（Readings） 

1. 青山吉信、1985、『アーサー伝説』、岩波書店 

2. アンヌ・ベルトゥロ、1997、『アーサー王物語』、創元社 

3. ジェイムズ・ノールズ、2000、『アーサー王物語』、偕成社文庫 

4. ジェフリ・オブ・モンマス、2007、『ブリタニア列王史』、南雲堂フェニックス 

5. 1990-96、『フランス中世文学集』、白水社 (4 巻本) 

6. ラヤモン、1997、『ブルート』、大阪教育図書 

7. サー・トマス・マロリー、2004-07、『アーサー王物語』、筑摩書房 (5 巻本) 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

各回で扱うアーサー王のテクスト情報や参考文献はその都度、紹介していきます。 

 

注意事項（Notice） 

 

 

  



 - 1067 - 

■AM320 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AM320／文学講義 ２０ 

(Lectures on Literature 20) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
児童文学 

担当者名 

（Instructor） 
石原 剛(ISHIHARA TSUYOSHI) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
EAL2300 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

日米文学・文化の相違について、マーク・トウェインの日本受容を検討することで理解する。同時に今日のアメリカ文化のグロー

バリゼーションについて考える際のヒントや視点を提供したい。 

 

This course aims to develop students' understandings of US-Japan cultural differences and various issues of globalization of 

American culture. 

 

授業の内容（Course Contents） 

明治以降今日まで、日本人がいかなる紆余曲折を経ながらアメリカの国民的作家マーク・トウェインを受容してきたか検討する。ト

ウェイン文学は、アメリカに特徴的な広大な空間、アメリカが抱えてきた人種の問題、アメリカ独特の言葉や言い回しなど、背景と

なるアメリカ文化と密接につながっている。従って、アメリカと文化様式や伝統を異にする日本人にとっては、作品のエッセンスを

十分に理解することが難しかった。その結果、日本人にとって受け入れやすい側面のみが強調されたり、日本人が理解しやすい

よう内容を改変するといったことが頻繁に行われた。そういった、日本人によるトウェイン文学の削除や強調、改変をみていくこと

は、即ち日米の文学や文化の伝統や特徴の相違そのものを検討していくことに他ならない。従って、本講義では、特に日本の文

学や文化の伝統、さらに同時代の日本の社会状況や大衆文化などに目を配りつつ、日本版のトウェイン作品が同時代の文化・

社会状況をいかに反映しているのか、原作との比較を交えながら検討していく。そうすることで、同時に、日米文学・文化の相違

や、日本の児童文学・文化の功罪をも考えていく。 

 

In this course, we will discuss the ways in which Mark Twain, one of the representative American authors, has been perceived in 

Japan for more than a century since Meiji era. Twain's literature is in a way an embodiment of American culture, and in 

particular his introduction of the American issues of race, space, and vernacular languages made it difficult for many Japanese 

to understand the essence of his literature. As a result, Twain's literature was sometimes distorted and even rejected in 

accordance with the norms of contemporary Japanese society. In this course, to understand the "Japanization" of Mark Twain, 

we will closely examine Japanese society and popular culture, particularly the US-Japan cultural relationships and the literary 

traditions of Japanese juvenile literature of the time. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. オリエンテーション（本講義の目的と概要） 

2. 日本人とトウェイン（序）－マーク・トウェイン文学の概要紹介 

3. 明治期の日本とマークトウェイン（１）－日本初のトウェイン翻訳と山縣五十雄 

4. 明治期の日本とマークトウェイン（２）－明治期の日本版『王子と乞食』について 

5. 佐々木邦訳『ハック・フィン』における語りの軽視と感傷性の強調 

6. 佐々木邦訳『ハック・フィン』における批判精神の弱体化とアイロニーの消滅 

7. 大正期児童文学とトウェイン（１）－鈴木三重吉の「乞食の王子」を中心に 

8. 大正期児童文学とトウェイン（２）－千葉省三の『童話』を中心に 

9. 戦時下の日本におけるトウェイン―大仏次郎の日本版『王子と乞食』を中心に 

10. アメリカの占領と日本児童文学、『トム・ソーヤ』と『ハック・フィン』の検閲とお上品化 

11. 戦災孤児とアメリカ化の問題。民主化のヒーローとしての『ハック・フィン』 

12. 戦後日本の教科書におけるトウェイン―日米の国語教科書における『ハック・フィン』他 

13. アニメ版『ハック・フィン』と『トム・ソーヤ』、1980 年代まで 

14. まとめ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

指示した資料は読了した上で授業に出席すること。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

レポート試験(Report Exam)(60%)/授業コメント(40%) 
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テキスト（Textbooks） 

なし 

 

参考文献（Readings） 

1. 石原 剛、2008 年、『マーク・トウェインと日本―変貌するアメリカの象徴』、彩流社 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AM321 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AM321／文学講義 ２１ 

(Lectures on Literature 21) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
比較文学 1 

担当者名 

（Instructor） 
田中 有美(TANAKA YUMI) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
EAL2300 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

（１）扱う作家、作品、及び、その背景について基本的な理解を得る。 

（２）比較文学的アプローチを理解する上で必要な基本的な批評理論を理解する。 

（３）特定の文化的表現が既存のカテゴリーを超えて広がり、受容され、再構築されていく様相について理解する。 

 

1) Provide basic knowledge of authors, their literary works, and historical background information. 

2) Provide basic knowledge of comparative approaches to literary texts based on critical theory. 

3) Provide an understanding of global circulation of literary texts, emphasizing significant roles of their translation, reception, 

transformation and adaptation. 

 

授業の内容（Course Contents） 

「比較文学」という学問をご存知ですか。ひとまず、言語、国境（文化圏）、ジャンル、メディア形式、学問領域といった既存のカテゴ

リーを積極的に横断しながら、様々な文化的な表現を考察しようとするのが比較文学と言っておきます。 

この授業では、英語と日本語、そして、アメリカと日本という境界を越え、アメリカ文学と日本文学の関係性について新たな理解に

至ることを目指します。まず、アメリカ文学史上でも重要な位置を占める三人の作家、エドガー・アラン・ポー、ウォルト・ホイットマ

ン、ウィリアム・フォークナーに焦点を絞り、彼等の作品と日本文学との関わりを理解します。そして、逆に、日本の作家である遠

藤周作、村上春樹、伊坂幸太郎の作品を通して、今日的な、より複雑な関係の有り様もみていきます。各作品の関係を考察しな

がら、「影響」や「受容」、「間テクスト性」、「アダプテーション」といった比較文学的アプローチを検討するために必要な批評的コン

セプトについても確認していきます。 

 

Comparative literature is a study of literature, which attempts to cross the multiple boundaries such as languages, national 

borders, culture spheres, genres and media. This course aims to provide students with a new understanding of the connections 

between American and Japanese literature beyond the boundaries. Students will begin with studying significant figures in 

American literary history such as Edgar Allen Poe, Walt Whitman, and William Faulkner and considering the relationship between 

their works and Japanese literature. We also focus on the unique role of Haruki Murakami as a translator and an introducer of 

some American writers for Japanese readers. Next, students will study the impacts of Japanese literature on American 

literature/ through Shusaku Endo, Haruki Murakami, and Kotaro Isaka. Also, students will review several critical concepts 

related to comparative approaches such as influence, reception, intertextuality, and adaptation. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. イントロダクション：比較文学的アプローチについて 

2. エドガー・アラン・ポー 

3. ポーと日本文学：萩原朔太郎と大江健三郎を中心に 

4. ウォルト・ホイットマン 

5. ホイットマンと日本文学：有島武郎を中心に 

6. ウィリアム・フォークナー 

7. フォークナーと日本文学：大江健三郎と中上健次を中心に（１） 

8. フォークナーと日本文学：大江健三郎と中上健次を中心に（2） 

9. 中間テスト 

10. 遠藤周作『沈黙』とマーティン・スコセッシ『沈黙ーサイレンスー』（1） 

11. 遠藤周作『沈黙』とマーティン・スコセッシ『沈黙ーサイレンスー』（2） 

12. 村上春樹とアメリカ文学／文化 

13. 伊坂幸太郎『マリアビートル』とデヴィッド・リーチ『ブレット・トレイン』 

14. 最終テスト 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

履修者の関心や授業の進度によって、扱う作家や作品を変更することがあります。 

予習や授業中に使用する文献については Canvas LMSにアップするので、各自入手して目を通してから授業に臨んでください。 
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成績評価方法・基準（Evaluation） 

最終テスト(Final Test)(40%)/中間テスト(30%)/授業内課題(30%) 

 

テキスト（Textbooks） 

なし 

 

参考文献（Readings） 

 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AM324 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AM324／文学講義 ２４ 

(Lectures on Literature 24) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
英語圏文学 2 

担当者名 

（Instructor） 
溝口 昭子(MIZOGUCHI AKIKO) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
EAL2300 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

世界に広がるアフリカ系英語文学や文化を通し、その西アフリカの神話に根ざした世界観とポストコロニアル的 identity表象との

関係について考察し理解を深める。   

 

Students, by studying English language literature and the culture of Africans and African diasporas, are expected to deepen 

their understanding about relationships between the West African mythical worldview and representations of postcolonial 

identities.  

 

授業の内容（Course Contents） 

西アフリカのヨルバ系文化の影響を受けたカリブ海諸島、アフリカ、英米のアフリカ系英語文学や文化を通して、そこに描かれる

神話的世界観と近代的あるいはポストコロニアル的 identityの構築との関係について考察し、いかに様々な「移動」によってアフ

リカ系文学文化が特徴づけられてきたかについての理解を目指す。  

 

This course covers English language literature and the culture of Africans and African diasporas (particularly in Nigeria, the 

Caribbean islands, America, and Britain), literature and culture informed by the West African Yoruba culture. The course aims to 

discuss relationships between the West African mythical worldview and construction of postcolonial identities and how various 

kinds of "African" mobilities informed their literature and culture.   

 

授業計画（Course Schedule） 

1. Introduction：授業概要および西アフリカの文化の移動の歴史解説   

2. 西アフリカ（特にナイジェリア）の歴史およびその西アフリカの神話体系の理解   

3. アメリカの文化の "Crossroads"の概念と西アフリカのエシュの神話の関連   

4. エシュ＝エレグバラとシグニファイング・モンキーとの関連：その原型的な概念理解とその移動による変化   

5. エシュ＝エレグバラとシグニファイング・モンキーとの関連：その原型的な概念理解とその移動による変化   

6. ナイジェリアの歴史および英語文学におけるヨルバ神話：作家 Wole Soyinka の世界観  

7. ナイジェリアの英語文学におけるヨルバ神話 作家 Wole Soyinka の作品考察   

8. ナイジェリアの英語文学におけるの変遷：Chinua Achabe から Ben Okriにかけての精霊の子ども表象  

9. ナイジェリアの英語文学におけるの変遷：Ben Okriの作品における精霊の子ども表象  

10. ヨルバ神話の双子神話のアフリカ系英国文学における表象：Buchi Emecheta の作品考察   

11. ヨルバ神話の双子神話のアフリカ系英国文学における表象：Buchi Emecheta の作品考察  

12. ヨルバ神話の双子神話のアフリカ系英国文学における表象：Helen Oyeoyemi の作品考察   

13. ヨルバ神話の双子神話のアフリカ系英国文学における表象：Helen Oyeoyemi の作品考察   

14. 「移動」によって生まれる文化圏 まとめ （スケジュールは参加者の人数と関心により内容を調節する場合あり）   

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

配布プリントに関するワークシートの簡単な課題を次週迄にこなしておく（毎回３０分〜１時間程度） 

授業外に課題の一端として関連映画を映画館で鑑賞することを要請する可能性もある。   

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

レポート試験(Report Exam)(41%)/毎回の授業でのコメントカード(28%)/毎回の課題等(31%) 

授業数の３分の２以上出席が単位認定の条件。 

 

テキスト（Textbooks） 

 授業でプリントを配布 

 

参考文献（Readings） 

1. ウォレ・ショインカ、1992、『神話・文学・アフリカ世界』、彩流社 (ISBN:4882022362) 
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2. ヘンリー・ルイス・ゲイツ・ジュニア、2009、『シグニファイング・モンキー―もの騙る猿/アフロ・アメリカン文学批評理論』、南雲堂 

(ISBN:4888964270) 

3. チヌア・アチェベ、2013、『崩れゆく絆 』、光文社古典新訳文庫   (ISBN:4334752829) 

4. ヘレン・オイェイェミ、2006、『イカルス・ガール』、産業編集センター (ISBN:4916199871) 

5. ベン・オクリ、1997、『満たされぬ道』、平凡社 (ISBN:4582302270) 

6. エイモス・チュツオーラ、2012、『やし酒飲み』、岩波文庫 (ISBN:4003280113) 

7. 中村和恵、2009、『世界中のアフリカへ行こう―「旅する文化」のガイドブック』、岩波書店 (ISBN:4000236822) 

その他授業で指示する。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AM325 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AM325／文学講義 ２５ 

(Lectures on Literature 25) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
表象芸術 1 

担当者名 

（Instructor） 
碓井 みちこ(USUI MICHIKO) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
EAL2200 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

映画の面白さはどこにあるのか、自分の言葉で考えられるようになる。単なる受け手に留まるのではなく、送り手側の演出意図を

想像しながら、映画作品を見られるようになる。 

 

This course encourages students to think about the interesting aspects of film in their own words. Rather than passively 

receive the images on the screen, students will learn how to consider the intentions behind the dramatics while watching the 

work. 

 

授業の内容（Course Contents） 

サスペンス映画の巨匠として名高いアルフレッド・ヒッチコックの諸作品を取り上げる。彼の作品が、映画の表現としての可能性を

大いに広げたことを、フィルム・テクストの詳細な分析によって明らかにする。 

 

Students will watch suspense films by famed director Alfred Hitchcock. Through a detailed analysis of film text, students will 

also discover how the director vastly expanded the possibilities for film as a form of expression. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. ガイダンス：シラバスをもとに講義の概要を説明する 

2. 『めまい』（1958）鑑賞（鑑賞後の感想を提出する） 

3. 『めまい』：原作小説と映画の違い 

4. 『めまい』：POVショット、切り返し、キャメラワーク（キャメラの動き） 

5. 『めまい』：主人公の「経験」を描く 

6. 『めまい』：サスペンスとミステリー 

7. 『めまい』が後の映画作品に与えた影響 

8. 『北北西に進路を取れ』（1959）鑑賞（鑑賞後の感想を提出する） 

9. 『北北西に進路を取れ』：スリラーと全知の語り 

10. 『北北西に進路を取れ』：サスペンス・シークェンスの演出① 

11. 『北北西に進路を取れ』：サスペンス・シークェンスの演出② 

12. 『北北西に進路を取れ』と『007』シリーズ 

13. 『北北西に進路を取れ』が後の映画作品に与えた影響 

14. まとめ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

授業時間外の学習に関する指示は、必要に応じて別途行います。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

レポート試験(Report Exam)(50%)/リアクションペーパー(20%)/授業内レポート(30%) 

 

テキスト（Textbooks） 

『めまい』『北北西に進路を取れ』を教室外（自宅等）で鑑賞できるようにしてください。 

 

参考文献（Readings） 

1. フランソワ・トリュフォー、1990、『定本  映画術：ヒッチコック／トリュフォー』（改訂版）、晶文社 (ISBN:4794958188) 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AM327 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AM327／文学講義 ２７ 

(Lectures on Literature 27) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
英語発達史１ 

担当者名 

（Instructor） 
菊地 翔太(KIKUCHI SHOTA) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
EAL2400 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

英語の歴史を学び、現代英語の理解を深める。 

 

The aim of this course is to gain a better understanding of the current state of English by examining it from a historical 

perspective. 

 

授業の内容（Course Contents） 

本講義では、語彙・形態・統語・綴字・発音等の観点から、英語史の概観を描く。英語史研究で用いられる様々なリソース（辞書、

シソーラス、コーパス等）の使い方についても指導する。 

 

This course provides students with a historical outline of the English language in terms of lexicon, morphology, syntax, 

orthography, and pronunciation. Students will also familiarize themselves with a wide range of resources for the historical study 

of English such as dictionaries, thesauri, and corpora. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. イントロダクション 

2. 世界共通語としての英語 

3. アメリカ英語（イギリス英語との比較を通じて） 

4. イングランドの標準語と方言 

5. 世界の英語変種の特徴（形態・統語上の特徴を中心に） 

6. 語彙の歴史 Part 1（語彙の三層構造を中心に） 

7. 語彙の歴史 Part 2（語形成を中心に） 

8. 意味の変化（意味変化の代表的なパターンを中心に） 

9. コーパスと英語史 

10. 形態の歴史 Part 1（名詞の屈折を中心に） 

11. 形態の歴史 Part 2（人称代名詞を中心に） 

12. 綴字と発音の歴史（大母音推移と語源的綴字を中心に） 

13. 聖書でたどる英語の歴史（これまでの学修のまとめ） 

14. 変容する現代英語 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

・教科書ならびに授業で配布、紹介された資料をよく読み、学習内容の理解を深めること。 

・興味を持った内容については、授業内で紹介されたリソース・レファレンスを用いるなどして、主体的に調べること。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

最終レポート(Final Report)(40%)/リアクションペーパー(30%)/小テストおよび課題(30%) 

 

テキスト（Textbooks） 

1. 寺澤盾、2008、『英語の歴史―過去から未来への物語』、中央公論新社 (ISBN:978-4121019714) 

授業ではハンドアウトも使用する。 

 

参考文献（Readings） 

1. 堀田隆一、2016、『英語の「なぜ？」に答えるはじめての英語史』、研究社 (ISBN:978-4327401689) 

2. 唐澤一友、2016、『世界の英語ができるまで』、亜紀書房 (ISBN:978-4750514697) 

その他、必要に応じて授業中に紹介する。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 
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・発展的な内容も扱いますが、英語史を学んだことがない学生や基礎を固めたい学生を念頭に置いた導入的な講義です。 

・授業の補足資料は担当教員の HPで紹介します。定期的に確認してください。 

https://sites.google.com/view/shotakikuchi/ 

 

注意事項（Notice） 
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■AM328 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AM328／文学講義 ２８ 

(Lectures on Literature 28) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
英語発達史２ 

担当者名 

（Instructor） 
織田 哲司(ODA TETSUJI) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
EAL2400 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

 イギリス人の祖先がブリテン島に到来する前の大陸時代から古英語時代(5 世紀半ば～11 世紀半ば)までの言語とそれを取り

巻く状況、ならびに文献から透けて見えるイギリス人の祖先の世界観の概略を理解できるようになる。 

 

This course aims to help students understand (1) the history of the language from the era when the ancestors of the British 

people lived on the European continent to that of the Old English (the mid 5th to mid 11th centuries) and (2) the circumstances 

surrounding them, as well as the world view of the ancestors seen through their literature. 

 

授業の内容（Course Contents） 

 中学生以来、あるいはもっと幼いときから英語を学んできて、英語に関してさまざまな疑問を抱いたことがありませんか―仮定

法過去ではなぜ If I were…というのだろうとか、あるいはまた footの複数形はなぜ foots ではなく feetなのだろうか、などなど。 

 ことばというものはすべからく時間の産物と言えます。もちろんことばを産みだしているのは人間の精神ですが、その人間はそ

れぞれの時代を生き、それぞれの時代の中で精神を形成しています。ですからことばについての謎はそのことばの歴史を学ぶこ

とによって説明できることが多いのです。たとえば「例外」として教わってきた現象は歴史的に見れば例外でも何でもない、当時の

規則にしたがった言語現象であることにも気づくでしょう。 

 この授業は、英語の歴史のなかでもとくに英語のもつゲルマン的な性格が色濃い古英語時代のことばと文化を学びながらみな

さんがこれまで抱いてきたさまざまな疑問を解明していきます。英語を歴史的に学ぶということは英語を立体的に見つめる目をも

つということです。ものごとを歴史的に見つめる視点は何事においても重要です。現代という時間のいわば表面に現れた現象だ

けを見つめていては、その物事の本質を理解することができないでしょう。 

 とくに英語教師をめざす人はこのような視点が必要です。実際に中高の教室ではこの授業で学ぶ内容を教える必要はありませ

ん。それでも英語史に関する知識をたくさんもっているに越したことはありません。樹木は枝を広げた幅と同じくらいに目には見え

ない土の下で根を広げているといいます。立派な英語教師として活躍するためには、中学生や高校生の目には見えないかもしれ

ないたくさんの英語史的知識を持っていた方がいいのです。 

 最後に『英文法汎論』を著した細江逸記博士のことばをご紹介しておきましょう。｢過去なくして現代はあらず、現代の英語を明ら

かにしようとするには、しばしば過去の英語を説かなければならない。｣ 

 

Ever since we started learning English many of us have surely had many doubts about the language - why does the subjunctive 

past form say “If I were...”, for example, or, why does the word “foot” become “feet” in plural instead of “foots”, etc. 

 It is often said that a language is a product of time. Naturally, it gives form to the human spirit. However, humans have lived 

throughout many periods, and it is in those periods in which the spirit is made. That is why many of the mysteries concerning a 

language can be explained by studying its history. 

 In this lecture you will find some answers to your doubts regarding English through the stories of the Old English and of the 

culture in which the Germanic aspects of the language strongly remained. Without historical aspects, you cannot understand the 

true nature of the occurrence. 

 For those aiming to become an English teacher, this kind of perspective is necessary. It is often said that a tree extends its 

roots under the surface of the soil as wide as the branches grow above. 

 Lastly let me introduce some words from the late Professor Itsuki Hosoe, the author of An Outline of English Syntax: “The 

present cannot exist without the past. If you intend to understand modern English clearly, you must also refer to the English 

language of the past.” 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. ガイダンスとイントロダクション：英語の「大和ことば」と外来語 

2. 印欧語族と比較言語学：グリムの法則、ラテン文化 vs ゲルマン文化 

3. ゲルマン人の世界観 1：Gods はなぜ複数形、どんな神様？ 

4. ゲルマン人の世界観 2：beliefのなかに leaf、true のなかに tree 

5. ゲルマン人の世界観 3：ルーン文字の秘密 

6. 印欧語族のブリテン島到来 1：ケルト人とローマ人 
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7. 印欧語族のブリテン島到来 2：ゲルマン人がアングロ・サクソン人になるとき 

8. アングロ・サクソン人のキリスト教改宗：Gods から Godへ 

9. ヴァイキングの侵略 1：｢彼ら｣は｢卵｣や｢パン｣から｢死ぬ｣まで北欧からもってきた 

10. ヴァイキングの侵略 2：古英語へのヴァイキングの影響 

11. 古英語の文法 1：格に依存する言語とは 

12. 古英語の文法 2：不規則変化は本当に｢不規則」？ 

13. 古英語を読む 1：頭韻詩---ゲルマン諸語の中で最古の叙事詩 Beowulfなどを読んでみよう 

14. 古英語を読む 2：散文---イギリス版『日本書紀』Anglo-Saxon Chronicleなどを読んでみよう  

および筆記試験 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

 予習としてハンドアウトを Blackboard からダウンロードし、それに目を通しておくことが必要です。復習には下に掲げる参考文献

を読めばいっそう理解が深まるでしょう。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

筆記試験(Written Exam)(60%)/最終レポート(30%)/リアクションペーパー(10%) 

2/3 以上の出席をしていない場合は、成績評価の対象としない。 

 

テキスト（Textbooks） 

1. 織田哲司、2021、『インタープレタティオ・ヤポニカｰアングロ・サクソン人の改宗と詩』、明治大学出版会 (ISBN:978-4-906811-

30-4) 

 

参考文献（Readings） 

1. A.C.Baugh, T.Cable. 2012. A History of English Language, 6th ed.. Routledge (ISBN:978-0415655965) 

2. O. Barfield. 1967. History of English Words. Lindisfarne Press (ISBN:0-940262-11-8) 

3. 風間喜代三、1993、『印欧語の故郷を探る』、岩波書店 (ISBN:978-4004302698) 

4. 織田哲司、2016、『「人間らしさ」の言語学』、開拓社 (ISBN:978-4-7589-2558-7) 

5. 渡部昇一、1983、『英語の歴史』、大修館書店 (ISBN:978-4469141832) 

6. 渡部昇一、1977、『英語の語源』、講談社 (ISBN:978-4061158801) 

7. 織田哲司、2011、『英語の語源探訪』、大修館書店 (ISBN:978-4469245691) 

その他必要に応じて授業中に紹介します。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 この授業では授業中およびその他の時間における質問・コメントを大いに歓迎し、むしろ積極的に評価します。授業外の時間な

らば電子メールを使用することも可能です(oda_t@meiji.ac.jp)。受講者はとにかくことばと人間および両者ののっぴきならぬ関係に

興味をもって日々の生活を送って下さい。そうすることにより今年度のみならず、大学生活が、そしてもしかする人生に対するもの

の見方が変わるかもしれません。 

 

注意事項（Notice） 
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■AM329 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AM329／文学講義 ２９ 

(Lectures on Literature 29) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
英語構造論１ 

担当者名 

（Instructor） 
十重田 和由(TOEDA KAZUYOSHI) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
EAL2400 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

履修生は本講義を通して以下を獲得します 

-英語の歴史（700-現在）についての理解 

-古英語の文法についての理解 

-古英語文献の読解能力 

-古英語文献の分析能力 

-英語史について議論する能力 

 

After successfully completing this course, students will be able to: 

-Explain the historical changes of the language (700-Present) 

-Understand and explain the rules of Old English grammar 

-Read Old English texts 

-Analyze and evaluate Old English texts 

-Have academic discussions on the history of the English language 

 

授業の内容（Course Contents） 

履修生は、本講義を通して古英語(700-1100)から現代英語への歴史的変化についての理解を獲得します。授業では、古英語の

文法を理解し、古英語の文献の分析を行います。また、履修を通して英語の歴史に関連するトピックについて、意見の共有・ディ

スカッションを行います。 

 

In this course, students will gain knowledge about the historical changes of the English language, specifically Old English to 

Modern English (700-Present). Students will also learn the rules of Old English grammar and gain experience analyzing and 

evaluating Old English texts. This course also aims to provide a dynamic learning environment where students are provided 

many opportunities for idea sharing and academic discussion. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 導入・印欧語 

2. 古英語以前 

3. 初期古英語 

4. 古英語の文法１ 

5. 古英語の文法２ 

6. 古英語の文法３ 

7. 中間テスト 

8. 古英語の言語と文学（Alfred) 

9. 古英語の言語と文学（Aelfric) 

10. 古英語の散文を読む（聖書の読解：導入） 

11. 古英語の散文を読む（聖書の読解・分析） 

12. 古英語の韻文を読む（Beowulf) 

13. 古英語の復習 

14. 理解度の確認と解説 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

予習：教科書の指定された範囲についてあらかじめ読むことを期待します。 

復習：授業で扱った内容について、提示された参考文献等を利用して復習・発展学習することを期待します。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

中間テスト(40%)/最終テスト(Final Test)(40%)/最終レポート(Final Report)(20%) 
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テキスト（Textbooks） 

1. 岩崎春雄、1989、『英語史入門』、金星堂 (ISBN:4764703645) 

 

参考文献（Readings） 

随時、授業中にお知らせします。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AM330 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AM330／文学講義 ３０ 

(Lectures on Literature 30) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
英語構造論２ 

担当者名 

（Instructor） 
十重田 和由(TOEDA KAZUYOSHI) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
EAL2400 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

履修生は本講義を通して以下を獲得します 

-英語の歴史（1100-現在）についての理解 

-中英語の文法についての理解 

-中英語文献の読解能力 

-中英語文献の分析能力 

-英語史について議論する能力 

 

After successfully completing this course, students will be able to: 

- Explain the historical changes of the language (1100-Present) 

- Understand and explain the rules of the Middle English grammar 

- Read Middle English texts 

- Analyze and evaluate Middle English texts 

- Have academic discussions on the history of the English language 

 

授業の内容（Course Contents） 

履修生は、本講義を通して中英語(1100-1500)から現代英語への歴史的変化についての理解を獲得します。授業では、古英語

の文法を理解し、古英語の文献の分析を行います。また、履修を通して英語の歴史に関連するトピックについて、意見の共有・デ

ィスカッションを行います。 

 

In this course, students will gain knowledge about the historical changes of the English language, specifically Middle English 

(1100-1500) to Modern English. Students will also learn the rules of Middle English grammar and gain experience analyzing and 

evaluating Middle English texts. This course aims to provide a dynamic learning environment where students are provided many 

opportunities for idea sharing and academic discussion. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 導入・古英語の文法事項の確認 

2. 中英語の文法 1（音韻論） 

3. 中英語の文法 2（形態論） 

4. 中英語の文法 3（統語論） 

5. 初期中英語の言語と文学作品 

6. 後期中英語の言語と文学作品 

7. Chaucer作品の理解（導入） 

8. Chaucer作品の理解（読解） 

9. Sir Orfeoの理解（導入） 

10. Sir Orfeoの理解（読解） 

11. 写本分析 

12. ルネサンス期の英語（初期近代英語） 

13. 後期近代英語・世界語としての英語 

14. 理解度の確認と解説 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

予習：教科書の指定された範囲についてあらかじめ読むことを期待します。 

復習：授業で扱った内容について、提示された参考文献等を利用して復習・発展学習することを期待します。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

中間テスト(40%)/最終テスト(Final Test)(40%)/最終レポート(Final Report)(20%) 
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テキスト（Textbooks） 

1. 岩崎春雄、1980、『英語史入門』、金星堂 

 

参考文献（Readings） 

随時、授業中にお知らせします。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AM331 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AM331／文学講義 ３１ 

(Lectures on Literature 31) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
音声学１ 

担当者名 

（Instructor） 
宇佐美 文雄(USAMI FUMIO) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
EAL2400 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

英語の単音（子音・母音）、および、連続音を正しく発音し、聴き取れるようになる。 

さらに、英語音声を発音する際の音声器官の動きを理解できるようになる。 

 

This course will help students correctly pronounce and perceive sounds of the English language. 

In addition, it will also help them understand the movements of vocal organs when they pronounce English sounds. 

 

授業の内容（Course Contents） 

単音、連続音を発音する際の音声器官の動きについて講義する。 

単音、連続音の聴取練習をおこなう。 

 

This course provides an introduction to English phonetics. 

Students will learn how English sounds are articulated. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 子音の分類（調音点、調音様式、声の３つの変数による分類）、閉鎖音の音素と異音 

2. 声門の開口度（有声音・無声音、有気音・無気音との対応関係） 

3. 摩擦音  （どの音声器官のあいだに隙間があるのかを理解する） 

4. 破擦音（破擦音を構成する破裂音と摩擦音の調音点は同じ）、鼻音 （緩やかな閉鎖の開放、鼻音と有声閉鎖音の対応を理

解する） 

5. 側面音、半母音 （エル音は２種類、半母音は３種類あることを理解する） 

6. 母音の概説、単母音（短母音と長母音の分類は便宜的なものであることを理解する） 

7. 単母音（長母音は二重母音化の傾向があることを理解する） 

8. 二重母音（「狭い二重母音」、「広い二重母音」、「r の二重母音」の３種類を理解する） 

9. 音節と子音結合（グラフ化することで規則性があることを理解する） 

10. 鼻腔開放、側面開放、鼻音化されたたたき音、歯茎音（の連続）のたたき音化（規則性があることを理解する） 

11. 子音の同化（調音点、調音様式、声の３つの変数それぞれに同化がある）、音の脱落 （子音の脱落、母音の脱落、それぞ

れに規則性があることを理解する） 

12. 語アクセント、複合語アクセント、句アクセント （規則性が存在することを理解する） 

13. 等時性と強形・弱形（両者を関連付けて学習する）、アクセント移動 

14. 最終テスト 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

授業時間外の学習に関する指示は、必要に応じて別途指示する。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

授業内に行う小テスト（５％、全１3 回)(65%)/最終テスト(35%) 

 

テキスト（Textbooks） 

1. 竹林滋、斎藤弘子、『新装版 英語音声学入門』、大修館書店 (ISBN:9784469245301) 

 

参考文献（Readings） 

1. 今井邦彦、『ファンダメンタル音声学』、ひつじ書房 (ISBN:489476279X) 

2. 川原繁人、『ビジュアル音声学』、三省堂 (ISBN:9784385365329) 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

授業は講義形式です。 

「授業内に行う小テスト」は授業時間帯に実施します。Canvas LMSに各自アクセスしていただき、回答していただきます。 
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Canvas LMSで各回のレジメ、参考資料を配布します。 

教科書の音声は教科書付属 CD に収録されており、出版社の HPから音声をダウンロードできる形になっていません。CD を再生

する手段を持たない人は各自対処してください。 

 

注意事項（Notice） 
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■AM332 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AM332／文学講義 ３２ 

(Lectures on Literature 32) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
音声学２ 

担当者名 

（Instructor） 
宇佐美 文雄(USAMI FUMIO) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
EAL2400 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

１から７：カジュアルなスタイルで話される時の英語音声の特徴を理解し、英語の文を発音したり聴いたりする際に役立てる。 

９から１４：音の置き換えには、強化過程と弱化過程の２つがある。母音の強化過程を取り上げ、ある母音が別の母音に、なぜ変

化するのかを理解する。 

 

1-7: This course will help students understand the differenceｓ of pronunciation in dictionary form and casual speech form. This 

will be useful when pronouncing English sentences and listening to them. 

9-14: There are two kinds of sound substitution in English: strengthening process and weakening process. This course covers 

the strengthening process of English vowels, and it will help students understand why this type of sound substitution occurs. 

 

授業の内容（Course Contents） 

１から７：単独で発音された単語の発音形と、自然なスピードで話された単語連鎖の発音形とを対応付ける音の置き換えを解説

する。また、聴取練習をおこなう。 

９から１４：相対する３つの極の音声特徴を強化する方向で母音は変化します。大母音推移、現代の英語の変種(GA, RP, Aus, NZ

等）に関与している母音の強化過程を例として取り上げ講義します。 

 

This course provides an introduction to English phonetics and phonology.  

1-7: Students will learn how pronunciations in mental lexicon are mapped onto pronunciations in casual speech. Students will 

also practice listening to them. 

8-14: Students will learn strengthening processes in vowels which enhance characteristics of the opposing poles: palatality [i], 

labiality [u], sonority [ɑ]. Students will also learn the processes governing the Great Vowel Shift and regional variants of modern 

English (e.g. GA, RP, Aus, NZ, and others). 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 等時性 （語、複合語、句をリズムのスロットに落とし込む） 

2. 音素と異音 （異音が生じる音声環境） 

3. 調音位置の同化、声の同化 

4. 狭めの同化（「融合同化」という特異な同化は存在しません） 

5. 歯茎音の弾音化、歯茎音の連続の弾音化、共鳴音の鼻音化 

6. 子音消失の条件（隣接する類似性の大きい子音への完全同化として分析） 

7. 母音消失の条件（隣接する類似性の大きい子音への完全同化として分析） 

8. 一見すると同じように見えるが、心的処理が全く異なる / n / 音の置き換え 

9. 母音を特徴づける３つの音声特徴 （Palatality, Labiality, Sonority） 

10. 大母音推移 と Canadian Raising  

11. Raising （Palatality/Labiality を増大させる音の置き換え） 

12. Lowering（Sonority を増大させる音の置き換え） 

13. Depalatalization, Delabialization （Palatality/Labiality を取り去る音の置き換え） 

14. Palatalization, Labializaiton （Palatality/Labiality を付加する音の置き換え,） 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

授業時間外の学習に関しては、必要に応じて別途指示する。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

授業内に行う小テストタイプ１（７％、１２回分）(84%)/授業内に行う小テストタイプ２（８％、２回分）(16%) 

 

テキスト（Textbooks） 

各回レジメ、ワークシートを配布（テキストは使用しない） 
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参考文献（Readings） 

1. 竹林滋、斎藤弘子、『新装版 英語音声学入門』、大修館書店 (ISBN:9784469245301) 

2. 今井邦彦、『ファンダメンタル音声学』、ひつじ書房 (ISBN:489476279X) 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

授業は講義形式です。第１１回～第１４回では、講義で解説した後、関連資料（英文）を説明していただきます（指名します）。 

「授業内に行う小テスト」は授業時間帯に実施します。Canvas LMS に各自アクセスしていただき、回答していただきます。 

Canvas LMSで各回のレジメ、参考資料を配布します。 

 

注意事項（Notice） 
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■AM333 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AM333／文学講義 ３３ 

(Lectures on Literature 33) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
英米事情１ 

担当者名 

（Instructor） 
山本 裕子(YAMAMOTO YUKO) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
EAL2600 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

この科目は 1920–50 年代のアメリカ文化事情について理解を深めることを目標としている。 

 

This course examines the shifting patterns of cultural developments in the United States from the 1920s to the 1950s.  

 

授業の内容（Course Contents） 

この科目は、様々な視覚表象（写真、文学、雑誌、宣伝、映画、音楽など）をとりあげ、それらをアメリカ政府による広報戦略と関

連づけて考察することにより、1920–50 年代のアメリカ文化事情を明らかにする。 

 

To this end we examine how various aspects of American culture from the 1920s to the 1950s are represented through some of 

its most popular cultural forms—photography, literature, magazines, advertising, motion pictures, and music—and explore how 

these visual representations relate to US domestic and foreign policy.  

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 授業内容の説明 （以下は予定であり、変更する可能性がある。） 

2. 狂騒の 20 年代と大恐慌の 30年代 ―“I”から“we”へ―  

3. ニューディールと文学 

4. ニューディールと写真 

5. ニューディールと雑誌 

6. 映画の黎明期と全盛期 ―サイレントからトーキーへー 

7. ディズニーと大衆文化 

8. ディズニーと前衛芸術 

9. ディズニーと戦時中プロパガンダ 

10. 冷戦時代における芸術と原子力 －国内広報からグローバル外交へ 

11. 冷戦と音楽 

12. 冷戦と文学 

13. 冷戦と映画 

14. 期末筆記試験 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

授業時間外の学習に関する指示は 必要に応じて別途指示する。 

授業時に用いるスライドは、対面授業時間中のみ投影し、Canvas LMSへのアップロードや個人への配布は行わない。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

筆記試験(Written Exam)(80%)/リフレクションペーパー(20%) 

 

テキスト（Textbooks） 

なし 

 

参考文献（Readings） 

 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AM334 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AM334／文学講義 ３４ 

(Lectures on Literature 34) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
英米事情２ 

担当者名 

（Instructor） 
高桑 晴子(TAKAKUWA HARUKO) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
EAL2600 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

アイルランドの文化を概観することでイギリス(特にイングランド)、アメリカを中心とする英語文学・英語文化の理解を見直す。英語

文化の多様性や相克を理解し、脱中心的なものの見方を体得することが目標となる。 

 

The class will have an overview on Irish cultural history with an emphasis on its Anglophone literary heritage. We will look at 

cultural negotiations and conflicts within English-speaking world and understand the diversity of Anglophone culture. 

 

授業の内容（Course Contents） 

アイルランドの歴史をケルトの時代から現代まで理解するとともに、アイルランドの文化・文学・映像作品を紹介していく。特に 800

年にわたるイングランドによる支配によって生まれたアイルランドのナショナル・アイデンティティーの複雑性に注目していく。 

 

The class will look at the history of Ireland from the Celtic age to the present day, and introduce Irish culture, literary works and 

films to further the understanding. One of the main themes will be the complexity of Irish national identity that is brought by the 

800-year English/British rule of the island. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. Orientation 

2. History of Ireland(1): From the Celts to the Anglo-Normans 

アイルランドの歴史と文化(1)―ケルト文化とアングロ=ノルマン文化 

3. History of Ireland(2):Tudor Ireland and Colonisation 

アイルランドの歴史と文化(2)―植民地問題・宗教問題の始まり 

4. Early Poetry; Edmund Spenser; Aisling Poems  

初期の詩、エドマンド・スペンサーとアイルランド、アイルランド語詩 

5. History of Ireland (3): From Ascendancy and Penal Laws to the Great Famine 

アイルランドの歴史と文化(3)―プロテスタント支配と刑罰法、大飢饉 

6. Anglo-Irish Texts from the 18th to the Early 19th Century 

18 世紀から 19 世紀半ばまでのアングロ・アイリッシュ文学 

7. History of Ireland (4): Towards Independence 

アイルランドの歴史と文化(4)―独立運動と南北分断 

8. The Celtic Revival and Modernist Period in Ireland 

ケルト復興とモダニズム期のアイルランド 

9. History of Ireland (5): The Republic of Ireland 

アイルランドの歴史と文化(5)―アイルランド共和国 

10. History of Ireland (6): Northern Ireland and the Troubles 

アイルランドの歴史と文化(6)－北アイルランド紛争  

11. Ireland in Contemporary Irish poetry  

アイルランドの詩とアイルランドの現在 

12. Ireland in Film: The Commitments, Once, Good Vibrations 
映画と 20 世紀後半のアイルランド 

13. Ireland and Brexit (1) 

アイルランドとイギリスの欧州離脱 (1) 

14. Ireland and Brexit (2) 

アイルランドとイギリスの欧州離脱 (2) 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

テキストおよびプリントの指定された部分を予め読んでおくこと。 
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エッセイのための下準備をすること。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

最終レポート(Final Report)(40%)/ショート・エッセイ(30%)/小テスト・宿題(30%) 

 

テキスト（Textbooks） 

ハンドアウトを随時準備する 

 

参考文献（Readings） 

1. Richard J. Kelly et al.. 2002. A Look at Ireland. 開文社 (ISBN:4875714750) 

適宜授業内で紹介する。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AM335 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AM335／文学講義 ３５ 

(Lectures on Literature 35) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
イギリス文化１ 

担当者名 

（Instructor） 
侘美 真理(TAKUMI MARI) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
EAL2600 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

英国の世紀末文学について概観する。いわゆる「唯美主義」や「デカダンス」と呼ばれる芸術的潮流を生み出した時代にフォーカ

スを当て、1880、90 年代に出版された代表的な作品を読みながらその傾向を確認する。本授業は、現代の英国文化に受け継が

れる英文学史の一端に触れることで、まずは英国文化の特質を理解し、ひいては世界の文化の多様性や異文化コミュニケーショ

ンについての理解を深めることを目標とする。 

 

This course introduces you to a part of the late 19th-century literature by reading extracts from well-known English novels and 

essays written in the 1880s and 90s. It aims to give an overview of the literary and artistic movements of the fin de siècle, 

which are typified by aestheticism and decadence that more or less shocked Victorian people. It also aims to provide 

opportunities for studying British literature and culture, and furthermore, for exploring the diversity of modern global culture and 

communication through the study. 

 

授業の内容（Course Contents） 

初回のイントロダクションの後、基本的には 2 週で 1 人の作家の作品を紹介しながら概観する。オスカー・ワイルドや R・L・スティ

ーヴンソンなどの代表的な小説やエッセイの抜粋を原文で読み、まずはその抜粋を手がかりに、世紀末の特徴や雰囲気を捉え

ていく。原文を読む作業は受講生 1 人 1 人が精読する作業となる。次に、作品に関する当時の社会的および文学史的な背景に

ついて講義する。繁栄したヴィクトリア朝が末期を迎え、表現され始めた不安や厭世観がどのようなものであったか、また伝統的

な規範からの解放を官能や快楽に求める挑発的で実験的な態度はどのようなものであったかなどを考察する。なお、本授業を受

講する学生には、立教大学の国際交流ラウンジやインターネット上の SNS・掲示板等を利用した双方向的な異文化理解を実践す

ることが求められている。 

 

The first class will be a short introduction to the whole course, and to the practice of interactive understanding of the modern 

global culture, so attendance is necessary. From the second week, we will start reading some of the well-known works of the 

late Victorian novelists. (The list of the texts is given in the course schedule below.) In each class we will first read a couple of 

extracts from the text, and then its social and historical context will be discussed. We will look at desires and anxieties of the 

time and explore the way the novelists and artists challenged traditional values. Students need to read original texts and answer 

some questions for their own task in each class, and the result will be included in the course assessment. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 授業についてのイントロダクションおよび異文化交流の体験的理解についての導入 

2. R・L・スティーヴンソンの作品を読む 

3. 第 2 回授業の続き 

4. ブラム・ストーカーの作品を読む 

5. 第 4 回授業の続き 

6. オスカー・ワイルドの作品を読む 

7. 第 6 回授業の続き 

8. 世紀末の美術―ラファエロ前派―を概観する 

9. ラドヤード・キプリングの作品を読む 

10. 第 9 回授業の続き 

11. 世紀末の女性作家の作品を読む 

12. 第 11 回授業の続き 

13. 世紀末の詩を読む 

14. 授業全体の総括および異文化交流の体験的理解についての総括 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

毎回の原文抜粋については辞書を用いながら自分でできる限り文章を読み、また必ず復習をして試験に備えること。授業にも辞

書を持ってくること。また、国際交流ラウンジや SNS・インターネットサイトなどを通じて、世紀末文化について自ら調べ、英国を含

めた世界各国の文化の多様性や交流の意義を体験的に理解してもらう。 
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成績評価方法・基準（Evaluation） 

筆記試験(Written Exam)(50%)/出席・授業貢献度(20%)/平常点（授業中の課題）(30%) 

 

テキスト（Textbooks） 

プリントを配布する。 

 

参考文献（Readings） 

授業中に紹介する。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AM336 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AM336／文学講義 ３６ 

(Lectures on Literature 36) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
イギリス文化２ 

担当者名 

（Instructor） 
佐藤 元状(SATO MOTONORI) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
EAL2600 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

本授業の目標は、ヴァージニア・ウルフの系譜学について注目することで、文学テクストの精読の方法論を学んでいくことにあり

ます。また、世界の文化の多様性や異文化コミュニケーションの現状・課題を理解することも目標とします。 

 

The goal of this course is to teach students intensive reading methodology of literary text by studying the literary genealogy of 

Virginia Woolf. This course will also explore the present diversity of world cultures, state of communication between cultures, 

and issues faced by the multicultural world. 

 

授業の内容（Course Contents） 

本授業では、モダニズム文学を代表する英国作家ヴァージニア・ウルフの小説を丁寧に読みといていくとともに、彼女のエクリチ

ュールに影響を受けた作家たちの系譜学を描き出していきます。映画作品の上映なども交えながら、モダニズムの大いなる遺産

を検証していきます。なお、当授業を受講する学生には、立教大学の国際交流ラウンジやインターネット上のＳＮＳ・掲示板等を利

用した双方向的な異文化理解を実践することが求められます。 

 

In this course, students will carefully read novels by the iconic modernist British author Virginia Woolf and delineate the literary 

genealogy of authors influenced by her written works. In addition, students will also view related films in their investigation of 

the significant impact of modernism. Furthermore, students in taking this course are encouraged to use the Rikkyo University 

international exchange lounge, internet SNS and bulletin boards, and other interactive media to put their understanding of 

different cultures into practice. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. イントロダクション および、異文化交流の体験的理解についての導入 

2. 映画『めぐりあう時間たち』とヴァージニア・ウルフ(1) 

3. 映画『めぐりあう時間たち』とヴァージニア・ウルフ(2) 

4. 小説『ダロウェイ夫人』とヴァージニア・ウルフ(1) 

5. 小説『ダロウェイ夫人』とヴァージニア・ウルフ(2) 

6. 小説『ダロウェイ夫人』とヴァージニア・ウルフ(3) 

7. 小説『ダロウェイ夫人』とヴァージニア・ウルフ(4) 

8. 小説『贖罪』とイアン・マキューアン(1) 

9. 小説『贖罪』とイアン・マキューアン(2) 

10. 小説『贖罪』とイアン・マキューアン(3) 

11. 小説『贖罪』とイアン・マキューアン(4) 

12. 小説『雪の練習生』と多和田葉子(1) 

13. 小説『雪の練習生』と多和田葉子(2) 

14. まとめ ヴァージニア・ウルフのアクチュアリティ および、異文化交流の体験的理解についての総括 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

ほぼ毎週、小説を数十頁読んできてもらうことになります。 

また、国際交流ラウンジやインターネット上のＳＮＳ・掲示板等を通じて文化の多様性と交流の意義を体験的に理解してもらいま

す。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

リアクションペーパー（批評１）(40%)/リアクションペーパー（批評２）(40%)/リアクションペーパー（批評３）(20%) 

 

テキスト（Textbooks） 

1. ヴァージニア・ウルフ、2007、『ダロウェイ夫人』、集英社文庫 (ISBN:978-4087605358) 

2. イアン・マキューアン、2018、『贖罪』、新潮文庫 (ISBN:978-4102157251) 

3. 多和田葉子、2013、『雪の練習生』、新潮文庫 (ISBN:978-4101255811) 
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参考文献（Readings） 

 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AM337 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AM337／文学講義 ３７ 

(Lectures on Literature 37) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
アメリカ文化１ 

担当者名 

（Instructor） 
大串 尚代(OOGUSHI HISAYO) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
EAL2600 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

本講義は、文学研究を通じて、世界の文化の多様性や異文化コミュニケーションの現状や課題を理解することを目的する。その

ため、本講義では特に文化の多様性に着目し、植民地時代から 19 世紀にかけてのアメリカ文学を人種やジェンダーの視点をも

って考察するための、文学史的な知識を身につけることを目標とする。 

 

This course explores the literary contributions of American women writers from the 19th century to the early 20th century. It 

will provide an overview of the literary movements, themes and styles of the period, while focusing on the works of female 

authors, who have been historically marginalized in the canon of American literature.  

 

授業の内容（Course Contents） 

ホーソーン，エマソン，メルヴィルらなど，男性作家によるアメリカ文学の正典（キャノン）とみなされる作品が出版された 19 世紀

は，同時に女性作家が，売り上げ的には男性作家をしのぐほどに，華々しく活躍した時代でもあった。本講義は、植民地時代から

始まり、18 世紀末のアメリカ独立期、第一派フェミニズム運動の勃興期である 19 世紀半ばを経て、20 世紀初頭の女性参政権運

動の時期までを、アメリカ女性史をふまえながら概観する。扱う作家はメアリ・ホワイト・ローランドソン、スザンナ・ローソン、キャサ

リン・マリア・セジウィック、リディア・マリア・チャイルド、スーザン･ウォーナー、ファニー・ファーン、ハリエット・ビーチャー・ストウ、

ルイザ・メイ・オルコット、シャーロット・パーキンス・ギルマンなどを予定している。なお、当授業を受講する学生には、立教大学の

国際交流ラウンジやインターネット上の SNS・掲示板等を利用した双方向的な異文化理解を実践することが求められる。 

 

This course will focus on the female authors of the American Renaissance period, who have often been overlooked in traditional 

literary history. These writers, including Maria Cummins, Harriet Beecher Stowe, and Susan Warner, were "rediscovered" during 

the 1970s and 80s through the work of feminist literary scholars. The course will explore these authors in the context of 

American literary history, with an emphasis on understanding the perspectives and experiences of women during this time 

period, as well as the broader issues of gender and race that are present in their works. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 講義の説明および異文化交流の体験的理解についての導入 

ポカホンタス神話 

2. 捕囚体験記とネイティヴ･アメリカン表象（メアリ・ホワイト・ローランドソン） 

3. アンチノミアン論争と女性（アン・ハチンスン） 

4. 煽情小説というジャンルとアメリカ国家（スザンナ・ローソン） 

5. ネイティヴ･アメリカンと歴史小説（キャサリン・マリア・セジウィック、リディア・マリア・チャイルド） 

6. 孤児と移動の物語（スーザン・ウォーナー、マリア･カミンズ） 

7. 所感宣言と第一波フェミニズム運動（マーガレット・フラー、エリザベス・スタントン） 

8. アメリカにおける奴隷制度と文学（ハリエット・ジェイコブズ） 

9. 女性作家とペンネーム（ルイザ・メイ・オルコット） 

10. 女性作家とスピリチュアリティ（エリザベス・フェルプス） 

11. 「新しい女性」に向けて（ケイト・ショパン、イーディス・ウォートン） 

12. 女性と西部開拓（ローラ・インガルス･ワイルダー） 

13. ユートピア小説と大衆文化（シャーロット・パーキンス・ギルマン） 

14. 異文化交流の体験的理解についての総括 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

授業内で指示した課題図書から一冊選び、学期末までに読了する。また、国際交流ラウンジや SNS・インターネットサイトなどを

通じて文化の多様性と交流の意義を体験的に理解する。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

筆記試験(Written Exam)(70%)/授業内に指定した提出物(30%) 
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テキスト（Textbooks） 

なし 

 

参考文献（Readings） 

1. 巽孝之・宇沢美子編、2020、『よくわかるアメリカ文化史』、ミネルヴァ書房 (ISBN:978-4623088409) 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 

 

 

  



 - 1095 - 

■AM338 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AM338／文学講義 ３８ 

(Lectures on Literature 38) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
アメリカ文化２ 

担当者名 

（Instructor） 
舌津 智之(ZETTSU TOMOYUKI) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
EAL2600 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

アメリカの大衆文化（音楽と映画）に関する知識を深め、その審美性と政治性を分析する際に有用となる批評の方法論を学ぶ。あ

わせて、世界の文化の多様性や異文化コミュニケーションの現状や課題を理解する。 

 

The aim of this course is to help students acquire a deep understanding of popular culture (music and films) in the U.S. and a 

critical ability to analyze its aesthetic as well as political dimensions. This course will also explore the present diversity of world 

cultures, state of communication between cultures, and issues faced by the multicultural world.  

 

授業の内容（Course Contents） 

 講義の前半では、1950 年代から 60 年代にかけての米国で流行したヴォーカル中心のポピュラー音楽作品について，その審美

的・政治的なメッセージ性を考える。同時代のロックにもソウルにも分類されないいわゆるオールディーズは，これまでしばしば通

俗的・商業的な娯楽作品とみなされ，米国のポピュラー音楽史からも冷戦期の文化研究からも排除されてきた。だがそれらの楽

曲は，ある意味，激動の時代を生きた一般庶民の心情を民主的にすくい取っていたように思われる。本講義では，当時の楽曲に

共通するいくつかのテーマを抽出し，Patti Page や Bobby Vinton やドゥーワップ系のコーラスグループなど，さまざまな歌い手の

作品を精査する。 

 講義の後半では、ディズニーの古典的名作である『ダンボ』（1941 年）の徹底的な精読を試みる。巨大な耳という、規範を逸脱し

た身体的特徴を持つダンボは、それによって差別を受けるしょうがい者であると同時に、アフリカ系アメリカ人を象徴するカラスた

ちと交流を持つ。一方で彼は、サーカスの仕事に従事する（ローズヴェルト政権下の）労働者でもあり、そのサーカスとは、道化が

化粧や女装をする性的な転覆の空間でもある。こうした『ダンボ』の諸相を読み解くうえでは、障害研究、動物研究、クィア批評、

精神分析といった批評的参照枠が有益となる。さらに、初期のミッキーマウス映画や『ピノキオ』、『ライオン・キング』、『ノートルダ

ムの鐘』、『美女と野獣』、『くまのプーさん』なども視野に収めつつ、作品と批評理論のあいだを柔軟に往還することで、アメリカ文

化の本質的な一局面に肉薄することを目指したい。 

 また、当授業を受講する学生には、立教大学の国際交流ラウンジやインターネット上の SNS・掲示板等を利用した双方向的な

異文化理解を実践することが求められる。 

 

 The first half of this course explores the aesthetic and political implications of the vocal music that became popular in the 

States during the 1950’s and 60’s. The oldies--a variety of music that fits neither the definition of rock nor soul music--are 

often thought of as simple, commercial entertainment products. As a result, they are excluded from studies of both American 

pop music and the Cold War era. However, this music captured in a democratic manner the emotions of ordinary citizens that 

lived during the turbulent era. In this course, students will discover various themes shared among American oldies and conduct 

intensive readings of the work of singers like Patti Page and Bobby Vinton as well as that of doo-wop choral groups. 

 The latter half of this course attempts a close reading of Dumbo (1941), one of the earliest and the most sophisticated Disney 

animated classics. We will explore the ways in which the little elephant represents a socially marginalized presence in terms of 

disability, race, class, and sexuality. In order to examine the film's symbolic dimensions, we will draw on critical methodologies 

such as disability studies, animal studies, queer theory, and psychoanalysis. In addition to Dumbo, special attention will be given 

to Mickey Mouse shorts, Pinocchio, The Lion King, The Bells of Notre Dame, Beauty and the Beast, and Winnie the Pooh. 

 Students in taking this course are also encouraged to use the Rikkyo University international exchange lounge, internet SNS 

and bulletin boards, and other interactive media to put their understanding of different cultures into practice.  

 

授業計画（Course Schedule） 

1. アメリカ音楽――異文化交流の体験的理解についての導入、ならびに恋愛／結婚の強迫について 

2. アメリカ音楽――理由なき反抗、あるいは若者の文化 

3. アメリカ音楽――階級の抑圧 

4. アメリカ音楽――人種の攪乱 

5. アメリカ音楽――戦争と平和 

6. 小テスト（英語の聞き取りを含む） 

7. アメリカ映画――ディズニーと障害研究 

8. アメリカ映画――ディズニーと人種表象 
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9. アメリカ映画――ディズニーとフェミニズム 

10. アメリカ映画――ディズニーと動物／階級 

11. アメリカ映画――ディズニーとキリスト教 

12. アメリカ映画――ディズニーとＬＧＢＴＱ 

13. アメリカ映画――ディズニーと精神分析 

14. 今期の授業内容および異文化交流の体験的理解についての総括 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

授業で取り上げるディズニー映画はなるべく各自でＤＶＤをレンタルするなどして視聴するとともに、YouTube で見られるミッキーマ

ウスの短編映画（数十本あり）にできる限り目を通すことが望ましい。また、国際交流ラウンジや SNS・インターネットサイトなどを

通じて文化の多様性と交流の意義を体験的に理解する。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

小テスト(20%)/リアクションペーパー(40%)/最終レポート(Final Report)(40%) 

視聴覚資料の正確な理解を前提とする講義の性格上，受講生には一定の英語力が求められる。 

 

テキスト（Textbooks） 

なし 

 

参考文献（Readings） 

参考文献は必要に応じて授業中に紹介する。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

本授業のプラットフォームには Blackboard を用いる。必要があれば Google Drive に資料をアップする。 

 

注意事項（Notice） 
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■AM339 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AM339／文学講義 ３９ 

(Lectures on Literature 39) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
英語圏文化１ 

担当者名 

（Instructor） 
内藤 暁子(NAITO AKIKO) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
EAL2600 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

「南海の英国」から「太平洋国家」へと変貌と遂げたニュージーランド社会の成り立ちや、先住民マオリの文化を基層とするその国

民文化の深層を学び、「英語圏文化」の多様性に対する理解を深めます。 

 

To develop an understanding of the diversity of “English Culture” by learning about the society of New Zealand, which has 

historically changed from “Britain of the South” to “a Pacific country,” and the deeper layers of the country’s culture based on 

that of the indigenous Maori people. 

 

授業の内容（Course Contents） 

英語研修地先として人気が高いニュージーランドですが、この国には英語以外にもう２つの公用語があります。それは先住民マ

オリの言語、つまりマオリ語と手話です。これは、まさに現代ニュージーランド社会の社会正義に対する意識の高さを示すともい

えますが、ある種のエクスキューズにもなっています。本授業では、こうしたニュージーランド社会や文化の成り立ちや諸相を明ら

かにしていきます。なお、本講義の履修生は「文学講座 40 英語圏文化 2」とあわせて履修することが望ましいです。  

 

This course introduces various aspects of the society and the culture of New Zealand with their history. While New Zealand is a 

popular destination for English training programs, it has two more official languages: Maori language, spoken by the indigenous 

Maori people, and NZ sign language. This point shows the awareness of the society toward social justice, but it also can be a 

vindication. Topics such as this are considered throughout the course. It is recommended that students taking this course also 

plan on registering for Lectures on Literature 40 English Culture 2.  

 

授業計画（Course Schedule） 

1. イントロダクション ニュージーランドの国旗は？ 

2. 「白く長い雲のたなびく地」とポリネシア系先住民マオリ 

3. マオリの伝統的な社会・文化概説 

4. キャプテン・クックの「到達」 

5. ニュージーランドの誕生とワイタンギ条約 

6. 先住民マオリの抵抗運動その 1 マオリとキリスト教、千年王国運動 

7. 先住民マオリの抵抗運動その 2 土地戦争、マオリ王 

8. ヨーロッパ系住民の社会 

9. 先住民族政策の変遷 

10. ワイタンギ審判所 

11. マオリ先住権復活運動 

12. マオリ文化復興運動 

13. 先住民／ヨーロッパ系住民／多様な移民たちのくにづくり 

14. 総括 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

本講義では関連する時事問題等について意見を述べてもらうので、普段からアンテナを高くするとともに、予習復習を怠らないよ

うにしましょう。 

配付資料や指示した参考文献等を熟読し、興味のあるテーマについては自分の頭で考え、自分の目で見、自分の足で調べる心

構えをもって授業に臨みましょう。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

レポート試験(Report Exam)(70%)/課題等の内容(30%) 

 

テキスト（Textbooks） 

特に指定しません。 
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参考文献（Readings） 

1. 青柳まちこ編、2008 年、『ニュージーランドを知るための 63 章』、明石書店 (ISBN:9784750328263) 

2. 前川啓治・棚橋訓編、2005 年、『講座世界の先住民族 09 オセアニア』、明石書店 (ISBN:4750321877) 

3. キース・シンクレア、1982 年、『ニュージーランド史』、評論社 (ISBN:4566056015) 

他の参考書は随時、提示します。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AM340 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AM340／文学講義 ４０ 

(Lectures on Literature 40) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
英語圏文化２ 

担当者名 

（Instructor） 
内藤 暁子(NAITO AKIKO) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
EAL2600 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

グロ—バル化が進むニュージーランド社会に関し、先住民マオリ社会(文化)を軸として、ジェンダー、環境、スポーツ、社会正義と

いった側面から考察し、その多様な様相に迫ります。そして、「英語圏文化」の歴史と現状に対する理解を深めます。 

 

To gain insight into the diverse aspects of New Zealand's globalizing society, e.g. gender, environment, sport, social justice, with 

the indigenous Maori society and culture as a pivotal viewpoint, and become familiar with historical and contemporary situations 

of “English Culture.” 

 

授業の内容（Course Contents） 

マジョリティ社会、移民社会、先住民社会というそれぞれの視点から、グローバル化が進むニュージーランド社会を多角的にとら

えます。具体的には、文化のイメージ、映画、ジェンダー、環境、スポーツ（ラグビーなど）、レイシズム、非核政策などを通してニュ

ージーランド国民文化の成り立ちを明らかにします。本講義の履修生は「文学講座 39 英語圏文化 1」とあわせて履修することが

望ましいです。  

 

This course presents viewpoints of the society of mainstream people, immigrants, and indigenous people to see New Zealand's 

globalizing society from various angles. Issues related to cultural image, movie, gender, environment, sport (e.g. rugby), racism, 

and nuclear free policy are mainly discussed. It is recommended that students taking this course also plan on registering for 

Lectures on Literature 39 English Culture 1. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. イントロダクション 

2. ニュージーランド観光とマオリ 

3. ニュージーランドと映画産業 

4. 映画からみる先住民マオリ Once Were Warriors 

5. 映画からみる先住民マオリ Whale Rider 
6. 映画からみるニュージーランド社会とジェンダー 

7. アーダーン首相から考えるニュージーランド社会 

8. ニュージーランド社会とラグビー／ハカとは 

9. ニュージーランド社会と「社会正義」 

10. ニュージーランド社会とレイシズム  

11. ニュージーランド社会と非核政策 

12. ニュージーランド社会と環境問題 

13. ニュージーランド社会と環境問題 先住民族の立場から 

14. 総括 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

本講義では関連する時事問題等について意見を述べてもらうので、普段からアンテナを高くするとともに、予習復習を怠らないよ

うにしましょう。 

配付資料や指示した参考文献等を熟読し、興味のあるテーマについては自分の頭で考え、自分の目で見、自分の足で調べる心

構えをもって授業に臨みましょう。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

レポート試験(Report Exam)(70%)/課題等の内容(30%) 

 

テキスト（Textbooks） 

特に指定しません。 
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参考文献（Readings） 

1. 青柳まちこ編、2008 年、『ニュージーランドを知るための 63 章』、明石書店 (ISBN:9784750328263) 

2. 前川啓治・棚橋訓編、2005 年、『講座世界の先住民族 09 オセアニア』、明石書店 (ISBN:4750321877) 

3. 河合利光編、2002 年、『オセアニアの現在』、人文書院 (ISBN:4409530267) 

4. ニュージーランド学会編、2019 年、『ニュージーランド TODAY』、春風社 (ISBN:9784861106446) 

他の参考書は随時、提示します。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 

 

 

  



 - 1101 - 

■AM341 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AM341／文学講義 ４１ 

(Lectures on Literature 41) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
比較文化１ 

担当者名 

（Instructor） 
新井 葉子(ARAI YOKO) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
EAL2600 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

文化的事象を考察するときの観点がクラス・ジェンダー・エスニシティーに関する問題意識によって変化することを学び、文化理解

の視野を広げる。 

 

Cultivation of cultural understanding (with wider perspectives on issues of class, gender, and ethnicity), and enhancement of 

deeper understanding of cultural diversity. 

 

授業の内容（Course Contents） 

ジョン・バージャーの美術批評 Ways of Seeing が収録するエッセイを原文で精読し、芸術作品の持つ意味や芸術作品を所有する
ことの意味を、時代的・文化的背景の中で考察する。 

 

Through close reading of  essays from John Berger’s Ways of Seeing,  students are encouraged to study multi-layered 

meanings of artworks and of art-ownership in historical and cultural contexts. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 著者について  

テキストの概要と授業の進め方について（発表担当回の割り振り） 

2. テーマ１：見ることと知ること 

フランス・ハルス「アルムズ慈善院の理事たち」等（pp.7—16） 

3. テーマ１：見ることと知ること 

レオナルド・ダ・ヴィンチ「岩窟の聖母」等（pp.16—24）  

4. テーマ１：見ることと知ること 

ピーテル・ブリューゲル「ゴルゴタの丘への行進」等（pp.24—34）  

5. テーマ２：絵画の中の女性たち 

クラナッハ「パリスの審判」等（pp.45—53） 

6. テーマ２：絵画の中の女性たち 

レンブラント「ダナエ」等（pp.54—64） 

7. 前半のまとめ／中間テスト 

8. テーマ３：油彩画の主題と所有権 

「パストン・トレジャーズ」等（pp.83—88） 

9. テーマ３：油彩画の主題と所有権 

ホルバイン「大使たち」等（pp.88—96） 

10. テーマ３：油彩画が表した所有権 

ロムニー「ボーモント一家」等（pp.97—104） 

11. テーマ３：油彩画の主題と所有権 

レンブラント「自画像」等（pp.104—112） 

12. テーマ４：消費者社会の広告に引き継がれた油彩画の伝統 

マネ「草上の昼食」等（pp.129—144） 

13. テーマ４：消費者社会の広告に引き継がれた油彩画の伝統 

マグリット「自由の戸口で」等（pp.144—155） 

14. 後半のまとめ 

最終テスト 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 



 - 1102 - 

毎回の予習（Reading Assignments)を必ず行うこと。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

最終テスト(Final Test)(40%)/中間テスト(30%)/発表(30%) 

※欠席回数が 4 回以上の場合は単位修得不可 

 

テキスト（Textbooks） 

1. John Berger. 1972(2008). Ways of Seeing. Penguin Books (ISBN:9780141035796) 

テキストは最初の数回は PDFで配付します。その後は各自でご用意ください。 

 

参考文献（Readings） 

1. Katja Lang with Emmanouil Kalkanis. 2017. An Analysis of John Berger's Ways of Seeing. Routledge (ISBN:9781912284641) 

2. John Berger. 2020. Steps Towards a Small Theory Of the Visible. Penguin Books (ISBN:9780241472873) 

3. Linda Nochlin. 2021. Why Have There Been No Great Women Artists? 50th anniversary edition. Thames & Hudson 

(ISBN:9780500023846) 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 2～6、8～13 の各回は、履修者による発表を行う。担当回の発表箇所についてレジュメを用意し、次のことを発表すること： 

・担当回の本文全体の要約 

・本文中の引用作品の補足説明 

・内容に関して疑問に思ったことや共感したこと 

 

注意事項（Notice） 
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■AM342 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AM342／文学講義 ４２ 

(Lectures on Literature 42) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
比較文化２ 

担当者名 

（Instructor） 
新井 葉子(ARAI YOKO) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
EAL2600 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

比較文化研究では、考察を深めるための問い（research questions)が重要である。この授業ではエッセイの精読を通してそうした

問いの立て方について理解を深めることを目標とする。 

 

Studies in comparative culture require appropriate research questions. Students are encouraged to find their own research 

questions for this course.  

 

授業の内容（Course Contents） 

ジョン・バージャーの The Shape of a Pocket 収録のエッセイ（英文）を精読し、著者の芸術作品の捉え方や今日の世界のあり方
への批判から学ぶ。各エッセイが取り上げる芸術作品についても考察する。 

 

Through close reading of essays in John Berger’s The Shape of a Pocket, students are to learn the author’s critical views on 

artworks, and on what is happening to the world today.  The artworks reviewed in each essay are also in the scope of research 

in the course. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 前半（第 1 回～7 回）の概要と発表担当回の割り振り 

サマラーティ 

“Opening a Gate” (pp.1—6) 

2. 時代を超えて鑑賞者の心を動かす絵画について 

“Steps Towards a Small Theory of the Visible (for Yves)” (pp.9—22) 

3. 〈フェイス〉と〈プレイス〉／ショーヴェ洞窟の壁画 

“Studio Talk (for Miquel Barceló)” (pp.25—32) 

“The Chauvet Cave” (pp.33—42) 

4. ヴィヤ・セルミンス／ミイラ棺の肖像画 

“Penelope” (pp.43—48) 

“The Fayum Portraits” (pp.51—60) 

5. ドガ／ゴッホ 

“Degas” (pp.61—68) 

“Vincent” (pp.85—92) 

6. レンブラント 

“Rembrandt and the Body” (pp.103—111) 

“A Cloth Over the Mirror” (pp.113-119) 

7. ブランクーシ 

“Brancusi” (pp.121—127) 

8. 前半のまとめ 

中間テスト 

9. 後半（第 9 回～13 回）の概要と発表担当回の割り振り 

ジョルジョ・モランディ 

“Giorgio Morandi (for Gianni Celati)” (pp.139-145)  

10. レイモンド・メイスン 

“Pull the Other Leg, It's Got Bells On It” (pp.147—154) 

11. テオドール・ジェリコー 

“A Man with Tousled Hair” (pp.171—180) 



 - 1104 - 

12. ヒエロニムス・ボス 

“Against the Great Defeat of the World” (pp.207—215) 

13. ゴヤ 

“Will It Be a Likeness? (for Juan Munoz)” (pp.243—260) 

14. 後半のまとめ 

最終テスト 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

毎回の予習（テキストに目を通し、不明な語句の意味を調べておく）を必ず行うこと。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

最終テスト(Final Test)(40%)/中間テスト(30%)/発表(30%) 

※欠席回数が 4 回以上の場合は単位修得不可 

 

テキスト（Textbooks） 

1. John Berger. 2002. The Shape of a Pocket. Bloomsbury Publishing Plc (ISBN:9780747558101) 

テキストは最初の数回は PDFで配付します。その後は各自でご用意ください。詳しくは初回授業で説明します。 

 

参考文献（Readings） 

1. John Berger. 2020. Steps Towards a Small Theory of the Visible. Penguin Books (ISBN:9780241472873) 

2. John Berger (Ed. by Tom Overton ). 2015. Portraits: John Berger on Artists. Verso (ISBN:9781784781798) 

3. Yasmin Gunaratnam and Amarjit Chandan (Eds.). 2016. A Jar of Wild Flowers: Essays in Cerebration of John Berger. Zed 

Books (ISBN:9781783608799) 

4. Olivia Laing. 2020. Funny Weather: Art in an Emergency. Picador (ISBN:9781529027655) 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 2～7、9～13 の各回は、履修者による発表を行う。担当回の担当箇所についてレジュメを用意し、次のことを発表すること。 

・担当箇所の要約 

・印象に残った考え方や気になった表現 

・文中で言及のある固有名詞（人名・作品・地名）の補足説明 

・内容に関して疑問に思ったこと 

 

注意事項（Notice） 
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■AM781 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

その他／卒業論文(制作)･卒業論文(制作)指導演習 

(Thesis and Seminar in Thesis Writing) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
卒業論文を書く 

担当者名 

（Instructor） 

岩田 美喜(IWATA MIKI) 

藤巻 明(FUJIMAKI AKIRA) 

学期 

（Semester） 
通年(Full year) 

単位 

（Credit） 
１０単位(10 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
EAL4843 

言語 

（Language） 

その他 

(Others) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

研究対象を絞って研究主題を深め，時に遭遇する内容上あるいは書き方の上での疑問を解決しながら，最終的に優れた卒業論

文を作成できるようになることをめざす．  

 

Students will refine their research targets to deepen their research subjects. Students will write quality graduation thesis in the 

end by solving questions they encounter when writing or reading contents.  

 

授業の内容（Course Contents） 

指導教員と学生が必要に応じて直接話し合い，研究課題への理解を深め各自の問題を解決する．演習時間は個別に相談のうえ

で設定する．授業内容は，論文執筆者がその時に抱えている問題意識によって変わる．  

 

When necessary, professor and students will have conversation directly to deepen students’ understanding about their research 

subjects and solve their issues. Seminar time slot will be set after discussion with individual student. Contents of the class will 

change according to issue awareness of thesis writers at that time.  

 

授業計画（Course Schedule） 

1. オリエンテーション：演習の進め方，スケジュールの確認 

2. 発表と討議１(論文概要・資料調査等) 

3. 発表と討論２(論文概要・資料調査等) 

4. 発表と討議３(論文概要・資料調査等) 

5. 発表と討議４(論文概要・資料調査等) 

6. 発表と討議５(論文概要・資料調査等) 

7. 発表と討議６(論文概要・資料調査等) 

8. 発表と討議７(論文概要・資料調査等) 

9. 発表と討議８(論文概要・資料調査等) 

10. 発表と討議９(論文概要・資料調査等) 

11. 発表と討議１０(論文構成) 

12. 発表と討議１１(論文構成) 

13. 発表と討議１２(論文構成) 

14. 発表と討議１３(論文構成) 

15. 発表と討議１４(論文構成) 

16. 発表と討議１５(論文構成) 

17. 発表と討議１６(論文構成) 

18. 発表と討議１７(論文構成) 

19. 発表と討議１８(論文原稿指導) 

20. 発表と討議１９(論文原稿指導) 

21. 発表と討議２０(論文原稿指導) 

22. 発表と討議２１(論文原稿指導) 

23. 発表と討議２２(論文原稿指導) 

24. 発表と討議２３(論文原稿指導) 

25. 発表と討議２４(論文原稿指導) 

26. 発表と討議２５(論文原稿指導) 

27. 発表と討議２６(論文原稿指導) 

28. まとめ：卒業論文，卒業制作の提出準備 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

各自のテーマに関する知識を増やし，思考を深めるために，授業で与えられた課題に応えて，文献読解および調査を，授業に合

わせて行ってくること． 
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成績評価方法・基準（Evaluation） 

発表報告内容(20%)/卒業論文・卒業制作(60%)/授業参加度（発言回数＋発言内容）(20%) 

決められた期限までに卒業論文または卒業制作を提出し、なおかつ所定の面接審査を経て判定する。 

 

テキスト（Textbooks） 

論文執筆者が研究対象とする作品 

 

参考文献（Readings） 

授業中折にふれて紹介する． 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AM782 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

その他／卒業論文(制作)･卒業論文(制作)指導演習 

(Thesis and Seminar in Thesis Writing) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
卒業論文を書く 

担当者名 

（Instructor） 
岩田 美喜(IWATA MIKI) 

学期 

（Semester） 
通年(Full year) 

単位 

（Credit） 
１０単位(10 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
EAL4843 

言語 

（Language） 

その他 

(Others) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

研究対象を絞って研究主題を深め，時に遭遇する内容上あるいは書き方の上での疑問を解決しながら，最終的に優れた卒業論

文を作成できるようになることをめざす．  

 

Students will refine their research targets to deepen their research subjects. Students will write quality graduation thesis in the 

end by solving questions they encounter when writing or reading contents.  

 

授業の内容（Course Contents） 

指導教員と学生が必要に応じて直接話し合い，研究課題への理解を深め各自の問題を解決する．演習時間は個別に相談のうえ

で設定する．授業内容は，論文執筆者がその時に抱えている問題意識によって変わる．  

 

When necessary, professor and students will have conversation directly to deepen students’ understanding about their research 

subjects and solve their issues. Seminar time slot will be set after discussion with individual student. Contents of the class will 

change according to issue awareness of thesis writers at that time.  

 

授業計画（Course Schedule） 

1. オリエンテーション：演習の進め方，スケジュールの確認 

2. 発表と討議１(論文概要・資料調査等) 

3. 発表と討論２(論文概要・資料調査等) 

4. 発表と討議３(論文概要・資料調査等) 

5. 発表と討議４(論文概要・資料調査等) 

6. 発表と討議５(論文概要・資料調査等) 

7. 発表と討議６(論文概要・資料調査等) 

8. 発表と討議７(論文概要・資料調査等) 

9. 発表と討議８(論文概要・資料調査等) 

10. 発表と討議９(論文概要・資料調査等) 

11. 発表と討議１０(論文構成) 

12. 発表と討議１１(論文構成) 

13. 発表と討議１２(論文構成) 

14. 発表と討議１３(論文構成) 

15. 発表と討議１４(論文構成) 

16. 発表と討議１５(論文構成) 

17. 発表と討議１６(論文構成) 

18. 発表と討議１７(論文構成) 

19. 発表と討議１８(論文原稿指導) 

20. 発表と討議１９(論文原稿指導) 

21. 発表と討議２０(論文原稿指導) 

22. 発表と討議２１(論文原稿指導) 

23. 発表と討議２２(論文原稿指導) 

24. 発表と討議２３(論文原稿指導) 

25. 発表と討議２４(論文原稿指導) 

26. 発表と討議２５(論文原稿指導) 

27. 発表と討議２６(論文原稿指導) 

28. まとめ：卒業論文，卒業制作の提出準備 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

各自のテーマに関する知識を増やし，思考を深めるために，授業で与えられた課題に応えて，文献読解および調査を，授業に合

わせて行ってくること． 
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成績評価方法・基準（Evaluation） 

発表報告内容(20%)/卒業論文・卒業制作(60%)/授業参加度（発言回数＋発言内容）(20%) 

決められた期限までに卒業論文または卒業制作を提出し、なおかつ所定の面接審査を経て判定する。 

 

テキスト（Textbooks） 

論文執筆者が研究対象とする作品 

 

参考文献（Readings） 

授業中折にふれて紹介する． 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AM784 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

その他／卒業論文(制作)･卒業論文(制作)指導演習 

(Thesis and Seminar in Thesis Writing) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
卒業論文を書く 

担当者名 

（Instructor） 

古井 義昭(FURUI YOSHIAKI) 

舌津 智之(ZETTSU TOMOYUKI) 

学期 

（Semester） 
通年(Full year) 

単位 

（Credit） 
１０単位(10 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
EAL4843 

言語 

（Language） 

その他 

(Others) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

研究対象を絞って研究主題を深め，時に遭遇する内容上あるいは書き方の上での疑問を解決しながら，最終的に優れた卒業論

文を作成できるようになることをめざす．  

 

Students will refine their research targets to deepen their research subjects. Students will write quality graduation thesis in the 

end by solving questions they encounter when writing or reading contents.  

 

授業の内容（Course Contents） 

指導教員と学生が必要に応じて直接話し合い，研究課題への理解を深め各自の問題を解決する．演習時間は個別に相談のうえ

で設定する．授業内容は，論文執筆者がその時に抱えている問題意識によって変わる．  

 

When necessary, professor and students will have conversation directly to deepen students’ understanding about their research 

subjects and solve their issues. Seminar time slot will be set after discussion with individual student. Contents of the class will 

change according to issue awareness of thesis writers at that time.  

 

授業計画（Course Schedule） 

1. オリエンテーション：演習の進め方，スケジュールの確認 

2. 発表と討議１(論文概要・資料調査等) 

3. 発表と討論２(論文概要・資料調査等) 

4. 発表と討議３(論文概要・資料調査等) 

5. 発表と討議４(論文概要・資料調査等) 

6. 発表と討議５(論文概要・資料調査等) 

7. 発表と討議６(論文概要・資料調査等) 

8. 発表と討議７(論文概要・資料調査等) 

9. 発表と討議８(論文概要・資料調査等) 

10. 発表と討議９(論文概要・資料調査等) 

11. 発表と討議１０(論文構成) 

12. 発表と討議１１(論文構成) 

13. 発表と討議１２(論文構成) 

14. 発表と討議１３(論文構成) 

15. 発表と討議１４(論文構成) 

16. 発表と討議１５(論文構成) 

17. 発表と討議１６(論文構成) 

18. 発表と討議１７(論文構成) 

19. 発表と討議１８(論文原稿指導) 

20. 発表と討議１９(論文原稿指導) 

21. 発表と討議２０(論文原稿指導) 

22. 発表と討議２１(論文原稿指導) 

23. 発表と討議２２(論文原稿指導) 

24. 発表と討議２３(論文原稿指導) 

25. 発表と討議２４(論文原稿指導) 

26. 発表と討議２５(論文原稿指導) 

27. 発表と討議２６(論文原稿指導) 

28. まとめ：卒業論文，卒業制作の提出準備 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

各自のテーマに関する知識を増やし，思考を深めるために，授業で与えられた課題に応えて，文献読解および調査を，授業に合

わせて行ってくること． 
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成績評価方法・基準（Evaluation） 

発表報告内容(20%)/卒業論文・卒業制作(60%)/授業参加度（発言回数＋発言内容）(20%) 

決められた期限までに卒業論文または卒業制作を提出し、なおかつ所定の面接審査を経て判定する。 

 

テキスト（Textbooks） 

論文執筆者が研究対象とする作品 

 

参考文献（Readings） 

授業中折にふれて紹介する． 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AM785 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

その他／卒業論文(制作)･卒業論文(制作)指導演習 

(Thesis and Seminar in Thesis Writing) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
卒業論文を書く 

担当者名 

（Instructor） 
澤入 要仁(SAWAIRI YOJI) 

学期 

（Semester） 
通年(Full year) 

単位 

（Credit） 
１０単位(10 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
EAL4843 

言語 

（Language） 

その他 

(Others) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

研究対象を絞って研究主題を深め，時に遭遇する内容上あるいは書き方の上での疑問を解決しながら，最終的に優れた卒業論

文を作成できるようになることをめざす．  

 

Students will refine their research targets to deepen their research subjects. Students will write quality graduation thesis in the 

end by solving questions they encounter when writing or reading contents.  

 

授業の内容（Course Contents） 

指導教員と学生が必要に応じて直接話し合い，研究課題への理解を深め各自の問題を解決する．演習時間は個別に相談のうえ

で設定する．授業内容は，論文執筆者がその時に抱えている問題意識によって変わる．  

 

When necessary, professor and students will have conversation directly to deepen students’ understanding about their research 

subjects and solve their issues. Seminar time slot will be set after discussion with individual student. Contents of the class will 

change according to issue awareness of thesis writers at that time.  

 

授業計画（Course Schedule） 

1. オリエンテーション：演習の進め方，スケジュールの確認 

2. 発表と討議１(論文概要・資料調査等) 

3. 発表と討論２(論文概要・資料調査等) 

4. 発表と討議３(論文概要・資料調査等) 

5. 発表と討議４(論文概要・資料調査等) 

6. 発表と討議５(論文概要・資料調査等) 

7. 発表と討議６(論文概要・資料調査等) 

8. 発表と討議７(論文概要・資料調査等) 

9. 発表と討議８(論文概要・資料調査等) 

10. 発表と討議９(論文概要・資料調査等) 

11. 発表と討議１０(論文構成) 

12. 発表と討議１１(論文構成) 

13. 発表と討議１２(論文構成) 

14. 発表と討議１３(論文構成) 

15. 発表と討議１４(論文構成) 

16. 発表と討議１５(論文構成) 

17. 発表と討議１６(論文構成) 

18. 発表と討議１７(論文構成) 

19. 発表と討議１８(論文原稿指導) 

20. 発表と討議１９(論文原稿指導) 

21. 発表と討議２０(論文原稿指導) 

22. 発表と討議２１(論文原稿指導) 

23. 発表と討議２２(論文原稿指導) 

24. 発表と討議２３(論文原稿指導) 

25. 発表と討議２４(論文原稿指導) 

26. 発表と討議２５(論文原稿指導) 

27. 発表と討議２６(論文原稿指導) 

28. まとめ：卒業論文，卒業制作の提出準備 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

各自のテーマに関する知識を増やし，思考を深めるために，授業で与えられた課題に応えて，文献読解および調査を，授業に合

わせて行ってくること． 
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成績評価方法・基準（Evaluation） 

発表報告内容(20%)/卒業論文・卒業制作(60%)/授業参加度（発言回数＋発言内容）(20%) 

決められた期限までに卒業論文または卒業制作を提出し、なおかつ所定の面接審査を経て判定する。 

 

テキスト（Textbooks） 

論文執筆者が研究対象とする作品 

 

参考文献（Readings） 

授業中折にふれて紹介する． 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AM786 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

その他／卒業論文(制作)･卒業論文(制作)指導演習 

(Thesis and Seminar in Thesis Writing) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
卒業論文を書く 

担当者名 

（Instructor） 
舌津 智之(ZETTSU TOMOYUKI) 

学期 

（Semester） 
通年(Full year) 

単位 

（Credit） 
１０単位(10 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
EAL4843 

言語 

（Language） 

その他 

(Others) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

研究対象を絞って研究主題を深め，時に遭遇する内容上あるいは書き方の上での疑問を解決しながら，最終的に優れた卒業論

文を作成できるようになることをめざす．  

 

Students will refine their research targets to deepen their research subjects. Students will write quality graduation thesis in the 

end by solving questions they encounter when writing or reading contents.  

 

授業の内容（Course Contents） 

指導教員と学生が必要に応じて直接話し合い，研究課題への理解を深め各自の問題を解決する．演習時間は個別に相談のうえ

で設定する．授業内容は，論文執筆者がその時に抱えている問題意識によって変わる．  

 

When necessary, professor and students will have conversation directly to deepen students’ understanding about their research 

subjects and solve their issues. Seminar time slot will be set after discussion with individual student. Contents of the class will 

change according to issue awareness of thesis writers at that time.  

 

授業計画（Course Schedule） 

1. オリエンテーション：演習の進め方，スケジュールの確認 

2. 発表と討議１(論文概要・資料調査等) 

3. 発表と討論２(論文概要・資料調査等) 

4. 発表と討議３(論文概要・資料調査等) 

5. 発表と討議４(論文概要・資料調査等) 

6. 発表と討議５(論文概要・資料調査等) 

7. 発表と討議６(論文概要・資料調査等) 

8. 発表と討議７(論文概要・資料調査等) 

9. 発表と討議８(論文概要・資料調査等) 

10. 発表と討議９(論文概要・資料調査等) 

11. 発表と討議１０(論文構成) 

12. 発表と討議１１(論文構成) 

13. 発表と討議１２(論文構成) 

14. 発表と討議１３(論文構成) 

15. 発表と討議１４(論文構成) 

16. 発表と討議１５(論文構成) 

17. 発表と討議１６(論文構成) 

18. 発表と討議１７(論文構成) 

19. 発表と討議１８(論文原稿指導) 

20. 発表と討議１９(論文原稿指導) 

21. 発表と討議２０(論文原稿指導) 

22. 発表と討議２１(論文原稿指導) 

23. 発表と討議２２(論文原稿指導) 

24. 発表と討議２３(論文原稿指導) 

25. 発表と討議２４(論文原稿指導) 

26. 発表と討議２５(論文原稿指導) 

27. 発表と討議２６(論文原稿指導) 

28. まとめ：卒業論文，卒業制作の提出準備 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

各自のテーマに関する知識を増やし，思考を深めるために，授業で与えられた課題に応えて，文献読解および調査を，授業に合

わせて行ってくること． 
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成績評価方法・基準（Evaluation） 

発表報告内容(20%)/卒業論文・卒業制作(60%)/授業参加度（発言回数＋発言内容）(20%) 

決められた期限までに卒業論文または卒業制作を提出し、なおかつ所定の面接審査を経て判定する。 

 

テキスト（Textbooks） 

論文執筆者が研究対象とする作品 

 

参考文献（Readings） 

授業中折にふれて紹介する． 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AM787 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

その他／卒業論文(制作)･卒業論文(制作)指導演習 

(Thesis and Seminar in Thesis Writing) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
卒業論文を書く 

担当者名 

（Instructor） 
新田 啓子(NITTA KEIKO) 

学期 

（Semester） 
通年(Full year) 

単位 

（Credit） 
１０単位(10 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
EAL4843 

言語 

（Language） 

その他 

(Others) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

研究対象を絞って研究主題を深め，時に遭遇する内容上あるいは書き方の上での疑問を解決しながら，最終的に優れた卒業論

文を作成できるようになることをめざす．  

 

Students will refine their research targets to deepen their research subjects. Students will write quality graduation thesis in the 

end by solving questions they encounter when writing or reading contents.  

 

授業の内容（Course Contents） 

指導教員と学生が必要に応じて直接話し合い，研究課題への理解を深め各自の問題を解決する．演習時間は個別に相談のうえ

で設定する．授業内容は，論文執筆者がその時に抱えている問題意識によって変わる．  

 

When necessary, professor and students will have conversation directly to deepen students’ understanding about their research 

subjects and solve their issues. Seminar time slot will be set after discussion with individual student. Contents of the class will 

change according to issue awareness of thesis writers at that time.  

 

授業計画（Course Schedule） 

1. オリエンテーション：演習の進め方，スケジュールの確認 

2. 発表と討議１(論文概要・資料調査等) 

3. 発表と討論２(論文概要・資料調査等) 

4. 発表と討議３(論文概要・資料調査等) 

5. 発表と討議４(論文概要・資料調査等) 

6. 発表と討議５(論文概要・資料調査等) 

7. 発表と討議６(論文概要・資料調査等) 

8. 発表と討議７(論文概要・資料調査等) 

9. 発表と討議８(論文概要・資料調査等) 

10. 発表と討議９(論文概要・資料調査等) 

11. 発表と討議１０(論文構成) 

12. 発表と討議１１(論文構成) 

13. 発表と討議１２(論文構成) 

14. 発表と討議１３(論文構成) 

15. 発表と討議１４(論文構成) 

16. 発表と討議１５(論文構成) 

17. 発表と討議１６(論文構成) 

18. 発表と討議１７(論文構成) 

19. 発表と討議１８(論文原稿指導) 

20. 発表と討議１９(論文原稿指導) 

21. 発表と討議２０(論文原稿指導) 

22. 発表と討議２１(論文原稿指導) 

23. 発表と討議２２(論文原稿指導) 

24. 発表と討議２３(論文原稿指導) 

25. 発表と討議２４(論文原稿指導) 

26. 発表と討議２５(論文原稿指導) 

27. 発表と討議２６(論文原稿指導) 

28. まとめ：卒業論文，卒業制作の提出準備 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

各自のテーマに関する知識を増やし，思考を深めるために，授業で与えられた課題に応えて，文献読解および調査を，授業に合

わせて行ってくること． 
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成績評価方法・基準（Evaluation） 

発表報告内容(20%)/卒業論文・卒業制作(60%)/授業参加度（発言回数＋発言内容）(20%) 

決められた期限までに卒業論文または卒業制作を提出し、なおかつ所定の面接審査を経て判定する。 

 

テキスト（Textbooks） 

論文執筆者が研究対象とする作品 

 

参考文献（Readings） 

授業中折にふれて紹介する． 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AM788 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

その他／卒業論文(制作)･卒業論文(制作)指導演習 

(Thesis and Seminar in Thesis Writing) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
卒業論文を書く 

担当者名 

（Instructor） 
唐澤 一友(KARASAWA KAZUTOMO) 

学期 

（Semester） 
通年(Full year) 

単位 

（Credit） 
１０単位(10 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
EAL4843 

言語 

（Language） 

その他 

(Others) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

研究対象を絞って研究主題を深め，時に遭遇する内容上あるいは書き方の上での疑問を解決しながら，最終的に優れた卒業論

文を作成できるようになることをめざす．  

 

Students will refine their research targets to deepen their research subjects. Students will write quality graduation thesis in the 

end by solving questions they encounter when writing or reading contents.  

 

授業の内容（Course Contents） 

指導教員と学生が必要に応じて直接話し合い，研究課題への理解を深め各自の問題を解決する．演習時間は個別に相談のうえ

で設定する．授業内容は，論文執筆者がその時に抱えている問題意識によって変わる．  

 

When necessary, professor and students will have conversation directly to deepen students’ understanding about their research 

subjects and solve their issues. Seminar time slot will be set after discussion with individual student. Contents of the class will 

change according to issue awareness of thesis writers at that time.  

 

授業計画（Course Schedule） 

1. オリエンテーション：演習の進め方，スケジュールの確認 

2. 発表と討議１(論文概要・資料調査等) 

3. 発表と討論２(論文概要・資料調査等) 

4. 発表と討議３(論文概要・資料調査等) 

5. 発表と討議４(論文概要・資料調査等) 

6. 発表と討議５(論文概要・資料調査等) 

7. 発表と討議６(論文概要・資料調査等) 

8. 発表と討議７(論文概要・資料調査等) 

9. 発表と討議８(論文概要・資料調査等) 

10. 発表と討議９(論文概要・資料調査等) 

11. 発表と討議１０(論文構成) 

12. 発表と討議１１(論文構成) 

13. 発表と討議１２(論文構成) 

14. 発表と討議１３(論文構成) 

15. 発表と討議１４(論文構成) 

16. 発表と討議１５(論文構成) 

17. 発表と討議１６(論文構成) 

18. 発表と討議１７(論文構成) 

19. 発表と討議１８(論文原稿指導) 

20. 発表と討議１９(論文原稿指導) 

21. 発表と討議２０(論文原稿指導) 

22. 発表と討議２１(論文原稿指導) 

23. 発表と討議２２(論文原稿指導) 

24. 発表と討議２３(論文原稿指導) 

25. 発表と討議２４(論文原稿指導) 

26. 発表と討議２５(論文原稿指導) 

27. 発表と討議２６(論文原稿指導) 

28. まとめ：卒業論文，卒業制作の提出準備 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

各自のテーマに関する知識を増やし，思考を深めるために，授業で与えられた課題に応えて，文献読解および調査を，授業に合

わせて行ってくること． 
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成績評価方法・基準（Evaluation） 

発表報告内容(20%)/卒業論文・卒業制作(60%)/授業参加度（発言回数＋発言内容）(20%) 

決められた期限までに卒業論文または卒業制作を提出し、なおかつ所定の面接審査を経て判定する。 

 

テキスト（Textbooks） 

論文執筆者が研究対象とする作品 

 

参考文献（Readings） 

授業中折にふれて紹介する． 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AM789 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

その他／卒業論文(制作)･卒業論文(制作)指導演習 

(Thesis and Seminar in Thesis Writing) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
卒業論文を書く 

担当者名 

（Instructor） 
イエイツ，Ｍ．(YATES MICHAEL D. H.) 

学期 

（Semester） 
通年(Full year) 

単位 

（Credit） 
１０単位(10 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
EAL4843 

言語 

（Language） 

その他 

(Others) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

研究対象を絞って研究主題を深め，時に遭遇する内容上あるいは書き方の上での疑問を解決しながら，最終的に優れた卒業論

文を作成できるようになることをめざす．  

 

Students will refine their research targets to deepen their research subjects. Students will write quality graduation thesis in the 

end by solving questions they encounter when writing or reading contents.  

 

授業の内容（Course Contents） 

指導教員と学生が必要に応じて直接話し合い，研究課題への理解を深め各自の問題を解決する．演習時間は個別に相談のうえ

で設定する．授業内容は，論文執筆者がその時に抱えている問題意識によって変わる．  

 

When necessary, professor and students will have conversation directly to deepen students’ understanding about their research 

subjects and solve their issues. Seminar time slot will be set after discussion with individual student. Contents of the class will 

change according to issue awareness of thesis writers at that time.  

 

授業計画（Course Schedule） 

1. オリエンテーション：演習の進め方，スケジュールの確認 

2. 発表と討議１(論文概要・資料調査等) 

3. 発表と討論２(論文概要・資料調査等) 

4. 発表と討議３(論文概要・資料調査等) 

5. 発表と討議４(論文概要・資料調査等) 

6. 発表と討議５(論文概要・資料調査等) 

7. 発表と討議６(論文概要・資料調査等) 

8. 発表と討議７(論文概要・資料調査等) 

9. 発表と討議８(論文概要・資料調査等) 

10. 発表と討議９(論文概要・資料調査等) 

11. 発表と討議１０(論文構成) 

12. 発表と討議１１(論文構成) 

13. 発表と討議１２(論文構成) 

14. 発表と討議１３(論文構成) 

15. 発表と討議１４(論文構成) 

16. 発表と討議１５(論文構成) 

17. 発表と討議１６(論文構成) 

18. 発表と討議１７(論文構成) 

19. 発表と討議１８(論文原稿指導) 

20. 発表と討議１９(論文原稿指導) 

21. 発表と討議２０(論文原稿指導) 

22. 発表と討議２１(論文原稿指導) 

23. 発表と討議２２(論文原稿指導) 

24. 発表と討議２３(論文原稿指導) 

25. 発表と討議２４(論文原稿指導) 

26. 発表と討議２５(論文原稿指導) 

27. 発表と討議２６(論文原稿指導) 

28. まとめ：卒業論文，卒業制作の提出準備 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

各自のテーマに関する知識を増やし，思考を深めるために，授業で与えられた課題に応えて，文献読解および調査を，授業に合

わせて行ってくること． 
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成績評価方法・基準（Evaluation） 

発表報告内容(20%)/卒業論文・卒業制作(60%)/授業参加度（発言回数＋発言内容）(20%) 

決められた期限までに卒業論文または卒業制作を提出し、なおかつ所定の面接審査を経て判定する。 

 

テキスト（Textbooks） 

論文執筆者が研究対象とする作品 

 

参考文献（Readings） 

授業中折にふれて紹介する． 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AN011 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／入門演習 Ｃ１ａ 

(Introductive Seminars in German Studies C1a) 

担当者名 

（Instructor） 
古矢 晋一(FURUYA SHINICHI) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
GRL1810 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

ドイツ語圏の文学，文化，言語を学ぶための基礎知識を習得しながら，ドイツ文学専修で学習していくのに必要なさまざまな技術

や方法の基本を学ぶ。 

 

Students will learn about foundation of literature, culture, and language in German speaking areas. These will form the basics of 

techniques and methods used in course in German literature. 

 

授業の内容（Course Contents） 

春学期に並行履修する講義科目「ドイツ語圏文化概論 1」のプロトコル（記録）のまとめ方，学術的な概説書（新書）を的確に理解

し，要約する技術，口頭発表の方法，学問的な質疑応答のやり方の基礎，参考書を使用した自主的な学習の方法，レポート作成

法などを指導する。 

授業では毎回指名された担当者がテキスト（新書）の内容についてまとめ、参加者全員で議論・批評を行う。詳細は第 1 回目の

授業で説明する。また「ドイツ語圏文化概論１」の 1 回分の講義内容のプロトコルを作成・提出してもらう。その際，１．講義内容の

ノートの取り方，２．講義内容を文章にまとめる上での注意事項，３．論理的で正確な報告文の文法と語彙，４．文書作成ソフトの

操作，５．聞き手の興味を喚起するための口頭発表のパフォーマンス，６．情報を正しく引き出すための質疑の方法などを訓練す

る。なお，討論における発言をもって出席と認めるので，積極的な参加が不可欠であることを銘記してほしい。また，高校の世界

史の学習内容を「ドイツ語圏文化概論１」と関連づけるために，最終レポート課題を課す。さらに，秋学期の入門演習 C２a～ｃの

準備として，夏休みの課題を課す。 

 

Students will receive instructions on techniques used to summarize Introduction to Cultures in German Speaking Areas 1, taken 

simultaneously during spring semester, in protocols (records). Students will also receive instructions on oral presentation 

method, foundation of conducting scholarly Q&A, and self-driven learning methods by using reference books. 

In this class, all class members will study specific parts of their textbooks before lesson. Each time, selected members will lead 

discussion and critique about that specific parts. Students will create and submit protocols for one lesson of Introduction to 

Cultures in German Speaking Areas 1. Students will train their abilities in: 1. Methods to take notes during the class; 2. Cautions 

when summarizing lesson details in texts; 3. Theoretically correct grammars and vocabularies in report writing; 4. Methods to 

create documents on their personal computers; 5. Performance during oral presentation to incite interests in others; 6. Methods 

to ask questions to draw out information correctly. In addition, students should bear in mind that expressing their opinions 

during discussion and proactive participation are required for attendance records. Furthermore, reference books will be 

specified for students’ final assignment to connect Introduction to Cultures in German Speaking Areas 1 and lessons learnt in 

high school world history class. In addition, students will receive assignments for summer holiday as preparation for Introductory 

Seminars C2a-c during autumn semester. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 導入 

2. 学生発表（１） 

3. 学生発表（２） 

4. 学生発表（３） 

5. 学生発表（４） 

6. 学生発表（５） 

7. 学生発表（６） 

8. 学生発表（７） 

9. 学生発表（８） 

10. 学生発表（９） 

11. 学生発表（１０） 

12. 学生発表（１１） 

13. 学生発表（１２） 

14. 学生発表（１３） 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 
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担当する文献を読み込み，「ドイツ語圏文化概論１」の講義を理解すること。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

プロトコル作成と口頭発表(40%)/授業への出席と質疑応答への参加度(30%)/最終レポート(Final Report)(30%) 

正当な理由のない欠席 3 回でもって成績評価の対象とならなくなる。 

 

テキスト（Textbooks） 

1. 須澤通・井出万秀、2009、『ドイツ語史』、郁文堂 (ISBN:978-4261072907) 

プロトコル用テクスト：『ドイツ語史』 

口頭発表用テクスト：別表のリスト参照。 

＊須澤・井出『ドイツ語史』はドイツ語圏文化概論１でも使用する。口頭発表用テクストのリストは、4 月のガイダンス時に配布す

る。 

 

参考文献（Readings） 

「ドイツ語圏文化概論１」の講義資料と授業で配布するプロトコル（プリント） 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AN012 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／入門演習 Ｃ１ｂ 

(Introductive Seminars in German Studies C1b) 

担当者名 

（Instructor） 
桂 元嗣(KATSURA MOTOTSUGU) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
GRL1810 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

ドイツ語圏の文学，文化，言語を学ぶための基礎知識を習得しながら，ドイツ文学専修で学習していくのに必要なさまざまな技術

や方法の基本を学ぶ。 

 

Students will learn about foundation of literature, culture, and language in German speaking areas. These will form the basics of 

techniques and methods used in course in German literature. 

 

授業の内容（Course Contents） 

春学期に並行履修する講義科目「ドイツ語圏文化概論 1」のプロトコル（記録）のまとめ方，学術的な概説書（新書）を的確に理解

し，要約する技術，口頭発表の方法，学問的な質疑応答のやり方の基礎，参考書を使用した自主的な学習の方法，レポート作成

法などを指導する。 

授業では毎回指名された担当者がテキスト（新書）の内容についてまとめ、参加者全員で議論・批評を行う。詳細は第 1 回目の

授業で説明する。また「ドイツ語圏文化概論１」の 1 回分の講義内容のプロトコルを作成・提出してもらう。その際，１．講義内容の

ノートの取り方，２．講義内容を文章にまとめる上での注意事項，３．論理的で正確な報告文の文法と語彙，４．文書作成ソフトの

操作，５．聞き手の興味を喚起するための口頭発表のパフォーマンス，６．情報を正しく引き出すための質疑の方法などを訓練す

る。なお，討論における発言をもって出席と認めるので，積極的な参加が不可欠であることを銘記してほしい。また，高校の世界

史の学習内容を「ドイツ語圏文化概論１」と関連づけるために，最終レポート課題を課す。さらに，秋学期の入門演習 C２a～ｃの

準備として，夏休みの課題を課す。 

 

Students will receive instructions on techniques used to summarize Introduction to Cultures in German Speaking Areas 1, taken 

simultaneously during spring semester, in protocols (records). Students will also receive instructions on oral presentation 

method, foundation of conducting scholarly Q&A, and self-driven learning methods by using reference books. 

In this class, all class members will study specific parts of their textbooks before lesson. Each time, selected members will lead 

discussion and critique about that specific parts. Students will create and submit protocols for one lesson of Introduction to 

Cultures in German Speaking Areas 1. Students will train their abilities in: 1. Methods to take notes during the class; 2. Cautions 

when summarizing lesson details in texts; 3. Theoretically correct grammars and vocabularies in report writing; 4. Methods to 

create documents on their personal computers; 5. Performance during oral presentation to incite interests in others; 6. Methods 

to ask questions to draw out information correctly. In addition, students should bear in mind that expressing their opinions 

during discussion and proactive participation are required for attendance records. Furthermore, reference books will be 

specified for students’ final assignment to connect Introduction to Cultures in German Speaking Areas 1 and lessons learnt in 

high school world history class. In addition, students will receive assignments for summer holiday as preparation for Introductory 

Seminars C2a-c during autumn semester. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 導入 

2. 学生発表（１） 

3. 学生発表（２） 

4. 学生発表（３） 

5. 学生発表（４） 

6. 学生発表（５） 

7. 学生発表（６） 

8. 学生発表（７） 

9. 学生発表（８） 

10. 学生発表（９） 

11. 学生発表（１０） 

12. 学生発表（１１） 

13. 学生発表（１２） 

14. 学生発表（１３） 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 
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担当する文献を読み込み，「ドイツ語圏文化概論１」の講義を理解すること。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

プロトコル作成と口頭発表(40%)/授業への出席と質疑応答への参加度(30%)/最終レポート(Final Report)(30%) 

正当な理由のない欠席 3 回でもって成績評価の対象とならなくなる。 

 

テキスト（Textbooks） 

1. 須澤通・井出万秀、2009、『ドイツ語史』、郁文堂 (ISBN:978-4261072907) 

プロトコル用テクスト：『ドイツ語史』 

口頭発表用テクスト：別表のリスト参照。 

＊須澤・井出『ドイツ語史』はドイツ語圏文化概論１でも使用する。口頭発表用テクストのリストは、4 月のガイダンス時に配布す

る。 

 

参考文献（Readings） 

「ドイツ語圏文化概論１」の講義資料と授業で配布するプロトコル（プリント） 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AN013 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／入門演習 Ｃ１ｃ 

(Introductive Seminars in German Studies C1c) 

担当者名 

（Instructor） 
吉田 治代(YOSHIDA HARUYO) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
GRL1810 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

ドイツ語圏の文学，文化，言語を学ぶための基礎知識を習得しながら，ドイツ文学専修で学習していくのに必要なさまざまな技術

や方法の基本を学ぶ。 

 

Students will learn about foundation of literature, culture, and language in German speaking areas. These will form the basics of 

techniques and methods used in course in German literature. 

 

授業の内容（Course Contents） 

春学期に並行履修する講義科目「ドイツ語圏文化概論 1」のプロトコル（記録）のまとめ方，学術的な概説書（新書）を的確に理解

し，要約する技術，口頭発表の方法，学問的な質疑応答のやり方の基礎，参考書を使用した自主的な学習の方法，レポート作成

法などを指導する。 

授業では毎回指名された担当者がテキスト（新書）の内容についてまとめ、参加者全員で議論・批評を行う。詳細は第 1 回目の

授業で説明する。また「ドイツ語圏文化概論１」の 1 回分の講義内容のプロトコルを作成・提出してもらう。その際，１．講義内容の

ノートの取り方，２．講義内容を文章にまとめる上での注意事項，３．論理的で正確な報告文の文法と語彙，４．文書作成ソフトの

操作，５．聞き手の興味を喚起するための口頭発表のパフォーマンス，６．情報を正しく引き出すための質疑の方法などを訓練す

る。なお，討論における発言をもって出席と認めるので，積極的な参加が不可欠であることを銘記してほしい。また，高校の世界

史の学習内容を「ドイツ語圏文化概論１」と関連づけるために，最終レポート課題を課す。さらに，秋学期の入門演習 C２a～ｃの

準備として，夏休みの課題を課す。 

 

Students will receive instructions on techniques used to summarize Introduction to Cultures in German Speaking Areas 1, taken 

simultaneously during spring semester, in protocols (records). Students will also receive instructions on oral presentation 

method, foundation of conducting scholarly Q&A, and self-driven learning methods by using reference books. 

In this class, all class members will study specific parts of their textbooks before lesson. Each time, selected members will lead 

discussion and critique about that specific parts. Students will create and submit protocols for one lesson of Introduction to 

Cultures in German Speaking Areas 1. Students will train their abilities in: 1. Methods to take notes during the class; 2. Cautions 

when summarizing lesson details in texts; 3. Theoretically correct grammars and vocabularies in report writing; 4. Methods to 

create documents on their personal computers; 5. Performance during oral presentation to incite interests in others; 6. Methods 

to ask questions to draw out information correctly. In addition, students should bear in mind that expressing their opinions 

during discussion and proactive participation are required for attendance records. Furthermore, reference books will be 

specified for students’ final assignment to connect Introduction to Cultures in German Speaking Areas 1 and lessons learnt in 

high school world history class. In addition, students will receive assignments for summer holiday as preparation for Introductory 

Seminars C2a-c during autumn semester. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 導入 

2. 学生発表（１） 

3. 学生発表（２） 

4. 学生発表（３） 

5. 学生発表（４） 

6. 学生発表（５） 

7. 学生発表（６） 

8. 学生発表（７） 

9. 学生発表（８） 

10. 学生発表（９） 

11. 学生発表（１０） 

12. 学生発表（１１） 

13. 学生発表（１２） 

14. 学生発表（１３） 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 
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担当する文献を読み込み，「ドイツ語圏文化概論１」の講義を理解すること。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

プロトコル作成と口頭発表(40%)/授業への出席と質疑応答への参加度(30%)/最終レポート(Final Report)(30%) 

正当な理由のない欠席 3 回でもって成績評価の対象とならなくなる。 

 

テキスト（Textbooks） 

1. 須澤通・井出万秀、2009、『ドイツ語史』、郁文堂 (ISBN:978-4261072907) 

プロトコル用テクスト：『ドイツ語史』 

口頭発表用テクスト：別表のリスト参照。 

＊須澤・井出『ドイツ語史』はドイツ語圏文化概論１でも使用する。口頭発表用テクストのリストは、4 月のガイダンス時に配布す

る。 

 

参考文献（Readings） 

「ドイツ語圏文化概論１」の講義資料と授業で配布するプロトコル（プリント） 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AN021 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／入門演習 Ｃ２ａ 

(Introductive Seminars in German Studies C2a) 

担当者名 

（Instructor） 
吉田 治代(YOSHIDA HARUYO) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
GRL1810 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

ドイツ語圏の文学，文化，言語を学ぶための基礎知識を習得しながら，情報収集，口頭発表，レポートや講義記録の作成とともに

討論の訓練もする。 

 

Students will learn about foundation of literature, culture, and language in German speaking areas. At the same time, students 

will receive trainings in information gathering, oral presentation, reporting, creation of lesson records, and discussion. 

 

授業の内容（Course Contents） 

春学期と同じく，毎回指名された担当者がテキスト（新書）の内容についてまとめ、参加者全員で議論・批評を行う。また「ドイツ語

圏文化概論 2」の 1 回分の講義内容のプロトコルを作成・提出してもらう。これと並行して，自分自身が興味をもっているドイツ語

圏の文学，文化，言語についてテーマを設定，それに関する情報を収集・整理し，学期末には各人がレポートを作成して提出。テ

ーマの設定については，春学期の講義「ドイツ語圏文化概論 1」や秋学期の「ドイツ語圏文化概論 2」などで学んだこと，授業で使

用するテキストなどが参考になる。なお，討論における発言をもって出席と認めるので，積極的な参加が不可欠であることを銘記

してほしい。 

夏休みの課題については，春学期の入門演習 C1 で課題図書リストとともに指示がある。 

 

Same as spring semester, all class members will study specific parts of their textbooks before lesson. Each time, selected 

members will lead discussion and critique about that specific parts. Students will create and submit protocols for one lesson of 

Introduction to Cultures in German Speaking Areas 2. At the same time, students will find themes about German literature, 

culture, and language they are interested in. Students will then gather and organize information about these subjects, before 

submitting their individual reports at the end of semester. To find their themes, students will refer to contents and textbooks 

used in the following lessons : Introduction to Cultures in German Speaking Areas 1, Introduction to Cultures in German 

Speaking Areas (the spring semester,) or Introduction to Cultures in German Speaking Areas 2 (the fall semester). In addition, 

students should bear in mind that expressing their opinions during discussion and proactive participation are required for 

attendance records. 

During spring semester Introductory Seminars C1, students will receive a list of reading materials and instructions for their 

summer holiday assignment. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 導入 

2. 学生発表（１） 

3. 学生発表（２） 

4. 学生発表（３） 

5. 学生発表（４） 

6. 学生発表（５） 

7. 学生発表（６） 

8. 学生発表（７） 

9. 学生発表（８） 

10. 学生発表（９） 

11. 学生発表（１０） 

12. 学生発表（１１） 

13. 学生発表（１２） 

14. 学生発表（１３） 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

担当する文献を読み込み，「ドイツ語圏文化概論 2」の講義を理解すること。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

口頭発表・プロトコル(40%)/授業への積極的参加(30%)/最終レポート(Final Report)(30%) 

正当な理由のない欠席 3 回でもって成績評価の対象とならなくなる。 
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テキスト（Textbooks） 

詳細は授業内に説明する。 

 

参考文献（Readings） 

詳細は授業内に説明する。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AN022 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／入門演習 Ｃ２ｂ 

(Introductive Seminars in German Studies C2b) 

担当者名 

（Instructor） 
宮崎 麻子(MIYAZAKI ASAKO) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
GRL1810 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

ドイツ語圏の文学，文化，言語を学ぶための基礎知識を習得しながら，情報収集，口頭発表，レポートや講義記録の作成とともに

討論の訓練もする。 

 

Students will learn about foundation of literature, culture, and language in German speaking areas. At the same time, students 

will receive trainings in information gathering, oral presentation, reporting, creation of lesson records, and discussion. 

 

授業の内容（Course Contents） 

春学期と同じく，毎回指名された担当者がテキスト（新書）の内容についてまとめ、参加者全員で議論・批評を行う。また「ドイツ語

圏文化概論 2」の 1 回分の講義内容のプロトコルを作成・提出してもらう。これと並行して，自分自身が興味をもっているドイツ語

圏の文学，文化，言語についてテーマを設定，それに関する情報を収集・整理し，学期末には各人がレポートを作成して提出。テ

ーマの設定については，春学期の講義「ドイツ語圏文化概論 1」や秋学期の「ドイツ語圏文化概論 2」などで学んだこと，授業で使

用するテキストなどが参考になる。なお，討論における発言をもって出席と認めるので，積極的な参加が不可欠であることを銘記

してほしい。 

夏休みの課題については，春学期の入門演習 C1 で課題図書リストとともに指示がある。 

 

Same as spring semester, all class members will study specific parts of their textbooks before lesson. Each time, selected 

members will lead discussion and critique about that specific parts. Students will create and submit protocols for one lesson of 

Introduction to Cultures in German Speaking Areas 2. At the same time, students will find themes about German literature, 

culture, and language they are interested in. Students will then gather and organize information about these subjects, before 

submitting their individual reports at the end of semester. To find their themes, students will refer to contents and textbooks 

used in the following lessons : Introduction to Cultures in German Speaking Areas 1, Introduction to Cultures in German 

Speaking Areas (the spring semester,) or Introduction to Cultures in German Speaking Areas 2 (the fall semester). In addition, 

students should bear in mind that expressing their opinions during discussion and proactive participation are required for 

attendance records. 

During spring semester Introductory Seminars C1, students will receive a list of reading materials and instructions for their 

summer holiday assignment. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 導入 

2. 学生発表（１） 

3. 学生発表（２） 

4. 学生発表（３） 

5. 学生発表（４） 

6. 学生発表（５） 

7. 学生発表（６） 

8. 学生発表（７） 

9. 学生発表（８） 

10. 学生発表（９） 

11. 学生発表（１０） 

12. 学生発表（１１） 

13. 学生発表（１２） 

14. 学生発表（１３） 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

担当する文献を読み込み，「ドイツ語圏文化概論 2」の講義を理解すること。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

口頭発表・プロトコル(40%)/授業への積極的参加(30%)/最終レポート(Final Report)(30%) 

正当な理由のない欠席 3 回でもって成績評価の対象とならなくなる。 
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テキスト（Textbooks） 

詳細は授業内に説明する。 

 

参考文献（Readings） 

詳細は授業内に説明する。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AN023 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／入門演習 Ｃ２ｃ 

(Introductive Seminars in German Studies C2c) 

担当者名 

（Instructor） 
古矢 晋一(FURUYA SHINICHI) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
GRL1810 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

ドイツ語圏の文学，文化，言語を学ぶための基礎知識を習得しながら，情報収集，口頭発表，レポートや講義記録の作成とともに

討論の訓練もする。 

 

Students will learn about foundation of literature, culture, and language in German speaking areas. At the same time, students 

will receive trainings in information gathering, oral presentation, reporting, creation of lesson records, and discussion. 

 

授業の内容（Course Contents） 

春学期と同じく，毎回指名された担当者がテキスト（新書）の内容についてまとめ、参加者全員で議論・批評を行う。また「ドイツ語

圏文化概論 2」の 1 回分の講義内容のプロトコルを作成・提出してもらう。これと並行して，自分自身が興味をもっているドイツ語

圏の文学，文化，言語についてテーマを設定，それに関する情報を収集・整理し，学期末には各人がレポートを作成して提出。テ

ーマの設定については，春学期の講義「ドイツ語圏文化概論 1」や秋学期の「ドイツ語圏文化概論 2」などで学んだこと，授業で使

用するテキストなどが参考になる。なお，討論における発言をもって出席と認めるので，積極的な参加が不可欠であることを銘記

してほしい。 

夏休みの課題については，春学期の入門演習 C1 で課題図書リストとともに指示がある。 

 

Same as spring semester, all class members will study specific parts of their textbooks before lesson. Each time, selected 

members will lead discussion and critique about that specific parts. Students will create and submit protocols for one lesson of 

Introduction to Cultures in German Speaking Areas 2. At the same time, students will find themes about German literature, 

culture, and language they are interested in. Students will then gather and organize information about these subjects, before 

submitting their individual reports at the end of semester. To find their themes, students will refer to contents and textbooks 

used in the following lessons : Introduction to Cultures in German Speaking Areas 1, Introduction to Cultures in German 

Speaking Areas (the spring semester,) or Introduction to Cultures in German Speaking Areas 2 (the fall semester). In addition, 

students should bear in mind that expressing their opinions during discussion and proactive participation are required for 

attendance records. 

During spring semester Introductory Seminars C1, students will receive a list of reading materials and instructions for their 

summer holiday assignment. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 導入 

2. 学生発表（１） 

3. 学生発表（２） 

4. 学生発表（３） 

5. 学生発表（４） 

6. 学生発表（５） 

7. 学生発表（６） 

8. 学生発表（７） 

9. 学生発表（８） 

10. 学生発表（９） 

11. 学生発表（１０） 

12. 学生発表（１１） 

13. 学生発表（１２） 

14. 学生発表（１３） 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

担当する文献を読み込み，「ドイツ語圏文化概論 2」の講義を理解すること。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

口頭発表・プロトコル(40%)/授業への積極的参加(30%)/最終レポート(Final Report)(30%) 

正当な理由のない欠席 3 回でもって成績評価の対象とならなくなる。 
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テキスト（Textbooks） 

詳細は授業内に説明する。 

 

参考文献（Readings） 

詳細は授業内に説明する。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AN031 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／ドイツ語基礎演習 １ａ 

(Preliminary Seminars in German 1a) 

担当者名 

（Instructor） 
ケルン，Ｄ．Ｓ．(KERN,DANIEL S.) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
GRL2812 

言語 

（Language） 

日英以外(Other than 

Japanese or English) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

全学共通カリキュラムのドイツ語集中コースを引き継ぎ，ネイティヴ・スピーカー教員のもとでドイツ語のアクティヴな運用能力をト

レーニングする。 

 

Following German intensive course in university-wide curriculum, students will practice their German language proactively under 

native German professors. 

 

授業の内容（Course Contents） 

全学共通カリキュラムのドイツ語集中コースで１年次に学んだ studio [21] A1.2 を継続（第 9 課～12 課），により会話能力を訓練

する。文法や講読の詳細は「ドイツ語基礎演習３」をはじめとする他の科目にゆずって，ここではドイツ語を学んで実際に使う喜び

が体験できるように心がけたい。１年次に学習したトピックに加えて，各課のテーマはさらに広がりを見せる。これにゲームを交え

た復習も加わるだろう。各テーマについて学び考えながらドイツ語の運用をトレーニングしているうちに，形容詞の格語尾変化，現

在完了，接続法，前置詞，副文などをどんどん使えるようになるのだから，楽しさは格別のはずだ。異文化に対する好奇心を武器

に積極的に学習しよう。なお，「ドイツ語基礎演習１」と「ドイツ語基礎演習２」は，ａ, ｂ, ｃのクラスごとに同一教員が担当し，あわ

せて週２回開講の科目に相当するので，別々に履修することはできない。 

 

Continuing studio [21] A1.2 (the 9th to 12th chapter) learnt from German intensive course in university-wide curriculum in year 

1, students will further practice their conversational skill. Students will learn grammars and reading skills in detail in Preliminary 

Seminars in German 3 and in other subjects. Students will practice and enjoy what they have learnt here. In addition to topics 

learnt in year 1, each class will cover wider range of subjects. Game-review hybrid will be added too. Students will learn about 

various subjects while practicing using their German. Students will rejoice in their progress in adjective declension, present 

perfect tense, subjunctive, preposition, Nebensatz, and many others. Students will capitalize on their curiosity about other 

cultures and learn enthusiastically. Furthermore, the same professor will teach class (a, b, and c) of Preliminary Seminars in 

German 1 and 2. In total there will be 2 classes each week so students cannot take these classes separately. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. studio [21] A1.2 第 9 課 

2. studio [21] A1.2 第 9 課 

3. studio [21] A1.2 第 9 課 

4. 中間小テスト 

5. studio [21] A1.2 第 10 課 

6. studio [21] A1.2 第 10 課 

7. studio [21] A1.2 第 10 課 

8. 中間小テスト２ 

9. studio [21] A1.2 第 11 課 

10. studio [21] A1.2 第 11 課 

11. studio [21] A1.2 第 11 課 

12. studio [21] A1.2 第 12 課 

13. studio [21] A1.2 第 12 課 

14. 中間小テスト３ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

復習と予習 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

授業への参加状況(50%)/毎時間のディクテーションなどの小テスト(50%) 

正当な理由のない欠席 2 回でもって成績評価の対象とならなくなる。 

 

テキスト（Textbooks） 

1. 2014. studio [21] A1. 2. Cornelsen (ISBN:978-3-06-520532-0) 
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テキストは一年次に購入済 

 

参考文献（Readings） 

中島悠爾・平尾浩三・朝倉巧『必携 ドイツ文法総まとめ』（白水社 2003 税込 1,680 円）（１年次に購入済） 

井出万秀他『専門コースへのドイツ語文法』（朝日出版 2010 2800 円＋税） 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AN032 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／ドイツ語基礎演習 １ｂ 

(Preliminary Seminars in German 1b) 

担当者名 

（Instructor） 
ムレンス ゴリ(MUELENZ-GOLI K.) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
GRL2812 

言語 

（Language） 

日英以外(Other than 

Japanese or English) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

全学共通カリキュラムのドイツ語集中コースを引き継ぎ，ネイティヴ・スピーカー教員のもとでドイツ語のアクティヴな運用能力をト

レーニングする。 

 

Following German intensive course in university-wide curriculum, students will practice their German language proactively under 

native German professors. 

 

授業の内容（Course Contents） 

全学共通カリキュラムのドイツ語集中コースで１年次に学んだ studio [21] A1.2 を継続（第 9 課～12 課），により会話能力を訓練

する。文法や講読の詳細は「ドイツ語基礎演習３」をはじめとする他の科目にゆずって，ここではドイツ語を学んで実際に使う喜び

が体験できるように心がけたい。１年次に学習したトピックに加えて，各課のテーマはさらに広がりを見せる。これにゲームを交え

た復習も加わるだろう。各テーマについて学び考えながらドイツ語の運用をトレーニングしているうちに，形容詞の格語尾変化，現

在完了，接続法，前置詞，副文などをどんどん使えるようになるのだから，楽しさは格別のはずだ。異文化に対する好奇心を武器

に積極的に学習しよう。なお，「ドイツ語基礎演習１」と「ドイツ語基礎演習２」は，ａ, ｂ, ｃのクラスごとに同一教員が担当し，あわ

せて週２回開講の科目に相当するので，別々に履修することはできない。 

 

Continuing studio [21] A1.2 (the 9th to 12th chapter) learnt from German intensive course in university-wide curriculum in year 

1, students will further practice their conversational skill. Students will learn grammars and reading skills in detail in Preliminary 

Seminars in German 3 and in other subjects. Students will practice and enjoy what they have learnt here. In addition to topics 

learnt in year 1, each class will cover wider range of subjects. Game-review hybrid will be added too. Students will learn about 

various subjects while practicing using their German. Students will rejoice in their progress in adjective declension, present 

perfect tense, subjunctive, preposition, Nebensatz, and many others. Students will capitalize on their curiosity about other 

cultures and learn enthusiastically. Furthermore, the same professor will teach class (a, b, and c) of Preliminary Seminars in 

German 1 and 2. In total there will be 2 classes each week so students cannot take these classes separately. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. studio [21] A1.2 第 9 課 

2. studio [21] A1.2 第 9 課 

3. studio [21] A1.2 第 9 課 

4. 中間小テスト 

5. studio [21] A1.2 第 10 課 

6. studio [21] A1.2 第 10 課 

7. studio [21] A1.2 第 10 課 

8. 中間小テスト２ 

9. studio [21] A1.2 第 11 課 

10. studio [21] A1.2 第 11 課 

11. studio [21] A1.2 第 11 課 

12. studio [21] A1.2 第 12 課 

13. studio [21] A1.2 第 12 課 

14. 中間小テスト３ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

復習と予習 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

授業への参加状況(50%)/毎時間のディクテーションなどの小テスト(50%) 

正当な理由のない欠席 2 回でもって成績評価の対象とならなくなる。 

 

テキスト（Textbooks） 

1. 2014. studio [21] A1. 2. Cornelsen (ISBN:978-3-06-520532-0) 
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テキストは一年次に購入済 

 

参考文献（Readings） 

中島悠爾・平尾浩三・朝倉巧『必携 ドイツ文法総まとめ』（白水社 2003 税込 1,680 円）（１年次に購入済） 

井出万秀他『専門コースへのドイツ語文法』（朝日出版 2010 2800 円＋税） 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AN033 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／ドイツ語基礎演習 １ｃ 

(Preliminary Seminars in German 1c) 

担当者名 

（Instructor） 
ムレンス ゴリ(MUELENZ-GOLI K.) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
GRL2812 

言語 

（Language） 

日英以外(Other than 

Japanese or English) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

全学共通カリキュラムのドイツ語集中コースを引き継ぎ，ネイティヴ・スピーカー教員のもとでドイツ語のアクティヴな運用能力をト

レーニングする。 

 

Following German intensive course in university-wide curriculum, students will practice their German language proactively under 

native German professors. 

 

授業の内容（Course Contents） 

全学共通カリキュラムのドイツ語集中コースで１年次に学んだ studio [21] A1.2 を継続（第 9 課～12 課），により会話能力を訓練

する。文法や講読の詳細は「ドイツ語基礎演習３」をはじめとする他の科目にゆずって，ここではドイツ語を学んで実際に使う喜び

が体験できるように心がけたい。１年次に学習したトピックに加えて，各課のテーマはさらに広がりを見せる。これにゲームを交え

た復習も加わるだろう。各テーマについて学び考えながらドイツ語の運用をトレーニングしているうちに，形容詞の格語尾変化，現

在完了，接続法，前置詞，副文などをどんどん使えるようになるのだから，楽しさは格別のはずだ。異文化に対する好奇心を武器

に積極的に学習しよう。なお，「ドイツ語基礎演習１」と「ドイツ語基礎演習２」は，ａ, ｂ, ｃのクラスごとに同一教員が担当し，あわ

せて週２回開講の科目に相当するので，別々に履修することはできない。 

 

Continuing studio [21] A1.2 (the 9th to 12th chapter) learnt from German intensive course in university-wide curriculum in year 

1, students will further practice their conversational skill. Students will learn grammars and reading skills in detail in Preliminary 

Seminars in German 3 and in other subjects. Students will practice and enjoy what they have learnt here. In addition to topics 

learnt in year 1, each class will cover wider range of subjects. Game-review hybrid will be added too. Students will learn about 

various subjects while practicing using their German. Students will rejoice in their progress in adjective declension, present 

perfect tense, subjunctive, preposition, Nebensatz, and many others. Students will capitalize on their curiosity about other 

cultures and learn enthusiastically. Furthermore, the same professor will teach class (a, b, and c) of Preliminary Seminars in 

German 1 and 2. In total there will be 2 classes each week so students cannot take these classes separately. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. studio [21] A1.2 第 9 課 

2. studio [21] A1.2 第 9 課 

3. studio [21] A1.2 第 9 課 

4. 中間小テスト 

5. studio [21] A1.2 第 10 課 

6. studio [21] A1.2 第 10 課 

7. studio [21] A1.2 第 10 課 

8. 中間小テスト２ 

9. studio [21] A1.2 第 11 課 

10. studio [21] A1.2 第 11 課 

11. studio [21] A1.2 第 11 課 

12. studio [21] A1.2 第 12 課 

13. studio [21] A1.2 第 12 課 

14. 中間小テスト３ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

復習と予習 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

授業への参加状況(50%)/毎時間のディクテーションなどの小テスト(50%) 

正当な理由のない欠席 2 回でもって成績評価の対象とならなくなる。 

 

テキスト（Textbooks） 

1. 2014. studio [21] A1. 2. Cornelsen (ISBN:978-3-06-520532-0) 
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テキストは一年次に購入済 

 

参考文献（Readings） 

中島悠爾・平尾浩三・朝倉巧『必携 ドイツ文法総まとめ』（白水社 2003 税込 1,680 円）（１年次に購入済） 

井出万秀他『専門コースへのドイツ語文法』（朝日出版 2010 2800 円＋税） 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AN041 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／ドイツ語基礎演習 ２ａ 

(Preliminary Seminars in German 2a) 

担当者名 

（Instructor） 
ケルン，Ｄ．Ｓ．(KERN,DANIEL S.) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
GRL2812 

言語 

（Language） 

日英以外(Other than 

Japanese or English) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

全学共通カリキュラムのドイツ語集中コースを引き継ぎ，ネイティヴ・スピーカー教員のもとでドイツ語のアクティヴな運用能力をト

レーニングする。 

 

Following German intensive course in university-wide curriculum, students will practice their German language proactively under 

native German professors. 

 

授業の内容（Course Contents） 

全学共通カリキュラムのドイツ語集中コースで１年次に学んだ studio [21] A1.2 を継続（第 9 課～12 課），により会話能力を訓練

する。文法や講読の詳細は「ドイツ語基礎演習３」をはじめとする他の科目にゆずって，ここではドイツ語を学んで実際に使う喜び

が体験できるように心がけたい。１年次に学習したトピックに加えて，各課のテーマはさらに広がりを見せる。これにゲームを交え

た復習も加わるだろう。各テーマについて学び考えながらドイツ語の運用をトレーニングしているうちに，形容詞の格語尾変化，現

在完了，接続法，前置詞，副文などをどんどん使えるようになるのだから，楽しさは格別のはずだ。異文化に対する好奇心を武器

に積極的に学習しよう。なお，「ドイツ語基礎演習１」と「ドイツ語基礎演習２」は，ａ, ｂ, ｃのクラスごとに同一教員が担当し，あわ

せて週２回開講の科目に相当するので，別々に履修することはできない。 

 

Continuing studio [21] A1.2 (the 9th to 12th chapter) learnt from German intensive course in university-wide curriculum in year 

1, students will further practice their conversational skill. Students will learn grammars and reading skills in detail in Preliminary 

Seminars in German 3 and in other subjects. Students will practice and enjoy what they have learnt here. In addition to topics 

learnt in year 1, each class will cover wider range of subjects. Game-review hybrid will be added too. Students will learn about 

various subjects while practicing using their German. Students will rejoice in their progress in adjective declension, present 

perfect tense, subjunctive, preposition, Nebensatz, and many others. Students will capitalize on their curiosity about other 

cultures and learn enthusiastically. Furthermore, the same professor will teach class (a, b, and c) of Preliminary Seminars in 

German 1 and 2. In total there will be 2 classes each week so students cannot take these classes separately. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. studio [21] A1.2 第 9 課 

2. studio [21] A1.2 第 9 課 

3. studio [21] A1.2 第 9 課 

4. 中間小テスト 

5. studio [21] A1.2 第 10 課 

6. studio [21] A1.2 第 10 課 

7. studio [21] A1.2 第 10 課 

8. 中間小テスト２ 

9. studio [21] A1.2 第 11 課 

10. studio [21] A1.2 第 11 課 

11. studio [21] A1.2 第 11 課 

12. studio [21] A1.2 第 12 課 

13. studio [21] A1.2 第 12 課 

14. 中間小テスト３ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

復習と予習 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

授業への参加状況(50%)/毎時間のディクテーションなどの小テスト(50%) 

正当な理由のない欠席 2 回でもって成績評価の対象とならなくなる。 

 

テキスト（Textbooks） 

1. 2014. studio [21] A1. 2. Cornelsen (ISBN:978-3-06-520532-0) 
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テキストは一年次に購入済 

 

参考文献（Readings） 

中島悠爾・平尾浩三・朝倉巧『必携 ドイツ文法総まとめ』（白水社 2003 税込 1,680 円）（１年次に購入済） 

井出万秀他『専門コースへのドイツ語文法』（朝日出版 2010 2800 円＋税） 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AN042 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／ドイツ語基礎演習 ２ｂ 

(Preliminary Seminars in German 2b) 

担当者名 

（Instructor） 
ムレンス ゴリ(MUELENZ-GOLI K.) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
GRL2812 

言語 

（Language） 

日英以外(Other than 

Japanese or English) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

全学共通カリキュラムのドイツ語集中コースを引き継ぎ，ネイティヴ・スピーカー教員のもとでドイツ語のアクティヴな運用能力をト

レーニングする。 

 

Following German intensive course in university-wide curriculum, students will practice their German language proactively under 

native German professors. 

 

授業の内容（Course Contents） 

全学共通カリキュラムのドイツ語集中コースで１年次に学んだ studio [21] A1.2 を継続（第 9 課～12 課），により会話能力を訓練

する。文法や講読の詳細は「ドイツ語基礎演習３」をはじめとする他の科目にゆずって，ここではドイツ語を学んで実際に使う喜び

が体験できるように心がけたい。１年次に学習したトピックに加えて，各課のテーマはさらに広がりを見せる。これにゲームを交え

た復習も加わるだろう。各テーマについて学び考えながらドイツ語の運用をトレーニングしているうちに，形容詞の格語尾変化，現

在完了，接続法，前置詞，副文などをどんどん使えるようになるのだから，楽しさは格別のはずだ。異文化に対する好奇心を武器

に積極的に学習しよう。なお，「ドイツ語基礎演習１」と「ドイツ語基礎演習２」は，ａ, ｂ, ｃのクラスごとに同一教員が担当し，あわ

せて週２回開講の科目に相当するので，別々に履修することはできない。 

 

Continuing studio [21] A1.2 (the 9th to 12th chapter) learnt from German intensive course in university-wide curriculum in year 

1, students will further practice their conversational skill. Students will learn grammars and reading skills in detail in Preliminary 

Seminars in German 3 and in other subjects. Students will practice and enjoy what they have learnt here. In addition to topics 

learnt in year 1, each class will cover wider range of subjects. Game-review hybrid will be added too. Students will learn about 

various subjects while practicing using their German. Students will rejoice in their progress in adjective declension, present 

perfect tense, subjunctive, preposition, Nebensatz, and many others. Students will capitalize on their curiosity about other 

cultures and learn enthusiastically. Furthermore, the same professor will teach class (a, b, and c) of Preliminary Seminars in 

German 1 and 2. In total there will be 2 classes each week so students cannot take these classes separately. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. studio [21] A1.2 第 9 課 

2. studio [21] A1.2 第 9 課 

3. studio [21] A1.2 第 9 課 

4. 中間小テスト 

5. studio [21] A1.2 第 10 課 

6. studio [21] A1.2 第 10 課 

7. studio [21] A1.2 第 10 課 

8. 中間小テスト２ 

9. studio [21] A1.2 第 11 課 

10. studio [21] A1.2 第 11 課 

11. studio [21] A1.2 第 11 課 

12. studio [21] A1.2 第 12 課 

13. studio [21] A1.2 第 12 課 

14. 中間小テスト３ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

復習と予習 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

授業への参加状況(50%)/毎時間のディクテーションなどの小テスト(50%) 

正当な理由のない欠席 2 回でもって成績評価の対象とならなくなる。 

 

テキスト（Textbooks） 

1. 2014. studio [21] A1. 2. Cornelsen (ISBN:978-3-06-520532-0) 
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テキストは一年次に購入済 

 

参考文献（Readings） 

中島悠爾・平尾浩三・朝倉巧『必携 ドイツ文法総まとめ』（白水社 2003 税込 1,680 円）（１年次に購入済） 

井出万秀他『専門コースへのドイツ語文法』（朝日出版 2010 2800 円＋税） 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AN043 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／ドイツ語基礎演習 ２ｃ 

(Preliminary Seminars in German 2c) 

担当者名 

（Instructor） 
ムレンス ゴリ(MUELENZ-GOLI K.) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
GRL2812 

言語 

（Language） 

日英以外(Other than 

Japanese or English) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

全学共通カリキュラムのドイツ語集中コースを引き継ぎ，ネイティヴ・スピーカー教員のもとでドイツ語のアクティヴな運用能力をト

レーニングする。 

 

Following German intensive course in university-wide curriculum, students will practice their German language proactively under 

native German professors. 

 

授業の内容（Course Contents） 

全学共通カリキュラムのドイツ語集中コースで１年次に学んだ studio [21] A1.2 を継続（第 9 課～12 課），により会話能力を訓練

する。文法や講読の詳細は「ドイツ語基礎演習３」をはじめとする他の科目にゆずって，ここではドイツ語を学んで実際に使う喜び

が体験できるように心がけたい。１年次に学習したトピックに加えて，各課のテーマはさらに広がりを見せる。これにゲームを交え

た復習も加わるだろう。各テーマについて学び考えながらドイツ語の運用をトレーニングしているうちに，形容詞の格語尾変化，現

在完了，接続法，前置詞，副文などをどんどん使えるようになるのだから，楽しさは格別のはずだ。異文化に対する好奇心を武器

に積極的に学習しよう。なお，「ドイツ語基礎演習１」と「ドイツ語基礎演習２」は，ａ, ｂ, ｃのクラスごとに同一教員が担当し，あわ

せて週２回開講の科目に相当するので，別々に履修することはできない。 

 

Continuing studio [21] A1.2 (the 9th to 12th chapter) learnt from German intensive course in university-wide curriculum in year 

1, students will further practice their conversational skill. Students will learn grammars and reading skills in detail in Preliminary 

Seminars in German 3 and in other subjects. Students will practice and enjoy what they have learnt here. In addition to topics 

learnt in year 1, each class will cover wider range of subjects. Game-review hybrid will be added too. Students will learn about 

various subjects while practicing using their German. Students will rejoice in their progress in adjective declension, present 

perfect tense, subjunctive, preposition, Nebensatz, and many others. Students will capitalize on their curiosity about other 

cultures and learn enthusiastically. Furthermore, the same professor will teach class (a, b, and c) of Preliminary Seminars in 

German 1 and 2. In total there will be 2 classes each week so students cannot take these classes separately. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. studio [21] A1.2 第 9 課 

2. studio [21] A1.2 第 9 課 

3. studio [21] A1.2 第 9 課 

4. 中間小テスト 

5. studio [21] A1.2 第 10 課 

6. studio [21] A1.2 第 10 課 

7. studio [21] A1.2 第 10 課 

8. 中間小テスト２ 

9. studio [21] A1.2 第 11 課 

10. studio [21] A1.2 第 11 課 

11. studio [21] A1.2 第 11 課 

12. studio [21] A1.2 第 12 課 

13. studio [21] A1.2 第 12 課 

14. 中間小テスト３ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

復習と予習 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

授業への参加状況(50%)/毎時間のディクテーションなどの小テスト(50%) 

正当な理由のない欠席 2 回でもって成績評価の対象とならなくなる。 

 

テキスト（Textbooks） 

1. 2014. studio [21] A1. 2. Cornelsen (ISBN:978-3-06-520532-0) 
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テキストは一年次に購入済 

 

参考文献（Readings） 

中島悠爾・平尾浩三・朝倉巧『必携 ドイツ文法総まとめ』（白水社 2003 税込 1,680 円）（１年次に購入済） 

井出万秀他『専門コースへのドイツ語文法』（朝日出版 2010 2800 円＋税） 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 

 

 

  



 - 1145 - 

■AN051 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／ドイツ語基礎演習 ３ａ 

(Preliminary Seminars in German 3a) 

担当者名 

（Instructor） 
宮島 章子(MIYAJIMA AYAKO) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
GRL2810 

言語 

（Language） 

日英以外(Other than 

Japanese or English) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

１年次で習得したドイツ語力を踏まえて，ドイツ語の初級文法をマスターし，ドイツ語を読解するために必要な語学力の基礎固め

をする。 

 

Capitalizing on German language skill learnt in year 1, students will master basic German grammars and solidify their language 

skill required to read in German. 

 

授業の内容（Course Contents） 

昨年度のドイツ語入門で学んできた初級文法をふまえ，さまざまなジャンルのテキスト読解と音読の練習をしよう。ドイツ語入門で

使用した教科書は，ポイントとなる文法事項を確認するための座右の銘としよう。 

授業では，これまでに学んだドイツ語の文法規則と単語力をテキスト読解の実践に応用する訓練が中心となる。毎回独文和訳の

課題を提出してもらい，授業の中でポイントを解説し，音読の練習をする。学んだ文法事項がテキストを読む際に活用できるよう

になると，ドイツ語はおもしろくなってくる。基礎語彙とあわせて，文法規則のすべてを暗記しよう。文法規則と基礎単語の暗記こ

そ，ドイツ語をマスターする秘訣だ。 

立教大学ドイツ文学研究室の井出教授が独自に開発したプリント教材は，文法を中心に詳しい注釈がついているので，しっかり

学べば，急速な実力アップは間違いない。みんなでがんばろう。 

 

Following beginner grammars learnt in last year Introductory German, students will read various texts silently and aloud. The key 

point is to check for important grammars found in textbooks of Introductory German. 

This class will focus on training and applying German grammar rules and vocabularies learnt so far in reading documents. 

Students will receive German to Japanese translation assignment each time. Students will explain important points in class and 

practice reading aloud. Students will enjoy German language as they are able to apply grammars they learnt in reading 

documents. Students will learn basic vocabulary and memorize grammar rules simultaneously. Memorizing grammar rules and 

basic vocabularies are the secrets to mastering German language. 

Professor Ide from Rikkyo University German Language Literature Program has developed unique set of printed materials, 

focusing on grammars and complete with detailed explanations. Students will surely be able to master the knowledge and rapidly 

improve their skills. Keep it up! 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 01 Die anderen habens's besser （和訳したものを自己添削して授業後提出） 

03 Kleine Fabel （和訳したものを提出） 

2. 03 Kleine Fabel テキスト解説・自己添削 

05 Sieben Zwerge gruenden einen Verein 和訳の提出 

3. 05 Sieben Zweige gruenden einen Verein テキスト解説・自己添削 

07 Faulpelz oder Lebenskuenstler? 和訳の提出 

4. 07 Faulpelz oder Lebenskuenstler? テキスト解説・自己添削 

09 Zaubern will gelernt sein 和訳の提出 

5. 09 Zaubern will gelernt sein テキスト解説・自己添削 

10 Der Rattenfaenger von Hameln 和訳の提出 

6. 10 Der Rattenfaenger von Hameln テキスト解説・自己添削 

12 Wer kennt die Loesung? 和訳の提出 

7. 12 Wer kennt die Loesung テキスト解説・自己添削 

13 Eine Denknuss 和訳の提出 

8. 13 Eine Denknuss テキスト解説・自己添削 

16 Der toerichte Bock 和訳の提出 

9. 16 Der toerichte Bock テキスト解説・自己添削 

20 Das wirksame Mittel 和訳の提出 

10. 20 Das wirksame Mittel テキスト解説・自己添削 

22 Wirbelstuerme 和訳の提出 

11. 22 Wirbelstuerme テキスト解説・自己添削 
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25 Das Missverstaendnis 和訳の提出 

12. 25 Das Missverstaendnis テキスト解説・自己添削 

30 Fremdenverkehr 和訳の提出 

13. 30 Fremdenverkehr テキスト解説・自己添削 

33 Detusch - eine Fremdsprache fuer Deutsche? 和訳の提出 

14. 33 Deutsch - eine Fremdsprache fuer Deutsche? テキスト解説 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

『Aspekt』「髭麻呂の文法講話」シリーズを読んでおくとよい。 

あらかじめ提出されたテキストを授業時間での解説をもとに自己添削する形式ですすめます。 

初回の授業では２本予習したテキストのうち、最初のものは授業内に解説・添削。もうひとつのテキストは次回の授業で解説・自

己添削になります。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

学期初めに提出する課題(20%)/授業への参加状況（毎回のディクテーション，音読，語彙復習小テスト，随時出される課題）(80%) 

正当な理由のない欠席３回でもって成績評価の対象とならなくなる。 

 

テキスト（Textbooks） 

(1)『専門コースへのドイツ語文法』（ドイツ語入門での教科書） 

(2)テキスト集（１年次に購入済），プリント 

 

参考文献（Readings） 

(3)中島悠爾・平尾浩三・朝倉巧『必携 ドイツ文法総まとめ』（白水社 2003 税込 1,680 円）（１年次に購入済) 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

理解度に応じて進度を調節します。授業のたびに、次回の授業で提出するテキスト和訳がどれになるか確認してください。 

 

注意事項（Notice） 
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■AN052 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／ドイツ語基礎演習 ３ｂ 

(Preliminary Seminars in German 3b) 

担当者名 

（Instructor） 
松原 文(MATSUBARA AYA) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
GRL2810 

言語 

（Language） 

日英以外(Other than 

Japanese or English) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

１年次で習得したドイツ語力を踏まえて，ドイツ語の初級文法をマスターし，ドイツ語を読解するために必要な語学力の基礎固め

をする。 

 

Capitalizing on German language skill learnt in year 1, students will master basic German grammars and solidify their language 

skill required to read in German. 

 

授業の内容（Course Contents） 

昨年度のドイツ語入門で学んできた初級文法をふまえ，さまざまなジャンルのテキスト読解と音読の練習をしよう。ドイツ語入門で

使用した教科書は，ポイントとなる文法事項を確認するための座右の銘としよう。 

授業では，これまでに学んだドイツ語の文法規則と単語力をテキスト読解の実践に応用する訓練が中心となる。毎回独文和訳の

課題を提出してもらい，授業の中でポイントを解説し，音読の練習をする。学んだ文法事項がテキストを読む際に活用できるよう

になると，ドイツ語はおもしろくなってくる。基礎語彙とあわせて，文法規則のすべてを暗記しよう。文法規則と基礎単語の暗記こ

そ，ドイツ語をマスターする秘訣だ。 

立教大学ドイツ文学研究室の井出教授が独自に開発したプリント教材は，文法を中心に詳しい注釈がついているので，しっかり

学べば，急速な実力アップは間違いない。みんなでがんばろう。 

 

Following beginner grammars learnt in last year Introductory German, students will read various texts silently and aloud. The key 

point is to check for important grammars found in textbooks of Introductory German. 

This class will focus on training and applying German grammar rules and vocabularies learnt so far in reading documents. 

Students will receive German to Japanese translation assignment each time. Students will explain important points in class and 

practice reading aloud. Students will enjoy German language as they are able to apply grammars they learnt in reading 

documents. Students will learn basic vocabulary and memorize grammar rules simultaneously. Memorizing grammar rules and 

basic vocabularies are the secrets to mastering German language. 

Professor Ide from Rikkyo University German Language Literature Program has developed unique set of printed materials, 

focusing on grammars and complete with detailed explanations. Students will surely be able to master the knowledge and rapidly 

improve their skills. Keep it up! 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 01 Die anderen habens's besser （和訳したものを自己添削して授業後提出） 

03 Kleine Fabel （和訳したものを提出） 

2. 03 Kleine Fabel テキスト解説・自己添削 

05 Sieben Zwerge gruenden einen Verein 和訳の提出 

3. 05 Sieben Zweige gruenden einen Verein テキスト解説・自己添削 

07 Faulpelz oder Lebenskuenstler? 和訳の提出 

4. 07 Faulpelz oder Lebenskuenstler? テキスト解説・自己添削 

09 Zaubern will gelernt sein 和訳の提出 

5. 09 Zaubern will gelernt sein テキスト解説・自己添削 

10 Der Rattenfaenger von Hameln 和訳の提出 

6. 10 Der Rattenfaenger von Hameln テキスト解説・自己添削 

12 Wer kennt die Loesung? 和訳の提出 

7. 12 Wer kennt die Loesung テキスト解説・自己添削 

13 Eine Denknuss 和訳の提出 

8. 13 Eine Denknuss テキスト解説・自己添削 

16 Der toerichte Bock 和訳の提出 

9. 16 Der toerichte Bock テキスト解説・自己添削 

20 Das wirksame Mittel 和訳の提出 

10. 20 Das wirksame Mittel テキスト解説・自己添削 

22 Wirbelstuerme 和訳の提出 

11. 22 Wirbelstuerme テキスト解説・自己添削 



 - 1148 - 

25 Das Missverstaendnis 和訳の提出 

12. 25 Das Missverstaendnis テキスト解説・自己添削 

30 Fremdenverkehr 和訳の提出 

13. 30 Fremdenverkehr テキスト解説・自己添削 

33 Detusch - eine Fremdsprache fuer Deutsche? 和訳の提出 

14. 33 Deutsch - eine Fremdsprache fuer Deutsche? テキスト解説 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

『Aspekt』「髭麻呂の文法講話」シリーズを読んでおくとよい。 

あらかじめ提出されたテキストを授業時間での解説をもとに自己添削する形式ですすめます。 

初回の授業では２本予習したテキストのうち、最初のものは授業内に解説・添削。もうひとつのテキストは次回の授業で解説・自

己添削になります。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

学期初めに提出する課題(20%)/授業への参加状況（毎回のディクテーション，音読，語彙復習小テスト，随時出される課題）(80%) 

正当な理由のない欠席３回でもって成績評価の対象とならなくなる。 

 

テキスト（Textbooks） 

(1)『専門コースへのドイツ語文法』（ドイツ語入門での教科書） 

(2)テキスト集（１年次に購入済），プリント 

 

参考文献（Readings） 

(3)中島悠爾・平尾浩三・朝倉巧『必携 ドイツ文法総まとめ』（白水社 2003 税込 1,680 円）（１年次に購入済) 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

理解度に応じて進度を調節します。授業のたびに、次回の授業で提出するテキスト和訳がどれになるか確認してください。 

 

注意事項（Notice） 
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■AN053 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／ドイツ語基礎演習 ３ｃ 

(Preliminary Seminars in German 3c) 

担当者名 

（Instructor） 
宮島 章子(MIYAJIMA AYAKO) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
GRL2810 

言語 

（Language） 

日英以外(Other than 

Japanese or English) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

１年次で習得したドイツ語力を踏まえて，ドイツ語の初級文法をマスターし，ドイツ語を読解するために必要な語学力の基礎固め

をする。 

 

Capitalizing on German language skill learnt in year 1, students will master basic German grammars and solidify their language 

skill required to read in German. 

 

授業の内容（Course Contents） 

昨年度のドイツ語入門で学んできた初級文法をふまえ，さまざまなジャンルのテキスト読解と音読の練習をしよう。ドイツ語入門で

使用した教科書は，ポイントとなる文法事項を確認するための座右の銘としよう。 

授業では，これまでに学んだドイツ語の文法規則と単語力をテキスト読解の実践に応用する訓練が中心となる。毎回独文和訳の

課題を提出してもらい，授業の中でポイントを解説し，音読の練習をする。学んだ文法事項がテキストを読む際に活用できるよう

になると，ドイツ語はおもしろくなってくる。基礎語彙とあわせて，文法規則のすべてを暗記しよう。文法規則と基礎単語の暗記こ

そ，ドイツ語をマスターする秘訣だ。 

立教大学ドイツ文学研究室の井出教授が独自に開発したプリント教材は，文法を中心に詳しい注釈がついているので，しっかり

学べば，急速な実力アップは間違いない。みんなでがんばろう。 

 

Following beginner grammars learnt in last year Introductory German, students will read various texts silently and aloud. The key 

point is to check for important grammars found in textbooks of Introductory German. 

This class will focus on training and applying German grammar rules and vocabularies learnt so far in reading documents. 

Students will receive German to Japanese translation assignment each time. Students will explain important points in class and 

practice reading aloud. Students will enjoy German language as they are able to apply grammars they learnt in reading 

documents. Students will learn basic vocabulary and memorize grammar rules simultaneously. Memorizing grammar rules and 

basic vocabularies are the secrets to mastering German language. 

Professor Ide from Rikkyo University German Language Literature Program has developed unique set of printed materials, 

focusing on grammars and complete with detailed explanations. Students will surely be able to master the knowledge and rapidly 

improve their skills. Keep it up! 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 01 Die anderen habens's besser （和訳したものを自己添削して授業後提出） 

03 Kleine Fabel （和訳したものを提出） 

2. 03 Kleine Fabel テキスト解説・自己添削 

05 Sieben Zwerge gruenden einen Verein 和訳の提出 

3. 05 Sieben Zweige gruenden einen Verein テキスト解説・自己添削 

07 Faulpelz oder Lebenskuenstler? 和訳の提出 

4. 07 Faulpelz oder Lebenskuenstler? テキスト解説・自己添削 

09 Zaubern will gelernt sein 和訳の提出 

5. 09 Zaubern will gelernt sein テキスト解説・自己添削 

10 Der Rattenfaenger von Hameln 和訳の提出 

6. 10 Der Rattenfaenger von Hameln テキスト解説・自己添削 

12 Wer kennt die Loesung? 和訳の提出 

7. 12 Wer kennt die Loesung テキスト解説・自己添削 

13 Eine Denknuss 和訳の提出 

8. 13 Eine Denknuss テキスト解説・自己添削 

16 Der toerichte Bock 和訳の提出 

9. 16 Der toerichte Bock テキスト解説・自己添削 

20 Das wirksame Mittel 和訳の提出 

10. 20 Das wirksame Mittel テキスト解説・自己添削 

22 Wirbelstuerme 和訳の提出 

11. 22 Wirbelstuerme テキスト解説・自己添削 
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25 Das Missverstaendnis 和訳の提出 

12. 25 Das Missverstaendnis テキスト解説・自己添削 

30 Fremdenverkehr 和訳の提出 

13. 30 Fremdenverkehr テキスト解説・自己添削 

33 Detusch - eine Fremdsprache fuer Deutsche? 和訳の提出 

14. 33 Deutsch - eine Fremdsprache fuer Deutsche? テキスト解説 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

『Aspekt』「髭麻呂の文法講話」シリーズを読んでおくとよい。 

あらかじめ提出されたテキストを授業時間での解説をもとに自己添削する形式ですすめます。 

初回の授業では２本予習したテキストのうち、最初のものは授業内に解説・添削。もうひとつのテキストは次回の授業で解説・自

己添削になります。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

学期初めに提出する課題(20%)/授業への参加状況（毎回のディクテーション，音読，語彙復習小テスト，随時出される課題）(80%) 

正当な理由のない欠席３回でもって成績評価の対象とならなくなる。 

 

テキスト（Textbooks） 

(1)『専門コースへのドイツ語文法』（ドイツ語入門での教科書） 

(2)テキスト集（１年次に購入済），プリント 

 

参考文献（Readings） 

(3)中島悠爾・平尾浩三・朝倉巧『必携 ドイツ文法総まとめ』（白水社 2003 税込 1,680 円）（１年次に購入済) 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

理解度に応じて進度を調節します。授業のたびに、次回の授業で提出するテキスト和訳がどれになるか確認してください。 

 

注意事項（Notice） 
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■AN061 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／ドイツ語基礎演習 ４ａ 

(Preliminary Seminars in German 4a) 

担当者名 

（Instructor） 
松原 文(MATSUBARA AYA) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
GRL2810 

言語 

（Language） 

日英以外(Other than 

Japanese or English) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

１年次秋学期に学んだ初級文法の知識を確実なものにしながら，副文を重点的に学んで，中級レベルの構文把握力と表現力を

習得しよう。ドイツ語戯曲をグループでプレイすることでコミュニケーションをしてみよう。 

 

Students will reinforce basic grammars they have learnt in autumn semester of year 1. Students will focus on Nebensatz, ability 

to construct phrases at intermediate level and express themselves. The play of a german drama will simulate the real 

communication. 

 

授業の内容（Course Contents） 

ドイツ文の複雑な内容を正確に理解するために，また自分でも高度な内容の「おとな」のドイツ語表現ができるようになるために

も，ドイツ語の構文，特に従属接続詞に導かれた副文（Nebensatz）の構造に関する知識と実践は欠かすことができない。この授

業ではドイツで作成された LL用の教材を用い，dass や weil といった従属接続詞の意味と用い方，主文と副文のコンビネーショ

ン・パターンを，豊富な例文をもとに体系的・網羅的に学びながら，CALL教室での反復練習によってそのパターンを耳と口で覚え

よう。こうした練習を通じて長めの文をひとつのまとまりとして理解し，表現できるようになれば，ドイツ語の理解力が飛躍的に伸

び，速読力も表現力も大幅に強化されること請け合いだ。それぞれの授業の前半では，教員がテキストの例文を文法的に説明す

るので，後半はＣＤを使って，各自例題の反復練習をしよう。毎回欠かさず出席して，副文構造の説明を理解して，積極的に練習

して副文を体得することが，実力アップの鍵だ。 

 

Students will have to correctly understand complex German text and express sophisticated concepts in adult German language 

by themselves. Knowledge and practice of German language structure, particularly Nebensatz led by subordinate conjunction, is 

essential to learn and acquire German language skill. In this class, students will use LL materials in German to learn how to use 

subordinated conjunctions, dass and weil, as well as connection pattern between main clause and Nebensatz. Students will use 

wide variety of examples to learn them systematically and extensively. Through repeated practices at CALL classroom, 

students will use their ears and mouths to memorize these patterns. Through these practices, students will organize and 

understand lengthy texts. As students become able to express these texts, their German comprehension skills will improve 

dramatically. Their speed reading and expression skills are guaranteed to improve drastically too. Professors will explain example 

texts during first half of class and use CD in the second half to repeatedly practice each example. The key to mastering 

Nebensatz is to attend class each time without missing, understand explanations about Nebensatz structure, and actively 

practicing them. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 練習（１） 

2. 練習（２） 

3. 練習（３） 

4. 練習（４） 

5. 練習（５） 

6. 練習（６） 

7. 練習（７） 

8. 練習（８） 

9. 練習（９） 

10. 練習（１０） 

11. 練習（１１） 

12. 練習（1２） 

13. 練習（１３） 

14. 練習（１４） 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

毎回予習をして授業に臨むことが前提です。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 
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授業への参加状況(40%)/毎時間の復習小テスト(60%) 

正当な理由のない欠席 3 回でもって成績評価の対象とならなくなる。 

 

テキスト（Textbooks） 

Zielinski:Grundformen des deutschen Nebensatzes のプリントおよびＣＤ（１年次に購入済） 
 

参考文献（Readings） 

中島悠爾・平尾浩三・朝倉巧『必携 ドイツ文法総まとめ』（白水社 2003 税込 1,680 円）（１年次に購入済) 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

授業計画については若干の変更がありえます。 

 

注意事項（Notice） 
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■AN062 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／ドイツ語基礎演習 ４ｂ 

(Preliminary Seminars in German 4b) 

担当者名 

（Instructor） 
宮島 章子(MIYAJIMA AYAKO) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
GRL2810 

言語 

（Language） 

日英以外(Other than 

Japanese or English) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

１年次秋学期に学んだ初級文法の知識を確実なものにしながら，副文を重点的に学んで，中級レベルの構文把握力と表現力を

習得しよう。ドイツ語戯曲をグループでプレイすることでコミュニケーションをしてみよう。 

 

Students will reinforce basic grammars they have learnt in autumn semester of year 1. Students will focus on Nebensatz, ability 

to construct phrases at intermediate level and express themselves. The play of a german drama will simulate the real 

communication. 

 

授業の内容（Course Contents） 

ドイツ文の複雑な内容を正確に理解するために，また自分でも高度な内容の「おとな」のドイツ語表現ができるようになるために

も，ドイツ語の構文，特に従属接続詞に導かれた副文（Nebensatz）の構造に関する知識と実践は欠かすことができない。この授

業ではドイツで作成された LL用の教材を用い，dass や weil といった従属接続詞の意味と用い方，主文と副文のコンビネーショ

ン・パターンを，豊富な例文をもとに体系的・網羅的に学びながら，CALL教室での反復練習によってそのパターンを耳と口で覚え

よう。こうした練習を通じて長めの文をひとつのまとまりとして理解し，表現できるようになれば，ドイツ語の理解力が飛躍的に伸

び，速読力も表現力も大幅に強化されること請け合いだ。それぞれの授業の前半では，教員がテキストの例文を文法的に説明す

るので，後半はＣＤを使って，各自例題の反復練習をしよう。毎回欠かさず出席して，副文構造の説明を理解して，積極的に練習

して副文を体得することが，実力アップの鍵だ。 

 

Students will have to correctly understand complex German text and express sophisticated concepts in adult German language 

by themselves. Knowledge and practice of German language structure, particularly Nebensatz led by subordinate conjunction, is 

essential to learn and acquire German language skill. In this class, students will use LL materials in German to learn how to use 

subordinated conjunctions, dass and weil, as well as connection pattern between main clause and Nebensatz. Students will use 

wide variety of examples to learn them systematically and extensively. Through repeated practices at CALL classroom, 

students will use their ears and mouths to memorize these patterns. Through these practices, students will organize and 

understand lengthy texts. As students become able to express these texts, their German comprehension skills will improve 

dramatically. Their speed reading and expression skills are guaranteed to improve drastically too. Professors will explain example 

texts during first half of class and use CD in the second half to repeatedly practice each example. The key to mastering 

Nebensatz is to attend class each time without missing, understand explanations about Nebensatz structure, and actively 

practicing them. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 練習（１） 

2. 練習（２） 

3. 練習（３） 

4. 練習（４） 

5. 練習（５） 

6. 練習（６） 

7. 練習（７） 

8. 練習（８） 

9. 練習（９） 

10. 練習（１０） 

11. 練習（１１） 

12. 練習（1２） 

13. 練習（１３） 

14. 練習（１４） 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

毎回予習をして授業に臨むことが前提です。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 
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授業への参加状況(40%)/毎時間の復習小テスト(60%) 

正当な理由のない欠席 3 回でもって成績評価の対象とならなくなる。 

 

テキスト（Textbooks） 

Zielinski:Grundformen des deutschen Nebensatzes のプリントおよびＣＤ（１年次に購入済） 
 

参考文献（Readings） 

中島悠爾・平尾浩三・朝倉巧『必携 ドイツ文法総まとめ』（白水社 2003 税込 1,680 円）（１年次に購入済) 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

授業計画については若干の変更がありえます。 

 

注意事項（Notice） 
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■AN063 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／ドイツ語基礎演習 ４ｃ 

(Preliminary Seminars in German 4c) 

担当者名 

（Instructor） 
古矢 晋一(FURUYA SHINICHI) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
GRL2810 

言語 

（Language） 

日英以外(Other than 

Japanese or English) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

１年次秋学期に学んだ初級文法の知識を確実なものにしながら，副文を重点的に学んで，中級レベルの構文把握力と表現力を

習得しよう。ドイツ語戯曲をグループでプレイすることでコミュニケーションをしてみよう。 

 

Students will reinforce basic grammars they have learnt in autumn semester of year 1. Students will focus on Nebensatz, ability 

to construct phrases at intermediate level and express themselves. The play of a german drama will simulate the real 

communication. 

 

授業の内容（Course Contents） 

ドイツ文の複雑な内容を正確に理解するために，また自分でも高度な内容の「おとな」のドイツ語表現ができるようになるために

も，ドイツ語の構文，特に従属接続詞に導かれた副文（Nebensatz）の構造に関する知識と実践は欠かすことができない。この授

業ではドイツで作成された LL用の教材を用い，dass や weil といった従属接続詞の意味と用い方，主文と副文のコンビネーショ

ン・パターンを，豊富な例文をもとに体系的・網羅的に学びながら，CALL教室での反復練習によってそのパターンを耳と口で覚え

よう。こうした練習を通じて長めの文をひとつのまとまりとして理解し，表現できるようになれば，ドイツ語の理解力が飛躍的に伸

び，速読力も表現力も大幅に強化されること請け合いだ。それぞれの授業の前半では，教員がテキストの例文を文法的に説明す

るので，後半はＣＤを使って，各自例題の反復練習をしよう。毎回欠かさず出席して，副文構造の説明を理解して，積極的に練習

して副文を体得することが，実力アップの鍵だ。 

 

Students will have to correctly understand complex German text and express sophisticated concepts in adult German language 

by themselves. Knowledge and practice of German language structure, particularly Nebensatz led by subordinate conjunction, is 

essential to learn and acquire German language skill. In this class, students will use LL materials in German to learn how to use 

subordinated conjunctions, dass and weil, as well as connection pattern between main clause and Nebensatz. Students will use 

wide variety of examples to learn them systematically and extensively. Through repeated practices at CALL classroom, 

students will use their ears and mouths to memorize these patterns. Through these practices, students will organize and 

understand lengthy texts. As students become able to express these texts, their German comprehension skills will improve 

dramatically. Their speed reading and expression skills are guaranteed to improve drastically too. Professors will explain example 

texts during first half of class and use CD in the second half to repeatedly practice each example. The key to mastering 

Nebensatz is to attend class each time without missing, understand explanations about Nebensatz structure, and actively 

practicing them. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 練習（１） 

2. 練習（２） 

3. 練習（３） 

4. 練習（４） 

5. 練習（５） 

6. 練習（６） 

7. 練習（７） 

8. 練習（８） 

9. 練習（９） 

10. 練習（１０） 

11. 練習（１１） 

12. 練習（1２） 

13. 練習（１３） 

14. 練習（１４） 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

毎回予習をして授業に臨むことが前提です。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 



 - 1156 - 

授業への参加状況(40%)/毎時間の復習小テスト(60%) 

正当な理由のない欠席 3 回でもって成績評価の対象とならなくなる。 

 

テキスト（Textbooks） 

Zielinski:Grundformen des deutschen Nebensatzes のプリントおよびＣＤ（１年次に購入済） 
 

参考文献（Readings） 

中島悠爾・平尾浩三・朝倉巧『必携 ドイツ文法総まとめ』（白水社 2003 税込 1,680 円）（１年次に購入済) 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

授業計画については若干の変更がありえます。 

 

注意事項（Notice） 
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■AN071 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／ドイツ語基礎演習 ５ａ 

(Preliminary Seminars in German 5a) 

担当者名 

（Instructor） 
宮島 章子(MIYAJIMA AYAKO) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
GRL2810 

言語 

（Language） 

日英以外(Other than 

Japanese or English) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

２年次春学期までに学んだドイツ語の知識を確認し，未習の文法事項を補いながら，ドイツ語の読解力を養おう。 

 

Students will recheck their German knowledge learnt up to spring semester of the second year. Students will supplement 

unlearnt grammars and cultivate their German comprehension skill. 

 

授業の内容（Course Contents） 

春学期のドイツ語基礎演習３に引き続き，さまざまなジャンルのまとまった内容の短い文章のアンソロジーを精読し，それによっ

て，文学・語学・文化研究に必要なドイツ語文の理解の仕方を身につけよう。 

毎回の授業は，予習を前提に，独文和訳を提出してもらい，受講者の苦手な点や間違いの多い点についての解説を中心にすす

む。テキストの訳読のみならず，ディクテーション，ネイティヴの朗読を手本としての音読，語形・構文の分析，練習問題などに学

生諸君が主体となって授業を展開していこう。 

春学期同様，中島悠爾他著『必携ドイツ文法総まとめ（改訂版）』（白水社 2003 本体 1,600 円＋税），独和辞典，ドイツ語入門教

科書『専門コースへのドイツ語文法』は必携アイテム。 

 

Following Preliminary Seminars in German 3 of spring semester, students will read carefully about anthology of short articles of 

various genres. Students will acquire comprehension skills necessary to research literature, language, and culture. 

Students will do preliminary study before each class. Students will receive German to Japanese translation assignment in each 

class. The class will advance by focusing on areas where students found difficult or made mistakes frequently. In this class, 

students will play the main roles. They will not only read and interpret texts, but also refer to transcription and oral recital by 

native speakers. Based on these, they will practice oral recital, word form, and sentence construction. 

Same as spring semester, students must carry Handbuch Der Deutschen Grammatik authored by Yuji Nakajima and others 

(revised edition) (Hakusuisha Publishing 2003 at 1,600 yen + tax), German Japanese dictionary, and Introductory German 

textbook Mit Takao und Jürgen durch Würzburg. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 35 Eine Rede ueber die Rede 和訳を用意し、授業時解説をもとに自己添削して提出 

36 Der Mensch und die Sprache 和訳提出 

2. 36 Der Mensch und die Sprache テキスト解説・自己添削 

37 Menschen und Menschenaffen 和訳提出 

3. 37 Menschen und Menschenaffen テキスト解説・自己添削 

43 Alkohol 和訳提出 

4. 43 Alkohol テキスト解説・自己添削 

44 Das Schwaermen der Bienen 和訳提出 

5. 44 Das Schwaermen der Bienen テキスト解説・自己添削 

45 Lesen und Fernsehen 和訳提出 

6. 45 Lesen und Fernsehen テキスト解説・自己添削 

01 Gaehnen 和訳・設問解答提出 

7. 01 Gaehnen テキスト解説・自己添削 

02 Salat 和訳・設問解答提出 

8. 02 Salat テキスト解説・自己添削 

03 Heimat ist das was gesprochen wird 和訳提出 

9. 03 Heimat ist das was gesprochen wird テキスト解説・自己添削 

04 Brille 和訳・設問解説提出 

10. 05 Brille テキスト解説・自己添削 

05 Aber warum werden Hemden andersherum geknoepft als Blusen? 和訳提出 

11. 05 Aber warum werden Hemden andersherum geknoepft als Blusen? テキスト解説・自己添削  06 Das Koennen, nicht 

das Wissen 和訳提出 

12. 06 Das Koennen, nicht das Wissen テキスト解説・自己添削 

07 Die Hoffnung 和訳提出 
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13. 07 Die Hoffnung テキスト解説・自己添削 

08 Der Mensch im Verkehr 和訳提出 

14. 08 Der Mensch im Verkehr テキスト解説・自己添削 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

『Aspekt』の「髭麻呂文法講話」シリーズを読んでおくとドイツ語の理解に役立つ。 

理解度に応じて進度を調節します。学期最初のふたつのテキストがどれになるか、前の学期末に担当教員に確認し、秋学期最

初の授業に臨んでください。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

学期始めに提出する課題(20%)/授業への積極的な参加度，毎回のディクテーション，課題提出，音読・語彙などの復習小テスト

(80%) 

正当な理由のない欠席 3 回でもって成績評価の対象とならなくなる。 

 

テキスト（Textbooks） 

（１）『専門コースへのドイツ語文法』 

（２）１年次に購入済のテキスト集および付属のＣＤ 

（３）プリント 

 

参考文献（Readings） 

中島悠爾・平尾浩三・朝倉巧著『必携ドイツ文法総まとめ（改訂版）』（白水社 2003 本体 1,600 円）（１年次に購入済） 

井出万秀他『専門コースへのドイツ語文法』（1 年次ドイツ語入門教科書） 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

授業の進行形式は基礎演習３と同じです。どのテキストを読むか、受講者と相談の上、ピックアップすることもあり得ます。また授

業計画については若干の変更がありえます。 

 

注意事項（Notice） 
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■AN072 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／ドイツ語基礎演習 ５ｂ 

(Preliminary Seminars in German 5b) 

担当者名 

（Instructor） 
野端 聡美(NOBATA SATOMI) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
GRL2810 

言語 

（Language） 

日英以外(Other than 

Japanese or English) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

２年次春学期までに学んだドイツ語の知識を確認し，未習の文法事項を補いながら，ドイツ語の読解力を養おう。 

 

Students will recheck their German knowledge learnt up to spring semester of the second year. Students will supplement 

unlearnt grammars and cultivate their German comprehension skill. 

 

授業の内容（Course Contents） 

春学期のドイツ語基礎演習３に引き続き，さまざまなジャンルのまとまった内容の短い文章のアンソロジーを精読し，それによっ

て，文学・語学・文化研究に必要なドイツ語文の理解の仕方を身につけよう。 

毎回の授業は，予習を前提に，独文和訳を提出してもらい，受講者の苦手な点や間違いの多い点についての解説を中心にすす

む。テキストの訳読のみならず，ディクテーション，ネイティヴの朗読を手本としての音読，語形・構文の分析，練習問題などに学

生諸君が主体となって授業を展開していこう。 

春学期同様，中島悠爾他著『必携ドイツ文法総まとめ（改訂版）』（白水社 2003 本体 1,600 円＋税），独和辞典，ドイツ語入門教

科書『専門コースへのドイツ語文法』は必携アイテム。 

 

Following Preliminary Seminars in German 3 of spring semester, students will read carefully about anthology of short articles of 

various genres. Students will acquire comprehension skills necessary to research literature, language, and culture. 

Students will do preliminary study before each class. Students will receive German to Japanese translation assignment in each 

class. The class will advance by focusing on areas where students found difficult or made mistakes frequently. In this class, 

students will play the main roles. They will not only read and interpret texts, but also refer to transcription and oral recital by 

native speakers. Based on these, they will practice oral recital, word form, and sentence construction. 

Same as spring semester, students must carry Handbuch Der Deutschen Grammatik authored by Yuji Nakajima and others 

(revised edition) (Hakusuisha Publishing 2003 at 1,600 yen + tax), German Japanese dictionary, and Introductory German 

textbook Mit Takao und Jürgen durch Würzburg. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 35 Eine Rede ueber die Rede 和訳を用意し、授業時解説をもとに自己添削して提出 

36 Der Mensch und die Sprache 和訳提出 

2. 36 Der Mensch und die Sprache テキスト解説・自己添削 

37 Menschen und Menschenaffen 和訳提出 

3. 37 Menschen und Menschenaffen テキスト解説・自己添削 

43 Alkohol 和訳提出 

4. 43 Alkohol テキスト解説・自己添削 

44 Das Schwaermen der Bienen 和訳提出 

5. 44 Das Schwaermen der Bienen テキスト解説・自己添削 

45 Lesen und Fernsehen 和訳提出 

6. 45 Lesen und Fernsehen テキスト解説・自己添削 

01 Gaehnen 和訳・設問解答提出 

7. 01 Gaehnen テキスト解説・自己添削 

02 Salat 和訳・設問解答提出 

8. 02 Salat テキスト解説・自己添削 

03 Heimat ist das was gesprochen wird 和訳提出 

9. 03 Heimat ist das was gesprochen wird テキスト解説・自己添削 

04 Brille 和訳・設問解説提出 

10. 05 Brille テキスト解説・自己添削 

05 Aber warum werden Hemden andersherum geknoepft als Blusen? 和訳提出 

11. 05 Aber warum werden Hemden andersherum geknoepft als Blusen? テキスト解説・自己添削  06 Das Koennen, nicht 

das Wissen 和訳提出 

12. 06 Das Koennen, nicht das Wissen テキスト解説・自己添削 

07 Die Hoffnung 和訳提出 
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13. 07 Die Hoffnung テキスト解説・自己添削 

08 Der Mensch im Verkehr 和訳提出 

14. 08 Der Mensch im Verkehr テキスト解説・自己添削 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

『Aspekt』の「髭麻呂文法講話」シリーズを読んでおくとドイツ語の理解に役立つ。 

理解度に応じて進度を調節します。学期最初のふたつのテキストがどれになるか、前の学期末に担当教員に確認し、秋学期最

初の授業に臨んでください。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

学期始めに提出する課題(20%)/授業への積極的な参加度，毎回のディクテーション，課題提出，音読・語彙などの復習小テスト

(80%) 

正当な理由のない欠席 3 回でもって成績評価の対象とならなくなる。 

 

テキスト（Textbooks） 

（１）『専門コースへのドイツ語文法』 

（２）１年次に購入済のテキスト集および付属のＣＤ 

（３）プリント 

 

参考文献（Readings） 

中島悠爾・平尾浩三・朝倉巧著『必携ドイツ文法総まとめ（改訂版）』（白水社 2003 本体 1,600 円）（１年次に購入済） 

井出万秀他『専門コースへのドイツ語文法』（1 年次ドイツ語入門教科書） 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

授業の進行形式は基礎演習３と同じです。どのテキストを読むか、受講者と相談の上、ピックアップすることもあり得ます。また授

業計画については若干の変更がありえます。 

 

注意事項（Notice） 
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■AN073 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／ドイツ語基礎演習 ５ｃ 

(Preliminary Seminars in German 5c) 

担当者名 

（Instructor） 
飯田 道子(IIDA MICHIKO) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
GRL2810 

言語 

（Language） 

日英以外(Other than 

Japanese or English) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

２年次春学期までに学んだドイツ語の知識を確認し，未習の文法事項を補いながら，ドイツ語の読解力を養おう。 

 

Students will recheck their German knowledge learnt up to spring semester of the second year. Students will supplement 

unlearnt grammars and cultivate their German comprehension skill. 

 

授業の内容（Course Contents） 

春学期のドイツ語基礎演習３に引き続き，さまざまなジャンルのまとまった内容の短い文章のアンソロジーを精読し，それによっ

て，文学・語学・文化研究に必要なドイツ語文の理解の仕方を身につけよう。 

毎回の授業は，予習を前提に，独文和訳を提出してもらい，受講者の苦手な点や間違いの多い点についての解説を中心にすす

む。テキストの訳読のみならず，ディクテーション，ネイティヴの朗読を手本としての音読，語形・構文の分析，練習問題などに学

生諸君が主体となって授業を展開していこう。 

春学期同様，中島悠爾他著『必携ドイツ文法総まとめ（改訂版）』（白水社 2003 本体 1,600 円＋税），独和辞典，ドイツ語入門教

科書『専門コースへのドイツ語文法』は必携アイテム。 

 

Following Preliminary Seminars in German 3 of spring semester, students will read carefully about anthology of short articles of 

various genres. Students will acquire comprehension skills necessary to research literature, language, and culture. 

Students will do preliminary study before each class. Students will receive German to Japanese translation assignment in each 

class. The class will advance by focusing on areas where students found difficult or made mistakes frequently. In this class, 

students will play the main roles. They will not only read and interpret texts, but also refer to transcription and oral recital by 

native speakers. Based on these, they will practice oral recital, word form, and sentence construction. 

Same as spring semester, students must carry Handbuch Der Deutschen Grammatik authored by Yuji Nakajima and others 

(revised edition) (Hakusuisha Publishing 2003 at 1,600 yen + tax), German Japanese dictionary, and Introductory German 

textbook Mit Takao und Jürgen durch Würzburg. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 35 Eine Rede ueber die Rede 和訳を用意し、授業時解説をもとに自己添削して提出 

36 Der Mensch und die Sprache 和訳提出 

2. 36 Der Mensch und die Sprache テキスト解説・自己添削 

37 Menschen und Menschenaffen 和訳提出 

3. 37 Menschen und Menschenaffen テキスト解説・自己添削 

43 Alkohol 和訳提出 

4. 43 Alkohol テキスト解説・自己添削 

44 Das Schwaermen der Bienen 和訳提出 

5. 44 Das Schwaermen der Bienen テキスト解説・自己添削 

45 Lesen und Fernsehen 和訳提出 

6. 45 Lesen und Fernsehen テキスト解説・自己添削 

01 Gaehnen 和訳・設問解答提出 

7. 01 Gaehnen テキスト解説・自己添削 

02 Salat 和訳・設問解答提出 

8. 02 Salat テキスト解説・自己添削 

03 Heimat ist das was gesprochen wird 和訳提出 

9. 03 Heimat ist das was gesprochen wird テキスト解説・自己添削 

04 Brille 和訳・設問解説提出 

10. 05 Brille テキスト解説・自己添削 

05 Aber warum werden Hemden andersherum geknoepft als Blusen? 和訳提出 

11. 05 Aber warum werden Hemden andersherum geknoepft als Blusen? テキスト解説・自己添削  06 Das Koennen, nicht 

das Wissen 和訳提出 

12. 06 Das Koennen, nicht das Wissen テキスト解説・自己添削 

07 Die Hoffnung 和訳提出 
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13. 07 Die Hoffnung テキスト解説・自己添削 

08 Der Mensch im Verkehr 和訳提出 

14. 08 Der Mensch im Verkehr テキスト解説・自己添削 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

『Aspekt』の「髭麻呂文法講話」シリーズを読んでおくとドイツ語の理解に役立つ。 

理解度に応じて進度を調節します。学期最初のふたつのテキストがどれになるか、前の学期末に担当教員に確認し、秋学期最

初の授業に臨んでください。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

学期始めに提出する課題(20%)/授業への積極的な参加度，毎回のディクテーション，課題提出，音読・語彙などの復習小テスト

(80%) 

正当な理由のない欠席 3 回でもって成績評価の対象とならなくなる。 

 

テキスト（Textbooks） 

（１）『専門コースへのドイツ語文法』 

（２）１年次に購入済のテキスト集および付属のＣＤ 

（３）プリント 

 

参考文献（Readings） 

中島悠爾・平尾浩三・朝倉巧著『必携ドイツ文法総まとめ（改訂版）』（白水社 2003 本体 1,600 円）（１年次に購入済） 

井出万秀他『専門コースへのドイツ語文法』（1 年次ドイツ語入門教科書） 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

授業の進行形式は基礎演習３と同じです。どのテキストを読むか、受講者と相談の上、ピックアップすることもあり得ます。また授

業計画については若干の変更がありえます。 

 

注意事項（Notice） 
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■AN081 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／ドイツ語入門 １ａ 

(Introductory German 1a) 

担当者名 

（Instructor） 
宮崎 麻子(MIYAZAKI ASAKO) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
GRL1810 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

独文専攻で必要になるドイツ語文法・読解スキルの基礎を習得しよう。 

 

Students will learn foundational German grammatical and reading skills required to major in German language. 

 

授業の内容（Course Contents） 

教科書に沿って，ドイツ語を読解する際に必要となる基礎的な文法事項を学ぼう。習う事柄は「読解」だけではなく，日常の会話で

も基本となる重要なものばかりだ。授業では，ドイツ語をできるだけ多く自分で口にして，音からドイツ語の語感をマスターしよう。 

教科書のダイアログを登場人物になりきって演じてみるのもおもしろい。外国語はお芝居できると上手になるものだ。 

また，文法口頭練習ドリルと追加の問題集を使って，自宅でも勉強して，習ったことを確実にしていこう。できるようになればドイツ

語は楽しい。Deutsch macht Spass!だ。 

春学期にすすむ目標は第８課をおわらせることだ。そうすれば過去のことだってはなせるようになる。 

 

Students will follow textbooks and learn foundational grammars required to read in German. Students will not only learn to read 

but also basic important knowledge used in daily conversations. During the class students are encouraged to read out loud in 

German and experience German language with voice to master it. 

It is interesting too to take up roles of characters from textbooks and read their dialogs. Students will improve their foreign 

language skill greatly if they can act in that language. 

In addition, students will use oral grammar practices and additional quizzes to study at home to ensure complete mastery. 

Students will enjoy German language as they become better at it. Deutsch macht Spass! 

The goal of this class in spring semester is to complete the 8th chapter of the textbook. By achieving the goal, students will be 

able to narrate past events. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 第１課 

2. 第１課 

3. 第２課 

4. 第２課 

5. 第３課 

6. 第４課 

7. 中間小テスト 

8. 第５課 

9. 第６課 

10. 第６課 

11. 第７課 

12. 第７課 

13. 第８課 

14. 最終小テスト 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

『Aspekt』の「髭麻呂文法講話」シリーズを読んでおくとよい。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

毎回の小テスト(30%)/中間・最終小テスト(30%)/課題練習問題(20%)/テキスト音読(20%) 

正当な理由のない欠席が２回になると成績評価の対象とならなくなる。 

 

テキスト（Textbooks） 

1. 井出万秀、2022、『専門コースへのドイツ語文法』、朝日出版 (ISBN:978-4-255-25337-4) 

2. 朝倉他、2003、『ドイツ文法総まとめ』、白水社 (ISBN:978-4560004920) 

『専門コースへのドイツ語文法』（第２版；朝日出版 2,940 円）『ドイツ文法総まとめ（改訂版）』（白水社 2003 本体 1,600 円）（ガ



 - 1164 - 

イダンス時に購入済），『文法口頭練習ドリル』（ガイダンス時に配布） 

 

参考文献（Readings） 

必要に応じて別途指示 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

夏休みの課題の提出が秋学期ドイツ語入門の成績評価のための前提となる。 

 

注意事項（Notice） 
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■AN082 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／ドイツ語入門 １ｂ 

(Introductory German 1b) 

担当者名 

（Instructor） 
松原 文(MATSUBARA AYA) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
GRL1810 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

独文専攻で必要になるドイツ語文法・読解スキルの基礎を習得しよう。 

 

Students will learn foundational German grammatical and reading skills required to major in German language. 

 

授業の内容（Course Contents） 

教科書に沿って，ドイツ語を読解する際に必要となる基礎的な文法事項を学ぼう。習う事柄は「読解」だけではなく，日常の会話で

も基本となる重要なものばかりだ。授業では，ドイツ語をできるだけ多く自分で口にして，音からドイツ語の語感をマスターしよう。 

教科書のダイアログを登場人物になりきって演じてみるのもおもしろい。外国語はお芝居できると上手になるものだ。 

また，文法口頭練習ドリルと追加の問題集を使って，自宅でも勉強して，習ったことを確実にしていこう。できるようになればドイツ

語は楽しい。Deutsch macht Spass!だ。 

春学期にすすむ目標は第８課をおわらせることだ。そうすれば過去のことだってはなせるようになる。 

 

Students will follow textbooks and learn foundational grammars required to read in German. Students will not only learn to read 

but also basic important knowledge used in daily conversations. During the class students are encouraged to read out loud in 

German and experience German language with voice to master it. 

It is interesting too to take up roles of characters from textbooks and read their dialogs. Students will improve their foreign 

language skill greatly if they can act in that language. 

In addition, students will use oral grammar practices and additional quizzes to study at home to ensure complete mastery. 

Students will enjoy German language as they become better at it. Deutsch macht Spass! 

The goal of this class in spring semester is to complete the 8th chapter of the textbook. By achieving the goal, students will be 

able to narrate past events. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 第１課 

2. 第１課 

3. 第２課 

4. 第２課 

5. 第３課 

6. 第４課 

7. 中間小テスト 

8. 第５課 

9. 第６課 

10. 第６課 

11. 第７課 

12. 第７課 

13. 第８課 

14. 最終小テスト 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

『Aspekt』の「髭麻呂文法講話」シリーズを読んでおくとよい。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

毎回の小テスト(30%)/中間・最終小テスト(30%)/課題練習問題(20%)/テキスト音読(20%) 

正当な理由のない欠席が２回になると成績評価の対象とならなくなる。 

 

テキスト（Textbooks） 

1. 井出万秀、2022、『専門コースへのドイツ語文法』、朝日出版 (ISBN:978-4-255-25337-4) 

2. 朝倉他、2003、『ドイツ文法総まとめ』、白水社 (ISBN:978-4560004920) 

『専門コースへのドイツ語文法』（第２版；朝日出版 2,940 円）『ドイツ文法総まとめ（改訂版）』（白水社 2003 本体 1,600 円）（ガ



 - 1166 - 

イダンス時に購入済），『文法口頭練習ドリル』（ガイダンス時に配布） 

 

参考文献（Readings） 

必要に応じて別途指示 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

夏休みの課題の提出が秋学期ドイツ語入門の成績評価のための前提となる。 

 

注意事項（Notice） 
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■AN083 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／ドイツ語入門 １ｃ 

(Introductory German 1c) 

担当者名 

（Instructor） 
宮島 章子(MIYAJIMA AYAKO) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
GRL1810 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

独文専攻で必要になるドイツ語文法・読解スキルの基礎を習得しよう。 

 

Students will learn foundational German grammatical and reading skills required to major in German language. 

 

授業の内容（Course Contents） 

教科書に沿って，ドイツ語を読解する際に必要となる基礎的な文法事項を学ぼう。習う事柄は「読解」だけではなく，日常の会話で

も基本となる重要なものばかりだ。授業では，ドイツ語をできるだけ多く自分で口にして，音からドイツ語の語感をマスターしよう。 

教科書のダイアログを登場人物になりきって演じてみるのもおもしろい。外国語はお芝居できると上手になるものだ。 

また，文法口頭練習ドリルと追加の問題集を使って，自宅でも勉強して，習ったことを確実にしていこう。できるようになればドイツ

語は楽しい。Deutsch macht Spass!だ。 

春学期にすすむ目標は第８課をおわらせることだ。そうすれば過去のことだってはなせるようになる。 

 

Students will follow textbooks and learn foundational grammars required to read in German. Students will not only learn to read 

but also basic important knowledge used in daily conversations. During the class students are encouraged to read out loud in 

German and experience German language with voice to master it. 

It is interesting too to take up roles of characters from textbooks and read their dialogs. Students will improve their foreign 

language skill greatly if they can act in that language. 

In addition, students will use oral grammar practices and additional quizzes to study at home to ensure complete mastery. 

Students will enjoy German language as they become better at it. Deutsch macht Spass! 

The goal of this class in spring semester is to complete the 8th chapter of the textbook. By achieving the goal, students will be 

able to narrate past events. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 第１課 

2. 第１課 

3. 第２課 

4. 第２課 

5. 第３課 

6. 第４課 

7. 中間小テスト 

8. 第５課 

9. 第６課 

10. 第６課 

11. 第７課 

12. 第７課 

13. 第８課 

14. 最終小テスト 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

『Aspekt』の「髭麻呂文法講話」シリーズを読んでおくとよい。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

毎回の小テスト(30%)/中間・最終小テスト(30%)/課題練習問題(20%)/テキスト音読(20%) 

正当な理由のない欠席が２回になると成績評価の対象とならなくなる。 

 

テキスト（Textbooks） 

1. 井出万秀、2022、『専門コースへのドイツ語文法』、朝日出版 (ISBN:978-4-255-25337-4) 

2. 朝倉他、2003、『ドイツ文法総まとめ』、白水社 (ISBN:978-4560004920) 

『専門コースへのドイツ語文法』（第２版；朝日出版 2,940 円）『ドイツ文法総まとめ（改訂版）』（白水社 2003 本体 1,600 円）（ガ



 - 1168 - 

イダンス時に購入済），『文法口頭練習ドリル』（ガイダンス時に配布） 

 

参考文献（Readings） 

必要に応じて別途指示 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

夏休みの課題の提出が秋学期ドイツ語入門の成績評価のための前提となる。 

 

注意事項（Notice） 
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■AN084 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／ドイツ語入門 ２ａ 

(Introductory German 2a) 

担当者名 

（Instructor） 
宮崎 麻子(MIYAZAKI ASAKO) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
GRL1810 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

独文専攻で必要になるドイツ語文法・読解スキルの基礎を習得しよう。 

 

Students will learn foundational German grammatical and reading skills required to major in German language. 

 

授業の内容（Course Contents） 

教科書に沿って，ドイツ語を読解する際に必要となる基礎的な文法事項を学ぼう。習う事柄は「読解」だけではなく，日常の会話で

も基本となる重要なものばかりだ。授業では，ドイツ語をできるだけ多く自分で口にして，音からドイツ語の語感をマスターしよう。 

教科書のダイアログを登場人物になりきって演じてみるのもおもしろい。外国語はお芝居できると上手になるものだ。 

また，文法口頭練習ドリルと追加の問題集を使って，自宅でも勉強して，習ったことを確実にしていこう。できるようになればドイツ

語は楽しい。Deutsch macht Spass!だ。 

春学期にすすむ目標は第８課をおわらせることだ。そうすれば過去のことだってはなせるようになる。 

 

Students will follow textbooks and learn foundational grammars required to read in German. Students will not only learn to read 

but also basic important knowledge used in daily conversations. During the class students are encouraged to read out loud in 

German and experience German language with voice to master it. 

It is interesting too to take up roles of characters from textbooks and read their dialogs. Students will improve their foreign 

language skill greatly if they can act in that language. 

In addition, students will use oral grammar practices and additional quizzes to study at home to ensure complete mastery. 

Students will enjoy German language as they become better at it. Deutsch macht Spass! 

The goal of this class in spring semester is to complete the 8th chapter of the textbook. By achieving the goal, students will be 

able to narrate past events. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 第１課 

2. 第１課 

3. 第２課 

4. 第２課 

5. 第３課 

6. 第４課 

7. 中間小テスト 

8. 第５課 

9. 第６課 

10. 第６課 

11. 第７課 

12. 第７課 

13. 第８課 

14. 最終小テスト 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

『Aspekt』の「髭麻呂文法講話」シリーズを読んでおくとよい。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

毎回の小テスト(30%)/中間・最終小テスト(30%)/課題練習問題(20%)/テキスト音読(20%) 

正当な理由のない欠席が２回になると成績評価の対象とならなくなる。 

 

テキスト（Textbooks） 

1. 井出万秀、2022、『専門コースへのドイツ語文法』、朝日出版 (ISBN:978-4-255-25337-4) 

2. 朝倉他、2003、『ドイツ文法総まとめ』、白水社 (ISBN:978-4560004920) 

『専門コースへのドイツ語文法』（第２版；朝日出版 2,940 円）『ドイツ文法総まとめ（改訂版）』（白水社 2003 本体 1,600 円）（ガ



 - 1170 - 

イダンス時に購入済），『文法口頭練習ドリル』（ガイダンス時に配布済） 

 

参考文献（Readings） 

必要に応じて別途指示 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

夏休みの課題の提出が秋学期ドイツ語入門の成績評価のための前提となる。 

 

注意事項（Notice） 
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■AN085 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／ドイツ語入門 ２ｂ 

(Introductory German 2b) 

担当者名 

（Instructor） 
松原 文(MATSUBARA AYA) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
GRL1810 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

独文専攻で必要になるドイツ語文法・読解スキルの基礎を習得しよう。 

 

Students will learn foundational German grammatical and reading skills required to major in German language. 

 

授業の内容（Course Contents） 

教科書に沿って，ドイツ語を読解する際に必要となる基礎的な文法事項を学ぼう。習う事柄は「読解」だけではなく，日常の会話で

も基本となる重要なものばかりだ。授業では，ドイツ語をできるだけ多く自分で口にして，音からドイツ語の語感をマスターしよう。 

教科書のダイアログを登場人物になりきって演じてみるのもおもしろい。外国語はお芝居できると上手になるものだ。 

また，文法口頭練習ドリルと追加の問題集を使って，自宅でも勉強して，習ったことを確実にしていこう。できるようになればドイツ

語は楽しい。Deutsch macht Spass!だ。 

春学期にすすむ目標は第８課をおわらせることだ。そうすれば過去のことだってはなせるようになる。 

 

Students will follow textbooks and learn foundational grammars required to read in German. Students will not only learn to read 

but also basic important knowledge used in daily conversations. During the class students are encouraged to read out loud in 

German and experience German language with voice to master it. 

It is interesting too to take up roles of characters from textbooks and read their dialogs. Students will improve their foreign 

language skill greatly if they can act in that language. 

In addition, students will use oral grammar practices and additional quizzes to study at home to ensure complete mastery. 

Students will enjoy German language as they become better at it. Deutsch macht Spass! 

The goal of this class in spring semester is to complete the 8th chapter of the textbook. By achieving the goal, students will be 

able to narrate past events. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 第１課 

2. 第１課 

3. 第２課 

4. 第２課 

5. 第３課 

6. 第４課 

7. 中間小テスト 

8. 第５課 

9. 第６課 

10. 第６課 

11. 第７課 

12. 第７課 

13. 第８課 

14. 最終小テスト 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

『Aspekt』の「髭麻呂文法講話」シリーズを読んでおくとよい。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

毎回の小テスト(30%)/中間・最終小テスト(30%)/課題練習問題(20%)/テキスト音読(20%) 

正当な理由のない欠席が２回になると成績評価の対象とならなくなる。 

 

テキスト（Textbooks） 

1. 井出万秀、2022、『専門コースへのドイツ語文法』、朝日出版 (ISBN:978-4-255-25337-4) 

2. 朝倉他、2003、『ドイツ文法総まとめ』、白水社 (ISBN:978-4560004920) 

『専門コースへのドイツ語文法』（第２版；朝日出版 2,940 円）『ドイツ文法総まとめ（改訂版）』（白水社 2003 本体 1,600 円）（ガ



 - 1172 - 

イダンス時に購入済），『文法口頭練習ドリル』（ガイダンス時に配布済） 

 

参考文献（Readings） 

必要に応じて別途指示 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

夏休みの課題の提出が秋学期ドイツ語入門の成績評価のための前提となる。 

 

注意事項（Notice） 
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■AN086 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／ドイツ語入門 ２ｃ 

(Introductory German 2c) 

担当者名 

（Instructor） 
宮島 章子(MIYAJIMA AYAKO) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
GRL1810 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

独文専攻で必要になるドイツ語文法・読解スキルの基礎を習得しよう。 

 

Students will learn foundational German grammatical and reading skills required to major in German language. 

 

授業の内容（Course Contents） 

教科書に沿って，ドイツ語を読解する際に必要となる基礎的な文法事項を学ぼう。習う事柄は「読解」だけではなく，日常の会話で

も基本となる重要なものばかりだ。授業では，ドイツ語をできるだけ多く自分で口にして，音からドイツ語の語感をマスターしよう。 

教科書のダイアログを登場人物になりきって演じてみるのもおもしろい。外国語はお芝居できると上手になるものだ。 

また，文法口頭練習ドリルと追加の問題集を使って，自宅でも勉強して，習ったことを確実にしていこう。できるようになればドイツ

語は楽しい。Deutsch macht Spass!だ。 

春学期にすすむ目標は第８課をおわらせることだ。そうすれば過去のことだってはなせるようになる。 

 

Students will follow textbooks and learn foundational grammars required to read in German. Students will not only learn to read 

but also basic important knowledge used in daily conversations. During the class students are encouraged to read out loud in 

German and experience German language with voice to master it. 

It is interesting too to take up roles of characters from textbooks and read their dialogs. Students will improve their foreign 

language skill greatly if they can act in that language. 

In addition, students will use oral grammar practices and additional quizzes to study at home to ensure complete mastery. 

Students will enjoy German language as they become better at it. Deutsch macht Spass! 

The goal of this class in spring semester is to complete the 8th chapter of the textbook. By achieving the goal, students will be 

able to narrate past events. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 第１課 

2. 第１課 

3. 第２課 

4. 第２課 

5. 第３課 

6. 第４課 

7. 中間小テスト 

8. 第５課 

9. 第６課 

10. 第６課 

11. 第７課 

12. 第７課 

13. 第８課 

14. 最終小テスト 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

『Aspekt』の「髭麻呂文法講話」シリーズを読んでおくとよい。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

毎回の小テスト(30%)/中間・最終小テスト(30%)/課題練習問題(20%)/テキスト音読(20%) 

正当な理由のない欠席が２回になると成績評価の対象とならなくなる。 

 

テキスト（Textbooks） 

1. 井出万秀、2022、『専門コースへのドイツ語文法』、朝日出版 (ISBN:978-4-255-25337-4) 

2. 朝倉他、2003、『ドイツ文法総まとめ』、白水社 (ISBN:978-4560004920) 

『専門コースへのドイツ語文法』（第２版；朝日出版 2,940 円）『ドイツ文法総まとめ（改訂版）』（白水社 2003 本体 1,600 円）（ガ
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イダンス時に購入済），『文法口頭練習ドリル』（ガイダンス時に配布済） 

 

参考文献（Readings） 

必要に応じて別途指示 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

夏休みの課題の提出が秋学期ドイツ語入門の成績評価のための前提となる。 

 

注意事項（Notice） 
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■AN087 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／ドイツ語入門 ３ａ 

(Introductory German 3a) 

担当者名 

（Instructor） 
松原 文(MATSUBARA AYA) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
GRL1810 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

春学期に引き続き，独文専攻で必要になるドイツ語文法・読解スキルの基礎を習得しよう。 

 

Following spring semester, students will learn foundational German grammatical and reading skills required to major in German 

language. 

 

授業の内容（Course Contents） 

春学期に引き続き，教科書に沿って，ドイツ語を読解する際に必要となる基礎的な文法事項を学ぼう。秋学期は第９課から教科

書のおわりまで。秋学期がおわればドイツ語で大事な文法事項はほとんどマスターだ。 

習う事柄は「読解」だけではなく，日常の会話でも基本となる重要なものばかり。授業では，ドイツ語をできるだけ多く自分で口にし

て，音からドイツ語の語感をマスターしよう。 

文法口頭練習ドリルと追加の問題集を使って，自宅でも勉強して，習ったことを確実にしていこう。できるようになればドイツ語は

楽しい。Deutsch macht noch mehr Spass!だ。 

 

Following spring semester, students will follow textbooks and learn foundational grammars required to read in German. Autumn 

semester will focus on the 9th chapter to end of textbook. Students will have mastered most of the important grammars in 

German after autumn semester. 

Students will not only learn to read but also basic important knowledge used in daily conversations. During the class students 

are encouraged to read out loud in German and experience German language with voice to master it. 

Students will use oral grammar practices and additional quizzes to study at home to ensure complete mastery. Students will 

enjoy German language as they become better at it. Deutsch macht noch mehr Spass! 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 第８課 

2. 第８課 

3. 第９課 

4. 第９課 

5. 第１０課 

6. 第１０課 

7. 第１１課 

8. 第１１課 

9. 第１２課 

10. 第１２課 

11. 第１３課 

12. 第１３課 

13. テキスト読解 

14. テキスト読解 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

『Aspekt』の「髭麻呂文法講話」シリーズを読んでおくとよい。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

学期始めに提出する課題(20%)/毎回の小テスト（ディクテーションなど）、練習問題、テキスト音読(80%) 

正当な理由のない欠席が２回になると成績評価の対象とならない。 

 

テキスト（Textbooks） 

1. 井出万秀、2022、『専門コースへのドイツ語文法』、朝日出版 

2. 朝倉他、2003、『ドイツ文法総まとめ』、白水社 

『専門コースへのドイツ語文法』（第２版；朝日出版 2940 円），『ドイツ文法総まとめ（改訂版）』（白水社 2003 本体 1,600 円）（ガ

イダンス時に購入済），『文法口頭練習ドリル』（ガイダンス時に配布済） 
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参考文献（Readings） 

必要に応じて別途指示 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AN088 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／ドイツ語入門 ３ｂ 

(Introductory German 3b) 

担当者名 

（Instructor） 
宮島 章子(MIYAJIMA AYAKO) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
GRL1810 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

春学期に引き続き，独文専攻で必要になるドイツ語文法・読解スキルの基礎を習得しよう。 

 

Following spring semester, students will learn foundational German grammatical and reading skills required to major in German 

language. 

 

授業の内容（Course Contents） 

春学期に引き続き，教科書に沿って，ドイツ語を読解する際に必要となる基礎的な文法事項を学ぼう。秋学期は第９課から教科

書のおわりまで。秋学期がおわればドイツ語で大事な文法事項はほとんどマスターだ。 

習う事柄は「読解」だけではなく，日常の会話でも基本となる重要なものばかり。授業では，ドイツ語をできるだけ多く自分で口にし

て，音からドイツ語の語感をマスターしよう。 

文法口頭練習ドリルと追加の問題集を使って，自宅でも勉強して，習ったことを確実にしていこう。できるようになればドイツ語は

楽しい。Deutsch macht noch mehr Spass!だ。 

 

Following spring semester, students will follow textbooks and learn foundational grammars required to read in German. Autumn 

semester will focus on the 9th chapter to end of textbook. Students will have mastered most of the important grammars in 

German after autumn semester. 

Students will not only learn to read but also basic important knowledge used in daily conversations. During the class students 

are encouraged to read out loud in German and experience German language with voice to master it. 

Students will use oral grammar practices and additional quizzes to study at home to ensure complete mastery. Students will 

enjoy German language as they become better at it. Deutsch macht noch mehr Spass! 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 第８課 

2. 第８課 

3. 第９課 

4. 第９課 

5. 第１０課 

6. 第１０課 

7. 第１１課 

8. 第１１課 

9. 第１２課 

10. 第１２課 

11. 第１３課 

12. 第１３課 

13. テキスト読解 

14. テキスト読解 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

『Aspekt』の「髭麻呂文法講話」シリーズを読んでおくとよい。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

学期始めに提出する課題(20%)/毎回の小テスト（ディクテーションなど）、練習問題、テキスト音読(80%) 

正当な理由のない欠席が２回になると成績評価の対象とならない。 

 

テキスト（Textbooks） 

1. 井出万秀、2022、『専門コースへのドイツ語文法』、朝日出版 

2. 朝倉他、2003、『ドイツ文法総まとめ』、白水社 

『専門コースへのドイツ語文法』（第２版；朝日出版 2940 円），『ドイツ文法総まとめ（改訂版）』（白水社 2003 本体 1,600 円）（ガ

イダンス時に購入済），『文法口頭練習ドリル』（ガイダンス時に配布済） 
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参考文献（Readings） 

必要に応じて別途指示 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AN089 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／ドイツ語入門 ３ｃ 

(Introductory German 3c) 

担当者名 

（Instructor） 
井出 万秀(IDE MANSHU) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
GRL1810 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

春学期に引き続き，独文専攻で必要になるドイツ語文法・読解スキルの基礎を習得しよう。 

 

Following spring semester, students will learn foundational German grammatical and reading skills required to major in German 

language. 

 

授業の内容（Course Contents） 

春学期に引き続き，教科書に沿って，ドイツ語を読解する際に必要となる基礎的な文法事項を学ぼう。秋学期は第９課から教科

書のおわりまで。秋学期がおわればドイツ語で大事な文法事項はほとんどマスターだ。 

習う事柄は「読解」だけではなく，日常の会話でも基本となる重要なものばかり。授業では，ドイツ語をできるだけ多く自分で口にし

て，音からドイツ語の語感をマスターしよう。 

文法口頭練習ドリルと追加の問題集を使って，自宅でも勉強して，習ったことを確実にしていこう。できるようになればドイツ語は

楽しい。Deutsch macht noch mehr Spass!だ。 

 

Following spring semester, students will follow textbooks and learn foundational grammars required to read in German. Autumn 

semester will focus on the 9th chapter to end of textbook. Students will have mastered most of the important grammars in 

German after autumn semester. 

Students will not only learn to read but also basic important knowledge used in daily conversations. During the class students 

are encouraged to read out loud in German and experience German language with voice to master it. 

Students will use oral grammar practices and additional quizzes to study at home to ensure complete mastery. Students will 

enjoy German language as they become better at it. Deutsch macht noch mehr Spass! 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 第８課 

2. 第８課 

3. 第９課 

4. 第９課 

5. 第１０課 

6. 第１０課 

7. 第１１課 

8. 第１１課 

9. 第１２課 

10. 第１２課 

11. 第１３課 

12. 第１３課 

13. テキスト読解 

14. テキスト読解 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

『Aspekt』の「髭麻呂文法講話」シリーズを読んでおくとよい。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

学期始めに提出する課題(20%)/毎回の小テスト（ディクテーションなど）、練習問題、テキスト音読(80%) 

正当な理由のない欠席が２回になると成績評価の対象とならない。 

 

テキスト（Textbooks） 

1. 井出万秀、2022、『専門コースへのドイツ語文法』、朝日出版 

2. 朝倉他、2003、『ドイツ文法総まとめ』、白水社 

『専門コースへのドイツ語文法』（第２版；朝日出版 2940 円），『ドイツ文法総まとめ（改訂版）』（白水社 2003 本体 1,600 円）（ガ

イダンス時に購入済），『文法口頭練習ドリル』（ガイダンス時に配布済） 
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参考文献（Readings） 

必要に応じて別途指示 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AN090 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／ドイツ語入門 ４ａ 

(Introductory German 4a) 

担当者名 

（Instructor） 
松原 文(MATSUBARA AYA) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
GRL1810 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

春学期に引き続き，独文専攻で必要になるドイツ語文法・読解スキルの基礎を習得しよう。 

 

Following spring semester, students will learn foundational German grammatical and reading skills required to major in German 

language. 

 

授業の内容（Course Contents） 

春学期に引き続き，教科書に沿って，ドイツ語を読解する際に必要となる基礎的な文法事項を学ぼう。秋学期は第９課から教科

書のおわりまで。秋学期がおわればドイツ語で大事な文法事項はほとんどマスターだ。 

習う事柄は「読解」だけではなく，日常の会話でも基本となる重要なものばかり。授業では，ドイツ語をできるだけ多く自分で口にし

て，音からドイツ語の語感をマスターしよう。 

文法口頭練習ドリルと追加の問題集を使って，自宅でも勉強して，習ったことを確実にしていこう。できるようになればドイツ語は

楽しい。Deutsch macht noch mehr Spass!だ。 

 

Following spring semester, students will follow textbooks and learn foundational grammars required to read in German. Autumn 

semester will focus on the 9th chapter to end of textbook. Students will have mastered most of the important grammars in 

German after autumn semester. 

Students will not only learn to read but also basic important knowledge used in daily conversations. During the class students 

are encouraged to read out loud in German and experience German language with voice to master it. 

Students will use oral grammar practices and additional quizzes to study at home to ensure complete mastery. Students will 

enjoy German language as they become better at it. Deutsch macht noch mehr Spass! 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 第８課 

2. 第８課 

3. 第９課 

4. 第９課 

5. 第１０課 

6. 第１０課 

7. 第１１課 

8. 第１１課 

9. 第１２課 

10. 第１２課 

11. 第１３課 

12. 第１３課 

13. テキスト読解 

14. テキスト読解 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

『Aspekt』の「髭麻呂文法講話」シリーズを読んでおくとよい。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

学期始めに提出する課題(20%)/毎回の小テスト（ディクテーションなど）、練習問題、テキスト音読(80%) 

正当な理由のない欠席が２回になると成績評価の対象とならなくなる。 

 

テキスト（Textbooks） 

1. 井出万秀、2022、『専門コースへのドイツ語文法』、朝日出版 

2. 朝倉他、2003、『ドイツ文法総まとめ』、白水社 

『専門コースへのドイツ語文法』（第２版；朝日出版 2940 円），『ドイツ文法総まとめ（改訂版）』（白水社 2003 本体 1,600 円）（ガ

イダンス時に購入済），『文法口頭練習ドリル』（ガイダンス時に配布済） 
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参考文献（Readings） 

必要に応じて別途指示 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AN091 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／ドイツ語入門 ４ｂ 

(Introductory German 4b) 

担当者名 

（Instructor） 
宮島 章子(MIYAJIMA AYAKO) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
GRL1810 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

春学期に引き続き，独文専攻で必要になるドイツ語文法・読解スキルの基礎を習得しよう。 

 

Following spring semester, students will learn foundational German grammatical and reading skills required to major in German 

language. 

 

授業の内容（Course Contents） 

春学期に引き続き，教科書に沿って，ドイツ語を読解する際に必要となる基礎的な文法事項を学ぼう。秋学期は第９課から教科

書のおわりまで。秋学期がおわればドイツ語で大事な文法事項はほとんどマスターだ。 

習う事柄は「読解」だけではなく，日常の会話でも基本となる重要なものばかり。授業では，ドイツ語をできるだけ多く自分で口にし

て，音からドイツ語の語感をマスターしよう。 

文法口頭練習ドリルと追加の問題集を使って，自宅でも勉強して，習ったことを確実にしていこう。できるようになればドイツ語は

楽しい。Deutsch macht noch mehr Spass!だ。 

 

Following spring semester, students will follow textbooks and learn foundational grammars required to read in German. Autumn 

semester will focus on the 9th chapter to end of textbook. Students will have mastered most of the important grammars in 

German after autumn semester. 

Students will not only learn to read but also basic important knowledge used in daily conversations. During the class students 

are encouraged to read out loud in German and experience German language with voice to master it. 

Students will use oral grammar practices and additional quizzes to study at home to ensure complete mastery. Students will 

enjoy German language as they become better at it. Deutsch macht noch mehr Spass! 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 第８課 

2. 第８課 

3. 第９課 

4. 第９課 

5. 第１０課 

6. 第１０課 

7. 第１１課 

8. 第１１課 

9. 第１２課 

10. 第１２課 

11. 第１３課 

12. 第１３課 

13. テキスト読解 

14. テキスト読解 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

『Aspekt』の「髭麻呂文法講話」シリーズを読んでおくとよい。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

学期始めに提出する課題(20%)/毎回の小テスト（ディクテーションなど）、練習問題、テキスト音読(80%) 

正当な理由のない欠席が２回になると成績評価の対象とならなくなる。 

 

テキスト（Textbooks） 

1. 井出万秀、2022、『専門コースへのドイツ語文法』、朝日出版 

2. 朝倉他、2003、『ドイツ文法総まとめ』、白水社 

『専門コースへのドイツ語文法』（第２版；朝日出版 2940 円），『ドイツ文法総まとめ（改訂版）』（白水社 2003 本体 1,600 円）（ガ

イダンス時に購入済），『文法口頭練習ドリル』（ガイダンス時に配布済） 
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参考文献（Readings） 

必要に応じて別途指示 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AN092 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／ドイツ語入門 ４ｃ 

(Introductory German 4c) 

担当者名 

（Instructor） 
井出 万秀(IDE MANSHU) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
GRL1810 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

春学期に引き続き，独文専攻で必要になるドイツ語文法・読解スキルの基礎を習得しよう。 

 

Following spring semester, students will learn foundational German grammatical and reading skills required to major in German 

language. 

 

授業の内容（Course Contents） 

春学期に引き続き，教科書に沿って，ドイツ語を読解する際に必要となる基礎的な文法事項を学ぼう。秋学期は第９課から教科

書のおわりまで。秋学期がおわればドイツ語で大事な文法事項はほとんどマスターだ。 

習う事柄は「読解」だけではなく，日常の会話でも基本となる重要なものばかり。授業では，ドイツ語をできるだけ多く自分で口にし

て，音からドイツ語の語感をマスターしよう。 

文法口頭練習ドリルと追加の問題集を使って，自宅でも勉強して，習ったことを確実にしていこう。できるようになればドイツ語は

楽しい。Deutsch macht noch mehr Spass!だ。 

 

Following spring semester, students will follow textbooks and learn foundational grammars required to read in German. Autumn 

semester will focus on the 9th chapter to end of textbook. Students will have mastered most of the important grammars in 

German after autumn semester. 

Students will not only learn to read but also basic important knowledge used in daily conversations. During the class students 

are encouraged to read out loud in German and experience German language with voice to master it. 

Students will use oral grammar practices and additional quizzes to study at home to ensure complete mastery. Students will 

enjoy German language as they become better at it. Deutsch macht noch mehr Spass! 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 第８課 

2. 第８課 

3. 第９課 

4. 第９課 

5. 第１０課 

6. 第１０課 

7. 第１１課 

8. 第１１課 

9. 第１２課 

10. 第１２課 

11. 第１３課 

12. 第１３課 

13. テキスト読解 

14. テキスト読解 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

『Aspekt』の「髭麻呂文法講話」シリーズを読んでおくとよい。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

学期始めに提出する課題(20%)/毎回の小テスト（ディクテーションなど）、練習問題、テキスト音読(80%) 

正当な理由のない欠席が２回になると成績評価の対象とならなくなる。 

 

テキスト（Textbooks） 

1. 井出万秀、2022、『専門コースへのドイツ語文法』、朝日出版 

2. 朝倉他、2003、『ドイツ文法総まとめ』、白水社 

『専門コースへのドイツ語文法』（第２版；朝日出版 2940 円），『ドイツ文法総まとめ（改訂版）』（白水社 2003 本体 1,600 円）（ガ

イダンス時に購入済），『文法口頭練習ドリル』（ガイダンス時に配布済） 
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参考文献（Readings） 

必要に応じて別途指示 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AN101 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

その他／演習 Ｃ１ 

(Seminars C1) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
現代ドイツ語圏文化・ジェンダー文化 

担当者名 

（Instructor） 
宮崎 麻子(MIYAZAKI ASAKO) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
GRL3810 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
2021 年度まで「演習 C1（日独比較文化）」 

 

授業の目標（Course Objectives） 

ドイツ語圏を対象とする文学研究・文化研究に入門し、各自の卒論へとつながるテーマを探す。参加者との討論をおこないなが

ら、資料調査・口頭発表・執筆へと進んでいく。 

 

Students will major German literature and cultural studies, search their own research topic to write graduation thesis. They will 

research materials, have presentations, discuss about their topics with the participants and write their thesis at last. 

 

授業の内容（Course Contents） 

個別発表あるいはグループ発表を行い、参加者全員で討論する。 

ジェンダー研究の入門書を最初に共通テクストとして読む。 

学生の個人発表は、第 1 回目は文献リストから主要な参照文献を選ぶ。 

2 回目以降の発表は、図書館での探索などを通して自分で選ぶことを勧めていくが、随時教員に相談して参照文献やテーマを選

んでいく。 

 

担当教員の研究上の関心領域は主に下記のとおり。 

1 ジェンダー表象（文学における女性像／男性像、家族・親族をめぐる表現など）、フェミニズム 

2 東ドイツ（ドイツ民主共和国 1949-1990）の文学・映画、東ドイツ崩壊後の問題 

3 歴史的できごとの記憶と想起に関する文学・文化 

ゼミ生の研究テーマはこれに縛られる必要はない。 

 

This course introduces various topics of feminist cultural history. As the starting point, I will distribute the tables of contents of 

three volumes which obtains papers on this field. Each student should choose one of the papers to summarize, to give his/her 

first presentation, and to discuss with other participants. From the second presentation, students should find the material by 

themselves. 

My research interest is especially related to 1.) gender representations, 2.) cultural history of the GDR, especially literature and 

film produced in the GDR and after its collapse, 3.) memory and remembrance of historical events in contemporary German 

literature and other media. 

However, students are not limited to these subjects when choosing their research topics. 

In the discussion, students will moderate and take protocols in turn. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. ガイダンス ：文献調査の方法、発表の形式・コンセプト 

自己紹介 

加藤秀一『はじめてのジェンダー論』についての討論 

2. 弓削尚子『はじめての西洋ジェンダー史入門』についての討論その１ 

3. 図書館探検 7 つのミッション 

4. 弓削尚子『はじめての西洋ジェンダー史入門』についての討論その２ 

5. 自己紹介についてのドイツ語作文 

【独和辞典・必携文法総まとめを持参のこと】（3 年生は昨年度秋学期の練習問題も持参し参考にすること） 

6. 東ドイツ国営映画会社 DEFA制作の映画『白雪姫』視聴・討論 

7. 【提出物 1 弓削尚子の本についての読書＆討論報告書】 

【提出物 2 ドイツ語での自己紹介文の清書版】  

学生発表 

8. 学生発表 

（2 年生は、文献リストから主たる参照文献を選んでそれについて、今学期なるべく全員発表） 

（3 年生は、自由に選んだテーマについて発表を希望する者。ただしそれ以外の場合も応相談） 

9. 学生発表 

10. 学生発表 
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11. 学生発表 

12. 学生発表 

13. 学生発表 

14. 学生発表 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

1 共通で購読する書籍の予習 

2  自己紹介をドイツ語で話す＆書く予習 

3 口頭発表（約 15 分）の準備 

➡ 発表で扱う文献の入手も準備に含まれます：本の購入、図書館でのコピーなど 

➡ 発表資料の作成（パワーポイント、レジュメなど） 

＊興味のあるテーマについては、他の発表者が担当する文献も読み、積極的に議論に参加しましょう 

4 レポート執筆（学年によって締切が異なります） 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

授業への参加度(30%)/口頭発表(40%)/レポート(30%) 

2 年生は口頭発表と期末レポート（7 月）、3 年生は 4 月提出のレポートと討論が重要な成績基準になります。（学年によって多

少、平常点の内訳が変わります。）「授業への参加度」には、提出物（期日・内容）や討論における積極的な発言等が含まれます。 

 

テキスト（Textbooks） 

1. 弓削尚子、2021、『はじめての西洋ジェンダー史』、山川出版社 

2. シュティフター、2011、『ブリギッタ・森の泉』・他一篇、岩波書店 

弓削尚子の本は春休み課題として指示したものですのでなるべく早く入手してください。 

シュティフターの小説「ブリギッタ」は秋学期の共通読書で用いる予定です。夏休み中に読めるよう、春学期のうちに入手してくだ

さい。 

 

参考文献（Readings） 

1. 森山至貴、2020、『10 代から知っておきたい あなたを閉じ込める「ずるい言葉」』、WAVE出版 

2. 森山至貴、2017、『LGBTを読み解く クィア・スタディーズ入門』、ちくま新書 

3. 姫岡とし子、川越修（編）、2009、『ドイツ近現代ジェンダー史入門』、青木書店 

4. 田邊玲子（編）、1994、『ドイツ/女のエクリチュール』、勁草書房 

5. 上野千鶴子・ 田中美由紀 ・ 前みち子、1993、『ドイツの見えない壁 女が問い直す統一 』、岩波書店 

6. ゼバスティアン・ ハイドゥシュケ、2018、『東ドイツ映画―デーファと映画史』山本佳樹(訳)、鳥影社 

7. 瀬地山角、2020、『炎上 CMでよみとくジェンダー論』、光文社 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

四本裕子「ニューロセクシズムとは何か？「脳の男女差」に潜むわな」 

（2021 年 12 月 8 日公開 日経 WOMAN 掲載記事） 

https://woman.nikkei.com/atcl/cons/050800007/111600068/ 

★ 

四本裕子「「男性脳」「女性脳」に根拠はあるか 性差より個人差」 

（2022 年 6 月 3 日公開 日経 WOMAN 掲載記事） 

https://style.nikkei.com/article/DGXZQOLM276XJ0X20C22A5000000?nra 

 

★ 

【紀伊國屋じんぶん大賞 2023】読者と選ぶ人文書ベスト 30 

https://store.kinokuniya.co.jp/event/jinbun2023/ 

 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AN102 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

その他／演習 Ｃ２ 

(Seminars C2) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
現代ドイツ語圏文化・ジェンダー文化 

担当者名 

（Instructor） 
宮崎 麻子(MIYAZAKI ASAKO) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
GRL3810 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
2021 年度まで「演習 C2（日独比較文化）」 

 

授業の目標（Course Objectives） 

ドイツ語圏を対象とする文学研究・文化研究に入門し、各自の卒論へとつながるテーマを探し、参加者との討論をおこないなが

ら、資料調査・口頭発表・執筆へと進んでいく。 

 

Students will major German literature and cultural studies, search their own research topic to write graduation thesis. They will 

research materials, give presentations, discuss about their topics and write their thesis in the future. 

 

授業の内容（Course Contents） 

各参加者の個人研究と、共通文献購読の二種類の活動を並行して行う。 

個人研究については、関心テーマに沿って文献調査を行い、その成果を口頭発表し、レポートにまとめる。テーマ選択は、教員と

の相談のうえ決定する。 

担当教員の研究上の関心領域は主に下記のとおり。 

１ ジェンダー表象（文学における女性像／男性像、家族・親族をめぐる表現など）、フェミニズム 

２ 東ドイツ（ドイツ民主共和国 1949-1990）の文学・映画、東ドイツ崩壊後の問題 

３ 歴史的できごとの記憶と想起に関する文学・文化 

ゼミ生の研究テーマはこれに縛られる必要はない。 

 

また、ドイツ語動画の視聴や議論を行う。 

 

In the autumn semester, students will both present their individual research projects and read some theoretical texts.  

For the individual research project, students will search materials, give a presentation about their own topics and write an essay 

at the end of semester. 

 

We will also watch films in German and discuss about them. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. レポート返却（2 年生）、今学期の分担の打ち合わせ、ドイツ語練習問題 

2. 共通テクスト「ブリギッタ」（1844）についてのグループ討論 登場人物に注目 

3. 共通テクスト「ブリギッタ」についてのグループ討論 歴史的文脈 

4. 共通テクスト「ブリギッタ」のドイツ語原文（抜粋）購読 

5. ドイツ連邦共和国における 2017年の法改正（出生届けにおける第三の性別欄の増設）について、報道記事の紹介、および

動画（ドイツ語字幕つき）の視聴 

6. 図書館探索 ミッションの書かれた用紙を配布します(2 年生と 3年生ではミッションが異なります） 

7. 学生発表  

★事前に発表資料をアップロードしてください。 

★事前に何について発表するか、宣言してください。 

8. 【提出物１ 共通テクストの読書＆討論報告書】 

【提出物 2 ドイツ語練習問題】 

【提出物 3 図書館ミッション報告書】 

学生発表 

9. 学生発表 

10. 学生発表 

11. 学生発表 

12. 学生発表 

13. 学生発表 

14. 学生発表 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 
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共通テクストの予習・読書 

ドイツ語作文・練習問題など提出物の完成 

個人発表の準備 

レポート執筆 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

最終レポート(Final Report)(40%)/授業への参加度(30%)/発表(30%) 

春学期のシラバスも参考にしてください。口頭発表をしなかった参加者のみ、ミニレポートなど追加の課題を課す場合がありま

す。 

 

テキスト（Textbooks） 

1. シュティフター、2011、『ブリギッタ・森の泉』・他一篇、岩波書店 

岩波文庫のシュティフターの小説集について、学期開始前からの予習を促すため、春学期のシラバスのテクスト欄に示してありま

す。 

 

参考文献（Readings） 

1. 石田勇治（編集代表）、佐藤公紀、柳原伸洋（編集幹事）、木村洋平、宮崎麻子（編集委員）、2020、『ドイツ文化事典』、丸善出

版 

2. 青地伯水（編著）、2017、『文学と政治 近現代ドイツの想像力』、松籟社 

3. ジェニー・ エルペンベック、2021、『行く、行った、行ってしまった』 浅井晶子（訳）、白水社 

4. クリスタ・ ヴォルフ、1981、『幼年期の構図』保坂一夫（訳）、恒文社 

5. アーダルベルト・ シュティフター、2008、『書き込みのある樅の木』 磯崎康太郎(編訳)、松籟社 

6. 馬場わかな、2021、『近代家族の形成とドイツ社会国家』、晃洋書房 

7. ジルヴィア・ ボーヴェンシェン、2014、『イメージとしての女性』田邊玲子・渡邊洋子(訳）、法政大学出版 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 

 

 

  



 - 1191 - 

■AN103 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

その他／演習 Ｃ３ 

(Seminars C3) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
メディア文化・表象文化 

担当者名 

（Instructor） 
古矢 晋一(FURUYA SHINICHI) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
GRL3810 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
2021 年度まで「演習Ｃ３（都市文化・表象文化）」 

 

授業の目標（Course Objectives） 

Germanistik（広義の「ドイツ研究」）という枠組みの中で、自らの問題意識に基づきながら研究テーマを選択し、問いを立て、最終

的には卒業論文作成に向けて、資料収集と調査方法、資料の批判的読解、論文執筆、口頭発表の仕方などを実践的に学んで

ゆく。 

 

Students will use Germanistik framework (in a broad sense “German studies”) and select research topics based on their 

awareness of issues. Students will clarify their questions and work towards their graduation thesis. To do that, they will learn 

how to collect data, research, read documents critically, author thesis, and present orally, by actually doing these tasks. 

 

授業の内容（Course Contents） 

 C3・C4（メディア文化・表象文化）ともに、個別発表あるいはグループ発表を行い、参加者全員で討論する。2 年生は共通テーマ

（例として「都市」「カタストロフィ」「群集」「孤独」など）、３・４年生は卒論につながるテーマで発表をしてもらう予定である。いずれ

も、研究テーマの選択や問いの立て方については担当教員が適宜アドバイスをする。学期によっては、共通のテクスト（文学作品

や思想書などの文庫・新書）に基づいて議論をする可能性もある。その場合は、全員が共通テクストを購入するなどして入手する

必要がある。 

 春休み・夏休みに発表原稿を準備することになるので、長期休暇中も課題がある。また普段からドイツ語の学習はもちろんのこ

と、自主的に本を読んだり、美術館・映画館に通ったりすることが望まれる。 

 担当教員の関心領域は、近現代ドイツ語圏の文学と思想・芸術・文化（特に大都市の文学・文化、ドイツ青年運動・ワンダーフォ

ーゲル、青少年文学、ハプスブルク文化、東欧の文学、世紀末ウィーン、ヴァイマル文化、群集論・大衆論の系譜、メディア論、ホ

ロコースト文学・戦争文学、ナチズムと過去の克服、移民文学など）であり、C3・C4（メディア文化・表象文化）ともに 19 世紀から

20 世紀にかけての時代に比重を置いているが、ゼミ生の研究テーマは必ずしもそれに縛られる必要はない。 

 

Students will present their research topics and all attendees will discuss these topics. Professors in charge will advise students 

on how to select their research topics and clarify their questions. Producing intellectual outputs (write thesis and present 

orally) requires inputs, including reading sample thesis and listening to other good presentations. Students are scheduled to both 

make presentations and read literatures (Japanese and German). Professors in charge specialize in 20th century literatures and 

thoughts in German speaking area (notably public and crowd theory, media theory, Holocaust literature, etc.) However, students 

are not limited to these subjects when choosing their research topics. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. ガイダンスとゼミ運営について 

2. 導入講義＋資料読解（1） 

3. 発表と議論＋資料読解（2） 

4. 発表と議論＋資料読解（3） 

5. 発表と議論＋資料読解（4） 

6. 発表と議論＋資料読解（5） 

7. 発表と議論＋資料読解（6） 

8. 発表と議論＋資料読解（7） 

9. 発表と議論＋資料読解（8） 

10. 発表と議論＋資料読解（9） 

11. 発表と議論＋資料読解（10） 

12. 発表と議論＋資料読解（11） 

13. 発表と議論＋資料読解（12） 

14. 発表と議論＋資料読解（13） 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

発表および論文作成の準備には相応の時間が必要となる。 
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成績評価方法・基準（Evaluation） 

最終レポート(Final Report)(40%)/授業への参加度(30%)/口頭発表(30%) 

正当な理由（病気や忌引き、交通機関の遅延など）なく 3 回以上欠席した場合は成績評価の対象とならない。 

 

テキスト（Textbooks） 

授業内で指示する。補助プリントを適宜配布する。 

 

参考文献（Readings） 

授業内で適宜紹介する。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

大学や担当教員からのメール・お知らせを定期的に確認すること。 

 

注意事項（Notice） 
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■AN104 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

その他／演習 Ｃ４ 

(Seminars C4) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
メディア文化・表象文化 

担当者名 

（Instructor） 
古矢 晋一(FURUYA SHINICHI) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
GRL3810 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
2021 年度まで「演習Ｃ４（都市文化・表象文化）」 

 

授業の目標（Course Objectives） 

Germanistik（広義の「ドイツ研究」）という枠組みの中で、自らの問題意識に基づきながら研究テーマを選択し、問いを立て、最終

的には卒業論文作成に向けて、資料収集と調査方法、資料の批判的読解、論文執筆、口頭発表の仕方などを実践的に学んで

ゆく。 

 

Students will use Germanistik framework (in a broad sense “German studies”) and select research topics based on their 

awareness of issues. Students will clarify their questions and work towards their graduation thesis. To do that, they will learn 

how to collect data, research, read documents critically, author thesis, and present orally, by actually doing these tasks. 

 

授業の内容（Course Contents） 

 C3・C4（メディア文化・表象文化）ともに、個別発表あるいはグループ発表を行い、参加者全員で討論する。2 年生は共通テーマ

（例として「都市」「カタストロフィ」「群集」「孤独」など）、３・４年生は卒論につながるテーマで発表をしてもらう予定である。いずれ

も、研究テーマの選択や問いの立て方については担当教員が適宜アドバイスをする。学期によっては、共通のテクスト（文学作品

や思想書などの文庫・新書）に基づいて議論をする可能性もある。その場合は、全員が共通テクストを購入するなどして入手する

必要がある。 

 春休み・夏休みに発表原稿を準備することになるので、長期休暇中も課題がある。また普段からドイツ語の学習はもちろんのこ

と、自主的に本を読んだり、美術館・映画館に通ったりすることが望まれる。 

 担当教員の関心領域は、近現代ドイツ語圏の文学と思想・芸術・文化（特に大都市の文学・文化、ドイツ青年運動・ワンダーフォ

ーゲル、青少年文学、ハプスブルク文化、東欧の文学、世紀末ウィーン、ヴァイマル文化、群集論・大衆論の系譜、メディア論、ホ

ロコースト文学・戦争文学、ナチズムと過去の克服、移民文学など）であり、C3・C4（メディア文化・表象文化）ともに 19 世紀から

20 世紀にかけての時代に比重を置いているが、ゼミ生の研究テーマは必ずしもそれに縛られる必要はない。 

 

Students will present their research topics and all attendees will discuss these topics. Professors in charge will advise students 

on how to select their research topics and clarify their questions. Producing intellectual outputs (write thesis and present 

orally) requires inputs, including reading sample thesis and listening to other good presentations. Students are scheduled to both 

make presentations and read literatures (Japanese and German). Professors in charge specialize in 20th century literatures and 

thoughts in German speaking area (notably public and crowd theory, media theory, Holocaust literature, etc.) However, students 

are not limited to these subjects when choosing their research topics. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. ガイダンスとゼミ運営について 

2. 導入講義＋資料読解（1） 

3. 発表と議論＋資料読解（2） 

4. 発表と議論＋資料読解（3） 

5. 発表と議論＋資料読解（4） 

6. 発表と議論＋資料読解（5） 

7. 発表と議論＋資料読解（6） 

8. 発表と議論＋資料読解（7） 

9. 発表と議論＋資料読解（8） 

10. 発表と議論＋資料読解（9） 

11. 発表と議論＋資料読解（10） 

12. 発表と議論＋資料読解（11） 

13. 発表と議論＋資料読解（12） 

14. 発表と議論＋資料読解（13） 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

発表および論文作成の準備には相応の時間が必要となる。 
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成績評価方法・基準（Evaluation） 

最終レポート(Final Report)(40%)/授業への参加度(30%)/口頭発表(30%) 

正当な理由（病気や忌引き、交通機関の遅延など）なく 3 回以上欠席した場合は成績評価の対象とならない。 

 

テキスト（Textbooks） 

授業内で指示する。補助プリントを適宜配布する。 

 

参考文献（Readings） 

授業内で適宜紹介する。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

大学や担当教員からのメール・お知らせを定期的に確認すること。 

 

注意事項（Notice） 
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■AN105 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

その他／演習 Ｃ５ 

(Seminars C5) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
日独における越境の文化 

担当者名 

（Instructor） 
吉田 治代(YOSHIDA HARUYO) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
GRL3810 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
2021 年度まで「演習 C5（メディア文化・ユダヤ文化）」 

 

授業の目標（Course Objectives） 

ドイツ語圏を対象とする文化研究の分野で、卒業論文を執筆することを前提とし、自分でテーマを設定、調査・研究し、その成果

を論文としてまとめ上げるための方法を実践的に学ぶ。 

 

In the field of German cultural studies students will select their research topics, they will learn and practice investigating them 

and organizing their results in thesis.  

 

授業の内容（Course Contents） 

「日独における越境の文化」を大きなテーマとする C5, C6では、ゼミ生の発表と討論を中心に授業を進めていく。ゼミ生は 3 年間

の主体的な学びを通じて、自ら探究したいテーマを見つけ、最終的に卒業論文を執筆する。自由研究発表のみならず、全員で同

じテクストを読み、特定のテーマについて共に考えるという経験も重視する。春学期には、共通テクストを分担して読んでいく。秋

学期には、2 年生はドイツ語文献について読解する発表を行い、3 年生は、卒業論文につながるテーマについて発表を行う。4年

生は両学期ともに、卒論構想について発表を行う。 

共通テクストは、教員の関心領域─①20 世紀のドイツ・ユダヤ思想、芸術運動、戦時と戦後の文化、②近代ヨーロッパ（ドイツ）に

おける非西洋文化の表象や受容、ユートピア思想、コスモポリタニズム思想の系譜、③日本とドイツの交流史や日独比較対照研

究─に関わるものを選ぶが、ゼミ生の研究テーマはそれに縛られる必要はない。 

 

In both seminars C5 & C6, with a general theme “transculture in modern Germany and Japan”, students will present their own 

research topics and all attendees will discuss these topics. Through three years of autonomous learning seminar students find 

the theme they want to explore for the graduation thesis. In the spring semester students read basic literature (from the field of 

German cultural studies) together. In the fall semester second year students read german texts, while third year students 

present their research topics. Fourth year students should present their graduation thesis in both semesters. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 履修上の注意・ガイダンスと導入講義（１） 

2. 導入講義（２） 

3. 学生発表と討議（１） 

4. 学生研究発表と討議（２） 

5. 学生研究発表と討議（３） 

6. 学生研究発表と討議（４） 

7. 学生研究発表と討議（５） 

8. 学生研究発表と討議（６） 

9. 学生研究発表と討議（７） 

10. 学生研究発表と討議（８） 

11. 学生研究発表と討議（９） 

12. 学生研究発表と討議（10） 

13. 学生研究発表と討議（11） 

14. 学生研究発表と討議（12） 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

口頭発表は指定された期日までに概要を提出し指導を受けたうえで行う。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

最終レポート(Final Report)(35%)/プロトコル・出席および授業への積極的参加(30%)/口頭発表(35%) 

正当な理由なく 3 回以上欠席した場合、また口頭発表を正当な理由なく欠席した場合、成績評価の対象としない。 

 

テキスト（Textbooks） 
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必要に応じてプリントを配布する。 

 

参考文献（Readings） 

 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AN106 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

その他／演習 Ｃ６ 

(Seminars C6) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
日独における越境の文化 

担当者名 

（Instructor） 
吉田 治代(YOSHIDA HARUYO) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
GRL3810 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
2021 年度まで「演習 C6（メディア文化・ユダヤ文化）」 

 

授業の目標（Course Objectives） 

ドイツ語圏を対象とする文化研究の分野で、卒業論文を執筆することを前提とし、自分でテーマを設定、調査・研究し、その成果

を論文としてまとめ上げるための方法を実践的に学ぶ。 

 

In the field of German cultural studies students will select their research topics, they will learn and practice investigating them 

and organizing their results in thesis.  

 

授業の内容（Course Contents） 

「日独における越境の文化」を大きなテーマとする C5, C6では、ゼミ生の発表と討論を中心に授業を進めていく。ゼミ生は 3 年間

の主体的な学びを通じて、自ら探究したいテーマを見つけ、最終的に卒業論文を執筆する。自由研究発表のみならず、全員で同

じテクストを読み、特定のテーマについて共に考えるという経験も重視する。春学期には、共通テクストを分担して読んでいく。秋

学期には、2 年生はドイツ語文献について読解する発表を行い、3 年生は、卒業論文につながるテーマについて発表を行う。4年

生は両学期ともに、卒論構想について発表を行う。 

共通テクストは、教員の関心領域─①20 世紀のドイツ・ユダヤ思想、芸術運動、戦時と戦後の文化、②近代ヨーロッパ（ドイツ）に

おける非西洋文化の表象や受容、ユートピア思想、コスモポリタニズム思想の系譜、③日本とドイツの交流史や日独比較対照研

究─に関わるものを選ぶが、ゼミ生の研究テーマはそれに縛られる必要はない。 

 

In both seminars C5 & C6, with a general theme “transculture in modern Germany and Japan”, students will present their own 

research topics and all attendees will discuss these topics. Through three years of autonomous learning seminar students find 

the theme they want to explore for the graduation thesis. In the spring semester students read basic literature (from the field of 

German cultural studies) together. In the fall semester second year students read german texts, while third year students 

present their research topics. Fourth year students should present their graduation thesis in both semesters. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 履修上の注意・ガイダンスと導入講義（１） 

2. 導入講義（２） 

3. 学生発表と討議（１） 

4. 学生研究発表と討議（２） 

5. 学生研究発表と討議（３） 

6. 学生研究発表と討議（４） 

7. 学生研究発表と討議（５） 

8. 学生研究発表と討議（６） 

9. 学生研究発表と討議（７） 

10. 学生研究発表と討議（８） 

11. 学生研究発表と討議（９） 

12. 学生研究発表と討議（10） 

13. 学生研究発表と討議（11） 

14. 学生研究発表と討議（12） 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

口頭発表は指定された期日までに概要を提出し指導を受けたうえで行う。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

最終レポート(Final Report)(35%)/プロトコル・出席および授業への積極的参加(30%)/口頭発表(35%) 

正当な理由なく 3 回以上欠席した場合、また口頭発表を正当な理由なく欠席した場合、成績評価の対象としない。 

 

テキスト（Textbooks） 
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必要に応じてプリントを配布する。 

 

参考文献（Readings） 

 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AN107 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

その他／演習 Ｃ７ 

(Seminars C7) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
言語文化 

担当者名 

（Instructor） 
山本 恵(YAMAMOTO MEGUMI) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
GRL3810 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

動画作成を通して、ドイツ語をアクティブに使用することを実践する。 

 

Students practice through video creation active use of the German language. 

 

授業の内容（Course Contents） 

グループに分かれて 5～10 分程度を目安に動画を作成し、最後に鑑賞会を行う。主に学期の前半はドイツ語によるシナリオ作成

と撮影に向けた音読や演技の練習、後半は撮影と映像の編集を行い、毎回ドイツ語の様々なスキルを活用する。 

 

Students will work in groups to create a short video (5-10 min.) and have a video-viewing at the end of the class. The first half 

of the semester is mainly spent creating scenarios in German, practicing reading and acting for filming, while the second half is 

spent filming and editing the video. German language skills are effectively used during the work each time. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. ガイダンス、グループ分け 

2. 構想・シナリオ案の検討 

3. 2 の続き、シナリオ作成 

4. シナリオ作成 

5. シナリオ作成、練習 

6. シナリオ作成、練習 

7. シナリオ作成、練習、撮影 

8. リハーサル、撮影 

9. 撮影 

10. 撮影、編集 

11. 編集、追加収録など 

12. 編集、仕上げ 

13. 編集、仕上げ 

14. グループによる解説、作品鑑賞会 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

台本に使用するドイツ語表現の検討や撮影場所・内容によっては、個人またはグループで授業外にも準備を行うことがある。 

また、口頭練習、テキスト音読と独文和訳の課題が別途に毎回 5 時限目にある（オンライン）ので 5 時限目にはアルバイトや授業

を入れないように。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

毎回の課題(100%) 

正当な理由なく、欠席が３回になると成績評価の対象とならなくなる。 

 

テキスト（Textbooks） 

参加者が作成、必要に応じてプリント配布 

 

参考文献（Readings） 

 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

シナリオ作成や動画編集に PC、そして撮影にはスマートフォンを使用予定。動画編集ソフトやアプリは好みのものがあればそれ

を、なければ基本的なことができるものを紹介する。（担当者も初心者です。一緒に合わせて学びましょう。） 
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注意事項（Notice） 
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■AN108 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

その他／演習 Ｃ８ 

(Seminars C8) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
言語文化 

担当者名 

（Instructor） 
井出 万秀(IDE MANSHU) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
GRL3810 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

『ドイツ記憶の場』を通して歴史的アイテムの評価が歴史を通じてどのように変化してきたかを探求する。それと並行して、テキス

トの読解課題、口頭練習も毎回行う。 

 

Through "Sites of Memory in Germany", students will look for changes in valuation of historical items with passage of time. Skil 

up of reading ability will be continued like spring semester. 

 

授業の内容（Course Contents） 

ゼミ形式で行う。『ドイツ記憶の場』収録の論文の担当箇所を発表する。また同時に毎週の課題を提出する。 

 

Seminar format will be used. Students will be assigned specific parts of thesis found in "Sites of Memory in Germany". At the 

same time, students will submit their weekly assignments. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 導入 

2. 『ドイツ記憶の場』テーマ１a 

3. 『ドイツ記憶の場』テーマ１b 

4. 『ドイツ記憶の場』テーマ１c 

5. 『ドイツ記憶の場』テーマ１d 

6. 『ドイツ記憶の場』テーマ２a 

7. 『ドイツ記憶の場』テーマ２b 

8. 『ドイツ記憶の場』テーマ２c 

9. 『ドイツ記憶の場』テーマ２d 

10. 『ドイツ記憶の場』テーマ３a 

11. 『ドイツ記憶の場』テーマ３b 

12. 『ドイツ記憶の場』テーマ３c 

13. 『ドイツ記憶の場』テーマ３d 

14. 総括 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

課題を毎週提出する。 

休暇中も課題がある。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

最終レポート(Final Report)(30%)/発表(30%)/課題(40%) 

正当な理由なく、欠席が３回になると成績評価の対象とならなくなる。 

 

テキスト（Textbooks） 

演習 C7 で配布・分担 

 

参考文献（Readings） 

随時指示 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AN111 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

その他／演習 Ｃ１１ 

(Seminars C11) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
比較文化 

担当者名 

（Instructor） 
坂本 貴志(SAKAMOTO TAKASHI) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
GRL3810 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

文化とは何かを考え、体験し、自らを形成するために意識化する。ヨーロッパの中のドイツ文化を歴史的に位置づける、あるい

は、アジアの中の日本文化と比較し考察する。そのための文献資料の調べ方、フィールドワークの方法、論の立て方を学ぶ。 

 

Students will reflect upon the substance of cultures, experience them, and bring to their awareness the formation of 

themselves. Students will determine position of European German cultures in historical context or compare them to Japanese 

cultures in Asia. To do that, students will learn how to research literature documents, conduct field works, and construct 

theories. 

 

授業の内容（Course Contents） 

学生は自分が自由に選ぶテーマに基づいて研究発表を行ってよいが、最終的に卒業論文を書く、という前提で勉強を進めること

が求められる。そのためにゼミでは以下のようなプロセスを経る。2 年次：春期は自分の関心に基づき自由にテーマを選び、主に

日本語文献に基づいた考察を発表する。3 年次：自分のテーマに即したドイツ語文献を選び、その文献から引用・和訳しながら考

察を発表する。4 年次：ドイツ語文献から適宜・和訳しつつ、卒論の一部となる章・節を発表する。文学、文化、思想研究とは、テク

ストと事物を証拠とする実証的精神を養うことであり、証拠を求めて精神的にも物理的にも実際に体を動かしていくこと、つまり旅

にも似た作業が必要になる。参加者には、折に触れて、博物館なり劇場なりまた神社仏閣へと足を運んでもらうことになるだろう。 

 

Even though students are free to choose their research and presentation subjects, eventually they will have to write their 

graduation thesis. Students will advance their studies while bearing in mind of their thesis. Because of that, the seminar will be 

organized in the following processes. Year 2: In spring semester, students will choose subjects they are interested in. They will 

present their observations and findings based on literatures written in Japanese language. Year 3: Students will select 

literatures in German language suitable for their chosen subjects. Students will quote and translate these literatures into 

Japanese before presenting their observations and findings. Year 4: Whenever necessary, students will continue translating 

literatures from German to Japanese. They will present parts of the chapters and paragraphs from their graduation thesis. 

Researching literatures, cultures, and thoughts requires students to cultivate their mentalities to verify and provide evidences 

based on texts and items. Searching for evidences requires movements, mentally and physically, thus making it similar to 

travelling. Occasionally students may travel to museums, operas, shrines, or temples. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 導入＋学生発表 

2. 学生発表 

3. 学生発表 

4. 学生発表 

5. 学生発表 

6. 学生発表 

7. 学生発表 

8. 学生発表 

9. 学生発表 

10. 学生発表 

11. 学生発表 

12. 学生発表 

13. 学生発表 

14. 学生発表 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

指定された文献を読み、またフィールドワークを行う。 

 

1．発表者は、発表の前週の金曜 12 時までにメーリングリストにて発表題目を知らせる。 
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2．発表者は、発表の週の木曜 17 時までに草稿をメーリングリストにアップロードする。2.の締切を過ぎた場合、また発表当日の

遅刻は、発表を認めない場合がある。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

出席と授業への参加度(40%)/発表(30%)/最終課題(30%) 

３回の無断欠席でもって D 評価とする。 

 

テキスト（Textbooks） 

なし。 

 

参考文献（Readings） 

参加者各々に適宜指示する。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AN112 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

その他／演習 Ｃ１２ 

(Seminars C12) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
比較文化 

担当者名 

（Instructor） 
桂 元嗣(KATSURA MOTOTSUGU) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
GRL3810 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

文化とは何かを考え、体験し、自らを形成するために意識化する。ヨーロッパの中のドイツ文化を歴史的に位置づける、あるい

は、アジアの中の日本文化と比較し考察する。そのための文献資料の調べ方、フィールドワークの方法、論の立て方を学ぶ。 

 

Students will reflect upon the substance of cultures, experience them, and bring to their awareness the formation of 

themselves. Students will determine position of European German cultures in historical context or compare them to Japanese 

cultures in Asia. To do that, students will learn how to research literature documents, conduct field works, and construct 

theories. 

 

授業の内容（Course Contents） 

学生は自分が自由に選ぶテーマに基づいて研究発表を行ってよいが、最終的に卒業論文を書く、という前提で勉強を進めること

が求められる。そのためにゼミでは以下のようなプロセスを経る。2 年次：春期・秋期ともに、自分の関心に基づき自由にテーマを

選び、主に日本語文献に基づいた考察を発表する。3 年次：自分のテーマに即したドイツ語文献を選び、その文献から引用・和訳

しながら考察を発表する。4 年次：ドイツ語文献から適宜引用・和訳しつつ、卒論の一部となる章・節を発表する。文学、文化、思

想研究とはテクストと事物を証拠とする実証的精神を養うことであり、証拠を求めて精神的にも物理的にも実際に体を動かしてい

くこと、つまり旅にも似た作業が必要になる。参加者には、折に触れて、博物館なり劇場なり、また神社仏閣へと足を運んでもらう

ことになるだろう。 

 

Even though students are free to choose their research and presentation subjects, eventually they will have to write their 

graduation thesis. Students will advance their studies while bearing in mind of their thesis. Because of that, the seminar will be 

organized in the following processes. Year 2: In spring and autumn semesters, students will choose subjects they are interested 

in. They will present their observations and findings based on literatures written in Japanese language. Year 3: Students will 

select literatures in German language suitable for their chosen subjects. Students will quote and translate these literatures into 

Japanese before presenting their observations and findings. Year 4: Whenever necessary, students will continue adapting, 

quoting, and translating literatures from German to Japanese. They will present parts of the chapters and paragraphs from their 

graduation thesis. Researching literatures, cultures, and thoughts requires students to cultivate their mentalities to verify and 

provide evidences based on texts and items. Searching for evidences requires movements, mentally and physically, thus making 

it similar to travelling. Occasionally students may travel to museums, operas, shrines, or temples. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 学生発表（１） 

2. 学生発表（２） 

3. 学生発表（３） 

4. 学生発表（４） 

5. 学生発表（５） 

6. 学生発表（６） 

7. 学生発表（７） 

8. 学生発表（８） 

9. 学生発表（９） 

10. 学生発表（１０） 

11. 学生発表（１１） 

12. 学生発表（１２） 

13. 学生発表（１３） 

14. 学生発表（１４） 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

卒論作成に向けて自ら勉強を進めること。 
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成績評価方法・基準（Evaluation） 

出席と授業への参加度(40%)/発表(30%)/最終課題(30%) 

無断で授業を欠席した場合、3 回の欠席でもって D 評価とする。 

 

テキスト（Textbooks） 

なし。 

 

参考文献（Readings） 

参加者各々に適宜指示する。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AN201 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

その他／ドイツ語表現演習１Ａ 

(Seminars in German  1A) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
討論１ 

担当者名 

（Instructor） 
ムレンス ゴリ(MUELENZ-GOLI K.) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
GRL3812 

言語 

（Language） 

日英以外(Other than 

Japanese or English) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

「ドイツ語基礎演習１・２」の studio [21]を引き継いで，ネイティヴスピーカー教員のもとドイツ語のアクティヴな運用能力を訓練す
る。 

 

Following studio [21] Preliminary Seminars in German 1 and 2, students will work under a native German professors to practice 

their ability to use German language actively. 

 

授業の内容（Course Contents） 

studio [21]により，高度な会話能力を訓練する。文法や講読の詳細は「ドイツ文学・文化演習」をはじめとする他の科目にゆずっ
て，ここではドイツ語を学んで実際に使う喜びが体験できるように心がけたい。「思い出」「旅行」「人間関係」などのテーマについ

て学び考えながらドイツ語の運用をトレーニングしているうちに，未来時称， 過去時称，接続法や再帰動詞などをどんどん使える

ようになるのだから，楽しさは格別のはずだ。 

なお，この科目は必修科目ではないが，履修する場合には，それぞれＡとＢを同一教員が担当し，あわせて週２回開講の科目に

相当するので，１Ａと１Ｂまたは２Ａと２Ｂをセットで履修する。春学期６月に提出してもらう履修希望調査にもとづいてクラスを指定

するので，掲示の指示に従うこと。 

 

Students will practice advanced conversational skills in studio [21]. Students will learn grammars and reading skills in detail in 

Seminars in German Literature and Culture and in other subjects. Students will practice and enjoy what they have learnt here. 

Students will learn and think about various subjects such as “memories”, “travels”, and “human relationships”, while practicing 

their German skills. At the same time, students will enjoy and master future tense, past tense, subjunctive, and reflexive verb. 

Although this subject is not compulsory, the same professor will teach A and B when students enroll in the seminars. In total 

there will be 2 classes each week and students will enroll in either 1A-1B or 2A-2B. Class placement will be determined based 

on enrollment sheet submitted in June spring semester. Students should follow instruction on the notice. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. studio [21] A2.1 の Lektion 1 

2. studio [21] A2.1 の Lektion 1 

3. studio [21] A2.1 の Lektion 1 

4. studio [21] A2.1 の Lektion 2 

5. studio [21] A2.1 の Lektion 2 

6. studio [21] A2.1 の Lektion 2 

7. studio [21] A2.1 の Lektion 3 

8. studio [21] A2.1 の Lektion 3 

9. studio [21] A2.1 の Lektion 3 

10. studio [21] A2.1 の Lektion 4 

11. studio [21] A2.1 の Lektion 4 

12. studio [21] A2.1 の Lektion 4 

13. studio [21] A2.1 の Lektion 5 

14. studio [21] A2.1 の Lektion 5 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

指示された課題の予習と、小テストのための復習 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

授業への参加状況(50%)/複数回の授業内小テスト(50%) 

正当な理由なく、欠席が３回になると成績評価の対象とならなくなる。 
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テキスト（Textbooks） 

1. 2014. studio [21] A2.1. Cornnelsen (ISBN:9783065205870) 

 

参考文献（Readings） 

中島悠彌・平尾浩三・朝倉巧『必携 ドイツ文法総まとめ』（白水社 2003）（1 年次に購入済） 

井出万秀他『専門コースへのドイツ語文法』（1 年次ドイツ語入門教科書） 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AN202 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

その他／ドイツ語表現演習１Ｂ 

(Seminars in German  1B) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
討論１ 

担当者名 

（Instructor） 
ムレンス ゴリ(MUELENZ-GOLI K.) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
GRL3812 

言語 

（Language） 

日英以外(Other than 

Japanese or English) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

「ドイツ語基礎演習１・２」の studio [21]を引き継いで，ネイティヴスピーカー教員のもとドイツ語のアクティヴな運用能力を訓練す
る。 

 

Following studio [21] Preliminary Seminars in German 1 and 2, students will work under a native German professors to practice 

their ability to use German language actively. 

 

授業の内容（Course Contents） 

studio [21]により，高度な会話能力を訓練する。文法や講読の詳細は「ドイツ文学・文化演習」をはじめとする他の科目にゆずっ
て，ここではドイツ語を学んで実際に使う喜びが体験できるように心がけたい。「思い出」「旅行」「人間関係」などのテーマについ

て学び考えながらドイツ語の運用をトレーニングしているうちに，未来時称， 過去時称，接続法や再帰動詞などをどんどん使える

ようになるのだから，楽しさは格別のはずだ。 

なお，この科目は必修科目ではないが，履修する場合には，それぞれＡとＢを同一教員が担当し，あわせて週２回開講の科目に

相当するので，１Ａと１Ｂまたは２Ａと２Ｂをセットで履修する。春学期６月に提出してもらう履修希望調査にもとづいてクラスを指定

するので，掲示の指示に従うこと。 

 

Students will practice advanced conversational skills in studio [21]. Students will learn grammars and reading skills in detail in 

Seminars in German Literature and Culture and in other subjects. Students will practice and enjoy what they have learnt here. 

Students will learn and think about various subjects such as “memories”, “travels”, and “human relationships”, while practicing 

their German skills. At the same time, students will enjoy and master future tense, past tense, subjunctive, and reflexive verb. 

Although this subject is not compulsory, the same professor will teach A and B when students enroll in the seminars. In total 

there will be 2 classes each week and students will enroll in either 1A-1B or 2A-2B. Class placement will be determined based 

on enrollment sheet submitted in June spring semester. Students should follow instruction on the notice. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. studio [21] A2.1 の Lektion 1 

2. studio [21] A2.1 の Lektion 1 

3. studio [21] A2.1 の Lektion 1 

4. studio [21] A2.1 の Lektion 2 

5. studio [21] A2.1 の Lektion 2 

6. studio [21] A2.1 の Lektion 2 

7. studio [21] A2.1 の Lektion 3 

8. studio [21] A2.1 の Lektion 3 

9. studio [21] A2.1 の Lektion 3 

10. studio [21] A2.1 の Lektion 4 

11. studio [21] A2.1 の Lektion 4 

12. studio [21] A2.1 の Lektion 4 

13. studio [21] A2.1 の Lektion 5 

14. studio [21] A2.1 の Lektion 5 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

指示された課題の予習と、小テストのための復習 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

授業への参加状況(50%)/複数回の授業内小テスト(50%) 

正当な理由なく、欠席が３回になると成績評価の対象とならなくなる。 
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テキスト（Textbooks） 

1. 2014. studio [21] A2.1. Cornnelsen (ISBN:9783065205870) 

 

参考文献（Readings） 

中島悠彌・平尾浩三・朝倉巧『必携 ドイツ文法総まとめ』（白水社 2003）（1 年次に購入済） 

井出万秀他『専門コースへのドイツ語文法』（1 年次ドイツ語入門教科書） 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AN203 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

その他／ドイツ語表現演習２Ａ 

(Seminars in German  2A) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
討論１ 

担当者名 

（Instructor） 
ケルン，Ｄ．Ｓ．(KERN,DANIEL S.) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
GRL3812 

言語 

（Language） 

日英以外(Other than 

Japanese or English) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

「ドイツ語基礎演習１・２」の studio [21]を引き継いで，ネイティヴスピーカー教員のもとドイツ語のアクティヴな運用能力を訓練す
る。 

 

Following studio [21] Preliminary Seminars in German 1 and 2, students will work under a native German professors to practice 

their ability to use German language actively. 

 

授業の内容（Course Contents） 

studio [21]により，高度な会話能力を訓練する。文法や講読の詳細は「ドイツ文学・文化演習」をはじめとする他の科目にゆずっ
て，ここではドイツ語を学んで実際に使う喜びが体験できるように心がけたい。「思い出」「旅行」「人間関係」などのテーマについ

て学び考えながらドイツ語の運用をトレーニングしているうちに，未来時称， 過去時称，接続法や再帰動詞などをどんどん使える

ようになるのだから，楽しさは格別のはずだ。 

なお，この科目は必修科目ではないが，履修する場合には，それぞれＡとＢを同一教員が担当し，あわせて週２回開講の科目に

相当するので，１Ａと１Ｂまたは２Ａと２Ｂをセットで履修する。春学期６月に提出してもらう履修希望調査にもとづいてクラスを指定

するので，掲示の指示に従うこと。 

 

Students will practice advanced conversational skills in studio [21]. Students will learn grammars and reading skills in detail in 

Seminars in German Literature and Culture and in other subjects. Students will practice and enjoy what they have learnt here. 

Students will learn and think about various subjects such as “memories”, “travels”, and “human relationships”, while practicing 

their German skills. At the same time, students will enjoy and master future tense, past tense, subjunctive, and reflexive verb. 

Although this subject is not compulsory, the same professor will teach A and B when students enroll in the seminars. In total 

there will be 2 classes each week and students will enroll in either 1A-1B or 2A-2B. Class placement will be determined based 

on enrollment sheet submitted in June spring semester. Students should follow instruction on the notice. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. studio [21] A2.1 の Lektion 1 

2. studio [21] A2.1 の Lektion 1 

3. studio [21] A2.1 の Lektion 1 

4. studio [21] A2.1 の Lektion 2 

5. studio [21] A2.1 の Lektion 2 

6. studio [21] A2.1 の Lektion 2 

7. studio [21] A2.1 の Lektion 3 

8. studio [21] A2.1 の Lektion 3 

9. studio [21] A2.1 の Lektion 3 

10. studio [21] A2.1 の Lektion 4 

11. studio [21] A2.1 の Lektion 4 

12. studio [21] A2.1 の Lektion 4 

13. studio [21] A2.1 の Lektion 5 

14. studio [21] A2.1 の Lektion 5 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

指示された課題の予習と、小テストのための復習 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

授業への参加状況(50%)/複数回の授業内小テスト(50%) 

正当な理由なく、欠席が３回になると成績評価の対象とならなくなる。 
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テキスト（Textbooks） 

1. 2014. studio [21] A2.1. Cornnelsen (ISBN:9783065205870) 

 

参考文献（Readings） 

中島悠彌・平尾浩三・朝倉巧『必携 ドイツ文法総まとめ』（白水社 2003）（1 年次に購入済） 

井出万秀他『専門コースへのドイツ語文法』（1 年次ドイツ語入門教科書） 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AN204 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

その他／ドイツ語表現演習２Ｂ 

(Seminars in German  2B) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
討論１ 

担当者名 

（Instructor） 
ケルン，Ｄ．Ｓ．(KERN,DANIEL S.) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
GRL3812 

言語 

（Language） 

日英以外(Other than 

Japanese or English) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

「ドイツ語基礎演習１・２」の studio [21]を引き継いで，ネイティヴスピーカー教員のもとドイツ語のアクティヴな運用能力を訓練す
る。 

 

Following studio [21] Preliminary Seminars in German 1 and 2, students will work under a native German professors to practice 

their ability to use German language actively. 

 

授業の内容（Course Contents） 

studio [21]により，高度な会話能力を訓練する。文法や講読の詳細は「ドイツ文学・文化演習」をはじめとする他の科目にゆずっ
て，ここではドイツ語を学んで実際に使う喜びが体験できるように心がけたい。「思い出」「旅行」「人間関係」などのテーマについ

て学び考えながらドイツ語の運用をトレーニングしているうちに，未来時称， 過去時称，接続法や再帰動詞などをどんどん使える

ようになるのだから，楽しさは格別のはずだ。 

なお，この科目は必修科目ではないが，履修する場合には，それぞれＡとＢを同一教員が担当し，あわせて週２回開講の科目に

相当するので，１Ａと１Ｂまたは２Ａと２Ｂをセットで履修する。春学期６月に提出してもらう履修希望調査にもとづいてクラスを指定

するので，掲示の指示に従うこと。 

 

Students will practice advanced conversational skills in studio [21]. Students will learn grammars and reading skills in detail in 

Seminars in German Literature and Culture and in other subjects. Students will practice and enjoy what they have learnt here. 

Students will learn and think about various subjects such as “memories”, “travels”, and “human relationships”, while practicing 

their German skills. At the same time, students will enjoy and master future tense, past tense, subjunctive, and reflexive verb. 

Although this subject is not compulsory, the same professor will teach A and B when students enroll in the seminars. In total 

there will be 2 classes each week and students will enroll in either 1A-1B or 2A-2B. Class placement will be determined based 

on enrollment sheet submitted in June spring semester. Students should follow instruction on the notice. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. studio [21] A2.1 の Lektion 1 

2. studio [21] A2.1 の Lektion 1 

3. studio [21] A2.1 の Lektion 1 

4. studio [21] A2.1 の Lektion 2 

5. studio [21] A2.1 の Lektion 2 

6. studio [21] A2.1 の Lektion 2 

7. studio [21] A2.1 の Lektion 3 

8. studio [21] A2.1 の Lektion 3 

9. studio [21] A2.1 の Lektion 3 

10. studio [21] A2.1 の Lektion 4 

11. studio [21] A2.1 の Lektion 4 

12. studio [21] A2.1 の Lektion 4 

13. studio [21] A2.1 の Lektion 5 

14. studio [21] A2.1 の Lektion 5 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

指示された課題の予習と、小テストのための復習 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

授業への参加状況(50%)/複数回の授業内小テスト(50%) 

正当な理由なく、欠席が３回になると成績評価の対象とならなくなる。 
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テキスト（Textbooks） 

1. 2014. studio [21] A2.1. Cornnelsen (ISBN:9783065205870) 

 

参考文献（Readings） 

中島悠彌・平尾浩三・朝倉巧『必携 ドイツ文法総まとめ』（白水社 2003）（1 年次に購入済） 

井出万秀他『専門コースへのドイツ語文法』（1 年次ドイツ語入門教科書） 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 

 

 

  



 - 1214 - 

■AN205 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

その他／ドイツ語表現演習３Ａ 

(Seminars in German  3A) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
討論２ 

担当者名 

（Instructor） 
ムレンス ゴリ(MUELENZ-GOLI K.) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
GRL3812 

言語 

（Language） 

日英以外(Other than 

Japanese or English) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

「ドイツ語基礎演習１・２」の studio [21]を引き継いで，ネイティヴスピーカー教員のもとドイツ語のアクティヴな運用能力を訓練す
る。 

 

Followingstudio [21]Preliminary Seminars in German 1 and 2, students will work under a native German professors to practice 

their ability to use German language actively. 

 

授業の内容（Course Contents） 

studio [21]により，高度な会話能力を訓練する。文法や講読の詳細は「ドイツ文学・文化演習」をはじめとする他の科目にゆずっ
て，ここではドイツ語を学んで実際に使う喜びが体験できるように心がけたい。「外出と出会い」「田舎と都市」「文化を体験」などの

テーマについて学び考えながらドイツ語の運用をトレーニングしているうちに，未来時称， 過去時称，接続法や再帰動詞などをど

んどん使えるようになるのだから，楽しさは格別のはずだ。 

 

Students will practice advanced conversational skills in studio [21]. Students will learn grammars and reading skills in detail in 

Seminars in German Literature and Culture and in other subjects. Students will practice and enjoy what they have learnt here. 

Students will learn and think about various subjects such as “going out and meeting people”, “villages and cities”, and “cultures 

and experiences”, while practicing their German skills. At the same time, students will enjoy and master future tense, past 

tense, subjunctive, and reflexive verb. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. studio [21] A2.1 の Lektion 6 

2. studio [21] A2.1 の Lektion 6 

3. studio [21] A2.1 の Lektion 6 

4. studio [21] A2.1 の Lektion 6 

5. studio [21] A2.1 の Lektion 6 

6. studio [21] A2.1 の Lektion 7 教科書 studio [21] A2.2 使用開始 

7. studio [21] A2.2 の Lektion 7 

8. studio [21] A2.2 の Lektion 7 

9. studio [21] A2.2 の Lektion 7 

10. studio [21] A2.2 の Lektion 7 

11. studio [21] A2.2 の Lektion 8 

12. studio [21] A2.2 の Lektion 8 

13. studio [21] A2.2 の Lektion 8 

14. studio [21] A2.2 の Lektion 8 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

指示された課題の予習と、小テストのための復習 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

授業への参加状況(50%)/複数回の授業内小テスト(50%) 

正当な理由なく、欠席が３回になると成績評価の対象とならなくなる。 

 

テキスト（Textbooks） 

1. 2014. studio [21] A2.1. Cornnelsen (ISBN:9783065205870) 

2. 2014. studio [21] A2.2. Cornnelsen (ISBN:978-3-06-520590-0) 

 

参考文献（Readings） 
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中島悠彌・平尾浩三・朝倉巧『必携 ドイツ文法総まとめ』（白水社 2003）（1 年次に購入済） 

井出万秀他『専門コースへのドイツ語文法』（1 年次ドイツ語入門教科書） 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AN206 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

その他／ドイツ語表現演習３Ｂ 

(Seminars in German  3B) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
討論２ 

担当者名 

（Instructor） 
ムレンス ゴリ(MUELENZ-GOLI K.) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
GRL3812 

言語 

（Language） 

日英以外(Other than 

Japanese or English) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

「ドイツ語基礎演習１・２」の studio [21]を引き継いで，ネイティヴスピーカー教員のもとドイツ語のアクティヴな運用能力を訓練す
る。 

 

Followingstudio [21]Preliminary Seminars in German 1 and 2, students will work under a native German professors to practice 

their ability to use German language actively. 

 

授業の内容（Course Contents） 

studio [21]により，高度な会話能力を訓練する。文法や講読の詳細は「ドイツ文学・文化演習」をはじめとする他の科目にゆずっ
て，ここではドイツ語を学んで実際に使う喜びが体験できるように心がけたい。「外出と出会い」「田舎と都市」「文化を体験」などの

テーマについて学び考えながらドイツ語の運用をトレーニングしているうちに，未来時称， 過去時称，接続法や再帰動詞などをど

んどん使えるようになるのだから，楽しさは格別のはずだ。 

 

Students will practice advanced conversational skills in studio [21]. Students will learn grammars and reading skills in detail in 

Seminars in German Literature and Culture and in other subjects. Students will practice and enjoy what they have learnt here. 

Students will learn and think about various subjects such as “going out and meeting people”, “villages and cities”, and “cultures 

and experiences”, while practicing their German skills. At the same time, students will enjoy and master future tense, past 

tense, subjunctive, and reflexive verb. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. studio [21] A2.1 の Lektion 6 

2. studio [21] A2.1 の Lektion 6 

3. studio [21] A2.1 の Lektion 6 

4. studio [21] A2.1 の Lektion 6 

5. studio [21] A2.1 の Lektion 6 

6. studio [21] A2.1 の Lektion 7 教科書 studio [21] A2.2 使用開始 

7. studio [21] A2.2 の Lektion 7 

8. studio [21] A2.2 の Lektion 7 

9. studio [21] A2.2 の Lektion 7 

10. studio [21] A2.2 の Lektion 7 

11. studio [21] A2.2 の Lektion 8 

12. studio [21] A2.2 の Lektion 8 

13. studio [21] A2.2 の Lektion 8 

14. studio [21] A2.2 の Lektion 8 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

指示された課題の予習と、小テストのための復習 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

授業への参加状況(50%)/複数回の授業内小テスト(50%) 

正当な理由なく、欠席が３回になると成績評価の対象とならなくなる。 

 

テキスト（Textbooks） 

1. 2014. studio [21] A2.1. Cornnelsen (ISBN:9783065205870) 

2. 2014. studio [21] A2.2. Cornnelsen (ISBN:978-3-06-520590-0) 

 

参考文献（Readings） 
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中島悠彌・平尾浩三・朝倉巧『必携 ドイツ文法総まとめ』（白水社 2003）（1 年次に購入済） 

井出万秀他『専門コースへのドイツ語文法』（1 年次ドイツ語入門教科書） 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AN207 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

その他／ドイツ語表現演習４Ａ 

(Seminars in German  4A) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
討論３ 

担当者名 

（Instructor） 
ムレンス ゴリ(MUELENZ-GOLI K.) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
GRL3812 

言語 

（Language） 

日英以外(Other than 

Japanese or English) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

「ドイツ語基礎演習１・２」の studio [21]を引き継いで，ネイティヴスピーカー教員のもとドイツ語のアクティヴな運用能力を訓練す
る。 

 

Following studio [21] Preliminary Seminars in German 1 and 2, students will work under a native German professors to practice 

their ability to use German language actively. 

 

授業の内容（Course Contents） 

studio [21]により，高度な会話能力を訓練する。文法や講読の詳細は「ドイツ文学・文化演習」をはじめとする他の科目にゆずっ
て，ここではドイツ語を学んで実際に使う喜びが体験できるように心がけたい。「職業の世界」「祝祭」「感覚」「思想と発明」などの

テーマについて学び考えながらドイツ語の運用をトレーニングしているうちに，未来時称， 過去時称，接続法や再帰動詞などをど

んどん使えるようになるのだから，楽しさは格別のはずだ。 

 

Students will practice advanced conversational skills in studio [21]. Students will learn grammars and reading skills in detail in 

Seminars in German Literature and Culture and in other subjects. Students will practice and enjoy what they have learnt here. 

Students will learn and think about various subjects such as “occupational world”, “celebration”, “feeling”, and “thought and 

invention”, while practicing their German skills. At the same time, students will enjoy and master future tense, past tense, 

subjunctive, and reflexive verb. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. studio [21] A2.1 の Lektion 9 

2. studio [21] A2.1 の Lektion 9 

3. studio [21] A2.1 の Lektion 9 

4. studio [21] A2.1 の Lektion 9 

5. studio [21] A2.1 の Lektion 9 

6. studio [21] A2.2 の Lektion 10 

7. studio [21] A2.2 の Lektion 10 

8. studio [21] A2.2 の Lektion 10 

9. studio [21] A2.2 の Lektion 10 

10. studio [21] A2.2 の Lektion 10 

11. studio [21] A2.2 の Lektion 11, 12 

12. studio [21] A2.2 の Lektion 11, 12 

13. studio [21] A2.2 の Lektion 11, 12 

14. studio [21] A2.2 の Lektion 11, 12 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

指示された課題の予習と、小テストのための復習 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

授業への参加状況(50%)/複数回の授業内小テスト(50%) 

正当な理由なく、欠席が３回になると成績評価の対象とならなくなる。 

 

テキスト（Textbooks） 

1. 2014. studio [21] A2.2. Cornnelsen (ISBN:978-0-06-520590-0) 

 

参考文献（Readings） 

中島悠彌・平尾浩三・朝倉巧『必携 ドイツ文法総まとめ』（白水社 2003）（1 年次に購入済） 
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井出万秀他『専門コースへのドイツ語文法』（1 年次ドイツ語入門教科書） 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AN208 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

その他／ドイツ語表現演習４Ｂ 

(Seminars in German  4B) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
討論３ 

担当者名 

（Instructor） 
ムレンス ゴリ(MUELENZ-GOLI K.) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
GRL3812 

言語 

（Language） 

日英以外(Other than 

Japanese or English) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

「ドイツ語基礎演習１・２」の studio [21]を引き継いで，ネイティヴスピーカー教員のもとドイツ語のアクティヴな運用能力を訓練す
る。 

 

Following studio [21] Preliminary Seminars in German 1 and 2, students will work under a native German professors to practice 

their ability to use German language actively. 

 

授業の内容（Course Contents） 

studio [21]により，高度な会話能力を訓練する。文法や講読の詳細は「ドイツ文学・文化演習」をはじめとする他の科目にゆずっ
て，ここではドイツ語を学んで実際に使う喜びが体験できるように心がけたい。「職業の世界」「祝祭」「感覚」「思想と発明」などの

テーマについて学び考えながらドイツ語の運用をトレーニングしているうちに，未来時称， 過去時称，接続法や再帰動詞などをど

んどん使えるようになるのだから，楽しさは格別のはずだ。 

 

Students will practice advanced conversational skills in studio [21]. Students will learn grammars and reading skills in detail in 

Seminars in German Literature and Culture and in other subjects. Students will practice and enjoy what they have learnt here. 

Students will learn and think about various subjects such as “occupational world”, “celebration”, “feeling”, and “thought and 

invention”, while practicing their German skills. At the same time, students will enjoy and master future tense, past tense, 

subjunctive, and reflexive verb. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. studio [21] A2.1 の Lektion 9 

2. studio [21] A2.1 の Lektion 9 

3. studio [21] A2.1 の Lektion 9 

4. studio [21] A2.1 の Lektion 9 

5. studio [21] A2.1 の Lektion 9 

6. studio [21] A2.2 の Lektion 10 

7. studio [21] A2.2 の Lektion 10 

8. studio [21] A2.2 の Lektion 10 

9. studio [21] A2.2 の Lektion 10 

10. studio [21] A2.2 の Lektion 10 

11. studio [21] A2.2 の Lektion 11, 12 

12. studio [21] A2.2 の Lektion 11, 12 

13. studio [21] A2.2 の Lektion 11, 12 

14. studio [21] A2.2 の Lektion 11, 12 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

指示された課題の予習と、小テストのための復習 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

授業への参加状況(50%)/複数回の授業内小テスト(50%) 

正当な理由なく、欠席が３回になると成績評価の対象とならなくなる。 

 

テキスト（Textbooks） 

1. 2014. studio [21] A2.2. Cornnelsen (ISBN:978-0-06-520590-0) 

 

参考文献（Readings） 

中島悠彌・平尾浩三・朝倉巧『必携 ドイツ文法総まとめ』（白水社 2003）（1 年次に購入済） 



 - 1221 - 

井出万秀他『専門コースへのドイツ語文法』（1 年次ドイツ語入門教科書） 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AN209 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

その他／ドイツ語表現演習５ 

(Seminars in German 5) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
小論文 

担当者名 

（Instructor） 
ムレンス ゴリ(MUELENZ-GOLI K.) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
GRL3810 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

文法的に正しく、論理的なドイツ語の論文を書く。   

  

 

To write academic essays in German correctly and logically. 

 

授業の内容（Course Contents） 

起承転結のある論文を、ドイツ語で執筆するための基礎を学ぶ。   

 

Learn basic principal expressions suitable for academic essays.   

 

授業計画（Course Schedule） 

1. Hausarbeit-Abstract-Handout Einstieg  

2. Einen großen Wortschatz aufbauen-So finden Sie die richtigen Wörter im Aufsatz 

3. Wenn Sie nicht „sagen“ sagen wollen-Synonyme  

4. Mehr Abwechslung in Satzanfängen 

5. passende Synonyme zum Verb „gehen“ 

6. Vorschläge für Einleitung, Hauptteil und Schluss 

7. 125 Adjektive für eine Charakterisierung 

8. Redemittel für wissenschaftliche Texte verstehen und korrekt anwenden 

9. Schreibprozess vorbereiten Sprachmittel und Themenfindung 

10. Sprachstil analysieren-Was wird wie bewertet? 

11. Mit eigenen Texten arbeiten- Fehleranalyse 

12. Mit eigenen Texten arbeiten- Fehleranalyse 

13. Mit eigenen Texten arbeiten- Fehleranalyse 

14. Abschlussdiskussion und Evaluation 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

受講の前提として，ドイツ語の基礎的文法をマスターしていることが必要となる。   

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

最終レポート(Final Report)(40%)/出席と課題の提出状況(60%) 

正当な理由なく 3 回を超えて欠席した場合、成績評価の対象としない。 

 

テキスト（Textbooks） 

授業の作例課題は事前に Google Drive にアップする。また必要に応じてプリントを配布する。 

 

参考文献（Readings） 

参考文献は授業中に指示する。各自独和辞典（紙媒体）を購入して使用することを強く勧める。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

作例提出や授業に関する連絡は原則として Blackboardを通して行うので、毎週最低１回は必ず該当のサイトを確認すること。 

Viel Spaß beim Deutschlernen☺ 

 

注意事項（Notice） 
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■AN210 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

その他／ドイツ語表現演習６ 

(Seminars in German 6) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
小論文 

担当者名 

（Instructor） 
ムレンス ゴリ(MUELENZ-GOLI K.) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
GRL3810 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
2 年次生はプレイスメントテストの受験が必要 

 

授業の目標（Course Objectives） 

これまでに学んだドイツ語の知識に基づき、卒業論文のドイツ語要約（Resümee）を作成できる論述文（diskursiver Text）作成の

高度な知識とスキルの獲得をめざす。 

 

In this class, based on German language skills students have learnt, students will learn and acquire advanced skills to write 

discursive texts (i.e. diskursiver Text), essential when writing graduation thesis summary (i.e. Resümee) in German.  

 

授業の内容（Course Contents） 

授業では、「文段（パラグラフ）＝論述文の基本単位」という発想をもとに課題を設定し、その課題について受講者全員に作例を作

成・提出してもらう。その上で提出された作例を具体的に検討してゆく。毎週の作例提出（授業前々日までに提出）が履修の前提

となる。  

 

The class assumes each paragraph as a basic unit of diskursiver Text. Everyone will create and submit their works on the topic. 

In addition, submitted works will be discussed in detail. Each week students must submit their works.  

 

授業計画（Course Schedule） 

1. ガイダンスと導入：論述文とは何か・文段（パラグラフ）とは何か  

2. 論述文の語彙：作例検討（1）  

3. 論述文の語彙：作例検討（2）  

4. 論述文の語彙：作例検討（3）  

5. 論述文の語彙：作例検討（4）  

6. 論述文の語彙：作例検討（5）  

7. 論述文の語彙：作例検討（6）  

8. 論述文の論理：作例検討（7）  

9. 論述文の論理：作例検討（8）  

10. 論述文の修辞：作例検討（9）  

11. 論述文の修辞：作例検討（10）  

12. 総合：作例検討（11）  

13. 総合：作例検討（12）  

14. 総括と展望  

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

受講前に「ドイツ語入門」と「ドイツ語基礎演習」の教材を復習し、特に文法知識を確実なものとしておくこと。また、毎回全員が作

例の作成と事前提出を義務づけられているので、これが予習となる。第 1 回の授業の前に、Blackboardで指示される注意事項

等を必ず読み、指示に従って事前の作業をしておくこと。  

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

最終レポート(Final Report)(40%)/出席と課題の提出状況(60%) 

正当な理由なく 3 回を超えて欠席した場合、成績評価の対象としない。 

 

テキスト（Textbooks） 

授業の作例課題は事前に Google Drive にアップする。また必要に応じてプリントを配布する。 

 

参考文献（Readings） 

参考文献は授業中に指示する。各自独和辞典（紙媒体）を購入して使用することを強く勧める。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 
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作例提出や授業に関する連絡は原則として Blackboardを通して行うので、毎週最低１回は必ず該当のサイトを確認すること。 

Viel Spaß beim Deutschlernen☺ 

 

注意事項（Notice） 
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■AN231 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

その他／ドイツ文学・文化演習１０１ 

(Seminars in German Literature and Culture 101) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
日独比較文化 

担当者名 

（Instructor） 
林 志津江(HAYASHI SHIZUE) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
GRL3810 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

卒論執筆に向けて必要なドイツ語力のブラッシュアップとともに、歴史や政治が、いかにして人々の生活や思考、文化や社会の

形成に影響を与えるのか、それらを反省的に思考できる力の獲得を目指します。 

 

Students will read and comprehend German texts. Students will improve their German language skill to prepare for their 

graduation thesis. At the same time, they will acquire ability to reflect upon impacts of history and politics modern population’s 

lifestyles, thoughts, cultural phenomena and societies. 

 

授業の内容（Course Contents） 

周知の通り、第二次世界大戦後に国土が東西に分断したドイツは「ベルリンの壁」という稀有な状況に遭遇しました。そして再統

一後から 30 余年を経た今、かつて冷戦の最前線に立ったベルリンとドイツの歴史は、現在の日本に住む私たちにとっていかなる

意味を持つのでしょうか。この授業では、ベルリンの壁の建立と崩壊に至るまでの経緯を、平易なドイツ語で振り返りながら、東西

ドイツ戦後史の一端を学びます。 

各回の授業は、担当者（複数名）の発表で進行します。各回の担当者は、担当箇所の訳文とその箇所の文法事項と注釈のハンド

アウトを作成し、それを元に発表します。担当者の発表後は、テクストの内容を参加者全員で検討します。 

 

After the Fall of the the Berlin Wall and the reunion of East and West Germany, more than thirty years later, many of their 

stories have faded. But we are now faced with another conflicts and climate of division - in the age of pandemic and economic 

disparity nowadays - how could we now reflect "the history of the Berlin Wall" from the view of the contemporary Japanese 

Society?   

Each lesson will advance based on presentations of selected students. Each time, selected students will create materials to be 

distributed, complete with translation, grammars, and notes of specified parts. They will make presentation based on these 

materials. After the presentations by these students, all students will discuss the text contents. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. オリエンテーション（授業の進め方についての説明、分担の決定） 

2. テクスト講読と内容の検討（1） 

3. テクスト講読と内容の検討（2） 

4. テクスト講読と内容の検討（3） 

5. テクスト講読と内容の検討（4） 

6. テクスト講読と内容の検討（5） 

7. テクスト講読と内容の検討（6） 

8. テクスト講読と内容の検討（7） 

9. テクスト講読と内容の検討（8） 

10. テクスト講読と内容の検討（9） 

11. テクスト講読と内容の検討（10） 

12. テクスト講読と内容の検討（11） 

13. テクスト講読と内容の検討（12） 

14. まとめ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

前回の授業で扱った日本語訳と文法についてしっかり見直しを行うとともに、次回部分を読んでくること。見直しや予習の際には

音読練習も取り入れると良い。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

発表（担当箇所の分担）および授業への積極的な参加と貢献(30%)/予習および授業後の振り返り（課題提出）(30%)/最終テスト

(Final Test)(40%) 
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テキスト（Textbooks） 

1. 平井正・Wolfgang Brenn. 1991. Die Geschichte der Berliner Mauer.. 白水社 

・初回授業開始までにテクストのデータを配布（Google Classroom にアップロード）します。 

・著者はどちらも、かつて立教大学文学部ドイツ文学科（現文学部文学科ドイツ文学専修）で教鞭をとっておられた先生（名誉教

授および元教授）です。 

 

参考文献（Readings） 

1. 河合信晴、2020、『物語 東ドイツの歴史』、中央公論新社 (ISBN:978-4-12-102615-6) 

2. 石田勇治、2007、『図説 ドイツの歴史』、河出書房新社 (ISBN:978-4309761053) 

3. 森井裕一、2016、『ドイツの歴史を知るための 50 章』、明石書店 (ISBN:978-4750344133) 

・ドイツ帝国の成立からナチの政権奪取、第二次世界大戦での敗戦に至るまで、ドイツと欧州の 19〜20 世紀の歴史を、大まかで

いいので予め知っておきましょう。 

・上記の歴史と並行して、当時の日本とアジア〜ユーラシア大陸の国々（特に東南・東アジア諸国）の歴史を、やはり大まかでい

いので知っておくと良いでしょう。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

・授業には Google Classroomを利用します。 

・当然ながら、授業の無断欠席や度重なる遅刻については、即時に評価の対象外となります。 

・発表担当回の欠席は原則として認めません。 

・正当な理由なく授業を３回以上欠席した人は、その時点で評価の対象外となります。 

 

注意事項（Notice） 
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■AN233 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

その他／ドイツ文学・文化演習１０３ 

(Seminars in German Literature and Culture 103) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
メディア文化・表象文化 

担当者名 

（Instructor） 
古矢 晋一(FURUYA SHINICHI) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
GRL3810 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
2021 年度まで「ドイツ文学・文化演習 103（都市文化・表象文化）」 

 

授業の目標（Course Objectives） 

メディア文化・表象文化に関する基礎的な知識を身につける。 

 

Students will acquire basic knowledge about media culture and Studies of Culture and Representation. 

 

授業の内容（Course Contents） 

メディア文化・表象文化に関するドイツ語文章（エッセイ、雑誌記事、新聞記事など）を辞書や参考書を使いながら読む。授業では

文法、構文、発音、語彙などの確認、説明を交えながら、精読と要約が中心となる予定。毎回の予習および復習が必須となる。  

 

Students will read German texts (essays, magazine articles, newspaper articles, etc.) using dictionaries and reference books. 

The class will focus on reading and summarization, while checking and explaining grammar, syntax, pronunciation, vocabulary, 

etc. Preparation and review will be required for every session.  

 

授業計画（Course Schedule） 

1. ガイダンス・授業の進め方 

2. 訳読・発表・議論（1） 

3. 訳読・発表・議論（2） 

4. 訳読・発表・議論（3） 

5. 訳読・発表・議論（4） 

6. 訳読・発表・議論（5） 

7. 訳読・発表・議論（6） 

8. 訳読・発表・議論（7） 

9. 訳読・発表・議論（8） 

10. 訳読・発表・議論（9） 

11. 訳読・発表・議論（10） 

12. 訳読・発表・議論（11） 

13. 訳読・発表・議論（12） 

14. まとめ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

毎回必ず予習をし、担当となった課題を行うこと。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

予習の状況(30%)/授業での発表(30%)/最終レポート(Final Report)(40%) 

正当な理由なく３回欠席した場合、成績評価の対象としない。 

 

テキスト（Textbooks） 

コピーを配布する。詳細は授業にて説明する。 

 

参考文献（Readings） 

1. 中島・平尾・朝倉、2003、『改訂版必携ドイツ文法総まとめ』、白水社 (ISBN:9784560004920) 

その他は授業中に適宜指示する。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AN235 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

その他／ドイツ文学・文化演習１０５ 

(Seminars in German Literature and Culture 105) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
ドイツと異文化 

担当者名 

（Instructor） 
美留町 義雄(BIRUMACHI YOSHIO 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
GRL3810 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
2021 年度まで「ドイツ文学・文化演習 105（メディア文化・ユダヤ文化）」 

 

授業の目標（Course Objectives） 

文学テクストを、近代化が進む歴史的文脈の中でとらえ、そこに現れ出た生き方や考え方の変化を検証する。上記の作業を通じ

て、ドイツ（および日本）の近代文学、文化史に関する理解を深める。 

 

In this class, literary texts will be surveyed in the historical context of the growing modernity to understand the changes in ways 

of life and ways of thinking. Through the above work, students will deepen their understanding of modern German (and 

Japanese) literature and cultural history. 

 

授業の内容（Course Contents） 

ゲーテをはじめとするドイツ近代文学のテクストを題材にして、メディア論、身体論、都市論などさまざまな文化的見地から読み解

く実践を行います。また比較の対象として、森鴎外や夏目漱石など日本の近代文学も扱う予定です。 

 

In this course, students will practice reading texts of Goethe and other modern German literature from various cultural 

perspectives, such as media theory, body theory, and urban theory. We also plan to use modern Japanese literature, such as 

Mori Ogai and Natsume Soseki, as objects of comparison. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. オリエンテーション（作品の解説、授業の進め方についての説明、担当者の決定） 

2. テクスト講読と内容の検討（１） 

3. テクスト講読と内容の検討（２） 

4. テクスト講読と内容の検討（３） 

5. テクスト講読と内容の検討（４） 

6. テクスト講読と内容の検討（５） 

7. テクスト講読と内容の検討（６） 

8. テクスト講読と内容の検討（７） 

9. テクスト講読と内容の検討（８） 

10. テクスト講読と内容の検討（９） 

11. テクスト講読と内容の検討（１０） 

12. テクスト講読と内容の検討（１１） 

13. テクスト講読と内容の検討（１２） 

14. まとめ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

全員が毎回必ず予習をすること、担当者は日本語訳と文法解説、さらに内容的な補足説明を準備すること。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

最終レポート(Final Report)(40%)/発表(30%)/授業への参加態度(30%) 

無断欠席が 3 回を超えた場合、成績評価の対象としない。 

 

テキスト（Textbooks） 

第一回目の授業時に使用テクストのコピーを配布する。 

 

参考文献（Readings） 

参考文献に関しては、授業時にその都度指示します。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

人数が多い場合にはグループ発表とします。 

 



 - 1229 - 

注意事項（Notice） 
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■AN239 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

その他／ドイツ文学・文化演習１０９ 

(Seminars in German Literature and Culture 109) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
伝承・物語 

担当者名 

（Instructor） 
吉原 素子(YOSHIHARA MOTOKO) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
GRL3810 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

グリム童話の原文を詳細に読み、Märchen の特質を学ぶ。 

 

Students will read carefully Grimms’ Märchen in original language to learn about Märchen characteristics. 

 

授業の内容（Course Contents） 

グリム童話より数編を詳細に読む。版ごとの違いを読み取る。他の国の昔話との比較をする。研究文献を読み、理解を深める。

毎回、訳文を提出してもらう。 

 

Students will read carefully several stories of Grimms’ Märchen. Students will look for differences among different versions. 

Students will compare Grimms tales with those from other countries. Students will read research literatures to deepen their 

understanding. Each time students will submit their translations. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. オリエンテーション 

『聞いて読む初版グリム童話』の「グリム童話への手引き」を読み、Märchen、グリム童話についての全体像をつかむ 

2. 『聞いて読む初版グリム童話』より「グリム童話への手引き」を読む 

3. KHM50 いばら姫(1) 

4. KHM50 いばら姫(2) 

5. KHM50 いばら姫(3) 

6. KHM26 赤ずきん(1) 

7. KHM26 赤ずきん(2) 

8. KHM26 赤ずきん(3） 

9. KHM25 七羽のからす(1） 

10. KHM25 七羽のからず(2) 

11. Lüthiの文体論(1） 

12. Lüthiの文体論(2) 

13. Lüthiの文体論(3） 

14. まとめ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

グリム童話 200 話を読んでおくこと（日本語訳） 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

最終レポート(Final Report)(30%)/毎回の訳文提出(30%)/発表(20%)/授業への出席・参加(20%) 

 

テキスト（Textbooks） 

1. Brüder Grimm. 2010. Kinder- und Hausmärchen. 3Bde.. Reclam (ISBN:978-3-15-030042-8) 

2. 野村泫 訳、2005、『完訳グリム童話集』全 7 巻、筑摩書房 (ISBN:4-480-42142-4) 

3. 吉原高志、吉原素子、2010、『聞いて読む初版グリム童話』、白水社 (ISBN:978-4-560-08535-6) 

プリントを配布する。 

 

参考文献（Readings） 

1. マックス・リューティ、1966、『昔話の本質と解釈』、福音館書店 (ISBN:4-8340-1354-5) 
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その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AN241 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

その他／ドイツ文学・文化演習１１１ 

(Seminars in German Literature and Culture 111) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
比較文化 

担当者名 

（Instructor） 
桂 元嗣(KATSURA MOTOTSUGU) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
GRL3810 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

テクストの精読によりドイツ語力を向上させるとともに、以下の点について基礎的な理解を得ることを目標とします。 

・テクストの成立過程に着目した解釈の方法 

・20 世紀初頭のヨーロッパにおける「人間」についての議論 

 

Students will improve their German language skills through close reading of the texts and gain a basic understanding of the 

following points: 

・Interpretation methods focusing on the process of formation of texts 

・Anthropological debates in Europe at the beginning of the 20th century 

 

授業の内容（Course Contents） 

本演習では、ローベルト・ムージルの短編集『三人の女』(1924)のうち、「ポルトガルの女」(Die Portugiesin)を精読します。この短

編では登場人物のほかに蝿、狼、猫など、さまざまな動物が登場します。ムージルは第一次世界大戦中にさまざまな動物にまつ

わるメモをノートに書きためており、今回読む短編も「動物寓話集」構想から派生したものです。構想メモが作品へと生成していく

過程でどのような変化が生じているのかについて、出版された作品と構想メモとを読み比べつつ確認してみたいと思います。 

また、関連資料についての口頭発表・議論を通じて、同時代の人類学に対するムージルの見解を読み取ったり、カフカやザルデ

ンなど同時代の作家のいわゆる「動物もの」との比較を行います。 

 

In this seminar, we will closely read "The Portuguese Woman" (Die Portugiesin) from Robert Musil's "Three Women" (1924). In 

this short story, in addition to the main character, various animals appear, including a fly, a wolf, and a cat. During World War I, 

Musil kept notes on various animals in his notebooks, and the short story we will read here was derived from his "Animal 

Fables" concept. We will confirm what kind of thematic changes occurred in the process of transforming the conception memos 

into novels. Through the closely reading of the texts, we will also read his views on the anthropology of his time and compare 

them with the so-called "animal stories" of Franz Kafka, Felix Salten, and other writers of the same period.  

 

授業計画（Course Schedule） 

1. イントロダクション、担当の割り当て 

2. 構想メモ（Die kleine Katze aus dem Jenseits）の精読（1） 

3. 構想メモ（Die kleine Katze aus dem Jenseits）の精読（2） 

4. Die Portugiesin 精読（1） 

5. Die Portugiesin 精読（2） 

6. Die Portugiesin 精読（3） 

7. Die Portugiesin 精読（4） 

8. Die Portugiesin 精読（5） 

9. Die Portugiesin 精読（6） 

10. Die Portugiesin 精読（7） 

11. Die Portugiesin 精読（8） 

12. Die Portugiesin 精読（9） 

13. Die Portugiesin 精読（10） 

14. まとめと補足 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

テクストはあらかじめ辞書を引くなど予習をしておいてください。授業で取り上げた文献は、図書館を利用するなどできるだけ読ん

でおいてください。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

レポート試験(Report Exam)(60%)/訳読(20%)/授業で定められた課題の発表(20%) 
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テキスト（Textbooks） 

コピーを用意します。 

 

参考文献（Readings） 

授業で適宜紹介します。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AN249 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

その他／ドイツ文学・文化演習８ 

(Seminars in German Literature and Culture 8) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
検定ドイツ語 

担当者名 

（Instructor） 
櫻井 麻美(SAKURAI MAMI) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
GRL3810 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
2 年次生はプレイスメントテストの受験が必要 

 

授業の目標（Course Objectives） 

CEFR B1 以上、ドイツ語技能検定試験２級以上で必要とされる文章読解力、文章作成力、リスニング力を身に付け、語彙の増加

を目指します。 

 

Students will work towards advanced comprehension, writing and listening skills and increasing vocabulary, equivalent to CEFR 

B1 and Diplom Deutsch in Japan grade 2 or higher. 

 

授業の内容（Course Contents） 

公開されている Zertifikat B1 と B2、独検２級と準１級の問題を使い、文構造を把握しながら読み解き、これを日本語で正確に再

現する力、ならびに指定されたポイントに沿って正確なドイツ語で文章を構成する力を養います。受講者は、毎週、指定されたテ

キストの和訳あるいは独作文を提出します。提出された課題は、添削後、次の週に返却し、授業内でフィードバックを行います。

間違いが多い場合、再提出を求めることがあります。並行して、聞き取り問題、文法・語彙問題にも取り組みます。毎週、単語テ

ストを行います。 

 

Students will use actual texts found in Zertifikat B1and B2, Diplom Deutsch in Japan grade 2 and grade pre-1. Students will 

read these texts carefully, understand their text structures, and practice rephrasing them in Japanese accurately. Further, 

Students will train to write texts in German. Students must submit specified translation or writing assignment every week. 

Assignments submitted by students will be edited and returned the next week. Explanations about key points will be given. If 

there are too many errors in assignments, students will be asked to redo them. In addition, students will also work on listening 

exercise, grammar and vocabulary quizzes. Each week there will be vocabulary test. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. ガイダンス：授業概要、検定試験の概要、使用するプリントの配布 

文法・語彙問題(0)〔初見〕、聞き取り練習(1) 

次週までの課題：和訳(1)、文法・語彙問題(1) 

2. 和訳(0)〔初見〕、文法・語彙問題(1)、聞き取り練習(2) 

提出：和訳(1) 

次週までの課題：和訳(2)、文法・語彙問題(2) 

3. 返却・解説：和訳(1) 

文法・語彙問題(2)、聞き取り練習(3) 

提出：和訳(2) 

次週までの課題：和訳(3)、文法・語彙問題(3) 

4. 返却・解説：和訳(2) 

文法・語彙問題(3)、聞き取り練習(4) 

提出：和訳(3) 

次週までの課題：和訳(4)、文法・語彙問題(4) 

5. 返却・解説：和訳(3) 

文法・語彙問題(4)、聞き取り練習(5) 

提出：和訳(4) 

次週までの課題：和訳(5)、文法・語彙問題(5) 

6. 返却・解説：和訳(4) 

文法・語彙問題(5)、聞き取り練習(6) 

提出：和訳(5) 

次週までの課題：和訳(6)、文法・語彙問題(6) 

7. 返却・解説：和訳(5) 

文法・語彙問題(6)、聞き取り練習(7) 

提出：和訳(6) 

次週までの課題：和訳(7)、文法・語彙問題(7) 
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8. 返却・解説：和訳(6) 

文法・語彙問題(7)、聞き取り練習(8) 

提出：和訳(7) 

次週までの課題：和訳(8)、文法・語彙問題(8) 

9. 返却・解説：和訳(7) 

文法・語彙問題(8)、聞き取り練習(9) 

提出：和訳(8) 

次週までの課題：和訳(9)、文法・語彙問題(9) 

10. 返却・解説：和訳(8) 

文法・語彙問題(9)、聞き取り練習(10) 

提出：和訳(9) 

次週までの課題：独作文(1)、文法・語彙問題(10) 

11. 返却・解説：和訳(9) 

文法・語彙問題(10)、聞き取り練習(11) 

提出：独作文(1) 

次週までの課題：独作文(2)、文法・語彙問題(11) 

12. 返却・解説：独作文(1) 

文法・語彙問題(11)、聞き取り練習(12) 

提出：独作文(2) 

次週までの課題：独作文(3)、文法・語彙問題(12) 

13. 返却・解説：独作文(2) 

文法・語彙問題(12)、聞き取り練習(13) 

提出：独作文(3) 

次週までの課題：文法・語彙問題(13) 

14. 返却・解説：独作文(3) 

文法・語彙問題(13)、聞き取り練習(14) 

まとめ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

語彙、イディオム等は、各自で積極的に増やしていくこと。 

和訳テキストや文法・語彙問題に出てきた重要語句については、次の週に小テストを行い、習熟度を確認します。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

和訳課題の内容(50%)/授業参加態度(30%)/小テスト(20%) 

提出課題で機械翻訳を使用したことが１度でも判明した場合、成績評価の対象とはしません。３回以上無断欠席をした場合、履

修を放棄したものとみなします。やむを得ない事情で欠席する場合は事前に担当教員に連絡すること。また、欠席する場合でも

課題は必ず提出すること。 

 

テキスト（Textbooks） 

プリントを配布します。 

 

参考文献（Readings） 

1. 中島悠爾、平尾浩三、朝倉巧、2003、『必携ドイツ文法総まとめ』〔改訂版〕、白水社 (ISBN:9784560004920) 

2. 在間進、2017、『リファレンス・ドイツ語』、第三書房/郁文堂 (ISBN:9784261073553) 

その他の参考書等についてもリクエストに応じて随時紹介します。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

やむを得ず欠席する場合等の連絡用メールアドレスは、初回の授業の際に指示します。 

 

注意事項（Notice） 
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■AN252 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

その他／ドイツ文学・文化演習２ 

(Seminars in German Literature and Culture 2) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
思想・評論 

担当者名 

（Instructor） 
渡部 重美(WATANABE SHIGEMI) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
GRL3810 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

下記テキストの講読を通じて、ドイツ語力の定着をはかりつつ、フィンセント・ファン・ゴッホの「星月夜」について理解することを目

標とする。 

 

By reading the following texts carefully, students will further master their German language skills. Students will work to 

understand the "Starry Night" of Vincent van Gogh in this course. 

 

授業の内容（Course Contents） 

下記テキストを輪読しながら、そこに出てくる重要なキーワード（出来事、人名等）について、担当者による発表を随時行う。 

 

Students will read the following texts in turn. Selected students will present important keywords found in these texts (events, 

people, etc.) 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. オリエンテーション：授業の目標と進め方の説明／担当者の決定／ゴッホ「星月夜」に関連した映像の視聴(1) 

2. 30～32 ページの講読 

3. 33～35 ページの講読  

4. 36～38 ページの講読  

5. 39～41 ページの講読 

6. 42～44 ページの講読 

7. 45～47 ページの講読 

8. ゴッホ「星月夜」に関連した映像の視聴(2)／48～50 ページの講読 

9. 51～54 ページの講読 

10. 55～58 ページの講読 

11. 59～62 ページの講読 

12. 63～66 ページの講読 

13. 67～70 ページの講読／最終レポートに関する告知 

14. 71～73 ページの講読／まとめ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

毎回ドイツ語のテキストを事前にしっかり読んで授業に臨むこと。また、下記参考文献を中心に、関連する文献を読んでおくことが

望ましい。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

最終レポート(Final Report)(40%)/授業への参加度（割り振られた課題をきちんとこなしているか、授業中の議論・発表に積極的に

参加しているか）(60%) 

無断で授業を欠席した場合、３回の欠席でもって D 評価とする。 

 

テキスト（Textbooks） 

Elke von Radziewsky (Übers.): Vincent van Gogh. Die Sternennacht. Die Geschichte des Stoffes und der Stoff der Geschichte 

von Albert Boime. Frankfurt am Main (Fischer), 1995, S. 30-73. コピーでお渡しする。 

 

参考文献（Readings） 

1. 圀府寺司、2019、『ファン・ゴッホ ～日本の夢に懸けた画家～』、角川ソフィア文庫 (ISBN:978-4-04-400528-3) 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 
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注意事項（Notice） 
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■AN253 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

その他／ドイツ文学・文化演習３ 

(Seminars in German Literature and Culture 3) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
児童文学 

担当者名 

（Instructor） 
吉原 素子(YOSHIHARA MOTOKO) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
GRL3310 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

ドイツ語で書かれた子どもの本を読んで、その特質、大人の本との違い、子どもの本の意義を考える。 

 

By reading German children books, students study the characteristics of them, the differnence between books for children and 

those for adults, and the significance of children books. 

 

授業の内容（Course Contents） 

ドイツ語で書かれた子どもの本を、歴史の流れに沿って、原文で読む。毎回、訳文を提出する。 

 

Students read German children books along history. They must submit translations before every class. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. オリエンテーション 

ドイツの子どもの本の歴史の概観 

2. 『もじゃもじゃペーター』 

3. 『マックスとモーリッツ』 

4. ケストナー １．『エーミールと探偵たち』 

5. ケストナー 2．『ファービアン』 

6. ケストナー 3．『飛ぶ教室』① 

7. ケストナー ４．『飛ぶ教室』➁ 

8. 反権威主義的児童文学 1．『灰色の畑と緑の畑』 

9. 反権威主義的児童文学 2．『ヒルベルトいう子がいた』 

10. 戦争児童文学 

11. エンデ  『モモ』 

12. 思春期小説 『ゼバスチアンからの電話』 

13. 絵本 

14. まとめ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

毎回、訳文を授業前に提出する。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

最終レポート(Final Report)(30%)/毎回の訳文提出(50%)/発表、授業への参加(20%) 

正当な理由なく 3 回欠席した場合、成績評価の対象外となります。 

 

テキスト（Textbooks） 

プリント配布 

 

参考文献（Readings） 

1. 野村泫、2009、『ドイツの子どもの本ー大人の本とのつながり』［増補新版］、白水社 (978-4-560-08037) 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AN255 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

その他／ドイツ文学・文化演習５ 

(Seminars in German Literature and Culture 5) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
ドイツ文化論 

担当者名 

（Instructor） 
宮崎 麻子(MIYAZAKI ASAKO) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
GRL3810 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

ドイツ語文法の基礎をかため、長文読解力を向上させる。 

19 世紀末の女性主人公の結婚をめぐる物語をとおして、ジェンダー文化を歴史的にとらえる視点を養う。 

 

Students will practice reading German texts. An the same time, they should develop historical perspective on gender culture, 

focusing on a marriage in the late 19th century. 

 

授業の内容（Course Contents） 

1 教科書の講読（学習者向けに編集され訳注が付されたドイツ語小説『エフィ・ブリースト』（抜粋）を用いる。原作はフォンターネ

作、1896 年） 

2 文法と語彙を確認する予習用プリント用いて単語クイズやグループ学習を行う。 

3 「エフィ・ブリースト」に関する事典記事や、ジェンダー史の文献の抜粋（19 世紀の市民層の女性の暮らしについて）を読んでき

て、ディスカッションを行う。 

 

1)Reading the textbook (an edited version of “Effi Briest” for students). 

2) Practice grammar and vocabulary in groups. 

3) Reading a couple of texts (in Japanese) about the novel and its historical context and discuss about them.  

 

授業計画（Course Schedule） 

1. ガイダンス 文法①基本的な動詞 30 個の三基本形を復習 

    辞書の引き方、旧正書法についての説明 

2. 小説 Effi Briestについての紹介記事（日本語）を読む 

    小説の舞台となる地方を確認  

文法練習問題②前置詞＋冠詞の融合系；前置詞＋人称代名詞の融合系; 命令法 

教科書 Effi Briest講読（S.1） 

3. 教科書 Effi Briest講読（S.1-2）文法練習問題③前置詞＋wasの融合系、接続法 II 

4. 教科書 Effi Briest講読（S.2）文法練習問題④非分離動詞 ver-、形容詞の名詞化 

小テスト 

5. 教科書 Effi Briest講読(S.3) 文法練習問題⑤分離動詞、比較級、als ob 

6. 教科書 Effi Briest講読(S.4-5) 文法練習問題⑥男性弱変化名詞、接続法 I 

7. 小テスト  

原田一美の文献（川越修の編著書所収）:19 世紀市民層の女性の状況を学ぶ 

8. 教科書 Effi Briest講読（S.6-8）以下、分担を決めて訳す 

9. 教科書 Effi Briest講読(S.9-11) 

10. 教科書 Effi Briest講読(S.12-14) 

11. 教科書 Effi Briest講読（S.15-17） 

12. 教科書 Effi Briest講読(S.18-20) 

13. 教科書 Effi Briest講読(S.21-23) 

14. 教科書 Effi Briest講読(S.24-26) 小テスト 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

多くの受講生にとって未知であろう単語が頻出する文章なので、辞書を引くことは欠かせません。 

また、構文を理解したうえで訳し、文法構造を説明できることを目指した予習を求めます。 

 

予習において『必携文法総まとめ』と独和辞典を使用し、授業にもこれらを毎回持参してください。 
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成績評価方法・基準（Evaluation） 

予習（指名された箇所についての口頭での説明・日本語訳）(25%)/小テスト(3 回)(50%)/担当個所の発表(25%) 

 

テキスト（Textbooks） 

1. Theodor Fontane. 滝沢弘（編）. 1986. Effi Briest. 同学社 

 

参考文献（Readings） 

1. フォンターネ、1941／1942.、『罪なき罪（エフィ・ブリースト）上・下』加藤一郎（訳）、岩波文庫 

2. 川越修ほか（編著）、1990、『近代を生きる女たち 19 世紀ドイツ社会史を読む』、未來社 

3. 中島悠爾ほか、2003、『改訂版 必携ドイツ文法総まとめ』、白水社 

4. 筒井淳也、2016、『結婚と家族のこれから～共働き社会の限界～』、光文社 

予習において『必携文法総まとめ』と独和辞典を使用し、授業にもこれらを毎回持参してください。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AN256 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

その他／ドイツ文学・文化演習６ 

(Seminars in German Literature and Culture 6) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
中・近世ドイツ語研究 

担当者名 

（Instructor） 
松原 文(MATSUBARA AYA) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
GRL3810 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

12 世紀後半から 13 世紀初頭のドイツ文学作品を読む。また中世の宮廷社会における文芸の役割、写本の文化について学ぶ。 

 

We will read German literature from the late 12th to early 13th centuries. Students will acquire basic knowledge about the role 

of literature in the medieval court society and manuscript culture. 

 

授業の内容（Course Contents） 

中高ドイツ語の基礎を学び、『ニーベルンゲンの歌』とゴットフリート・フォン・シュトラスブルクの『トリスタンとイゾルデ』の講読をお

こなう。また背景知識を得るため、入門的な図書や研究文献を読む。担当者はレジュメを準備し発表する。 

 

All students will learn the basics of Middle High German and read "Nibelungenlied" and Gottfried von Strassburg's "Tristan". In 

parallel, selected students will research introductory literature and make a presentation. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 導入・中高ドイツ語文法 

2. 中高ドイツ語文法 

3. 『ニーベルンゲンの歌』の講読・発表 

4. 『ニーベルンゲンの歌』の講読・発表 

5. 『ニーベルンゲンの歌』の講読・発表 

6. 『ニーベルンゲンの歌』の講読・発表 

7. 『ニーベルンゲンの歌』の講読・発表 

8. 『ニーベルンゲンの歌』の講読・発表 

9. 『トリスタン』の講読・発表 

10. 『トリスタン』の講読・発表 

11. 『トリスタン』の講読・発表 

12. 『トリスタン』の講読・発表 

13. 『トリスタン』の講読・発表 

14. 『トリスタン』の講読・発表 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

指定された文献を毎週読んでくること。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

最終レポート(Final Report)(30%)/授業参加(70%) 

正当な理由なく３回欠席した場合は、成績評価の対象外となります。 

 

テキスト（Textbooks） 

授業時にプリントを配布します。 

 

参考文献（Readings） 

1. ヨアヒム・ブムケ、1995、『中世の騎士文化』、白水社 

2. クラウディア・ブリンカー・フォン・デア・ハイデ、2017、『ヨーロッパ中世の文学とメディア 写本の文化誌』、白水社 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AN257 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

その他／ドイツ文学・文化演習７ 

(Seminars in German Literature and Culture 7) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
メディアのドイツ語 

担当者名 

（Instructor） 
高木 葉子(TAKAGI YOKO) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
GRL3810 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

「ヒトラーの時代」について書かれたテクストを読み、さらにテクストの内容を映像で確認し、ドイツ語力の向上と、ナチ・ドイツの基

本知識の習得を目指します。 

 

Students will read texts written about Adolf Hitler and his Nazi regime in Germany. Students will improve their German language 

skills while reading and understanding these texts. 

 

授業の内容（Course Contents） 

１）受講者全員が、テクストの指定箇所を訳読する。 

２）テクストの内容を映像で確認する。 

 

All students will read and translate the texts. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. ガイダンス 

テクストの配布、授業の進行方法の確認、 

2. ヒトラーの権力掌握への第一段階  講読＋映像鑑賞 

3. 当時のドイツ国内の風潮  講読＋映像鑑賞 

4. ヒトラーの権力掌握への第二段階：突撃隊と国防軍  講読＋映像鑑賞 

5. ヒトラーの内政 講読＋映像鑑賞 

6. 恐怖政治と親衛隊 講読＋映像鑑賞 

7. プロパガンダとゲッペルス 講読＋映像鑑賞 

8. これまでの授業の理解の確認 

9. ヒトラーの外交 講読＋映像鑑賞 

10. 共産主義者とユダヤ人 講読＋映像鑑賞 

11. ユダヤ人迫害 講読＋映像鑑賞 

12. 抵抗・亡命・加担 講読＋映像鑑賞 

13. 第三帝国とドイツ帝国の連続性と非連続性 講読＋映像鑑賞 

14. 授業の総括 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

１）毎回授業で扱うテクストを予習する 

２）最終レポートを提出する 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

最終レポート(Final Report)(40%)/出席と授業への参加度(60%) 

無断で授業を欠席した場合、３回の欠席でもって D 評価とする。 

 

テキスト（Textbooks） 

コピーを配布します。 

 

参考文献（Readings） 

授業時に指示します。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 
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注意事項（Notice） 
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■AN258 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

その他／ドイツ文学・文化演習 ４ 

(Seminars in German Literature and Culture 4) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
日独比較文化タンデム 

担当者名 

（Instructor） 
吉田 治代(YOSHIDA HARUYO) 

学期 

（Semester） 
秋期間外 (Winter Session) 

単位 

（Credit） 
４単位(4 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
GRL3810 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 

配当年次 1～3 年次。 

2018 年度まで「ドイツ文学・文化演習４（音楽・造形芸術） 

 

授業の目標（Course Objectives） 

3 月にルール大学ボーフム外国語研修所（LSI）で行われるタンデム形式日独比較文化講習の準備を行う。 

 

This cource prepare to participate Tandem-Cource at LSI of Ruhr-University Bochum.  

 

授業の内容（Course Contents） 

渡航、学習に必要な事項を毎回のミィーティング（予定は参加者に別途配布）で準備する。 

3 月に 2 週間、ボーフム大学付属外国語研究所においてタンデム形式の授業に参加する。 

 

Items for visiting Germany and for German language skils are prepared at each meeting. (The plan for meeings will be gived to 

the paticipants)  

 

授業計画（Course Schedule） 

1. Meeting 1 

2. Meeting 2 

3. Meeting 3 

4. Meeting 4 

5. Meeting 5 

6. Meeting 6 

7. Meeting 7 

8. ボーフム大学附属外国語研究所 

9. ボーフム大学附属外国語研究所 

10. ボーフム大学附属外国語研究所 

11. ボーフム大学附属外国語研究所 

12. ボーフム大学附属外国語研究所 

13. ボーフム大学附属外国語研究所 

14. ボーフム大学附属外国語研究所 

15. ボーフム大学附属外国語研究所 

16. ボーフム大学附属外国語研究所 

17. ボーフム大学附属外国語研究所 

18. ボーフム大学附属外国語研究所 

19. ボーフム大学附属外国語研究所 

20. ボーフム大学附属外国語研究所 

21. ボーフム大学附属外国語研究所 

22. ボーフム大学附属外国語研究所 

23. ボーフム大学附属外国語研究所 

24. ボーフム大学附属外国語研究所 

25. ボーフム大学附属外国語研究所 

26. ボーフム大学附属外国語研究所 

27. ボーフム大学附属外国語研究所 

28. ボーフム大学附属外国語研究所 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

その都度指示 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

修了証(100%) 
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テキスト（Textbooks） 

なし 

 

参考文献（Readings） 

 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

4 月のガイダンス時に紹介し、6月末から 7 月にかけてガイダンス・募集を行う。 

 

注意事項（Notice） 
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■AN301 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AN301／文学講義 １０１ 

(Lectures on Literature 101) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
ドイツの言語 

担当者名 

（Instructor） 
渡辺 学(WATANABE MANABU) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
GRL3400 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

主に日本語とドイツ語の事例，場合によっては英語その他の事例を参照しながら，社会とメディアと言語の関係，とりわけ現代に

おける言語の変容と多様性の問題点を照らし出します。その後，（異文化）コミュニケーションの諸問題に以降し，その社会文化

性にも触れながら言語研究・言語観察の技法を会得することを目標にします。その過程で，言語学・日本語学・ドイツ語学の基本

概念の理解を深めます。  

 

In this class, students will consider the relationship between society, media and language, especially as a matter of current 

linguistic variations and varieties. Students will also study them based on Japanese and German examples, by using English 

texts if necessary. After that, students will acquire techniques to conduct linguistic researches and observations, highlighting 

various issues concerning communication, cross-cultural communication, focusing also on their sociocultural aspects. At the 

same time, students will deepen their basic concepts about linguistics, especially Japanese, and German linguistics.   

 

授業の内容（Course Contents） 

以下の授業計画に従って日本語・ドイツ語の現況，とりわけ世代・年齢・地域・使用場面等に応じた多様性を概観し，両言語の知

識を定着・深化させます。必要に応じて他にもできるだけ多くの言語・言語変種を参照し，日独語を観察・分析・記述する目を斬新

なものにし，相対化することも試みます。言語の問題から徐々により広いコミュニケーションの問題に移行し，人間関係や人間心

理の問題性にも言及します。単なる出席を超えた授業への積極的参加（意見交換，ディスカッション等）を求め，学期末にはレポ

ートを課します。  

 

Students will follow the lesson plan to strengthen their knowledge in both languages, especially in their varieties according to 

generation, age, area and setting. Students will also be engaged in dealing with as many languages and varieties as possible. 

They will achieve a whole new perspective when observing, analyzing and describing Japanese and German languages. Students 

will also be guided to see problems of communication. Human relationship and psychology will also be issued in the lecture. 

Students must participate in classes actively (exchange opinions, discuss, and so on). They will submit reports at the end of 

semester.   

 

授業計画（Course Schedule） 

1. イントロダクション―ことばのいろいろ―  

2. 日本語とドイツ語  

3. 世代からみた言語  

4. 地域からみた言語 

5. メディアと言語―SNSを参照して― 

6. 言語の使用場面  

7. 言語（変種）の多様性（中間総括）  

8. 言語と行動  

9. 言語とコミュニケーション 

10. 異文化コミュニケーションの視座からの言語（１） 

11. 異文化コミュニケーションの視座からの言語（２）  

12. 異文化理解  

13. グローバリゼーションと多文化共生 

14. 言語研究の未来 未来の言語研究  

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

Blackboardにあげた教材もしくは配布プリントを授業後にも熟読し，授業内容を復習することが大切です。こうした授業時間外の

学習を確実に行なってください。  

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

レポート試験(Report Exam)(45%)/意見表明・ディスカッションの内容(27%)/リアクションペーパーの内容(28%) 
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無断で授業を欠席した場合，3 回の欠席でもって D 評価とします。 

 

テキスト（Textbooks） 

1. 『使用しません』、なし 

2. 『使用しません』、なし 

3. 『使用しません』、なし 

4. 『使用しません』、なし 

5. 『使用しません』、なし 

使用しません 

 

参考文献（Readings） 

1. 渡辺学・山下仁編著、2014、『ドイツ語の社会語用論』、ひつじ書房 

2. 本名信行他編著、2005、『異文化理解とコミュニケーション１，２』、三修社 

3. 小泉保、1995、『言語学とコミュニケーション』、大学書林 

他のものは必要に応じて授業時に紹介します。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

詳しい説明をする第一回目の授業に必ず出席してください。  

 

注意事項（Notice） 
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■AN305 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AN305／文学講義 １０５ 

(Lectures on Literature 105) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
インド・ゲルマン語の歴史 

担当者名 

（Instructor） 
井出 万秀(IDE MANSHU) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
GRL3400 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

「インド・ゲルマン語」という対象が誕生するようになった経緯を科学史としてたどる。 

 

A science history of linguistics until the academic construct of "indo-german languages"  

 

授業の内容（Course Contents） 

言語研究，言語に関する考察の歴史を概観した上で，「インド・ゲルマン語」という対象の概要を知る。 

 

A overview about the history of thinking on languages and the introdaction to "indo-german languages"  

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 言語研究史ーギリシャ・ローマ時代（1） 

2. 言語研究史ーギリシャ・ローマ時代（2） 

3. 言語研究史ー中世ヨーロッパ（1） 

4. 言語研究史ー中世ヨーロッパ（2） 

5. 言語研究史ー近世初期ヨーロッパ（1） 

6. 言語研究史ー近世初期ヨーロッパ（2） 

7. 言語研究史ー近代言語学の誕生（1） 

8. 言語研究史ー近代言語学の誕生（2） 

9. 現代言語学の諸相 

10. インド・ゲルマン語文法ー音韻法則 

11. インド・ゲルマン語文法ー形態論 

12. インド・ゲルマン語文法ー統語論 

13. インド・ゲルマン語文法ー意味論 

14. 授業内試験 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

指示した教科書（ＰＤＦで配布）を読む 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

平常点（出席・リアクションペーパー）(60%)/平常点（最終テスト）(40%) 

 

テキスト（Textbooks） 

なし 

 

参考文献（Readings） 

1. 須澤／井出、『ドイツ語史』、郁文堂 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AN306 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AN306／文学講義 １０６ 

(Lectures on Literature 106) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
ドイツの文学論 

担当者名 

（Instructor） 
宮崎 麻子(MIYAZAKI ASAKO) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
GRL3300 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

文学作品および映画に登場する姉妹の表象を分析することにより、女性像の多様性や女性同士の関係性について考え、フェミニ

ズム批評の視点を養う。 

 

To develop perspectives of feminist critics in that learning and analyzing differentiate female characters and their relationships. 

 

授業の内容（Course Contents） 

近現代の文学作品や映画に登場する姉妹の表象を、トピック別に紹介していく。 

作品例はドイツ語、英語、日本語圏のものが主となる。 

 

This course introduces a variety of representation of sisters in literature and films.  

Samples are chosen according to my analyzing perspective (introduced not by each text, but by topics), mostly the novels from 

Japanese, German and English speaking cultures. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 女性像と male gaze 

映画と小説における異性愛男性の視点 

2. 女性嫌悪の表象と女性の「共同体」 

★ビアードの本を読んでおくとよい 

3. 近代家族における男性優位の構造 

（相続、家制度、家系図） 

4. 姉妹物語その 1 結婚にむかう姉妹たちの物語 

5. 規範的結婚を疑問視する既婚女性主人公の系譜 

6. 姉妹物語その 2 大人数の姉妹の物語に現れる、結婚を望まない女性 

7. 姉妹物語その 3 male gaze の対象となる姉妹 

8. 姉妹物語その 4 二人の姉妹のあいだに宿る潜在的な同性愛要素 

9. 19 世紀西洋文化における「ロマンチックな友情」 

10. 小テスト 

姉妹物語その 5 父の下で分断される姉妹  戦後ドイツ 

11. 姉妹物語その 6 父の下で分断される姉妹  戦後日本 

12. 姉妹物語その 7 きっかけとしての血縁 1  共に育った他者としての姉妹 

13. 姉妹物語その 8 きっかけとしての血縁 2 別々に育った姉妹たちの邂逅 

14. 姉妹物語その 9 フレキシブルになる姉妹概念 

期末テスト 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

毎回の講義の最後（その日のうち）に感想・考察をアプリ「大福帳」に記入してください。 

メアリー・ビアード『舌を抜かれる女性たち』を第 2 回講義の前後に読んでください。 

小テストの前に、それまでの講義で学んだ内容（知識）を復習すること。 

学期末までに、姉妹が登場する小説をひとつ選び、読み通して考察すること（小説の選択肢は授業中に指示する）。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

最終テスト(Final Test)(35%)/小テスト(35%)/毎回の講義へのコメント（アプリ大福帳に入力）(30%) 

 

テキスト（Textbooks） 

1. メアリー・ビアード、2020、『舌を抜かれる女たち』宮﨑真紀 (訳)、晶文社 

 

参考文献（Readings） 
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1. シュティフター、2003、『森の小道・二人の姉妹』山崎 章甫 (訳)、岩波書店 

2. クリスタ・ヴォルフ、1997、『カッサンドラ』中込啓子(訳）、恒文社 

3. シュティフター、2008、『書き込みのある樅の木』磯崎 康太郎 (編集, 翻訳)、松籟社 

4. ジェイン オースティン、『分別と多感』 

5. 谷崎潤一郎、『細雪』上・中・下、新潮文庫 

6. ルイザ・メイ・オルコット、2008、『若草物語』『続・若草物語』吉田 勝江 (翻訳)、角川文庫 

7. ジェフリー ユージェニデス、2001、『ヘビトンボの季節に自殺した五人姉妹』佐々田雅子 (訳)、早川書房 

授業中にさまざまな姉妹の出てくる文学、映画、マンガを紹介します。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

アヒム・フォン・アルニム「愛に満ちた三姉妹と幸運な染物師 : 一枚の風俗画(前半)」假谷 祥子 [訳]DA 12, 54-72, 2018 

https://da.lib.kobe-u.ac.jp/da/kernel/81011304/ 

 

アヒム・フォン・アルニム「愛に満ちた三姉妹と幸運な染物師 : 一枚の風俗画 (後半)」假谷 祥子 [訳]DA 13, 89-110, 2019 

https://doi.org/10.24546/81011282 

 

注意事項（Notice） 
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■AN308 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AN308／文学講義 １０８ 

(Lectures on Literature 108) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
日独文化交流 

担当者名 

（Instructor） 
美留町 義雄(BIRUMACHI YOSHIO) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
GRL3800 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

・森鴎外が留学した時代のドイツの歴史と文化を理解し、同時に当時の日本の諸状況を相対的に把握できるようになる。 

・森鴎外の「ドイツ三部作」（『舞姫』『うたかたの記』『文づかひ』）を、鷗外の留学体験を通じて、〈ドイツの側から〉理解できるように

なる。  

・「個人」や「自然」、あるいは、「愛」と「生」、そして「自由」など、近代という時代を標榜するタームが、いかに日本へ移入されたの

か理解できるようになる。 

 

This lecture aims to 

(1) acquire knowledge about German history and culture during Mori Ogai’s studies there and at the same time to understand 

Japanese situations in a relative context and  

(2) understand Ogai’s “German trilogy” more deeply through his experiences in Germany and  

(3) explain how modern terms and conceptions such as“individualism,”“nature,” “love,” “life,” and “freedom” have been 

established. 

 

授業の内容（Course Contents） 

 この講義のテーマは、「鴎外が見たドイツ」です。森鴎外のドイツ留学（1884～1888 年）に焦点を当て、彼がドイツで何を体験し

たのか、専門の医学や文学にとどまらず、政治や学問、風俗やファッション、食事にいたるまで多様な文化史的見地から探ってい

く予定です。 

 特に、鴎外の都市体験に重点を置き、ライプチヒ～ドレスデン～ミュンヘン～ベルリンなど各所に滞在していた事実を踏まえ、彼

が身をもって感じたドイツ文化の多様性を論じることになるでしょう。 同時に、「ドイツ三部作」とひとくくりにされがちな彼の文学作

品を、当時の諸都市の実相を考慮しつつ分析します。 

 個々の授業内容については、「授業計画」を参照して下さい。  

 

The topic of this lecture is “Mori Ogai's view of Germany”. The focus is on his studies in Germany [1884-88]. It covers not only 

his medical and literary activities, but also various cultural experiences such as behavior, food and clothing, etc. Above all, his 

life in major German cities such as Leipzig, Dresden, Munich and Berlin is taken into account in order to make it clear how 

Germany seemed to him in its cultural diversity. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 導入： 鴎外こと森林太郎について ～文豪そして軍医 

2. ライプチヒ① ザクセンの文化都市 

3. ライプチヒ② 「アウエルバッハ酒蔵」について 

4. ライプチヒ③ ドイツのクリスマス体験 

5. ドレスデン① ザクセンの宮殿とマイセンの磁器 

6. ドレスデン② ナウマンとの論争 

7. ドレスデン③ 『文づかひ』を読む 

8. ミュンヘン① バイエルンの芸術都市 ～ボヘミアンとの交際 

9. ミュンヘン② 鴎外とビール ～オクトーバーフェストについて 

10. ミュンヘン③ 『うたかたの記』を読む 

11. ベルリン① 軍事国家プロイセンの首都 ～ドイツ帝国の勝利の都 

12. ベルリン② カフェ文化について 

13. ベルリン③ 『舞姫』を読む ～その後のエリス 

14. まとめ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

・各自の関心に応じて、授業中に紹介された文献、資料を読み、期末レポート作成に臨むこと。  
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成績評価方法・基準（Evaluation） 

レポート試験(Report Exam)(60%)/授業後に課すミニレポート(40%) 

・やむを得ない事由を除き 15 分以上の遅刻・早退は欠席扱いとし、欠席 3 回以上は単位を取得できない。 

 

テキスト（Textbooks） 

テキストは、教員が作成したプリントを、オンラインで毎回配布します。 

 

参考文献（Readings） 

1. 森鴎外、『文づかひ』 

2. 森鴎外、『うたかたの記』 

3. 森鴎外、『舞姫』 

4. 森鴎外、『独逸日記』 

5. 小堀桂一郎、1969、『若き日の森鴎外』、東京大学出版会 

6. 美留町義雄、2010、『鴎外のベルリン』、水声社 (ISBN:978-4-89176-797-6) 

7. 美留町義雄、2018、『軍服を脱いだ鴎外』、大修館書店 (ISBN:978-4-469-22264-7) 

・数多く出版されている鴎外の小説は、どの版を読んでも可とします。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

・講義科目ですが、受講生の意見等を聞きながら、双方向の授業運営を目指します。  

 

注意事項（Notice） 
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■AN315 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AN315／文学講義 １１５ 

(Lectures on Literature 115) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
ドイツの生活文化 

担当者名 

（Instructor） 
林 志津江(HAYASHI SHIZUE) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
GRL3800 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

住まいと身体／病、音楽とスポーツ、愛国的ナショナリズム ― これらの話題を中心に、近現代ドイツの歴史と文化を現代と照ら

し合わせつつ学びます。ドイツ語圏の人々の生活ぶりや価値観から、21 世紀の日本に住む私たちがどのような示唆に与ることが

できるのか、ともに議論しながら考えられるようになることが授業の目標です。 

 

Students will deepen their understanding about life and culture in modern German-speaking countries,  especially Prussia with 

focusing on the way of living" - for examples health care and body consciousness, infection and biomedicine, modern western 

music and sports that all related with in the era of modernism. Students would understand meaning and points of each topics 

and analyze handled issues through discussions, as thinking about its impact on our present-day society. 

 

授業の内容（Course Contents） 

文学や芸術作品、図像や写真、映像資料を用いながら、19〜20、21 世紀のドイツ語圏の文化と社会、歴史を概観します。授業で

は 19 世紀のナショナリズムの高まりと当時のジェンダー規範の形成に注目しながら、人々の生活や働き方、生き方に反映される

価値観に関する考察を深めていきます。 

 

The class will focus on history of German speaking world from 19-20 centuries that are faced and struggled with various issues. 

To do that, literature and art works with various auto visual materials will be used, as its attentions are especially given to the 

rising nationalism of modern age and its establishment of gender norms.  

 

授業計画（Course Schedule） 

1. ガイダンス：テーマについて 

2. 近現代ドイツの歴史と社会：前提（１） 

3. 近現代ドイツの歴史と社会：前提（２） 

4. コーヒーと軍隊と『トルコ行進曲』：「コーヒーを飲む至福のひととき」、市場経済の成長と「コンサート」、ハイドンにできてモー

ツァルトとベートーヴェンにできなかったこと 

5. 革命と階級の克服：革命と国歌の学校、音楽を学ぶ人たちの稼ぎ方、楽器とジェンダーと「家庭の音楽」 

6. 戦争と徴兵制：ポストナポレオン時代の軍隊制度、「カッコいい」兵士たち、兵士と「産む性」をめぐるセクシュアリティ 

7. 「ドイツ国民に告ぐ」あるいは「ドイツ国民運動」：大学の建立と若者の夢見る自由な世界、F. ヤーンの『ドイツ体操術』 

8. 近代医学の進歩と感染症対策：「細菌学」と「衛生学」、清潔な住まいと水、日光浴とサナトリウムを経験する身体 

9. 近代医学とともに歩む自然療法：水治療法と菜食主義者たちの世界、「ありがたい太陽と山の空気」を語る『ハイジ』 

10. 社会構造の大変動と身体と精神の鍛錬：禁酒禁煙と「生活改革運動」、「ワンダーフォーゲル」で発散する反抗期、陸軍幼年

学校が生む「悩める若者（注：男性に限る）たち」 

11. 運動する肉体の美と健康：大学に行く前に「ギムナジウム」に通う、ウェイトトレーニングと「鍛えられて筋肉のある美しい身

体」、舞踊学校とモダンダンスの誕生 

12. 寒さとコーヒーの記憶（１）：ドイツの植民地計画と軍需産業の展開、「総力戦」がもたらす日常と産業構造の変化 

13. 寒さとコーヒーの記憶（２）：カフェへの立ち入りを禁止された人々、「働かざるもの食うべからず」、農芸化学産業とアウシュ

ヴィッツ 

14. まとめ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

・授業で言及された参考資料（図書やインターネット記事等）にアクセスし、授業内容に対する理解と思考を深めること。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

作文（リアクションペーパー）(70%)/最終レポート(Final Report)(30%) 

作文（リアクションペーパー）の未提出（一定の要件を満たさない水準の作文は未提出と数える）が３回以上になった時点で、最終

レポートの提出は認めません。 
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テキスト（Textbooks） 

資料を毎授業配布します。特定の教科書は使用しません。 

 

参考文献（Readings） 

1. 宮田眞治、畠山寛、濱中春（編）、2015、『ドイツ文化 55 のキーワード』、ミネルヴァ書房 

2. 臼井隆一郎、1992、『コーヒーが巡り世界史が廻る 近代市民社会の黒い血液』、中央公論新社 

3. F. ホフマン（阪井葉子・玉川裕子訳）、2004、『楽器と身体 ― 市民社会における女性の音楽活動』、春秋社 

4. 渡辺裕、2010、『歌う国民 ― 唱歌・校歌・うたごえ』、中央公論新社 

5. 美留町義雄、2010、『鴎外のベルリン ― 交通・衛生・メディア』、水声社 

6. 藤原辰史、2012、『ナチスのキッチン 「食べる」ことの環境史』、水声社 

7. 弓削尚子、2021、『はじめての西洋ジェンダー史 家庭史からグローバル・ヒストリーまで』、山川出版社 

その他、授業時に適宜紹介します。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

・上記授業回で扱う内容は変更される場合があり、順番もまた前後する可能性があります。 

・資料配布と課題の提出には Google Classroom を利用します。 

・授業ごと提出する課題（作文／リアクションペーパー）に対しては、適宜フィードバックを行う予定です。 

 

注意事項（Notice） 
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■AN316 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AN316／文学講義 １１６ 

(Lectures on Literature 116) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
ドイツのユダヤ系文化 

担当者名 

（Instructor） 
吉田 治代(YOSHIDA HARUYO) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
GRL3800 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

19 世紀後半から 20 世紀前半の時代を生きたユダヤ系ドイツ人たちに焦点を当て、同化、共生、そして離散の経験の中で生み出

された彼らの思想への理解を深める。 

 

Focusing on Jewish Germans who lived in the late 19th century and early 20th century, this lecture aims to understand their 

ideas generated in the experiences of assimilation, symbiosis, and diaspora. 

 

授業の内容（Course Contents） 

近代ドイツでは、反ユダヤ主義の脅威に晒されながらも、ドイツとユダヤの共生の文化が育まれた。しかし第一次世界大戦のドイ

ツの敗北とナチズムの台頭により、ユダヤ人たちは亡命＝離散への道を辿る。講義では、19 世紀から第一次大戦までの、同化と

共生の流れを概観した後、亡命者となってドイツを離れていく個々の人々（例えばクラカウアー、ベンヤミン、ブロッホなど）の伝記

と思想を読解する。 

 

The first half of this lecture will give an overview of the history of assimilation and symbiosis from the 19th century to World 

War I. In the second half of this lecture we will focus on biographies and thoughts of representative intellectuals （such as S. 

Kracauer, W. Benjamin, E. Bloch）leaving Germany as exiles. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. オリエンテーション 

2. ドイツとユダヤ：同化と共生（1）   

3. ドイツとユダヤ：同化と共生（2）  

4. 世紀転換期から第一次世界大戦まで（1） 

5. 世紀転換期から第一次世界大戦まで（2） 

6. 世紀転換期から第一次世界大戦まで（3） 

7. ドイツ革命からヴァイマル共和国時代（1） 

8. ドイツ革命からヴァイマル共和国時代（2） 

9. ドイツ革命からヴァイマル共和国時代（3） 

10. 亡命者たちの伝記と思想（1） 

11. 亡命者たちの伝記と思想（2） 

12. 亡命者たちの伝記と思想（3） 

13. 亡命者たちの伝記と思想（4） 

14. 亡命者たちの伝記と思想（5） 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

授業で取り上げた文献は、図書館などを利用して可能な限り読むこと。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

リアクションペーパー(40%)/最終課題(40%)/授業への参加度(20%) 

正当な理由なく三回以上欠席した場合、成績評価の対象としない。なお、講義内容と計画は多少の変更の可能性もある。 

 

テキスト（Textbooks） 

プリントを配布する。 

 

参考文献（Readings） 

授業中に指示する。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

初回の授業には必ず出席すること。 



 - 1256 - 

 

注意事項（Notice） 
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■AN357 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AN357／文学講義 １５７ 

(Lectures on Literature 157) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
ドイツの学術文化 

担当者名 

（Instructor） 
前田 良三(MAEDA RYOZO) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
GRL3800 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

ドイツにおいて学問・研究がどのような歴史的・制度的背景の上に独自の文化を産み出したかを概観し，ドイツの学術文化への

理解を深める。 

 

This course aims to help students deepen their understanding of German intellectual history and cultural discourses from the 

early modern period to the 20th century, from the viewpoint of “academic culture (Wissenschaftskultur)”. 

 

授業の内容（Course Contents） 

授業では以下のテーマを講義する。１）古代および中世ヨーロッパにおける学術文化の伝統とドイツ，２）近世までの大学と学術文

化の歴史，３）近代ドイツの大学，４）学問の制度化，５）学問批判／批判的学問，６）ドイツの学問の世界的インパクト，７）日本に

おけるドイツ学術文化の受容，８）現代の諸問題。 

 

This course explores the following topics, among others: 1. Ancient and medieval academic tradition and Germany, 2. History of 

universities and academic culture up to the early modern period, 3. German universities in the early modern period, 4. 

Institutionalization of research, 5. Critique of academism, critical scholarship, 6. Impacts of German universities worldwide, 7. 

Reception and transformation of German academic culture in Japan, 8. German academic system today. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 受講上の注意とテーマへの導入 

2. 古代および中世ヨーロッパにおける学術文化の伝統とドイツ（１） 

3. 古代および中世ヨーロッパにおける学術文化の伝統とドイツ（２） 

4. 近世までの大学と学術文化の歴史（１） 

5. 近世までの大学と学術文化の歴史（２） 

6. 近代ドイツの大学（１） 

7. 近代ドイツの大学（２） 

8. 学問の制度化（１） 

9. 学問の制度化（２） 

10. 学問批判／批判的学問（１） 

11. 学問批判／批判的学問（２） 

12. ドイツの学問の世界的インパクトと日本におけるドイツ学術文化の受容（１） 

13. ドイツの学問の世界的インパクトと日本におけるドイツ学術文化の受容（２） 

14. 現代の諸問題および総括と展望 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

事前学習：授業の資料にかならず目を通し、疑問点を整理しておく。 

事後学習：授業中などに紹介・指定された文献を読み、レポートの準備をする。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

受講姿勢（出席・リアクションペーパー）(40%)/レポート（１）(25%)/レポート（２）(35%) 

 

テキスト（Textbooks） 

授業の資料は Blackboard及び Canvas LMS に事前にアップロードする。この資料をテキストとする。 

 

参考文献（Readings） 

参考文献は授業の資料で指定・紹介する。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 
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注意事項（Notice） 
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■AN360 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AN360／文学講義 １６０ 

(Lectures on Literature 160) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
ドイツの児童文学 

担当者名 

（Instructor） 
西口 拓子(NISHIGUCHI HIROKO) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
GRL3800 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

本講義はドイツ語圏の児童文学にふれ、メルヒェン研究の基礎も少し理解をすることを目的とします。 

 

This course aims to explore and gain a fundamental understanding of Children's Literature and Folktale Research within the 

German Region. 

 

授業の内容（Course Contents） 

ヨハンナ・シュピリやラフィク・シャミらの作品を紹介します。また、グリム童話を手がかりに、メルヒェン研究の基礎を少し学びま

す。 

 

Books by Johanna Spyri, Rafik Schami etc. will be explored. The foundations of German Folktale Research will be also studied 

and interpreted through Grimms' Fairy Tales.  

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 導入：授業計画、評価方法について。グリム童話 その１ 

2. ヨハンナ・シュピリ『アルプスの少女ハイジ』 その１ 

3. ヨハンナ・シュピリ『アルプスの少女ハイジ』 その２ 

4. ディズニーのアニメーション作品と原作 

5. アンデルセン 

6. 『アンネの日記』その１ 

7. 『アンネの日記』その２ 

8. グリム童話 その２ 

9. ロッテ・ライニガーの影絵アニメーション（メルヒェンの映像化） 

10. ヴィルヘルム・ブッシュ 

11. ラフィク・シャミの子どもの本 

12. ヨーロッパの昔話、日本の昔話（伝播の形） 

13. ドイツ児童文学賞 

14. 最終授業時  筆記試験を実施します 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

授業内でもさまざまな本を紹介します。参考文献を中心にできるだけ読んでみてください。絶版のものは、大学図書館か近くの図

書館で探してみてください。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

筆記試験(Written Exam)(50%)/リアクションペーパー(50%) 

リアクションペーパーで出席確認と平常点の評価を行います。 

 

テキスト（Textbooks） 

なし 

 

参考文献（Readings） 

1. 野村泫（訳）、2005、『完訳グリム童話集』、筑摩書房 (ISBN:978-4480421418) 

2. 野村泫、1993、『グリム童話―子どもに聞かせてよいか?』、筑摩書房 (ISBN:978-4480081087) 

3. ヒューリマン、2003、『ヨーロッパの子どもの本』、筑摩書房 (ISBN:978-4480087515) 

4. 西口拓子、2022、『挿絵でよみとくグリム童話』、早稲田大学出版部 (ISBN:978-4657227010) 

5. 米村 みゆき、 須川 亜紀子編、2022、『ジブリ・アニメーションの文化学』、七月社 (ISBN:978-4909544285) 

6. 須川亜紀子、 米村みゆき編、2019、『アニメーション文化 55のキーワード』、ミネルヴァ書房 (ISBN:978-4623084418) 
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その他は、授業中に紹介します。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AN361 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AN361／文学講義 １６１ 

(Lectures on Literature 161) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
バロックの文化 

担当者名 

（Instructor） 
坂本 貴志(SAKAMOTO TAKASHI) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
GRL3800 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

バロック文化の様々な特徴を紹介し、バロック文化とは何かを考察する。 

 

To introduce various cultures of Baroque epoch. 

 

授業の内容（Course Contents） 

バロック時代は、科学革命、三十年戦争、そして絶対主義によってその文化的特徴が強く彩られる。教会建築、宮殿、庭園、絵画

（+クヴァドラトゥーラ）、都市そのもの、オペラ、文学作品など、今日世界遺産となって残される様々な文化遺物をも顧慮しつつ、主

としてドイツ語圏に焦点をあわせてて、バロック文化の特徴を描写することを試みる。 

 

To introduce various cultures of Baroque epoch. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 「バロック」という言葉－真珠 

2. 教会建築についてＩ－ルネサンスとの違い 

3. 教会建築についてＩＩ－天球の音楽を「見る」 

4. 科学革命－無限の宇宙空間 

5. 都市の姿－星形堡塁と二式命名法 

6. クヴァドラトゥーラ－アンドレア・ポッツォ 

7. 皇帝の劇場－神話化 

8. レーオポルトとマルガリータ（真珠）の結婚－高山右近劇 

9. 庭園とカスカーデ 

10. 水と空気のからくり－カスパー・ショット 

11. ヴンダーカンマーと博物学 

12. 『阿呆物語』－グリンメルスハウゼン 

13. 山上の貝－江戸とバロック 

14. まとめ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

授業時に指示された文献を読む。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

最終レポート(Final Report)(40%)/出席状況と複数回出す課題(60%) 

 

テキスト（Textbooks） 

なし 

 

参考文献（Readings） 

必要に応じてその都度指示する。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

数学と美学に関心があることが望ましい。 

 

注意事項（Notice） 
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■AN362 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AN362／文学講義 １６２ 

(Lectures on Literature 162) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
ドイツの表象文化 

担当者名 

（Instructor） 
野端 聡美(NOBATA SATOMI) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
GRL3800 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

主にドイツ語圏の文学に表現されたロマ（ジプシー）のイメージを知り、社会における他者の存在について理解を深めます。 

 

In this course students will deepen their understanding of the literary images of "Romani (Gypsy)", who have existed as an 

ethnic minority in Europe over centuries.  

 

授業の内容（Course Contents） 

ロマ（ジプシー）という民族はマジョリティからどのように表現されてきたのか。そして現代のロマは自身をどのように描こうとしてい

るのか、この二点に特に重心を置いて扱います。マイノリティはどう受容されるのか、どう自身のアイデンティティを獲得するかに

ついて考えていきたいと思います。 

 

Students will look at how Romani were portrayed from majority through eras. Also we will focus on the present day tendency, 

that Romani are now trying to establish their own images and identities. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. ガイダンス： 授業の流れ、評価方法について 

ロマについての導入的解説 

2. われわれが見聞きする「ジプシー」とは？ 

3. 美化(?)された「ジプシー」像 （１） 

4. 美化(?)された「ジプシー」像 （２） 

5. ファム・ファタールとしての「ジプシー」女性 

6. 地理的象徴として： ハプスブルク帝国の周縁に暮らす「ジプシー」 

7. ユダヤとロマ： マイノリティとしての差異 

8. ロマを巡る「記憶」の問題 

9. ホロコーストとロマの自伝 （１） 

10. ホロコーストとロマの自伝 （２） 

11. 「ジプシー」像からの解放を目指すロマ 

12. ロマという民族の不明瞭さ 

13. 他者として存在することについて 

14. 授業内最終テスト 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

授業で配布する資料をよく読み、復習に役立てて下さい。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

リアクションペーパー(30%)/中間レポート(30%)/最終テスト(Final Test)(40%) 

3 回以上正当な理由無く欠席した場合は評価の対象としません。 

 

テキスト（Textbooks） 

授業中に資料を配布します。 

 

参考文献（Readings） 

1. 水谷 驍、2020、『ジプシー史再考』、柘植書房新社 (ISBN:978-4806807049) 

2. イアン ハンコック、2005、『ジプシー差別の歴史と構造;パーリア・シンドローム』、彩流社 (ISBN:978-4882029717) 

3. イザベル フォンセーカ、1998、『立ったまま埋めてくれ―ジプシーの旅と暮らし』、青土社 (ISBN:978-4791756728) 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 
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注意事項（Notice） 

 

 

  



 - 1264 - 

■AN364 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AN364／文学講義 １６４ 

(Lectures on Literature 164) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
ドイツの映像文化 

担当者名 

（Instructor） 
江口 直光(EGUCHI NAOAKI) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
GRL3800 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

ドイツ映画の黄金時代であるヴァイマル期のサイレント映画を通じ、このジャンルの特質と社会的・精神史的背景を学ぶ。 

 

Students will watch silent film from Weimar era, the golden age of German films to learn about characteristics of the genre, as 

well as social and psychohistory contexts. 

 

授業の内容（Course Contents） 

ヴァイマル期はドイツ映画が最も輝いていた時代に数えられる。この授業では、ヴァイマル期のドイツで制作・公開されたサイレン

ト映画の代表作をいくつか取り上げ、映像を視聴しながら、作品の社会的・精神史的背景、サイレント映画というメディアの特質な

どさまざまな側面を多角的に考察する。 

 

Weimar era is considered one of the most prosperous era for German films. This class will use several silent films created and 

released in Germany during Weimar era. While watching these video materials, students will conduct analysis from multiple 

perspectives on characteristics of the media of silent films, social and psychohistory contexts of these productions. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. ガイダンスと導入／ドイツ映画の誕生／『プラーグの大学生』 

2. 『カリガリ博士』（１） 

3. 『カリガリ博士』（２） 

4. 『カリガリ博士』（３） 

5. 『聖山』（１） 

6. 『聖山』（２） 

7. 『聖山』（３）／『最後の人』（１） 

8. 『最後の人』（２） 

9. 『最後の人』（３） 

10. 『伯林 ー 大都会交響楽』 

11. 『メトロポリス』（１） 

12. 『メトロポリス』（２） 

13. 『メトロポリス』（３） 

14. サイレント映画の終焉／まとめ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

必要に応じて履修登録完了後に、Blackboard等を通じてあるいは授業時に直接履修者に指示する｡ 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

レポート試験(Report Exam)(60%)/不定期に何回か提出するリアクションペーパー(40%) 

ドイツ文学専修の申し合わせ事項として、欠席 3 回で D 評価となる。 

 

テキスト（Textbooks） 

とくに指定せず､ プリントを配布する｡ 

 

参考文献（Readings） 

授業時に適宜紹介する｡ 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

・配布プリントは 1 回前の分まで教室に持参する｡欠席などの理由で 2 回以上前の分を必要とする場合は､ 各自で Blackboard

からダウンロードして入手すること｡ 

・プリントおよびリアクションペーパー用紙は､ 授業開始前に教卓ないしは前方のテーブル上から各自で受け取ること｡ 
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・リアクションペーパーは出席点とは無関係である。たとえ提出しても、授業内容を把握していると判断できないようなもの、独自

の思考過程がうかがえないもの、他人のものやインターネットの記事を書き写したようなもの等は採点の対象にしない。 

・ドイツ語関する基礎的な知識を持っていたほうがより授業内容になじみやすいが、成績評価にあたってドイツ語に関する知識の

有無は問わない。なお、視聴する映像資料には日本語字幕が付されていないものもあるが、理解に支障のないように配慮する。 

 

注意事項（Notice） 
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■AN368 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AN368／文学講義 １６８ 

(Lectures on Literature 168) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
ドイツ近世の文学・文化 

担当者名 

（Instructor） 
村瀬 天出夫(MURASE AMADEO) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
GRL3800 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

16 世紀の医師パラケルススとその支持者たちによる、初期近代ドイツ語圏の学問改革運動「パラケルスス主義運動」を考察す

る。 

 

Students will learn early modern academic revolution Paracelsianism in German speaking areas organized by 16th century 

doctor Paracelsus and his supporters. 

 

授業の内容（Course Contents） 

講義形式で行う。中世末期から初期近代へ至る当時の歴史を概観しつつ、パラケルススたちの医学およびキリスト教信仰の刷新

プログラムを理解するために、自然哲学と経験主義、医化学などのキーワード、救済史と終末論、さらに錬金術・魔術・ヘルメス

主義といった知的潮流を解説する。 

 

The class will be conducted in lecture format. Students will study outline of history from late middle age up to early modern age. 

Students will receive explanations on natural philosophy, empiricism, medical chemistry and other keywords, as well as 

intellectual trends such as salvation history, eschatology, alchemy, magic, and Hermeticism to help them understand 

Paracelsus’s medicine and reform program of Christian belief. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. イントロダクション 

2. 第 1 部：歴史的概観 

3. 中世末期から初期近代（近世）へ 

4. 文学史 

5. 自然科学史・医学史 

6. 教会史 

7. 第 2 部：パラケルススとパラケルスス主義者の思想・歴史観・自己像 

8. パラケルススとその著作 

9. パラケルスス死後の改革運動 

10. 医学およびキリスト教信仰の刷新プログラム 

11. パラケルスス像 

12. 第 3 部：パラケルスス受容史 

13. 近現代ドイツと日本におけるパラケルスス像 

14. まとめとふりかえり  

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

授業開始時に配布されるテキストを読んでおくこと。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

リアクションペーパーの内容を基準とする授業参加度(60%)/最終テスト(Final Test)(40%) 

 

テキスト（Textbooks） 

授業時随時紹介する。 

 

参考文献（Readings） 

授業時随時紹介する。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 
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注意事項（Notice） 
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■AN781 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

その他／卒業論文(制作)･卒業論文(制作)指導演習 

(Thesis and Seminar in Thesis Writing) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
卒業論文を書く 

担当者名 

（Instructor） 

宮崎 麻子(MIYAZAKI ASAKO) 

ムレンス ゴリ(MUELENZ-GOLI K.) 

学期 

（Semester） 
通年(Full year) 

単位 

（Credit） 
１０単位(10 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
GRL4840 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

研究対象を絞って研究主題を深め，時に遭遇する内容上あるいは書き方の上での疑問を解決しながら，最終的に優れた卒業論

文を作成できるようになることをめざす．  

 

Students will refine their research targets to deepen their research subjects. Students will write quality graduation thesis in the 

end by solving questions they encounter when writing or reading contents.  

 

授業の内容（Course Contents） 

指導教員と学生が必要に応じて直接話し合い，研究課題への理解を深め各自の問題を解決する．演習時間は個別に相談のうえ

で設定する．授業内容は，論文執筆者がその時に抱えている問題意識によって変わる．  

 

When necessary, professor and students will have conversation directly to deepen students’ understanding about their research 

subjects and solve their issues. Seminar time slot will be set after discussion with individual student. Contents of the class will 

change according to issue awareness of thesis writers at that time.  

 

授業計画（Course Schedule） 

1. オリエンテーション：演習の進め方，スケジュールの確認 

2. 発表と討議１(論文概要・資料調査等) 

3. 発表と討論２(論文概要・資料調査等) 

4. 発表と討議３(論文概要・資料調査等) 

5. 発表と討議４(論文概要・資料調査等) 

6. 発表と討議５(論文概要・資料調査等) 

7. 発表と討議６(論文概要・資料調査等) 

8. 発表と討議７(論文概要・資料調査等) 

9. 発表と討議８(論文概要・資料調査等) 

10. 発表と討議９(論文概要・資料調査等) 

11. 発表と討議１０(論文構成) 

12. 発表と討議１１(論文構成) 

13. 発表と討議１２(論文構成) 

14. 発表と討議１３(論文構成) 

15. 発表と討議１４(論文構成) 

16. 発表と討議１５(論文構成) 

17. 発表と討議１６(論文構成) 

18. 発表と討議１７(論文構成) 

19. 発表と討議１８(論文原稿指導) 

20. 発表と討議１９(論文原稿指導) 

21. 発表と討議２０(論文原稿指導) 

22. 発表と討議２１(論文原稿指導) 

23. 発表と討議２２(論文原稿指導) 

24. 発表と討議２３(論文原稿指導) 

25. 発表と討議２４(論文原稿指導) 

26. 発表と討議２５(論文原稿指導) 

27. 発表と討議２６(論文原稿指導) 

28. まとめ：卒業論文，卒業制作の提出準備 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

各自のテーマに関する知識を増やし，思考を深めるために，授業で与えられた課題に応えて，文献読解および調査を，授業に合

わせて行ってくること． 
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成績評価方法・基準（Evaluation） 

発表報告内容(20%)/卒業論文・卒業制作(60%)/授業参加度（発言回数＋発言内容）(20%) 

決められた期限までに卒業論文または卒業制作を提出し、なおかつ所定の面接審査を経て判定する。 

 

テキスト（Textbooks） 

論文執筆者が研究対象とする作品 

 

参考文献（Readings） 

授業中折にふれて紹介する． 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AN782 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

その他／卒業論文(制作)･卒業論文(制作)指導演習 

(Thesis and Seminar in Thesis Writing) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
卒業論文を書く 

担当者名 

（Instructor） 

井出 万秀(IDE MANSHU) 

吉田 治代(YOSHIDA HARUYO) 

ムレンス ゴリ(MUELENZ-GOLI K.) 

学期 

（Semester） 
通年(Full year) 

単位 

（Credit） 
１０単位(10 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
GRL4840 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

研究対象を絞って研究主題を深め，時に遭遇する内容上あるいは書き方の上での疑問を解決しながら，最終的に優れた卒業論

文を作成できるようになることをめざす．  

 

Students will refine their research targets to deepen their research subjects. Students will write quality graduation thesis in the 

end by solving questions they encounter when writing or reading contents.  

 

授業の内容（Course Contents） 

指導教員と学生が必要に応じて直接話し合い，研究課題への理解を深め各自の問題を解決する．演習時間は個別に相談のうえ

で設定する．授業内容は，論文執筆者がその時に抱えている問題意識によって変わる．  

 

When necessary, professor and students will have conversation directly to deepen students’ understanding about their research 

subjects and solve their issues. Seminar time slot will be set after discussion with individual student. Contents of the class will 

change according to issue awareness of thesis writers at that time.  

 

授業計画（Course Schedule） 

1. オリエンテーション：演習の進め方，スケジュールの確認 

2. 発表と討議１(論文概要・資料調査等) 

3. 発表と討論２(論文概要・資料調査等) 

4. 発表と討議３(論文概要・資料調査等) 

5. 発表と討議４(論文概要・資料調査等) 

6. 発表と討議５(論文概要・資料調査等) 

7. 発表と討議６(論文概要・資料調査等) 

8. 発表と討議７(論文概要・資料調査等) 

9. 発表と討議８(論文概要・資料調査等) 

10. 発表と討議９(論文概要・資料調査等) 

11. 発表と討議１０(論文構成) 

12. 発表と討議１１(論文構成) 

13. 発表と討議１２(論文構成) 

14. 発表と討議１３(論文構成) 

15. 発表と討議１４(論文構成) 

16. 発表と討議１５(論文構成) 

17. 発表と討議１６(論文構成) 

18. 発表と討議１７(論文構成) 

19. 発表と討議１８(論文原稿指導) 

20. 発表と討議１９(論文原稿指導) 

21. 発表と討議２０(論文原稿指導) 

22. 発表と討議２１(論文原稿指導) 

23. 発表と討議２２(論文原稿指導) 

24. 発表と討議２３(論文原稿指導) 

25. 発表と討議２４(論文原稿指導) 

26. 発表と討議２５(論文原稿指導) 

27. 発表と討議２６(論文原稿指導) 

28. まとめ：卒業論文，卒業制作の提出準備 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

各自のテーマに関する知識を増やし，思考を深めるために，授業で与えられた課題に応えて，文献読解および調査を，授業に合
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わせて行ってくること． 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

発表報告内容(20%)/卒業論文・卒業制作(60%)/授業参加度（発言回数＋発言内容）(20%) 

決められた期限までに卒業論文または卒業制作を提出し、なおかつ所定の面接審査を経て判定する。 

 

テキスト（Textbooks） 

論文執筆者が研究対象とする作品 

 

参考文献（Readings） 

授業中折にふれて紹介する． 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AN783 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

その他／卒業論文(制作)･卒業論文(制作)指導演習 

(Thesis and Seminar in Thesis Writing) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
卒業論文を書く 

担当者名 

（Instructor） 

吉田 治代(YOSHIDA HARUYO) 

ムレンス ゴリ(MUELENZ-GOLI K.) 

学期 

（Semester） 
通年(Full year) 

単位 

（Credit） 
１０単位(10 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
GRL4840 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

研究対象を絞って研究主題を深め，時に遭遇する内容上あるいは書き方の上での疑問を解決しながら，最終的に優れた卒業論

文を作成できるようになることをめざす．  

 

Students will refine their research targets to deepen their research subjects. Students will write quality graduation thesis in the 

end by solving questions they encounter when writing or reading contents.  

 

授業の内容（Course Contents） 

指導教員と学生が必要に応じて直接話し合い，研究課題への理解を深め各自の問題を解決する．演習時間は個別に相談のうえ

で設定する．授業内容は，論文執筆者がその時に抱えている問題意識によって変わる．  

 

When necessary, professor and students will have conversation directly to deepen students’ understanding about their research 

subjects and solve their issues. Seminar time slot will be set after discussion with individual student. Contents of the class will 

change according to issue awareness of thesis writers at that time.  

 

授業計画（Course Schedule） 

1. オリエンテーション：演習の進め方，スケジュールの確認 

2. 発表と討議１(論文概要・資料調査等) 

3. 発表と討論２(論文概要・資料調査等) 

4. 発表と討議３(論文概要・資料調査等) 

5. 発表と討議４(論文概要・資料調査等) 

6. 発表と討議５(論文概要・資料調査等) 

7. 発表と討議６(論文概要・資料調査等) 

8. 発表と討議７(論文概要・資料調査等) 

9. 発表と討議８(論文概要・資料調査等) 

10. 発表と討議９(論文概要・資料調査等) 

11. 発表と討議１０(論文構成) 

12. 発表と討議１１(論文構成) 

13. 発表と討議１２(論文構成) 

14. 発表と討議１３(論文構成) 

15. 発表と討議１４(論文構成) 

16. 発表と討議１５(論文構成) 

17. 発表と討議１６(論文構成) 

18. 発表と討議１７(論文構成) 

19. 発表と討議１８(論文原稿指導) 

20. 発表と討議１９(論文原稿指導) 

21. 発表と討議２０(論文原稿指導) 

22. 発表と討議２１(論文原稿指導) 

23. 発表と討議２２(論文原稿指導) 

24. 発表と討議２３(論文原稿指導) 

25. 発表と討議２４(論文原稿指導) 

26. 発表と討議２５(論文原稿指導) 

27. 発表と討議２６(論文原稿指導) 

28. まとめ：卒業論文，卒業制作の提出準備 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

各自のテーマに関する知識を増やし，思考を深めるために，授業で与えられた課題に応えて，文献読解および調査を，授業に合

わせて行ってくること． 
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成績評価方法・基準（Evaluation） 

発表報告内容(20%)/卒業論文・卒業制作(60%)/授業参加度（発言回数＋発言内容）(20%) 

決められた期限までに卒業論文または卒業制作を提出し、なおかつ所定の面接審査を経て判定する。 

 

テキスト（Textbooks） 

論文執筆者が研究対象とする作品 

 

参考文献（Readings） 

授業中折にふれて紹介する． 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AN784 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

その他／卒業論文(制作)･卒業論文(制作)指導演習 

(Thesis and Seminar in Thesis Writing) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
卒業論文を書く 

担当者名 

（Instructor） 

古矢 晋一(FURUYA SHINICHI) 

ムレンス ゴリ(MUELENZ-GOLI K.) 

学期 

（Semester） 
通年(Full year) 

単位 

（Credit） 
１０単位(10 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
GRL4840 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

研究対象を絞って研究主題を深め，時に遭遇する内容上あるいは書き方の上での疑問を解決しながら，最終的に優れた卒業論

文を作成できるようになることをめざす．  

 

Students will refine their research targets to deepen their research subjects. Students will write quality graduation thesis in the 

end by solving questions they encounter when writing or reading contents.  

 

授業の内容（Course Contents） 

指導教員と学生が必要に応じて直接話し合い，研究課題への理解を深め各自の問題を解決する．演習時間は個別に相談のうえ

で設定する．授業内容は，論文執筆者がその時に抱えている問題意識によって変わる．  

 

When necessary, professor and students will have conversation directly to deepen students’ understanding about their research 

subjects and solve their issues. Seminar time slot will be set after discussion with individual student. Contents of the class will 

change according to issue awareness of thesis writers at that time.  

 

授業計画（Course Schedule） 

1. オリエンテーション：演習の進め方，スケジュールの確認 

2. 発表と討議１(論文概要・資料調査等) 

3. 発表と討論２(論文概要・資料調査等) 

4. 発表と討議３(論文概要・資料調査等) 

5. 発表と討議４(論文概要・資料調査等) 

6. 発表と討議５(論文概要・資料調査等) 

7. 発表と討議６(論文概要・資料調査等) 

8. 発表と討議７(論文概要・資料調査等) 

9. 発表と討議８(論文概要・資料調査等) 

10. 発表と討議９(論文概要・資料調査等) 

11. 発表と討議１０(論文構成) 

12. 発表と討議１１(論文構成) 

13. 発表と討議１２(論文構成) 

14. 発表と討議１３(論文構成) 

15. 発表と討議１４(論文構成) 

16. 発表と討議１５(論文構成) 

17. 発表と討議１６(論文構成) 

18. 発表と討議１７(論文構成) 

19. 発表と討議１８(論文原稿指導) 

20. 発表と討議１９(論文原稿指導) 

21. 発表と討議２０(論文原稿指導) 

22. 発表と討議２１(論文原稿指導) 

23. 発表と討議２２(論文原稿指導) 

24. 発表と討議２３(論文原稿指導) 

25. 発表と討議２４(論文原稿指導) 

26. 発表と討議２５(論文原稿指導) 

27. 発表と討議２６(論文原稿指導) 

28. まとめ：卒業論文，卒業制作の提出準備 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

各自のテーマに関する知識を増やし，思考を深めるために，授業で与えられた課題に応えて，文献読解および調査を，授業に合

わせて行ってくること． 
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成績評価方法・基準（Evaluation） 

発表報告内容(20%)/卒業論文・卒業制作(60%)/授業参加度（発言回数＋発言内容）(20%) 

決められた期限までに卒業論文または卒業制作を提出し、なおかつ所定の面接審査を経て判定する。 

 

テキスト（Textbooks） 

論文執筆者が研究対象とする作品 

 

参考文献（Readings） 

授業中折にふれて紹介する． 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AN785 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

その他／卒業論文(制作)･卒業論文(制作)指導演習 

(Thesis and Seminar in Thesis Writing) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
卒業論文を書く 

担当者名 

（Instructor） 

坂本 貴志(SAKAMOTO TAKASHI) 

吉田 治代(YOSHIDA HARUYO) 

ムレンス ゴリ(MUELENZ-GOLI K.) 

学期 

（Semester） 
通年(Full year) 

単位 

（Credit） 
１０単位(10 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
GRL4840 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

研究対象を絞って研究主題を深め，時に遭遇する内容上あるいは書き方の上での疑問を解決しながら，最終的に優れた卒業論

文を作成できるようになることをめざす．  

 

Students will refine their research targets to deepen their research subjects. Students will write quality graduation thesis in the 

end by solving questions they encounter when writing or reading contents.  

 

授業の内容（Course Contents） 

指導教員と学生が必要に応じて直接話し合い，研究課題への理解を深め各自の問題を解決する．演習時間は個別に相談のうえ

で設定する．授業内容は，論文執筆者がその時に抱えている問題意識によって変わる．  

 

When necessary, professor and students will have conversation directly to deepen students’ understanding about their research 

subjects and solve their issues. Seminar time slot will be set after discussion with individual student. Contents of the class will 

change according to issue awareness of thesis writers at that time.  

 

授業計画（Course Schedule） 

1. オリエンテーション：演習の進め方，スケジュールの確認 

2. 発表と討議１(論文概要・資料調査等) 

3. 発表と討論２(論文概要・資料調査等) 

4. 発表と討議３(論文概要・資料調査等) 

5. 発表と討議４(論文概要・資料調査等) 

6. 発表と討議５(論文概要・資料調査等) 

7. 発表と討議６(論文概要・資料調査等) 

8. 発表と討議７(論文概要・資料調査等) 

9. 発表と討議８(論文概要・資料調査等) 

10. 発表と討議９(論文概要・資料調査等) 

11. 発表と討議１０(論文構成) 

12. 発表と討議１１(論文構成) 

13. 発表と討議１２(論文構成) 

14. 発表と討議１３(論文構成) 

15. 発表と討議１４(論文構成) 

16. 発表と討議１５(論文構成) 

17. 発表と討議１６(論文構成) 

18. 発表と討議１７(論文構成) 

19. 発表と討議１８(論文原稿指導) 

20. 発表と討議１９(論文原稿指導) 

21. 発表と討議２０(論文原稿指導) 

22. 発表と討議２１(論文原稿指導) 

23. 発表と討議２２(論文原稿指導) 

24. 発表と討議２３(論文原稿指導) 

25. 発表と討議２４(論文原稿指導) 

26. 発表と討議２５(論文原稿指導) 

27. 発表と討議２６(論文原稿指導) 

28. まとめ：卒業論文，卒業制作の提出準備 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

各自のテーマに関する知識を増やし，思考を深めるために，授業で与えられた課題に応えて，文献読解および調査を，授業に合
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わせて行ってくること． 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

発表報告内容(20%)/卒業論文・卒業制作(60%)/授業参加度（発言回数＋発言内容）(20%) 

決められた期限までに卒業論文または卒業制作を提出し、なおかつ所定の面接審査を経て判定する。 

 

テキスト（Textbooks） 

論文執筆者が研究対象とする作品 

 

参考文献（Readings） 

授業中折にふれて紹介する． 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AS011 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／入門演習 Ｄ１ａ 

(Introductive Seminars in French D1a) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
現代フランスの文化と社会 

担当者名 

（Instructor） 
菅谷 憲興(SUGAYA NORIOKI) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
FRL1310 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

フランスの文化や社会を考えるうえで，手掛かりとなる基礎的な知識を学び，発表やレポート，資料の検索などの方法を身につけ

る。 

 

Students will learn basic knowledge that will serve as a clue in considering French culture and society, and learn how to make 

presentations, write reports, and search for materials. 

 

授業の内容（Course Contents） 

今後学んでゆくことになるフランス語圏の文化と社会への最初のアプローチとして，いくつかの特徴的なテーマ（「政教分離」「スト

ライキ」「家族制度」など）から現代のフランス社会を扱ったテキストを用いて，日本との比較も行いながら考察してゆきます。受講

者はいくつかのグループに分かれ，担当する箇所については，テキストの要約と調査を行ったうえで発表します。全員が事前に

該当する部分を読んでくることを前提に，発表を聞いた後，全体で意見を出しあい，最後にコメントカードに自分の考えをまとめて

提出するという手順で進めるので，準備も含めた積極的な参加が必要となります。以上の作業を行うために，最初の数回は，入

門的な概要を紹介し，要約や発表の方法，図書館を利用した資料の検索のしかたなどを学びます。 

 

As a first approach to the culture and society of the French-speaking world, we will examine several characteristic themes 

("separation of church and state," "strikes," "family system," etc.) in texts dealing with contemporary French society, while 

making comparisons with Japan. Students will be divided into several groups, and will present their assigned sections after 

summarizing and researching the text. After listening to the presentations, participants will discuss their opinions as a whole, 

and finally, they will submit their ideas on comment cards. In order to do this, the first few sessions will provide an introductory 

overview of the subject, and will cover such topics as how to summarize and present your work, and how to search for 

materials in the library. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. オリエンテーション、シラバス確認、教科書の紹介 

2. 発表のための準備①／分担決定 

3. 図書館講習（予定） 

4. 発表のための準備② 

5. 発表：政教分離 

6. 発表：ストライキ 

7. 発表：首都パリと地方 

8. 発表：食文化 

9. 発表：アメリカへの感情 

10. 発表：大学生活 

11. 発表：植民地の遺産 

12. レポートの書き方について 

13. フランスの恋愛および家族制度について 

14. 確認作業・まとめ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

事前準備の作業は毎回の授業時に指示する。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

出席と授業への参加とコメントカード(30%)/発表(40%)/期末レポート(30%) 

 

テキスト（Textbooks） 

1. 小田中直樹、2005、『フランス７つの謎』、文春新書 (ISBN:4166604279) 
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参考文献（Readings） 

1. 朝比奈美知子・横山安由美、2011、『フランス文化 55 のキーワード』、ミネルヴァ書房 (ISBN:4623060152) 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

全員が必ず一度は発表することになる。また毎回ディスカッションの時間を設けるので、積極的な受講態度が期待される。 

 

注意事項（Notice） 
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■AS012 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／入門演習 Ｄ１ｂ 

(Introductive Seminars in French D1b) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
現代フランスの文化と社会 

担当者名 

（Instructor） 
稲村 真実(INAMURA MAMI) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
FRL1310 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

フランスの文化や社会を考えるうえで，手掛かりとなる基礎的な知識を学び，発表やレポート，資料の検索などの方法を身につけ

る。 

 

Students will reflect on French culture and society while acquiring basic knowledge to lead them along the way. Students will 

acquire skills to create presentations, reports, and search for documents. 

 

授業の内容（Course Contents） 

今後学んでゆくことになるフランス語圏の文化と社会への最初のアプローチとして，いくつかの特徴的なテーマ（「自由，平等，友

愛」「政教分離」「ストライキ」など）から現代のフランス社会を扱ったテキストを用いて，日本との比較も行いながら考察してゆきま

す。受講者はいくつかのグループに分かれ，担当する箇所については，テキストの要約と調査を行ったうえで発表します。全員が

事前に該当する部分を読んでくることを前提に，発表を聞いた後，グループあるいは全体で意見を出しあい，最後にコメントカード

に自分の考えをまとめて提出するという手順で進めるので，準備も含めた積極的な参加が必要となります。以上の作業を行うた

めに，最初の数回は，入門的な概要を紹介し，要約や発表の方法，図書館を利用した資料の検索のしかたなどを学びます。 

 

As their first step towards understanding culture and society of French speaking areas in the future, students will compare 

France with Japan by using textbooks on subjects of modern French society. These unique subjects will include “liberté, égalité, 

fraternité”, “laïcité” and “manifestation”. Students will be divided into several groups. Each group will be assigned specific parts. 

These groups will research and summarize their texts before presenting them. Everyone is required to read applicable parts 

before classes. After listening to these presentations, all students or groups are required to present their opinions. And in the 

end, students will summarize their opinions on comment cards and submit them. Preparation and active participation by 

students are essential. In the first few classes, students will be introduced to summary for beginners to prepare them for the 

processes noted above. Students will learn how to summarize, present, and search for information in library. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. オリエンテーション、シラバス確認、教科書の紹介 

2. 発表のための準備①／分担決定 

3. 図書館講習（予定） 

4. 発表のための準備② 

5. 発表：第１の謎 

6. 発表：第２の謎 

7. 発表：第３の謎 

8. 発表：第４の謎 

9. 発表：第５の謎 

10. レポートの書き方について 

11. 発表：第６の謎 

12. 発表：第７の謎 

13. フランスの社会と文化について 

14. 確認作業・まとめ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

事前準備の作業は毎回の授業時に指示する 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

出席と授業への参加とコメントカード(40%)/発表(30%)/期末レポート(30%) 

 

テキスト（Textbooks） 
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1. 小田中直樹、2005 年、『フランス７つの謎』、文春新書 

 

参考文献（Readings） 

授業で随時紹介する。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AS013 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／入門演習 Ｄ１ｃ 

(Introductive Seminars in French D1c) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
現代フランスの文化と社会について知る 

担当者名 

（Instructor） 
森本 悠人(MORIMOTO YUJIN) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
FRL1310 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

現代フランス社会について基本的な知識を身につける。問いを立てることを意識しながら、文献検索方法、発表の手法、レポート

作成方法を習得する。 

 

The purpose of this course is to help students acquire basic knowledge about the contemporary French society, and learn how 

to search literature, make presentations, and write reports. 

 

授業の内容（Course Contents） 

この授業ではフランスの歴史、宗教、政治、ジェンダー、芸術などのテーマを扱った資料を読み、日本と比較しながらその特徴を

つかんでいきます。最初の数回の授業は講義形式としますが、その後は受講者の発表を中心に進みます。 

いくつかのグループに分かれ指定されたテーマについて発表し、それをもとに受講者間で質疑応答やディスカッションを行いま

す。学期末には関心のあるテーマを選んで、レポートを提出してもらいます。 

 

Students will read materials on French history, religion, politics, gender, art, and other topics, and compare them with those of 

Japan in order to capture their characteristics. The first few classes will be lecture-style, but after that, the class will focus on 

student presentations. 

Students will be divided into groups to give presentations on the specified topics, which will be followed by a question-and-

answer session and discussion. At the end of the semester, students will be asked to choose a theme of interest and submit a 

report on it. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. イントロダクション 

2. 講義（フランスの社会と歴史） 

3. 講義（フランス文化） 

4. 発表の準備（発表の仕方・分担決め） 

5. 図書館講習（文献の読み方、文献検索方法）  

6. グループ発表１ 

7. グループ発表２ 

8. グループ発表３ 

9. レポートの書き方 

10. グループ発表４ 

11. グループ発表５ 

12. グループ発表６ 

13. グループ発表７ 

14. 授業のまとめ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

各回で扱うテーマについて、各自文献を調べること。それ以外については授業時に指示する。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

最終レポート(Final Report)(30%)/授業参加度(40%)/発表(30%) 

 

テキスト（Textbooks） 

なし 

 

参考文献（Readings） 

1. 朝比奈美知子・横山安由美編、2011、『フランス文化 55 のキーワード』、ミネルヴァ書房 (ISBN:9784623060153) 

適宜授業で指示する。 
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その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AS021 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／入門演習 Ｄ２ａ 

(Introductive Seminars in French D2a) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
フランス文学への招待 

担当者名 

（Instructor） 
菅谷 憲興(SUGAYA NORIOKI) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
FRL1310 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

翻訳された作品を通して，フランスの文学に触れ，小説を中心とする文学作品を読むための基礎となる技法を学ぶ。 

 

Through translated works, students will be exposed to French literature and learn techniques that will serve as a basis for 

reading literary works, especially novels. 

 

授業の内容（Course Contents） 

この授業では，まず最初に，フランス文学への第一歩として，具体的に短編や抜粋を用いて，物語がどのように構成されているの

か，言葉がどのように用いられているのかを，客観的に分析するという作業を行います。中世から現代にいたるフランスの恋愛小

説からいくつかのテクストをとりあげるので，受講者は，各自の興味に応じて，いずれかの作品を選び，グループとなって担当しま

す。担当者は，まずテクストを要約的に紹介し，それから各自の視点から分析します。担当者以外の受講者も，事前に必ず作品

の該当する部分を読み，考えてきたうえで，全体で議論を行います。最後に授業の終わりにコメントカードに自らの考えをまとめ

提出するという流れで進めるので，積極的な参加が必要です。 

 

In this class, as a first step toward French literature, the students will be given the task of objectively analyzing how a story is 

structured and how language is used, using specific short stories and excerpts. The course will cover several texts from French 

romance novels from the Middle Ages to the present day, and students will be assigned to one of these works in groups 

according to their own interests. The student in charge will first give a summary of the text and then analyze it from his/her 

own point of view. All other students are required to read and think about the relevant sections of the text prior to the class, 

and then discuss them as a whole. Finally, at the end of the class, students are required to summarize their thoughts on a 

comment card and submit it to the instructor, so active participation is required. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. オリエンテーション，シラバス確認，使用テキストについて 

2. 発表の分担決定，発表のてびき 

3. 読解の分析と実践 

4. 発表（第 1グループ） 

5. 発表（第 2グループ） 

6. 発表（第 3グループ） 

7. 発表（第 4グループ） 

8. 発表（第 5グループ） 

9. 発表（第 6グループ） 

10. 発表（第 7グループ） 

11. 発表（第 8グループ） 

12. レポートの書き方について 

13. 読解のまとめ 

14. 学期のまとめ／レポート提出 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

事前準備の作業は毎回の授業時に指示する。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

出席と授業への参加度とコメントカード(30%)/発表(40%)/期末レポート(30%) 

 

テキスト（Textbooks） 

第一回の授業時にプリントを配布します。 

 

参考文献（Readings） 
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1. 朝比奈美知子・横山安由美、2002、『はじめて学ぶフランス文学史』、ミネルヴァ書房 (ISBN:4623034909) 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

演習である以上，全員が必ず一度は発表することになる。文学作品にあまり触れたことのない学生も，疑問点などあれば積極的

に質問すること。 

 

注意事項（Notice） 
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■AS022 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／入門演習 Ｄ２ｂ 

(Introductive Seminars in French D2b) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
フランス文学への招待 

担当者名 

（Instructor） 
稲村 真実(INAMURA MAMI) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
FRL1310 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

翻訳された作品を通して，フランスの文学や文化に触れ，文学的に書かれたテクストを読むための基礎となる技法を学ぶ。 

 

Students will use translated works to study French literature and culture to learn foundation and technique required to read 

literature texts. 

 

授業の内容（Course Contents） 

この授業では，まず最初に，フランス文学への第一歩として，概説を紹介し，具体的に短編（モーパッサンなど）や抜粋を用いて，

物語がどのように構成されているのか，言葉がどのように用いられているのかを，客観的に分析するという作業を行います。それ

から，フランスの小説，詩，エッセーなどから，いくつかのテクストをとりあげ，受講者は，各自の興味に応じて，いずれかの作品を

選び，グループとなって担当します。複数の担当者は，まずテクストを要約的に紹介し，それから各自の視点から分析します。担

当者以外の受講者も，事前に必ず作品の該当する部分を読み，考えてきたうえで，グループあるいは全体で議論を行います。そ

して，授業の終わりにコメントカードに自らの考えをまとめ提出するという流れで進めるので，積極的な参加が必要です。また，文

学的に書かれたテクストをいかに分析しながら読むことができるのかの実例として，批評的なテクストも扱う予定です。 

 

In this class, students will be introduced to outlines as the first step towards French literatures. Specifically, these outlines will 

include short stories (Maupassant, etc.) and extracts. Students will adopt objective perspective to analyze how these stories 

are constructed and how language is used. After that, several texts such as French novels, poems, and essays will be used. 

Students will choose works they are interested in. They will form groups and study their chosen works. Several selected 

students will first introduce these texts briefly and then analyze them from their perspectives. Students not selected for these 

tasks must also read and understand the works before class. All students or groups will then discuss about these works. After 

that, students will summarize their opinions on comment cards and submit them. Preparation and active participation by 

students are essential. Furthermore, students will be exposed to texts of critical perspectives as they are able to analyze and 

read literature texts. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. オリエンテーション，シラバス確認，使用テキストについて 

2. 発表の分担決定，発表のてびき 

3. 読解の分析と実践 

4. 発表（第 1グループ）／短編① 

5. 発表（第 2グループ）／短編② 

6. 発表（第 3グループ）／長編 A① 

7. 発表（第 4グループ）／長編 A② 

8. 発表（第 5グループ）／長編 A③ 

9. 発表（第 6グループ）／長編 B① 

10. 発表（第 7グループ）／長編 B② 

11. 発表（第 8グループ）／長編 B③ 

12. レポートの書き方について 

13. 読解のまとめ 

14. 学期のまとめ／レポート提出 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

事前準備の作業は毎回の授業時に指示する。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

出席と授業への参加度とコメントカード(40%)/発表(30%)/期末レポート(30%) 
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テキスト（Textbooks） 

プリント配布。 

 

参考文献（Readings） 

授業で随時紹介する。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AS023 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／入門演習 Ｄ２ｃ 

(Introductive Seminars in French D2c) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
古今のフランス文学作品に触れる 

担当者名 

（Instructor） 
森本 悠人(MORIMOTO YUJIN) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
FRL1310 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

フランス文学の代表作を読んで、その分析方法を学ぶ。 

 

The purpose of this course is to read masterpieces of French literature and learn how to analyze them.  

 

授業の内容（Course Contents） 

この授業ではフランス文学史において傑作とされる作品を読み、文学作品を論じる上での基本的な方法を学びます。最初の数回

は講義形式でフランス文学史の全体像を掴み、大学で文学作品を扱うことの意味を考えていきます。その後、受講者はグループ

に分かれ、指定された作品について発表してもらいます。 

発表に対する質疑応答・ディスカッションを行うので、各自準備してきてください。学期末には関心のあるテーマを選んで、レポート

を提出してもらいます。 

 

In this class, we will read masterpieces of French literature and learn basic methods for discussing literary works. In the first 

few lectures, students will get an overview of French literary history. Then students will be divided into groups and asked to 

give a presentation on an assigned work. 

There will be a question and answer session and discussion of the presentations, so please come prepared. At the end of the 

semester, students will be asked to choose a theme of interest and submit a report. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. イントロダクション 

2. 講義（フランス文学概説） 

3. 講義（近現代フランス文学） 

4. 発表のための準備、分担決め 

5. グループ発表１（テキストの精読と討論１） 

6. グループ発表２（テキストの精読と討論２） 

7. グループ発表３（テーマ分析と討論１） 

8. グループ発表４（テーマ分析と討論２） 

9. グループ発表５（テーマ分析と討論３） 

10. グループ発表６（テーマ分析と討論４） 

11. グループ発表７（テーマ分析と討論５） 

12. レポートの書き方 

13. グループ発表８（テーマ分析と討論６） 

14. 授業のまとめ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

指示されたテキストを読み込み、それに関連する文献を調べること。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

最終レポート(Final Report)(30%)/授業参加度(40%)/発表(30%) 

 

テキスト（Textbooks） 

なし 

 

参考文献（Readings） 

1. 横山安由美・朝比奈美知子編著、2002、『はじめて学ぶフランス文学史』、ミネルヴァ書房 (ISBN:9784623034901) 

2. 永井敦子・畠山達・黒岩卓編著、2021、『フランス文学の楽しみ方』、ミネルヴァ書房 (ISBN:9784623090761) 

授業中に適宜指示する。 
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その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AS031 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／フランス語基礎演習 １ａ 

(Preliminary Seminars in French 1a) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
読解 

担当者名 

（Instructor） 
明石 伸子(AKASHI NOBUKO) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
FRL2413 

言語 

（Language） 

その他 

(Others) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

比較的やさしいテクストを速読して読解力をつける。 

語彙を増やしながら，文法理解を徹底する。 

 

Students will be able to speed read and understand relatively easy texts. Students will increase their vocabularies while 

improving their understanding of grammars. 

 

授業の内容（Course Contents） 

読解力を高めるために，ある一定の長さの比較的やさしいテクストを，まずは辞書を引かずに読み，大まかな筋を把握する努力

をしてみましょう。つづいて，本文理解に必要な単語の優先順位を意識しながら辞書をひいて，テクストをより正確に理解し，その

内容と文法事項にかかわる問題を解きます。授業で教員の詳しい解説をきいてから，翌週までに全訳を作成し，提出してもらい

ます。 

この授業を通して，まずはフランス語の文章の大まかな意味を把握するコツを身につけましょう。テクストとしては，仏検 3 級から

準 2 級程度のレベルの文章を使用し，少しずつ難易度をあげる予定です。基本表現を用いた例文集も配るので，必ず辞書で意

味や用法を確認しておきましょう。 

 

Through this class, students will acquire skills essential to grasp the meaning of short texts written in French on the whole. 

Texts used will be equivalent to grade 3 and grade pre-2 of Diplôme d’Aptitude Pratique au Français.  

 

授業計画（Course Schedule） 

1. テクスト 1 

2. テクスト 2 

3. テクスト 3 

4. テクスト 4 

5. テクスト 5 

6. テクスト 6 

7. テクスト 7 

8. テクスト 8 

9. テクスト 9 

10. テクスト 10 

11. テクスト 11 

12. テクスト 12 

13. テクスト 13 

14. テクスト 14 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

予習として，指定されたテクストを読み，問題を解くこと。復習として，授業での解説にもとづいて，正確な全訳を作成すること。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

小テスト(複数回)(50%)/提出物(複数回)(50%) 

 

テキスト（Textbooks） 

毎回プリントを配布する。 

 

参考文献（Readings） 

1 年次に使用した文法の教科書と辞書を活用すること。 
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その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AS032 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／フランス語基礎演習 １ｂ 

(Preliminary Seminars in French 1b) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
読解 

担当者名 

（Instructor） 
横山 安由美(YOKOYAMA AYUMI) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
FRL2413 

言語 

（Language） 

その他 

(Others) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

比較的やさしいテクストを速読して読解力をつける。 

語彙を増やしながら，文法理解を徹底する。 

 

Students will be able to speed read and understand relatively easy texts. Students will increase their vocabularies while 

improving their understanding of grammars. 

 

授業の内容（Course Contents） 

読解力を高めるために，ある一定の長さの比較的やさしいテクストを，まずは辞書を引かずに読み，大まかな筋を把握する努力

をしてみましょう。つづいて，本文理解に必要な単語の優先順位を意識しながら辞書をひいて，テクストをより正確に理解し，その

内容と文法事項にかかわる問題を解きます。授業で教員の詳しい解説をきいてから，翌週までに全訳を作成し，提出してもらい

ます。 

この授業を通して，まずはフランス語の文章の大まかな意味を把握するコツを身につけましょう。テクストとしては，仏検 3 級から

準 2 級程度のレベルの文章を使用し，少しずつ難易度をあげる予定です。基本表現を用いた例文集も配るので，必ず辞書で意

味や用法を確認しておきましょう。 

 

Through this class, students will acquire skills essential to grasp the meaning of short texts written in French on the whole. 

Texts used will be equivalent to grade 3 and grade pre-2 of Diplôme d’Aptitude Pratique au Français.  

 

授業計画（Course Schedule） 

1. テクスト 1 

2. テクスト 2 

3. テクスト 3 

4. テクスト 4 

5. テクスト 5 

6. テクスト 6 

7. テクスト 7 

8. テクスト 8 

9. テクスト 9 

10. テクスト 10 

11. テクスト 11 

12. テクスト 12 

13. テクスト 13 

14. テクスト 14 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

予習として，指定されたテクストを読み，問題を解くこと。復習として，授業での解説にもとづいて，正確な全訳を作成すること。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

小テスト(複数回)(50%)/提出物(複数回)(50%) 

 

テキスト（Textbooks） 

毎回プリントを配布する。 

 

参考文献（Readings） 

1 年次に使用した文法の教科書と辞書を活用すること。 
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その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AS033 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／フランス語基礎演習 １ｃ 

(Preliminary Seminars in French 1c) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
読解 

担当者名 

（Instructor） 
斎藤 かぐみ(SAITO KAGUMI) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
FRL2413 

言語 

（Language） 

その他 

(Others) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

比較的やさしいテクストを速読して読解力をつける。 

語彙を増やしながら，文法理解を徹底する。 

 

Students will be able to speed read and understand relatively easy texts. Students will increase their vocabularies while 

improving their understanding of grammars. 

 

授業の内容（Course Contents） 

読解力を高めるために，ある一定の長さの比較的やさしいテクストを，まずは辞書を引かずに読み，大まかな筋を把握する努力

をしてみましょう。つづいて，本文理解に必要な単語の優先順位を意識しながら辞書をひいて，テクストをより正確に理解し，その

内容と文法事項にかかわる問題を解きます。授業で教員の詳しい解説をきいてから，翌週までに全訳を作成し，提出してもらい

ます。 

この授業を通して，まずはフランス語の文章の大まかな意味を把握するコツを身につけましょう。テクストとしては，仏検 3 級から

準 2 級程度のレベルの文章を使用し，少しずつ難易度をあげる予定です。基本表現を用いた例文集も配るので，必ず辞書で意

味や用法を確認しておきましょう。 

 

Through this class, students will acquire skills essential to grasp the meaning of short texts written in French on the whole. 

Texts used will be equivalent to grade 3 and grade pre-2 of Diplôme d’Aptitude Pratique au Français.  

 

授業計画（Course Schedule） 

1. テクスト 1 

2. テクスト 2 

3. テクスト 3 

4. テクスト 4 

5. テクスト 5 

6. テクスト 6 

7. テクスト 7 

8. テクスト 8 

9. テクスト 9 

10. テクスト 10 

11. テクスト 11 

12. テクスト 12 

13. テクスト 13 

14. テクスト 14 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

予習として，指定されたテクストを読み，問題を解くこと。復習として，授業での解説にもとづいて，正確な全訳を作成すること。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

小テスト(複数回)(50%)/提出物(複数回)(50%) 

 

テキスト（Textbooks） 

毎回プリントを配布する。 

 

参考文献（Readings） 

1 年次に使用した文法の教科書と辞書を活用すること。 
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その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AS041 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／フランス語基礎演習 ２ａ 

(Preliminary Seminars in French 2a) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
フランス語口頭表現 

担当者名 

（Instructor） 
クーショ，Ｍ(COUCHOT MARINA) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
FRL2412 

言語 

（Language） 

日英以外(Other than 

Japanese or English) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

初年度の学習に引き続き、フランス語会話（パターンと語彙）の基礎的な訓練､ 発音練習､ 語彙の習得をおこなう｡  

 

Following learning in year 1, students will practice basic French conversation (pattern and vocabulary), pronunciation, and 

vocabulary.  

 

授業の内容（Course Contents） 

フランス語を母語とする教員が担当する週１コマの授業である｡ 

専門科目の履修に必要な､ 聴く力､ 話す力､ 書く力の基礎を身につけるための重要な科目であるため､ 毎週の予習と復習はも

ちろんのこと､ 授業中も積極的な参加が求められる｡ 

 

This class is held once a week by native French professor. 

This subject is critical for students to acquire basic ability to listen, speak, and write, which are required for studies of 

specialized subjects. Other than studying before and after class, students must also participate in class actively. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 授業の紹介ー発音の復習ー 第１ユニット : Entrez en relation 第１課 ：Se présenter 

2. 第 1 課（続き） 

3. 第 2 課 ： Faire connaissance 

4. 第 3 課 ： Faire des prévisions 

5. 第 4 課 ： Les bonnes résolutions (vidéo) 

6. 第 2 ユニット ：Parlez de vous ; 第 5 課 ：Parler des relations familiales 

7. 第 6 課 ： Décrire le passé 

8. 第 7 課 ： Raconter une rencontre 

9. 第 8 課 ： Le musée de l’Histoire de l’immigration (vidéo) 

10. 第 3 ユニット ：Parlez de votre mode de vie ; 第 9 課 ：Parler de son lieu de vie 

11. 第 10 課 ： Comparer des lieux de vie 

12. 第 11 課 ： Décrire une expérience à l’étranger 

13. 第 12 課 ： Ivry, ma ville (vidéo) 

14. 口頭試問 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

授業のはじめに前回の内容確認を行う｡ 授業参加として評価の対象にもなるので､ 復習した上で授業に臨むようにすること｡す

なわち、口頭表現の授業であるので、これらが成績評価に大きく影響する。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

口頭テスト(40%)/出席および授業参加度(60%) 

 

テキスト（Textbooks） 

1. Jean-Thierry Le Bougnec＆Marie-José Lopes. 2020. Inspire2. Hachette Japon (ISBN:9782015135793) 

必要に応じてプリントを作成し配布する。 

繰り返しになるが、口頭表現の授業であるため、授業内での「応答」に対応できるように、じゅうぶんに予習・復習をしておくこと。

これが成績評価に大きく影響する。 

 

参考文献（Readings） 
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その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

授業に持参すべき参考文献・辞書等について一回目の授業で指示する。 

 

注意事項（Notice） 
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■AS042 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／フランス語基礎演習 ２ｂ 

(Preliminary Seminars in French 2b) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
フランス語口頭表現 

担当者名 

（Instructor） 
バレイユ，Ｌ．(BAREILLE LAURENT) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
FRL2412 

言語 

（Language） 

日英以外(Other than 

Japanese or English) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

初年度の学習に引き続き、フランス語会話（パターンと語彙）の基礎的な訓練､ 発音練習､ 語彙の習得をおこなう｡  

 

Following learning in year 1, students will practice basic French conversation (pattern and vocabulary), pronunciation, and 

vocabulary.  

 

授業の内容（Course Contents） 

フランス語を母語とする教員が担当する週１コマの授業である｡ 

専門科目の履修に必要な､ 聴く力､ 話す力､ 書く力の基礎を身につけるための重要な科目であるため､ 毎週の予習と復習はも

ちろんのこと､ 授業中も積極的な参加が求められる｡ 

 

This class is held once a week by native French professor. 

This subject is critical for students to acquire basic ability to listen, speak, and write, which are required for studies of 

specialized subjects. Other than studying before and after class, students must also participate in class actively. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 授業の紹介ー発音の復習ー 第１ユニット : Entrez en relation 第１課 ：Se présenter 

2. 第 1 課（続き） 

3. 第 2 課 ： Faire connaissance 

4. 第 3 課 ： Faire des prévisions 

5. 第 4 課 ： Les bonnes résolutions (vidéo) 

6. 第 2 ユニット ：Parlez de vous ; 第 5 課 ：Parler des relations familiales 

7. 第 6 課 ： Décrire le passé 

8. 第 7 課 ： Raconter une rencontre 

9. 第 8 課 ： Le musée de l’Histoire de l’immigration (vidéo) 

10. 第 3 ユニット ：Parlez de votre mode de vie ; 第 9 課 ：Parler de son lieu de vie 

11. 第 10 課 ： Comparer des lieux de vie 

12. 第 11 課 ： Décrire une expérience à l’étranger 

13. 第 12 課 ： Ivry, ma ville (vidéo) 

14. 口頭試問 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

授業のはじめに前回の内容確認を行う｡ 授業参加として評価の対象にもなるので､ 復習した上で授業に臨むようにすること｡す

なわち、口頭表現の授業であるので、これらが成績評価に大きく影響する。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

口頭テスト(40%)/出席および授業参加度(60%) 

 

テキスト（Textbooks） 

1. Jean-Thierry Le Bougnec＆Marie-José Lopes. 2020. Inspire2. Hachette Japon (ISBN:9782015135793) 

必要に応じてプリントを作成し配布する。 

繰り返しになるが、口頭表現の授業であるため、授業内での「応答」に対応できるように、じゅうぶんに予習・復習をしておくこと。

これが成績評価に大きく影響する。 

 

参考文献（Readings） 
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その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

授業に持参すべき参考文献・辞書等について一回目の授業で指示する。 

 

注意事項（Notice） 
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■AS043 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／フランス語基礎演習 ２ｃ 

(Preliminary Seminars in French 2c) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
フランス語口頭表現 

担当者名 

（Instructor） 
マレシャル，Ｂ(MARECHAL BEATRICE) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
FRL2412 

言語 

（Language） 

日英以外(Other than 

Japanese or English) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

初年度の学習に引き続き、フランス語会話（パターンと語彙）の基礎的な訓練､ 発音練習､ 語彙の習得をおこなう｡  

 

Following learning in year 1, students will practice basic French conversation (pattern and vocabulary), pronunciation, and 

vocabulary.  

 

授業の内容（Course Contents） 

フランス語を母語とする教員が担当する週１コマの授業である｡ 

専門科目の履修に必要な､ 聴く力､ 話す力､ 書く力の基礎を身につけるための重要な科目であるため､ 毎週の予習と復習はも

ちろんのこと､ 授業中も積極的な参加が求められる｡ 

 

This class is held once a week by native French professor. 

This subject is critical for students to acquire basic ability to listen, speak, and write, which are required for studies of 

specialized subjects. Other than studying before and after class, students must also participate in class actively. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 授業の紹介ー発音の復習ー 第１ユニット : Entrez en relation 第１課 ：Se présenter 

2. 第 1 課（続き） 

3. 第 2 課 ： Faire connaissance 

4. 第 3 課 ： Faire des prévisions 

5. 第 4 課 ： Les bonnes résolutions (vidéo) 

6. 第 2 ユニット ：Parlez de vous ; 第 5 課 ：Parler des relations familiales 

7. 第 6 課 ： Décrire le passé 

8. 第 7 課 ： Raconter une rencontre 

9. 第 8 課 ： Le musée de l’Histoire de l’immigration (vidéo) 

10. 第 3 ユニット ：Parlez de votre mode de vie ; 第 9 課 ：Parler de son lieu de vie 

11. 第 10 課 ： Comparer des lieux de vie 

12. 第 11 課 ： Décrire une expérience à l’étranger 

13. 第 12 課 ： Ivry, ma ville (vidéo) 

14. 口頭試問 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

授業のはじめに前回の内容確認を行う｡ 授業参加として評価の対象にもなるので､ 復習した上で授業に臨むようにすること｡す

なわち、口頭表現の授業であるので、これらが成績評価に大きく影響する。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

口頭テスト(40%)/出席および授業参加度(60%) 

 

テキスト（Textbooks） 

1. Jean-Thierry Le Bougnec＆Marie-José Lopes. 2020. Inspire2. Hachette Japon (ISBN:9782015135793) 

必要に応じてプリントを作成し配布する。 

繰り返しになるが、口頭表現の授業であるため、授業内での「応答」に対応できるように、じゅうぶんに予習・復習をしておくこと。

これが成績評価に大きく影響する。 

 

参考文献（Readings） 
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その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

授業に持参すべき参考文献・辞書等について一回目の授業で指示する。 

 

注意事項（Notice） 
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■AS051 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／フランス語基礎演習 ３ａ 

(Preliminary Seminars in French 3a) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
フランス語中級文法 

担当者名 

（Instructor） 
中田 麻理(NAKATA MARI) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
FRL2413 

言語 

（Language） 

その他 

(Others) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

フランス語の文法を確認し、練習問題を行う。一年次に学んだ初級文法を復習したうえで、その先の中級文法を修得することを目

的とする。知識としての文法ではなく、実践に役立つ形で、自分でテクストを読むための基礎力をつけることが本授業の目標であ

る。 

 

The aim of this course is to revise the elementary grammar learned in the first year and then to move on to more advanced 

grammar, with exercises. The aim of this course is to provide students with the basic skills to read texts and use them in 

practice. 

 

授業の内容（Course Contents） 

（1）教員が最初に文法事項の説明を行うが、学生は事前に必ず教科書を読んで、わからない部分の質問などができるようにす

る。 

（2）学生は練習問題のすべてを予習をしておき、授業ではその答合わせを中心に進める。 

 

(1) The teacher explains the grammar first. 

 Students prepare the textbook in advance so that they can ask questions about the parts they do not understand. 

(2) Students have to do all the exercises in advance. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. フランス語文法 1 

2. フランス語文法 2 

3. フランス語文法 3 

4. フランス語文法 4 

5. フランス語文法 5 

6. フランス語文法 6 

7. 中間テスト、振り返り 

8. フランス語文法 7 

9. フランス語文法 8 

10. フランス語文法 9 

11. フランス語文法 10 

12. フランス語文法 11 

13. フランス語文法 12 

14. フランス語文法 13（確認テスト） 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

（予習）練習問題を予習して授業に臨むこと。 

練習問題については文法事項を答えるだけでなく、すべて和訳を準備すること。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

出席および授業への参加度（宿題，小テストなど）(40%)/中間テスト(30%)/最終テスト(Final Test)(30%) 

 

テキスト（Textbooks） 

1. 熊谷良子他、2015、『レヴォリューションⅡ』（Révolution II)、朝日出版社社 (ISBN:9784255352510) 

 

参考文献（Readings） 

授業に持参すべき参考文献・辞書等は一回目の授業で指示する。毎回必ず辞書を持参すること。 
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その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AS052 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／フランス語基礎演習 ３ｂ 

(Preliminary Seminars in French 3b) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
フランス語中級文法 

担当者名 

（Instructor） 
森本 悠人(MORIMOTO YUJIN) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
FRL2413 

言語 

（Language） 

その他 

(Others) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

フランス語の文法を確認し、練習問題を行う。一年次に学んだ初級文法を復習したうえで、その先の中級文法を修得することを目

的とする。知識としての文法ではなく、実践に役立つ形で、自分でテクストを読むための基礎力をつけることが本授業の目標であ

る。 

 

The aim of this course is to revise the elementary grammar learned in the first year and then to move on to more advanced 

grammar, with exercises. The aim of this course is to provide students with the basic skills to read texts and use them in 

practice. 

 

授業の内容（Course Contents） 

（1）教員が最初に文法事項の説明を行うが、学生は事前に必ず教科書を読んで、わからない部分の質問などができるようにす

る。 

（2）学生は練習問題のすべてを予習をしておき、授業ではその答合わせを中心に進める。 

 

(1) The teacher explains the grammar first. 

 Students prepare the textbook in advance so that they can ask questions about the parts they do not understand. 

(2) Students have to do all the exercises in advance. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. フランス語文法 1 

2. フランス語文法 2 

3. フランス語文法 3 

4. フランス語文法 4 

5. フランス語文法 5 

6. フランス語文法 6 

7. 中間テスト、振り返り 

8. フランス語文法 7 

9. フランス語文法 8 

10. フランス語文法 9 

11. フランス語文法 10 

12. フランス語文法 11 

13. フランス語文法 12 

14. フランス語文法 13（確認テスト） 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

（予習）練習問題を予習して授業に臨むこと。 

練習問題については文法事項を答えるだけでなく、すべて和訳を準備すること。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

出席および授業への参加度（宿題，小テストなど）(40%)/中間テスト(30%)/最終テスト(Final Test)(30%) 

 

テキスト（Textbooks） 

1. 熊谷良子他、2015、『レヴォリューションⅡ』（Révolution II)、朝日出版社社 (ISBN:9784255352510) 

 

参考文献（Readings） 

授業に持参すべき参考文献・辞書等は一回目の授業で指示する。毎回必ず辞書を持参すること。 
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その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AS053 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／フランス語基礎演習 ３ｃ 

(Preliminary Seminars in French 3c) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
フランス語中級文法 

担当者名 

（Instructor） 
平賀 裕貴(HIRAGA HIROTAKA) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
FRL2413 

言語 

（Language） 

その他 

(Others) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

フランス語の文法を確認し、練習問題を行う。一年次に学んだ初級文法を復習したうえで、その先の中級文法を修得することを目

的とする。知識としての文法ではなく、実践に役立つ形で、自分でテクストを読むための基礎力をつけることが本授業の目標であ

る。 

 

The aim of this course is to revise the elementary grammar learned in the first year and then to move on to more advanced 

grammar, with exercises. The aim of this course is to provide students with the basic skills to read texts and use them in 

practice. 

 

授業の内容（Course Contents） 

（1）教員が最初に文法事項の説明を行うが、学生は事前に必ず教科書を読んで、わからない部分の質問などができるようにす

る。 

（2）学生は練習問題のすべてを予習をしておき、授業ではその答合わせを中心に進める。 

 

(1) The teacher explains the grammar first. 

 Students prepare the textbook in advance so that they can ask questions about the parts they do not understand. 

(2) Students have to do all the exercises in advance. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. フランス語文法 1 

2. フランス語文法 2 

3. フランス語文法 3 

4. フランス語文法 4 

5. フランス語文法 5 

6. フランス語文法 6 

7. 中間テスト、振り返り 

8. フランス語文法 7 

9. フランス語文法 8 

10. フランス語文法 9 

11. フランス語文法 10 

12. フランス語文法 11 

13. フランス語文法 12 

14. フランス語文法 13（確認テスト） 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

（予習）練習問題を予習して授業に臨むこと。 

練習問題については文法事項を答えるだけでなく、すべて和訳を準備すること。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

出席および授業への参加度（宿題，小テストなど）(40%)/中間テスト(30%)/最終テスト(Final Test)(30%) 

 

テキスト（Textbooks） 

1. 熊谷良子他、2015、『レヴォリューションⅡ』（Révolution II)、朝日出版社社 (ISBN:9784255352510) 

 

参考文献（Readings） 

授業に持参すべき参考文献・辞書等は一回目の授業で指示する。毎回必ず辞書を持参すること。 
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その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AS061 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／フランス語基礎演習 ４ａ 

(Preliminary Seminars in French 4a) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
フランス語口頭表現 

担当者名 

（Instructor） 
クーショ，Ｍ(COUCHOT MARINA) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
FRL2412 

言語 

（Language） 

日英以外(Other than 

Japanese or English) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

春学期の学習に引き続き、フランス語会話（パターンと語彙）の基礎的な訓練､ 発音練習､ 語彙の習得をおこなう｡  

 

Following learning in semester 1, students will practice basic French conversation (pattern and vocabulary), pronunciation, and 

vocabulary.  

 

授業の内容（Course Contents） 

フランス語を母語とする教員が担当する週１コマの授業である｡ 

専門科目の履修に必要な､ 聴く力､ 話す力､ 書く力の基礎を身につけるための重要な科目であるため､ 毎週の予習と復習はも

ちろんのこと､ 授業中も積極的な参加が求められる｡ 

 

This class is held once a week by native French professor. 

This subject is critical for students to acquire basic ability to listen, speak, and write, which are required for studies of 

specialized subjects. Other than studying before and after class, students must also participate in class actively. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 第 4 ユニット ： Envisagez l’avenir ; 第 13 課 ： Demander de l’aide 

2. 第 14 課 ： Conseiller 

3. 第 15 課 ： Parler d’un lieu de travail 

4. 第 16 課 ： le coworking (vidéo) 

5. 第 5 ユニット ： Partagez ; 第 17 課 ： Ecrire une biographie 

6. 第 18 課 ： Raconter une expérience exceptionnelle 

7. 第 19 課 ： Décrire un projet de vie 

8. 第 20 課 ： La reconversion pour tous (vidéo) 

9. 第 6 ユニット ： Engagez-vous ; 第 21 課 ： S’engager 

10. 第 22 課 ： Caractériser des produits 

11. 第 23 課 ： Parler de sa consommation 

12. 第 24 課 ： Interview de Yann Arthus-Bertrand (vidéo) 

13. 第 7 ユニット ： Réagissez ; 第 25 課 ： S’informer 

14. 口頭試問 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

授業のはじめに前回の内容確認を行う｡ 授業参加として評価の対象にもなるので､ 復習した上で授業に臨むようにすること｡す

なわち、口頭表現の授業であるので、これらが成績評価に大きく影響する。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

出席および授業参加度(60%)/最終テスト(Final Test)(40%) 

 

テキスト（Textbooks） 

1. Jean-Thierry Le Bougnec＆Marie-José Lopes. 2020. Inspire2. Hachette Japon (ISBN:9782015135793) 

必要に応じてプリントを作成し配布する。 

繰り返しになるが、口頭表現の授業であるため、授業内での「応答」に対応できるように、じゅうぶんに予習・復習をしておくこと。

これが成績評価に大きく影響する。 
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参考文献（Readings） 

 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

授業に持参すべき参考文献・辞書等について一回目の授業で指示する。 

 

注意事項（Notice） 
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■AS062 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／フランス語基礎演習 ４ｂ 

(Preliminary Seminars in French 4b) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
フランス語口頭表現 

担当者名 

（Instructor） 
バレイユ，Ｌ．(BAREILLE LAURENT) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
FRL2412 

言語 

（Language） 

日英以外(Other than 

Japanese or English) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

春学期の学習に引き続き、フランス語会話（パターンと語彙）の基礎的な訓練､ 発音練習､ 語彙の習得をおこなう｡  

 

Following learning in semester 1, students will practice basic French conversation (pattern and vocabulary), pronunciation, and 

vocabulary.  

 

授業の内容（Course Contents） 

フランス語を母語とする教員が担当する週１コマの授業である｡ 

専門科目の履修に必要な､ 聴く力､ 話す力､ 書く力の基礎を身につけるための重要な科目であるため､ 毎週の予習と復習はも

ちろんのこと､ 授業中も積極的な参加が求められる｡ 

 

This class is held once a week by native French professor. 

This subject is critical for students to acquire basic ability to listen, speak, and write, which are required for studies of 

specialized subjects. Other than studying before and after class, students must also participate in class actively. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 第 4 ユニット ： Envisagez l’avenir ; 第 13 課 ： Demander de l’aide 

2. 第 14 課 ： Conseiller 

3. 第 15 課 ： Parler d’un lieu de travail 

4. 第 16 課 ： le coworking (vidéo) 

5. 第 5 ユニット ： Partagez ; 第 17 課 ： Ecrire une biographie 

6. 第 18 課 ： Raconter une expérience exceptionnelle 

7. 第 19 課 ： Décrire un projet de vie 

8. 第 20 課 ： La reconversion pour tous (vidéo) 

9. 第 6 ユニット ： Engagez-vous ; 第 21 課 ： S’engager 

10. 第 22 課 ： Caractériser des produits 

11. 第 23 課 ： Parler de sa consommation 

12. 第 24 課 ： Interview de Yann Arthus-Bertrand (vidéo) 

13. 第 7 ユニット ： Réagissez ; 第 25 課 ： S’informer 

14. 口頭試問 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

授業のはじめに前回の内容確認を行う｡ 授業参加として評価の対象にもなるので､ 復習した上で授業に臨むようにすること｡す

なわち、口頭表現の授業であるので、これらが成績評価に大きく影響する。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

出席および授業参加度(60%)/最終テスト(Final Test)(40%) 

 

テキスト（Textbooks） 

1. Jean-Thierry Le Bougnec＆Marie-José Lopes. 2020. Inspire2. Hachette Japon (ISBN:9782015135793) 

必要に応じてプリントを作成し配布する。 

繰り返しになるが、口頭表現の授業であるため、授業内での「応答」に対応できるように、じゅうぶんに予習・復習をしておくこと。

これが成績評価に大きく影響する。 
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参考文献（Readings） 

 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

授業に持参すべき参考文献・辞書等について一回目の授業で指示する。 

 

注意事項（Notice） 
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■AS063 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／フランス語基礎演習 ４ｃ 

(Preliminary Seminars in French 4c) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
フランス語口頭表現 

担当者名 

（Instructor） 
マレシャル，Ｂ(MARECHAL BEATRICE) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
FRL2412 

言語 

（Language） 

日英以外(Other than 

Japanese or English) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

春学期の学習に引き続き、フランス語会話（パターンと語彙）の基礎的な訓練､ 発音練習､ 語彙の習得をおこなう｡  

 

Following learning in semester 1, students will practice basic French conversation (pattern and vocabulary), pronunciation, and 

vocabulary.  

 

授業の内容（Course Contents） 

フランス語を母語とする教員が担当する週１コマの授業である｡ 

専門科目の履修に必要な､ 聴く力､ 話す力､ 書く力の基礎を身につけるための重要な科目であるため､ 毎週の予習と復習はも

ちろんのこと､ 授業中も積極的な参加が求められる｡ 

 

This class is held once a week by native French professor. 

This subject is critical for students to acquire basic ability to listen, speak, and write, which are required for studies of 

specialized subjects. Other than studying before and after class, students must also participate in class actively. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 第 4 ユニット ： Envisagez l’avenir ; 第 13 課 ： Demander de l’aide 

2. 第 14 課 ： Conseiller 

3. 第 15 課 ： Parler d’un lieu de travail 

4. 第 16 課 ： le coworking (vidéo) 

5. 第 5 ユニット ： Partagez ; 第 17 課 ： Ecrire une biographie 

6. 第 18 課 ： Raconter une expérience exceptionnelle 

7. 第 19 課 ： Décrire un projet de vie 

8. 第 20 課 ： La reconversion pour tous (vidéo) 

9. 第 6 ユニット ： Engagez-vous ; 第 21 課 ： S’engager 

10. 第 22 課 ： Caractériser des produits 

11. 第 23 課 ： Parler de sa consommation 

12. 第 24 課 ： Interview de Yann Arthus-Bertrand (vidéo) 

13. 第 7 ユニット ： Réagissez ; 第 25 課 ： S’informer 

14. 口頭試問 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

授業のはじめに前回の内容確認を行う｡ 授業参加として評価の対象にもなるので､ 復習した上で授業に臨むようにすること｡す

なわち、口頭表現の授業であるので、これらが成績評価に大きく影響する。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

出席および授業参加度(60%)/最終テスト(Final Test)(40%) 

 

テキスト（Textbooks） 

1. Jean-Thierry Le Bougnec＆Marie-José Lopes. 2020. Inspire2. Hachette Japon (ISBN:9782015135793) 

必要に応じてプリントを作成し配布する。 

繰り返しになるが、口頭表現の授業であるため、授業内での「応答」に対応できるように、じゅうぶんに予習・復習をしておくこと。

これが成績評価に大きく影響する。 

 



 - 1313 - 

参考文献（Readings） 

 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

授業に持参すべき参考文献・辞書等について一回目の授業で指示する。 

 

注意事項（Notice） 
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■AS071 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／フランス語基礎演習 ５ａ 

(Preliminary Seminars in French 5a) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
フランス文学の読解 

担当者名 

（Instructor） 
平賀 裕貴(HIRAGA HIROTAKA) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
FRL2413 

言語 

（Language） 

その他 

(Others) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

丁寧に辞書をひきながら、ひとりで文学作品を読み解く力を身につける。語彙を増やすだけでなく、一年次で学んだ文法知識を基

礎として、より高度で複雑な文章表現を理解するコツをつかむ。ダウンロード可能な音声教材を使用し、発音とリスニング能力も

強化する。 

 

Students will be able to read literatures alone by checking dictionary carefully. In addition to increasing vocabulary, students will 

also use grammar knowledge they learnt in year 1 to understand more advanced and complex expressions. Students will use 

downloadable audio materials to improve their pronunciation and listening skills. 

 

授業の内容（Course Contents） 

テキストには、17 世紀から 20 世紀まで（さらに付録として中世・16 世紀の）名文が並ぶが、授業では、学生の関心に配慮しつ

つ、各担当教員が選んだ文章を比較的わかりやすいものから読む。単語の意味だけにとらわれず、文の構造と展開をつかむこと

を意識してほしい。文学作品らしい表現上の工夫を、原文で実感する機会にしたい。 

 

Although classics from the 17th to 20th century (and middle age to the 16th century in appendix) will be used as texts, each 

professor will take students into accounts during the class and choose relatively easy to understand texts. Students should not 

fixate only on meaning of vocabulary but also be aware of structure and progress of sentences. This will be the opportunity for 

students to experience efforts that went into literatures’ expressions in their original language. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 導入的授業 

2. 読解 1 

3. 読解 2 

4. 読解 3 

5. 読解 4 

6. 読解 5 

7. 読解 6 

8. 読解 7 

9. 読解 8 

10. 読解 9 

11. 読解 10 

12. 読解 11 

13. 読解 12 

14. 最終テスト 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

第一回目の授業で全体の流れの説明を行うので、きちんと把握した上で授業に臨むこと。授業にあたっては作品の文章をノート

に書き写し、単語の意味を調べるだけでなく、訳文を各自、作成した上で授業に臨むこと。 

また、各テクストの時代背景等を知るために、適宜文学史の教科書などを参照すること。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

出席および授業への積極的参加(40%)/小テスト(30%)/最終テスト(Final Test)(30%) 

 

テキスト（Textbooks） 

1. 柏木隆雄他、2005、『レクチュールの冒険』、朝日出版社   (ISBN:4255351708) 

 

参考文献（Readings） 
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1. 柏木隆雄他、2003、『エクリチュールの冒険 新編・フランス文学史』、大阪大学出版会 (ISBN:487259147X) 

2. 渡辺一夫・鈴木力衛、1961、『フランス文学案内』、岩波文庫 (ISBN:4003500016) 

3. 横山安由美・朝比奈美知子、2002、『はじめて学ぶフランス文学史』、ミネルヴァ書房 (ISBN:4623034909) 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AS072 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／フランス語基礎演習 ５ｂ 

(Preliminary Seminars in French 5b) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
フランス文学の読解 

担当者名 

（Instructor） 
上杉 恭子(UESUGI KYOKO) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
FRL2413 

言語 

（Language） 

その他 

(Others) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

丁寧に辞書をひきながら、ひとりで文学作品を読み解く力を身につける。語彙を増やすだけでなく、一年次で学んだ文法知識を基

礎として、より高度で複雑な文章表現を理解するコツをつかむ。ダウンロード可能な音声教材を使用し、発音とリスニング能力も

強化する。 

 

Students will be able to read literatures alone by checking dictionary carefully. In addition to increasing vocabulary, students will 

also use grammar knowledge they learnt in year 1 to understand more advanced and complex expressions. Students will use 

downloadable audio materials to improve their pronunciation and listening skills. 

 

授業の内容（Course Contents） 

テキストには、17 世紀から 20 世紀まで（さらに付録として中世・16 世紀の）名文が並ぶが、授業では、学生の関心に配慮しつ

つ、各担当教員が選んだ文章を比較的わかりやすいものから読む。単語の意味だけにとらわれず、文の構造と展開をつかむこと

を意識してほしい。文学作品らしい表現上の工夫を、原文で実感する機会にしたい。 

 

Although classics from the 17th to 20th century (and middle age to the 16th century in appendix) will be used as texts, each 

professor will take students into accounts during the class and choose relatively easy to understand texts. Students should not 

fixate only on meaning of vocabulary but also be aware of structure and progress of sentences. This will be the opportunity for 

students to experience efforts that went into literatures’ expressions in their original language. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 導入的授業 

2. 読解 1 

3. 読解 2 

4. 読解 3 

5. 読解 4 

6. 読解 5 

7. 読解 6 

8. 読解 7 

9. 読解 8 

10. 読解 9 

11. 読解 10 

12. 読解 11 

13. 読解 12 

14. 最終テスト 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

第一回目の授業で全体の流れの説明を行うので、きちんと把握した上で授業に臨むこと。授業にあたっては作品の文章をノート

に書き写し、単語の意味を調べるだけでなく、訳文を各自、作成した上で授業に臨むこと。 

また、各テクストの時代背景等を知るために、適宜文学史の教科書などを参照すること。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

出席および授業への積極的参加(40%)/小テスト(30%)/最終テスト(Final Test)(30%) 

 

テキスト（Textbooks） 

1. 柏木隆雄他、2005、『レクチュールの冒険』、朝日出版社   (ISBN:4255351708) 

 

参考文献（Readings） 
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1. 柏木隆雄他、2003、『エクリチュールの冒険 新編・フランス文学史』、大阪大学出版会 (ISBN:487259147X) 

2. 渡辺一夫・鈴木力衛、1961、『フランス文学案内』、岩波文庫 (ISBN:4003500016) 

3. 横山安由美・朝比奈美知子、2002、『はじめて学ぶフランス文学史』、ミネルヴァ書房 (ISBN:4623034909) 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AS073 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／フランス語基礎演習 ５ｃ 

(Preliminary Seminars in French 5c) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
フランス文学の読解 

担当者名 

（Instructor） 
澤田 直(SAWADA NAO) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
FRL2413 

言語 

（Language） 

その他 

(Others) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

丁寧に辞書をひきながら、ひとりで文学作品を読み解く力を身につける。語彙を増やすだけでなく、一年次で学んだ文法知識を基

礎として、より高度で複雑な文章表現を理解するコツをつかむ。ダウンロード可能な音声教材を使用し、発音とリスニング能力も

強化する。 

 

Students will be able to read literatures alone by checking dictionary carefully. In addition to increasing vocabulary, students will 

also use grammar knowledge they learnt in year 1 to understand more advanced and complex expressions. Students will use 

downloadable audio materials to improve their pronunciation and listening skills. 

 

授業の内容（Course Contents） 

テキストには、17 世紀から 20 世紀まで（さらに付録として中世・16 世紀の）名文が並ぶが、授業では、学生の関心に配慮しつ

つ、各担当教員が選んだ文章を比較的わかりやすいものから読む。単語の意味だけにとらわれず、文の構造と展開をつかむこと

を意識してほしい。文学作品らしい表現上の工夫を、原文で実感する機会にしたい。 

 

Although classics from the 17th to 20th century (and middle age to the 16th century in appendix) will be used as texts, each 

professor will take students into accounts during the class and choose relatively easy to understand texts. Students should not 

fixate only on meaning of vocabulary but also be aware of structure and progress of sentences. This will be the opportunity for 

students to experience efforts that went into literatures’ expressions in their original language. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 導入的授業 

2. 読解 1 

3. 読解 2 

4. 読解 3 

5. 読解 4 

6. 読解 5 

7. 読解 6 

8. 読解 7 

9. 読解 8 

10. 読解 9 

11. 読解 10 

12. 読解 11 

13. 読解 12 

14. 最終テスト 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

第一回目の授業で全体の流れの説明を行うので、きちんと把握した上で授業に臨むこと。授業にあたっては作品の文章をノート

に書き写し、単語の意味を調べるだけでなく、訳文を各自、作成した上で授業に臨むこと。 

また、各テクストの時代背景等を知るために、適宜文学史の教科書などを参照すること。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

出席および授業への積極的参加(40%)/小テスト(30%)/最終テスト(Final Test)(30%) 

 

テキスト（Textbooks） 

1. 柏木隆雄他、2005、『レクチュールの冒険』、朝日出版社   (ISBN:4255351708) 

 

参考文献（Readings） 
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1. 柏木隆雄他、2003、『エクリチュールの冒険 新編・フランス文学史』、大阪大学出版会 (ISBN:487259147X) 

2. 渡辺一夫・鈴木力衛、1961、『フランス文学案内』、岩波文庫 (ISBN:4003500016) 

3. 横山安由美・朝比奈美知子、2002、『はじめて学ぶフランス文学史』、ミネルヴァ書房 (ISBN:4623034909) 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AS081 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／フランス語入門 １ａ 

(Introductory French 1a) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
フランス語初級講読演習（１） 

担当者名 

（Instructor） 
加藤 三和(KATO MIWA) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
FRL1410 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

フランス語の文法問題演習，簡単な文章の講読，語彙の習得をおこなう。 

 

Students will complete French grammar practices, simple text reading, and learn vocabulary. 

 

授業の内容（Course Contents） 

日本人教員が担当する週１コマの授業です。 

この授業では，全カリのフランス語（週２コマ）で学習する初級文法の内容を復習しながら，フランス語の文章を読解するための訓

練を行います。 

毎回，受講者全員に，予習としてかなりの量の練習問題（文法演習と仏文和訳）を解いてきてもらいます。予習してこなかった学

生は欠席扱いとなるので，注意すること。 

毎週の予習と復習はもちろんのこと，授業中も積極的な参加が求められます。分からないことがあった場合は，すすんで教員に

質問してください。 

また毎回，必ず辞書と文法教科書を持参してください。 

 

This class is held once a week by Japanese professor. 

In this class, students will review beginner grammars learnt in French class (2 classes weekly) of university-wide curriculum, 

while practice reading French texts. 

Each time, all students will be given considerable amount of questions (grammar questions and French Japanese translations) to 

solve as their pre-class study. Be aware that students who had not completed their pre-class study will be considered absent. 

Other than weekly studies before and after class, students are required to participate actively during class. If there are unclear 

points, students should ask professor. 

In addition to that, students must bring dictionary and grammar textbook every time. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 導入＋フランス語初級講読・文法・語彙演習 1 

2. フランス語初級講読・文法・語彙演習 2 

3. フランス語初級講読・文法・語彙演習 3 

4. フランス語初級講読・文法・語彙演習 4 

5. フランス語初級講読・文法・語彙演習 5 

6. フランス語初級講読・文法・語彙演習 6 

7. フランス語初級講読・文法・語彙演習 7＋中間テスト 

8. フランス語初級講読・文法・語彙演習 8 

9. フランス語初級講読・文法・語彙演習 9 

10. フランス語初級講読・文法・語彙演習 10 

11. フランス語初級講読・文法・語彙演習 11 

12. フランス語初級講読・文法・語彙演習 12 

13. フランス語初級講読・文法・語彙演習 13 

14. 授業内最終テスト 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

毎回，全カリのフランス語文法で使う教科書を参照しながら，指定された箇所の訳を作り，練習問題を解いてくることが求められ

る。ただ単語を適当に並べた訳ではなく，文法の知識を背景にしてフランス語の文の意味を把握することが求められる。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

最終テスト(Final Test)(20%)/出席および授業への積極的参加（予習・課題を含む）(60%)/中間テスト(20%) 

中間テストと最終テスト以外にも小テストを行うことがある。 
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テキスト（Textbooks） 

1. 工藤進・竹内信夫、2001、『初級フランス語読本（四訂版）』、白水社 (ISBN:9784560060537) 

 

参考文献（Readings） 

一回目の授業で指示する。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

必要に応じて Blackboardをチェックすること。 

 

注意事項（Notice） 
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■AS082 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／フランス語入門 １ｂ 

(Introductory French 1b) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
フランス語初級講読演習（１） 

担当者名 

（Instructor） 
坂本 浩也(SAKAMOTO HIROYA) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
FRL1410 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

フランス語の文法問題演習，簡単な文章の講読，語彙の習得をおこなう。 

 

Students will complete French grammar practices, simple text reading, and learn vocabulary. 

 

授業の内容（Course Contents） 

日本人教員が担当する週１コマの授業です。 

この授業では，全カリのフランス語（週２コマ）で学習する初級文法の内容を復習しながら，フランス語の文章を読解するための訓

練を行います。 

毎回，受講者全員に，予習としてかなりの量の練習問題（文法演習と仏文和訳）を解いてきてもらいます。予習してこなかった学

生は欠席扱いとなるので，注意すること。 

毎週の予習と復習はもちろんのこと，授業中も積極的な参加が求められます。分からないことがあった場合は，すすんで教員に

質問してください。 

また毎回，必ず辞書と文法教科書を持参してください。 

 

This class is held once a week by Japanese professor. 

In this class, students will review beginner grammars learnt in French class (2 classes weekly) of university-wide curriculum, 

while practice reading French texts. 

Each time, all students will be given considerable amount of questions (grammar questions and French Japanese translations) to 

solve as their pre-class study. Be aware that students who had not completed their pre-class study will be considered absent. 

Other than weekly studies before and after class, students are required to participate actively during class. If there are unclear 

points, students should ask professor. 

In addition to that, students must bring dictionary and grammar textbook every time. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 導入＋フランス語初級講読・文法・語彙演習 1 

2. フランス語初級講読・文法・語彙演習 2 

3. フランス語初級講読・文法・語彙演習 3 

4. フランス語初級講読・文法・語彙演習 4 

5. フランス語初級講読・文法・語彙演習 5 

6. フランス語初級講読・文法・語彙演習 6 

7. フランス語初級講読・文法・語彙演習 7＋中間テスト 

8. フランス語初級講読・文法・語彙演習 8 

9. フランス語初級講読・文法・語彙演習 9 

10. フランス語初級講読・文法・語彙演習 10 

11. フランス語初級講読・文法・語彙演習 11 

12. フランス語初級講読・文法・語彙演習 12 

13. フランス語初級講読・文法・語彙演習 13 

14. 授業内最終テスト 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

毎回，全カリのフランス語文法で使う教科書を参照しながら，指定された箇所の訳を作り，練習問題を解いてくることが求められ

る。ただ単語を適当に並べた訳ではなく，文法の知識を背景にしてフランス語の文の意味を把握することが求められる。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

最終テスト(Final Test)(20%)/出席および授業への積極的参加（予習・課題を含む）(60%)/中間テスト(20%) 

中間テストと最終テスト以外にも小テストを行うことがある。 
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テキスト（Textbooks） 

1. 工藤進・竹内信夫、2001、『初級フランス語読本（四訂版）』、白水社 (ISBN:9784560060537) 

 

参考文献（Readings） 

一回目の授業で指示する。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

必要に応じて Blackboardをチェックすること。 

 

注意事項（Notice） 
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■AS083 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／フランス語入門 １ｃ 

(Introductory French 1c) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
フランス語初級講読演習（１） 

担当者名 

（Instructor） 
桑瀬 章二郎(KUWASE SHOJIRO) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
FRL1410 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

フランス語の文法問題演習，簡単な文章の講読，語彙の習得をおこなう。 

 

Students will complete French grammar practices, simple text reading, and learn vocabulary. 

 

授業の内容（Course Contents） 

日本人教員が担当する週１コマの授業です。 

この授業では，全カリのフランス語（週２コマ）で学習する初級文法の内容を復習しながら，フランス語の文章を読解するための訓

練を行います。 

毎回，受講者全員に，予習としてかなりの量の練習問題（文法演習と仏文和訳）を解いてきてもらいます。予習してこなかった学

生は欠席扱いとなるので，注意すること。 

毎週の予習と復習はもちろんのこと，授業中も積極的な参加が求められます。分からないことがあった場合は，すすんで教員に

質問してください。 

また毎回，必ず辞書と文法教科書を持参してください。 

 

This class is held once a week by Japanese professor. 

In this class, students will review beginner grammars learnt in French class (2 classes weekly) of university-wide curriculum, 

while practice reading French texts. 

Each time, all students will be given considerable amount of questions (grammar questions and French Japanese translations) to 

solve as their pre-class study. Be aware that students who had not completed their pre-class study will be considered absent. 

Other than weekly studies before and after class, students are required to participate actively during class. If there are unclear 

points, students should ask professor. 

In addition to that, students must bring dictionary and grammar textbook every time. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 導入＋フランス語初級講読・文法・語彙演習 1 

2. フランス語初級講読・文法・語彙演習 2 

3. フランス語初級講読・文法・語彙演習 3 

4. フランス語初級講読・文法・語彙演習 4 

5. フランス語初級講読・文法・語彙演習 5 

6. フランス語初級講読・文法・語彙演習 6 

7. フランス語初級講読・文法・語彙演習 7＋中間テスト 

8. フランス語初級講読・文法・語彙演習 8 

9. フランス語初級講読・文法・語彙演習 9 

10. フランス語初級講読・文法・語彙演習 10 

11. フランス語初級講読・文法・語彙演習 11 

12. フランス語初級講読・文法・語彙演習 12 

13. フランス語初級講読・文法・語彙演習 13 

14. 授業内最終テスト 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

毎回，全カリのフランス語文法で使う教科書を参照しながら，指定された箇所の訳を作り，練習問題を解いてくることが求められ

る。ただ単語を適当に並べた訳ではなく，文法の知識を背景にしてフランス語の文の意味を把握することが求められる。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

最終テスト(Final Test)(20%)/出席および授業への積極的参加（予習・課題を含む）(60%)/中間テスト(20%) 

中間テストと最終テスト以外にも小テストを行うことがある。 
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テキスト（Textbooks） 

1. 工藤進・竹内信夫、2001、『初級フランス語読本（四訂版）』、白水社 (ISBN:9784560060537) 

 

参考文献（Readings） 

一回目の授業で指示する。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

必要に応じて Blackboardをチェックすること。 

 

注意事項（Notice） 
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■AS084 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／フランス語入門 ２ａ 

(Introductory French 2a) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
フランス語会話の基礎を身につけよう（１） 

担当者名 

（Instructor） 
バレイユ，Ｌ．(BAREILLE LAURENT) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
FRL1412 

言語 

（Language） 

日英以外(Other than 

Japanese or English) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

この授業の目的は、初年度からフランス語での自己表現ができるようになることである。フランス語でコミュニケーションをとること

の楽しみを知り、より上のレベルを目指せるようになってほしい。 

 

The goal of this class is to enable students to express themselves in French in year 1. Students will enjoy French and aim for 

higher level as they become capable of communicate in French. 

 

授業の内容（Course Contents） 

授業は、leçon（レッスン） と activité（練習問題） の２つのパートで構成されている。 

－leçon では、日常的な話題や時事などをとりあげて学び、 

－activitéでは、実際にフランスに行ったときに役立つ表現の練習を行う。 

この授業のレベルは、ヨーロッパ言語共通参照枠のＡ１レベル（初級）に相当する。 

 

The class is made up of 2 parts, leçon and activité. 

－During leçon, students will learn through everyday topics and current events. 

－During activité, students will practice expressions that will be useful when they visit France. 

Level of this class is equivalent to level A1 (beginner) of Cadre européen commun de référence pour les langues. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 授業の紹介：フランス語の基礎について 

2. 自己紹介を行う 

3. 今住んでいるところや出身地について話す 

4. 交通手段について話す 

5. アルバイトについて話す 

6. ペットについて話す 

7. 科目・先生について話す 

8. 食べ物について話す 

9. 家事について話す 

10. 家族について話す 

11. クラブについて話す 

12. 習慣について話す 

13. 週末の過ごし方について話す 

14. 口頭試問 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

授業のはじめに前回の内容確認を行う｡ 授業参加として評価の対象にもなるので､ 復習した上で授業に臨むようにすること｡ 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

口頭試問(40%)/出席および授業参加度(60%) 

授業への参加態度（遅刻・早退、その他）によっては減点の対象となる場合がある。また授業内での「応答」が成績に反映され

る。 

 

テキスト（Textbooks） 

1. AZRA Jean-Luc & 他、2023、『Moi, je… コミュニケーション A1』、アルマ出版 (ISBN:978-4-905343-33-2) 

必要に応じて、プリントを配布する。 
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参考文献（Readings） 

持参すべき参考文献・辞書等については一回目の授業で指示する。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AS085 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／フランス語入門 ２ｂ 

(Introductory French 2b) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
フランス語会話の基礎を身につけよう（１） 

担当者名 

（Instructor） 
バレイユ，Ｌ．(BAREILLE LAURENT) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
FRL1412 

言語 

（Language） 

日英以外(Other than 

Japanese or English) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

この授業の目的は、初年度からフランス語での自己表現ができるようになることである。フランス語でコミュニケーションをとること

の楽しみを知り、より上のレベルを目指せるようになってほしい。 

 

The goal of this class is to enable students to express themselves in French in year 1. Students will enjoy French and aim for 

higher level as they become capable of communicate in French. 

 

授業の内容（Course Contents） 

授業は、leçon（レッスン） と activité（練習問題） の２つのパートで構成されている。 

－leçon では、日常的な話題や時事などをとりあげて学び、 

－activitéでは、実際にフランスに行ったときに役立つ表現の練習を行う。 

この授業のレベルは、ヨーロッパ言語共通参照枠のＡ１レベル（初級）に相当する。 

 

The class is made up of 2 parts, leçon and activité. 

－During leçon, students will learn through everyday topics and current events. 

－During activité, students will practice expressions that will be useful when they visit France. 

Level of this class is equivalent to level A1 (beginner) of Cadre européen commun de référence pour les langues. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 授業の紹介：フランス語の基礎について 

2. 自己紹介を行う 

3. 今住んでいるところや出身地について話す 

4. 交通手段について話す 

5. アルバイトについて話す 

6. ペットについて話す 

7. 科目・先生について話す 

8. 食べ物について話す 

9. 家事について話す 

10. 家族について話す 

11. クラブについて話す 

12. 習慣について話す 

13. 週末の過ごし方について話す 

14. 口頭試問 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

授業のはじめに前回の内容確認を行う｡ 授業参加として評価の対象にもなるので､ 復習した上で授業に臨むようにすること｡ 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

口頭試問(40%)/出席および授業参加度(60%) 

授業への参加態度（遅刻・早退、その他）によっては減点の対象となる場合がある。また授業内での「応答」が成績に反映され

る。 

 

テキスト（Textbooks） 

1. AZRA Jean-Luc & 他、2023、『Moi, je… コミュニケーション A1』、アルマ出版 (ISBN:978-4-905343-33-2) 

必要に応じて、プリントを配布する。 
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参考文献（Readings） 

持参すべき参考文献・辞書等については一回目の授業で指示する。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AS086 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／フランス語入門 ２ｃ 

(Introductory French 2c) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
フランス語会話の基礎を身につけよう（１） 

担当者名 

（Instructor） 
バレイユ，Ｌ．(BAREILLE LAURENT) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
FRL1412 

言語 

（Language） 

日英以外(Other than 

Japanese or English) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

この授業の目的は、初年度からフランス語での自己表現ができるようになることである。フランス語でコミュニケーションをとること

の楽しみを知り、より上のレベルを目指せるようになってほしい。 

 

The goal of this class is to enable students to express themselves in French in year 1. Students will enjoy French and aim for 

higher level as they become capable of communicate in French. 

 

授業の内容（Course Contents） 

授業は、leçon（レッスン） と activité（練習問題） の２つのパートで構成されている。 

－leçon では、日常的な話題や時事などをとりあげて学び、 

－activitéでは、実際にフランスに行ったときに役立つ表現の練習を行う。 

この授業のレベルは、ヨーロッパ言語共通参照枠のＡ１レベル（初級）に相当する。 

 

The class is made up of 2 parts, leçon and activité. 

－During leçon, students will learn through everyday topics and current events. 

－During activité, students will practice expressions that will be useful when they visit France. 

Level of this class is equivalent to level A1 (beginner) of Cadre européen commun de référence pour les langues. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 授業の紹介：フランス語の基礎について 

2. 自己紹介を行う 

3. 今住んでいるところや出身地について話す 

4. 交通手段について話す 

5. アルバイトについて話す 

6. ペットについて話す 

7. 科目・先生について話す 

8. 食べ物について話す 

9. 家事について話す 

10. 家族について話す 

11. クラブについて話す 

12. 習慣について話す 

13. 週末の過ごし方について話す 

14. 口頭試問 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

授業のはじめに前回の内容確認を行う｡ 授業参加として評価の対象にもなるので､ 復習した上で授業に臨むようにすること｡ 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

口頭試問(40%)/出席および授業参加度(60%) 

授業への参加態度（遅刻・早退、その他）によっては減点の対象となる場合がある。また授業内での「応答」が成績に反映され

る。 

 

テキスト（Textbooks） 

1. AZRA Jean-Luc & 他、2023、『Moi, je… コミュニケーション A1』、アルマ出版 (ISBN:978-4-905343-33-2) 

必要に応じて、プリントを配布する。 
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参考文献（Readings） 

持参すべき参考文献・辞書等については一回目の授業で指示する。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AS087 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／フランス語入門 ３ａ 

(Introductory French 3a) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
フランス語初級講読演習（2） 

担当者名 

（Instructor） 
加藤 三和(KATO MIWA) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
FRL1410 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

フランス語の文法問題演習，簡単な文章の講読，語彙の習得をおこなう。 

 

Students will complete French grammar practices, simple text reading, and learn vocabulary. 

 

授業の内容（Course Contents） 

日本人教員が担当する週１コマの授業です。 

この授業では，全カリのフランス語（週２コマ）で学習する初級文法の内容を復習しながら，フランス語の文章を読解するための訓

練を行います。 

毎回，受講者全員に，予習としてかなりの量の練習問題（文法演習と仏文和訳）を解いてきてもらいます。予習してこなかった学

生は欠席扱いとなるので，注意すること。 

毎週の予習と復習はもちろんのこと，授業中も積極的な参加が求められます。分からないことがあった場合は，すすんで教員に

質問してください。 

また，毎回必ず辞書と文法教科書を持参してください。 

 

This class is held once a week by Japanese professor. 

In this class, students will review beginner grammars learnt in French class (2 classes weekly) of university-wide curriculum, 

while practice reading French texts. 

Each time, all students will be given considerable amount of questions (grammar questions and French Japanese translations) to 

solve as their pre-class study. Be aware that students who had not completed their pre-class study will be considered absent. 

Other than weekly studies before and after class, students are required to participate actively during class. If there are unclear 

points, students should ask professor. 

In addition to that, students must bring dictionary and grammar textbook every time. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. （再）導入＋フランス語初級講読・文法・語彙演習 1 

2. フランス語初級講読・文法・語彙演習 2 

3. フランス語初級講読・文法・語彙演習 3 

4. フランス語初級講読・文法・語彙演習 4 

5. フランス語初級講読・文法・語彙演習 5 

6. フランス語初級講読・文法・語彙演習 6 

7. フランス語初級講読・文法・語彙演習 7＋中間テスト 

8. フランス語初級講読・文法・語彙演習 8 

9. フランス語初級講読・文法・語彙演習 9 

10. フランス語初級講読・文法・語彙演習 10 

11. フランス語初級講読・文法・語彙演習 11 

12. フランス語初級講読・文法・語彙演習 12 

13. フランス語初級講読・文法・語彙演習 13 

14. 授業内最終テスト 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

毎回，全カリのフランス語文法で使う教科書を参照しながら，指定された箇所の訳を作り，練習問題を解いてくることが求められ

る。ただ単語を適当に並べた訳ではなく，文法の知識を背景にしてフランス語の文の意味を把握することが求められる。なお，春

学期に文法を十分にマスターしていない学生は，必ず春学期の復習を授業開始日までに行っておくこと。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

最終テスト(Final Test)(20%)/授業への積極的参加（課題・予習を含む）(60%)/中間テスト(20%) 

中間テストと最終テスト以外にも小テストを行うことがある。 
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テキスト（Textbooks） 

春学期に引き続き，工藤進・竹内信夫，『初級フランス語読本（四訂版）』（白水社）を用いる。 

 

参考文献（Readings） 

 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AS088 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／フランス語入門 ３ｂ 

(Introductory French 3b) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
フランス語初級講読演習（2） 

担当者名 

（Instructor） 
坂本 浩也(SAKAMOTO HIROYA) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
FRL1410 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

フランス語の文法問題演習，簡単な文章の講読，語彙の習得をおこなう。 

 

Students will complete French grammar practices, simple text reading, and learn vocabulary. 

 

授業の内容（Course Contents） 

日本人教員が担当する週１コマの授業です。 

この授業では，全カリのフランス語（週２コマ）で学習する初級文法の内容を復習しながら，フランス語の文章を読解するための訓

練を行います。 

毎回，受講者全員に，予習としてかなりの量の練習問題（文法演習と仏文和訳）を解いてきてもらいます。予習してこなかった学

生は欠席扱いとなるので，注意すること。 

毎週の予習と復習はもちろんのこと，授業中も積極的な参加が求められます。分からないことがあった場合は，すすんで教員に

質問してください。 

また，毎回必ず辞書と文法教科書を持参してください。 

 

This class is held once a week by Japanese professor. 

In this class, students will review beginner grammars learnt in French class (2 classes weekly) of university-wide curriculum, 

while practice reading French texts. 

Each time, all students will be given considerable amount of questions (grammar questions and French Japanese translations) to 

solve as their pre-class study. Be aware that students who had not completed their pre-class study will be considered absent. 

Other than weekly studies before and after class, students are required to participate actively during class. If there are unclear 

points, students should ask professor. 

In addition to that, students must bring dictionary and grammar textbook every time. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. （再）導入＋フランス語初級講読・文法・語彙演習 1 

2. フランス語初級講読・文法・語彙演習 2 

3. フランス語初級講読・文法・語彙演習 3 

4. フランス語初級講読・文法・語彙演習 4 

5. フランス語初級講読・文法・語彙演習 5 

6. フランス語初級講読・文法・語彙演習 6 

7. フランス語初級講読・文法・語彙演習 7＋中間テスト 

8. フランス語初級講読・文法・語彙演習 8 

9. フランス語初級講読・文法・語彙演習 9 

10. フランス語初級講読・文法・語彙演習 10 

11. フランス語初級講読・文法・語彙演習 11 

12. フランス語初級講読・文法・語彙演習 12 

13. フランス語初級講読・文法・語彙演習 13 

14. 授業内最終テスト 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

毎回，全カリのフランス語文法で使う教科書を参照しながら，指定された箇所の訳を作り，練習問題を解いてくることが求められ

る。ただ単語を適当に並べた訳ではなく，文法の知識を背景にしてフランス語の文の意味を把握することが求められる。なお，春

学期に文法を十分にマスターしていない学生は，必ず春学期の復習を授業開始日までに行っておくこと。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

最終テスト(Final Test)(20%)/授業への積極的参加（課題・予習を含む）(60%)/中間テスト(20%) 

中間テストと最終テスト以外にも小テストを行うことがある。 
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テキスト（Textbooks） 

春学期に引き続き，工藤進・竹内信夫，『初級フランス語読本（四訂版）』（白水社）を用いる。 

 

参考文献（Readings） 

 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AS089 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／フランス語入門 ３ｃ 

(Introductory French 3c) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
フランス語初級講読演習（2） 

担当者名 

（Instructor） 
桑瀬 章二郎(KUWASE SHOJIRO) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
FRL1410 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

フランス語の文法問題演習，簡単な文章の講読，語彙の習得をおこなう。 

 

Students will complete French grammar practices, simple text reading, and learn vocabulary. 

 

授業の内容（Course Contents） 

日本人教員が担当する週１コマの授業です。 

この授業では，全カリのフランス語（週２コマ）で学習する初級文法の内容を復習しながら，フランス語の文章を読解するための訓

練を行います。 

毎回，受講者全員に，予習としてかなりの量の練習問題（文法演習と仏文和訳）を解いてきてもらいます。予習してこなかった学

生は欠席扱いとなるので，注意すること。 

毎週の予習と復習はもちろんのこと，授業中も積極的な参加が求められます。分からないことがあった場合は，すすんで教員に

質問してください。 

また，毎回必ず辞書と文法教科書を持参してください。 

 

This class is held once a week by Japanese professor. 

In this class, students will review beginner grammars learnt in French class (2 classes weekly) of university-wide curriculum, 

while practice reading French texts. 

Each time, all students will be given considerable amount of questions (grammar questions and French Japanese translations) to 

solve as their pre-class study. Be aware that students who had not completed their pre-class study will be considered absent. 

Other than weekly studies before and after class, students are required to participate actively during class. If there are unclear 

points, students should ask professor. 

In addition to that, students must bring dictionary and grammar textbook every time. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. （再）導入＋フランス語初級講読・文法・語彙演習 1 

2. フランス語初級講読・文法・語彙演習 2 

3. フランス語初級講読・文法・語彙演習 3 

4. フランス語初級講読・文法・語彙演習 4 

5. フランス語初級講読・文法・語彙演習 5 

6. フランス語初級講読・文法・語彙演習 6 

7. フランス語初級講読・文法・語彙演習 7＋中間テスト 

8. フランス語初級講読・文法・語彙演習 8 

9. フランス語初級講読・文法・語彙演習 9 

10. フランス語初級講読・文法・語彙演習 10 

11. フランス語初級講読・文法・語彙演習 11 

12. フランス語初級講読・文法・語彙演習 12 

13. フランス語初級講読・文法・語彙演習 13 

14. 授業内最終テスト 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

毎回，全カリのフランス語文法で使う教科書を参照しながら，指定された箇所の訳を作り，練習問題を解いてくることが求められ

る。ただ単語を適当に並べた訳ではなく，文法の知識を背景にしてフランス語の文の意味を把握することが求められる。なお，春

学期に文法を十分にマスターしていない学生は，必ず春学期の復習を授業開始日までに行っておくこと。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

最終テスト(Final Test)(20%)/授業への積極的参加（課題・予習を含む）(60%)/中間テスト(20%) 

中間テストと最終テスト以外にも小テストを行うことがある。 
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テキスト（Textbooks） 

春学期に引き続き，工藤進・竹内信夫，『初級フランス語読本（四訂版）』（白水社）を用いる。 

 

参考文献（Readings） 

 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AS090 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／フランス語入門 ４ａ 

(Introductory French 4a) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
フランス語会話の基礎を身につけよう（２） 

担当者名 

（Instructor） 
バレイユ，Ｌ．(BAREILLE LAURENT) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
FRL1412 

言語 

（Language） 

日英以外(Other than 

Japanese or English) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

この授業の目的は、初年度からフランス語での自己表現ができるようになることである。フランス語でコミュニケーションをとること

の楽しみを知り、より上のレベルを目指せるようになってほしい。 

 

The goal of this class is to enable students to express themselves in French in year 1. Students will enjoy French and aim for 

higher level as they become capable of communicate in French. 

 

授業の内容（Course Contents） 

この授業は春学期の「フランス語入門 2a」の続きである。 

授業は、leçon（レッスン） と activité（練習問題） の２つのパートで構成されている。 

－leçon では、日常的な話題や時事などをとりあげて学び、 

－activitéでは、実際にフランスに行ったときに役立つ表現の練習を行う。 

この授業のレベルは、ヨーロッパ言語共通参照枠のＡ１レベル（初級）に相当する。 

 

This class is sequel to the spring semester Introductory French 2a. 

The class is made up of 2 parts, leçon and activité. 

－During leçon, students will learn through everyday topics and current events. 

－During activité, students will practice expressions that will be useful when they visit France. 

Level of this class is equivalent to level A1 (beginner) of Cadre européen commun de référence pour les langues. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 時間について話す 

2. 休暇中の活動について話す 

3. 経験について話す 

4. 地理について話す 

5. 気候について話す 

6. 過去について話す 

7. 道を尋ねる 

8. レストランで注文する 

9. 買い物をする 

10. 強化 1. 

11. 強化 2. 

12. 強化 3. 

13. 強化 4. 授業のまとめ 

14. 口頭試問 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

授業のはじめに前回の内容確認を行う｡ 授業参加として評価の対象にもなるので､ 復習した上で授業に臨むようにすること｡ 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

口頭試問(40%)/出席および授業参加度(60%) 

授業への参加態度（遅刻・早退、その他）によっては減点の対象となる場合がある。また授業内での「応答」が成績に反映され

る。 

 

テキスト（Textbooks） 
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1. AZRA Jean-Luc & 他、2023、『Moi, je… コミュニケーション A1』、アルマ出版 (ISBN:978-4-905343-33-2) 

春学期と同じ教科書を用いる。必要に応じて、プリントを配布する。 

 

参考文献（Readings） 

持参すべき参考文献・辞書等については、一回目の授業で（改めて）指示する。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AS091 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／フランス語入門 ４ｂ 

(Introductory French 4b) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
フランス語会話の基礎を身につけよう（２） 

担当者名 

（Instructor） 
バレイユ，Ｌ．(BAREILLE LAURENT) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
FRL1412 

言語 

（Language） 

日英以外(Other than 

Japanese or English) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

この授業の目的は、初年度からフランス語での自己表現ができるようになることである。フランス語でコミュニケーションをとること

の楽しみを知り、より上のレベルを目指せるようになってほしい。 

 

The goal of this class is to enable students to express themselves in French in year 1. Students will enjoy French and aim for 

higher level as they become capable of communicate in French. 

 

授業の内容（Course Contents） 

この授業は春学期の「フランス語入門 2a」の続きである。 

授業は、leçon（レッスン） と activité（練習問題） の２つのパートで構成されている。 

－leçon では、日常的な話題や時事などをとりあげて学び、 

－activitéでは、実際にフランスに行ったときに役立つ表現の練習を行う。 

この授業のレベルは、ヨーロッパ言語共通参照枠のＡ１レベル（初級）に相当する。 

 

This class is sequel to the spring semester Introductory French 2a. 

The class is made up of 2 parts, leçon and activité. 

－During leçon, students will learn through everyday topics and current events. 

－During activité, students will practice expressions that will be useful when they visit France. 

Level of this class is equivalent to level A1 (beginner) of Cadre européen commun de référence pour les langues. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 時間について話す 

2. 休暇中の活動について話す 

3. 経験について話す 

4. 地理について話す 

5. 気候について話す 

6. 過去について話す 

7. 道を尋ねる 

8. レストランで注文する 

9. 買い物をする 

10. 強化 1. 

11. 強化 2. 

12. 強化 3. 

13. 強化 4. 授業のまとめ 

14. 口頭試問 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

授業のはじめに前回の内容確認を行う｡ 授業参加として評価の対象にもなるので､ 復習した上で授業に臨むようにすること｡ 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

口頭試問(40%)/出席および授業参加度(60%) 

授業への参加態度（遅刻・早退、その他）によっては減点の対象となる場合がある。また授業内での「応答」が成績に反映され

る。 

 

テキスト（Textbooks） 
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1. AZRA Jean-Luc & 他、2023、『Moi, je… コミュニケーション A1』、アルマ出版 (ISBN:978-4-905343-33-2) 

春学期と同じ教科書を用いる。必要に応じて、プリントを配布する。 

 

参考文献（Readings） 

持参すべき参考文献・辞書等については、一回目の授業で（改めて）指示する。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AS092 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／フランス語入門 ４ｃ 

(Introductory French 4c) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
フランス語会話の基礎を身につけよう（２） 

担当者名 

（Instructor） 
バレイユ，Ｌ．(BAREILLE LAURENT) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
FRL1412 

言語 

（Language） 

日英以外(Other than 

Japanese or English) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

この授業の目的は、初年度からフランス語での自己表現ができるようになることである。フランス語でコミュニケーションをとること

の楽しみを知り、より上のレベルを目指せるようになってほしい。 

 

The goal of this class is to enable students to express themselves in French in year 1. Students will enjoy French and aim for 

higher level as they become capable of communicate in French. 

 

授業の内容（Course Contents） 

この授業は春学期の「フランス語入門 2a」の続きである。 

授業は、leçon（レッスン） と activité（練習問題） の２つのパートで構成されている。 

－leçon では、日常的な話題や時事などをとりあげて学び、 

－activitéでは、実際にフランスに行ったときに役立つ表現の練習を行う。 

この授業のレベルは、ヨーロッパ言語共通参照枠のＡ１レベル（初級）に相当する。 

 

This class is sequel to the spring semester Introductory French 2a. 

The class is made up of 2 parts, leçon and activité. 

－During leçon, students will learn through everyday topics and current events. 

－During activité, students will practice expressions that will be useful when they visit France. 

Level of this class is equivalent to level A1 (beginner) of Cadre européen commun de référence pour les langues. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 時間について話す 

2. 休暇中の活動について話す 

3. 経験について話す 

4. 地理について話す 

5. 気候について話す 

6. 過去について話す 

7. 道を尋ねる 

8. レストランで注文する 

9. 買い物をする 

10. 強化 1. 

11. 強化 2. 

12. 強化 3. 

13. 強化 4. 授業のまとめ 

14. 口頭試問 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

授業のはじめに前回の内容確認を行う｡ 授業参加として評価の対象にもなるので､ 復習した上で授業に臨むようにすること｡ 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

口頭試問(40%)/出席および授業参加度(60%) 

授業への参加態度（遅刻・早退、その他）によっては減点の対象となる場合がある。また授業内での「応答」が成績に反映され

る。 

 

テキスト（Textbooks） 
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1. AZRA Jean-Luc & 他、2023、『Moi, je… コミュニケーション A1』、アルマ出版 (ISBN:978-4-905343-33-2) 

春学期と同じ教科書を用いる。必要に応じて、プリントを配布する。 

 

参考文献（Readings） 

持参すべき参考文献・辞書等については、一回目の授業で（改めて）指示する。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AS101 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

その他／演習 Ｄ１ 

(Seminars D1) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
十九世紀小説を読む（社交界と恋愛小説） 

担当者名 

（Instructor） 
菅谷 憲興(SUGAYA NORIOKI) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
FRL3813 

言語 

（Language） 

その他 

(Others) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

フランス革命後の 19 世紀社会を恋愛小説の読解を通して学ぶ。現代日本の青春小説とはかなり異質の恋愛模様は、一体どの

ような歴史的背景から生じたのかを理解すべくつとめる。旧貴族の拠点フォブール・サン・ジェルマンの社交界を舞台に繰り広げ

られるバルザックの小説を中心に扱う。 

 

Students will learn about 19th century society after the French Revolution through reading romance novels. We will try to 

understand the historical background of the love stories, which are quite different from those of modern Japanese coming-of-

age novels. It deals mainly with Balzac's novel, which takes place in the social circles of Faubourg Saint Germain, a former 

aristocratic stronghold. 

 

授業の内容（Course Contents） 

バルザックの小説、特に『ランジェ公爵夫人』を取り上げて精読する。小説の読み方を実践的に学び、物語リテラシーの向上を図

ると同時に、フランス革命後の混乱の中から生まれた十九世紀フランス社会についての理解を深める。取り上げる予定のテーマ

は社交界、理性結婚、姦通、ジェンダー、オリエンタリズム、ダンディズム、民主主義など多岐にわたるが、何よりもまず恋愛小説

を楽しむ姿勢を大事にしたい。授業の進め方に関しては、最初に何回か導入の講義をした後は、学生一人一人が自らテーマを設

定して、発表してもらうことになる。また、できれば十九世紀フランスにかかわるオペラ、バレエなどの舞台芸術を観劇する機会を

設けたい。 

 

The course will focus on Balzac's novels, especially "La Duchesse de Langeais" for close reading. Students will learn how to 

read the novel in a practical way, improve their narrative literacy, and deepen their understanding of nineteenth-century French 

society as it emerged from the turmoil following the French Revolution. The topics we plan to cover include social circles, 

rational marriage, adultery, gender, Orientalism, dandyism, democracy, and many others, but first and foremost we want to 

emphasize the enjoyment of romance novels. After a few introductory lectures, each student will be asked to choose a theme 

and present it to the class. If possible, we would like to provide students with opportunities to see operas, ballets, and other 

performing arts related to nineteenth century France. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. イントロダクション 

2. 講義１（バルザックとその時代） 

3. 講義２（社交界について） 

4. 講義３（階級社会と恋愛の関係） 

5. 発表１ 

6. 発表２ 

7. 発表３ 

8. 発表４ 

9. 発表５ 

10. 発表６ 

11. 発表７ 

12. 発表８ 

13. 発表９ 

14. まとめ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

授業開始までに、『ランジェ公爵夫人』を含めたなるべく多くのバルザックの小説の翻訳を読んでおくこと。また、ゼミである以上、

必ず全員に発表してもらう。その上で、学期末には発表をもとにレポートをまとめてもらうことになる。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

毎回の授業への参加度(30%)/発表(30%)/最終レポート(Final Report)(40%) 
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テキスト（Textbooks） 

まずは『ランジェ公爵夫人』（工藤庸子訳、集英社）から読み始めるが、この作品は残念ながら現在品切れであり、コピーで配布す

ることになる。 

 

参考文献（Readings） 

1. 鹿島茂、2000、『明日は舞踏会』、中公文庫 

2. 工藤庸子、2008、『砂漠論』、左右社 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AS102 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

その他／演習 Ｄ２ 

(Seminars D2) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
19 世紀フランス社会と舞台芸術 

担当者名 

（Instructor） 
菅谷 憲興(SUGAYA NORIOKI) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
FRL3813 

言語 

（Language） 

その他 

(Others) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

19 世紀フランスで作られたオペラやバレエなどの舞台作品について考察する。現代では高尚な芸術だと思われているが、当時

はブルジョワジーのサブカルチャーであった舞台芸術の分析を通して、フランス革命および産業革命後の近代フランス社会の実

相に迫る。 

 

This course examines operas, ballets, and other stage productions created in 19th century France. Through an analysis of the 

performing arts, which today are considered a noble art but at the time were a subculture of the bourgeoisie, we will explore the 

realities of modern French society after the French Revolution and the Industrial Revolution. 

 

授業の内容（Course Contents） 

上演の場としてのオペラ座などの劇場の問題、グランド・オペラやオペレッタ、またロマンチック・バレエやクラシック・バレエといっ

たジャンルの盛衰や流行などを扱う。さらに『悪魔ロベール』、『カルメン』、『ホフマン物語』（オペラ）や『ラ・シルフィード』、『ジゼ

ル』、『コッペリア』（バレエ）といったいくつかの主要作品を取り上げつつ、その主要テーマや歴史的・社会的な意味、各作品の美

学、さらに同時代の文学との関係などを探る。授業では毎回 DVD を使って舞台映像を見る時間を設けるが、同時に単なる鑑賞

に終わらないよう、19 世紀フランスという歴史性を意識しながら、批評的に作品を検討する態度を養う。授業の進め方に関して

は、最初に何回か導入の講義をした後は、学生一人一人が自らテーマを設定して、発表してもらうことになる。また、できれば授

業で扱うオペラ、バレエなどの作品を実際に観劇する機会を設けたいと考えている。 

 

The class will cover issues of theaters such as opera houses as performance venues, and the rise, fall, and popularity of genres 

such as grand opera and operetta, as well as romantic and classical ballet. The program will also focus on several major works, 

including "Robert le Diable," "Carmen," and "Les Contes d'Hoffmann" (operas) and "La Sylphide," "Giselle," and "Coppelia" 

(ballets), exploring their major themes, historical and social significance, the aesthetic of each work, and their relationship to the 

literature of their contemporaries. In each class, time will be set aside to watch DVDs of stage productions, but at the same 

time, the class will cultivate an attitude of critically examining the productions with an awareness of the historical nature of 

19th century France, so that the class does not end with mere appreciation of the works. As for how the class will proceed, 

after a few introductory lectures, each student will be asked to set his/her own theme and give a presentation. In addition, we 

would like to provide students with opportunities to actually watch operas, ballets, and other productions that will be covered in 

class, if possible. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. イントロダクション 

2. 講義１（時代背景：十九世紀フランスとブルジョワ文化） 

3. 講義２（パリの劇場政策） 

4. 講義３（ジャンルの盛衰：オペラ） 

5. 講義４（ジャンルの盛衰：バレエ） 

6. 発表１ 

7. 発表２ 

8. 発表３ 

9. 発表４ 

10. 発表５ 

11. 発表６ 

12. 発表７ 

13. 発表８ 

14. まとめ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

授業で取り上げるオペラやバレエなどの舞台作品は、youtubeなどインターネットを使って全編見るようにしてほしい。また、それ

らの作品で扱われているテーマに関連する同時代の文学作品も適宜紹介するので、なるべく多くの作品に触れるように。とりあえ
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ず授業開始までに、必ず『オペラ座の怪人』を読んでくること。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

毎回の授業への参加度(30%)/発表(40%)/最終レポート(Final Report)(30%) 

 

テキスト（Textbooks） 

毎回プリントを配布する。 

 

参考文献（Readings） 

1. 澤田肇、他、2019、『≪悪魔のロベール≫とパリ・オペラ座』、上智大学出版 

2. 鈴木晶、2013、『オペラ座の迷宮』、新書館 

3. ガストン・ルルー、2013、『オペラ座の怪人』、光文社古典新訳文庫 

他にも多くの文献を授業中に紹介する。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AS103 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

その他／演習 Ｄ３ 

(Seminars D3) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
フランス文学における画家のイメージ 

担当者名 

（Instructor） 
坂本 浩也(SAKAMOTO HIROYA) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
FRL3813 

言語 

（Language） 

その他 

(Others) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

フランス文学と絵画の関係について考察する。 

 

The objective of this course is to study the relationship between literature and painting. 

 

授業の内容（Course Contents） 

バルザックの「知られざる傑作」（1831 年初出）以降、画家を主人公とする小説が数多く書かれてきた。作家にとって、画家とはど

のような存在なのか。美術史と文学史のつながりを学びながら、19 世紀から現代にいたる画家のイメージについて考える。バル

ザックにくわえ、ネルヴァル、ゾラ、シュオッブ、プルースト、ユルスナール、カミュ、ウエルベックなどの作品をとりあげる予定。学

生の関心にあわせて、画家の伝記映画もとりあげる。 

 

The figure of the painter in Balzac, Zola, and some other novelists or filmmakers will be examined and discussed.  

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 導入 

2. 「私にとっての画家」 

3. フィクションの分析と討論 1 

4. フィクションの分析と討論 2 

5. フィクションの分析と討論 3 

6. フィクションの分析と討論 4 

7. フィクションの分析と討論 5 

8. 発表１ 

9. 発表２ 

10. 発表３ 

11. 発表４ 

12. 発表５ 

13. 発表のまとめ 

14. 「今学期の発見」 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

指定されたテキストを二度読んで、疑問点や思いついたことを言葉にして整理しておくこと。自分自身と絵画のかかわりについて

掘り下げて考えること。絵画、画家の登場する物語作品を探すこと（映画やマンガも可）。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

授業参加とコメントカード(25%)/発表(25%)/ミニレポート(25%)/最終レポート(Final Report)(25%) 

 

テキスト（Textbooks） 

コピーを配布予定。 

 

参考文献（Readings） 

初回の授業で指示する。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AS104 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

その他／演習 Ｄ４ 

(Seminars D4) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
フランス文学における写真 

担当者名 

（Instructor） 
坂本 浩也(SAKAMOTO HIROYA) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
FRL3813 

言語 

（Language） 

その他 

(Others) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

フランス文学と写真の関係について考察する。 

 

The objective of this course is to study the relationship between literature and photography. 

 

授業の内容（Course Contents） 

写真を見る、写真を撮るとは、どのような意味をもつ行為なのか。19 世紀から現代にかけて、写真をめぐる社会的なイメージはど

う変化したのか。文学作品における写真の役割とは何か。エッセーや小説・自伝を読みながら、こうした問いについて考察する。

文章の分析にとどまらず、グループディスカッションや発表をとおして、写真という媒体の謎、その多様な側面、とりわけ不気味さ

を（再）発見することを試みたい。 

 

The question of the role of photography in fiction and autobiography will be examined. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 導入 

2. 「私にとっての写真」 

3. 写真論の分析と討論 1 

4. 写真論の分析と討論 2 

5. 写真論の分析と討論 3 

6. 写真論の分析と討論 4 

7. 「一枚の写真をめぐって」 

8. 発表１ 

9. 発表２ 

10. 発表３ 

11. 発表４ 

12. 発表５ 

13. 発表のまとめ 

14. 「今学期の発見」 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

指定されたテキストを二度読んで、疑問点や思いついたことを言葉にして整理しておくこと。自分自身と写真のかかわりについて

掘り下げて考えること。写真、写真家の登場する物語作品を探すこと（映画やマンガも可）。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

授業参加とコメントカード(25%)/発表(25%)/ミニレポート(25%)/最終レポート(Final Report)(25%) 

 

テキスト（Textbooks） 

コピーを配布予定。 

 

参考文献（Readings） 

1. 塚本昌則ほか、2013、『写真と文学 何がイメージの価値を決めるのか』、平凡社 (ISBN:978-4582231250) 

2. ロラン・バルト、1997、『明るい部屋 写真についての覚書』、みすず書房 (ISBN:978-4-622-04905-0) 

初回の授業で指示する。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 
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注意事項（Notice） 
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■AS105 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

その他／演習 Ｄ５ 

(Seminars D5) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
「誘惑」と文学・芸術・社会① 

担当者名 

（Instructor） 
桑瀬 章二郎(KUWASE SHOJIRO) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
FRL3813 

言語 

（Language） 

その他 

(Others) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

「誘惑」を主題とする文学、芸術、哲学、心理学などを通してフランス近現代社会を考えます。ひとつの観点について多角的に考

える力を身につけることを目的とします。 

 

In this seminar, students critically examine the meaning of the concept "temptation" or "seduction" from various perspectives 

(French literature, art, philosophy, economics, psychology, political science). 

 

授業の内容（Course Contents） 

「誘惑」を主題とする文学、芸術、哲学、心理学を通してフランス近現代社会を考えます。春学期は、まずそれをざっくり、あえて広

く浅く概観することからはじめます。いろんな絵画、オペラ（例『フィガロの結婚』）、文学（例『ドン・ジュアン』）、哲学（例：キルケゴー

ル）だけではなく、AI時代のフランス経済学（例：ダニエル・コーエン）やフランス政治にも軽く触れ（紹介し）、21 世紀の「誘惑」につ

いて考えます。 

 

In this seminar, we will examine the concept of seduction or temptation to understand certain specific aspects of modern 

French society. For this purpose, different works will be analyzed, such as Le nozze di Figaro and Dom Juan ou le Festin de 

Pierre.  

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 導入 

2. 「誘惑」とは何か―概観 

3. 絵画における「誘惑」（以下学生と相談して内容を変更することもある） 

4. 文学における「誘惑」（１） 

5. 文学における「誘惑」（２） 

6. 舞台芸術における「誘惑」 

7. 哲学における「誘惑」 

8. 心理学における「誘惑」 

9. 経済学における「誘惑」 

10. 政治における「誘惑」 

11. 参加者による報告（１） 

12. 参加者による報告（２） 

13. 参加者による報告（３） 

14. まとめ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

毎回課題の「問い」を出しますので、それに対する自分の、自分なりの「解答」を用意してきてください。詳しくは最初の授業で説明

しますので、必ず出席してください。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

内容理解度(20%)/リアクションペーパー(30%)/報告(20%)/提出物(30%) 

 

テキスト（Textbooks） 

テキストは配布します。 

 

参考文献（Readings） 

たくさんあるので初回授業時に指示します。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

たくさんあるので初回授業時に指示します。 
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注意事項（Notice） 
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■AS106 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

その他／演習 Ｄ６ 

(Seminars D6) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
「誘惑」と文学・芸術・社会② 

担当者名 

（Instructor） 
桑瀬 章二郎(KUWASE SHOJIRO) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
FRL3813 

言語 

（Language） 

その他 

(Others) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

フランス誘惑・恋愛小説の最高傑作、ラクロの『危険な関係』を精読します。同時に、この作品がインスピレーションを与えた映像

作品やアートについて考えます。 

 

While reading one of the most popular French epistolary novels, Pierre Choderlos de Laclos's "Les Liaisons dangereuses", we 

will consider the French society and culture of the eighteenth century.  

 

授業の内容（Course Contents） 

恋するというどこまでも崇高かつ卑俗な行為。そして誘惑。フランス誘惑・恋愛小説の最高傑作、ラクロの『危険な関係』を精読し

ます。同時に、いろんな映像作品（仏版、アメリカ版、韓国版、中国版等）やたくさんの美術作品（20 世紀までの無数の挿絵と作品

からインスピレーションを受けた絵画作品）からも『危険な関係』を考えます。「誘惑」とは何かについて、春学期に引き続き、私た

ちを取り巻く現代社会における様々な「誘惑」にからめつつ、考察します。 

 

We will also examine various pictorial and cinematographic works inspired by the work of Laclos. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 導入① 何が問題か？ 

2. 導入② どのように検討するか？ 

3. 作品を通して考える① 

4. 作品を通して考える② 

5. 作品を通して考える③ 

6. 作品を通して考える④ 

7. 作品を通して考える⑤ 

8. 作品を通して考える⑥ 

9. 作品を通して考える⑦ 

10. 作品を通して考える⑧ 

11. 作品を通して考える⑨ 

12. 作品を通して考える⑩ 

13. 作品を通して考える⑪ 

14. まとめ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

扱われるテクストにかんして必ず複数の「問い」を出すので、それについて自分の考えをまとめてきてください。受講者の希望をき

いて、報告を導入することがあります。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

報告(20%)/リアクションペーパー(30%)/課題(30%)/出席および授業参加態度(20%) 

 

テキスト（Textbooks） 

資料配布。 

 

参考文献（Readings） 

たくさんあるので初回授業で指示します。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

たくさんあるので初回授業で指示します。 
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注意事項（Notice） 
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■AS107 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

その他／演習 Ｄ７ 

(Seminars D7) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
フランス文明と発表 

担当者名 

（Instructor） 
バレイユ，Ｌ．(BAREILLE LAURENT) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
FRL3813 

言語 

（Language） 

その他 

(Others) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

フランスの歴史、地理、社会、映画などについて資料を使い、フランス文明を学びつつ、日仏比較する。様々なテーマについて、フ

ランス語で発表する。 

 

Students will learn about French culture (history, geography, society, movies) and comparative studies. They will also make 

presentations in French about various topics.  

 

授業の内容（Course Contents） 

毎回、リーディング、リスニングの練習問題を行う。ゼミは主にフランス語で行われるが、ある程度日本語を交えても構わない。拙

いフランス語しか使えなくても十分に受講は可能である。 

 

Each time, students will practice reading and listening. In general, the seminar will be held in French but occasional switching to 

Japanese is allowed. Students can take this class even if they are only equipped with basic French. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. ゼミの紹介。発表者の発表順を決定する。資料１ 

2. 発表１・資料２ 

3. 発表２・資料３ 

4. 発表３・資料４ 

5. 発表４・資料５ 

6. 発表５・発表６・資料６ 

7. 発表７・発表８・資料７ 

8. 発表９・発表１０・資料８ 

9. 発表１１・発表１２・資料９ 

10. 発表１３・発表１４・資料１０ 

11. 発表１５・発表１６・資料１１ 

12. 発表１７・資料１２ 

13. 発表１８・資料１３ 

14. ゼミのまとめ・知識の確認 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

自分の発表の際は、事前準備（予習）が必要とされる。 

復習としては、授業で学んだ言葉を確実に覚え、語彙を充実させること。  

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

ゼミでの参加・発表と口頭テスト(複数回)(100%) 

授業への参加態度（遅刻・早退、その他）によっては減点の対象となる場合がある。 

 

テキスト（Textbooks） 

授業にて配布するプリントを使用する。 

 

参考文献（Readings） 

授業にて、参考文献を配布する。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 
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注意事項（Notice） 
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■AS108 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

その他／演習 Ｄ８ 

(Seminars D8) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
ニュースとフランス風の研究発表 

担当者名 

（Instructor） 
バレイユ，Ｌ．(BAREILLE LAURENT) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
FRL3813 

言語 

（Language） 

その他 

(Others) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

フランスのニュースを聴き、読み、ニュースのコメントから授業を始める。聴解の練習問題を行う。現在フランスの情報を得なが

ら、フランス風の研究発表方法を身につけ、フランス語で発表する。 

 

In this class we will listen to the news in French and read articles found on media websites. We will study with various materials 

which content is going to be explain and dicuss. We will also learn how to make a presentation in French using French methods. 

 

授業の内容（Course Contents） 

各メディアのウェブサイトに掲載された記事を読み、解説する。個人発表を行う、発表後はコメント、ディスカッションする。ゼミは主

にフランス語で行われ、学生は極力フランス語のみで話すこととするため、強いモチベーションは欠かせないものである。 

 

Students will read and comment in French about news, articles found on media websites. Every student will make a presentation 

and this presentation will be commentate and discuss.  

In general, the seminar will be held in French. Strong motivation is essential for students to speak only in French.  

 

授業計画（Course Schedule） 

1. ゼミの紹介。フランス風のゼミの仕方（方法）の説明。発表者の発表順を決定する。資料 1 

2. 発表 1・発表 2・分析・資料 2 

3. 発表 3・発表 4・分析・資料 3 

4. 発表 5・発表 6・分析・資料 4 

5. 発表 7・発表 8・分析・資料 5 

6. 発表 9・発表 10・分析・資料 6 

7. 発表 11・発表 12・分析・資料 7 

8. 発表 13・発表 14・分析・資料 8 

9. 発表 15・発表 16・分析・資料 9 

10. 発表 17・発表 18・分析・資料 10 

11. 発表 19・発表 20・分析・資料 11 

12. 発表 21・発表 22・分析・資料 12 

13. 発表 23・発表 24・分析・資料 13 

14. 発表 25・発表 26・分析・資料 14・ゼミのまとめ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

自分の発表の際は、事前準備（予習）が必要とされる。 

復習としては、授業で学んだ言葉を確実に覚え、語彙を充実させること。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

ゼミでの参加・発表と口頭テスト(複数回)(100%) 

授業への参加態度（遅刻・早退、その他）によっては減点の対象となる場合がある。授業では、フランス語の積極的な使用を求め

る。 

 

テキスト（Textbooks） 

授業にて配布するプリントを使用する。 

 

参考文献（Readings） 

Le Monde, Le Figaro, L'Humanité, Le Nouvel Observateur, L’Express などフランスの有力日刊紙や月刊誌から抜粋した記事等の

プリントを配布。 
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その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AS109 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

その他／演習 Ｄ９ 

(Seminars D9) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
ファム・ファタルを考える（19 世紀） 

担当者名 

（Instructor） 
横山 安由美(YOKOYAMA AYUMI) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
FRL3813 

言語 

（Language） 

その他 

(Others) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

メリメ『カルメン』を読み、ファム・ファタルについて考える 

 

Merimee’s "Carmen" and the notion of the "Femme Fatale" 

 

授業の内容（Course Contents） 

ファム・ファタル（宿命の女）とは何なのか？魅力的な女、男を亡ぼす女は「悪女」なのか？前期は 19 世紀の社会背景を考えなが

ら『カルメン』を丁寧に読み解くとともに、ファム・ファタル概念のジェンダー的意味について考える。オペラ版やバレエ版との比較も

行う。 

導入の講義に続いて、作品の講読や検討、さらに学生発表を行う。期末レポートは関連する主題で各自が執筆する。一部フラン

ス語の文章を使用。 

 

What is the “Femme Fatale”? Why a seductive woman is blamed? We will examine this notion by reading “Carmen”. In addition 

to introductory lectures, readings and homework, students will create group presentations as well. Students are free to choose 

related topics when they draw up their reports at the end of the semester. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 19 世紀フランス社会と文学 

2. ジェンダーから考えるファム・ファタル 

3. 『カルメン』の小説、小説、オペラ、バレエ 

4. 文献講読 1（ファム・ファタル論） 

5. 文献講読 2（『カルメン』） 

6. 文献講読 3（『カルメン』） 

7. 文献講読 4（『カルメン』） 

8. 学生発表 1 

9. 学生発表 2 

10. 学生発表 3 

11. 学生発表 4 

12. 学生発表 5 

13. 学生発表講評 

14. 全体まとめ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

授業開始前に丸善キャンパスショップでメリメ『カルメン』（堀口大學訳、新潮文庫版）を購入し、読んでおくこと。また学生発表に向

けて研究・調査を行うことが望ましい。また 19 世紀フランス社会についての資料を参照したり、関連の映像などを見ることを勧め

る。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

最終レポート(Final Report)(40%)/平常点（出席、授業中の姿勢など）(40%)/学生発表(20%) 

 

テキスト（Textbooks） 

1. メリメ／堀口大學訳、1972、『カルメン』、新潮文庫 (ISBN:4102043012) 

 

参考文献（Readings） 

1. Merimee. 2018. Carmen. Folio (ISBN:2072775981) 

授業中に適宜指示する。 
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その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AS110 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

その他／演習 Ｄ１０ 

(Seminars D10) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
ミソジニー文学を考える（中世） 

担当者名 

（Instructor） 
横山 安由美(YOKOYAMA AYUMI) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
FRL3813 

言語 

（Language） 

その他 

(Others) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

中世の諸作品を読み、当時のミソジニー（女性蔑視）および女性の側からの反論について考える 

 

The medieval French literature and the mysogyny 

 

授業の内容（Course Contents） 

中世フランスの『薔薇物語』、『結婚十五の歓び』、『恋愛技法』などの女性蔑視文学を概括するとともに、女性作家クリスチーヌ・

ド・ピザンが戦った『薔薇物語』論争について検討する。「イブの娘」として罪深い者とされた中世の女性について宗教的・歴史的

背景から考えてみよう。 

導入の講義に続いて、作品の講読や検討、さらに学生発表を行う。期末レポートは関連する主題で各自が執筆する。一部フラン

ス語の文章を使用。 

 

We will read some French misogynic textes of the Medieval Ages, like “Le Roman de la Rose”, “Quinze joies de Mariage” and 

“L’Art d’aimer”, and then examine the “Debate on the Roman de la Rose” of Christine de Pizan. In addition to introductory 

lectures, readings and homework, students will create group presentations as well. Students are free to choose related topics 

when they draw up their reports at the end of the semester. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 中世フランス文学入門 

2. ジャン・ド・マン『薔薇物語』 

3. アンドレーアース・カペルラーヌス『宮廷風恋愛について』その他 

4. 中世美術上の女性の表象（聖母マリアとマグダラのマリア） 

5. 『薔薇物語』論争とクリスチーヌ・ド・ピザン 

6. 文献講読 1 

7. 文献講読 2 

8. 学生発表 1 

9. 学生発表 2 

10. 学生発表 3 

11. 学生発表 4 

12. 学生発表 5 

13. 学生発表講評 

14. 全体まとめ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

学生発表に向けて研究・調査を行うことが望ましい。また中世フランスの作品を読んだり歴史を学んでおくことが望ましい。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

最終レポート(Final Report)(40%)/平常点（出席、授業中の姿勢など）(40%)/学生発表(20%) 

 

テキスト（Textbooks） 

プリント配布 

 

参考文献（Readings） 

1. ギヨーム・ド・ロリス／ジャン・ド・マン、2007、『薔薇物語』上下、ちくま文庫 (ISBN:4480423451) 

授業中に適宜指示する。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 



 - 1362 - 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AS201 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AS201／フランス語表現演習 １ 

(French Seminars 1) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
資格のためのフランス語１ 

担当者名 

（Instructor） 
黒木 秀房(KUROKI HIDEFUSA) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
FRL3413 

言語 

（Language） 

その他 

(Others) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

仏検 3 級から準 2 級レベルの総合的なフランス語運用能力を習得する。 

 

The objective of this course is to acquire French language skills equivalent to grade 3 to grade pre-2 of DAPF. 

 

授業の内容（Course Contents） 

この授業では、アクチュアルなテーマについて書かれたテクストを使用し、多彩なフランス語に触れながら、文法事項の確認、語

彙・表現の習得を行いつつ、適宜、書き取りや聞き取りの訓練を行う。また、各テクストの背景にあるフランス語圏の社会が抱え

る問題について、教員が解説を行うとともに、受講者には意見を求める。そうすることで、フランス語を学ぶ意義を実感しながら、

語学能力を総合的に高めていく。 

 

In this class, we will use texts written on actual themes. Students will be exposed to a wide variety of French language, while 

learning grammar, vocabulary and expressions, and practicing dictation and listening comprehension as needed. This course will 

also provide commentary on the issues facing French-speaking societies which are the context of each text and ask students 

for their opinions. They will comprehensively develop their language skills while realizing the significance of learning French. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. イントロダクション 

2. 複合過去 

3. 代名動詞① 

4. 直接法半過去 

5. 比較級・最上級 

6. 条件法現在 

7. 関係代名詞 

8. 使役動詞・放任動詞 

9. 現在分詞とジェロンディフ 

10. 直接話法と間接話法 

11. 中性代名詞 

12. 接続法 

13. 代名動詞② 

14. 最終テスト 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

語学の授業なので、予習・復習が欠かせない。詳細については授業内で指示する。また、初回授業時に、仏検 4 級レベルの力試

しを行う予定なので、一年次に学習したことをしっかりと復習しておくこと。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

最終テスト(Final Test)(30%)/平常点（出席・課題等）(70%) 

 

テキスト（Textbooks） 

1. 福田美雪・ジョルジュ・ヴェスィエール、2022、『これ、どう思う？語り合うための中級フランス語読本』、朝日出版社 (ISBN:978-

4-255-35331-9) 

 

参考文献（Readings） 

 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 
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注意事項（Notice） 
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■AS202 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AS202／フランス語表現演習 ２ 

(French Seminars 2) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
資格のためのフランス語２ 

担当者名 

（Instructor） 
有田 英也(ARITA HIDEYA) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
FRL3413 

言語 

（Language） 

その他 

(Others) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

読み・書き・聞き・話す総合的能力が要求される仏検準２級あるいは２級に合格する語学力を養う。 

 

Students will acquire language skills equivalent to grade pre-2 or grade 2 of Diplôme d’Aptitude Pratique au Français, which 

requires comprehensive capabilities in reading, writing, listening, and speaking. 

 

授業の内容（Course Contents） 

文法知識と語彙力を確実なものとすることを目指して、仏検過去問から選んだ課題にとりくむ。随時、動詞活用や語彙のテスト、

書き取りや聞き取りの演習をおこなう。 

 

Students will immerse themselves in their tasks and aim to master grammatical knowledge and vocabulary skill using past exam 

questions. At any time, students may be given tests on verb conjugations and vocabulary, as well as seminars on writing and 

listening. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. ガイダンスおよび力だめし(３級～２級過去問から構成) 

2. 仏検準２級対策演習１、２級対策演習１、長文問題の傾向１ 

3. 仏検準２級対策演習２、２級対策演習２、長文問題の傾向２ 

4. 仏検準２級対策演習３、２級対策演習３、書き換え対策 

5. 仏検準２級対策演習４、２級対策演習４、求められる語彙 

6. 模擬テスト 

7. 仏検準２級対策演習５、２級対策演習５ 

8. 仏検準２級対策演習６、２級対策演習６ 

9. 仏検準２級対策演習７、２級対策演習７ 

10. 仏検準２級対策演習８、２級対策演習８ 

11. 仏検２級対策演習９、2 次面接対策１ 

12. 仏検２級対策演習１０、2 次面接対策２ 

13. 仏検２級対策演習１１、2 次面接対策３ 

14. 最終テスト 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

授業中に指示する課題にとりくみ、文法の復習をおこなう。また、二次試験の面接問題にそなえて、表現演習（コミュニカシオン）

を並行履修することが望ましい。本授業では面接課題を書けるようにするのが目的。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

授業参加度(20%)/模擬テスト(40%)/最終テスト(Final Test)(40%) 

授業参加度は、授業態度、課題への取り組み、小テストの結果を総合して評価する。 

 

テキスト（Textbooks） 

1. フランス語教育振興協会、2022、『仏検公式ガイドブック 2 級・準 2 級 2022 年度版』、駿河台出版 (ISBN:978-4-411-90292-

4) 

教科書の使い方は授業初回に指示する。授業では直近の仏検２級と準２級の過去問題や練習問題を配付する。１年生のときに

使用した文法教科書および仏和辞書を授業に持参のこと。 

 

参考文献（Readings） 

1. M.ジャケ、久松健一、『＜仏検＞準 1 級 2 級必須単語集』（新装版）、白水社 

2. フランス語教育振興協会、2020、『仏検公式ガイドブック セレクション 2 級』、駿河台出版 (ISBN:978-4-411-90296-2) 
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3. フランス語教育振興協会、2020、『仏検公式ガイドブック セレクション 準 2 級』、駿河台出版 (ISBN:978-4-411-90297-9) 

受験参考書については初回授業で指示する。受験を予定している級の仏検公式ガイドブックを手元におくこと。単語を覚えるのは

夏休みから始めると効果的。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

授業初回に 3 級相当（準 2，2 級過去問も混ぜてある）の力だめしを行う予定。 

 

注意事項（Notice） 
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■AS203 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AS203／フランス語表現演習 ３ 

(French Seminars 3) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
コミュニカシオン１ 

担当者名 

（Instructor） 
バレイユ，Ｌ．(BAREILLE LAURENT) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
FRL3412 

言語 

（Language） 

日英以外(Other than 

Japanese or English) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

読解力、ライティング能力（書き取り）を高め、語彙を増やし、フランスの生活習慣やフランス文化を習得すること。 

 

Students will improve their reading and writing skills while learning about French customs and culture. 

 

授業の内容（Course Contents） 

毎週違う主題を取り扱う｡ 文章を読み、その文章について質問に答え、話し合う。時おり短いビデオを視聴しコメントを加える。 

 

Every week students will immerse themselves in different subjects. Students will read a text and answer a quiz, also make 

comments about this text 0ccasionally students will watch short videos and comment on them. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 授業紹介 

2. Le territoire français 

3. Les différences régionales 

4. Les quatre saisons 

5. Dans la maison 

6. La maternelle, l'école primaire, le collège 

7. Le lycée et le baccalauréat 

8. L'université 

9. Erasmus 

10. Les autres voies de l'enseignement supérieur 

11. La gastronomie 

12. Les spécialités locales  

13. La nourriture au quotidien  

14. テスト 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

復習としては、授業で学んだ言葉を確実に覚え、語彙を充実させること。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

授業への参加・発表と口頭テスト(複数回)(100%) 

 

テキスト（Textbooks） 

なし 

 

参考文献（Readings） 

1. Jean-Luc Azra. La société française. Alma (ISBN:978-4-904147-00-9) 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

プリントを配布する。 

 

注意事項（Notice） 
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■AS204 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AS204／フランス語表現演習 ４ 

(French Seminars 4) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
コミュニカシオン２ 

担当者名 

（Instructor） 
ミシュラン，Ｆ．(MICHELIN,FRANCK) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
FRL3412 

言語 

（Language） 

日英以外(Other than 

Japanese or English) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

フランス及び仏語圏諸国の文化・社会・歴史に関する知識を広げながらフランス語での発言力を高めます。 

 

We will Improve the ability to speak in French while expanding knowledge of the culture, society and history of France and 

French-speaking countries. 

 

授業の内容（Course Contents） 

フランス語での簡単な文章を読みながらフランス・フランス語圏諸国の文化・社会・歴史地等の特殊性を学びます。習った知識や

言い回しを利用して短い口頭発表を行います。 

 

We will learn about the particularities of the culture, society, historical places of France and French-speaking countries while 

reading simple texts in French. We will make short oral presentations using the knowledge and phrases we will have learnt. 

during the class. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. Présentation du cours 

La ville Lumière (1) 

2. La ville Lumière (2) 

3. Le cimetière du Père Lachaise (1) 

4. Le cimetière du Père Lachaise (2) 

5. Exposés individuels sur une ville française 

6. La génération Z (1) 

7. La génération Z (2) 

8. La cohabitation intergénérationnelle (1) 

9. La cohabitation intergénérationnelle (2) 

10. Exposés en groupe sur la société française (ou d'un pays francophone) 

11. Les prix littéraires (1) 

12. Les prix littéraires (2) 

13. Raymond Radiguet 

14. Exposés individuels sur une œuvre littéraire 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

毎週、予習や復習をし、与えられた宿題をします。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

複数回の口頭発表(80%)/参加(20%) 

 

テキスト（Textbooks） 

1. 石井洋二郎 /ミシェル・サガズ、2023、『時事フランス語 』 − 2023 年度版−、朝日出版社 (ISBN:978-4-255-35343-2) 

 

参考文献（Readings） 
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その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AS209 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AS209／フランス文学・文化演習 １ 

(Seminars in French Literature and Culture 1) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
フィクション１ 

担当者名 

（Instructor） 
小黒 昌文(OGURO MASAFUMI) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
FRL3313 

言語 

（Language） 

その他 

(Others) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

20 世紀の文学作品について、フランス語原文を精読しながら考察する。すでに習得した文法・語彙の知識を整理しながら、総合

的な語学力を向上させる。 

 

This course considers 20th century literary works while carefully reading the original French text. Students will improve their 

overall language skills while organizing their grammar and vocabulary knowledge that they have already acquired.  

 

授業の内容（Course Contents） 

20 世紀初頭のキーウに生まれたユダヤ系ロシア人作家イレーヌ・ネミロフスキー（1903-1942）の中編小説『孤独のワイン』Le Vin 

de solitude (1935) を原文で講読する。同作は、外国語としてのフランス語を創作言語に選んで活動した作家が、自身の少女時

代の記憶を重ねて綴った自伝的な小説である。瑞々しい感性に支えられた冷静な筆致をじっくり味わいたい。 

 

Students will closely read in French Irène Némirovsky's novel : "Le Vin de solitude" (1935).  

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 導入・方針確認 

2. 講読 (1) 

3. 講読 (2) 

4. 講読 (3) 

5. 講読 (4) 

6. 講読 (5) 

7. 講読 (6) 

8. 講読 (7) 

9. 講読 (8) 

10. 講読 (9) 

11. 講読 (10) 

12. 講読 (11) 

13. 講読 (12) 

14. 最終テスト 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

予習に際しては、あらかじめ指定された箇所を、辞書をひきながら丁寧に訳し下ろすこと。単語の意味を確認するだけではなく、

文の流れや言葉の布置を考えながら訳文を練り上げてもらいたい。  

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

最終テスト(Final Test)(40%)/授業参加・課題提出・発言 etc.(60%) 

 

テキスト（Textbooks） 

プリントを配布する予定。 

 

参考文献（Readings） 

1. ネミロフスキー著／芝盛行 訳、2018、『孤独のワイン』、未知谷 (ISBN:978-4-89642-551-2) 

2. ネミロフスキー著／野崎歓・平岡敦訳、2020、『フランス組曲』（新装版）、白水社 (ISBN:9784560098110) 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 
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注意事項（Notice） 
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■AS210 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AS210／フランス文学・文化演習 ２ 

(Seminars in French Literature and Culture 2) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
フィクション２ 

担当者名 

（Instructor） 
澤田 直(SAWADA NAO) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
FRL3313 

言語 

（Language） 

その他 

(Others) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

現在のフランスの小説を取り上げ、日本語の要約を用いながら、重要箇所をフランス語で精読し、フランス現代社会について考察

する。すでに習得した文法・語彙の知識を整理しながら、総合的な語学力を向上させる。 

 

This course consider contemporary french society by carefully reading the original French text. Students will improve their 

overall language skills while organizing their grammar and vocabulary knowledge that they have already acquired. 

 

授業の内容（Course Contents） 

フランスの現代社会を描いた同時代の小説を読み、その内容について学生同士で討論を行う。日本との違いなどについても注意

しながら考察する。また、文体や、文学上の意味についても吟味する。 

 

Students consider contemporary French society through the reading of contemporary novels in French. The students discuss, 

taking into account the cultural differences between France and Japan. They also reflect on the style of the work and its 

characteristics in the context of literary history. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 授業計画・方針確認 

2. 精読（１） 

3. 精読（２） 

4. 精読（３） 

5. 精読（４） 

6. 精読（５） 

7. 精読（６） 

8. 精読（７） 

9. 精読（８） 

10. 精読（９） 

11. 精読（１０） 

12. 精読（１１） 

13. 精読（１２） 

14. まとめ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

指定された箇所を、辞書をひきながら丁寧に予習すること。単語の意味を調べるだけでなく、文体上の工夫も意識しながら訳文を

つくってみることが望ましい。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

授業参加度・提出物など(60%)/最終レポート(Final Report)(40%) 

 

テキスト（Textbooks） 

テクスト及び資料は PDFで配布する予定。 

 

参考文献（Readings） 

 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 
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注意事項（Notice） 
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■AS211 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AS211／フランス文学・文化演習 ３ 

(Seminars in French Literature and Culture 3) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
エッセー１ 

担当者名 

（Instructor） 
江澤 健一郎(EZAWA KENICHIROU) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
FRL3313 

言語 

（Language） 

その他 

(Others) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

フランス語で書かれたエッセーを精読する。フランス語で書かれた文章を深く理解して、日本語に翻訳する技術を習得する。翻訳

とは不可能な試みであるが、その不可能性と闘いながら、乗り越える努力をする。そして、フランス文学におけるエッセーの重要

性を理解する。 

 

We read essays written in French. To deeply understand sentences written in French and acquire the skills to translate them 

into Japanese. Translation is an impossible attempt, but we strive to overcome it while fighting it.  And we understand the 

importance of essays in French literature. 

 

授業の内容（Course Contents） 

ジョルジュ・ディディ＝ユベルマン(Georges Didi-Huberman)のエッセー『徹底的な証人(Témoin jusqu'au bout)』(Minuit, 2022)を講

読する。本書は、2022 年のメディシス賞（エッセー部門）を受賞している。『第三帝国の言語』の著者として知られるヴィクトール・ク

レンペラー論である。クレンペラーは、ユダヤ人でありながらナチス政権下のドイツで生き抜き、日記を記してその時代の証人とな

った。ナチスの排他的言語に対して、クレンペラーのエクリチュールは、「分有(partage）」を実現する情動的な言語行為となってい

る。授業では、このエッセイを原文で精読しながら、それをどのように日本語に翻訳するかを検討する。授業では、ランダムに指名

して、音読と和訳をしていただく。その後で、教師が解説をしながら和訳を行う。 

 

We read Georges Didi-Huberman's essay Témoin jusqu'au bout (Minuit, 2022). This book won the 2022 Medicis Award for 

Essays. This is the essay about Victor Klemperer, known as the author of "The Language of the Third Reich." Despite being a 

Jew, Klemperer survived in Germany under the Nazi regime and kept a diary as a witness to that era. In contrast to the 

exclusive language of the Nazis, Klemperer's ecriture is a affective verbal act that realizes "partage." In class, students will read 

this essay carefully in its original text and consider how to translate it into Japanese. In the class, you will be asked to read 

aloud and translate in Japanese at random. After that, the teacher translates into Japanese while explaining. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 授業の説明 

2. 講読 

3. 講読 

4. 講読 

5. 講読 

6. 講読 

7. 講読 

8. 講読 

9. 講読 

10. 講読 

11. 講読 

12. 講読 

13. 講読 

14. 期末テスト 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

予習として、辞書を引きながらテクストを読んでください。それから、日本語で翻訳文を作成してください。さらに、復習として、自分

の訳文をもう一度再検討して、より良い訳文の作成を試みてください。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

最終テスト(Final Test)(40%)/授業中の発表と参加度(60%) 
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テキスト（Textbooks） 

1. Georges Didi-Huberman. 2022. Le témoin jusqu'au bout,. Minuit 

コピーを配付する。 

 

参考文献（Readings） 

1. ヴィクトール・クレンペラー、1999、『私は証言する——ナチ時代の日記［1922-1945 年］』、大月書店 (ISBN:4-272-53034-8) 

2. ヴィクトール・クレンペラー、1974、『第三帝国の言語〈LTI〉 ある言語学者のノート』、法政大学出版局 (ISBN:4-588-00055-1) 

3. ジョルジュ・ディディ＝ユベルマン、2023、『場所、それでもなお』、月曜社 (ISBN:978-4-86503-159-1) 

4. ジョルジュ・ディディ＝ユベルマン、2006、『イメージ、それでもなお』、平凡社 (ISBN:9784582702620) 

教室で指示する。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

特になし。 

 

注意事項（Notice） 
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■AS212 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AS212／フランス文学・文化演習 ４ 

(Seminars in French Literature and Culture 4) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
エッセー２ 

担当者名 

（Instructor） 
淵田 仁(FUCHIDA MASASHI) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
FRL3313 

言語 

（Language） 

その他 

(Others) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

18 世紀の書簡を読みながらフランス語読解力の向上を目指す。初級文法の確認と中級文法の学習を同時に行いながら、文学

作品を読む上で必要な語彙・表現を増やしていく。あわせて 18世紀フランス文学史の概略を理解する。  

 

Students will improve their French reading and comprehending skills by reading letters in original language. Students will learn 

intermediate grammars while checking beginner grammars. At the same time, students will increase essential vocabularies and 

expressions to allow them to read literature works. Combined, students will learn summary of 18th century French history of 

literature.  

 

授業の内容（Course Contents） 

ルソー『道徳書簡』を原文で読んでいく。演習の授業なので、受講者にあてて答えてもらう形で進めていくが、担当者をあらかじめ

決めておくことはしない。全員がテクストのフランス語を事前に読み、考えてくることが、最低限の前提となる。 

 

Students will read Lettres morales (Rousseau) in original language. The class will be in seminar format. Students will be selected 

during the class to answer questions. Students will not be pre-selected for tasks. At the minimum, everyone must read and 

think about the French texts before class.  

 

授業計画（Course Schedule） 

1. イントロダクション ： ルソーとは誰か？『道徳書簡』の位置付けとは？ 

2. 『道徳書簡』を読む１ 

3. 『道徳書簡』を読む２ 

4. 『道徳書簡』を読む３ 

5. 『道徳書簡』を読む４ 

6. 『道徳書簡』を読む５ 

7. 『道徳書簡』を読む６ 

8. 『道徳書簡』を読む７ 

9. 『道徳書簡』を読む８ 

10. 『道徳書簡』を読む９ 

11. 『道徳書簡』を読む１０ 

12. 『道徳書簡』を読む１１ 

13. 『道徳書簡』を読む１２ 

14. まとめ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

事前のテクスト予習が不可欠となります。予習していない状態での授業参加は意味がありません。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

最終テスト(Final Test)(40%)/和訳・語彙・文法事項についての予習等(30%)/議論への参加状況(30%) 

 

テキスト（Textbooks） 

テクストはこちらで配布する 

 

参考文献（Readings） 

 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 
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注意事項（Notice） 
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■AS213 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AS213／フランス文学・文化演習 ５ 

(Seminars in French Literature and Culture 5) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
時事フランス語１ 

担当者名 

（Instructor） 
横山 安由美(YOKOYAMA AYUMI) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
FRL3813 

言語 

（Language） 

その他 

(Others) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

中世を例にとり、女性と文学の関係について考える 

 

Women and literature 

 

授業の内容（Course Contents） 

リード編『女性と文学』(Martine Reid, "Femmes et litterature" I, Folio, 2020)の第一部「中世」(Cerquiglini-Toulet著）をフランス語

で読み、中世における女性と文学の関係について考える。教育を受ける女性が少なかった中世において、女性が書くこと、読むこ

とはどのような意味をもっていたのか、ジェンダーや歴史の観点から考える。男性側からのミソジニー文学や、マリ・ド・フランス、

エロイーズ、クリスチーヌ・ド・ピザンなどの秀逸な女性作家の例にも触れる。学期末に授業内で簡単な仏文和訳の試験を行う。 

 

Reading the first chapter "the Middle Ages"(written by Cerquiglini-Toulet) of "Femmes et litterature I" (ed. by Martine Reid, 

Folio, 2020) in French, we will examie the relationship between women and literature in the Middle Ages.  

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 導入（中世フランス文学と中世の社会） 

2. 中世の女性作家たち（マリ・ド・フランス、エロイーズ、クリスチーヌ・ド・ピザンなど） 

3. 中世のミソジニー文学と論争（『薔薇物語』、『結婚十五の歓び』、『薔薇物語』論争など） 

4. 講読(1) 

5. 講読(2) 

6. 講読(3) 

7. 講読(4) 

8. 講読(5) 

9. 講読(6) 

10. 講読(7) 

11. 講読(8) 

12. 講読(9) 

13. まとめ 

14. テスト 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

基本的に講読形式なので、指定された範囲を訳してくること。事前にあてることはしないので、毎回の予習が必要。授業内容に関

連する作品や書籍を読んでおくことが望ましい。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

最終テスト(Final Test)(40%)/平常点（出席、訳読、積極的参加等）(60%) 

最終テストは仏文和訳の形式で、授業中に講読した範囲から出題 

 

テキスト（Textbooks） 

1. Martine Reid. 2020. Femmes et litterature I. Gallimard 

プリント配布 

 

参考文献（Readings） 

 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 
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注意事項（Notice） 
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■AS214 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AS214／フランス文学・文化演習 ６ 

(Seminars in French Literature and Culture 6) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
時事フランス語２ 

担当者名 

（Instructor） 
斎藤 かぐみ(SAITO KAGUMI) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
FRL3813 

言語 

（Language） 

その他 

(Others) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

近年に書かれたメディア記事を読み、語彙の拡充にも目を配りながら、総合的な読解力の向上をはかっていく。文法知識を実際

に応用することで自分のものとし、この種のテクストを興味に応じて情報や考察の材料とするための足がかりとしてほしい。 

 

Through reading media articles written in recent years, students will enhance their vocabulary and improve their overall reading 

skills. Such practical application of their grammatical knowledge may help them to read similar texts, in the future, on their own 

initiative and according to their interests for further information or analysis. 

 

授業の内容（Course Contents） 

フランス語のニュース・メディアに掲載された時事的な記事（やインタビュー、評論）を読んでいく。社会・文化・歴史・政治・経済な

ど幅広い分野をあつかいたい。最初は短信ニュースから始め、最後は長めの記事へといたる。「和訳を介して理解すること」より

もむしろ「そのまま原語で読むこと」を主眼としたい。授業時にはランダムに指名して質問する。 

 

Students will read articles (including interviews or essays) on current affairs published in French language news media. Various 

topics will be covered : society, culture, history, politics or economy. Sessions will start with press dispatches, and finish with 

longer articles. Focus will be on "reading directly in French" rather than "understanding via Japanese translation". Any student 

is supposed to be ready to respond to questions in class. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 講読 1（短信ニュース） 

2. 講読 2（短信ニュース） 

3. 講読 3 

4. 講読 4 

5. 講読 5 

6. 講読 6 

7. 講読 7 

8. 講読 8 

9. 講読 9 

10. 講読 10 

11. 講読 11 

12. 講読 12 

13. 講読 13 

14. 最終テスト 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

事前にテクスト（および場合によりサポート教材）を配布するので、あらかじめ可能なかぎりで読解を試みたうえで授業に臨みまし

ょう（語義が多岐にわたる単語には注意、特に電子辞書使用の場合には）。進度は毎回 1.5〜2 ページ程度の見込み。読む力を

本当に身につけるには、説明を聞く前に自力で挑む体験の積み重ね、つまり予習が不可欠です。予習時には、何がわからない

のか（構文、語義、比喩の解釈、背景知識、等々）を明確化しておきましょう。復習時には、それらに加え、読み違えた点について

も同様に振り返りましょう。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

準備学習と授業参加の度合い(65%)/最終テスト(Final Test)(35%) 

予習内容の提出も平常点の一部をなす。 

 

テキスト（Textbooks） 

プリント（および／またはファイル）を配布します。 
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参考文献（Readings） 

 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

「立教時間」を用います。授業支援システム（Blackboard, Canvas LMS）も必要に応じて併用する可能性があります。学期開始の

少し前から随時チェックしてください。 

 

注意事項（Notice） 
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■AS215 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AS215／フランス文学・文化演習 ７ 

(Seminars in French Literature and Culture 7) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
映像文化１ 

担当者名 

（Instructor） 
上杉 恭子(UESUGI KYOKO) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
FRL3213 

言語 

（Language） 

その他 

(Others) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

現代における映像化作品を足掛かりに、フランス中世文学作品についての知識を深め、その現代に及ぶ普遍性と現代に至るま

での変遷を考察する。 

 

This course aims to deepen the knowledge of French medieval literary works through their contemporary film adaptations, 

examining their constancy and evolution to the present day. 

 

授業の内容（Course Contents） 

原作となる中世の作品からの抜粋を現代語訳で実際に読むことを軸に、適宜、映像化された作品を鑑賞し、シナリオや関連する

解説・批評といったものにも目を通していく。 

取り上げるのは、フランス中世文学の中でもとりわけ「宮廷風騎士道物語(ロマン・クルトワ)」と呼ばれるジャンルの作品（マリ・ド・

フランス『レー』、クレチアン・ド・トロワ『ペルスヴァルまたは聖杯の物語』、ベルール/トマ『トリスタン物語』など）である。 

 

Students will read extracts from medieval works in modern French translations and, where appropriate, watch their film 

adaptations and also read screenplays, explanations or critics. 

We will focused on works from the genre 'roman courtois' : Marie de France's "Lais", Chrétien de Troyes's "Perceval ou le 

Conte du Graal" and Béroul/Thomas's "Le Roman de Tristan". 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 導入 

2. 作品① (1) 

3. 作品① (2) 

4. 作品① (3) 

5. 作品① (4) 

6. 作品② (1) 

7. 作品② (2) 

8. 作品② (3) 

9. 作品② (4) 

10. 作品③ (1) 

11. 作品③ (2) 

12. 作品③ (3) 

13. 作品③ (4) 

14. まとめ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

基本的にテクストを受講者に訳してもらいながら授業を進めていくので、指定されたテクストの予習をしてくることが必須となる。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

出席(35%)/授業参加(35%)/最終レポート(Final Report)(30%) 

 

テキスト（Textbooks） 

プリントを配布する。 

 

参考文献（Readings） 

授業時に適宜紹介する。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 
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注意事項（Notice） 
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■AS216 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AS216／フランス文学・文化演習 ８ 

(Seminars in French Literature and Culture 8) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
映像文化２ 

担当者名 

（Instructor） 
菅谷 憲興(SUGAYA NORIOKI) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
FRL3213 

言語 

（Language） 

その他 

(Others) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

フランスのバンドデシネを読む。同時に日本の漫画文化との違いについて考察する。 

 

We will read the French bandes dessinees. At the same time, we will discuss the differences from Japanese manga culture. 

 

授業の内容（Course Contents） 

バンドデシネはフランス語圏特有の漫画であるが、その歴史は意外に古く、十九世紀前半にさかのぼる。この授業では現代のフ

ランスの若者の読む最新のバンドデシネではなく、近代的なコマ割り漫画の始祖といわれるテプフェールから、『タンタンの冒険』

シリーズで有名な二〇世紀前半のエルジェあたりまでの作品を抜粋で精読する。授業そのものは訳読を中心に進めていくが、学

生の側では日本の古典的な漫画や現代の漫画と比較しながら、最終レポートを用意してもらうことになる。 

 

Bande dessinee is a cartoon peculiar to the French-speaking world, but its history is surprisingly old, dating back to the first 

half of the nineteenth century. In this class, instead of the latest bandes dessinees read by young French people today, we will 

be reading excerpts of works from Topffer, who is considered the originator of modern panel-splitting cartoons, to Herge, who is 

famous for his "The Adventures of Tintin" series in the first half of the 20th century. The class itself will focus on translation 

and reading, but students will be asked to prepare a final report, comparing the bande dessinee to classic and contemporary 

Japanese manga. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. イントロダクション 

2. 訳読１ 

3. 訳読２ 

4. 訳読３ 

5. 訳読４ 

6. 訳読５ 

7. 訳読６ 

8. 訳読７ 

9. 訳読８ 

10. 訳読９ 

11. 訳読１０ 

12. 訳読１１ 

13. 訳読１２ 

14. まとめ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

授業開始までに、できれば翻訳で『タンタンの冒険』シリーズに一度目を通しておくこと。また、演習なので、必ず一回は訳読を担

当することが単位取得の条件となる。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

出席および授業参加(30%)/授業時のプレゼンテーション(40%)/最終レポート(Final Report)(30%) 

 

テキスト（Textbooks） 

プリントで配布します。 

 

参考文献（Readings） 

授業中に適宜紹介する。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 
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注意事項（Notice） 
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■AS217 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AS217／フランス文学・文化演習９ 

(Seminars in French Literature and Culture 9) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
フィクション３ 

担当者名 

（Instructor） 
片岡 大右(KATAOKA DAISUKE) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
FRL3213 

言語 

（Language） 

その他 

(Others) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

19 世紀フランスを代表する作家のひとりとして知られるスタンダールの有名な小説『赤と黒』（1830 年）の抜粋を精読し、既習フラ

ンス語文法・語彙の定着とさらなる発展を目指すとともに、近現代社会を生きることの意味を考える。 

 

In this course, we will closely read excerpts from The Red and the Black by Stendhal. 

 

授業の内容（Course Contents） 

フランス語のテクストの訳読と分析を進める。何種類も翻訳がある作品であり、それらを各自参照することができるが、それだけ

に、フランス語に即して正確に読み、説明する力が求められる。この 19 世紀の古典が生まれた歴史的背景やその後の批評史に

ついて、適宜担当教員が解説を加える。事前指名された学生以外にも随時発言してもらう。 

 

Student will translate and analyse excerpts from the french text. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. イントロダクション 

2. 『赤と黒』読解 1 

3. 『赤と黒』読解 2 

4. 『赤と黒』読解 3 

5. 『赤と黒』読解 4 

6. 『赤と黒』読解 5 

7. 『赤と黒』読解 6 

8. 『赤と黒』読解 7 

9. 『赤と黒』読解 8 

10. 『赤と黒』読解 9 

11. 『赤と黒』読解 10 

12. 『赤と黒』読解 11 

13. 『赤と黒』読解 12 

14. 最終テスト 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

事前に指名された学生はもちろん、その他の学生も予めテクストを読んでおくこと。また、授業開始前でなくても、授業期間中ので

きるだけ早いうちに、『赤と黒』をいずれかの翻訳で通読しておくことが望ましい。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

最終テスト(Final Test)(40%)/出席・提出物等、授業参加度(60%) 

 

テキスト（Textbooks） 

プリント配布。 

 

参考文献（Readings） 

 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

最近の研究動向の一端を日本語で紹介したものとして、担当教員による以下の文章をウェブ上で読むことができる。 

「「スタンダールのあまり愛されてこなかったヒロインたち」を復権する（Maria C. Scott, Stendhal, la liberté et les héroïnes mal 

aimées の書評）」 

https://researchmap.jp/disk.kat/misc/22569940 
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注意事項（Notice） 
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■AS218 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AS218／フランス文学・文化演習１０ 

(Seminars in French Literature and Culture 10) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
フィクション４ 

担当者名 

（Instructor） 
桑瀬 章二郎(KUWASE SHOJIRO) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
FRL3213 

言語 

（Language） 

その他 

(Others) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

かつて仏文１年生なら誰しも辞書片手に読んでいたとされる，平易な，しかし驚くほど美しいフランス語で書かれたカミュの『異邦

人』を読みます。 

 

Students will carefully read L'Étranger by Albert Camus. 

 

授業の内容（Course Contents） 

『異邦人』は２部構成になっており，１部が６章，２部が５章から成っています。毎回１章ずつ読み進めていきます。作業は次の３

つ。 

１.担当者が用意したフランス語テキスト（ポッシュ版で２～３ページ）をていねいに読む（文法等については解説します）。 

２.翻訳で各章を読み，内容について議論。 

３.『異邦人』についてはすばらしい朗読が数種類出ているので，それを聞き，ディクテ，もしくは暗唱。 

こうしてカミュの美しいテクストを通してフランス語読解力を高めると同時に，聴解力をも高め，この作品の内容について深く考察

する予定です。 

受講者数にもよりますが，作品の内容に関する報告をしてもらおうとも考えています。フランス語に関してはあえて簡単な部分を

選んで読むので（分量も多くありません），決して上級者向きではありません。 

 

During the class, students will have to translate some excerpts from the novel.  

We will examine the problems that were taken up by Camus's work. Students will be required to read the work in preparation for 

the classes.  

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 導入、授業の進め方について 

2. テクスト精読（１） 

3. テクスト精読（２） 

4. テクスト精読（３） 

5. テクスト精読（４） 

6. テクスト精読（５） 

7. テクスト精読（６） 

8. テクスト精読（７） 

9. テクスト精読（８） 

10. テクスト精読（９） 

11. テクスト精読（１０） 

12. テクスト精読（１１） 

13. 最終テストもしくは日本語論述テスト 

14. まとめ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

フランス語テキスト，参考文献，研究書，研究サイト等を初回授業で指示しますので，関心に応じて準備をしておいてください。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

最終テスト(Final Test)(20%)/小テスト(20%)/毎回の課題(40%)/授業参加度(20%) 

 

テキスト（Textbooks） 

1. カミュ、1963、『異邦人』、新潮文庫 (ISBN:4102114017) 

必ず購入すること。フランス語テキストについては抜粋のコピーを配布。 
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参考文献（Readings） 

初回授業で指示します。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AS225 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AS225／フランス語表現演習 ５ 

(French Seminars 5) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
コミュニカシオン３ 

担当者名 

（Instructor） 
アラン＝ブルネ(HARANG-BRUNET P.) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
FRL3412 

言語 

（Language） 

日英以外(Other than 

Japanese or English) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

この授業ではフランス人との交流を想定し、以下のことをめざします。 

フランス語の文を正確な発音で、リズムよく読めるようになること。 

授業で紹介される基本文をすべて覚えること。 

授業で紹介された基本文を発展させ、自分の考え•思いをフランス語で表現できるようになること。 

 

In this lesson, we will aim to interact with French people and aim to: 

To be able to read French sentences with correct pronunciation and rhythm. 

Learn all the basic sentences introduced in class. 

To develop the basic sentence introduced in the class so that you can express your thoughts in French. 

 

授業の内容（Course Contents） 

二人で会話を強調して、日本とフランスの文化を比較して、共通点や差異について話すことになります。 

発表の準備もあります。 

 

Students will have a conversation in pairs. We will compare japanese and french cultures, and discuss about their common 

points and main differences. Students must also prepare for presentation. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. Présentations 

2. Les Japonais 

3. Les Japonais (2) 

4. La cuisine japonaise : un raffinement extrême 

5. La cuisine japonaise : un raffinement extrême (2) 

6. Le cinéma japonais 

7. Le cinéma japonais (2) 

8. Le sumo 

9. Le sumo (2) 

10. Le japonais, une langue unique 

11. Le japonais, une langue unique (2) 

12. Tokyo, une ville fascinante 

13. Tokyo, une ville fascinante (2) 

14. Bilan 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

学生は授業で見た語彙を覚えなければなりません。 

発表の準備もあります。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

授業参加と発表（複数回）(100%) 

 

テキスト（Textbooks） 

1. ドラ・トーザン、2018、『ドラの見た日本』、朝日出版社 (ISBN:978-4-255-35290-9) 

 

参考文献（Readings） 

1. Jean-Luc AZRA. 2013. Société française. Alma (ISBN:978-4-904147-00-9) 
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その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 

 

 

  



 - 1392 - 

■AS226 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AS226／フランス語表現演習 ６ 

(French Seminars 6) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
コミュニカシオン４ 

担当者名 

（Instructor） 
アラン＝ブルネ(HARANG-BRUNET P.) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
FRL3412 

言語 

（Language） 

日英以外(Other than 

Japanese or English) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

この授業ではフランス人との交流を想定し、以下のことをめざします。 

フランス語の文を正確な発音で、リズムよく読めるようになること。 

授業で紹介される基本文をすべて覚えること。 

授業で紹介された基本文を発展させ、自分の考え•思いをフランス語で表現できるようになること。 

 

In this lesson, we will aim to interact with French people and aim to: 

To be able to read French sentences with correct pronunciation and rhythm. 

Learn all the basic sentences introduced in class. 

To develop the basic sentence introduced in the class so that you can express your thoughts in French. 

 

授業の内容（Course Contents） 

二人で会話を強調して、日本とフランスの文化を比較して、共通点や差異について話すことになります。 

発表の準備もあります。 

 

Students will have a conversation in pairs. We will compare japanese and french cultures, and discuss about their common 

points and main differences. Students must also prepare for presentation. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. Présentations 

2. La politique japonaise 

3. La politique japonaise (2) 

4. L'art japonais 

5. L'art japonais (2) 

6. Religion et superstition 

7. Religion et superstition (2) 

8. L'art du bain 

9. L'art du bain (2) 

10. Les étrangers au Japon 

11. Les étrangers au Japon (2) 

12. Une année au rythme des saisons 

13. Une année au rythme des saisons (2) 

14. Bilan 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

学生は授業で見た語彙を覚えなければなりません。 

発表の準備もあります。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

授業参加と発表（複数回）(100%) 

 

テキスト（Textbooks） 

1. ドラ・トーザン、2018、『ドラの見た日本』、朝日出版社 (ISBN:978-4-255-35290-9) 

 

参考文献（Readings） 

1. Jean-Luc AZRA. 2013. Société française. Alma (ISBN:978-4-904147-00-9) 
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その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AS227 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AS227／フランス語表現演習 ７ 

(French Seminars 7) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
ライティング１ 

担当者名 

（Instructor） 
ミシュラン，Ｆ．(MICHELIN,FRANCK) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
FRL3412 

言語 

（Language） 

日英以外(Other than 

Japanese or English) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

分かり易く、間違いの少ない作文を書く能力を目指します。 

 

The aim is to develop the ability to write compositions that are clear and error-free. 

 

授業の内容（Course Contents） 

授業で短い文章を読んだ上で、作文の執筆に挑んでみます。授業中の執筆や自宅での執筆によって執筆力を得ます。 

 

We will read short texts in class and then try our hand at writing an essay. We will gain writing skills by writing in class and at 

home. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. Présentation du cours et grandes lignes de la rédaction en langue française 

講義の紹介、フランス作文の概要 

2. Lecture d'un texte de presse 

新聞記事の読解 

3. Écriture d'une courte rédaction  

短い作文の準備 

4. Correction de la rédaction terminée à la maison 

自宅で書き上げた作文の訂正 

5. Lecture d'un texte historique 

フランス史に関する文章 

6. Ecriture d'une rédaction sur l'histoire ou la société française 

フランスの歴史または社会に関する作文の執筆 

7. Correction de la rédaction terminée à la maison 

自宅で書き上げた作文の訂正 

8. Lecture d'un texte littéraire 

フランス文学の文の読解 

9. Préparation d'une rédaction sur un auteur francophone 

フランス語圏の作家に関する作文の執筆準備 

10. Correction de la rédaction terminée à la maison 

自宅で書き上げた作文の訂正 

11. Préparation d'une rédaction personnelle  

個人的な作文の執筆準備（思い出・夢等） 

12. Correction de la rédaction terminée à la maison (1) 

自宅で書き上げた作文の訂正 (1) 

13. Correction de la rédaction terminée à la maison (2) 

自宅で書き上げた作文の訂正 (2) 

14. Bilan du cours 

まとめ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

予習として文章を読む事、作文を書く事が必要となります。復習は主として論文の書き直しとなります。 

Preparation involves reading texts and writing essays. Review is mainly rewriting the short essays. 
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成績評価方法・基準（Evaluation） 

参加 Participation(20%)/作文 Short essays(80%) 

 

テキスト（Textbooks） 

教員は教材を配布します。The teacher will distribute the teaching material in class. 

 

参考文献（Readings） 

 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AS230 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AS230／フランス語表現演習 １０ 

(French Seminars 10) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
パフォーマンス２ 

担当者名 

（Instructor） 
バレイユ，Ｌ．(BAREILLE LAURENT) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
FRL3412 

言語 

（Language） 

日英以外(Other than 

Japanese or English) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

読解力、ライティング能力（書き取り）を高め、語彙を増やし、フランスの生活習慣やフランス文化を習得すること。日仏比較する。 

 

Students will improve their reading and writing skills while learning about French customs and culture. We will also make 

comparative studies regarding France and Japan cultural differences.  

 

授業の内容（Course Contents） 

毎週違う主題を取り扱う｡ 文章を読み、その文章について質問に答え、話し合う。時おり短いビデオを視聴しコメントを加える。 

 

Every week students will immerse themselves in different subjects. 

Students will read a text and answer a quiz, also make comments about this text 0ccasionally students will watch short videos 

and comment on them. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 授業紹介 

2. Les Français et la politique 

3. La gauche et la droite en France 

4. Emploi et chômage  

5. Travail et relations sociales  

6. Les grandes vacances  

7. Les activités de vacances  

8. Le catholicisme  

9. Les autres religions  

10. Les hommes et les femmes dans la société  

11. La famille le couple et les enfants  

12. Le cinéma français  

13. La musique française  

14. テスト 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

復習としては、授業で学んだ言葉を確実に覚え、語彙を充実させること。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

授業への参加・発表と口頭テスト(複数回)(100%) 

授業への参加態度（遅刻・スマホ、その他）によっては減点の対象となる場合がある。 

 

テキスト（Textbooks） 

授業にて配布するプリントを使用する。 

 

参考文献（Readings） 

1. Jean-Luc Azra. 2008. La société française. alma (ISBN:978-4-904147-00-9) 

2. Jean-Luc Azra. 2011. Les japonais sont-ils differents ?. Connaissances et savoirs éditions (ISBN:978-2748368147) 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 
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注意事項（Notice） 
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■AS302 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AS302／文学講義 ２０２ 

(Lectures on Literature 202) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
仏中世・ルネサンス思想 

担当者名 

（Instructor） 
横山 安由美(YOKOYAMA AYUMI) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
FRL2000 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

モンテーニュ『エセー』の第 3 巻第 9 章を読み、「旅」について考える。 

 

Students will read Montaigne’s Essais volume 3 chapter 9 and reflect on “voyage”. 

 

授業の内容（Course Contents） 

モンテーニュはフランス・ルネサンスを代表する 16 世紀の作家で、膨大な随筆において「人間とは何か」という深い洞察を行って

いる。本講義では戦乱に満ちた時代背景に触れつつ、『エセー』を詳細に読解する。ヨーロッパ各地を旅行したモンテーニュは旅

行記も残しているのだが、彼の足跡を辿りつつ、彼の外国観や文明観がどのようなものだったかを考える。学生は、毎回指定の

箇所を事前に読み、レジュメや意見提示が行えるようにしておくこと。 

 

Montaigne is one of the most significant authors of 16th century French renaissance. He conducted deep ruminations such as 

“What is human?” through vast casual anecdotes. In this class, students will read Essais in detail, while learning about the 

wartime turbulent era. Montaigne has travelled extensively in Europe and has left travel journals. Students will follow his 

footsteps and understand his views on foreign countries and cultures. Students will read specified parts before class and should 

be able to provide their resumes and opinions. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. フランス文学概説 

2. 16 世紀ルネサンスとモンテーニュ 

3. 時代背景（内乱、宗教戦争、ルネサンスの城など） 

4. 『旅行記』とモンテーニュの旅路 

5. 『エセー』読解１ 

6. 『エセー』読解２ 

7. 『エセー』読解３ 

8. 『エセー』読解４ 

9. 『エセー』読解５ 

10. 『エセー』読解６ 

11. 『エセー』読解７ 

12. 『エセー』読解８ 

13. 旅と人間と文明 

14. まとめ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

テキストの指定された箇所を読んでくること。毎回リアクションペーパーを課す予定。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

最終レポート(Final Report)(40%)/出席、授業への積極的参加(発言等）(30%)/課題やリアクションペーパー(30%) 

 

テキスト（Textbooks） 

1. モンテーニュ、1967、『エセー 5』（原二郎訳）、岩波文庫 (ISBN:4003250958) 

上記テキストは毎回持参のこと 

 

参考文献（Readings） 

1. モンテーニュ、2005-2014、『エセー 1～7』（宮下志朗訳）』、白水社 

2. コンパニョン、2014、『寝るまえ 5 分のモンテーニュ 「エセー」入門』、白水社 (ISBN:4560025819) 

3. 大久保康明、2007、『モンテーニュ Century Books 人と思想』、清水書院 (ISBN:4389411691) 
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4. 横山安由美・朝比奈美知子、2002、『はじめて学ぶフランス文学史』、ミネルヴァ書房 (ISBN:4623034909) 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 

 

 

  



 - 1400 - 

■AS304 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AS304／文学講義 ２０４ 

(Lectures on Literature 204) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
仏近代社会 

担当者名 

（Instructor） 
桑瀬 章二郎(KUWASE SHOJIRO) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
FRL2800 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

フランスを中心としたヨーロッパ近代社会、とりわけ 18 世紀の社会を、「異常者たち」という視点から考えていきます。そのさいもち

ろん現在の状況を念頭におきます。 

 

Students will think about modern European society, particularly France and 18th century society, from perspective of outsiders. 

 

授業の内容（Course Contents） 

いつの時代も社会は「異常者たち」を生みだし、彼ら彼女らに特定の役割を与えます（現代の日本社会がそうであるように）。ここ

では、フランス近代社会における「異常者たち」、とりわけ「宦官」と「カストラート」といった去勢者の形象に注目することで、この問

題について考えてみます。「宦官」と「カストラート」は、この時代の文学者、哲学者、法学者、画家たちによって頻繁に扱われ、描

かれました。精神分析や LGBTQや「医学」といった現代的視点からだけではなく、（18 世紀的）オリエンタリズムや「スターの誕

生」（カストラートの何人かは世界的大スターでした）、舞台芸術史（オペラ）、宗教、政治といった観点からもこの問題について考

えます。扱うテキストについては以下を参照。 

 

Regardless of era, there will always be outsiders and society will give them specific roles (as in Japanese society in modern 

time). Students will study outsiders in modern French society and think about this issue by focusing on castrated population 

such as eunuch and castrato. Modern-time literature scholars, philosophers, jurists, and painters have frequently used eunuch 

and castrato as subjects. Students will look at this issue from modern perspectives of psychoanalysis, LGBTQ, and medicine. In 

addition to that, students will also approach it from (18th century) orientalism, birth of star (several of castrato were global 

stars), history of stage arts (opera), religion, and politics. Refer to the following for textbooks used. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 導入 － 問題の所在  

2. 18 世紀のヨーロッパ、フランスについて 

3. 18 世紀フランスにおける「宦官」と「カストラート」：その概観 

4. 文学、思想、芸術の中の「異常者たち」（１） 

5. 文学、思想、芸術の中の「異常者たち」（２） 

6. 文学、思想、芸術の中の「異常者たち」（３） 

7. 文学、思想、芸術の中の「異常者たち」（４） 

8. 文学、思想、芸術の中の「異常者たち」（５） 

9. 文学、思想、芸術の中の「異常者たち」（６） 

10. 文学、思想、芸術の中の「異常者たち」（７） 

11. 文学、思想、芸術の中の「異常者たち」（８） 

12. 文学、思想、芸術の中の「異常者たち」（９） 

13. 文学、思想、芸術の中の「異常者たち」（１０） 

14. 最終テスト 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

前もって配布、もしくは指示した資料を読んでおいてください。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

出席および授業参加度(20%)/コメント等提出物(30%)/最終テスト(20%)/リアクションペーパー(30%) 

 

テキスト（Textbooks） 

テキストは抜粋を配布します。また初回授業でくわしく指示します。モンテスキュー、ヴォルテール、ルソー、ディドロ、ビュフォン、

シャルダンといった作家、思想家の作品の抜粋を読む予定です。 

 

参考文献（Readings） 
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参考文献については初回授業で指示。無数にあるが、授業に関連するもののみを示す。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

授業支援システムをもちいてさまざまな連絡をするので、頻繁にチェックすること。 

 

注意事項（Notice） 
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■AS306 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AS306／文学講義 ２０６ 

(Lectures on Literature 206) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
仏近・現代小説 2 

担当者名 

（Instructor） 
菅谷 憲興(SUGAYA NORIOKI) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
FRL2300 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

文学作品、舞台芸術、映像などを通して、フランス十九世紀の文化と社会を考察する。 

 

Through literary works, performing arts, and visual images, this course examines the culture and society of the 19th century in 

France. 

 

授業の内容（Course Contents） 

フランス十九世紀は、フランス大革命および産業革命という十八世紀末に起こった二つの「革命」を受けて、新しい現代的な価値

観が形作られた時代である。この授業では、文学作品はもちろんのこと、当時のブルジョワジーのサブ・カルチャーであったオペラ

やバレエ等の舞台芸術（今年はおもにオペラ）を参照しながら、この激動の時代の諸相を探っていきたい。恋愛観の変遷から政

治体制の変化まで、できるだけ多様なテーマを取り上げる予定である。舞台作品を扱っても、主眼はあくまでその背景にある社会

的・歴史的な文脈にあるので、フランス近代史の学習にもなるだろう。また毎回授業の最後にコメント・カードを提出してもらうが、

授業の内容をまったく理解していない場合は、欠席扱いとするので注意すること。なお、以下の授業計画はあくまでひとつの目安

にすぎない。 

 

The French 19th century was a period in which new, modern values took shape in the wake of two "revolutions" that occurred 

at the end of the 18th century: the French Revolution and the Industrial Revolution. In this class, we will explore various 

aspects of this turbulent period, referring not only to literary works but also to opera, ballet, and other performing arts (this 

year, mainly opera), which were subcultures of the bourgeoisie of the time. We plan to cover as diverse a range of topics as 

possible, from the evolution of views on love to changes in the political system. Even though we will be dealing with stage 

productions, the main focus will be on the social and historical context behind them, so the course will also serve as a study of 

modern French history. Students are required to submit a comment card at the end of each class. If you do not understand the 

contents of the class at all, it will be treated as an absence. The following lesson plans are only a guide. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. イントロダクション（旧体制と劇場文化） 

2. 十九世紀フランス社会と劇場文化 

3. 宮廷社会から市民社会へ（恋愛観の変遷） 

4. ロココ文化と宮廷風恋愛 

5. 市民社会における結婚文化 

6. フランス革命とジェンダー 

7. 革命の大義と人類愛 

8. ウィーン体制としらけ世代 

9. 成金ブルジョワの時代 

10. バブル経済と酒池肉林 

11. ナショナリズムの誕生 

12. 植民地主義の時代 

13. 大衆文化と芸術の終焉 

14. 最終試験 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

授業中に紹介するオペラやバレエ等の舞台作品は、可能な限り DVD を使って、あるいは実際に舞台に観に行くことが望ましい。

また、授業開始時までに、フランス革命から第一次大戦までのフランス史を必ずおさらいしておくこと。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

筆記試験(Written Exam)(60%)/出席とコメントカード(40%) 

筆記試験は最終授業時に行う。 
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テキスト（Textbooks） 

毎回、プリントを配布する。 

 

参考文献（Readings） 

1. 岡田暁生、2001、『オペラの運命』、中公新書 

2. 岡田暁生、2005、『西洋音楽史』、中公新書 

授業中に適宜紹介する。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AS307 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AS307／文学講義 ２０７ 

(Lectures on Literature 207) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
フランス語圏文学 

担当者名 

（Instructor） 
杉原 賢彦(SUGIHARA KATSUHIKO) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
FRL2300 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

1960 年＝アフリカ年とされる。そして、アフリカ大陸の西半分は、フランス語圏として知られる。では、そこにある文学をみなさんは

知っているだろうか？こうして書いている自分自身も、映画を通して親しむようになったにすぎないのではあるが。 

この授業では、昨年に上梓されたアラン・マバンクによる『アフリカ文学講義』（みすず書房）を導きの書としながら、フランス語圏ア

フリカにおける文学はもとより、ネグリチュードとはなにか、アフリカとケベック（同じくフランス語圏だ）との関係について、さらに 21

世紀におけるフランス語圏アフリカ文学／文化にも踏み込んでゆきたいと考えている。 

そしてそこから、フランス語圏文学の広がりを学んでゆければと思う。 

 

The year 1960 = the Year of Africa. And then, the western half of the African continent is known as the francophone part of the 

continent. However, do you know the literature there? As I am writing this, I personally have only become familiar with it 

through movies. 

In this course, I would like to take as a guide "Huit leçons sur l’Afrique” (Misuzu Shobo) by Alain Mabank, published last year. 

Then, I would like to go into not only literature in francophone Africa, but also what is negritude, the relationship between Africa 

and Quebec (also a francophone country), and francophone African literature and culture in the 21st century. 

From the above, we hope to learn about the expansion of francophone literature. 

 

授業の内容（Course Contents） 

まず、フランス語圏＝フランコフォン（francophone）圏という問題から始める予定だ。フランス語話者の広がりによってフランス文学

の枠組みがどうなるのか？さらにそこからどのような問題点が見えてくるのか？ 

同時にアフリカを考えるとき、植民地と宗主国という関係も考えざるを得ない。ここで問題となってくる「ネグリチュード」とはなんな

のか？もちろん、1960 年という問題についてもそうだ。マバンクの『アフリカ文学講義』は、評論ではなく実践としてアフリカ文学を

語っており、実際にそれぞれのチャプター（すべてではないが）に目を通しながら、これらの問題を考えてゆく。 

また、そのときに役に立ってくれるのが、相関的関係にある映画の存在だ。二者を互いに織り込みながら進めてゆく予定でいる。 

 

We will start with the question of the francophone. How does the expansion of french-speaking societies affect the framework 

of french literature? What problems will emerge from this? 

At the same time, when we consider Africa, we must also think about the issue of the colonial-sovereign relationship. What is 

the "negritude" in question here? Of course, the same is true for the question of the year 1960. Mabank's "Huit leçons sur 

l’Afrique" discusses African literature as a practice, not a critique, and we actually go through each chapter (not all of them) 

and think about these issues. 

Also helpful in this process is the existence of films that are correlated with each other. We will be weaving the two together. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. イントロダクション 〜 フランス語圏文学のために 

2. アフリカとフランス語圏文学に向けて 

3. 1960 年と世界／アフリカ／ケベック 

4. 文学と映画、アフリカにおける接点、あるいは我は黒人 

5. アラン・マバンク『アフリカ文学講義』を読む I 

6. 「ネグリチュード」とはなにか？ 

7. アラン・マバンク『アフリカ文学講義』を読む II 

8. センベーヌ・ウスマンを知る I 

9. センベーヌ・ウスマンを知る II 

10. アラン・マバンク『アフリカ文学講義』を読む III 

11. フランスにおけるアフリカ文学？! 

12. フランスのアフリカ人の小説を読んでみる I 

13. フランスのアフリカ人の小説を読んでみる II 

14. まとめ 〜 まだ見知らぬ文学のために 
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授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

アフリカのフランス語圏文学というとなじみがないかもしれない。が、2022 年のゴンクール賞（フランスでもっとも権威があるとされ

る文学賞）に輝いたのは、まだ若き黒人の青年だった。モハメド・ブガール・サール……セネガル生まれの彼は、サハラ砂漠以南

の出身者で最初の同文学賞受賞者であると同時に、同賞のもっとも若い受賞者でもある……こんなふうに聞くと興味をもってもら

えるだろうか？ 

まず、見知らぬものに興味をもってもらうことから始めてもらえれば幸いだ。 

また、文学に限らず、映画、音楽、アートなど、さまざまなポイントから授業に臨んでもらえれば必ずなんらかの発見に結びつくと

思っている。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

中間レポート(40%)/最終レポート(Final Report)(40%)/授業コメントおよび授業参加(20%) 

 

テキスト（Textbooks） 

適宜、資料ハンドアウトを配布する。 

 

参考文献（Readings） 

1. アラン・マバンク、2022、『アフリカ文学講義』、みすず書房 (ISBN:9784622090670) 

2. 立花英裕、2020、『クレオールの想像力』、水声社 (ISBN:9784801004818) 

3. エメ･セゼール、2004、『帰郷ノート／植民地主義論』、平凡社 (ISBN:9784582764987) 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AS308 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AS308／文学講義 ２０８ 

(Lectures on Literature 208) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
フランス哲学 

担当者名 

（Instructor） 
澤田 直(SAWADA NAO) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
FRL2000 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

20 世紀フランスの哲学と文学の関係を概観する。思想家たちがどのような文学作品に興味を感じ、作家たちがどのような哲学に

関心を示したのかを、具体的に見ていく。  

 

This course aims to provide a historical overview of the concept of literature in modern French  philosophy, taking up several 

specific works to introduce their content in detail. 

 

授業の内容（Course Contents） 

フランスの重要な思想家と作家をとりあげ、文学との関係を紹介、検討する。その際、作家や思想家の生の言葉に触れるように

抜粋を読み、時代背景などもからめて解説していきます。取り上げる予定の主な作家、思想家：プルースト、サルトル、メルロー＝

ポンティ、バタイユ、ロラン＝バルト、ドゥルーズ、フーコー、ポール・リクール、デリダなど 

 

Each course meeting takes up an important novelist or thinker of French literature and philosophy and introduces and explains 

his theory. The texts are explained  with background. Featured writer and thinkers: Proust, Sartre, Merleau-Ponty, Bataille, 

Rolland Barthes, Deleuze, Foucault, Paul Ricœur, Derrida,  etc. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 講義１ 

2. 講義２ 

3. 講義３ 

4. 講義４ 

5. 講義５ 

6. 講義６ 

7. 講義７ 

8. 講義８ 

9. 講義９ 

10. 講義１０ 

11. 講義１１ 

12. 講義１２ 

13. 講義１３ 

14. 最終テスト 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

授業で扱う作家や思想家のテクストをできるだけ多く読んでほしい。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

最終テスト(Final Test)(30%)/中間レポート(30%)/リアクションペーパー(40%) 

 

テキスト（Textbooks） 

プリントを配布。 

 

参考文献（Readings） 

授業時に指示 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

授業の進行に伴って、オンライン利用での授業を数回予定している。詳細は事前に授業内で連絡する。 
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注意事項（Notice） 
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■AS310 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AS310／文学講義 ２１０ 

(Lectures on Literature 210) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
表象文化論 

担当者名 

（Instructor） 
坂本 浩也(SAKAMOTO HIROYA) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
FRL2200 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

第一次世界大戦を描いたフランスの文学作品や映画を分析しながら、戦争をめぐる証言と虚構、国民的な記憶の形成について

考える。 

 

This course will consider the testimonies and fictions surrounding the war and the formation of national memory by analyzing 

French literary works and films depicting the First World War. 

 

授業の内容（Course Contents） 

大戦当時から現代にいたる歴史の流れを整理しつつ、さまざまな作家・作品を紹介する。前半は主として文学作品の抜粋、後半

は映像資料を解説し，表象文化史的な観点から、戦争描写の変遷について論じる。 

 

While explaining the historical flow from the time of the Great War to the present, various authors and their works will be 

introduced.  

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 導入（授業計画と方針確認） 

2. 第一次世界大戦の歴史 

3. 大戦文学１：「虚構」か「証言」か 

4. 大戦文学２：戦争は「美しい」か 

5. 大戦文学３：「知識人」の役割とは 

6. 大戦映画：アベル・ガンスの「弾劾」１ 

7. 大戦映画：アベル・ガンスの「弾劾」２ 

8. 中間テスト 

9. 両大戦間期１：激戦地ヴェルダンの記憶 

10. 両大戦間期２：ルビッチ『私の殺した男』 

11. 両大戦間期３：ルノワール『大いなる幻影』 

12. 第二次世界大戦後 

13. 冷戦終了後から 100 周年まで 

14. 最終テスト 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

授業で指示した抜粋をかならず読んだり観たりしてから授業に参加すること。予習・復習ができているかどうか、リアクションペー

パーで確認します。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

出席とリアクションペーパー(40%)/中間テスト(30%)/最終テスト(Final Test)(30%) 

 

テキスト（Textbooks） 

抜粋のコピーを配布予定。 

 

参考文献（Readings） 

1. 久保昭博、2011、『表象の傷 第一次世界大戦から見るフランス文学史』、人文書院 (ISBN:978-4409511152) 

2. 坂本浩也、2015、『プルーストの黙示録 『失われた時を求めて』と第一次世界大戦』、慶應義塾大学出版会 (ISBN:978-

4766422085) 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 
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注意事項（Notice） 
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■AS311 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AS311／文学講義 ２１１ 

(Lectures on Literature 211) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
フランス美術 

担当者名 

（Instructor） 
小泉 順也(KOIZUMI MASAYA) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
FRL2200 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

授業を通して、フランス近代美術に関する基本的な知識と理解を得ることを目標とします。 

 

On completion of this course, students should have a basic knowledge and understanding of French modern art. 

 

授業の内容（Course Contents） 

この授業では、新古典主義、ロマン主義、公的美術、レアリスム、印象派、ポスト印象派に関わる重要な作品を学びます。具体的

には、フランス革命から 20 世紀初めまでの時代に、歴史、文学、風景、想像世界、田園および都市の生活などを主題とした、11

点の絵画と 1 点の彫刻を詳細に見ていきます。 

 

This course is intended to provide a focused study of key works associated with Neo-Classicism, Romantism, official art, 

Realism, Impressionism and Post-Impressionism. In particular, it takes a close look at eleven paintings and one sculpture from 

French Revolution to the turn of the 20th Century that represents scenes from history, literature, landscape, imagination, rural 

life and urban life. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. イントロダクション、展覧会情報 

2. ジャック=ルイ・ダヴィッド《マラーの死》 

3. ドミニク・アングル《ラファエロとラ・フォルナリーナ》 

4. テオドール・ジェリコー《メデューズ号の筏》 

5. ウジェーヌ・ドラクロワ《怒りのメデイア》 

6. ギュスターヴ・クールベ《画家のアトリエ》 

7. アレクサンドル・カバネル《ヴィーナスの誕生》 

8. エドゥアール・マネ《草上の昼食》 

9. ジャン=フランソワ・ミレー《落ち穂拾い》 

10. クロード・モネ《印象、日の出》 

11. エドガー・ドガ《エトワール》 

12. ポール・ゴーガン《説教のあとの幻影》 

13. オーギュスト・ロダン《考える人》 

14. まとめ、美術館をめぐる話題など 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

各地の美術館や展覧会に足を運んでください。11 月末を目途に、授業に関連する展覧会や常設展を見てもらい、展覧会レポート

を提出してもらいます（詳細は授業内に指定）。 

 

東京国立近代美術館、国立西洋美術館、国立新美術館などで、特別展を割引、常設展を無料で入館できるキャンパスメンバー

ズの制度を積極的に活用してください。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

最終レポート(Final Report)(40%)/展覧会レポート(30%)/コメントシート(30%) 

 

テキスト（Textbooks） 

授業内に資料を配布します。 

 

参考文献（Readings） 

1. 青柳正規ほか、1999、『西洋美術館』、小学館 (ISBN:4096997056) 

2. 尾崎幸ほか、2017、『西洋美術の歴史』（第 6・7 巻）、中央公論新社 (ISBN:9784124035971) 

3. 杉本淑彦ほか、2015、『教養のフランス近現代史』、ミネルヴァ書房 (ISBN:9784623072712) 
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その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

キャンパスメンバーズに関する詳細は以下をご覧ください。 

https://spirit.rikkyo.ac.jp/student_affairs/backup/SitePages/partnership.aspx 

 

注意事項（Notice） 
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■AS312 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AS312／文学講義 ２１２ 

(Lectures on Literature 212) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
日仏比較 

担当者名 

（Instructor） 
江澤 健一郎(EZAWA KENICHIROU) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
FRL2800 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

フランスの芸術と日本の芸術の関係について理解する。フランスの思想が日本の芸術に与えた影響についても理解する。 

 

We will understand the relationship between French art and Japanese art. We will understand the impact of French thought on 

French art. 

 

授業の内容（Course Contents） 

近代以後のフランスの芸術と日本の芸術の関係について考察する。フランスの造形芸術、演劇、思想は、日本の芸術に大きな影

響を与えた。そしてまた、日本の芸術がフランスの芸術に影響を与えた場合もある。この授業では、両国の芸術と思想を検討しな

がら、両国の文化的関係について考察する。フランスにおけるジャポニスム、ダダとシュルレアリスムの日本における展開、岡本

太郎とフランスの関係、日本の小劇場運動と暗黒舞踏がフランスと結んだ関係について考察する。 

 

We will consider the relationship between French art and Japanese art since the modern era. French plastic arts, theater, 

dance, and thought had a great influence on Japanese art. And there are also cases in which Japanese art has influenced 

French art. This lecture will examine the cultural relationship between the two countries while examining the arts and ideas of 

both countries.  We will consider Japonisme in France, the development of Dada and Surrealism in Japan, the relationship 

between Taro Okamoto and France, and the relationship between Japan's small theater movement and Ankoku Butoh. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 授業の概要 

2. ジャポニスム 

3. ダダと日本 

4. ダダと日本 

5. シュルレアリスムと日本 

6. シュルレアリスムと日本 

7. 岡本太郎とフランスの民族学と哲学 

8. 岡本太郎とフランスの民族学と哲学 

9. 岡本太郎とジョルジュ・バタイユの思想 

10. 岡本太郎とジョルジュ・バタイユの思想 

11. 日本の小劇場運動とフランス演劇 

12. 日本の小劇場運動とフランス思想 

13. 日本の暗黒舞踏とフランス思想 

14. 日本の暗黒舞踏とフランス思想 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

授業で配布するプリントを読み、紹介する文献を読んでください。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

レポート試験(Report Exam)(60%)/リアクションペーパー(40%) 

 

テキスト（Textbooks） 

コピーを配布する。 

 

参考文献（Readings） 

教室で指示する。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 
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注意事項（Notice） 
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■AS314 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AS314／文学講義 ２１４ 

(Lectures on Literature 214) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
仏詩・戯曲 

担当者名 

（Instructor） 
大坪 裕幸(OTSUBO HIROYUKI) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
FRL2300 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

19 世紀から 20 世紀にかけての西洋演劇の戯曲を読むが、それのみではなく劇作家や演出家の書いた演劇論や現代思想にお

ける演劇についての言及なども読解していく。 

 

The aim of this course is to read not only various scenarios but also multiple dramatic theory and the thought abouts the 

theater, in the modern philosophy. 

 

授業の内容（Course Contents） 

様々な戯曲を紹介するが、講義全体は三部構成で行う予定である。まず、19 世紀後半の「演出家」の登場によって、戯曲の構造

分析のみならず「いかに上演するか」という作業が行われることになった過程を辿っていきたい。次に「演劇と現代思想との対話」

をいくつか見ていくので、多くの量の哲学思想系の文献を読むことになる。最後に、「アングラ演劇」以降の日本の現代演劇を概

観する。なお担当講師は可能な限り、各回の講義に関連した映像資料を用意する予定である。 

 

This course will be constituted in three parts : First of all, we will view the modern history of European theater after《 the birth 

of directors 》. Then, this class will read the texts about the theater written by the modern philosophers, therefore students will 

read a lot of documents about philosophy and thoughts. Finally, teacher of the course will introduce Japanese modern theater 

after《 the Underground theater 》. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. イントロダクション 演出家」の登場  ～戯曲を、いかに上演するか～ 

2. 「一体化」の演劇と映画 

3. 俳優に一体化させる演劇 / 演劇的手法を越えていく映画 

4. 演劇と精神分析 ～『ハムレット』の見えざる演出家たち～ 

5. ミシェル・フーコーと「夢」の舞台 ～夢と狂気を表現する～ 

6. アンリ・グイエの悲劇論 

7. 演劇・舞踊(ダンス)と記号論 

8. ロラン・バルト / ドゥルーズと演劇の記号論  ～ラシーヌ、ブレヒト～ 

9. ドゥルーズと演劇 ～「ゲストゥス」の政治性、反「ゼロ記号」～ 

10. アントナン・アルトーと「残酷演劇」 ～必然性と自由～ 

11. アントナン・アルトーと悲劇のユーモア 

12. 不条理演劇と（反）ヒューマニズム 

13. 演劇のなかの反演劇（１） ～寺山修司・別役実以降～ 

14. 演劇のなかの反演劇（２） ～三谷幸喜・宮藤官九郎まで～ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

レポートは３２００～４０００字ですが、その内容と形式については随時メールで質問を受け付けます。講義そのものは熟達者のレ

ベルに合わせるが、哲学思想系の文献の前準備・復習にはブラックボードやメールを活用してフォローします。講義の内容につい

ての詳しい解説も随時行うので、やる気と（予習・復習する）時間のある学生は大歓迎。  

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

レポート試験(Report Exam)(50%)/授業態度(25%)/コメントペーパー(25%) 

授業態度２５％＋コメントペーパー２５％＋レポート試験５０％により評価する。当然だが私語厳禁（守らない者はＤ判定）。なお２/

３以上の出席をしていない場合は、成績評価の対象としない。 

 

テキスト（Textbooks） 

ハンドアウトを配布する。  

 

参考文献（Readings） 
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1. 小阪修平 他、『わかりたいあなたのための現代思想・入門 』、ＪＩＣＣ出版局 

2. 岡本裕一郎、2015、『フランス現代思想史 - 構造主義からデリダ以後へ』、中公新書 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AS316 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AS316／文学講義 ２１６ 

(Lectures on Literature 216) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
仏現代社会 

担当者名 

（Instructor） 
陣野 俊史(JINNO TOSHIFUMI) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
FRL2800 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

フランスの現代社会が抱える諸問題を、可能な限り音楽を通じて理解していくこと 

 

We will consider the modern problems of France through french rap music.  

 

授業の内容（Course Contents） 

フランスの現代社会は、郊外問題や格差に苦しんでいます。ただし、マイノリティや社会の余白に生きる人々は黙っているわけで

はありません。彼らは自分たちなりの表現を模索していて、その具体的な表象の一つが、ラップ・ミュージック。この授業では、主と

してラップを扱いながら、彼らがどのような主張をしているのか、時系列に即して説明します。 

 

Modern French society suffers from suburban problems and inequality. However, minorities and those living in the margins of 

society are not silent. They are searching for their own way of expression, and one of the concrete representations is rap 

music. In this class, I will mainly deal with rap and explain what they are claiming in chronological order. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. イントロダクション 

2. フランス社会の諸問題・総論 

3. ３０年が過ぎて～オールドスクールの３つのグループ 

4. 第２世代の登場 

5. サルコジに抗する 

6. オレルサンと HK 

7. 移民たち（１） ギムスとガエル・ファイユ 

8. 移民たち（２） ビッグフロ＆オリとネクフ 

9. フランスのラップにおける黒人表象 

10. フレンチ・タッチと９０年代 

11. ダフト・パンクとその時代～アラウンド・ザ・ワールドの衝撃 

12. ラッパーたちの憧れの地としての日本 

13. スラム～アブダル・マリクとグラン・コール・マラッド 

14. まとめ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

特段予習は必要ありませんが、授業で紹介した音楽は、必ず聴いて、できればプレイリストを作成して、関心を持続すること 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

最終レポート(Final Report)(40%)/授業への参加度(60%) 

 

テキスト（Textbooks） 

なし 

 

参考文献（Readings） 

1. 陣野俊史、２０２２、『魂の声をあげる』、アプレミディ 

2. 陣野俊史、２００６、『フランス暴動』、河出書房新社 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AS317 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AS317／文学講義 ２１７ 

(Lectures on Literature 217) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
フランス語学概説１ 

担当者名 

（Instructor） 
須藤 佳子(SUTO YOSHIKO) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
FRL2400 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

本授業は、言語学の主要分野における基本的な考え方を学ぶことで人間の言語の特質について理解を深め、フランス語の修得

にも役立つ言語学的知識を身につけることを目的とする。 

 

In this class, students will learn basic thinking in major areas of linguistics to deepen their understanding of characteristics of 

human languages and acquire linguistic knowledge to help them master French language. 

 

授業の内容（Course Contents） 

言語というものの本質的な特徴を理解したうえで、音声学・⾳韻論、形態論、統語論、意味論、語用論という言語学の主要分野の

基礎事項を学んでいく。できるだけフランス語の例をとりあげることで、フランス語の仕組みについても理解を深める。 

 

Students will first understand the foundational characteristic of language before learning basics in major areas of linguistics, 

including phonetic, phonology, morphology, syntax, semantic, and pragmatic. Whenever possible, examples in French will be used 

to deepen students’ understanding about French language structures. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. ガイダンス 言語とは何か（１） 

2. 言語とは何か（２）記号としての言語 

3. 言語とは何か（３）体系と構造 

4. 音声学・音韻論（１）音声と言語音 

5. 音声学・音韻論（２）音素と弁別素性 

6. 形態論（１）形態素とは？ 

7. 形態論（２）さまざまな語形成 

8. 統語論（１）さまざまな文法範疇 

9. 統語論（２）統語理論 

10. 意味論（１）語レベル：類義語、多義語、同音異義語 

11. 意味論（２）句・文のレベル：連語・慣用句 

12. 語用論（１）発話の意味 

13. 語用論（２）談話と文化 

14. まとめ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

授業内容の復習と定着をはかる小テストを随時おこなうことで、理解を積み重ねていく。授業時間外の学習に関しては別途指示

する。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

リアクションペーパー(20%)/小テスト(40%)/最終レポート(Final Report)(40%) 

 

テキスト（Textbooks） 

とくに指定しない。適宜プリントにて配布する。 

 

参考文献（Readings） 

その都度紹介する。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 
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注意事項（Notice） 
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■AS318 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AS318／文学講義 ２１８ 

(Lectures on Literature 218) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
フランス語学概説２ 

担当者名 

（Instructor） 
須藤 佳子(SUTO YOSHIKO) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
FRL2400 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

フランス語の広告ディスクールを対象として、言語学およびその関連分野について理解する。フランス語の仕組みについても理解

を深める。 

 

This course aims to understand linguistics and related fields through advertising discourse in French. It also aims to deepen 

students’ understanding about French language structures. 

 

授業の内容（Course Contents） 

トピックごとに言語現象をとりあげ、語用論、ディスクール分析、記号論をふまえ明らかにしていく。 

 

This course takes various topics in the academic field, based on pragmatics, discourse analysis, and semiotics. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. ガイダンス 

2. 発話行為論（１） 

3. 発話行為論（２） 

4. 直示表現 

5. 人称表現 

6. 対話理論 

7. 話法表現 

8. 言語的ステレオタイプ 

9. 凝固表現とその改変 

10. 広告と物語（１） 

11. 広告と物語（２） 

12. 言葉と視覚情報（１） 

13. 言葉と視覚情報（２） 

14. 振り返り 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

毎回の授業で指示する。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

リアクションペーパーなどの授業参加(30%)/課題(30%)/最終レポート(Final Report)(40%) 

 

テキスト（Textbooks） 

トピックごとに参考資料を配布します 

 

参考文献（Readings） 

1. Jean-Michel Adam, Marc Bonhomme. L'argumentation publicitaire 

2. Blanche Grunig. Les mots de la publicité 

3. Dominique Maingueneau. Analyser les textes de communication 

4. ロラン・バルト、『映像の修辞学』 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AS781 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AS781／卒業論文(制作)･卒業論文(制作)指導演習 

(Thesis and Seminar in Thesis Writing) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
卒業論文を書く 

担当者名 

（Instructor） 
横山 安由美(YOKOYAMA AYUMI) 

学期 

（Semester） 
通年(Full year) 

単位 

（Credit） 
１０単位(10 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
FRL4843 

言語 

（Language） 

その他 

(Others) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

研究対象を絞って研究主題を深め，時に遭遇する内容上あるいは書き方の上での疑問を解決しながら，最終的に優れた卒業論

文を作成できるようになることをめざす．  

 

Students will refine their research targets to deepen their research subjects. Students will write quality graduation thesis in the 

end by solving questions they encounter when writing or reading contents.  

 

授業の内容（Course Contents） 

指導教員と学生が必要に応じて直接話し合い，研究課題への理解を深め各自の問題を解決する．演習時間は個別に相談のうえ

で設定する．授業内容は，論文執筆者がその時に抱えている問題意識によって変わる．  

 

When necessary, professor and students will have conversation directly to deepen students’ understanding about their research 

subjects and solve their issues. Seminar time slot will be set after discussion with individual student. Contents of the class will 

change according to issue awareness of thesis writers at that time.  

 

授業計画（Course Schedule） 

1. オリエンテーション：演習の進め方，スケジュールの確認 

2. 発表と討議１(論文概要・資料調査等) 

3. 発表と討論２(論文概要・資料調査等) 

4. 発表と討議３(論文概要・資料調査等) 

5. 発表と討議４(論文概要・資料調査等) 

6. 発表と討議５(論文概要・資料調査等) 

7. 発表と討議６(論文概要・資料調査等) 

8. 発表と討議７(論文概要・資料調査等) 

9. 発表と討議８(論文概要・資料調査等) 

10. 発表と討議９(論文概要・資料調査等) 

11. 発表と討議１０(論文構成) 

12. 発表と討議１１(論文構成) 

13. 発表と討議１２(論文構成) 

14. 発表と討議１３(論文構成) 

15. 発表と討議１４(論文構成) 

16. 発表と討議１５(論文構成) 

17. 発表と討議１６(論文構成) 

18. 発表と討議１７(論文構成) 

19. 発表と討議１８(論文原稿指導) 

20. 発表と討議１９(論文原稿指導) 

21. 発表と討議２０(論文原稿指導) 

22. 発表と討議２１(論文原稿指導) 

23. 発表と討議２２(論文原稿指導) 

24. 発表と討議２３(論文原稿指導) 

25. 発表と討議２４(論文原稿指導) 

26. 発表と討議２５(論文原稿指導) 

27. 発表と討議２６(論文原稿指導) 

28. まとめ：卒業論文，卒業制作の提出準備 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

各自のテーマに関する知識を増やし，思考を深めるために，授業で与えられた課題に応えて，文献読解および調査を，授業に合

わせて行ってくること． 
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成績評価方法・基準（Evaluation） 

発表報告内容(20%)/卒業論文・卒業制作(60%)/授業参加度（発言回数＋発言内容）(20%) 

決められた期限までに卒業論文または卒業制作を提出し、なおかつ所定の面接審査を経て判定する。 

 

テキスト（Textbooks） 

論文執筆者が研究対象とする作品 

 

参考文献（Readings） 

授業中折にふれて紹介する． 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AS782 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AS782／卒業論文(制作)･卒業論文(制作)指導演習 

(Thesis and Seminar in Thesis Writing) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
卒業論文を書く 

担当者名 

（Instructor） 
桑瀬 章二郎(KUWASE SHOJIRO) 

学期 

（Semester） 
通年(Full year) 

単位 

（Credit） 
１０単位(10 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
FRL4843 

言語 

（Language） 

その他 

(Others) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

研究対象を絞って研究主題を深め，時に遭遇する内容上あるいは書き方の上での疑問を解決しながら，最終的に優れた卒業論

文を作成できるようになることをめざす．  

 

Students will refine their research targets to deepen their research subjects. Students will write quality graduation thesis in the 

end by solving questions they encounter when writing or reading contents.  

 

授業の内容（Course Contents） 

指導教員と学生が必要に応じて直接話し合い，研究課題への理解を深め各自の問題を解決する．演習時間は個別に相談のうえ

で設定する．授業内容は，論文執筆者がその時に抱えている問題意識によって変わる．  

 

When necessary, professor and students will have conversation directly to deepen students’ understanding about their research 

subjects and solve their issues. Seminar time slot will be set after discussion with individual student. Contents of the class will 

change according to issue awareness of thesis writers at that time.  

 

授業計画（Course Schedule） 

1. オリエンテーション：演習の進め方，スケジュールの確認 

2. 発表と討議１(論文概要・資料調査等) 

3. 発表と討論２(論文概要・資料調査等) 

4. 発表と討議３(論文概要・資料調査等) 

5. 発表と討議４(論文概要・資料調査等) 

6. 発表と討議５(論文概要・資料調査等) 

7. 発表と討議６(論文概要・資料調査等) 

8. 発表と討議７(論文概要・資料調査等) 

9. 発表と討議８(論文概要・資料調査等) 

10. 発表と討議９(論文概要・資料調査等) 

11. 発表と討議１０(論文構成) 

12. 発表と討議１１(論文構成) 

13. 発表と討議１２(論文構成) 

14. 発表と討議１３(論文構成) 

15. 発表と討議１４(論文構成) 

16. 発表と討議１５(論文構成) 

17. 発表と討議１６(論文構成) 

18. 発表と討議１７(論文構成) 

19. 発表と討議１８(論文原稿指導) 

20. 発表と討議１９(論文原稿指導) 

21. 発表と討議２０(論文原稿指導) 

22. 発表と討議２１(論文原稿指導) 

23. 発表と討議２２(論文原稿指導) 

24. 発表と討議２３(論文原稿指導) 

25. 発表と討議２４(論文原稿指導) 

26. 発表と討議２５(論文原稿指導) 

27. 発表と討議２６(論文原稿指導) 

28. まとめ：卒業論文，卒業制作の提出準備 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

各自のテーマに関する知識を増やし，思考を深めるために，授業で与えられた課題に応えて，文献読解および調査を，授業に合

わせて行ってくること． 
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成績評価方法・基準（Evaluation） 

発表報告内容(20%)/卒業論文・卒業制作(60%)/授業参加度（発言回数＋発言内容）(20%) 

決められた期限までに卒業論文または卒業制作を提出し、なおかつ所定の面接審査を経て判定する。 

 

テキスト（Textbooks） 

論文執筆者が研究対象とする作品 

 

参考文献（Readings） 

授業中折にふれて紹介する． 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AS783 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AS783／卒業論文(制作)･卒業論文(制作)指導演習 

(Thesis and Seminar in Thesis Writing) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
卒業論文を書く 

担当者名 

（Instructor） 
坂本 浩也(SAKAMOTO HIROYA) 

学期 

（Semester） 
通年(Full year) 

単位 

（Credit） 
１０単位(10 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
FRL4843 

言語 

（Language） 

その他 

(Others) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

研究対象を絞って研究主題を深め，時に遭遇する内容上あるいは書き方の上での疑問を解決しながら，最終的に優れた卒業論

文を作成できるようになることをめざす．  

 

Students will refine their research targets to deepen their research subjects. Students will write quality graduation thesis in the 

end by solving questions they encounter when writing or reading contents.  

 

授業の内容（Course Contents） 

指導教員と学生が必要に応じて直接話し合い，研究課題への理解を深め各自の問題を解決する．演習時間は個別に相談のうえ

で設定する．授業内容は，論文執筆者がその時に抱えている問題意識によって変わる．  

 

When necessary, professor and students will have conversation directly to deepen students’ understanding about their research 

subjects and solve their issues. Seminar time slot will be set after discussion with individual student. Contents of the class will 

change according to issue awareness of thesis writers at that time.  

 

授業計画（Course Schedule） 

1. オリエンテーション：演習の進め方，スケジュールの確認 

2. 発表と討議１(論文概要・資料調査等) 

3. 発表と討論２(論文概要・資料調査等) 

4. 発表と討議３(論文概要・資料調査等) 

5. 発表と討議４(論文概要・資料調査等) 

6. 発表と討議５(論文概要・資料調査等) 

7. 発表と討議６(論文概要・資料調査等) 

8. 発表と討議７(論文概要・資料調査等) 

9. 発表と討議８(論文概要・資料調査等) 

10. 発表と討議９(論文概要・資料調査等) 

11. 発表と討議１０(論文構成) 

12. 発表と討議１１(論文構成) 

13. 発表と討議１２(論文構成) 

14. 発表と討議１３(論文構成) 

15. 発表と討議１４(論文構成) 

16. 発表と討議１５(論文構成) 

17. 発表と討議１６(論文構成) 

18. 発表と討議１７(論文構成) 

19. 発表と討議１８(論文原稿指導) 

20. 発表と討議１９(論文原稿指導) 

21. 発表と討議２０(論文原稿指導) 

22. 発表と討議２１(論文原稿指導) 

23. 発表と討議２２(論文原稿指導) 

24. 発表と討議２３(論文原稿指導) 

25. 発表と討議２４(論文原稿指導) 

26. 発表と討議２５(論文原稿指導) 

27. 発表と討議２６(論文原稿指導) 

28. まとめ：卒業論文，卒業制作の提出準備 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

各自のテーマに関する知識を増やし，思考を深めるために，授業で与えられた課題に応えて，文献読解および調査を，授業に合

わせて行ってくること． 
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成績評価方法・基準（Evaluation） 

発表報告内容(20%)/卒業論文・卒業制作(60%)/授業参加度（発言回数＋発言内容）(20%) 

決められた期限までに卒業論文または卒業制作を提出し、なおかつ所定の面接審査を経て判定する。 

 

テキスト（Textbooks） 

論文執筆者が研究対象とする作品 

 

参考文献（Readings） 

授業中折にふれて紹介する． 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AS785 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AS785／卒業論文(制作)･卒業論文(制作)指導演習 

(Thesis and Seminar in Thesis Writing) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
卒業論文を書く 

担当者名 

（Instructor） 
菅谷 憲興(SUGAYA NORIOKI) 

学期 

（Semester） 
通年(Full year) 

単位 

（Credit） 
１０単位(10 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
FRL4843 

言語 

（Language） 

その他 

(Others) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

研究対象を絞って研究主題を深め，時に遭遇する内容上あるいは書き方の上での疑問を解決しながら，最終的に優れた卒業論

文を作成できるようになることをめざす．  

 

Students will refine their research targets to deepen their research subjects. Students will write quality graduation thesis in the 

end by solving questions they encounter when writing or reading contents.  

 

授業の内容（Course Contents） 

指導教員と学生が必要に応じて直接話し合い，研究課題への理解を深め各自の問題を解決する．演習時間は個別に相談のうえ

で設定する．授業内容は，論文執筆者がその時に抱えている問題意識によって変わる．  

 

When necessary, professor and students will have conversation directly to deepen students’ understanding about their research 

subjects and solve their issues. Seminar time slot will be set after discussion with individual student. Contents of the class will 

change according to issue awareness of thesis writers at that time.  

 

授業計画（Course Schedule） 

1. オリエンテーション：演習の進め方，スケジュールの確認 

2. 発表と討議１(論文概要・資料調査等) 

3. 発表と討論２(論文概要・資料調査等) 

4. 発表と討議３(論文概要・資料調査等) 

5. 発表と討議４(論文概要・資料調査等) 

6. 発表と討議５(論文概要・資料調査等) 

7. 発表と討議６(論文概要・資料調査等) 

8. 発表と討議７(論文概要・資料調査等) 

9. 発表と討議８(論文概要・資料調査等) 

10. 発表と討議９(論文概要・資料調査等) 

11. 発表と討議１０(論文構成) 

12. 発表と討議１１(論文構成) 

13. 発表と討議１２(論文構成) 

14. 発表と討議１３(論文構成) 

15. 発表と討議１４(論文構成) 

16. 発表と討議１５(論文構成) 

17. 発表と討議１６(論文構成) 

18. 発表と討議１７(論文構成) 

19. 発表と討議１８(論文原稿指導) 

20. 発表と討議１９(論文原稿指導) 

21. 発表と討議２０(論文原稿指導) 

22. 発表と討議２１(論文原稿指導) 

23. 発表と討議２２(論文原稿指導) 

24. 発表と討議２３(論文原稿指導) 

25. 発表と討議２４(論文原稿指導) 

26. 発表と討議２５(論文原稿指導) 

27. 発表と討議２６(論文原稿指導) 

28. まとめ：卒業論文，卒業制作の提出準備 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

各自のテーマに関する知識を増やし，思考を深めるために，授業で与えられた課題に応えて，文献読解および調査を，授業に合

わせて行ってくること． 
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成績評価方法・基準（Evaluation） 

発表報告内容(20%)/卒業論文・卒業制作(60%)/授業参加度（発言回数＋発言内容）(20%) 

決められた期限までに卒業論文または卒業制作を提出し、なおかつ所定の面接審査を経て判定する。 

 

テキスト（Textbooks） 

論文執筆者が研究対象とする作品 

 

参考文献（Readings） 

授業中折にふれて紹介する． 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AT011 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／入門演習 Ｅ１ａ 

(Introductory Seminars E1a) 

担当者名 

（Instructor） 
仲井眞 建一(NAKAIMA KENICHI) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
JAL1310 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

日本近現代文学を研究するための基礎的な知識・方法を身につけ、論理的な文章の構築力、口頭発表をする力を養うことを目

標とする。 

 

The goal of this course is to acquire basic knowledge and methods for researching modern Japanese literature, and to cultivate 

the ability to construct logical sentences and give oral presentations. 

 

授業の内容（Course Contents） 

第１回から第４回まで、授業に参加するためのスキルについて講義形式で説明する。 

具体的には、「資料・文献の検索・収集方法」「発表内容の構成の仕方」「発表資料の作り方」「口頭発表のやり方」である。 

第５回からは、テキストの作品を受講者で分担し、演習形式で発表・討議を行う。  

 

In the first through fourth sessions, we will use a lecture format to explain the skills for reading literary works as objects of 

research. 

Specifically, how to analyze literary texts, how to research articles and other literature, how to prepare presentation materials, 

and how to make oral presentations. 

In the fifth and subsequent sessions, students will make presentations and engage in general discussions. In the first through 

fourth sessions, we will use a lecture format to explain how to read literary works as objects of research (rather than book 

reports). 

Specifically, how to analyze literary texts, how to research articles and other literature, how to prepare presentation materials, 

and how to make oral presentations. 

In the fifth and subsequent sessions, students will make presentations and engage in general discussions.  

 

授業計画（Course Schedule） 

1. オリエンテーション 

2. 講義・資料調査のやり方、まとめ方 

3. 講義・発表資料の作り方 

4. 口頭発表の模擬実演 

5. 参加者による報告と討議１ 

6. 参加者による報告と討議２ 

7. 参加者による報告と討議３ 

8. 参加者による報告と討議４ 

9. 参加者による報告と討議５ 

10. 参加者による報告と討議６ 

11. 参加者による報告と討議７ 

12. 参加者による報告と討議８ 

13. 参加者による報告と討議９ 

14. まとめ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

・発表者は講義の内容を踏まえた上で、発表の準備を進めてもらう。作家について、同時代評および先行研究の調査、テクスト分

析が、それにあたる。 

・他の参加者は、授業で扱うテクストを分析した上でコメントペーパーを提出してもらう。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

最終レポート(Final Report)(40%)/授業への積極的な参加(30%)/発表と質疑応答の内容(30%) 

 

テキスト（Textbooks） 

1. 松本和也（編著）、2016、『テクスト分析入門—小説を分析的に読むための実践ガイド 』、ひつじ書房 (ISBN:4894768364) 
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参考文献（Readings） 

授業の中で紹介する。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AT012 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／入門演習 Ｅ１ｂ 

(Introductory Seminars E1b) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
川端康成の「掌の小説」を読む 

担当者名 

（Instructor） 
川勝 麻里(KAWAKATSU MARI) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
JAL1310 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

日本文学を読み解くための調査方法や知識を学び、文学を精読する力を身につける。また、レジュメ作成や発表の仕方、レポー

トの書き方について習得する。 

 

You will learn research methods and knowledge to understand Japanese literature, and acquire the ability to read literature 

carefully. You will also learn how to create presentation materials, presentations, and reports. 

 

授業の内容（Course Contents） 

はじめにゼミ発表の手引きとなる講義をおこなったあと、学生の発表に移る。 

川端康成はノーベル賞作家として優れた執筆活動をしてきたことはもちろん、入門演習として取り組みやすい文章量の作品も多

いので、じっくり読みの精度を上げるのに最適である。「掌の小説」とは、掌にのるほどかわいらしい小さな小説を愛でて作家本人

が名づけた言葉で、A4 サイズにプリントすれば 1～2 枚程度に収まる分量のものが多いが、完成度が高く、文学作品を読むこと

の素晴らしさも堪能できる。 

発表は指定の文庫本から各自が好きな小説を選び、おこなう。 

 

First, I will give a lecture to guide the seminar presentation, and then move on to the student presentation.  

Yasunari Kawabata has not only done excellent writing activities as a Nobel Prize writer, but also has many works with a large 

amount of sentences that are easy to work on as an introductory exercise, so it is ideal for improving the accuracy of reading 

carefully.A "palm novel" is a novel that is small enough to fit in the palm of your hand, and is a word that the writer himself 

named. 

Many of them fit in one or two sheets if printed in A4 size, but they are completed.They are highly complete and you can enjoy 

the wonders of reading literary works. 

Everyone chooses their favorite novel from the designated paperback books and presents the seminar.  

 

授業計画（Course Schedule） 

1. ガイダンスと発表順決め 

2. レジュメの作り方：問題編成、語釈、読解、考察、先行研究、底本（初出と異同） 

3. 学生の発表 

4. 学生の発表 

5. 学生の発表 

6. 学生の発表 

7. 学生の発表 

8. 学生の発表 

9. 学生の発表 

10. 学生の発表 

11. 学生の発表 

12. 学生の発表 

13. 学生の発表 

14. まとめ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

発表者が自身の担当箇所を精査しレジュメと発表準備をするのはもちろんのこと、それ以外の学生も、テキストの精読と質疑の

準備をおこない、主体的に予習復習することが求められる。 

※授業前に指定の文庫本すべてに目を通し、どの小説で発表するか決めておくこと。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

口頭発表(40%)/最終レポート(Final Report)(40%)/口頭議論・リアクションペーパー(20%) 
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テキスト（Textbooks） 

1. 川端康成、2022、『掌の小説』、新潮文庫 (ISBN:9784101002415) 

 

参考文献（Readings） 

 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AT013 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／入門演習 Ｅ１ｃ 

(Introductory Seminars E1c) 

担当者名 

（Instructor） 
尾崎 名津子(OZAKI NATSUKO) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
JAL1310 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

日本近現代文学を研究するための基礎となる考え方や方法を身につける。 

論理的な文章を書く力や、口頭発表をする力を養うことも目的とする。 

 

To acquire the basic ideas and methods for studying modern and contemporary Japanese literature. 

This course also aims to develop the ability to write logically and to give oral presentations. 

 

授業の内容（Course Contents） 

第 1 回から第 4 回までは、文学作品を（読書感想文ではなく）研究の対象として読むための方法について、講義形式で説明す

る。 

具体的には、文学テクストの分析方法、論文等文献の調査方法、発表資料の作成方法、口頭発表の方法である。 

第 5 回以降は、履修者による発表と全体での討議を行う。 

 

In the first through fourth sessions, we will use a lecture format to explain how to read literary works as objects of research 

(rather than book reports). 

Specifically, how to analyze literary texts, how to research articles and other literature, how to prepare presentation materials, 

and how to make oral presentations. 

In the fifth and subsequent sessions, students will make presentations and engage in general discussions. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. オリエンテーション 

2. 論文の調べ方、読み方 

3. 発表資料の構成方法 

4. 口頭発表とレポート作成の方法 

5. 発表と討議 1 

6. 発表と討議 2 

7. 発表と討議 3 

8. 発表と討議 4 

9. 発表と討議 5 

10. 発表と討議 6 

11. 発表と討議 7 

12. 発表と討議 8 

13. 発表と討議 9 

14. まとめ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

発表資料作成に充てる時間がこれに該当する。取り上げる作品に関する論文や同時代評、内容に関連する事項や、作家の伝記

的事実の調査は、時間をかけるほどよい。調査を経たうえで、発表者自身がどういった問題提起や考察をするかについても、授

業時間外での各自の取り組みが重要になる。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

発表と質疑応答の内容(30%)/授業への積極的な参加(30%)/最終レポート(Final Report)(40%) 

 

テキスト（Textbooks） 

1. 小平麻衣子、2019、『小説は、わかってくればおもしろい』、慶應義塾大学出版会 (ISBN:9784766425918) 

 

参考文献（Readings） 

授業内で適宜紹介する。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 
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注意事項（Notice） 
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■AT014 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／入門演習 Ｅ１ｄ 

(Introductory Seminars E1d) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
平安朝物語文学の読解 

担当者名 

（Instructor） 
青木 慎一(AOKI SHINICHI) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
JAL1310 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

変体仮名で書かれた物語を読解し、古典文学の研究方法の基礎を習得する。 

 

Reading monogatari written in hentaigana and developing a foundation in the research methodologies in classical literature 

 

授業の内容（Course Contents） 

『源氏物語』蛍巻の輪読を通じて、翻刻、語釈、注釈、現代語訳、本文異同などを扱い、発表する。その上で、先行研究を参考に

各自の関心に沿って作品分析を行い、成果をレポートとして提出する。 

 

Through a seminar on Hotaru (Fireflies) of Genji monogatari, we will do presentations on reprints, lexical glosses, exegesis, 

modern translations, and textual differences. In addition, we will analyze works, consulting previous scholarship (according to 

one's interests), resulting in a report of results. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. ガイダンスと分担決め 

2. 変体仮名の読解、レジュメ作成・発表の注意点 

3. 『源氏物語』の注釈史 

4. 担当者による発表・討論（１） 

5. 担当者による発表・討論（２） 

6. 担当者による発表・討論（３） 

7. 担当者による発表・討論（４） 

8. 担当者による発表・討論（５） 

9. 担当者による発表・討論（６） 

10. 担当者による発表・討論（７） 

11. 担当者による発表・討論（８） 

12. 担当者による発表・討論（９） 

13. 担当者による発表・討論（１０） 

14. まとめ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

『源氏物語』のあらすじや人物関係を予め把握しておくこと。 

古典文法の知識が必須となるので、高校で学んだことをきちんと確認しておくこと。 

発表を聞いて分からなかったことは、すぐに調べておくこと。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

発表の内容(40%)/授業への参加度(30%)/最終レポート(Final Report)(30%) 

授業への参加度は、討論への貢献度と各回のコメントペーパーで評価する。 

 

テキスト（Textbooks） 

1. 松尾聡編、1994、『字典かな 出典明記・改訂版』、笠間書院 (ISBN:978-4305000002) 

かな研究会編『実用変体がな』（新典社、１９８８）ほか、変体仮名読解の手引きであれば、指定のテキスト以外でもかまわない。 

 

参考文献（Readings） 

1. 秋山虔ほか、1994、『源氏物語（３）』、小学館 (ISBN:4096580228) 

2. 柳井滋ほか、2018、『源氏物語（４）』、岩波書店 (ISBN:9784003510186) 

3. 柳井滋ほか、1994、『源氏物語（２）』、岩波書店 (ISBN:4002400204) 

4. 石田譲二、清水好子、1979、『源氏物語（４）』、新潮社 (ISBN:9784305706812) 

5. 玉上琢彌、1965、『源氏物語評釈（５）』、角川書店 
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6. 中野幸一、2016、『正訳 源氏物語 本文対照（５）』、勉誠出版 (ISBN:9784585295754) 

7. 池田亀鑑、1953、『源氏物語大成』、中央公論社 

その他、基礎文献については適宜授業内で紹介する。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

・受講者数により、授業計画の発表回数を変更する場合がある。 

・コメントペーパーの内容によっては、未提出同様の評価とする。 

・授業中の私語、スマートフォンの使用等の行為に対しては厳しく対応する。 

 

注意事項（Notice） 
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■AT015 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／入門演習 Ｅ１ｅ 

(Introductory Seminars E1e) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
『源氏物語』を読む 

担当者名 

（Instructor） 
大竹 明香(OHTAKE AKARI) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
JAL1310 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

変体仮名で書かれた物語を精読し、古典文学の研究方法の基礎的な方法と作法を習得する。 

 

Learn the basics of classical literature research methods by reading stories written in hentaigana. 

 

授業の内容（Course Contents） 

『源氏物語』松風巻を輪読し、翻刻、語釈、注釈、本文異同などを扱いながら発表する。さらに、各自の関心に沿ってテーマを設定

して考察し、レポートを作成する。 

 

Through a seminar on matsukaze of The Tale of Genji , we will do presentations on reprints, lexical glosses, interpretations, 

annotations, differences in the text. In addition, each person sets a theme in line with their interests, considers it, and creates a 

report. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. ガイダンスと分担決め 

2. 変体仮名の読解、レジュメの作成、発表方法についての解説 

3. 『源氏物語』松風巻の概説 

4. 担当者による発表と討論 1  

5. 担当者による発表と討論 2 

6. 担当者による発表と討論 3 

7. 担当者による発表と討論 4 

8. 担当者による発表と討論 5 

9. 担当者による発表と討論 6 

10. 担当者による発表と討論 7  

11. 担当者による発表と討論 8 

12. 担当者による発表と討論 9  

13. 担当者による発表と討論 10 

14. 担当者による発表と討論 11 まとめ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

『源氏物語』のあらすじや人物関係について、予め把握しておくこと。 

発表を聞いてわからないことがある場合は、すぐに調べておくこと。 

発表・レポート作成のための準備はできるだけ早く始めること。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

発表(40%)/各回のコメント(30%)/最終レポート(Final Report)(30%) 

 

テキスト（Textbooks） 

1. 笠間影印叢刊刊行会編、1988 年、『字典 かな 出典明記・改訂版』、笠間書院 (ISBN:9784305000002) 

 

参考文献（Readings） 

1. 秋山虔ほか、1995、『源氏物語（２）』、小学館 (978409658021) 

2. 柳井滋ほか、2018、『源氏物語（３）』、岩波書店 (ISBN:9784003510179) 

3. 柳井滋ほか、1994、『源氏物語（２）』、岩波書店 (ISBN:9784002400204) 

4. 石田譲二、清水好子、1979、『源氏物語（２）』、新潮社 (ISBN:9784106203138) 

5. 玉上琢彌、1965、『源氏物語評釈（４）』、角川書店 

6. 池田亀鑑、1953、『源氏物語大成』、中央公論社 

その他、基礎文献については、適宜授業内で紹介する。 
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その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AT021 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／入門演習 Ｅ２ａ 

(Introductory Seminars E2a) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
『堤中納言物語』の世界 

担当者名 

（Instructor） 
園山 千里(SONOYAMA SENRI) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
JAL1310 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

11 世紀中頃から 12 世紀にかけて書かれたといわれている『堤中納言物語』の全編を講読する。日本最初の短編物語集といわ

れる『堤中納言物語』は、話題の面白さやテンポのよさ、巧妙な物語展開からみて近代短編小説を読んでいるような錯覚に陥るこ

とがある。個々の物語を丁寧に分析・考察することで、総体としての『堤中納言物語』について考えていく。その過程で、古典研究

の基礎的な資料の方法、発表の仕方、レポート作成について学ぶ。 

 

“The Tsutsumi Chūnagon Monogatari” is said to have been written between the middle of the 11th century and the 12th 

century. “The Tsutsumi Chūnagon Monogatari” is regarded as the first collection of short stories in Japan, and its interesting 

topics, fast pace, and clever narrative development sometimes make us feel as if we are reading a modern short story. By 

carefully explaining and interpreting the individual tales, we will discuss the structure and meaning of  "Tsutsumi Chūnagon 

Monogatari" as a whole. In the process, we learn how to research basic materials, and how to present and write a paper on 

Japanese classic literature.  

 

授業の内容（Course Contents） 

まず『堤中納言物語』について概説することで、『堤中納言物語』の参考文献や先行研究について知る。演習形式の授業であるた

め、演習の進め方について説明する。『堤中納言物語』のそれぞれの話について、発表担当者を決めて発表する。発表者は、諸

注釈書を比較検討し、表現分析や自ら設定したテーマに基づき考察したことを発表する。その後、ディスカッションをおこなうこと

で参加者みなの読みを深めていく。 

 

First, an overview of the “The Tsutsumi Chūnagon Monogatari” will be given, so that the students can learn about the 

references and previous research on the “The Tsutsumi Chūnagon Monogatari”. The class will be conducted in the form of 

seminar presentations and discussions , so the methodology will be explained. 10 stories will be presented by a designated 

person. The presenters will compare and contrast various commentaries, conduct the analysis of linguistic  expressions, and 

share their opinions on some specific chosen themes.  This will be followed by a discussion to deepen the participants' 

understanding of the text. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. ガイダンス、『堤中納言物語』概論、参考文献や先行研究について知る 

2. 発表・研究方法について学ぶ 

3. 担当者による発表とディスカッション１ 

4. 担当者による発表とディスカッション２ 

5. 担当者による発表とディスカッション３ 

6. 担当者による発表とディスカッション４ 

7. 担当者による発表とディスカッション５ 

8. 担当者による発表とディスカッション６ 

9. 担当者による発表とディスカッション７ 

10. 担当者による発表とディスカッション８ 

11. 担当者による発表とディスカッション９ 

12. 担当者による発表とディスカッション１０ 

13. 担当者による発表とディスカッション１１ 

14. まとめ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

『堤中納言物語』全体を事前に読解しておいてください。 

発表やレポートの準備は丁寧に余裕をもっておこなうことをすすめます。 
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成績評価方法・基準（Evaluation） 

最終レポート(Final Report)(30%)/発表の内容(40%)/毎回のコメント(30%) 

 

テキスト（Textbooks） 

1. 三谷栄一ほか、2000、『新編日本古典全集 17』、小学館 

2. 今井源衛ほか、1992、『新日本古典文学大系 26』、岩波書店 

テキストについては初回の授業で説明します。 

 

参考文献（Readings） 

1. 土岐武治、1967、『堤中納言物語の研究』、風間書房 

2. 鈴木一雄、1980、『堤中納言物語序説』、桜楓社 

3. 井上新子、2016、『堤中納言物語の言語空間』、翰林書房 

4. 横溝博・久下裕利編、2017、『堤中納言物語の新世界』、武蔵野書院 

5. 後藤康文、2017、『堤中納言物語の真相』、武蔵野書院 

そのほかの参考文献については授業中にも紹介します。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AT022 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／入門演習 Ｅ２ｂ 

(Introductory Seminars E2b) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
近世文学研究の基礎 

担当者名 

（Instructor） 
水谷 隆之(MIZUTANI TAKAYUKI) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
JAL1310 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

近世文学の代表的作品を読み、日本文学研究の基礎的方法を習得します。 

 

Students will read representative works of early modern literature, and will learn basic methods of Japanese literature research. 

 

授業の内容（Course Contents） 

日本文学の基本的な学び方（文献の検索、レジュメやレポートの作成、発表やディスカッション）を習得します。授業では、近世文

学作品のなかから各自興味のある作品を選んで翻刻、語釈、現代語訳を行い、疑問点や問題点を見つけます。そのうえで先行

研究を参考に関連資料を集めて作品分析を行い、自身の見解を発表します。また、その成果を文章化してレポートとしてまとめま

す。 

 

Students will acquire the basics of studying Japanese literature (literature search, outline and report writing, presentations, and 

discussions). In the class, students will select a work of interest from among early modern literary works, transcribe the work, 

explain its phrases, and translate it into contemporary language, as well as uncover questions and problems. Based on this, 

students will refer to prior research to collect related materials and conduct analysis of the works, then present their own 

views. They will also put their findings into writing and summarize them as reports. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. はじめに（授業の進め方、成績評価の方法など） 

2. 日本近世文学について、くずし字読解について 

3. 発表の方法、レポートの書き方 

4. 学生による発表（仮名草子） 

5. 学生による発表（浮世草子１） 

6. 学生による発表（浮世草子２） 

7. 学生による発表（読本１） 

8. 学生による発表（読本２） 

9. 学生による発表（黄表紙） 

10. 学生による発表（洒落本） 

11. 学生による発表（滑稽本） 

12. 学生による発表（俳諧１） 

13. 学生による発表（俳諧２） 

14. まとめ 

＊授業の内容と順番は適宜変更する可能性があります 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

授業時に適宜指示します。学生発表では毎回受講者による質疑応答を行うので、事前に全員必ず作品を読んできてください。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

最終レポート(Final Report)(40%)/授業内発表(40%)/受講態度(20%) 

 

テキスト（Textbooks） 

1. 笠間影印叢刊刊行会、1994、『字典かな-出典明記・改訂 版』、笠間書院 

指定のテキストのほか、授業時にプリントを配布します。 

 

参考文献（Readings） 

授業時に適宜指示します。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 
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注意事項（Notice） 
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■AT023 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／入門演習 Ｅ２ｃ 

(Introductory Seminars E2c) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
近世擬古文を読む 

担当者名 

（Instructor） 
平井 吾門(HIRAI AMON) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
JAL1310 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

近世擬古文の精読を通じて、古典籍の扱い及び基礎的な文献調査の方法を体得するとともに、古典文法の意義や近世擬古文

の特色を理解する。 

 

Through close readings of early modern pseudo-classical works, students will learn methods for approaching Japanese classical 

literal materials and conducting basic surveys of literature, and will understand the significance of classical grammar and the 

characteristics of early modern pseudo-classical works. 

 

授業の内容（Course Contents） 

本居宣長『玉勝間』を題材として、各種辞書や先行研究を用いて古典籍を丁寧に読解するための方法を身に付けていく。特に、

高等学校までに学ぶ古典文法や語彙との差異に注目しつつ、伝統的な国語国文学研究の初歩をその内容から読みとっていく。

授業では、基本事項を講義形式で伝えたのちに、章段ごとに分担者を決めて演習形式で発表を行い、全体での議論を通じて理

解を深めることになる。 

 

Taking Tamagatsuma by Motoori Norinaga as its subject, this class will use dictionaries and prior research to learn methods for 

carefully reading and interpreting Japanese classical literary materials. In particular, the class will study the rudiments of 

traditional Japanese literature and language research from reading of its content, paying attention to differences from the 

classical grammar and vocabulary that students learned up through high school. After communicating basic matters in lecture 

format, the class will assign reading sections to participants, conduct presentations in the exercise format, and deepen 

students' understanding through discussions of the whole. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 資料紹介および課題の確認 

2. 発表見本 

3. 調査方法の検討 

4. 担当者による発表と討議（１） 

5. 担当者による発表と討議（２） 

6. 担当者による発表と討議（３） 

7. 担当者による発表と討議（４） 

8. 担当者による発表と討議（５） 

9. 担当者による発表と討議（６） 

10. 担当者による発表と討議（７） 

11. 担当者による発表と討議（８） 

12. 担当者による発表と討議（９） 

13. 担当者による発表と討議（１０） 

14. まとめ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

自分の発表する箇所以外についても、発表者同様に調査して討議に臨むこと。各回の討議で見つかった課題についても、各自で

解決のための方策を探って次回に臨むこと。また、「何をどのように調べたら、何がどこまで分かり、何についてはなぜ分からなか

ったのか」ということを明確にして臨むこと。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

発表内容(40%)/討議への参加状況(30%)/最終レポート(Final Report)(30%) 

 

テキスト（Textbooks） 

プリントを配布する。また、適宜次の書物を参照することになる。必要に応じてダウンロードしたり印刷したりすること。 

https://www.wul.waseda.ac.jp/kotenseki/html/i05/i05_00034/index.html 
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参考文献（Readings） 

1. 芳賀登、2017、『本居宣長 読みなおす日本史』、吉川弘文館 (ISBN:9784642067232) 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AT024 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／入門演習 Ｅ２ｄ 

(Introductory Seminars E2d) 

担当者名 

（Instructor） 
仲井眞 建一(NAKAIMA KENICHI) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
JAL1310 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

日本近現代文学を研究するための基礎的な知識・方法を身につけ、論理的な文章の構築力、口頭発表をする力を養うことを目

標とする。 

 

The goal of this course is to acquire basic knowledge and methods for researching modern Japanese literature, and to cultivate 

the ability to construct logical sentences and give oral presentations. 

 

授業の内容（Course Contents） 

第１回から第４回まで、授業に参加するためのスキルについて講義形式で説明する。 

具体的には、「資料・文献の検索・収集方法」「発表内容の構成の仕方」「発表資料の作り方」「口頭発表のやり方」である。 

第５回からは、テキストの作品を受講者で分担し、演習形式で発表・討議を行う。  

 

In the first through fourth sessions, we will use a lecture format to explain the skills for reading literary works as objects of 

research. 

Specifically, how to analyze literary texts, how to research articles and other literature, how to prepare presentation materials, 

and how to make oral presentations. 

In the fifth and subsequent sessions, students will make presentations and engage in general discussions. In the first through 

fourth sessions, we will use a lecture format to explain how to read literary works as objects of research (rather than book 

reports). 

Specifically, how to analyze literary texts, how to research articles and other literature, how to prepare presentation materials, 

and how to make oral presentations. 

In the fifth and subsequent sessions, students will make presentations and engage in general discussions.  

 

授業計画（Course Schedule） 

1. オリエンテーション 

2. 講義・資料調査のやり方、まとめ方 

3. 講義・発表資料の作り方 

4. 口頭発表の模擬実演 

5. 参加者による報告と討議１ 

6. 参加者による報告と討議２ 

7. 参加者による報告と討議３ 

8. 参加者による報告と討議４ 

9. 参加者による報告と討議５ 

10. 参加者による報告と討議６ 

11. 参加者による報告と討議７ 

12. 参加者による報告と討議８ 

13. 参加者による報告と討議９ 

14. まとめ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

・発表者は講義の内容を踏まえた上で、発表の準備を進めてもらう。作家について、同時代評および先行研究の調査、テクスト分

析が、それにあたる。 

・他の参加者は、授業で扱うテクストを分析した上でコメントペーパーを提出してもらう。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

最終レポート(Final Report)(40%)/授業への積極的な参加(30%)/発表と質疑応答の内容(30%) 

 

テキスト（Textbooks） 

1. 松本和也（編著）、2016、『テクスト分析入門—小説を分析的に読むための実践ガイド 』、ひつじ書房 (ISBN:4894768364) 
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参考文献（Readings） 

授業の中で紹介する。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AT025 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／入門演習 Ｅ２ｅ 

(Introductory Seminars E2e) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
川端康成の「掌の小説」を読む 

担当者名 

（Instructor） 
川勝 麻里(KAWAKATSU MARI) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
JAL1310 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

日本文学を読み解くための調査方法や知識を学び、文学を精読する力を身につける。また、レジュメ作成や発表の仕方、レポー

トの書き方について習得する。 

 

You will learn research methods and knowledge to understand Japanese literature, and acquire the ability to read literature 

carefully. You will also learn how to create presentation materials, presentations, and reports. 

 

授業の内容（Course Contents） 

はじめにゼミ発表の手引きとなる講義をおこなったあと、学生の発表に移る。 

川端康成はノーベル賞作家として優れた執筆活動をしてきたことはもちろん、入門演習として取り組みやすい文章量の作品も多

いので、じっくり読みの精度を上げるのに最適である。「掌の小説」とは、掌にのるほどかわいらしい小さな小説を愛でて作家本人

が名づけた言葉で、A4 サイズにプリントすれば 1～2 枚程度に収まる分量のものが多いが、完成度が高く、文学作品を読むこと

の素晴らしさも堪能できる。 

発表は指定の文庫本から各自が好きな小説を選び、おこなう。 

 

First, I will give a lecture to guide the seminar presentation, and then move on to the student presentation.  

Yasunari Kawabata has not only done excellent writing activities as a Nobel Prize writer, but also has many works with a large 

amount of sentences that are easy to work on as an introductory exercise, so it is ideal for improving the accuracy of reading 

carefully.A "palm novel" is a novel that is small enough to fit in the palm of your hand, and is a word that the writer himself 

named. 

Many of them fit in one or two sheets if printed in A4 size, but they are completed.They are highly complete and you can enjoy 

the wonders of reading literary works. 

Everyone chooses their favorite novel from the designated paperback books and presents the seminar.  

 

授業計画（Course Schedule） 

1. ガイダンスと発表順決め 

2. レジュメの作り方：問題編成、語釈、読解、考察、先行研究、底本（初出と異同） 

3. 学生の発表 

4. 学生の発表 

5. 学生の発表 

6. 学生の発表 

7. 学生の発表 

8. 学生の発表 

9. 学生の発表 

10. 学生の発表 

11. 学生の発表 

12. 学生の発表 

13. 学生の発表 

14. まとめ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

発表者が自身の担当箇所を精査しレジュメと発表準備をするのはもちろんのこと、それ以外の学生も、テキストの精読と質疑の

準備をおこない、主体的に予習復習することが求められる。 

※授業前に指定の文庫本すべてに目を通し、どの小説で発表するか決めておくこと。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

口頭発表(40%)/最終レポート(Final Report)(40%)/口頭議論・リアクションペーパー(20%) 
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テキスト（Textbooks） 

1. 川端康成、2022、『掌の小説』、新潮文庫 (ISBN:9784101002415) 

 

参考文献（Readings） 

 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AT091 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／日本文学研究法 

(Preliminary Studies in Japanese Literature) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
日本語・日本文学の研究に関する方法を学ぶ 

担当者名 

（Instructor） 

金子 明雄(KANEKO AKIO) 

井野 葉子(INO YOKO) 

水谷 隆之(MIZUTANI TAKAYUKI) 

平井 吾門(HIRAI AMON) 

平澤 卓也(HIRASAWA TAKUYA) 

家永 香織(IENAGA KAORI) 

石川 巧(ISHIKAWA TAKUMI) 

鈴木 彰(SUZUKI AKIRA) 

尾崎 名津子(OZAKI NATSUKO) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
JAL1300 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

日本語・日本文学を研究するための方法をわかりやすく、かつ幅広く解説し、日本文学専修の学生にこの後の四年間の学びの

基礎となるスキルを身につけさせる。 

 

The class will provide easily understood explanations of methods for researching Japanese language and literature, and give 

students the skills required for students of Course in Japanese Literature. 

 

授業の内容（Course Contents） 

日本とは何か、日本語・日本文学とは何か、それを学ぶことの意義やおもしろさはどこにあり、それをどのような方法で学ぶのか

を幅広い観点から講義する。実際の授業は、毎回、日本文学専修の専任教員が交替で、それぞれの専門分野にかかわる講義を

行う。授業の資料はその都度用意する。受講者には、毎回、コメントあるいは小レポートの提出を求める。 

 

Lectures will take wide-ranging perspectives on the questions of what Japan is, what the Japanese language and literature are, 

and where the significance and interest lie in learning about these. Actual classes will alternate each session among full-time 

faculty members in the Course in Japanese Literature. Materials will be prepared each time. Students will submit comments or 

short reports each session. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. オリエンテーション 

2. 講義１ 

3. 講義２ 

4. 講義３ 

5. 講義４ 

6. 講義５ 

7. 講義６ 

8. 講義７ 

9. 講義８ 

10. 講義９ 

11. 講義１０ 

12. 講義１１ 

13. 講義１２ 

14. 講義１３ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

各担当者の指示に従い、コメントまたは小レポートを作成し提出すること。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

最終レポート(Final Report)(40%)/平常点（コメント、小レポートを含む）(60%) 

最終レポートは、講義１～１３のうち最も印象に残った講義で扱われた問題に関しての考察を求める。 

 

テキスト（Textbooks） 
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資料を配布する。 

 

参考文献（Readings） 

 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

全授業回のうち１回ないし２回をオンラインで行うことがあるので、授業情報及び初回ガイダンスを十分確認すること。 

 

注意事項（Notice） 
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■AT101 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AT101／演習 Ｅ１ 

(Seminars E1) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
神話と日本の神々 

担当者名 

（Instructor） 
平澤 卓也(HIRASAWA TAKUYA) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
JAL2310 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

〈日本神話〉の分析を通して、前近代における信仰の諸相を考察するとともに、古典研究に必要な基礎知識を修得する。 

 

Though analyzing “Japanese mythology,” students will consider many developments of premodern religion and acquire basic 

knowledge essential to the study of classical literature. 

 

授業の内容（Course Contents） 

テーマ「神話と日本の神々」 

神話は、自らを取り巻く環境を説明する原理として人間が生み出したものであり、日本においては『古事記』や『日本書紀』、ある

いは『風土記』に収められた古代の神話がよく知られている。本演習では、このような神話世界について、各自の関心にしたがっ

てテーマを設定し、調査・読解・分析を行った上で、レジュメを作成してその成果を発表してもらう。 

 

Mythology and Japanese kami 

Mythology was created from the human need to explain the surrounding environment, and the ancient Japanese myths compiled 

in such works as Kojiki, Nihon shoki, and Fudoki are well known. In this seminar, students will choose a topic of interest to them 

related to a predetermined theme in the world of myths. They will conduct independent research, decipher and analyze the 

materials they discover, assemble their findings, and give a presentation on those findings to the class. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. ガイダンス 

2. 〈日本神話〉をよむための基礎知識 

3. 教員によるサンプル発表 

4. 受講生による発表と合評 1 

5. 受講生による発表と合評 2 

6. 受講生による発表と合評 3 

7. 受講生による発表と合評 4 

8. 受講生による発表と合評 5 

9. 受講生による発表と合評 6 

10. 受講生による発表と合評 7 

11. 受講生による発表と合評 8 

12. 受講生による発表と合評 9 

13. 受講生による発表と合評 10 

14. まとめ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

発表に関しては、事前に入念な準備を行い、発表後はそれをもとに最終レポート（3000 字以上）を作成する。他の受講生の発表

に対しては、自分なりに調査・検討した上でコメントを提出する。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

発表内容(40%)/受講態度(30%)/最終レポート(Final Report)(30%) 

 

テキスト（Textbooks） 

授業時に説明する。 

 

参考文献（Readings） 

授業時に紹介する。 
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その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

・詳しい授業の進め方については、初回の授業時に説明する。 

・授業に関する情報は、Blackboard や Canvas LMSに掲載するので、受講前に確認すること。 

 

注意事項（Notice） 
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■AT102 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AT102／演習 Ｅ２ 

(Seminars E2) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
〈伝承〉をよむ 

担当者名 

（Instructor） 
平澤 卓也(HIRASAWA TAKUYA) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
JAL2310 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

〈伝承〉世界の探求を通して、日本文化の多様性について考えるとともに、基本的な資料の集め方、調べ方、発表の仕方を修得

する。 

 

Through investigating the world of “denshō” (myths, legends, and other stories), students will grapple with the multi-faceted 

nature of Japanese culture, while acquiring basic skills at assembling sources, conducting research, and giving presentations. 

 

授業の内容（Course Contents） 

テーマ「〈伝承〉をよむ―動物編」 

本演習では、前近代の神話、伝説、昔話などにみえる様々な〈伝承〉について考察する。あらかじめ全体のテーマを設定し、受講

生はその枠組みの中で各自小テーマを決め、ジャンルや時代を横断しながら、資料の収集、読解を行う。今学期は、「動物」に関

する〈伝承〉について発表してもらう。 

 

Readings in “denshō”: Animals 

In this seminar students will consider a variety of premodern “denshō” (myths, legends, folk tales, and other stories). The 

instructor will assign an overall theme, and students will choose a topic or smaller theme within that framework to focus on, 

collecting and reading relevant materials across genres and time periods. This semester students will give presentations on 

“denshō” about animals. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. ガイダンス 

2. 〈伝承〉をよむための基礎知識 

3. 教員によるサンプル発表 

4. 受講生による発表と合評 1 

5. 受講生による発表と合評 2 

6. 受講生による発表と合評 3 

7. 受講生による発表と合評 4 

8. 受講生による発表と合評 5 

9. 受講生による発表と合評 6 

10. 受講生による発表と合評 7 

11. 受講生による発表と合評 8 

12. 受講生による発表と合評 9 

13. 受講生による発表と合評 10 

14. まとめ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

発表に関しては、事前に入念な準備を行い、発表後はそれをもとに最終レポート（3000 字以上）を作成する。他の受講生の発表

に対しては、自分なりに調査・検討した上でコメントを提出する。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

発表内容(40%)/受講態度(30%)/最終レポート(Final Report)(30%) 

 

テキスト（Textbooks） 

授業時に説明する。 

 

参考文献（Readings） 
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授業時に紹介する。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

・詳しい授業の進め方については、初回の授業時に説明する。 

・授業に関する情報は、Blackboard や Canvas LMSに掲載するので、受講前に確認すること。 

 

注意事項（Notice） 
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■AT103 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AT103／演習 Ｅ３ 

(Seminars E3) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
『源氏物語』を読む 

担当者名 

（Instructor） 
井野 葉子(INO YOKO) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
JAL2310 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

注釈書を比べたり、諸本における本文の違いを比べたりしながら、『源氏物語』への理解を深めます。 

 

Students will deepen their understanding of Genji Monogatari by comparing the annotations and the differences in the texts of 

the books. 

 

授業の内容（Course Contents） 

 注釈がどのように違うのか、本文のちょっとした違いがどのような微妙なニュアンスの違いを生むのか、言葉がどのような意味

で使われているのかなど、さまざまな問題を考えます。 

 本演習では、分担箇所についてのレジュメを作成して発表してもらいます。 

 

  The course will consider how the annotations differ, how minor differences in texts lead to minor differences in nuance, what 

the words mean, and other issues. 

   In this exercise, students will be asked to create and present a resume about the areas to be shared. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. ガイダンス（１）―発表の順番と分担、参考文献など 

2. ガイダンス（２）―レジュメの作り方など 

3. ガイダンス（３）ー発表のやり方など 

4. 学生による発表（１） 

5. 学生による発表（２） 

6. 学生による発表（３） 

7. 学生による発表（４） 

8. 学生による発表（５） 

9. 学生による発表（６） 

10. 学生による発表（７） 

11. 学生による発表（８） 

12. 学生による発表（９） 

13. 学生による発表（１０） 

14. まとめ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

事前に『源氏物語』の全体像を把握しておくこと。 

取り上げる巻についての概略や人物関係などを把握しておくこと。 

自分の分担する箇所についてのレジュメを作成すること。 

毎週、他の学生のレジュメを見てのコメントを提出すること。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

発表(40%)/最終レポート(Final Report)(32%)/授業への参加態度(28%) 

 

テキスト（Textbooks） 

プリントを使います。 

 

参考文献（Readings） 

適宜紹介します。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 
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注意事項（Notice） 
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■AT104 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AT104／演習 Ｅ４ 

(Seminars E4) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
『源氏物語』を読む 

担当者名 

（Instructor） 
青木 慎一(AOKI SHINICHI) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
JAL2310 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

『源氏物語』古注釈の原文を読解できるようになるとともに、諸注一覧や議論を通して問題点を発見したり整理したりする力を身

に付ける。また、調べた内容を効果的に伝える発表や論理的な説明の仕方を習得する。その上で、発表や作品分析に基づく考

察をレポートにまとめる。  

 

In addition to learning how to read the classical commentaries of Genji monogatari, this seminar will familiarize students with 

how to identify and summarize the main issues with Genji through a survey of annotations and debates inherent to the text. The 

seminar will provide students the opportunity to practice how to effectively convey the text's contents and how to thoroughly 

explain the material. Finally, the seminar will conclude with a report based on presentations and textual analysis. 

 

授業の内容（Course Contents） 

『源氏物語』には、平安時代から現代まで続く注釈の歴史がある。複数の注釈を比較しながら物語を読むことで、本文の認定や

解釈、語義などの違いや時代ごとの傾向などを把握できる。また、注釈の読解は、細部の解釈の重みや現行の通釈の成り立ち

を知る契機となり、通釈を相対化する視座を養うことにもなるだろう。本演習では「藤裏葉」巻を輪読する。  

 

There is a long history of commentaries on Genji monogatari ranging from the Heian period to the modern age. This class will 

give students an understanding of the main text, the differences between interpretations, lexicon, etc., and the changes across 

historical periods. In addition, in the process of reading commentaries, there will be an opportunity to understand the importance 

of nuanced annotations and how modern interpretations were established. Students may even develop a perspective that 

contextualizes interpretations. In this seminar, we will be closely reading Fujinouraba (New Wisteria Leaves) chapters. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. ガイダンス 

2. 『源氏物語』注釈史とレジュメ作成の注意点  

3. 翻刻本文の読解 

4. 担当者による発表・討論（１） 

5. 担当者による発表・討論（２） 

6. 担当者による発表・討論（３） 

7. 担当者による発表・討論（４） 

8. 担当者による発表・討論（５） 

9. 担当者による発表・討論（６） 

10. 担当者による発表・討論（７） 

11. 担当者による発表・討論（８） 

12. 担当者による発表・討論（９） 

13. 担当者による発表・討論（１０） 

14. まとめ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

『源氏物語』のあらすじや人物関係を予め把握しておくこと。 

他の学生の担当箇所について予習しておくことが望ましい。 

発表を聞いて分からなかった事柄は、すぐに調べておくこと。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

発表(複数回)(50%)/最終レポート(Final Report)(38%)/授業への参加度(12%) 

授業への参加度は、討論への貢献度と各回のコメントペーパーで評価する。 

 

テキスト（Textbooks） 

適宜プリントを配布する。 
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参考文献（Readings） 

授業内で適宜紹介する。  

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

・発表の回数は、履修者数によって調整する場合がある。  

・古注釈の読解を含むため、古典文法の知識が必須となる。 

 

注意事項（Notice） 
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■AT105 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AT105／演習 Ｅ５ 

(Seminars E5) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
『平家物語』を読む 

担当者名 

（Instructor） 
鈴木 彰(SUZUKI AKIRA) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
JAL2310 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

中世から広く読み継がれてきた『平家物語』の代表的な章段を取りあげ，一つ一つの表現を玩味しながら物語世界をていねいに

読み解き，その特質と魅力を理解する． 

 

Notable chapters from the Take of the Heike, read from the Middle Ages until the present day will be taken up, and readings of 

the narrative world of the text will aim to understand the specialties and appeal of the text. 

 

授業の内容（Course Contents） 

はじめに『平家物語』について概説し，演習の進め方について説明する．その後，担当者を決め，発表と質疑応答を重ねていく．

担当者は，注釈書や先行研究を参照し，それを踏まえながら，表現の特質，物語の構造，諸本の違い，挿絵と本文の関係，物語

を生み出しはぐくんだ環境，後世への影響などについて，自分なりの観点から分析と調査を進めて発表する．参加者全員でてい

ねいに読解していくことによって，物語のさまざまな特質や魅力、意義を掘り起こしていくつもりである．なお，演習Ｅ６とは扱う章

段・発表の方法・討論の内容などの点で異なるものとなる． 

 

First, an overview of the Take of the Heike shall be presented, with explanation of how the seminar will proceed. Next, 

assignments will be made, and presentations and Q and A will be done. Each assignee will refer to relevant research and 

annotations, and using that, shall present about the expressions of the text, the narrative structure, variations between texts, 

relations between illustrations and the text, and the environment which produced the text, and its influence on later works, 

using each presenter’s own point of view, analysis, and survey work. Understanding of the text’s character, appeal and meaning 

shall be furthered, and it shall be noted that the method, chapters, and debate content will differ from that covered in Seminar 

E6. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 共通課題の確認，発表方法等の指示 

2. 『平家物語』概説。 

3. 発表に向けての準備 

4. 担当者による発表と討論１ 

5. 担当者による発表と討論２ 

6. 担当者による発表と討論３ 

7. 担当者による発表と討論４ 

8. 担当者による発表と討論５ 

9. 担当者による発表と討論６ 

10. 担当者による発表と討論７ 

11. 担当者による発表と討論８ 

12. 担当者による発表と討論９ 

13. 担当者による発表と討論１０ 

14. まとめ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

各回で扱う章段を事前に下読みし，疑問点などを整理してくること． 

発表・レポート作成のための準備は時間がかかるので，計画的に進めること． 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

発表の内容(40%)/質疑応答と各回のコメント(30%)/最終レポート(Final Report)(30%) 

 

テキスト（Textbooks） 

1. 大津雄一・平藤幸編、2014、『平家物語覚一本 全 改訂版』、武蔵野書院 (ISBN:978-4-8386-0650-4) 
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参考文献（Readings） 

1. 梶原正昭・山下宏明校注、1991/1993、『平家物語 上・下』、岩波書店 (9784002400440 ／9784002400457) 

2. 日下力・鈴木彰・出口久徳、2005、『平家物語を知る事典』、東京堂出版 (ISBN:9784490106640) 

その他は授業の中で随時紹介する． 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

受講生は，発表を踏まえた質疑応答に積極的に加わること． 

毎週，「立教時間」で告知する案内を必ず参照すること． 

 

注意事項（Notice） 
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■AT106 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AT106／演習 Ｅ６ 

(Seminars E6) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
『平家物語』を読む 

担当者名 

（Instructor） 
出口 久徳(DEGUCHI HISANORI) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
JAL2310 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

『平家物語』のいくつかの章段を取り上げて、表現を丁寧に読み解きながら、物語の理解を深めていく。 

 

Notable chapters from the Take of the Heike, read from the Middle Ages until the present day will be taken up, and readings of 

the narrative world of the text will aim to understand the specialties and appeal of the text. 

 

授業の内容（Course Contents） 

 最初に、『平家物語』を概説し、演習の進め方を説明する。担当者を決めて、発表、質疑応答を積み重ねていく。物語の構造、

諸本の差異、表現の性質、絵と本文との関係、物語成立の時代状況、後世への影響など、各自の問題意識から調査し発表す

る。受講者全員で、物語の様々な側面を掘り起こしていきたい。なお、Ｅ５とは、扱う章段や発表の方法、討論の内容などの点で

異なるものとなる。 

 

First, an overview of the Take of the Heike shall be presented, with explanation of how the seminar will proceed. Next, 

assignments will be made, and presentations and Q and A will be done. Each assignee will refer to relevant research and 

annotations, and using that, shall present about the expressions of the text, the narrative structure, variations between texts, 

relations between illustrations and the text, and the environment which produced the text, and its influence on later works, 

using each presenter’s own point of view, analysis, and survey work. Understanding of the text’s character, appeal and meaning 

shall be furthered, and it shall be noted that the method, chapters, and debate content will differ from that covered in Seminar 

E5. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 『平家物語』概説 

2. 発表・調査方法等の説明 

3. 発表に向けての準備 

4. 担当者による発表と討論① 

5. 担当者による発表と討論② 

6. 担当者による発表と討論③ 

7. 担当者による発表と討論④ 

8. 担当者による発表と討論⑤ 

9. 担当者による発表と討論⑥ 

10. 担当者による発表と討論⑦ 

11. 担当者による発表と討論⑧ 

12. 担当者による発表と討論⑨ 

13. 担当者による発表と討論⑩ 

14. まとめ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

 各回で扱う章段を授業前に読んでおき、疑問点などを整理しておくこと。発表・レポートの準備を早めに始めること。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

発表内容(40%)/質疑応答と各回のコメント(30%)/期末レポート(30%) 

 

テキスト（Textbooks） 

1. 大津雄一・平藤幸編、2014 年、『平家物語覚一本 全 改訂版』、武蔵野書院 (ISBN:978-4-8386-0650-4) 

 

参考文献（Readings） 

1. 梶原正昭・山下宏明校注、1991 年、『平家物語 上』、岩波書店 (ISBN:9784002400440) 
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2. 梶原正昭・山下宏明校注、1993 年、『平家物語 下』、岩波書店 (ISBN:9784002400457) 

3. 日下力・鈴木彰・出口久徳、2005 年、『平家物語を知る事典』、東京堂出版 (ISBN:978-4-490-10664-0) 

その他は授業で随時紹介する 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

受講者は演習に積極的に参加すること。 

 

注意事項（Notice） 
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■AT107 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AT107／演習 Ｅ７ 

(Seminars E7) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
『紫式部日記』を精読する 

担当者名 

（Instructor） 
橋本 ゆかり(HASHIMOTO YUKARI) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
JAL2310 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

 平安時代を代表する作品『紫式部日記』からいくつかの章段を取り上げ精読することで、平安文学・文化の特質を知る。古典文

学の読解の方法を学び、調査・研究した結果を発表する力を養う。 

 

 Students will learn about the characteristics of Heian period literature and culture by taking up and closely reading several 

chapters from Diary of Murasaki Shikibu , a representative work of the period. Students will learn methods for reading and 

interpreting classical literature, and will cultivate the ability to present the findings of their investigations and research. 

 

授業の内容（Course Contents） 

『紫式部日記』を、現在の代表的な注釈書のさまざまな読みを比較検討しながら精読する。初回に『紫式部日記』について概説

し、演習の進め方について説明する。その後、担当者を決め、発表と質疑応答を重ねた授業を行っていく。発表担当者は諸注釈

や先行研究を参考にしながら、担当箇所だけでなく、その箇所が作品のなかでどのように位置づけられるのかを考えながら、各

自が取り上げる場面の解釈の問題点をあげて、その場面をどう読むのかを報告する。他のテキストや歴史との関わりなど多角的

視野から分析調査する。参加者全員のていねいな読解によって、『紫式部日記』の表現世界に迫る。 

 

The class will engage in careful reading Diary of Murasaki Shikibu, comparing and considering readings of representative 

modern-day annotations. The first session will present an outline of Diary of Murasaki Shikibu, then explain how the seminar will 

proceed. Following that, class leaders will be decided, and the class will proceed through presentations and questions and 

answers. Making reference to annotations and prior research, the presentation leaders will consider not only the parts of the 

text under their charge but also how those parts are positioned within the work. They will raise problem areas in the 

interpretation of the scenes they take up, and will report on how to read the scenes. Analysis and investigation will adopt 

multifaceted standpoints, including relationships with other texts and with history. Through careful reading by all of the 

participants, the class will approach the world of expression in Diary of Murasaki Shikibu. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. ガイダンス 『紫式部日記』概説 発表・調査方法等の指示 

2. 発表・調査の方法 

3. 担当者による発表と討論１ 

4. 担当者による発表と討論２ 

5. 担当者による発表と討論３ 

6. 担当者による発表と討論４ 

7. 担当者による発表と討論５ 

8. 担当者による発表と討論６ 

9. 担当者による発表と討論７ 

10. 担当者による発表と討論８ 

11. 担当者による発表と討論９ 

12. 担当者による発表と討論１０ 

13. 担当者による発表と討論１１ 

14. 春学期まとめ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

『紫式部日記』全体を読んでおくこと。 

各回で扱う章段を事前に下読みし、疑問点などを整理してくること。 

発表・レポート作成のための準備は時間がかかるので、できるだけ早く準備を始めること。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

レポート試験(Report Exam)(50%)/発表(30%)/質疑などへの貢献度(20%) 
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テキスト（Textbooks） 

1. 山本淳子訳注、2010、『紫式部日記 現代語訳付き』、角川ソフィア文庫 (ISBN: 978-4044001063) 

適宜プリントも配布する。 

なお、大学の図書館でジャパンナレッジにより新編日本古典文学全集『紫式部日記』を見ることができます。 

予習復習、発表準備などの際に、大いに活用してください。 

 

参考文献（Readings） 

授業時に指示する 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AT108 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AT108／演習 Ｅ８ 

(Seminars E8) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
『紫式部日記』を精読する 

担当者名 

（Instructor） 
橋本 ゆかり(HASHIMOTO YUKARI) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
JAL2310 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

平安時代を代表する作品『紫式部日記』からいくつかの章段を取り上げ精読することで、平安文学・文化の特質を知る。古典文学

の読解の方法を学び、調査・研究した結果を発表する力を養う。 

 

Students will learn about the characteristics of Heian period literature and culture by taking up and closely reading several 

chapters from Diary of Murasaki Shikibu , a representative work of the period. Students will learn methods for reading and 

interpreting classical literature, and will cultivate the ability to present the findings of their investigations and research. 

 

授業の内容（Course Contents） 

『紫式部日記』を、現在の代表的な注釈書のさまざまな読みを比較検討しながら精読する。初回に『紫式部日記』について概説

し、演習の進め方について説明する。その後、担当者を決め、発表と質疑応答を重ねた授業を行っていく。発表担当者は諸注釈

や先行研究を参考にしながら、担当箇所だけでなく、その箇所が作品のなかでどのように位置づけられるのかを考えながら、各

自が取り上げる場面の解釈の問題点をあげて、その場面をどう読むのかを報告する。他のテキストや歴史との関わりなど多角的

視野から分析調査する。参加者全員のていねいな読解によって、『紫式部日記』の表現世界に迫る。 

 

The class will engage in careful reading Diary of Murasaki Shikibu, comparing and considering readings of representative 

modern-day annotations. The first session will present an outline of Diary of Murasaki Shikibu, then explain how the seminar will 

proceed. Following that, class leaders will be decided, and the class will proceed through presentations and questions and 

answers. Making reference to annotations and prior research, the presentation leaders will consider not only the parts of the 

text under their charge but also how those parts are positioned within the work. They will raise problem areas in the 

interpretation of the scenes they take up, and will report on how to read the scenes. Analysis and investigation will adopt 

multifaceted standpoints, including relationships with other texts and with history. Through careful reading by all of the 

participants, the class will approach the world of expression in Diary of Murasaki Shikibu. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. ガイダンス 『紫式部日記』概説 発表・調査方法等の指示 

2. 発表・調査の方法 

3. 担当者による発表と討論１ 

4. 担当者による発表と討論２ 

5. 担当者による発表と討論３ 

6. 担当者による発表と討論４ 

7. 担当者による発表と討論５ 

8. 担当者による発表と討論６ 

9. 担当者による発表と討論 7 

10. 担当者による発表と討論８ 

11. 担当者による発表と討論９ 

12. 担当者による発表と討論１０ 

13. みなで振り返り 

14. みなで振り返り まとめ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

『紫式部日記』全体をよく読んでおくこと。 

先行研究を読んで自分の意見を述べられるように、準備すること。 

積極的に議論に参加できるよう、準備をしておくこと。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

レポート試験(Report Exam)(50%)/発表(30%)/質疑などへの貢献度(20%) 
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テキスト（Textbooks） 

1. 山本淳子訳注、2010、『紫式部日記 現代語訳付き』、角川ソフィア文庫 (ISBN:978-4044001063) 

適宜プリントも配布する。 

なお、大学の図書館でジャパンナレッジにより新編日本古典文学全集『紫式部日記』を見ることができます。 

予習復習、発表準備などの際に、大いに活用してください。 

 

参考文献（Readings） 

 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AT109 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AT109／演習 Ｅ９ 

(Seminars E9) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
『百人一首』を読む 

担当者名 

（Instructor） 
家永 香織(IENAGA KAORI) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
JAL2310 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

『百人一首』の和歌について調査・発表することにより、古典和歌の特質を理解すると共に、和歌研究の方法を身につける。 

 

To understand the characteristics of classical waka poetry and acquire methods of waka poetry research through research and 

presentation on the waka poetry of "Hyakunin'issyu".  

 

授業の内容（Course Contents） 

『百人一首』は最も著名な和歌作品であるが、解釈の対立など検討すべき問題点は少なくない。成立や解釈をめぐり、現在も新た

な論が次々発表されている。本演習では、最初に作品の概要と調査・発表の方法を説明し、その後、担当者による発表と討議を

行う。一人一首を担当し、古注釈及び現代の諸注釈書を利用しつつ精読する。多くの学生にとって、大学入学以前に触れたこと

のある作品であると思うが、発表と討議を通して新たな発見があることと思う。 

春学期は一番から五〇番までを対象とする。 

 

"Hyakunin'issyu" is the most well-known waka poem, but there are many problems to consider, such as conflicting 

interpretations. Even now, new theories on its formation and interpretation are being presented one after another. In this 

exercise, an overview of the work and the methods of investigation and presentation will be given first, followed by a 

presentation and discussion by the instructor. Each student will be assigned one poem, which will be read closely, making use of 

ancient and contemporary commentaries. Many of the students will have been exposed to these works before entering 

university, but through the presentations and discussions they will be able to make new discoveries. 

In the spring semester, the course will focus on No. 1 to 50. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 『百人一首』について 

2. 調査・発表の方法 

3. 担当者による発表と討議 1 

4. 担当者による発表と討議 2 

5. 担当者による発表と討議 3 

6. 担当者による発表と討議 4 

7. 担当者による発表と討議 5 

8. 担当者による発表と討議 6 

9. 担当者による発表と討議 7 

10. 担当者による発表と討議 8 

11. 担当者による発表と討議 9 

12. 担当者による発表と討議 10 

13. 担当者による発表と討議 11 

14. 担当者による発表と討議 12 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

自分の担当回以外でも、毎回下読みを行い問題意識をもって授業に参加すること。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

発表(40%)/討議への参加態度(30%)/最終レポート(Final Report)(30%) 

 

テキスト（Textbooks） 

1. 有吉保他、1974、『百人一首（兼載筆）』、新典社 (ISBN:9784787902023) 

 

参考文献（Readings） 

授業時に適宜指示する。 
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その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

授業は原則として対面による演習形式で行う。発表資料やコメントの提出、レポート課題の提示などに「Canvas LMS」を利用す

る。 

 

注意事項（Notice） 
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■AT110 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AT110／演習 Ｅ１０ 

(Seminars E10) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
『百人一首』を読む 

担当者名 

（Instructor） 
家永 香織(IENAGA KAORI) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
JAL2310 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

『百人一首』の和歌について調査・発表することにより、古典和歌の特質を理解すると共に、和歌研究の方法を身につける。 

 

To understand the characteristics of classical waka poetry and acquire methods of waka poetry research through research and 

presentation on the waka poetry of "Hyakunin'issyu".  

 

授業の内容（Course Contents） 

『百人一首』は最も著名な和歌作品であるが、解釈の対立など検討すべき問題点は少なくない。成立や解釈をめぐり、現在も新た

な論が次々発表されている。本演習では、最初に作品の概要と調査・発表の方法を説明し、その後、担当者による発表と討議を

行う。一人一首を担当し、古注釈及び現代の諸注釈書を利用しつつ精読する。多くの学生にとって、大学入学以前に触れたこと

のある作品であると思うが、発表と討議を通して新たな発見があることと思う。 

秋学期は五一番から一〇〇番までを対象とする。 

 

"Hyakunin'issyu" is the most well-known waka poem, but there are many problems to consider, such as conflicting 

interpretations. Even now, new theories on its formation and interpretation are being presented one after another. In this 

exercise, an overview of the work and the methods of investigation and presentation will be given first, followed by a 

presentation and discussion by the instructor. Each student will be assigned one poem, which will be read closely, making use of 

ancient and contemporary commentaries. Many of the students will have been exposed to these works before entering 

university, but through the presentations and discussions they will be able to make new discoveries. 

In the autumn semester, the course will focus on No. 51 to 100. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 『百人一首』について 

2. 調査・発表の方法 

3. 担当者による発表と討議 1 

4. 担当者による発表と討議 2 

5. 担当者による発表と討議 3 

6. 担当者による発表と討議 4 

7. 担当者による発表と討議 5 

8. 担当者による発表と討議 6 

9. 担当者による発表と討議 7 

10. 担当者による発表と討議 8 

11. 担当者による発表と討議 9 

12. 担当者による発表と討議 10 

13. 担当者による発表と討議 11 

14. 担当者による発表と討議 12 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

自分の担当回以外でも、毎回下読みを行い問題意識をもって授業に参加すること。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

発表(40%)/討議への参加態度(30%)/最終レポート(Final Report)(30%) 

 

テキスト（Textbooks） 

1. 有吉保他、1974、『百人一首（兼載筆）』、新典社 (ISBN:9784787902023) 

 

参考文献（Readings） 

授業時に適宜指示する。 
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その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

授業は原則として対面による演習形式で行う。発表資料やコメントの提出、レポート課題の提示などに「Canvas LMS」を利用す

る。 

 

注意事項（Notice） 
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■AT111 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AT111／演習 Ｅ１１ 

(Seminars E11) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
『寛濶平家物語』を読む 

担当者名 

（Instructor） 
水谷 隆之(MIZUTANI TAKAYUKI) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
JAL2310 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

浮世草子『寛濶平家物語』（宝永７年（１７１０）刊）の巻３以降を精読します。近世文学の特徴を把握し、研究の方法を身につける

とともに、当時の文化や風俗についての理解を深めることが目標です。 

 

Students will carefully read Kankatsu Heike Monogatari, an ukiyozoshi work published in 1710. The goal is to grasp the 

characteristics of early modern literature, learn methods of research, and deepen understanding of the culture and customs of 

the era. 

 

授業の内容（Course Contents） 

『寛濶平家物語』を輪読形式で精読します。本書は作者未詳、宝永７年（１７１０）に刊行された好色物浮世草子で、『好色一代男』

（西鶴作）の「世之介」の息子として設定された「色盛」が主人公です。毎回発表担当者を決めて、発表と質疑を行います。発表者

は、本文を翻刻して語釈を施し、西鶴作浮世草子をはじめとする他作品との関係や、『平家物語』等の古典利用、当時の文化風

俗について調査します。 

 

Students will carefully read Kankatsu Heike Monogatari in group reading format. The book, published in 1710 by an unknown 

author, is a romantic ukiyozoshi work. Its amorous main character is presented as the son of Yonosuke from The Life of an 

Amorous Man by Saikaku. In each session, the class will determine a presentation leader and engage in presentations and 

discussions. The presenter will transcribe and explain the text, and investigate relationships with other works such as ukiyozoshi 

by Saikaku, the use of classics such as Heike Monogatari, and cultural customs of the times. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. はじめに（授業の進め方、成績評価の方法など） 

2. 近世文学研究の方法について（資料の集め方、調査分析の方法など）－講義 

3. 学生発表（１） 

4. 学生発表（２） 

5. 学生発表（３） 

6. 学生発表（４） 

7. 学生発表（５） 

8. 学生発表（６） 

9. 学生発表（７） 

10. 学生発表（８） 

11. 学生発表（９） 

12. 学生発表（１０） 

13. 学生発表（１１） 

14. まとめ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

授業時に適宜指示します。学生発表では毎回受講者による質疑応答を行うので、事前に全員必ず作品を読んできてください。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

最終レポート(Final Report)(40%)/授業内発表(30%)/受講態度(30%) 

 

テキスト（Textbooks） 

1. 笠間影印叢刊刊行会、1994、『字典かな-出典明記・改訂 版』、笠間書院 (ISBN:9784305000002) 

授業時にプリントを配布します。 

 

参考文献（Readings） 

授業時に適宜指示します。 
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その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AT112 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AT112／演習 Ｅ１２ 

(Seminars E12) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
『寛濶平家物語』を読む 

担当者名 

（Instructor） 
水谷 隆之(MIZUTANI TAKAYUKI) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
JAL2310 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

浮世草子『寛濶平家物語』（宝永７年（１７１０）刊）を精読します。近世文学の特徴を把握し、研究の方法を身につけるとともに、当

時の文化や風俗についての理解を深めることが目標です。 

 

Students will carefully read Kankatsu Heike Monogatari, an ukiyozoshi work published in 1710. The goal is to grasp the 

characteristics of early modern literature, learn methods of research, and deepen understanding of the culture and customs of 

the era. 

 

授業の内容（Course Contents） 

『寛濶平家物語』を輪読形式で精読します。本書は作者未詳、宝永７年（１７１０）に刊行された好色物浮世草子で、『好色一代男』

（西鶴作）の「世之介」の息子として設定された「色盛」が主人公です。毎回発表担当者を決めて、発表と質疑を行います。発表者

は、本文を翻刻して語釈を施し、西鶴作浮世草子をはじめとする他作品との関係や、『平家物語』等の古典利用、当時の文化風

俗について調査します。授業では春学期の続きを読んでいきますが、秋学期からの受講ももちろん可能です。 

 

Students will carefully read Kankatsu Heike Monogatari in group reading format. The book, published in 1710 by an unknown 

author, is a romantic ukiyozoshi work. Its amorous main character is presented as the son of Yonosuke from The Life of an 

Amorous Man by Saikaku. In each session, the class will determine a presentation leader and engage in presentations and 

discussions. The presenter will transcribe and explain the text, and investigate relationships with other works such as ukiyozoshi 

by Saikaku, the use of classics such as Heike Monogatari, and cultural customs of the times. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. はじめに（授業の進め方、成績評価の方法など） 

2. 近世文学研究の方法について（資料の集め方、調査分析の方法など）－講義 

3. 学生発表（１） 

4. 学生発表（２） 

5. 学生発表（３） 

6. 学生発表（４） 

7. 学生発表（５） 

8. 学生発表（６） 

9. 学生発表（７） 

10. 学生発表（８） 

11. 学生発表（９） 

12. 学生発表（１０） 

13. 学生発表（１１） 

14. まとめ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

授業時に適宜指示します。学生発表では毎回受講者による質疑応答を行うので、事前に全員必ず作品を読んできてください。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

最終レポート(Final Report)(40%)/授業内発表(30%)/受講態度(30%) 

 

テキスト（Textbooks） 

1. 笠間影印叢刊刊行会、1994、『字典かな-出典明記・改訂 版』、笠間書院 

授業時にプリントを配布します。 

 

参考文献（Readings） 

授業時に適宜指示します。 
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その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AT113 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AT113／演習 Ｅ１３ 

(Seminars E13) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
荻生徂徠の漢詩精読 

担当者名 

（Instructor） 
藤井 嘉章(FUJII YOSHIAKI) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
JAL2310 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

近世日本古文辞学派の領袖である荻生徂徠の作った漢詩を、近体詩のルール・古代中国語の語法・表現の典拠を踏まえて分析

する能力を養う。 

 

Develop the ability to analyze the Chinese poetry composed by Ogyu Sorai, the leader of the learning of ancient texts and 

words in the early modern Japan, based on the rules of modern style poetry, ancient Chinese language, and the authority of the 

expression. 

 

授業の内容（Course Contents） 

日本古文辞学派の文学的・思想的な意義を概観した上で、その領袖である荻生徂徠の作詩に関して学生が分析、発表し、全体

での質疑応答、ディスカッションを行う。 

 

After an overview of the literary and ideological significance of the learning of ancient texts and words in the early modern 

Japan, students will analyze and present on the poetry of its leader, Ogyu Sorai, followed by a question-and-answer session 

and discussion. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. イントロダクション 授業概要と評価の方法 

2. 発表方法の指南 

3. 古文辞学派と荻生徂徠 

4. 学生発表と質疑応答① 

5. 学生発表と質疑応答② 

6. 学生発表と質疑応答③ 

7. 学生発表と質疑応答④ 

8. 学生発表と質疑応答⑤ 

9. 学生発表と質疑応答⑥ 

10. 学生発表と質疑応答⑦ 

11. 学生発表と質疑応答⑧ 

12. 学生発表と質疑応答⑨ 

13. 学生発表と質疑応答⑩ 

14. 全体のまとめ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

毎回担当者を決めて発表していただきますが、担当者以外の学生も当該授業で読む範囲をしっかり予習しておき、議論に参加す

る準備をすることが求められます。  

発表後は、演習内での指摘を踏まえて、発表レジュメをブラッシュアップして、最終レポートに備えてください。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

最終レポート(Final Report)(20%)/発表準備(40%)/議論への参加(40%) 

 

テキスト（Textbooks） 

なし 

 

参考文献（Readings） 

1. 小川環樹、2005、『唐詩概説』、岩波書店 (ISBN:978-4003810910) 

2. 狩野直喜、2018、『漢文研究法: 中国学入門講義』、平凡社 (ISBN:978-4582808902) 

 



 - 1475 - 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AT114 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AT114／演習 Ｅ１４ 

(Seminars E14) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
荻生徂徠の漢詩精読 

担当者名 

（Instructor） 
藤井 嘉章(FUJII YOSHIAKI) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
JAL2310 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

近世日本古文辞学派の領袖である荻生徂徠の作った漢詩を、近体詩のルール・古代中国語の語法・表現の典拠を踏まえて分析

する能力を養う。 

 

Develop the ability to analyze the Chinese poetry composed by Ogyu Sorai, the leader of the learning of ancient texts and 

words in the early modern Japan, based on the rules of modern style poetry, ancient Chinese language, and the authority of the 

expression. 

 

授業の内容（Course Contents） 

日本古文辞学派の文学的・思想的な意義を概観した上で、その領袖である荻生徂徠の作詩に関して学生が分析、発表し、全体

での質疑応答、ディスカッションを行う。 

 

After an overview of the literary and ideological significance of the learning of ancient texts and words in the early modern 

Japan, students will analyze and present on the poetry of its leader, Ogyu Sorai, followed by a question-and-answer session 

and discussion. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. イントロダクション 授業概要と評価の方法 

2. 発表方法の指南 

3. 古文辞学派と荻生徂徠 

4. 学生発表と質疑応答① 

5. 学生発表と質疑応答② 

6. 学生発表と質疑応答③ 

7. 学生発表と質疑応答④ 

8. 学生発表と質疑応答⑤ 

9. 学生発表と質疑応答⑥ 

10. 学生発表と質疑応答⑦ 

11. 学生発表と質疑応答⑧ 

12. 学生発表と質疑応答⑨ 

13. 学生発表と質疑応答⑩ 

14. 全体のまとめ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

毎回担当者を決めて発表していただきますが、担当者以外の学生も当該授業で読む範囲をしっかり予習しておき、議論に参加す

る準備をすることが求められます。  

発表後は、演習内での指摘を踏まえて、発表レジュメをブラッシュアップして、最終レポートに備えてください。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

最終レポート(Final Report)(20%)/発表準備(40%)/議論への参加(40%) 

 

テキスト（Textbooks） 

なし 

 

参考文献（Readings） 

1. 小川環樹、2005、『唐詩概説』、岩波書店 (ISBN:978-4003810910) 

2. 狩野直喜、2018、『漢文研究法: 中国学入門講義』、平凡社 (ISBN:978-4582808902) 
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その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 

 

 

  



 - 1478 - 

■AT115 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AT115／演習 Ｅ１５ 

(Seminars E15) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
『雅言集覧』の精読 

担当者名 

（Instructor） 
平井 吾門(HIRAI AMON) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
JAL2410 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

近世における辞書編纂の在り方や、編者の辞書に対する姿勢・態度などを学ぶとともに、近現代の国語辞書・古語辞書へとつな

がっていく辞書史の中で近世が果たした役割について考えを深めていく。 

 

Students will learn about the compilation of dictionaries in the early modern period and the compilers' attitudes toward 

dictionaries. The course will also deepen our understanding of the role played by the early modern period in the history of 

dictionaries, which has led to modern and contemporary Japanese-language dictionaries. 

 

授業の内容（Course Contents） 

近世後期に編纂された古語辞書『雅言集覧』（石川雅望編纂）について、その構成や特徴について学ぶとともに、実際に中身を読

み解いていく。まず、近世辞書および『雅言集覧』について概説した後、担当者を決めてその中身を精読し、論点を整理して発表

していく。受講者のレベルによって、活字や崩し字など色々な資料をもとに読み解いていく。発表する論点には色々なものがある

が、コーパスとの対照や現代辞書との比較などから適宜選ぶことになる。 

 

This class will learn about the structure and characteristics of "Gagonshuran" (compiled by Masamo Ishikawa), a dictionary of 

ancient words compiled in the early modern period, and actually read the contents of the dictionary. First, an overview of the 

early modern dictionary and "Gagen Shuran" will be given, and then students will be assigned to read the contents carefully, 

organize the points to be discussed, and make a presentation. Depending on the level of the students, they will read the 

dictionaries from a variety of sources, including printed characters and collapsed letters. The points to be presented will vary 

and will be selected based on several points like corpus comparison, comparison with modern dictionaries, and so on. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. ガイダンス：『雅言集覧』とは 

2. 講義：『雅言集覧』の構成・特徴 

3. 講義：『雅言集覧』と現代辞書の比較 

4. 発表の仕方を考える 

5. 受講者による発表① 

6. 受講者による発表② 

7. 受講者による発表③ 

8. 受講者による発表④ 

9. 受講者による発表⑤ 

10. 受講者による発表⑥ 

11. 受講者による発表⑦ 

12. 受講者による発表⑧ 

13. 受講者による発表⑨ 

14. まとめ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

発表者以外の学生も該当箇所をよく読み、議論に積極的に参加すること。必ずしも崩し字を読み解く必要はない。もし初めて崩し

字を読む場合には、ある程度集中した訓練が必要となるが、活字と対照させながら見るのである程度自習可能である。なお、崩

し字としては比較的読みやすい部類である。 

『雅言集覧』や石川雅望については授業で紹介するが、コーパスや図書館などを活用して現代の辞書や上代～中世の古典語用

例を検索していくことになるので、必要に応じて基礎を予復習していくこと。もちろん、参加者の背景によって、コーパスや用例調

査の方法などについても詳しく説明する。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

最終レポート(Final Report)(40%)/発表内容(40%)/議論への参加態度(20%) 
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テキスト（Textbooks） 

国会図書館デジタルコレクションの資料を活用していく。 

明治期の増補版 https://dl.ndl.go.jp/pid/3441994/1/1 

や 

江戸期の整版版 https://dl.ndl.go.jp/pid/2578276 

などを見ていく事になる。必要に応じてダウンロードしたり印刷したりすること。全てを印刷してから臨む必要は全くない。 

  

 

参考文献（Readings） 

授業中に色々指示します。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

https://researchmap.jp/7000023408/published_papers 

にある『雅言集覧』関連論文を適宜参照します。 

 

注意事項（Notice） 
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■AT116 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AT116／演習 Ｅ１６ 

(Seminars E16) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
近世辞書を活用して『しみのすみか物語』を読む 

担当者名 

（Instructor） 
平井 吾門(HIRAI AMON) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
JAL2410 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

１ 近世擬古文について理解する。 

２ 近世辞書について理解する。 

３ 近世辞書の活用の仕方を学ぶ。 

４ 近世擬古文を近世辞書から評価し、近世辞書を近世擬古文から評価できるようになる。 

 

1 To understand early modern pseudo-classical texts. 

2 To understand early modern dictionaries. 

3 To learn how to utilize early modern dictionaries. 

4 To be able to evaluate early modern pseudo-classical texts from early modern dictionaries and to be able to evaluate early 

modern dictionaries from early modern pseudo-classical texts. 

 

授業の内容（Course Contents） 

近世辞書を活用しながら、近世に書かれた擬古文笑話集『しみのすみか物語』を読み解く。具体的には、近世擬古文を読み進め

るにあたって同一作者の編んだ近世辞書がどれほど活用できるのかを検証していくことがメインとなる。笑話の読み取りや文学

的特徴よりも、辞書や古典語用例との関わり、文体的特徴や構文的特徴などを考察することになる。その際、各種索引やコーパ

スについても比較検討していく。受講者は、短い一話ごとに担当者を決めて、近世辞書の用例やコーパスとの比較結果を示した

上で、具体的に発表することが求められる。近世辞書や『しみのすみか物語』、作者石川雅望については、最初の数回で概説す

る。 

 

In this class, we will read "Shimi no Sumika Monogatari," a collection of pseudo-classical laughter stories written in the early 

modern period, while making use of early modern dictionaries. Specifically, the main focus will be to examine the extent to which 

early modern dictionaries compiled by the same author can be utilized in reading the early modern pseudo-classical text. Rather 

than the reading of the funny stories and their literary characteristics, we will examine their relationship with dictionaries and 

classical word examples, as well as their stylistic and syntactic features. In doing so, we will also compare and contrast various 

indexes and corpora. Students will be assigned a person in charge of each short story and will be expected to give a specific 

presentation, showing the results of the comparison with examples from early modern dictionaries and corpora. An overview of 

early modern dictionaries, "Shimi no Sumika Monogatari" and its author, Masamochi Ishikawa, will be given in the first few 

sessions. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. ガイダンス 

2. 講義：石川雅望について 

3. 講義：『雅言集覧』の特徴および使い方 

4. 講義：コーパスや索引類の使い方 

5. 発表の仕方や内容を考える 

6. 受講生の発表① 

7. 受講生の発表② 

8. 受講生の発表③ 

9. 受講生の発表④ 

10. 受講生の発表⑤ 

11. 受講生の発表⑥ 

12. 受講生の発表⑦ 

13. 受講生の発表⑧ 

14. まとめ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

発表者以外も該当箇所はしっかり読み、論点を予想・整理しながら臨むこと。 
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崩し字に挑戦したい受講生は、もし初学者であればある程度まとまって自学自習も進めること。その方法は授業中にも説明する

が、活字と崩し字を比較していくことが大切。 

近世辞書、コーパス、索引類などは使い慣れることが大切なので、予習復習を通じて自発的に色々な対象について引いてみるこ

と。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

最終レポート(Final Report)(40%)/発表内容(40%)/質疑への参加状況(20%) 

最終レポートは、発表内容についてまとめ直す形＋αです。 

 

テキスト（Textbooks） 

崩し字 https://www.wul.waseda.ac.jp/kotenseki/html/he13/he13_02102/index.html 

活字 https://dl.ndl.go.jp/pid/921885/1/5 

などについて、受講生の学修状況を見て読み進めて行きます。必要に応じてダウンロードしたり印刷したりしておいてください。た

だし、初回に全てのページを印刷して持参するような必要は全くありません。 

 

参考文献（Readings） 

https://websv.aichi-pref-library.jp/wahon/detail/84.html 

を参照の事。授業中に適宜紹介していきます。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AT117 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AT117／演習 Ｅ１７ 

(Seminars E17) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
コーパス方言研究 

担当者名 

（Instructor） 
佐藤 久美子(SATO KUMIKO) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
JAL2410 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

コーパスを用いて方言データを適切に収集し、基本的な分析を行うことができる。 

 

Upon completing the course students will be able to use a corpus tool to perform searches of spoken language data and carry 

out small-scale corpus-based research projects. 

 

授業の内容（Course Contents） 

この授業では、コーパスを活用した方言研究の方法を学ぶ。前半は「日本語諸方言コーパス (Corpus of Japanese Dialects: 

COJADS) 」の特徴と、コーパス検索アプリケーション「中納言」の利用方法を解説する。後半はそれぞれがトピックを決めて調査・

分析を行い、発表する。 

 

This course introduces students to language corpora as a resource for linguistic analysis. The course presents a survey of 

COJADS, Corpus of Japanese Dialects, and teaches the use of an application tool called Chunagon. 

Students will have opportunity to apply corpus-based methods by performing a number of investigations into their own topics. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. オリエンテーション 

2. コーパスの設計 

3. コーパスの特徴と利用方法（１） 

4. コーパスの特徴と利用方法（２） 

5. コーパスを用いた方言研究（１） 

6. コーパスを用いた方言研究（２） 

7. 担当者による発表と討議（１）  

8. 担当者による発表と討議（２）  

9. 担当者による発表と討議（３）  

10. 担当者による発表と討議（４）  

11. 担当者による発表と討議（５）  

12. 担当者による発表と討議（６）  

13. 担当者による発表と討議（７）  

14. 総括 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

・授業後にリアクションペーパーを提出する。 

・日本語諸方言コーパス（COJADS)を用いてデータの収集と分析を行う。 

・担当者は発表時に配布資料を作成し、発表後にレポートを作成する。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

発表内容(40%)/討議への参加状況(30%)/レポート(30%) 

 

テキスト（Textbooks） 

なし 

 

参考文献（Readings） 

1. 前川喜久雄、2013、『コーパス入門（講座日本語コーパス）』、朝倉書店 (ISBN:978-4254516012) 

2. 前川 喜久雄（監修） 小磯 花絵（編集）、2015、『話し言葉コーパス: －設計と構築－（講座日本語コーパス）』、朝倉書店 

(ISBN:978-4254516036) 

3. 中俣尚己、2021、『「中納言」を活用したコーパス日本語研究入門』、ひつじ書房 (ISBN:978-4823410598) 
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その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

・受講生が多い場合、グループに分け、グループ内で毎週の発表者・司会者を決め、全員で討論を行いながら授業を進めていく

ことを予定している。 

・授業内で、母方言に関わる情報（出生地や居住歴など）の開示を求める。 

 

注意事項（Notice） 
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■AT118 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AT118／演習 Ｅ１８ 

(Seminars E18) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
格助詞について考える 

担当者名 

（Instructor） 
石 恩京(SUK EUNKYUNG) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
JAL2410 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

文の中での格助詞の働きを考えることを通して格助詞についての理解を深める。 

 

By thinking about the function of case particle in sentences, students can deepen their understanding of case particle. 

 

授業の内容（Course Contents） 

主に動詞文を取り上げて、「格助詞の役割」「格助詞の用法」「格助詞表現比較」などについて考える。 

格助詞は、英語の前置詞と違って単独では意味を持たない。名詞に付加されることで、役割を表すことになる。名詞も単独では情

報として文に取り込むことができない。名詞を情報化するためには助詞が必要で、どの助詞を使うかは動詞によって決まる。この

ように､格助詞を考える上で名詞と動詞を考えることは必須不可欠なので、これらも同時に扱う。 

 

Focusing mainly on verb sentences, we will consider "the role of case particles," "usage of case particles," and "comparison of 

case particle expressions." 

Case particles, unlike English prepositions, have no meaning by themselves. By being added to nouns, it represents a role. 

Nouns alone cannot be incorporated into sentences as information. Particles are necessary to informatize nouns, and which 

particle to use depends on the verb. In this way, when considering about case particles, it is indispensable to consider about 

nouns and verbs, so we deal with these as well. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. ガイダンス 

2. 格助詞について 

3. 発表１ 

4. 発表２ 

5. 発表３ 

6. 発表４ 

7. 発表５ 

8. 発表６ 

9. 発表７ 

10. 発表８ 

11. 発表９ 

12. 発表１０ 

13. 発表１１ 

14. まとめ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

予習：毎回のテーマに関する基礎的なこと（辞書の意味記述など）は調べておくことが望ましい。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

発表(30%)/討論への参加度(30%)/最終レポート(Final Report)(40%) 

 

テキスト（Textbooks） 

なし 

 

参考文献（Readings） 

 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 
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注意事項（Notice） 
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■AT119 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AT119／演習 Ｅ１９ 

(Seminars E19) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
研究論文執筆を目的とした実践演習（1） 

担当者名 

（Instructor） 
尾崎 名津子(OZAKI NATSUKO) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
JAL2310 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

文学研究のために必要な知識と技能を身につける。具体的には、文学テクストの分析方法や、考察のために必要な先行研究や

資料の収集方法、また、それらの読解の方法などである。 

論文として適切な文章表現を身につける。 

 

This course aims to acquire the knowledge and skills necessary for literary research. Specifically, how to analyze literary texts, 

how to collect prior research and materials necessary for consideration, and how to read and understand them. 

This course also aims to help students acquire appropriate written expression for their papers. 

 

授業の内容（Course Contents） 

本演習は研究小論文、卒業論文予備論文、卒業論文等を執筆する学生を対象とする。授業は学生による発表と討議を中心に進

める。履修者が自らの興味や関心に基づいて、発表対象とする作品を決め、自分で問題設定や分析などを行う。口頭発表を経

て、それをさらに発展させた論文やレポートを執筆する。 

 

This seminar is intended for students who will write a research essay, a preliminary thesis, or a graduation thesis. The class will 

consist mainly of presentations and discussions by the students. The students will decide on the works to be presented based 

on their own interests and concerns, and will set and analyze the problems by themselves. After the oral presentation, the 

students will write a paper or a report that develops the work further. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. ガイダンス 

2. 資料の調査方法 

3. 立論の方法 

4. 発表資料の構成方法 

5. 発表 1 

6. 発表 2 

7. 発表 3 

8. 発表 4 

9. 発表 5 

10. 発表 6 

11. 発表 7 

12. 発表 8 

13. 発表 9 

14. まとめ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

予習：次回の発表で扱われる文学テクストや資料を読了すること。また、自分の発表資料を作成すること。文献の調査や立論、分

析は全て授業時間外の学習となる。 

復習：特に口頭発表を終えた後は、最終レポートの提出に向けて内容の再検討や資料の再調査、文章の推敲などの作業が必要

になる。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

最終レポート(Final Report)(40%)/発表内容(30%)/授業への積極的な参加(30%) 

 

テキスト（Textbooks） 

授業内で適宜指示する。 

 

参考文献（Readings） 



 - 1487 - 

授業内で適宜紹介する。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AT120 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AT120／演習 Ｅ２０ 

(Seminars E20) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
研究論文執筆を目的とした実践演習（2） 

担当者名 

（Instructor） 
尾崎 名津子(OZAKI NATSUKO) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
JAL2310 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

文学研究のために必要な知識と技能を身につける。具体的には、文学テクストの分析方法や、考察のために必要な先行研究や

資料の収集方法、また、それらの読解の方法などである。 

論文として適切な文章表現を身につける。 

 

This course aims to acquire the knowledge and skills necessary for literary research. Specifically, how to analyze literary texts, 

how to collect prior research and materials necessary for consideration, and how to read and understand them. 

This course also aims to help students acquire appropriate written expression for their papers. 

 

授業の内容（Course Contents） 

本演習は研究小論文、卒業論文予備論文、卒業論文等を執筆する学生を対象とする。授業は学生による発表と討議を中心に進

める。履修者が自らの興味や関心に基づいて、発表対象とする作品を決め、自分で問題設定や分析などを行う。口頭発表を経

て、それをさらに発展させた論文やレポートを執筆する。 

 

This seminar is intended for students who will write a research essay, a preliminary thesis, or a graduation thesis. The class will 

consist mainly of presentations and discussions by the students. The students will decide on the works to be presented based 

on their own interests and concerns, and will set and analyze the problems by themselves. After the oral presentation, the 

students will write a paper or a report that develops the work further. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. ガイダンス 

2. 資料の調査方法 

3. 立論の方法 

4. 発表資料の構成方法 

5. 発表 1 

6. 発表 2 

7. 発表 3 

8. 発表 4 

9. 発表 5 

10. 発表 6 

11. 発表 7 

12. 発表 8 

13. 発表 9 

14. まとめ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

予習：次回の発表で扱われる文学テクストや資料を読了すること。また、自分の発表資料を作成すること。文献の調査や立論、分

析は全て授業時間外の学習となる。 

復習：特に口頭発表を終えた後は、最終レポートの提出に向けて内容の再検討や資料の再調査、文章の推敲などの作業が必要

になる。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

最終レポート(Final Report)(40%)/発表内容(30%)/授業への積極的な参加(30%) 

 

テキスト（Textbooks） 

授業内で適宜指示する。 

 

参考文献（Readings） 
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授業内で適宜紹介する。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AT121 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AT121／演習 Ｅ２１ 

(Seminars E21) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
21 世紀の芥川龍之介賞受賞作品を読む 

担当者名 

（Instructor） 
椋棒 哲也(MUKUBO TETSUYA) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
JAL2310 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

21 世紀（うち 2001 年から 2022年まで）の芥川龍之介賞受賞作品（短・中篇小説）を読んで、作品を分析する力を養う。併せて現

代文学を対象とした、同時代研究を試行する。 

 

Students will read the Akutagawa Ryunosuke Prize-winning works (short and medium novels) of the 21st century (from 2001 to 

2022) and develop the ability to analyze the works. In addition, students will attempt contemporaneous studies on contemporary 

literature. 

 

授業の内容（Course Contents） 

当演習は、受講者の皆さんが上記の「現代文学」から一つを選んで、それを対象に、作品分析・同時代研究・レポートの章構成と

いう、三つの活動を展開することに眼目を置く。なおこの活動は、藤井淑禎本学名誉教授創案による「Ｆメソッド」を用いて実践さ

れる。メソッドの運用の詳細は、教員が第２回で説明する。そして受講者は複数名で成る５班に分かれ、研究発表を担う。第４～１

３回のうち、各担当班は偶数回に作品を精読した結果を提示し、奇数回に同時代研究について発表を行うことになる。各研究発

表においては、別の１班が司会を担当する予定である。 

 

In this class, students will choose one of the above-mentioned "contemporary literatures" and will develop three activities: 

analysis of the work, contemporaneous studies, and composition of chapters of a report. These activities will be conducted 

using the "F method," originally devised by Professor Emeritus Hidetada Fujii of this University. The details of the method will 

be explained by the instructor in the second session. Participants will be divided into five groups of several members, who will 

be responsible for presenting their research. From the fourth to the thirteenth session, each group will present the results of its 

close reading of a work in even-numbered sessions, and will give a presentation on its contemporaneous studies in odd-

numbered sessions. One other group will serve as the moderator for each research presentation. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. はじめに：研究対象となる作品＆各担当班の決定 

2. Ｆメソッドについての説明 

3. 文献の集め方と発表の方法―復習― 

4. 受講者による発表その一：精読編 

5. 受講者による発表その一：同時代研究編 

6. 受講者による発表その二：精読編 

7. 受講者による発表その二：同時代研究編 

8. 受講者による発表その三：精読編 

9. 受講者による発表その三：同時代研究編 

10. 受講者による発表その四：精読編 

11. 受講者による発表その四：同時代研究編 

12. 受講者による発表その五：精読編 

13. 受講者による発表その五：同時代研究編 

14. おわりに：レポートの書き方または予備時間 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

作品が決定した後、研究発表の準備を怠りなく進めること。なお第４回以降の授業に備えて、受講者全員が事前に作品を精読し

て各自の読みや考えを固めること、それを毎回始業以前に「Google Forms」へ記したうえで、演習に臨むことが求められる。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

最終レポート(Final Report)(30%)/担当作品に関する研究発表(40%)/毎回の出席と、併せて適宜書いてもらうコメントペーパーほ

か、討議に対する貢献など(30%) 

本授業は、発表や討論に関する知識や方法の体得を一義とする。ゆえに、一、単位取得のためには研究発表が必須である。な

おやむを得ず担当回を欠席した場合は、改めて発表の機会が与えられる。二、７割（１４回中１０回）以上出席をしていない場合
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は、成績評価の対象としない。また３０分を超えて入室・退出する行為は出席と認めない。ただし各種実習・就職活動等による欠

席や電車遅延等による遅刻の場合は相談に応じる。 

 

テキスト（Textbooks） 

第１～３＆１４回の資料は教員が頒布する。第４～１３回のテキストは、受講者が各自で用意すること。その際に電子書籍は味気

ないので、紙の本を買うことをお奨めする。なお研究対象となる作品の選定を含め、授業運営の詳細は第１回の授業で説明す

る。受講予定者各位は必ず出席すること。 

 

参考文献（Readings） 

なし。機会があり次第、日本文学関連であるかないかを問わず、授業内において紹介する。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

なし。 

 

注意事項（Notice） 
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■AT122 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AT122／演習 Ｅ２２ 

(Seminars E22) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
1950-60 年代の小説を読解する 

担当者名 

（Instructor） 
米山 大樹(YONEYAMA HIROKI) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
JAL2310 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

１ 小説についての調査と発表、討議を通して、日本の近現代文学を研究するための基礎的な知識と方法を身につける。  

２ 文学作品と先行研究を分析的に検討し、論理的に言語化する方法を身につける。 

３ 日本近現代文学史や同時代コンテクストを理解する。 

 

1) To learn fundamental research methods and gain background knowledge of modern and contemporary Japanese literature 

through the study, presentation, and discussion of fiction.  

2) To learn techniques for analyzing literary works and criticism, and how to organize logically and express critically one’s own 

thinking. 

3) To grasp the history of modern and contemporary Japanese literature in its wider social context. 

 

授業の内容（Course Contents） 

まず、演習形式の授業に参加するためのスキルについて講義形式で説明する。次に、受講者による演習形式での発表と討議を

行う。 

この授業では、日本近現代文学の昭和 30 年代の短編小説を中心に取り上げ、その特質を学習する。また、学期後半には昭和

29 年に刊行された『潮騒』をはじめとした三島由紀夫の複数の作品を扱うことで、この時代の文学への理解を深めていきたい。 

発表対象は授業計画に示した作家・作品を予定しているが、これらは暫定的なものであり変更もあり得る。 

 

  At the start of the semester, the necessary skills for participating in a seminar-style class will be explained in detail in a 

lecture format. Afterwards, students will put into practice those skills by means of presentations and critical discussions in 

class. 

  In this course, we will read short stories from the Shōwa 30’s era of Japanese modern and contemporary literature to 

ascertain their most distinctive characteristics. In the second half of the semester, we will deepen our understanding of the 

literature of this period by taking up several works by Yukio Mishima, including his novel The Sound of Waves (tr. 1956) first 

published in 1954 in Japanese. 

 Please note that while the authors and works for this course are indicated on the course syllabus, they are subject to change 

depending on such factors as availability, class size, and student interests. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. ガイダンス 

2. 研究発表についての説明 

3. レポートについての説明 

4. 安部公房「探偵と彼」（発表） 

5. 円地文子「妖」（発表） 

6. 大江健三郎「死者の奢り」（発表） 

7. 倉橋由美子「パルタイ」（発表） 

8. 森茉莉「恋人たちの森」（発表） 

9. 島尾敏雄「出発は遂に訪れず」（発表） 

10. 川端康成「片腕」（発表） 

11. 三島由紀夫「橋づくし」（発表） 

12. 三島由紀夫「女方」（発表） 

13. 三島由紀夫『潮騒』（発表） 

14. まとめ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

予習：次回の発表で扱われる文学テクストや資料を読了すること。また、自分の発表資料を作成すること。文献の調査や立論、分

析は全て授業時間外の学習となる。 
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復習：特に口頭発表を終えた後は、発表で解決されなかった課題のフォローアップや、最終レポートの提出に向けて内容の再検

討や資料の再調査、文章の推敲などの作業が必要になる。  

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

最終レポート(Final Report)(40%)/口頭発表(40%)/積極的な授業参加(20%) 

 

テキスト（Textbooks） 

1. 三島由紀夫、2005、『潮騒』（新潮文庫）、新潮社 (ISBN:978-4101050072) 

上記以外は授業内で適宜配布する。 

 

参考文献（Readings） 

授業内で適宜紹介する。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AT123 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AT123／演習 Ｅ２３ 

(Seminars E23) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
現代文学とジェンダー／セクシュアリティ研究（１） 

担当者名 

（Instructor） 
黒岩 裕市(KUROIWA YUICHI) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
JAL2310 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

ジェンダーやセクシュアリティの問題に注目しながら、現代の文学作品を読む。同時に、文学作品の丁寧な読みを通じて、ジェン

ダーやセクシュアリティの問題について考える。 

 

Focusing on gender/sexuality issues, students will read contemporary literary works, at the same time, through closely reading 

literary works students will consider gender/sexuality issues. 

 

授業の内容（Course Contents） 

この演習では、性規範からはずれるとみなされるような身体や欲望、関係性や生き方を描いた作品に光を当て、現代の日本で、

ある性のあり方が主流化され、別の性のあり方が周縁化される際にはたらく力学を検討する。松浦理英子、藤野千夜、村田沙耶

香の小説を取り上げる。 

授業は数回の講義に続き、受講生の発表によって進める。 

 

This seminar sheds light on the works which represent the body, desire, relation, way of living that are often regarded as 

inconsistent with gender/sexuality norms. In so doing we will examine the power dynamics that normalize one type of 

gender/sexuality at the same time marginalize its other type. We will read the novels of Matsuura Rieko, Fujino Chiya and 

Murata Sayaka. 

After a few lectures, students will make presentations. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. ガイダンス 

2. 文学研究とジェンダー／セクシュアリティ研究（講義） 

3. 松浦理英子『ナチュラル・ウーマン』（1987 年）①（講義） 

4. 松浦理英子『ナチュラル・ウーマン』②（講義） 

5. 松浦理英子『ナチュラル・ウーマン』③（発表） 

6. 松浦理英子『ナチュラル・ウーマン』④（発表） 

7. 藤野千夜『少年と少女のポルカ』（1996 年）①（発表） 

8. 藤野千夜『少年と少女のポルカ』②（発表） 

9. 村田沙耶香『ハコブネ』（2010 年）①（発表） 

10. 村田沙耶香『ハコブネ』②（発表） 

11. 村田沙耶香『殺人出産』（2014年）（発表） 

12. 村田沙耶香『トリプル』（2014 年）（発表） 

13. 村田沙耶香『清潔な結婚』（2014 年）（発表） 

14. 全体のまとめ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

予習：授業で取り上げる作品を丁寧に読むこと。発表担当者はレジュメを作成すること。 

復習：授業での論点を再確認すること。発表担当者は授業での教員や他の受講生の見解を踏まえ、学期末のレポートの作成に

つなげること。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

最終レポート(Final Report)(40%)/授業での発表、発表者へのコメント(60%) 

 

テキスト（Textbooks） 

1. 松浦理英子、2010、『ナチュラル・ウーマン』、河出書房新社 (ISBN:4309408478) 

2. 村田沙耶香、2016、『ハコブネ』、集英社 (ISBN:4087455149) 

3. 村田沙耶香、2016、『殺人出産』、講談社 (ISBN:4062934779) 
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他はコピーを配布する。 

 

参考文献（Readings） 

授業中に紹介する。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

この授業で取り上げる作品には性的表現を用いたものもある。もっとも、「性的」とは何かということを問いなおすようなものでもあ

るのだが、履修に際してはこの点に十分に注意すること。 

 

注意事項（Notice） 
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■AT124 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AT124／演習 Ｅ２４ 

(Seminars E24) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
現代文学とジェンダー／セクシュアリティ研究（２） 

担当者名 

（Instructor） 
黒岩 裕市(KUROIWA YUICHI) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
JAL2310 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

ジェンダーやセクシュアリティの問題に注目しながら、現代の文学作品を読む。同時に、文学作品の丁寧な読みを通じて、ジェン

ダーやセクシュアリティの問題について考える。 

 

Focusing on gender/sexuality issues, students will read contemporary literary works, at the same time, through closely reading 

literary works students will consider gender/sexuality issues. 

 

授業の内容（Course Contents） 

この演習では、既存の性規範のもとで周縁化される人びとにとって、生きていくために必要なつながりや居場所が探求される作品

に光を当て、性規範への抵抗や交渉の試みを、その難しさをも含めて考察する。松浦理英子、藤野千夜、李琴峰の小説を取り上

げる。 

授業は数回の講義に続き、受講生の発表によって進める。 

 

This seminar sheds light on the works which seek the connection and space to survive for people that are marginalized by 

existing gender/sexuality norms. In so doing we will examine the attempts to negotiate or resist gender/sexuality norms 

(including their difficulties). We will read the novels of Matsuura Rieko, Fujino Chiya and Li Kotomi. 

After a few lectures, students will make presentations. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. ガイダンス 

2. 文学研究とジェンダー／セクシュアリティ研究（講義） 

3. 松浦理英子『最愛の子ども』（2017 年）①（講義） 

4. 松浦理英子『最愛の子ども』②（発表） 

5. 松浦理英子『最愛の子ども』③（発表） 

6. 松浦理英子『最愛の子ども』④（発表） 

7. 松浦理英子『最愛の子ども』⑤（発表） 

8. 藤野千夜『夏の約束』（2000 年）①（発表） 

9. 藤野千夜『夏の約束』②（発表） 

10. 李琴峰『ポラリスが降り注ぐ夜』（2020 年）①（発表） 

11. 李琴峰『ポラリスが降り注ぐ夜』②（発表） 

12. 李琴峰『ポラリスが降り注ぐ夜』③（発表） 

13. 李琴峰『ポラリスが降り注ぐ夜』④（発表） 

14. 全体のまとめ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

予習：授業で取り上げる作品を丁寧に読むこと。発表担当者はレジュメを作成すること。 

復習：授業での論点を再確認すること。発表担当者は授業での教員や他の受講生の見解を踏まえ、学期末のレポートの作成に

つなげること。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

最終レポート(Final Report)(40%)/授業での発表、発表者へのコメント(60%) 

 

テキスト（Textbooks） 

1. 松浦理英子、2020、『最愛の子ども』、文藝春秋 (ISBN:4167914883) 

2. 李琴峰、2022、『ポラリスが降り注ぐ夜』、筑摩書房 (ISBN:4480438246) 

他はコピーを配布する。 
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参考文献（Readings） 

授業中に紹介する。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

この授業で取り上げる作品には性的表現を用いたものもある。もっとも、「性的」とは何かということを問いなおすようなものでもあ

るのだが、履修に際してはこの点に十分に注意すること。 

 

注意事項（Notice） 
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■AT125 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AT125／演習 Ｅ２５ 

(Seminars E25) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
研究論文を執筆するための実践演習（1） 

担当者名 

（Instructor） 
石川 巧(ISHIKAWA TAKUMI) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
JAL2310 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

テキストを読み解くための方法を学び文学研究に必要な知識と技能を学ぶとともに、卒業論文を執筆できる水準の文章表現能力

を身につける。 

 

Students will learn methods for reading and understanding texts, gain knowledge and skills required for literary research, and 

acquire the capability for textual expression at a level that will enable the writing of graduation theses. 

 

授業の内容（Course Contents） 

本演習は研究小論文、卒業論文予備論文、卒業論文などを執筆する学生を対象とする。授業は学生による発表と議論を中心に

進行し、教員と TAがそれをサポートする。テキストは学生が自らの関心に基づいて選択し、そのテキストに関するレポート、論文

を執筆してもらう。 

 

The seminar is intended for students who will write research essays, graduation theses, preliminary theses before graduation 

theses, etc. The class will proceed with a focus on presentations and discussions by students, with support by faculty members 

and TAs. Students will select texts based on their own interests, and will write reports and research papers on these. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. オリエンテーション 

2. 資料の調べ方 

3. レジュメの書き方 

4. 発表１ 

5. 発表２ 

6. 発表３ 

7. 発表４ 

8. 発表５ 

9. 発表６ 

10. 発表７ 

11. 発表８ 

12. 発表９ 

13. 発表１０ 

14. 予備日 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

発表者は担当となる章の内容を深く理解し、要点をまとめたレジュメを用意する。演習の参加者はテキストを精読して演習に臨む

こと。ゼミでは、他者への敬意をはらいつつ自分の「読み」を主体的に発言し、活発な相互批評を展開したいと考えている。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

最終レポート(Final Report)(40%)/発表(30%)/議論への参加(30%) 

 

テキスト（Textbooks） 

なし 

 

参考文献（Readings） 

1. 石川巧、飯田祐子、小平麻衣子、金子明雄、日比嘉高編、2022、『文学研究の扉をひらく』、ひつじ書房 

授業のサブテキストとして使用します。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

本演習は担当者のもとで研究小論文、予備論文、卒業論文を執筆する学生を対象としています。もちろん、それらを執筆する予
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定のない学生の受講も認めますが、授業内容に関しては論文執筆を前提として進めることをご了解いただきたいと思います。 

 

注意事項（Notice） 
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■AT126 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AT126／演習 Ｅ２６ 

(Seminars E26) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
研究論文を執筆するための実践演習（2） 

担当者名 

（Instructor） 
石川 巧(ISHIKAWA TAKUMI) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
JAL2310 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

テキストを読み解くための方法を学び文学研究に必要な知識と技能を学ぶとともに、卒業論文を執筆できる水準の文章表現能力

を身につける。 

 

Students will learn methods for reading and understanding texts, gain knowledge and skills required for literary research, and 

acquire the capability for textual expression at a level that will enable the writing of graduation theses. 

 

授業の内容（Course Contents） 

本演習は研究小論文、卒業論文予備論文、卒業論文などを執筆する学生を対象とする。授業は学生による発表と議論を中心に

進行し、教員と TAがそれをサポートする。テキストは学生が自らの関心に基づいて選択し、そのテキストに関するレポート、論文

を執筆してもらう。 

 

The seminar is intended for students who will write research essays, graduation theses, preliminary theses before graduation 

theses, etc. The class will proceed with a focus on presentations and discussions by students, with support by faculty members 

and TAs. Students will select texts based on their own interests, and will write reports and research papers on these. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. オリエンテーション 

2. 資料の調べ方 

3. レジュメの書き方 

4. 発表１ 

5. 発表２ 

6. 発表３ 

7. 発表４ 

8. 発表５ 

9. 発表６ 

10. 発表７ 

11. 発表８ 

12. 発表９ 

13. 発表１０ 

14. 予備日 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

発表者は担当となる章の内容を深く理解し、要点をまとめたレジュメを用意する。演習の参加者はテキストを精読して演習に臨む

こと。ゼミでは、他者への敬意をはらいつつ自分の「読み」を主体的に発言し、活発な相互批評を展開したいと考えている。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

最終レポート(Final Report)(40%)/発表(30%)/議論への参加(30%) 

 

テキスト（Textbooks） 

1. 石川巧、飯田祐子、小平麻衣子、金子明雄、日比嘉高編、2022、『文学研究の扉をひらく』、ひつじ書房 

授業のサブテキストとして使用します。 

 

参考文献（Readings） 

 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

本演習は担当者のもとで研究小論文、予備論文、卒業論文を執筆する学生を対象としています。もちろん、それらを執筆する予
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定のない学生の受講も認めますが、授業内容に関しては論文執筆を前提として進めることをご了解いただきたいと思います。 

 

注意事項（Notice） 
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■AT127 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AT127／演習 Ｅ２７ 

(Seminars E27) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
江戸川乱歩精読（1） 

担当者名 

（Instructor） 
石川 巧(ISHIKAWA TAKUMI) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
JAL2310 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

テキストを読み解くための方法を学び文学研究に必要な知識と技能を学ぶとともに、卒業論文を執筆できる水準の文章表現能力

を身につける。 

 

Students will learn methods for reading and understanding texts, gain knowledge and skills required for literary research, and 

acquire the capability for textual expression at a level that will enable the writing of graduation theses. 

 

授業の内容（Course Contents） 

本演習では江戸川乱歩の作品を精読する。毎回の授業は各自（またはグループ）での発表と議論によるゼミ形式で行う。毎回、

発表者がレジュメを用意し、45分程度の発表を行ったあと、その内容をめぐる議論を行う。各発表者は自分の研究テーマに即し

たテキストを指定する。  

 

In this exercise, we will read a novel by Edogawa Rampo in detail.The class will be held in seminar format, with discussions and 

presentations by individual students or groups. In each session, a presenter will prepare an outline and give a presentation for 

about 45 minutes, after which discussion of the content will take place. Each presenter will designate texts according to their 

own research themes.  

 

授業計画（Course Schedule） 

1. オリエンテーション 

2. 資料の調べ方 

3. レジュメの書き方 

4. 発表１ 

5. 発表２ 

6. 発表３ 

7. 発表４ 

8. 発表５ 

9. 発表６ 

10. 発表７ 

11. 発表８ 

12. 発表９ 

13. 発表１０ 

14. 予備日 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

発表者は担当となる章の内容を深く理解し、要点をまとめたレジュメを用意する。演習の参加者はテキストを精読して演習に臨む

こと。ゼミでは、他者への敬意をはらいつつ自分の「読み」を主体的に発言し、活発な相互批評を展開したいと考えている。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

最終レポート(Final Report)(40%)/発表(30%)/議論への参加(30%) 

 

テキスト（Textbooks） 

1. 江戸川乱歩、2016、『江戸川乱歩名作選』、新潮文庫 

2. 江戸川乱歩、1989、『江戸川乱歩傑作選 改版』、新潮文庫 

テキストは Amazon等の古書で安く購入できます。また、BOOKOFFなどでも比較的簡単に入手可能です。したがって販売はせず

個人で入手ということにします。 

 

参考文献（Readings） 
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その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

江戸川乱歩の作品のなかには性的な描写、グロテスクな表現、現代からみると明らかな差別や偏見を含んだ言説があります。演

習ではそうしたテキストも扱いますので、受講に際してはご注意ください。 

 

注意事項（Notice） 
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■AT128 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AT128／演習 Ｅ２８ 

(Seminars E28) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
江戸川乱歩精読（2） 

担当者名 

（Instructor） 
石川 巧(ISHIKAWA TAKUMI) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
JAL2310 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

テキストを読み解くための方法を学び文学研究に必要な知識と技能を学ぶとともに、卒業論文を執筆できる水準の文章表現能力

を身につける。 

 

Students will learn methods for reading and understanding texts, gain knowledge and skills required for literary research, and 

acquire the capability for textual expression at a level that will enable the writing of graduation theses. 

 

授業の内容（Course Contents） 

本演習では江戸川乱歩の作品を精読する。毎回の授業は各自（またはグループ）での発表と議論によるゼミ形式で行う。毎回、

発表者がレジュメを用意し、45分程度の発表を行ったあと、その内容をめぐる議論を行う。各発表者は自分の研究テーマに即し

たテキストを指定する。  

 

In this exercise, we will read a novel by Edogawa Rampo in detail.The class will be held in seminar format, with discussions and 

presentations by individual students or groups. In each session, a presenter will prepare an outline and give a presentation for 

about 45 minutes, after which discussion of the content will take place. Each presenter will designate texts according to their 

own research themes.  

 

授業計画（Course Schedule） 

1. オリエンテーション 

2. 論文の書き方１ 

3. 論文の書き方２ 

4. 発表１ 

5. 発表２ 

6. 発表３ 

7. 発表４ 

8. 発表５ 

9. 発表６ 

10. 発表７ 

11. 発表８ 

12. 発表９ 

13. 発表１０ 

14. 予備日 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

発表者は担当となる章の内容を深く理解し、要点をまとめたレジュメを用意する。演習の参加者はテキストを精読して演習に臨む

こと。ゼミでは、他者への敬意をはらいつつ自分の「読み」を主体的に発言し、活発な相互批評を展開したいと考えている。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

最終レポート(Final Report)(40%)/発表(30%)/議論への参加(30%) 

 

テキスト（Textbooks） 

1. 江戸川乱歩、2016、『江戸川乱歩名作選』、新潮文庫 

2. 江戸川乱歩、1989、『江戸川乱歩傑作選 改版』、新潮文庫 

テキストは Amazon等の古書で安く購入できます。また、BOOKOFFなどでも比較的簡単に入手可能です。したがって販売はせず

個人で入手ということにします。 

 

参考文献（Readings） 
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その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

江戸川乱歩の作品のなかには性的な描写、グロテスクな表現、現代からみると明らかな差別や偏見を含んだ言説があります。演

習ではそうしたテキストも扱いますので、受講に際してはご注意ください。 

 

注意事項（Notice） 
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■AT129 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AT129／演習 Ｅ２９ 

(Seminars E29) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
岡本かの子を読む 

担当者名 

（Instructor） 
尾崎 名津子(OZAKI NATSUKO) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
JAL2310 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

口頭発表資料や口頭発表の方法を身につける。 

岡本かの子の作品を読み解くことを通して、分析の方法やジェンダー、メディア、倫理思想などとテクストとの脈絡の付け方などを

学ぶ。 

 

This course aims to acquire oral presentation materials and methods for oral presentation. 

Through reading Kanoko Okamoto's works, students will learn how to analyze them and how to contextualize them with gender, 

media, and ethical thought. 

 

授業の内容（Course Contents） 

岡本かの子（1889-1939）の文学的営為をたどりつつ、履修者各自が特定の作品読解に取り組む。 

また、注釈にもチャレンジする。 

口頭発表後は、発表時に受けた質問やコメントをふまえ、内容をさらに発展させたレポートを執筆する。 

 

The course will trace the literary work of Kanoko Okamoto (1889-1939), and each student will work on reading a specific work. 

Students will also be challenged to write annotations. 

After the oral presentation, the students will write a report on further development of the content based on the questions and 

comments received during the presentation. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. ガイダンス―同時代評と研究動向 

2. 身体と美、そして文学 

3. 「肉体の神曲」註釈 1 

4. 「肉体の神曲」註釈 2 

5. 「肉体の神曲」註釈 3 

6. 「肉体の神曲」註釈 4 

7. 「肉体の神曲」註釈 5 

8. 「肉体の神曲」発表 1 

9. 「肉体の神曲」発表 2 

10. 「娘」発表 1 

11. 「娘」発表 2 

12. 「美少年」発表 1 

13. 「美少年」発表 2 

14. まとめ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

予習：次回の発表で扱われる文学テクストや資料を読了すること。また、自分の発表資料を作成すること。文献の調査や立論、分

析は全て授業時間外の学習となる。 

復習：特に口頭発表を終えた後は、最終レポートの提出に向けて内容の再検討や資料の再調査、文章の推敲などの作業が必要

になる。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

最終レポート(Final Report)(40%)/発表内容(30%)/授業への積極的な参加(30%) 

 

テキスト（Textbooks） 

授業内で適宜配付する。 

 

参考文献（Readings） 
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授業内で適宜紹介する。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AT130 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AT130／演習 Ｅ３０ 

(Seminars E30) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
大正期の『女学世界』を読む 

担当者名 

（Instructor） 
尾崎 名津子(OZAKI NATSUKO) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
JAL2310 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

口頭発表資料や口頭発表の方法を身につける。 

雑誌『女学世界』を読み解くことを通して、分析の方法やジェンダー、メディアなどとテクストとの脈絡の付け方などを学ぶ。 

 

This course aims to acquire oral presentation materials and methods for oral presentation. 

Through reading a part of the magazine "Jogaku Sekai" that was published in the Taisho period, students will learn how to 

analyze them and how to contextualize them with gender, media, etc. 

 

授業の内容（Course Contents） 

雑誌という媒体の特質や、大正期の女子教育、女性文化をめぐる状況を理解したうえで、履修者各自が担当する号の分析に取り

組む。 

口頭発表後は、発表時に受けた質問やコメントをふまえ、内容をさらに発展させたレポートを執筆する。 

 

After understanding the characteristics of the magazine and the circumstances surrounding women's education and culture 

during the Taisho period, each student will work to analyze the issue for which he or she is responsible. 

After the oral presentation, the students will write a report on further development of the content based on the questions and 

comments received during the presentation. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. ガイダンス 

2. 大正期の女性雑誌と女子学生の位相 

3. 発表資料の作成方法について 

4. 1913 年 1 月、2 月（発表） 

5. 1913 年 3 月、4 月（発表） 

6. 1913 年 5 月、6 月（発表） 

7. 1913 年 7 月、8 月（発表） 

8. 1913 年 9 月、10 月（発表） 

9. 1913 年 11 月、12 月（発表） 

10. 1914 年 1 月、2 月（発表） 

11. 1914 年 3 月、4 月（発表） 

12. 1914 年 5 月、6 月（発表） 

13. 1914 年 7 月、8 月（発表） 

14. まとめ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

予習：次回の授業で扱われる資料を読了すること。また、自分の発表資料を作成すること。文献の調査や立論、分析は全て授業

時間外の学習となる。 

復習：特に口頭発表を終えた後は、最終レポートの提出に向けて内容の再検討や資料の再調査、文章の推敲などの作業が必要

になる。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

最終レポート(Final Report)(40%)/発表内容(30%)/授業への積極的な参加(30%) 

 

テキスト（Textbooks） 

授業内でプリント等を配付する。 

 

参考文献（Readings） 

授業内で適宜紹介する。 



 - 1509 - 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AT131 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AT131／演習 Ｅ３１ 

(Seminars E31) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
現代詩を読む／谷川俊太郎・川崎洋・新川和江 

担当者名 

（Instructor） 
大島 丈志(OSHIMA TAKESHI) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
JAL2310 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

谷川俊太郎・川崎洋・新川和江の詩を読み解く。 

 

Students will read and interpret poems by Shuntaro Tanikawa, Hiroshi Kawasaki, and Kazue Shinkawa. 

 

授業の内容（Course Contents） 

詩「朝のリレー」や「スイミー」の翻訳で知られる谷川俊太郎は、第二次世界大戦後、三好達治の紹介によって『文学界』にてデビ

ューします。1952 年、『二十億光年の孤独』を刊行し、戦後の新人として注目されました。その後も多様な試みを行い、自由奔放

ともいえる展開を見せていきました。そんな谷川俊太郎の詩の世界を、学んでいきたいと思います。  

また、授業の後半では、同時代の川崎洋・新川和江の詩を扱います。 

 

Shuntaro Tanikawa, known for his translation of the works "Asa no relay" and Swimmy, made his debut in the literary world 

through an introduction by Tatsuji Miyoshi after World War II. In 1952, he published Two Billion Light-Years of Solitude and 

became noted as a postwar newcomer. Following that, too, he engaged in various projects with free abandon. The class will 

study the world of the poems of Shuntaro Tanikawa.  

The second half of the class will cover poems by Hiroshi Kawasaki and Kazue Shinkawa, who lived at the same time. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. ガイダンス 

2. 詩の読解方法に関する講義 

3. 詩の技法に関する講義 

4. 近代詩史の概略 講義 

5. 「二十億光年の孤独」その他の近代史における位相 

6. 「定義」その他  長編詩／即興詩の試み 

7. 「コカ・コーラ レッスン」その他における言葉の役割 

8. 川崎洋「はくちょう」「ひどく」「言葉」に見る自然と比喩 

9. 川崎洋「たんぽぽ」「しかられた神様」に見る声喩と子ども 

10. 新川和江「わたしを束ねないで」における「私」 

11. 新川和江「記憶する水」における「水」の表象 

12. 『櫂』を中心とした詩の読解  

13. 同時代の詩の読解 

14. まとめ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

予習 個人発表となるので、対象となる作品について先行研究を徹底的に調査し、先行研究のクリティカルリーディングを行い、

その上で自らの読みを作り、レジュメを作成する。 

復習 必ずフォローアップを行うので、演習の質疑応答にて指摘された質問に対して、再度調査・考察を行い、フォローアップのレ

ジュメを作成する。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

最終レポート(Final Report)(30%)/演習発表(30%)/レジュメの提出(30%)/演習フォロー(10%) 

 

テキスト（Textbooks） 

授業中に配布します。 

 

参考文献（Readings） 

授業中に指示します。 
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その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AT132 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AT132／演習 Ｅ３２ 

(Seminars E32) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
宮沢賢治、萩原朔太郎、高村光太郎の詩を読む 

担当者名 

（Instructor） 
大島 丈志(OSHIMA TAKESHI) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
JAL2310 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

近代の詩人宮沢賢治、萩原朔太郎の詩を読み解きます。 

 

Students will read and interpret the poems of the modern poet Kenji Miyazawa,Sakutaro Hagiwara,Kotaro Takamura. 

 

授業の内容（Course Contents） 

宮沢賢治の詩は、教科書に掲載され、アニメや漫画でも多用されます。ただ、広まっている詩は一部の詩にすぎず、より多様で豊

かな詩の世界があります。この宮沢賢治の詩の世界を読み解いていきます。その際には、詩集『春と修羅』第一～三集だけでは

なく、「〔雨ニモマケズ〕」「童謡」「文語詩」等も扱っていきます。 

授業の前半では萩原朔太郎、高村光太郎の同時代の詩を取り上げます。 

 

The poetry of Kenji Miyazawa is published in textbooks and is also used frequently in animation and comics. However, popular 

poems are only a part of poetry; a more diverse and rich world of poetry exists. Students will read and interpret the world of the 

poems of Kenji Miyazawa. The class will cover not only the first to third parts of the poetry collection An Ashura in Spring, but 

also works including "Ame ni mo makezu," and Doyo, Bungo shi. 

The first half of the class will focus on contemporary poems by Sakutaro Hagiwara,Kotaro Takamura. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. ガイダンス・アンケート 

2. 詩の読解方法についての講義、近代詩の概略についての講義 

3. 詩人 宮沢賢治についての講義 

4. 詩人 萩原朔太郎についての講義 

5. 詩の「にほい」・・・・・・萩原朔太郎「月に吠える」より。「竹」等。 

6. 自己と倦怠・・・・・・萩原朔太郎「青猫」より。 

7. 詩人 高村光太郎についての講義 

8. 肯定の詩・・・・・・高村光太郎「冬」より。 

9. 離別・・・・・・高村光太郎「レモン哀歌」より。 

10. 恋と修羅・・・・・・宮沢賢治「恋と熱病」・「春と修羅（mental sketch modified）」・「小岩井農場」を中心に（『春と修羅』第一集） 

11. 離別・・・・・・宮沢賢治「永訣の朝」を中心に（『春と修羅』第一集） 

12. 農・・・・・・宮沢賢治「〔盗まれた白菜の根へ〕」「〔同心町の夜あけがた〕」「和風は河谷いっぱいに吹く」「〔何をやっても間に

合はない〕 」を中心に（『春と修羅』第三集）  

13. 病・・・・・・宮沢賢治「病床」「眼にて云う」を中心に（疾中詩編より） 文語詩へ 

14. 授業のまとめ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

予習……個人で演習発表を行ってもらうため演習のための資料作り。先行研究の調査・クリティカルリーディングと詩の読解。 

復習……演習中に出された質問に対するフォローアップの作成。フォローアップの発表を行う。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

最終レポート(Final Report)(30%)/演習発表(30%)/レジュメの提出(30%)/演習フォロー(10%) 

 

テキスト（Textbooks） 

授業中に指示します。 

 

参考文献（Readings） 

授業中に指示します。 
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その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AT201 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AT201／日本文学講読 １ 

(Reading in Japanese Literature 1) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
古代 

担当者名 

（Instructor） 
井野 葉子(INO YOKO) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
JAL2300 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

『源氏物語』の第三部の宇治十帖の浮舟巻を取り上げて読み、物語への理解を深める。 

 

Students will read the Ukifune chapter of the Uji-Jujo part of Genji Monogatari (The Tale of Genji), and deepen their 

understanding of the story. 

 

授業の内容（Course Contents） 

『源氏物語』の最後のヒロイン浮舟は、薫の妻でありながら姉の夫匂宮と密通、めくるめく愛欲の時を過ごしながらも、二人の男の

板挟みとなって惑乱し、入水へと追い詰められていく。浮舟巻の原文を読みながら、和歌や散文によって語られる言葉の世界を

探究する。 

 

Ukifune, the final heroine of Genji Monogatari, is the wife of Kaoru but is in an adulterous relationship with her sister's husband, 

Niou no Miya. Caught between two men, she becomes upset and is driven to throwing herself into the water. While reading the 

original text of the Ukifune chapter, students will investigate the world of words spoken through waka poetry and prose. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 『源氏物語』における宇治十帖、浮舟巻の位置 

2. 浮舟の手紙――その１ 

3. 浮舟の手紙――その２ 

4. 匂宮の侵入 

5. 春の日の語らい――匂宮と浮舟 

6. 宇治橋の贈答歌――すれ違う薫と浮舟 

7. 宇治川を渡る小舟――この浮舟ぞゆくへ知られぬ 

8. 雪、氷、中空――中空にてぞ我は消ぬべき 

9. 雲、雨、宇治川の増水 

10. 母との葛藤 

11. 密通の発覚と薫の詰問 

12. 浮舟惑乱 

13. 入水の決意 

14. まとめ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

事前に、『源氏物語』全体のあらすじ、宇治十帖や浮舟巻の概要を理解しておくこと。 

講義の進度に合わせて、浮舟巻の原文を自分で読み進めること。 

常に感想や疑問点などをメモしておくこと。 

レポートのテーマを決めて、調査・研究すること。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

レポート試験(Report Exam)(72%)/授業への参加態度(28%) 

 

テキスト（Textbooks） 

プリントを使用します。 

 

参考文献（Readings） 

適宜紹介します。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 
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注意事項（Notice） 
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■AT202 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AT202／日本文学講読 ２ 

(Reading in Japanese Literature 2) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
古代 

担当者名 

（Instructor） 
平澤 卓也(HIRASAWA TAKUYA) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
JAL2300 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

仏教説話の講読を通して、仏教の世界観に対する認識を深めるとともに、古典文学の読解に必要な基礎知識を修得する。 

 

Through reading Buddhist didactic tales, students will acquire a deeper understanding of the Buddhist world view and obtain 

basic knowledge necessary to reading classical Japanese literature. 

 

授業の内容（Course Contents） 

テーマ「六道の文学」 

前近代における日本人の死生観、他界観は、仏教思想の強い影響のもとに発展したが、中でも、地獄に対する人々の関心は高

く、多くの書物や絵画で繰り返し取り上げられてきた。本講では、この地獄をはじめとする六道世界全体について、古代・中世の

仏教書、説話集、縁起書、地獄絵などを横断的に読み解き、その諸相を考究する。 

 

Literature about the Six Realms of Transmigration 

Japanese premodern notions of life, death, and other worlds were strongly influenced by Buddhist thought. Among these 

notions, people were particularly interested in the concept of hell, a topic that was repeatedly treated in a variety of texts and 

images. This course explores conceptions of hell and other existences in the world of the Six Realms of transmigration, reading 

and analyzing a cross-section of classical and medieval Buddhist texts, didactic tales, foundation legends, and hell paintings. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. ガイダンス 

2. 仏教の世界観 1 

3. 仏教の世界観 2 

4. 地獄道 1 

5. 地獄道 2 

6. 地獄道 3 

7. 地獄道 4 

8. 地獄道 5 

9. 餓鬼道 

10. 畜生道 

11. 阿修羅道 

12. 人道 

13. 天道 

14. まとめ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

毎回授業後は配布した資料を熟読し、紹介した参考文献に目を通しておくこと。また、授業で扱うものだけでなく、関連する文献を

積極的に探して読むこと。特に興味を持ったものについては、自ら資料を集めて考察し、それをもとに最終レポート（3000 字以上）

を作成すること。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

レスポンスシート(30%)/受講態度(30%)/最終レポート(Final Report)(40%) 

 

テキスト（Textbooks） 

プリントを配布する。 

 

参考文献（Readings） 

授業時に紹介する。 
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その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

・単位を修得するには、次の 3つの条件を満たす必要がある。①全 14 回中 10 回以上の出席、②授業後のレスポンスシートの

提出、③最終レポート（3000 字以上）の提出。 

・詳しい授業の進め方については、初回の授業時に説明する。 

・授業に関する情報は、Blackboard や Canvas LMSに掲載するので、受講前に確認すること。 

 

注意事項（Notice） 
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■AT203 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AT203／日本文学講読 ３ 

(Reading in Japanese Literature 3) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
中世 

担当者名 

（Instructor） 
鈴木 彰(SUZUKI AKIRA) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
JAL2300 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

軍記物語のなかから，女性の姿を扱う著名な場面を取りあげて精読し，日本中世に生み出された軍記物語の特質について理解

する．あわせて，中世の散文文学を読み解くためのさまざまな視座や方法についての理解を深める． 

 

From the Gunki Monogatari genre, famous scenes having to do with the appearance of women will be focused on, and through 

these readings the characteristics monogatari produced in Japan’s Middle Ages will be investigated. Along with this, other 

viewpoints and methods viable in reading Middle Age prose literature will be presented and developed. 

 

授業の内容（Course Contents） 

軍記物語には，いくさが続く時代に生きた人間たちの姿が描き出されている．この授業では，中世の軍記物語に描かれる女性た

ちの姿と，その受け止められかたに着目し，いくつかの著名な場面を選んで順次精読していく．随時，歴史史料との対照，異本の

比較などをおこない，他の物語・説話などとの関係も視野に入れながら，『平家物語』をはじめとする軍記物語が長く読み継がれ

てきたことの意味を問いなおす． 

 

In the Gunki Monogatari genre, the lives of people living in this time of continued warfare are chronicled. In this class, the 

depiction of women in Middle Age narratives as well as their reception will be focused upon, and deep readings of several 

famous passages will be considered in turn. When necessary, comparisons with historical material, and variants texts will be 

undertaken, and starting with the Tale of the Heike, connections with other narratives and tales will be considered in 

interpreting why Gunki Monogatari continued to be read in a new fashion. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. テーマ概説、ガイダンス 

2. 軍記物語の成立と伝播 

3. 祇王と仏（前篇）――『平家物語』巻第一「祇王」 

4. 祇王と仏（後篇）――『平家物語』巻第一「祇王」 

5. 小督――『平家物語』巻第五「小督」 

6. 平維盛の北の方――『平家物語』巻第七「維盛都落」 

7. 小宰相――『平家物語』巻第九「小宰相」 

8. 源為義の北の方――『保元物語』 

9. 常葉（前篇）――『平治物語』 

10. 常葉（後篇）――『平治物語』 

11. 内裏女房――『平家物語』巻第十「内裏女房」 

12. 建礼門院平徳子――『平家物語』灌頂巻「六道之沙汰」 

13. 巴御前――『源平盛衰記』 

14. 横笛――『平家物語』巻第十「横笛」 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

履修を機に，『平家物語』『保元物語』『平治物語』のいずれかを通読することをすすめる． 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

各回のコメント(30%)/中間レポート(30%)/最終レポート(Final Report)(40%) 

 

テキスト（Textbooks） 

プリントを使用する。 

 

参考文献（Readings） 

1. 日下力・鈴木彰・出口久徳、2005、『平家物語を知る事典』、東京堂出版 (ISBN:ISBN978-4-490-10664-0) 
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2. 大津雄一他編、2010、『平家物語大事典』、東京書籍 (ISBN:ISBN9784487799831) 

その他は授業の中で随時紹介する． 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

各回のコメントを踏まえて、共有すべき事柄については教室で全体にフィードバックする。 

毎週、「立教時間」で告知する案内を必ず参照すること。 

 

注意事項（Notice） 

 

 

  



 - 1520 - 

■AT204 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AT204／日本文学講読 ４ 

(Reading in Japanese Literature 4) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
中世 

担当者名 

（Instructor） 
出口 久徳(DEGUCHI HISANORI) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
JAL2300 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

『平家物語』を例に、多様に展開する物語絵画について考える方法を身につける。 

 

 Students will learn how to think about narrative painting in its varied development, using The Tale of the Heike as an example. 

 

授業の内容（Course Contents） 

 『平家物語』を題材にした絵画の歴史を取り上げる。具体的には、日記類など記録に残る絵画に始まり、絵巻、屏風絵、絵入り

版本と主に十七世紀以降に多様に展開する様相を見る。また、近代への展開も考える。 

 

  This section looks at the historical evolution of pictorial representations of the Tale of the Heike. It begins with paintings in 

diaries and other records, and then moves on to picture scrolls, folding screens and illustrated editions, mainly from the 17th 

century onwards, to look at the various aspects of its development. The development into the modern period will also be 

considered. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. ガイダンス―物語絵画をめぐる研究史 

2. 記録類に見る『平家物語』絵画と白描絵巻 

3. 中世から近世へ１―屏風絵・扇面画と明暦版 

4. 中世から近世へ２―明暦二年版『平家物語』 

5. 絵入り版本１―寛文十二年版『平家物語』 

6. 絵入り版本２―延宝五年版『平家物語』① 

7. 絵入り版本３―延宝五年版『平家物語』② 

8. 絵入り版本４―元禄版『平家物語』 

9. 源平合戦図屏風の世界１ 

10. 源平合戦図屏風の世界２ 

11. 源平合戦を題材とした武者絵の世界 

12. 近代絵画１―前田青邨、講談社の絵本など 

13. 近代絵画２―安野光雅『繪本平家物語』 

14. まとめ―イメージとしての源平合戦の世界 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

『平家物語』を読んでおく。美術館や博物館に積極的に展示を見に行く。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

レポート試験(Report Exam)(60%)/中間レポート(10%)/出席兼コメントペーパーの内容(30%) 

 

テキスト（Textbooks） 

プリントを使用する。 

 

参考文献（Readings） 

授業の中で随時紹介する。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

特になし。 

 

注意事項（Notice） 
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■AT205 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AT205／日本文学講読 ５ 

(Reading in Japanese Literature 5) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
近世 

担当者名 

（Instructor） 
安原 眞琴(YASUHARA MAKOTO) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
JAL2300 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

文化史から文学史を学ぶ 

 

Learning literary history from cultural history. 

 

授業の内容（Course Contents） 

この授業では、日本文化を学習します。特に歌舞伎や浮世絵など世界にも知られる文化が開花した、江戸時代の文化を扱いま

す。日本文化とは何かといった大きな視野ももって学習していきましょう。 

 

In this class, we will study Japanese culture. In particular, we will deal with the culture of the Edo period, when the world-

famous culture such as Kabuki and Ukiyo-e blossomed. Let's study with a broad perspective of what Japanese culture is. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. イントロダクション：授業の進め方や概要などを説明する。 

2. 日本文化の従来型イメージを整理する。 

3. 江戸文化の大きな流れを把握する。 

4. 風俗画を学習する。 

5. 二大悪所を学習する。特に芝居。 

6. 二大悪所を学習する。特に遊廓。 

7. 遊所を学習する。特に盛り場と名所。 

8. 文芸を学習する。 

9. 芸能を学習する。特に出版。 

10. メディアを学習する。 

11. 音楽を学習する。 

12. 祭りを学習する。 

13. 学問を学習する。 

14. 振り返りと補足。 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

・毎回リアクションペーパーで授業内容を反芻し、論述形式でまとめる。 

・参考文献やテキストなどを読んで、小レポートをまとめる。 

・授業を振り返りつつ、最終レポートをまとめる。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

最終レポート(Final Report)(20%)/リアクションペーパー(40%)/平常点(20%)/小レポート(20%) 

 

テキスト（Textbooks） 

テキストは特に定めませんが、下記や授業時に指示する参考文献を読むこと。 

 

参考文献（Readings） 

1. 中野三敏、2012、『江戸文化再考』、笠間書院 

2. 奥平俊六、1998、『洛中洛外図舟木本』、小学館 

1 ヶ月に 1 回は参考文献を読むこと。小レポートの作成に使用してください。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

遊廓については、この HP も参考にしてください。 

http://www.makotooffice.net/ 
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注意事項（Notice） 
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■AT206 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AT206／日本文学講読 ６ 

(Reading in Japanese Literature 6) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
近世 

担当者名 

（Instructor） 
丹羽 みさと(NIWA MISATO) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
JAL2300 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

黄表紙に記された文字情報や挿絵を通して、江戸の人々が持っていた動物に関する知識とその特徴を理解し、作品そのものの

読解力を高めることを目標とする。 

 

Through the text information and illustrations written on ”Kibyoushi”, the aim is to understand the knowledge of animals and 

their characteristics that the people of Edo had, and to improve the reading comprehension of the work itself. 

 

授業の内容（Course Contents） 

江戸の漫画といわれる黄表紙には、数多くの擬人化された動物が登場する。狐や狸、鳥や犬などの言動には、当時の風俗や社

会規範、文化や教養、作家自身の交友関係などが投影されており、一見、単純なストーリーにも複層的な情報が含まれている。

また黄表紙は、挿絵も重要な情報源である。挿絵は、本文をサポートするだけではなく、読み解くべき情報を内包していることが

多い。挿絵と文字を丁寧に読み解いていくことで、当時の動物に対する意識や当時の文化について学習する。なお受講者の読解

も適宜開示して貰いながら授業を進める予定なので、受講の際はテキストを事前に読んで来ることを必須とする。 

 

Many anthropomorphic animals appear in”Kibyoushi”, which is said to be a cartoon of Edo. The words and deeds of foxes, 

raccoon dogs, birds, and dogs reflect the customs, social norms, culture, education, and friendships of the artist himself at the 

time. is Illustrations are also an important source of information for”Kibyoushi”. Illustrations not only support the text, but often 

contain information to be deciphered. By carefully reading and deciphering the illustrations and text, you can learn about the 

culture of the time and the attitude towards animals at that time. In addition, we plan to proceed with the class while having the 

students' reading comprehension disclosed as appropriate, so it is essential to read the text in advance when attending the 

class. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. ガイダンス 

2.  『廓通色々青楼全盛』 

3. 『親敵打腹鼓』 

4. 『桃太郎発端説話』 

5. 『桃食三人子宝噺』 

6. 『扨化狐通人』 

7. 『虚言八百万八伝』 

8. 『即席耳学問』 

9. 『世諺鳥混雑賞賦』 

10. 『花之笑七福参詣』 

11. 『天慶和句文』 

12. 『宿昔話筆操』 

13. 『新造図彙』 

14. まとめ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

授業で扱う作品については、事前に読んでくること。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

レポート試験(Report Exam)(70%)/授業内質疑応答(30%) 

 

テキスト（Textbooks） 

テキストは Webシステムにおいて PDFで配布する 
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参考文献（Readings） 

1. 森銑三、1972 年、『黄表紙解題』、中央公論社 

2. 森銑三、1974 年、『続黄表紙解題』、中央公論社 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AT207 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AT207／日本文学講読 ７ 

(Reading in Japanese Literature 7) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
和歌・俳諧 

担当者名 

（Instructor） 
水谷 隆之(MIZUTANI TAKAYUKI) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
JAL2300 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

俳諧のもつ滑稽さや卑俗さ、自然と人間のかかわり、先行文芸の需要のありさまなどを明らかにし、俳諧の本質や特徴について

把握します。また、初期俳諧の変遷を通史的にとらえることで、近世の日本文化についての理解を深めます。 

 

The course will clarify the humorousness and vulgarity inherent in haikai, the relationship between nature and humans, and the 

demand for artistic precedents, in order to grasp the essence and characteristics of haikai. In addition, students will deepen 

their understanding of modern Japanese culture by understanding transitions in early haikai in terms of its complete history. 

 

授業の内容（Course Contents） 

近世に入り爆発的に流行した俳諧は、当時の、そしてその後の日本文化に大きな影響をあたえました。俳諧は、五・七・五（上句）

と七・七（下句）を交互に付けてゆく連歌の形式のなかに、〈俗〉の要素を多分に取り込んだ文芸です。授業では、近世初期の俳諧

のなかから代表的な作品を選び、俳諧を解釈するうえでの重要なポイントについて説明したのち、ことばの連なりのなかに織り込

まれている数々の意味を読み解きます。 

 

Haikai saw an explosion of popularity in the early modern period, and had a great influence on Japanese culture at the time and 

later as well. Haikai is a literary art that liberally incorporates elements of the commonplace in the form of a poetic series that 

alternates between 5-7-5 (kaminoku) and 7-7 (shimonoku). This class will select representative works from early modern haikai, 

explain key points in the interpretation of haikai, and decode the numerous meanings embedded in the strings of words. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. はじめに（講義の進め方、成績評価の方法など） 

2. 近世初期俳諧史 

3. 俳諧の作法（１） 

4. 俳諧の作法（２） 

5. 貞門俳諧（１） 

6. 貞門俳諧（２） 

7. 談林俳諧（１） 

8. 談林俳諧（２） 

9. 談林俳諧（３） 

10. 元禄俳諧（１） 

11. 元禄俳諧（２） 

12. 蕉風俳諧 

13. 雑俳 

14. まとめ 

＊授業の内容や順番は適宜変更する場合があります 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

授業時に適宜指示します。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

最終レポート(Final Report)(40%)/各回の授業内容へのコメント(30%)/授業内課題(30%) 

 

テキスト（Textbooks） 

授業時にプリントを配布します。 

 

参考文献（Readings） 

1. 乾裕幸ほか、2001、『連句への招待〔新版〕』、和泉書院 
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その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

全授業回のうち５回分をオンデマンドで実施（実施回については「立教時間」で指示する）。 

 

注意事項（Notice） 
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■AT208 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AT208／日本文学講読 ８ 

(Reading in Japanese Literature 8) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
和歌・俳諧 

担当者名 

（Instructor） 
加藤 睦(KATOU MUTSUMI) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
JAL2300 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

平安時代に書かれた日記文学に含まれる和歌を読解し、日記文学と古典和歌についての理解を深める。 

 

This course aims to read waka poems included in diary literature of  Heian ｐeriod, and give students opportunities to deepen 

their understanding of diary literature and waka poems. 

 

授業の内容（Course Contents） 

平安時代に書かれた日記文学では、著者やそれ以外の人物が様々な和歌を詠んでいる。この授業では、それらの和歌の中か

ら、それぞれの日記の特徴を表していると思われる和歌を読解し、必要に応じてその和歌の意味について再検討を加えていく。 

 

In diary literature written in the Heian period authors and other people compose various waka poems. In this course, we will read 

some of those waka poems which seem to show the feature of each dairy literature and when needed we will reexamine the 

meaning of them. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 概説 

2. 土佐日記の和歌を読む（１） 

3. 土佐日記の和歌を読む（２） 

4. 蜻蛉日記の和歌を読む（１） 

5. 蜻蛉日記の和歌を読む（２） 

6. 蜻蛉日記の和歌を読む（３） 

7. 紫式部日記の和歌を読む（１） 

8. 紫式部日記の和歌を読む（２） 

9. 和泉式部日記の和歌を読む（１） 

10. 和泉式部日記の和歌を読む（２） 

11. 和泉式部日記の和歌を読む（３） 

12. 更級日記の和歌を読む（１） 

13. 更級日記の和歌を読む（２） 

14. 讃岐典侍日記の和歌を読む 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

毎回の講義は、前回までの講義の理解を前提として行われる。したがって、十分な復習が求められる。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

レポート試験(Report Exam)(100%) 

成績評価はレポート試験のみで行う。毎回の出席と真摯な受講を求めるが、出席確認は行わない。 

 

テキスト（Textbooks） 

プリントを配布し、テキストとして用いる。 

 

参考文献（Readings） 

 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AT210 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AT210／漢文学講読 ２ 

(Reading in Chinese Literature 2) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
漢文 

担当者名 

（Instructor） 
藤井 嘉章 (FUJII YOSHIAKI) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
JAL2300 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

（1）中国のアンソロジー『唐詩選』と、それを受容した日本古文辞学派について理解する。 

（2）漢詩のルールを身につけて、自ら鑑賞できるようになる。 

（3）漢詩の白文に返り点（レ点や一二点）を振れるようになる。 

（4）漢詩表現の典拠を辞書やデータベースを用いて調べられるようになる。 

 

（1）Understand "Anthology of the Tang Dynasty Poetry" and the learning of ancient texts and words that accepted it. 

（2）Learn the rules of Chinese poetry and be able to appreciate it on your own. 

（3）Exercises to add punctuation marks to original Chinese texts. 

（4）Be able to look up the source of Chinese poetry expressions using dictionaries and databases. 

 

授業の内容（Course Contents） 

（1）和漢の文学史を概観し、漢詩のルールを学ぶ。 

（2）中国唐代詩のアンソロジーである『唐詩選』を講読する。 

（3）『唐詩選』の日本近世における古文辞学派による受容を思想的・表現論的に学ぶ。 

（4）古文辞学派詩人による日本漢詩を講読する。 

 

（1）An overview of the history of Japanese and Chinese literature and the rules of Chinese poetry. 

（2）Read "Anthology of the Tang Dynasty Poetry" 

（3）Learn the reception of "Anthology of the Tang Dynasty Poetry" by the school of the learning of ancient texts and words  

in early modern Japan from an ideological and expressive perspective. 

（4）Read the Chinese poetry by the Japanese poets of  the learning of ancient texts and words. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. イントロダクション 授業概要と評価の方法 

2. 和漢文学史概観 

3. 漢詩のルール 

4. 『唐詩選』講読①：初唐 

5. 『唐詩選』講読②：盛唐−李白 

6. 『唐詩選』講読③：盛唐−杜甫 

7. 『唐詩選』講読④：中晩唐 

8. 古文辞学派の『唐詩選』受容 

9. 漢詩表現の典拠の探し方 

10. 古文辞学派の漢詩講読①：荻生徂徠（1） 

11. 古文辞学派の漢詩講読②：荻生徂徠（2） 

12. 古文辞学派の漢詩講読③：服部南郭 

13. 古文辞学派の漢詩講読④：太宰春台 

14. まとめ（講義内容は適時変更になる場合があります） 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

講義で扱う漢詩を、自分自身で読解してきてください。 

受講後、講義で扱った内容を踏まえて、もう一度、漢詩を自分自身で順を追って理解していってください。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

コメントシート(60%)/最終レポート(Final Report)(40%) 

 

テキスト（Textbooks） 
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なし 

 

参考文献（Readings） 

1. 小川環樹、2005、『唐詩概説』、岩波書店 (ISBN:978-4003810910) 

2. 狩野直喜、2018、『漢文研究法: 中国学入門講義』、平凡社 (ISBN:978-4582808902) 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 

 

 

  



 - 1530 - 

■AT211 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AT211／漢文学講読 ３ 

(Reading in Chinese Literature 3) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
漢文 

担当者名 

（Instructor） 
平澤 卓也(HIRASAWA TAKUYA) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
JAL2300 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

平安朝漢文文献の講読を通して、日本文化に対する理解を深めるとともに、漢文を読むための基礎力を養う。 

 

By reading Heian-period kanbun, students will deepen their understanding of Japanese culture, while developing basic skills 

necessary to reading kanbun.  

 

授業の内容（Course Contents） 

テーマ「大江匡房と平安朝漢文学」 

平安時代の碩学大江匡房が撰述した漢文文献を講読し、平安貴族や僧侶の生活、信仰、思想などについて考察する。また、

様々な観点から日本文化を把握できるよう、関連する説話や資料を多数取り上げて解説する。 

 

Ōe no Masafusa and Heian-period Kanbun studies 

In this lecture, we will read the kanbun writings compiled by the great Heian-period scholar Ōe no Masafusa, in order to 

consider the lives, worship practices, and thought of Heian aristocrats and Buddhist monks. We will also examine related legends 

and source materials to better understand Japanese culture of the time from various perspectives. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. ガイダンス 

2. 漢字・漢文学の基礎知識 1 

3. 漢字・漢文学の基礎知識 2 

4. 平安朝漢文学の世界 1 

5. 平安朝漢文学の世界 2 

6. 『本朝神仙伝』1 

7. 『本朝神仙伝』2 

8. 『本朝神仙伝』3 

9. 『本朝神仙伝』4 

10. 『本朝神仙伝』5 

11. 『本朝神仙伝』6 

12. 『本朝神仙伝』7 

13. 『続本朝往生伝』 

14. 『狐媚記』 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

毎回授業後は配布した資料を熟読し、紹介した参考文献に目を通しておくこと。また、授業で扱うものだけでなく、関連する文献を

積極的に探して読むこと。特に興味を持ったものについては、自ら資料を集めて考察し、それをもとに最終レポート（3000 字以上）

を作成すること。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

レスポンスシート(30%)/受講態度(30%)/最終レポート(Final Report)(40%) 

 

テキスト（Textbooks） 

プリントを配布する。 

 

参考文献（Readings） 

授業時に紹介する。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 
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・単位を修得するには、次の 3つの条件を満たす必要がある。①全 14 回中 10 回以上の出席、②授業後のレスポンスシートの

提出、③最終レポート（3000 字以上）の提出。 

・詳しい授業の進め方については、初回の授業時に説明する。 

・授業に関する情報は、Blackboard や Canvas LMSに掲載するので、受講前に確認すること。 

 

注意事項（Notice） 
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■AT231 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

その他／研究小論文 １ｂ 

(Treatise 1b) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
研究小論文の執筆 

担当者名 

（Instructor） 
平澤 卓也(HIRASAWA TAKUYA) 

学期 

（Semester） 
秋学期他(Fall Others) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
JAL1843 

言語 

（Language） 

その他 

(Others) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

４年次での卒業論文（制作）に着手する前に、その心構えや基本的な方法について学習する。 

 

Before beginning the production of graduation theses in the 4th year, students will learn about preparation and basic methods 

for doing so. 

 

授業の内容（Course Contents） 

必要に応じて個別ないしグループで教員の助言を受ける。卒業論文執筆に向けたテーマを決め、テーマにそった調査・研究を進

めて行くために、教員の助言・指導を受けながら卒業論文執筆の準備を進めるとともに、達成すべき目標を段階を追って設定し

実践する。担当教員により、グループでの中間発表・討議をする場合、個別面談指導を併用する授業形態、もっぱら個別面談指

導を重ねていく授業形態などさまざまなやり方がある。 

 

Students will also receive advice from faculty members individually or in groups, as necessary. In order to decide on themes for 

graduation theses and to proceed with relevant investigation and research, students will undertake preparations for writing 

theses while receiving advice and guidance from faculty members, and will set and put into practice step-by-step goals to be 

achieved. Various forms of class exist, such as that in which individual one-on-one guidance by the faculty member in charge is 

provided along with the holding of group intermediate presentations and discussions, and that consisting solely of repeated 

individual one-on-one guidance. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 指導１ 

2. 指導２ 

3. 指導３ 

4. 指導４ 

5. 指導５ 

6. 指導６ 

7. 指導７ 

8. 指導８ 

9. 指導９ 

10. 指導１０ 

11. 指導１１ 

12. 指導１２ 

13. 指導１３ 

14. 指導１４ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

担当教員の指示に従うこと。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

最終レポート(Final Report)(40%)/受講態度(60%) 

 

テキスト（Textbooks） 

なし 

 

参考文献（Readings） 

担当教員の指示に従うこと。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 
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注意事項（Notice） 
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■AT233 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

その他／研究小論文 １ｂ 

(Treatise 1b) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
研究小論文の執筆 

担当者名 

（Instructor） 
石川 巧(ISHIKAWA TAKUMI) 

学期 

（Semester） 
秋学期他(Fall Others) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
JAL1843 

言語 

（Language） 

その他 

(Others) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

４年次での卒業論文（制作）に着手する前に、その心構えや基本的な方法について学習する。 

 

Before beginning the production of graduation theses in the 4th year, students will learn about preparation and basic methods 

for doing so. 

 

授業の内容（Course Contents） 

必要に応じて個別ないしグループで教員の助言を受ける。卒業論文執筆に向けたテーマを決め、テーマにそった調査・研究を進

めて行くために、教員の助言・指導を受けながら卒業論文執筆の準備を進めるとともに、達成すべき目標を段階を追って設定し

実践する。担当教員により、グループでの中間発表・討議をする場合、個別面談指導を併用する授業形態、もっぱら個別面談指

導を重ねていく授業形態などさまざまなやり方がある。 

 

Students will also receive advice from faculty members individually or in groups, as necessary. In order to decide on themes for 

graduation theses and to proceed with relevant investigation and research, students will undertake preparations for writing 

theses while receiving advice and guidance from faculty members, and will set and put into practice step-by-step goals to be 

achieved. Various forms of class exist, such as that in which individual one-on-one guidance by the faculty member in charge is 

provided along with the holding of group intermediate presentations and discussions, and that consisting solely of repeated 

individual one-on-one guidance. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 指導１ 

2. 指導２ 

3. 指導３ 

4. 指導４ 

5. 指導５ 

6. 指導６ 

7. 指導７ 

8. 指導８ 

9. 指導９ 

10. 指導１０ 

11. 指導１１ 

12. 指導１２ 

13. 指導１３ 

14. 指導１４ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

担当教員の指示に従うこと。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

最終レポート(Final Report)(40%)/受講態度(60%) 

 

テキスト（Textbooks） 

なし 

 

参考文献（Readings） 

担当教員の指示に従うこと。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 
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注意事項（Notice） 
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■AT234 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

その他／研究小論文 １ｂ 

(Treatise 1b) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
研究小論文の執筆 

担当者名 

（Instructor） 
金子 明雄(KANEKO AKIO) 

学期 

（Semester） 
秋学期他(Fall Others) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
JAL1843 

言語 

（Language） 

その他 

(Others) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

４年次での卒業論文（制作）に着手する前に、その心構えや基本的な方法について学習する。 

 

Before beginning the production of graduation theses in the 4th year, students will learn about preparation and basic methods 

for doing so. 

 

授業の内容（Course Contents） 

必要に応じて個別ないしグループで教員の助言を受ける。卒業論文執筆に向けたテーマを決め、テーマにそった調査・研究を進

めて行くために、教員の助言・指導を受けながら卒業論文執筆の準備を進めるとともに、達成すべき目標を段階を追って設定し

実践する。担当教員により、グループでの中間発表・討議をする場合、個別面談指導を併用する授業形態、もっぱら個別面談指

導を重ねていく授業形態などさまざまなやり方がある。 

 

Students will also receive advice from faculty members individually or in groups, as necessary. In order to decide on themes for 

graduation theses and to proceed with relevant investigation and research, students will undertake preparations for writing 

theses while receiving advice and guidance from faculty members, and will set and put into practice step-by-step goals to be 

achieved. Various forms of class exist, such as that in which individual one-on-one guidance by the faculty member in charge is 

provided along with the holding of group intermediate presentations and discussions, and that consisting solely of repeated 

individual one-on-one guidance. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 指導１ 

2. 指導２ 

3. 指導３ 

4. 指導４ 

5. 指導５ 

6. 指導６ 

7. 指導７ 

8. 指導８ 

9. 指導９ 

10. 指導１０ 

11. 指導１１ 

12. 指導１２ 

13. 指導１３ 

14. 指導１４ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

担当教員の指示に従うこと。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

最終レポート(Final Report)(40%)/受講態度(60%) 

 

テキスト（Textbooks） 

なし 

 

参考文献（Readings） 

担当教員の指示に従うこと。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 
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注意事項（Notice） 
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■AT235 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

その他／研究小論文 １ｂ 

(Treatise 1b) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
研究小論文の執筆 

担当者名 

（Instructor） 
家永 香織(IENAGA KAORI) 

学期 

（Semester） 
秋学期他(Fall Others) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
JAL1843 

言語 

（Language） 

その他 

(Others) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

４年次での卒業論文（制作）に着手する前に、その心構えや基本的な方法について学習する。 

 

Before beginning the production of graduation theses in the 4th year, students will learn about preparation and basic methods 

for doing so. 

 

授業の内容（Course Contents） 

必要に応じて個別ないしグループで教員の助言を受ける。卒業論文執筆に向けたテーマを決め、テーマにそった調査・研究を進

めて行くために、教員の助言・指導を受けながら卒業論文執筆の準備を進めるとともに、達成すべき目標を段階を追って設定し

実践する。担当教員により、グループでの中間発表・討議をする場合、個別面談指導を併用する授業形態、もっぱら個別面談指

導を重ねていく授業形態などさまざまなやり方がある。 

 

Students will also receive advice from faculty members individually or in groups, as necessary. In order to decide on themes for 

graduation theses and to proceed with relevant investigation and research, students will undertake preparations for writing 

theses while receiving advice and guidance from faculty members, and will set and put into practice step-by-step goals to be 

achieved. Various forms of class exist, such as that in which individual one-on-one guidance by the faculty member in charge is 

provided along with the holding of group intermediate presentations and discussions, and that consisting solely of repeated 

individual one-on-one guidance. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 指導１ 

2. 指導２ 

3. 指導３ 

4. 指導４ 

5. 指導５ 

6. 指導６ 

7. 指導７ 

8. 指導８ 

9. 指導９ 

10. 指導１０ 

11. 指導１１ 

12. 指導１２ 

13. 指導１３ 

14. 指導１４ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

担当教員の指示に従うこと。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

最終レポート(Final Report)(40%)/受講態度(60%) 

 

テキスト（Textbooks） 

なし 

 

参考文献（Readings） 

担当教員の指示に従うこと。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 
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注意事項（Notice） 
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■AT236 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

その他／研究小論文 １ｂ 

(Treatise 1b) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
研究小論文の執筆 

担当者名 

（Instructor） 
尾崎 名津子(OZAKI NATSUKO) 

学期 

（Semester） 
秋学期他(Fall Others) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
JAL1843 

言語 

（Language） 

その他 

(Others) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

４年次での卒業論文（制作）に着手する前に、その心構えや基本的な方法について学習する。 

 

Before beginning the production of graduation theses in the 4th year, students will learn about preparation and basic methods 

for doing so. 

 

授業の内容（Course Contents） 

必要に応じて個別ないしグループで教員の助言を受ける。卒業論文執筆に向けたテーマを決め、テーマにそった調査・研究を進

めて行くために、教員の助言・指導を受けながら卒業論文執筆の準備を進めるとともに、達成すべき目標を段階を追って設定し

実践する。担当教員により、グループでの中間発表・討議をする場合、個別面談指導を併用する授業形態、もっぱら個別面談指

導を重ねていく授業形態などさまざまなやり方がある。 

 

Students will also receive advice from faculty members individually or in groups, as necessary. In order to decide on themes for 

graduation theses and to proceed with relevant investigation and research, students will undertake preparations for writing 

theses while receiving advice and guidance from faculty members, and will set and put into practice step-by-step goals to be 

achieved. Various forms of class exist, such as that in which individual one-on-one guidance by the faculty member in charge is 

provided along with the holding of group intermediate presentations and discussions, and that consisting solely of repeated 

individual one-on-one guidance. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 指導１ 

2. 指導２ 

3. 指導３ 

4. 指導４ 

5. 指導５ 

6. 指導６ 

7. 指導７ 

8. 指導８ 

9. 指導９ 

10. 指導１０ 

11. 指導１１ 

12. 指導１２ 

13. 指導１３ 

14. 指導１４ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

担当教員の指示に従うこと。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

最終レポート(Final Report)(40%)/受講態度(60%) 

 

テキスト（Textbooks） 

なし 

 

参考文献（Readings） 

担当教員の指示に従うこと。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 
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注意事項（Notice） 
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■AT237 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

その他／研究小論文 １ｂ 

(Treatise 1b) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
研究小論文の執筆 

担当者名 

（Instructor） 
水谷 隆之(MIZUTANI TAKAYUKI) 

学期 

（Semester） 
秋学期他(Fall Others) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
JAL1843 

言語 

（Language） 

その他 

(Others) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

４年次での卒業論文（制作）に着手する前に、その心構えや基本的な方法について学習する。 

 

Before beginning the production of graduation theses in the 4th year, students will learn about preparation and basic methods 

for doing so. 

 

授業の内容（Course Contents） 

必要に応じて個別ないしグループで教員の助言を受ける。卒業論文執筆に向けたテーマを決め、テーマにそった調査・研究を進

めて行くために、教員の助言・指導を受けながら卒業論文執筆の準備を進めるとともに、達成すべき目標を段階を追って設定し

実践する。担当教員により、グループでの中間発表・討議をする場合、個別面談指導を併用する授業形態、もっぱら個別面談指

導を重ねていく授業形態などさまざまなやり方がある。 

 

Students will also receive advice from faculty members individually or in groups, as necessary. In order to decide on themes for 

graduation theses and to proceed with relevant investigation and research, students will undertake preparations for writing 

theses while receiving advice and guidance from faculty members, and will set and put into practice step-by-step goals to be 

achieved. Various forms of class exist, such as that in which individual one-on-one guidance by the faculty member in charge is 

provided along with the holding of group intermediate presentations and discussions, and that consisting solely of repeated 

individual one-on-one guidance. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 指導１ 

2. 指導２ 

3. 指導３ 

4. 指導４ 

5. 指導５ 

6. 指導６ 

7. 指導７ 

8. 指導８ 

9. 指導９ 

10. 指導１０ 

11. 指導１１ 

12. 指導１２ 

13. 指導１３ 

14. 指導１４ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

担当教員の指示に従うこと。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

最終レポート(Final Report)(40%)/受講態度(60%) 

 

テキスト（Textbooks） 

なし 

 

参考文献（Readings） 

担当教員の指示に従うこと。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 
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注意事項（Notice） 
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■AT238 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

その他／研究小論文 １ｂ 

(Treatise 1b) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
研究小論文の執筆 

担当者名 

（Instructor） 
平井 吾門(HIRAI AMON) 

学期 

（Semester） 
秋学期他(Fall Others) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
JAL1843 

言語 

（Language） 

その他 

(Others) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

４年次での卒業論文（制作）に着手する前に、その心構えや基本的な方法について学習する。 

 

Before beginning the production of graduation theses in the 4th year, students will learn about preparation and basic methods 

for doing so. 

 

授業の内容（Course Contents） 

必要に応じて個別ないしグループで教員の助言を受ける。卒業論文執筆に向けたテーマを決め、テーマにそった調査・研究を進

めて行くために、教員の助言・指導を受けながら卒業論文執筆の準備を進めるとともに、達成すべき目標を段階を追って設定し

実践する。担当教員により、グループでの中間発表・討議をする場合、個別面談指導を併用する授業形態、もっぱら個別面談指

導を重ねていく授業形態などさまざまなやり方がある。 

 

Students will also receive advice from faculty members individually or in groups, as necessary. In order to decide on themes for 

graduation theses and to proceed with relevant investigation and research, students will undertake preparations for writing 

theses while receiving advice and guidance from faculty members, and will set and put into practice step-by-step goals to be 

achieved. Various forms of class exist, such as that in which individual one-on-one guidance by the faculty member in charge is 

provided along with the holding of group intermediate presentations and discussions, and that consisting solely of repeated 

individual one-on-one guidance. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 指導１ 

2. 指導２ 

3. 指導３ 

4. 指導４ 

5. 指導５ 

6. 指導６ 

7. 指導７ 

8. 指導８ 

9. 指導９ 

10. 指導１０ 

11. 指導１１ 

12. 指導１２ 

13. 指導１３ 

14. 指導１４ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

担当教員の指示に従うこと。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

最終レポート(Final Report)(40%)/受講態度(60%) 

 

テキスト（Textbooks） 

なし 

 

参考文献（Readings） 

担当教員の指示に従うこと。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 
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注意事項（Notice） 
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■AT241 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

その他／研究小論文 ２ａ 

(Treatise 2a) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
研究小論文の執筆 

担当者名 

（Instructor） 
平澤 卓也(HIRASAWA TAKUYA) 

学期 

（Semester） 
春学期他(Spring Others) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
JAL2843 

言語 

（Language） 

その他 

(Others) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

４年次での卒業論文（制作）に着手する前に、その心構えや基本的な方法について学習する。 

 

Before beginning the production of graduation theses in the 4th year, students will learn about preparation and basic methods 

for doing so. 

 

授業の内容（Course Contents） 

必要に応じて個別ないしグループで教員の助言を受ける。卒業論文執筆に向けたテーマを決め、テーマにそった調査・研究を進

めて行くために、教員の助言・指導を受けながら卒業論文執筆の準備を進めるとともに、達成すべき目標を段階を追って設定し

実践する。担当教員により、グループでの中間発表・討議をする場合、個別面談指導を併用する授業形態、もっぱら個別面談指

導を重ねていく授業形態などさまざまなやり方がある。 

 

Students will also receive advice from faculty members individually or in groups, as necessary. In order to decide on themes for 

graduation theses and to proceed with relevant investigation and research, students will undertake preparations for writing 

theses while receiving advice and guidance from faculty members, and will set and put into practice step-by-step goals to be 

achieved. Various forms of class exist, such as that in which individual one-on-one guidance by the faculty member in charge is 

provided along with the holding of group intermediate presentations and discussions, and that consisting solely of repeated 

individual one-on-one guidance. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 指導１ 

2. 指導２ 

3. 指導３ 

4. 指導４ 

5. 指導５ 

6. 指導６ 

7. 指導７ 

8. 指導８ 

9. 指導９ 

10. 指導１０ 

11. 指導１１ 

12. 指導１２ 

13. 指導１３ 

14. 指導１４ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

担当教員の指示に従うこと。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

最終レポート(Final Report)(40%)/受講態度(60%) 

 

テキスト（Textbooks） 

なし 

 

参考文献（Readings） 

担当教員の指示に従うこと。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 



 - 1547 - 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AT242 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

その他／研究小論文 ２ａ 

(Treatise 2a) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
研究小論文の執筆 

担当者名 

（Instructor） 
井野 葉子(INO YOKO) 

学期 

（Semester） 
春学期他(Spring Others) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
JAL2843 

言語 

（Language） 

その他 

(Others) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

４年次での卒業論文（制作）に着手する前に、その心構えや基本的な方法について学習する。 

 

Before beginning the production of graduation theses in the 4th year, students will learn about preparation and basic methods 

for doing so. 

 

授業の内容（Course Contents） 

必要に応じて個別ないしグループで教員の助言を受ける。卒業論文執筆に向けたテーマを決め、テーマにそった調査・研究を進

めて行くために、教員の助言・指導を受けながら卒業論文執筆の準備を進めるとともに、達成すべき目標を段階を追って設定し

実践する。担当教員により、グループでの中間発表・討議をする場合、個別面談指導を併用する授業形態、もっぱら個別面談指

導を重ねていく授業形態などさまざまなやり方がある。 

 

Students will also receive advice from faculty members individually or in groups, as necessary. In order to decide on themes for 

graduation theses and to proceed with relevant investigation and research, students will undertake preparations for writing 

theses while receiving advice and guidance from faculty members, and will set and put into practice step-by-step goals to be 

achieved. Various forms of class exist, such as that in which individual one-on-one guidance by the faculty member in charge is 

provided along with the holding of group intermediate presentations and discussions, and that consisting solely of repeated 

individual one-on-one guidance. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 指導１ 

2. 指導２ 

3. 指導３ 

4. 指導４ 

5. 指導５ 

6. 指導６ 

7. 指導７ 

8. 指導８ 

9. 指導９ 

10. 指導１０ 

11. 指導１１ 

12. 指導１２ 

13. 指導１３ 

14. 指導１４ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

担当教員の指示に従うこと。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

最終レポート(Final Report)(40%)/受講態度(60%) 

 

テキスト（Textbooks） 

なし 

 

参考文献（Readings） 

担当教員の指示に従うこと。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 



 - 1549 - 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AT243 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

その他／研究小論文 ２ａ 

(Treatise 2a) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
研究小論文の執筆 

担当者名 

（Instructor） 
石川 巧(ISHIKAWA TAKUMI) 

学期 

（Semester） 
春学期他(Spring Others) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
JAL2843 

言語 

（Language） 

その他 

(Others) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

４年次での卒業論文（制作）に着手する前に、その心構えや基本的な方法について学習する。 

 

Before beginning the production of graduation theses in the 4th year, students will learn about preparation and basic methods 

for doing so. 

 

授業の内容（Course Contents） 

必要に応じて個別ないしグループで教員の助言を受ける。卒業論文執筆に向けたテーマを決め、テーマにそった調査・研究を進

めて行くために、教員の助言・指導を受けながら卒業論文執筆の準備を進めるとともに、達成すべき目標を段階を追って設定し

実践する。担当教員により、グループでの中間発表・討議をする場合、個別面談指導を併用する授業形態、もっぱら個別面談指

導を重ねていく授業形態などさまざまなやり方がある。 

 

Students will also receive advice from faculty members individually or in groups, as necessary. In order to decide on themes for 

graduation theses and to proceed with relevant investigation and research, students will undertake preparations for writing 

theses while receiving advice and guidance from faculty members, and will set and put into practice step-by-step goals to be 

achieved. Various forms of class exist, such as that in which individual one-on-one guidance by the faculty member in charge is 

provided along with the holding of group intermediate presentations and discussions, and that consisting solely of repeated 

individual one-on-one guidance. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 指導１ 

2. 指導２ 

3. 指導３ 

4. 指導４ 

5. 指導５ 

6. 指導６ 

7. 指導７ 

8. 指導８ 

9. 指導９ 

10. 指導１０ 

11. 指導１１ 

12. 指導１２ 

13. 指導１３ 

14. 指導１４ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

担当教員の指示に従うこと。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

最終レポート(Final Report)(40%)/受講態度(60%) 

 

テキスト（Textbooks） 

なし 

 

参考文献（Readings） 

担当教員の指示に従うこと。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 
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注意事項（Notice） 
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■AT244 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

その他／研究小論文 ２ａ 

(Treatise 2a) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
研究小論文の執筆 

担当者名 

（Instructor） 
金子 明雄(KANEKO AKIO) 

学期 

（Semester） 
春学期他(Spring Others) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
JAL2843 

言語 

（Language） 

その他 

(Others) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

４年次での卒業論文（制作）に着手する前に、その心構えや基本的な方法について学習する。 

 

Before beginning the production of graduation theses in the 4th year, students will learn about preparation and basic methods 

for doing so. 

 

授業の内容（Course Contents） 

必要に応じて個別ないしグループで教員の助言を受ける。卒業論文執筆に向けたテーマを決め、テーマにそった調査・研究を進

めて行くために、教員の助言・指導を受けながら卒業論文執筆の準備を進めるとともに、達成すべき目標を段階を追って設定し

実践する。担当教員により、グループでの中間発表・討議をする場合、個別面談指導を併用する授業形態、もっぱら個別面談指

導を重ねていく授業形態などさまざまなやり方がある。 

 

Students will also receive advice from faculty members individually or in groups, as necessary. In order to decide on themes for 

graduation theses and to proceed with relevant investigation and research, students will undertake preparations for writing 

theses while receiving advice and guidance from faculty members, and will set and put into practice step-by-step goals to be 

achieved. Various forms of class exist, such as that in which individual one-on-one guidance by the faculty member in charge is 

provided along with the holding of group intermediate presentations and discussions, and that consisting solely of repeated 

individual one-on-one guidance. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 指導１ 

2. 指導２ 

3. 指導３ 

4. 指導４ 

5. 指導５ 

6. 指導６ 

7. 指導７ 

8. 指導８ 

9. 指導９ 

10. 指導１０ 

11. 指導１１ 

12. 指導１２ 

13. 指導１３ 

14. 指導１４ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

担当教員の指示に従うこと。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

最終レポート(Final Report)(40%)/受講態度(60%) 

 

テキスト（Textbooks） 

なし 

 

参考文献（Readings） 

担当教員の指示に従うこと。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 
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注意事項（Notice） 
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■AT245 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

その他／研究小論文 ２ａ 

(Treatise 2) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
研究小論文の執筆 

担当者名 

（Instructor） 
家永 香織(IENAGA KAORI) 

学期 

（Semester） 
春学期他(Spring Others) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
JAL2843 

言語 

（Language） 

その他 

(Others) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

４年次での卒業論文（制作）に着手する前に、その心構えや基本的な方法について学習する。 

 

Before beginning the production of graduation theses in the 4th year, students will learn about preparation and basic methods 

for doing so. 

 

授業の内容（Course Contents） 

必要に応じて個別ないしグループで教員の助言を受ける。卒業論文執筆に向けたテーマを決め、テーマにそった調査・研究を進

めて行くために、教員の助言・指導を受けながら卒業論文執筆の準備を進めるとともに、達成すべき目標を段階を追って設定し

実践する。担当教員により、グループでの中間発表・討議をする場合、個別面談指導を併用する授業形態、もっぱら個別面談指

導を重ねていく授業形態などさまざまなやり方がある。 

 

Students will also receive advice from faculty members individually or in groups, as necessary. In order to decide on themes for 

graduation theses and to proceed with relevant investigation and research, students will undertake preparations for writing 

theses while receiving advice and guidance from faculty members, and will set and put into practice step-by-step goals to be 

achieved. Various forms of class exist, such as that in which individual one-on-one guidance by the faculty member in charge is 

provided along with the holding of group intermediate presentations and discussions, and that consisting solely of repeated 

individual one-on-one guidance. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 指導１ 

2. 指導２ 

3. 指導３ 

4. 指導４ 

5. 指導５ 

6. 指導６ 

7. 指導７ 

8. 指導８ 

9. 指導９ 

10. 指導１０ 

11. 指導１１ 

12. 指導１２ 

13. 指導１３ 

14. 指導１４ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

担当教員の指示に従うこと。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

最終レポート(Final Report)(40%)/受講態度(60%) 

 

テキスト（Textbooks） 

なし 

 

参考文献（Readings） 

担当教員の指示に従うこと。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 



 - 1555 - 

 

 

注意事項（Notice） 

 

 

  



 - 1556 - 

■AT246 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

その他／研究小論文 ２ａ 

(Treatise 2a) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
研究小論文の執筆 

担当者名 

（Instructor） 
尾崎 名津子(OZAKI NATSUKO) 

学期 

（Semester） 
春学期他(Spring Others) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
JAL2843 

言語 

（Language） 

その他 

(Others) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

４年次での卒業論文（制作）に着手する前に、その心構えや基本的な方法について学習する。 

 

Before beginning the production of graduation theses in the 4th year, students will learn about preparation and basic methods 

for doing so. 

 

授業の内容（Course Contents） 

必要に応じて個別ないしグループで教員の助言を受ける。卒業論文執筆に向けたテーマを決め、テーマにそった調査・研究を進

めて行くために、教員の助言・指導を受けながら卒業論文執筆の準備を進めるとともに、達成すべき目標を段階を追って設定し

実践する。担当教員により、グループでの中間発表・討議をする場合、個別面談指導を併用する授業形態、もっぱら個別面談指

導を重ねていく授業形態などさまざまなやり方がある。 

 

Students will also receive advice from faculty members individually or in groups, as necessary. In order to decide on themes for 

graduation theses and to proceed with relevant investigation and research, students will undertake preparations for writing 

theses while receiving advice and guidance from faculty members, and will set and put into practice step-by-step goals to be 

achieved. Various forms of class exist, such as that in which individual one-on-one guidance by the faculty member in charge is 

provided along with the holding of group intermediate presentations and discussions, and that consisting solely of repeated 

individual one-on-one guidance. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 指導１ 

2. 指導２ 

3. 指導３ 

4. 指導４ 

5. 指導５ 

6. 指導６ 

7. 指導７ 

8. 指導８ 

9. 指導９ 

10. 指導１０ 

11. 指導１１ 

12. 指導１２ 

13. 指導１３ 

14. 指導１４ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

担当教員の指示に従うこと。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

最終レポート(Final Report)(40%)/受講態度(60%) 

 

テキスト（Textbooks） 

なし 

 

参考文献（Readings） 

担当教員の指示に従うこと。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 



 - 1557 - 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AT247 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

その他／研究小論文 ２ａ 

(Treatise 2a) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
研究小論文の執筆 

担当者名 

（Instructor） 
水谷 隆之(MIZUTANI TAKAYUKI) 

学期 

（Semester） 
春学期他(Spring Others) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
JAL2843 

言語 

（Language） 

その他 

(Others) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

４年次での卒業論文（制作）に着手する前に、その心構えや基本的な方法について学習する。 

 

Before beginning the production of graduation theses in the 4th year, students will learn about preparation and basic methods 

for doing so. 

 

授業の内容（Course Contents） 

必要に応じて個別ないしグループで教員の助言を受ける。卒業論文執筆に向けたテーマを決め、テーマにそった調査・研究を進

めて行くために、教員の助言・指導を受けながら卒業論文執筆の準備を進めるとともに、達成すべき目標を段階を追って設定し

実践する。担当教員により、グループでの中間発表・討議をする場合、個別面談指導を併用する授業形態、もっぱら個別面談指

導を重ねていく授業形態などさまざまなやり方がある。 

 

Students will also receive advice from faculty members individually or in groups, as necessary. In order to decide on themes for 

graduation theses and to proceed with relevant investigation and research, students will undertake preparations for writing 

theses while receiving advice and guidance from faculty members, and will set and put into practice step-by-step goals to be 

achieved. Various forms of class exist, such as that in which individual one-on-one guidance by the faculty member in charge is 

provided along with the holding of group intermediate presentations and discussions, and that consisting solely of repeated 

individual one-on-one guidance. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 指導１ 

2. 指導２ 

3. 指導３ 

4. 指導４ 

5. 指導５ 

6. 指導６ 

7. 指導７ 

8. 指導８ 

9. 指導９ 

10. 指導１０ 

11. 指導１１ 

12. 指導１２ 

13. 指導１３ 

14. 指導１４ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

担当教員の指示に従うこと。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

最終レポート(Final Report)(40%)/受講態度(60%) 

 

テキスト（Textbooks） 

なし 

 

参考文献（Readings） 

担当教員の指示に従うこと。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 



 - 1559 - 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AT248 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

その他／研究小論文 ２ａ 

(Treatise 2a) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
研究小論文の執筆 

担当者名 

（Instructor） 
平井 吾門(HIRAI AMON) 

学期 

（Semester） 
春学期他(Spring Others) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
JAL2843 

言語 

（Language） 

その他 

(Others) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

４年次での卒業論文（制作）に着手する前に、その心構えや基本的な方法について学習する。 

 

Before beginning the production of graduation theses in the 4th year, students will learn about preparation and basic methods 

for doing so. 

 

授業の内容（Course Contents） 

必要に応じて個別ないしグループで教員の助言を受ける。卒業論文執筆に向けたテーマを決め、テーマにそった調査・研究を進

めて行くために、教員の助言・指導を受けながら卒業論文執筆の準備を進めるとともに、達成すべき目標を段階を追って設定し

実践する。担当教員により、グループでの中間発表・討議をする場合、個別面談指導を併用する授業形態、もっぱら個別面談指

導を重ねていく授業形態などさまざまなやり方がある。 

 

Students will also receive advice from faculty members individually or in groups, as necessary. In order to decide on themes for 

graduation theses and to proceed with relevant investigation and research, students will undertake preparations for writing 

theses while receiving advice and guidance from faculty members, and will set and put into practice step-by-step goals to be 

achieved. Various forms of class exist, such as that in which individual one-on-one guidance by the faculty member in charge is 

provided along with the holding of group intermediate presentations and discussions, and that consisting solely of repeated 

individual one-on-one guidance. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 指導１ 

2. 指導２ 

3. 指導３ 

4. 指導４ 

5. 指導５ 

6. 指導６ 

7. 指導７ 

8. 指導８ 

9. 指導９ 

10. 指導１０ 

11. 指導１１ 

12. 指導１２ 

13. 指導１３ 

14. 指導１４ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

担当教員の指示に従うこと。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

最終レポート(Final Report)(40%)/受講態度(60%) 

 

テキスト（Textbooks） 

なし 

 

参考文献（Readings） 

担当教員の指示に従うこと。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 



 - 1561 - 

 

 

注意事項（Notice） 

 

 

  



 - 1562 - 

■AT249 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

その他／研究小論文 ２ａ 

(Treatise 2a) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
研究小論文の執筆 

担当者名 

（Instructor） 
鈴木 彰(SUZUKI AKIRA) 

学期 

（Semester） 
春学期他(Spring Others) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
JAL2843 

言語 

（Language） 

その他 

(Others) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

４年次での卒業論文（制作）に着手する前に、その心構えや基本的な方法について学習する。 

 

Before beginning the production of graduation theses in the 4th year, students will learn about preparation and basic methods 

for doing so. 

 

授業の内容（Course Contents） 

必要に応じて個別ないしグループで教員の助言を受ける。卒業論文執筆に向けたテーマを決め、テーマにそった調査・研究を進

めて行くために、教員の助言・指導を受けながら卒業論文執筆の準備を進めるとともに、達成すべき目標を段階を追って設定し

実践する。担当教員により、グループでの中間発表・討議をする場合、個別面談指導を併用する授業形態、もっぱら個別面談指

導を重ねていく授業形態などさまざまなやり方がある。 

 

Students will also receive advice from faculty members individually or in groups, as necessary. In order to decide on themes for 

graduation theses and to proceed with relevant investigation and research, students will undertake preparations for writing 

theses while receiving advice and guidance from faculty members, and will set and put into practice step-by-step goals to be 

achieved. Various forms of class exist, such as that in which individual one-on-one guidance by the faculty member in charge is 

provided along with the holding of group intermediate presentations and discussions, and that consisting solely of repeated 

individual one-on-one guidance. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 指導１ 

2. 指導２ 

3. 指導３ 

4. 指導４ 

5. 指導５ 

6. 指導６ 

7. 指導７ 

8. 指導８ 

9. 指導９ 

10. 指導１０ 

11. 指導１１ 

12. 指導１２ 

13. 指導１３ 

14. 指導１４ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

担当教員の指示に従うこと。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

最終レポート(Final Report)(40%)/受講態度(60%) 

 

テキスト（Textbooks） 

なし 

 

参考文献（Readings） 

担当教員の指示に従うこと。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 



 - 1563 - 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AT251 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

その他／研究小論文 ２ｂ 

(Treatise 2b) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
研究小論文の執筆 

担当者名 

（Instructor） 
平澤 卓也(HIRASAWA TAKUYA) 

学期 

（Semester） 
秋学期他(Fall Others) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
JAL2843 

言語 

（Language） 

その他 

(Others) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

４年次での卒業論文（制作）に着手する前に、その心構えや基本的な方法について学習する。 

 

Before beginning the production of graduation theses in the 4th year, students will learn about preparation and basic methods 

for doing so. 

 

授業の内容（Course Contents） 

必要に応じて個別ないしグループで教員の助言を受ける。卒業論文執筆に向けたテーマを決め、テーマにそった調査・研究を進

めて行くために、教員の助言・指導を受けながら卒業論文執筆の準備を進めるとともに、達成すべき目標を段階を追って設定し

実践する。担当教員により、グループでの中間発表・討議をする場合、個別面談指導を併用する授業形態、もっぱら個別面談指

導を重ねていく授業形態などさまざまなやり方がある。 

 

Students will also receive advice from faculty members individually or in groups, as necessary. In order to decide on themes for 

graduation theses and to proceed with relevant investigation and research, students will undertake preparations for writing 

theses while receiving advice and guidance from faculty members, and will set and put into practice step-by-step goals to be 

achieved. Various forms of class exist, such as that in which individual one-on-one guidance by the faculty member in charge is 

provided along with the holding of group intermediate presentations and discussions, and that consisting solely of repeated 

individual one-on-one guidance. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 指導１ 

2. 指導２ 

3. 指導３ 

4. 指導４ 

5. 指導５ 

6. 指導６ 

7. 指導７ 

8. 指導８ 

9. 指導９ 

10. 指導１０ 

11. 指導１１ 

12. 指導１２ 

13. 指導１３ 

14. 指導１４ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

担当教員の指示に従うこと。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

最終レポート(Final Report)(40%)/受講態度(60%) 

 

テキスト（Textbooks） 

なし 

 

参考文献（Readings） 

担当教員の指示に従うこと。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 



 - 1565 - 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AT253 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

その他／研究小論文 ２ｂ 

(Treatise 2b) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
研究小論文の執筆 

担当者名 

（Instructor） 
石川 巧(ISHIKAWA TAKUMI) 

学期 

（Semester） 
秋学期他(Fall Others) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
JAL2843 

言語 

（Language） 

その他 

(Others) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

４年次での卒業論文（制作）に着手する前に、その心構えや基本的な方法について学習する。 

 

Before beginning the production of graduation theses in the 4th year, students will learn about preparation and basic methods 

for doing so. 

 

授業の内容（Course Contents） 

必要に応じて個別ないしグループで教員の助言を受ける。卒業論文執筆に向けたテーマを決め、テーマにそった調査・研究を進

めて行くために、教員の助言・指導を受けながら卒業論文執筆の準備を進めるとともに、達成すべき目標を段階を追って設定し

実践する。担当教員により、グループでの中間発表・討議をする場合、個別面談指導を併用する授業形態、もっぱら個別面談指

導を重ねていく授業形態などさまざまなやり方がある。 

 

Students will also receive advice from faculty members individually or in groups, as necessary. In order to decide on themes for 

graduation theses and to proceed with relevant investigation and research, students will undertake preparations for writing 

theses while receiving advice and guidance from faculty members, and will set and put into practice step-by-step goals to be 

achieved. Various forms of class exist, such as that in which individual one-on-one guidance by the faculty member in charge is 

provided along with the holding of group intermediate presentations and discussions, and that consisting solely of repeated 

individual one-on-one guidance. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 指導１ 

2. 指導２ 

3. 指導３ 

4. 指導４ 

5. 指導５ 

6. 指導６ 

7. 指導７ 

8. 指導８ 

9. 指導９ 

10. 指導１０ 

11. 指導１１ 

12. 指導１２ 

13. 指導１３ 

14. 指導１４ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

担当教員の指示に従うこと。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

最終レポート(Final Report)(40%)/受講態度(60%) 

 

テキスト（Textbooks） 

なし 

 

参考文献（Readings） 

担当教員の指示に従うこと。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 



 - 1567 - 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AT254 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

その他／研究小論文 ２ｂ 

(Treatise 2b) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
研究小論文の執筆 

担当者名 

（Instructor） 
金子 明雄(KANEKO AKIO) 

学期 

（Semester） 
秋学期他(Fall Others) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
JAL2843 

言語 

（Language） 

その他 

(Others) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

４年次での卒業論文（制作）に着手する前に、その心構えや基本的な方法について学習する。 

 

Before beginning the production of graduation theses in the 4th year, students will learn about preparation and basic methods 

for doing so. 

 

授業の内容（Course Contents） 

必要に応じて個別ないしグループで教員の助言を受ける。卒業論文執筆に向けたテーマを決め、テーマにそった調査・研究を進

めて行くために、教員の助言・指導を受けながら卒業論文執筆の準備を進めるとともに、達成すべき目標を段階を追って設定し

実践する。担当教員により、グループでの中間発表・討議をする場合、個別面談指導を併用する授業形態、もっぱら個別面談指

導を重ねていく授業形態などさまざまなやり方がある。 

 

Students will also receive advice from faculty members individually or in groups, as necessary. In order to decide on themes for 

graduation theses and to proceed with relevant investigation and research, students will undertake preparations for writing 

theses while receiving advice and guidance from faculty members, and will set and put into practice step-by-step goals to be 

achieved. Various forms of class exist, such as that in which individual one-on-one guidance by the faculty member in charge is 

provided along with the holding of group intermediate presentations and discussions, and that consisting solely of repeated 

individual one-on-one guidance. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 指導１ 

2. 指導２ 

3. 指導３ 

4. 指導４ 

5. 指導５ 

6. 指導６ 

7. 指導７ 

8. 指導８ 

9. 指導９ 

10. 指導１０ 

11. 指導１１ 

12. 指導１２ 

13. 指導１３ 

14. 指導１４ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

担当教員の指示に従うこと。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

最終レポート(Final Report)(40%)/受講態度(60%) 

 

テキスト（Textbooks） 

なし 

 

参考文献（Readings） 

担当教員の指示に従うこと。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 
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注意事項（Notice） 
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■AT255 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

その他／研究小論文 ２ｂ 

(Treatise 2b) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
研究小論文の執筆 

担当者名 

（Instructor） 
家永 香織(IENAGA KAORI) 

学期 

（Semester） 
秋学期他(Fall Others) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
JAL2843 

言語 

（Language） 

その他 

(Others) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

４年次での卒業論文（制作）に着手する前に、その心構えや基本的な方法について学習する。 

 

Before beginning the production of graduation theses in the 4th year, students will learn about preparation and basic methods 

for doing so. 

 

授業の内容（Course Contents） 

必要に応じて個別ないしグループで教員の助言を受ける。卒業論文執筆に向けたテーマを決め、テーマにそった調査・研究を進

めて行くために、教員の助言・指導を受けながら卒業論文執筆の準備を進めるとともに、達成すべき目標を段階を追って設定し

実践する。担当教員により、グループでの中間発表・討議をする場合、個別面談指導を併用する授業形態、もっぱら個別面談指

導を重ねていく授業形態などさまざまなやり方がある。 

 

Students will also receive advice from faculty members individually or in groups, as necessary. In order to decide on themes for 

graduation theses and to proceed with relevant investigation and research, students will undertake preparations for writing 

theses while receiving advice and guidance from faculty members, and will set and put into practice step-by-step goals to be 

achieved. Various forms of class exist, such as that in which individual one-on-one guidance by the faculty member in charge is 

provided along with the holding of group intermediate presentations and discussions, and that consisting solely of repeated 

individual one-on-one guidance. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 指導１ 

2. 指導２ 

3. 指導３ 

4. 指導４ 

5. 指導５ 

6. 指導６ 

7. 指導７ 

8. 指導８ 

9. 指導９ 

10. 指導１０ 

11. 指導１１ 

12. 指導１２ 

13. 指導１３ 

14. 指導１４ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

担当教員の指示に従うこと。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

最終レポート(Final Report)(40%)/受講態度(60%) 

 

テキスト（Textbooks） 

なし 

 

参考文献（Readings） 

担当教員の指示に従うこと。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 
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注意事項（Notice） 
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■AT256 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

その他／研究小論文 ２ｂ 

(Treatise 2b) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
研究小論文の執筆 

担当者名 

（Instructor） 
尾崎 名津子(OZAKI NATSUKO) 

学期 

（Semester） 
秋学期他(Fall Others) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
JAL2843 

言語 

（Language） 

その他 

(Others) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

４年次での卒業論文（制作）に着手する前に、その心構えや基本的な方法について学習する。 

 

Before beginning the production of graduation theses in the 4th year, students will learn about preparation and basic methods 

for doing so. 

 

授業の内容（Course Contents） 

必要に応じて個別ないしグループで教員の助言を受ける。卒業論文執筆に向けたテーマを決め、テーマにそった調査・研究を進

めて行くために、教員の助言・指導を受けながら卒業論文執筆の準備を進めるとともに、達成すべき目標を段階を追って設定し

実践する。担当教員により、グループでの中間発表・討議をする場合、個別面談指導を併用する授業形態、もっぱら個別面談指

導を重ねていく授業形態などさまざまなやり方がある。 

 

Students will also receive advice from faculty members individually or in groups, as necessary. In order to decide on themes for 

graduation theses and to proceed with relevant investigation and research, students will undertake preparations for writing 

theses while receiving advice and guidance from faculty members, and will set and put into practice step-by-step goals to be 

achieved. Various forms of class exist, such as that in which individual one-on-one guidance by the faculty member in charge is 

provided along with the holding of group intermediate presentations and discussions, and that consisting solely of repeated 

individual one-on-one guidance. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 指導１ 

2. 指導２ 

3. 指導３ 

4. 指導４ 

5. 指導５ 

6. 指導６ 

7. 指導７ 

8. 指導８ 

9. 指導９ 

10. 指導１０ 

11. 指導１１ 

12. 指導１２ 

13. 指導１３ 

14. 指導１４ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

担当教員の指示に従うこと。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

最終レポート(Final Report)(40%)/受講態度(60%) 

 

テキスト（Textbooks） 

なし 

 

参考文献（Readings） 

担当教員の指示に従うこと。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 
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注意事項（Notice） 
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■AT257 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

その他／研究小論文 ２ｂ 

(Treatise 2b) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
研究小論文の執筆 

担当者名 

（Instructor） 
水谷 隆之(MIZUTANI TAKAYUKI) 

学期 

（Semester） 
秋学期他(Fall Others) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
JAL2843 

言語 

（Language） 

その他 

(Others) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

４年次での卒業論文（制作）に着手する前に、その心構えや基本的な方法について学習する。 

 

Before beginning the production of graduation theses in the 4th year, students will learn about preparation and basic methods 

for doing so. 

 

授業の内容（Course Contents） 

必要に応じて個別ないしグループで教員の助言を受ける。卒業論文執筆に向けたテーマを決め、テーマにそった調査・研究を進

めて行くために、教員の助言・指導を受けながら卒業論文執筆の準備を進めるとともに、達成すべき目標を段階を追って設定し

実践する。担当教員により、グループでの中間発表・討議をする場合、個別面談指導を併用する授業形態、もっぱら個別面談指

導を重ねていく授業形態などさまざまなやり方がある。 

 

Students will also receive advice from faculty members individually or in groups, as necessary. In order to decide on themes for 

graduation theses and to proceed with relevant investigation and research, students will undertake preparations for writing 

theses while receiving advice and guidance from faculty members, and will set and put into practice step-by-step goals to be 

achieved. Various forms of class exist, such as that in which individual one-on-one guidance by the faculty member in charge is 

provided along with the holding of group intermediate presentations and discussions, and that consisting solely of repeated 

individual one-on-one guidance. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 指導１ 

2. 指導２ 

3. 指導３ 

4. 指導４ 

5. 指導５ 

6. 指導６ 

7. 指導７ 

8. 指導８ 

9. 指導９ 

10. 指導１０ 

11. 指導１１ 

12. 指導１２ 

13. 指導１３ 

14. 指導１４ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

担当教員の指示に従うこと。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

最終レポート(Final Report)(40%)/受講態度(60%) 

 

テキスト（Textbooks） 

なし 

 

参考文献（Readings） 

担当教員の指示に従うこと。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 
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注意事項（Notice） 
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■AT258 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

その他／研究小論文 ２ｂ 

(Treatise 2b) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
研究小論文の執筆 

担当者名 

（Instructor） 
平井 吾門(HIRAI AMON) 

学期 

（Semester） 
秋学期他(Fall Others) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
JAL2843 

言語 

（Language） 

その他 

(Others) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

４年次での卒業論文（制作）に着手する前に、その心構えや基本的な方法について学習する。 

 

Before beginning the production of graduation theses in the 4th year, students will learn about preparation and basic methods 

for doing so. 

 

授業の内容（Course Contents） 

必要に応じて個別ないしグループで教員の助言を受ける。卒業論文執筆に向けたテーマを決め、テーマにそった調査・研究を進

めて行くために、教員の助言・指導を受けながら卒業論文執筆の準備を進めるとともに、達成すべき目標を段階を追って設定し

実践する。担当教員により、グループでの中間発表・討議をする場合、個別面談指導を併用する授業形態、もっぱら個別面談指

導を重ねていく授業形態などさまざまなやり方がある。 

 

Students will also receive advice from faculty members individually or in groups, as necessary. In order to decide on themes for 

graduation theses and to proceed with relevant investigation and research, students will undertake preparations for writing 

theses while receiving advice and guidance from faculty members, and will set and put into practice step-by-step goals to be 

achieved. Various forms of class exist, such as that in which individual one-on-one guidance by the faculty member in charge is 

provided along with the holding of group intermediate presentations and discussions, and that consisting solely of repeated 

individual one-on-one guidance. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 指導１ 

2. 指導２ 

3. 指導３ 

4. 指導４ 

5. 指導５ 

6. 指導６ 

7. 指導７ 

8. 指導８ 

9. 指導９ 

10. 指導１０ 

11. 指導１１ 

12. 指導１２ 

13. 指導１３ 

14. 指導１４ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

担当教員の指示に従うこと。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

最終レポート(Final Report)(40%)/受講態度(60%) 

 

テキスト（Textbooks） 

なし 

 

参考文献（Readings） 

担当教員の指示に従うこと。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 
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注意事項（Notice） 
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■AT301 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

抽選登録／文学講義 ３０１ 

(Lectures on Literature 301) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
日本文学史・古代 1 

担当者名 

（Instructor） 
井野 葉子(INO YOKO) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
JAL2300 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

『源氏物語』の第三部の物語を読み、理解を深める。 

 

The third part of the Tale of Genji is being lectured, which leads to deep understanding of this tale. 

 

授業の内容（Course Contents） 

薫は大君、中の君、浮舟と女性たちに恋をするが、女性たちは薫の手から逃れて独自の歩みを続けていく。光源氏亡き後の、す

れ違う男女たちの悲しい恋の物語を読む。 

 

Kaoru was in love with Ooigimi, Nakanokimi, and Ukifune, but they walk away from Kaoru for their own lives. The sad love story 

between the men and women with some difficulties after Hikaru Genji’s era will be told. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 『源氏物語』三部構成の中の第三部の物語 

2. 匂兵部卿巻の物語――新しい主人公の登場 

3. 紅梅巻、竹河巻の物語――都の上流貴族たちの物語 

4. 橋姫巻の物語――薫と没落した八の宮家との出会い 

5. 椎本巻の物語――八の宮の死 

6. 総角巻の物語――薫の求愛と大君の死 

7. 早蕨巻の物語――中の君の上京 

8. 宿木巻の物語――薫と中の君の接近、浮舟の登場 

9. 東屋巻の物語――浮舟の母中将の君の奔走 

10. 浮舟の物語――二人の男に挟まれた浮舟の入水 

11. 蜻蛉巻の物語――浮舟失踪後の物語 

12. 手習巻の物語――浮舟の出家 

13. 夢浮橋巻の物語――薫の邪推 

14. まとめ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

事前に、『源氏物語』全体のあらすじ、第三部の物語の概要を理解しておくこと。 

講義の進度に合わせて、原文を自分で読み進めること。 

常に感想や疑問点などをメモしておくこと。 

レポートのテーマを決めて、研究すること。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

レポート試験(Report Exam)(72%)/授業への参加態度(28%) 

 

テキスト（Textbooks） 

プリントを使用します。 

 

参考文献（Readings） 

適宜紹介します。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AT303 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

抽選登録／文学講義 ３０３ 

(Lectures on Literature 303) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
日本文学史・古代３ 

担当者名 

（Instructor） 
井野 葉子(INO YOKO) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
JAL2300 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

物語文学の最高峰『源氏物語』成立までの平安文学の歴史の流れを理解する。 

 

Students will understand the historical flow of Heian period literature up to the creation of Genji Monogatari (The Tale of Genji), 

the peak of narrative literature. 

 

授業の内容（Course Contents） 

 平安初期、漢文学が重視されているなか、次第に日本文化が再認識されるようになると、仮名の発達も相俟って、それまで埋も

れていた和歌が復興する。『古今和歌集』の誕生である。その後、実在の人物の和歌を核とした歌物語や私家集、創作的な作り

物語、日記や随筆文学などを経て、平安中期、『源氏物語』が成立する。 

 『源氏物語』成立までの平安文学の歴史の流れを概説する。 

 

 Amid an emphasis on classical Chinese studies in the early Heian period, Japanese culture gradually came under a renewed 

recognition. Together with the development of kana, the dormant art of waka was reconstructed. This marked the birth of the 

Kokin Wakashu anthology of waka. Subsequently, through poetic tales centered on waka poems concerning existing persons, as 

well as individual anthologies, creative fiction, diaries, and essay literature, Genji Monogatari came into being in the middle part 

of the Heian period. 

 The course will outline the flow of the history of Heian period literature up to Genji Monogatari. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 漢詩文の隆盛 

2. 『古今和歌集』――和歌の復興 

3. 私家集――『伊勢集』など 

4. 歌物語――『伊勢物語』 

5. 作り物語――『竹取物語』など 

6. 日記文学――『土佐日記』『蜻蛉日記』 

7. 『枕草子』の輝き（１） 

8. 『枕草子』の輝き（２） 

9. 『源氏物語』の達成（１） 

10. 『源氏物語』の達成（２） 

11. 『源氏物語』の達成（３） 

12. 『源氏物語』の達成（４） 

13. 『源氏物語』以降 

14. まとめ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

授業では、作品の本文を読むことに多くの時間を割くつもりであるが、授業で読むことができるのはその作品のほんの一部にしか

すぎないので、興味を持った作品については自分でどんどん読んでほしい。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

レポート試験(Report Exam)(72%)/授業への参加態度(28%) 

レポートは、自分独自の意見を書くこと。 

 

テキスト（Textbooks） 

プリントを使用します。 

 

参考文献（Readings） 

適宜紹介します。 
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その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AT304 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AT304／文学講義 ３０４ 

(Lectures on Literature 304) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
日本文学史・古代４ 

担当者名 

（Instructor） 
橋本 ゆかり(HASHIMOTO YUKARI) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
JAL2300 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

『源氏物語』を精読することにより、平安文学を読み解く方法を身に付け、後の作品にも大きな影響を与えた『源氏物語』特質を知

る。 

 

By carefully reading "The Tale of Genji," Students will learn how to read Heian period narrative literatur, and learn about the 

characteristics of "The Tale of Genji," which had a great influence on later works. 

 

授業の内容（Course Contents） 

『源氏物語』は日本文学史に大きな転換点を作り、後の作品にも大きな影響を与えている。その『源氏物語』を講読しながら、平安

の物語を解読する方法と、『源氏物語』独自の方法とテーマについて講義する。時に、『源氏物語』が影響を与えた文学作品や舞

台についても言及していく。 

 

"The Tale of Genji" created a major turning point in the history of Japanese literature and had a great influence on later works. 

While reading "The Tale of Genji," lectures will be given on how to decipher Heian period narrative literatur  and on the unique 

methods and themes of "The Tale of Genji." Occasionally, I will also refer to literary works and stage performances that have 

been influenced by "The Tale of Genji. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. ガイダンス、桐壺巻冒頭を読む――冒頭の新しさ、平安の空間について 

2. 光源氏元服と左大臣登場――平安の儀礼とジェンダー、「男」になるとは 

3. 若紫巻の垣間見場面を読む――語りの特質、垣間見・桜の文学・文化史について 

4. 紅葉賀巻冒頭を読む――光源氏の青海波の舞について 

5. 花宴巻、朧月夜と光源氏との出会い場面を読む 

6. 葵巻冒頭、六条御息所登場場面を読む 

7. 葵巻、車争いの場面を読む 

8. 葵巻、もののけ出現場面を読む 

9. 葵巻、もののけ出現場面を読む 

10. 葵巻、葵上との別れの場面を読む 

11.  賢木巻、六条御息所と野宮での別れの場面を読む――歌ことば・野宮・源氏絵 

12.  『源氏物語』のアダプテーションについて 

13.  『源氏物語』のアダプテーションについて 

14. まとめ ふりかえり 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

授業で扱う『源氏物語』の巻を事前に読んで、自分の疑問点などを確かめておく。 

講義を通して興味を持った事柄は、図書館などで調べて考察を深める。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

筆記試験(Written Exam)(60%)/コメントペーパーなど(40%) 

 

テキスト（Textbooks） 

1. 藤井貞和他校注、2017、『源氏物語 （二）』、岩波文庫 (ISBN:9784003510162) 

その他適宜プリントを配布する。 

なお、図書館のジャパンナレッジには新編日本古典文学全集『源氏物語』が入っているので、大いに活用してください。 

 

参考文献（Readings） 

授業時に指示する。 
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その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AT305 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AT305／文学講義 ３０５ 

(Lectures on Literature 305) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
日本文学史・中世１ 

担当者名 

（Instructor） 
鈴木 彰(SUZUKI AKIRA) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
JAL2300 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

『平家物語』にみえるさまざまな説話を読み解くことで，いくさ・戦争が続く時代とその渦中にあった人間の姿を表現する中世文学

の様相を把握し，文学史への理解を深める． 

 

By reading many of the tales recorded in the 〈I〉Tale of the Heike〈I〉, the form of people in an age of continuing war and 

warfare as expressed in Middle Age literature will be taken as an aspect of the literature of that era, and a better understanding 

of literary history will be developed. 

 

授業の内容（Course Contents） 

『平家物語』は古代以来の文学史・表現史を踏まえて生み出され，成立したのちにはさまざまに作りかえられ，後世の多くの文芸

に素材を提供していった．この授業では，毎回テーマに即して物語に収められた説話を精読し，そこから問題点を把握していく．

その際，『平家物語』がいくさを扱う物語であることには注意を払う． 

 

The 〈I〉Tale of the Heike〈I〉 was created on top of a literary and expressive history stretching back to antiquity, and after 

being created, has been re-creating in many guises, as well as providing the material for many of the literature works of 

subsequent generations. In this course, each class we will read a variety of folktales centered on a theme, and grasp the 

problems found therein. While doing so, we will pay close attention to the Tale of the Heike as a tale depicting war. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. テーマ概説、『平家物語』と説話・表現史 

2. 夢想・夢告 

3. 異類との出会い 

4. 望郷の思い 

5. 恥 

6. 怒りと恨み 

7. 問答と論争 

8. 子どもと若者 

9. 和歌の力 

10. 占い 

11. 神仏との対話 

12. 天変地異 

13. 異国･異域 

14. 笑い 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

授業で紹介する作品・参考文献などを各自で幅広く読み進め，レポート執筆につなげること．レポートでは，まず第一に，自分で

作品を読んだ成果をまとめることを求める． 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

中間レポート(30%)/各回のコメント(30%)/最終レポート(Final Report)(40%) 

 

テキスト（Textbooks） 

プリントを使用する。 

 

参考文献（Readings） 

1. 小峯和明編、2014、『日本文学史』、吉川弘文館 (ISBN:ISBN978-4-642-08262-4) 

2. 鈴木彰・三澤裕子編、2015、『いくさと物語の中世』、汲古書院 (ISBN:ISBN9784762936197) 

その他は授業で紹介する。 
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その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

各回で扱う場面の原文を含めた資料を掲載したプリントを配布し、それに基づいて講読を進める。 

各回のコメントを踏まえて、共有すべき事柄については教室で全体にフィードバックする。 

毎週、「立教時間」で告知する案内を必ず参照すること。 

 

注意事項（Notice） 
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■AT306 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

抽選登録／文学講義 ３０６ 

(Lectures on Literature 306) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
日本文学史・中世２ 

担当者名 

（Instructor） 
加美 甲多(KAMI KOTA) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
JAL2300 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

この講義では，自らの感性で中世文学の作品を味わいながら，その特色について説明できるようになることが大きな目標です．

それには，作品を通して中世の人々や中世という時代について理解できるようになることも大切です． 

 

The major goal of this course is to enable students to be able to explain the characteristics of medieval literature while enjoying 

works of medieval literature with their own sensibilities. To that end, it is also important to be able to understand the people of 

the Middle Ages and the era of the Middle Ages through the work. 

 

授業の内容（Course Contents） 

文学は読むだけではなく，見る（観る），聴く，食べる，香る，触れるといった行為でも知り，学び，楽しめます．むしろ，中世の人々

はそういった行為から文学に近づくことの方が多かったと言えます．本講義では文字資料はもちろん，絵画資料，音声資料，映像

資料等の様々な媒体を用いて比較しながら中世文学の特色について分析します．また，中世文学における仏教観や近世文学と

のつながり等についても一緒に考えてみましょう． 

 

Literature can be learned and enjoyed not only by reading it, but also by watching, listening to, eating, smelling, and touching it. 

Rather, it can be said that people in the Middle Ages often approached literature through such acts. In this course, we will 

analyze the characteristics of medieval literature by comparing various media such as written materials, painting materials, audio 

materials, and video materials. In addition, I would like to think together about the view of Buddhism in medieval literature and 

its connection with early modern literature. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. ガイダンス 中世文学の魅力 

2. 中世文学を学ぶにあたって 

3. 文字と絵画① 『鳥獣人物戯画』 

4. 文字と絵画② 地獄絵 

5. 文字と絵画③ 『方丈記』『徒然草』 

6. 文字と語り① 『平家物語』，平曲 

7. 文字と語り② 昔話，御伽草子 

8. 中世和歌 『新古今和歌集』，『小倉百人一首』 

9. 文字と音楽 雅楽や篳篥，声明 

10. 文字と舞台芸能 能狂言（能楽） 

11. 能『鉄論』 

12. 狂言『附子』 

13. 説教から落語へ 中世文学と近世文学 

14. まとめ 中世文学の可能性 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

中世文学について興味を持ち，自らの関心のある文学や著者，事項などについて積極的に調査，情報収集してください．また，

最終レポートの作成，提出に向けて準備してください． 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

授業貢献度（出席等）(30%)/各回のコメント内容(30%)/最終レポート(Final Report)(40%) 

 

テキスト（Textbooks） 

毎回，担当者が作成したレジュメ，資料を使用します． 

 

参考文献（Readings） 

授業時に適宜，紹介します． 
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その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AT307 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AT307／文学講義 ３０７ 

(Lectures on Literature 307) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
日本文学史・和歌・俳諧 1 

担当者名 

（Instructor） 
家永 香織(IENAGA KAORI) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
JAL2300 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

和歌にまつわる様々な説話を精読することを通して、当時の人々にとって和歌がいかなる存在であったかを理解する。 

 

Through a close reading of various waka-related tales, the students will gain an understanding of what waka poetry meant to 

the people of the time. 

 

授業の内容（Course Contents） 

秀歌を詠むことで幸いを得たり難を免れたりする様を語る歌徳説話、和歌に詠まれた伝承・言い伝え、死者や神仏など特別な存

在の詠んだ歌をめぐる説話、人々の勅撰集入集や秀歌詠出に対する執念に関する説話など、様々な主題の説話を取り上げ、和

歌との関わりを解説していく。 

 

This section takes up a variety of thematic stories and explains their relationship to waka poetry, such as the Katoku Setsuwa, 

which describe how people are blessed or spared from difficulties because they compose good poems; folklore and legends 

written in waka poems; stories about poems composed by special beings such as the dead or gods and Buddha; and stories 

about people's obsession with composing good poems. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. ガイダンス 和歌とは何か 

2. 歌徳説話①─二人妻型説話 

3. 歌徳説話②─恋愛・結婚にまつわる和歌説話 

4. 歌徳説話③─その他の歌徳説話 

5. 和歌と伝承①─宇治の橋姫 

6. 和歌と伝承②─浦島子 

7. 和歌と伝承③─男女関係にまつわる言い伝えと和歌 

8. 死者の詠む歌 

9. 中間テスト 

10. 神仏の詠む歌 

11. 勅撰集をめぐる説話 

12. 秀歌願望をめぐる説話 

13. 当意即妙の和歌をめぐる説話 

14. まとめ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

毎回の講義は、前回までの講義の理解を前提として行われる。講義資料・ノートの見直しなどの復習が求められる。  

疑問点があれば、コメント提出時に質問すること。質問に対してはフィードバックコメントにより対応する。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

毎回のコメント(30%)/中間テスト(30%)/最終レポート(Final Report)(40%) 

 

テキスト（Textbooks） 

毎時間、プリントを配布する。 

 

参考文献（Readings） 

授業時に適宜指示する。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

授業は講義資料・板書を利用した講義形式で行う。コメントの提出、レポート課題の提示などに「Canvas LMS」を利用する。 
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注意事項（Notice） 
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■AT310 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AT310／文学講義 ３１０ 

(Lectures on Literature 310) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
日本文学史・和歌・俳諧 4 

担当者名 

（Instructor） 
家永 香織(IENAGA KAORI) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
JAL2300 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

本講義では、和歌を中心とした短編物語である歌物語を取り上げる。様々な歌物語の読解を通し、歌に関わる口承から物語が成

立する様相や、物語における和歌の役割について学ぶ。 

 

This lecture will focus on waka narratives, which are relatively short stories centred on waka poems.Through the reading and 

understanding of various waka narratives, learn about the aspects of the formation of the tale from the oral tradition related to 

the poem and the role of waka in the tale. 

 

授業の内容（Course Contents） 

歌物語である『伊勢物語』『大和物語』『平中物語』から特に重要な章段を選び、物語を構成する要素や物語成立の背景に留意し

つつ精読する。また短編物語集である『堤中納言物語』所収の『はいずみ』を、歌物語的性格を有する作品として取り上げ、解説

する。 

 

Select particularly important chapters from the waka narratives "Ise Monogatari", "Yamato Monogatari" and "Heichu 

Monogatari" and read them closely, paying attention to the elements that make up the tales and the background to their 

formation. The short story "Haizumi" from "Tsutsumi Chûnagon Monogatari", a collection of short stories, is also taken up and 

explained as a work that has the character of a poetry tale. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 歌物語の系譜 

2. 『伊勢物語』を読む１ 

3. 『伊勢物語』を読む２ 

4. 『伊勢物語』を読む３ 

5. 『伊勢物語』を読む４ 

6. 『大和物語』を読む１ 

7. 『大和物語』を読む２ 

8. 『大和物語』を読む３ 

9. 中間テスト 

10. 『平中物語』を読む１ 

11. 『平中物語』を読む２ 

12. 『はいずみ』（『堤中納言物語』）を読む１ 

13. 『はいずみ』（『堤中納言物語』）を読む２ 

14. まとめ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

毎回の講義は、前回までの講義の理解を前提として行われる。講義資料・ノートの見直しなどの復習が求められる。 

疑問点があれば、コメント提出時に質問すること。質問に対してはフィードバックコメントで対応する。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

毎回のコメント(30%)/中間テスト(30%)/最終レポート(Final Report)(40%) 

 

テキスト（Textbooks） 

毎時間、プリントを配布する。 

 

参考文献（Readings） 

授業時に適宜指示する。 
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その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

授業は講義資料・板書を利用した講義形式で行う。コメントの提出、レポート課題の提示などに「Canvas LMS」を利用する。 

 

注意事項（Notice） 
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■AT311 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AT311／文学講義 ３１１ 

(Lectures on Literature 311) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
日本文学史・近世１ 

担当者名 

（Instructor） 
水谷 隆之(MIZUTANI TAKAYUKI) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
JAL2300 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

仮名草子・浮世草子・前期読本を中心に、近世前期小説の変遷を通史的に追い、それぞれの特徴を理解しながら、近世文学を

読み解くための基礎的方法を身につける。各作品をさまざまな視点から読み解き、その成立の背景を知ることによって、江戸時

代の社会や文化に対する理解を深める。 

 

Focusing on kanazoshi, ukiyozoshi and earlier yomihon, the class will follow changes in early modern novels throughout history. 

While learning about the characteristics of each, students will acquire fundamental methods for reading and interpreting early 

modern literature. By reading and interpreting works from various perspectives and learning about the background behind their 

formation, students will deepen their understanding of the society and culture of the Edo period. 

 

授業の内容（Course Contents） 

近世前期小説の代表的作品を読む。俳諧や出版メディア、先行文芸とのかかわりをも視野にいれ、各作品を多角的に読解、分

析する。 

 

Students will read representative works from early modern novels. Students will read and analyze each work from various 

angles, with a view to the relationships with haikai, publishing media, and prior literary art. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. はじめに（授業の進め方、成績評価の方法など） 

2. 中世・近世の古典学について（１） 

3. 中世・近世の古典学について（２） 

4. 俳諧について（１） 

5. 俳諧について（２） 

6. 仮名草子を読む（１） 

7. 仮名草子を読む（２） 

8. 西鶴の浮世草子を読む（１） 

9. 西鶴の浮世草子を読む（２） 

10. 西鶴の浮世草子を読む（３） 

11. 西鶴以後の浮世草子を読む 

12. 前期読本を読む（１） 

13. 前期読本を読む（２） 

14. まとめ 

＊授業の内容や順番は適宜変更する場合があります 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

毎回リアクションペーパーの提出を求めます。これにより出欠管理もします。その他、随時予習課題を課します。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

最終レポート(Final Report)(40%)/小レポート(30%)/各回の授業内容へのコメント(30%) 

 

テキスト（Textbooks） 

授業時にプリントを配布します。 

 

参考文献（Readings） 

授業時に随時指示します。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

全授業回のうち５回分をオンデマンドで実施（実施回については「立教時間」で指示する）。 
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注意事項（Notice） 
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■AT312 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

抽選登録／文学講義 ３１２ 

(Lectures on Literature 312) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
日本文学史・近世２ 

担当者名 

（Instructor） 
安原 眞琴(YASUHARA MAKOTO) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
JAL2300 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

日本の娯楽とくに落語について説明できるようになる。 

 

Students will gain the ability to explain Japanese entertainment, especially rakugo. 

 

授業の内容（Course Contents） 

お笑いやエンタメなどは、現代人にもおなじみの娯楽ですね。そんな娯楽も、立派な文化です。日本ならではの娯楽の歴史を、と

くに落語に焦点をあてて探っていきます。また、その時代背景や文化史などにも目をむけます。 

 

Comedy and entertainment are amusements familiar to modern people. These amusements are also fine examples of culture. 

The class will explore the history of amusements unique to Japan, focusing on rakugo in particular. It will also look at the 

background and cultural history of the era. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. エンタメやお笑いのイメージを洗い出しておく 

2. 芸能の歴史について概観する 

3. 落語誕生の時代背景を知る 

4. 落語の誕生について知る 

5. 『醒睡笑』について知る 

6. 笑話集について知る 

7. 一休さんについて知る 

8. 江戸落語中興とその時代について知る 

9. 江戸落語中興とその時代について知る 

10. 幕末・明治の落語について知る 

11. 明治以降のお笑いについて知る 

12. 落語鑑賞 

13. 落語鑑賞 

14. まとめ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

事前学習： 次回の予習をしておいてください 

事後学習： リアクションペーパーやノートを見ながら復習してください 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

最終レポート(Final Report)(40%)/リアクションペーパー(40%)/課題レポート(20%) 

 

テキスト（Textbooks） 

授業時にコピーを配布します。 

 

参考文献（Readings） 

1. 安原眞琴、2009、『超初心者のための落語入門』、主婦と生活社 (ISBN-10: 4391137100) 

その他は授業時に適宜指示します。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

http://www.makotooffice.net 

 

注意事項（Notice） 
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■AT313 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AT313／文学講義 ３１３ 

(Lectures on Literature 313) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
日本文学史・近現代１ 

担当者名 

（Instructor） 
米山 大樹(YONEYAMA HIROKI) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
JAL2300 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

１ 〈幼さ〉を描いた小説の読解を通して、日本近現代文学の表現について考察する発想と問題意識を身につける。 

２ 文学作品を分析的に読解し、論理的に言語化する方法を身につける。 

３ 日本近現代文学の基本的な文学史や同時代コンテクストを理解する。 

 

1) To become aware of social issues and new ideas expressed in modern and contemporary Japanese literature by focusing on 

current conceptions and representations of “youth.”  

2) To learn techniques for analyzing literary works and criticism, and how to organize logically and express critically one’s own 

thinking. 

3) To grasp the history of modern and contemporary Japanese literature in its wider social context. 

 

授業の内容（Course Contents） 

・大人に何かを気づかせる無垢で純真な子ども、大人たちのシステムを転覆させる少女・少年、葛藤し成長する青年、街やメディ

アにあふれる多種多様な「かわいい」もの……。〈幼さ〉は、近現代社会における重要な概念であり、日本近現代文学の主要なモ

チーフである。 

・この授業では日本近現代文学の作品の読解を行う。〈幼さ〉をめぐる歴史的・社会的背景と文芸作品との関係性を検討し、日本

近現代文学において〈幼さ〉がどのように描かれてきたのかを講義する。 

・講義で扱う作品は授業計画に示したものを予定しているが、これらは暫定的なものであり変更もあり得る。 

 

The concept of “youth” shapes modern and contemporary society and serves as a major motif in modern and contemporary 

Japanese literature. We can see it in the innocence and purity of children who are able to grasp the world in ways that adults 

cannot; in the girls and boys who take over – and sometimes overthrow – the society built by the previous generation; in boys 

who struggle to become men; and in the diverse panoply of kawaii (cute) things that flood everyday media and society.  

In this course, students will learn how to read works of modern and contemporary Japanese literature.  We will explore the 

ways in which "youth" is represented in modern and contemporary Japanese literature and delve into the historical and social 

background that also structures these literary works. 

Please note that while the authors and works for this course are indicated on the course syllabus, they are subject to change 

depending on such factors as availability, class size, and student interests. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. ガイダンス、アンケート  

2. 近現代文学史のなかの子どもたち 

3. 川端康成「伊豆の踊子」① 

4. 川端康成「伊豆の踊子」② 

5. 室生犀星の〈女ひと〉 

6. 河野多恵子「塀の中」① 

7. 河野多恵子「塀の中」② 

8. 『詩とメルヘン』ときのゆり 

9. 庄司薫「赤頭巾ちゃん気をつけて」① 

10. 庄司薫「赤頭巾ちゃん気をつけて」② 

11. 学園ラブコメ：終わらない〈幼さ〉の夢 

12. 村田沙耶香「丸の内魔法少女ミラクリーナ」① 

13. 村田沙耶香「丸の内魔法少女ミラクリーナ」② 

14. まとめ  

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 
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授業内で指示されたテキストの読解などの課題を提出する。  

授業内で紹介された参考文献を読む。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

最終レポート(Final Report)(40%)/課題提出(40%)/リアクションペーパー(20%) 

 

テキスト（Textbooks） 

1. 庄司薫、2012、『赤頭巾ちゃん気をつけて』（新潮文庫）、新潮社 (ISBN:978-4101385310) 

上記以外は授業のなかで適宜配布する。 

 

参考文献（Readings） 

1. 阿部公彦、2015、『幼さという戦略』（朝日選書）、朝日新聞出版 (ISBN:978-4022630384) 

上記以外の参考文献は、授業のなかで適宜紹介する。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

PowerPointの使用を中心とした講義形式。 

資料の配布、課題の提出、受講生全体への連絡などには大学推奨の Webシステムを使用する。 

リアクションペーパーには Google フォームを使用する。 

課題やリアクションペーパーのフィードバックは授業開始時に受講生全体に対して行う。 

その際に受講生に読み上げや応答を求めることもあるので、積極的な受講態度が求められる。 

 

注意事項（Notice） 
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■AT314 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AT314／文学講義 ３１４ 

(Lectures on Literature 314) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
日本文学史・近現代２ 

担当者名 

（Instructor） 
石川 巧(ISHIKAWA TAKUMI) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
JAL2300 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

テキストを読み解くための方法を学び文学研究に必要な知識と技能を学ぶとともに、卒業論文を執筆できる水準の文章表現能力

を身につける。  

 

Students will learn methods for reading and understanding texts, gain knowledge and skills required for literary research, and 

acquire the capability for textual expression at a level that will enable the writing of graduation theses.  

 

授業の内容（Course Contents） 

日本近代文学研究の方法と理論について、具体的な作品の分析を通して講義します。 

 

Lectures on the methods and theories of modern Japanese literature research through the analysis of concrete works. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. ガイダンス―研究へのアプローチ 

2. 事実と虚構 

3. 描写と比喩 

4. 作家研究の方法 

5. 批評の役割 

6. テキストの生成・校異・境界への疑い 

7. インターテクスチュアリティとアダプテーション 

8. メディアのなかの文学 

9. テキストの傷痕 

10. ナラトロジー 

11. 読書行為論 

12. ポストコロニアリズム 

13. ジェンダーとクィア 

14. カルチュラル・スタディーズ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

毎回、テキストの 1 章分を扱う。授業で扱う章については事前に精読しておいてもらう。毎回、課題を与えてそれをリアクション・ペ

ーパーにまとめてもらう。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

リアクション・ペーパーの評価(100%) 

 

テキスト（Textbooks） 

1. 石川巧・飯田祐子・小平麻衣子・日比嘉高・金子明雄編著、2023、『文学研究の扉をひらく』、ひつじ書房 

毎週、テキストを用いて講義をしますので、必ず購入してください。2023年 1 月の新刊本なので古書などはありません。 

 

参考文献（Readings） 

 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

（１）授業中に私語をする学生は退出していただく。（２）自宅で記述するように指示したリアクション・ペーパーについては

Blackboard（またはそれに類したシステム）で入稿してもらう。（３）正当な理由のもとで「欠席の連絡」（メールで連絡）が提出されて

いる場合は、当該授業に関して欠席と見做さない。 
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注意事項（Notice） 
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■AT316 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AT316／文学講義 ３１６ 

(Lectures on Literature 316) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
日本語史 2 

担当者名 

（Instructor） 
平井 吾門(HIRAI AMON) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
JAL2400 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

日本語の歴史について、通史的に理解できるようになること。また、日本語史を学ぶ意義についてしっかり考察できるようになるこ

と。 

 

Students will gain an understanding of the Japanese language throughout its history. In addition, they will become able to 

carefully consider the significance of learning the history of Japanese. 

 

授業の内容（Course Contents） 

日本語の歴史（日本語史・国語史）について、時代を区切って解説していきます。時代時代に書かれたテキストを実際に読み解き

つつ、その時代らしさを日本語学の立場から考察することが求められます。 

 

This course will explain the history of Japanese (history of Japanese and of Japanese language study) across separate eras. 

Students will actually read and interpret texts written through the eras, and will be required to consider the nature of the eras 

from the perspective of Japanese linguistics. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 日本語史を学ぶ意義 

2. 上代日本語の表記・音韻 

3. 上代日本語の語彙・文法 

4. 中古日本語の表記・音韻 

5. 中古日本語の語彙・文法 

6. 中世前期日本語の表記・音韻 

7. 中世前期日本語の語彙・文法 

8. 中世後期日本語の表記・音韻 

9. 中世後期日本語の語彙・文法 

10. 近世前期日本語 

11. 近世後期日本語 

12. 近代日本語の表記・音韻 

13. 近代日本語の語彙・文法 

14. 現代日本語の諸相、まとめ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

歴史的事項を扱うため、高等学校までに学ぶ日本史の知識は必須である。未履修の者は、随時自学自習にて補うこと。また、高

等学校までに学ぶ国文法の知識も前提として話を進めるため、用言の活用や古語、歴史的仮名遣いについて必要があれば確認

しておくこと。講義には予習を以て臨み、復習を通じて理解を深めること。講義で触れられる部分は限られているため、図書館を

活用した幅広い独習が求められる。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

毎回のコメントペーパー・小課題(60%)/最終レポート(Final Report)(40%) 

 

テキスト（Textbooks） 

1. 沖森卓也、2017、『日本語全史』、筑摩書房 (ISBN:9784480069573) 

とても良い本ですが、文法研究の側面から次のような指摘も出ています。授業でも触れますが、テキストと合わせてあらかじめ目

を通しておくとよいでしょう。 

https://hjl.hatenablog.com/entry/2022/08/01/210000 

テキストは主に各時代を概観するために利用にし、必要に応じてプリントなどを配布します。 

 

参考文献（Readings） 
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1. 近藤泰弘, 月本雅幸, 杉浦克己 編著、2005、『日本語の歴史』、放送大学教育振興会 (ISBN:4595305478) 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AT318 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AT318／文学講義 ３１８ 

(Lectures on Literature 318) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
古代日本文学 2 

担当者名 

（Instructor） 
桜井 宏徳(SAKURAI HIRONORI) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
JAL2300 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

 『栄花物語』 『大鏡』を学ぶことを通じて、平安時代に誕生した歴史物語というジャンルについて、また平安貴族社会及び摂関

政治についての基礎的な知識を身につけることを目標とします。 

 

 Through studying "Eiga Monogatari" and "Okagami", the goal is to acquire basic knowledge about the genre of historical 

stories that was born in the Heian period, as well as the Heian aristocratic society and regency politics. 

 

授業の内容（Course Contents） 

＊『栄花物語』『大鏡』を読む＊ 

 平安時代に誕生した歴史物語は、日本のみならず、中国文化の影響下にあった当時の東アジア世界においても他に例を見な

い、平仮名という日本固有の文字によって書かれた歴史叙述として注目されます。 

 この授業では、最初の歴史物語である『栄花物語』と、それに続く『大鏡』の講読を通じて、歴史物語とは何かを考え、あわせて

平安時代の貴族社会及び摂関政治のあり方についても解説してゆきます。 

 

＊Read "Eiga Monogatari" and "Okagami"＊ 

 Historical narratives, which were born in the Heian period, have attracted attention as historical narratives written in hiragana, 

a unique Japanese character, not only in Japan, but also in the East Asian world at the time, which was under the influence of 

Chinese culture. will be 

 In this class, through the reading of the first historical tale, Eika Monogatari, and the subsequent Ōkagami, we will consider 

what historical tales are, and at the same time, learn about the state of aristocratic society and regency politics in the Heian 

period. I will explain. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 歴史物語概説（ガイダンスを含む） 

2. 『栄花物語』概説 

3. 『栄花物語』講読（一）：「月の宴」 

4. 『栄花物語』講読（二）：「浦々の別」 

5. 『栄花物語』講読（三）：「あさみどり」 

6. 『栄花物語』講読（四）：「ころものたま」 

7. 『栄花物語』講読（五）：「くものふるまひ」 

8. 『大鏡』概説 

9. 『大鏡』講読（一）：序 

10. 『大鏡』講読（二）：「左大臣時平」 

11. 『大鏡』講読（三）：「右大臣師輔」 

12. 『大鏡』講読（四）：「太政大臣兼家」 

13. 『大鏡』講読（五）：「太政大臣道長」 

14. 筆記試験 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

授業時間外の学習に関する指示は、必要に応じて別途指示します。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

筆記試験(Written Exam)(80%)/リアクションペーパー(20%) 

 

テキスト（Textbooks） 

特定のテキストは指定しません。毎回、プリントを配布し、それに沿って講義を進めます。 
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参考文献（Readings） 

1. 加藤静子、2003、『王朝歴史物語の生成と方法』、風間書房 (ISBN:9784759913934) 

2. 加藤静子、2011、『王朝歴史物語の方法と享受』、竹林舎 (ISBN:9784902084160) 

3. 福長進、2011、『歴史物語の創造』、笠間書院 (ISBN:9784305705259) 

4. 桜井宏徳、2009、『物語文学としての大鏡』、新典社 (ISBN:9784787942036) 

5. 加藤静子・桜井宏徳［編］、2015、『王朝歴史物語史の構想と展望』、新典社 (ISBN:9784787942715) 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

①授業形態について 

 配布したプリントをスクリーンに映写しながら講義を進め、原則として板書は行いません。また、適宜写真等の視覚資料を用い

ます。 

②課題に対するフィードバックについて 

 １）毎回リアクションペーパーを配布し、次回授業の冒頭でフィードバックを行います。 

 ２）筆記試験終了後に解答を配布し、解説講義を行います。 

 

注意事項（Notice） 
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■AT320 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AT320／文学講義 ３２０ 

(Lectures on Literature 320) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
古代日本文学 4 

担当者名 

（Instructor） 
青木 慎一(AOKI SHINICHI) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
JAL2300 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

『源氏物語』の引用の諸相について理解を深める。 

 

To develop a deeper understanding of the various forms of allusion within Genji monogatari. 
 

授業の内容（Course Contents） 

『源氏物語』においては、先行する物語や和歌、漢詩文などの語句に限らず、作品の構造や表現方法をも取り入れる引用のあり

方が認められる。そして、引用の概念を広く捉えれば、物語を形成する当時の歴史や文化なども考察の対象となる。また、明確な

引用とは成り得なくとも物語に意味を与える要素や原典からのずらしなども、引用に関わる問題となろう。本講義では、上述した

『源氏物語』の引用の様相について考える。 

 

Allusion in Genji monogatari has long been recognized for its use of expression and textual structure beyond the usual 

borrowing of prior monogatari, waka, and Chinese poetry. If we think of allusion in broader terms, contemporary history and 

culture as alluded to in monogatari become part of the investigation.  Although it may not serve as an obvious form of allusion, 

elements that bestow meaning to the monogatari and displacements of the original text become problems associated with 

allusion. In this lecture, we will consider the form of allusion in Genji monogatari. 
 

授業計画（Course Schedule） 

1. ガイダンス 

2. 『源氏物語』における引歌 

3. 『源氏物語』における『落窪物語』引用 

4. 『源氏物語』における漢詩文引用① 

5. 『源氏物語』における『伊勢物語』引用 

6. 『源氏物語』における『伊勢物語』・『うつほ物語』引用 

7. 『源氏物語』における物語内引用 

8. 『源氏物語』における漢詩文引用② 

9. 『源氏物語』における『竹取物語』引用 

10. 『源氏物語』と古記録 

11. 『源氏物語』と舞楽 

12. 『源氏物語』と准拠 

13. 『源氏物語』と儀礼・史的制度 

14. 『源氏物語』と参照枠・インターテクスチュアリティ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

講義で取り上げる巻や作品の概略を事前に把握しておくこと。 

なお、テーマによっては指定の参考文献を予め通読することを求める。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

レポート試験(Report Exam)(70%)/コメントペーパー(30%) 

コメントペーパーは毎時間終了前の２０分を使い、自身の考察や疑問点などを記入してもらう。 

 

テキスト（Textbooks） 

適宜プリントを配布する。 

 

参考文献（Readings） 

授業時に適宜紹介する。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 
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・受講生の関心により、扱うテーマを変更する場合がある。 

・コメントペーパーの内容によっては、未提出同様の評価とする。 

・授業中の私語、途中退室等の行為に対しては厳しく対応する。 

・スマートフォンについては、辞書代わりの使用であっても認めない。 

 

注意事項（Notice） 
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■AT322 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AT322／文学講義 ３２２ 

(Lectures on Literature 322) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
中世日本文学 2 

担当者名 

（Instructor） 
吉橋 さやか(YOSHIHASHI SAYAKA) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
JAL2300 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

文学の立場から絵巻作品を読む上での基本的な知識や方法を理解する。また、中世を中心としたさまざまな種類の絵巻を読むこ

とで、中世の文学や文化、人々や社会のありようについての理解を深める。 

 

The purposes of this course are to  

 (1) obtain fundamental knowledge and methods for reading picture scrolls from a literary standpoint,   

 (2) deepen understanding of medieval literature, culture, people and society by reading various types of picture scrolls of the 

Middle Ages. 

 

授業の内容（Course Contents） 

絵巻は、12 世紀にはすでに有名な作品がいくつか制作されていたものの、中世になるとさらに数多く作られるようになり、その内

容や表現様式も多岐にわたり、より豊かな表象文化へと発展した。本講義では、絵巻についての基本的な知識をおさえた上で、

いくつかの絵巻作品を種類ごとに紹介する。そして各作品の内容や注目すべき点、表現上の特徴などについて解説し、テキスト

と絵画の双方から読み解いていく。さらに、絵巻制作の環境や背景、絵巻を取り巻く人々などについても言及する。 

 

Although some famous works were already produced in the 12th century, more and more picture scrolls were made in the 

Middle Ages, and their contents and expression styles were diverse, and they developed into a richer representational culture. 

This course explains the basic knowledge about picture scrolls, and introduces some picture scrolls for each category.  Then, 

the contents of each work, notable points, features of expression, are explained. And we read each work from both text and 

painting. In addition, the environment and background of the picture scroll production and the people surrounding the picture 

scroll are also mentioned. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. ガイダンス（中間レポートについてのアナウンスも行う予定） 

2. 絵巻の特徴と基本技法 

3. 絵巻の展開と担い手 

4. 絵巻の書誌学、文献学 

5. 物語絵巻 

6. 説話絵巻 

7. 合戦絵巻 

8. 経典・経説絵巻 

9. 寺社縁起の絵巻 

10. 高僧伝絵巻 

11. お伽草子の絵巻 

12. その他の絵巻 

13. 絵巻を愛した人々 

14. まとめ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

・授業時に紹介する作品や参考文献を読む。 

・中間レポートや学期末レポートを作成する。 

・可能な範囲で文化財や資料を目にする機会を持って欲しい（博物館や美術館、図書館などの施設のほか、インターネット上でみ

られるものも多い）。 

その他、必要に応じて別途指示する。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

レポート試験(Report Exam)(50%)/各回のリアクションペーパーの内容(30%)/中間レポート(20%) 

なお、2／3 以上のリアクションペーパーの提出がない場合は、成績評価の対象としない。 
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テキスト（Textbooks） 

レジュメを配布する。 

 

参考文献（Readings） 

授業時に適宜紹介する。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

・授業は、レジュメに沿って進める講義形式中心で、古典の原文及びくずし字の資料、絵画資料等を用いながら行う。 

・毎回授業の後にリアクションペーパーを提出してもらう。 

・授業で扱う資料の中には、病や死、殺戮場面、性的描写などを含むものがある。 

 

注意事項（Notice） 
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■AT323 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AT323／文学講義 ３２３ 

(Lectures on Literature 323) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
中世日本文学 3 

担当者名 

（Instructor） 
平澤 卓也(HIRASAWA TAKUYA) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
JAL2300 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

神々に関する資料を読み解き、日本の宗教文化に対する認識を深めるとともに、古典文学研究に必要な知識を修得する。 

 

Through reading source materials related to Japanese deities (kami), students taking this class will deepen their understanding 

of Japanese religious culture and obtain knowledge essential to research on classical Japanese literature.  

 

授業の内容（Course Contents） 

テーマ「神々の変容―神と仏の文学史」 

日本の神祇信仰は、仏教と密接に関連しながら発展し、やがて、神々は仏・菩薩が衆生救済のために仮に姿を現した存在である

とする本地垂迹説が成立した。こうした複雑な神仏関係を背景に、多くの霊験譚・神異譚が作られたのである。本講義では、これ

らの中から八幡大菩薩や摩多羅神といった神々に関する縁起や関連資料、絵画作品などを取り上げて、その内容を検討し、古

代・中世における神観念の変容について考察する。 

 

Transformations of Japanese Deities (kami): A Literary History of Japanese Deities and Buddhist Divinities  

Japanese worship of kami developed in close relationship with Buddhism, eventually establishing conceptions of Honji suijaku, by 

which Japanese deities were seen as temporary forms of buddhas or bodhisattvas that appeared in order to save living beings. 

Numerous miracle stories were written with reference to this complicated relationship between kami and Buddhist entities. This 

lecture course will examine origin stories (engi), documents, and paintings concerning two kami, the Great Bodhisattva Hachiman 

and Matarajin, analyzing their content and considering the transformation of conceptions about kami during the classical and 

medieval periods. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. ガイダンス 

2. 日本の神について考えるための基礎知識 1  

3. 日本の神について考えるための基礎知識 2 

4. 日本の神について考えるための基礎知識 3 

5. 宗廟神 1 

6. 宗廟神 2  

7. 山と神 1 

8. 山と神 2 

9. 異形の神 1 

10. 異形の神 2 

11. 動物と神 

12. 人神 1 

13. 人神 2 

14. まとめ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

毎回授業後は配布した資料を熟読し、紹介した参考文献に目を通しておくこと。また、授業で扱うものだけでなく、関連する作品を

積極的に探して読むこと。特に興味を持った作品については、自ら資料を集めて考察し、それをもとに最終レポート（4000 字以

上）を作成すること。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

発表内容(30%)/受講態度(30%)/最終レポート(Final Report)(40%) 

 

テキスト（Textbooks） 

プリントを配布する。 
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参考文献（Readings） 

授業時に紹介する。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

・単位を修得するには、次の 3つの条件を満たす必要がある。①全 14 回中 10 回以上の出席、②授業後のレスポンスシートの

提出、③最終レポート（4000 字以上）の提出。 

・詳しい授業の進め方については、初回の授業時に説明する。 

・授業に関する情報は、Blackboard や Canvas LMSに掲載するので、受講前に確認すること。 

 

注意事項（Notice） 
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■AT324 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AT324／文学講義 ３２４ 

(Lectures on Literature 324) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
中世日本文学４ 

担当者名 

（Instructor） 
日沖 敦子(HIOKI ATSUKO) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
JAL2300 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

四季折々の事物や行事にふれる説話や物語を通して、日本文化への理解を深める。 

 

Students will deepen their understanding of Japanese culture through narratives and stories about seasonal things and events. 

 

授業の内容（Course Contents） 

季節ごとのテーマを決め、そのキーワードに関連する説話や物語を精読する。絵巻などの絵画史料なども紹介もしながら、当時

の人々の生活や慣習について学び、日本文化への理解を深める。 

 

Students read narratives and stories about seasonal themes. I use picture scrolls to introduce the lives and customs of people 

in the past. And deepen your understanding of Japanese culture. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. ガイダンス 

2. 秋の行事と説話・物語①菊の節句 

3. 秋の行事と説話・物語②紅葉狩 

4. 秋の行事と説話・物語③七五三 

5. 冬の行事と説話・物語①大晦日 

6. 冬の行事と説話・物語②元日・七草 

7. 冬の行事と説話・物語③節分・涅槃 

8. 春の行事と説話・物語①桃の節句 

9. 春の行事と説話・物語②花見 

10. 春の行事と説話・物語③端午の節句・練供養 

11. 夏の行事と説話・物語①夏越の祓 

12. 夏の行事と説話・物語②七夕 

13. 夏の行事と説話・物語③盂蘭盆 

14. まとめと最終テスト 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

授業前に、各授業回の課題について、事前に確認しておくこと。授業を受けた上で、改めて自分の考えをまとめることができるよ

うに準備しておくこと。  

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

最終テスト(Final Test)(40%)/最終レポート(Final Report)(24%)/毎回の授業での課題(36%) 

 

テキスト（Textbooks） 

毎時間プリントを配布する。 

 

参考文献（Readings） 

授業時に、適宜紹介する。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AT325 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AT325／文学講義 ３２５ 

(Lectures on Literature 325) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
和歌・俳諧 1 

担当者名 

（Instructor） 
加藤 睦(KATOU MUTSUMI) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
JAL2300 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

平安時代に書かれた物語に含まれる和歌を読解し、物語と古典和歌についての理解を深める。 

 

This course aims to read waka poems included in 'monogatari' （narrative literature） of  Heian ｐeriod, and give students 

opportunities to deepen their understanding of 'monogatari' and waka poems. 

 

授業の内容（Course Contents） 

平安時代に書かれた物語において、登場人物はさまざまな和歌を詠んでいる。この授業では、それらの和歌の中から、それぞれ

の物語の特徴を表していると思われる歌を読解し、必要に応じて、その和歌の意味について再検討を加えていく。 

 

In‘monogatari'（narrative literature）written in Heian Period characters compose various waka poems. In this course, we will read 

some of those waka poems which seem to show the feature of each monogatari and when needed we will reexamine the 

meaning of them. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 概説 

2. 伊勢物語の和歌を読む（１） 

3. 伊勢物語の和歌を読む（２） 

4. 伊勢物語の和歌を読む（３） 

5. 大和物語の和歌を読む 

6. 宇津保物語の和歌を読む 

7. 源氏物語の和歌を読む（１） 

8. 源氏物語の和歌を読む（２） 

9. 源氏物語の和歌を読む（３） 

10. 源氏物語の和歌を読む（４） 

11. 狭衣物語の和歌を読む（１） 

12. 狭衣物語の和歌を読む（２） 

13. 浜松中納言物語の和歌を読む 

14. 夜の寝覚の和歌を読む 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

毎回の講義は、前回までの講義の理解を前提として行われる。したがって、十分な復習が求められる。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

レポート試験(Report Exam)(100%) 

成績評価はレポート試験のみで行う。毎回の出席と真摯な受講を求めるが、出席確認は行わない。 

 

テキスト（Textbooks） 

プリントを配布し、テキストとして用いる。 

 

参考文献（Readings） 

 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AT328 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AT328／文学講義 ３２８ 

(Lectures on Literature 328) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
和歌・俳諧 4 

担当者名 

（Instructor） 
藤井 嘉章(FUJII YOSHIAKI) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
JAL2300 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

近世江戸時代の国学者・賀茂真淵が詠んだ歌を鑑賞することで、近世和歌のありようと国学者の学問的実践、およびその思想と

の連関を理解する。また鑑賞をする中で、和歌そのものの読み方も身に付ける。 

 

By appreciating waka poems composed by Kamo Mabuchi (1697-1769), a scholar of Japanese national learning in the early 

modern, Edo period, students will understand the relationship between the state of waka poetry in the early modern period, the 

academic practices of the scholar of national learning, and his thought. Students will also learn how to read waka poems 

themselves through appreciation.  

 

授業の内容（Course Contents） 

近世江戸時代に出現した国学という思想運動、その礎を築いた賀茂真淵の学問と思想を概観する。その後、近世詩歌史の全体

像も概観する。基本的な和歌の修辞技法と古文の文法事項を確認した上で、賀茂真淵の詠んだ歌を鑑賞していく。  

 

This lecture will give an overview of the ideological movement, national learning that emerged in the early modern, Edo period, 

and the scholarship and thought of its founder, Kamo Mabuchi. After that, the history of early modern waka poetry will be 

overviewed. After confirming the basic rhetorical techniques of waka poetry and grammatical matters of Japanese ancient texts, 

we will appreciate waka poems composed by Kamo Mabuchi.  

 

授業計画（Course Schedule） 

1. イントロダクション：授業の概要と成績の方法 

2. 賀茂真淵の学問と思想 

3. 近世和歌史概説 

4. 賀茂真淵の歌を読む−短歌（1） 

5. 賀茂真淵の歌を読む−短歌（2） 

6. 賀茂真淵の歌を読む−短歌（3） 

7. 賀茂真淵の歌を読む−短歌（4） 

8. 賀茂真淵の歌を読む−長歌（1） 

9. 賀茂真淵の歌を読む−長歌（2） 

10. 賀茂真淵の歌を読む−長歌（3） 

11. 賀茂真淵の歌を読む−旋頭歌 

12. 真淵門下 加藤千蔭の歌を読む 

13. 真淵門下 村田春海の歌を読む 

14. まとめ(授業の内容は適宜変更する場合があります)  

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

配布する資料に目を通し、自身の和歌に対する解釈を事前に準備しておいて下さい。講義後は、従前の自身の解釈と講義で学

んだこととを踏まえて、再度、扱った和歌の解釈を行ってください。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

最終レポート(Final Report)(40%)/講義内コメントシート(40%)/受講態度(20%) 

 

テキスト（Textbooks） 

なし 

 

参考文献（Readings） 
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1. 三枝 康高、2020、『賀茂真淵』(人物叢書 新装版 93)、吉川弘文館 (ISBN:978-4642750868) 

2. 高野奈未、2016、『賀茂真淵の研究』、青簡舎 (ISBN:978-4903996912) 

3. 渡部泰明編、2014、『和歌のルール』、笠間書院 (ISBN:978-4305707529) 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AT329 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AT329／文学講義 ３２９ 

(Lectures on Literature 329) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
近世日本文学 1 

担当者名 

（Instructor） 
丹羽 みさと(NIWA MISATO) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
JAL2300 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

外国人および諸外国に関する叙述を通して、江戸知識人の「海外認識」の特徴を理解し、現代社会との異同について理解するこ

とを目標とする。 

 

The aim is to understand the characteristics of Edo intellectuals' "overseas awareness" through descriptions of foreigners and 

foreign countries, and to understand the differences or same with modern society. 

 

授業の内容（Course Contents） 

長崎をある種の「異域」として認識していた京都の医師、広川獬の随筆『長崎聞見録』を中心に、日本人の異文化理解について見

ていきたい。長崎で最先端の技術を諸外国から学ぼうとした江戸時代の蘭方医の対外認識や、知識人が把握していた海外情報

を読みといていく。なお資料の性質上、差別的表現が使用されていることもある。現代とは異なる基準の語彙や文章が見られるこ

と、それらの表現を講義で使用する可能性があることについて、納得した上で受講すること。 

 

I would like to take a look at the Japanese understanding of other cultures, focusing on "Nagasaki Bunkenroku," an essay by 

Hirokawa Kai, a Kyoto doctor who recognized Nagasaki as a kind of "foreign region."  Due to the nature of the materials, 

discriminatory expressions may be used. Students must understand that they will be able to see vocabulary and sentences that 

differ from modern standards, and that these expressions may be used in lectures. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. ガイダンス 

2. 『長崎聞見録』巻 1（1） 

3. 『長崎聞見録』巻 1（2） 

4. 『長崎聞見録』巻 1（3） 

5. 『長崎聞見録』巻 1（4） 

6. 『長崎聞見録』巻 2（1） 

7. 『長崎聞見録』巻 2（2） 

8. 『長崎聞見録』巻 2（3） 

9. 『長崎聞見録』巻 2（4） 

10. 『長崎聞見録』巻 3（1） 

11. 『長崎聞見録』巻 3（2） 

12. 『長崎聞見録』巻 3（3） 

13. 『長崎聞見録』巻 3（4） 

14. まとめ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

授業で扱う作品については、事前に読んでくること。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

レポート試験(Report Exam)(80%)/出席および授業参加態度(20%) 

 

テキスト（Textbooks） 

テキストは Webシステムにおいて PDFで配布する 

 

参考文献（Readings） 

1. 松尾龍之介、2011、『江戸の〈長崎〉ものしり帖』、弦書房 (ISBN:4863290616) 

授業内で都度紹介する。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 
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注意事項（Notice） 
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■AT330 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AT330／文学講義 ３３０ 

(Lectures on Literature 330) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
近世日本文学２ 

担当者名 

（Instructor） 
安原 眞琴(YASUHARA MAKOT) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
JAL2300 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

近世文学を、時代背景との関係に注意しながら、文学思潮の展開に重きを置いて学習する。 

 

Emphasis on the development of the literary ideas with reference to the social background. 

 

授業の内容（Course Contents） 

このコースでは、近世から近現代までの日本文学の歴史を、主に江戸時代に焦点を当てながらたどる。主要なジャンルと作品を

取り上げ、時代背景や近世と近代の間の分断と連続などにも注意しつつ、各作品を読解していく。 

 

The course will follow the development of Japanese Literature from the early modern times to Modern times with special 

attention to the Literature of the Edo period. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. イントロダクション：授業内容の概説を行う 

2. 近世初期：仮名草子の『竹斎』を知る（お伽草子と仮名草子の違いなど） 

3. 近世初期：仮名草子の『竹斎』を知る（作者など） 

4. 近世初期：仮名草子の『竹斎』を知る（本文を読み解釈する） 

5. 近世前期：浮世草子の『好色一代男』を知る（作者など） 

6. 近世前期：浮世草子の『好色一代男』を知る（あらすじなど） 

7. 近世前期：浮世草子の『好色一代男』を知る（本文を読み解釈する） 

8. 近世中期：黄表紙の『江戸生艶気樺焼』を知る（作者など） 

9. 近世中期：黄表紙の『江戸生艶気樺焼』を知る（本文を読み解釈する） 

10. 近世中期：黄表紙の『江戸生艶気樺焼』を知る（本文を読み解釈する） 

11. 近世後期：滑稽本の『東海道中膝栗毛』を知る（作者など） 

12. 近世後期：滑稽本の『東海道中膝栗毛』を知る（概要など） 

13. 幕末近代：落語の『怪談牡丹灯籠』を知る（作者・概要など） 

14. 振り返り 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

事前学習と事後学習に２時間ずつとること。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

最終レポート(Final Report)(40%)/リアクションペーパー(40%)/発表又は中間レポート(20%) 

 

テキスト（Textbooks） 

テキストは特に定めない。授業中に指示する。 

 

参考文献（Readings） 

1. 前田金五郎編、1970、『竹斎物語集』、古典文庫 

2. 岡本勝・雲母末雄編、2006、『近世文学研究事典』、おうふう 

3. 長島弘明編、2019、『奇と妙の江戸文学事典』、文学通信 

4. スミエジョーンズ・渡辺憲司編. 2013. AN EDO ANTHOLOGY. ハワイ大学出版 

5. 中村幸彦、1982、『中村幸彦著述集 第六巻』、中央公論社 

6. 中村幸彦校注、1995、『東海道中膝栗毛（新編日本古典文学全集 81）』、小学館 

7. 三遊亭円朝、1998、『怪談牡丹燈籠・怪談乳房榎』、筑摩書房 

参考文献がテキストのようなものになるので、BBなどにアップするかたちで配布する予定である。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 
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安原眞琴公式 HP https://www.makotooffice.net/ 

 

注意事項（Notice） 
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■AT331 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AT331／文学講義 ３３１ 

(Lectures on Literature 331) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
近現代日本文学１ 

担当者名 

（Instructor） 
大貫 俊彦(ONUKI TOSHIHIKO) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
JAL2300 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

幕末・維新から明治 20 年代初頭の文学状況について理解を深め、価値が大きくゆらぐ時代に文学者がどのように社会を描いた

のか、その実態を知ることを目標とする。また、今とは異なる本の装丁や、当時の文字表記などに関する基礎的な知識も身につ

ける。 

 

The purpose of this lecture is to learn how novelists depicted the turbulent society of the late Edo period and the early Meiji 

period. And, students will also learn about the knowledge of this period. 

 

授業の内容（Course Contents） 

幕末・維新から明治 20 年代初頭は、江戸時代と明治時代の文学が混淆し、近代の文学が少しずつ形づくられていく過渡期であ

る。その中で、「文学」のありかたは時代状況に合わせてどのように変化したのか。社会状況や出版メディア、虚実の問題や文学

者たちの位置づけと関わらせながら、激動の時代に文学に携わった様々な文学者たちの姿勢や情熱、その作品について考察す

る。（なお、本授業のテーマ欄には「近現代日本文学」と表記されていますが、「現代」は扱いませんので注意してください。） 

 

In the period of Japanese history from the end of the Edo period to the beginning of the Meiji period, two different cultures, the 

New Era and the Old Era, coexisted and merged. And the same can be said of Literature.In this lecture, we will examine the 

phenomenon of literature in terms of the social conditions, media, and novelists of the time. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. ガイダンスと導入 

2. 「江戸時代後期の「文学」概念」：文学のジャンル 

3. 「文明開化期におけるパラダイムシフト」：開化期の思想家と福沢諭吉 

4. 「開化期における戯作者の身ぶり」：仮名垣魯文とその周辺 

5. 「韜晦する遺民と「上の文学」」：佐幕派士族のその後 

6. 「新しいメディアの登場」：新聞の登場とその展開 

7. 「明治維新の光と闇（前編）」：立身出世思想 

8. 「明治維新の光と闇（後編）」：メディアのなかの毒婦もの 

9. 「政治と文学（前編）」：自由党系政治小説 

10. 「政治と文学（後編）」：改進党系政治小説 

11. 「美術としての「小説」の提唱」：坪内逍遙とその理論 

12. 「批評の登場と文学論争」：出版と批評 

13. 「復古思想と見出された元禄文学」：井原西鶴、近松門左衛門の再評価 

14. 全体のまとめと講義内試験 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

授業時間外の学習に関する指示は、必要に応じて別途指示する。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

筆記試験(Written Exam)(60%)/授業内に指示した提出物(40%) 

 

テキスト（Textbooks） 

テキストの指定はなし。授業時にプリント等を配付する。 

 

参考文献（Readings） 

1. 中村幸彦、1966、『戯作論』、角川書店 

2. 興津要、1960、『転換期の文学』、早稲田出版部 

3. 前田愛、1973、『近代読者の成立』、有精堂 
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4. 亀井秀雄、1999、『「小説」論―『小説神髄』と近代』、岩波書店 

多岐にわたるため詳細は講義のなかで示す。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

授業形態：PowerPoint と黒板を使用した講義形式で、映像資料や現物資料なども適宜活用する。受講者の人数にもよるが、当

時の文字や書き込み、旧蔵者が分かる蔵書印などの判読方法についても折を見て取り上げる。 

 

注意事項（Notice） 
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■AT332 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AT332／文学講義 ３３２ 

(Lectures on Literature 332) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
近現代日本文学２ 

担当者名 

（Instructor） 
尾崎 名津子(OZAKI NATSUKO) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
JAL2300 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

故郷という概念が日本近現代文学の中でいかに成立、展開してきたかを理解する。 

 

This course aims to understand how the concept of homeland has been established and developed in modern and contemporary 

Japanese literature. 

 

授業の内容（Course Contents） 

この授業では、日本近現代文学において故郷ということがどのように問題化されてきたかを考える。 

具体的には以下のように展開する。 

1．明治期の文学のなかで、故郷という概念がいかに生成されたのか。具体的な作品として、宮崎湖処子「帰省」を紹介しつつ説

明する。 

2．1930 年代以降の戦時体制下において、故郷という概念がいかに再編されたのか。それを考える際には、風土や郷土といった

語も鍵語となる。また、満洲や台湾、朝鮮などのいわゆる外地の日本語文学のなかにも故郷の問題は浮上するのであり、そのこ

とについて検討する。 

3．青森や津軽といった地域に注目すると、何が見えてくるのか。太宰治、葛西善蔵、永山則夫、寺山修司という、青森県出身者

の手による作品を対象に考える。 

4．いわゆる震災後文学は故郷をいかに描き直しているか。木村友祐といとうせいこうの小説をもとに考える。 

 

In this class, we will consider how "home" has been problematized in modern and contemporary Japanese literature. 

Specifically, it will be developed in accordance with the following questions. 

1.How was the concept of "hometown" created in the literature of the Meiji period? I will introduce Miyazaki Koshoshi's 

"Homecoming" as a specific work and explain it.  

2.How was the concept of hometown reorganized under the wartime regime after the 1930s? In thinking about this, words such 

as "fudo" and "kyodo" become key terms. The question of hometown also arises in the Japanese literature of the so-called 

"gaichi", such as Manchuria, Taiwan, and Korea. 

3.What can we see when we look at regions such as Aomori and Tsugaru? We will focus on works by Aomori natives such as 

Osamu Dazai, Zenzo Kasai, Norio Nagayama, and Shuji Terayama.  

4.How is the so-called post-disaster literature redrawing the hometown? We will consider the novels of Yusuke Kimura and 

Seiko Ito. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. イントロダクション 

2. 明治期の文学と故郷 

3. 宮崎湖処子「帰省」 

4. 1930 年代の故郷 

5. 小林秀雄「故郷を失った文学」を考える 

6. 外地と故郷を考える 

7. 太宰治「善蔵を思う」を読む 

8. 葛西善蔵「贋物」を読む 

9. 永山則夫と中上健次 

10. 永山則夫と寺山修司 

11. 寺山修司『田園に死す』を考える 

12. 木村友祐「イサの氾濫」を読む 

13. いとうせいこう『想像ラジオ』を読む 

14. まとめ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

予習に関する指示は、必要に応じて別途指示する。 
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復習については、毎回の内容をレポート試験に備えて各自見直す、あるいは整理することが求められる。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

レポート試験(Report Exam)(70%)/リアクションペーパー(30%) 

 

テキスト（Textbooks） 

授業内でプリントを配付する。 

 

参考文献（Readings） 

授業内で適宜紹介する。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AT333 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AT333／文学講義 ３３３ 

(Lectures on Literature 333) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
近現代日本文学 3 

担当者名 

（Instructor） 
影山 亮(KAGEYAMA RYO) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
JAL2300 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

本授業では文学コンテンツと出版流通、メディアとの関係性に着目することで、文学作品を歴史的、社会的、文化的な文脈から考

察する能力を養うことを目標とする。さらに卒業論文の執筆や、他の授業においても汎用可能な資料検索スキルの向上を目指

す。 

 

By focusing on the relationship between literary content, publication distribution, and media, this course aims to cultivate the 

ability to consider literary works from the historical, social, and cultural contexts. In addition, we aim to improve general-

purpose document search skills that can be used in writing graduation thesis and other classes. 

 

授業の内容（Course Contents） 

この授業では明治期から昭和期（占領下まで）における文学コンテンツと、出版流通・メディアとの関係性についての講義を行う。

文学作品は雑誌・新聞などに掲載された後に単行本化、あるいは書き下ろしの形で読者と接続する。近年、「文豪ストレイドッグ

ス」（角川書店）や「文豪とアルケミスト」（DMM GAMES）に代表されるコンテンツの影響から、〈文豪ブーム〉が起きている。本授業

ではこれらのコンテンツでも取り上げられている文豪を例に、出版流通について、さらに雑誌・新聞メディアとの関係性について取

り扱う。具体的には以下の授業計画を予定しているが、変更の可能性もある。 

 

In this course, lectures will be given on the relationship between literary content, publication distribution, and media from the 

Meiji period to the Showa period (up to the occupation). After being published in magazines, newspapers, etc., literary works 

connect with readers in the form of books or new writings. In recent years, due to the influence of content represented by 

"Bungo Stray Dogs" (Kadokawa Shoten) and "Bungo and Alchemist" (DMM GAMES), a <Bungo Boom> has occurred. In this 

class, we will discuss the distribution of publications and the relationship with magazines and newspaper media, using literary 

figures that are also featured in these contents as examples. Specifically, the following lesson plan is planned, but it is subject 

to change. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. ガイダンス 

2. 明治期の出版人・言論人 

3. 中里介山と白井喬二 

4. 夏目漱石と『朝日新聞』 

5. 永井荷風と『三田文学』 

6. 『大衆文藝』（第三次）と新鷹会（１） 

7. 『大衆文藝』（第三次）と新鷹会（２） 

8. 太宰治と出版（１） 

9. 太宰治と出版（２） 

10. 発禁（１） 

11. 発禁（２） 

12. 発禁（３） 

13. 『講談倶楽部』と大衆文学作家の戦時下・占領下 

14. まとめ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

授業内で指示されたテキストや資料、参考文献を読む。授業時に指示された課題を提出する。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

最終レポート(Final Report)(40%)/コメントペーパー(30%)/授業内で指示された課題(30%) 

 

テキスト（Textbooks） 

教員側でレジュメを用意する。 
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参考文献（Readings） 

 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

授業の中で適宜紹介する。 

 

注意事項（Notice） 
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■AT335 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AT335／文学講義 ３３５ 

(Lectures on Literature 335) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
近現代日本文学５ 

担当者名 

（Instructor） 
前田 潤(MAEDA JUN) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
JAL2300 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

「ノンフィクションの修辞学」について議論する。多様なノンフィクション系の活字テクスト、記録文学、歴史叙述、加えて、ノンフィク

ションフィルム・ドキュメンタリー映画を思考の対象として、フィクションとノンフィクションを分かつ境界や、そもそもノンフィクションを

成立させる条件とは何か、という問題について思考する。 

 

A Rhetoric of Nonfiction will be discussed in this lecture. In targeting various nonfiction works, documentary literature, 

historical narration, and nonfiction film, the course will consider the boundary line between fiction and nonfiction, and originally 

what is the nonfiction. 

 

授業の内容（Course Contents） 

全講義を通じて議論したいポイントは以下の通り。 

１ ノンフィクション作家（映画監督）の考える「事実」の構成 

２ 私事と異なるノンフィクションの魅力 

3  ノンフィクションを生み出す技法と条件 

 

Points to be addressed throughout the lectures are as follows. 

1 The structures of ”fact” a nonfiction writer and film director imagine. 

2 The interest of nonfiction different from a personal affair.   

3 A rhetoric and conditions that produce nonfiction.  

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 隠れ家を持つ男が通う「町中華」（北尾トロ） 

2. 生活苦と遭難という主題（「ホームレス作家」「遭難フリーター」） 

3. 関東大震災直下の虐殺をめぐる証言（「関東大震災朝鮮人虐殺の記録」） 

4. ３・１１の記憶（「フタバから遠く離れて」「大地を受け継ぐ」） 

5. ベトナム戦争の記録（開高健「ベトナム戦記」「饒舌の思想」） 

6. 従軍慰安婦と松代大本営（「百万人の身世打鈴」「在日一世の記憶」） 

7. 団地育ちの映画監督（是枝裕和「誰も知らない」） 

8. 松本清張の邪馬台国観（「清張通史」） 

9. 聖地の牽引力（「補陀落ー観音信仰への旅」「古都に、消える。」） 

10. 都市とモードと陰影と（山本耀司、アンリ・カルティエ・ブレッソン） 

11. 反ナチズムの女性たち（ゾフィー・ショル、ゲルダ・タロー） 

12. ドキュメンタリー徹底思考（佐藤真） 

13. ドキュメンタリー映画の作法（森達也、原一男、ジョシュア・オッペンハイマー） 

14. 日本を代表するノンフィクション作品・作家（鎌田慧、足立倫之、吉岡忍、星野博美、高野秀行） 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

授業時間外の学習に関する指示は、必要に応じて別途指示する。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

レポート試験(Report Exam)(100%) 

単位取得のためには、７０％程度の出席を必要とする。 

 

テキスト（Textbooks） 

なし 

 

参考文献（Readings） 
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1. 前田 潤、２０２１、『古都に、消える。ー流浪の家族と空洞の古代史』、現代書館 (ISBN:9784768459010) 

2. 前田 潤、２０１９、『漱石のいない写真ー文豪たちの陰影』、現代書館 (ISBN:9784768458549) 

3. 前田 潤、２０１６、『地震と文学ー災厄と共に生きていくための文学史』、現代書館 (ISBN:9784305708106) 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AT336 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AT336／文学講義 ３３６ 

(Lectures on Literature 336) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
近現代日本文学６ 

担当者名 

（Instructor） 
椋棒 哲也(MUKUBO TETSUYA) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
JAL2300 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

近現代日本の（主に）小説を〈場所〉や〈土地〉という観点から読むことで、どのような解釈や鑑賞が可能となるか、理解を深める。 

 

By reading (mostly) modern and contemporary Japanese novels from the perspective of "place" and "land," we will deepen our 

understanding of how they can be interpreted and appreciated. 

 

授業の内容（Course Contents） 

小説の三要素に形式・表現・内容がある（本学名誉教授藤井淑禎）。場所や土地は、このうち内容に関わるものだ（そこに設定さ

れたことで得られる効果）。私たちは日常、小説がどのような場所で展開されているか、何となく気にしていないだろうか。あるい

は土地そのものに興味を抱くこともあるはずだ。本授業は特定の場所や土地を舞台とする作品を取り上げる。かつその具体的な

情報を含めることで可能になる解釈と鑑賞について考察を行い、作品理解を深めてゆく。なお授業の内容や計画は修正すること

があるから、注意して頂きたい。 

 

The three elements of a novel are form, expression, and content (Hidetada Fujii, Professor Emeritus of this university). Place 

and land are related to the content (the effect of being set there). In our daily lives, do we pay any attention to the kind of place 

in which a novel is developed? Or perhaps we are even interested in the land itself. This class will focus on works set in a 

specific place and land.We will consider the interpretation and appreciation that is possible through the inclusion of specific 

information and deepen the understanding of the works. Please note that the content and plan of this class is subject to 

change. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. はじめに：文学作品に〈場所〉や〈土地〉は必要か 

2. 志賀直哉「城の崎にて」を〈城崎温泉〉で読む 

3. 近代日本の小説を〈場所〉〈土地〉で読む其の二 

4. 近代日本の小説を〈場所〉〈土地〉で読む其の三 

5. 農民文学について 

6. 近代日本の小説を〈場所〉〈土地〉で読む其の四 

7. 伊藤永之介の小説を〈場所〉〈土地〉で読む 

8. 和田伝の小説を〈場所〉〈土地〉で読む 

9. 捕鯨文学を〈場所〉〈土地〉で読む 

10. 紀行文学について 

11. 現代日本の作品を〈場所〉〈土地〉で読む其の一 

12. 現代日本の作品を〈場所〉〈土地〉で読む其の二 

13. 現代日本の作品を〈場所〉〈土地〉で読む其の三 

14. おわりに：舞台探訪は文学研究に役立つか 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

特に指示された場合は予めテキストを読み、コメントを「Google Forms」で入力しておくこと。授業のなかで紹介した参考資料を読

む・視聴すること。ほか舞台探訪を計画・実行することも奨める。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

最終レポート(Final Report)(30%)/毎回の出席と、併せて適宜書いてもらうコメントペーパー(70%) 

７割(１４回のうち１０回)以上の出席をしていない場合は、単位修得不可。また３０分を越えて入室・退出する行為はこれを出席と

認めない。ただし各種実習・就職活動等による欠席や電車遅延等による遅刻の場合は相談に応じる。 

 

テキスト（Textbooks） 

「立教時間」の「コンテンツ」欄等、大学の Webサイト上に、教員が資料を用意することがある。 
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参考文献（Readings） 

なし。教員が授業で適宜紹介する。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

当講義は 2016 年度春季に開講した「文学講義 331」の内容を大幅に改定して提供するものである。なお本授業は受講者に積極

的な授業参加を求める。時として、授業前に「Google Forms」の提出が要求される。また授業内で教員により、受講者自身の作品

解釈や鑑賞を求められた場合、これを行わなければならない。 

 

注意事項（Notice） 

 

 

  



 - 1626 - 

■AT337 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AT337／文学講義 ３３７ 

(Lectures on Literature 337) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
日本語学１ 

担当者名 

（Instructor） 
矢田 勉(YADA TSUTOMU) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
JAL2400 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

主として古代・中世の日本において展開した様々な表記様式のうち、仮名を利用したものについて理解する。 

 

Comprehending the various styles developed mainly in ancient and medieval Japan that use kana. 

 

授業の内容（Course Contents） 

古代・中世の日本で生まれた、仮名を使用した様々な文章表記について、実例の読解を通じて、その変遷のありようについて講

ずる。 

 

Through reading comprehension of actual examples of various writing styles using kana which were born in ancient and 

medieval Japan, we will analyse the principle of them transition. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 日本語文字表記史の特質（総論） 

2. 万葉仮名の発生と展開 金石文・出土文字資料 

3. 和歌の表記と万葉仮名 木簡・記紀・万葉集 

4. 万葉仮名散文の様態と用途 正倉院万葉仮名文書 

5. 宣命体 木簡・続日本紀宣命・正倉院文書 

6. 漢文訓読と片仮名の発生 初期訓点資料 

7. 訓点の片仮名の展開 10 世紀以降の訓点資料 

8. 訓点系片仮名文の発生 西大寺本金光明最勝王経・東大寺諷誦文稿 

9. 仮名文系片仮名文の発生と展開 醍醐寺五重塔天井板落書・片仮名書和歌 

10. 宣命体系片仮名文の発生と展開 今昔物語集 

11. 平仮名の発生 出土資料・有年申文・極初期仮名消息 

12. 平仮名の展開 10 世紀以降の仮名消息・古筆資料 

13. 平仮名と文字教育 いろは歌資料 

14. 平仮名の用途の広がり 中世文書  

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

各回の講義で取り上げる資料について、予め完全には読めないなりに目を通し（予習）、授業後に読み返す（復習）こと。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

レポート試験(Report Exam)(80%)/授業内での資料読解作業など(20%) 

期末レポート・平常点とも、普段の授業の取り組み（予習・復習の程度）を測ることを重視する。 

 

テキスト（Textbooks） 

全て自作資料（プリント）を使用する。 

 

参考文献（Readings） 

授業内で適宜紹介する。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AT338 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AT338／文学講義 ３３８ 

(Lectures on Literature 338) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
日本語学２ 

担当者名 

（Instructor） 
矢田 勉(YADA TSUTOMU) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
JAL2400 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

古代・中世・近世の日本において展開した様々な表記様式のうち、漢字・漢文を利用したものについて理解する。 

 

Comprehending the various styles developed mainly in ancient, medieval, and early modern Japan that use Kanji and Chinese 

writing. 

 

授業の内容（Course Contents） 

古代・中世・近世の日本で生まれた、漢字・漢文を利用した様々な文章表記について、実例の読解を通じて、その変遷のありよう

について講ずる。 

 

Through reading comprehension of actual examples of various writing styles using Kanji and Chinese writing which were born in 

ancient, medieval, and early modern Japan, we will analyse the principle of them transition. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 日本語と漢字・漢文（総論） 

2. 変体漢文とは何か 

3. 変体漢文の終着点「候文」 

4. 上代の漢文・変体漢文（１） 石文 

5. 上代の漢文・変体漢文（２） 石文と正倉院文書 

6. 上代の漢文・変体漢文（３） 記紀 

7. 中古の漢文・変体漢文（１） 訓点資料総説 

8. 中古の漢文・変体漢文（２） 訓点資料読解 

9. 中古の漢文・変体漢文（３） 古記録 

10. 中古の漢文・変体漢文（４） 古文書 

11. 中世の変体漢文（１） 古文書 

12. 中世の変体漢文（２） 変体漢文と仮名文の交渉 

13. 中世の変体漢文（３） 訓点の変化 

14. 中世の変体漢文（４） 真名本 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

各回の講義で取り上げる資料について、予め完全には読めないなりに目を通し（予習）、授業後に読み返す（復習）こと。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

レポート試験(Report Exam)(80%)/授業内での資料読解作業など(20%) 

期末レポート・平常点とも、普段の授業の取り組み（予習・復習の程度）を測ることを重視する。 

 

テキスト（Textbooks） 

全て自作資料（プリント）を使用する。 

 

参考文献（Readings） 

授業内で適宜紹介する。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

春学期開講の文学講義３３７（AT337）で述べることを前提として講ずる部分がある。この講義の受講を希望する場合には、可能

な限りそちらも履修すること。 

 

注意事項（Notice） 
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■AT339 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AT339／文学講義 ３３９ 

(Lectures on Literature 339) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
日本語学３ 

担当者名 

（Instructor） 
舒 志田(SHU ZHITIAN) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
JAL2400 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

日中言語文化交渉の歴史について、主に日本の漢字の歴史をたどることによって解明していく。言語・文化・社会などさまざまな

分野を総体として漢字をつきあってきたことに留意しながら、人を中心に据えて、漢字との歴史的なかかわりを大きな流れとして

見ていくことにする。 

 

We will elucidate the history of Japan-China linguistic and cultural negotiations, mainly by tracing the history of Japan kanji. 

While keeping in mind that kanji have been used as a whole in various fields such as language, culture, and society, we will put 

people at the center and look at the historical relationship with kanji as a major trend. 

 

授業の内容（Course Contents） 

それぞれの時代の特徴的な事項を取り上げて、それぞれの時代の人々のエピソードを交えながら、日本人は漢字とどのように接

してきたのか、漢字・漢文が日本語・日本人・日本の文化及び社会にどのような影響を与えてきたのか、できるだけ広い観点から

解明していく。 

 

By taking up the characteristic matters of each era and incorporating the episode of the people of each era, we will elucidate 

from as broad a perspective as possible how Japan people have interacted with Chinese characters, and how they have 

influenced the culture and society of Japanese, Japan, and Japan. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 日中言語文化交渉史概説：目的・研究方法・内容 

 Overview of the history of Japan-China linguistic and cultural interactions: objectives, research methods, and contents 

2. 漢字が伝来（コラム：魏志倭人伝と弥生時代の「日本語？」） 

Chinese characters were introduced (Column: Wei Zhi Wajinden and the Yayoi Period "Japanese?") 

3. 漢字の受容：儒学・仏教の伝来など 

Acceptance of Chinese characters: introduction of Confucianism and Buddhism, etc. 

4. 漢字が浸透する（その一）：遣隋使と十七条憲法 

The Penetration of Chinese Characters (Part 1): The Sui Envoy and the Seventeen-Article Constitution 

5. 漢字が浸透する（その二）：遣唐使と律令国家の建立；呉音と漢音 

The Penetration of Chinese Characters (Part 2):  the Tang Envoy and the Establishment of the Ritsuryo State; Wu and 

Han 

6. 漢字が定着する（その一）：空海、円仁らの活躍 

Kanji takes root (Part 1): Kukai, Ennin and others 

7. 漢字が定着する（その二）：『文選』『遊仙窟』『白氏文集』と日本文学；仮名の成立 

Kanji take root (Part 2): "Bunsen", "Yusen Cave", "Hakuji Bunshu" and Japan literature; Establishment of pseudonyms 

8. 漢字が展開する（その一）：禅宗の普及と五山文学 

The Development of Chinese Characters (Part 1): The Spread of Zen Buddhism and the Five Mountains Literature 

9. 漢字が展開する（その二）：和漢混淆文の成立；五十音図の成立 

Kanji Develops (Part 2): Formation of Japanese-Chinese Mixed Sentences; Formation of the syllabary 

10. 漢字が普及する（その一）：唐船持渡書と江戸時代における儒学の興隆 

The Spread of Chinese Characters (Part 1): The Tang Ship Book and the Rise of Confucianism in the Edo Period 

11. 漢字が普及する（その二）：唐通事の活躍と唐話の流行 

The spread of Chinese characters (Part 2): The Success of To Tsuji and the Spread of Tang Speech 

12. 漢字が専門化する：翻訳語としての漢字語 

Specialization of Chinese Characters: Japan Chinese as a Translation 

13. 漢字が大衆化する：常用漢字の制定 

Kanji becomes popular 

14. 日本語から中国語への影響：清末における日本漢語の逆輸入 

Impact on Chinese from Japanese 
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授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

歴史的事項を扱うため、高等学校までに学ぶ日本史の知識は必須である。講義には予習を以て臨み、復習を通じて理解を深め

ること。講義で触れられる部分は限られているため、図書館を活用した幅広い独習が求められる。  

In order to deal with historical matters, knowledge of Japan history studied up to high school is essential. Approach the lecture 

with preparation and deepen understanding through review. Since the parts that can be touched on in the lectures are limited, a 

wide range of self-study using the library is required.  

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

普段の課題（数回提出）(40%)/最終レポート(Final Report)(40%)/授業に取り組む態度など(20%) 

 

テキスト（Textbooks） 

1. 沖森卓也、2011、『日本の漢字 1600 年の歴史』、ベレ出版 (ISBN:9784860643003) 

 

参考文献（Readings） 

1. 木宮泰彦、1965、『日華文化交流史』、冨山房 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AT340 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AT340／文学講義 ３４０ 

(Lectures on Literature 340) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
日本語学４ 

担当者名 

（Instructor） 
佐藤 久美子(SATO KUMIKO) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
JAL2400 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

日本語諸方言における多様な言語現象とその分析方法を学び、言語学の基礎知識を習得する。 

 

This course helps students acquire the basic knowledge of linguistics by studying linguistic phenomenon in Japanese dialects 

and their analysis methods. 

 

授業の内容（Course Contents） 

音声と文法に焦点を当て、様々な方言のデータを観察することで、日本語の多様性を理解する。また、標準語や世界の言語に照

らし、言葉の仕組みを考察する。 

 

This course will give you an understanding of language variations in Japanese with a main focus on sound and grammar by 

examining interesting examples in Japanese dialects. It will also compare several Japanese dialects with other languages in the 

world (including standard Japanese) and explore the general mechanism of language. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. イントロダクション：方言学の射程 

2. 方言へのアプローチ（１）：社会における機能を探る 

3. 方言へのアプローチ（２）：ことばの仕組みを探る 

4. 音声：母音と子音 

5. 音声：アクセント（１） 

6. 音声：アクセント（２） 

7. 音声：イントネーション 

8. 方言調査の方法（１）：インタビュー調査 

9. 文法：助詞 

10. 文法：アスペクト、可能 

11. 言語行動：挨拶、フィラー、待遇、昔語り 

12. 方言調査の方法（２）：日本語諸方言コーパスを使った調査 

13. 振り返り 

14. 筆記試験 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

・授業後にリアクションペーパーを提出する。 

・「方言調査の方法（１）、（２）」では、インタビュー調査・コーパスを利用した調査を行う。 

・上記以外の学習に関する指示は、必要に応じて別途指示する。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

筆記試験(Written Exam)(60%)/リアクションペーパー(40%) 

2/3 以上の出席をしていない場合は、単位修得不可。出席は評価割合に含まれない。 

 

テキスト（Textbooks） 

なし 

 

参考文献（Readings） 

1. 田中ゆかり、2011、『「方言コスプレ」の時代ーニセ関西弁から龍馬語までー』、岩波書店 (ISBN:978-4000248709) 

2. 大西 拓一郎 編、2016、『新日本言語地図: 分布図で見渡す方言の世界』、朝倉書店 (ISBN:978-4254510515) 

3. 木部暢子・竹田晃子・田中ゆかり・日高水穂・三井はるみ編、2013、『方言学入門』、三省堂 (ISBN:978-4385363936) 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 
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リアクションペーパーについては、次回授業開始時にフィードバックを行う。 

 

注意事項（Notice） 
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■AT341 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AT341／文学講義 ３４１ 

(Lectures on Literature 341) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
日本語学 5 

担当者名 

（Instructor） 
平井 吾門(HIRAI AMON) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
JAL2400 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

現代的な素材に対して日本語学の分析視点を適用する方法、およびその可能性と限界を理解する。 

 

Understand how to apply the analytical perspective of Japanese linguistics to contemporary material, as well as its possibilities 

and limitations. 

 

授業の内容（Course Contents） 

20 周年を迎えたプリキュアシリーズを現代的な素材として取り上げ、日本語学の分析手法や研究視点を様々な角度から適用し

てその有用性と限界を理解するとともに、素材対象の従来にない魅力を発見していく。具体的には、プリキュアシリーズの中から

いくつかのトピックを選び、音韻・文字・表記・文法・待遇表現その他の日本語学的分析視点とかけ合わせて考察を進めて行く。そ

の中で、日本語学の基礎的な知識についての定着を図ることが主眼であり、プリキュアはあくまで素材として扱うにとどまる、極め

て硬派な講義となる。なお、映画を含めてすべてのプリキュアシリーズを完璧に履修できているわけではないので、受講生からの

積極的なデータ提供を歓迎する。それとともに、一部の素材に分析の対象が偏ることに対して、マニア視点から見れば多々ある

であろう不平不満については、授業を通じて忌憚のない意見を聞かせてもらいたい。ただし、プリキュアを愛好する授業ではなく、

あくまで日本語学の授業であるため、その点について学ぶ意志の無いものは歓迎しない。 

プリキュアシリーズの中で、『無印』『Max Heart』『フレッシュ』『ハートキャッチ』『Go!プリンセス』『魔法つかい』『HUG っと』は特に重

点的に扱うことがある。また、全ての主題歌（OP・ED）は折に触れて素材として扱う。教室で鑑賞するわけではないので注意する

こと。 

もちろん、プリキュアに興味が無くても、嫌悪感さえなければ、日本語学の知識を応用的に用いる手法の一端を学ぶことが出来

る。受講生は、プリキュアシリーズに精通している必要はないが、紹介された視点をもとに何らかの形でデータを収集してレポート

に纏めることになるため、必要に応じて図鑑の類や公式ウェブサイト、テレビ放送などを参照すること。 

 

We will take up the Precure series, which celebrated its 20th anniversary, as contemporary material, and apply the analytical 

methods and research perspectives of Japanese linguistics from various angles to understand its usefulness and limitations, as 

well as to discover the unconventional appeal of the material object. Specifically, we will select several topics from the Precure 

series and discuss them in conjunction with the analytical perspectives of Japanese linguistics, such as phonology, characters, 

notation, grammar, and expressions of treatment. The main purpose of this lecture is to establish basic knowledge of Japanese 

linguistics, and the Precure series will be treated only as material in this extremely rigorous course. This is not a class for those 

who love Precure, but rather a class on Japanese linguistics, so those who do not intend to learn about it are not welcome. 

Of course, even if you are not interested in Precure, you can learn how to apply your knowledge of Japanese language studies, 

as long as you do not have an aversion to Precure. You do not need to be familiar with the Pretty Cure series, but you will be 

expected to collect some form of data based on the viewpoints presented and summarize it in a report, so please refer to the 

illustrated books, official websites, TV broadcasts, etc. as necessary. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. イントロ： 「プリキュア」をどう発音するか 

2. 音声音韻：音の響きの日本語の歴史 

3. 語構成：タイトルの構成や修飾関係、省略 

4. 語彙：名前の対称性 

5. 語種：「キュア」につくのは「外国語」？ 

6. 意味：「泣け喚く」と「微笑む」は対になるか 

7. 文字：読む「☆」と読まない「☆」 

8. 表記：「Bali Bali」は何語か 

9. 待遇表現：イース様の言葉遣いはどう変わったか 

10. 統語論：「そんな気がする不思議。」は何が不思議なのか 

11. 位相：語尾と方言の果たす役割と役割語と 

12. 慣用句：「めちょっく」が慣用句にならない３つの理由 

13. 資料論：1000 年後、OP・ED しか日本語資料が残らなかったら 



 - 1633 - 

14. 国語学史：契沖！らぶらぶぅ？！ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

予習では、概説書にあるような日本語学についての基礎知識を概観すること。復習では、授業で扱った日本語学的視点について

概説書や辞典類で理解を深めるとともに、具体的に自らデータを集めて応用的に分析していくことが求められる。教室で映像を鑑

賞する時間はないので、もし必要があればテレビ放送などを素材として用いること。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

レポート試験(Report Exam)(100%) 

詳細は授業中に指示するが、ただの感想や妄想の垂れ流しなど、学術的レポートになっていない場合には評価の対象外となる。 

 

テキスト（Textbooks） 

1. 沖森卓也・木村義之・陳力衛・山本真吾、2006、『図解日本語』、三省堂 (ISBN:978-4-385-36242-7) 

 

参考文献（Readings） 

1. 衣畑智秀編、2019、『基礎日本語学』、ひつじ書房 (ISBN:978-4-89476-946-5) 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

wikipedia の記事については、解釈の混じらない部分を中心に参照してください。 

 

注意事項（Notice） 
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■AT343 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AT343／文学講義 ３４３ 

(Lectures on Literature 343) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
書誌学 1 

担当者名 

（Instructor） 
水谷 隆之(MIZUTANI TAKAYUKI) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
JAL2400 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

和本の実物に触れ，書誌調査の基礎を習得する。 

 

This course aims for students to encounter actual traditional Japanese books and to learn the basics of bibliographical 

research. 

 

授業の内容（Course Contents） 

和本の特徴や近世出版メディアの概略について解説したのち，くずし字解読演習，和本のうち特に版本の現物を用いた書誌学実

習をくりかえし行う。書誌学の基本を学ぶとともに，近世のさまざまなジャンルの文学作品を翻刻・調査することにより，ジャンル毎

の特徴や造本形式の違いについても理解する。（2022 年度「文学講義 344」とは異なる作品を扱う。） 

 

After the instructor explains characteristics of traditional Japanese books and an overview of early modern printing media, 

students practice deciphering writing in running form characters and repeat bibliographical exercises using traditional Japanese 

books, especially actual woodblock-printed versions. In addition to studying the basics of bibliography, students learn about 

genre-specific characteristics and differences in bookbinding formats through reprinting and researching literary works from 

various early modern genres. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. はじめに（授業の進め方、成績評価の方法等について） 

2. 近世版本のさまざま―講義 

3. くずし字解読の方法について―講義 

4. くずし字解読演習１ 

5. くずし字解読演習２ 

6. くずし字解読演習３ 

7. くずし字解読演習４ 

8. 資料検索・閲覧の方法と書誌のとり方１―講義 

9. 資料検索・閲覧の方法と書誌のとり方２―講義 

10. 書誌学実習１ 

11. 書誌学実習２ 

12. 書誌学実習３ 

13. 書誌学実習４ 

14. 最終テスト 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

授業時に配付するプリントを熟読する。配付プリントにより、くずし字解読の予習・復習を行う。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

最終テスト(Final Test)(40%)/くずし字テスト(40%)/書誌カードの作成(20%) 

 

テキスト（Textbooks） 

1. 笠間影印叢刊刊行会、1994、『字典かな-出典明記・改訂 版』、笠間書院 (ISBN:9784305000002) 

授業時に適宜プリントを配布します。 

 

参考文献（Readings） 

1. 廣庭基介・長友千代治、1998、『日本書誌学を学ぶ人のために』、世界思想社 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

全授業回のうち５回分をオンデマンドで実施（実施回については「立教時間」で指示する）。 
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注意事項（Notice） 
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■AT346 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AT346／文学講義 ３４６ 

(Lectures on Literature 346) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
文献解読 2 

担当者名 

（Instructor） 
一戸 渉(ICHINOHE WATARU) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
JAL2300 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

・日本の書物文化についての理解を深める。 

・日本の古典籍の調査研究を行う上で必要な書誌学の方法論について学習する。 

 

・This class will deepen your understanding of Japanese book culture. 

・The purpose of this class is to understand the basic methodology of bibliography necessary for conducting research on 

Japanese classical books. 

 

授業の内容（Course Contents） 

書誌学は書物万般を対象とした学問領域です。過去の人類の知の営みは多くの場合、書物の形で今日に伝わっています。書物

はそこに書かれたコンテンツのみで独立しているわけではなく、印刷ないし筆によって文字や絵などを定着させたいくつもの紙の

束を、さまざまな仕方でひとつに綴じ合わせ、外側に表紙をまとわせたモノ（物質）でもあります。また書物は必ずしも作者が書い

た当初の姿のままに後世に伝わるとは限りません。筆写や出版は、オリジナルを複製する行為であるのと同時に、テキストにさま

ざまな変動が生じる契機にもなり得ます。書物という物理的な条件のもとではじめて、今日のわたしたちは過去の人間の知の営

みを垣間みることができているというわけです。したがって書物というモノが有している多様性や機能、またその歴史的変遷や流

通の実態や諸制度などに関する知識を深めることは、書物に書かれた内容の理解の深化にもおのずと貢献してゆくはずです。本

授業では近世日本の書物を主な対象として、書誌学的な研究アプローチの方法と実践について講義形式で教授してゆきます。 

 

Bibliography is an academic field covering the whole of books. Many intellectual activities of human beings are transmitted to 

the present age in the form of books. Books are not only the content but also substances. In other words, the book should be a 

collection of substances such as papers, letters, pictures, ink, cover, yarn, glue and so on. Also, the books are not necessarily 

transmitted in the original form written by the author. Due to factors such as writing and publishing, various changes occur in 

the text. Deepening knowledge about diversity of books, functions, and historical development should lead to better 

understanding of the contents. In this course, we will lecture on the theory, method, and practice of bibliography, mainly for pre-

modern Japanese books. 

 

*This lecture will be done in Japanese. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. イントロダクション：書誌学とは？ 

2. 書物のかたち１：装訂と表紙 

3. 書物のかたち２：書型と各部位 

4. 日本の書物文化史１：古代から平安まで 

5. 日本の書物文化史２：中世 

6. 日本の書物文化史３：近世初期 

7. 日本の書物文化史４：近世前期以降 

8. 日本の出版制度１：板株の輪郭 

9. 日本の出版制度２：刊記・奥付を読み解く 

10. 古典学と書物出版１：17 世紀～18 世紀中葉 

11. 古典学と書物出版２：18 世紀後半 

12. 書と書物１：万葉書和歌の変遷 

13. 書と書物２：書流をめぐる闘い 

14. 本講義のまとめ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

授業内で配付する資料や、指示する参考文献を読み、また授業中に指示された課題の達成に向けて関連文献を探索し読解する

こと。 
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成績評価方法・基準（Evaluation） 

レポート試験(Report Exam)(70%)/リアクションペーパーの提出(30%) 

 

テキスト（Textbooks） 

プリントを配布する 

 

参考文献（Readings） 

1. 堀川貴司、2010、『書誌学入門 古典籍を見る・知る・読む 』、勉誠出版 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

授業の進捗状況や受講生からの要望などに応じて内容の一部を変更する場合がある。  

 

注意事項（Notice） 
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■AT511 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

その他／卒業論文（制作）予備研究１ 

(Research and Report for Thesis Writing 1) 

担当者名 

（Instructor） 
平澤 卓也(HIRASAWA TAKUYA) 

学期 

（Semester） 
春学期他(Spring Others) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
JAL3843 

言語 

（Language） 

その他 

(Others) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

４年次での卒業論文（制作）に着手する前に、その心構えや基本的な方法について学習する。 

 

Before beginning the production of graduation theses in the 4th year, students will learn about preparation and basic methods 

for doing so. 

 

授業の内容（Course Contents） 

必要に応じて個別ないしグループで教員の助言を受ける。卒業論文のテーマを決め、テーマにそった調査・研究を進めて行くた

めに、教員の助言・指導を受けながら卒業論文執筆への準備を進めるとともに達成すべき目標を段階を追って設定し実践してい

く。担当教員により、グループでの中間発表・討議をする場合、個別面談指導を併用する授業形態、もっぱら個別面談指導を重

ねていく授業形態などさまざまなやり方がある。 

 

Students will also receive advice from faculty members individually or in groups, as necessary. In order to decide on themes for 

graduation theses and to proceed with relevant investigation and research, students will proceed with preparations for writing 

theses while receiving advice and guidance from faculty members, and will set and put into practice step-by-step goals to be 

achieved. Various forms of class exist, such as that in which individual one-on-one guidance by the faculty member in charge is 

provided along with the holding of group intermediate presentations and discussions, and that consisting solely of repeated 

individual one-on-one guidance. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 指導１ 

2. 指導２ 

3. 指導３ 

4. 指導４ 

5. 指導５ 

6. 指導６ 

7. 指導７ 

8. 指導８ 

9. 指導９ 

10. 指導１０ 

11. 指導１１ 

12. 指導１２ 

13. 指導１３ 

14. 指導１４ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

担当教員の指示に従うこと。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

最終レポート(Final Report)(40%)/受講態度(60%) 

 

テキスト（Textbooks） 

なし 

 

参考文献（Readings） 

担当教員の指示に従うこと。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 
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注意事項（Notice） 
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■AT512 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

その他／卒業論文（制作）予備研究１ 

(Research and Report for Thesis Writing 1) 

担当者名 

（Instructor） 
井野 葉子(INO YOKO) 

学期 

（Semester） 
春学期他(Spring Others) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
JAL3843 

言語 

（Language） 

その他 

(Others) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

４年次での卒業論文（制作）に着手する前に、その心構えや基本的な方法について学習する。 

 

Before beginning the production of graduation theses in the 4th year, students will learn about preparation and basic methods 

for doing so. 

 

授業の内容（Course Contents） 

必要に応じて個別ないしグループで教員の助言を受ける。卒業論文のテーマを決め、テーマにそった調査・研究を進めて行くた

めに、教員の助言・指導を受けながら卒業論文執筆への準備を進めるとともに達成すべき目標を段階を追って設定し実践してい

く。担当教員により、グループでの中間発表・討議をする場合、個別面談指導を併用する授業形態、もっぱら個別面談指導を重

ねていく授業形態などさまざまなやり方がある。 

 

Students will also receive advice from faculty members individually or in groups, as necessary. In order to decide on themes for 

graduation theses and to proceed with relevant investigation and research, students will proceed with preparations for writing 

theses while receiving advice and guidance from faculty members, and will set and put into practice step-by-step goals to be 

achieved. Various forms of class exist, such as that in which individual one-on-one guidance by the faculty member in charge is 

provided along with the holding of group intermediate presentations and discussions, and that consisting solely of repeated 

individual one-on-one guidance. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 指導１ 

2. 指導２ 

3. 指導３ 

4. 指導４ 

5. 指導５ 

6. 指導６ 

7. 指導７ 

8. 指導８ 

9. 指導９ 

10. 指導１０ 

11. 指導１１ 

12. 指導１２ 

13. 指導１３ 

14. 指導１４ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

担当教員の指示に従うこと。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

最終レポート(Final Report)(40%)/受講態度(60%) 

 

テキスト（Textbooks） 

なし 

 

参考文献（Readings） 

担当教員の指示に従うこと。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 
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注意事項（Notice） 
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■AT513 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

その他／卒業論文（制作）予備研究１ 

(Research and Report for Thesis Writing 1) 

担当者名 

（Instructor） 
石川 巧(ISHIKAWA TAKUMI) 

学期 

（Semester） 
春学期他(Spring Others) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
JAL3843 

言語 

（Language） 

その他 

(Others) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

４年次での卒業論文（制作）に着手する前に、その心構えや基本的な方法について学習する。 

 

Before beginning the production of graduation theses in the 4th year, students will learn about preparation and basic methods 

for doing so. 

 

授業の内容（Course Contents） 

必要に応じて個別ないしグループで教員の助言を受ける。卒業論文のテーマを決め、テーマにそった調査・研究を進めて行くた

めに、教員の助言・指導を受けながら卒業論文執筆への準備を進めるとともに達成すべき目標を段階を追って設定し実践してい

く。担当教員により、グループでの中間発表・討議をする場合、個別面談指導を併用する授業形態、もっぱら個別面談指導を重

ねていく授業形態などさまざまなやり方がある。 

 

Students will also receive advice from faculty members individually or in groups, as necessary. In order to decide on themes for 

graduation theses and to proceed with relevant investigation and research, students will proceed with preparations for writing 

theses while receiving advice and guidance from faculty members, and will set and put into practice step-by-step goals to be 

achieved. Various forms of class exist, such as that in which individual one-on-one guidance by the faculty member in charge is 

provided along with the holding of group intermediate presentations and discussions, and that consisting solely of repeated 

individual one-on-one guidance. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 指導１ 

2. 指導２ 

3. 指導３ 

4. 指導４ 

5. 指導５ 

6. 指導６ 

7. 指導７ 

8. 指導８ 

9. 指導９ 

10. 指導１０ 

11. 指導１１ 

12. 指導１２ 

13. 指導１３ 

14. 指導１４ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

担当教員の指示に従うこと。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

最終レポート(Final Report)(40%)/受講態度(60%) 

 

テキスト（Textbooks） 

なし 

 

参考文献（Readings） 

担当教員の指示に従うこと。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 



 - 1643 - 

注意事項（Notice） 

 

 

  



 - 1644 - 

■AT514 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

その他／卒業論文（制作）予備研究１ 

(Research and Report for Thesis Writing 1) 

担当者名 

（Instructor） 
金子 明雄(KANEKO AKIO) 

学期 

（Semester） 
春学期他(Spring Others) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
JAL3843 

言語 

（Language） 

その他 

(Others) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

４年次での卒業論文（制作）に着手する前に、その心構えや基本的な方法について学習する。 

 

Before beginning the production of graduation theses in the 4th year, students will learn about preparation and basic methods 

for doing so. 

 

授業の内容（Course Contents） 

必要に応じて個別ないしグループで教員の助言を受ける。卒業論文のテーマを決め、テーマにそった調査・研究を進めて行くた

めに、教員の助言・指導を受けながら卒業論文執筆への準備を進めるとともに達成すべき目標を段階を追って設定し実践してい

く。担当教員により、グループでの中間発表・討議をする場合、個別面談指導を併用する授業形態、もっぱら個別面談指導を重

ねていく授業形態などさまざまなやり方がある。 

 

Students will also receive advice from faculty members individually or in groups, as necessary. In order to decide on themes for 

graduation theses and to proceed with relevant investigation and research, students will proceed with preparations for writing 

theses while receiving advice and guidance from faculty members, and will set and put into practice step-by-step goals to be 

achieved. Various forms of class exist, such as that in which individual one-on-one guidance by the faculty member in charge is 

provided along with the holding of group intermediate presentations and discussions, and that consisting solely of repeated 

individual one-on-one guidance. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 指導１ 

2. 指導２ 

3. 指導３ 

4. 指導４ 

5. 指導５ 

6. 指導６ 

7. 指導７ 

8. 指導８ 

9. 指導９ 

10. 指導１０ 

11. 指導１１ 

12. 指導１２ 

13. 指導１３ 

14. 指導１４ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

担当教員の指示に従うこと。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

最終レポート(Final Report)(40%)/受講態度(60%) 

 

テキスト（Textbooks） 

なし 

 

参考文献（Readings） 

担当教員の指示に従うこと。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 



 - 1645 - 

注意事項（Notice） 

 

 

  



 - 1646 - 

■AT515 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

その他／卒業論文（制作）予備研究１ 

(Research and Report for Thesis Writing 1) 

担当者名 

（Instructor） 
家永 香織(IENAGA KAORI) 

学期 

（Semester） 
春学期他(Spring Others) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
JAL3843 

言語 

（Language） 

その他 

(Others) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

４年次での卒業論文（制作）に着手する前に、その心構えや基本的な方法について学習する。 

 

Before beginning the production of graduation theses in the 4th year, students will learn about preparation and basic methods 

for doing so. 

 

授業の内容（Course Contents） 

必要に応じて個別ないしグループで教員の助言を受ける。卒業論文のテーマを決め、テーマにそった調査・研究を進めて行くた

めに、教員の助言・指導を受けながら卒業論文執筆への準備を進めるとともに達成すべき目標を段階を追って設定し実践してい

く。担当教員により、グループでの中間発表・討議をする場合、個別面談指導を併用する授業形態、もっぱら個別面談指導を重

ねていく授業形態などさまざまなやり方がある。 

 

Students will also receive advice from faculty members individually or in groups, as necessary. In order to decide on themes for 

graduation theses and to proceed with relevant investigation and research, students will proceed with preparations for writing 

theses while receiving advice and guidance from faculty members, and will set and put into practice step-by-step goals to be 

achieved. Various forms of class exist, such as that in which individual one-on-one guidance by the faculty member in charge is 

provided along with the holding of group intermediate presentations and discussions, and that consisting solely of repeated 

individual one-on-one guidance. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 指導１ 

2. 指導２ 

3. 指導３ 

4. 指導４ 

5. 指導５ 

6. 指導６ 

7. 指導７ 

8. 指導８ 

9. 指導９ 

10. 指導１０ 

11. 指導１１ 

12. 指導１２ 

13. 指導１３ 

14. 指導１４ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

担当教員の指示に従うこと。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

最終レポート(Final Report)(40%)/受講態度(60%) 

 

テキスト（Textbooks） 

なし 

 

参考文献（Readings） 

担当教員の指示に従うこと。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 



 - 1647 - 

注意事項（Notice） 

 

 

  



 - 1648 - 

■AT516 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

その他／卒業論文（制作）予備研究１ 

(Research and Report for Thesis Writing 1) 

担当者名 

（Instructor） 
尾崎 名津子(OZAKI NATSUKO) 

学期 

（Semester） 
春学期他(Spring Others) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
JAL3843 

言語 

（Language） 

その他 

(Others) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

４年次での卒業論文（制作）に着手する前に、その心構えや基本的な方法について学習する。 

 

Before beginning the production of graduation theses in the 4th year, students will learn about preparation and basic methods 

for doing so. 

 

授業の内容（Course Contents） 

必要に応じて個別ないしグループで教員の助言を受ける。卒業論文のテーマを決め、テーマにそった調査・研究を進めて行くた

めに、教員の助言・指導を受けながら卒業論文執筆への準備を進めるとともに達成すべき目標を段階を追って設定し実践してい

く。担当教員により、グループでの中間発表・討議をする場合、個別面談指導を併用する授業形態、もっぱら個別面談指導を重

ねていく授業形態などさまざまなやり方がある。 

 

Students will also receive advice from faculty members individually or in groups, as necessary. In order to decide on themes for 

graduation theses and to proceed with relevant investigation and research, students will proceed with preparations for writing 

theses while receiving advice and guidance from faculty members, and will set and put into practice step-by-step goals to be 

achieved. Various forms of class exist, such as that in which individual one-on-one guidance by the faculty member in charge is 

provided along with the holding of group intermediate presentations and discussions, and that consisting solely of repeated 

individual one-on-one guidance. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 指導１ 

2. 指導２ 

3. 指導３ 

4. 指導４ 

5. 指導５ 

6. 指導６ 

7. 指導７ 

8. 指導８ 

9. 指導９ 

10. 指導１０ 

11. 指導１１ 

12. 指導１２ 

13. 指導１３ 

14. 指導１４ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

担当教員の指示に従うこと。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

最終レポート(Final Report)(40%)/受講態度(60%) 

 

テキスト（Textbooks） 

なし 

 

参考文献（Readings） 

担当教員の指示に従うこと。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 



 - 1649 - 

注意事項（Notice） 

 

 

  



 - 1650 - 

■AT517 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

その他／卒業論文（制作）予備研究１ 

(Research and Report for Thesis Writing 1) 

担当者名 

（Instructor） 
水谷 隆之(MIZUTANI TAKAYUKI) 

学期 

（Semester） 
春学期他(Spring Others) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
JAL3843 

言語 

（Language） 

その他 

(Others) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

４年次での卒業論文（制作）に着手する前に、その心構えや基本的な方法について学習する。 

 

Before beginning the production of graduation theses in the 4th year, students will learn about preparation and basic methods 

for doing so. 

 

授業の内容（Course Contents） 

必要に応じて個別ないしグループで教員の助言を受ける。卒業論文のテーマを決め、テーマにそった調査・研究を進めて行くた

めに、教員の助言・指導を受けながら卒業論文執筆への準備を進めるとともに達成すべき目標を段階を追って設定し実践してい

く。担当教員により、グループでの中間発表・討議をする場合、個別面談指導を併用する授業形態、もっぱら個別面談指導を重

ねていく授業形態などさまざまなやり方がある。 

 

Students will also receive advice from faculty members individually or in groups, as necessary. In order to decide on themes for 

graduation theses and to proceed with relevant investigation and research, students will proceed with preparations for writing 

theses while receiving advice and guidance from faculty members, and will set and put into practice step-by-step goals to be 

achieved. Various forms of class exist, such as that in which individual one-on-one guidance by the faculty member in charge is 

provided along with the holding of group intermediate presentations and discussions, and that consisting solely of repeated 

individual one-on-one guidance. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 指導１ 

2. 指導２ 

3. 指導３ 

4. 指導４ 

5. 指導５ 

6. 指導６ 

7. 指導７ 

8. 指導８ 

9. 指導９ 

10. 指導１０ 

11. 指導１１ 

12. 指導１２ 

13. 指導１３ 

14. 指導１４ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

担当教員の指示に従うこと。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

最終レポート(Final Report)(40%)/受講態度(60%) 

 

テキスト（Textbooks） 

なし 

 

参考文献（Readings） 

担当教員の指示に従うこと。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 



 - 1651 - 

注意事項（Notice） 

 

 

  



 - 1652 - 

■AT518 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

その他／卒業論文（制作）予備研究１ 

(Research and Report for Thesis Writing 1) 

担当者名 

（Instructor） 
平井 吾門(HIRAI AMON) 

学期 

（Semester） 
春学期他(Spring Others) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
JAL3843 

言語 

（Language） 

その他 

(Others) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

４年次での卒業論文（制作）に着手する前に、その心構えや基本的な方法について学習する。 

 

Before beginning the production of graduation theses in the 4th year, students will learn about preparation and basic methods 

for doing so. 

 

授業の内容（Course Contents） 

必要に応じて個別ないしグループで教員の助言を受ける。卒業論文のテーマを決め、テーマにそった調査・研究を進めて行くた

めに、教員の助言・指導を受けながら卒業論文執筆への準備を進めるとともに達成すべき目標を段階を追って設定し実践してい

く。担当教員により、グループでの中間発表・討議をする場合、個別面談指導を併用する授業形態、もっぱら個別面談指導を重

ねていく授業形態などさまざまなやり方がある。 

 

Students will also receive advice from faculty members individually or in groups, as necessary. In order to decide on themes for 

graduation theses and to proceed with relevant investigation and research, students will proceed with preparations for writing 

theses while receiving advice and guidance from faculty members, and will set and put into practice step-by-step goals to be 

achieved. Various forms of class exist, such as that in which individual one-on-one guidance by the faculty member in charge is 

provided along with the holding of group intermediate presentations and discussions, and that consisting solely of repeated 

individual one-on-one guidance. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 指導１ 

2. 指導２ 

3. 指導３ 

4. 指導４ 

5. 指導５ 

6. 指導６ 

7. 指導７ 

8. 指導８ 

9. 指導９ 

10. 指導１０ 

11. 指導１１ 

12. 指導１２ 

13. 指導１３ 

14. 指導１４ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

担当教員の指示に従うこと。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

最終レポート(Final Report)(40%)/受講態度(60%) 

 

テキスト（Textbooks） 

なし 

 

参考文献（Readings） 

担当教員の指示に従うこと。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 



 - 1653 - 

注意事項（Notice） 

 

 

  



 - 1654 - 

■AT519 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

その他／卒業論文（制作）予備研究１ 

(Research and Report for Thesis Writing 1) 

担当者名 

（Instructor） 
鈴木 彰(SUZUKI AKIRA) 

学期 

（Semester） 
春学期他(Spring Others) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
JAL3843 

言語 

（Language） 

その他 

(Others) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

４年次での卒業論文（制作）に着手する前に、その心構えや基本的な方法について学習する。 

 

Before beginning the production of graduation theses in the 4th year, students will learn about preparation and basic methods 

for doing so. 

 

授業の内容（Course Contents） 

必要に応じて個別ないしグループで教員の助言を受ける。卒業論文のテーマを決め、テーマにそった調査・研究を進めて行くた

めに、教員の助言・指導を受けながら卒業論文執筆への準備を進めるとともに達成すべき目標を段階を追って設定し実践してい

く。担当教員により、グループでの中間発表・討議をする場合、個別面談指導を併用する授業形態、もっぱら個別面談指導を重

ねていく授業形態などさまざまなやり方がある。 

 

Students will also receive advice from faculty members individually or in groups, as necessary. In order to decide on themes for 

graduation theses and to proceed with relevant investigation and research, students will proceed with preparations for writing 

theses while receiving advice and guidance from faculty members, and will set and put into practice step-by-step goals to be 

achieved. Various forms of class exist, such as that in which individual one-on-one guidance by the faculty member in charge is 

provided along with the holding of group intermediate presentations and discussions, and that consisting solely of repeated 

individual one-on-one guidance. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 指導１ 

2. 指導２ 

3. 指導３ 

4. 指導４ 

5. 指導５ 

6. 指導６ 

7. 指導７ 

8. 指導８ 

9. 指導９ 

10. 指導１０ 

11. 指導１１ 

12. 指導１２ 

13. 指導１３ 

14. 指導１４ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

担当教員の指示に従うこと。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

最終レポート(Final Report)(40%)/受講態度(60%) 

 

テキスト（Textbooks） 

なし 

 

参考文献（Readings） 

担当教員の指示に従うこと。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 



 - 1655 - 

注意事項（Notice） 

 

 

  



 - 1656 - 

■AT521 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

その他／卒業論文（制作）予備研究２ 

(Research and Report for Thesis Writing 2) 

担当者名 

（Instructor） 
平澤 卓也(HIRASAWA TAKUYA) 

学期 

（Semester） 
秋学期他(Fall Others) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
JAL3843 

言語 

（Language） 

その他 

(Others) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

４年次での卒業論文（制作）に着手する前に、その心構えや基本的な方法について学習する。 

 

Before beginning the production of graduation theses in the 4th year, students will learn about preparation and basic methods 

for doing so. 

 

授業の内容（Course Contents） 

必要に応じて個別ないしグループで教員の助言を受ける。卒業論文のテーマを決め、テーマにそった調査・研究を進めて行くた

めに、教員の助言・指導を受けながら卒業論文執筆への準備を進めるとともに達成すべき目標を段階を追って設定し実践してい

く。担当教員により、グループでの中間発表・討議をする場合、個別面談指導を併用する授業形態、もっぱら個別面談指導を重

ねていく授業形態などさまざまなやり方がある。 

 

Students will also receive advice from faculty members individually or in groups, as necessary. In order to decide on themes for 

graduation theses and to proceed with relevant investigation and research, students will proceed with preparations for writing 

theses while receiving advice and guidance from faculty members, and will set and put into practice step-by-step goals to be 

achieved. Various forms of class exist, such as that in which individual one-on-one guidance by the faculty member in charge is 

provided along with the holding of group intermediate presentations and discussions, and that consisting solely of repeated 

individual one-on-one guidance. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 指導１ 

2. 指導２ 

3. 指導３ 

4. 指導４ 

5. 指導５ 

6. 指導６ 

7. 指導７ 

8. 指導８ 

9. 指導９ 

10. 指導１０ 

11. 指導１１ 

12. 指導１２ 

13. 指導１３ 

14. 指導１４ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

担当教員の指示に従うこと。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

最終レポート(Final Report)(40%)/受講態度(60%) 

 

テキスト（Textbooks） 

なし 

 

参考文献（Readings） 

担当教員の指示に従うこと。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 



 - 1657 - 

注意事項（Notice） 

 

 

  



 - 1658 - 

■AT523 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

その他／卒業論文（制作）予備研究２ 

(Research and Report for Thesis Writing 2) 

担当者名 

（Instructor） 
石川 巧(ISHIKAWA TAKUMI) 

学期 

（Semester） 
秋学期他(Fall Others) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
JAL3843 

言語 

（Language） 

その他 

(Others) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

４年次での卒業論文（制作）に着手する前に、その心構えや基本的な方法について学習する。 

 

Before beginning the production of graduation theses in the 4th year, students will learn about preparation and basic methods 

for doing so. 

 

授業の内容（Course Contents） 

必要に応じて個別ないしグループで教員の助言を受ける。卒業論文のテーマを決め、テーマにそった調査・研究を進めて行くた

めに、教員の助言・指導を受けながら卒業論文執筆への準備を進めるとともに達成すべき目標を段階を追って設定し実践してい

く。担当教員により、グループでの中間発表・討議をする場合、個別面談指導を併用する授業形態、もっぱら個別面談指導を重

ねていく授業形態などさまざまなやり方がある。 

 

Students will also receive advice from faculty members individually or in groups, as necessary. In order to decide on themes for 

graduation theses and to proceed with relevant investigation and research, students will proceed with preparations for writing 

theses while receiving advice and guidance from faculty members, and will set and put into practice step-by-step goals to be 

achieved. Various forms of class exist, such as that in which individual one-on-one guidance by the faculty member in charge is 

provided along with the holding of group intermediate presentations and discussions, and that consisting solely of repeated 

individual one-on-one guidance. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 指導１ 

2. 指導２ 

3. 指導３ 

4. 指導４ 

5. 指導５ 

6. 指導６ 

7. 指導７ 

8. 指導８ 

9. 指導９ 

10. 指導１０ 

11. 指導１１ 

12. 指導１２ 

13. 指導１３ 

14. 指導１４ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

担当教員の指示に従うこと。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

最終レポート(Final Report)(40%)/受講態度(60%) 

 

テキスト（Textbooks） 

なし 

 

参考文献（Readings） 

担当教員の指示に従うこと。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 
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注意事項（Notice） 
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■AT524 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

その他／卒業論文（制作）予備研究２ 

(Research and Report for Thesis Writing 2) 

担当者名 

（Instructor） 
金子 明雄(KANEKO AKIO) 

学期 

（Semester） 
秋学期他(Fall Others) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
JAL3843 

言語 

（Language） 

その他 

(Others) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

４年次での卒業論文（制作）に着手する前に、その心構えや基本的な方法について学習する。 

 

Before beginning the production of graduation theses in the 4th year, students will learn about preparation and basic methods 

for doing so. 

 

授業の内容（Course Contents） 

必要に応じて個別ないしグループで教員の助言を受ける。卒業論文のテーマを決め、テーマにそった調査・研究を進めて行くた

めに、教員の助言・指導を受けながら卒業論文執筆への準備を進めるとともに達成すべき目標を段階を追って設定し実践してい

く。担当教員により、グループでの中間発表・討議をする場合、個別面談指導を併用する授業形態、もっぱら個別面談指導を重

ねていく授業形態などさまざまなやり方がある。 

 

Students will also receive advice from faculty members individually or in groups, as necessary. In order to decide on themes for 

graduation theses and to proceed with relevant investigation and research, students will proceed with preparations for writing 

theses while receiving advice and guidance from faculty members, and will set and put into practice step-by-step goals to be 

achieved. Various forms of class exist, such as that in which individual one-on-one guidance by the faculty member in charge is 

provided along with the holding of group intermediate presentations and discussions, and that consisting solely of repeated 

individual one-on-one guidance. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 指導１ 

2. 指導２ 

3. 指導３ 

4. 指導４ 

5. 指導５ 

6. 指導６ 

7. 指導７ 

8. 指導８ 

9. 指導９ 

10. 指導１０ 

11. 指導１１ 

12. 指導１２ 

13. 指導１３ 

14. 指導１４ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

担当教員の指示に従うこと。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

最終レポート(Final Report)(40%)/受講態度(60%) 

 

テキスト（Textbooks） 

なし 

 

参考文献（Readings） 

担当教員の指示に従うこと。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 
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注意事項（Notice） 
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■AT525 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

その他／卒業論文（制作）予備研究２ 

(Research and Report for Thesis Writing 2) 

担当者名 

（Instructor） 
家永 香織(IENAGA KAORI) 

学期 

（Semester） 
秋学期他(Fall Others) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
JAL3843 

言語 

（Language） 

その他 

(Others) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

４年次での卒業論文（制作）に着手する前に、その心構えや基本的な方法について学習する。 

 

Before beginning the production of graduation theses in the 4th year, students will learn about preparation and basic methods 

for doing so. 

 

授業の内容（Course Contents） 

必要に応じて個別ないしグループで教員の助言を受ける。卒業論文のテーマを決め、テーマにそった調査・研究を進めて行くた

めに、教員の助言・指導を受けながら卒業論文執筆への準備を進めるとともに達成すべき目標を段階を追って設定し実践してい

く。担当教員により、グループでの中間発表・討議をする場合、個別面談指導を併用する授業形態、もっぱら個別面談指導を重

ねていく授業形態などさまざまなやり方がある。 

 

Students will also receive advice from faculty members individually or in groups, as necessary. In order to decide on themes for 

graduation theses and to proceed with relevant investigation and research, students will proceed with preparations for writing 

theses while receiving advice and guidance from faculty members, and will set and put into practice step-by-step goals to be 

achieved. Various forms of class exist, such as that in which individual one-on-one guidance by the faculty member in charge is 

provided along with the holding of group intermediate presentations and discussions, and that consisting solely of repeated 

individual one-on-one guidance. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 指導１ 

2. 指導２ 

3. 指導３ 

4. 指導４ 

5. 指導５ 

6. 指導６ 

7. 指導７ 

8. 指導８ 

9. 指導９ 

10. 指導１０ 

11. 指導１１ 

12. 指導１２ 

13. 指導１３ 

14. 指導１４ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

担当教員の指示に従うこと。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

最終レポート(Final Report)(40%)/受講態度(60%) 

 

テキスト（Textbooks） 

なし 

 

参考文献（Readings） 

担当教員の指示に従うこと。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 
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注意事項（Notice） 

 

 

  



 - 1664 - 

■AT526 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

その他／卒業論文（制作）予備研究２ 

(Research and Report for Thesis Writing 2) 

担当者名 

（Instructor） 
尾崎 名津子(OZAKI NATSUKO) 

学期 

（Semester） 
秋学期他(Fall Others) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
JAL3843 

言語 

（Language） 

その他 

(Others) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

４年次での卒業論文（制作）に着手する前に、その心構えや基本的な方法について学習する。 

 

Before beginning the production of graduation theses in the 4th year, students will learn about preparation and basic methods 

for doing so. 

 

授業の内容（Course Contents） 

必要に応じて個別ないしグループで教員の助言を受ける。卒業論文のテーマを決め、テーマにそった調査・研究を進めて行くた

めに、教員の助言・指導を受けながら卒業論文執筆への準備を進めるとともに達成すべき目標を段階を追って設定し実践してい

く。担当教員により、グループでの中間発表・討議をする場合、個別面談指導を併用する授業形態、もっぱら個別面談指導を重

ねていく授業形態などさまざまなやり方がある。 

 

Students will also receive advice from faculty members individually or in groups, as necessary. In order to decide on themes for 

graduation theses and to proceed with relevant investigation and research, students will proceed with preparations for writing 

theses while receiving advice and guidance from faculty members, and will set and put into practice step-by-step goals to be 

achieved. Various forms of class exist, such as that in which individual one-on-one guidance by the faculty member in charge is 

provided along with the holding of group intermediate presentations and discussions, and that consisting solely of repeated 

individual one-on-one guidance. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 指導１ 

2. 指導２ 

3. 指導３ 

4. 指導４ 

5. 指導５ 

6. 指導６ 

7. 指導７ 

8. 指導８ 

9. 指導９ 

10. 指導１０ 

11. 指導１１ 

12. 指導１２ 

13. 指導１３ 

14. 指導１４ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

担当教員の指示に従うこと。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

最終レポート(Final Report)(40%)/受講態度(60%) 

 

テキスト（Textbooks） 

なし 

 

参考文献（Readings） 

担当教員の指示に従うこと。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 
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注意事項（Notice） 
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■AT527 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

その他／卒業論文（制作）予備研究２ 

(Research and Report for Thesis Writing 2) 

担当者名 

（Instructor） 
水谷 隆之(MIZUTANI TAKAYUKI) 

学期 

（Semester） 
秋学期他(Fall Others) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
JAL3843 

言語 

（Language） 

その他 

(Others) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

４年次での卒業論文（制作）に着手する前に、その心構えや基本的な方法について学習する。 

 

Before beginning the production of graduation theses in the 4th year, students will learn about preparation and basic methods 

for doing so. 

 

授業の内容（Course Contents） 

必要に応じて個別ないしグループで教員の助言を受ける。卒業論文のテーマを決め、テーマにそった調査・研究を進めて行くた

めに、教員の助言・指導を受けながら卒業論文執筆への準備を進めるとともに達成すべき目標を段階を追って設定し実践してい

く。担当教員により、グループでの中間発表・討議をする場合、個別面談指導を併用する授業形態、もっぱら個別面談指導を重

ねていく授業形態などさまざまなやり方がある。 

 

Students will also receive advice from faculty members individually or in groups, as necessary. In order to decide on themes for 

graduation theses and to proceed with relevant investigation and research, students will proceed with preparations for writing 

theses while receiving advice and guidance from faculty members, and will set and put into practice step-by-step goals to be 

achieved. Various forms of class exist, such as that in which individual one-on-one guidance by the faculty member in charge is 

provided along with the holding of group intermediate presentations and discussions, and that consisting solely of repeated 

individual one-on-one guidance. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 指導１ 

2. 指導２ 

3. 指導３ 

4. 指導４ 

5. 指導５ 

6. 指導６ 

7. 指導７ 

8. 指導８ 

9. 指導９ 

10. 指導１０ 

11. 指導１１ 

12. 指導１２ 

13. 指導１３ 

14. 指導１４ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

担当教員の指示に従うこと。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

最終レポート(Final Report)(40%)/受講態度(60%) 

 

テキスト（Textbooks） 

なし 

 

参考文献（Readings） 

担当教員の指示に従うこと。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 
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注意事項（Notice） 
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■AT528 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

その他／卒業論文（制作）予備研究２ 

(Research and Report for Thesis Writing 2) 

担当者名 

（Instructor） 
平井 吾門(HIRAI AMON) 

学期 

（Semester） 
秋学期他(Fall Others) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
JAL3843 

言語 

（Language） 

その他 

(Others) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

４年次での卒業論文（制作）に着手する前に、その心構えや基本的な方法について学習する。 

 

Before beginning the production of graduation theses in the 4th year, students will learn about preparation and basic methods 

for doing so. 

 

授業の内容（Course Contents） 

必要に応じて個別ないしグループで教員の助言を受ける。卒業論文のテーマを決め、テーマにそった調査・研究を進めて行くた

めに、教員の助言・指導を受けながら卒業論文執筆への準備を進めるとともに達成すべき目標を段階を追って設定し実践してい

く。担当教員により、グループでの中間発表・討議をする場合、個別面談指導を併用する授業形態、もっぱら個別面談指導を重

ねていく授業形態などさまざまなやり方がある。 

 

Students will also receive advice from faculty members individually or in groups, as necessary. In order to decide on themes for 

graduation theses and to proceed with relevant investigation and research, students will proceed with preparations for writing 

theses while receiving advice and guidance from faculty members, and will set and put into practice step-by-step goals to be 

achieved. Various forms of class exist, such as that in which individual one-on-one guidance by the faculty member in charge is 

provided along with the holding of group intermediate presentations and discussions, and that consisting solely of repeated 

individual one-on-one guidance. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 指導１ 

2. 指導２ 

3. 指導３ 

4. 指導４ 

5. 指導５ 

6. 指導６ 

7. 指導７ 

8. 指導８ 

9. 指導９ 

10. 指導１０ 

11. 指導１１ 

12. 指導１２ 

13. 指導１３ 

14. 指導１４ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

担当教員の指示に従うこと。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

最終レポート(Final Report)(40%)/受講態度(60%) 

 

テキスト（Textbooks） 

なし 

 

参考文献（Readings） 

担当教員の指示に従うこと。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 



 - 1669 - 

注意事項（Notice） 
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■AT781 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AT781／卒業論文(制作)･卒業論文(制作)指導演習 

(Thesis and Seminar in Thesis Writing) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
卒業論文を書く 

担当者名 

（Instructor） 
金子 明雄(KANEKO AKIO) 

学期 

（Semester） 
通年(Full year) 

単位 

（Credit） 
１０単位(10 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
JAL4840 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

研究対象を絞って研究主題を深め，時に遭遇する内容上あるいは書き方の上での疑問を解決しながら，最終的に優れた卒業論

文を作成できるようになることをめざす．  

 

Students will refine their research targets to deepen their research subjects. Students will write quality graduation thesis in the 

end by solving questions they encounter when writing or reading contents.  

 

授業の内容（Course Contents） 

指導教員と学生が必要に応じて直接話し合い，研究課題への理解を深め各自の問題を解決する．演習時間は個別に相談のうえ

で設定する．授業内容は，論文執筆者がその時に抱えている問題意識によって変わる．  

 

When necessary, professor and students will have conversation directly to deepen students’ understanding about their research 

subjects and solve their issues. Seminar time slot will be set after discussion with individual student. Contents of the class will 

change according to issue awareness of thesis writers at that time.  

 

授業計画（Course Schedule） 

1. オリエンテーション：演習の進め方，スケジュールの確認 

2. 発表と討議１(論文概要・資料調査等) 

3. 発表と討論２(論文概要・資料調査等) 

4. 発表と討議３(論文概要・資料調査等) 

5. 発表と討議４(論文概要・資料調査等) 

6. 発表と討議５(論文概要・資料調査等) 

7. 発表と討議６(論文概要・資料調査等) 

8. 発表と討議７(論文概要・資料調査等) 

9. 発表と討議８(論文概要・資料調査等) 

10. 発表と討議９(論文概要・資料調査等) 

11. 発表と討議１０(論文構成) 

12. 発表と討議１１(論文構成) 

13. 発表と討議１２(論文構成) 

14. 発表と討議１３(論文構成) 

15. 発表と討議１４(論文構成) 

16. 発表と討議１５(論文構成) 

17. 発表と討議１６(論文構成) 

18. 発表と討議１７(論文構成) 

19. 発表と討議１８(論文原稿指導) 

20. 発表と討議１９(論文原稿指導) 

21. 発表と討議２０(論文原稿指導) 

22. 発表と討議２１(論文原稿指導) 

23. 発表と討議２２(論文原稿指導) 

24. 発表と討議２３(論文原稿指導) 

25. 発表と討議２４(論文原稿指導) 

26. 発表と討議２５(論文原稿指導) 

27. 発表と討議２６(論文原稿指導) 

28. まとめ：卒業論文，卒業制作の提出準備 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

各自のテーマに関する知識を増やし，思考を深めるために，授業で与えられた課題に応えて，文献読解および調査を，授業に合

わせて行ってくること． 
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成績評価方法・基準（Evaluation） 

発表報告内容(20%)/卒業論文・卒業制作(60%)/授業参加度（発言回数＋発言内容）(20%) 

決められた期限までに卒業論文または卒業制作を提出し、なおかつ所定の面接審査を経て判定する。 

 

テキスト（Textbooks） 

論文執筆者が研究対象とする作品 

 

参考文献（Readings） 

授業中折にふれて紹介する． 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AT782 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AT782／卒業論文(制作)･卒業論文(制作)指導演習 

(Thesis and Seminar in Thesis Writing) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
卒業論文を書く 

担当者名 

（Instructor） 
石川 巧(ISHIKAWA TAKUMI) 

学期 

（Semester） 
通年(Full year) 

単位 

（Credit） 
１０単位(10 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
JAL4840 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

研究対象を絞って研究主題を深め，時に遭遇する内容上あるいは書き方の上での疑問を解決しながら，最終的に優れた卒業論

文を作成できるようになることをめざす．  

 

Students will refine their research targets to deepen their research subjects. Students will write quality graduation thesis in the 

end by solving questions they encounter when writing or reading contents.  

 

授業の内容（Course Contents） 

指導教員と学生が必要に応じて直接話し合い，研究課題への理解を深め各自の問題を解決する．演習時間は個別に相談のうえ

で設定する．授業内容は，論文執筆者がその時に抱えている問題意識によって変わる．  

 

When necessary, professor and students will have conversation directly to deepen students’ understanding about their research 

subjects and solve their issues. Seminar time slot will be set after discussion with individual student. Contents of the class will 

change according to issue awareness of thesis writers at that time.  

 

授業計画（Course Schedule） 

1. オリエンテーション：演習の進め方，スケジュールの確認 

2. 発表と討議１(論文概要・資料調査等) 

3. 発表と討論２(論文概要・資料調査等) 

4. 発表と討議３(論文概要・資料調査等) 

5. 発表と討議４(論文概要・資料調査等) 

6. 発表と討議５(論文概要・資料調査等) 

7. 発表と討議６(論文概要・資料調査等) 

8. 発表と討議７(論文概要・資料調査等) 

9. 発表と討議８(論文概要・資料調査等) 

10. 発表と討議９(論文概要・資料調査等) 

11. 発表と討議１０(論文構成) 

12. 発表と討議１１(論文構成) 

13. 発表と討議１２(論文構成) 

14. 発表と討議１３(論文構成) 

15. 発表と討議１４(論文構成) 

16. 発表と討議１５(論文構成) 

17. 発表と討議１６(論文構成) 

18. 発表と討議１７(論文構成) 

19. 発表と討議１８(論文原稿指導) 

20. 発表と討議１９(論文原稿指導) 

21. 発表と討議２０(論文原稿指導) 

22. 発表と討議２１(論文原稿指導) 

23. 発表と討議２２(論文原稿指導) 

24. 発表と討議２３(論文原稿指導) 

25. 発表と討議２４(論文原稿指導) 

26. 発表と討議２５(論文原稿指導) 

27. 発表と討議２６(論文原稿指導) 

28. まとめ：卒業論文，卒業制作の提出準備 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

各自のテーマに関する知識を増やし，思考を深めるために，授業で与えられた課題に応えて，文献読解および調査を，授業に合

わせて行ってくること． 
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成績評価方法・基準（Evaluation） 

発表報告内容(20%)/卒業論文・卒業制作(60%)/授業参加度（発言回数＋発言内容）(20%) 

決められた期限までに卒業論文または卒業制作を提出し、なおかつ所定の面接審査を経て判定する。 

 

テキスト（Textbooks） 

論文執筆者が研究対象とする作品 

 

参考文献（Readings） 

授業中折にふれて紹介する． 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AT783 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AT783／卒業論文(制作)･卒業論文(制作)指導演習 

(Thesis and Seminar in Thesis Writing) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
卒業論文を書く 

担当者名 

（Instructor） 
尾崎 名津子(OZAKI NATSUKO) 

学期 

（Semester） 
通年(Full year) 

単位 

（Credit） 
１０単位(10 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
JAL4840 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

研究対象を絞って研究主題を深め，時に遭遇する内容上あるいは書き方の上での疑問を解決しながら，最終的に優れた卒業論

文を作成できるようになることをめざす．  

 

Students will refine their research targets to deepen their research subjects. Students will write quality graduation thesis in the 

end by solving questions they encounter when writing or reading contents.  

 

授業の内容（Course Contents） 

指導教員と学生が必要に応じて直接話し合い，研究課題への理解を深め各自の問題を解決する．演習時間は個別に相談のうえ

で設定する．授業内容は，論文執筆者がその時に抱えている問題意識によって変わる．  

 

When necessary, professor and students will have conversation directly to deepen students’ understanding about their research 

subjects and solve their issues. Seminar time slot will be set after discussion with individual student. Contents of the class will 

change according to issue awareness of thesis writers at that time.  

 

授業計画（Course Schedule） 

1. オリエンテーション：演習の進め方，スケジュールの確認 

2. 発表と討議１(論文概要・資料調査等) 

3. 発表と討論２(論文概要・資料調査等) 

4. 発表と討議３(論文概要・資料調査等) 

5. 発表と討議４(論文概要・資料調査等) 

6. 発表と討議５(論文概要・資料調査等) 

7. 発表と討議６(論文概要・資料調査等) 

8. 発表と討議７(論文概要・資料調査等) 

9. 発表と討議８(論文概要・資料調査等) 

10. 発表と討議９(論文概要・資料調査等) 

11. 発表と討議１０(論文構成) 

12. 発表と討議１１(論文構成) 

13. 発表と討議１２(論文構成) 

14. 発表と討議１３(論文構成) 

15. 発表と討議１４(論文構成) 

16. 発表と討議１５(論文構成) 

17. 発表と討議１６(論文構成) 

18. 発表と討議１７(論文構成) 

19. 発表と討議１８(論文原稿指導) 

20. 発表と討議１９(論文原稿指導) 

21. 発表と討議２０(論文原稿指導) 

22. 発表と討議２１(論文原稿指導) 

23. 発表と討議２２(論文原稿指導) 

24. 発表と討議２３(論文原稿指導) 

25. 発表と討議２４(論文原稿指導) 

26. 発表と討議２５(論文原稿指導) 

27. 発表と討議２６(論文原稿指導) 

28. まとめ：卒業論文，卒業制作の提出準備 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

各自のテーマに関する知識を増やし，思考を深めるために，授業で与えられた課題に応えて，文献読解および調査を，授業に合

わせて行ってくること． 
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成績評価方法・基準（Evaluation） 

発表報告内容(20%)/卒業論文・卒業制作(60%)/授業参加度（発言回数＋発言内容）(20%) 

決められた期限までに卒業論文または卒業制作を提出し、なおかつ所定の面接審査を経て判定する。 

 

テキスト（Textbooks） 

論文執筆者が研究対象とする作品 

 

参考文献（Readings） 

授業中折にふれて紹介する． 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AT785 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AT785／卒業論文(制作)･卒業論文(制作)指導演習 

(Thesis and Seminar in Thesis Writing) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
卒業論文を書く 

担当者名 

（Instructor） 
平澤 卓也(HIRASAWA TAKUYA) 

学期 

（Semester） 
通年(Full year) 

単位 

（Credit） 
１０単位(10 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
JAL4840 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

研究対象を絞って研究主題を深め，時に遭遇する内容上あるいは書き方の上での疑問を解決しながら，最終的に優れた卒業論

文を作成できるようになることをめざす．  

 

Students will refine their research targets to deepen their research subjects. Students will write quality graduation thesis in the 

end by solving questions they encounter when writing or reading contents.  

 

授業の内容（Course Contents） 

指導教員と学生が必要に応じて直接話し合い，研究課題への理解を深め各自の問題を解決する．演習時間は個別に相談のうえ

で設定する．授業内容は，論文執筆者がその時に抱えている問題意識によって変わる．  

 

When necessary, professor and students will have conversation directly to deepen students’ understanding about their research 

subjects and solve their issues. Seminar time slot will be set after discussion with individual student. Contents of the class will 

change according to issue awareness of thesis writers at that time.  

 

授業計画（Course Schedule） 

1. オリエンテーション：演習の進め方，スケジュールの確認 

2. 発表と討議１(論文概要・資料調査等) 

3. 発表と討論２(論文概要・資料調査等) 

4. 発表と討議３(論文概要・資料調査等) 

5. 発表と討議４(論文概要・資料調査等) 

6. 発表と討議５(論文概要・資料調査等) 

7. 発表と討議６(論文概要・資料調査等) 

8. 発表と討議７(論文概要・資料調査等) 

9. 発表と討議８(論文概要・資料調査等) 

10. 発表と討議９(論文概要・資料調査等) 

11. 発表と討議１０(論文構成) 

12. 発表と討議１１(論文構成) 

13. 発表と討議１２(論文構成) 

14. 発表と討議１３(論文構成) 

15. 発表と討議１４(論文構成) 

16. 発表と討議１５(論文構成) 

17. 発表と討議１６(論文構成) 

18. 発表と討議１７(論文構成) 

19. 発表と討議１８(論文原稿指導) 

20. 発表と討議１９(論文原稿指導) 

21. 発表と討議２０(論文原稿指導) 

22. 発表と討議２１(論文原稿指導) 

23. 発表と討議２２(論文原稿指導) 

24. 発表と討議２３(論文原稿指導) 

25. 発表と討議２４(論文原稿指導) 

26. 発表と討議２５(論文原稿指導) 

27. 発表と討議２６(論文原稿指導) 

28. まとめ：卒業論文，卒業制作の提出準備 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

各自のテーマに関する知識を増やし，思考を深めるために，授業で与えられた課題に応えて，文献読解および調査を，授業に合

わせて行ってくること． 
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成績評価方法・基準（Evaluation） 

発表報告内容(20%)/卒業論文・卒業制作(60%)/授業参加度（発言回数＋発言内容）(20%) 

決められた期限までに卒業論文または卒業制作を提出し、なおかつ所定の面接審査を経て判定する。 

 

テキスト（Textbooks） 

論文執筆者が研究対象とする作品 

 

参考文献（Readings） 

授業中折にふれて紹介する． 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AT786 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AT786／卒業論文(制作)･卒業論文(制作)指導演習 

(Thesis and Seminar in Thesis Writing) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
卒業論文を書く 

担当者名 

（Instructor） 
水谷 隆之(MIZUTANI TAKAYUKI) 

学期 

（Semester） 
通年(Full year) 

単位 

（Credit） 
１０単位(10 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
JAL4840 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

研究対象を絞って研究主題を深め，時に遭遇する内容上あるいは書き方の上での疑問を解決しながら，最終的に優れた卒業論

文を作成できるようになることをめざす．  

 

Students will refine their research targets to deepen their research subjects. Students will write quality graduation thesis in the 

end by solving questions they encounter when writing or reading contents.  

 

授業の内容（Course Contents） 

指導教員と学生が必要に応じて直接話し合い，研究課題への理解を深め各自の問題を解決する．演習時間は個別に相談のうえ

で設定する．授業内容は，論文執筆者がその時に抱えている問題意識によって変わる．  

 

When necessary, professor and students will have conversation directly to deepen students’ understanding about their research 

subjects and solve their issues. Seminar time slot will be set after discussion with individual student. Contents of the class will 

change according to issue awareness of thesis writers at that time.  

 

授業計画（Course Schedule） 

1. オリエンテーション：演習の進め方，スケジュールの確認 

2. 発表と討議１(論文概要・資料調査等) 

3. 発表と討論２(論文概要・資料調査等) 

4. 発表と討議３(論文概要・資料調査等) 

5. 発表と討議４(論文概要・資料調査等) 

6. 発表と討議５(論文概要・資料調査等) 

7. 発表と討議６(論文概要・資料調査等) 

8. 発表と討議７(論文概要・資料調査等) 

9. 発表と討議８(論文概要・資料調査等) 

10. 発表と討議９(論文概要・資料調査等) 

11. 発表と討議１０(論文構成) 

12. 発表と討議１１(論文構成) 

13. 発表と討議１２(論文構成) 

14. 発表と討議１３(論文構成) 

15. 発表と討議１４(論文構成) 

16. 発表と討議１５(論文構成) 

17. 発表と討議１６(論文構成) 

18. 発表と討議１７(論文構成) 

19. 発表と討議１８(論文原稿指導) 

20. 発表と討議１９(論文原稿指導) 

21. 発表と討議２０(論文原稿指導) 

22. 発表と討議２１(論文原稿指導) 

23. 発表と討議２２(論文原稿指導) 

24. 発表と討議２３(論文原稿指導) 

25. 発表と討議２４(論文原稿指導) 

26. 発表と討議２５(論文原稿指導) 

27. 発表と討議２６(論文原稿指導) 

28. まとめ：卒業論文，卒業制作の提出準備 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

各自のテーマに関する知識を増やし，思考を深めるために，授業で与えられた課題に応えて，文献読解および調査を，授業に合

わせて行ってくること． 
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成績評価方法・基準（Evaluation） 

発表報告内容(20%)/卒業論文・卒業制作(60%)/授業参加度（発言回数＋発言内容）(20%) 

決められた期限までに卒業論文または卒業制作を提出し、なおかつ所定の面接審査を経て判定する。 

 

テキスト（Textbooks） 

論文執筆者が研究対象とする作品 

 

参考文献（Readings） 

授業中折にふれて紹介する． 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AT787 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AT787／卒業論文(制作)･卒業論文(制作)指導演習 

(Thesis and Seminar in Thesis Writing) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
卒業論文を書く 

担当者名 

（Instructor） 
平井 吾門(HIRAI AMON) 

学期 

（Semester） 
通年(Full year) 

単位 

（Credit） 
１０単位(10 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
JAL4840 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

研究対象を絞って研究主題を深め，時に遭遇する内容上あるいは書き方の上での疑問を解決しながら，最終的に優れた卒業論

文を作成できるようになることをめざす．  

 

Students will refine their research targets to deepen their research subjects. Students will write quality graduation thesis in the 

end by solving questions they encounter when writing or reading contents.  

 

授業の内容（Course Contents） 

指導教員と学生が必要に応じて直接話し合い，研究課題への理解を深め各自の問題を解決する．演習時間は個別に相談のうえ

で設定する．授業内容は，論文執筆者がその時に抱えている問題意識によって変わる．  

 

When necessary, professor and students will have conversation directly to deepen students’ understanding about their research 

subjects and solve their issues. Seminar time slot will be set after discussion with individual student. Contents of the class will 

change according to issue awareness of thesis writers at that time.  

 

授業計画（Course Schedule） 

1. オリエンテーション：演習の進め方，スケジュールの確認 

2. 発表と討議１(論文概要・資料調査等) 

3. 発表と討論２(論文概要・資料調査等) 

4. 発表と討議３(論文概要・資料調査等) 

5. 発表と討議４(論文概要・資料調査等) 

6. 発表と討議５(論文概要・資料調査等) 

7. 発表と討議６(論文概要・資料調査等) 

8. 発表と討議７(論文概要・資料調査等) 

9. 発表と討議８(論文概要・資料調査等) 

10. 発表と討議９(論文概要・資料調査等) 

11. 発表と討議１０(論文構成) 

12. 発表と討議１１(論文構成) 

13. 発表と討議１２(論文構成) 

14. 発表と討議１３(論文構成) 

15. 発表と討議１４(論文構成) 

16. 発表と討議１５(論文構成) 

17. 発表と討議１６(論文構成) 

18. 発表と討議１７(論文構成) 

19. 発表と討議１８(論文原稿指導) 

20. 発表と討議１９(論文原稿指導) 

21. 発表と討議２０(論文原稿指導) 

22. 発表と討議２１(論文原稿指導) 

23. 発表と討議２２(論文原稿指導) 

24. 発表と討議２３(論文原稿指導) 

25. 発表と討議２４(論文原稿指導) 

26. 発表と討議２５(論文原稿指導) 

27. 発表と討議２６(論文原稿指導) 

28. まとめ：卒業論文，卒業制作の提出準備 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

各自のテーマに関する知識を増やし，思考を深めるために，授業で与えられた課題に応えて，文献読解および調査を，授業に合

わせて行ってくること． 
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成績評価方法・基準（Evaluation） 

発表報告内容(20%)/卒業論文・卒業制作(60%)/授業参加度（発言回数＋発言内容）(20%) 

決められた期限までに卒業論文または卒業制作を提出し、なおかつ所定の面接審査を経て判定する。 

 

テキスト（Textbooks） 

論文執筆者が研究対象とする作品 

 

参考文献（Readings） 

授業中折にふれて紹介する． 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AU011 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／入門演習 Ｆ１ａ 

(Introductory Seminars F1a) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
文芸批評・思想の基礎を学ぶ 

担当者名 

（Instructor） 
渡名喜 庸哲(TONAKI YOTETSU) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
PCW1810 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

文学・批評・思想などさまざまなタイプの文章を読解する力を身につける 

大学での基本的なレジュメの作成、発表や討論の仕方を身につける 

アカデミックな文章の書き方を学ぶ 

 

Acquire the ability to read various types of texts, such as novels, criticism and essays. 

Learn how to create and present resumes and to discuss in an appropriate manner. 

Learn how to write a academic paper. 

 

授業の内容（Course Contents） 

この授業では、大学での学習の土台を作るために、文学・批評・思想などさまざまなタイプの文章を読解し、自分自身でアカデミッ

クな文章が書けることを目指します。 

毎回、課題を提示しますので、課題に応じてレジュメ等を作り、それをもとに議論をするという形式をとります。 

授業の成果として、最終レポートを完成させます。 

 

In this course, students will read various types of texts, such as novels, criticism, and essays. You are required at the end to 

write academic text by yourself so that you can built a foundation for studying at university. 

Each time, you will have a text for reading; you are asked to make a resume, and to have a discussion based on it. 

You have to complete a final report as a result of all the lessons. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. イントロダクション 

2. 図書館講習 

3. 発表とディスカッション：レジュメを書く 

4. 発表とディスカッション：プレゼンをする 

5. 発表とディスカッション：文献の探し方 

6. 発表とディスカッション：注をつける 

7. 発表とディスカッション：グループレポート 

8. 中間レポート講評 

9. 発表とディスカッション：テーマを決める 

10. 発表とディスカッション：論述の方法 

11. 最終レポート構想発表 

12. 最終レポート構想発表 

13. 最終レポート構想発表 

14. 最終レポート講評 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

課題文を読んでくる。レジュメ担当者はレジュメを準備する。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

最終レポート(Final Report)(30%)/中間レポート(20%)/発表(30%)/授業への参加（討論・提出物）(20%) 

四分の一以上の欠席は不合格とする。 

 

テキスト（Textbooks） 

授業中に指示します。購入が必要なものは別途指示します。 

 

参考文献（Readings） 
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1. 北村紗衣、2020、『批評の教室 ――チョウのように読み、ハチのように書く (ちくま新書) 批評の教室 ――チョウのように読

み、ハチのように書く』、ちくま新書 (ISBN:978-4480074256) 

2. 千葉雅也、2021、『勉強の哲学 来るべきバカのために 増補版』、文春文庫 (ISBN:978-4167914639) 

3. 東浩紀、2001、『動物化するポストモダン オタクから見た日本社会』、講談社現代新書 (ISBN:978-4061495753) 

4. 福嶋亮大、2022、『思考の庭のつくりかた はじめての人文学ガイド』、星海社新書 (ISBN:978-4065284018) 

5. 瀬地山角、2020、『炎上 CMでよみとくジェンダー論』、光文社新書 (ISBN:978-4334044695) 

授業中に適宜紹介しますが、ひとまず上記は目を通す予定です。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AU012 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／入門演習 Ｆ１ｂ 

(Introductory Seminars F1b) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
テクストの読解方法を学ぶ 

担当者名 

（Instructor） 
林 みどり(HAYASHI MIDORI) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
PCW1810 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

文学理論の入門的テキストを読み、分析的な視点と方法論を自分のものにする。理論的な読み方、アカデミックな書き方、議論の

仕方を学ぶ。 

 

Read introductory texts on literary theory and get your own analytical perspectives and methodologies. Learn theoretical 

reading, academic writing and discussing skills. 

 

授業の内容（Course Contents） 

文学作品を分析し、論理だった思考を紡ぎだすための方法論を学ぶ。分析するとは何かを考えるために理論的なテキストを読

む。相互批評を含む段階的な小レポート作成を課し、4,000 字の最終レポート執筆にむけて力を養う。 

 

Analyze literary works and learn the methodology for developing logical thoughts. In order to consider what carrying out analysis 

entails, we will read theoretical texts. Assignments consisting of short incremental reports that include mutual criticism will be 

set to develop the ability to write a 4,000-character final report. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. ガイダンス、テキスト配布、グループ・分担決定 

2. 図書館講習（１） 

3. 図書館講習（２） 

4. 文学理論の基礎（１）──報告とディスカッション 

5. 文学理論の基礎（２）──報告とディスカッション 

6. 文学理論の基礎（３）──報告とディスカッション 

7. 文学理論の基礎（４）──報告とディスカッション 

8. 第１回相互批評 

9. 文学理論の実践（１）──報告とディスカッション 

10. 文学理論の実践（２）──報告とディスカッション 

11. 文学理論の実践（３）──報告とディスカッション 

12. 文学理論の実践（４）──報告とディスカッション 

13. 第２回相互批評 

14. 全体総括・レポート提出 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

グループ報告なので、報告担当グループはグループ内で事前にサブゼミ等でテクスト分析を行ったうえでレジュメをまとめ、報告

すること。また報告担当に当たっていない回にも、各自事前にテクストを読み、質問やトピック等を必ず複数あげておくこと。学期

末レポートの条件は、①4,000 字程度、②タイトルを明記、③注と参考文献表を必ずつける。これとは別に相互批評用のレポート

を課す 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

最終レポート(Final Report)(30%)/報告内容(30%)/演習・議論への参加度（小レポートを含む）(40%) 

四分の一以上の欠席は失格とみなす。大幅な遅刻は欠席とみなす。 

 

テキスト（Textbooks） 

なし 

 

参考文献（Readings） 
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その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AU013 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／入門演習 Ｆ１ｃ 

(Introductory Seminars F1c) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
論理的な文章を正確に読む。及びレジュメ・レポートの書き方習得 

担当者名 

（Instructor） 
菅野 聡美(KANNO SATOMI) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
PCW1810 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

読む・聞く・話す・書く能力の涵養。 

 

Cultivate reading, listening, speaking and writing skills. 

 

授業の内容（Course Contents） 

テキストについて受講者がレジュメを作成し報告、それに基づいて討論を行う。合わせて文献資料の探し方、レジュメ・レポートの

書き方も指導する。 

 

Students will produce a summary, present their findings and conduct a debate based on their work. In addition, instruction on 

finding reference literature and writing a summary/report will be provided. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. ガイダンス、報告の分担決定、テキスト配布、作文の課題提示 

2. 図書館講習その１ 

3. 図書館講習その２ 

4. 文献探索の実践、文章の書き方指導 

5. テキスト精読（報告・質疑応答・討論） 杉田敦『境界線の政治学』より「二分法の暴力」 

6. 予備日 

7. テキスト精読 若桑みどり『戦争がつくる女性像  第二時大戦下の日本女性動員の視覚的プロパガンダ』より「非戦闘員と

しての女性が戦時に担う一般的役割」 

8. レジュメの書き方指導 討論の技術実践 

テキスト精読 若桑みどり『戦争がつくる女性像――第二時世界大戦下の日本女性動員の視覚的プロパガンダ』より「非戦

闘員としての女性が戦時に担う一般的役割」 

9. テキスト精読 小森陽一編『編成されるナショナリズム』より「黄禍論と優生学」 

10. レポートの書き方指導 

11. テキスト精読 岡真理『彼女の「正しい」名前とは何か』より「『第三世界』と『西洋フェミニズム』「「カヴァリング・ウーマン、あ

るいは女性報道」 

12. テキスト精読 丸山真男『現代政治の思想と行動』より「軍国支配者の精神形態」 

13. テキスト精読 上野千鶴子『近代家族の成立と終焉』より「日本型近代家族の成立」 

14. レポート相談・提出 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

事前にテキストを読んで、質問やコメントを考えてくる。図書館講習の後は、実際に文献検索を行ってみる。予備日には、報告の

やり直しを入れることもある。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

最終レポート(Final Report)(40%)/報告内容・レジュメの完成度(40%)/授業参加度(20%) 

四分の一以上の欠席は不合格とする。 

 

テキスト（Textbooks） 

1. 杉田敦、2005、『境界線の政治学』、岩波書店 

2. 若桑みどり、1995、『戦争がつくる女性像』、筑摩書房 

3. 小森陽一編、2002、『編成されるナショナリズム』、岩波書店 

4. 岡真理、2000、『彼女の「正しい」名前とは何か』、青土社 

5. 上野千鶴子、1994、『近代家族の成立と終演』、岩波書店 

丸山真男『現代政治の思想と行動』（未来社、１９６４年）も使用。テキストはコピーを配布する。受講者数によってもう一回分テキ

ストを追加する可能性あり。 
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参考文献（Readings） 

授業内で参考文献は紹介する。授業に必要なものはコピーを配布する。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

研究室はロイドホール７階。   

 

注意事項（Notice） 
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■AU014 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／入門演習 Ｆ１ｄ 

(Introductory Seminars F1d) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
テクスト分析とアカデミックライティング 

担当者名 

（Instructor） 
林 文孝(HAYASHI FUMITAKA) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
PCW1810 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

この授業の到達目標は以下のとおり。 

・テクストを分析的に読むための方法について知識を得る。 

・発表・討論を通じて、アカデミックな場でのコミュニケーション能力を高める。 

・図書館その他大学施設を利用して勉学する方法を習得する。 

・論文形式の文章で自らの考察を表現する。 

 

The goals of this course are to  

・obtain knowledge of how to read a text analytically, 

・improve one’s academic communication skills through presentations and discussions, 

・learn how to use the library and other university facilities for study, 

・express one's own reflections in the form of written papers. 

 

授業の内容（Course Contents） 

テクスト分析の方法を学ぶ。最初に近代日本の小説を素材として，さまざまな分析方法とその適用例について検討する。ついで、

テクストの種類を思想・批評に広げて、そこでの議論をどう理解し、批判することができるかを検討する。 

大学の勉学全体に通じる導入的な回のあとは、担当者の発表とそれを受けての教室での討論により進行する。最後に、自らの

批評実践の成果として約 4000字のレポートを提出する。 

 

This course deals with methods of textual analysis. First, using modern Japanese novels as material, various methods of 

analysis and examples of their application will be discussed. Then, we will broaden the scope of texts to include thought and 

criticism, and examine how we can understand and critique the debates in such texts. 

After the introductory sessions, which are common to all university studies, the course will proceed with presentations by the 

reporters and classroom discussions in response to the presentations. Finally, students will submit a report of approximately 

4,000 words on the results of their own textual analysis. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. イントロダクション 

2. Canvas LMSについて、授業でのレジュメ作成について 

3. 図書館講習 

4. 発表と討論（１） 

5. 発表と討論（２） 

6. 発表と討論（３） 

7. 発表と討論（４） 

8. 発表と討論（５） 

9. レポートについて（１） 

10. 発表と討論（６） 

11. 発表と討論（７） 

12. 発表と討論（８） 

13. レポートについて（２） 

14. 総括、最終レポート相談 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

発表のための準備学習（発表担当者） 

各回で扱う教材についての予習（全員） 

宿題が課された場合は、その作成。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 
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発表(40%)/授業参加度（討論参加，提出物についてポイントを加算）(30%)/最終レポート(Final Report)(30%) 

各要素は必須とする。四分の一以上の欠席は不合格とする。 

 

テキスト（Textbooks） 

1. 松本和也編、2016、『テクスト分析入門』、ひつじ書房 (ISBN:9784894768369) 

その他の教材については基本的にコピーを配付する。 

 

参考文献（Readings） 

適宜紹介する。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

提出物の受付等に Canvas LMSを用いる。授業内でも使い方の初歩的な解説を行う予定。 

発表はグループ発表を主とし、個人発表を適宜併用する。 

グループ発表では、メンバーで事前に打ち合わせをしながら、要求された内容のレジュメを作成して発表を行うこと。発表グルー

プ以外の参加者は、その回の題材について各自予習してくること。予習メモの提出を加算材料とする。 

宿題を課した場合にはそれに応じて提出物を作成，提出すること。 

 

注意事項（Notice） 
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■AU021 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／入門演習 Ｆ２ａ 

(Introductory Seminars F2a) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
現代文学と思想と芸術論の古典に触れる 

担当者名 

（Instructor） 
陣野 俊史(JINNO TOSHIFUMI) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
PCW1810 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

日本の現代文学の代表的短篇小説を読むことと、２０世紀を代表する古典的思想論文に触れること 

 

Reading representative short stories of modern Japanese literature and coming into contact with classical philosophical 

treatises representative of the 20th century 

 

授業の内容（Course Contents） 

日本の現代文学については、著名な作家の芥川賞受賞作を数篇読む。それ以外では、学生諸君が、この後の研究に欠かせな

い（だろう）思想的論文を数篇読むことにします。 

 

For contemporary Japanese literature, read several Akutagawa Prize-winning works by famous authors. Other than that, I will 

let the students read a few philosophical papers that are (perhaps) essential for further research. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. イントロダクション 

2. サンプルとして～レジュメと書評の具体例（担当者） 

3. 小川洋子『妊娠カレンダー』 

4. 多和田葉子『かかとをなくして』 

5. 今村夏子『むらさきのスカートの女』 

6. 川上弘美『蛇を踏む』 

7. 青山七恵『ひとり日和』 

8. 宮沢章夫『牛への道』 随筆の試み 

9. ロラン・バルト『明るい部屋』（写真論）概説 

10. 『明るい部屋』をめぐって学生発表 

11. ワルター・ベンヤミン『翻訳者の使命』と『複製芸術の時代』概説 

12. 『複製芸術の時代』をめぐって学生発表 

13. カミュ『異邦人』とカメル・ダーウド『もう一つの異邦人』について概説 

14. 『異邦人』をめぐって発表 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

必ず予習してきてください。レジュメ担当者だけではなく、それ以外の人も必ず当該作品に目を通してくること。議論に参加するこ

と。復習は特段必要ではありません。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

最終レポート(Final Report)(35%)/授業への参加度(65%) 

 

テキスト（Textbooks） 

上記、授業計画に記した作品が「テキスト」になるが、文庫で入手できるものは文庫で、それ以外のものについては、教室で指示

します。 

 

参考文献（Readings） 

 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AU022 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／入門演習 Ｆ２ｂ 

(Introductory Seminars F2b) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
様々なテクストの解釈と分析 

担当者名 

（Instructor） 
本郷 朝香(HONGOU ASAKA) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
PCW1810 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

テクストを適切に読解し、自分なりの解釈・分析ができるようになる。授業での発表、対話を通して、他者の意見を参考に、多様な

解釈の可能性を受け入れる。 

 

Read and accurately understand a text, and then become able to interpret/analyze it in the own way. Through in-class 

presentations and dialogue, and based on the opinions of others, accept that a wide variety of possible interpretations exist. 

 

授業の内容（Course Contents） 

様々な小説・哲学書を読み、参加者全員が内容を自分なりに解釈・分析し、その根拠を示しつつ、他者にも納得できるような形で

発表する。また、各々が自分の好きな小説について、聞き手に読みたいと思わせるような書評を行い、どの書評が一番魅力的だ

ったか投票を行う。 

 

We will read various novels and all students should be able to interpret/analyze the content in their own way. While providing 

evidence of their interpretation/analysis, students will give a presentation in a format that can successfully convince other of 

their argument. Also, each student will review a book that they like and present it in a way that convinces the listeners that it is 

something they would want to read. We will then vote on which book review was the most appealing. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. ガイダンス 

2. カズオイシグロ『遠い山なみの光』 

3. マルグリット・デュラス『モデラート・カンタービレ』 

4. 坂口安吾『白痴』 

5. ドストエフスキー「大審問官」（『カラマーゾフの兄弟』第 2 部第 5編 5 章） 

6. 安部公房『他人の顔』 

7. ソフォクレス『オイディプス』 

8. 安倍公房『燃え尽きた地図』 

9. 内田百閒『とおぼえ』 

10. アンリ・ベルクソン『時間と自由』 

11. アラン・ロブ=グリエ『消しゴム』 

12. ビブリオバトル（１） 

13. ビブリオバトル（２） 

14. 最終レポート提出 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

参加者全員が毎回、指定の小説を読んで、話し合いの基となるペーパーを用意してきてください。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

レポート試験(Report Exam)(50%)/発表（複数回）(50%) 

四分の一以上の欠席は失格とみなす。 

 

テキスト（Textbooks） 

なし 

 

参考文献（Readings） 

 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 
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注意事項（Notice） 
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■AU023 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／入門演習 Ｆ２ｃ 

(Introductory Seminars F2c) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
創作演習(詩文について) 

担当者名 

（Instructor） 
蜂飼 耳(HACHIKAI MIMI) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
PCW1810 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

言葉による表現について具体的に考え、実作と批評を通して各自の言語観を深める。 

 

Through reading various poems,writing their works and critics, students will cultivate their thoughts about linguistic expressions 

and deepen their understanding of language and literature. 

 

授業の内容（Course Contents） 

日本語によるさまざまな詩を読み、初歩的な批評を書く。詩をテーマとする論文を読む。さらに詩の実作と批評をおこない、ディス

カッションを通して各自の考えを深める。詩に親しむ。 

 

Students will read various poems,essays and write critical works in elementary level.Adding to that,students will write their 

poems and find the way to get pleasure to read and write poetry.  

 

授業計画（Course Schedule） 

1. はじめに（ガイダンスなど）。 

2. 詩を読む（資料は配布する）。詩の課題（作品）を提出する。 

3. 提出された課題を読み、ディスカッションを行う。 

4. 提出された課題を読み、ディスカッションを行う。 

5. 提出された課題を読み、ディスカッションを行う。 

6. 詩をテーマとする論文を読む。 

7. 詩をテーマとする論文を読む。 

8. 詩をテーマとする論文を読む。 

9. 提出された課題を読み、ディスカッションを行う。 

10. 提出された課題を読み、ディスカッションを行う。 

11. 提出された課題を読み、ディスカッションを行う。 

12. 最終レポートの構想について発表する。 

13. 最終レポートの構想について発表する。 

14. まとめ。【最終レポート提出。】 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

提出する課題（作品や批評）を授業時間外に執筆する必要がある。授業前や授業後に読んでおく必要のある資料や書籍などが

ある場合は、適宜指示する。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

最終レポート(Final Report)(20%)/出席と授業参加度(40%)/授業の課題としての作品や提出物等(40%) 

四分の一以上の欠席は不合格とする。 

 

テキスト（Textbooks） 

必要に応じて配布する。 

 

参考文献（Readings） 

1. 蜂飼耳(編)、2013、『大人になるまでに読みたい１５歳の詩３ なやむ』、ゆまに書房 

2. 蜂飼耳(編)、2017、『大人になるまでに読みたい１５歳の詩６ わらう』、ゆまに書房 

3. 大岡信・谷川俊太郎、2020、『声でたのしむ 美しい日本の詩』、岩波書店 

その他、資料（論文のコピーなど）は必要に応じて配布する。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 
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注意事項（Notice） 
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■AU024 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／入門演習 Ｆ２ｄ 

(Introductory Seminars F2d) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
文学と視覚的イメージをめぐって 

担当者名 

（Instructor） 
今村 純子(IMAMURA JUNKO) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
PCW1810 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

文学と視覚的イメージのつながりに着目することによって、言葉の深度と速度を捉え、それを表現することを目標としています。 

 

By concentrating on the link between literature and the visual image it creates, we will aim to grasp the depth and pacing of 

words and become able to express these features. 

 

授業の内容（Course Contents） 

多くの作家は、映画から触発を受けて優れた創作をしており、また、文学が映画監督を触発し、優れた映画に結実することがあり

ます。この演習では、よく知られた海外、日本の短編小説を交互に取り上げ、文学が醸し出す視覚的イメージを捉えることによっ

て文学的想像力を養うのと同時に、文学からの抽象の仕方を学びます。 

 

☆適宜、関連する映画作品を取り入れることを予定しています。 

 

Many authors take inspiration from films and produce outstanding works of fiction. Also, there are instances of literature 

inspiring film directors, who go on to produce remarkable movies. In this seminar, by covering well-known short stories and 

capturing the visual image that literature creates, we will cultivate literary imagination. Meanwhile, we will learn how to use 

abstraction through the literature. 

 

*If appropriate, the intention is to incorporate related films/videos.  

 

授業計画（Course Schedule） 

1. イントロダクション 

2. O・ワイルド『幸福な王子』 

3. 宮澤賢治『銀河鉄道の夜』 

4. A・カミュ『異邦人』 

5. 坂口安吾『白痴』  

6. E・ゾラ『水車小屋攻撃』 

7. 永井荷風『すみだ川』 

8. J・ジョイス『ダブリナーズ』  

9. 川端康成『水晶幻想』 

10. I・カルヴィーノ『柔らかい月』 

11. 横光利一『機械』 

12.  C・パヴェーゼ『美しい夏』  

13. 折口信夫『身毒丸』 

14. まとめと補足  

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

当該テクストを精読して、心震わされた箇所を銘記しておくことが必要です。 受講者全員に、いずれかの作品の発表を担当して

もらいます。  

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

最終レポート(Final Report)(40%)/受講態度・積極性(60%) 

 

テキスト（Textbooks） 

オスカー・ワイルド、西村孝次訳『幸福な王子――ワイルド童話全集』 新潮文庫、1968 年 

宮沢賢治『新編 銀河鉄道の夜』新潮文庫、1989 年 

カミュ、窪田啓作訳『異邦人』新潮文庫、1963 年 
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坂口安吾『桜の森の満開の下・白痴 他十二篇』岩波文庫、2008 年 

エミール・ゾラ、朝比奈弘治訳『水車小屋攻撃 他七篇』岩波文庫、2015 年 

永井荷風『すみだ川・新橋夜話 他一篇』岩波文庫、1987 年 

ジェイムズ・ジョイス、柳瀬尚紀訳『ダブリナーズ』新潮文庫、2009 年 

川端康成『水晶幻想／禽獣』講談社文芸文庫、1992 年 

イタロ・カルヴィーノ、脇功訳『柔かい月』河出文庫、2003 年 

横光利一『機械・春は馬車に乗って』新潮文庫)、1969 年 

パヴェーゼ、河島英昭訳『美しい夏』岩波文庫、2006 年 

折口信夫『死者の書・身毒丸』中公文庫、1999 年 

 

参考文献（Readings） 

授業内に適宜指示します。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AU031 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／卒業論文（制作）予備演習 

(Seminars in Thesis Writing) 

担当者名 

（Instructor） 
渡名喜 庸哲(TONAKI YOTETSU) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
PCW3810 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

卒業論文ないしそれに準ずる文章を作成するうえで必要な論理的思考と構成力を鍛練する。12000 字程度のまとまった文章を作

成する。 

 

Develop the logical thinking and writing skills needed to produce a graduate thesis or equivalent piece of writing. Produce an 

organized piece of writing of around 12,000 characters. 

 

授業の内容（Course Contents） 

卒業論文を書く場合も，また卒業制作を作成する場合も， 論理的な文章を読解し，その構造を理解すること，また， みずから論

理的な文章を構成し，プレゼンテーションするノウハウを身につけておくことが必要である。本演習では，文章作成上の技術的な

作法を学び，自分だけにわかる文章ではなく，読み手を説得することのできる文章を構成する能力の鍛練を目的とする。また，本

演習は，卒論やそれに準ずる文章を作成するためのベースを構築する演習であるので，本演習の担当教員と 4 年次の卒論(制

作)指導教員は必ずしも同一でなくてもよい。途中で他の教員のクラスとの合同授業も行う。最終レポートとして卒業論文(制作)予

備論文(12000 字程度)を提出する。 

 

Whether you write a graduation thesis or create a graduation piece, it is necessary to develop the know-how to read and 

comprehend logical texts, understand their structure, compose your own logical text and give a presentation on it. In this 

seminar we will learn technical rules to follow when writing and aim to cultivate the ability to compose a written text that is not 

just understandable to yourself, but able to successfully convince others of your argument. Also, this is the seminar for building 

a base of knowledge on how to write a graduate thesis or equivalent piece of writing. Therefore, the lead lecturer of this 

seminar does not necessarily need to be the same person as a student’s fourth year graduate thesis (or graduate piece) 

supervisor. A joint class with another lecturer’s class will also be carried out midway through the course. Students will submit a 

preliminary graduate thesis (or graduate piece) paper (of around 12,000 characters) as a final report for this seminar. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. オリエンテーション：予備論文と卒業論文(制作)とのつながり 

2. 発表と討論１ 

3. 発表と討論２ 

4. 発表と討論３ 

5. 発表と討論４ 

6. 合同授業期間１ 

7. 合同授業期間２ 

8. 合同授業期間３ 

9. 合同授業期間４ 

10. 合同授業期間５ 

11. 発表と討論５ 

12. 発表と討論６ 

13. 発表と討論７ 

14. まとめと卒業論文(制作)予備論文の提出 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

各自の発表のために資料を作成する（Ａ４判３～４枚）。テーマ、目次案、参考文献表を必ず含むこと。また、教員の指示による宿

題も行う。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

授業参加度(発言回数＋発言内容)(40%)/発表報告内容(20%)/卒業論文(制作)予備論文(40%) 

四分の一以上の欠席や遅刻は失格になるので注意！ 

 

テキスト（Textbooks） 
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適宜プリントや資料を配布する。 

 

参考文献（Readings） 

必要があれば授業中に指定する。文献はコピーを配布する。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

本授業で制作する予備論文の提出が，4 年次の卒業論文(制作)指導演習を履修登録するための前提となるので注意すること。 

 

注意事項（Notice） 
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■AU032 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／卒業論文（制作）予備演習 

(Seminars in Thesis Writing) 

担当者名 

（Instructor） 
蜂飼 耳(HACHIKAI MIMI) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
PCW3810 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

卒業論文ないしそれに準ずる文章を作成するうえで必要な論理的思考と構成力を鍛練する。12000 字程度のまとまった文章を作

成する。 

 

Develop the logical thinking and writing skills needed to produce a graduate thesis or equivalent piece of writing. Produce an 

organized piece of writing of around 12,000 characters. 

 

授業の内容（Course Contents） 

卒業論文を書く場合も，また卒業制作を作成する場合も， 論理的な文章を読解し，その構造を理解すること，また， みずから論

理的な文章を構成し，プレゼンテーションするノウハウを身につけておくことが必要である。本演習では，文章作成上の技術的な

作法を学び，自分だけにわかる文章ではなく，読み手を説得することのできる文章を構成する能力の鍛練を目的とする。また，本

演習は，卒論やそれに準ずる文章を作成するためのベースを構築する演習であるので，本演習の担当教員と 4 年次の卒論(制

作)指導教員は必ずしも同一でなくてもよい。途中で他の教員のクラスとの合同授業も行う。最終レポートとして卒業論文(制作)予

備論文(12000 字程度)を提出する。 

 

Whether you write a graduation thesis or create a graduation piece, it is necessary to develop the know-how to read and 

comprehend logical texts, understand their structure, compose your own logical text and give a presentation on it. In this 

seminar we will learn technical rules to follow when writing and aim to cultivate the ability to compose a written text that is not 

just understandable to yourself, but able to successfully convince others of your argument. Also, this is the seminar for building 

a base of knowledge on how to write a graduate thesis or equivalent piece of writing. Therefore, the lead lecturer of this 

seminar does not necessarily need to be the same person as a student’s fourth year graduate thesis (or graduate piece) 

supervisor. A joint class with another lecturer’s class will also be carried out midway through the course. Students will submit a 

preliminary graduate thesis (or graduate piece) paper (of around 12,000 characters) as a final report for this seminar. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. オリエンテーション：予備論文と卒業論文(制作)とのつながり 

2. 発表と討論１ 

3. 発表と討論２ 

4. 発表と討論３ 

5. 発表と討論４ 

6. 合同授業期間１ 

7. 合同授業期間２ 

8. 合同授業期間３ 

9. 合同授業期間４ 

10. 合同授業期間５ 

11. 発表と討論５ 

12. 発表と討論６ 

13. 発表と討論７ 

14. まとめと卒業論文(制作)予備論文の提出 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

各自の発表のために資料を作成する（Ａ４判３～４枚）。テーマ、目次案、参考文献表を必ず含むこと。また、教員の指示による宿

題も行う。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

授業参加度(発言回数＋発言内容)(40%)/発表報告内容(20%)/卒業論文(制作)予備論文(40%) 

四分の一以上の欠席や遅刻は失格になるので注意！ 

 

テキスト（Textbooks） 



 - 1700 - 

適宜プリントや資料を配布する。 

 

参考文献（Readings） 

必要があれば授業中に指定する。文献はコピーを配布する。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

本授業で制作する予備論文の提出が，4 年次の卒業論文(制作)指導演習を履修登録するための前提となるので注意すること。 

 

注意事項（Notice） 
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■AU033 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／卒業論文（制作）予備演習 

(Seminars in Thesis Writing) 

担当者名 

（Instructor） 
今村 純子(IMAMURA JUNKO) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
PCW3810 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

卒業論文ないしそれに準ずる文章を作成するうえで必要な論理的思考と構成力を鍛練する。12000 字程度のまとまった文章を作

成する。 

 

Develop the logical thinking and writing skills needed to produce a graduate thesis or equivalent piece of writing. Produce an 

organized piece of writing of around 12,000 characters. 

 

授業の内容（Course Contents） 

卒業論文を書く場合も，また卒業制作を作成する場合も， 論理的な文章を読解し，その構造を理解すること，また， みずから論

理的な文章を構成し，プレゼンテーションするノウハウを身につけておくことが必要である。本演習では，文章作成上の技術的な

作法を学び，自分だけにわかる文章ではなく，読み手を説得することのできる文章を構成する能力の鍛練を目的とする。また，本

演習は，卒論やそれに準ずる文章を作成するためのベースを構築する演習であるので，本演習の担当教員と 4 年次の卒論(制

作)指導教員は必ずしも同一でなくてもよい。途中で他の教員のクラスとの合同授業も行う。最終レポートとして卒業論文(制作)予

備論文(12000 字程度)を提出する。 

 

Whether you write a graduation thesis or create a graduation piece, it is necessary to develop the know-how to read and 

comprehend logical texts, understand their structure, compose your own logical text and give a presentation on it. In this 

seminar we will learn technical rules to follow when writing and aim to cultivate the ability to compose a written text that is not 

just understandable to yourself, but able to successfully convince others of your argument. Also, this is the seminar for building 

a base of knowledge on how to write a graduate thesis or equivalent piece of writing. Therefore, the lead lecturer of this 

seminar does not necessarily need to be the same person as a student’s fourth year graduate thesis (or graduate piece) 

supervisor. A joint class with another lecturer’s class will also be carried out midway through the course. Students will submit a 

preliminary graduate thesis (or graduate piece) paper (of around 12,000 characters) as a final report for this seminar. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. オリエンテーション：予備論文と卒業論文(制作)とのつながり 

2. 発表と討論１ 

3. 発表と討論２ 

4. 発表と討論３ 

5. 発表と討論４ 

6. 合同授業期間１ 

7. 合同授業期間２ 

8. 合同授業期間３ 

9. 合同授業期間４ 

10. 合同授業期間５ 

11. 発表と討論５ 

12. 発表と討論６ 

13. 発表と討論７ 

14. まとめと卒業論文(制作)予備論文の提出 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

各自の発表のために資料を作成する（Ａ４判３～４枚）。テーマ、目次案、参考文献表を必ず含むこと。また、教員の指示による宿

題も行う。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

授業参加度(発言回数＋発言内容)(40%)/発表報告内容(20%)/卒業論文(制作)予備論文(40%) 

四分の一以上の欠席や遅刻は失格になるので注意！ 

 

テキスト（Textbooks） 
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適宜プリントや資料を配布する。 

 

参考文献（Readings） 

必要があれば授業中に指定する。文献はコピーを配布する。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

本授業で制作する予備論文の提出が，4 年次の卒業論文(制作)指導演習を履修登録するための前提となるので注意すること。 

 

注意事項（Notice） 
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■AU034 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／卒業論文（制作）予備演習 

(Seminars in Thesis Writing) 

担当者名 

（Instructor） 
林 文孝(HAYASHI FUMITAKA) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
PCW3810 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

卒業論文ないしそれに準ずる文章を作成するうえで必要な論理的思考と構成力を鍛練する。12000 字程度のまとまった文章を作

成する。 

 

Develop the logical thinking and writing skills needed to produce a graduate thesis or equivalent piece of writing. Produce an 

organized piece of writing of around 12,000 characters. 

 

授業の内容（Course Contents） 

卒業論文を書く場合も，また卒業制作を作成する場合も， 論理的な文章を読解し，その構造を理解すること，また， みずから論

理的な文章を構成し，プレゼンテーションするノウハウを身につけておくことが必要である。本演習では，文章作成上の技術的な

作法を学び，自分だけにわかる文章ではなく，読み手を説得することのできる文章を構成する能力の鍛練を目的とする。また，本

演習は，卒論やそれに準ずる文章を作成するためのベースを構築する演習であるので，本演習の担当教員と 4 年次の卒論(制

作)指導教員は必ずしも同一でなくてもよい。途中で他の教員のクラスとの合同授業も行う。最終レポートとして卒業論文(制作)予

備論文(12000 字程度)を提出する。 

 

Whether you write a graduation thesis or create a graduation piece, it is necessary to develop the know-how to read and 

comprehend logical texts, understand their structure, compose your own logical text and give a presentation on it. In this 

seminar we will learn technical rules to follow when writing and aim to cultivate the ability to compose a written text that is not 

just understandable to yourself, but able to successfully convince others of your argument. Also, this is the seminar for building 

a base of knowledge on how to write a graduate thesis or equivalent piece of writing. Therefore, the lead lecturer of this 

seminar does not necessarily need to be the same person as a student’s fourth year graduate thesis (or graduate piece) 

supervisor. A joint class with another lecturer’s class will also be carried out midway through the course. Students will submit a 

preliminary graduate thesis (or graduate piece) paper (of around 12,000 characters) as a final report for this seminar. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. オリエンテーション：予備論文と卒業論文(制作)とのつながり 

2. 発表と討論１ 

3. 発表と討論２ 

4. 発表と討論３ 

5. 発表と討論４ 

6. 合同授業期間１ 

7. 合同授業期間２ 

8. 合同授業期間３ 

9. 合同授業期間４ 

10. 合同授業期間５ 

11. 発表と討論５ 

12. 発表と討論６ 

13. 発表と討論７ 

14. まとめと卒業論文(制作)予備論文の提出 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

各自の発表のために資料を作成する（Ａ４判３～４枚）。テーマ、目次案、参考文献表を必ず含むこと。また、教員の指示による宿

題も行う。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

授業参加度(発言回数＋発言内容)(40%)/発表報告内容(20%)/卒業論文(制作)予備論文(40%) 

四分の一以上の欠席や遅刻は失格になるので注意！ 

 

テキスト（Textbooks） 
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適宜プリントや資料を配布する。 

 

参考文献（Readings） 

必要があれば授業中に指定する。文献はコピーを配布する。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

本授業で制作する予備論文の提出が，4 年次の卒業論文(制作)指導演習を履修登録するための前提となるので注意すること。 

 

注意事項（Notice） 
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■AU035 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／卒業論文（制作）予備演習 

(Seminars in Thesis Writing) 

担当者名 

（Instructor） 
菅野 聡美(KANNO SATOMI) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
PCW3810 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

卒業論文ないしそれに準ずる文章を作成するうえで必要な論理的思考と構成力を鍛練する。12000 字程度のまとまった文章を作

成する。 

 

Develop the logical thinking and writing skills needed to produce a graduate thesis or equivalent piece of writing. Produce an 

organized piece of writing of around 12,000 characters. 

 

授業の内容（Course Contents） 

卒業論文を書く場合も，また卒業制作を作成する場合も， 論理的な文章を読解し，その構造を理解すること，また， みずから論

理的な文章を構成し，プレゼンテーションするノウハウを身につけておくことが必要である。本演習では，文章作成上の技術的な

作法を学び，自分だけにわかる文章ではなく，読み手を説得することのできる文章を構成する能力の鍛練を目的とする。また，本

演習は，卒論やそれに準ずる文章を作成するためのベースを構築する演習であるので，本演習の担当教員と 4 年次の卒論(制

作)指導教員は必ずしも同一でなくてもよい。途中で他の教員のクラスとの合同授業も行う。最終レポートとして卒業論文(制作)予

備論文(12000 字程度)を提出する。 

 

Whether you write a graduation thesis or create a graduation piece, it is necessary to develop the know-how to read and 

comprehend logical texts, understand their structure, compose your own logical text and give a presentation on it. In this 

seminar we will learn technical rules to follow when writing and aim to cultivate the ability to compose a written text that is not 

just understandable to yourself, but able to successfully convince others of your argument. Also, this is the seminar for building 

a base of knowledge on how to write a graduate thesis or equivalent piece of writing. Therefore, the lead lecturer of this 

seminar does not necessarily need to be the same person as a student’s fourth year graduate thesis (or graduate piece) 

supervisor. A joint class with another lecturer’s class will also be carried out midway through the course. Students will submit a 

preliminary graduate thesis (or graduate piece) paper (of around 12,000 characters) as a final report for this seminar. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. オリエンテーション：予備論文と卒業論文(制作)とのつながり 

2. 発表と討論１ 

3. 発表と討論２ 

4. 発表と討論３ 

5. 発表と討論４ 

6. 合同授業期間１ 

7. 合同授業期間２ 

8. 合同授業期間３ 

9. 合同授業期間４ 

10. 合同授業期間５ 

11. 発表と討論５ 

12. 発表と討論６ 

13. 発表と討論７ 

14. まとめと卒業論文(制作)予備論文の提出 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

各自の発表のために資料を作成する（Ａ４判３～４枚）。テーマ、目次案、参考文献表を必ず含むこと。また、教員の指示による宿

題も行う。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

授業参加度(発言回数＋発言内容)(40%)/発表報告内容(20%)/卒業論文(制作)予備論文(40%) 

四分の一以上の欠席や遅刻は失格になるので注意！ 

 

テキスト（Textbooks） 
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適宜プリントや資料を配布する。 

 

参考文献（Readings） 

必要があれば授業中に指定する。文献はコピーを配布する。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

本授業で制作する予備論文の提出が，4 年次の卒業論文(制作)指導演習を履修登録するための前提となるので注意すること。 

 

注意事項（Notice） 
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■AU036 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／卒業論文（制作）予備演習 

(Seminars in Thesis Writing) 

担当者名 

（Instructor） 
林 みどり(HAYASHI MIDORI) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
PCW3810 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

卒業論文ないしそれに準ずる文章を作成するうえで必要な論理的思考と構成力を鍛練する。12000 字程度のまとまった文章を作

成する。 

 

Develop the logical thinking and writing skills needed to produce a graduate thesis or equivalent piece of writing. Produce an 

organized piece of writing of around 12,000 characters. 

 

授業の内容（Course Contents） 

卒業論文を書く場合も，また卒業制作を作成する場合も， 論理的な文章を読解し，その構造を理解すること，また， みずから論

理的な文章を構成し，プレゼンテーションするノウハウを身につけておくことが必要である。本演習では，文章作成上の技術的な

作法を学び，自分だけにわかる文章ではなく，読み手を説得することのできる文章を構成する能力の鍛練を目的とする。また，本

演習は，卒論やそれに準ずる文章を作成するためのベースを構築する演習であるので，本演習の担当教員と 4 年次の卒論(制

作)指導教員は必ずしも同一でなくてもよい。途中で他の教員のクラスとの合同授業も行う。最終レポートとして卒業論文(制作)予

備論文(12000 字程度)を提出する。 

 

Whether you write a graduation thesis or create a graduation piece, it is necessary to develop the know-how to read and 

comprehend logical texts, understand their structure, compose your own logical text and give a presentation on it. In this 

seminar we will learn technical rules to follow when writing and aim to cultivate the ability to compose a written text that is not 

just understandable to yourself, but able to successfully convince others of your argument. Also, this is the seminar for building 

a base of knowledge on how to write a graduate thesis or equivalent piece of writing. Therefore, the lead lecturer of this 

seminar does not necessarily need to be the same person as a student’s fourth year graduate thesis (or graduate piece) 

supervisor. A joint class with another lecturer’s class will also be carried out midway through the course. Students will submit a 

preliminary graduate thesis (or graduate piece) paper (of around 12,000 characters) as a final report for this seminar. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. オリエンテーション：予備論文と卒業論文(制作)とのつながり 

2. 発表と討論１ 

3. 発表と討論２ 

4. 発表と討論３ 

5. 発表と討論４ 

6. 合同授業期間１ 

7. 合同授業期間２ 

8. 合同授業期間３ 

9. 合同授業期間４ 

10. 合同授業期間５ 

11. 発表と討論５ 

12. 発表と討論６ 

13. 発表と討論７ 

14. まとめと卒業論文(制作)予備論文の提出 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

各自の発表のために資料を作成する（Ａ４判３～４枚）。テーマ、目次案、参考文献表を必ず含むこと。また、教員の指示による宿

題も行う。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

授業参加度(発言回数＋発言内容)(40%)/発表報告内容(20%)/卒業論文(制作)予備論文(40%) 

四分の一以上の欠席や遅刻は失格になるので注意！ 

 

テキスト（Textbooks） 
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適宜プリントや資料を配布する。 

 

参考文献（Readings） 

必要があれば授業中に指定する。文献はコピーを配布する。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

本授業で制作する予備論文の提出が，4 年次の卒業論文(制作)指導演習を履修登録するための前提となるので注意すること。 

 

注意事項（Notice） 
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■AU101 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

その他／演習 Ｆ１ 

(Seminars F1) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
『素問』を中心とする漢字語彙の分析を通して 

担当者名 

（Instructor） 
松本 秀士(MATSUMOTO HIDESHI) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
PCW2810 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

漢字語彙の原義について、その伝統文化的背景から分析的に理解を深めながら、現代社会におけるその意味的変容に内在す

る本質的問題を考察する視点を養う。 

 

The goal of this course is to deepen the understanding of the original meaning of Chinese characters from the perspective of its 

traditional cultural background, and cultivate the ability to observe the core problems of the distortion and deterioration of word 

meaning caused by modern society. 

 

授業の内容（Course Contents） 

・日本語を形成してきた要素としての漢字文化の源流に立ちかえる目的で、中国伝統医学の経典の一つとされる『素問』の講読

を通して、漢字そのものの原義、およびその広がりを中国の古典籍、あるいは現代に継承する様々な伝統文化の面から探る。 

・また、近代の漢字文化圏に劇的変化をもたらした西洋概念を念頭にしながら、現代で使用される漢字語彙についても、社会的

背景に注意しながら、漢字の原義からどう逸脱しているかについて考察する。 

・各回の授業においては、輪番として担当者を定め、漢字語彙についてのリサーチと分析を行い、レジュメを作成し、発表する。 

適宜、中国語や漢文資料をあつかうが、受講生のこれらの学習歴は問わない。 

 

・The Suwen (素问) is one of the classics of traditional Chinese medicine. Through the interpretation of this ancient book, we 

analyze the original meaning of Chinese characters from multiple perspectives. This analysis can detect the origin of Chinese 

character culture that formed Japanese. 

・During the period of the spread of Western learning to the east, the background that the original quality of the Chinese 

character cultural circle was gradually invaded and deteriorated by modern Western thought needs to be further investigated, so 

we need to carefully analyze the variability in the meaning of Chinese characters that are widely used today. 

・In each class, each student publishes the results of interpretation and analysis in turn, and also needs to prepare in advance to 

write the manuscript for publication. 

・We do not ask students whether they have the experience of learning classical Chinese and modern Chinese, but students 

must try their best to look up dictionaries and so on to supplement their ability to understand these articles. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. イントロダクション（漢字語彙の分析について） 

2. 漢字と漢語の特性・構造・歴史的背景に関する概説  

3. 担当者による発表と討論 

4. 担当者による発表と討論 

5. 担当者による発表と討論 

6. 担当者による発表と討論 

7. 担当者による発表と討論 

8. 中間総括 

9. 担当者による発表と討論 

10. 担当者による発表と討論 

11. 担当者による発表と討論 

12. 担当者による発表と討論 

13. 担当者による発表と討論 

14. 総括 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

予習: 各回の担当者は、一連の漢字語彙を選びながら、それぞれについて可能な限り分析し、レジュメを作成し、発表に備える。

非担当者も、担当者の発表範囲の中で、重要と思われる漢字語彙を選び、可能な限り分析し、小レポートを作成して討論に備え

る。 

復習: 学習した事項は各自まとめて、適宜追加の分析を加え、理解を深めた上で中間総括、および最終報告書に備える。  
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成績評価方法・基準（Evaluation） 

最終レポート(Final Report)(40%)/授業における各回の発表(30%)/授業における発言・討論への参加度(30%) 

2/3 以上の出席がない場合は、成績評価の対象としない（ただし出席点は評価対象に含まない）。 

 

テキスト（Textbooks） 

オリジナル資料を配布する。 

 

参考文献（Readings） 

1. 南京中医学院医経教研組、1991、『黄帝内経素問 上巻』、東洋学術出版社 (ISBN:4924954063 ) 

2. 南京中医学院医経教研組、1992、『黄帝内経素問 中巻』、東洋学術出版社 (ISBN:4924954071 ) 

3. 南京中医学院医経教研組、1999、『黄帝内経素問 下巻』、東洋学術出版社 (ISBN:4924954543) 

4. 王洪图、1997、『黄帝内经究大成』、北京出版社 (ISBN:7200028142) 

5. 王力、1999、『古代漢語』、中華書局 (ISBN:7101000827) 

6. 家本誠一、2009、『黄帝内経素問訳注』、医道の日本社 (ISBN:9784752960591) 

7. 家本誠一、2008、『黄帝内経霊枢訳注』、医道の日本社 (ISBN:9784752960553) 

授業時、必要に応じて追加で示す。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AU102 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

その他／演習 Ｆ２ 

(Seminars F2) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
「女性作家」の作品を読む 

担当者名 

（Instructor） 
堀 千晶(HORI CHIAKI) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
PCW2810 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

文学史や文学の評価基準を批判的に書き換えるまなざしをもつこと 

 

Critically rewrite the literary history and its criteria 

 

授業の内容（Course Contents） 

 本演習では「女性作家」たちの作品を読み、議論することにします。翻訳文学も、あまり知られていないマイナーな作品も、クィア

な作品も歓迎です。時代も問いません。 

 冒頭の数回は教室全体で文献を読み、全員で議論していきます。細かな表現の一つひとつに注目していくことで、作品にこめら

れた様々なこだわりを紐解いていきたいとおもいます。 

 そのうえで履修者には、それぞれ自分で決めた小説について発表をしてもらい、それについて全員で討議します。加えて学期末

に、短いレポートを執筆して提出してもらいます。 

 具体的な授業内容については、話し合いながら決定していきます（したがって、本シラバス内の「授業計画」はあくまで仮のもの

です）。 

 

 We will read and discuss the works of "female writers". Minor works, queer works are also welcome. By paying attention to 

each detail of the expression, we would like to unravel the various singularities put into the work. 

 Each student will be asked to make a presentation about a work of their own choice. In addition, at the end of the semester, 

you will be asked to write a short paper. 

 （Please be aware that the "Course Schedule" in this syllabus is provisional.) 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. イントロダクション 

2. 短篇を読む 

3. 中篇を読む 

4. 批評を読む 

5. 発表＋討議 

6. 発表＋討議 

7. 発表＋討議 

8. 発表＋討議 

9. 発表＋討議 

10. 発表＋討議 

11. 発表＋討議 

12. 発表＋討議 

13. 発表＋討議 

14. まとめ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

課題のテクストを読むこと 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

発表の内容(40%)/討論での発言(30%)/提出物(30%) 

 

テキスト（Textbooks） 

テクストはコピーを配布。 

 

参考文献（Readings） 
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その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AU103 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

その他／演習 Ｆ３ 

(Seminars F3) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
『房思琪の初恋の楽園』と張愛玲 ：   文学の裏切り 

担当者名 

（Instructor） 
泉 京鹿(IZUMI KYOKA) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
PCW2810 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

この演習では、 『房思琪の初恋の楽園』（2017 年/台湾）及びその著者・林奕含（1991～2017）が影響を受けた張愛玲（1920～

95）作品を精読し、中国語圏における張愛玲の存在と影響力、性暴力被害や me too運動など現代中国社会及び中国文学への

理解を深めます。 

 

We will read intensively " Fang SiQi's First Love Paradise " (2017/Taiwan) and the works of Zhang Ailing (Eileen Chang 1920-

95).  whose author Lin Yihan(1991-2017) was influenced by her. 

To deepen our understanding of contemporary Chinese society and Chinese literature, including Zhang Ailing's presence and 

influence in the Chinese-speaking world（Greater China）, sexual violence victims,  and the #MeToo too movement. 

 

授業の内容（Course Contents） 

本演習ではまず、台湾の作家・林奕含（1991～2017）の『房思琪の初恋の楽園』（原著：2017 年/邦訳：2019 年）を読み、この作

品、そして作品が生まれた背景について考えます。また、中華圏で長きにわたって絶大な影響力を持つ作家・張愛玲（1920～95）

作品の短編・中編の中からいずれかを選んで読み、その作品及び『房思琪の初恋の楽園』に与えた影響についての考察を順番

に発表してもらい、さらに全員で議論します。 

張愛玲が林奕含作品に与えた影響、それぞれの時代における女性の地位、教育、家族観、性暴力について考え、ディスカッショ

ンを経て、それぞれの作品にこめられた著者の思い、作品が書かれた意義を受け止めることで、これからのみなさんの人生によ

り豊かな想像力、生きる力を培う端緒としていきましょう。 

 

We will read "Fang Siqi's First Love Paradise" (original: 2017 / Japanese: 2019) by Taiwanese writer Lin Yihan (1991-2017) and 

consider this work and the context in which it was created. We will also read one of the short or second volume works by Zhang 

Ailing (1920-95), a writer who has had a great influence in the Greater China region for a long time, and ask the participants to 

present their thoughts on the work and its influence on "Fang Siqi's First Love Paradise" in turn, followed by a discussion 

among all participants. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. イントロダクション、授業の進め方 

2. 『房思琪の初恋の楽園』について解説、関連映像など視聴 

3. 『房思琪の初恋の楽園』について ディスカッション 

4. 張愛玲について 中華圏におけるその影響 

5. 担当者の発表とディスカッション 

6. 担当者の発表とディスカッション 

7. 担当者の発表とディスカッション 

8. 担当者の発表とディスカッション 

9. 担当者の発表とディスカッション 

10. 担当者の発表とディスカッション 

11. 担当者の発表とディスカッション 

12. 担当者の発表とディスカッション 

13. 担当者の発表とディスカッション 

14. まとめ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

『房思琪の初恋の楽園』を精読が大前提です。 

張愛玲作品についても、発表のために選んだ作品だけでなく、できるだけ多くの作品に目を通してください。 

受講者全員に一回発表を担当してもらいます。 

担当者はレジュメを準備してください。  

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 



 - 1714 - 

発表の内容(40%)/出席及び議論への参加度(30%)/課題提出(30%) 

 

テキスト（Textbooks） 

1. 林奕含、2019、『房思琪の初恋の楽園』、白水社 

2. 張愛玲、2018、『傾城の恋/封鎖』、光文社 

3. 張愛玲、2017、『中国が愛を知ったころ』、岩波書店 

3．張愛玲・著/濱田麻矢・訳『中国が愛を知ったころ』岩波書店 2017 

上記テキストについては、授業内でコピーを配布します。 

 

参考文献（Readings） 

 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AU104 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

その他／演習 Ｆ４ 

(Seminars F4) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
「遊び」をアカデミックに検討する 

担当者名 

（Instructor） 
今井 信治(IMAI NOBUHARU) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
PCW2810 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

「遊び」を構成するものと、その「楽しさ」の源泉を探る。具体的な題材を取り上げ、その「楽しさ」をアカデミックな言葉で語る術を

学ぶことを目標とする。 

 

Explore what “play” is made up of and the source of this “fun”. We will cover specific themes and aim to learn techniques for 

discussing the “fun” in these themes using academic terminology. 

 

授業の内容（Course Contents） 

しばしばサブカルチャーと名指されるように、遊びの領域は文化のなかでも従属的／下位的な位置に置かれてきた。それゆえ

に、いわゆる高級文化に比して学問的な歴史は浅い。しかし、今日の大学生における関心の高まりから、遊びを語るためのアカ

デミック・スキルが強く求められている。本授業ではこうした状況に鑑み、「遊び」と「楽しさ」をキーワードとして、それらを分析する

ための理論的枠組みを学ぶ。その後に、アナログゲームを題材とした実践を通じて、理論を分析へと繋げる手法について学ぶ。 

 

Frequently labelled a subculture, the domain of “play” has generally been given a subordinate status/low ranked position in 

society. Therefore, compared to so called advanced culture, “play” only has a short academic history. However, due to 

increased interest in today’s university students, the academic skills required to discuss play are in high demand. In view of this 

situation and with “play” and “fun” as our keywords, in this class we will learn the theoretical framework for analyzing these 

domains. Then, through exercises on the subject of analog or non-digital games we will learn methods for linking theory to 

analysis. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. イントロダクション：受講者の確認および授業の進め方の説明 

2. 遊戯を構成する場についての理論：ホイジンガ 

3. 遊戯の楽しさを分析するための理論：カイヨワ 

4. 遊戯への没入を考察するための理論：チクセントミハイ 

5. 遊戯の形式を分析するための理論：記号論と構造主義 

6. 遊戯における知識の使用とその発展：クイズ文化 

7. アナログゲームを用いたストーリーテリングの実践(1) 

8. アナログゲームを用いたストーリーテリングの実践(2) 

9. アナログゲームを用いたストーリーテリングの実践(3) 

10. アナログゲームの構造分析と実践(1) 

11. アナログゲームの構造分析と実践(2) 

12. アナログゲームの構造分析と実践(3) 

13. アナログゲームの構造分析と実践(4) 

14. 総括 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

各回で対象となるテキストについて予習することが必要となる。また、報告の担当者はレジュメの作成を行う。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

最終レポート(Final Report)(40%)/授業への参加度(30%)/報告内容(30%) 

 

テキスト（Textbooks） 

基本的に、検討対象とするテキストは授業時に指示してコピーを配布する。 

 

参考文献（Readings） 



 - 1716 - 

1. ヨハン・ホイジンガ、2018、『ホモ・ルーデンス』、講談社学術文庫 (ISBN:978-4062924795) 

2. ロジェ・カイヨワ、1990、『遊びと人間』、講談社学術文庫 (ISBN:978-4061589209) 

3. ミハイ・チクセントミハイ、1996、『フロー体験』、世界思想社 (ISBN:978-4790706144) 

いずれも本授業テーマの基本文献なので、一読を勧める。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AU105 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

その他／演習 Ｆ５ 

(Seminars F5) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
現代思想入門 

担当者名 

（Instructor） 
渡名喜 庸哲(TONAKI YOTETSU) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
PCW2810 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

この授業では、「現代思想」に関する見取り図およびそれを得るための技法を身に着けることを目標にします。「現代思想」は、哲

学者の名前としてはフーコー、ドゥルーズ、デリダといった現代フランスの哲学者たちが挙げられますが、それだけにとどまりませ

ん。主題としても、ジェンダー、テクノロジー、政治、倫理、宗教、文学など多岐にわたります。授業全体を通じて「現代思想」では

何がどう問題となっているのか、それを探るにはどのようにすればよいのかを検討します。 

 

The goal of this course consists in particular to have knowledge on basic concepts of "Contemporary thoughts. "Contemporary 

thoughts" concern not only philosophers of "French theory" such as Michel Foucault, Gilles Deleuze or Jacques Derrida, but 

include also important insights to reconsider our actual life like gender, technology, politics, ethics, religions, literature and so 

on.  

 

授業の内容（Course Contents） 

授業は基本的に講読形式をとります。前半は、現代思想のなかで履修者に関心のある分野の基本文献（新書などの入門書）を

輪読します。後半はそこからさらに発展させ当該分野の哲学書を実際に数冊読みます。 

以下の授業計画はあくまで予定です。出席者の関心に合わせてテクストを選択する場合もあります。 

 

We will read some texts of contemporary thoughts philosophy together and share basic discussions. In the first half of the 

semester, we will choose some basis texts according to the interest of participants ; and in the second half, we move on to 

more essential texts on each issue. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. イントロダクション（授業の進め方、担当者の決定） 

2. 入門編：テクスト講読・ディスカッション 

3. 入門編：テクスト講読・ディスカッション 

4. 入門編：テクスト講読・ディスカッション 

5. 入門編：テクスト講読・ディスカッション 

6. 入門編：テクスト講読・ディスカッション 

7. 入門編：テクスト講読・ディスカッション 

8. 応用編：テクスト講読・ディスカッション 

9. 応用編：テクスト講読・ディスカッション 

10. 応用編：テクスト講読・ディスカッション 

11. 応用編：テクスト講読・ディスカッション 

12. 応用編：テクスト講読・ディスカッション 

13. 応用編：テクスト講読・ディスカッション 

14. まとめ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

履修者は毎回対象箇所を読んでくる。担当者はレジュメを作成する。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

最終レポート(Final Report)(40%)/授業への参加(60%) 

 

テキスト（Textbooks） 

1. 石田英敬、2010、『現代思想の教科書』、ちくま学芸文庫 (ISBN:978-4480092793) 

2. 千葉雅也、2022、『現代思想入門』、講談社現代新書 (ISBN:978-4065274859) 

コピーを配布します。 

 

参考文献（Readings） 
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1. 川口茂ほか、2020、『現代フランス哲学入門』、ミネルヴァ書房 (ISBN:978-4623084982) 

2. 岡本 裕一朗、2015、『フランス現代思想史 構造主義からデリダ以後へ』、中公新書 (ISBN: 978-4121023001) 

適宜授業で案内しますが、基本的なものは以上です。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AU106 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

その他／演習 Ｆ６ 

(Seminars F6) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
近代形而上学入門――英語と日本語のテキストを比較しながら 

担当者名 

（Instructor） 
丸山 諒士(MARUYAMA RYOJI) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
PCW2810 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

英語を原典とする哲学の入門的なテキストを、原文と邦訳とを比較して精読することで、所謂「哲学」の西洋中心主義的な性質、

及び日本語で哲学することの意義や難しさを理解、体感することを目標とする。本講義を通じて、原語レベルで哲学用語に親し

み、今後哲学書を精読するための力を養う。 

 

The objectives of this course are to feel and understand the so-called West-centric quality in "Philosophy,"  and the values  

and difficulties in doing philosophy in the Japanese language, with  a comparative and careful reading  of an introductory text  

of philosophy originally written in English, both in its original text and the Japanese translation. Students touch  philosophical 

terms in the original languages  and cultivate their faculty to peruse philosophy books in the future through this course. 

 

授業の内容（Course Contents） 

ブレンダン・ウィルソン著の入門的なテキスト、"Simply Philosophy"を、邦訳『自分で考えてみる哲学』と照らし合わせながら精読

する。講義は基本的に輪読形式で行う。ここで輪読とは、学生が適当な長さの原文の文章をその場で訳しながら読み上げること

を意味する。また重要な哲学の術語については、適宜その原語や歴史的な変遷、日本語への翻訳の経緯など解説を行う。 

 

半期の講義で本書全体を扱うことはできないため、抜粋した章を精読する。具体的な内容は「授業計画」を参照。 

 

Students in this course will try to peruse the introductory text written by Brendan Wilson, Simply Philosophy, by comparing it 

with its Japanese translation. This course will take the reading circle form. The reading circle herein means a form of class 

where students read out sentences of an arbitrary length in the original text as they translate them to Japanese immediately. 

Also, the instructor will give explanations of the notable terms of philosophy as needed, with the original word, the historical 

changes, and how they were translated into Japanese. 

 

We read the excerpted chapters since the course cannot handle the whole book in a half period. For the specific contents of 

this course, see the "Course Schedule." The chapters this course will handle are chapter 2(Causes), 16(Universals), 

11(Certainty), and 8(Freedom). 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. オリエンテーション 哲学と西洋語、日本語、翻訳 

2. 「因果――何かが何かを生じさせる？」（1） 

3. 「因果――何かが何かを生じさせる？」（2） 

4. 「因果――何かが何かを生じさせる？」（3） 

5. 「普遍概念――〈人間〉も〈馬〉も同じ〈動物〉だろうか？」（1） 

6. 「普遍概念――〈人間〉も〈馬〉も同じ〈動物〉だろうか？」（2） 

7. 「普遍概念――〈人間〉も〈馬〉も同じ〈動物〉だろうか？」（3） 

8. 「確実性――疑うことのできないものとは何だろう？」（1） 

9. 「確実性――疑うことのできないものとは何だろう？」（2） 

10. 「確実性――疑うことのできないものとは何だろう？」（3） 

11. 「自由――我々は自由気ままに行動できるのだろうか？」（1） 

12. 「自由――我々は自由気ままに行動できるのだろうか？」（2） 

13. 「自由――我々は自由気ままに行動できるのだろうか？」（3） 

14. まとめ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

毎回すべての学生に訳読が回ってくる予定。指定された範囲の予習が必要になる。訳文は作ってきてもよいが、講義ではそれを

読み上げるのではなく、その場で訳しながら発言してもらう。 

（参加者の習熟度や章の長さにもよるが一回につき 4 頁程度進める） 
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成績評価方法・基準（Evaluation） 

参加態度（予習の精度やリアペ）(60%)/期末レポート(40%) 

考えてきた訳が不正確であることは問題ない。何故そのように訳したのか、自分なりにでよいから文章の論理的な流れを考えて

説明できることを重視する。 

 

テキスト（Textbooks） 

1. Wilson, Brendan. 2002. Simply Philosophy. Edinburgh University Press (ISBN:0748615687) 

2. B. ウィルソン（山本史郎訳）、2004、『自分で考えてみる哲学』、東京大学出版会 (ISBN:4130130234) 

テキストは原文、邦訳ともに章ごとにプリントしたものを配布する。 

 

参考文献（Readings） 

 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AU107 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

その他／演習 Ｆ７ 

(Seminars F7) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
短篇小説講読 

担当者名 

（Instructor） 
小澤 裕之(OZAWA HIROYUKI) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
PCW2810 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

ロシアの短篇小説をじっくり読み、他の受講者と意見を交換することで、ロシア文学に対する理解を深めること。また、ロシア文学

と強い結びつきをもっている日本の短篇も読むことで、より広い視野からロシア文学を理解することを目指します。 

 

The aim of this course is for students to develop an understanding of Russian literature by carefully reading short stories and 

by having discussions with other students. Also, you can expansively think about Russian literature by reading Japanese short 

stories with close connections to Russian literature. 

 

授業の内容（Course Contents） 

ロシアの短篇小説を皆で読み、意見や感想を交換します。また、ロシア文学と強い結びつきをもっている日本の短篇もいくつか読

みます。原則として、毎回 1 つの短篇・連作短篇を取りあげ、それについて担当者が報告を行ないます。初回授業時に報告担当

者を決めます。ロシア語ができなくても構いません。 

 

We read and discuss Russian short stories as well as Japanese short stories with close connections to Russian literature. In 

principle, this course deals with a short story (or a short story collection) each week, and a selected student presents it. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. ガイダンス：授業で扱う短篇小説のリストを配り、発表担当者を決める 

2. 輪読：望月恒子「短篇作家への道程」 

3. 輪読：望月恒子「短篇作家への道程」（つづき） 

4. 鼻が消える：ゴーゴリ『鼻』 

5. 鼻が大きすぎる：芥川龍之介『鼻』 

6. ロシアの林：ツルゲーネフ『あいびき』 

7. 東京の林：国木田独歩『武蔵野』 

8. 幽閉された男：チェーホフ『賭け』 

9. 幽閉された魚：井伏鱒二『山椒魚』 

10. 母なるロシアは広いんだ：チェーホフ『谷間』 

11. これでおしまい：ハルムス『出来事』 

12. それでおしまい：稲垣足穂『一千一秒物語』 

13. 愛について：アレクシエービッチ『チェルノブイリの祈り』（ノンフィクション） 

14. まとめ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

授業で取りあげる小説は、担当者以外も事前に読んできてください。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

最終レポート(Final Report)(40%)/報告内容と出席・授業参加態度(60%) 

最終レポートは、3 分の 2 以上出席した者にのみ許可します。 

 

テキスト（Textbooks） 

授業時にプリントを配布します。 

 

参考文献（Readings） 

1. 井桁貞義・井上健（編）、2013、『チェーホフの短篇小説はいかに読まれてきたか』、世界思想社 (ISBN:9784790715856) 

2. ゴーゴリ（浦雅春訳）、2006、『鼻／外套／査察官』、光文社 (ISBN:9784334751166) 

3. ツルゲーネフ（二葉亭四迷訳）、2004、『あひゞき・片恋・奇遇』、岩波書店 (ISBN:9784003100738) 

4. 小澤裕之、2019、『理知のむこう――ダニイル・ハルムスの手法と詩学』、未知谷 (ISBN:9784896425727) 
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5. ハルムス（小澤裕之編訳）、2019、『言語機械――ハルムス選集』、未知谷 (ISBN:9784896425857) 

6. アーザル・ナフィーシー（市川恵里訳）、2017、『テヘランでロリータを読む』、白水社 (ISBN:9784560095379) 

7. 中村唯史・坂庭淳史・小椋彩（編）、2022、『ロシア文学からの旅 交錯する人と言葉』、ミネルヴァ書房 (ISBN:9784623094004) 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AU108 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

その他／演習 Ｆ８ 

(Seminars F8) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
サイバー・スペースに現れる自己や身体を考える 

担当者名 

（Instructor） 
バルダリ，Ｆ．(BALDARI FLAVIA) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
PCW2810 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

このゼミでは、バーチャル・スペースで現れている自己や身体とそれに関わっている倫理的・ジェンダーなどに関する問いを考え

ます。 

この授業の目的は、１）原文を読んで、その意味や本書で言及されている諸概念が持つ意味を理解すること、２）サイバー・カルチ

ャにおける議論を身につけること３）原文の文脈を理解することです。 

 

This seminar will consider questions concerning the self, the body, and related ethical and gendered issues as they manifest in 

virtual spaces. 

The goals of the class are: 

1. To read and understand the text and the meaning of the concepts mentioned in this book. 

2. To be familiar with the arguments in cyber-culture. 

3. To understand the context of the text. 

 

授業の内容（Course Contents） 

現代社会はますますデジタル化され、バーチャル・スペース（様々なメディアやオンライン・ゲームなど）と自己や身体の関係性を

考えることが必要になりました。  

この演習では、「サイバースペース」の意味を考えながら、バーチャル・スペースと身体の関係性をいくつかの視点から問う予定で

す。その中でも、肉体的身体とバーチャール身体の「ジェンダー・スイッチング」、自己の「多元化」などの問いとその倫理的な議論

を扱う予定です。 

授業の前半はテクストの要約によって、理解を確認する。後半は皆のコメントペーパーをもとに、参加者の間でディスカッションを

中心に進める。哲学的な概念を理解し、問いを立てるための基礎的なトレーニングも実践する。  

（報告も求めますが、参加者人数によって、初回のガイダンスの時説明する） 

 

Our society has become increasingly digitalized, requiring us to reconsider the meaning of the body and the self in virtual 

spaces (various media, online games, etc.). 

While thinking about the meaning of 'cyberspace,' this seminar will interrogate the relationship between the body and the virtual 

space from several perspectives. Among them, we will deal with questions such as the 'gender switching' between the physical 

and virtual body, the 'pluralization' of the self, and related ethical issues. 

The first half of the class will be focused on the summary of the text and its understanding—the second half will focus on the 

discussion based on the reaction papers submitted by the students.  

The class will also provide basic training for understanding philosophical concepts and formulating questions.  

(Everyone should also give a presentation. According to the number of participants, I will explain how to do it during the first 

guidance session). 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. ガイダンス（授業の進め方、発表とレジュメの作り方、ディスカッションの方法など）報告への練習① 問いを立てましょう 

2. 『ポストヒューマン・エシックス序説』の「序」と「第 1 章」テキストの要約①）、みんなでディスカッションする。 

3. 『ポストヒューマン・エシックス序説』の「第 3 章」（テキストの要約②）、みんなでディスカッションする。 

4. 『ポストヒューマン・エシックス序説』の「第 4 章」（テキストの要約③）、みんなでディスカッションする。 

5. 『ポストヒューマン・エシックス序説』の「第 5 章」（テキストの要約④）、みんなでディスカッションする。 

6. 『ポストヒューマン・エシックス序説』の「第 6 章」（テキストの要約⑤）、みんなでディスカッションする。 

7. 『ポストヒューマン・エシックス序説』の「第 7 章」（テキストの要約⑥）、みんなでディスカッションする。 

8. 『ポストヒューマン・エシックス序説』の「第 8 章」（テキストの要約⑦）、みんなでディスカッションする。 

9. 『ポストヒューマン・エシックス序説』の「第 9 章」（テキストの要約⑧）、みんなでディスカッションする。 

10. 読書１（テキストの要約⑨）、みんなでディスカッションする。 
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11. 読書２（テキストの要約⑩）、みんなでディスカッションする。 

12. 報告と議論 

13. 報告と議論 

14. 報告と議論 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

予習：参加者は全員、事前に次回のテクストを読んでコメントペーパーを作成してください（コメントペーパーの提出は毎週の火曜

日の夜）。 

報告も求めます。報告の進め方について、初回のガイダンスの際、説明します。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

課題提出(30%)/議論への参加(30%)/報告(40%) 

＊参加者数によって、計画は少し変わる可能性もあります。 

 

テキスト（Textbooks） 

1. 根村 直美、2017、『ポストヒューマン・エシックス序説』、青弓社 (ISBN:978-4-7872-3413-1) 

初回の時、読書１と読書２を配布します。他の参加文献も紹介します。 

 

参考文献（Readings） 

 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AU109 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

その他／演習 Ｆ９ 

(Seminars F9) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
美の諸相をめぐって 

担当者名 

（Instructor） 
今村 純子(IMAMURA JUNKO) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
PCW2810 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

想像力と創造力の奥行きを伸長させることを目標としています。  

 

The goal is to extend the depth of imagination and creativity. 

 

授業の内容（Course Contents） 

広義における耽美主義文学作品を通して、わたしたちの生において、どのようなものが美でありうるのかを探究します。扱う作家

は、ボードレール、オスカー・ワイルド、アナイス・ニン、泉鏡花、永井荷風、森茉莉です。 

 

Through aestheticism literature in a broad sense, we explore what kind of things can be beauty in our lives. The artists we deal 

with include Baudelaire, Oscar Wilde, Anaïs Nin, Kyoka Izumi, Kafu Nagai, and Mari Mori. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. イントロダクション  

2. ボードレール『パリの憂愁』① 

3. ボードレール『パリの憂愁』② 

4. 永井荷風『濹東綺譚』① 

5. 永井荷風『濹東綺譚』② 

6. アナイス・ニン『アナイス・ニンの日記』① 

7. アナイス・ニン『アナイス・ニンの日記』② 

8. 森茉莉『私の美の世界』① 

9. 森茉莉『私の美の世界』② 

10. オスカー・ワイルド『ドリアン・グレイの肖像』① 

11. オスカー・ワイルド『ドリアン・グレイの肖像』② 

12. 泉鏡花『日本橋』①  

13. 泉鏡花『日本橋』②  

14. 全体のまとめと補足 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

毎回、テクストの当該箇所を精読し、想像力および創造力を掻き立てる表現・展開を銘記しておくことが求められます。受講者全

員に一回発表を担当してもらいます。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

最終レポート(Final Report)(40%)/受講態度＋積極性(60%) 

 

テキスト（Textbooks） 

ボードレール、福永武彦訳『パリの憂愁』岩波文庫、1966 年 

オスカー・ワイルド、福田恒存訳『ドリアン・グレイの肖像』新潮文庫、1962 年 

アナイス ニン、原麗衣訳『アナイス・ニンの日記 1931〜34』ちくま文庫、1991 年 

泉鏡花『日本橋』岩波文庫、1953 年 

永井荷風『濹東綺譚』岩波文庫、1991 年 

森茉莉『私の美の世界』新潮文庫、1984 年 

 

参考文献（Readings） 

授業内で適宜指示します。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 
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注意事項（Notice） 
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■AU110 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

その他／演習 Ｆ１０ 

(Seminars F10) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
茨木のり子を読む―韓国関連作品を中心に 

担当者名 

（Instructor） 
金 智英(KIM JIYOUNG) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
PCW2810 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

「現代詩の長女」と呼ばれる詩人・茨木のり子の作品を読むことで、現代詩への理解を深める。 

特に茨木のり子が愛してやまなかった韓国との関係およびその関連作品を日韓の比較文学的観点から考える。 

 

By reading the works of Ibaraki Noriko who is called ‛the eldest daughter of modern poetry', We aim to appreciate deeply 

Japanese modern poets. In particular, I would like to think about the relationship with Korea which Ibaraki Noriko had a strong 

attachment and consider the related works from the comparative literary point of view. 

 

授業の内容（Course Contents） 

茨木のり子の作品を原則として１回２作品のペースで読んでいく。毎回、作品の要約と読みどころをまとめたプリントを配布し、そ

れに基づいて授業を行う。今学期は、特に茨木のり子の翻訳詩集『韓国現代詩選』、エッセイ集『ハングルへの旅』に焦点を当て

て、翻訳上の特徴や韓国文化との関係について考える予定。茨木のり子の作品が中心になるが、各テーマに関する韓国現代詩

や小説を積極的に紹介し、日韓比較文学研究についても理解を深める。 

 

We appreciate Ibaraki Noriko's works at the pace of two works every week. 

Distributing a summary of the work and its features, the class will be conducted based on it. This semester, in particular, will 

focus on Noriko Ibaraki's translated poetry book, ‛Korean Modern Perspective' and her essay ‛A Journey to Hangeul,' to 

consider her relationship with Korean literature along with her translation features. Focusing on Noriko Ibaraki's works, but 

actively introducing literary works such as Korean modern poetry and novels. Every class about each theme, students can also 

enhance their understanding in Japanese and Korean comparative literature. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 詩人と作品の概要、授業方針の説明 

2. 茨木のり子の作品世界：戦後詩人として 

3. 茨木のり子の作品世界： 「隣人愛」の詩人として 

4. 茨木のり子の作品世界：「Y」のエロス 

5. 茨木のり子と韓国：ハングル学習への道 

6. 茨木のり子と韓国：翻訳詩集『韓国現代詩選』（その 1） 

7. 茨木のり子と韓国：翻訳詩集『韓国現代詩選』（その 2） 

8. 茨木のり子と韓国：エッセイ集『ハングルへの旅』（その 1） 

9. 茨木のり子と韓国：エッセイ集『ハングルへの旅』（その 2） 

10. 韓国現代詩：青春の詩を味わう 

11. 韓国現代詩：愛を詩を味わう 

12. 韓国現代小説：いま韓国で話題の作品 

13. 韓国現代小説：いま日本で話題の韓国作品 

14. まとめ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

あらかじめ詩人の基本的な伝記的な情報を入手しておくことが望ましい。毎週、事前に作品を精読するとともに、自分の感想や問

題点を整理して授業に臨むこと。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

レポート試験(Report Exam)(60%)/出席・平常の参加度(40%) 

 

テキスト（Textbooks） 

プリントを配布します。 
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参考文献（Readings） 

授業時に適宜紹介する。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AU111 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

その他／演習 Ｆ１１ 

(Seminars F11) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
創作演習(批評と実作) 

担当者名 

（Instructor） 
野崎 有以(NOZAKI AI) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
PCW2810 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

日本語による表現について具体的に考え、実作と批評を通して理解を深める。 

 

Through reading the texts, writing works, critics, students will deepen their thoughts about Japanese linguistic expressions. 

 

授業の内容（Course Contents） 

日本語による詩および随筆などの文章（ときどき民話なども取り上げる）を読み、作品の実作と批評をおこなう。(提出された作品

等は、配布して履修者全員で読む。)また、ディスカッションを通して各自の考えを深める。 

 

We will mainly read poetry and essays written in Japanese, and sometimes consider folk tales from various perspectives. 

Students write poetry and critical works and read them together. Through discussions., students deepen their own thoughts . 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. はじめに(ガイダンスなど)。資料を配布して読む。 

2. 「詩人」という概念について、文学の枠にとらわれずにさまざまな観点から検討する。また、詩と散文の違いについてもここで

考える。（資料は配布する） 

3. 詩を読む(資料は配布する)。【前回の資料に関して、短い批評を書いてきて提出。】 

4. 詩を読む(資料は配布する)。前回提出された批評を読む。【詩作品を書いてきて提出。】 

5. 提出された作品の発表と講評１ 

6. 提出された作品の発表と講評２ 

7. 資料を読む（日本の民話や童話をジェンダーの観点などから考える。海外の童話などもここで読む）。 

8. 資料を読む（随筆）。【前回の資料に関する小レポートを提出。】 

9. 詩を読む（資料は配布する）。【随筆を書いてきて提出。】 

10. 提出された作品の発表と講評１ 

11. 提出された作品の発表と講評２【詩作品を書いてきて提出。】 

12. 提出された作品の発表と講評１ 

13. 提出された作品の発表と講評２ 

14. まとめ。【最終レポート提出。】 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

提出する課題を、授業時間外に執筆する必要がある。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

最終レポート(Final Report)(20%)/出席と授業参加度(40%)/授業の課題としての作品や提出物等(40%) 

 

テキスト（Textbooks） 

資料は必要に応じて配布する。 

 

参考文献（Readings） 

1. 吉野弘、1982、『詩の楽しみ―作詩教室』、岩波書店 

2. 吉野弘、2014、『現代詩入門 新版』、青土社 

3. 茨木のり子、1979、『詩のこころを読む』、岩波書店 

4. 中村稔、2020、『現代詩の鑑賞』、青土社 

5. 和田博文、2009、『戦後詩のポエティクス 1935～1959』、世界思想社 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 
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注意事項（Notice） 
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■AU112 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

その他／演習 Ｆ１２ 

(Seminars F12) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
創作演習(文章表現) 

担当者名 

（Instructor） 
蜂飼 耳(HACHIKAI MIMI) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
PCW2810 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

言葉による表現について具体的に考え、実作と批評を通して理解を深める。 

 

Through reading the texts,writing works,students will cultivate their thoughts about linguistic expressions and deepen their 

understanding of linguistic expressions and literature. 

 

授業の内容（Course Contents） 

日本語による文章(短編・掌編小説など)を読み、さらに作品の実作および批評をおこなう。(提出された作品は、配布して履修者

全員で読む。)また、ディスカッションを通して各自の考えを深める。 

 

Students will read short stories written in Japanese and write their works.The works submitted will be read in class.Through 

discussins,students will deepen their understanding of linguistic expressions and literature. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. はじめに(ガイダンスなど)。 

2. 文章を読む(資料は配布する)。【掌編小説など文章作品の提出。】 

3. 提出された作品の発表と講評１ 

4. 提出された作品の発表と講評２ 

5. 提出された作品の発表と講評３。【文章作品の提出。】 

6. 提出された作品の発表と講評１ 

7. 提出された作品の発表と講評２ 

8. 提出された作品の発表と講評３ 

9. 文章を読む(資料は配布する)。【文章作品の提出。】 

10. 提出された作品の発表と講評１ 

11. 提出された作品の発表と講評２ 

12. 提出された作品の発表と講評３ 

13. 文章を読む(資料は配布する)。 

14. まとめ。【最終レポート提出。】 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

提出する課題を授業時間外に執筆する必要がある。授業前、授業後などに読んでおくべき資料や書籍がある場合、目を通す必

要がある。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

最終レポート(Final Report)(20%)/出席と授業参加度(40%)/授業の課題としての作品や提出物等(40%) 

 

テキスト（Textbooks） 

資料は必要に応じて配布する。 

 

参考文献（Readings） 

必要に応じて指示する。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AU117 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

その他／演習 Ｆ１７ 

(Seminars F17) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
「身体」を考える哲学 

担当者名 

（Instructor） 
バルダリ，Ｆ．(BALDARI FLAVIA) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
PCW3810 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

このゼミでは、様々な哲学者の原文を読み進めることによって、現代哲学史におけるいくつかの視点から、「身体」を考えます。 

この授業の目的は、１）哲学的な原文を読んで、その意味や本書で言及されている諸概念が持つ意味を理解すること、２）各哲学

者の議論を比較すること、３）原文の文脈を理解すること、４）議論を通じて、取り扱う原文が現代において持つ意味について検討

することです。 

 

In this seminar we will consider the ‘body’ from several perspectives in the history of contemporary philosophy, thorough 

reading by various philosophers.  

The goals of the class are: 1) to read and understand a philosophical text, 2) to compare the arguments of the various authors, 

3) to contextualize the texts, 4) to discuss if and how the texts are still relevant today.  

 

授業の内容（Course Contents） 

この演習では、現代哲学史におけるいくつかの視点から「身体」を考えます。 

我々は身体があることは第一次で、それ自体は問題ではない。難しいのは、身体の意味を説明することです。身体とは何か。身

体化とは何か？本セミナーではこの様な問いを考えます。 

現象学における身体をはじめ、政治哲学における「従順」や社会的に構築された身体、また、テクノロジーの発展と絡み合った議

論（ポスト・トランスヒューマン、VR と身体の関係性）などについての理解を身につけます。哲学的議論を社会的、政治的、日常的

な問題と結びつけて理解する力を身につけます。 

本講義では、一部の読み物について英語原版を使用する予定。 

授業の前半はテクストの要約によって、理解を確認します。後半は皆のコメントペーパーをもとに、参加者の間でディスカッション

を中心に進めます。哲学的な概念を理解し、問いを立てるための基礎的なトレーニングも実践します。  

（報告を求めますが、方法については最初のガイダンスの際に説明します） 

 

In this seminar, we will consider the ‘body’ from several perspectives in the history of contemporary philosophy. The fact that I 

have a body is primary. We have a body; this is not an issue. The difficulty is to explain what it means. What is a body? What is 

to be embodied? This seminar will consider such questions. 

Students will acquire an understanding of the body in phenomenology, the ‘docile body, ‘and the socially constructed body in 

political philosophy. We will also approach the debates intertwined with technology development (post and trans-transhumanism, 

the relation between body and VR).  Students will learn to understand philosophical debates relating them to social, political, 

and everyday issues. 

Some readings will be in the original English. 

The first half of the class will be focused on the summary of the text and its understanding—the second half will focus on the 

discussion based on the reaction papers submitted by the students. The class will also provide basic training for understanding 

philosophical concepts and formulating questions.  

(Everyone should also give a presentation. According to the number of participants, I will explain how to do it during the first 

guidance session). 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. ガイダンス（授業の進め方、発表とレジュメの作り方、ディスカッションの方法など）報告への練習① 問いを立てましょう 

2. エトムント・フッサール『純粋現象学、及び現象学的哲学のための考案（イデーン）』からの読書、みんなでディスカッションす

る。 

3. モーリス・メルロー＝ポンティ『知覚の現象学 』からの読書、みんなでディスカッションする。 

4. ミシェル・フーコー『監獄の誕生』、『知への意志 性の歴史 1』からの読書、みんなでディスカッションする。 

5. ジュディス・バトラー『アセンブリ――行為遂行性・複数性・政治』からの読書、みんなでディスカッションする。 

6. ダナ・ハラウェイにおける身体の読書、みんなでディスカッションする。 

7. Kathrine Hayles "How we Became Posthuman"からの読書、みんなでディスカッションする。 

8. 論文集 ”Cyberspace, Cyberbody, Cyberpunk”からの読書、みんなでディスカッションする。 
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9. Francesca Ferrando "The Body”、みんなでディスカッションする。 

10. VR と身体についての読書、みんなでディスカッションする。 

11. 報告と議論 

12. 報告と議論 

13. 報告と議論 

14. 報告と議論 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

予習：参加者は全員、事前に次回のテクストを読んでコメントペーパーを作成してください（コメントペーパーの提出は毎週の火曜

日の夜）。 

報告を求めますが、方法については最初のガイダンスの際に説明します。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

議論への参加度(30%)/課題提出(30%)/報告(40%) 

＊参加者数によって、計画は少し変わる可能性もあります。 

 

テキスト（Textbooks） 

初回の際、読書を配布します。 

 

参考文献（Readings） 

 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AU118 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

その他／演習 Ｆ１８ 

(Seminars F18) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
生命・環境倫理学入門 

担当者名 

（Instructor） 
山本 剛史(YAMAMOTO TAKASHI) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
PCW3810 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

・生命倫理学と環境倫理学に関する各自の関心の惹起 

・生命倫理学と環境倫理学に関する基本的なトピックや考え方の理解 

・生命倫理学と環境倫理学に関するテキストの探し方と読み方の習得 

 

・Stimulate individual interest in bioethics and environmental ethics 

・Understand basic topics and ideas in bioethics and environmental ethics 

・Learn how to find and read texts on bioethics and environmental ethics 

 

授業の内容（Course Contents） 

この演習では、生命倫理学と環境倫理学に関連するテキストを題材に、その内容に関する講師の説明および受講生の予習を踏

まえて討論を行う予定です。 

テキストはいわゆる狭義の哲学・思想書だけではありません。生命倫理や環境倫理は医療者や患者、あるいは環境保護や公害

反対に身を投じている人によって書かれたものにもあらわれています。また政府が発表している行政文書や国際規約への注目も

欠かせません。 

この演習を通して、思想と生活との関連を読み取って行動に生かすセンスが習得できたらしめたものです。 

 

In this exercise, we will discuss texts related to bioethics and environmental ethics, based on the instructor's explanation and 

students' preparatory studies of the contents. 

The texts are not only philosophy and thought books in the narrow sense. Bioethics and environmental ethics can be found in 

the writings of medical practitioners and patients, as well as those who are committed to environmental protection and 

opposition to pollution. It is also essential to pay attention to government documents and international conventions. 

Through this exercise, we hope to acquire the sense to read the relationship between thought and life and apply it to our 

actions. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 講義の具体的な進め方について＋生命倫理学成立史と障がい者の問題 その 1 

2. 生命倫理学成立史と障がい者の問題 その 2 

3. 尊厳死・緩和ケアとその背景 その 1 

4. 尊厳死・緩和ケアとその背景 その 2 

5. 脳死・臓器移植について その 1 

6. 脳死・臓器移植について その 2 

7. 人文社会系の環境学の基礎としての U.ベック『危険社会』 その 1 

8. 人文社会系の環境学の基礎としての U.ベック『危険社会』 その 2 

9. 環境正義論 フレチェット『環境正義』と「環境正義の原理」（1991 年採択）の内容を比較する 

10. リスク社会論から低線量被ばくの問題を考える その 1 

11. リスク社会論から低線量被ばくの問題を考える その 2 

12. 公害被害当事者の思想 その 1 

13. 公害被害当事者の思想 その 2 

14. 福島第一原発事故後の風土と生活  

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

各回の資料は PDF化して事前に配信するので、必ず読み込んできてください。 

また、議論を通して考えたことについて小レポートとして、適宜授業後に提出してもらいます。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

最終レポート(Final Report)(40%)/平常点（課題）(60%) 

授業全体の中で特に枢要なトピックについて、参考文献を複数読んだうえで最終レポートを書いて提出すること。また、平常点課



 - 1735 - 

題は全体の 3 分の 2 以上の提出を課す。平常点課題の提出数が足りない場合は不合格とする。 

 

テキスト（Textbooks） 

無し。こちらから様々な文章をその都度配信します。(CANVASの使用を予定） 

 

参考文献（Readings） 

1. 小林亜津子、2019、『看護のための生命倫理〔改訂三版〕』、ナカニシヤ出版 (ISBN:978-4779514050) 

2. 吉永明弘/寺本剛、2020、『環境倫理学』、昭和堂 (ISBN:978-4812219348) 

上記二冊は授業全体の入門として挙げておきます。哲学・思想としての生命倫理学と環境倫理学を理解するうえでも有益です。 

以下、授業で実際に抜粋することを構想中の書籍等を列挙します。 

Ｄ.ボンヘッファー『現代キリスト教倫理』/Ｅ.キューブラ―=ロス『死ぬ瞬間』/小松美彦『脳死・臓器移植の本当の話』/ニュルンベル

ク綱領/ヘルシンキ宣言/「臓器の移植に関する法律」と、その運用に関する指針（ガイドライン）/島薗進『原発と放射線被ばくの

科学と倫理』/Ｕ．ベック『危険社会』/K.S＝フレチェット『環境正義』／緒方正人『チッソは私であった』/菅野哲『＜全村避難＞を生

きる』/／吉澤正巳『原発一揆』／アルド・レオポルド『野生のうたが聞こえる』/オギュスタン・ベルク『地球と存在の哲学‐環境倫

理をこえて』/低線量ワーキンググループ報告書/パリ協定条文 

授業の進行と受講生の関心の傾向によってこれらから削除ないし追加があります。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

この授業は「入門」と銘打ちながら、2 分野の主要問題を網羅的に扱う授業ではありません。授業計画と参考文献に示されている

ように、扱うトピックには限りがあります。生命倫理学や環境倫理学の本質的な要素をいくつかの内容の濃いテキストから読み解

いていく授業です。 

また、特に予定通りすべて対面授業になった場合、テキストの各自の予習は不可欠です。 

予習と課題に取り組む労をいとわない学生の参加を望みます。 

 

注意事項（Notice） 
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■AU119 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

その他／演習 Ｆ１９ 

(Seminars F19) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
ジェンダーについて考える 

担当者名 

（Instructor） 
佐藤 香織(SATO KAORI) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
PCW3810 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

この授業では、哲学的議論を通じてフェミニズムおよびジェンダーについての議論の基本的な概念と基礎を学ぶ。  

 

This course introduces the basic concepts and foundations of feminism and gender issues through the philosophical arguments 

to students taking this course.  

 

授業の内容（Course Contents） 

本講義では、フェミニズムおよびジェンダーについての問題を学ぶために、身体経験および性のアイデンティティに関する思考を

検討していく。また、自ら思考し、論述する力を身につけていく。 

 

This course deals with the thoughts on physical experience and sexual identity  in order to learn feminism and gender issues. It 

also enhances the development of stuents' skill in logical thinking and academic writing.  

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 問題となるもの――性を区別する言葉と身体 

2. 20 世紀からのフェミニズムの流れを概観する――フランスの女性解放運動を中心に 

3. 20 世紀初頭における「女性と小説」――ウルフ『自分ひとりの部屋』を読む 

4. 「ジェンダー」とは何かを再考する――ボーヴォワール『第二の性』が目指したもの 

5. 倫理的価値づけと性差――ギリガン『もうひとつの声』が提起した問題 

6. 社会的慣習と性差――ブルデューによるハビトゥス概念 

7. 社会的振る舞いと性差――ヤング「女の子みたいな投げ方」を読む 

8. 家族と性――デルフィ『何が女性の主要な敵なのか』が提起した問題 

9. ホモ・ソーシャルな連帯性――「同性同士の絆」について考える 

10. 中間レポート講評 

11. 身体を通じて「私」は形作られる――メルロ＝ポンティの議論から 

12. 「男性」と「女性」の区別が揺らぐということ――メルロ＝ポンティの身体論とトランスジェンダー 

13. 「生みの親」と「親業」の分離可能性について――奥野修司『ねじれた絆』を読む 

14. 「名付け」について考える――ジュディス・バトラーのウィラ・キラー読解 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

板書ノートを良く読んで、授業内に提示された課題を復習する（１時間程度）。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

レポート試験(Report Exam)(60%)/毎回の課題(40%) 

 

テキスト（Textbooks） 

1. 稲原美苗・川崎唯史、2020、『フェミニスト現象学入門』、ナカニシヤ出版 (ISBN:978-4-7795-1426-5) 

毎回資料を配布する。 

 

参考文献（Readings） 

1. 中真生、2021、『生殖する人間の哲学』、勁草書房 (ISBN:978-4-326-15479-1) 

その他、授業中に適宜指示する。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AU120 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

その他／演習 Ｆ２０ 

(Seminars F20) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
本を作ろう 

担当者名 

（Instructor） 
郡司 典夫(GUNJI NORIO) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
PCW3810 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

本演習参加者は、本作りを実体験する。本作りのプロセスは、技術的な諸段階に分解でき、それらに習熟すれば、誰にでも本の

製作は可能である。ただし、読者に納得感や充足感を与える本を作るには、原稿内容の深い理解が欠かせない。本演習の前半

では、原稿への向き合い方を磨き、後半で、編集実務を実践する。原稿を読んで、出版の最終的なイメージを思い描けるようにな

ることが目標である。 

 

Participants will gain practical experience in book making. The process of making a book can be broken down into different 

technical stages, and anyone can produce a book if they are skilled in these steps. However, a thorough understanding of the 

content of the manuscript is essential to create a satisfying and fulfilling book for readers. In the first half of this semester you 

will refine your approach to the manuscript, and in the second half you will practice the editing process. Our goal is to be able 

to design the final image of the publication simply by reading the manuscript. 

 

授業の内容（Course Contents） 

さまざまなタイプの本・雑誌を取り上げ、そこで採用されている編集方法を吟味する。執筆者の意図はどこにあるのか、対象読者

は誰か、ふさわしい刊行形態はなにか、など編集に大きな違いが生じてくるポイントに意識を向けていく。また、書籍と雑誌の製

作・編集プロセスは異なっており、その両方について学び、実践する。 

 

We will look at different types of books and magazines, and then examine the editorial methods used. We will be aware of where 

editing can make a big difference, such as where the author's intentions lie, who the target audience is and what the appropriate 

publication format is. We will also learn and practice book and magazine publishing, which have different production processes. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. オリエンテーション――講師紹介および学生自己紹介。その後、本演習のプランを提示し、授業の進め方を示します。 

2. 原稿を分析する①――さまざまなタイプの原稿に触れ、その特徴・特色を検出します。  

3. 原稿を分析する②――さまざまなタイプの原稿に触れ、その特徴・特色を検出します。  

4. 原稿の中に潜り込む①――原稿を深く読む練習をします。 

5. 原稿の中に潜り込む②――原稿を深く読む練習をします。 

6. 原稿の中から生還する①――原稿と正しく対峙する練習をします。 

7. 原稿の中から生還する②――原稿と正しく対峙する練習をします。 

8. 編集実技①――原稿を印刷所に渡すための基礎知識を解説します。 

9. 編集実技②――原稿整理の手順・方法を説明します。 

10. 編集実技③――校正の仕方について説明します。 

11. 編集実技④――装丁・レイアウトの考え方を説明します。 

12. 編集実技⑤――印刷所に入稿する原稿を作ります。 

13. 編集実技⑥――宣伝文・帯文・販売戦略の考え方を説明します。 

14. 成果物の批評・講評を行い、全体をまとめます。 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

授業時間外の学習に関する指示は、必要に応じて別途指示する。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

授業で発表し、意見を述べる(70%)/最終成果物(30%) 

原則として 3 回以上欠席すると、単位取得不能とする。 

 

テキスト（Textbooks） 

なし 

 

参考文献（Readings） 
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その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AU121 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

その他／演習 Ｆ２１ 

(Seminars F21) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
韓国文学作品を読む 

担当者名 

（Instructor） 
金 智英(KIM JIYOUNG) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
PCW3810 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

韓国の代表的な文学作品を読むことで、現代韓国文学への理解を深める。 

主に現代詩や、今話題の小説（日本語訳）を扱う予定。 

 

By reading representative Korean literature, we can deepen our understanding of modern Korean literature. 

We will mainly deal with modern poetry and novels (Japanese translation) that are now popular. 

 

授業の内容（Course Contents） 

毎回、作品の要約と読みどころをまとめたプリントを配布し、それに基づいて授業を行う。今学期は、特に韓国現代詩と小説に焦

点を当てて、作品の背景となる歴史や事件などについて考える予定。韓国文学作品が中心になるが、各テーマに関する日本現

代詩や小説を積極的に紹介し、日韓比較文学研究についても理解を深める。 

 

Distributing a summary of the work and its features, the class will be conducted based on it. This semester, I will focus on 

modern Korean poetry and novels, and study the history and events behind the works. 

Although Korean literature will be the main, the class will also actively introduce modern Japanese poetry and novels on various 

subjects and deepen their understanding of the comparative literature research between Korea and Japan. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 授業方針の説明 

2. 韓国文学を読む：韓国現代詩（抵抗詩） 

3. 韓国文学を読む：韓国現代詩（愛について） 

4. 韓国文学を読む：韓国現代詩（家族について） 

5. 韓国文学を読む：韓国現代詩（自然について） 

6. 韓国文学を読む：韓国現代詩（喜怒哀楽①） 

7. 韓国文学を読む：韓国現代詩（喜怒哀楽②） 

8. 韓国文学を読む：韓国現代小説（1） 

9. 韓国文学を読む：韓国現代小説（2） 

10. 韓国文学を読む：韓国現代小説（3） 

11. 韓国文学を読む：韓国現代小説（4） 

12. 韓国現代小説：いま日本で話題の作品(1) 

13. 韓国現代小説：いま日本で話題の作品(2) 

14. まとめ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

毎週、事前に作品を精読するとともに、自分の感想や問題点を整理して授業に臨むこと。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

レポート試験(Report Exam)(60%)/出席・平常の参加度(40%) 

 

テキスト（Textbooks） 

プリントを配布します。 

 

参考文献（Readings） 

授業時に適宜紹介する。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 
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注意事項（Notice） 
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■AU122 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

その他／演習 Ｆ２２ 

(Seminars F22) 

担当者名 

（Instructor） 
大工原 正樹(DAIKUHARA MASAKI) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
PCW3810 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

劇映画の面白さとは何かということを、作る側の立場に立って具体的に考察する。 

 

Students will specifically consider the enjoyment of narrative films, taking the standpoint of creators. 

 

授業の内容（Course Contents） 

劇映画の面白さを語るとき，私たちは批評家のまねをして「演出」「脚本」といった言葉をよく使う。けれども，それらの言葉は具体

的に何を指しているのだろうか。 

この授業では，誰もが分かったつもりになっている「演出」や「脚本」について再考するため，作る側の立場からシナリオを読み，シ

ナリオと完成作品との違いから「演出」とは何かを探っていきたい。 

授業ではシナリオ分析を行うので，受講生は次の二つの作業を事前に行っておくこと。一つ目は，ドラマの構成を把握するために

段落分けをすること。二つ目は，そのシナリオの出発点の発想をシナリオライターの立場に立って推測すること。 

 

"When talking about the enjoyment of narrative films, we often use the words of critics, like "direction" and "screenplay." But 

to what do those words specifically point? 

In order to reconsider the "direction" and "screenplays" that everyone supposedly understands, this class will read scenarios 

from the viewpoint of creators, and will explore what "direction" means through the differences between the scenario and the 

finished work. 

As scenario analysis will be conducted in class, course takers should perform two tasks in advance. The first is to divide the 

drama into paragraphs to grasp its structure. The second is to guess the ideas for the starting point of the scenario from the 

standpoint of the scenario writer. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. アンケート、自己紹介、来週までの宿題の提示 

参考上映 

2. 授業スケジュールの説明 

参考上映 

3. 作品分析１ 

4. 作品分析１ 

映画の演出を考える１ 

5. 作品分析１ 

6. 作品分析２ 

7. 作品分析２ 

8. 作品分析３ 

9. 作品分析３ 

映画の演出を考える２ 

10. 作品分析４ 

11. 作品分析４ 

映画の演出を考える３ 

12. 作品分析５ 

13. 作品分析５ 

14. 授業のまとめ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

・期間内に 5 本の長編映画、3本の短編映画を採り上げる予定。その都度、分析レポートを宿題として提出してもらいます。（2000

字〜4000 字） 

・テキストとなるシナリオは少なくとも 3 回以上は読み、そのテキストと関連のある監督・脚本家などについては図書館で調べるこ

と。 

・期末レポートはこちらの指定する候補作（1950 年代〜70 年代の日本映画）から一本を選んでシナリオ分析を提出してもらいま

す。（4000 字以上） 
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成績評価方法・基準（Evaluation） 

最終レポート(Final Report)(30%)/授業への参加度(50%)/授業ごとに出される課題（分析レポート）の評価(20%) 

 

テキスト（Textbooks） 

なし 

 

参考文献（Readings） 

 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AU123 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

その他／演習 Ｆ２３ 

(Seminars F23) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
自ら哲学する力をつける 

担当者名 

（Instructor） 
相原 博(AIHARA HIROSHI) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
PCW3810 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

西洋の哲学の基本概念を身につけ、哲学がどのような問題に取り組むのかを理解する。啓蒙思想に注目して、哲学の歴史の流

れを理解する。日常生活のなかに隠された哲学的な問題を見出し、自ら考察できるようになる。 

 

Learn the basic concepts of western philosophy and understand what problems philosophy addresses. Focus on the 

Enlightenment and understand the history of philosophy. You will be able to discover and examine philosophical problems hidden 

in your daily life on your own. 

 

授業の内容（Course Contents） 

カントの論文『啓蒙とは何か』と『永遠平和のために』を熟読し、啓蒙思想や永遠平和について意見を交換する。前者は、一七八

三年にわかに話題となった「啓蒙とは何か」という問題について、後者は、一七九五年の「バーゼルの平和条約」に影響されて、

永遠平和の実現について、カントが自分の見解を示したものである。前者によれば、啓蒙は、人間が自分で考える勇気をもつこと

であり、また一八世紀の時代を指す歴史的な概念でもある。また後者は、当時の平和条約と同じ形式にしたがって、永遠平和を

実現するための予備条項と確定条項から構成されるが、さらに永遠平和を保証する自然の意図、永遠平和のための秘密条項、

最後には政治と道徳の対立にかんする考察を含んでいる。これら二つの論文をとおして、（ロシアによるウクライナ侵攻の現状も

考慮しつつ）カントの政治哲学や歴史哲学のアクチュアリティについて考えてみたい。授業の進め方について、毎回２名の報告者

にテキストの概要を説明してもらう。受講生の学びにつながる授業運営を心がけたい。 

 

Carefully read Kant’s essays "An answer to the question: What is enlightenment?" and "Toward perpetual peace", and 

exchange opinions on enlightenment and perpetual peace. In the former essay, Kant presented his views on the question of 

"what is enlightenment?" and in the latter essay, on the realization of perpetual peace. According to the former, enlightenment 

is man's having the courage to think for himself, and is also a historical concept referring to the eighteenth century. The latter, 

following the same form as the peace treaties of the time, consisted of preliminary and definitive articles for the realization of 

perpetual peace. The latter also contains considerations of nature's intention to guarantee perpetual peace, a secret article for 

perpetual peace, and finally the conflict between politics and morality. Through these two essays, we would like to consider the 

actuality of Kant's political and historical philosophies, while also considering the current state of Russia's invasion of Ukraine. 

Each time classes will consist of 2 students presenting a summary of the current text section. Care will be taken to ensure 

class management that is conducive to students’ learning. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. オリエンテーション：授業の進め方。テキストの説明。 

2. 報告と討議１（『啓蒙とは何か』について/啓蒙の定義/未成年の利点/未成年状態から抜けだせない理由/公衆の啓蒙） 

3. 報告と討議２（『啓蒙とは何か』について/理性の公的な利用と私的な利用/三つの実例/人間性に対する犯罪） 

4. 報告と討議３（『啓蒙とは何か』について/君主の役割/フリードリヒ大王の世紀/啓蒙の広がり/啓蒙の逆説） 

5. 報告と討議４（『永遠平和のために』について/留保条項/戦争原因の排除/国家を物件にすることの禁止/常備軍の廃止/

軍事国債の禁止/内政干渉の禁止/卑劣な敵対行為の禁止） 

6. 報告と討議５（『永遠平和のために』について/予備条項の性格の違い/自然状態の廃棄/共和的な体制の条件） 

7. 報告と討議６（『永遠平和のために』について/共和制と戦争/三つの体制/自然状態にある国家） 

8. 報告と討議７（『永遠平和のために』について/〈法・権利〉の根拠/平和連盟の役割/消極的な理念としての連合/歓待の権

利/世界市民法の可能性） 

9. 報告と討議８（『永遠平和のために』について/永遠平和の保証について/自然の配慮/氷と海と砂漠/戦争/戦争の意味） 

10. 報告と討議９（『永遠平和のために』について/自然の意図/天使の国と悪魔の国/世界王国/商業の役割/許される秘密条

項/法律家と哲学者） 

11. 報告と討議１０（『永遠平和のために』について/政治と道徳の「対立」/永遠平和が「不可能な」理由/道徳的な政治家とは/

実務的な法律家の過ち） 

12. 報告と討議１１（『永遠平和のために』について/三つの詭弁的な原則/政治と道徳の対立/理性の二つの原理/戦略問題と

政策問題/普遍的な意志の威力） 
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13. 報告と討議１２（『永遠平和のために』について/正義はなされよ…/悪の原理/神と人間の悪/政治と道徳の「対立」/公開性

/公法の成立の条件/国内法における公開性の原則の実例－革命） 

14. 報告と討議１３（『永遠平和のために』について/国際法における公開性の原則の実例－他国との約束、他国への攻撃、合

併/二重人格の二律背反/超大国への攻撃の二律背反/小国の併合の二律背反/世界市民法における公開性の実例/政

治の策略/政治の二枚舌/公法の超越論的な原理再論/永遠平和という課題）、まとめと振り返り。 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

『永遠平和のために/啓蒙とは何か 他３編』の指定箇所（文庫本で１０ページ程度）を読んでくること。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

最終レポート(Final Report)(30%)/テキスト読解報告(30%)/議論参加度(20%)/リアクションペーパー(20%) 

 

テキスト（Textbooks） 

1. カント、2006、『永遠平和のために/啓蒙とは何か 他３編』、光文社古典新訳文庫 (ISBN:4-33-475108-3) 

 

参考文献（Readings） 

1. 寺田俊郎、2019、『カント『永遠平和のために』を読み直す どうすれば戦争はなくなるのか』、現代書館 (ISBN:978-4-7684-

1016-5) 

2. 御子柴善之、2015、『自分で考える勇気 カント哲学入門』、岩波書店 (ISBN:978-4-0050-0798-1) 

3. 綱谷壮介、2018、『カントの政治哲学入門 政治における理念とは何か』、白澤社 (ISBN:978-4-7684-7969-8) 

4. 宇都宮芳明、2006、『カントの啓蒙精神 人類の啓蒙と永遠平和にむけて』、岩波書店 (ISBN:978-4-0002-2471-0) 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AU124 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

その他／演習 Ｆ２４ 

(Seminars F24) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
小説の語り 

担当者名 

（Instructor） 
滝口 悠生(TAKIGUCHI YUSHO) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
PCW3810 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

小説の読み方の幅と射程を広げること。そのうえで、受講者それぞれが小説の文章に対する自分なりの着眼点や批評性を見つ

け、作品の読みや、創作・研究につなげること。 

 

To develop the way of reading fiction. To find your perspective and criticism of the text. To use them to read, write, and 

research. 

 

授業の内容（Course Contents） 

 小説の文章は、どのようにはじまり、持続し、終わるのか。 

 視点や時制、人称など、いくつかの具体的なポイントをおさえながら、実際に文章を読み、書くことを通して、文章の発生源であ

るところの語り手、そして動力となるところの語り方について考えます。 

 受講者の発表と、発表を受けてのディスカッションを主としますが、具体的な小説作品などを取り上げての講義も適宜行いま

す。 

 発表については、教員が指定した作品について、担当箇所を割り当てて精読のうえ、着眼点や考察を示してもらいます。上記の

授業のテーマを念頭に、その作品の一文一文、一語一語についてできるかぎり丁寧に、時間をかけて読んだ成果を示してくださ

い。 

 

 また、実際に散文（小説ではない）を書いてみること、そしてそれを全員で読み合う作業を行います。具体的には教室を出て全

員で学校周辺を散策し、その記録を文章にしてもらうことなどを予定しています。同じ時間、同じ場所を歩いた経験が、複数の書

き手によって文章という形になる時、そこには自ずとそれぞれの「語り方」が、そしてそれぞれの「語り手」の有り様が現れるはず

です。 

 本授業の教員（滝口）は研究者ではなく実作者＝「書き手」なのですが、小説の語りについて考えることは、書くことと読むことの

両方から考えることが重要だと思っています。なので、創作に興味があるひと、批評や研究を主眼におくひと、いずれも歓迎しま

す。書くと読むが相互に作用し、せめぎ合うような議論、また、それをうながす受講者からの問題提起を期待します。 

 

How does the text of a novel begin, last, and end?  

In this course we will think about the narrator and who is the source of the sentence, and the way of narrative which produce 

text by actually reading and writing in class.  

 

Presentations and discussions by students are the main time. 

Lectures will be given as necessary. 

Workshop on walk and write be also held. It's an experiment on what records different narrators share at the same time and 

place. 

 

Students are required to read the given works carefully in the presentation. 

Anyone who wants to create, critique, or study literature is welcome. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. ガイダンス、アンケート 

2. 講義 

3. ワークショップ 

4. ワークショップの講評とディスカッション 

5. ワークショップの講評とディスカッション 

6. 学生による発表 

7. 学生による発表 

8. 学生による発表 

9. 学生による発表 

10. 学生による発表 
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11. 学生による発表 

12. 学生による発表 

13. 学生による発表 

14. 学生による発表 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

※教員や発表担当者の指示があった場合は、当該の作品や資料を読んで授業に臨むことを心がけてください。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

発表内容(35%)/提出物(35%)/授業内での発言、参加度など(30%) 

期末レポートは課さないが、ワークショップの課題や、発表の成果としての文章など提出課題はあるのでそのつもりでいてくださ

い。 

 

テキスト（Textbooks） 

授業内で決定、指示する。 

 

参考文献（Readings） 

授業内で決定、指示する。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

※授業予定は適宜変更もありえます。 

 

注意事項（Notice） 
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■AU125 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

その他／演習 Ｆ２５ 

(Seminars F25) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
「古典」との繋がり方を考える 

担当者名 

（Instructor） 
林 文孝(HAYASHI FUMITAKA) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
PCW3810 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

この授業の到達目標は以下のとおり。 

・現代人にとっての「古典」の意義について自分自身の視座を獲得する。 

・「古典」テクストの内容について、独自の着眼から分析できるようになる。 

 

The goals of this course are to 

・gain one's own perspective on the significance of the “classics” for modern people, 

・be able to analyze the contents of “classic” texts from an original perspective. 

 

授業の内容（Course Contents） 

「古典」の意義についての認識を若年層に広めるために企画された書物をガイド役としながら、実際の「古典」テクストと照らし合

わせてその試みの有効性を検証する。その作業を通じて、「古典」の意義やそれと現代人との繋がり方について考えを深めてい

く。 

最終的には受講者それぞれが一つの「古典」を選定し、その意義についての考察を論文形式で表現することを目指す。 

 

Using a book designed to spread awareness of the significance of the “classics” among young people as a guide, we will examine 

the effectiveness of this attempt by comparing it with actual “classic” texts. Through this process, the participants will deepen 

their ideas about the significance of the “classics” and how they are connected to people today. 

In the end, each student will select a “classic” and express his/her own reflection on its significance in the form of an essay. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. イントロダクション 

2. 総説、「古典」をめぐる問い 

3. 発表と議論（１）：『古事記』 

4. 発表と議論（２）：『論語』 

5. 発表と議論（３）：『老子』 

6. 発表と議論（４）：『真理のことば（ダンマパダ）』 

7. 発表と議論（５）：『ヒトーパデーシャ』 

8. 発表と議論（６）：『トーラー』（『旧約聖書』の最初の五書） 

9. 発表と議論（７）：『ゴルギアス』 

10. 発表と議論（８）：『方法序説』 

11. 発表と議論（９）：自由研究（１） 

12. 発表と議論（10）：自由研究（２） 

13. 発表と議論（11）：自由研究（３） 

14. 総括、論文作成相談 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

発表のための準備学習（発表担当者） 

各回で扱う教材についての予習（全員） 

宿題が課された場合は、その作成。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

発表(40%)/授業参加度（討論参加，提出物についてポイントを加算）(30%)/最終レポート(Final Report)(30%) 

各要素は必須とする。75％以上の出席がなければ単位修得できない。 

 

テキスト（Textbooks） 
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1. 小島毅編著、2018、『知の古典は誘惑する』、岩波書店 (ISBN:9784005008759) 

その他はコピーを配付する。 

 

参考文献（Readings） 

1. 逸身喜一郎ほか編、2016、『古典について、冷静に考えてみました』、岩波書店 (ISBN:9784000229500) 

2. 池田亀鑑、1991、『古典学入門』、岩波書店 (ISBN:9784003318412) 

3. 吉川幸次郎、2021、『古典について』、講談社 (ISBN:9784065231807) 

倉野憲司校注『古事記』岩波書店、1963 年、9784003000113 

蓮田善明訳『現代語訳 古事記』岩波書店、2013 年、9784006022266 

金谷治訳注『論語』岩波書店、1999 年、9784003320211 

蜂屋邦夫訳注『老子』岩波書店、2008 年、9784003320518 

中村元訳『ブッダの真理のことば 感興のことば』岩波書店、1978年、9784003330210 

ナーラーヤナ（金倉円照・北川秀則訳）『ヒトーパデーシャ』岩波書店、1968 年、9784003206119 

聖書協会共同訳『聖書 : 旧約聖書続編付き : 引照・注付き』、日本聖書協会、2018 年、9784820213420 

プラトン（加来彰俊訳）『ゴルギアス』岩波書店、1967 年、9784003360125 

デカルト（谷川多佳子訳）『方法序説』岩波書店、1997 年、9784003361313 

ほかは適宜紹介する。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

授業形態は基本的に発表とそれにもとづくクラス内での議論による。クラス状況に応じて発表の形態は適宜工夫する。 

宿題や最終レポートの提出に Canvas LMS を用いる。 

 

注意事項（Notice） 
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■AU126 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

その他／演習 Ｆ２６ 

(Seminars F26) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
現代日本文学 

担当者名 

（Instructor） 
酒井 信(SAKAI MAKOTO) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
PCW3810 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

現代日本の文芸作品が表象する社会と価値観の変化について思考し、日常生活の中で暗々裏に前提としている価値判断の条

件を問う。 

 

The purpose of this class is to think about the changes in society that contemporary Japanese novels represent. 

 

授業の内容（Course Contents） 

生活空間の均質化が進行する現代日本において、土地の固有性（再帰的に獲得されたものを含む）に着目し、訛りを帯びた言葉

や訛りを帯びた感情を掬い取ることで、小説の現実感を構築している現代小説の講読と批評（プレゼンテーション）を行う。履修学

生は指定する現代小説について、順番に発表とディスカッサントを担当し、各文芸作品が表象している（と考える）社会と価値観

の変化について、教員の説明を踏まえつつ、自己の関心に引き寄せて考察する。 

 

This seminar is a critical analysis of contemporary literature. Students will be in charge of presenting and discussing 

contemporary novels designated by lecturer, and will draw attention to their own interests and consider the changes in society 

represented by each novels. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. ガイダンス／発表・ディスカッサントの分担 

2. 桜木紫乃『ラブレス』（2011 年、北海道） 

3. 阿部和重『シンセミア』（2003 年、山形県） 

4. 柳美里『JR上野駅公園口』（2014 年、福島県） 

5. 宮部みゆき『火車』（1992 年、栃木県・東京） 

6. 中間まとめ／前田愛『都市空間のなかの文学』 

7. 辻村深月『鍵のない夢を見る』（2012 年、山梨県） 

8. 車谷長吉『赤目四十八瀧心中未遂』（1998 年、三重県・兵庫県） 

9. 有川浩『阪急電車』（2008 年、兵庫県） 

10. 吉田修一『悪人』（2007 年、長崎県・佐賀県・福岡県） 

11. 桐野夏生『メタボラ』（2007 年、沖縄県） 

12. 三浦しをん『風が強く吹いている』（2007 年、神奈川県・箱根町） 

13. 現代文学実習 

14. 期末まとめ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

『現代文学風土記』『メディア・リテラシーを高めるための文章演習』を読み、文章の表現力を身に着けること 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

最終レポート(Final Report)(30%)/授業内発表(30%)/小レポート(40%) 

 

テキスト（Textbooks） 

1. 酒井信、2019、『メディアリテラシーを高めるための文章演習』、左右社 (ISBN:978-4865282207) 

2. 酒井信、2022、『現代文学風土記』、西日本新聞社 (ISBN:978-4-8167-1001-8) 

 

参考文献（Readings） 

1. 前田愛、『都市空間のなかの文学』、ちくま学芸文庫 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

担当教員のページ https://makotsky.blogspot.com/ 

 



 - 1750 - 

注意事項（Notice） 
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■AU127 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

その他／演習 Ｆ２７ 

(Seminars F27) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
創作演習(文章表現) 

担当者名 

（Instructor） 
蜂飼 耳(HACHIKAI MIMI) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
PCW3810 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

言葉による表現について具体的に考え、また実作を通して理解を深める。 

 

Through reading the textsand writing their works,students will cultivate their thoughts about linguistic expressions and literature. 

 

授業の内容（Course Contents） 

日本語による文章(随筆、エッセイなど)を読み、作品の実作と批評をおこなう。(提出された作品は、印刷して配布し、履修者全員

で読む。)また、ディスカッションを通して各自の考えを深める。 

 

Students will read essays written in Japanese mainly and write their works and critics.Their works submitted will be read in 

class.Through discussions, students will deepen their understanding of linguistic expressions and literature. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. はじめに(ガイダンスなど)。 

2. 随筆を読む(資料は配布する)。【文章作品の提出】 

3. 提出された作品の発表と講評１ 

4. 提出された作品の発表と講評２ 

5. 提出された作品の発表と講評３ 

6. 提出された作品の発表と講評４。【文章作品の提出】 

7. 提出された作品の発表と講評１ 

8. 提出された作品の発表と講評２ 

9. 提出された作品の発表と講評３ 

10. 提出された作品の発表と講評４。【文章作品の提出】 

11. 提出された作品の発表と講評１ 

12. 提出された作品の発表と講評２ 

13. 提出された作品の発表と講評３ 

14. 提出された作品の発表と講評４、まとめ。【最終レポートの提出】 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

課題として提出する作品を授業時間外に執筆する必要がある。その他、授業前や授業後などに読んでおくべき資料や書籍があ

る場合は、必要に応じて指示する。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

最終レポート(Final Report)(20%)/出席と授業への参加度(40%)/授業の課題としての作品や提出物(40%) 

 

テキスト（Textbooks） 

資料は必要に応じて配布する。 

 

参考文献（Readings） 

参考文献は必要に応じて指示する。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AU128 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

その他／演習 Ｆ２８ 

(Seminars F28) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
ニーチェ『悲劇の誕生』を読む 

担当者名 

（Instructor） 
梅田 孝太(UMEDA KOTA) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
PCW3810 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

この授業の目標は、第一に、ニーチェ哲学についての基礎的な知識と思想史的な位置づけを学ぶことによって、哲学史に対する

理解を深めることにあります。第二に、ニーチェの『悲劇の誕生』の精読を通じて難解な文献を読み解く力を養うこと、そして第三

に、哲学的な問題について対話する力を身につけることを目指します。 

 

The goal of this class is, first, to deepen students' understanding of the history of philosophy by learning basic knowledge about 

Nietzsche's philosophy and its role in the history of philosophy. Second, through a close reading of Nietzsche's "The Birth of 

Tragedy," the course aims to develop students' ability to read and understand difficult literature, and third, to develop students' 

ability to discuss philosophical issues. 

 

授業の内容（Course Contents） 

本演習ではニーチェの『悲劇の誕生』を日本語で読みます。この著作は、ニーチェの哲学者としての出発点となった最初期の著作

です。その精読を通じて、ニーチェ哲学の根本問題について理解することをねらいとします。受講生はニーチェ哲学についてあら

かじめ詳しく知っている必要はありませんが、能動的に学びを深めながら精読していくこと、知らないことばが出てくるたびに図書

館やインターネットで自分で調べることが求められます。なお、学期を通じて一回以上のレジュメ担当があります。 

 

In this course, we will read Nietzsche's "The Birth of Tragedy" in Japanese. This work is Nietzsche's earliest work and his 

starting point as a philosopher. Through a close reading of the book, students will gain an understanding of the fundamental 

issues of Nietzsche's philosophy. Students are not required to know much about Nietzsche's philosophy beforehand, but they 

are expected to actively deepen their knowledge through close reading of the book, i.e., to do their own research in the library 

or on the Internet if they feel their knowledge is insufficient. In addition, students will be assigned one or more presentations 

throughout the semester. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. オリエンテーション（ニーチェ哲学の全体像および『悲劇の誕生』という著作の概要についてレクチャーし、今後の授業の進

め方について話し合う。以下の進度はおおよその目安とする） 

2. 『悲劇の誕生』を読む（1）「1. アポロ的夢幻とディオニュソス的陶酔」 

3. 『悲劇の誕生』を読む（2）「2. ディオニュソス的ギリシア人」 

4. 『悲劇の誕生』を読む（3）「3. アポロ的文化の基底」以下 

5. 『悲劇の誕生』を読む（4）「5. 抒情詩人の解釈」以下 

6. 『悲劇の誕生』を読む（5）「7. 悲劇合唱団の起源」以下 

7. 『悲劇の誕生』を読む（6）「9. ソフォクレスとアイスキュロス」以下 

8. 『悲劇の誕生』を読む（7）「11. 悲劇の死とエウリピデス」以下 

9. 『悲劇の誕生』を読む（8）「13. ソクラテスの主知的傾向」以下 

10. 『悲劇の誕生』を読む（9）「15. 理論的人間と悲劇的認識」以下 

11. 『悲劇の誕生』を読む（10）「17. 理論的世界観の芸術的現象」以下 

12. 『悲劇の誕生』を読む（11）「19. 楽天主義的オペラ文化と悲劇の再生」以下 

13. 『悲劇の誕生』を読む（12）「21. ワーグナーの楽劇」以下 

14. 総括 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

受講生は各回の読解箇所をあらかじめ読んで、疑問点・納得した点・反論したい点をメモしてきてください。各回の担当者は、担

当箇所についてまとめたレジュメを予め作成すること。充実した楽しい議論をするために、レジュメは①必ず A4 版 2 枚におさめる

こと。要約（ ①内容の客観的な要約、②難しい用語についてのリサーチ結果）、コメント（各自の問題意識に沿った考察、意見、

疑問点）をまとめること。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 
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最終レポート(Final Report)(40%)/発表と議論・質疑応答への参加度、リアクションペーパー(60%) 

受講生には積極的な議論参加を求めます。また、授業回数のうち 3 分の 2 を出席しなければ単位評価の対象にしません。 

 

テキスト（Textbooks） 

1. ニーチェ、1966、『悲劇の誕生』、岩波文庫 (ISBN:4003363914) 

 

参考文献（Readings） 

1. 伊藤邦武; 納富信留ほか、2020、『世界哲学史７ 近代 II 自由と歴史的発展』、ちくま新書 (ISBN:9784480072979) 

2. 梅田孝太、2022、『ショーペンハウアー 欲望にまみれた世界を生き抜く』、講談社現代新書 (ISBN:9784065296028) 

3. 梅田孝太、2021、『ニーチェ 外なき内を生きる思想』、法政大学出版局 (ISBN:9784588151170) 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AU221 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AU221／文芸・思想文献講読 １ 

(Preliminary Reading in Philosophy and Creative Writing 1) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
スペイン語文献を読解する 

担当者名 

（Instructor） 
林 みどり(HAYASHI MIDORI) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
PCW2810 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

スペイン語の文献読解力をつける。 

 

This course aims to help students improve their reading skills in Spanish. 

 

授業の内容（Course Contents） 

スペイン語の文献読解量をスピーディーにあげていくことをつうじて、スペイン語の読解力を身につける。受講生のレベルに応じ

て読解文献の難易度を設定していくが、初級スペイン語修了者以上を対象とする。 

テキストは初回時に受講生と相談のうえで決定する。 

 

This course aims for students to improve the ability to read and translate Spanish articles into Japanese. Students must have 

finished the beginners level of Spanish. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 全体説明、文献資料配付 

2. 第１課 

3. 第２課 

4. 第３課 

5. 第４課 

6. 第５課 

7. 第６課 

8. 第７課 

9. 第８課 

10. 第９課 

11. 第 10 課 

12. 第 11 課 

13. 第 12 課 

14. 第 13 課 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

毎回、１課分の予習は必ず終えていること。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

毎回の授業準備度(100%) 

25%以上の欠席は履修の意志なきものとみなす。大幅な遅刻は欠席とみなす 

 

テキスト（Textbooks） 

コピーを配布する。 

 

参考文献（Readings） 

 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AU224 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AU224／文芸・思想文献講読 ４ 

(Preliminary Reading in Philosophy and Creative Writing 4) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
ロシア文学の名作をロシア語で味わう 

担当者名 

（Instructor） 
毛利 公美(MORI KUMI) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
PCW2810 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

ロシア語の基本文法を確認しながらロシア文学の名作をロシア語で読み、内容や特徴を理解する。辞書を引きながらまとまった

小説の一節を読み解けるようになることを目指す。 

 

Students will read masterpieces of Russian literature in Russian while confirming basic Russian grammar and understanding 

their contents and characteristics. The goal is to be able to read and understand a coherent passage of a novel while consulting 

a dictionary. 

 

授業の内容（Course Contents） 

語彙説明付きの簡単なテクストの読解から始め、受講者のレベルや関心に応じて調整しながら、さまざまなロシア文学のテクスト

を味わう。また、ロシアの文学や社会に対する知識を深めるため、扱う作品の文化的背景や作者についての基本的な情報につ

いて、受講者に分担して報告してもらう。 

 

Beginning with a simple reading of texts with vocabulary explanations, students will be exposed to a variety of Russian literary 

texts, adjusting their reading level and interests accordingly. In order to deepen their knowledge of Russian literature and 

society, students will be asked to share basic information about the cultural background and authorship of the works they will 

cover. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. ガイダンス（授業の進め方についての説明、テクストの選定、関連動画の視聴など） 

2. ロシア語テクストの精読 

3. ロシア語テクストの精読 

4. ロシア語テクストの精読 

5. ロシア語テクストの精読 

6. ロシア語テクストの精読 

7. ロシア語テクストの精読 

8. ロシア語テクストの精読 

9. ロシア語テクストの精読 

10. ロシア語テクストの精読 

11. ロシア語テクストの精読 

12. ロシア語テクストの精読 

13. ロシア語テクストの精読 

14. まとめ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

丁寧に辞書をひいて予習を必ずしてきてください。単語の意味だけでなく、変化形やアクセントもきちんと調べること。復習として

は、読んだテクストの朗読を聞いて音読練習をすることを期待します。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

最終テスト(Final Test)(20%)/授業準備(40%)/授業中の出来具合(40%) 

 

テキスト（Textbooks） 

講読するテクストはプリントで配布し、文法書や背景知識などの参考文献は授業中に指示します。 

 

参考文献（Readings） 

 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 
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注意事項（Notice） 
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■AU301 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AU301／文学講義 ４０１ 

(Lectures on Literature 401) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
文明批評論１ 

担当者名 

（Instructor） 
菅野 聡美(KANNO SATOMI) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
PCW2600 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

文学と政治・社会との関わりを学ぶことを通じて、主体的かつ批判的な思考を身につける。  

 

Through learning about the connection between literature and politics/society, develop independent and critical thinking.  

 

授業の内容（Course Contents） 

文学と国家・権力との関係、文学に対する弾圧・規制、言論出版の自由や表現の自由について、近現代の日本文学を中心に考

察する。テーマは文学だが、政治制度や法律等への言及が非常に多くなる。 

 

Centering on modern Japanese literature, we will study the relationship between literature and the state/authority; 

oppression/regulation of literature; and freedom of speech, press and expression. Although the class theme is literature, 

references to political systems and laws become highly numerous. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 授業ガイダンス  

第 1 回レポート課題提示 

2. 政治・国家・権力 

3. 文学と政治       

第 1 回レポート提出日 

4. 文学に対する規制１（江戸編）  

5. 文学に対する規制２（戦前編）  

第 1 回レポートに対する講評・書き方指導 

6. 文学に対する規制３（占領期編） 

7. 文学に対する規制４（戦後編） 

8. 文学と司法１    

中間レポート提出日 

9. 文学と司法２     

中間レポートに対する講評・書き方指導 

10. 文学と司法３ 

11. 表現の規制１ 「禁止」される表現 

12. 表現の規制２ 自粛・自己規制 

13. 講義全体のまとめ   

テストに向けてのアドバイス 

14. 最終テスト 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

2 回のレポート提出があり、未提出者には最終テスト受験を認めない。第２回のレポート提出日は日程がずれる可能性もある。第

１回目のレポートは参考文献欄にあるテキスト３点を読んで書くものなので、あらかじめ準備しておくとよい。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

最終テスト(Final Test)(40%)/第一回レポート(30%)/中間レポート(30%) 

第 1 回レポートと中間レポート未提出者には最終テスト受験を認めない。 

 

テキスト（Textbooks） 

テキストは使用しない。授業で言及する文献については授業内で紹介する。 

 

参考文献（Readings） 

1. 森鴎外、『ヰタセクスアリス』 
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2. 永井荷風、『歓楽』 

3. 江戸川乱歩、『芋虫』 

作品の出版社は問わない。その他の参考文献は授業時に紹介する。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

筆記テストは、持ち込み不可で長文を書かせる。日本語として読むに堪える文章が書けることを受講者に要請する。出席は成績

評価に加えないが、授業に出席しないで書けるような容易なテスト問題は作成しないので、そのつもりで。 

 

注意事項（Notice） 
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■AU302 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AU302／文学講義 ４０２ 

(Lectures on Literature 402) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
文明批評論２ 

担当者名 

（Instructor） 
荏開津 広(EGAITSU HIROSHI) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
PCW2600 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

21 世紀、グローバルに私たちの住む世界を覆うカルチャーの大きな流れの一つは、1970 年代のニューヨークをルーツに持つヒッ

プホップから発展したものである。他人の音楽をプレイする DJ、歌ではなくリズミカルなお喋りのラップなど、短命な若者向けの流

行だと思われていたヒップホップがいかなる政治的、経済的、文化的利害と結びついていたのか、なぜローカルな文化と経験を

超えたのか。この授業では、音楽、映像、文学のみならず、ファッション、デザイン、アートとその領域を拡げていくストリートの内と

外での文化表現の特性を学び理解を深めていきたい。   

 

In the 21st century, one of the major cultural trends covering the global world we live in developed from hip hop that started in 

New York in the 1970s. What political, economic, and cultural interests were associated with hip hop, which was thought to be a 

short-lived trend for young people, with its DJs who play other people's music and rappers who do not sing but rap rhythmically, 

and why did this culture go beyond its local culture and experience? In this course, we would like students to learn and deepen 

their understanding not only of music, videos, and literature, but also fashion, design, art and the characteristics of cultural 

expression on the inside and outside of the street that expand the area.   

 

授業の内容（Course Contents） 

授業の概要：紋切り型で形容されがちなヒップホップという文化が、実際にはどのような政治的／社会的／技術的な条件や、送り

手と受け手の関係のありようのなかで生まれていき、享受・消費されているかを探り、理解するようにつとめる。特にラップと DJ

が、その関連のなかでのストリート・アート／グラフィティ、（ストリート）ファッションをその題材としてとりあげる。使用するテキスト

は英語のものもあり、義務教育程度の英語の力を要する。   

 

Outline of course: We will try to explore and understand from what political, social, and technical conditions and relationships 

between sender and receiver the culture of hip-hop, which tends to be stereotyped, was born and is enjoyed and consumed. In 

particular, we will take up rappers and DJs, in particular, and related street art/graffiti and (street) fashion as our subject 

matter. Some of the texts used will be in English, and students will require English skills up to compulsory education level.   

 

授業計画（Course Schedule） 

1. イントロダクション 

2. ヒップホップとは何か？ 

3. 原風景を探す 1 

4. 原風景を探す 2 

5. 原風景を探す 3 

6. グラフィティは美術か？ 1 

7. グラフィティは美術か？ 2 

8. グラフィティは美術か？ 3 

9. DJ とラップ 1 

10. DJ とラップ 2 

11. DJ とラップ 3 

12. ダンスの歴史 1 

13. ダンスの歴史 2 

14. 総合芸術としてのヒップホップ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

資料の読み込み 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

レポート試験(Report Exam)(80%)/中間レポート(20%) 

 

テキスト（Textbooks） 
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なし 

 

参考文献（Readings） 

 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 

 

 

  



 - 1761 - 

■AU303 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AU303／文学講義 ４０３ 

(Lectures on Literature 403) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
文芸評論１ 

担当者名 

（Instructor） 
酒井 信(SAKAI MAKOTO) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
PCW2300 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

各回の講義のテーマを通して、現代の文芸評論と関連するメディア表現が表象する社会と価値観の変化について思考し、日常生

活の中で暗々裏に前提としている価値判断の条件を問う。 

 

The purpose of this class is to think about the changes in society that contemporary Japanese novels represent. 

 

授業の内容（Course Contents） 

文芸評論について、文学作品への批評だけではなく、ドキュメンタリーや映像化作品についての批評を参照しながら、現代社会

の総体と向き合う表現として考察する。また文芸評論を可能にしている現代日本の出版メディアの構造と諸問題についても講じ

る。 

 

I will consider literary criticism as an expression that confronts the whole of modern society, referring not only to criticism of 

literature, but also to criticism of documentaries and filmed works. It also discusses the structure and problems of 

contemporary Japanese publishing media that make literary criticism possible. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. ガイダンス 

2. 風土と現代文学 

3. 文芸評論の書き方 

4. ジャーナリズムと文芸評論の理論 

5. 昭和の文芸評論 

6. 文芸評論とニュース価値、メディアリテラシー 

7. 映画と評論 夜と霧 

8. 新聞・出版産業の構造 

9. 星新一とメディア表現 

10. 松本清張とメディア表現 

11. 日本のドキュメンタリーと評論 

12. 現代日本文化論 

13. 観光と歴史評論 

14. 期末まとめ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

『現代文学風土記』『メディアリテラシーを高めるための文章演習』を読み、文章の理解力と表現力を身に着けること 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

最終レポート(Final Report)(30%)/授業への能動的な参加(50%)/中間レポート(20%) 

 

テキスト（Textbooks） 

1. 酒井信、2019、『メディアリテラシーを高めるための文章演習』、左右社 (ISBN:978-4865282207) 

2. 酒井信、2022、『現代文学風土記』、西日本新聞社 (ISBN:978-4-8167-1001-8) 

 

参考文献（Readings） 

1. 前田愛、『都市空間のなかの文学』、ちくま学芸文庫 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

担当教員のページ https://makotsky.blogspot.com/ 
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注意事項（Notice） 
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■AU304 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AU304／文学講義 ４０４ 

(Lectures on Literature 404) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
文芸評論２ 

担当者名 

（Instructor） 
王寺 賢太(OHJI KENTA) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
PCW2300 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

ルソーの『言語起源論』読解 

 

Lectures on Rousseau's "On the Origin of Language" 

 

授業の内容（Course Contents） 

 言語の起源について問うとき、ひとはただちに突破しようのないように見える悪循環に陥ります。言語が生まれるにはコミュニケ

ーションがなければならないが、コミュニケーションは言語なしには考えられない。あるいは考えられたとしても、言語を作り出すた

めに必要な知性は、言語的なコミュニケーションなしには発達できない。『言語起源論』は、ルソーがこの言語の起源の謎に立ち

向かった書物です。 

 本講義では、ルソーの『言語起源論』をテキストに、この本を通読しながら、ルソーが言語の起源を通じてぶつかったさまざまな

問題についてともに考えてみたいと思います。『言語起源論』は 20 世紀には特に、ジャック･デリダの『グラマトロジーについて』が

とりあげて脚光を浴びた書物なので、折に触れてデリダのルソー解釈についても話をする機会があると思います。 

 

When one asks about the origin of language, one immediately falls into a seemingly insurmountable vicious circle. There must be 

communication for language to be born, but communication is unthinkable without language. If it's possible, the intelligence 

necessary to produce language cannot develop without verbal communication. "On the Origin of Language" is Rousseau's book 

in which he confronts this mystery of the origin of language. 

In this lecture, I would like to read through Rousseau's "On the Origin of Language", and to think about the various problems 

that Rousseau encountered in this text. "On the Origin of Language" is a book that retained an acute attention in the 20th 

century, especially since Jacques Derrida's "On Grammatology" ;  I'll certainly refer to Derrida's interpretation occasionally. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 言語の起源という問題：『人間不平等起源論』より 

2. 『言語起源論』第一章「われわれの考えを伝えるためのさまざまな方法について」 

3. 『言語起源論』第二章「言葉の最初の発明は欲求に由来するのではなく、情念に由来するということ」・ 

4. 『言語起源論』第三章「最初の言語は比喩的なものだったに違いないこと」 

5. 『言語起源論』第四章「最初の言語の特徴的性質、およびその言語がこうむったはずの変化について」 

6. 『言語起源論』第五章「文字表記について」 

7. 『言語起源論』第六章「ホメロスが文字を書けた可能性が高いかどうか」 

8. 『言語起源論』第七章「近代の韻律法について」 

9. 『言語起源論』第八章「諸言語の起源における一般的および地域的差異』、第九章「南方の諸言語の形成」 

10. 『言語起源論』第十章「北方の諸言語の形成」、第一一章「この差異についての考察」 

11. 『言語起源論』第一二章「音楽の起源」、第一三章「旋律について」、第一四章「和声について」、 

12. 『言語起源論』第一五章「われわれのもっとも強烈な感覚はしばしば精神的な印象によって作用すると言うこと」、第一六章

「色と音の誤った類似性」、第一七章「みずからの芸術にとって有害な音楽家たちの誤り」 

13. 『言語起源論』第一八章「ギリシア人たちの音楽大系はわれわれのものとは無縁であったこと」、第一九章「どのようにして

音楽は退廃したか」 

14. 『言語起源論』第二〇章「言語と政体の関係」ーまとめ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

授業前に必ず該当の章を読んできておいて下さい。私から受講生に質問しながら授業を進めます。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

出席および授業参加度(60%)/最終レポート(Final Report)(40%) 

 

テキスト（Textbooks） 

1. ルソー、2016、『言語起源論ー旋律と音楽的模倣について」、岩波書店 (ISBN:978-4-00-336237-2) 
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参考文献（Readings） 

1. デリダ、ジャック、1972、『根源の彼方にーグラマトロジーについて」、現代思潮社 (ISBN:978-4-329-00029-3) 

参考書、特に該当するのは第二巻ですが、関心のある学生のみ覗いてくれれば、それでかまいません。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AU305 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AU305／文学講義 ４０５ 

(Lectures on Literature 405) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
文化翻訳論１ 

担当者名 

（Instructor） 
林 みどり(HAYASHI MIDORI) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
PCW2800 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

アメリカスはどのように「発明」されたか 

 

How the Americas were "invented" 

 

授業の内容（Course Contents） 

コロンブスをはじめとするアメリカ大陸の初期征服者らのテクストを手がかりに、西洋世界による非西洋世界の「他者」表象の系

譜を明らかにする。「引用のネットワーク」や「テクスト的態度」、「オリエンタリズム」等の概念装置を用いて、古代ギリシアから近

代までの様々なテクストを分析する。 

 

Using the texts of the early conquerors of the Americas, including Columbus, we will focus on the genealogy of the 

representation of the non-Western Other by the Western colonial discourses. Using conceptual devices such as "citation 

networks" and "textual attitudes", we will analyze various representative texts from Greek classics to modern times. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. コロンブス航海日誌に記された「謎」 

2. 航海日誌とその周辺１──「1492 年」が意味するもの 

3. 航海日誌とその周辺２──「驚き」や「発見」はあらかじめ予定されていた？ 

4. なぜ「オリエント」なのか──中世の大ベストセラー「ヨハネス書簡」（プレスター・ジョン伝説）の射程 

5. どのように「オリエント」なのか──ネストリウス派の「記憶」と抑圧されたものの回帰 

6. コロンブスの蔵書１──「イル・ミリオーネ」マルコ・ポーロ 

7. コロンブスの蔵書２──「稀代の騎士」ジョン・マンデヴィル 

8. グローバル化する「怪物」──無頭人、犬頭人、アマゾネスを探して 

9. テクストの「快楽」を読む──なぜテクストは魅了するのか 

10. 言語行為と占有──法の暴力 

11. フマニタスとアントロポス──バリャドリード論争とその周辺 

12. ユートピア社会構想の夢（南）──地上の楽園、アトランティス、ユートピア 

13. 国民神話の夢（北）──ポカホンタス伝説が抑圧するもの 

14. 最終テスト 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

ほぼ毎回、授業中に「小問題」を出します。「小問題」は採点対象にすると同時にフィードバックに用います。授業のいずれかの段

階でレポートを課します。レポートは Master of Writingに沿った形式であることを前提とします。授業の最終回には授業内テスト

を行います。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

小問題(30%)/レポート(40%)/最終テスト(Final Test)(30%) 

 

テキスト（Textbooks） 

なし 

 

参考文献（Readings） 

1. 西谷修、2016、『アメリカ：異形の制度空間』、講談社 

2. ピーター・ヒューム、1995、『征服の修辞学──ヨーロッパとカリブ海先住民 1492-1797 年』、法政大学出版局 

3. 増田義郎、1989、『新世界のユートピア──スペイン・ルネサンスの明暗』、中公文庫 

4. 彌永信美、1987、『幻想の東洋──オリエンタリズムの系譜』、青土社 
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5. スティーヴン・グリーンブラット、1994、『驚異と占有──新世界の驚き』、みすず書房 

6. ツヴェタン・トドロフ、1986、『他者の記号学──アメリカ大陸の征服』、法政大学出版局 

7. エドワード・W・サイード、1993、『オリエンタリズム』、平凡社 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AU306 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AU306／文学講義 ４０６ 

(Lectures on Literature 406) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
文化翻訳論２ 

担当者名 

（Instructor） 
三吉 美加(MIYOSHI MIKA) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
PCW2800 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

米国の黒人・ラティーノ・カリブ系集団に関する歴史的社会的考察と文化表象 

 

The Cultural Representationｓ of African American, Latino and Caribbean groups in the USA 

 

授業の内容（Course Contents） 

本授業では、米国のアフリカ系アメリカ人、ラティーノ、カリブ系のコミュニティを検討し、彼/女らの文化表象を歴史、社会、文化と

の関係性からみていく。また、人種、エスニシティ、ジェンダー、セクシャリティなどの視点から各集団を多角的に考察する。文化表

象は音楽、ダンス、アート、ファッションなどを含む。 

 

In this lesson we will consider the communities of African American, Latino and Caribbean peoples in the U.S. and look at their 

cultural representations through the relationships between history, society and culture. Also, we will examine each group from 

several perspectives, including the viewpoints of race, ethnicity, gender, sexuality, etc. Cultural representations include music, 

dance, art, fashion, etc. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 米国とカリブ海社会の概要 １ 

2. 米国とカリブ海社会の概要 ２ 

3. 生活経験とリズム、ことば、ポエトリー 

4. アフリカ系アメリカ人のコミュニティ：黒人らしさとは？ 

5. JAZZから Soul Music まで １ 

6. JAZZから Soul Music まで ２ 

7. メキシコ系コミュニティ１ 

8. メキシコ系コミュニティ２ 

9. プエルトリコ系コミュニティ 

10. ニューヨーク市のプエルトリコ系とドミニカ系 

11. マイアミのキューバ系コミュニティ 

12. ニューヨークのドミニカ系コミュニティ 

13. ヒップホップとレゲトン 

14. まとめ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

授業時に指示する。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

筆記試験(Written Exam)(70%)/小テスト(15%)/授業内発言など積極的態度(10%)/リアクションペーパー(5%) 

 

テキスト（Textbooks） 

1. 三吉美加、2014、『米国のラティーノ』、大学教育出版 

毎回、プリントを配布。 

 

参考文献（Readings） 

1. 国本伊代編、2017、『カリブ海世界を知るための 70 章』、明石書店 

2. 国本伊代編、2013、『ドミニカ共和国を知るための 60 章』、明石書店 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 
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注意事項（Notice） 
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■AU307 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

抽選登録／文学講義 ４０７ 

(Lectures on Literature 407) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
マンガ／アニメ表現論１ 

担当者名 

（Instructor） 
石岡 良治(ISHIOKA YOSHIHARU) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
PCW2300 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

様々なアニメ表現の魅力を捉える 

「歴史や社会」のコンテクストと、作品内在的批評の両者の重要性を学ぶ 

「ファンカルチャー」が表現の受容において惹き起こす「好悪」を各自の問題として捉える 

 

Grasp the appeal of various animated forms of expression. 

Learn about the importance of both historical/social context and immanent critique for creative pieces of work. 

Each student should consider personally the issue of comprehending the ‘likes and dislikes’ brought about by how creative 

expression is received by fan culture. 

 

授業の内容（Course Contents） 

本講義は日本のポピュラーカルチャーにおいて大きな存在感をみせるアニメについて、「文化批評／評論」の観点から考察する

試みである。 

同時に、受講者は中間レポート執筆を通じて、アニメ表現についての批評的アプローチを学ぶことになるだろう。 

メディアミックスが一般化している現在、アニメは、マンガや実写のテレビドラマや映画などと多種多様な関係を取り結ぶ。だが、ミ

スマッチを起こしやすいことも広く知られており、「アニメ化」が必ずしも作品ファンに歓迎されるとは限らなくなっていることもある。

このことは現代文化における「視覚イメージ」の役割と、作品受容における「ファンカルチャー」の両義的な位置付けを示している

ように思われる。 

以上の現状認識を前提にしつつ、本講義は現在のアニメ表現が直面している諸問題について、例えば「『君の名は。』が活気付

けつつある青春アニメ映画」「日本アニメにおける 3DCGの位置付け」といった、アクチュアルかつ身近な題材を手がかりにしつ

つ、複数の観点を「同時に」意識しつつ考察していきたいと考えている。 

 

後半扱ういくつかの題材については、受講者のリクエストも参考にする予定である。 

よって、一部題材についてはシラバス変更の可能性があり、そのさいには事前告知する。 

この種の講義では、各自の関心にとって「好きなカルチャーか否か」が焦点となりやすい状況があるが、本講義では「嫌い／苦手

なカルチャー」「無関心なカルチャー」との関係についても同時に目を向けるようにしたい。 

 

This lecture attempts to study Anime, which has a significant presence in Japanese popular culture, from a cultural 

criticism/critique point of view. 

Concurrently, through writing an interim report, students will learn about critical approaches to viewing animated forms of 

expression. 

At this present time of widespread mixed media use, Anime is linked in a wide variety of ways to Manga, and live-action 

television dramas or films. However, it is widely known that animating works often causes mismatches, thus turning existing 

works into Anime is no longer always welcomed by fans of the original pieces. It is thought that this reaction demonstrates the 

ambiguous role of visual image in modern culture and the uncertain nature of how creative works are received by fan culture. 

Setting recognition of the current situation outlined above as a precondition, this lecture looks at the various issues present-

day animated forms of expression are facing. The intention for example is while considering Anime critically using existing 

familiar material, to be simultaneously aware of multiple perspectives, such as the teen Anime movie scene recently energized 

by the film “Your Name.” and the placement of 3D computer graphics in Japanese Anime. 

 

The plan is to consider student requests when deciding on several works to cover in the second half of this lecture series. 

Accordingly, there may be changes to some of the materials listed in the syllabus, but advanced notice will be provided. 

In this kind of lecture, it is easy for a situation to occur where individual interests, regarding whether a culture is one you like or 

not, become the focus. However, in this lecture we will also look at our relationship to cultures we dislike, find hard to 

understand, or are not interested in. 

 

授業計画（Course Schedule） 
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1. 現代日本のポピュラーカルチャーにおけるアニメ表現の位置 

イントロダクション：日本におけるアニメーションと「アニメ」（１）：第二次世界大戦前のアニメーション 

2. 日本におけるアニメーションと「アニメ」（２）：TVアニメの成立 

3. 東映動画からスタジオジブリへ 

4. 宮崎駿『On Your Mark』とアニメの系列的読解 

5. 『耳をすませば』から『君の名は。』へ：「青春ラブコメ」という題材 

※中間レポート：スタジオジブリ・細田守・新海誠・片渕須直・ディズニー・ピクサーなど「以外」の、 

日本の「アニメ」作品についてのレポート 

6. 宮崎駿『On Your Mark』とアニメの系列的読解 

7. 『耳をすませば』から『君の名は。』へ：「青春ラブコメ」という題材 

※中間レポート：スタジオジブリ・細田守・新海誠・片渕須直・ディズニー・ピクサーなど「以外」の、 

日本の「アニメ」作品についてのレポート 

8. 「アニメ ANIME」の特質（１）：1960 年代 TVアニメから歴史を探る 

9. 「アニメ ANIME」の特質（２）：オープニングとエンディング映像からアニメ史を考える 

10. アニメにおけるジャンルとジェンダー（１）：「魔法少女」と「ロボット」 

11. アニメにおけるジャンルとジェンダー（２）：いわゆる「３大アニメ」と OVA文化 

12. アニメにおけるジャンルとジェンダー（３）：『魔法少女まどか☆マギカ』にみるジャンルの再編成 

13. アニメと CG：「アニメ的なもの」についての了解の変容 

14. 現代アニメの展望 

講義のまとめ 

※最終レポート「各自が好きなアニメについて、これまでの講義をふまえつつ分析せよ」 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

中間レポートと学期末レポート、計 2 回のレポート提出が課せられているので、各自の関心に応じて、積極的にアニメ作品と、そ

れを取り巻く状況について考えるようにすること 

配布プリントで紹介する文献、および講義で用いる作品については、全体を紹介することができないので、予習復習につとめるこ

と 

 

現代日本のアニメ文化について踏み込んだ言及を行うので、必ずしも多くの前提知識は要さないが、一定の関心をもつこと。とり

わけ「ディズニーとジブリアニメにのみ関心がある」者は、現代日本の深夜アニメに積極的に関心をもち、事前視聴に努めることで

その状態を脱することが望ましい。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

最終レポート(Final Report)(40%)/中間レポート(40%)/リアクションペーパーの内容(20%) 

最終レポート提出の条件として、二つの中間レポートを必ず両方とも提出すること 

 

テキスト（Textbooks） 

1. 石岡良治、2019、『現代アニメ「超」講義』、PLANETS/第二次惑星開発委員会 (ISBN:9784905325130) 

2. 石岡良治、2015、『「超」批評 視覚文化×マンガ』、青土社 (ISBN:9784791768417) 

 

参考文献（Readings） 

1. マーク・スタインバーグ、2015、『なぜ日本は〈メディアミックスする国〉なのか』、角川書店 (ISBN:9784040800196) 

2. 津堅信之、2017、『新版 アニメーション学入門』、平凡社新書 (ISBN:9784582858365) 

3. 細馬宏通、2013、『ミッキーはなぜ口笛を吹くのか: アニメーションの表現史』、新潮選書 (ISBN:9784106037351) 

4. 宇野常寛、2017、『母性のディストピア』、集英社 (ISBN:9784087711196) 

5. 土居伸彰、2017、『21 世紀のアニメーションがわかる本』、フィルムアート社 (ISBN:9784845916443) 

6. 高瀬康司、2019、『アニメ制作者たちの方法』、フィルムアート社 (ISBN:9784845918089) 

その他、講義中に随時紹介する 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 

 

 

  



 - 1771 - 

■AU308 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

抽選登録／文学講義 ４０８ 

(Lectures on Literature 408) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
マンガ／アニメ表現論２ 

担当者名 

（Instructor） 
鷲谷 花(WASHITANI HANA) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
PCW2300 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

18 世紀末から 19 世紀初頭にかけ、欧米で舞台演劇ジャンルとして成立した「メロドラマ」は、明瞭にキャラクター化され容易に識

別できる善と悪の対立、センセーショナリズムとセンチメンタリズムの効果を特徴とし、19 世紀以降、国境、世代、メディア、ジャン

ルの境界を超えて拡張、浸透し、多彩なヴァリエーションを生み出してきた。今日の英語圏における文化批評・研究で、「メロドラ

マ」は汎用性の高い概念のひとつとなっている。 

この授業では、英語圏の文献を中心とする先行研究の概要を学び、「メロドラマ」の定義と歴史を把握したうえで、近現代の日本

のマンガ・アニメほか大衆的物語文化におけるメロドラマ的想像力と様式のありようについて検証する。 

ジャンルまたは様式としての「メロドラマ」を学ぶことで、個別の作品が複数の他の作品とどのように関連し、地域の社会、産業、

文化の歴史のうちにどのように位置づけられるかを検討していく。また、大衆的・商業的な芸術文化が、「倫理・道徳」及び「感覚・

感情」をどのように扱ってきたか、それが近代以降の社会に生きる個人の主観にどのように影響してきたかについても考察を深

める。 

授業で得た知見を、個別の作家もしくは作品についての分析に役立て、学術的かつ批評的な文章を、参考文献を的確に活用し

つつ執筆する訓練を行う。 

 

"Melodrama" was established as a theatrical genre in Europe around the end of the 18th century. It is characterized by conflict 

between good and evil both are clearly characterized, and the effects of sensationalism and sentimentalism. Since the 19th 

century, "Melodrama" has expanded and permeated across borders, generations, media, and genres, producing a wide variety of 

variations. "Melodrama" has become one of the most versatile concepts in cultural criticism and research in the English-

speaking world today. 

In this class, we will study the definition and history of "melodrama" through an overview of previous studies, and examine the 

nature of melodramatic imagination and style in manga, anime, and other popular narrative cultures in contemporary Japan. 

By studying "melodrama" as a genre or style, we will examine how individual works relate to other works and how they are 

situated within the social, industrial, and cultural history of the region. We will also examine how popular and commercial art and 

culture have dealt with "ethics and morality" and "sensation and emotion" and how this has affected the subjectivity of 

individuals in post-modern societies. 

Students will be trained to use the knowledge gained in class to analyze individual writers and their works, and to write scholarly 

and critical texts, making appropriate use of references. 

 

授業の内容（Course Contents） 

「メロドラマ」は、１８世紀末に欧米で舞台演劇ジャンルとして成立し、１９世紀には舞台と小説メディアを介して世界的に普及し、２

０世紀初頭に映画がストーリーを語りはじめた際には重要なリソース源となり、その後、テレビドラマ、アニメーション、漫画、報

道、広告等々に浸透してきた。戦後日本のマンガ及びアニメにも、メロドラマの多様なヴァリエーションを見出すことができる。授

業では、英語圏のメロドラマ研究について概説しつつ、メロドラマの定義、歴史、日本におけるメロドラマの受容と独自の展開につ

いて学び、昭和戦後から現代に至るまでのマンガ及びアニメ作品における「メロドラマ的想像力」についても分析・考察を試みる。 

 

"Melodrama" was established as a theatrical genre in Europe at the end of the 18 century, and then spread worldwide through 

stage and novel media in the 19 century, and became one of the important resources for motion picture that began to tell 

stories in the early 20 century. Variations of "melodrama" also can be found in manga and anime in postwar Japan. In this 

course, we will learn about the definition and history of melodrama, the acceptance of melodrama in Japan, and its unique 

development.  We will also learn about the fruits of English melodrama studies. And we will consider the "melodramatic 

imagination" in manga and anime from the Showa period to the present Japan. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. イントロダクション～今後の授業の進め方についての説明 

2. メロドラマとは何か～ピーター・ブルックス『メロドラマ的想像力』とトマス・エルセサー「響きと怒りの物語」 

3. 「メロドラマ」と「悲劇」―ジャン・ヴァルジャンとジャヴェール― 

4. メロドラマとジェンダー：『アンクル・トムの小屋』から『東への道』へ 

5. メロドラマとジェンダー：『タイタニック』のジェンダー論 
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6. ゴシック、メロドラマ、ホラー（１） 

7. ゴシック、メロドラマ、ホラー（２） 

8. 手塚治虫の「メロドラマ的想像力」（１） 

9. 手塚治虫の「メロドラマ的想像力」（２） 

10. メロドラマにおけるアクションとモラル（１）－『ルパン三世 カリオストロの城』考察 

11. メロドラマにおけるアクションとモラル（２）－『天空の城ラピュタ』考察 

12. メロドラマにおける沈黙（１）―「声・言葉を奪われた犠牲者」イメージの系譜 

13. メロドラマにおける沈黙（２）―『聲の形』考察 

14. 「ボーイ・ミーツ・ガール」～「ラスト・ミニッツ・レスキュー」―新海誠のメロドラマツルギー 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

・メロドラマ論の主要文献は日本語訳されていないものが多いため、英語圏の複数のメロドラマ論の抜粋訳をオンラインで参考資

料として配布する。必ず目を通してから授業に参加すること。 

 

・授業では複数のマンガ、アニメ、映画作品を取り上げる予定だが、授業時間内に参考映像作品を全編通して上映することは不

可能であるため、授業外に対象作品を全編視聴できる時間と環境を確保することが望ましい。 

現状では下記作品を取りあげることを予定している。 

『レ・ミゼラブル』（トム・フーパ―監督、2012 年） 

『タイタニック』（ジェームズ・キャメロン監督、1997 年） 

吾峠呼世晴『鬼滅の刃』及びテレビシリーズ第１シーズン 

『ルパン三世 カリオストロの城』『天空の城ラピュタ』（宮崎駿監督） 

『言の葉の庭』『君の名は。』『天気の子』（新海誠監督） 

大今良時『聲の形』、『聲の形（劇場版）』（山田尚子監督） 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

レポート試験(Report Exam)(60%)/小課題(40%) 

授業への参加及び理解状況のチェックのため、LMS上で定期的に小課題を実施する。 

 

テキスト（Textbooks） 

なし 

 

参考文献（Readings） 

1. ピーター・ブルックス、2002、『メロドラマ的想像力』、産業図書 (ISBN:978-4782801390) 

2. ジョン・マーサー、マーティン・シングラー、2013、『メロドラマ映画を学ぶ：ジャンル・スタイル・感性』、フィルムアート社 

(ISBN:978-4845913008) 

3. ジョージ・スタイナー、1995、『悲劇の死』、ちくま学芸文庫 (ISBN:978-4-480-08225-1) 

4. 河野真理江、2021、『日本の〈メロドラマ〉映画―撮影所時代のジャンルと作品―』、森話社 (ISBN:978-4864051576) 

5. 岩本憲児、斉藤綾子、武田潔（編）、1998、『「新」映画理論集成① 歴史／人種／ジェンダー』、フィルムアート社 (ISBN:978-

4-8459-9874-6) 

英語の主要なメロドラマ論の抜粋訳を参考文献として配布するほか、参考文献については随時 LMSを通じて紹介する。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

講義資料配布、参考文献紹介、小課題提示等は LMSを通じて行う。 

 

注意事項（Notice） 
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■AU309 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

抽選登録／文学講義 ４０９ 

(Lectures on Literature 409) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
小説創作論１ 

担当者名 

（Instructor） 
滝口 悠生(TAKIGUCHI YUSHO) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
PCW2300 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

小説の文章の様態について学び、意識的に注意深く小説を読んでみること。各自の読みをより複雑で豊かなものにすること。 

 

Be conscious about the text of the novel. This will make your reading more complex and rich. 

 

授業の内容（Course Contents） 

本授業の講師（滝口）は、実作者として小説を書くうえでも、ひとの小説を読むうえでも、その言葉がどのように発生したか、を重

視しています。 

小説の言葉は書き手（小説家）によって書かれたものに他なりません。しかし、作品のなかにおいてそれは「書かれた言葉」では

なく、作中の何者かが「語る言葉」として存在しています。 

小説を語る、とはどのような行為なのか。それはどのように可能なのか。そして語られた言葉はいったいどのような有り様をしてい

るのか。それは文字なのか、音声なのか、そもそも誰に向かって語られているのか。 

これらのことについて考えることは、自ずと、小説を書く、小説を読む、とはどのような行いであるか、小説とはなにか、を考えるこ

とにもなるはずです。 

 

授業では、小説を書く／読むうえで手がかりとなるトピック（人称、視点、時制、表記法など）について具体的な例を挙げながら考

えていきます。また、実際に短い文章（小説ではありません）を書く簡単なワークショップを予定しています。また、実際に短編作品

を精読することで、作品の語りの構造について考え、読解を試みます。 

 

How did the text of the novel come about? 

It was written by a writer, but in the novel, it exists not as a "written word" but as a "narrative" of someone. 

What kind of act is narrate? How is it possible? And what exactly are the narrated words like?  

Thinking about these things will also help you write a novel, read a novel, and think about what a novel is. 

 

In class, we will think about some topics of text (person, point of view, tense, etc.). We are also planning a simple workshop to 

actually write short sentences (not novels). Also, actually read the short story and think about the structure of the narrative  

of the work. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 小説の文章とは 

2. 書き手と語り手／作者と読み手 

3. 現代の散文と小説の成り立ち 

4. 落語について 

5. 地の文と会話文１ 

6. 地の文と会話文２ 

7. 人称について１ 

8. 人称について２ 

9. 日記について 

10. 手記について 

11. 短編小説を読む１ 

12. 短編小説を読む２ 

13. 短編小説を読む３ 

14. 短編小説を読む４ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

授業内で紹介した本、作品をできるだけ読むこと。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 
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授業内で指示する提出物（２〜３回）(60%)/リアクションペーパー(40%) 

 

テキスト（Textbooks） 

授業内で指示します。 

 

参考文献（Readings） 

授業内で指示します。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

授業計画は、進捗に応じて多少変動すると思います。授業で読む作品とワークショップの内容については、受講生の興味や人数

など踏まえて決定します。 

 

注意事項（Notice） 
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■AU310 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AU310／文学講義 ４１０ 

(Lectures on Literature 410) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
小説創作論２ 

担当者名 

（Instructor） 
陣野 俊史(JINNO TOSHIFUMI) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
PCW2300 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

いま、日本で小説を書くということに必要な幾つかの問題を（体験的に）話していくので、そこからさらに自分にとって必要なことを

身につける。実作と批評と批評理論をできるだけ広く紹介する。 

 

In this course, we will read various texts that represent Japanese literary criticism.   

 

授業の内容（Course Contents） 

講義担当者は長年、日本で「文芸批評」を書いてきたが、この数年、数本の「小説」を書いた。あと数年、小説を書くことになるだろ

う。なぜ、いま、小説を書くことにしたのか、何が小説を書かせているのか、ということを講義の最初に話したうえで、現代日本文

学の担い手の中で学生にとって大切だと思われる作家を紹介し、その技法や思想について解説します。 さらに、文学理論のな

かで大切と思われるものを幾つか紹介し、理解してもらおうと思います。 

 

The lecturer has been writing "literary criticism" in Japan for many years, and has written several "novels" in the last few 

years.At the beginning of the lecture, I will talk about why I decided to write a novel now, and what makes me write a novel, and 

then I will talk about writers who are important to students among the leaders of contemporary Japanese literature. and explain 

its techniques and ideas. In addition, I would like to introduce some of the literary theories that I think are important. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. フェイクの時代に、どうして小説を書く必要があるのか（１） ウンベルト・エーコの晩年の作品から 

2. フェイクの時代に、どうして小説を書くという選択をしたのか（２）～体験的小説論  

3. 星野智幸の「新しい政治小説」について あるいは高橋和己以後 

4. 木村友祐の小説をめぐって（できれば「幼な子の聖戦」について）  

5. 綿矢りさの近作について  『かわいそうだね？』『嫌いなら呼ぶなよ』まで 

6. 韓国の現代文学とその背景 

7. 村田沙耶香『生命式』、『コンビニ人間』以後 

8. 津村記久子論～日常を描くヒント 

9. 批評理論（１） 精神分析批評 

10. 批評理論（２） クィア理論とジェンダー批評 

11. 批評理論（３） ポスト・コロニアリズム批評 

12. リアリズムについて～ラシュディとウエルベックを隔てるもの 

13. アフリカ文学と総称される文学について 

14. ミラン・クンデラの語る「継続性」と「複数性」 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

基本的に予習は重要ではありませんが、各回の内容を先取りして、自らその作家のテキストを手にすることをお勧めします。大事

なのは、授業のあと、授業で言及された理論や小説を、具体的に調べること。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

最終レポート(Final Report)(35%)/毎回提出のリアクションシート(65%) 

毎回、リアクションシートを提出すること。これが最終レポート以外の得点となる。 

 

テキスト（Textbooks） 

なし 

 

参考文献（Readings） 

 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 
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注意事項（Notice） 
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■AU311 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AU311／文学講義 ４１１ 

(Lectures on Literature 411) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
詩創作論１ 

担当者名 

（Instructor） 
野崎 有以(NOZAKI AI) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
PCW2300 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

詩や小説などの文学作品をさまざまな観点から鑑賞・批評することを通して、日本語による表現および日本の文化について柔軟

に考える。 

 

Through appreciating and criticizing literary works from various perspectives, students will flexibly think about expressions in 

Japanese and Japanese culture. 

 

授業の内容（Course Contents） 

日本語による文学作品を読み、その役割や解釈について考える。また、ディスカッションを通して各自の考えを深める。 担当教員

は詩の実作者でもあり、家政学の研究者でもある。そのため、「家政学」、「生活」といった観点からも文学作品を検討していく。 

 

Reading literary works in Japanese and think about their interpretations and roles in society. Students will deepen their 

thoughts about Japanese linguistic expressions. through discussions. The instructor is also a poetry author and a researcher in 

Home Economics. Therefore, we approach literary works mainly from the viewpoints of "Home Economics" and "Life". 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. イントロダクション。資料を配布して読む。 

2. 文学の形態（詩、小説、随筆）。 

3. 詩と散文の関係。【自身の文学観についての小レポートを提出】 

4. 短編小説と長編小説。ショートショートについても取り上げる。提出された小レポートの講評。 

5. 文学と生活の関係。 

6. 生活における文学（小説および詩）の表象。 

7. 民衆文芸としての文学作品。主に民話を取り上げる。広く知られている民話を採録された地域別に検討する。民謡について

もこの回で触れる。 

8. 家庭小説（明治三十年代）。 

9. 家庭小説（高度経済成長期）。 

10. 絵本、児童文学について。（ジェンダーの観点からも検討する） 

11. 日本の民話がどのように海外で紹介（翻訳）されているのかについて、絵本などを用いて検討する。 

12. 文学の役割とは何か？【ここまでの授業で考えた文学についての小レポートを提出】 

13. 提出された小レポートの講評。 

14. まとめ【最終レポート提出】。 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

提出する課題（小レポートなど）を授業時間外に執筆する必要がある。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

最終レポート(Final Report)(40%)/小レポート、リアクションペーパー等の提出物(40%)/授業参加度(20%) 

 

テキスト（Textbooks） 

授業で使用する資料は毎回こちらで用意したものを配布する。 

 

参考文献（Readings） 

1. 安藤宏、2015、『「私」をつくる―近代小説の試み』、岩波書店 

2. 和田博文、2009、『戦後詩のポエティクス 1935～1959』、世界思想社 

3. 中村稔、2020、『現代詩の鑑賞』、青土社 

4. 今和次郎、1971、『家政論 今和次郎集 5』、ドメス出版 

5. 今和次郎、1971、『家政論 今和次郎集 6』、ドメス出版 
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上記の参考文献以外にも適宜授業内で紹介する。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AU312 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

抽選登録／文学講義 ４１２ 

(Lectures on Literature 412) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
詩創作論２ 

担当者名 

（Instructor） 
蜂飼 耳(HACHIKAI MIMI) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
PCW2300 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

詩・詩論の読解と理解を通して各自の言語観を深める。詩の実作もおこない、言葉による表現について理解を深める。言語表現

の多様な方法に触れて、言葉に関する理解を深める。 

 

Through reading poetry,poetics specifically and understanding them,students will cultivate their thoughts about language and 

linguistic expressions.Students will experience various ways of linguistic expressions and deepen their understanding of language 

and literature. 

 

授業の内容（Course Contents） 

明治期から現在に至る近現代詩史をふまえながら、具体的に詩作品を読み、日本語の詩に迫り、詩歌が持つ可能性をめぐって

考える。また、詩の実作（作品の執筆）とその講評も行う。 

 

Through reading poetry in Japanese from the Meiji period to present,thinking of the history of modern Japanese poetry,students 

will experience the possibility of Japanese poetry and linguistic expressions.Students will write their poems and works submitted 

will be read in class. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. はじめに(ガイダンスなど)。 

2. 明治期の詩、『新体詩抄』とその周辺。島崎藤村『若菜集』、川路柳虹「塵塚」など。 

3. 三木露風、北原白秋、石川啄木など。 

4. 萩原朔太郎『月に吠える』他、『詩の原理』など。詩と散文、韻文と散文の問題について。 

5. 西脇順三郎『Ambarvalia』と『あむばるわりあ』、『超現実主義詩論』など。モダニズムについて。 

6. 宮沢賢治『春と修羅』、尾形亀之助『障子のある家』など。【作品提出＝あらかじめ詩作品を書いてきて授業の際に提出す

る。】 

7. 【提出された詩作品の講評。】 

8. 中原中也『山羊の歌』『在りし日の歌』など。 

9. 金子光晴『現代詩の鑑賞』など。戦後詩、詩誌『荒地』とその周辺、鮎川信夫、田村隆一など。 

10. 左川ちか、石垣りん、茨木のり子、伊藤比呂美など。 

11. 現代の詩について 1 谷川俊太郎、大岡信、石原吉郎、鈴木志郎康、高橋睦郎、荒川洋治など。 

12. 現代の詩について 2 近年の動向 

13. 現代の詩について 3 近年の動向 

14. まとめ【レポート提出＝最終レポートを書いてきて授業の際に提出する。】 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

履修登録完了後に、必要があれば適宜おこなう。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

最終レポート(Final Report)(40%)/出席および授業参加度(40%)/授業内に指示した提出物等(20%) 

四分の一以上の欠席は履修の意志がないものとみなす。学期末の最終レポートが提出されない場合は失格となる。 

 

テキスト（Textbooks） 

なし 

 

参考文献（Readings） 

1. 蜂飼耳(編)、2013、『大人になるまでに読みたい１５歳の詩 3 なやむ』、ゆまに書房 

2. 蜂飼耳(編)、2017、『大人になるまでに読みたい１５歳の詩 6 わらう』、ゆまに書房 

資料は必要に応じて配布する。 
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その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AU313 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AU313／文学講義 ４１３ 

(Lectures on Literature 413) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
ジェンダー論 

担当者名 

（Instructor） 
虎井 まさ衛(TORAI MASAE) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
PCW2800 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

社会的・文化的「性」であるジェンダーが生活の細部に宿るという気付きを始点とし，性の多様性，人間の多様性について考えを

拡げる機会を提供する。 

 

Starting with the realization that gender, which is a social and cultural construct, dwells in the fine details of life, we will provide 

students with an opportunity to expand their thinking on gender diversity and human diversity. 

 

授業の内容（Course Contents） 

講師は実際に女から男に性転換し，戸籍上も男になった者で，肉体だけではなくジェンダーそのものも移行する体験をした。女で

あった時と男になった時，社会の眼はどう変わったか。女の世界と男の世界はどう違い，どう同じなのか。毎回が性別についての

希有な体験授業であるような講義にしていきたい。 

 

This course’s lecturer is actually someone who changed his sex from female to male and became male on official Japanese 

census records (in the family register). Therefore, he has experienced not only a physical transition, but also the transition of 

gender itself. How did he change in the eyes of society from when he was a woman to when he became a man? What are the 

differences between a man's world and a woman’s world and which aspects are the same? The intention is for each lecture to 

be a rare experience-based lesson about gender. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 多様な性ついて  

2. 性別の習得について  

3. 性別違和感について  

4. 性の変更について  

5. 社会がつくる性について  

6. 宗教と性的少数者について 

7. デートＤＶについて／前半の補足 

8. 法的性別について  

9. 性別変更特例法について  

10. 特例法要件から外れる当事者について 

11. 性同一性障害の現状について  

12. ドキュメンタリー作品の解説と視聴（１） 

13. ドキュメンタリー作品の解説と視聴（２） 

14. 今後の課題と展望について 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

基本はテキストの精読。参考文献，色々な媒体の作品や資料については毎回紹介する。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

レポート試験(Report Exam)(60%)/コメントカード提出回数(30%)/私語などの授業態度(10%) 

コメントカード上の成りすまし，私語には特に厳しい。 

 

テキスト（Textbooks） 

1. 針間克己他、2011、『性同一性障害って何？』増補改訂版、緑風出版 (ISBN:9784846111014) 

 

参考文献（Readings） 

1. 南野智恵子他、2013、『性同一性障害の医療と法』、メディカ出版 
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その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

詳細は授業内・Blackboard等で事前に伝える。 

 

注意事項（Notice） 
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■AU314 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AU314／文学講義 ４１４ 

(Lectures on Literature 414) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
広告文芸論 

担当者名 

（Instructor） 
郡司 典夫(GUNJI NORIO) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
PCW2800 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

インターネットや電子メディアの爆発的な成長・普及により、本や雑誌のプレゼンスは低下の局面に入っている。そしてこのこと

が、出版社に仕事のスタイルの変更を迫ってきた。ただし、本作り、雑誌作りの基底にある「編集」という考え方には、メディア環境

の変化に動じない本質的な強さがある。出版のみならず、仕事や社会生活にも活かしうる編集感覚を身につけることを目標とす

る。 

 

The explosive growth and proliferation of the Internet and electronic media has brought the presence of books and magazines 

into a phase of decline. This has forced publishers to change their work styles. On the other hand, at the base of book and 

magazine making is the idea of 'editing'. And in this, there is an intrinsic strength that will be not be affected by changes in the 

media environment.  Our goal is to acquire a sense of editing that can be applied not only to publishing, but also to their work 

and social lives. 

 

授業の内容（Course Contents） 

出版という事業の全体像と本質を、多角的に見きわめていく。出版には、商業活動という面と、文化創出という面があり、その両

立を図るべく、多くの版元は苦慮を重ねている。出版実務の中心を占める編集作業の解説が、この講義の中心となるが、出版の

歴史的、社会的意味についても理解を深めていく。 

 

We will examine the overall picture and the essence of the publishing business from various angles. Publishing is both a business 

and a cultural creation, and many publishers struggle to reconcile the two. While the focus will be on the editorial work that is at 

the heart of publishing practice, the course will also deepen our understanding of the historical and social meaning of publishing. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. オリエンテーション――編集・販売・広告の各観点から、出版という事業の内実とその広がりを確認します。また、授業の進

め方を示します。 

2. 出版の現在――出版業界の現状を多面的に検証します。さらに、本作りのプロセス、流通の仕組み、出版広告の考え方を

紹介します。 

3. コンテンツとは何か――出版界にも浸透してきた「コンテンツ」という新しい概念を紹介します。それが、出版業界に与えた、

そしていまも与え続けている影響を見ていきます。 

4. 出版と販売・広告――本の流通形態とその現状を確認します。加えて、出版広告の考え方や方法、その効果について説明

します。 

5. 出版の歴史――オリジナル、写本、印刷物、電子版。本と人間が演じてきた興味深い歴史やドラマを紹介します。 

6. 編集者は何をしているか①◆総論――編集者の仕事の全体像を示します。企画立案、原稿依頼、原稿整理、校正、タイト

ル・帯文の作成、装丁の検討、販売戦略などについて説明します。 

7. 編集者は何をしているか②◆書籍編――書籍を編集するプロセスを詳しく見ていきます。単行本、文庫、新書、全集（巻数

もの）、それぞれについて解説します。 

8. 編集者は何をしているか③◆雑誌編――雑誌を編集するプロセスを詳しく見ていきます。月刊誌、週刊誌、ムック、それぞ

れについて解説します。 

9. 出版社研究①――日本の特徴・特色のある出版社を取り上げ、創業の経緯とその後の展開を見ていきます。そうすること

で、日本の出版文化についての理解を深めます。 

10. 出版社研究②――日本の特徴・特色のある出版社を取り上げ、創業の経緯とその後の展開を見ていきます。そうすること

で、日本の出版文化についての理解を深めます。 

11. ベスト・セラー研究――大きな社会現象となったベスト・セラーを取り上げ、その特色や影響について見ていきます。また、ロ

ング・セラーについても言及します。 

12. メディア論と編集的思考法――メディアの中の出版という視点で、出版の過去・現在・未来を眺め渡します。さらに、編集と

いう思考態度のさまざまな応用について考えます。 

13. 企画の立て方・企画書の作り方①――編集的思考法を実践します。企画を作る上で重要な要素を確認し、魅力的・効果的

な企画書作りへの導入を行います。 

14. 企画の立て方・企画書の作り方②――編集的思考法を実践します。企画を作る上で重要な要素を確認し、魅力的・効果的
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な企画書作りへの導入を行います。 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

授業時間外の学習に関する指示は、必要に応じて別途指示する。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

最終レポート（最終授業時に提出）(40%)/リアクション・ペーパー(30%)/授業内の提出物(30%) 

 

テキスト（Textbooks） 

なし 

 

参考文献（Readings） 

 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AU317 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AU317／文学講義 ４１７ 

(Lectures on Literature 417) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
現代歌謡論 

担当者名 

（Instructor） 
佐々木 敦(SASAKI ATSUSHI) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
PCW2200 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

日本のポップ・ミュージック、いわゆる J-POPの歴史と特長を総覧し、その未来を展望する。 

 

An overview of the history and characteristics of Japanese pop music, so-called J-POP, and an outlook for its future. 

 

授業の内容（Course Contents） 

「J-POP」誕生の以前と以後の歴史、現在に至るまでを、具体的な音源や資料を用いて学んでいく。 

 

We will learn about the history of "J-POP" before and after its birth, using many sound sources and documents, and up to the 

present day. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. この講義では何をするのか？ 

2. J-POP以前その１（70 年代） 

3. J-POP以前その 2（70 年代-2） 

4. J-POP以前その 3（80 年代） 

5. J-POP以前その 4（80 年代-2） 

6. J-POPの誕生 

7. J-POP以降その 1（90 年代） 

8. J-POP以降その 2（90 年代-2） 

9. J-POP以降その 3（90 年代-3） 

10. J-POP以降その 4（ゼロ年代） 

11. J-POP以降その 5（ゼロ年代-2） 

12. J-POP以降その 6（テン年代） 

13. J-POP以降その 7（現在） 

14. J-POPの「未来」 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

特になし 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

最終レポート(Final Report)(40%)/出席(60%) 

 

テキスト（Textbooks） 

1. 佐々木敦、2022、『増補・決定版 『ニッポンの音楽』』、扶桑社 

 

参考文献（Readings） 

 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AU318 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AU318／哲学講義 １ 

(Lectures on Philosophy 1) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
西洋哲学 

担当者名 

（Instructor） 
渡名喜 庸哲(TONAKI YOTETSU) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
PCW2000 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

この授業では、現代フランス哲学を扱います。 

毎回具体的なテーマを設定し、それに関連する現代フランスの哲学の議論を紹介します。 

よく「フランス現代思想」という表現が使われますが、それが指しているのは 1960 年代〜70 年代の思想であることが多いです。も

ちろんそうした思想も重要ですし今もなお読む価値がありますが、本講義では、むしろそれ以降から現代までの時代をとくに扱い

ます。授業で紹介する哲学者には著名な人からあまり知られていない人もいますが、総じてなかなかスリリングで面白い考察を

展開しています。現代のフランス哲学の面白さを伝えることがこの授業の第一の目標です。また、とりわけアクチュアルな問題に

ついて、そうした現代フランスの哲学者たちが何をどう論じてきたのかを知ることは、履修者自身がさまざまに考察を深める際に

も多いに参考になると思います。その点が第二の目標です。 

 

The aim of this lecture is to give an account of a general feature and the importance of contemporary French thought. 

It provides with students some philosophical points of view of contemporary French thinkers around a variety of topics. 

Although "Contemporary French Philosophy" may sometimes refer to that of 1960s and 70s, this lecture focus on its more 

recent trends around more actual issues. 

 

授業の内容（Course Contents） 

授業ではある程度時系列に従いつつ、毎回一つのテーマを取り上げます（授業計画を参照）。 

それに関する一人ないし複数の哲学者の思想（テキスト）の解説を通じて考察を深めます。 

 

Basically, this course will be conducted in a chronological order with a concrete theme on each lecture. Each time it will pick up 

one or plural philosophers, in order to give an account of his/her/their philosophical insights on the related theme. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. イントロダクション：〈68 年の思想〉と〈ポストモダン〉 

2. 正常と異常：フーコーとジョルジュ・カンギレム 

3. いつから社会は自己責任になったか：フーコー、ジャック・ドンズロ、フランソワ・エヴァルド 

4. ヴァーチャル化する社会：ドゥルーズとボードリヤール 

5. フランス共和主義とその他者たち：フランスにおけるイスラムとユダヤ 

6. 他者を受け入れる？：レヴィナス、デリダ、ジャン＝リュック・ナンシー 

7. 西洋が西洋について見ないでいること：ピエール・ルジャンドル 

8. フランスのジェンダー思想：ボーヴォワールからカトリーヌ・マラブーまで 

9. テクノロジーをどう考えるか：ジャック・エリュールとブリュノ・ラトゥール 

10. 現代技術の諸問題：ベルナール・スティグレール、ポール・ヴィリリオ、グレゴワール・シャマユー 

11. 自然環境をどう考えるか：政治的エコロジーからフィリップ・デスコラまで 

12. 人新世とカタストロフィ：セルジュ・ラトゥーシュとジャン＝ピエール・デュピュイ 

13. 食べることの哲学：ドミニク・レステルとコリーヌ・ペリュション 

14. 新実在論と SF的世界：カンタン・メイヤスー 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

・毎回の主題についてあらかじめ自分自身の考えをまとめておく。 

・授業内容を踏まえ、自身の考察をまとめる（リアクションペーパー）。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

最終レポート(Final Report)(40%)/中間レポート(20%)/授業への参加（コメント等）(40%) 

 

テキスト（Textbooks） 

用いません。適宜授業でプリントを配布します。 
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参考文献（Readings） 

1. 石田英敬、2010、『現代思想の教科書』、ちくま学芸文庫 (ISBN:978-4480092793) 

2. 岡本裕一朗、2015、『フランス現代思想史 構造主義からデリダ以後へ』、中公新書 (ISBN:978-4121023001) 

3. 川口茂ほか、2020、『現代フランス哲学入門』、ミネルヴァ書房 (ISBN:978-4623084982) 

4. 千葉雅也、2022、『現代思想入門』、講談社現代新書 (ISBN:978-4065274859) 

適宜授業で紹介しますが、以上の 4 冊は土台として役立つでしょう。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

「哲学概論」、「哲学への扉」、「哲学対話 in Rikkyo」などの導入科目をすでに履修していることが望ましいです（必須ではありませ

んが未修の方は上記科目の履修を推奨します）。 

 

注意事項（Notice） 
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■AU319 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AU319／哲学講義 ２ 

(Lectures on Philosophy 2) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
東洋哲学 

担当者名 

（Instructor） 
林 文孝(HAYASHI FUMITAKA) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
PCW2000 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

この授業の到達目標は以下のとおり。 

・「東洋哲学」という枠組みに括られる諸思想について、原典資料を参照しながら、具体的な内容を理解すること。 

・いわゆる「東洋哲学」からどのような新たな思考の可能性が見出せるか、自力で考察する視座を得ること。 

 

The goals of this course are to  

・understand the specifics of the various schools of thought that fall within the framework of “Eastern philosophy”, while 

referring to the original sources, 

・gain a perspective to consider on one's own what new possibilities for thought can be found in so-called “Eastern philosophy”. 

 

授業の内容（Course Contents） 

東アジア世界でかつて圧倒的な影響力をもった「朱子学」の思想内容について、わかりやすい入門書をもとに紹介する。そのさ

い、著者が説明に用いた原典資料やその関連資料をつとめて提示し、その内容を再確認する。また、解釈の分かれる問題につ

いてはその状況についても説明する。そして、学生各自において、朱子学が自らの思考といかに関係しいかに関係しないか、何

らかの新しい要素をもたらしてくれるのか否か、考察するよう促す。 

 

This course introduces the contents of Neo-Confucianism, which once had an overwhelming influence in East Asia, based on an 

easy-to-understand introductory text. It will present the original sources and related materials used in the author’s 

explanations and reconfirm their contents. The status of issues that are subject to different interpretations will also be 

explained. Students will be encouraged to consider for themselves how Neo-Confucianism relates and does not relate to their 

own thinking, and whether or not it brings any new elements. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. イントロダクション 

2. はじめに：私たちは自由にものを考えているか？ 

3. 朱子学の位置 

4. 朱子学の世界観 

5. 朱子学の世界認識 

6. 朱子学の最優先課題 

7. 朱子学の方法・その１「居敬」 

8. 朱子学の方法・その２「格物窮理」 

9. 朱熹と朱子学 

10. 朱子学と陽明学 

11. 日本の朱子学 

12. 朱熹の人物像 

13. 世界の辺境で朱子学を問う 

14. 総括 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

予習範囲として指示されたテキストの該当箇所を読み、内容確認を兼ねて Canvas LMS上の小テストを受験すること。各回の予

習範囲については第１回の資料で提示する。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

レポート試験(Report Exam)(60%)/予習課題(20%)/リアクションペーパー(20%) 

所定時間（期間）内のリアクションペーパー提出をもって出席にカウントする。なお、75%以上の出席をしていない場合は不合格と

する。 
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テキスト（Textbooks） 

1. 垣内景子、2015、『朱子学入門』、ミネルヴァ書房 (ISBN:9784623073917) 

そのほかはコピーを配付する。 

 

参考文献（Readings） 

1. 垣内景子、2021、『朱子学のおもてなし』、ミネルヴァ書房 (ISBN:9784623092802) 

2. 土田健次郎、2019、『朱熹の思想体系』、汲古書院 (ISBN:9784762966521) 

そのほかは適宜紹介する。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

文字資料と板書による講義形式。視聴覚教材を補助的に用いる可能性がある。 

予習課題（小テスト）は自動採点。リアクションペーパーに対しては次回授業時に全体的なフィードバックを行う。 

資料の掲示、予習課題等に Canvas LMS を用いる予定。 

 

注意事項（Notice） 
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■AU321 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AU321／哲学講義 ４ 

(Lectures on Philosophy 4) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
芸術論 2 

担当者名 

（Instructor） 
五十嵐 Ｊ．(IGARASHI JANNU) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
PCW2200 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

旧石器時代から 17 世紀までの西洋美術の展開を概観し、各時代の社会、経済、文化的背景に関する知識を得て、美術作品の

解説ができるようになることを目指す。 

 

The aim is to become able to interpret pieces of art, by outlining the development of western art from the Paleolithic period up 

until the seventeenth century and acquiring knowledge on each period’s society, economy and cultural background. 

 

授業の内容（Course Contents） 

先史時代から近世までの地中海周辺の諸国、中近東、ヨーロッパの美術に数多く触れ、西洋美術に親しむ。地理的環境、各時代

の社会、経済、文化的背景を踏まえながら、各美術作品が制作された目的、背景、表現内容、様式の特徴を学ぶ。 

 

We will touch on many pieces of art produced from prehistoric times to recent times in the countries around the Mediterranean 

Sea, the Middle East and Europe, thus developing familiarity with western art. Taking into account the geographical environment 

and each period’s society, economy and cultural background, we will learn for each piece of art the aim behind its creation, its 

background, its expressive content and its style. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 西洋美術史の様式と美術のはじまり：旧石器時代、中石器時代、新石器時代 

2. 古代エジプト文明：ピラミッド、壁画、彫刻 

3. 古代メソポタミア文明：ジグラッド、戦勝記念碑、ハンムラビ法典 

4. 古代エーゲ海文明：キュクラデス諸島、クレタ島、クノッソス宮殿 

5. 古代ギリシャ美術：パルテノン神殿、陶器、彫刻 

6. 古代ローマ美術：コロセウム、ポンペイ、トラヤヌス記念柱 

7. 初期キリスト教美術、ケルト美術、ゲルマン美術、ビザンチン美術 

8. ロマネスク美術：半円形アーチ、彫刻、巡礼路 

9. ゴシック美術：大聖堂、尖頭アーチ、ステンドグラス 

10. 初期ルネサンス：ブルネレスキ、マサッチオ、マンテーニャ 

11. 盛期ルネサンス：レオナルド・ダ・ヴィンチ、ミケランジェロ、ラファエロ 

12. 北方ルネサンス：ヤン・ファン・エイク、デューラー、ブリューゲル 

13. マニエリスム、ヴェネツィア派：ポントルモ、ジョルジョーネ、ティツィアーノ 

14. バロック：フェルメール、レンブラント、カラヴァッジョ、ベルニーニ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

西洋美術の特別展示や常設展示を鑑賞する。参考文献を読む。その他、授業時間外の学習に関しては、必要に応じて別途指示

する。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

最終レポート(Final Report)(40%)/出席態度(20%)/報告（リアクションペーパー）(40%) 

 

テキスト（Textbooks） 

授業プリントのモノクロバージョンは授業前に毎回配布します。授業プリントのカラーバージョンは blackboardにてアップロードし

ておきます。 

 

参考文献（Readings） 

1. H.W.ジャンソン、アンソニー・F.ジャンソン、2001、『西洋美術の歴史』、創元社 (ISBN:ISBN978-4422700076) 

2. E.H.ゴンブリッジ、2007、『美術の物語』、ファイドン (ISBN:ISBN978-4902593556) 

3. 高階秀爾、2002、『西洋美術史』、美術出版社 (ISBN:ISBN978-4568400649) 
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4. 五十嵐ジャンヌ、2021、『なんで洞窟に壁画を描いたの？美術のはじまりを探る旅（１３歳からの考古学）』、新泉社 

(ISBN:ISBN978-4-7877-2027-6) 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

上野・国立西洋美術館（常設展示：１４世紀〜２０世紀の西洋美術の展示） 

http://www.nmwa.go.jp/jp/index.html 

 

池袋・古代オリエント博物館（エジプト、メソポタミア、イラン、シリアの古代美術の展示） 

http://aom-tokyo.com 

 

武蔵境・中近東文化センター（イラン・イラク・シリア・トルコ・エジプトの古代美術の展示） 

http://www.meccj.or.jp 

 

注意事項（Notice） 
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■AU322 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AU322／哲学講義 ５ 

(Lectures on Philosophy 5) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
現代思想の諸問題 1 

担当者名 

（Instructor） 
大熊 玄(OKUMA GEN) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
PCW2000 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

社会心理学者エーリヒ・フロム（1900-80）の著作を読み、その鍵概念である「自由」「服従」「愛」「生産的」「悪」「持つ／在る」など

を理解し、それらを援用・批判して自分自身と現代社会について思索できるようになること。 

 

Read written works by social psychologist Erich Fromm (1900-1980) and understand key concepts such as freedom, conformity, 

love, evil, being productive, and the ideas to have or to be. Become able to support or criticize Fromm’s concepts and 

contemplate one's own self and modern society. 

 

授業の内容（Course Contents） 

この授業は、『自由からの逃走』や『愛するということ』で知られるフロムの著作を通して、学生が単に知識を増やすのではなく、自

ら考えてアウトプットしていく、社会心理学および哲学入門となる。各授業は毎回、最初に学生からのコメントメールを紹介し、それ

に対して講師からコメントや補足説明をするフィードバック応答を行う。その後、以下の「授業計画」にそって（学生の理解度によっ

て変更もありうる）、講師がフロムの思想や概念を（できるだけ平易に）紹介、解説する。 

 

This class is an introduction to social psychology and philosophy. Through written works by Fromm, who is known for books 

such as Escape from Freedom and The Art of Loving, students will not merely increase their knowledge, but also think for 

themselves and produce work based on their opinions. Every time classes will be split into a first half and a second half. In the 

first half, the lecturer will present comment on emails written by students and provide supplementary explanation. In the second 

half, the lecturer will introduce Fromm’s thinking and concepts (as simply as possible) in accordance with the lesson plan below 

(this plan may change based on student feedback). 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. ガイダンス・人物について 

2. 自由からの逃走（１） 自由と個人の解放 

3. 自由からの逃走（２） 宗教改革・近代人の不安と自由 

4. 自由からの逃走（３） 自由からの逃避のメカニズム 

5. 人間における自由（１） 人道主義的倫理とパーソナリティ 

6. 人間における自由（２） 生産的・非生産的「構え」 

7. 人間における自由（３） 道徳的能力 

8. 愛するということ（１） 技術としての愛 

9. 愛するということ（２） 親の愛・性的愛 

10. 愛するということ（３） 自己愛・利己主義 

11. 悪について（１） バイオレンス・ネクロフィリア・バイオフィリア 

12. 悪について（２） 自由・決定論・二者択一論 

13. 生きるということ（１） 持つことと在ること 

14. 生きるということ（２） 新しい人間、新しい社会 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

予習／各テキスト指定箇所を事前に読んでおく。 

復習／授業を振り返り、コメント（主観＋客観）を送る。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

各回授業へのコメント(70%)/授業末レポート(30%) 

 

テキスト（Textbooks） 

大学 Web上の学習支援システムにアップする。 
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参考文献（Readings） 

 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

第一回目授業「ガイダンス」にて、授業の方針・進め方を説明します。授業中に使用したパワーポイントデータ等は、大学 Web上

の学習支援システムにアップします。 

 

注意事項（Notice） 
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■AU323 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AU323／哲学講義 ６ 

(Lectures on Philosophy 6) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
現代思想の諸問題２ 

担当者名 

（Instructor） 

小平 健太(KODAIRA KENTA) 

鈴木 信一(SUZUKI SHINICHI) 

丸山 諒士(MARUYAMA RYOJI) 

小林 雅博(KOBAYASHI MASAHIRO) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
PCW2000 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

哲学をめぐる問題とそれに対する思考法をさまざまな哲学者・思想家から学び、哲学史の基礎を知るとともに、最終的にみずから

哲学的に考える力を身に付けることを目指す。授業を通じて知識・理論をただ学ぶだけではなく、同時にそれを実践する術を身に

付けることによって、各個人が興味をもつさまざまな文化的事象に自ら問いを立て解決するための基礎体力を養う。 

 

The course aims to study problems involving philosophy and ways of thinking about these from a variety of philosophers and 

thinkers, as well as to learn about the basics of philosophical history and finally instill the ability to think philosophically on one's 

own. By not only acquiring knowledge and theory through classes but also instilling techniques for practicing these, the course 

will cultivate the basic capability in individuals to pose and solve questions in response to cultural events of personal interest.  

 

授業の内容（Course Contents） 

本講義は哲学・思想を扱います。哲学という学問の固有性は、さまざまな文化的事象を考える、その「考え方」そのものを真正面

から取り扱うことにあります。そこに哲学の重要な特徴があると言えるでしょう。本講義では、四名の担当教員が各回を担当し、各

教員の専門性を活かすことで、学生諸君の問題意識喚起に資することを目指します。 

 

本講義では、主に「美（美しさ）」・「身体」・「自然」・「自由」という四つの主要な哲学的トピックをめぐって、哲学的思考がもつ様々

な現代的意義について検討します。私たちが何かを「美しい」と感じるのはなぜでしょうか。多様なメディアが溢れかえる現代社会

において、私たちの「感性」は一体何を捉えているのでしょう。私たちの「身体」は、他者や世界、さらには私たちを取り囲む環境と

どのように関わり合っているのでしょうか。その際、私たちの感覚や身体性は、どのように記述され得るのでしょう。近年、多発す

る自然災害、環境変化を前に、私たちにとって「自然」とはどのような存在でしょうか。これから、どう関わっていくべきでしょうか。

生きていくなかで様々な選択や判断を迫られる私たちにとって、そもそも「自由」とは、どのような意味をもつのでしょうか。人生に

降りかかる偶然や必然を、私たちはどう理解したらいいでしょうか。 

 

―― こうした問題を前に、私たちもこれまでの哲学者・研究者たちの言語に耳を傾けながら、身の回りに潜む多くの社会的・文化

的事象について、「哲学」の観点から考察を展開します。はじめに、小平が全体を統括して講義全体の流れを作り、第一のトピック

「美（美しさ）」を扱い、次いで鈴木が第二のトピック「身体」について検討します。それを受けて、小林が「自然」について、最後に

丸山が「自由」について、それぞれ哲学的考察を展開します。 

 

This lecture will take up philosophy and thought. The uniqueness of the academic discipline of philosophy is that, in considering 

diverse cultural events, it directly addresses the matter of "how to think" itself. This can be considered an important 

characteristic of philosophy. In this lecture four teachers will utilize their expertise and make the characteristics of each way of 

thinking clear. The aim is to contribute by evoking within you students’ interest in, and awareness of, the issues. 

 

In this lecture, we will examine the various contemporary implications of philosophical thinking, focusing on four major 

philosophical topics: beauty, the body, nature, and freedom. Why do we feel that something is beautiful? How does our "body" 

interact with others? What does "nature" mean to us in the face of recent natural disasters and environmental changes? How 

should we relate to it in the future? What does freedom mean to those of us who are forced to make various choices and 

decisions in our daily lives? Tackling such questions, we will listen to the words of past philosophers and researchers, and 

philosophically consider numerous social and cultural events from a variety of angles. First, lecturer Kodaira will take the overall 

lead and determine the structure of all lectures, and examine the first topic “beauty”. This will be followed by lecturer Suzuki 

developing philosophical considerations about “body”, followed by lecturer Kobayashi about “nature” and finally, by lecturer 

Maruyama about “freedom”. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. オリエンテーション――授業の狙いと進め方・これまで哲学は何を問題としてきたのか―― 
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2.  【美をめぐる哲学 美学・芸術論 ①】 

美しさとはなにか――近代美学の思考と理論 

3.  【美をめぐる哲学 美学・芸術論 ②】 

感性化の時代を生きる――現代をめぐる美と感性の働き 

4.  【美をめぐる哲学 美学・芸術論 ③】 

感性化の功罪――芸術表現に潜む危険性と可能性 

5. 【身体をめぐる哲学 現象学・オートポイエーシス理論 ①】 

身体とはなにか――自己制作のメカニズム 

6. 【身体をめぐる哲学 現象学・オートポイエーシス理論 ②】 

他者と身体――連動を起ち上げるメカニズム 

7. 【身体をめぐる哲学 現象学・オートポイエーシス理論 ③】 

環境と身体――事物に<なる>メカニズム 

8. 【自然をめぐる哲学 自然哲学・実在論 ①】 

人新世とは何か――気候変動の時代における自然について 

9. 【自然をめぐる哲学 自然哲学・実在論 ②】 

現代思想における自然の概念をめぐって――思弁的実在論を中心に 

10. 【自然をめぐる哲学 自然哲学・実在論 ③】 

自然とウイルスの哲学――21世紀における生 

11. 【自由をめぐる哲学 政治哲学・正義論 ①】 

自由と意志・責任――「あなたは立教大学を選択したか」 

12. 【自由をめぐる哲学 政治哲学・正義論 ②】 

自由と偶然・必然――「あなたは立教大学にいないこともできるか」 

13. 【自由をめぐる哲学 政治哲学・正義論 ③】 

自由と技術――「技術はあなたを解放するか」 

14. 各テーマの総括 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

各テーマに応じて教員より指示される参考文献をあらかじめ予習してから授業に参加すること。 

毎回の授業においてスライド・板書した内容を復習し、次回の授業に備えること。 

 

本科目では、各テーマ終了後、2000 字程度の小レポートを書いて提出してもらいます。 

よって期間中に 4 回の小レポートがあります。 

 

この他の授業時間外の学習に関する具体的な指示は、必要に応じて別途指示します。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

小レポート①(20%)/小レポート②(20%)/小レポート③(20%)/小レポート④(20%)/リアクションペーパー(20%) 

 

テキスト（Textbooks） 

その都度、資料を配布します。 

授業内容に直接関連する一次資料は、その都度授業中に指示します。 

 

参考文献（Readings） 

1. 國分功一郎、2017、『中動態の世界: 意志と責任の考古学』、医学書院 (ISBN:9784260031578) 

2. 小平健太、2020、『ハンス・ゲオルグ＝ガダマーの芸術哲学——哲学的解釈学における言語性の問題』、晃洋書房 

(ISBN:9784771033184) 

3. 鈴木信一、2021、『即興ダンスセラピーの哲学―身体運動・他者・カップリングー』、晃洋書房 (ISBN:9784771034594) 

4. 河本英夫、2018、『哲学の練習問題』、講談社学術文庫 (ISBN:9784062924801) 

5. 寺田匡弘他編、2021、『人新世を問うー環境、人文、アジアの視点から』、京都大学学術出版会 (ISBN:9784814003174) 

6. グレアム・ハーマン、2020、『思弁的実在論入門』、人文書院 (ISBN:9784409031094) 

7. 青山拓央、2016、『時間と自由意志: 自由は存在するか』、筑摩書房 (ISBN:9784480847454) 

その他の文献については、その都度授業中に指示します。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

本講義は配布資料、スライドを参照しつつ、適宜板書を行うこともあります。各自、必要に応じてノート等を用意してください（授業

への PCの持ち込みと使用は可）。 

講義の目的は、必ずしもひとつの答え、またその答えの客観性を得ることではありません。各講義のはじめに、前回提出してもら

ったリアクションペーパーの中からいくつかご紹介する予定です。毎回テーマとなっている事象を自由に捉え、また他の学生がど

のように考えているのか、事象を捉えるさまざまな視野そのものを身に付けるよう、意識して講義に参加してください。  

 

注意事項（Notice） 
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■AU324 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AU324／哲学講義 ７ 

(Lectures on Philosophy 7) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
死生論 

担当者名 

（Instructor） 
岩崎 大(IWASAKI DAI) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
PCW2000 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

①生と死に関する現代の社会的課題と、それに応じる死生学の実践を理解する。 

②哲学的問題を抱える現代の諸現場について、意見交換を通じて自分なりの態度を確立する。 

③現代において生と死を自ら考えることの意義を理解し、自ら問いを立て、それに取り組むための能力を養う。 

 

1. To understand contemporary social issues related to life and death and the practice of thanatology in response to these 

issues. 

2. To establish one's own attitude through mutual exchange of opinions on various contemporary philosophical problems. 

3. To understand the significance of thinking about life and death on one's own, and to develop the ability to create and address 

questions on one's own. 

 

授業の内容（Course Contents） 

現代において、哲学・倫理学が「世の中の役に立つ学問」であることを明示する代表的な例が、テクノロジーやグローバリゼーショ

ンの発展に伴って発生した社会的課題を解決することである。ただし課題の解決とは、伝統的な価値観や普遍的な倫理原則を現

実に適用させて正しい態度選択を明らかにすることではなく、むしろそうした基準自体が機能不全に陥るような現実を前に、多様

な個人がそれぞれどのようにして自らの決断を導くことができるかを考えること、また、その環境を構築することにある。 

本講義では、現代の社会的課題として顕現する生と死の諸問題に学際的に応じる死生学の実践を概観しながら、現代において

死を考えることの意義を検討し、受講者それぞれが自らの生と死に向き合うための能力を養っていく。 

 

Solving social problems that have arisen with the development of technology and globalization is an example of how philosophy 

and ethics can be a "useful discipline for the world" in the modern era. 

However, solving social problems does not mean applying traditional values and universal ethical principles to reality and 

revealing the right attitudes, but rather considering how diverse individuals can guide their decisions in a reality where such 

criteria themselves cannot function, and creating an environment in which they can do so. 

In this class we will review the practice of thanatology, which is an interdisciplinary approach to the various issues of life and 

death that have emerged as social problems of our time. In doing so, we will examine the significance of thinking about death in 

the modern age and cultivate each participant's ability to think about his or her own life and death. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 死生学とは何か？ 

2. 様々な死生観 

3. なぜ人を殺してはいけないか？（殺人軽犯罪説） 

4. 存在の問題と存在の仕方の問題 

5. 死生観形成とライフサイクル 

6. 文明のなかの老いと死 

7. 死のタブー視 

8. 医療倫理と医療従事者ー患者関係 

9. キュアとケア 

10. ケアの可能性：緩和ケア、現象学的看護、ユーモア 

11. 自殺と社会 

12. 自殺と欲望とコミュニケーション 

13. 現代において生と死を考えること 

14. 総括 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

講義で扱う資料を事前、事後に確認すること。毎回与えられる課題・コメント提出のために、講義の復習と必要な情報を収集し

て、自らの意見を構築すること。 
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成績評価方法・基準（Evaluation） 

各回のコメント提出(60%)/最終テスト(Final Test)(40%) 

各回のコメントは講義後に Canvas LMSから提出。2/3 以上の出席をしていない場合は 単位修得不可。 

 

テキスト（Textbooks） 

資料は講義内で適宜紹介し、一部 PDF等で配布する。 

 

参考文献（Readings） 

1. 岩崎大、2021、『スマホと哲学』、春風社 (ISBN:9784861107368) 

2. 岩崎大、2015、『死生学ー死の隠蔽から自己確信へー』、春風社 (ISBN:9784861104381) 

各回のテーマに関わる参考文献は講義内で紹介します。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

Power Pointを用いた講義形式で行うが、思考する能力を養うために、講義中に提示する課題に対する回答や対話を求める。

「Canvas LMS」を使用して毎回期日までに課題・コメントの提出等を行う。その内容について、次回の講義でフィードバックを行う。 

 

注意事項（Notice） 
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■AU325 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AU325／哲学概論 １ 

(Introductory Lectures on Philosophy 1) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
「西洋哲学」で「哲学する」 

担当者名 

（Instructor） 
渡名喜 庸哲(TONAKI YOTETSU) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
PCW2000 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 

AE326「人間と哲学１」と同一科目。重複履修不可。教育学科の学生は AE326 を登録す

ること。 

 

授業の目標（Course Objectives） 

この授業では、哲学者の名前と概念を暗記することを目指すことはしません。「哲学」で重要なことは、覚えることではなく、自ら

「考える」ことです。自ら「考える」ことができるために、そのツールとして、西洋哲学の歴史や基本的な考え方を身につけることを

目指します。 

ただし、必要に応じて、西洋哲学の基本的な流れや重要な考え方の説明はします。大学の授業やさまざまな本などでは、西洋の

哲学者の名前や考え方が出てくることがあります。そうしたときの参考になるような基本的な事項を理解することも目標の一つで

す。 

 

The purpose of this course is not "memorizing" philosophers' names and concepts. "Philosophy" is not a set of seemingly deep 

thoughts or witty ideas. The most important thing is to be able to "think" by yourself. 

The objectives of this course consist therefor:   

・ to learn how to “think” by yourself. 

・ to understand the basic flow and important ideas of the Western philosophy. 

 

授業の内容（Course Contents） 

授業では、できるだけ日常的な場面にも通ずる「問い」を提示します。授業前あるいは授業内にそれについて「考えて」もらう機会

を設けます。できるだけ履修者とのインタラクティブな対話を設ける予定です。 

それを踏まえて、各回その「問い」を掘り下げるために、関連する西洋哲学の重要な考え方を説明していきます。 

なお、以下の授業計画は授業の進み方や履修者の希望に応じて適宜変更する場合があります。 

 

For this reason, we plan to have interactive dialogue with students as much as possible. The students will be required to answer 

the questions presented before each session. The course will be proceeded in response to the answers, by presenting ideas 

elaborated in Western philosophy.  

 

授業計画（Course Schedule） 

1. イントロダクション：「哲学する」とは？「正しい」とは？ 

プラトンとアリストテレス 

2. 「バナナはおやつ」？ 

アリストテレスとスコラ哲学 

3. 「私」は「自由」か？ 

デカルトとホッブズ 

4. 「偶然」「必然」て何？ 

スピノザ、ライプニッツ、ヒューム 

5. 「美」は主観的？客観的？ 

カント 

6. 「善い」「悪い」はどう決まる？ 

カント、功利主義、ニーチェ 

7. 「社会」って何？ 

ヘーゲル、マルクス、キルケゴール、トクヴィル 

8. 「ある」と「いる」はどう違う？ 

フッサール、ハイデガー 

9. 「言葉」って何？「言葉」はすべてを言い表せるか 

ウィトゲンシュタイン、ソシュール 

10. 結局「人それぞれ」？ 

構造主義とポスト構造主義 

11. 「正義」なんてもうない？ 

ポストモダン、デリダ、ロールズ、ハーバーマス 

12. 「責任」て何？ 
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アーレント、レヴィナス、分析哲学 

13. 「自然」は守るべきか 

現象学、エコロジー 

14. ジェンダーのことはどう考えたらよいか 

フェミニズムとジェンダー哲学 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

次回の講義で扱う「問い」についてあらかじめ考えてくる 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

筆記試験(Written Exam)(50%)/授業参加度（コメントの提出等）(50%) 

 

テキスト（Textbooks） 

用いません（適宜プリントを配布します）。 

 

参考文献（Readings） 

1. 貫成人、2008、『図説・標準 哲学史』、新書館 (ISBN:978-4403250934) 

2. 納富信留・檜垣立哉・柏端達也、2019、『よくわかる哲学・思想』、ミネルヴァ書房 (ISBN:978-4623084104) 

3. 曽我千亜紀ほか編、2021、『フランス・バカロレア式 書く! 哲学入門』、ナカニシヤ出版 (ISBN:978-4779514951) 

そのほか適宜授業中に指示します。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AU326 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AU326／哲学概論 ２ 

(Introductory Lectures on Philosophy 2) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
中国哲学史 

担当者名 

（Instructor） 
林 文孝(HAYASHI FUMITAKA) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
PCW2000 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 

AE327「人間と哲学 2」と同一科目。重複履修不可。 

教育学科の学生は AE327 を登録すること。 

 

授業の目標（Course Objectives） 

この授業の目標は以下のとおり。 

・中国哲学史についての基礎的な知識について説明できること。 

・重要な理論や概念を理解し、哲学的問題の思考に適用できること。 

 

The goals of this coursse are to 

・obtain basic knowledge about the history of Chinese philosophy, 

・be able to understand important theories and concepts in Chinese philosophy, and apply them to thinking on philosophical 

issues. 

 

授業の内容（Course Contents） 

テキストにもとづいて中国哲学史の概要を説明する。重要な理論については、それを手がかりとしてどのような哲学的思考が展

開できるかという可能性についてもあわせて説明する。 

 

This course provides an overview of the history of Chinese philosophy based on the textbook.  For important theories, it will 

also explain the possibility of developing philosophical thinking with them as clues. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. イントロダクション 

2. 中国哲学史を書くとはどういうことか、中国哲学史の起源 

3. 孔子、正しさとは何か 

4. 孟子・荀子・荘子、礼とは何か、『孫子』 

5. 『老子』『韓非子』『淮南子』、法家、董仲舒・王充、経書と緯書 

6. 王弼・郭象、仏教との対決 

7. 『詩経』から『文心雕龍』へ、韓愈 

8. 朱熹と朱子学、陽明学 

9. キリスト教との対決、西洋は中国をどう見たのか１ 

10. 戴震、西洋近代との対決 

11. 胡適と近代中国哲学の成立、現代新儒家の挑戦、毛沢東の時代 

12. 西洋は中国をどう見たのか２、普遍論争 

13. 補論：新しい「中国哲学」の可能性 

14. 総括 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

予習範囲として指示されたテキストの該当箇所を読み、内容確認を兼ねて Canvas LMS上の小テストを受験すること。各回の予

習範囲については第１回の資料で提示する。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

筆記試験(Written Exam)(60%)/予習課題（小テスト）(20%)/リアクションペーパー(20%) 

所定時間（期間）内のリアクションペーパー提出をもって出席にカウントする。なお、75%以上の出席をしていない場合は不合格と

する。 

 

テキスト（Textbooks） 

1. 中島隆博、2022、『中国哲学史』、中央公論新社 (ISBN:9784121026866) 

そのほかはコピーを配付する。 

 

参考文献（Readings） 

1. アンヌ・チャン、2010、『中国思想史』、知泉書館 (ISBN:9784862850850) 
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2. 湯浅邦弘編著、2020、『中国思想基本用語集』、ミネルヴァ書房 (ISBN:9784623087365) 

3. ユク・ホイ、2022、『中国における技術への問い――宇宙技芸試論』、ゲンロン (ISBN:9784907188467) 

その他は適宜指示する。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

文字資料と板書による講義形式。視聴覚教材を補助的に用いる可能性がある。 

予習課題（小テスト）は自動採点。リアクションペーパーに対しては次回授業時に全体的なフィードバックを行う。 

資料の掲示、予習課題等に Canvas LMS を用いる予定。 

 

注意事項（Notice） 
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■AU327 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AU327／現代倫理 

(Ethics) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
〈善さ〉と〈正しさ〉をめぐって――現代倫理の諸問題 

担当者名 

（Instructor） 
佐藤 香織(SATO KAORI) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
PCW2000 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

この授業では、基礎倫理学および現代倫理の基本的な概念と基礎を学ぶ。 

 

This course introduces the basic concepts and foundations of basic ethics and modern ethics to students taking this course. 

 

授業の内容（Course Contents） 

  本講義では、現代倫理を学ぶために、「善さ」と「正しさ」に関する倫理学の歴史を学ぶ。また、自ら思考し、論述する力を身に

つけていく。 

 

This course deals with the history of ethics that examines "Good"  and "Justice"  in order to learn modern ethics. It also 

enhances the development of stuents' skill in logical thinking and academic writing. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 導入――「善さ」と「正しさ」をめぐる問題の、現代倫理までの道筋 

2. 「正しさ」をめぐる問い――プラトン『国家』が提起する問題  

3. 「徳」としての「正しさ」――アリストテレス『ニコマコス倫理学』 

4. 「心の平静」と「善さ」――ストア派の倫理学 

5. 「自由であること」と「正しくあること」――カントの倫理学（１） 

6. 嘘をつくことについての倫理的考察――カントの倫理学（２） 

7. 「善さ」とは利益を増大させることなのか――古典的功利主義 

8. 動物に対する倫理――ピーター・シンガーの功利主義 

9. 「無知のヴェール」と「公正」――ロールズの正義論から 

10. 中間レポート講評 

11. 安楽死と尊厳死の間――医療倫理と法の問題（１） 

12. 臓器移植と生殖医療が意味するもの――医療倫理と法の問題（２） 

13. 反出生主義を考える―― 「生きる」ことと「善さ」／「正しさ」をめぐる問題 

14. 次の世代に残す――ハンス・ヨナスの世代間倫理と環境問題 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

毎回、板書ノートを良く読んで、授業内に提示された課題を復習する（１時間程度）。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

筆記試験(Written Exam)(60%)/毎回の課題(20%)/中間レポート(20%) 

 

テキスト（Textbooks） 

1. 児玉聡、2020、『実践・倫理学』、勁草書房 (ISBN:978-4-326-15463-0) 

毎回、プリントを配布する（web上でも授業用プリントとスライドを配布する）。 

 

参考文献（Readings） 

適宜授業内で参考文献を挙げる。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AU368 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AU368／文学講義 ４１８ 

(Lectures on Literature 418) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
世界文学論１ 

担当者名 

（Instructor） 
阿部 賢一(ABE KENICHI) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
PCW2300 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

「メタファー」について、修辞学のみならず、文学、言語学など広範な文脈から検討する。 

 

In this course, we will examine "metaphor" in a broader context, including literature,  linguistics, and rhetoric. 

 

授業の内容（Course Contents） 

修辞学、文学、認知言語学における「メタファー」という概念の位置づけを概観しながら、文学作品においてメタファーおよび比喩

表現がどのような機能を有しているか検討する。川端康成、大江健三郎などの日本語作家の作品を参照するほか、中欧の作家

ボフミル・フラバル『わたしは英国王に給仕した』などを取り上げ、言語・文化的な差異が比喩にどのような影響をもたらしているか

についても考察を行う。 

 

This course will examine the concept of "metaphor" in rhetoric, literature, and cognitive linguistics. We will also examine the 

functions of metaphors and figurative expressions in literary works. We will also refer to the works of Japanese authors such as 

Yasunari Kawabata and Kenzaburo Oe and will also discuss how linguistic and cultural differences affect metaphors, taking up 

such works as the Czech author Bohumil Hrabal's "I served the King of England. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. イントロダクション 

2. 修辞学（プラトン、アリストテレス、キケロ） 

3. 旧修辞学との決別（I・A・リチャーズ、ロラン・バルト） 

4. メタファーと認知（G・レイコフ） 

5. 直喩の多様性について 

6. 隠喩（川端康成『雪国』） 

7. 換喩と提喩、あるいは月見うどん、キツネうどん、親子丼 

8. テクストにおける比喩（大江健三郎の事例） 

9. 映画における比喩表現 

10. 映画（フラバル『わたしは英国王に給仕した』）鑑賞 

11. 文学作品における比喩表現 

12. フラバル『わたしは英国王に給仕した』を読む 

13. メタファーと翻訳 

14. 総括 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

メタファーの分析など、随時課題を行なってもらいます。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

レポート試験(Report Exam)(45%)/授業時の複数回の課題(55%) 

 

テキスト（Textbooks） 

1. フラバル、2019、『わたしは英国王に給仕した』、河出書房新社 (ISBN:4309464904) 

 

参考文献（Readings） 

1. アリストテレス、1992、『弁論術』、岩波書店 (ISBN:4003360486) 

2. 佐藤信夫、1992、『レトリック感覚』、講談社 (ISBN:4061590294) 

3. I・A・リチャーズ、2021、『レトリックの哲学 』、未来社 (ISBN:4624934490) 

4. ジョージ・レイコフ他、1986、『レトリックと人生』、大修館書店 (ISBN:4469211257) 

5. 瀬戸賢一他、2022、『例解 現代レトリック事典 』、大修館書店 (ISBN:4469012912) 
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その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AU369 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

AU369／文学講義 ４１９ 

(Lectures on Literature 419) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
世界文学論２ 

担当者名 

（Instructor） 
小澤 裕之(OZAWA HIROYUKI) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
PCW2300 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

19 世紀から 20 世紀までのロシア文学の大まかな流れを理解すること。また、個々の作品に対する様々な解釈を知った上で、そ

の作品について自分なりの意見を持てるようになることを期待します。 

 

The aim of this course is to help students acquire an understanding of the mainstream of Russian literary history from the 19th 

century to the 20th century. I also expect that students will be able to have their own opinions about each work, knowing the 

various interpretations of it. 

 

授業の内容（Course Contents） 

19 世紀から 20 世紀までのロシア文学の概説。原則として各回に 1 人ずつ詩人・作家を取りあげ、解説します。特に、ある作品の

解釈の変遷や、対立する複数の解釈を紹介し、周囲を取り巻く環境や時代によって、受容の仕方が変化してゆく様子に着目しま

す。また、日本文学との関係にも随時目を配る予定。ときどき関連する映像作品を視聴します。 

 

A survey of Russian literary history from the 19th century to the 20th century. In principle, this course explains one poet/writer 

each week. We explore how the reception of work changes depending on the surrounding environment and the times. It is done 

by introducing the transition of interpretations of work and multiple conflicting interpretations. This course also pays attention 

to the relationship between Russian and Japanese literature. We will occasionally watch videos related to this course. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. ガイダンス：ロシア文学の簡単な紹介 

2. 原点にして究極：プーシキン 

3. 鼻が喋る：ゴーゴリ 1 

4. 落語で訳す：ゴーゴリ 2 

5. 白樺林と雑木林：ツルゲーネフと独歩 

6. 長い、暗い、可笑しい：ドストエフスキー 

7. 映画鑑賞：『ドストエフスキーと愛に生きる』 

8. ぶよぶよ、ぶくぶくのモンスター：トルストイ 

9. 泣けるのか笑えるのか：チェーホフ 

10. ロシアの詩女神たち：アフマートワとツヴェターエワ 

11. どこにもない言葉を求めて 1：フレーブニコフとクルチョーヌィフ 

12. どこにもない言葉を求めて 2：ハルムス 

13. 森は生きている：マルシャークとスラヴ昔話 

14. 小さな者への眼差し：アレクシエーヴィチとロシア文学の伝統 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

授業で紹介した詩人／作家の作品を自主的に読めば、理解が格段に深まると思います。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

最終レポート(Final Report)(40%)/リアクションペーパー(40%)/出席および授業参加態度(20%) 

最終レポートは、3 分の 2 以上出席した者にのみ許可します。 

 

テキスト（Textbooks） 

授業時にプリントを配布します。 

 

参考文献（Readings） 

1. 藤沼貴、小野理子、安岡治子、2000、『新版 ロシア文学案内』、岩波書店 (ISBN:9784003500026) 

2. 川端香男里（編）、1986、『ロシア文学史』、東京大学出版会 (ISBN:9784130820400) 

3. 藤沼貴、水野忠夫、井桁貞義、2003、『はじめて学ぶロシア文学史』、ミネルヴァ書房 (ISBN:9784623037544) 
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4. 中村唯史・坂庭淳史・小椋彩（編）、2022、『ロシア文学からの旅――交錯する人と言葉』、ミネルヴァ書房 

(ISBN:9784623094004) 

5. ゴーゴリ（浦雅春訳）、2006、『鼻／外套／査察官』、光文社 (ISBN:9784334751166) 

6. 井桁貞義、井上健（編）、2013、『チェーホフの短篇小説はいかに読まれてきたか』、世界思想社 (ISBN:9784790715856) 

7. 小澤裕之、2019、『理知のむこう――ダニイル・ハルムスの手法と詩学』、未知谷 (ISBN:9784896425727) 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AU781 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

その他／卒業論文(制作)･卒業論文(制作)指導演習 

(Thesis and Seminar in Thesis Writing) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
卒業論文を書く 

担当者名 

（Instructor） 
渡名喜 庸哲(TONAKI YOTETSU) 

学期 

（Semester） 
通年(Full year) 

単位 

（Credit） 
１０単位(10 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
PCW4840 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

研究対象を絞って研究主題を深め，時に遭遇する内容上あるいは書き方の上での疑問を解決しながら，最終的に優れた卒業論

文を作成できるようになることをめざす．  

 

Students will refine their research targets to deepen their research subjects. Students will write quality graduation thesis in the 

end by solving questions they encounter when writing or reading contents.  

 

授業の内容（Course Contents） 

指導教員と学生が必要に応じて直接話し合い，研究課題への理解を深め各自の問題を解決する．演習時間は個別に相談のうえ

で設定する．授業内容は，論文執筆者がその時に抱えている問題意識によって変わる．  

 

When necessary, professor and students will have conversation directly to deepen students’ understanding about their research 

subjects and solve their issues. Seminar time slot will be set after discussion with individual student. Contents of the class will 

change according to issue awareness of thesis writers at that time.  

 

授業計画（Course Schedule） 

1. オリエンテーション：演習の進め方，スケジュールの確認 

2. 発表と討議１(論文概要・資料調査等) 

3. 発表と討論２(論文概要・資料調査等) 

4. 発表と討議３(論文概要・資料調査等) 

5. 発表と討議４(論文概要・資料調査等) 

6. 発表と討議５(論文概要・資料調査等) 

7. 発表と討議６(論文概要・資料調査等) 

8. 発表と討議７(論文概要・資料調査等) 

9. 発表と討議８(論文概要・資料調査等) 

10. 発表と討議９(論文概要・資料調査等) 

11. 発表と討議１０(論文構成) 

12. 発表と討議１１(論文構成) 

13. 発表と討議１２(論文構成) 

14. 発表と討議１３(論文構成) 

15. 発表と討議１４(論文構成) 

16. 発表と討議１５(論文構成) 

17. 発表と討議１６(論文構成) 

18. 発表と討議１７(論文構成) 

19. 発表と討議１８(論文原稿指導) 

20. 発表と討議１９(論文原稿指導) 

21. 発表と討議２０(論文原稿指導) 

22. 発表と討議２１(論文原稿指導) 

23. 発表と討議２２(論文原稿指導) 

24. 発表と討議２３(論文原稿指導) 

25. 発表と討議２４(論文原稿指導) 

26. 発表と討議２５(論文原稿指導) 

27. 発表と討議２６(論文原稿指導) 

28. まとめ：卒業論文，卒業制作の提出準備 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

各自のテーマに関する知識を増やし，思考を深めるために，授業で与えられた課題に応えて，文献読解および調査を，授業に合

わせて行ってくること． 
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成績評価方法・基準（Evaluation） 

発表報告内容(20%)/卒業論文・卒業制作(60%)/授業参加度（発言回数＋発言内容）(20%) 

決められた期限までに卒業論文または卒業制作を提出し、なおかつ所定の面接審査を経て判定する。 

 

テキスト（Textbooks） 

論文執筆者が研究対象とする作品 

 

参考文献（Readings） 

授業中折にふれて紹介する． 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AU782 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

その他／卒業論文(制作)･卒業論文(制作)指導演習 

(Thesis and Seminar in Thesis Writing) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
卒業論文を書く 

担当者名 

（Instructor） 
林 文孝(HAYASHI FUMITAKA) 

学期 

（Semester） 
通年(Full year) 

単位 

（Credit） 
１０単位(10 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
PCW4840 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

研究対象を絞って研究主題を深め，時に遭遇する内容上あるいは書き方の上での疑問を解決しながら，最終的に優れた卒業論

文を作成できるようになることをめざす．  

 

Students will refine their research targets to deepen their research subjects. Students will write quality graduation thesis in the 

end by solving questions they encounter when writing or reading contents.  

 

授業の内容（Course Contents） 

指導教員と学生が必要に応じて直接話し合い，研究課題への理解を深め各自の問題を解決する．演習時間は個別に相談のうえ

で設定する．授業内容は，論文執筆者がその時に抱えている問題意識によって変わる．  

 

When necessary, professor and students will have conversation directly to deepen students’ understanding about their research 

subjects and solve their issues. Seminar time slot will be set after discussion with individual student. Contents of the class will 

change according to issue awareness of thesis writers at that time.  

 

授業計画（Course Schedule） 

1. オリエンテーション：演習の進め方，スケジュールの確認 

2. 発表と討議１(論文概要・資料調査等) 

3. 発表と討論２(論文概要・資料調査等) 

4. 発表と討議３(論文概要・資料調査等) 

5. 発表と討議４(論文概要・資料調査等) 

6. 発表と討議５(論文概要・資料調査等) 

7. 発表と討議６(論文概要・資料調査等) 

8. 発表と討議７(論文概要・資料調査等) 

9. 発表と討議８(論文概要・資料調査等) 

10. 発表と討議９(論文概要・資料調査等) 

11. 発表と討議１０(論文構成) 

12. 発表と討議１１(論文構成) 

13. 発表と討議１２(論文構成) 

14. 発表と討議１３(論文構成) 

15. 発表と討議１４(論文構成) 

16. 発表と討議１５(論文構成) 

17. 発表と討議１６(論文構成) 

18. 発表と討議１７(論文構成) 

19. 発表と討議１８(論文原稿指導) 

20. 発表と討議１９(論文原稿指導) 

21. 発表と討議２０(論文原稿指導) 

22. 発表と討議２１(論文原稿指導) 

23. 発表と討議２２(論文原稿指導) 

24. 発表と討議２３(論文原稿指導) 

25. 発表と討議２４(論文原稿指導) 

26. 発表と討議２５(論文原稿指導) 

27. 発表と討議２６(論文原稿指導) 

28. まとめ：卒業論文，卒業制作の提出準備 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

各自のテーマに関する知識を増やし，思考を深めるために，授業で与えられた課題に応えて，文献読解および調査を，授業に合

わせて行ってくること． 
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成績評価方法・基準（Evaluation） 

発表報告内容(20%)/卒業論文・卒業制作(60%)/授業参加度（発言回数＋発言内容）(20%) 

決められた期限までに卒業論文または卒業制作を提出し、なおかつ所定の面接審査を経て判定する。 

 

テキスト（Textbooks） 

論文執筆者が研究対象とする作品 

 

参考文献（Readings） 

授業中折にふれて紹介する． 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AU783 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

その他／卒業論文(制作)･卒業論文(制作)指導演習 

(Thesis and Seminar in Thesis Writing) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
卒業論文を書く 

担当者名 

（Instructor） 
林 みどり(HAYASHI MIDORI) 

学期 

（Semester） 
通年(Full year) 

単位 

（Credit） 
１０単位(10 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
PCW4840 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

研究対象を絞って研究主題を深め，時に遭遇する内容上あるいは書き方の上での疑問を解決しながら，最終的に優れた卒業論

文を作成できるようになることをめざす．  

 

Students will refine their research targets to deepen their research subjects. Students will write quality graduation thesis in the 

end by solving questions they encounter when writing or reading contents.  

 

授業の内容（Course Contents） 

指導教員と学生が必要に応じて直接話し合い，研究課題への理解を深め各自の問題を解決する．演習時間は個別に相談のうえ

で設定する．授業内容は，論文執筆者がその時に抱えている問題意識によって変わる．  

 

When necessary, professor and students will have conversation directly to deepen students’ understanding about their research 

subjects and solve their issues. Seminar time slot will be set after discussion with individual student. Contents of the class will 

change according to issue awareness of thesis writers at that time.  

 

授業計画（Course Schedule） 

1. オリエンテーション：演習の進め方，スケジュールの確認 

2. 発表と討議１(論文概要・資料調査等) 

3. 発表と討論２(論文概要・資料調査等) 

4. 発表と討議３(論文概要・資料調査等) 

5. 発表と討議４(論文概要・資料調査等) 

6. 発表と討議５(論文概要・資料調査等) 

7. 発表と討議６(論文概要・資料調査等) 

8. 発表と討議７(論文概要・資料調査等) 

9. 発表と討議８(論文概要・資料調査等) 

10. 発表と討議９(論文概要・資料調査等) 

11. 発表と討議１０(論文構成) 

12. 発表と討議１１(論文構成) 

13. 発表と討議１２(論文構成) 

14. 発表と討議１３(論文構成) 

15. 発表と討議１４(論文構成) 

16. 発表と討議１５(論文構成) 

17. 発表と討議１６(論文構成) 

18. 発表と討議１７(論文構成) 

19. 発表と討議１８(論文原稿指導) 

20. 発表と討議１９(論文原稿指導) 

21. 発表と討議２０(論文原稿指導) 

22. 発表と討議２１(論文原稿指導) 

23. 発表と討議２２(論文原稿指導) 

24. 発表と討議２３(論文原稿指導) 

25. 発表と討議２４(論文原稿指導) 

26. 発表と討議２５(論文原稿指導) 

27. 発表と討議２６(論文原稿指導) 

28. まとめ：卒業論文，卒業制作の提出準備 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

各自のテーマに関する知識を増やし，思考を深めるために，授業で与えられた課題に応えて，文献読解および調査を，授業に合

わせて行ってくること． 
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成績評価方法・基準（Evaluation） 

発表報告内容(20%)/卒業論文・卒業制作(60%)/授業参加度（発言回数＋発言内容）(20%) 

決められた期限までに卒業論文または卒業制作を提出し、なおかつ所定の面接審査を経て判定する。 

 

テキスト（Textbooks） 

論文執筆者が研究対象とする作品 

 

参考文献（Readings） 

授業中折にふれて紹介する． 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AU784 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

その他／卒業論文(制作)･卒業論文(制作)指導演習 

(Thesis and Seminar in Thesis Writing) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
卒業論文を書く 

担当者名 

（Instructor） 
菅野 聡美(KANNO SATOMI) 

学期 

（Semester） 
通年(Full year) 

単位 

（Credit） 
１０単位(10 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
PCW4840 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

研究対象を絞って研究主題を深め，時に遭遇する内容上あるいは書き方の上での疑問を解決しながら，最終的に優れた卒業論

文を作成できるようになることをめざす．  

 

Students will refine their research targets to deepen their research subjects. Students will write quality graduation thesis in the 

end by solving questions they encounter when writing or reading contents.  

 

授業の内容（Course Contents） 

指導教員と学生が必要に応じて直接話し合い，研究課題への理解を深め各自の問題を解決する．演習時間は個別に相談のうえ

で設定する．授業内容は，論文執筆者がその時に抱えている問題意識によって変わる．  

 

When necessary, professor and students will have conversation directly to deepen students’ understanding about their research 

subjects and solve their issues. Seminar time slot will be set after discussion with individual student. Contents of the class will 

change according to issue awareness of thesis writers at that time.  

 

授業計画（Course Schedule） 

1. オリエンテーション：演習の進め方，スケジュールの確認 

2. 発表と討議１(論文概要・資料調査等) 

3. 発表と討論２(論文概要・資料調査等) 

4. 発表と討議３(論文概要・資料調査等) 

5. 発表と討議４(論文概要・資料調査等) 

6. 発表と討議５(論文概要・資料調査等) 

7. 発表と討議６(論文概要・資料調査等) 

8. 発表と討議７(論文概要・資料調査等) 

9. 発表と討議８(論文概要・資料調査等) 

10. 発表と討議９(論文概要・資料調査等) 

11. 発表と討議１０(論文構成) 

12. 発表と討議１１(論文構成) 

13. 発表と討議１２(論文構成) 

14. 発表と討議１３(論文構成) 

15. 発表と討議１４(論文構成) 

16. 発表と討議１５(論文構成) 

17. 発表と討議１６(論文構成) 

18. 発表と討議１７(論文構成) 

19. 発表と討議１８(論文原稿指導) 

20. 発表と討議１９(論文原稿指導) 

21. 発表と討議２０(論文原稿指導) 

22. 発表と討議２１(論文原稿指導) 

23. 発表と討議２２(論文原稿指導) 

24. 発表と討議２３(論文原稿指導) 

25. 発表と討議２４(論文原稿指導) 

26. 発表と討議２５(論文原稿指導) 

27. 発表と討議２６(論文原稿指導) 

28. まとめ：卒業論文，卒業制作の提出準備 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

各自のテーマに関する知識を増やし，思考を深めるために，授業で与えられた課題に応えて，文献読解および調査を，授業に合

わせて行ってくること． 
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成績評価方法・基準（Evaluation） 

発表報告内容(20%)/卒業論文・卒業制作(60%)/授業参加度（発言回数＋発言内容）(20%) 

決められた期限までに卒業論文または卒業制作を提出し、なおかつ所定の面接審査を経て判定する。 

 

テキスト（Textbooks） 

論文執筆者が研究対象とする作品 

 

参考文献（Readings） 

授業中折にふれて紹介する． 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■AU785 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

その他／卒業論文(制作)･卒業論文(制作)指導演習 

(Thesis and Seminar in Thesis Writing) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
卒業論文を書く 

担当者名 

（Instructor） 
蜂飼 耳(HACHIKAI MIMI) 

学期 

（Semester） 
通年(Full year) 

単位 

（Credit） 
１０単位(10 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
PCW4840 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

研究対象を絞って研究主題を深め，時に遭遇する内容上あるいは書き方の上での疑問を解決しながら，最終的に優れた卒業論

文を作成できるようになることをめざす．  

 

Students will refine their research targets to deepen their research subjects. Students will write quality graduation thesis in the 

end by solving questions they encounter when writing or reading contents.  

 

授業の内容（Course Contents） 

指導教員と学生が必要に応じて直接話し合い，研究課題への理解を深め各自の問題を解決する．演習時間は個別に相談のうえ

で設定する．授業内容は，論文執筆者がその時に抱えている問題意識によって変わる．  

 

When necessary, professor and students will have conversation directly to deepen students’ understanding about their research 

subjects and solve their issues. Seminar time slot will be set after discussion with individual student. Contents of the class will 

change according to issue awareness of thesis writers at that time.  

 

授業計画（Course Schedule） 

1. オリエンテーション：演習の進め方，スケジュールの確認 

2. 発表と討議１(論文概要・資料調査等) 

3. 発表と討論２(論文概要・資料調査等) 

4. 発表と討議３(論文概要・資料調査等) 

5. 発表と討議４(論文概要・資料調査等) 

6. 発表と討議５(論文概要・資料調査等) 

7. 発表と討議６(論文概要・資料調査等) 

8. 発表と討議７(論文概要・資料調査等) 

9. 発表と討議８(論文概要・資料調査等) 

10. 発表と討議９(論文概要・資料調査等) 

11. 発表と討議１０(論文構成) 

12. 発表と討議１１(論文構成) 

13. 発表と討議１２(論文構成) 

14. 発表と討議１３(論文構成) 

15. 発表と討議１４(論文構成) 

16. 発表と討議１５(論文構成) 

17. 発表と討議１６(論文構成) 

18. 発表と討議１７(論文構成) 

19. 発表と討議１８(論文原稿指導) 

20. 発表と討議１９(論文原稿指導) 

21. 発表と討議２０(論文原稿指導) 

22. 発表と討議２１(論文原稿指導) 

23. 発表と討議２２(論文原稿指導) 

24. 発表と討議２３(論文原稿指導) 

25. 発表と討議２４(論文原稿指導) 

26. 発表と討議２５(論文原稿指導) 

27. 発表と討議２６(論文原稿指導) 

28. まとめ：卒業論文，卒業制作の提出準備 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

各自のテーマに関する知識を増やし，思考を深めるために，授業で与えられた課題に応えて，文献読解および調査を，授業に合

わせて行ってくること． 
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成績評価方法・基準（Evaluation） 

発表報告内容(20%)/卒業論文・卒業制作(60%)/授業参加度（発言回数＋発言内容）(20%) 

決められた期限までに卒業論文または卒業制作を提出し、なおかつ所定の面接審査を経て判定する。 

 

テキスト（Textbooks） 

論文執筆者が研究対象とする作品 

 

参考文献（Readings） 

授業中折にふれて紹介する． 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 



 

  



 

 

 

 


